
 
2025年3月24日 

サレジオ工業高等専門学校 

 

 

 

【お知らせ】Syllabus2023 変更内容の一覧を公開しました 

 

 

 

 
平素より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、2023 年度の Syllabus における授業内容の変更等につきまして「2023 年度変更一覧」を作成し、Syllabus2023 の末尾に掲載

いたしましたのでお知らせいたします。 
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履修単位と学修単位の運⽤について 
本校では、準学⼠課程（本科）1〜4 年と専攻科課程（専攻科）において学修単位を導⼊しています。 
 

（1） 履修単位と学修単位について 
【履修単位】 

   履修単位科⽬とは、30 単位時間（1 単位時間は 50 分）の学習をもって 1 単位となる授業科⽬です。 
【学修単位】 

学修単位科⽬とは、45 時間（1 時間は 60 分）の学修をもって 1 単位となる授業科⽬です。 
 

 

（2） 本校における学修単位科⽬の運⽤について 
【講義演習科⽬】 
  15 時間の授業と 30 時間の授業外学修をもって 1 単位とします。 
【実験実習科⽬】 
  30 時間の授業と 15 時間の授業外学修をもって 1 単位とします。 
 



履修単位と学修単位の運⽤について 
本校では、準学⼠課程（本科）1〜4 年と専攻科課程（専攻科）において学修単位を導⼊しています。 
 

（1） 履修単位と学修単位について 
【履修単位】 

   履修単位科⽬とは、30 単位時間（1 単位時間は 50 分）の学習をもって 1 単位となる授業科⽬です。 
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（2） 本校における学修単位科⽬の運⽤について 
【講義演習科⽬】 
  15 時間の授業と 30 時間の授業外学修をもって 1 単位とします。 
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Ⅰ.授業配当表 

 





学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 全学科 A 国語（１年） 相川　智洋 一般教育科
1 全学科 B 国語（１年） 相川　智洋 一般教育科

1 全学科 C 国語（１年） 相川　智洋 一般教育科

1 全学科 D 国語（１年） 相川　智洋 一般教育科
1 全学科 A 倫理（１年） 北川　大介 一般教育科
1 全学科 B 倫理（１年） 北川　大介 一般教育科
1 全学科 C 倫理（１年） 北川　大介 一般教育科
1 全学科 D 倫理（１年） 北川　大介 一般教育科
1 全学科 A 情報倫理 米山　秋文 一般教育科
1 全学科 B 情報倫理 米山　秋文 一般教育科
1 全学科 C 情報倫理 米山　秋文 一般教育科
1 全学科 D 情報倫理 米山　秋文 一般教育科
1 全学科 A 地理・歴史 柳澤 秀一 一般教育科
1 全学科 B 地理・歴史 柳澤 秀一 一般教育科
1 全学科 C 地理・歴史 山舘　順 一般教育科
1 全学科 D 地理・歴史 山舘　順 一般教育科
1 全学科 A 基礎数学1 大屋　博一 一般教育科
1 全学科 B 基礎数学1 西岡　広志 一般教育科
1 全学科 C 基礎数学1 大屋　博一 一般教育科
1 全学科 D 基礎数学1 西岡　広志 一般教育科
1 全学科 A 基礎数学2 中屋敷　亮太 一般教育科
1 全学科 B 基礎数学2 佐藤　豊 一般教育科
1 全学科 C 基礎数学2 佐藤　豊 一般教育科
1 全学科 D 基礎数学2 中屋敷　亮太 一般教育科
1 全学科 A 基礎物理1 真島　裕樹　　 一般教育科
1 全学科 B 基礎物理1 真島　裕樹　　 一般教育科
1 全学科 C 基礎物理1 伊藤　光雅 一般教育科
1 全学科 D 基礎物理1 伊藤　光雅 一般教育科
1 全学科 A 保健体育（１年） 髙野　修 一般教育科
1 全学科 A 保健体育（１年） 大野　達哉 一般教育科
1 全学科 B 保健体育（１年） 大野　達哉 一般教育科
1 全学科 B 保健体育（１年） 髙野　修 一般教育科
1 全学科 C 保健体育（１年） 髙野　修 一般教育科
1 全学科 C 保健体育（１年） 大野　達哉 一般教育科
1 全学科 D 保健体育（１年） 大野　達哉 一般教育科
1 全学科 D 保健体育（１年） 髙野　修 一般教育科
1 全学科 A 英語（１年） 瀬戸　千尋 一般教育科
1 全学科 A 英語（１年） Anthony  Elias 一般教育科
1 全学科 B 英語（１年） 石田　毅 一般教育科
1 全学科 B 英語（１年） Maria Penafiel 一般教育科
1 全学科 B 英語（１年） Anthony  Elias 一般教育科
1 全学科 C 英語（１年） 石田　毅 一般教育科
1 全学科 C 英語（１年） Maria Penafiel 一般教育科
1 全学科 C 英語（１年） Anthony  Elias 一般教育科
1 全学科 D 英語（１年） 瀬戸　千尋 一般教育科
1 全学科 D 英語（１年） Anthony  Elias 一般教育科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

2 全学科 A 国語（2年） 村田　昌巳 一般教育科
2 全学科 A 国語（2年） 河田　綾 一般教育科
2 全学科 B 国語（2年） 村田　昌巳 一般教育科
2 全学科 B 国語（2年） 相川　智洋 一般教育科
2 全学科 C 国語（2年） 村田　昌巳 一般教育科
2 全学科 C 国語（2年） 相川　智洋 一般教育科
2 全学科 D 国語（2年） 村田　昌巳 一般教育科
2 全学科 D 国語（2年） 相川　智洋 一般教育科
2 全学科 A 代数幾何学 佐藤　豊 一般教育科
2 全学科 B 代数幾何学 大屋　博一 一般教育科
2 全学科 C 代数幾何学 大屋　博一 一般教育科
2 全学科 D 代数幾何学 佐藤　豊 一般教育科
2 全学科 A 微分積分学 亀山　統胤 一般教育科
2 全学科 B 微分積分学 西岡　広志 一般教育科
2 全学科 C 微分積分学 亀山　統胤 一般教育科
2 全学科 D 微分積分学 西岡　広志 一般教育科
2 全学科 A 自然科学入門（数理） 松本　響 一般教育科
2 全学科 A 自然科学入門（化学） 花山　康雄 一般教育科
2 全学科 B 自然科学入門（数理） 真島　裕樹　　 一般教育科
2 全学科 B 自然科学入門（化学） 花山　康雄 一般教育科
2 全学科 C 自然科学入門（数理） 真島　裕樹　　 一般教育科
2 全学科 C 自然科学入門（化学） 花山　康雄 一般教育科
2 全学科 D 自然科学入門（数理） 亀山　統胤 一般教育科
2 全学科 D 自然科学入門（化学） 花山　康雄 一般教育科
2 全学科 A 基礎物理2 伊藤　光雅 一般教育科
2 全学科 B 基礎物理2 伊藤　光雅 一般教育科
2 全学科 C 基礎物理2 伊藤　光雅 一般教育科
2 全学科 D 基礎物理2 伊藤　光雅 一般教育科
2 全学科 A 保健体育（2年） 鎌田　俊司 一般教育科
2 全学科 A 保健体育（2年） 武井　俊裕 一般教育科
2 全学科 B 保健体育（2年） 鎌田　俊司 一般教育科
2 全学科 B 保健体育（2年） 武井　俊裕 一般教育科
2 全学科 C 保健体育（2年） 武井　俊裕 一般教育科
2 全学科 C 保健体育（2年） 鎌田　俊司 一般教育科
2 全学科 D 保健体育（2年） 武井　俊裕 一般教育科
2 全学科 D 保健体育（2年） 鎌田　俊司 一般教育科
2 全学科 A 英語（2年） 松尾　貴哲 一般教育科
2 全学科 A 英語（2年） Pui Yee Leung 一般教育科
2 全学科 A 英語（2年） 日野 敏彦 一般教育科
2 全学科 B 英語（2年） 松尾　貴哲 一般教育科
2 全学科 B 英語（2年） Pui Yee Leung 一般教育科
2 全学科 C 英語（2年） 村井　意貴　ロビン一般教育科
2 全学科 C 英語（2年） Daniel Jupp 一般教育科
2 全学科 C 英語（2年） Joel Kirkham 一般教育科
2 全学科 D 英語（2年） 村井　意貴　ロビン一般教育科
2 全学科 D 英語（2年） Daniel Jupp 一般教育科
2 全学科 D 英語（2年） Joel Kirkham 一般教育科
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学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

3 デザイン学科 AD 国語（3年） 河田　綾 一般教育科
3 電気工学科 EE 国語（3年） 村田　昌巳 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 国語（3年） 村田　昌巳 一般教育科
3 情報工学科 CS 国語（3年） 河田　綾 一般教育科
3 デザイン学科 AD 現代社会 柳澤  秀一 一般教育科
3 デザイン学科 AD 現代社会 大和　正博 一般教育科
3 電気工学科 EE 現代社会 大和　正博 一般教育科
3 電気工学科 EE 現代社会 柳澤  秀一 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 現代社会 柳澤  秀一 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 現代社会 大和　正博 一般教育科
3 情報工学科 CS 現代社会 大和　正博 一般教育科
3 情報工学科 CS 現代社会 柳澤  秀一 一般教育科
3 デザイン学科 AD 確率統計学 中屋敷　亮太 一般教育科
3 電気工学科 EE 確率統計学 松本　響 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 確率統計学 松本　響 一般教育科
3 情報工学科 CS 確率統計学 松本　響 一般教育科
3 デザイン学科 AD データ解析 中屋敷　亮太 一般教育科
3 電気工学科 EE 解析学1 中屋敷　亮太 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 解析学1 中屋敷　亮太 一般教育科
3 情報工学科 CS 解析学1 亀山　統胤 一般教育科
3 情報工学科 CS 解析学2 亀山　統胤 一般教育科
3 デザイン学科 AD 化学 大塚　美香 一般教育科
3 電気工学科 EE 化学 花山　康雄 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 化学 大塚　美香 一般教育科
3 情報工学科 CS 化学 花山　康雄 一般教育科
3 電気工学科 EE 物理 山本  和義 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 物理 伊藤　光雅 一般教育科
3 情報工学科 CS 物理 山野邉 基雄 情報工学科
3 デザイン学科 AD 体育実技（3年） 鎌田　俊司 一般教育科
3 デザイン学科 AD 体育実技（3年） 髙野　修 一般教育科
3 電気工学科 EE 体育実技（3年） 鎌田　俊司 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 体育実技（3年） 髙野　修 一般教育科
3 情報工学科 CS 体育実技（3年） 大野　達哉 一般教育科
3 デザイン学科 AD 英語（3年） Marques Luis 一般教育科
3 電気工学科 EE 英語（3年） Maria Penafiel 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 英語（3年） Marques Luis 一般教育科
3 情報工学科 CS 英語（3年） James Au 一般教育科
3 デザイン学科 AD 数学演習1 佐藤　豊 一般教育科
3 電気工学科 EE 数学演習1 佐藤　豊 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 数学演習1 佐藤　豊 一般教育科
3 情報工学科 CS 数学演習1 佐藤　豊 一般教育科
4 デザイン学科 AD 国語（4年） 河田　綾 一般教育科
4 電気工学科 EE 国語（4年） 河田　綾 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 国語（4年） 河田　綾 一般教育科
4 情報工学科 CS 国語（4年） 河田　綾 一般教育科
4 デザイン学科 AD 倫理（4年） 小島　知博 一般教育科
4 電気工学科 EE 倫理（4年） 小島　知博 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 倫理（4年） 小島　知博 一般教育科
4 情報工学科 CS 倫理（4年） 小島　知博 一般教育科
4 全学科 選人 日本語表現 河田　綾 一般教育科
4 全学科 選人 日本語表現 相川　智洋 一般教育科
4 全学科 選人 日本語表現 村田　昌巳 一般教育科
4 全学科 選人 心理学 中根　弘之 一般教育科
4 全学科 選人 心理学 中根　弘之 一般教育科
4 全学科 選人 キリスト教概論 北川　大介 一般教育科
4 全学科 選人 キリスト教概論 北川　大介 一般教育科
4 全学科 選人 政治学 柳澤  秀一 一般教育科
4 全学科 選人 政治学 柳澤  秀一 一般教育科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

4 デザイン学科 AD 文書作成 石田　毅 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 解析学2 松本　響 一般教育科
4 デザイン学科 AD 自然科学とデザイン 大屋　博一 一般教育科
4 デザイン学科 AD 自然科学とデザイン 伊藤　光雅 一般教育科
4 デザイン学科 AD 自然科学とデザイン 真島　裕樹　　 一般教育科
4 デザイン学科 AD 体育実技（4年） 茂木　康嘉 一般教育科
4 デザイン学科 AD 体育実技（4年） 武井　俊裕 一般教育科
4 デザイン学科 AD 体育実技（4年） 大野　達哉 一般教育科
4 電気工学科 EE 体育実技（4年） 木内 聖 一般教育科
4 電気工学科 EE 体育実技（4年） 武井　俊裕 一般教育科
4 電気工学科 EE 体育実技（4年） 大野　達哉 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 体育実技（4年） 茂木　康嘉 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 体育実技（4年） 武井　俊裕 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 体育実技（4年） 大野　達哉 一般教育科
4 情報工学科 CS 体育実技（4年） 木内 聖 一般教育科
4 情報工学科 CS 体育実技（4年） 武井　俊裕 一般教育科
4 情報工学科 CS 体育実技（4年） 大野　達哉 一般教育科
4 全学科 選外 英語1 Daniel Jupp 一般教育科
4 全学科 選外 英語1 Daniel Jupp 一般教育科
4 全学科 選外 英語2 島田　繁 一般教育科
4 全学科 選外 英語2 丹生　直子 一般教育科
4 全学科 選外 英語3 松尾　貴哲 一般教育科
4 全学科 選外 英語3 松尾　貴哲 一般教育科
4 全学科 選外 英語4 瀬戸　千尋 一般教育科
4 全学科 選外 英語4 瀬戸　千尋 一般教育科
4 全学科 選外 中国語A James Au 一般教育科
4 全学科 選外 中国語B James Au 一般教育科
4 全学科 選外 韓国語A 石田　毅 一般教育科
4 全学科 選外 韓国語B 石田　毅 一般教育科
4 全学科 選外 イタリア語A Marques Luis 一般教育科
4 全学科 選外 イタリア語B Marques Luis 一般教育科
5 デザイン学科 AD 体育実技 鎌田　俊司 一般教育科
5 デザイン学科 AD 体育実技 大野　達哉 一般教育科
5 電気工学科 EE 体育実技 鎌田　俊司 一般教育科

5 電気工学科 EE 体育実技 髙野　修 一般教育科
5 機械電子工学科 ME 体育実技 髙野　修 一般教育科
5 機械電子工学科 ME 体育実技 大野　達哉 一般教育科
5 情報工学科 CS 体育実技 髙野　修 一般教育科
5 情報工学科 CS 体育実技 大野　達哉 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅰ Daniel Jupp 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅱ 村田　昌巳 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅲ James Au 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅲ 丹生　直子 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅳ Marques Luis 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅴ 瀬戸　千尋 一般教育科
5 全学科 選B 中国語Ⅱ James Au 一般教育科
5 全学科 選B 韓国語Ⅱ 石田　毅 一般教育科
5 全学科 選C・ＡＤ 選・経済学 山舘　順 一般教育科
5 全学科 選C・ＡＤ 選・法学 大和　正博 一般教育科

5 全学科 選C・ＥＥ 選・経済学 山舘　順 一般教育科
5 全学科 選C・ＥＥ 選・法学 大和　正博 一般教育科
5 全学科 選C・ＭＥ 選・経済学 山舘　順 一般教育科
5 全学科 選C・ＭＥ 選・法学 大和　正博 一般教育科
5 全学科 選C・ＣＳ 選・経済学 山舘　順 一般教育科
5 全学科 選C・ＣＳ 選・法学 大和　正博 一般教育科
5 全学科 選D 物理学特論A 山野邉 基雄 情報工学科
5 全学科 選D 物理学特論B 山野邉 基雄 情報工学科
5 全学科 選D インターンシップ 教務主事 一般教育科

－2－



学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

3 デザイン学科 AD 国語（3年） 河田　綾 一般教育科
3 電気工学科 EE 国語（3年） 村田　昌巳 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 国語（3年） 村田　昌巳 一般教育科
3 情報工学科 CS 国語（3年） 河田　綾 一般教育科
3 デザイン学科 AD 現代社会 柳澤  秀一 一般教育科
3 デザイン学科 AD 現代社会 大和　正博 一般教育科
3 電気工学科 EE 現代社会 大和　正博 一般教育科
3 電気工学科 EE 現代社会 柳澤  秀一 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 現代社会 柳澤  秀一 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 現代社会 大和　正博 一般教育科
3 情報工学科 CS 現代社会 大和　正博 一般教育科
3 情報工学科 CS 現代社会 柳澤  秀一 一般教育科
3 デザイン学科 AD 確率統計学 中屋敷　亮太 一般教育科
3 電気工学科 EE 確率統計学 松本　響 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 確率統計学 松本　響 一般教育科
3 情報工学科 CS 確率統計学 松本　響 一般教育科
3 デザイン学科 AD データ解析 中屋敷　亮太 一般教育科
3 電気工学科 EE 解析学1 中屋敷　亮太 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 解析学1 中屋敷　亮太 一般教育科
3 情報工学科 CS 解析学1 亀山　統胤 一般教育科
3 情報工学科 CS 解析学2 亀山　統胤 一般教育科
3 デザイン学科 AD 化学 大塚　美香 一般教育科
3 電気工学科 EE 化学 花山　康雄 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 化学 大塚　美香 一般教育科
3 情報工学科 CS 化学 花山　康雄 一般教育科
3 電気工学科 EE 物理 山本  和義 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 物理 伊藤　光雅 一般教育科
3 情報工学科 CS 物理 山野邉 基雄 情報工学科
3 デザイン学科 AD 体育実技（3年） 鎌田　俊司 一般教育科
3 デザイン学科 AD 体育実技（3年） 髙野　修 一般教育科
3 電気工学科 EE 体育実技（3年） 鎌田　俊司 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 体育実技（3年） 髙野　修 一般教育科
3 情報工学科 CS 体育実技（3年） 大野　達哉 一般教育科
3 デザイン学科 AD 英語（3年） Marques Luis 一般教育科
3 電気工学科 EE 英語（3年） Maria Penafiel 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 英語（3年） Marques Luis 一般教育科
3 情報工学科 CS 英語（3年） James Au 一般教育科
3 デザイン学科 AD 数学演習1 佐藤　豊 一般教育科
3 電気工学科 EE 数学演習1 佐藤　豊 一般教育科
3 機械電子工学科 ME 数学演習1 佐藤　豊 一般教育科
3 情報工学科 CS 数学演習1 佐藤　豊 一般教育科
4 デザイン学科 AD 国語（4年） 河田　綾 一般教育科
4 電気工学科 EE 国語（4年） 河田　綾 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 国語（4年） 河田　綾 一般教育科
4 情報工学科 CS 国語（4年） 河田　綾 一般教育科
4 デザイン学科 AD 倫理（4年） 小島　知博 一般教育科
4 電気工学科 EE 倫理（4年） 小島　知博 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 倫理（4年） 小島　知博 一般教育科
4 情報工学科 CS 倫理（4年） 小島　知博 一般教育科
4 全学科 選人 日本語表現 河田　綾 一般教育科
4 全学科 選人 日本語表現 相川　智洋 一般教育科
4 全学科 選人 日本語表現 村田　昌巳 一般教育科
4 全学科 選人 心理学 中根　弘之 一般教育科
4 全学科 選人 心理学 中根　弘之 一般教育科
4 全学科 選人 キリスト教概論 北川　大介 一般教育科
4 全学科 選人 キリスト教概論 北川　大介 一般教育科
4 全学科 選人 政治学 柳澤  秀一 一般教育科
4 全学科 選人 政治学 柳澤  秀一 一般教育科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

4 デザイン学科 AD 文書作成 石田　毅 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 解析学2 松本　響 一般教育科
4 デザイン学科 AD 自然科学とデザイン 大屋　博一 一般教育科
4 デザイン学科 AD 自然科学とデザイン 伊藤　光雅 一般教育科
4 デザイン学科 AD 自然科学とデザイン 真島　裕樹　　 一般教育科
4 デザイン学科 AD 体育実技（4年） 茂木　康嘉 一般教育科
4 デザイン学科 AD 体育実技（4年） 武井　俊裕 一般教育科
4 デザイン学科 AD 体育実技（4年） 大野　達哉 一般教育科
4 電気工学科 EE 体育実技（4年） 木内 聖 一般教育科
4 電気工学科 EE 体育実技（4年） 武井　俊裕 一般教育科
4 電気工学科 EE 体育実技（4年） 大野　達哉 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 体育実技（4年） 茂木　康嘉 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 体育実技（4年） 武井　俊裕 一般教育科
4 機械電子工学科 ME 体育実技（4年） 大野　達哉 一般教育科
4 情報工学科 CS 体育実技（4年） 木内 聖 一般教育科
4 情報工学科 CS 体育実技（4年） 武井　俊裕 一般教育科
4 情報工学科 CS 体育実技（4年） 大野　達哉 一般教育科
4 全学科 選外 英語1 Daniel Jupp 一般教育科
4 全学科 選外 英語1 Daniel Jupp 一般教育科
4 全学科 選外 英語2 島田　繁 一般教育科
4 全学科 選外 英語2 丹生　直子 一般教育科
4 全学科 選外 英語3 松尾　貴哲 一般教育科
4 全学科 選外 英語3 松尾　貴哲 一般教育科
4 全学科 選外 英語4 瀬戸　千尋 一般教育科
4 全学科 選外 英語4 瀬戸　千尋 一般教育科
4 全学科 選外 中国語A James Au 一般教育科
4 全学科 選外 中国語B James Au 一般教育科
4 全学科 選外 韓国語A 石田　毅 一般教育科
4 全学科 選外 韓国語B 石田　毅 一般教育科
4 全学科 選外 イタリア語A Marques Luis 一般教育科
4 全学科 選外 イタリア語B Marques Luis 一般教育科
5 デザイン学科 AD 体育実技 鎌田　俊司 一般教育科
5 デザイン学科 AD 体育実技 大野　達哉 一般教育科
5 電気工学科 EE 体育実技 鎌田　俊司 一般教育科

5 電気工学科 EE 体育実技 髙野　修 一般教育科
5 機械電子工学科 ME 体育実技 髙野　修 一般教育科
5 機械電子工学科 ME 体育実技 大野　達哉 一般教育科
5 情報工学科 CS 体育実技 髙野　修 一般教育科
5 情報工学科 CS 体育実技 大野　達哉 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅰ Daniel Jupp 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅱ 村田　昌巳 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅲ James Au 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅲ 丹生　直子 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅳ Marques Luis 一般教育科
5 全学科 選英 選択英語Ⅴ 瀬戸　千尋 一般教育科
5 全学科 選B 中国語Ⅱ James Au 一般教育科
5 全学科 選B 韓国語Ⅱ 石田　毅 一般教育科
5 全学科 選C・ＡＤ 選・経済学 山舘　順 一般教育科
5 全学科 選C・ＡＤ 選・法学 大和　正博 一般教育科

5 全学科 選C・ＥＥ 選・経済学 山舘　順 一般教育科
5 全学科 選C・ＥＥ 選・法学 大和　正博 一般教育科
5 全学科 選C・ＭＥ 選・経済学 山舘　順 一般教育科
5 全学科 選C・ＭＥ 選・法学 大和　正博 一般教育科
5 全学科 選C・ＣＳ 選・経済学 山舘　順 一般教育科
5 全学科 選C・ＣＳ 選・法学 大和　正博 一般教育科
5 全学科 選D 物理学特論A 山野邉 基雄 情報工学科
5 全学科 選D 物理学特論B 山野邉 基雄 情報工学科
5 全学科 選D インターンシップ 教務主事 一般教育科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 デザイン学科 AD 基礎デザイン１(立体・平面) 川﨑　紀弘 デザイン学科
1 デザイン学科 AD 基礎デザイン1(立体・平面) 比留間　真 デザイン学科
1 デザイン学科 AD 基礎デザイン２(デッサン) 江南　仁美 デザイン学科
1 デザイン学科 AD 基礎デザイン２(デッサン) 相田　智之 デザイン学科
1 デザイン学科 AD 基礎デザイン３(製図) 坂元　愛史 デザイン学科
1 デザイン学科 AD 基礎デザイン３(製図) 谷上　欣也 デザイン学科
1 デザイン学科 AD 基礎デザイン４(色彩構成) 李　盛姫 デザイン学科
1 デザイン学科 AD 基礎デザイン４(色彩構成) 西野　隆司 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン５(立体・空間構成) 比留間　真 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン５(立体・空間構成) 坂元　愛史 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン６(ドローイング) 江南　仁美 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン６(ドローイング) 相田　智之 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン７(実材) 谷上　欣也 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン７(実材) 西野　隆司 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン７(実材) 李　盛姫 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン８(CG) 西野　隆司 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン８(CG) 李　盛姫 デザイン学科
2 デザイン学科 AD 基礎デザイン８(CG) 江南　仁美 デザイン学科
3 デザイン学科 AD デザイン実習1 李　盛姫 デザイン学科
3 デザイン学科 AD デザイン実習1 比留間　真 デザイン学科
3 デザイン学科 AD デザイン実習1 谷上　欣也 デザイン学科
3 デザイン学科 AD デザイン実習1 江南　仁美 デザイン学科
3 デザイン学科 AD デザイン方法論1 坂元　愛史 デザイン学科
3 デザイン学科 AD デザイン概論 坂元　愛史 デザイン学科
3 デザイン学科 AD 色彩学 李　盛姫 デザイン学科
3 デザイン学科 AD 表現法 比留間　真 デザイン学科
3 デザイン学科 AD 表現法 西野　隆司 デザイン学科
3 デザイン学科 AD CG1 西野　隆司 デザイン学科
3 デザイン学科 AD CG1 江南　仁美 デザイン学科
3 デザイン学科 AD 構成演習 江南　仁美 デザイン学科
3 デザイン学科 AD デザイン史 比留間　真 デザイン学科
3 デザイン学科 AD 工業技術概論 谷上　欣也 デザイン学科
4 デザイン学科 AD デザイン実習2（立体） 谷上　欣也 デザイン学科
4 デザイン学科 AD デザイン実習2（立体） 坂元　愛史 デザイン学科
4 デザイン学科 AD デザイン実習2（立体） 比留間　真 デザイン学科
4 デザイン学科 AD デザイン実習2（平面） 李　盛姫 デザイン学科
4 デザイン学科 AD デザイン実習2（平面） 江南　仁美 デザイン学科
4 デザイン学科 AD デザイン方法論２ 石黒  猛 デザイン学科
4 デザイン学科 AD デザイン方法論２ 川﨑　紀弘 デザイン学科
4 デザイン学科 AD デザイン心理1 谷上　欣也 デザイン学科
4 デザイン学科 AD 応用デザイン1(平面) 川﨑　紀弘 デザイン学科
4 デザイン学科 AD 応用デザイン1(立体) 石黒  猛 デザイン学科
4 デザイン学科 AD 応用デザイン2(平面) 川﨑　紀弘 デザイン学科
4 デザイン学科 AD 応用デザイン2(立体) 石黒  猛 デザイン学科
4 デザイン学科 AD CG2 川﨑　紀弘 デザイン学科
4 デザイン学科 AD CG2 織田　豊一 デザイン学科
4 デザイン学科 AD プレゼンテーション 西野　隆司 デザイン学科
4 デザイン学科 AD メディア・デザイン論 川﨑　紀弘 デザイン学科
4 デザイン学科 AD UI・UXデザイン概論 石黒  猛 デザイン学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

5 デザイン学科 AD デザイン実習Ⅲ（立体） 坂元　愛史 デザイン学科
5 デザイン学科 AD デザイン実習Ⅲ（平面） 氏家　和彦 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 応用デザイン実習Ⅱ 川﨑　紀弘 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 応用デザイン実習Ⅱ 織田　豊一 デザイン学科
5 デザイン学科 AD コンピュータグラフィックスⅢ（平面） 氏家　和彦 デザイン学科
5 デザイン学科 AD コンピュータグラフィックスⅢ（立体） 織田　豊一 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 経営論 川﨑　紀弘 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 環境論 西野　隆司 デザイン学科
5 デザイン学科 AD マーケティング 氏家　和彦 デザイン学科
5 デザイン学科 AD デザインマネージメント 比留間　真 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 技術者倫理 山舘　順 一般教育科
5 デザイン学科 AD 卒業研究 比留間　真 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 卒業研究 坂元　愛史 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 卒業研究 李　盛姫 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 卒業研究 川﨑　紀弘 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 卒業研究 西野　隆司 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 卒業研究 谷上　欣也 デザイン学科
5 デザイン学科 AD 卒業研究 江南　仁美 デザイン学科
5 全学科 選D 工業デザイン概論 谷上　欣也 デザイン学科
5 全学科 選D 工業デザイン概論 谷上　欣也 デザイン学科
5 全学科 選D DTP概論 氏家　和彦 デザイン学科
5 全学科 選D DTP概論 氏家　和彦 デザイン学科

－3－



学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 電気工学科 EE 電気工学基礎 風間　俊哉 電気工学科
1 電気工学科 EE 電気工学基礎 井組　裕貴 電気工学科
1 電気工学科 EE 電気工学基礎 袁　振東 電気工学科
1 電気工学科 EE 電気工学基礎 齊藤　純　 電気工学科
1 電気工学科 EE 電気回路１ 吉田　慧一郎 電気工学科
1 電気工学科 EE CAD 井組　裕貴 電気工学科
1 電気工学科 EE CAD 泉　吉紀 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気回路2 吉田　慧一郎 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気磁気学1 山本  和義 電気工学科
2 電気工学科 EE 創造設計 井組　裕貴 電気工学科
2 電気工学科 EE 創造設計 風間　俊哉 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気工学実験1 井組　裕貴 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気工学実験1 泉　吉紀 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気工学実験1 吉田　慧一郎 電気工学科
3 電気工学科 EE 回路理論１ 袁　振東 電気工学科
3 電気工学科 EE 電子工学 吉田　慧一郎 電気工学科
3 電気工学科 EE 情報処理 陶山　和信 電気工学科
3 電気工学科 EE 電気機器 渡邉　聡 電気工学科
3 電気工学科 EE 計測工学 井組　裕貴 電気工学科
3 電気工学科 EE 機械工学 井組　裕貴 電気工学科
3 電気工学科 EE 電気工学実験2 加藤　雅彦 電気工学科
3 電気工学科 EE 電気工学実験2 山下　健一郎 電気工学科
3 電気工学科 EE 電気工学実験2 渡邉　聡 電気工学科
4 電気工学科 EE 回路理論2 山下　健一郎 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気磁気学2 山本  和義 電気工学科
4 電気工学科 EE 電子回路 吉田　慧一郎 電気工学科
4 電気工学科 EE 電子計算機 袁　振東 電気工学科
4 電気工学科 EE メカトロニクス 風間　俊哉 電気工学科
4 電気工学科 EE メカトロニクス 井組　裕貴 電気工学科
4 電気工学科 EE パワーエレクトロニクス 渡邉　聡 電気工学科
4 電気工学科 EE 発変電工学 郷　冨夫 電気工学科
4 電気工学科 EE 電力系統工学 郷　冨夫 電気工学科
4 電気工学科 EE 応用物理 加藤　雅彦 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気数学1 松本　響 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気数学2 亀山　統胤 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気工学実験3 山下　健一郎 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気工学実験3 渡邉　聡 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気工学実験3 泉　吉紀 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気工学実験3 風間　俊哉 電気工学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

5 電気工学科 EE 高電圧工学 袁　振東 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気応用 陶山　和信 電気工学科
5 電気工学科 EE 電機設計 郷　冨夫 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気法規 陶山　和信 電気工学科
5 電気工学科 EE 計測工学 吉田　慧一郎 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気電子材料 加藤　雅彦 電気工学科
5 電気工学科 EE 自動制御 風間　俊哉 電気工学科
5 電気工学科 EE システム工学 郷　冨夫 電気工学科
5 電気工学科 EE 通信工学概論 泉　吉紀 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気工学実験 風間　俊哉 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気工学実験 泉　吉紀 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気工学実験 袁　振東 電気工学科
5 電気工学科 EE 技術者倫理 米澤　一孝 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 加藤　雅彦 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 山下　健一郎 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 井組　裕貴 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 風間　俊哉 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 泉　吉紀 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 吉田　慧一郎 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 渡邉　聡 電気工学科
5 全学科 選D プロジェクトマネジメント 渡邉　聡 電気工学科

－4－



学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 電気工学科 EE 電気工学基礎 風間　俊哉 電気工学科
1 電気工学科 EE 電気工学基礎 井組　裕貴 電気工学科
1 電気工学科 EE 電気工学基礎 袁　振東 電気工学科
1 電気工学科 EE 電気工学基礎 齊藤　純　 電気工学科
1 電気工学科 EE 電気回路１ 吉田　慧一郎 電気工学科
1 電気工学科 EE CAD 井組　裕貴 電気工学科
1 電気工学科 EE CAD 泉　吉紀 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気回路2 吉田　慧一郎 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気磁気学1 山本  和義 電気工学科
2 電気工学科 EE 創造設計 井組　裕貴 電気工学科
2 電気工学科 EE 創造設計 風間　俊哉 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気工学実験1 井組　裕貴 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気工学実験1 泉　吉紀 電気工学科
2 電気工学科 EE 電気工学実験1 吉田　慧一郎 電気工学科
3 電気工学科 EE 回路理論１ 袁　振東 電気工学科
3 電気工学科 EE 電子工学 吉田　慧一郎 電気工学科
3 電気工学科 EE 情報処理 陶山　和信 電気工学科
3 電気工学科 EE 電気機器 渡邉　聡 電気工学科
3 電気工学科 EE 計測工学 井組　裕貴 電気工学科
3 電気工学科 EE 機械工学 井組　裕貴 電気工学科
3 電気工学科 EE 電気工学実験2 加藤　雅彦 電気工学科
3 電気工学科 EE 電気工学実験2 山下　健一郎 電気工学科
3 電気工学科 EE 電気工学実験2 渡邉　聡 電気工学科
4 電気工学科 EE 回路理論2 山下　健一郎 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気磁気学2 山本  和義 電気工学科
4 電気工学科 EE 電子回路 吉田　慧一郎 電気工学科
4 電気工学科 EE 電子計算機 袁　振東 電気工学科
4 電気工学科 EE メカトロニクス 風間　俊哉 電気工学科
4 電気工学科 EE メカトロニクス 井組　裕貴 電気工学科
4 電気工学科 EE パワーエレクトロニクス 渡邉　聡 電気工学科
4 電気工学科 EE 発変電工学 郷　冨夫 電気工学科
4 電気工学科 EE 電力系統工学 郷　冨夫 電気工学科
4 電気工学科 EE 応用物理 加藤　雅彦 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気数学1 松本　響 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気数学2 亀山　統胤 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気工学実験3 山下　健一郎 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気工学実験3 渡邉　聡 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気工学実験3 泉　吉紀 電気工学科
4 電気工学科 EE 電気工学実験3 風間　俊哉 電気工学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

5 電気工学科 EE 高電圧工学 袁　振東 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気応用 陶山　和信 電気工学科
5 電気工学科 EE 電機設計 郷　冨夫 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気法規 陶山　和信 電気工学科
5 電気工学科 EE 計測工学 吉田　慧一郎 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気電子材料 加藤　雅彦 電気工学科
5 電気工学科 EE 自動制御 風間　俊哉 電気工学科
5 電気工学科 EE システム工学 郷　冨夫 電気工学科
5 電気工学科 EE 通信工学概論 泉　吉紀 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気工学実験 風間　俊哉 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気工学実験 泉　吉紀 電気工学科
5 電気工学科 EE 電気工学実験 袁　振東 電気工学科
5 電気工学科 EE 技術者倫理 米澤　一孝 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 加藤　雅彦 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 山下　健一郎 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 井組　裕貴 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 風間　俊哉 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 泉　吉紀 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 吉田　慧一郎 電気工学科
5 電気工学科 EE 卒業研究 渡邉　聡 電気工学科
5 全学科 選D プロジェクトマネジメント 渡邉　聡 電気工学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 機械電子工学科 ME 工学基礎 廣瀬　裕介 機械電子工学科
1 機械電子工学科 ME 工学基礎 斉 晶婷 機械電子工学科
1 機械電子工学科 ME 創造演習（１年） 冨田　雅史 機械電子工学科
1 機械電子工学科 ME 創造演習（１年） 吉田　将司 機械電子工学科
1 機械電子工学科 ME 製図 坂口　雅人 機械電子工学科
1 機械電子工学科 ME 工学基礎演習 坂口　雅人 機械電子工学科
1 機械電子工学科 ME 工学基礎演習 斉 晶婷 機械電子工学科
1 機械電子工学科 ME 工学基礎演習 冨田　雅史 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 機械加工1 廣瀬　裕介 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 電子計算機 冨田　雅史 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 創造演習（2年） 坂口　雅人 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 創造演習（2年） 黒木　雄一郎 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 創造演習（2年） 斉 晶婷 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 電気回路の基礎と演習 黒木　雄一郎 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（2年） 吉田　将司 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（2年） 三輪　賢一郎 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（2年） 黒木　雄一郎 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（2年） 斉 晶婷 機械電子工学科
2 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（2年） 廣瀬　裕介 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 電気回路1 冨田　雅史 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 電気磁気1 米盛　弘信 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 通信工学 吉田　将司 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 工業材料 黒木　雄一郎 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（3年） 坂口　雅人 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（3年） 黒木　雄一郎 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（3年） 三輪　賢一郎 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（3年） 米盛　弘信 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（3年） 廣瀬　裕介 機械電子工学科
3 機械電子工学科 ME 機械加工2 廣瀬　裕介 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 線形代数 亀山　統胤 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME アナログ電子回路 米盛　弘信 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 電気回路2 吉田　将司 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 電気磁気2 黒木　雄一郎 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 半導体デバイス 黒木　雄一郎 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME アンテナ工学 三輪　賢一郎 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 材料力学 武沢　英樹 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（4年） 吉田　将司 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（4年） 斉 晶婷 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（4年） 米盛　弘信 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（4年） 坂口　雅人 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（4年） 廣瀬　裕介 機械電子工学科
4 機械電子工学科 ME 機械電子工学実験（4年） 西田　英一 機械電子工学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

5 機械電子工学科 ME ディジタル電子回路 福岡　久雄 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 計測工学 廣瀬　裕介 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 制御工学 阿部　行成 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 電気通信法規 三輪　賢一郎 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 機械デザイン 西田　英一 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 信号処理 宮田　統馬 情報工学科
5 機械電子工学科 ME 音響工学 山本　崇史 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 創造設計学 冨田　雅史 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 創造設計学 三輪　賢一郎 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 物理学 真島　裕樹　　 一般教育科
5 機械電子工学科 ME 技術者倫理 三輪　賢一郎 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 卒業研究 冨田　雅史 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 卒業研究 黒木　雄一郎 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 卒業研究 三輪　賢一郎 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 卒業研究 吉田　将司 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 卒業研究 米盛　弘信 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 卒業研究 坂口　雅人 機械電子工学科
5 機械電子工学科 ME 卒業研究 廣瀬　裕介 機械電子工学科

－5－



学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 情報工学科 CS 情報社会論 仙波　良 情報工学科
1 情報工学科 CS 情報工学概論 宇都木　修一 情報工学科
1 情報工学科 CS 情報工学概論 石川 純夫 情報工学科
1 情報工学科 CS プログラミング基礎１ 宇都木　修一 情報工学科
1 情報工学科 CS プログラミング基礎１ 内田　健 情報工学科
2 情報工学科 CS プログラミング基礎2 宇都木　修一 情報工学科
2 情報工学科 CS プログラミング基礎2 永岡　淳一 情報工学科
2 情報工学科 CS 電気回路1 大島　真樹 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験1 大島　真樹 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験1 宇都木　修一 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験1 川村　春美 情報工学科
2 情報工学科 CS 電気回路2 大島　真樹 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験2 大島　真樹 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験2 宇都木　修一 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験2 川村　春美 情報工学科
3 情報工学科 CS プログラミング基礎３ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS プログラミング基礎３ 永岡　淳一 情報工学科
3 情報工学科 CS アルゴリズム論１ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS 論理回路 宮田　統馬 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報数学概論 川村　春美 情報工学科
3 情報工学科 CS 線形代数１ 山野邉 基雄 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験３ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験３ 大島　真樹 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験３ 石川 純夫 情報工学科
3 情報工学科 CS アルゴリズム論２ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS ディジタル回路設計 宮田　統馬 情報工学科
3 情報工学科 CS 線形代数２ 山野邉 基雄 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験４ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験４ 大島　真樹 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験４ 石川 純夫 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用1 宇都木　修一 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用1 内田　健 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用1 宮田　統馬 情報工学科
4 情報工学科 CS 数値計算1 須志田　隆道 情報工学科
4 情報工学科 CS 電子回路 大島　真樹 情報工学科
4 情報工学科 CS 離散数学1 島川　陽一 情報工学科
4 情報工学科 CS 解析学３ 亀山　統胤 情報工学科
4 情報工学科 CS 情報工学実験５ 宮田　統馬 情報工学科
4 情報工学科 CS 情報工学実験５ 内田　健 情報工学科
4 情報工学科 CS 情報工学実験５ 大島　真樹 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用２ 宇都木　修一 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用２ 内田　健 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用２ 宮田　統馬 情報工学科
4 情報工学科 CS 数値計算2 須志田　隆道 情報工学科
4 情報工学科 CS 計算機アーキテクチャ 内田　健 情報工学科
4 情報工学科 CS 離散数学2 島川　陽一 情報工学科
4 情報工学科 CS 統計解析学１ 島川　陽一 情報工学科
4 情報工学科 CS 情報工学演習１ 山野邉 基雄 情報工学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅲ 内田　健 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅲ 島川　陽一 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅲ 大墨　礼子 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅳ 内田　健 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅳ 島川　陽一 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅳ 大墨　礼子 情報工学科
5 情報工学科 CS ソフトウエア工学Ⅰ 大墨　礼子 情報工学科
5 情報工学科 CS ソフトウエア工学Ⅱ 大墨　礼子 情報工学科
5 情報工学科 CS OS概論Ⅰ 大島　真樹 情報工学科
5 情報工学科 CS OS概論Ⅱ 大島　真樹 情報工学科
5 情報工学科 CS 数理工学概論 川村　春美 情報工学科

5 情報工学科 CS マーケティング論 氏家　和彦 デザイン学科

5 情報工学科 CS データベース 永岡　淳一 情報工学科

5 情報工学科 CS 人工知能Ⅰ 島川　陽一 情報工学科

5 情報工学科 CS 人工知能Ⅱ 島川　陽一 情報工学科
5 情報工学科 CS 画像処理Ⅰ 川村　春美 情報工学科

5 情報工学科 CS 画像処理Ⅱ 川村　春美 情報工学科

5 情報工学科 CS プレゼンテーション 川村　春美 情報工学科
5 情報工学科 CS ディジタル信号処理Ⅰ 宮田　統馬 情報工学科
5 情報工学科 CS ディジタル信号処理Ⅱ 宮田　統馬 情報工学科

5 情報工学科 CS 技術者倫理 仙波　良 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 島川　陽一 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 山野邉 基雄 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 宇都木　修一 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 須志田　隆道 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 内田　健 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 大島　真樹 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 宮田　統馬 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 川村　春美 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 佐藤　豊 一般教育科

5 情報工学科 CS 卒業研究 伊藤　光雅 一般教育科

5 情報工学科 CS 卒業研究 亀山　統胤 一般教育科

5 全学科 選D 映像メディア概論A 川村　春美 情報工学科

5 全学科 選D 映像メディア概論B 松谷　靖之 情報工学科

－6－



学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 情報工学科 CS 情報社会論 仙波　良 情報工学科
1 情報工学科 CS 情報工学概論 宇都木　修一 情報工学科
1 情報工学科 CS 情報工学概論 石川 純夫 情報工学科
1 情報工学科 CS プログラミング基礎１ 宇都木　修一 情報工学科
1 情報工学科 CS プログラミング基礎１ 内田　健 情報工学科
2 情報工学科 CS プログラミング基礎2 宇都木　修一 情報工学科
2 情報工学科 CS プログラミング基礎2 永岡　淳一 情報工学科
2 情報工学科 CS 電気回路1 大島　真樹 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験1 大島　真樹 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験1 宇都木　修一 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験1 川村　春美 情報工学科
2 情報工学科 CS 電気回路2 大島　真樹 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験2 大島　真樹 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験2 宇都木　修一 情報工学科
2 情報工学科 CS 情報工学実験2 川村　春美 情報工学科
3 情報工学科 CS プログラミング基礎３ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS プログラミング基礎３ 永岡　淳一 情報工学科
3 情報工学科 CS アルゴリズム論１ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS 論理回路 宮田　統馬 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報数学概論 川村　春美 情報工学科
3 情報工学科 CS 線形代数１ 山野邉 基雄 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験３ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験３ 大島　真樹 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験３ 石川 純夫 情報工学科
3 情報工学科 CS アルゴリズム論２ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS ディジタル回路設計 宮田　統馬 情報工学科
3 情報工学科 CS 線形代数２ 山野邉 基雄 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験４ 須志田　隆道 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験４ 大島　真樹 情報工学科
3 情報工学科 CS 情報工学実験４ 石川 純夫 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用1 宇都木　修一 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用1 内田　健 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用1 宮田　統馬 情報工学科
4 情報工学科 CS 数値計算1 須志田　隆道 情報工学科
4 情報工学科 CS 電子回路 大島　真樹 情報工学科
4 情報工学科 CS 離散数学1 島川　陽一 情報工学科
4 情報工学科 CS 解析学３ 亀山　統胤 情報工学科
4 情報工学科 CS 情報工学実験５ 宮田　統馬 情報工学科
4 情報工学科 CS 情報工学実験５ 内田　健 情報工学科
4 情報工学科 CS 情報工学実験５ 大島　真樹 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用２ 宇都木　修一 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用２ 内田　健 情報工学科
4 情報工学科 CS プログラミング応用２ 宮田　統馬 情報工学科
4 情報工学科 CS 数値計算2 須志田　隆道 情報工学科
4 情報工学科 CS 計算機アーキテクチャ 内田　健 情報工学科
4 情報工学科 CS 離散数学2 島川　陽一 情報工学科
4 情報工学科 CS 統計解析学１ 島川　陽一 情報工学科
4 情報工学科 CS 情報工学演習１ 山野邉 基雄 情報工学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅲ 内田　健 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅲ 島川　陽一 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅲ 大墨　礼子 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅳ 内田　健 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅳ 島川　陽一 情報工学科
5 情報工学科 CS プログラミング応用Ⅳ 大墨　礼子 情報工学科
5 情報工学科 CS ソフトウエア工学Ⅰ 大墨　礼子 情報工学科
5 情報工学科 CS ソフトウエア工学Ⅱ 大墨　礼子 情報工学科
5 情報工学科 CS OS概論Ⅰ 大島　真樹 情報工学科
5 情報工学科 CS OS概論Ⅱ 大島　真樹 情報工学科
5 情報工学科 CS 数理工学概論 川村　春美 情報工学科

5 情報工学科 CS マーケティング論 氏家　和彦 デザイン学科

5 情報工学科 CS データベース 永岡　淳一 情報工学科

5 情報工学科 CS 人工知能Ⅰ 島川　陽一 情報工学科

5 情報工学科 CS 人工知能Ⅱ 島川　陽一 情報工学科
5 情報工学科 CS 画像処理Ⅰ 川村　春美 情報工学科

5 情報工学科 CS 画像処理Ⅱ 川村　春美 情報工学科

5 情報工学科 CS プレゼンテーション 川村　春美 情報工学科
5 情報工学科 CS ディジタル信号処理Ⅰ 宮田　統馬 情報工学科
5 情報工学科 CS ディジタル信号処理Ⅱ 宮田　統馬 情報工学科

5 情報工学科 CS 技術者倫理 仙波　良 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 島川　陽一 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 山野邉 基雄 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 宇都木　修一 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 須志田　隆道 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 内田　健 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 大島　真樹 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 宮田　統馬 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 川村　春美 情報工学科

5 情報工学科 CS 卒業研究 佐藤　豊 一般教育科

5 情報工学科 CS 卒業研究 伊藤　光雅 一般教育科

5 情報工学科 CS 卒業研究 亀山　統胤 一般教育科

5 全学科 選D 映像メディア概論A 川村　春美 情報工学科

5 全学科 選D 映像メディア概論B 松谷　靖之 情報工学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 専攻科 AC 伝統文化特論 繁昌　孝二 専攻科
1 専攻科 AC 英語Ⅰ 松尾　貴哲 一般教育科
1 専攻科 AC 生産システム特論 山下　健一郎 電気工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 加藤　雅彦 電気工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 風間　俊哉 電気工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 泉　吉紀 電気工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 三輪　賢一郎 電気工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 吉田　慧一郎 電気工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 吉田　将司 機械電子工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 黒木　雄一郎 機械電子工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 坂口　雅人 機械電子工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 米盛　弘信 機械電子工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 須志田　隆道 情報工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 島川　陽一 情報工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 川村　春美 情報工学科
1 専攻科 AC 生産システム特論 宮田　統馬 情報工学科
1 専攻科 AC 論文講読Ⅰ 米盛　弘信 機械電子工学科
1 専攻科 AC 論文講読Ⅱ 島川　陽一 電気工学科
1 専攻科 AC 専攻演習Ⅰ 冨田　雅史 機械電子工学科
1 専攻科 AC 専攻演習Ⅰ 雑賀　高 専攻科
1 専攻科 AC 専攻演習Ⅱ 冨田　雅史 機械電子工学科
1 専攻科 AC 専攻演習Ⅱ 雑賀　高 専攻科
1 専攻科 AC 専攻実験 山下　健一郎 電気工学科
1 専攻科 AC 専攻実験 風間　俊哉 電気工学科
1 専攻科 AC 専攻実験 島川　陽一 情報工学科
1 専攻科 AC 専攻実験 吉田　将司 機械電子工学科
1 専攻科 AC 専攻実験 須志田　隆道 情報工学科
1 専攻科 AC 専攻実験 宮田　統馬 情報工学科
1 専攻科 AC 専攻実験 黒木　雄一郎 機械電子工学科
1 専攻科 AC 専攻実験 真島　裕樹　　 一般教育科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 山下　健一郎 電気工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 加藤　雅彦 電気工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 風間　俊哉 電気工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 吉田　慧一郎 電気工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 泉　吉紀 電気工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 米盛　弘信 機械電子工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 吉田　将司 機械電子工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 黒木　雄一郎 機械電子工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 坂口　雅人 機械電子工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 三輪　賢一郎 機械電子工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 島川　陽一 情報工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 宮田　統馬 情報工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 川村　春美 情報工学科
1 専攻科 AC 特別研究Ⅰ 須志田　隆道 情報工学科

学年 学科 クラス 科目名 担当教員 所属学科

1 専攻科 AC 電力システム 山下　健一郎 電気工学科
1 専攻科 AC 環境電磁工学 泉　吉紀 電気工学科
1 専攻科 AC 計測特論 吉田　慧一郎 電気工学科
1 専攻科 AC 電気電子回路特論 吉田　慧一郎 電気工学科
1 専攻科 AC パワーエレクトロニクス特論 米盛　弘信 機械電子工学科
1 専攻科 AC 数値解析 須志田　隆道 情報工学科
1 専攻科 AC 情報数学 須志田　隆道 情報工学科
1 専攻科 AC 応用プログラミング 川村　春美 情報工学科
1 専攻科 AC 情報ネットワーク特論 清水　哲也 専攻科
1 専攻科 AC バイオメカニクス 風間　俊哉 電気工学科
1 専攻科 AC 構造材料 加藤　雅彦 電気工学科
1 専攻科 AC 物理学特論Ⅰ 真島　裕樹　　 一般教育科
1 専攻科 AC 機械工学概論 風間　俊哉 電気工学科
1 専攻科 AC 技術史 堤　一郎 専攻科
1 専攻科 AC 数学特論Ⅰ 中屋敷　亮太 一般教育科
1 専攻科 AC インターンシップ 山下　健一郎 電気工学科
1 専攻科 AC インターンシップ 坂口　雅人 機械電子工学科
1 専攻科 AC インターンシップ 島川　陽一 情報工学科
2 専攻科 AC 英語Ⅱ 松尾　貴哲 一般教育科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 山下　健一郎 電気工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 加藤　雅彦 電気工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 風間　俊哉 電気工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 吉田　慧一郎 電気工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 泉　吉紀 電気工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 米盛　弘信 機械電子工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 吉田　将司 機械電子工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 黒木　雄一郎 機械電子工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 坂口　雅人 機械電子工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 三輪　賢一郎 機械電子工学科
2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 島川　陽一 情報工学科

2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 宮田　統馬 情報工学科

2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 川村　春美 情報工学科

2 専攻科 AC 特別研究Ⅱ 須志田　隆道 情報工学科

2 専攻科 AC 分布定数回路特論 電気工学科

2 専攻科 AC 通信工学特論 吉田　将司 機械電子工学科

2 専攻科 AC トラヒック理論 三輪　賢一郎 機械電子工学科

2 専攻科 AC 信号処理論 宮田　統馬 情報工学科

2 専攻科 AC 応用通信特論 吉田　将司 機械電子工学科

2 専攻科 AC 大規模情報処理 宮田　統馬 情報工学科

2 専攻科 AC 数理計画 島川　陽一 情報工学科

2 専攻科 AC 計算システム論 内田　健 情報工学科

2 専攻科 AC 半導体工学 黒木　雄一郎 機械電子工学科

2 専攻科 AC 機能材料 加藤　雅彦 電気工学科

2 専攻科 AC 物理学特論Ⅱ 山野邉 基雄 一般教育科
2 専攻科 AC エネルギー変換工学 山下　健一郎 電気工学科
2 専攻科 AC 数学特論Ⅱ 大屋　博一 一般教育科
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Ⅱ.一般科目 必修科目 

 





デザイン学科(AD) ⼀般科⽬ 教育課程表（2019年度⼊学）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 1 2 3
国語 10 2 4 2 2 ◎ ○ ◎ ○
表現 2 2 ◎ ◎
倫理 2 1 1 ○ ○
情報倫理 2 2 ○ ◎ ○ ○
現代社会 2 2 ○ ○
歴史 2 2 ○ ○
基礎数学Ⅰ 4 4 ◎ ◎
基礎数学Ⅱ 3 3 ◎ ◎
代数幾何学 2 2 ◎ ◎
微分積分学 4 4 ◎ ◎
確率統計学 2 2 ◎ ◎
化学 4 2 2 ◎ ○
基礎物理Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○
基礎物理Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○
保健体育 4 2 2 ◎ ○ ○
体育実技 6 2 2 2 ◎ ○ ○
英語 14 6 4 4 ◎ ◎
英語演習 2 2 ◎ ◎
選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 2 2 ◎ ◎

73 24 24 13 8 4

JABEEプログラムの学習・教育到達目標との関連 分野別要件
(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

⼀般教育科の学習・
教育⽬標との関連

区分 科目名
履修
単位数

学年別単位数 A B C GE③材料･バ
イオ系科
⽬群

④⼒学系
科⽬群

⑤社会技
術系科⽬
群

必
　
修
　
科
　
目

履修単位計

D ①設計･シ
ステム系
科⽬群

②情報･論
理系科⽬
群
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GE(AD) 教育課程表（2020年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇
⽇本語表現 GE 必選 半期 ◯ 〇
⼼理学 GE 必選 半期 ◯ 〇

キリスト教概論 GE 必選 半期 ◯ 〇
政治学 GE 必選 半期 ◯ 〇

国際社会論 GE 必選 半期 ◯ 〇
⽂書作成 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
データ解析 GE 必修 半期 2 2 〇 〇
⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇

化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇

⾃然科学とデザイン GE 必修 半期 2 2 〇 〇
保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
英語１ GE 必選 半期 〇
英語２ GE 必選 半期 〇
英語３ GE 必選 半期 〇
英語４ GE 必選 半期 〇
英語５ GE 必選 半期 〇
中国語A GE 必選 半期 〇
中国語B GE 必選 半期 〇
韓国語A GE 必選 半期 〇
韓国語B GE 必選 半期 〇

イタリア語A GE 必選 半期 〇
イタリア語B GE 必選 半期 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 18 16 18 18 10 10 8 6 2 2
単位数計 単位数

4 2 2 (2) (2)

2 2 (2) (2) (2)

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考

79

単位数
C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験

学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

履修単位 学修単位
1年 2年 3年

24 22 16 15 2
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GE(AD) 教育課程表（2020年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇
⽇本語表現 GE 必選 半期 ◯ 〇
⼼理学 GE 必選 半期 ◯ 〇

キリスト教概論 GE 必選 半期 ◯ 〇
政治学 GE 必選 半期 ◯ 〇

国際社会論 GE 必選 半期 ◯ 〇
⽂書作成 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
データ解析 GE 必修 半期 2 2 〇 〇
⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇

化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇

⾃然科学とデザイン GE 必修 半期 2 2 〇 〇
保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
英語１ GE 必選 半期 〇
英語２ GE 必選 半期 〇
英語３ GE 必選 半期 〇
英語４ GE 必選 半期 〇
英語５ GE 必選 半期 〇
中国語A GE 必選 半期 〇
中国語B GE 必選 半期 〇
韓国語A GE 必選 半期 〇
韓国語B GE 必選 半期 〇

イタリア語A GE 必選 半期 〇
イタリア語B GE 必選 半期 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 18 16 18 18 10 10 8 6 2 2
単位数計 単位数

4 2 2 (2) (2)

2 2 (2) (2) (2)

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考

79

単位数
C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験

学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

履修単位 学修単位
1年 2年 3年

24 22 16 15 2

GE(AD) 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2) 〇
⽂書作成 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
データ解析 GE 必修 半期 2 2 〇 〇
⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇

化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇

⾃然科学とデザイン GE 必修 半期 2 2 〇 〇
保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 4 2 2 (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 14 14 12 10 2 2
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

79 24 22 16 15
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GE(AD) 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2) 〇
⽂書作成 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
データ解析 GE 必修 半期 2 2 〇 〇
⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇

化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇

⾃然科学とデザイン GE 必修 半期 2 2 〇 〇
保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 4 2 2 (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 14 14 12 10 2 2
単位数計 単位数79 24 22 16 15 2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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GE(AD) 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2) 〇
⽂書作成 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
データ解析 GE 必修 半期 2 2 〇 〇
⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇

化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇

⾃然科学とデザイン GE 必修 半期 2 2 〇 〇
保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 4 2 2 (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 14 14 12 10 2 2
単位数計 単位数79 24 22 16 15 2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間

－13－



電気⼯学科(EE)・機械電⼦⼯学科(ME) ⼀般科⽬ 教育課程表（2019年度⼊学）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 1 2 3
国語 10 2 4 2 2 ◎ ○ ◎ ○
表現 2 2 ◎ ◎
倫理 2 1 1 ○ ○
情報倫理 2 2 ○ ◎ ○ ○
現代社会 2 2 ○ ○
歴史 2 2 ○ ○
基礎数学Ⅰ 4 4 ◎ ◎
基礎数学Ⅱ 3 3 ◎ ◎
代数幾何学 2 2 ◎ ◎
微分積分学 4 4 ◎ ◎
確率統計学 2 2 ◎ ◎
解析学Ⅰ 4 4 ◎ ◎
化学 4 2 2 ◎ ○
基礎物理Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○
基礎物理Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○
物理 2 2 ◎ ○ ○
保健体育 4 2 2 ◎ ○ ○
体育実技 6 2 2 2 ◎ ○ ○
英語 14 6 4 4 ◎ ◎
英語演習 2 2 ◎ ◎
選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 2 2 ◎ ◎

79 24 24 19 8 4

JABEEプログラムの学習・教育到達目標との関連
分野別要件

(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

⼀般教育科の学習・
教育⽬標との関連

区分 科目名
履修

単位数

学年別単位数 A B C GE③材料･バ
イオ系科
⽬群

④⼒学系
科⽬群

⑤社会技
術系科⽬
群

必
　
修
　
科
　
目

履修単位計

D ①設計･シ
ステム系
科⽬群

②情報･論
理系科⽬
群
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電気⼯学科(EE)・機械電⼦⼯学科(ME) ⼀般科⽬ 教育課程表（2019年度⼊学）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 1 2 3
国語 10 2 4 2 2 ◎ ○ ◎ ○
表現 2 2 ◎ ◎
倫理 2 1 1 ○ ○
情報倫理 2 2 ○ ◎ ○ ○
現代社会 2 2 ○ ○
歴史 2 2 ○ ○
基礎数学Ⅰ 4 4 ◎ ◎
基礎数学Ⅱ 3 3 ◎ ◎
代数幾何学 2 2 ◎ ◎
微分積分学 4 4 ◎ ◎
確率統計学 2 2 ◎ ◎
解析学Ⅰ 4 4 ◎ ◎
化学 4 2 2 ◎ ○
基礎物理Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○
基礎物理Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○
物理 2 2 ◎ ○ ○
保健体育 4 2 2 ◎ ○ ○
体育実技 6 2 2 2 ◎ ○ ○
英語 14 6 4 4 ◎ ◎
英語演習 2 2 ◎ ◎
選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 2 2 ◎ ◎

79 24 24 19 8 4

JABEEプログラムの学習・教育到達目標との関連
分野別要件

(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

⼀般教育科の学習・
教育⽬標との関連

区分 科目名
履修

単位数

学年別単位数 A B C GE③材料･バ
イオ系科
⽬群

④⼒学系
科⽬群

⑤社会技
術系科⽬
群

必
　
修
　
科
　
目

履修単位計

D ①設計･シ
ステム系
科⽬群

②情報･論
理系科⽬
群

GE(EE) 教育課程表（2020年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇
⽇本語表現 GE 必選 半期 ◯ 〇
⼼理学 GE 必選 半期 ◯ 〇

キリスト教概論 GE 必選 半期 ◯ 〇
政治学 GE 必選 半期 ◯ 〇

国際社会論 GE 必選 半期 ◯ 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
英語１ GE 必選 半期 〇
英語２ GE 必選 半期 〇
英語３ GE 必選 半期 〇
英語４ GE 必選 半期 〇
英語５ GE 必選 半期 〇
中国語A GE 必選 半期 〇
中国語B GE 必選 半期 〇
韓国語A GE 必選 半期 〇
韓国語B GE 必選 半期 〇

イタリア語A GE 必選 半期 〇
イタリア語B GE 必選 半期 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 18 16 18 18 12 14 4 4 2 2
単位数計 単位数

4 2 2 (2) (2)

2 2 (2) (2) (2)

5年 A.⼈間性科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 B.専⾨性

79

備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

4年

24 22 20 11 2
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GE(ME) 教育課程表（2020年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇
⽇本語表現 GE 必選 半期 ◯ 〇
⼼理学 GE 必選 半期 ◯ 〇

キリスト教概論 GE 必選 半期 ◯ 〇
政治学 GE 必選 半期 ◯ 〇

国際社会論 GE 必選 半期 ◯ 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
英語１ GE 必選 半期 〇
英語２ GE 必選 半期 〇
英語３ GE 必選 半期 〇
英語４ GE 必選 半期 〇
英語５ GE 必選 半期 〇
中国語A GE 必選 半期 〇
中国語B GE 必選 半期 〇
韓国語A GE 必選 半期 〇
韓国語B GE 必選 半期 〇

イタリア語A GE 必選 半期 〇
イタリア語B GE 必選 半期 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 18 16 18 18 12 14 6 2 2 2
単位数計 単位数

2 2 (2) (2) (2)

2 2 (2) (2) (2)

5年 A.⼈間性科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 B.専⾨性

79

備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

4年

24 22 20 11 2
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GE(ME) 教育課程表（2020年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇
⽇本語表現 GE 必選 半期 ◯ 〇
⼼理学 GE 必選 半期 ◯ 〇

キリスト教概論 GE 必選 半期 ◯ 〇
政治学 GE 必選 半期 ◯ 〇

国際社会論 GE 必選 半期 ◯ 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
英語１ GE 必選 半期 〇
英語２ GE 必選 半期 〇
英語３ GE 必選 半期 〇
英語４ GE 必選 半期 〇
英語５ GE 必選 半期 〇
中国語A GE 必選 半期 〇
中国語B GE 必選 半期 〇
韓国語A GE 必選 半期 〇
韓国語B GE 必選 半期 〇

イタリア語A GE 必選 半期 〇
イタリア語B GE 必選 半期 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 18 16 18 18 12 14 6 2 2 2
単位数計 単位数

2 2 (2) (2) (2)

2 2 (2) (2) (2)

5年 A.⼈間性科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 B.専⾨性

79

備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

4年

24 22 20 11 2

GE(EE) 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2)
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 4 2 2 (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 8 8 2 2
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

79 24 22 20 11
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GE(ME) 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2)
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 2 2 (2) (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 10 6 2 2
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

79 24 22 20 11

－18－



GE(ME) 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2)
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 2 2 (2) (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 10 6 2 2
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

79 24 22 20 11

GE(EE) 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2)
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 4 2 2 (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 8 8 2 2
単位数計 単位数79 24 22 20 11 2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間

－19－



GE(ME) 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2)
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 2 2 (2) (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 10 6 2 2
単位数計 単位数79 24 22 20 11 2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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GE(ME) 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2)
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 通年 4 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 2 2 (2) (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 10 6 2 2
単位数計 単位数79 24 22 20 11 2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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情報⼯学科(CS) ⼀般科⽬ 教育課程表（2019年度⼊学）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 1 2 3
国語 10 2 4 2 2 ◎ ○ ◎ ○
表現 2 2 ◎ ◎
倫理 2 1 1 ○ ○
情報倫理 2 2 ○ ◎ ○ ○
現代社会 2 2 ○ ○
歴史 2 2 ○ ○
基礎数学Ⅰ 4 4 ◎ ◎
基礎数学Ⅱ 3 3 ◎ ◎
代数幾何学 2 2 ◎ ◎
微分積分学 4 4 ◎ ◎
確率統計学 2 2 ◎ ◎
解析学Ⅰ 2 2 ◎ ◎
解析学Ⅱ 2 2 ◎ ◎
化学 4 2 2 ◎ ○
基礎物理Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○
基礎物理Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○
物理 2 2 ◎ ○ ○
保健体育 4 2 2 ◎ ○ ○
体育実技 6 2 2 2 ◎ ○ ○
英語 14 6 4 4 ◎ ◎
英語演習 2 2 ◎ ◎
選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 2 2 ◎ ◎

79 24 24 17 10 4

JABEEプログラムの学習・教育到達目標との関連 分野別要件
(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

⼀般教育科の学習・
教育⽬標との関連

区分 科目名
履修

単位数

学年別単位数 A B C GE③材料･バ
イオ系科
⽬群

④⼒学系
科⽬群

⑤社会技
術系科⽬
群

必
　
修
　
科
　
目

履修単位計

D ①設計･シ
ステム系
科⽬群

②情報･論
理系科⽬
群
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GE(CS) 教育課程表（2020年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇
⽇本語表現 GE 必選 半期 ◯ 〇
⼼理学 GE 必選 半期 ◯ 〇

キリスト教概論 GE 必選 半期 ◯ 〇
政治学 GE 必選 半期 ◯ 〇

国際社会論 GE 必選 半期 ◯ 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
英語１ GE 必選 半期 〇
英語２ GE 必選 半期 〇
英語３ GE 必選 半期 〇
英語４ GE 必選 半期 〇
英語５ GE 必選 半期 〇
中国語A GE 必選 半期 〇
中国語B GE 必選 半期 〇
韓国語A GE 必選 半期 〇
韓国語B GE 必選 半期 〇

イタリア語A GE 必選 半期 〇
イタリア語B GE 必選 半期 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 18 16 18 18 12 14 4 4 2 2
単位数計 単位数

4 2 2 (2) (2)

2 2 (2) (2) (2)

5年 A.⼈間性科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 B.専⾨性

79

備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

4年

24 22 20 11 2
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GE(CS) 教育課程表（2020年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇
⽇本語表現 GE 必選 半期 ◯ 〇
⼼理学 GE 必選 半期 ◯ 〇

キリスト教概論 GE 必選 半期 ◯ 〇
政治学 GE 必選 半期 ◯ 〇

国際社会論 GE 必選 半期 ◯ 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
英語１ GE 必選 半期 〇
英語２ GE 必選 半期 〇
英語３ GE 必選 半期 〇
英語４ GE 必選 半期 〇
英語５ GE 必選 半期 〇
中国語A GE 必選 半期 〇
中国語B GE 必選 半期 〇
韓国語A GE 必選 半期 〇
韓国語B GE 必選 半期 〇

イタリア語A GE 必選 半期 〇
イタリア語B GE 必選 半期 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 18 16 18 18 12 14 4 4 2 2
単位数計 単位数

4 2 2 (2) (2)

2 2 (2) (2) (2)

5年 A.⼈間性科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 B.専⾨性

79

備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

4年

24 22 20 11 2

GE(CS) 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2) 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 4 2 2 (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 8 8 2 2
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

79 24 22 20 11
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GE(CS) 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2) 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 4 2 2 (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 8 8 2 2
単位数計 単位数79 24 22 20 11 2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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GE(CS) 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
国語（1年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（2年） GE 必修 通年 4 4 4 〇 〇
国語（3年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
国語（4年） GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇
倫理（1年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
倫理（4年） GE 必修 半期 1 ◯ 2 〇
情報倫理 GE 必修 通年 2 2 2 〇 〇 〇
地理・歴史 GE 必修 通年 2 2 2 〇
現代社会 GE 必修 通年 2 2 2 〇

選択⼈⽂社会 GE 必選 半期 2 ◯ 2 (2) (2) (2) 〇
基礎数学1 GE 必修 通年 4 4 4 〇
基礎数学2 GE 必修 通年 3 4 2 〇
代数幾何学 GE 必修 通年 2 2 2 〇
微分積分学 GE 必修 通年 4 4 4 〇
確率統計学 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学1 GE 必修 半期 2 2 〇
解析学2 GE 必修 半期 2 2 〇

⾃然科学⼊⾨ GE 必修 通年 2 2 2 〇
化学 GE 必修 通年 2 2 2 〇

基礎物理1 GE 必修 通年 2 2 2 〇
基礎物理2 GE 必修 通年 2 2 2 〇
物理 GE 必修 通年 2 2 2 〇

保健体育（1年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
保健体育（2年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（3年） GE 必修 通年 2 ◯ 2 2 〇
体育実技（4年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
体育実技（5年） GE 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 〇
英語（1年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（2年） GE 必修 通年 6 6 6 〇
英語（3年） GE 必修 通年 4 4 4 〇
選択外国語 GE 必選 半期 4 2 2 (2) (2) 〇
数学演習1 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
数学演習2 GE 選択 半期 (1) (2) (2)
物理学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)
化学演習 GE 選択 半期 (1) (2) (2) (2) (2)

単位数 67 12 授業時間 24 24 22 22 16 18 8 8 2 2
単位数計 単位数79 24 22 20 11 2

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

「互いを理解し、自己を正しく表現できる力」の獲得に向けて、言葉の構造把握・効果的な運用のための「基本的
知識・論理的思考力」を身につけることを目指す。

国語科教科目標
① アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
② 聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③ 言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

 上記①②に向けて、1年次の学習到達目標を下記3点とする。
(A) 日本語の特色について把握できる。
(B) 文の内部構造、文と文の関係を把握できる。
(C) 同訓異議･同音異義などの漢字を使い分けることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習を取り混ぜた座学形式で行い、「定期試験」「課題」「小テスト」により学修成果を測定する。
「定期試験」は返却時に解説を提示し、内容の理解・定着を図る。
授業における演習プリントなどは全て提出課題として取り扱い、取り組み状況の確認を行う。
「課題」の一部をことばの意味・表記の学習にあて、その成果を「小テスト」にて測定する。

「新　現代の国語」（三省堂）及び配布プリント

「学習課題ノート」（三省堂）、「プレミアムカラー国語便覧」（数研出版）
「国語辞典」（各社・電子辞書可）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
各区間の評価点は、小数点第1位を四捨五入したものとする。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点（各区間毎に四捨五入後）の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1) 定期試験素点100点満点 ×0.7【70点相当】
(2) 小テスト（5点満点）×3　　 【15点相当】
(3) 提出課題（15点満点・課題取り組み状況・提出状況による加点方式）

【15点相当】

「国語」（2年・3年・4年）、「日本語表現」（4・5年必修選択）

国語の得意・不得意に関係なく、授業・課題には集中して取り組んでください。
課題の提出期限を守る努力を1年間継続してください。
学習の習慣を身につける努力を1年間継続してください。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

｢国語｣で何を学ぶか

自己分析(含:国語学習歴調査)

6 日本語文の構造Ⅰ

1.5 ことばの意味・表記

0.75 前期中間試験

【前期期末】

1.5 試験返却及び解説、復習(定着確認)

7.5 日本語文の構造Ⅱ

1.5 ことばの意味・表記

0.75 前期期末試験

1.5 試験返却及び解説、復習(定着確認)

授業アンケート

【後期中間】

7.5 日本語文章の構造Ⅰ

1.5 ことばの意味・表記

0.75 後期中間試験

【後期期末】

1.5 試験返却及び解説、復習(定着確認)

7.5 日本語文章の構造Ⅱ

1.5 ことばの意味・表記

0.75 後期期末試験

1.5 試験返却及び解説、復習(定着確認)

授業アンケート

合計

45

時間

授業計画

□ 国語学習歴確認

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業計画及び評価方法確認

□ 授業方針確認

□ 文の成分(A,B)

□ 品詞(A,B)

□ 助詞･助動詞の機能(A,B)

□ 同訓異義語等(C)

□ 文の要点(A,B)

□ 係り受け(A,B)

□ 指示語の機能(A,B)

□ 同訓異義語等(C)

□ 接続語の機能(A,B)

□ 文と文の関係(A,B)

□ 段落と段落の関係(A,B)

□ 同音異義語等(C)

□ 既習内容総復習(A,B)

□ 文章の読解(A,B)

□ 同音異義語等(C)

－30－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

「互いを理解し、自己を正しく表現できる力」の獲得に向けて、言葉の構造把握・効果的な運用のための「基本的
知識・論理的思考力」を身につけることを目指す。

国語科教科目標
 ① アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
 ② 聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
 ③ 言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

 上記①②に向けて、1年次の学習到達目標を下記3点とする。
 (A) 日本語の特色について把握できる。
 (B) 文の内部構造、文と文の関係を把握できる。
 (C) 同訓異議･同音異義などの漢字を使い分けることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習を取り混ぜた座学形式で行い、「定期試験」「課題」「小テスト」により学修成果を測定する。
「定期試験」は返却時に解説を提示し、内容の理解・定着を図る。
授業における演習プリントなどは全て提出課題として取り扱い、取り組み状況の確認を行う。
「課題」の一部をことばの意味・表記の学習にあて、その成果を「小テスト」にて測定する。

「新　現代の国語」（三省堂）及び配布プリント

「学習課題ノート」（三省堂）、「プレミアムカラー国語便覧」（数研出版）
「国語辞典」（各社・電子辞書可）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
各区間の評価点は、小数点第1位を四捨五入したものとする。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点（各区間毎に四捨五入後）の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
 (1) 定期試験素点100点満点 ×0.7【70点相当】
 (2) 小テスト（5点満点）×3　　 【15点相当】
 (3) 提出課題（15点満点・課題取り組み状況・提出状況による加点方式）
　　　　　　　　　　　　　　　　【15点相当】

「国語」（2年・3年・4年）、「日本語表現」（4・5年必修選択）

国語の得意・不得意に関係なく、授業・課題には集中して取り組んでください。
課題の提出期限を守る努力を1年間継続してください。
学習の習慣を身につける努力を1年間継続してください。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

｢国語｣で何を学ぶか

自己分析(含:国語学習歴調査)

6 日本語文の構造Ⅰ

1.5 ことばの意味・表記

0.75 前期中間試験

【前期期末】

1.5 試験返却及び解説、復習(定着確認)

7.5 日本語文の構造Ⅱ

1.5 ことばの意味・表記

0.75 前期期末試験

1.5 試験返却及び解説、復習(定着確認)

授業アンケート

【後期中間】

7.5 日本語文章の構造Ⅰ

1.5 ことばの意味・表記

0.75 後期中間試験

【後期期末】

1.5 試験返却及び解説、復習(定着確認)

7.5 日本語文章の構造Ⅱ

1.5 ことばの意味・表記

0.75 後期期末試験

1.5 試験返却及び解説、復習(定着確認)

授業アンケート

合計

45

時間

授業計画

□ 国語学習歴確認

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業計画及び評価方法確認

□ 授業方針確認

□ 文の成分(A,B)

□ 品詞(A,B)

□ 助詞･助動詞の機能(A,B)

□ 同訓異義語等(C)

□ 文の要点(A,B)

□ 係り受け(A,B)

□ 指示語の機能(A,B)

□ 同訓異義語等(C)

□ 接続語の機能(A,B)

□ 文と文の関係(A,B)

□ 段落と段落の関係(A,B)

□ 同音異義語等(C)

□ 既習内容総復習(A,B)

□ 文章の読解(A,B)

□ 同音異義語等(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

毎回テーマを設定して講義形式の授業を行い、自分の考えを授業リアクションとしてて提出する。2回の定期試験を
行う。

配布プリント

聖書

①中間試験の素点　［35%］
②期末試験の素点　［35%］
③毎授業のリアクション・ペーパー記入提出　［15%］

リアクションの未提出、および無記入での提出はひとつにつき最大2点減点。
④授業外課題として教会訪問を実施する。（12月予定）

参加およびレポートにて採点する。　［15%］

中間成績：上記①＋③　（成績通知書には100点換算の点数を掲載。）

総合成績：上記①＋②＋③＋④

総合成績が60点以上であること。

地理・歴史（1年）、現代社会（3年）、倫理（4年）、キリスト教概論（4年）

授業に集中して内容の理解に努め、よく考えて授業リアクションを書くようにしてください。授業で紹介する参考
図書を読むことをおすすめします。

科目名（和文）

倫理

Ethics

本校創立の理念の背景にあるキリスト教について、またその思想について学ぶ。聖書の言葉に触れながら、イエ
ス・キリストの生涯とその教えを知るとともに、本校設立母体であるサレジオ修道会や創立者について学ぶ。また
様々な人物の生涯に触れ人としての在り方や生き方について考える。

A. キリスト教についての基本的な知識を身につけることができる。
B. キリスト教に基づく人間観をとらえることができる。
C. 自己について、また人としての生き方について自分の考えを表現できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

カトリック司祭としての毎日の儀式の中での説教や信徒への講話、他校での宗教講話や修養会指導などの経験を授
業の中に活かしている。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、授業のアウトライン、主の祈り

1.5 青年期

1.5 聖書入門

1.5 人間の創造

1.5 イエス・キリスト（1）

1.5 イエス・キリスト（2）

0.75 中間試験

1.5 試験返却および解説。

教会の歴史

1.5 ドン・ボスコ（1）生涯

1.5 ドン・ボスコ（2）予防教育法

1.5 十戒（1）［1〜3］

1.5 十戒（2）［4〜10］

1.5 愛する生き方

1.5 召命と自己の確立

0.75 期末試験

1.5 試験返却

合計

22.5

時間

□試験実施。

□答案返却と解説。

□マザー・テレサ、コルベ神父の生涯を知る。（B）

□召命とは何かを学ぶ。（B、C）

□神との関わりの中で成熟させる人生について考察する。（C）

□神との関わりを生きることを考える。（A、B）

□いのちについて、他者との関わりについて学ぶ。（A、B）

□見返りを求めない愛、利他的な愛。（B、C）

□サレジオの創立者　聖ヨハネ・ボスコの生涯を知る。（B）

□ドン・ボスコが青少年の父と呼ばれる所以を知る。（B）

□ドン・ボスコの予防教育法を学ぶ。（B）

□試験実施。

□答案返却と解説。

□大まかな教会の歴史と日本のキリスト教の歴史を知る。（A）

□イエス・キリストの生涯（降誕・活動）を知る。（A、B）

□イエス・キリストの生涯（受難・復活）を知る。（A、B）

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画と評価方法を理解する。

□主の祈りの導入。（A）

□人生における青年期の心理社会的位置づけと発達課題を知る。（C）

□聖書についての基礎知識を身につける。（A）

□聖書が語る人間存在の起源について学ぶ。（B）

授業計画

□アイデンティティの確立と青年期の特徴について学ぶ。（C）

－31－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報倫理

Information Ethics

現在のSociety5.0の社会において、倫理観を確立した社会人になるために、インターネットのルールやマナー、実
際に起こっているトラブルや対策だけではなく、社会全体で起きている変化や事例に触れながら、社会で生きるた
めに必要な最低限の知識を学ぶ。
そして将来技術者として必須となる、情報利用技術（リテラシー）の基礎やAIの初歩的知識、AI・データ利活用方
法を習得することを目標とする。

A. インターネットを利用して得られる情報を有効に活用できる
B. インターネット社会の問題点を把握できる
C. インターネット社会での被害者や加害者にならないための知識と判断力を持つことができる
D. ネットワーク社会での自制的倫理観（できるけどやらない）を持つことができる
E. ワープロや表計算ソフトなどを用いて情報リテラシーの基礎技術を活用できる
F. 授業で扱った基本的な用語を理解し活用することができる
G. AIに関する初歩的知識を理解し、利活用することができる
H.Society 5.0が目指す社会を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業は講義45分・演習45分で行う。講義は内容をスクリーンに投影しながら行い、毎時配布する授業プリントを完
成させながら知識を習得していく。演習ではパソコンを使ったリテラシー能力として、インターネットでのデータ
検索技法とデータ収集技法、文章作成技法、データ処理技法、資料作成技法を習得して、演習成果を課題として提
出する。なお、定期試験は採点後に返却し、理解度の確認を求める。演習課題については、評価の根拠と注意点を
示し、習得度の確認を求める。

インターネット社会を生きるための情報倫理　　IEC・情報倫理教育研究グループ　　実教出版
30時間でマスター Office2019　　実教出版企画開発部　　実教出版

事例でわかる情報モラル＆セキュリティ2023 　実教出版編修部　　実教出版

年間4回の区間で評価を行い、各区間の評価項目と評価割り合いは以下のとおりである。
(1)定期試験（年4回）　　  50%
(2)リテラシ演習課題　　　 40%
(3)授業プリント提出　　　 10%
なお、各区間での応用課題（任意）を提出した場合は、区間評価点が100点を超えない範囲で加点を行う。

各区間での区間評価点と総合評価点は以下の式で算出する。評価対象は、定期試験と演習課題および授業プリント
（各100点満点）に評価割り合いを加味したものである。
・区間評価点(各区間のみの評価)＝試験得点＋課題得点＋授業プリント得点＋応用課題加点
・総合評価点(成績通知表の評価点)＝(今回までの区間評価点の合計)/区間数

中学情報基礎、技術家庭（情報技術）、各学科の情報関連科目群

Officeの課題の作成、報告書の作成やそのための調査、ブラインドタッチタイピングの練習などは、授業時間外に
もメディアセンターや自宅のパソコンを積極的に利用して行ってください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

2 情報と情報社会（講義）

2 個人情報と知的財産（講義）

1.5 タイピング（演習）

2 Word（演習）

0.75 前期中間試験

4.5 ネットにおけるコミュニケーションとマナー

（講義）

3 Excel（演習）

3 情報収集、レポート作成１（演習）

0.75 前期末試験

1.5 前期のまとめ

4 情報社会における生活（講義）

2.5 PowerPoint（演習）

2.5 情報収集、レポート作成２（演習）

0.75 後期中間試験

4.5 情報セキュリティとネット被害（講義）

3 応用Excel（演習）

3 情報収集、レポート作成３（演習）

0.75 後期末試験

1.5 後期のまとめ

合計

45

時間

授業計画

□ 情報と情報社会の特徴（B,C,D,F)

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業の意義、授業計画、評価方法、インターネット社会

□ メディアセンターの利用方法、PCの基本操作

□ 情報の受信・発信と個人の責任（B,C,D,F)

□ 個人情報（B,C,D,F)

□ 知的財産権（B,C,D,F)

□ ブラインドタッチタイピングの練習 (A,E)

□ MicroSoft-Wordの基本機能と操作 (A,E)

□ 電子メールによる情報の受信・発信（B,C,D,F)

□ Webページによる情報の受信・発信（B,C,D,F)

□ ネット上のコミュニケーション（B,C,D,F)

□ MicroSoft-Excelの基本機能と操作 (A,E)

□ 「著作権」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

□ 試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□ 社会生活における情報（B,C,D,F)

□ 身近な生活における情報（B,C,D,F)

□ ネット社会におけるトラブルと犯罪（B,C,D,F)

□ 情報セキュリティ（B,F)

□ コンピュータへの被害 （B,F)

□ ネット社会のセキュリティ技術（B,F)

□ MicroSoft-PowerPointの基本機能と操作 (A,E)

□ 「ネットトラブル」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

□ Society 5.0が目指す社会,データ駆動型社会（H）

□ 機械学習の概念およびAI(汎用型AIと特化型AIの違い)の誕生について(G)

□ 試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□ 家計簿のExcelシートとグラフ作成 (A,E)

□ 「セキュリティ」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

－32－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報倫理

Information Ethics

現在のネット社会の中で倫理観を確立した社会人になるために、インターネットのルールやマナー、実際に
起こっているトラブルや対策だけでなく、インターネット社会で生きるために必要な最低限の知識を学ぶ。
そして将来技術者として必須となる、情報利用技術（リテラシー）の基礎を習得することを目標とする。

A. インターネットを利用して得られる情報を有効に活用できる
B. インターネット社会の問題点を把握できる
C. インターネット社会での被害者や加害者にならないための知識と判断力を持つことができる
D. ネットワーク社会での自制的倫理観（できるけどやらない）を持つことができる
E. ワープロや表計算ソフトなど、情報リテラシーの基礎技術を活用できる
F. 授業で扱った基本的な用語がわかる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業は講義45分・演習45分で行う。講義は内容をスクリーンに投影しながら行い、毎時配布する授業プリントを完
成させながら知識を習得していく。演習ではパソコンを使ったリテラシー能力として、インターネットでのデータ
検索技法とデータ収集技法、文章作成技法、データ処理技法、資料作成技法を習得して、演習成果を課題として提
出する。なお、定期試験は採点後に返却し、理解度の確認を求める。演習課題については、評価の根拠と注意点を
示し、習得度の確認を求める。

インターネット社会を生きるための情報倫理　　IEC・情報倫理教育研究グループ　　実教出版
30時間でマスター Office2019　　実教出版企画開発部　　実教出版

事例でわかる情報モラル＆セキュリティ2023  　実教出版編修部　　実教出版

年間4回の区間で評価を行い、各区間の評価項目と評価割り合いは以下のとおりである。
(1)定期試験（年4回）　　  50%
(2)リテラシ演習課題　　　 40%
(3)授業プリント提出　　　 10%
なお、各区間での応用課題（任意）を提出した場合は、区間評価点が100点を超えない範囲で加点を行う。

各区間での区間評価点と総合評価点は以下の式で算出する。評価対象は、定期試験と演習課題および授業プリント
（各100点満点）に評価割り合いを加味したものである。
・区間評価点(各区間のみの評価)＝試験得点＋課題得点＋授業プリント得点＋応用課題加点
・総合評価点(成績通知表の評価点)＝(今回までの区間評価点の合計)/区間数

中学情報基礎、技術家庭（情報技術）、各学科の情報関連科目群

Officeの課題の作成、報告書の作成やそのための調査、ブラインドタッチタイピングの練習などは、授業時間外に
もメディアセンターや自宅のパソコンを積極的に利用して行ってください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

2 情報と情報社会（講義）

2 個人情報と知的財産（講義）

1.5 タイピング（演習）

2 Word（演習）

0.75 前期中間試験

4.5 ネットにおけるコミュニケーションとマナー

（講義）

3 Excel（演習）

3 情報収集、レポート作成１（演習）

0.75 前期末試験

1.5 前期のまとめ

4 情報社会における生活（講義）

2.5 PowerPoint（演習）

2.5 情報収集、レポート作成２（演習）

0.75 後期中間試験

4.5 情報セキュリティとネット被害（講義）

3 応用Excel（演習）

3 情報収集、レポート作成３（演習）

0.75 後期末試験

1.5 後期のまとめ

合計

45

時間

授業計画

□ 情報と情報社会の特徴（B,C,D,F)  

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業の意義、授業計画、評価方法、インターネット社会 

□ メディアセンターの利用方法、PCの基本操作  

□ 情報の受信・発信と個人の責任（B,C,D,F)     

□ 個人情報（B,C,D,F)      

□ 知的財産権（B,C,D,F)  

□ ブラインドタッチタイピングの練習 (A,E)   

□ MicroSoft-Wordの基本機能と操作 (A,E)   

□ 電子メールによる情報の受信・発信（B,C,D,F)     

□ Webページによる情報の受信・発信（B,C,D,F)    

□ ネット上のコミュニケーション（B,C,D,F)     

□ MicroSoft-Excelの基本機能と操作 (A,E)   

□ 「著作権」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

□ 試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□ 社会生活における情報（B,C,D,F)  

□ 身近な生活における情報（B,C,D,F)    

□ ネット社会におけるトラブルと犯罪（B,C,D,F)    

□ 情報セキュリティ（B,F)     

□ コンピュータへの被害 （B,F) 

□ ネット社会のセキュリティ技術（B,F)    

□  MicroSoft-PowerPointの基本機能と操作 (A,E)  

□ 「ネットトラブル」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

□ 試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□ 家計簿のExcelシートとグラフ作成 (A,E)

□ 「セキュリティ」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を中心に授業を進める。課題、ノート検査、小テストを通して、授業内容の理解を確認する。

新選　歴史総合(東京書籍)

授業中に適宜プリントを配布する。

各区間の成績は100点満点とし、配点は以下の通りとする。
(1)授業内の課題もしくはノート検査：10点
(2)小テスト：20点
(3)定期試験：70点
(1)～(3)を加算した点数を成績とする。なお、定期試験は素点の70％で算出する。
前期期末、後期中間、後期期末は各区間の平均点として、以下のように算出する。
前期期末＝(前期中間＋前期期末)÷2
後期中間＝(前期中間＋前期期末＋後期中間)÷3
後期期末＝(前期中間＋前期期末＋後期中間＋後期期末)÷4

現代社会、倫理、宗教学

新聞、テレビ、ラジオ、インターネットなどを通して国内外の動向に関する報道に接するようにしよう。また、歴
史を扱った一般書や漫画などに親しむようにしよう。

科目名（和文）

地理・歴史

Geography and History

世界の各地域の特色と、日本や世界における近現代の歴史的事象を学ぶ。

A.世界の各地域の地理的特徴と生活文化について基本的な知識を学ぶ。
B.近現代の歴史の展開にかかわる諸事象について基本的な知識を学ぶ。
C.地理や歴史の知識に基づき、世界の諸問題について調べてまとめることができる。
D.グローバル化が進展する国際社会を理解するための広い視野を養う。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

1.5 東アジア

1.5 東南アジア・南アジア

1.5 西アジア・アフリカ

1.5 ヨーロッパ

1.5 南北アメリカ

0.75 前期中間試験

1.5 前期中間試験の講評

1.5 結びつく世界と日本の開国(1)

1.5 結びつく世界と日本の開国(2)

1.5 結びつく世界と日本の開国(3)

1.5 国民国家と明治維新(1)

1.5 国民国家と明治維新(2)

1.5 国民国家と明治維新(3)

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 第一次世界大戦と大衆社会(1)

1.5 第一次世界大戦と大衆社会(2)

1.5 第一次世界大戦と大衆社会(3)

1.5 経済危機と第二次世界大戦(1)

1.5 経済危機と第二次世界大戦(2)

1.5 経済危機と第二次世界大戦(3)

0.75 後期中間試験

1.5 後期中間試験の講評

1.5 冷戦と世界経済(1)

1.5 冷戦と世界経済(2)

1.5 冷戦と世界経済(3)

1.5 世界秩序の変容と日本(1)

1.5 世界秩序の変容と日本(2)

1.5 世界秩序の変容と日本(3)

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□解答用紙の返却と試験問題の解説

□近代の再考、石油危機と経済の自由化、アジアの経済発展(B.C.D)

□冷戦の終結と地域紛争の拡散(B.C.D)

□民主化の進展、グローバル化と経済統合、岐路に立つ日本(B.C.D)

□試験の実施

□解答用紙の返却と試験問題の解説

□冷戦の拡大における核兵器の管理と脱植民地化(B.C.D)

□冷戦下の経済政策と経済成長、冷戦と日本・アジア(B.C.D)

□地域連携の拡大と、冷戦構造の変容(B.C.D)

□世界恐慌と国際協調体制の崩壊、アジア・アフリカの自立化の模索(B.C.D)

□第二次世界大戦と戦後構想(B.C.D)

□アジア太平洋戦争、冷戦の開始、アジアの再編(B.C.D)

□試験の実施

□解答用紙の返却と試験問題の解説

□大衆社会の成立、第一次世界大戦、国際協調体制(B.C.D)

□ソヴィエト連邦の成立とアメリカの台頭(B.C.D)

□アジアの経済成長と反植民地主義の高揚、民主主義の拡大(B.C.D)

□アジア諸国家の変容とアジアの国際関係、明治維新、立憲制の伝播(B.C.D)

□帝国主義の展開、日清戦争と日露戦争、帝国主義諸国の国際関係と植民地支配(B.C.

□試験の実施

□解答用紙の返却と試験問題の解説

□18世紀のアジアの国際関係とアジア諸地域の結合(B.C.D)

□18世紀のヨーロッパとアジアの関係、産業革命の始まり(B.C.D)

□世界市場の形成と世界経済の変化、東アジア国際関係の変化と日本の開国(B.C.D)

□市民革命、ウィーン体制、自由主義とナショナリズムの伝播(B.C.D)

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの説明、授業の方針、内容、進め方

□東アジアの地理的特徴と生活文化 (A.C.D)

□東南アジアと南アジアの地理的特徴と生活文化(A.C.D)

□西アジアとアフリカの地理的特徴と生活文化 (A.C.D)

□南北アメリカの地理的特徴と生活文化 (A.C.D)

□試験の実施

授業計画

□ヨーロッパの地理的特徴と生活文化 (A.C.D)

－33－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 60 30

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

基礎数学１

fundamental Mathmatics 1

数・式・関数に関する理解を深め、基本的な知識の習得と、基本的な技能の習熟を図ると共にそれらを的確に活用
する能力を伸ばす

A.中学の基本的な計算ができる
B.整式の整理・展開・因数分解・分数式の計算・ルートの基本的な計算ができる
C.２次関数を平行移動の考え方で一般化し、標準形への変形やグラフを描くことができる
D.２次方程式の解法や判別式とグラフの関係を理解できる E.1
次不等式・2次不等式・連立不等式を解くことができる F.
恒等式・高次方程式の解法や等式・不等式の基本的な問題の証明ができる
G.指数・対数の基本的な考え方を身に着け、簡単な計算ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。演習問題を解き、小テストなどを行うことによって理解度の確認
をする。知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。定期試験では答案返却の後に解答例の説明を行い、各
個人の習得状況を把握してもらう。

新版　基礎数学　実教出版

新版　基礎数学演習　実教出版

1. 成績評価の項目と割合について
定期試験（７０％）＋平常点（小試験・テスト前課題・ノート提出など３０％）
２．評価点算出の方法
(1)年間を４区間に分け上記の区分で区間成績をつける
(2)総合成績は各区間成績の単純平均とする
(3)学年末試験のみ再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が47未満の場合は不可が確定する

基礎数学２

根気強く毎日少しでもいいので予習・復習をしましょう。授業にしっかり取り組み、課題の提出期限を守ることが
大切です。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1.75 整式の加減

3 整式の乗法

3 因数分解

3 整式の除法・約数・倍数

3 分数式の計算

3.75 まとめの演習

0.75 前期中間試験

1.5 実数・絶対値

1.5 ルートの計算・有理化

4.5 ２次関数のグラフ

1.5 ２次関数の最大・最小

1.5 複素数

1.5 ２次方程式

3 判別式・解と係数の関係

1.5 放物線と直線

3 まとめの演習

0.75 前期末定期試験

3 学習指導期間

1.5 不等式とその解

4.5 ２次不等式

1.5 恒等式

4.5 剰余の定理と因数定理

1.5 高次方程式

4.5 式と照明

3 まとめの演習

0.75 後期中間試験

3 指数の拡張

4.5 指数関数とグラフ

4.5 対数とその性質

3 対数関数のグラフ

4.5 常用対数とその応用

3 まとめの演習

0.75 学年末定期試験

3 学習指導期間

合計

90

時間

授業計画

□整式の除法・縦書きの割り算・最大公約数・最小公倍数（B)

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスと成績評価の仕方の説明

□整式の次数・係数・定数項・降べきの順（A,B)

□指数法則・展開公式（B)

□たすき掛け・因数分解の公式（B)

□分数式の四則演算・繁文数式の計算（B)

□有理数・無理数・実数・絶対値（B)

□ルートの計算と分母の有理化（C)

□頂点・軸・平方完成と平行移動（C)

□２次関数の最大最小（C)

□虚数・複素数の計算（D)

□２次方程式の解法（D)

□判別式・解と係数・グラフ（D)

□放物線と直線の交点（D)

□定期試験の解説と理解不十分な内容の復習

□１次不等式・連立不等式（E)

□２次不等式（E)

□恒等式の定義・未定係数法（F)

□剰余の定理と因数定理（F)

□高次方程式（F)

□等式の証明・不等式の証明・相加・相乗平均（F)

□累乗根・負の指数・分数の指数・指数法則（G)

□指数関数のグラフ・指数方程式・大小関係（G)

□対数の定義と性質（G)

□対数関数のグラフ・対数方程式（G)

□常用対数と応用（G)

□定期試験の解説と理解不十分な内容の復習
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 60 30

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

基礎数学１

fundamental Mathmatics 1

数・式・関数に関する理解を深め、基本的な知識の習得と、基本的な技能の習熟を図ると共にそれらを的確に活用
する能力を伸ばす

A.中学の基本的な計算ができる
B.整式の整理・展開・因数分解・分数式の計算・ルートの基本的な計算ができる
C.２次関数を平行移動の考え方で一般化し、標準形への変形やグラフを描くことができる
D.２次方程式の解法や判別式とグラフの関係を理解できる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E.1
次不等式・2次不等式・連立不等式を解くことができる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F.
恒等式・高次方程式の解法や等式・不等式の基本的な問題の証明ができる
G.指数・対数の基本的な考え方を身に着け、簡単な計算ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。演習問題を解き、小テストなどを行うことによって理解度の確認
をする。知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。定期試験では答案返却の後に解答例の説明を行い、各
個人の習得状況を把握してもらう。

新版　基礎数学　実教出版

新版　基礎数学演習　実教出版

1. 成績評価の項目と割合について
定期試験（７０％）＋平常点（小試験・テスト前課題・ノート提出など３０％）
２．評価点算出の方法
(1)年間を４区間に分け上記の区分で区間成績をつける
(2)総合成績は各区間成績の単純平均とする
(3)学年末試験のみ再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が47未満の場合は不可が確定する

基礎数学２

根気強く毎日少しでもいいので予習・復習をしましょう。授業にしっかり取り組み、課題の提出期限を守ることが
大切です。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1.75 整式の加減

3 整式の乗法

3 因数分解

3 整式の除法・約数・倍数

3 分数式の計算

3.75 まとめの演習

0.75 前期中間試験

1.5 実数・絶対値

1.5 ルートの計算・有理化

4.5 ２次関数のグラフ

1.5 ２次関数の最大・最小

1.5 複素数

1.5 ２次方程式

3 判別式・解と係数の関係

1.5 放物線と直線

3 まとめの演習

0.75 前期末定期試験

3 学習指導期間

1.5 不等式とその解

4.5 ２次不等式

1.5 恒等式

4.5 剰余の定理と因数定理

1.5 高次方程式

4.5 式と照明

3 まとめの演習

0.75 後期中間試験

3 指数の拡張

4.5 指数関数とグラフ

4.5 対数とその性質

3 対数関数のグラフ

4.5 常用対数とその応用

3 まとめの演習

0.75 学年末定期試験

3 学習指導期間

合計

90

時間

授業計画

□整式の除法・縦書きの割り算・最大公約数・最小公倍数（B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスと成績評価の仕方の説明

□整式の次数・係数・定数項・降べきの順（A,B)

□指数法則・展開公式（B)

□たすき掛け・因数分解の公式（B)

□分数式の四則演算・繁文数式の計算（B)

□有理数・無理数・実数・絶対値（B)

□ルートの計算と分母の有理化（C)

□頂点・軸・平方完成と平行移動（C)

□２次関数の最大最小（C)

□虚数・複素数の計算（D)

□２次方程式の解法（D)

□判別式・解と係数・グラフ（D)

□放物線と直線の交点（D)

□定期試験の解説と理解不十分な内容の復習

□１次不等式・連立不等式（E)

□２次不等式（E)

□恒等式の定義・未定係数法（F)

□剰余の定理と因数定理（F)

□高次方程式（F)

□等式の証明・不等式の証明・相加・相乗平均（F)

□累乗根・負の指数・分数の指数・指数法則（G)

□指数関数のグラフ・指数方程式・大小関係（G)

□対数の定義と性質（G)

□対数関数のグラフ・対数方程式（G)

□常用対数と応用（G)

□定期試験の解説と理解不十分な内容の復習

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 3

講義 演習 実験・実習

必修 45 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

基礎数学２

Fundamental Mathematics 2

数学は自然科学や工学の種々の分野を記述するための言葉として必要不可欠である。本科目では数学の中でも、主
に解析学・幾何学に繋がる内容について学習する。特に三角比・三角関数については重点的に講義し、本校で学習
していく上での基礎力を身に付ける。

A. 内分点・外分点の座標が求められる。
B. 三角形の重心の座標、2点間の距離が求められる。
C. 円の方程式を求めることができ、グラフが描ける。
D. 三角比を求めることができ、その性質を用いた計算ができる。
E. 一般角の考えを用いて三角関数を定義することができ、その性質を用いた計算ができる。
F. 三角関数のグラフが描け、三角方程式・三角不等式が解ける。
G. 三角関数の加法定理を学習し、倍角・半角公式を用いた計算や三角関数の合成を計算ができる。
H. 不等式の表す領域を図示できる。
I. べき関数、分数関数、無理関数の性質を学習し、グラフが描ける

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書を主とした講義形式。適宜プリントを用いた演習を行う。
必要に応じて小テストを実施し、課題提出を課す。
定期試験や小テストでは答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版 基礎数学   岡本 和夫（実教出版）

新版 基礎数学 演習(実教出版)

1.成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題等の提出物、授業態度（３０％）
2. 評点算出の方法
(1) 1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 学年末に再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が47点未満の場合は不可が確定する。
(＊)再試験の受験は自由だが、得点の上下に関わらず、再試験の得点が採用されるので注意すること。

基礎数学１

根気強く毎日少しでもよいから予習、復習をやって下さい。特に授業にしっかり取り組み与えられた課題を期限を
守って提出することが大切です。分からなくなったら遠慮なく担当教員を訪ねて下さい。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

第7章  図形と方程式

  1. 座標平面上の点と直線

0.75      数直線上の点

3      座標平面上の点

  2. 2次曲線

2.25      円

1.5 まとめと演習

第6章 三角関数

  1. 三角比

3      鋭角の三角比

3      三角比の拡張

3      三角比の相互関係

1.5 まとめと演習（前期中間試験対策）

0.75 前期中間試験

3.75      正弦定理と余弦定理

  2. 三角関数

3      一般角と弧度法

4.5      三角関数

1.5 まとめと演習

4.5      三角関数のグラフ

3      三角方程式・三角不等式

1.5 まとめと演習（前期末試験対策）

0.75 前期末試験

3 学習指導期間

  3. 三角関数の加法定理

1.5      加法定理

3.75      加法定理の応用

第7章　図形と方程式

  3.不等式と方程式

3      不等式の表す領域

0.75 まとめと演習(後期中間試験対策)

0.75 後期中間試験

第4章 関数とグラフ

  1.関数とグラフ

3     べき関数

3     分数関数

3     無理関数

1.5 まとめと演習(学年末試験対策)

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

67.5

時間

授業計画

□ 直線上の内分点・外分点(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 年間授業計画及び評価方法などの説明

□ 内分点・外分点の座標、三角形の重心の座標、2 点間の距離(A,B)

□ 円の方程式、接線の方程式(C)

□ 演習

□ 正弦・余弦・正接(D)

□ 三角比の拡張(D)

□ 三角比の相互関係(D)

□ 演習

□ 正弦定理、余弦定理、三角形の面積(D)

□ 一般角、弧度法(E)

□ 三角関数の値の範囲、相互関係(E)

□ 演習

□ 三角関数のグラフ、平行移動(F)

□ 三角方程式と三角不等式の解法(F)

□ 演習

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

□ 不等式の表す領域の図示(H)

□ 加法定理(G)

□ 2倍角の公式、半角の公式、三角関数の合成(G)

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

□ べき関数の性質とグラフ(I)

□ 分数関数の性質とグラフ(I)

□ 無理関数の性質とグラフ(I)

□ 演習
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として授業を進める．補助教材としてプリントを配布する．授業中に提示された課題の提出を求める．
定期試験は採点後に返却し，理解度の確認を求める．

「改訂版 総合物理（第1巻）」（数研出版）
第2巻は2年生の基礎物理2で使用します．

単元ごとに問題プリントを配布する．

総合評定は各区間の評価点（100点満点）の単純平均とする．各区間の評価方法は

      試験：70％
      課題等（含小テスト）：30％

とする．学年末の総合評定が確定した段階で不可であった者に対して，1回を限度として再試験を実施する場合があ
る．再試験で合格した者の評価点は60点とする．

'基礎数学1，基礎数学2，基礎物理2．代数幾何学，微分積分学

課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に担当教員に質問すること．授業の復習は，物理の理解
を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに学修に取り組んでください．

科目名（和文）

基礎物理1

Fundamental Physics 1

力学に関する講義を通して自然現象を物理学的に探究する能力と態度を養うとともに，物理学の基本的な概念や原
理・法則の理解を通して科学的な自然観や自然科学に関する基本的な知識と論理思考を身につけ，科学技術の成果
を科学的に判断し，その進歩に対応できる資質を育てる．

A．力学に関する用語を用いて物理現象を表現できる．
B. 等加速度運動の公式を用いて，簡単な運動の位置や速度を計算することができる．
C. 簡単な系に対して運動の三法則を適用することができる．
D. 運動量に関する法則を用いて，簡単な物理量を求めることができる．
E．エネルギーに関する法則を用いて，簡単な物理量を求めることができる．
F．有効数字の計算を行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

有効数字

0.75 速さと速度

1.5 グラフ

加速度

3 等加速度運動

0.75 落下運動1

1.5 小テスト

0.75 前期中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

1.5 速度の合成，相対速度

1.5 落下運動2

1.5 力

1.5 運動の法則1

1.5 運動の法則2

1.5 運動の法則3

1.5 小テスト

0.75 前期末試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 前期学習内容の復習．

1.5 運動方程式演習

1.5 摩擦

1.5 運動量と力積

1.5 運動量保存則

1.5 問題演習

1.5 小テスト

0.75 後期中間試験

1.5 答案返却．試験問題解説．仕事．

1.5 運動エネルギー

1.5 位置エネルギー

3 力学的エネルギー保存則

1.5 問題演習

1.5 小テスト

0.75 後期末試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 後期学習内容の復習．

合計

45

時間

□物体の運動エネルギーを計算できる．(A,E)

□物体の位置エネルギー・弾性エネルギーを計算できる．(A,E)

□力学的エネルギー保存則を用いて物体の運動を説明できる．(A,E)

□仕事と仕事率の意味を理解し，計算で求めることができる．(A,E)

□静止摩擦，動摩擦を説明できる．(A)

□運動量と力積の関係を説明できる．(A,D)

□運動量保存則を用いて，衝突問題を説明できる．(A,D)

□簡単な力の定義を説明でき，力の合成と分解を作図できる．(A)

□運動の第1・第3法則を説明できる．(A,C)

□簡単な運動に対して運動方程式を立て，解くことができる．(A,C)

□少し複雑な運動に対して運動方程式を立て，解くことができる．(A,C)

□合成速度，相対速度を求めることができる．(A)

□水平投射，及び斜方投射した物体の座標，速度，時間に関する計算ができる．(A,B

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方，評価法を理解する．

□有効数字の計算ができる．(F)

□速さ，変位，速度の意味を説明できる．(A)

□時間と速度・位置に関するグラフを読むことができる．(A)

□等加速度運動の速度，位置等を公式を用いて計算できる．(B)

□鉛直投射した物体の座標，速度，時間に関する計算ができる．(A,B)

授業計画

□加速度の定義を説明できる．(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主体として授業を進める．補助教材としてプリントを配布する．授業中に提示された課題の提出を求める．
定期試験は採点後に返却し，理解度の確認を求める．

「改訂版 総合物理（第1巻）」（数研出版）
第2巻は2年生の基礎物理2で使用します．

単元ごとに問題プリントを配布する．

総合評定は各区間の評価点（100点満点）の単純平均とする．各区間の評価方法は

      試験：70％
      課題等（含小テスト）：30％

とする．学年末の総合評定が確定した段階で不可であった者に対して，1回を限度として再試験を実施する場合があ
る．再試験で合格した者の評価点は60点とする．

'基礎数学1，基礎数学2，基礎物理2．代数幾何学，微分積分学

課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に担当教員に質問すること．授業の復習は，物理の理解
を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに学修に取り組んでください．

科目名（和文）

基礎物理1

Fundamental Physics 1

力学に関する講義を通して自然現象を物理学的に探究する能力と態度を養うとともに，物理学の基本的な概念や原
理・法則の理解を通して科学的な自然観や自然科学に関する基本的な知識と論理思考を身につけ，科学技術の成果
を科学的に判断し，その進歩に対応できる資質を育てる．

A．力学に関する用語を用いて物理現象を表現できる．
B. 等加速度運動の公式を用いて，簡単な運動の位置や速度を計算することができる．
C. 簡単な系に対して運動の三法則を適用することができる．
D. 運動量に関する法則を用いて，簡単な物理量を求めることができる．
E．エネルギーに関する法則を用いて，簡単な物理量を求めることができる．
F．有効数字の計算を行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

有効数字

0.75 速さと速度

1.5 グラフ

加速度

3 等加速度運動

0.75 落下運動1

1.5 小テスト

0.75 前期中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

1.5 速度の合成，相対速度

1.5 落下運動2

1.5 力

1.5 運動の法則1

1.5 運動の法則2

1.5 運動の法則3

1.5 小テスト

0.75 前期末試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 前期学習内容の復習．

1.5 運動方程式演習

1.5 摩擦

1.5 運動量と力積

1.5 運動量保存則

1.5 問題演習

1.5 小テスト

0.75 後期中間試験

1.5 答案返却．試験問題解説．仕事．

1.5 運動エネルギー

1.5 位置エネルギー

3 力学的エネルギー保存則

1.5 問題演習

1.5 小テスト

0.75 後期末試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 後期学習内容の復習．

合計

45

時間

□物体の運動エネルギーを計算できる．(A,E)

□物体の位置エネルギー・弾性エネルギーを計算できる．(A,E)

□力学的エネルギー保存則を用いて物体の運動を説明できる．(A,E)

□仕事と仕事率の意味を理解し，計算で求めることができる．(A,E)

□静止摩擦，動摩擦を説明できる．(A)

□運動量と力積の関係を説明できる．(A,D)

□運動量保存則を用いて，衝突問題を説明できる．(A,D)

□簡単な力の定義を説明でき，力の合成と分解を作図できる．(A)

□運動の第1・第3法則を説明できる．(A,C)

□簡単な運動に対して運動方程式を立て，解くことができる．(A,C)

□少し複雑な運動に対して運動方程式を立て，解くことができる．(A,C)

□合成速度，相対速度を求めることができる．(A)

□水平投射，及び斜方投射した物体の座標，速度，時間に関する計算ができる．(A,B

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方，評価法を理解する．

□有効数字の計算ができる．(F)

□速さ，変位，速度の意味を説明できる．(A)

□時間と速度・位置に関するグラフを読むことができる．(A)

□等加速度運動の速度，位置等を公式を用いて計算できる．(B)

□鉛直投射した物体の座標，速度，時間に関する計算ができる．(A,B)

授業計画

□加速度の定義を説明できる．(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 13.5 1.5 30

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

保健と体育実技を隔週で実施する。ただし学校行事の都合で順序が入れ替わる場合もあるので別途配布される年間
行事予定を確認の上、対応すること。剣道とバレーボールの履修順は半期で入れ替えるがクラス毎に異なるので注
意すること。

「現代高等保健体育」 衛藤 隆,友添 秀則 ほか (大修館書店)

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+保健素点(25%)+体育実技素点(25%) で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
保健素点は定期試験(60%)+ノート(40%)で算出。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+保健素点(20%)+体育実技素点(20%)+マラソン(10%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算
出する。
授業意欲点の扱いについては前期と同様。
保健および体育実技素点は前期と同様の形式で算出。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際に指定の服装で臨まなかった場合には見学とする。怪我等で長期にわたる見学及び実技試験受験不可と
なった場合には、医師の診断書を担当教員に提出のこと。競技大会及びマラソン大会開催前は練習が行われるが、
その際の授業内容の変更等は別途指示する。

科目名（和文）

保健体育

Health and Physical Education

「健康」をキーワードとして、自らが様々な事柄を通し、生涯にわたり適切な意志決定・行動選択を行うことがで
きる資質や能力を養うと共に、自身の生活に活かす事ができるようにする。また、スポーツについて種目の特性を
理解し、ルールや礼儀・マナーおよび互いを尊重する態度や協力し合う姿勢を養い、学生相互の信頼関係を育む。

A.各種目における様々な技能を理解することができる。
B.ルールを理解して実際に試合を行うことができる。
C.公正な態度を持って授業に臨むことができる。
D.互いに協力し合って練習・試合に取り組むことができる。
E.健康に関する基本的知識を理解することができる。
F.適切な生活行動を選択し実践するための知識を身につけることができる。
G.自身の健康のために生活環境を改善していく意欲を持つことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― 保 健 ―

【前期】

0.75 授業ガイダンス

6.75 現代社会と健康、安全な社会生活

0.75 前期末試験

0.75 学習指導期間

【後期】

7.5 生涯を通じる健康、健康を支える環境づくり

0.75 学年末試験

0.75 学習指導期間

― バレーボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 集団行動・体づくり運動

0.75 基礎技術

1.5 応用技術

1.5 実戦練習

2.25 試合

0.75 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 基礎体力作り

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)

1.5 応用動作の習得(1)

1.5 応用動作の習得(2)

0.75 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□定められた距離を走破する (C)(G)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□剣道基本技稽古法2(A)(D)

□技能・態度の到達度 (A)(D)

□各項目において体力測定を実施 (C)(G)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(C)(D)

□授業方法・評価法・体育施設利用法について (C)

□ストレッチング・複合トレーニング (C)(G)

□礼法・構え・竹刀操作 (A)(C)(D)

□足さばき・素振り・竹刀打ち (A)(D)

□打ち方・打たせ方・剣道基本技稽古法1(A)(D)

□三段攻撃・レシーブフォーメーション (A)(D)

□9人制ルール・審判法・戦術説明及びゲーム (B)(C)(D)

□6人制ルール・審判法・戦術説明及びゲーム (B)(C)(D)

□サーブ (A)(D)

□答案返却・解説・ノート確認 (E)

□授業方法・評価法・体育施設利用法について (C)

□集合・整列、ストレッチ・基礎運動トレーニング (C)(G)

□キャッチボール・パス・サーブ (A)(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□生活習慣病・飲酒・喫煙・精神疾患・感染症および心肺蘇生法における学習 (E)(F

□答案返却・解説・ノート確認 (E)

□思春期・結婚・妊娠および出産や医療に関する学習 (E)(F)(G)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 6

講義 演習 実験・実習

必修 45 90 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語

English

多様なアクティビティを通して、発信力を中心に英語運用能力の基礎を築く。基本的な英文法のまとめや平易な文
書読解の演習を行いながら、CEFR-J A1.2レベルの到達を目指す。

A.(Listening)身近なトピックに関する話を、ゆっくりはっきり話されれば理解することができる
B.(Reading)日常生活で使われる非常に短い簡単な文章・報告を読み、理解することができる
C.(Speaking)身近なトピックに関して、限られた表現を用い、簡単な応答・やり取りができる
D.(Writing)簡単な語や基礎的な表現を用いて、身近な事柄について短い文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で取り扱った文法項目を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

中学英語の既習事項を確認しながら4技能習得を目的とした演習中心の授業を行う。授業はすべてTeam Teachingで
行い、必要に応じてペアワーク、グループワークなどを通して、理解の促進・フォローをする。

Get Ahead, Level 2 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第6版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋小ﾃｽﾄ(15％)＋ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ(15％)＋課題(20%)
※ 小ﾃｽﾄは再テスト不可。
※ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ 小テスト及びﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ TOEIC Bridge IPを年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照。

中学英語および「国語」

成績評価において平常点を占める割合が大きいので、小テストは必ずできるようになるまで練習し、しっかりと準
備をしてから授業に臨んでください。この授業は「実技科目」であると考えて、積極的に体を動かしてください。
ただ黙って座っているだけでは評価されません。遠慮せず質問をしてください。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

25.5 Unit 1

　　

Unit 2

0.75 前期中間試験

【前期末】

1.5 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

30 Unit 3

Unit 4

0.75 前期末試験

4.5 前期末試験の返却・解説、前期のまとめ

【後期中間】

27 Unit 5

Unit 6

0.75 後期中間試験

【後期末】

1.5 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

30 Unit 7

Unit 8

0.75 後期末試験

4.5 後期末試験の返却・解説、後期のまとめ

1.5 実力判定試験(TOEIC Bridge IP試験)

4.5 科目別補講

合計

135

時間

授業計画

□　現在形と動詞+-ing形を使うことができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　楽しいアクティビティについて述べることができる (A,C,D)

□　遊園地について書かれた文章を読むことができる (B)

□　自分が今していることについて述べることができる (A,C,D)

□　現在進行形を使うことができる (E)

□　音楽祭について書かれた文章を読むことができる (B)

□　地形について述べることができる (A,C,D)

□　形容詞の比較級と最上級を使うことができる (E)

□　国立公園について書かれた文章を読むことができる (B)

□　自分の好きなテレビ番組ついて述べることができる (A,C,D)

□　過去形と人称代名詞を使うことができる (E)

□　疑念を表すことができる (C,D)

□　起こった事柄とその時の気持ちについて述べることができる (A,C,D)

□　couldと、感情を表す形容詞を使うことができる (E)

□　ﾏｰﾃｨﾝ･ﾙｰｻｰ･ｷﾝｸﾞついて書かれた文章を読むことができる (B)

□　交通機関について述べることができる (A,C,D)

□　過去進行形を使うことができる (E)

□  通学について書かれた文章を読むことができる (B)

□　家事について述べることができる(A,C,D)

□  have toとcan'tを用いて規則を述べることができる(C,D,E) 

□  do, have, makeを使うことができる (C,D)

□　食べ物について述べることができる(A,C,D)

□　可算名詞と不可算名詞を使うことができる(E)

□　健康的な食事について書かれた文章を読むことができる(B)

－38－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 6

講義 演習 実験・実習

必修 45 90 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語

English

多様なアクティビティを通して、発信力を中心に英語運用能力の基礎を築く。基本的な英文法のまとめや平易な文
書読解の演習を行いながら、CEFR-J A1.2レベルの到達を目指す。

A.(Listening)身近なトピックに関する話を、ゆっくりはっきり話されれば理解することができる
B.(Reading)日常生活で使われる非常に短い簡単な文章・報告を読み、理解することができる
C.(Speaking)身近なトピックに関して、限られた表現を用い、簡単な応答・やり取りができる
D.(Writing)簡単な語や基礎的な表現を用いて、身近な事柄について短い文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で取り扱った文法項目を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

中学英語の既習事項を確認しながら4技能習得を目的とした演習中心の授業を行う。授業はすべてTeam Teachingで
行い、必要に応じてペアワーク、グループワークなどを通して、理解の促進・フォローをする。

Get Ahead, Level 2 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第6版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋小ﾃｽﾄ(15％)＋ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ(15％)＋課題(20%)
※ 小ﾃｽﾄは再テスト不可。
※ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ 小テスト及びﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ TOEIC Bridge IPを年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照。

中学英語および「国語」

成績評価において平常点を占める割合が大きいので、小テストは必ずできるようになるまで練習し、しっかりと準
備をしてから授業に臨んでください。この授業は「実技科目」であると考えて、積極的に体を動かしてください。
ただ黙って座っているだけでは評価されません。遠慮せず質問をしてください。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

25.5 Unit 1

　　

Unit 2

0.75 前期中間試験

【前期末】

1.5 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

30 Unit 3

Unit 4

0.75 前期末試験

4.5 前期末試験の返却・解説、前期のまとめ

【後期中間】

27 Unit 5

Unit 6

0.75 後期中間試験

【後期末】

1.5 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

30 Unit 7

Unit 8

0.75 後期末試験

4.5 後期末試験の返却・解説、後期のまとめ

1.5 実力判定試験(TOEIC Bridge IP試験)

4.5 科目別補講

合計

135

時間

授業計画

□　現在形と動詞+-ing形を使うことができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　楽しいアクティビティについて述べることができる (A,C,D)

□　遊園地について書かれた文章を読むことができる (B)

□　自分が今していることについて述べることができる (A,C,D)

□　現在進行形を使うことができる (E)

□　音楽祭について書かれた文章を読むことができる (B)

□　地形について述べることができる (A,C,D)

□　形容詞の比較級と最上級を使うことができる (E)

□　国立公園について書かれた文章を読むことができる (B)

□　自分の好きなテレビ番組ついて述べることができる (A,C,D)

□　過去形と人称代名詞を使うことができる (E)

□　疑念を表すことができる (C,D)

□　起こった事柄とその時の気持ちについて述べることができる (A,C,D)

□　couldと、感情を表す形容詞を使うことができる (E)

□　ﾏｰﾃｨﾝ･ﾙｰｻｰ･ｷﾝｸﾞついて書かれた文章を読むことができる (B)

□　交通機関について述べることができる (A,C,D)

□　過去進行形を使うことができる (E)

□  通学について書かれた文章を読むことができる (B)

□　家事について述べることができる(A,C,D)

□  have toとcan'tを用いて規則を述べることができる(C,D,E) 

□  do, have, makeを使うことができる (C,D)

□　食べ物について述べることができる(A,C,D)

□　可算名詞と不可算名詞を使うことができる(E)

□　健康的な食事について書かれた文章を読むことができる(B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 45 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③に向けて、2年次の学習到達目標を下記4点とする。
(A)　現代日本語の文と文の関係、段落と段落の関係を把握できる。
(B)　伝統文化としての古典を理解し、その多様性に触れることができる。
(C)　三字熟語・四字熟語などの意味を理解し、正しい表記で用いることができる。
(D)　文章作成の基礎を理解し、手引きに従い文章を書くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

【読む】 評論文を読解する。
　　　　「古典」の基礎（文学史含む）を理解し、鑑賞する。
　　　　 文章の内容理解の一部として、三字熟語・四字熟語について学習し、小テストを実施する。
【書く】 文章作成基礎力（語彙力・文法力・表現力）を養成する。
　　　 　演習として、指示に従って文章を書く作業に取り組む。

【読む】「新編現代の国語」（大修館書店）・「新編言語文化」（大修館書店）
【書く】 授業時配布プリント、「新編現代の国語」（大修館書店）

「新編言語文化学習ノート」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、「国語辞典」（各社・電子辞書可）
必要に応じてプリントを配布する。

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
各区間の評価点は、小数点第1位を四捨五入したものとする。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(4)の合計を各区間の評価点とする。
(1) 定期試験（50点満点） 【50点相当】
(2) 三字熟語・四字熟語小テスト（10点満点）2回分平均点【10点相当】
(3) 文章作成学習課題〈Aプリント〉（3課題各10点）【30点相当】
(4) 文章作成提出課題〈Bプリント〉（各10点）平均点【10点相当】

国語（1年・3年・4年）、日本語表現（4・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験にはしっかりと準備した上で臨むこと。
苦手な学生は1年次学習内容を必ず復習すること。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 前年度の復習

4.5 評論文読解Ⅰ

3 古典文学史・古典鑑賞

9 文章作成基礎Ⅰ

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説・復習

6.5 評論文読解Ⅱ

3 古典文学史・古典鑑賞

10.5 文章作成基礎Ⅱ

3 科目別補講

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説・復習

1 文章作成基礎Ⅰ・Ⅱ復習

1 前期授業アンケート

6 評論文読解Ⅲ

3 古典文学史・古典鑑賞

9 文章作成基礎Ⅲ

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説・復習

6.5 評論文読解Ⅳ

3 古典文学史・古典鑑賞

10.5 文章作成基礎Ⅳ

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説・復習

1 文章作成基礎Ⅲ・Ⅳ復習

1 後期授業アンケート

合計

90

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業計画及び評価方法

□ 1年次学習内容確認（A）

□ 文章の論理構造及び内容（A)(C)

□ 古典文学史基礎・古典基礎（B)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 文章の論理構造及び内容（A)(C)

□ 古典文学史基礎・古典基礎（B)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 論理構造基礎 文章作成ルール・語彙・文法・表（A)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 文章の論理構造及び内容（A)(C)

□ 文章の論理構造及び内容（A)(C)

□ 古典文学史基礎・古典基礎（B)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 古典文学史基礎・古典基礎（B)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

－39－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 31.5 13.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書に添って進めるが、プリントを使う場合もある。また、授業ごとにレポート課題を出す。定期試験や小テス
トでは答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

実教出版　新版　線形代数

なし

各区間の評価点は、定期試験を70％、平常点(小テスト・課題等)30％として評価する。
総合評価点は各区間成績の平均とする。学年末試験後に再試験を行うこともある。
再試験の受験は自由だが、点数が本試験とすり替わるので、再試験の点数が低いと低い方が採用されることになる
ので注意すること。

・成績表には区間評価点の平均が総合評価点として記載されます。(小数第1位は四捨五入する)
・後期中間の総合評価点が47点未満だと、後期末の区間評価点が100点でも学年末の総合評価点は60点未満となり、
この時点で代数幾何学は不可となります。

基礎数学１、基礎数学２、線形代数学

公式を丸暗記するのではなく、何を意味しているか・どこで使うのかを意識して取り組むことが重要です。

科目名（和文）

代数幾何学

Algebra and geometry

平面ベクトルや空間ベクトルの概念とその基本的な性質、計算方法を理解し簡単な応用を学ぶ。また行列の概念と
その基本的な性質、計算方法を理解し、１次変換との関係を学ぶ。

A.平面ベクトルがイメージできて、和・差・実数倍等の基本的な作図と計算ができる。
B.平面ベクトルの成分表示の基本的な計算ができ位置ベクトルに応用できる。
C.平面ベクトルの内積の計算ができる。
D.直線のベクトル方程式とパラメーター表示を求めることができる。
E.空間座標や空間ベクトルがイメージできて、成分表示による基本的な計算ができる。
F.空間の直線、平面の方程式を求めることができる。
G.行列の基本的な計算ができる。
H.逆行列を求めることができる。
I.１次変換を式で表すことができ、点と直線の移動ができる。
J.合成変換と逆変換に関する基本的な計算ができる。
K. サラスの方法を用いて3次正方行列の行列式を計算できる。
L. 掃き出し法を用いて連立方程式を解くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス　平面ベクトル

1.5 ベクトルの成分表示

1.5 ベクトルの内積(1)

1.5 ベクトルの内積(2)

1.5 位置ベクトル

1.5 前期前半確認テスト

0.75 前期中間試験

1.5 答案返却・解説

直線のベクトル方程式

1.5 円のベクトル方程式

1.5 空間座標と空間ベクトル(1)

1.5 空間座標と空間ベクトル(2)

1.5 空間の直線のベクトル方程式

1.5 平面の方程式

1.5 前期後半確認テスト

0.75 前期末試験

1.5 答案返却・解説

2.25 行列(1)

1.5 行列(2)

1.5 逆行列(1)

1.5 逆行列(2)

0.75 行列式とサラスの公式

1.5 後期中間確認テスト

0.75 後期中間試験

2.25 答案返却・解説

1次変換(1)

1次変換(2)

2.25 1次変換(3)

1.5 1次変換(4)

3 掃き出し法と連立方程式

1.5 後期末試験の確認テスト

0.75 後期末試験

1.5 答案返却・解説

合計

45

時間

□合成変換と逆変換(J)

□掃き出し法(L)

後期末試験確認テストおよび解説

後期末試験

答案返却・解説

答案返却・解説

□逆行列の性質と利用(H)

□1次変換の定義と行列による表現(I)

□1次変換による点の像、1次変換の決定(I)

　　□対称移動と1次変換(I)

□1次変換による直線の移動(I)

　　□逆行列の利用による演算(H)

□行列式の定義（サラスの方法）(K)

後期中間確認テストおよび解説

後期中間試験

□行列の定義と基本演算(和・差・実数倍)(G)

□転置行列(G)

□行列の積、基本計算と性質(G)

□逆行列の定義、存在条件と正則性(H)

　　□2次正方行列の逆行列(H)

□平面の決定条件と平面の方程式(F)

前期後半確認テストおよび解説

前期末試験

答案返却・解説

□空間ベクトルの成分表示と計算(E)

□空間における2点間の距離、線分の分点(E)

□空間ベクトルの内積、定義と基本計算(E)

　　□空間ベクトルの平行・垂直・なす角(E)

□空間の直線の決定条件とベクトル方程式(F)

□直線の決定条件とベクトル方程式(D)

　　□パラメーター表示(D)

　　□直線のベクトル方程式演習(D)

□円の復習と円のベクトル方程式(D)

□空間座標と空間ベクトル(E)

□位置ベクトルとは

前期前半確認テストおよび解説

前期中間試験

答案返却・解説

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの説明、評価方法の説明。

ガイダンス

□ベクトルの定義と意味(A)

　　□ベクトルの加減、実数倍の作図と計算(A)

□ベクトルの分解(B)

□内積の定義と基本的計算(C)

　　□成分による内積の計算(C)

□内積の基本的性質とベクトルのなす角(C)

授業計画

□成分によるベクトルの計算とベクトルの大きさ(B)

－40－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 31.5 13.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書に添って進めるが、プリントを使う場合もある。また、授業ごとにレポート課題を出す。定期試験や小テス
トでは答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

実教出版　新版　線形代数

なし

各区間の評価点は、定期試験を70％、平常点(小テスト・課題等)30％として評価する。
総合評価点は各区間成績の平均とする。学年末試験後に再試験を行うこともある。
再試験の受験は自由だが、点数が本試験とすり替わるので、再試験の点数が低いと低い方が採用されることになる
ので注意すること。

・成績表には区間評価点の平均が総合評価点として記載されます。(小数第1位は四捨五入する)
・後期中間の総合評価点が47点未満だと、後期末の区間評価点が100点でも学年末の総合評価点は60点未満となり、
この時点で代数幾何学は不可となります。

基礎数学１、基礎数学２、線形代数学

公式を丸暗記するのではなく、何を意味しているか・どこで使うのかを意識して取り組むことが重要です。

科目名（和文）

代数幾何学

Algebra and geometry

平面ベクトルや空間ベクトルの概念とその基本的な性質、計算方法を理解し簡単な応用を学ぶ。また行列の概念と
その基本的な性質、計算方法を理解し、１次変換との関係を学ぶ。

A.平面ベクトルがイメージできて、和・差・実数倍等の基本的な作図と計算ができる。
B.平面ベクトルの成分表示の基本的な計算ができ位置ベクトルに応用できる。
C.平面ベクトルの内積の計算ができる。
D.直線のベクトル方程式とパラメーター表示を求めることができる。
E.空間座標や空間ベクトルがイメージできて、成分表示による基本的な計算ができる。
F.空間の直線、平面の方程式を求めることができる。
G.行列の基本的な計算ができる。
H.逆行列を求めることができる。
I.１次変換を式で表すことができ、点と直線の移動ができる。
J.合成変換と逆変換に関する基本的な計算ができる。
K. サラスの方法を用いて3次正方行列の行列式を計算できる。
L. 掃き出し法を用いて連立方程式を解くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス　平面ベクトル

1.5 ベクトルの成分表示

1.5 ベクトルの内積(1)

1.5 ベクトルの内積(2)

1.5 位置ベクトル

1.5 前期前半確認テスト

0.75 前期中間試験

1.5 答案返却・解説

直線のベクトル方程式

1.5 円のベクトル方程式

1.5 空間座標と空間ベクトル(1)

1.5 空間座標と空間ベクトル(2)

1.5 空間の直線のベクトル方程式

1.5 平面の方程式

1.5 前期後半確認テスト

0.75 前期末試験

1.5 答案返却・解説

2.25 行列(1)

1.5 行列(2)

1.5 逆行列(1)

1.5 逆行列(2)

0.75 行列式とサラスの公式

1.5 後期中間確認テスト

0.75 後期中間試験

2.25 答案返却・解説

1次変換(1)

1次変換(2)

2.25 1次変換(3)

1.5 1次変換(4)

3 掃き出し法と連立方程式

1.5 後期末試験の確認テスト

0.75 後期末試験

1.5 答案返却・解説

合計

45

時間

□合成変換と逆変換(J)

□掃き出し法(L)

後期末試験確認テストおよび解説

後期末試験

答案返却・解説

答案返却・解説

□逆行列の性質と利用(H)

□1次変換の定義と行列による表現(I)

□1次変換による点の像、1次変換の決定(I)

　　□対称移動と1次変換(I)

□1次変換による直線の移動(I)

　　□逆行列の利用による演算(H)

□行列式の定義（サラスの方法）(K)

後期中間確認テストおよび解説

後期中間試験

□行列の定義と基本演算(和・差・実数倍)(G)

□転置行列(G)

□行列の積、基本計算と性質(G)

□逆行列の定義、存在条件と正則性(H)

　　□2次正方行列の逆行列(H)

□平面の決定条件と平面の方程式(F)

前期後半確認テストおよび解説

前期末試験

答案返却・解説

□空間ベクトルの成分表示と計算(E)

□空間における2点間の距離、線分の分点(E)

□空間ベクトルの内積、定義と基本計算(E)

　　□空間ベクトルの平行・垂直・なす角(E)

□空間の直線の決定条件とベクトル方程式(F)

□直線の決定条件とベクトル方程式(D)

　　□パラメーター表示(D)

　　□直線のベクトル方程式演習(D)

□円の復習と円のベクトル方程式(D)

□空間座標と空間ベクトル(E)

□位置ベクトルとは

前期前半確認テストおよび解説

前期中間試験

答案返却・解説

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの説明、評価方法の説明。

ガイダンス

□ベクトルの定義と意味(A)

　　□ベクトルの加減、実数倍の作図と計算(A)

□ベクトルの分解(B)

□内積の定義と基本的計算(C)

　　□成分による内積の計算(C)

□内積の基本的性質とベクトルのなす角(C)

授業計画

□成分によるベクトルの計算とベクトルの大きさ(B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 60 30

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

微分積分学

Differenntial and integral

数列に始まり、三角関数は１年生で習った内容を復習し合成と逆三角関数を学習する。微分積分については整関数
を手始めに三角・指数・対数関数も対象とする。微分では定義・増減表とグラフ・接線などを学習し、積分では不
定積分・定積分・面積・回転体の体積などについて学習する。

A.基本的な数列の一般項を求めることができる
B.数列の和を求めることができる
C.三角関数の公式を使いこなすことができる
D.逆三角関数を理解しグラフを書くことができる
E.基本的な関数の極限を求めることができる
F.いろいろな関数の微分ができる
G.接線を求めることができる
H.整関数の増減表とグラフを書くことができる
I.いろいろな関数の不定積分を求めることができる
J.定積分を用いて面積や回転体の体積を求めることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。演習問題を解き、小テストなどを行うことによって理解度の確認
をする。知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。定期試験では答案返却の後に解答例の説明を行い、各
個人の取得状況を把握してもらう。

改訂版　微分積分Ⅰ　実教出版

改訂版　微分積分Ⅰ演習　実教出版

１．成績評価の項目と割合について
定期試験（７０％）＋平常点（小試験・テスト前課題・授業ノート提出など３０％）
２．評価点算出の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
年間を４区間に分け。上記の配分で区間成績をつける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)総
合成績は各区間成績の単純平均とする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3)学年
末試験のみ再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が47未満の場合は不可が確定する

基礎数学１・２

公式を丸暗記するのではなく、何を意味しているのか・どこで使うのかを意識して取り組むことが重要です

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 数列とは

3 等差数列

3 等比数列

3 Σ記号の計算

3 階差数列

3 漸化式と帰納法

1.5 数列のまとめの演習

0.75 前期中間試験

1.5 三角関数の定義と性質の復習

1.5 加法定理の復習

1.5 三角関数の合成

3 三角関数のグラフ

3 逆三角関数

1.5 関数の極限

3 微分係数と導関数

3 整関数の微分

3 積・商の微分

0.75 前期末定期試験

3 学習指導期間

4.5 ルートの微分と合成関数の微分

4.5 色々な関数の微分

1.5 接線・法線

1.5 関数の増加減少と極大・極小

3 関数のグラフ

1.5 不定積分とは

1.5 整数関数の不定積分

0.75 後期中間試験

1.5 整関数の不定積分の復習

7.5 三角・指数・対数関数の不定積分

3 置換積分

1.5 定積分とは

6 色々な領域の面積を定積分を用いて求める

1.5 回転体の体積

3 積分のまとめの演習

0.75 学年末定期試験

3 学習指導期間

合計

90

時間

授業計画

□Σの公式と性質を理解して、数列の和を求めることができる（B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画と評価方法を理解する

□数列とは何かを理解する（A)

□等差数列の一般項と和を求めることができる（A)

□等比数列の一般項と和を求めることができる（A)

□階差数列を利用して数列の一般項を求めることができる（A)

□簡単な漸化式と帰納法の証明を解くことができる（A)

□三角関数の定義と公式を復習する（C)

□加法定理・倍角公式を復習する（C)

□三角関数の合成を理解する（C)

□周期の変わる三角関数や、平行移動を理解しグラフを描くことができる（C)

□逆三角関数の定義・値・グラフを理解する（D)

□極限の考え方を理解して、極限値を求めることができる（E)

□微分係数の定義と図形的な意味を理解する（F)

□基本的な微分公式を理解する（F)

□積・商の微分を求めることができる（F)

□定期試験の解説と理解不十分事項の復習

□合成関数の微分を求めることができる（F)

□三角・指数・対数関数の微分の計算ができる（F)

□接線と法線を求めることができる（G)

□関数の増減を理解し、極大・極小値を求めることができる（H)

□関数の増減表とグラフを描くことができる（H)

□不定積分とは何かを理解する（I)

□不定積分の性質を理解し、整関数の不定積分を求めることができる（I)

□整数関数とルートの積分を求めることができる（I)

□三角・指数・対数関数の不定積分を求めることができる（I)

□置換積分の不定積分をすることができる（K)

□定積分の表す面積を理解する（J)

□色々な領域の面積を定積分を用いて求めることができる（J)

□回転体の体積を定積分を用いて求めることができる（J)

□定期試験の解説と理解不十分内容の復習
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

自然科学入門

Fundamentals of Natural Sciences

科学技術や自然科学で必要な数理技能と化学の基本知識の学習を通して，論理思考を涵養する．半期で，演習を通
して数理技能の基本的な力を養う．残りの半期で化学の初歩を学習する．公式の暗記ではなく，考え方の理解に重
点を置く．

A. 簡単な等式の変形ができる
B. 方程式と関数の関係を理解している
C. 初等関数の計算ができる
D. ベクトルの簡単な計算ができる
E. 物質の成分と構成元素について理解している
F．原子の構造と元素の周期表について理解している
G. 化学結合について理解している
H. 物質量と化学反応式について理解している

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に進める。
化学実験を行う場合がある。実験を行ったらレポート提出を義務付ける。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

数理技能：指定しない
化学：「化学基礎」(数研出版)

数理技能：「レッツトライノート　物理基礎Vol.0　数学編（新課程版）」．
化学：「新課程　フォトサイエンス化学図録」．

各区間は試験70％，課題30％で評価する．評価点の算出は前期・後期の2区間均等法で行う．

両区間で合格した場合のみ本科目を合格とし，評価点は両区間の平均点とする．前期・後期どちらかの評価が不可
の場合の評価点を50点とする．両区間不可の場合は40点とする．

前期もしくは後期区間の評価点が確定した際，合格点に達しなかった者は，区間ごとに1回を限度として再試験を受
験することができる．

基礎数学1，基礎数学2，基礎物理1，基礎物理2，代数幾何学，微分積分学，化学，物理（EE・ME・CS），
自然科学とデザイン（AD）．

授業内の演習や課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．授業の復習は自
然科学の理解を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに学修に取り組んで
ください．

氏名：

時間数 授業項目

＜数理技能＞

0.5 ガイダンス

1 数直線と文字式

1.5 等式の変形

1.5 因数分解

1.5 一次方程式と一次関数

1.5 二次方程式と二次関数

1.5 確認テスト

0.75 中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説

2.25 三角関数

1.5 指数関数・対数関数

1.5 数列

1.5 ベクトル

1.5 総合演習

1.5 確認テスト

0.75 前期末試験

1.5 答案返却．試験問題解説．前期のまとめ．

＜化学＞

0.5 ガイダンス

1 物質の成分

1.5 物質の三態と熱運動

1.5 原子とその構造

1.5 イオンと元素の周期表

1.5 化学結合

1.5 まとめ

0.75 中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 結晶と金属

1.5 原子量・分子量・式量

1.5 物質量

1.5 溶液の濃度

1.5 化学反応式

1.5 問題演習

1.5 まとめ

0.75 期末試験

1.5 答案返却．試験問題解説．後期のまとめ．

合計

45

時間

授業計画

□方程式を解くことの意味を説明できる（B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方，評価法を理解する．

□正負の数と数直線の関係を説明できる（A)

□文字式を使う理由を説明できる（A)

□簡単な等式の変形ができる（B)

□簡単な式の展開と因数分解ができる（C)

□一次関数のグラフと一次方程式の関係を説明できる（B)

□平方完成を使って解の公式を導ける（C)

□二次関数のグラフを作図できる（B)

□二次関数のグラフと二次方程式の関係を説明できる（B)

□弧度法と三角関数の定義を説明できる（C)

□三平方の定理と余弦定理を説明できる（C)

□加法定理を使った初等的な計算ができる（C)

□指数関数と対数関数の初等的な計算ができる（C)

□等差数列，等比数列の一般項と和の計算ができる（C)

□ベクトルの定義と内積の計算ができる（D)

□授業の進め方，評価法を理解する．

□初等的な物質の分離と精製の方法を説明できる（E)

□物質とその成分について説明できる（E)

□物質の三態と状態変化の関係を説明できる（E)

□原子の構造と電子配置について説明できる（F)

□イオンの生成を説明できる（F)

□元素の周期律を説明できる（F)

□分子結晶と共有結合の結晶の違いについて説明できる（G)

□金属結合と金属の性質を説明できる (G)

□原子量・分子量・式量について説明できる（H)

□物質量と質量、個数、気体の体積の相互変換ができる（H)

□イオン結合・共有結合について説明できる（G)

□イオン結晶の特徴が説明できる（G)

□ここまでの内容を復習する (E) (F) (G)

□質量パーセント濃度、モル濃度が計算できる（H)

□化学反応式をつくることができる（H)

□化学反応式から反応物や生成物に関する諸量を計算できる（H)

□化学の基礎計算を問題演習を通じて復習する (H)

□ここまでの内容を復習する (G) (H)

－42－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

自然科学入門

Fundamentals of Natural Sciences

科学技術や自然科学で必要な数理技能と化学の基本知識の学習を通して，論理思考を涵養する．半期で，演習を通
して数理技能の基本的な力を養う．残りの半期で化学の初歩を学習する．公式の暗記ではなく，考え方の理解に重
点を置く．

A. 簡単な等式の変形ができる
B. 方程式と関数の関係を理解している
C. 初等関数の計算ができる
D. ベクトルの簡単な計算ができる
E. 物質の成分と構成元素について理解している
F．原子の構造と元素の周期表について理解している
G. 化学結合について理解している
H. 物質量と化学反応式について理解している

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に進める。
化学実験を行う場合がある。実験を行ったらレポート提出を義務付ける。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

数理技能：指定しない
化学：「化学基礎」(数研出版)

数理技能：「レッツトライノート　物理基礎Vol.0　数学編（新課程版）」．
化学：「新課程　フォトサイエンス化学図録」．

各区間は試験70％，課題30％で評価する．評価点の算出は前期・後期の2区間均等法で行う．

両区間で合格した場合のみ本科目を合格とし，評価点は両区間の平均点とする．前期・後期どちらかの評価が不可
の場合の評価点を50点とする．両区間不可の場合は40点とする．

前期もしくは後期区間の評価点が確定した際，合格点に達しなかった者は，区間ごとに1回を限度として再試験を受
験することができる．

基礎数学1，基礎数学2，基礎物理1，基礎物理2，代数幾何学，微分積分学，化学，物理（EE・ME・CS），
自然科学とデザイン（AD）．

授業内の演習や課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．授業の復習は自
然科学の理解を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに学修に取り組んで
ください．

氏名：

時間数 授業項目

＜数理技能＞

0.5 ガイダンス

1 数直線と文字式

1.5 等式の変形

1.5 因数分解

1.5 一次方程式と一次関数

1.5 二次方程式と二次関数

1.5 確認テスト

0.75 中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説

2.25 三角関数

1.5 指数関数・対数関数

1.5 数列

1.5 ベクトル

1.5 総合演習

1.5 確認テスト

0.75 前期末試験

1.5 答案返却．試験問題解説．前期のまとめ．

＜化学＞

0.5 ガイダンス

1 物質の成分

1.5 物質の三態と熱運動

1.5 原子とその構造

1.5 イオンと元素の周期表

1.5 化学結合

1.5 まとめ

0.75 中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 結晶と金属

1.5 原子量・分子量・式量

1.5 物質量

1.5 溶液の濃度

1.5 化学反応式

1.5 問題演習

1.5 まとめ

0.75 期末試験

1.5 答案返却．試験問題解説．後期のまとめ．

合計

45

時間

授業計画

□方程式を解くことの意味を説明できる（B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方，評価法を理解する．

□正負の数と数直線の関係を説明できる（A)

□文字式を使う理由を説明できる（A)

□簡単な等式の変形ができる（B)

□簡単な式の展開と因数分解ができる（C)

□一次関数のグラフと一次方程式の関係を説明できる（B)

□平方完成を使って解の公式を導ける（C)

□二次関数のグラフを作図できる（B)

□二次関数のグラフと二次方程式の関係を説明できる（B)

□弧度法と三角関数の定義を説明できる（C)

□三平方の定理と余弦定理を説明できる（C)

□加法定理を使った初等的な計算ができる（C)

□指数関数と対数関数の初等的な計算ができる（C)

□等差数列，等比数列の一般項と和の計算ができる（C)

□ベクトルの定義と内積の計算ができる（D)

□授業の進め方，評価法を理解する．

□初等的な物質の分離と精製の方法を説明できる（E)

□物質とその成分について説明できる（E)

□物質の三態と状態変化の関係を説明できる（E)

□原子の構造と電子配置について説明できる（F)

□イオンの生成を説明できる（F)

□元素の周期律を説明できる（F)

□分子結晶と共有結合の結晶の違いについて説明できる（G)

□金属結合と金属の性質を説明できる (G)

□原子量・分子量・式量について説明できる（H)

□物質量と質量、個数、気体の体積の相互変換ができる（H)

□イオン結合・共有結合について説明できる（G)

□イオン結晶の特徴が説明できる（G)

□ここまでの内容を復習する (E) (F) (G)

□質量パーセント濃度、モル濃度が計算できる（H)

□化学反応式をつくることができる（H)

□化学反応式から反応物や生成物に関する諸量を計算できる（H)

□化学の基礎計算を問題演習を通じて復習する (H)

□ここまでの内容を復習する (G) (H)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 23 11.5 10.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

基礎物理2

Fundamental Physics 2

波動に関する観察・実験を通して自然現象を物理学的に探究する能力と態度を養うとともに，物理学の基本的な概
念や原理法則の理解を通して科学的な自然観や自然科学に関する基本知識と論理思考を身につけ，科学技術の成果
を科学的に判断し，その進歩に対応できる資質を育てる．

A. 等速円運動・単振動に関する基本的な概念や用語を理解し，説明できる．
B. 波動に関する基本的な概念や専門的な用語を理解し，それらの物理現象を説明できる．
C. 簡単な物理量を原理・法則を用いて求めることができる．
D. 波動領域の具体的な事象について物理的に考察し表現することができる．
E. 計測機器を使用し，物体の物理量を計測できる．
F．有効数字の計算を行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主体として授業を進める．補助教材としてプリント等を配布する．授業中に提示された課題および3種類程度
の実験に対するレポートの提出を求める．実験内容についてはガイダンスの際に説明する．定期試験は採点後に返
却し，理解度の確認を求める．

「改訂版 総合物理（第1巻）」（数研出版）
「改訂版 総合物理（第2巻）」（数研出版）

単元ごとに問題プリントを配布する．

総合評定は各区間の評価点（100点満点）の単純平均とする．各区間の評価方法は

      試験：70％
      課題等（含小テスト）：30％

とする．学年末の総合評定が確定した段階で不可であった者に対して，1回を限度として再試験を実施する場合があ
る．再試験で合格した者の評価点は60点とする．

基礎数学1，基礎数学2，基礎物理1，代数幾何学，微分積分学，自然科学入門，物理（EE・ME・CS），自然科学とデ
ザイン（AD）．

課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．授業の復習は，物理の理解を深
める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに学修に取り組んでください．

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 円運動

1.5 単振動

1.5 波とは

1.5 実験ガイダンス

1.5 実験

1.5 確認テスト

0.75 前期中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説

0.75 正弦波

3 実験

3 波の干渉

1.5 ホイヘンスの原理，干渉，回折

1.5 確認テスト

0.75 前期末試験

1.5 答案返却．試験問題解説．前期のまとめ．

1.5 反射，屈折，全反射

1.5 音波

1.5 弦の固有振動

1.5 気注の固有振動

1.5 ドップラー効果

1.5 小テスト

0.75 後期中間試験

4.5 光波

4.5 実験

1.5 確認テスト

0.75 後期末試験

1.5 答案返却．試験問題解説．後期のまとめ．

合計

45

時間

授業計画

□波の基本的な用語の意味を説明できる．(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方，評価法を理解する．

□等速円運動の速度，加速度，向心力が計算できる．(A)

□単振動と等速円運動の関係が説明できる．(A)

□単振動における速度，加速度，力の関係を説明できる．(A)

□波の速さが計算できる．(C)

□基本的な計測機器を用いて物理量の測定ができる．(E,F)

□精確に測定し，結果をもとに考察することができる．(E,F）

□正弦波の式を説明できる．(B)

□精確に測定し，結果をもとに考察することができる．(E,F）

□重ね合わせの原理を理解し，合成波の作図ができる．(C)

□波の干渉条件と定常波の性質を説明できる．(B)

□屈折の法則を用いて屈折波の屈折角や波長等を計算できる．(C)

□音波の性質を説明できる．(B)

□共振を理解し，弦の固有振動を説明できる．(C,D)

□気注の長さと音速から，固有振動を求めることができる．(C,D)

□ドップラー効果による音の振動数変化を求めることができる．(C,D)

□光速，絶対屈折率を説明できる．(B)

□屈折の法則を用いて，光波の速さや波長を求めることができる．(C,D)

□回折格子とレンズの仕組みを説明できる．(C,D)

□精確に測定し，結果をもとに考察することができる．(E,F）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

2種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は時間割の都合で決まるので、初回ガイダンスの際に説明を行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%) で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際は指定の体育着・柔道着を着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の利用方法
について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不可となっ
た場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

保健体育

Health and Physical Education

健康を保持・増進し、豊かな人間性を養い、『生涯体育』をキーワードとした健康・体力づくりを目指す。また、
自らの精神と身体を巧みに使用することによって社会生活における自己の完成を目指し、互いを尊重し、協力し合
うことによって発展へと結び付けていく。

A.サッカーを通して、個人技能や集団技能を理解することができる。
B.試合に対してチームの目標を持ち、役割分担を決めることができる。
C.相互に協力し、各自の責任を果たそうとする姿勢を示すことができる。
D.習得したわざを実戦練習において充分に発揮することができる。
E.互いを尊重し、礼儀正しく練習に臨むことができる。
F.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

サッカー：日本サッカー協会公認B級コーチライセンスを有し、トップリーグや大学クラブでのコーチとして活動し
た実務経験をもとに、サッカーの理論・技術を解説しながら安全に授業運営・教示する。

授業内容

時間数 授業項目

― サッカー ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 個人技能練習(1)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(2)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(3)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(4)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(5)・ハーフコートゲーム

1.5 技能試験・ゲーム(フルコート)

0.75 集団技能練習(1)・ハーフコートゲーム

1.5 集団技能練習(2)・ハーフコートゲーム

0.75 集団技能練習(3)・ハーフコートゲーム

1.5 集団技能練習(4)・ゲーム(ハーフコート)

2.25 集団技能練習(5)・ゲーム(フルコート)

1.5 技能試験・ゲーム(フルコート)

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 礼法

0.75 体つくり運動

1.5 受け身

0.75 受け身復習

1.5 投げわざ

0.75 投げわざ復習

1.5 実技試験(1)

0.75 総合復習

1.5 寝技

1.5 寝技乱取り

1.5 投げわざ

2.25 総合練習

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (F)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(C)

□定められた距離を走破する (F)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(F)

□袈裟固め・横四方固め・上四方固め (E)

□寝技に関する反復練習及び実戦練習 (D)(E)

□体落とし・大外刈り (D)(E)

□乱取り(投げわざ・寝技)及び習得したわざに関する反復復習(D)(E)

□回転運動・寝技・投げわざに関する試験を実施 (D)(E)

□受け身に関する反復練習 (D)(E)

□大腰・背負い投げ(一本背負い) (D)(E)

□投げわざに関する反復練習 (D)(E)

□受け身・投げわざに関する試験を実施 (D)(E)

□受け身・投げわざ (D)(E)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明 (F)

□柔道着の着用法・座礼・立礼 (E)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング・回転運動 (E)

□後受け身・横受け身・前受け身・前回り受け身 (E)

□攻撃・守備戦術の理解(個人戦術) (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(グループ戦術) (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(チーム戦術) (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(チーム戦術) (A)(B)(C)

□ボールコントロールに関する試験を実施 (A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□学習計画・評価法・体育施設利用法の説明・グループ分け (F)

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)

□ボールコントロール(ボールを意図したように扱う)(A)(B)(C)

□ボールコントロール(ボールを意図したように扱う)(A)(B)(C)

□1分間のボールリフティング(何度落としても良い) (A)(B)

□システムの理解 (A)(B)(C)

授業計画

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)

－44－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

2種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は時間割の都合で決まるので、初回ガイダンスの際に説明を行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%) で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際は指定の体育着・柔道着を着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の利用方法
について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不可となっ
た場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

保健体育

Health and Physical Education

健康を保持・増進し、豊かな人間性を養い、『生涯体育』をキーワードとした健康・体力づくりを目指す。また、
自らの精神と身体を巧みに使用することによって社会生活における自己の完成を目指し、互いを尊重し、協力し合
うことによって発展へと結び付けていく。

A.サッカーを通して、個人技能や集団技能を理解することができる。
B.試合に対してチームの目標を持ち、役割分担を決めることができる。
C.相互に協力し、各自の責任を果たそうとする姿勢を示すことができる。
D.習得したわざを実戦練習において充分に発揮することができる。
E.互いを尊重し、礼儀正しく練習に臨むことができる。
F.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

サッカー：日本サッカー協会公認B級コーチライセンスを有し、トップリーグや大学クラブでのコーチとして活動し
た実務経験をもとに、サッカーの理論・技術を解説しながら安全に授業運営・教示する。

授業内容

時間数 授業項目

― サッカー ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 個人技能練習(1)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(2)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(3)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(4)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(5)・ハーフコートゲーム

1.5 技能試験・ゲーム(フルコート)

0.75 集団技能練習(1)・ハーフコートゲーム

1.5 集団技能練習(2)・ハーフコートゲーム

0.75 集団技能練習(3)・ハーフコートゲーム

1.5 集団技能練習(4)・ゲーム(ハーフコート)

2.25 集団技能練習(5)・ゲーム(フルコート)

1.5 技能試験・ゲーム(フルコート)

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 礼法

0.75 体つくり運動

1.5 受け身

0.75 受け身復習

1.5 投げわざ

0.75 投げわざ復習

1.5 実技試験(1)

0.75 総合復習

1.5 寝技

1.5 寝技乱取り

1.5 投げわざ

2.25 総合練習

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (F)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(C)

□定められた距離を走破する (F)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(F)

□袈裟固め・横四方固め・上四方固め (E)

□寝技に関する反復練習及び実戦練習 (D)(E)

□体落とし・大外刈り (D)(E)

□乱取り(投げわざ・寝技)及び習得したわざに関する反復復習(D)(E)

□回転運動・寝技・投げわざに関する試験を実施 (D)(E)

□受け身に関する反復練習 (D)(E)

□大腰・背負い投げ(一本背負い) (D)(E)

□投げわざに関する反復練習 (D)(E)

□受け身・投げわざに関する試験を実施 (D)(E)

□受け身・投げわざ (D)(E)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明 (F)

□柔道着の着用法・座礼・立礼 (E)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング・回転運動 (E)

□後受け身・横受け身・前受け身・前回り受け身 (E)

□攻撃・守備戦術の理解(個人戦術) (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(グループ戦術) (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(チーム戦術) (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(チーム戦術) (A)(B)(C)

□ボールコントロールに関する試験を実施 (A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□学習計画・評価法・体育施設利用法の説明・グループ分け (F)

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)

□ボールコントロール(ボールを意図したように扱う)(A)(B)(C)

□ボールコントロール(ボールを意図したように扱う)(A)(B)(C)

□1分間のボールリフティング(何度落としても良い) (A)(B)

□システムの理解 (A)(B)(C)

授業計画

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 6

講義 演習 実験・実習

必修 45 90 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語

English

多様なアクティビティを通して、発信力を中心に英語運用能力の基礎を築く。基本的な英文法のまとめや平易な文
書読解の演習を行いながら、CEFR-J A1.3レベルの到達を目指す。

A.(Listening)簡単な用事に必要な指示や説明が、ゆっくりはっきり話されれば理解できる
B.(Reading)挿絵等を参考にしながら、簡単な語を用いて書かれた文章を理解することができる
C.(Speaking)簡単な語や基礎的な句を用いて、複数の文で意見を述べることができる
D.(Writing)簡単な語や基礎的な表現を用いて、短い文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で取り扱った文法項目を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4技能習得を目的とした演習中心の授業を行う。授業はすべてTeam Teachingで行い、必要に応じて
ペアワーク、グループワークなどを通して、理解の促進・フォローをする。

Get Ahead, Level 2 及び Level 3 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第6版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋小ﾃｽﾄ(15％)＋ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ(15％)＋課題(20%)
※ 小ﾃｽﾄは再テスト不可。
※ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ 小テスト及びﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ 英検IBA試験を年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照

1年英語及び国語

平常点を占める割合が大きいので、小テストは必ずできるようになるまで練習し、しっかりと準備をしてから授業
に臨んでください。この授業は「実技科目」であると考えて、積極的に体を動かして下さい。ただ黙って座ってい
るだけでは評価されません。遠慮せず質問をして下さい。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

25.5 Book 2, Unit 9

　　

Book 2, Unit 10

0.75 前期中間試験

【前期末】

1.5 前期中間試験の返却・解説

30 Book 2, Unit 11

Book 2, Unit 12

0.75 前期末試験

4.5 【学習指導期間】前期末試験の返却・解説

【後期中間】

1.5 ガイダンス

25.5 Book 3, Unit 1

　　

Book 3, Unit 2

0.75 後期中間試験

【後期末】

1.5 後期中間試験の返却・解説

30 Book 3, Unit 3

Book 3, Unit 4

0.75 後期末試験

4.5 【学習指導期間】前期末試験の返却・解説

1.5 実力判定試験(英検IBA試験)

4.5 科目別補講

合計

135

時間

授業計画

□  現在完了形を使うことができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　経験について述べたり、尋ねたりすることができる (A,C,D)

□  過激なスポーツについて書かれた文章を読むことができる(B)

□　ハイテク製品について述べることができる (A,C,D)

□　条件文を使うことができる(E)

□　慈善事業について書かれた文章を読むことができる (B)

□　素材を表す語彙を使って、身近な物を説明することができる(A,C,D)

□　現在形の受動態を使うことができる(E)

□　有名な建築家について書かれた文章を読むことができる(B)

□  自然災害について述べることができる (A,C,D)

□  適切な助動詞を用い、可能性について述べることができる (C,D,E)

□　よい目的のためのポスターを書くことができる(D)

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　ファッションについて述べることができる (A,C,D)

□　現在時制と付加疑問文を使うことができる (E)

□　性格と外見について書かれた文章を読むことができる (B)

□　人物の特徴について述べることができる (A,C,D)

□　形容詞の比較級と最上級を使うことができる (E)

□　性格の変化について書かれた文章を読むことができる (B)

□　場所や休暇について述べることができる (A,C,D)

□　過去形と過去進行形を使うことができる (E)

□　都会へ移ることについて書かれた文章を読むことができる (B)

□　病気とけがについて述べることができる (A,C,D)

□  法助動詞を使うことができる (E)

□  生活習慣について、文章を読み、書くことができる(B,D)

－45－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、３年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を理解し、一定の長さの文章を書くことができる。
(C)　古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)　難読語・ことわざ・慣用句について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

１・２年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識の習熟を目指し、適宜小テストを行う。

「論理国語」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）、そ
の他適宜プリントを配布する。

「論理国語 学習ノート」（大修館書店）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（60点満点）【60点相当】
(2)  文章作成課題（20点満点）【20点相当】
(3)  授業内小テスト（10点満点）×2回【20点相当】

国語（１年・２年・４年）、日本語表現（4年・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。
国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

4 現代文１

3.5 古典１（古文）

1 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文２

3.5 古典２（漢文）

1 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

4.5 現代文３

3.5 古典３（古文）

1 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文４

3.5 古典４（漢文）

1 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

授業計画

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章全体の論理構造を読み解く(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

難読語について理解する(D)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

ことわざ・慣用句について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

ことわざ・慣用句について理解する(D)

－46－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、３年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を理解し、一定の長さの文章を書くことができる。
(C)　古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)　難読語・ことわざ・慣用句について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

１・２年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識の習熟を目指し、適宜小テストを行う。

「論理国語」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）、そ
の他適宜プリントを配布する。

「論理国語 学習ノート」（大修館書店）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（60点満点）【60点相当】
(2)  文章作成課題（20点満点）【20点相当】
(3)  授業内小テスト（10点満点）×2回【20点相当】

国語（１年・２年・４年）、日本語表現（4年・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。
国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

4 現代文１

3.5 古典１（古文）

1 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文２

3.5 古典２（漢文）

1 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

4.5 現代文３

3.5 古典３（古文）

1 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文４

3.5 古典４（漢文）

1 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

授業計画

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章全体の論理構造を読み解く(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

難読語について理解する(D)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

ことわざ・慣用句について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

ことわざ・慣用句について理解する(D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

１・２年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識の習熟を目指し、適宜小テストを行う。

「論理国語」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）、そ
の他適宜プリントを配布する。

「論理国語 学習ノート」（大修館書店）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（60点満点）【60点相当】
(2)  文章作成課題（20点満点）【20点相当】
(3)  授業内小テスト（10点満点）×2回【20点相当】

国語（１年・２年・４年）、日本語表現（4年・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。
国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、３年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を理解し、一定の長さの文章を書くことができる。
(C)　古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)　難読語・ことわざ・慣用句について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

4 現代文１

3.5 古典１（古文）

1 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文２

3.5 古典２（漢文）

1 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

4.5 現代文３

3.5 古典３（古文）

1 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文４

3.5 古典４（漢文）

1 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

ことわざ・慣用句について理解する(D)

ことわざ・慣用句について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章全体の論理構造を読み解く(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

授業計画

文章に対して自分の意見をまとめる(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

１・２年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識の習熟を目指し、適宜小テストを行う。

「論理国語」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）、そ
の他適宜プリントを配布する。

「論理国語 学習ノート」（大修館書店）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（60点満点）【60点相当】
(2)  文章作成課題（20点満点）【20点相当】
(3)  授業内小テスト（10点満点）×2回【20点相当】

国語（１年・２年・４年）、日本語表現（4年・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。
国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、３年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を理解し、一定の長さの文章を書くことができる。
(C)　古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)　難読語・ことわざ・慣用句について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

4 現代文１

3.5 古典１（古文）

1 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文２

3.5 古典２（漢文）

1 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

4.5 現代文３

3.5 古典３（古文）

1 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文４

3.5 古典４（漢文）

1 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

ことわざ・慣用句について理解する(D)

ことわざ・慣用句について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章全体の論理構造を読み解く(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

授業計画

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

－48－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

１・２年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識の習熟を目指し、適宜小テストを行う。

「論理国語」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）、そ
の他適宜プリントを配布する。

「論理国語 学習ノート」（大修館書店）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（60点満点）【60点相当】
(2)  文章作成課題（20点満点）【20点相当】
(3)  授業内小テスト（10点満点）×2回【20点相当】

国語（１年・２年・４年）、日本語表現（4年・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。
国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、３年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を理解し、一定の長さの文章を書くことができる。
(C)　古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)　難読語・ことわざ・慣用句について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

4 現代文１

3.5 古典１（古文）

1 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文２

3.5 古典２（漢文）

1 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

4.5 現代文３

3.5 古典３（古文）

1 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文４

3.5 古典４（漢文）

1 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

ことわざ・慣用句について理解する(D)

ことわざ・慣用句について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章全体の論理構造を読み解く(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

授業計画

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

１・２年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識の習熟を目指し、適宜小テストを行う。

「論理国語」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）、そ
の他適宜プリントを配布する。

「論理国語 学習ノート」（大修館書店）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1) 定期試験（60点満点）【60点相当】
(2) 文章作成課題（20点満点）【20点相当】
(3) 授業内小テスト（10点満点）×2回【20点相当】

国語（１年・２年・４年）、日本語表現（4年・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。
国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
① アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
② 聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③ 言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、３年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A) 文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B) 文章作成の基礎を理解し、一定の長さの文章を書くことができる。
(C) 古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D) 難読語・ことわざ・慣用句について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

4 現代文１

3.5 古典１（古文）

1 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文２

3.5 古典２（漢文）

1 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

4.5 現代文３

3.5 古典３（古文）

1 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文４

3.5 古典４（漢文）

1 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

ことわざ・慣用句について理解する(D)

ことわざ・慣用句について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章全体の論理構造を読み解く(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

授業計画

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

－49－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

現代社会

Modern society

「公共」の担い手(≒「主権者」)としての自覚を促す。「公共」を担うのに必要な知識と教養を身につける。

A.主権者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.主権行使の「必要性」(≒ 「全ての国民の個人の尊重」の実現)」を理解できる。
C.主権行使の「仕方」を理解できる。
D.「主権行使の必要性の自覚」や「主権行使を実践」をするための「教養」を身につけることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学。教員の解説を学生が受講するという方法を用いる。中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却
した上で解答例を解説し理解度を確認してもらう．なお，期末試験の出題範囲は半期の学習項目すべてが対象とな
る．

高等学校  公共   (帝国書院)

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は、前期中間テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点満
点)と平常点(10点満点)を加えた点数とする。
第２区間成績は、前期末テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点満点)と平常点(10点満点)を
加えた点数と第１区間成績との平均値とする。
第３区間成績は、後期中間テストの点数と第１･第２各区間成績の平均値とする。
第４区間成績は、後期末テストの点数と第１・第２・第３各区間成績の平均値とする。

地理・歴史、宗教学、国語。

使う言葉が難しいですが、慣れて下さい(慣れようとすることも「勉強」です)。
試験の問題はそれなりに難しいので､覚悟のうえ授業に参加し 勉強してください。
日常の心構えとして､新聞･テレビ･ラジオ等の報道に敏感になってください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

公共的な空間と個人のかかわり

3 政治システム

1.5 政治的主体と政治システム

1.5 国際社会のシステム

1.5 日本と国際社会

0.75 前期中間試験

1.5 経済とその考え方

3 経済システムの機能

1.5 豊かな社会の実現

3 国際経済システムとその課題

1.5 持続可能な社会への取り組み

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

シラバスと教科書の使い方の説明

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

⑴このことわざの意味

⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

  憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

1.5 復習

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□政治の原理と、国会や行政など統治機構のしくみを理解(C.D)

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの説明、授業の方針、内容、進め方

□公共的な空間についての意味と範囲(A.B.D)

□公共的な空間における個人の位置と役割(A.B.D)

□選挙と地方自治による政治参加、政党とメディアによる世論形成を理解(A.B.C.D)

□国家主権と国際法により形成されている国際社会のシステムを理解(C.D)

□日本の領土問題と安全保障、国際貢献など国際社会での日本の活動を理解(A.B.C.D

□市場機構や分業を軸とする経済の考え方、市場メカニズムを理解(C.D)

□企業の活動、日本銀行の金融政策、政府の財政政策を理解(C.D)

□労働のあり方と社会保障制度を学び、経済活動と個人の尊重の関係を理解(A.B.C.D

□国際経済のしくみと、格差や貧困など諸問題を理解(C.D)

□持続可能な社会の実現を担う主体と環境、その具体的諸問題を理解(A.B.C.D)

□試験の実施

□シラバスの内容と教科書の使い方の十分な理解 (再確認)

□評価方法についての十分な理解と納得

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.D)

□左についての理解(A.D)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□学習事項の定着の確認

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A.B.C.D)

□左についての理解(D)

□左についての憲法等の規定の理解(D)

□左についての理解(A.B.C.D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

現代社会

Modern society

「公共」の担い手(≒「主権者」)としての自覚を促す。「公共」を担うのに必要な知識と教養を身につける。

A.主権者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.主権行使の「必要性」(≒ 「全ての国民の個人の尊重」の実現)」を理解できる。
C.主権行使の「仕方」を理解できる。
D.「主権行使の必要性の自覚」や「主権行使を実践」をするための「教養」を身につけることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学。教員の解説を学生が受講するという方法を用いる。中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却
した上で解答例を解説し理解度を確認してもらう．なお，期末試験の出題範囲は半期の学習項目すべてが対象とな
る．

高等学校  公共   (帝国書院)

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は、前期中間テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点満
点)と平常点(10点満点)を加えた点数とする。
第２区間成績は、前期末テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点満点)と平常点(10点満点)を
加えた点数と第１区間成績との平均値とする。
第３区間成績は、後期中間テストの点数と第１･第２各区間成績の平均値とする。
第４区間成績は、後期末テストの点数と第１・第２・第３各区間成績の平均値とする。

地理・歴史、宗教学、国語。

使う言葉が難しいですが、慣れて下さい(慣れようとすることも「勉強」です)。
試験の問題はそれなりに難しいので､覚悟のうえ授業に参加し 勉強してください。
日常の心構えとして､新聞･テレビ･ラジオ等の報道に敏感になってください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

公共的な空間と個人のかかわり

3 政治システム

1.5 政治的主体と政治システム

1.5 国際社会のシステム

1.5 日本と国際社会

0.75 前期中間試験

1.5 経済とその考え方

3 経済システムの機能

1.5 豊かな社会の実現

3 国際経済システムとその課題

1.5 持続可能な社会への取り組み

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

シラバスと教科書の使い方の説明

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

  ⑴このことわざの意味

  ⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

  ⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

  ⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

  ⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

  憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

1.5 復習

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□政治の原理と、国会や行政など統治機構のしくみを理解(C.D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの説明、授業の方針、内容、進め方

□公共的な空間についての意味と範囲(A.B.D)

□公共的な空間における個人の位置と役割(A.B.D)

□選挙と地方自治による政治参加、政党とメディアによる世論形成を理解(A.B.C.D)

□国家主権と国際法により形成されている国際社会のシステムを理解(C.D)

□日本の領土問題と安全保障、国際貢献など国際社会での日本の活動を理解(A.B.C.D

□市場機構や分業を軸とする経済の考え方、市場メカニズムを理解(C.D)

□企業の活動、日本銀行の金融政策、政府の財政政策を理解(C.D)

□労働のあり方と社会保障制度を学び、経済活動と個人の尊重の関係を理解(A.B.C.D

□国際経済のしくみと、格差や貧困など諸問題を理解(C.D)

□持続可能な社会の実現を担う主体と環境、その具体的諸問題を理解(A.B.C.D)

□試験の実施

□シラバスの内容と教科書の使い方の十分な理解 (再確認)

□評価方法についての十分な理解と納得

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.D)

□左についての理解(A.D)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□学習事項の定着の確認

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A.B.C.D)

□左についての理解(D)

□左についての憲法等の規定の理解(D)

□左についての理解(A.B.C.D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

現代社会

Modern society

「公共」の担い手(≒「主権者」)としての自覚を促す。「公共」を担うのに必要な知識と教養を身につける。

A.主権者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.主権行使の「必要性」(≒ 「全ての国民の個人の尊重」の実現)」を理解できる。
C.主権行使の「仕方」を理解できる。
D.「主権行使の必要性の自覚」や「主権行使を実践」をするための「教養」を身につけることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学。教員の解説を学生が受講するという方法を用いる。中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却
した上で解答例を解説し理解度を確認してもらう．なお，期末試験の出題範囲は半期の学習項目すべてが対象とな
る．

高等学校  公共   (帝国書院)

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は、前期中間テストの点数とする。
第２区間成績は、前期末テストの点数と第１区間成績の平均値とする。
第３区間成績は、第１・第２各区間成績と後期中間テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点
満点)と平常点(10点満点)を加えた点数の平均値とする。
第４区間成績は、第１・第２・第３各区間成績と後期末テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点
(20点満点)と平常点(10点満点)を加えた点数との平均値とする。

地理・歴史、宗教学、国語。

使う言葉が難しいですが、慣れて下さい(慣れようとすることも「勉強」です)。
試験の問題はそれなりに難しいので､覚悟のうえ授業に参加し 勉強してください。
日常の心構えとして､新聞･テレビ･ラジオ等の報道に敏感になってください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

シラバスと教科書の使い方の説明

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

⑴このことわざの意味

⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 前期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

  憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

1.5 復習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 (後半)ガイダンス

公共的な空間と個人のかかわり

3 政治システム

1.5 政治的主体と政治システム

1.5 国際社会のシステム

1.5 日本と国際社会

0.75 後期中間試験

1.5 経済とその考え方

3 経済システムの機能

1.5 豊かな社会の実現

3 国際経済システムとその課題

1.5 持続可能な社会への取り組み

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□左についての理解(A.D)

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの内容と教科書の使い方の十分な理解

□評価方法についての十分な理解と納得

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.D)

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A.B.C.D)

□左についての理解(D)

□左についての憲法等の規定の理解(D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□学習事項の定着の確認

□後半の授業の方針、内容、進め方

□公共的な空間についての意味と範囲(A.B.D)

□公共的な空間における個人の位置と役割(A.B.D)

□政治の原理と、国会や行政など統治機構のしくみを理解(C.D)

□試験の実施

□市場機構や分業を軸とする経済の考え方、市場メカニズムを理解(C.D)

□選挙と地方自治による政治参加、政党とメディアによる世論形成を理解(A.B.C.D)

□国家主権と国際法により形成されている国際社会のシステムを理解(C.D)

□試験の実施

□国際経済のしくみと、格差や貧困など諸問題を理解(C.D)

□持続可能な社会の実現を担う主体と環境、その具体的諸問題を理解(A.B.C.D)

□企業の活動、日本銀行の金融政策、政府の財政政策を理解(C.D)

□労働のあり方と社会保障制度を学び、経済活動と個人の尊重の関係を理解(A.B.C.D

□日本の領土問題と安全保障、国際貢献など国際社会での日本の活動を理解(A.B.C.D
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

現代社会

Modern society

「公共」の担い手(≒「主権者」)としての自覚を促す。「公共」を担うのに必要な知識と教養を身につける。

A.主権者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.主権行使の「必要性」(≒ 「全ての国民の個人の尊重」の実現)」を理解できる。
C.主権行使の「仕方」を理解できる。
D.「主権行使の必要性の自覚」や「主権行使を実践」をするための「教養」を身につけることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学。教員の解説を学生が受講するという方法を用いる。中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却
した上で解答例を解説し理解度を確認してもらう．なお，期末試験の出題範囲は半期の学習項目すべてが対象とな
る．

高等学校  公共   (帝国書院)

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は、前期中間テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点満
点)と平常点(10点満点)を加えた点数とする。
第２区間成績は、前期末テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点満点)と平常点(10点満点)を
加えた点数と第１区間成績との平均値とする。
第３区間成績は、後期中間テストの点数と第１･第２各区間成績の平均値とする。
第４区間成績は、後期末テストの点数と第１・第２・第３各区間成績の平均値とする。

地理・歴史、宗教学、国語。

使う言葉が難しいですが、慣れて下さい(慣れようとすることも「勉強」です)。
試験の問題はそれなりに難しいので､覚悟のうえ授業に参加し 勉強してください。
日常の心構えとして､新聞･テレビ･ラジオ等の報道に敏感になってください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

公共的な空間と個人のかかわり

3 政治システム

1.5 政治的主体と政治システム

1.5 国際社会のシステム

1.5 日本と国際社会

0.75 前期中間試験

1.5 経済とその考え方

3 経済システムの機能

1.5 豊かな社会の実現

3 国際経済システムとその課題

1.5 持続可能な社会への取り組み

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

シラバスと教科書の使い方の説明

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

⑴このことわざの意味

⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

  憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

1.5 復習

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□政治の原理と、国会や行政など統治機構のしくみを理解(C.D)

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの説明、授業の方針、内容、進め方

□公共的な空間についての意味と範囲(A.B.D)

□公共的な空間における個人の位置と役割(A.B.D)

□選挙と地方自治による政治参加、政党とメディアによる世論形成を理解(A.B.C.D)

□国家主権と国際法により形成されている国際社会のシステムを理解(C.D)

□日本の領土問題と安全保障、国際貢献など国際社会での日本の活動を理解(A.B.C.D

□市場機構や分業を軸とする経済の考え方、市場メカニズムを理解(C.D)

□企業の活動、日本銀行の金融政策、政府の財政政策を理解(C.D)

□労働のあり方と社会保障制度を学び、経済活動と個人の尊重の関係を理解(A.B.C.D

□国際経済のしくみと、格差や貧困など諸問題を理解(C.D)

□持続可能な社会の実現を担う主体と環境、その具体的諸問題を理解(A.B.C.D)

□試験の実施

□シラバスの内容と教科書の使い方の十分な理解 (再確認)

□評価方法についての十分な理解と納得

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.D)

□左についての理解(A.D)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□学習事項の定着の確認

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A.B.C.D)

□左についての理解(D)

□左についての憲法等の規定の理解(D)

□左についての理解(A.B.C.D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

現代社会

Modern society

「公共」の担い手(≒「主権者」)としての自覚を促す。「公共」を担うのに必要な知識と教養を身につける。

A.主権者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.主権行使の「必要性」(≒ 「全ての国民の個人の尊重」の実現)」を理解できる。
C.主権行使の「仕方」を理解できる。
D.「主権行使の必要性の自覚」や「主権行使を実践」をするための「教養」を身につけることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学。教員の解説を学生が受講するという方法を用いる。中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却
した上で解答例を解説し理解度を確認してもらう．なお，期末試験の出題範囲は半期の学習項目すべてが対象とな
る．

高等学校  公共   (帝国書院)

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は、前期中間テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点満
点)と平常点(10点満点)を加えた点数とする。
第２区間成績は、前期末テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点満点)と平常点(10点満点)を
加えた点数と第１区間成績との平均値とする。
第３区間成績は、後期中間テストの点数と第１･第２各区間成績の平均値とする。
第４区間成績は、後期末テストの点数と第１・第２・第３各区間成績の平均値とする。

地理・歴史、宗教学、国語。

使う言葉が難しいですが、慣れて下さい(慣れようとすることも「勉強」です)。
試験の問題はそれなりに難しいので､覚悟のうえ授業に参加し 勉強してください。
日常の心構えとして､新聞･テレビ･ラジオ等の報道に敏感になってください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

公共的な空間と個人のかかわり

3 政治システム

1.5 政治的主体と政治システム

1.5 国際社会のシステム

1.5 日本と国際社会

0.75 前期中間試験

1.5 経済とその考え方

3 経済システムの機能

1.5 豊かな社会の実現

3 国際経済システムとその課題

1.5 持続可能な社会への取り組み

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

シラバスと教科書の使い方の説明

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

  ⑴このことわざの意味

  ⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

  ⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

  ⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

  ⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

  憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

1.5 復習

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□政治の原理と、国会や行政など統治機構のしくみを理解(C.D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの説明、授業の方針、内容、進め方

□公共的な空間についての意味と範囲(A.B.D)

□公共的な空間における個人の位置と役割(A.B.D)

□選挙と地方自治による政治参加、政党とメディアによる世論形成を理解(A.B.C.D)

□国家主権と国際法により形成されている国際社会のシステムを理解(C.D)

□日本の領土問題と安全保障、国際貢献など国際社会での日本の活動を理解(A.B.C.D

□市場機構や分業を軸とする経済の考え方、市場メカニズムを理解(C.D)

□企業の活動、日本銀行の金融政策、政府の財政政策を理解(C.D)

□労働のあり方と社会保障制度を学び、経済活動と個人の尊重の関係を理解(A.B.C.D

□国際経済のしくみと、格差や貧困など諸問題を理解(C.D)

□持続可能な社会の実現を担う主体と環境、その具体的諸問題を理解(A.B.C.D)

□試験の実施

□シラバスの内容と教科書の使い方の十分な理解 (再確認)

□評価方法についての十分な理解と納得

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.D)

□左についての理解(A.D)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□学習事項の定着の確認

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A.B.C.D)

□左についての理解(D)

□左についての憲法等の規定の理解(D)

□左についての理解(A.B.C.D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

現代社会

Modern society

「公共」の担い手(≒「主権者」)としての自覚を促す。「公共」を担うのに必要な知識と教養を身につける。

A.主権者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.主権行使の「必要性」(≒ 「全ての国民の個人の尊重」の実現)」を理解できる。
C.主権行使の「仕方」を理解できる。
D.「主権行使の必要性の自覚」や「主権行使を実践」をするための「教養」を身につけることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学。教員の解説を学生が受講するという方法を用いる。中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却
した上で解答例を解説し理解度を確認してもらう．なお，期末試験の出題範囲は半期の学習項目すべてが対象とな
る．

高等学校  公共   (帝国書院)

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は、前期中間テストの点数とする。
第２区間成績は、前期末テストの点数と第１区間成績の平均値とする。
第３区間成績は、第１・第２各区間成績と後期中間テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点(20点
満点)と平常点(10点満点)を加えた点数の平均値とする。
第４区間成績は、第１・第２・第３各区間成績と後期末テストの点数に0.7を乗じて得た点数(70点満点)に課題点
(20点満点)と平常点(10点満点)を加えた点数との平均値とする。

地理・歴史、宗教学、国語。

使う言葉が難しいですが、慣れて下さい(慣れようとすることも「勉強」です)。
試験の問題はそれなりに難しいので､覚悟のうえ授業に参加し 勉強してください。
日常の心構えとして､新聞･テレビ･ラジオ等の報道に敏感になってください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

シラバスと教科書の使い方の説明

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

⑴このことわざの意味

⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 前期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

  憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

1.5 復習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 (後半)ガイダンス

公共的な空間と個人のかかわり

3 政治システム

1.5 政治的主体と政治システム

1.5 国際社会のシステム

1.5 日本と国際社会

0.75 後期中間試験

1.5 経済とその考え方

3 経済システムの機能

1.5 豊かな社会の実現

3 国際経済システムとその課題

1.5 持続可能な社会への取り組み

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□左についての理解(A.D)

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの内容と教科書の使い方の十分な理解

□評価方法についての十分な理解と納得

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.D)

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□左についての理解(A.B.C.D)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A.B.C.D)

□左についての理解(D)

□左についての憲法等の規定の理解(D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□左についての憲法の規定の理解(D)

□学習事項の定着の確認

□後半の授業の方針、内容、進め方

□公共的な空間についての意味と範囲(A.B.D)

□公共的な空間における個人の位置と役割(A.B.D)

□政治の原理と、国会や行政など統治機構のしくみを理解(C.D)

□試験の実施

□市場機構や分業を軸とする経済の考え方、市場メカニズムを理解(C.D)

□選挙と地方自治による政治参加、政党とメディアによる世論形成を理解(A.B.C.D)

□国家主権と国際法により形成されている国際社会のシステムを理解(C.D)

□試験の実施

□国際経済のしくみと、格差や貧困など諸問題を理解(C.D)

□持続可能な社会の実現を担う主体と環境、その具体的諸問題を理解(A.B.C.D)

□企業の活動、日本銀行の金融政策、政府の財政政策を理解(C.D)

□労働のあり方と社会保障制度を学び、経済活動と個人の尊重の関係を理解(A.B.C.D

□日本の領土問題と安全保障、国際貢献など国際社会での日本の活動を理解(A.B.C.D
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

確率統計学

Probability Statistics

確率の基本法則および計算方法を理解し、統計的手法による分析能力を習得することを目的とする。

A. 集合の表記方法を理解して、集合の記号を用いて事象を表すことができる。
B. 順列・組み合わせの意味と記号を理解して、場合の数や二項係数を求めることができる。
C. 確率の基本性質を理解して、いろいろな事象に対する確率の計算ができる。
D. データを整理して、種々の統計量や相関係数を求めることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書に沿って講義形式による授業を行う。理解度を確認するために、小テストやプリントを用いて適宜演習を行
い課題の提出を求める。課題や定期試験は個々の学習状況が把握できるよう採点・評価し、授業内で返却および解
答・解説を行う。

新版 基礎数学（実教出版）、新版 確率統計（実教出版）

新版 基礎数学（実教出版）演習、新版 確率統計（実教出版）演習、授業内プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト・演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評点算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性がある。
(4)中間の区間成績が20点未満だと不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学１、基礎数学２

授業の予習・復習において、練習問題にたくさん取り組むこと。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修
として課題や予習・復習などを含む自学自習への取り組みに45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 集合と要素の個数

1.5 場合の数

1.5 順列

3 組み合わせ

0.75 中間試験

3 確率とその基本性質

3 いろいろな確率の計算

4.5 データの整理

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認・評価方法などの説明

□集合の表し方、要素の個数の求め方(A)

□場合の数の計算(B)

□順列の記号および計算(B)

□組み合わせの記号および計算(B)

□二項定理と二項係数の計算(B)

□定期試験

□試行と事象、確率の定義(C)

□確率の加法定理、和事象・余事象の確率の計算(C)

□独立試行の確率の計算(C)

□反復試行の確率の計算(C)

□ヒストグラム・度数分布表の表し方(D)

□平均値・最頻値・中央値の計算(D)

□分散・標準偏差の計算(D)

□散布図の書き方・相関係数の求め方(D)

□定期試験

□試験の返却・解説および補足説明

－54－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

確率統計学

Probability Statistics

確率の基本法則および計算方法を理解し、統計的手法による分析能力を習得することを目的とする。

A. 集合の表記方法を理解して、集合の記号を用いて事象を表すことができる。
B. 順列・組み合わせの意味と記号を理解して、場合の数や二項係数を求めることができる。
C. 確率の基本性質を理解して、いろいろな事象に対する確率の計算ができる。
D. 確率変数や確率分布の意味を理解して、統計量を書くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書に沿って講義形式による授業を行う。理解度を確認するために、小テストやプリントを用いて適宜演習を行
い課題の提出を求める。課題や定期試験は個々の学習状況が把握できるよう採点・評価し、授業内で返却および解
答・解説を行う。

新版 基礎数学（実教出版）、新版 確率統計（実教出版）

新版 基礎数学（実教出版）演習、新版 確率統計（実教出版）演習、授業内プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト・演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評点算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性がある。
(4)中間の区間成績が20点未満だと不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学１、基礎数学２

授業の予習・復習において、練習問題にたくさん取り組むこと。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修
として課題や予習・復習などを含む自学自習への取り組みに45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 集合と要素の個数

1.5 場合の数

1.5 順列

3 組み合わせ

0.75 中間試験

3 確率とその基本性質

3 いろいろな確率の計算

1.5 データの整理

3 確率変数と確率分布

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認・評価方法などの説明

□集合の表し方、要素の個数の求め方(A)

□場合の数の計算(B)

□順列の記号および計算(B)

□組み合わせの記号および計算(B)

□二項定理と二項係数の計算(B)

□定期試験

□試行と事象、確率の定義(C)

□確率の加法定理、和事象・余事象の確率の計算(C)

□独立試行の確率の計算(C)

□反復試行の確率の計算(C)

□ヒストグラム・度数分布表の表し方(D)

□平均値・最頻値・中央値の計算(D)

□分散・標準偏差の計算(D)

□散布図の書き方・相関係数の求め方(D)

□定期試験

□確率変数の意味、確率分布の作成(D)

□確率変数に対する期待値の求め方(D)

□確率変数に対する分散・標準偏差の求め方(D)

□試験の返却・解説および補足説明

－55－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

確率統計学

Probability Statistics

確率の基本法則および計算方法を理解し、統計的手法による分析能力を習得することを目的とする。

A. 集合の表記方法を理解して、集合の記号を用いて事象を表すことができる。
B. 順列・組み合わせの意味と記号を理解して、場合の数や二項係数を求めることができる。
C. 確率の基本性質を理解して、いろいろな事象に対する確率の計算ができる。
D. 確率変数や確率分布の意味を理解して、統計量を書くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書に沿って講義形式による授業を行う。理解度を確認するために、小テストやプリントを用いて適宜演習を行
い課題の提出を求める。課題や定期試験は個々の学習状況が把握できるよう採点・評価し、授業内で返却および解
答・解説を行う。

新版 基礎数学（実教出版）、新版 確率統計（実教出版）

新版 基礎数学（実教出版）演習、新版 確率統計（実教出版）演習、授業内プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト・演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評点算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性がある。
(4)中間の区間成績が20点未満だと不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学１、基礎数学２

授業の予習・復習において、練習問題にたくさん取り組むこと。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修
として課題や予習・復習などを含む自学自習への取り組みに45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 集合と要素の個数

1.5 場合の数

1.5 順列

3 組み合わせ

0.75 中間試験

3 確率とその基本性質

3 いろいろな確率の計算

1.5 データの整理

3 確率変数と確率分布

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認・評価方法などの説明

□集合の表し方、要素の個数の求め方(A)

□場合の数の計算(B)

□順列の記号および計算(B)

□組み合わせの記号および計算(B)

□二項定理と二項係数の計算(B)

□定期試験

□試行と事象、確率の定義(C)

□確率の加法定理、和事象・余事象の確率の計算(C)

□独立試行の確率の計算(C)

□反復試行の確率の計算(C)

□ヒストグラム・度数分布表の表し方(D)

□平均値・最頻値・中央値の計算(D)

□分散・標準偏差の計算(D)

□散布図の書き方・相関係数の求め方(D)

□定期試験

□確率変数の意味、確率分布の作成(D)

□確率変数に対する期待値の求め方(D)

□確率変数に対する分散・標準偏差の求め方(D)

□試験の返却・解説および補足説明

－56－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

確率統計学

Probability Statistics

確率の基本法則および計算方法を理解し、統計的手法による分析能力を習得することを目的とする。

A. 集合の表記方法を理解して、集合の記号を用いて事象を表すことができる。
B. 順列・組み合わせの意味と記号を理解して、場合の数や二項係数を求めることができる。
C. 確率の基本性質を理解して、いろいろな事象に対する確率の計算ができる。
D. 確率変数や確率分布の意味を理解して、統計量を書くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書に沿って講義形式による授業を行う。理解度を確認するために、小テストやプリントを用いて適宜演習を行
い課題の提出を求める。課題や定期試験は個々の学習状況が把握できるよう採点・評価し、授業内で返却および解
答・解説を行う。

新版 基礎数学（実教出版）、新版 確率統計（実教出版）

新版 基礎数学（実教出版）演習、新版 確率統計（実教出版）演習、授業内プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト・演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評点算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性がある。
(4)中間の区間成績が20点未満だと不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学１、基礎数学２

授業の予習・復習において、練習問題にたくさん取り組むこと。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修
として課題や予習・復習などを含む自学自習への取り組みに45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 集合と要素の個数

1.5 場合の数

1.5 順列

3 組み合わせ

0.75 中間試験

3 確率とその基本性質

3 いろいろな確率の計算

1.5 データの整理

3 確率変数と確率分布

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認・評価方法などの説明

□集合の表し方、要素の個数の求め方(A)

□場合の数の計算(B)

□順列の記号および計算(B)

□組み合わせの記号および計算(B)

□二項定理と二項係数の計算(B)

□定期試験

□試行と事象、確率の定義(C)

□確率の加法定理、和事象・余事象の確率の計算(C)

□独立試行の確率の計算(C)

□反復試行の確率の計算(C)

□ヒストグラム・度数分布表の表し方(D)

□平均値・最頻値・中央値の計算(D)

□分散・標準偏差の計算(D)

□散布図の書き方・相関係数の求め方(D)

□定期試験

□確率変数の意味、確率分布の作成(D)

□確率変数に対する期待値の求め方(D)

□確率変数に対する分散・標準偏差の求め方(D)

□試験の返却・解説および補足説明

－57－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書に沿って講義形式による授業を行う。理解度を確認するために、小テストやプリントを用いて適宜演習を行
い課題の提出を求める。課題や定期試験は個々の学習状況が把握できるよう採点・評価し、授業内で返却および解
答・解説を行う。

新版 確率統計（実教出版）

新版 確率統計（実教出版）演習、授業内プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト、演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評点算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性がある。
(4)中間の区間成績が20点未満だと不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学１、微分積分学、確率統計学

授業の予習・復習において、練習問題にたくさん取り組むこと。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修
として課題や予習・復習などを含む自学自習への取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

データ解析

Data Analysis

確率変数や確率分布を理解して、統計的手法によるデータの分析方法を習得することを目的とする。

A. 確率分布の意味を理解して、統計量を求めることができる。
B. 二項分布を理解して、統計量を求めることができる。
C. 正規分布を理解して、様々な確率を求めることができる。
D. 標本平均の確率分布を理解して、統計量を求めることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 場合の数・確率の復習

4.5 確率変数と確率分布

3 二項分布

0.75 後期中間試験

3 連続型確率分布

4.5 正規分布とその応用

3 母集団と標本

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□試験の返却・解説および補足説明

□中心極限定理(D)

□定期試験

□正規分布表を用いた確率の計算(C)

□正規分布の標準化(C)

□標本平均の平均・標準偏差の計算(D)

□連続型確率分布および確率密度関数の意味(C)

□反復試行の確率の復習(B)

□二項分布に対する統計量（期待値・分散・標準偏差）の計算(B)

□定期試験

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバス・評価方法などの説明

□場合の数および確率の復習(A)

□確率変数の意味、確率分布の作成(A)

□確率変数に対する統計量（期待値・分散・標準偏差）の計算(A)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書に沿って講義形式による授業を行う。理解度を確認するために、小テストやプリントを用いて適宜演習を行
い課題の提出を求める。課題や定期試験は個々の学習状況が把握できるよう採点・評価し、授業内で返却および解
答・解説を行う。

新版 確率統計（実教出版）

新版 確率統計（実教出版）演習、授業内プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト、演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評点算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性がある。
(4)中間の区間成績が20点未満だと不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学１、微分積分学、確率統計学

授業の予習・復習において、練習問題にたくさん取り組むこと。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修
として課題や予習・復習などを含む自学自習への取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

データ解析

Data Analysis

確率変数や確率分布を理解して、統計的手法によるデータの分析方法を習得することを目的とする。

A. 確率分布の意味を理解して、統計量を求めることができる。
B. 二項分布を理解して、統計量を求めることができる。
C. 正規分布を理解して、様々な確率を求めることができる。
D. 標本平均の確率分布を理解して、統計量を求めることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 場合の数・確率の復習

4.5 確率変数と確率分布

3 二項分布

0.75 後期中間試験

3 連続型確率分布

4.5 正規分布とその応用

3 母集団と標本

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□試験の返却・解説および補足説明

□中心極限定理(D)

□定期試験

□正規分布表を用いた確率の計算(C)

□正規分布の標準化(C)

□標本平均の平均・標準偏差の計算(D) 

□連続型確率分布および確率密度関数の意味(C)

□反復試行の確率の復習(B)

□二項分布に対する統計量（期待値・分散・標準偏差）の計算(B)

□定期試験

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバス・評価方法などの説明

□場合の数および確率の復習(A)

□確率変数の意味、確率分布の作成(A)

□確率変数に対する統計量（期待値・分散・標準偏差）の計算(A)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

解析学１

Analysis１

二年生において履修した微分積分学の内容を基礎とし,関数の極限,関数の増減・グラフの凹凸,媒介変数,置換積分
法,部分積分法,2変数関数の計算を学習する。

A. 基本的な関数の極限が求まる。
B. 基本的な関数の微分・積分が求まる。
C. 第2次導関数を含んだ増減表と曲線のグラフが描ける。
D. 色々な関数の表示を学習し、その微分が求まる。
E. 部分積分法を用いた不定積分の計算ができる。
F. 分数関数や三角関数の不定積分が求まる。
G. 置換積分法を用いた定積分の計算ができる。
H. 部分積分法を用いた定積分の計算ができる。
I. 2変数関数の定義を理解し、基本的な計算ができる。
J. 2変数関数の極限について理解し、基本的な計算ができる。
K. 2変数関数の偏微分や高次の偏導関数について理解し、基本的な計算ができる。
L. 2変数関数における合成関数の微分法について理解し、基本的な計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することがある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分I,Ⅱ　実教出版

新版　微分積分I,Ⅱ演習　実教出版

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 学年末に再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が47点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学１、基礎数学２、微分積分学

二年生で履修した微分積分学の知識が必要ですから、忘れている場合は基本的な微分と積分の計算を復習しておい
て下さい。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題への取り組み等に90時間を充て
ている。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 関数の極限

1.5 微分の復習

1.5 高次導関数

3 曲線の凹凸とグラフ

0.75 前期中間試験

1.5 媒介変数表示の関数

3 媒介変数表示の微分法

1.5 積分の復習

3 不定積分の部分積分法

1.5 いろいろな関数の不定積分

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 定積分の復習

3 定積分の置換積分法

4.5 定積分の部分積分法

0.75 後期中間試験

3 2変数関数とそのグラフ

1.5 極限値と偏導関数

3 偏微分係数と偏導関数

1.5 高次の偏導関数

1.5 合成関数の微分法

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□ 高次導関数の求め方(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 年間授業計画及び評価方法などの説明

□ 無理関数、指数・対数・三角関数の極限(A)

□ 色々な関数の微分(B)

□ 第2次導関数を用いた関数の凹凸、変曲点の求め方(C)

□ 試験実施

□ 媒介変数表示の関数の計算(D)

□ 媒介変数表示の関数とその微分(D)

□ 基本的な関数の積分(B)

□ 部分積分法を用いた不定積分の求め方(E)

□ いろいろな関数の不定積分の求め方(F)

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

□ いろいろな定積分の復習(B)

□ 置換積分法を用いた定積分の求め方(G)

□ 部分積分法を用いた定積分の求め方(H)

□ 試験実施

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

□ 2変数関数の定義域、値域、極限(I)

□ 2変数関数の極限値や偏導関数の計算(J,K)

□ 偏微分係数と偏導関数の表記法とその計算方法(K)

□ 高次偏導関数の定義と計算(K)

□ 合成関数の微分公式を用いた偏微分の計算(L)

－59－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することがある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分I,Ⅱ　実教出版

新版　微分積分I,Ⅱ演習　実教出版

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 学年末に再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が47点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学１、基礎数学２、微分積分学

二年生で履修した微分積分学の知識が必要ですから、忘れている場合は基本的な微分と積分の計算を復習しておい
て下さい。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題への取り組み等に90時間を充て
ている。

科目名（和文）

解析学１

Analysis１

二年生において履修した微分積分学の内容を基礎とし,関数の極限,関数の増減・グラフの凹凸,媒介変数,置換積分
法,部分積分法,2変数関数の計算を学習する。

A. 基本的な関数の極限が求まる。
B. 基本的な関数の微分・積分が求まる。
C. 第2次導関数を含んだ増減表と曲線のグラフが描ける。
D. 色々な関数の表示を学習し、その微分が求まる。
E. 部分積分法を用いた不定積分の計算ができる。
F. 分数関数や三角関数の不定積分が求まる。
G. 置換積分法を用いた定積分の計算ができる。
H. 部分積分法を用いた定積分の計算ができる。
I. 2変数関数の定義を理解し、基本的な計算ができる。
J. 2変数関数の極限について理解し、基本的な計算ができる。
K. 2変数関数の偏微分や高次の偏導関数について理解し、基本的な計算ができる。
L. 2変数関数における合成関数の微分法について理解し、基本的な計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 関数の極限

1.5 微分の復習

1.5 高次導関数

3 曲線の凹凸とグラフ

0.75 前期中間試験

1.5 媒介変数表示の関数

3 媒介変数表示の微分法

1.5 積分の復習

3 不定積分の部分積分法

1.5 いろいろな関数の不定積分

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 定積分の復習

3 定積分の置換積分法

4.5 定積分の部分積分法

0.75 後期中間試験

3 2変数関数とそのグラフ

1.5 極限値と偏導関数

3 偏微分係数と偏導関数

1.5 高次の偏導関数

1.5 合成関数の微分法

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

□ 2変数関数の定義域、値域、極限(I)

□ 2変数関数の極限値や偏導関数の計算(J,K)

□ 偏微分係数と偏導関数の表記法とその計算方法(K)

□ 高次偏導関数の定義と計算(K)

□ 合成関数の微分公式を用いた偏微分の計算(L)

□ 試験実施

□ いろいろな定積分の復習(B)

□ 置換積分法を用いた定積分の求め方(G)

□ 部分積分法を用いた定積分の求め方(H)

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

□ 基本的な関数の積分(B)

□ 部分積分法を用いた不定積分の求め方(E)

□ いろいろな関数の不定積分の求め方(F)

□ 媒介変数表示の関数の計算(D)

□ 媒介変数表示の関数とその微分(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 年間授業計画及び評価方法などの説明

□ 無理関数、指数・対数・三角関数の極限(A)

□ 色々な関数の微分(B)

□ 第2次導関数を用いた関数の凹凸、変曲点の求め方(C)

□ 試験実施

授業計画

□ 高次導関数の求め方(C)

－60－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することがある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分I,Ⅱ　実教出版

新版　微分積分I,Ⅱ演習　実教出版

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 学年末に再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が47点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学１、基礎数学２、微分積分学

二年生で履修した微分積分学の知識が必要ですから、忘れている場合は基本的な微分と積分の計算を復習しておい
て下さい。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題への取り組み等に90時間を充て
ている。

科目名（和文）

解析学１

Analysis１

二年生において履修した微分積分学の内容を基礎とし,関数の極限,関数の増減・グラフの凹凸,媒介変数,置換積分
法,部分積分法,2変数関数の計算を学習する。

A. 基本的な関数の極限が求まる。
B. 基本的な関数の微分・積分が求まる。
C. 第2次導関数を含んだ増減表と曲線のグラフが描ける。
D. 色々な関数の表示を学習し、その微分が求まる。
E. 部分積分法を用いた不定積分の計算ができる。
F. 分数関数や三角関数の不定積分が求まる。
G. 置換積分法を用いた定積分の計算ができる。
H. 部分積分法を用いた定積分の計算ができる。
I. 2変数関数の定義を理解し、基本的な計算ができる。
J. 2変数関数の極限について理解し、基本的な計算ができる。
K. 2変数関数の偏微分や高次の偏導関数について理解し、基本的な計算ができる。
L. 2変数関数における合成関数の微分法について理解し、基本的な計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 関数の極限

1.5 微分の復習

1.5 高次導関数

3 曲線の凹凸とグラフ

0.75 前期中間試験

1.5 媒介変数表示の関数

3 媒介変数表示の微分法

1.5 積分の復習

3 不定積分の部分積分法

1.5 いろいろな関数の不定積分

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 定積分の復習

3 定積分の置換積分法

4.5 定積分の部分積分法

0.75 後期中間試験

3 2変数関数とそのグラフ

1.5 極限値と偏導関数

3 偏微分係数と偏導関数

1.5 高次の偏導関数

1.5 合成関数の微分法

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

□ 2変数関数の定義域、値域、極限(I)

□ 2変数関数の極限値や偏導関数の計算(J,K)

□ 偏微分係数と偏導関数の表記法とその計算方法(K)

□ 高次偏導関数の定義と計算(K)

□ 合成関数の微分公式を用いた偏微分の計算(L)

□ 試験実施

□ いろいろな定積分の復習(B)

□ 置換積分法を用いた定積分の求め方(G)

□ 部分積分法を用いた定積分の求め方(H)

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

□ 基本的な関数の積分(B)

□ 部分積分法を用いた不定積分の求め方(E)

□ いろいろな関数の不定積分の求め方(F)

□ 媒介変数表示の関数の計算(D)

□ 媒介変数表示の関数とその微分(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 年間授業計画及び評価方法などの説明

□ 無理関数、指数・対数・三角関数の極限(A)

□ 色々な関数の微分(B)

□ 第2次導関数を用いた関数の凹凸、変曲点の求め方(C)

□ 試験実施

授業計画

□ 高次導関数の求め方(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

解析学１

Analysis１

二年生において履修した微分積分学の内容を基礎とし,関数の極限,関数の増減・グラフの凹凸,媒介変数,不定積分
に関する内容について学習する。

A. 基本的な関数の極限が求まる。
B. 連続関数の性質について学習し、不定形の極限が求まる。
C. 基本的な関数の微分が求まる。
D. 第2次導関数を含んだ増減表と曲線のグラフが描ける。
E. 色々な関数の表示を学習し、その微分が求まる。
F. 基本的な関数の積分が求まる。
G. 部分積分法を用いた不定積分の計算ができる。
H. 分数関数や三角関数の不定積分が求まる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書を中心とした講義形式。
適宜プリントを用いた演習を行う。
必要に応じて小テストを実施し、課題提出を課す。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分I,Ⅱ　実教出版

新版　微分積分I,Ⅱ演習　実教出版

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 前期を2区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 前期末に再試験を行うこともあるが、前期中間の総合成績が20点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学１、基礎数学２、微分積分学

二年生で履修した微分積分学の知識が必要ですから、忘れている場合は基本的な微分と積分の計算を復習しておい
て下さい。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題への取り組み等に45時間を充て
ている

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 関数の極限

1.5 微分の復習

1.5 高次導関数

3 曲線の凹凸とグラフ

0.75 前期中間試験

1.5 媒介変数表示の関数

3 媒介変数表示の微分法

1.5 積分の復習

3 不定積分の部分積分法

1.5 いろいろな関数の不定積分

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□ 高次導関数の求め方(C,D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 年間授業計画及び評価方法などの説明

□ 無理関数、指数・対数・三角関数の極限(A,B)

□ 色々な関数の微分(C)

□ 第2次導関数を用いた関数の凹凸、変曲点の求め方(D)

□ 試験実施

□ 媒介変数表示の関数の計算(E)

□ 媒介変数表示の関数とその微分(E)

□ 基本的な関数の積分(F)

□ 部分積分法を用いた不定積分の求め方(G)

□ いろいろな関数の不定積分の求め方(H)

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

解析学２

Analysis２

二年生において履修した微分積分学や前期の解析学１の内容を基礎とし,定積分の置換積分法・部分積分法,2変数関
数の計算を学習する。

A. 基本的な関数の定積分が求まる。
B. 置換積分法を用いた定積分の計算ができる。
C. 部分積分法を用いた定積分の計算ができる。
D. 2変数関数の定義を理解し、基本的な計算ができる。
E. 2変数関数の極限について理解し、基本的な計算ができる。
F. 2変数関数の偏微分について理解し、基本的な計算ができる。
G. 2変数関数における高次の偏導関数について理解し、基本的な計算ができる。
H. 2変数関数における合成関数の微分法について理解し、基本的な計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書を中心とした講義形式。
適宜プリントを用いた演習を行う。
必要に応じて小テストを実施し、課題提出を課す。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分I,Ⅱ　実教出版

新版　微分積分I,Ⅱ演習　実教出版

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 後期を2区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 学年末に再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が20点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学１、基礎数学２、微分積分学、解析学１

二年生で履修した微分積分学から三年生前期の解析学１までの知識が必要ですから、忘れている場合は基本的な微
分と積分の計算を復習しておいて下さい。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題
への取り組み等に45時間を充てている

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 定積分の復習

3 定積分の置換積分法

4.5 定積分の部分積分法

0.75 後期中間試験

3 2変数関数とそのグラフ

1.5 極限値と偏導関数

3 偏微分係数と偏導関数

1.5 高次の偏導関数

1.5 合成関数の微分法

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業計画及び評価方法などの説明

□ いろいろな定積分の復習(A)

□ 置換積分法を用いた定積分の求め方(B)

□ 部分積分法を用いた定積分の求め方(C)

□ 試験実施

□ 2変数関数の定義域、値域、極限(D)

□ 2変数関数の極限値や偏導関数の計算(E,F)

□ 偏微分係数と偏導関数の表記法とその計算方法(F)

□ 高次偏導関数の定義と計算(G)

□ 合成関数の微分公式を用いた偏微分の計算(H)

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

－62－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

解析学２

Analysis２

二年生において履修した微分積分学や前期の解析学１の内容を基礎とし,定積分の置換積分法・部分積分法,2変数関
数の計算を学習する。

A. 基本的な関数の定積分が求まる。
B. 置換積分法を用いた定積分の計算ができる。
C. 部分積分法を用いた定積分の計算ができる。
D. 2変数関数の定義を理解し、基本的な計算ができる。
E. 2変数関数の極限について理解し、基本的な計算ができる。
F. 2変数関数の偏微分について理解し、基本的な計算ができる。
G. 2変数関数における高次の偏導関数について理解し、基本的な計算ができる。
H. 2変数関数における合成関数の微分法について理解し、基本的な計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書を中心とした講義形式。
適宜プリントを用いた演習を行う。
必要に応じて小テストを実施し、課題提出を課す。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分I,Ⅱ　実教出版

新版　微分積分I,Ⅱ演習　実教出版

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 後期を2区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 学年末に再試験を行うこともあるが、後期中間の総合成績が20点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学１、基礎数学２、微分積分学、解析学１

二年生で履修した微分積分学から三年生前期の解析学１までの知識が必要ですから、忘れている場合は基本的な微
分と積分の計算を復習しておいて下さい。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題
への取り組み等に45時間を充てている

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 定積分の復習

3 定積分の置換積分法

4.5 定積分の部分積分法

0.75 後期中間試験

3 2変数関数とそのグラフ

1.5 極限値と偏導関数

3 偏微分係数と偏導関数

1.5 高次の偏導関数

1.5 合成関数の微分法

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業計画及び評価方法などの説明

□ いろいろな定積分の復習(A)

□ 置換積分法を用いた定積分の求め方(B)

□ 部分積分法を用いた定積分の求め方(C)

□ 試験実施

□ 2変数関数の定義域、値域、極限(D)

□ 2変数関数の極限値や偏導関数の計算(E,F)

□ 偏微分係数と偏導関数の表記法とその計算方法(F)

□ 高次偏導関数の定義と計算(G)

□ 合成関数の微分公式を用いた偏微分の計算(H)

□ 試験実施

□ 試験の返却、解説と理解不足内容の補足

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 3 3

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を中心に進める。
化学実験を行う場合がある。実験を行ったらレポート提出を義務付ける。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

「化学基礎」(数研出版)　「化学」 (数研出版)
「三訂版 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

'プリント等

定期試験の評点 (70%)
レポート・課題の評点 (30%)

1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績を付ける。
総合評価は、各区間の単純平均とする。
学年末において。希望者に再試験を実施することがある。再試験の結果、60点以上となった場合の学年末の成績は
60点とする。

自然科学入門、化学演習、自然科学とデザイン

授業内の演習や課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．
授業の復習は，自然科学の理解を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに
学修に取り組んでください．

科目名（和文）

化学

Chemistry

物質はすべての元素からなり、情報・機械・電気・通信・医薬・農業・生命活動等すべてに物質が関わっている。
3年では、2年次に続いて、化学の基本原理を学び、化学と産業・生命活動の関わりを理解していく。

A.物質の変化に伴う反応熱、反応の速さ、化学平衡が理解できる。
B.溶解の仕組みや希薄溶液の性質、コロイド溶液の性質がわかる。
C.気体の性質、理想気体の状態方程式がわかる。
D.酸・塩基や中和反応、pHについて説明できる。
E.酸化還元の定義や酸化還元反応、電池と電気分解が理解できる。
F.無機物質の性質がわかる。
G.有機化合物の特徴がわかる。
H.高分子化合物の特徴がわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.25 授業ガイダンス

2.75 化学反応

4.5 物質の状態 (液体)

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1.5 物質の状態 (気体)

4.5 酸・塩基

3 酸化・還元

1.5 まとめ

0.75 前期末試験

1.5 前期まとめ

3 無機物質 (非金属元素)

3.8 無機物質 (金属元素)

0.7 まとめ

0.75 後期中間試験

6 有機化合物

4.5 高分子化合物

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 後期まとめ

合計

45

時間

□ここまでの内容を復習する (F) (G) (H)

□高分子化合物の特徴がわかる (H)

□高分子化合物の合成反応がわかる (H)

□ここまでの内容を復習する (G) (H)

□有機化合物の特徴がわかる (G)

□官能基と反応がわかる (G)

□金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C) (D) (E)

□非金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□イオン化傾向と金属の反応性がわかる (E)

□化学電池の原理がわかる (E)

□電気分解の理論と応用がわかる (E)

□ここまでの内容を復習する (C) (D) (E)

□酸化と還元の定理を説明できる (E)

□酸化数の計算ができる (E)

□酸化剤・還元剤を見分けられる (E)

□酸化還元反応式をつくることができる (E)

□酸と塩基の定義がわかる (D)

□無機化合物の酸塩基の代表例と価数、強弱がわかる (D)

□酸塩基の強弱と電離度の関係がわかる (D)

□水のイオン積とpHの定義がわかる (D)

□緩衝液がわかる (D)

□理想気体の状態方程式がわかる (C)

□溶解度・溶解度積がわかる (B)

□凝固点降下、沸点上昇がわかる (B)

□コロイド溶液の性質がわかる (B)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□反応や状態変化に伴う熱についてわかる (A)

□化学反応・状態変化に伴う熱がわかり、熱化学方程式が書ける (A)

□ヘスの法則がわかる (A)

□化学平衡の原理がわかる (A)

□気液平衡がわかる (B) (C)

□溶解の仕組みがわかる (B)

授業計画

□化学反応の速さに関わる因子がわかる (A)

－63－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 3 3

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

化学

Chemistry

物質はすべての元素からなり、情報・機械・電気・通信・医薬・農業・生命活動等すべてに物質が関わっている。
3年では、2年次に続いて、化学の基本原理を学び、化学と産業・生命活動の関わりを理解していく。

A.物質の変化に伴う反応熱、反応の速さ、化学平衡が理解できる。
B.溶解の仕組みや希薄溶液の性質、コロイド溶液の性質がわかる。
C.気体の性質、理想気体の状態方程式がわかる。
D.酸・塩基や中和反応、pHについて説明できる。
E.酸化還元の定義や酸化還元反応、電池と電気分解が理解できる。
F.無機物質の性質がわかる。
G.有機化合物の特徴がわかる。
H.高分子化合物の特徴がわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に進める。
化学実験を行う場合がある。実験を行ったらレポート提出を義務付ける。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

「化学基礎」(数研出版)　「化学」 (数研出版)
「三訂版 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

'プリント等

定期試験の評点 (70%)
レポート・課題の評点 (30%)

1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績を付ける。
総合評価は、各区間の単純平均とする。
学年末において。希望者に再試験を実施することがある。再試験の結果、60点以上となった場合の学年末の成績は
60点とする。

自然科学入門、化学演習

授業内の演習や課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．
授業の復習は，自然科学の理解を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに
学修に取り組んでください．

氏名：

時間数 授業項目

0.25 授業ガイダンス

2.75 化学反応

4.5 物質の状態 (液体)

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1.5 物質の状態 (気体)

4.5 酸・塩基

3 酸化・還元

1.5 まとめ

0.75 前期末試験

1.5 前期まとめ

3 無機物質 (非金属元素)

3.8 無機物質 (金属元素)

0.7 まとめ

0.75 後期中間試験

6 有機化合物

4.5 高分子化合物

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 後期まとめ

合計

45

時間

授業計画

□化学反応の速さに関わる因子がわかる (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□反応や状態変化に伴う熱についてわかる (A)

□化学反応・状態変化に伴う熱がわかり、熱化学方程式が書ける (A)

□ヘスの法則がわかる (A)

□化学平衡の原理がわかる (A)

□気液平衡がわかる (B) (C)

□溶解の仕組みがわかる (B)

□溶解度・溶解度積がわかる (B)

□凝固点降下、沸点上昇がわかる (B)

□コロイド溶液の性質がわかる (B)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C)

□理想気体の状態方程式がわかる (C)

□酸と塩基の定義がわかる (D)

□無機化合物の酸塩基の代表例と価数、強弱がわかる (D)

□酸塩基の強弱と電離度の関係がわかる (D)

□水のイオン積とpHの定義がわかる (D)

□緩衝液がわかる (D)

□酸化と還元の定理を説明できる (E)

□酸化数の計算ができる (E)

□酸化剤・還元剤を見分けられる (E)

□酸化還元反応式をつくることができる (E)

□イオン化傾向と金属の反応性がわかる (E)

□化学電池の原理がわかる (E)

□電気分解の理論と応用がわかる (E)

□ここまでの内容を復習する (C) (D) (E)

□金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C) (D) (E)

□非金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F) (G) (H)

□高分子化合物の特徴がわかる (H)

□高分子化合物の合成反応がわかる (H)

□ここまでの内容を復習する (G) (H)

□有機化合物の特徴がわかる (G)

□官能基と反応がわかる (G)

－64－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 3 3

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

化学

Chemistry

物質はすべての元素からなり、情報・機械・電気・通信・医薬・農業・生命活動等すべてに物質が関わっている。
3年では、2年次に続いて、化学の基本原理を学び、化学と産業・生命活動の関わりを理解していく。

A.物質の変化に伴う反応熱、反応の速さ、化学平衡が理解できる。
B.溶解の仕組みや希薄溶液の性質、コロイド溶液の性質がわかる。
C.気体の性質、理想気体の状態方程式がわかる。
D.酸・塩基や中和反応、pHについて説明できる。
E.酸化還元の定義や酸化還元反応、電池と電気分解が理解できる。
F.無機物質の性質がわかる。
G.有機化合物の特徴がわかる。
H.高分子化合物の特徴がわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に進める。
化学実験を行う場合がある。実験を行ったらレポート提出を義務付ける。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

「化学基礎」(数研出版)　「化学」 (数研出版)
「三訂版 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

'プリント等

定期試験の評点 (70%)
レポート・課題の評点 (30%)

1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績を付ける。
総合評価は、各区間の単純平均とする。
学年末において。希望者に再試験を実施することがある。再試験の結果、60点以上となった場合の学年末の成績は
60点とする。

自然科学入門、化学演習

授業内の演習や課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．
授業の復習は，自然科学の理解を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに
学修に取り組んでください．

氏名：

時間数 授業項目

0.25 授業ガイダンス

2.75 化学反応

4.5 物質の状態 (液体)

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1.5 物質の状態 (気体)

4.5 酸・塩基

3 酸化・還元

1.5 まとめ

0.75 前期末試験

1.5 前期まとめ

3 無機物質 (非金属元素)

3.8 無機物質 (金属元素)

0.7 まとめ

0.75 後期中間試験

6 有機化合物

4.5 高分子化合物

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 後期まとめ

合計

45

時間

授業計画

□化学反応の速さに関わる因子がわかる (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□反応や状態変化に伴う熱についてわかる (A)

□化学反応・状態変化に伴う熱がわかり、熱化学方程式が書ける (A)

□ヘスの法則がわかる (A)

□化学平衡の原理がわかる (A)

□気液平衡がわかる (B) (C)

□溶解の仕組みがわかる (B)

□溶解度・溶解度積がわかる (B)

□凝固点降下、沸点上昇がわかる (B)

□コロイド溶液の性質がわかる (B)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C)

□理想気体の状態方程式がわかる (C)

□酸と塩基の定義がわかる (D)

□無機化合物の酸塩基の代表例と価数、強弱がわかる (D)

□酸塩基の強弱と電離度の関係がわかる (D)

□水のイオン積とpHの定義がわかる (D)

□緩衝液がわかる (D)

□酸化と還元の定理を説明できる (E)

□酸化数の計算ができる (E)

□酸化剤・還元剤を見分けられる (E)

□酸化還元反応式をつくることができる (E)

□イオン化傾向と金属の反応性がわかる (E)

□化学電池の原理がわかる (E)

□電気分解の理論と応用がわかる (E)

□ここまでの内容を復習する (C) (D) (E)

□金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C) (D) (E)

□非金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F) (G) (H)

□高分子化合物の特徴がわかる (H)

□高分子化合物の合成反応がわかる (H)

□ここまでの内容を復習する (G) (H)

□有機化合物の特徴がわかる (G)

□官能基と反応がわかる (G)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 3 3

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

化学

Chemistry

物質はすべての元素からなり、情報・機械・電気・通信・医薬・農業・生命活動等すべてに物質が関わっている。
3年では、2年次に続いて、化学の基本原理を学び、化学と産業・生命活動の関わりを理解していく。

A.物質の変化に伴う反応熱、反応の速さ、化学平衡が理解できる。
B.溶解の仕組みや希薄溶液の性質、コロイド溶液の性質がわかる。
C.気体の性質、理想気体の状態方程式がわかる。
D.酸・塩基や中和反応、pHについて説明できる。
E.酸化還元の定義や酸化還元反応、電池と電気分解が理解できる。
F.無機物質の性質がわかる。
G.有機化合物の特徴がわかる。
H.高分子化合物の特徴がわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に進める。
化学実験を行う場合がある。実験を行ったらレポート提出を義務付ける。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

「化学基礎」(数研出版)　「化学」 (数研出版)
「三訂版 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

'プリント等

定期試験の評点 (70%)
レポート・課題の評点 (30%)

1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績を付ける。
総合評価は、各区間の単純平均とする。
学年末において。希望者に再試験を実施することがある。再試験の結果、60点以上となった場合の学年末の成績は
60点とする。

自然科学入門、化学演習

授業内の演習や課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．
授業の復習は，自然科学の理解を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに
学修に取り組んでください．

氏名：

時間数 授業項目

0.25 授業ガイダンス

2.75 化学反応

4.5 物質の状態 (液体)

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1.5 物質の状態 (気体)

4.5 酸・塩基

3 酸化・還元

1.5 まとめ

0.75 前期末試験

1.5 前期まとめ

3 無機物質 (非金属元素)

3.8 無機物質 (金属元素)

0.7 まとめ

0.75 後期中間試験

6 有機化合物

4.5 高分子化合物

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 後期まとめ

合計

45

時間

授業計画

□化学反応の速さに関わる因子がわかる (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□反応や状態変化に伴う熱についてわかる (A)

□化学反応・状態変化に伴う熱がわかり、熱化学方程式が書ける (A)

□ヘスの法則がわかる (A)

□化学平衡の原理がわかる (A)

□気液平衡がわかる (B) (C)

□溶解の仕組みがわかる (B)

□溶解度・溶解度積がわかる (B)

□凝固点降下、沸点上昇がわかる (B)

□コロイド溶液の性質がわかる (B)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C)

□理想気体の状態方程式がわかる (C)

□酸と塩基の定義がわかる (D)

□無機化合物の酸塩基の代表例と価数、強弱がわかる (D)

□酸塩基の強弱と電離度の関係がわかる (D)

□水のイオン積とpHの定義がわかる (D)

□緩衝液がわかる (D)

□酸化と還元の定理を説明できる (E)

□酸化数の計算ができる (E)

□酸化剤・還元剤を見分けられる (E)

□酸化還元反応式をつくることができる (E)

□イオン化傾向と金属の反応性がわかる (E)

□化学電池の原理がわかる (E)

□電気分解の理論と応用がわかる (E)

□ここまでの内容を復習する (C) (D) (E)

□金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C) (D) (E)

□非金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F) (G) (H)

□高分子化合物の特徴がわかる (H)

□高分子化合物の合成反応がわかる (H)

□ここまでの内容を復習する (G) (H)

□有機化合物の特徴がわかる (G)

□官能基と反応がわかる (G)

－65－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 3 3

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

化学

Chemistry

物質はすべての元素からなり、情報・機械・電気・通信・医薬・農業・生命活動等すべてに物質が関わっている。
3年では、2年次に続いて、化学の基本原理を学び、化学と産業・生命活動の関わりを理解していく。

A.物質の変化に伴う反応熱、反応の速さ、化学平衡が理解できる。
B.溶解の仕組みや希薄溶液の性質、コロイド溶液の性質がわかる。
C.気体の性質、理想気体の状態方程式がわかる。
D.酸・塩基や中和反応、pHについて説明できる。
E.酸化還元の定義や酸化還元反応、電池と電気分解が理解できる。
F.無機物質の性質がわかる。
G.有機化合物の特徴がわかる。
H.高分子化合物の特徴がわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に進める。
化学実験を行う場合がある。実験を行ったらレポート提出を義務付ける。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

「化学基礎」(数研出版)　「化学」 (数研出版)
「三訂版 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

'プリント等

定期試験の評点 (70%)
レポート・課題の評点 (30%)

1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績を付ける。
総合評価は、各区間の単純平均とする。
学年末において。希望者に再試験を実施することがある。再試験の結果、60点以上となった場合の学年末の成績は
60点とする。

自然科学入門、化学演習

授業内の演習や課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．
授業の復習は，自然科学の理解を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに
学修に取り組んでください．

氏名：

時間数 授業項目

0.25 授業ガイダンス

2.75 化学反応

4.5 物質の状態 (液体)

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1.5 物質の状態 (気体)

4.5 酸・塩基

3 酸化・還元

1.5 まとめ

0.75 前期末試験

1.5 前期まとめ

3 無機物質 (非金属元素)

3.8 無機物質 (金属元素)

0.7 まとめ

0.75 後期中間試験

6 有機化合物

4.5 高分子化合物

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 後期まとめ

合計

45

時間

授業計画

□化学反応の速さに関わる因子がわかる (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□反応や状態変化に伴う熱についてわかる (A)

□化学反応・状態変化に伴う熱がわかり、熱化学方程式が書ける (A)

□ヘスの法則がわかる (A)

□化学平衡の原理がわかる (A)

□気液平衡がわかる (B) (C)

□溶解の仕組みがわかる (B)

□溶解度・溶解度積がわかる (B)

□凝固点降下、沸点上昇がわかる (B)

□コロイド溶液の性質がわかる (B)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C)

□理想気体の状態方程式がわかる (C)

□酸と塩基の定義がわかる (D)

□無機化合物の酸塩基の代表例と価数、強弱がわかる (D)

□酸塩基の強弱と電離度の関係がわかる (D)

□水のイオン積とpHの定義がわかる (D)

□緩衝液がわかる (D)

□酸化と還元の定理を説明できる (E)

□酸化数の計算ができる (E)

□酸化剤・還元剤を見分けられる (E)

□酸化還元反応式をつくることができる (E)

□イオン化傾向と金属の反応性がわかる (E)

□化学電池の原理がわかる (E)

□電気分解の理論と応用がわかる (E)

□ここまでの内容を復習する (C) (D) (E)

□金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C) (D) (E)

□非金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F) (G) (H)

□高分子化合物の特徴がわかる (H)

□高分子化合物の合成反応がわかる (H)

□ここまでの内容を復習する (G) (H)

□有機化合物の特徴がわかる (G)

□官能基と反応がわかる (G)

－66－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 3 3

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

化学

Chemistry

物質はすべての元素からなり、情報・機械・電気・通信・医薬・農業・生命活動等すべてに物質が関わっている。
3年では、2年次に続いて、化学の基本原理を学び、化学と産業・生命活動の関わりを理解していく。

A.物質の変化に伴う反応熱、反応の速さ、化学平衡が理解できる。
B.溶解の仕組みや希薄溶液の性質、コロイド溶液の性質がわかる。
C.気体の性質、理想気体の状態方程式がわかる。
D.酸・塩基や中和反応、pHについて説明できる。
E.酸化還元の定義や酸化還元反応、電池と電気分解が理解できる。
F.無機物質の性質がわかる。
G.有機化合物の特徴がわかる。
H.高分子化合物の特徴がわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に進める。
化学実験を行う場合がある。実験を行ったらレポート提出を義務付ける。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

「化学基礎」(数研出版)　「化学」 (数研出版)
「三訂版 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

'プリント等

定期試験の評点 (70%)
レポート・課題の評点 (30%)

1年を4区間に分け、上記の配分に従って区間成績を付ける。
総合評価は、各区間の単純平均とする。
学年末において。希望者に再試験を実施することがある。再試験の結果、60点以上となった場合の学年末の成績は
60点とする。

自然科学入門、化学演習

授業内の演習や課題にまじめに取り組み，理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること．
授業の復習は，自然科学の理解を深める上でとても有効です．専門分野の基礎にもなる科目なので，気を抜かずに
学修に取り組んでください．

氏名：

時間数 授業項目

0.25 授業ガイダンス

2.75 化学反応

4.5 物質の状態 (液体)

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1.5 物質の状態 (気体)

4.5 酸・塩基

3 酸化・還元

1.5 まとめ

0.75 前期末試験

1.5 前期まとめ

3 無機物質 (非金属元素)

3.8 無機物質 (金属元素)

0.7 まとめ

0.75 後期中間試験

6 有機化合物

4.5 高分子化合物

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 後期まとめ

合計

45

時間

授業計画

□化学反応の速さに関わる因子がわかる (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□反応や状態変化に伴う熱についてわかる (A)

□化学反応・状態変化に伴う熱がわかり、熱化学方程式が書ける (A)

□ヘスの法則がわかる (A)

□化学平衡の原理がわかる (A)

□気液平衡がわかる (B) (C)

□溶解の仕組みがわかる (B)

□溶解度・溶解度積がわかる (B)

□凝固点降下、沸点上昇がわかる (B)

□コロイド溶液の性質がわかる (B)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C)

□理想気体の状態方程式がわかる (C)

□酸と塩基の定義がわかる (D)

□無機化合物の酸塩基の代表例と価数、強弱がわかる (D)

□酸塩基の強弱と電離度の関係がわかる (D)

□水のイオン積とpHの定義がわかる (D)

□緩衝液がわかる (D)

□酸化と還元の定理を説明できる (E)

□酸化数の計算ができる (E)

□酸化剤・還元剤を見分けられる (E)

□酸化還元反応式をつくることができる (E)

□イオン化傾向と金属の反応性がわかる (E)

□化学電池の原理がわかる (E)

□電気分解の理論と応用がわかる (E)

□ここまでの内容を復習する (C) (D) (E)

□金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F)

□ここまでの内容を復習する (A) (B) (C) (D) (E)

□非金属元素の単体と化合物の性質がわかる (F)

□ここまでの内容を復習する (F) (G) (H)

□高分子化合物の特徴がわかる (H)

□高分子化合物の合成反応がわかる (H)

□ここまでの内容を復習する (G) (H)

□有機化合物の特徴がわかる (G)

□官能基と反応がわかる (G)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE：電気工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として授業を進める．補助教材としてプリント等を配布する．このプリントが提出課題・小テストにも
なる．提出課題・小テストは採点の上返却され，返却日にその解説を行うことによって理解を深める．定期試験は
採点後の答案用紙が返却され，返却日に確認を行うことによって理解を深める．

なし

適宜プリントを配布する．

年間を4つの区間に分け，区間評価の単純平均により総合評価を行う．区間評価は「試験(70%)+提出課題(30%)」の
100点法によるものとする，試験等の素点は100点満点とは限らないので適宜点数を換算する．点数比率・点数換算
の詳細は答案返却時に説明される．小テスト・提出課題は学習指導期間において再提出が可能になる場合がある．
後期後半の区間においては特別の課題提出を求めることがある．これが行われる場合は，後期後半の区間評価に
25%(25点)を限度とした加点・減点があり得る．

1・2年次の数学・物理・化学の各科目は3年物理の基礎となります．また電気回路や制御工学とは深い関係がありま
す．

補助プリントや提出課題を活用し，確実な理解を務めてください．

科目名（和文）

物理

Physics

前期は熱力学の初歩を学習する．後期は微積分を用いた力学の初等的な内容を学習する． 上記の学習を通して，自
然科学の基本的知識を身に付け，論理思考を養う．

A.温度と熱について理解し，簡単な計算ができる．
B.気体がする仕事と熱について理解し，簡単な計算ができる．
C.熱・仕事のやり取りとエネルギーの変化について理解し，簡単な計算ができる．
D.熱機関について理解し，熱効率に関する計算ができる．
E.座標を時間で微分し，速度や加速度を求めることができる．
F.簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て，初期値問題として解くことができる．
G.簡単な運動について運動方程式を積分することにより，エネルギー・運動量保存則を導くことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 温度と熱量

3 理想気体

3 熱力学第一法則

1.5 まとめと補足

0.75 前期中間試験

1 前期中間試験の解説

1.5 熱機関

3 カルノーサイクル

2 熱力学第二法則

3 まとめと補足

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

0.5 ガイダンス

1 数学の準備

1.5 微積分の復習

1.5 運動方程式と微分方程式

1.5 1階の微分方程式

1.5 終端速度

1.5 まとめと補足

0.75 後期中間試験

1 後期中間試験の解説

2 保存則の導出

1.5 2階の微分方程式

1.5 単振動と微分方程式

1.5 減衰振動と微分方程式

3 まとめと補足

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

後期後半区間の内容のまとめと補足

後期末試験の解説．成績不振者がいた場合はその学びなおし

□ エネルギー保存則，運動量保存則(G)

□ 2階線形微分方程式の解法(F)

□ まさつ無しの単振動(F)

□ まさつがあるときの減衰振動(F)

□ 1階線形微分方程式の解法(F)

□ 速度に比例する抵抗を受けた物体の運動(F)

後期前半区間の内容のまとめと補足

後期授業内容の説明．

□ 力学への微積分の導入(E)

□ 初等微積分学の確認(E)

□ 運動方程式を微分方程式として記述する(F)

□ カルノーサイクル(D)

□ 熱力学第二法則，永久機関，エントロピー増大測(D)

前期後半区間の内容のまとめと補足

前期末試験の解説．成績不振者がいた場合はその学びなおし

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業方針，年間計画，評価方法の解説

□ セ氏温度と絶対温度，熱量，熱容量，比熱(A)

□ 理想気体，状態方程式，気体がする仕事(B)

□ 熱力学第一法則，内部エネルギー(C)

□ 熱機関の効率(D)

授業計画

前期前半区間の内容のまとめと補足

－67－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として授業を進める．補助教材としてプリント等を配布する．定期試験は採点後に返却し，理解度の確
認を求める．

指定しない．

自作教材補助プリント

年間を4つの区間に分け，区間評価の単純平均により総合評価を行う．
区間評価は「試験(70%)+小テスト・提出課題(30%)」の100点法によるものとする．
ただし、各区間において全ての課題、レポートを提出した者のみ成績評価をする．また授業態度も平常点として加
算する．学年末試験において4区間の平均点が60点未満の場合は1回のみ再試験を受験することができる．

1・2年次の物理・数学・化学の科目

毎授業ごと小テストを実施する．そのため授業前には必ず前回授業の見直しをすること．

科目名（和文）

物理

Physics

前期は熱力学の初歩を学習する．後期は前期量子論の入り口として原子構造を学習する．また微積分を用いた力学
の初等的な内容を学習する．

A. 熱力学，原子構造に関する基本的な用語を用いて、物理現象を表現できる．
B. 簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て，初期値問題として解くことができる．
C. 簡単な物理現象を原理・法則を用いて計算することができる．
D. 計算を用いた理論的な考察を行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 熱平衡状態と温度

3 気体の状態方程式

3 熱力学第一法則

1.5 熱機関

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1 前期中間試験の解説および確認演習

2 熱力学第二法則

3 カルノーサイクル

3 まとめ

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

0.5 ガイダンス

3 電子の性質     

1.5 原子構造

1.5 原子模型   

1.5 原子核と放射線  

1.5 まとめ

0.75 後期中間試験

1 数学の準備

1.5 微積分の復習

1.5 運動方程式の解法（その1）

3 微分方程式の解法（その1）

1.5 緩和現象

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

後期末試験の解説．後期末試験範囲の学習内容確認．

□ 微積分の初歩(E)

□ 微分方程式としての運動方程式の解法(F)

□ 変数分離形の微分方程式(F)

□ 速度に比例する抵抗を受けた物体の運動(F)

確認テスト

□陽子，中性子，放射線（A,B)          

確認テスト

□ 力学と微積分の関係(E)

後期授業内容の説明．

□反射型回折格子，ブラッグ反射，ラウエの斑点，（A,B)        

□トムソンの実験と比電荷，ミリカンの実験と電気素量 （A,B)   

□トムソン模型，ラザフォード模型，ボーア模型  （A,B)        

□ クラウジウスの不等式(D)    □ エントロピー増大の法則(D)

□ カルノーサイクル(D)

確認テスト

前期期末試験の解説．前期期末試験範囲の学習内容再確認．

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画と評価方法の説明．

□ 絶対温度(A)    □ 熱量(A)    □ 比熱(A)

□ 理想気体(B)    □ ボイル・シャルルの法則(B)

□ 熱力学第一法則(C)    □ 準静過程(C)

確認テスト

前期中間試験の解説．前期中間試験範囲の学習内容再確認．

授業計画

□ 熱機関の効率(D)

－68－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主体として授業を進める．補助教材としてプリント等を配布する．定期試験は採点後に返却し，理解度の確
認を求める．

指定しない．

自作教材補助プリント

年間を4つの区間に分け，区間評価の単純平均により総合評価を行う．
区間評価は「試験(70%)+小テスト・提出課題(30%)」の100点法によるものとする．
ただし、各区間において全ての課題、レポートを提出した者のみ成績評価をする．また授業態度も平常点として加
算する．学年末試験において4区間の平均点が60点未満の場合は1回のみ再試験を受験することができる．

1・2年次の物理・数学・化学の科目

毎授業ごと小テストを実施する．そのため授業前には必ず前回授業の見直しをすること．

科目名（和文）

物理

Physics

前期は熱力学の初歩を学習する．後期は前期量子論の入り口として原子構造を学習する．また微積分を用いた力学
の初等的な内容を学習する．

A. 熱力学，原子構造に関する基本的な用語を用いて、物理現象を表現できる．
B. 簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て，初期値問題として解くことができる．
C. 簡単な物理現象を原理・法則を用いて計算することができる．
D. 計算を用いた理論的な考察を行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 熱平衡状態と温度

3 気体の状態方程式

3 熱力学第一法則

1.5 熱機関

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1 前期中間試験の解説および確認演習

2 熱力学第二法則

3 カルノーサイクル

3 まとめ

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

0.5 ガイダンス

3 電子の性質     

1.5 原子構造

1.5 原子模型   

1.5 原子核と放射線  

1.5 まとめ

0.75 後期中間試験

1 数学の準備

1.5 微積分の復習

1.5 運動方程式の解法（その1）

3 微分方程式の解法（その1）

1.5 緩和現象

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

後期末試験の解説．後期末試験範囲の学習内容確認．

□ 微積分の初歩(E)

□ 微分方程式としての運動方程式の解法(F)

□ 変数分離形の微分方程式(F)

□ 速度に比例する抵抗を受けた物体の運動(F)

確認テスト

□陽子，中性子，放射線（A,B)          

確認テスト

□ 力学と微積分の関係(E)

後期授業内容の説明．

□反射型回折格子，ブラッグ反射，ラウエの斑点，（A,B)        

□トムソンの実験と比電荷，ミリカンの実験と電気素量 （A,B)   

□トムソン模型，ラザフォード模型，ボーア模型  （A,B)        

□ クラウジウスの不等式(D)    □ エントロピー増大の法則(D)

□ カルノーサイクル(D)

確認テスト

前期期末試験の解説．前期期末試験範囲の学習内容再確認．

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画と評価方法の説明．

□ 絶対温度(A)    □ 熱量(A)    □ 比熱(A)

□ 理想気体(B)    □ ボイル・シャルルの法則(B)

□ 熱力学第一法則(C)    □ 準静過程(C)

確認テスト

前期中間試験の解説．前期中間試験範囲の学習内容再確認．

授業計画

□ 熱機関の効率(D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 31 14 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

物理

Physics

2年生までに学んだ力学に，本講義で学ぶ内容を加えることで物理の基礎を学ぶことになる．本講義においては，前
期に熱力学の初等理論を全般的に学習する．後期は前半で静電界とコンデンサーを扱い，後半は運動方程式を数値
計算で解く．

A.温度と熱について理解し，簡単な計算ができる．
B.気体がする仕事と熱について理解し，簡単な計算ができる．
C.エネルギーについて理解し，簡単な計算ができる．
D.導体と不導体の違いについて，自由電子と関連させて説明できる．
E.クーロンの法則を説明し，点電荷の間にはたらく静電気力を求めることができる．
F.電界の表し方を理解している．
G.コンデンサーについて，簡単な電気容量や静電エネルギーを計算できる．
H.熱機関について理解し，熱効率に関する計算ができる
I.座標を時間で微分し，速度や加速度を求めることができる．
J.簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て，初期値問題として解くことができる．
K.簡単なアルゴリズムを用いて，運動方程式を数値計算で扱うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義を主体とした授業である．定期試験は4回実施する．また授業項目ごとに小テスト（確認演習）を実施し理解度
を点検しながらすすめる．定期試験は採点後に返却し，理解度の確認を求める．

必要に応じてプリント資料を配布する．

必要に応じてプリント資料を配布する．

1年を4つの区間（前期前半，前期後半，後期前半，後期後半）に分け，各区間ごとに“区間中の定期試験点数×
0.7+区間中のレポート・小テストの点数×0.3”の100点満点で点数をつける．
　　※　区間中のレポート・小テストの点数の算出
　　　区間中に課されるレポート・小テストをそれぞれ100点法で評価する．それらの中で点数の
　　　良い上位のもの平均点を区間中のレポート・小テストの点数とする．
　　　（未提出(欠席のため小テストを受けられなかった場合も含む)の場合は0点扱いとする．）

総合評価の算出は前期・後期の2区間均等法で行う．

両区間で合格した場合のみ本科目を合格とし，評価点は両区間の平均点とする．前期・後期どちらかの評価が不可
の場合の評価点を50点とする．両区間不可の場合は40点とする．

1・2年次の物理・数学・化学の科目

授業中に配布する演習問題等を解き，自分の学習状況を点検するようにしてください．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 温度と熱量(1)

1.5 温度と熱量(2)

　　　　確認演習(1)

1.5 理想気体(1)

　　　　確認演習(2)

1.5 理想気体(2)

　　　　確認演習(3)

1.5 分子運動論

　　　　確認演習(4)

1.5 気体の状態変化

　　　　確認演習(5)

1.5 熱力学第１法則(1)

　　　　確認演習(6)

0.75 前期中間試験

1.5 前期中間試験の解説および確認演習(7)

1.5 熱力学第１法則(2)

1.5 モル比熱

　　　　確認演習(8)

1.5 熱機関(1)

　　　　確認演習(9)

1.5 熱機関(2)

　　　　確認演習(10)

1.5 熱力学の第２法則

　　　　確認演習(11)

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間　確認演習(12)

1.5 静電界(1)

1.5 静電界(2)

　　　　確認演習(13)

1.5 静電界(3)

　　　　確認演習(14)

1.5 静電界(4)

　　　　確認演習(15)

1.5 コンデンサー(1)

　　　　確認演習(16)

1.5 コンデンサー(2)

　　　　確認演習(17)

1.5 コンデンサー(3)

　　　　確認演習(18)

0.75 後期中間試験

1.5 後期中間試験の解説および確認演習(19)

1.5 運動方程式(1)

1.5 運動方程式(2)

1.5 運動方程式の数値解法(1)

　　　　確認演習(20)

1.5 運動方程式の数値解法(2)

　　　　確認演習(21)

1.5 まとめ

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間　確認演習(22)

合計

45

時間

授業計画

□ 圧力，パスカルの法則，分圧の法則，ボイルの法則，シャルルの法則 (B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

ガイダンス

□ 熱運動と温度，セ氏度と絶対温度，熱量，熱容量，比熱 (A)

□ 熱平衡状態，熱力学第0法則 (A)

　　　　　　　　　　前回(温度と熱量(1))までの確認　　　　　　（　　　　点）

　　　　　　　　　　前回(温度と熱量(2))までの確認　　　　　　（　　　　点）

□ ボイル・シャルルの法則，理想気体の状態方程式 (B)

　　　　　　　　　　前回(理想気体(1))までの確認　　　　　　　（　　　　点）

□ 気体の分子運動論，内部エネルギー，エネルギー等分配則 (B)

　　　　　　　　　　前回(理想気体(2))までの確認　　　　　　　（　　　　点）

□ 定積変化，定圧変化，等温変化，断熱変化 (B)

　　　　　　　　　　前回(分子運動論)までの確認　　 　　　　　（　　　　点）

□ 気体のする仕事，熱力学第１法則（定積変化，定圧変化） (B)

　　　　　　　　　　前回(気体の状態変化)までの確認　　　　 　（　　　　点）

前期中間試験の解説　前期中間試験範囲の再確認　　　　　　　 　（　　　　点）

□ 熱力学第１法則（等温変化，断熱変化） (B)

□ 定積モル比熱，定圧モル比熱，マイヤーの関係式，ポアソンの公式 (B)

　　　　　　　　　　前回(熱力学第１法則(2))までの確認　　　　（　　　　点）

□ 熱機関と熱効率 (C)

　　　　　　　　　　前回(モル比熱)までの確認　　　　　　 　　（　　　　点）

□ カルノーサイクル，オットーサイクル，ディーゼルサイクル (C)

　　　　　　　　　　前回(熱機関(1))までの確認　　　 　　 　　（　　　　点）

□ エントロピー，熱力学の第２法則 (C)

　　　　　　　　　　前回(熱機関(2))までの確認　　　 　　 　　（　　　　点）

前期期末試験の解説　前期期末試験範囲の再確認　　　　　　　 　（　　　　点）

ガイダンス

□ 電荷，電荷の保存則，導体と絶縁体，クーロンの法則 (D,E)

□ 電界，電気力線 (F)

　　　　　　　　　　前回(静電界(1))までの確認　　　 　　 　　（　　　　点）

□ ガウスの法則 (F)

　　　　　　　　　　前回(コンデンサー(1))までの確認 　　 　　（　　　　点）

□ コンデンサーの接続 (G)

　　　　　　　　　　前回(コンデンサー(2))までの確認 　　 　　（　　　　点）

　　　　　　　　　　前回(静電界(2))までの確認　　　 　　 　　（　　　　点）

□ 電位，等電位面 (F)

　　　　　　　　　　前回(静電界(3))までの確認　　　 　　 　　（　　　　点）

□ 静電誘導，平行板コンデンサー，電気容量，誘電率，比誘電率 (G)

　　　　　　　　　　前回(静電界(4))までの確認　　　 　　 　　（　　　　点）

ここまでのまとめ

　　　　　　　　　　前回(運動方程式の数値解法(2))までの確認  （　　　　点）

後期期末試験の解説　後期期末試験範囲の再確認　　　　　　　 　（　　　　点）

□ オイラー法にによる微分方程式の解法 (K)

　　　　　　　　　　前回(運動方程式(2))までの確認 　　　 　　（　　　　点）

□ オイラー法にによる運動方程式の解法（落下運動） (K)

　　　　　　　　　　前回(運動方程式の数値解法(1))までの確認  （　　　　点）

後期中間試験の解説　後期中間試験範囲の再確認　　　　　　　 　（　　　　点）

ガイダンス

□ 位置・速度・加速度と微積分の関係 (I)

□ 運動方程式，運動方程式の解析解（落下運動） (J)

□ 静電エネルギー (G)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

授業計画

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

授業計画

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

授業計画

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)

－71－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

授業計画

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)

－72－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

授業計画

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

授業計画

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 30 60 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

4技能習得を目的とした演習中心の授業を行なう。授業は必要に応じてペアワークやグループワークを
取り入れ、理解の促進とフォローを行なう。英語使用の促進を図るため、授業は全て英語で進められる。

Get Ahead, Level 3 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第5版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋Speakingテスト(15％)＋Writingテスト(15％)＋課題(20%)
※ Writingテストは再テスト不可。
※ Speakingテストは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ Speakingテスト当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ Writing及びSpeakingテストの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ 英検IBA試験を年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照

1・2年英語

本科目は、全て英語で進められます。
Practice makes perfect. 臆することなく、使える英語力を修得する
ために、「実技科目」として積極的に取り組みましょう。

科目名（和文）

英語

English

英語の4技能を関連させながら総合的な英語力の向上を図り、CEFR-J A2.1レベルの到達を目指す。

A.(Listening)はっきりと発音されれば、要点を理解することができる
B.(Reading)簡単な単語を用いて書かれた文章を理解することができる
C.(Speaking)簡単な意見交換をすることができる
D.(Writing)簡単な接続詞で繋げるような書き方であれば、纏まりのある文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で扱う文法項目を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

19.5 Unit 5

　　

Unit 6

0.75 前期中間試験

1.5 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【前期末】

19.5 Unit 7

Unit 8

0.75 前期末試験

1.5 前期末試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期中間】

19.5 Unit 9

Unit 10

0.75 後期中間試験

1.5 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期末】

19.5 Unit 11

Unit 12

0.75 後期末試験

1.5 後期末試験の返却・解説、学習アドバイス

1.5 実力判定試験(英検IBA試験)

合計

90

時間

□  インターネットやコンピュータについて述べることができる (A,C,D)

□  間接話法を使うことができる (E)

□　形式ばらないEメールを書くことができる(D)

□  発明や装置について述べることができる (A,C,D)

□  関係詞節を使うことができる (E)

□　発明家について書かれた文章を読むことができる (B)

□　料理について述べることができる (A,C,D)

□　様々な時制の受動態を使うことができる (E)

□  数量を表す表現を使うことができる (C,D,E)

□　お金について述べることができる (A,C,D)

□　仮定法過去を使うことができる (E)

□  世界の物価ついての文章を読むことができる (B)

□  語尾が-edまたは-ingの形容詞を使うことができる (C,D,E)

□　職業について述べることができる (A,C,D)

□  so, such, not as…asの表現を使うことができる (E)

□  比較対照をすることができる(C,D,E)

□　環境問題について述べることができる (A,C,D)

□　willとbe going toの違いを理解できる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　友人関係について述べることができる (A,C,D)

□　ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽについての文章を読むことができる (B)

□　犯罪について述べることができる (A,C,D)

□　過去完了を使うことができる (E)

□  10代のハッカーについて書かれた文章を読むことができる (B)

授業計画

□　現在完了と過去形を使うことができる (E)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 30 60 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

4技能習得を目的とした演習中心の授業を行なう。授業は必要に応じてペアワークやグループワークを
取り入れ、理解の促進とフォローを行なう。英語使用の促進を図るため、授業は全て英語で進められる。

Get Ahead, Level 3 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第5版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋Speakingテスト(15％)＋Writingテスト(15％)＋課題(20%)
※ Writingテストは再テスト不可。
※ Speakingテストは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ Speakingテスト当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ Writing及びSpeakingテストの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ 英検IBA試験を年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照

1・2年英語

本科目は、全て英語で進められます。
Practice makes perfect. 臆することなく、使える英語力を修得する
ために、「実技科目」として積極的に取り組みましょう。

科目名（和文）

英語

English

英語の4技能を関連させながら総合的な英語力の向上を図り、CEFR-J A2.1レベルの到達を目指す。

A.(Listening)はっきりと発音されれば、要点を理解することができる
B.(Reading)簡単な単語を用いて書かれた文章を理解することができる
C.(Speaking)簡単な意見交換をすることができる
D.(Writing)簡単な接続詞で繋げるような書き方であれば、纏まりのある文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で扱う文法項目を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

19.5 Unit 5

　　

Unit 6

0.75 前期中間試験

1.5 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【前期末】

19.5 Unit 7

Unit 8

0.75 前期末試験

1.5 前期末試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期中間】

19.5 Unit 9

Unit 10

0.75 後期中間試験

1.5 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期末】

19.5 Unit 11

Unit 12

0.75 後期末試験

1.5 後期末試験の返却・解説、学習アドバイス

1.5 実力判定試験(英検IBA試験)

合計

90

時間

□  インターネットやコンピュータについて述べることができる (A,C,D)

□  間接話法を使うことができる (E)

□　形式ばらないEメールを書くことができる(D)

□  発明や装置について述べることができる (A,C,D)

□  関係詞節を使うことができる (E)

□　発明家について書かれた文章を読むことができる (B)

□　料理について述べることができる (A,C,D)

□　様々な時制の受動態を使うことができる (E)

□  数量を表す表現を使うことができる (C,D,E)

□　お金について述べることができる (A,C,D)

□　仮定法過去を使うことができる (E)

□  世界の物価ついての文章を読むことができる (B)

□  語尾が-edまたは-ingの形容詞を使うことができる (C,D,E)

□　職業について述べることができる (A,C,D)

□  so, such, not as…asの表現を使うことができる (E)

□  比較対照をすることができる(C,D,E)

□　環境問題について述べることができる (A,C,D)

□　willとbe going toの違いを理解できる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　友人関係について述べることができる (A,C,D)

□　ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽについての文章を読むことができる (B)

□　犯罪について述べることができる (A,C,D)

□　過去完了を使うことができる (E)

□  10代のハッカーについて書かれた文章を読むことができる (B)

授業計画

□　現在完了と過去形を使うことができる (E)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 30 60 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語

English

英語の4技能を関連させながら総合的な英語力の向上を図り、CEFR-J A2.1レベルの到達を目指す。

A.(Listening)はっきりと発音されれば、要点を理解することができる
B.(Reading)簡単な単語を用いて書かれた文章を理解することができる
C.(Speaking)簡単な意見交換をすることができる
D.(Writing)簡単な接続詞で繋げるような書き方であれば、纏まりのある文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で扱う文法項目を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4技能習得を目的とした演習中心の授業を行なう。授業は必要に応じてペアワークやグループワークを
取り入れ、理解の促進とフォローを行なう。英語使用の促進を図るため、授業は全て英語で進められる。

Get Ahead, Level 3 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第5版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋Speakingテスト(15％)＋Writingテスト(15％)＋課題(20%)
※ Writingテストは再テスト不可。
※ Speakingテストは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ Speakingテスト当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ Writing及びSpeakingテストの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ 英検IBA試験を年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照

1・2年英語

本科目は、全て英語で進められます。
Practice makes perfect. 臆することなく、使える英語力を修得する
ために、「実技科目」として積極的に取り組みましょう。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

19.5 Unit 5

　　

Unit 6

0.75 前期中間試験

1.5 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【前期末】

19.5 Unit 7

Unit 8

0.75 前期末試験

1.5 前期末試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期中間】

19.5 Unit 9

Unit 10

0.75 後期中間試験

1.5 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期末】

19.5 Unit 11

Unit 12

0.75 後期末試験

1.5 後期末試験の返却・解説、学習アドバイス

1.5 実力判定試験(英検IBA試験)

合計

90

時間

授業計画

□　現在完了と過去形を使うことができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　友人関係について述べることができる (A,C,D)

□　ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽについての文章を読むことができる (B)

□　犯罪について述べることができる (A,C,D)

□　過去完了を使うことができる (E)

□  10代のハッカーについて書かれた文章を読むことができる (B)

□　職業について述べることができる (A,C,D)

□  so, such, not as…asの表現を使うことができる (E)

□  比較対照をすることができる(C,D,E)

□　環境問題について述べることができる (A,C,D)

□　willとbe going toの違いを理解できる (E)

□  語尾が-edまたは-ingの形容詞を使うことができる (C,D,E)

□　お金について述べることができる (A,C,D)

□　仮定法過去を使うことができる (E)

□  世界の物価ついての文章を読むことができる (B)

□　料理について述べることができる (A,C,D)

□　様々な時制の受動態を使うことができる (E)

□  数量を表す表現を使うことができる (C,D,E)

□  間接話法を使うことができる (E)

□　形式ばらないEメールを書くことができる(D)

□  発明や装置について述べることができる (A,C,D)

□  関係詞節を使うことができる (E)

□　発明家について書かれた文章を読むことができる (B)

□  インターネットやコンピュータについて述べることができる (A,C,D)

－75－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 30 60 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語

English

英語の4技能を関連させながら総合的な英語力の向上を図り、CEFR-J A2.1レベルの到達を目指す。

A.(Listening)はっきりと発音されれば、要点を理解することができる
B.(Reading)簡単な単語を用いて書かれた文章を理解することができる
C.(Speaking)簡単な意見交換をすることができる
D.(Writing)簡単な接続詞で繋げるような書き方であれば、纏まりのある文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で扱う文法項目を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4技能習得を目的とした演習中心の授業を行なう。授業は必要に応じてペアワークやグループワークを
取り入れ、理解の促進とフォローを行なう。英語使用の促進を図るため、授業は全て英語で進められる。

Get Ahead, Level 3 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第5版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋Speakingテスト(15％)＋Writingテスト(15％)＋課題(20%)
※ Writingテストは再テスト不可。
※ Speakingテストは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ Speakingテスト当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ Writing及びSpeakingテストの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ 英検IBA試験を年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照

1・2年英語

本科目は、全て英語で進められます。
Practice makes perfect. 臆することなく、使える英語力を修得する
ために、「実技科目」として積極的に取り組みましょう。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

19.5 Unit 5

　　

Unit 6

0.75 前期中間試験

1.5 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【前期末】

19.5 Unit 7

Unit 8

0.75 前期末試験

1.5 前期末試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期中間】

19.5 Unit 9

Unit 10

0.75 後期中間試験

1.5 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期末】

19.5 Unit 11

Unit 12

0.75 後期末試験

1.5 後期末試験の返却・解説、学習アドバイス

1.5 実力判定試験(英検IBA試験)

合計

90

時間

授業計画

□　現在完了と過去形を使うことができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　友人関係について述べることができる (A,C,D)

□　ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽについての文章を読むことができる (B)

□　犯罪について述べることができる (A,C,D)

□　過去完了を使うことができる (E)

□  10代のハッカーについて書かれた文章を読むことができる (B)

□　職業について述べることができる (A,C,D)

□  so, such, not as…asの表現を使うことができる (E)

□  比較対照をすることができる(C,D,E)

□　環境問題について述べることができる (A,C,D)

□　willとbe going toの違いを理解できる (E)

□  語尾が-edまたは-ingの形容詞を使うことができる (C,D,E)

□　お金について述べることができる (A,C,D)

□　仮定法過去を使うことができる (E)

□  世界の物価ついての文章を読むことができる (B)

□　料理について述べることができる (A,C,D)

□　様々な時制の受動態を使うことができる (E)

□  数量を表す表現を使うことができる (C,D,E)

□  間接話法を使うことができる (E)

□　形式ばらないEメールを書くことができる(D)

□  発明や装置について述べることができる (A,C,D)

□  関係詞節を使うことができる (E)

□　発明家について書かれた文章を読むことができる (B)

□  インターネットやコンピュータについて述べることができる (A,C,D)

－76－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 30 60 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語

English

英語の4技能を関連させながら総合的な英語力の向上を図り、CEFR-J A2.1レベルの到達を目指す。

A.(Listening)はっきりと発音されれば、要点を理解することができる
B.(Reading)簡単な単語を用いて書かれた文章を理解することができる
C.(Speaking)簡単な意見交換をすることができる
D.(Writing)簡単な接続詞で繋げるような書き方であれば、纏まりのある文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で扱う文法項目を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4技能習得を目的とした演習中心の授業を行なう。授業は必要に応じてペアワークやグループワークを
取り入れ、理解の促進とフォローを行なう。英語使用の促進を図るため、授業は全て英語で進められる。

Get Ahead, Level 3 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第5版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋Speakingテスト(15％)＋Writingテスト(15％)＋課題(20%)
※ Writingテストは再テスト不可。
※ Speakingテストは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ Speakingテスト当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ Writing及びSpeakingテストの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ 英検IBA試験を年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照

1・2年英語

本科目は、全て英語で進められます。
Practice makes perfect. 臆することなく、使える英語力を修得する
ために、「実技科目」として積極的に取り組みましょう。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

19.5 Unit 5

　　

Unit 6

0.75 前期中間試験

1.5 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【前期末】

19.5 Unit 7

Unit 8

0.75 前期末試験

1.5 前期末試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期中間】

19.5 Unit 9

Unit 10

0.75 後期中間試験

1.5 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期末】

19.5 Unit 11

Unit 12

0.75 後期末試験

1.5 後期末試験の返却・解説、学習アドバイス

1.5 実力判定試験(英検IBA試験)

合計

90

時間

授業計画

□　現在完了と過去形を使うことができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　友人関係について述べることができる (A,C,D)

□　ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽについての文章を読むことができる (B)

□　犯罪について述べることができる (A,C,D)

□　過去完了を使うことができる (E)

□  10代のハッカーについて書かれた文章を読むことができる (B)

□　職業について述べることができる (A,C,D)

□  so, such, not as…asの表現を使うことができる (E)

□  比較対照をすることができる(C,D,E)

□　環境問題について述べることができる (A,C,D)

□　willとbe going toの違いを理解できる (E)

□  語尾が-edまたは-ingの形容詞を使うことができる (C,D,E)

□　お金について述べることができる (A,C,D)

□　仮定法過去を使うことができる (E)

□  世界の物価ついての文章を読むことができる (B)

□　料理について述べることができる (A,C,D)

□　様々な時制の受動態を使うことができる (E)

□  数量を表す表現を使うことができる (C,D,E)

□  間接話法を使うことができる (E)

□　形式ばらないEメールを書くことができる(D)

□  発明や装置について述べることができる (A,C,D)

□  関係詞節を使うことができる (E)

□　発明家について書かれた文章を読むことができる (B)

□  インターネットやコンピュータについて述べることができる (A,C,D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 30 60 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語

English

英語の4技能を関連させながら総合的な英語力の向上を図り、CEFR-J A2.1レベルの到達を目指す。

A.(Listening)はっきりと発音されれば、要点を理解することができる
B.(Reading)簡単な単語を用いて書かれた文章を理解することができる
C.(Speaking)簡単な意見交換をすることができる
D.(Writing)簡単な接続詞で繋げるような書き方であれば、纏まりのある文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で扱う文法項目を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4技能習得を目的とした演習中心の授業を行なう。授業は必要に応じてペアワークやグループワークを
取り入れ、理解の促進とフォローを行なう。英語使用の促進を図るため、授業は全て英語で進められる。

Get Ahead, Level 3 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第5版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋Speakingテスト(15％)＋Writingテスト(15％)＋課題(20%)
※ Writingテストは再テスト不可。
※ Speakingテストは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ Speakingテスト当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ Writing及びSpeakingテストの未受験分は、0点として換算する。
※ 定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ 英検IBA試験を年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照

1・2年英語

本科目は、全て英語で進められます。
Practice makes perfect. 臆することなく、使える英語力を修得する
ために、「実技科目」として積極的に取り組みましょう。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

19.5 Unit 5

　　

Unit 6

0.75 前期中間試験

1.5 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【前期末】

19.5 Unit 7

Unit 8

0.75 前期末試験

1.5 前期末試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期中間】

19.5 Unit 9

Unit 10

0.75 後期中間試験

1.5 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期末】

19.5 Unit 11

Unit 12

0.75 後期末試験

1.5 後期末試験の返却・解説、学習アドバイス

1.5 実力判定試験(英検IBA試験)

合計

90

時間

授業計画

□　現在完了と過去形を使うことができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　友人関係について述べることができる (A,C,D)

□　ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽについての文章を読むことができる (B)

□　犯罪について述べることができる (A,C,D)

□　過去完了を使うことができる (E)

□  10代のハッカーについて書かれた文章を読むことができる (B)

□　職業について述べることができる (A,C,D)

□  so, such, not as…asの表現を使うことができる (E)

□  比較対照をすることができる(C,D,E)

□　環境問題について述べることができる (A,C,D)

□　willとbe going toの違いを理解できる (E)

□  語尾が-edまたは-ingの形容詞を使うことができる (C,D,E)

□　お金について述べることができる (A,C,D)

□　仮定法過去を使うことができる (E)

□  世界の物価ついての文章を読むことができる (B)

□　料理について述べることができる (A,C,D)

□　様々な時制の受動態を使うことができる (E)

□  数量を表す表現を使うことができる (C,D,E)

□  間接話法を使うことができる (E)

□　形式ばらないEメールを書くことができる(D)

□  発明や装置について述べることができる (A,C,D)

□  関係詞節を使うことができる (E)

□　発明家について書かれた文章を読むことができる (B)

□  インターネットやコンピュータについて述べることができる (A,C,D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 3年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。演習問題を解き問題集などから毎週宿題を出すことによって知識
の定着を図る。定期試験では答案返却の後に解答例の説明を行い、各個人の取得状況を把握してもらう。

新版　微分積分Ⅰ，Ⅱ　改訂版（実教出版）

適宜プリントを配布する

1.成績評価の根拠となる項目とその割合について
(1)定期試験（70%）
(2)小試験・テスト前課題・授業プリント提出などの平常点（30%)
2.評価点算出の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
年間を２区間に分け、上記の方法で区間成績をつける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)
総合成績は区間成績の単純平均とする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3)期
末区間に再試験を行うこともあるが、中間の区間成績が２０点未満のときは不可が確定する

微分積分学・解析学1

授業内容を理解し課題として出た演習問題を自分で解いてみることが大事です。

科目名（和文）

数学演習1

Mathematics Exercise 1

2年生で学習した微分・積分の知識を指数・対数・三角関数などにひろげて極限・増減表・不定積分・定積分などの
演習を主に行う。

A. いろいろな関数の極限を求めることができる。
B. 関数の無限大、左・右極限、不定形の極限を理解できる。
C. いろいろな関数の積分を求めることができる。
D. 置換積分法・部分積分法を用いた定積分の計算ができる。
E. いろいろな領域の面積を求めることができる。
F. 第2次導関数を含んだ増減表と曲線のグラフが描ける。
G. 曲線の凹凸を理解し指数・対数・分数関数のグラフが描ける。
H. 媒介変数表示の関数の微分ができる。
I. 極座標表示の関数の微分と概形を描くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.25 ガイダンス

2 いろいろな関数の極限

2.25 いろいろな関数の不定積分

2.25 定積分とその応用

2.25 いろいろな領域の面積

0.75 中間定期試験

3.75 第2次導関数と関数のグラフ

3 媒介変数表示の関数

3.75 極座標表示の関数の微分と概形

0.75 期末定期試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□極座標表示の関数の微分と概形（I）

□期末定期試験

□試験の解説と理解不十分な内容の復習

□第2次導関数を含んだ増減表と曲線の凹凸（F）

□曲線の凹凸と指数・対数・分数関数のグラフ（F，G）

□媒介変数表示の関数の概形（H）

□媒介変数表示の関数の微分（H）

□直交座標と極座標、極座標表示の関数（I）

□いろいろな曲線や直線で囲まれた図形の面積（E）

□定積分と体積（E）

□中間定期試験

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画と評価方法の説明

□正・負の無限大への発散、左・右極限（B）

□三角関数・指数関数・対数関数の極限（A）

□関数が不定形の場合とロピタルの定理による極限（B）

□三角関数の公式利用による積分（C）

□無理・分数・三角・指数・対数関数の不定積分（C）

□定積分の置換積分・部分積分（D）

□定積分を利用した応用問題（D）

授業計画

□部分分数分解による積分（C）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 3年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。演習問題を解き問題集などから毎週宿題を出すことによって知識
の定着を図る。定期試験では答案返却の後に解答例の説明を行い、各個人の取得状況を把握してもらう。

新版　微分積分Ⅰ，Ⅱ　改訂版（実教出版）

適宜プリントを配布する

1.成績評価の根拠となる項目とその割合について
(1)定期試験（70%）
(2)小試験・テスト前課題・授業プリント提出などの平常点（30%)
2.評価点算出の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
年間を２区間に分け、上記の方法で区間成績をつける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)
総合成績は区間成績の単純平均とする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3)期
末区間に再試験を行うこともあるが、中間の区間成績が２０点未満のときは不可が確定する

微分積分学・解析学1

授業内容を理解し課題として出た演習問題を自分で解いてみることが大事です。

科目名（和文）

数学演習1

Mathematics Exercise 1

2年生で学習した微分・積分の知識を指数・対数・三角関数などにひろげて極限・増減表・不定積分・定積分などの
演習を主に行う。

A. いろいろな関数の極限を求めることができる。
B. 関数の無限大、左・右極限、不定形の極限を理解できる。
C. いろいろな関数の積分を求めることができる。
D. 置換積分法・部分積分法を用いた定積分の計算ができる。
E. いろいろな領域の面積を求めることができる。
F. 第2次導関数を含んだ増減表と曲線のグラフが描ける。
G. 曲線の凹凸を理解し指数・対数・分数関数のグラフが描ける。
H. 媒介変数表示の関数の微分ができる。
I. 極座標表示の関数の微分と概形を描くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.25 ガイダンス

2 いろいろな関数の極限

2.25 いろいろな関数の不定積分

2.25 定積分とその応用

2.25 いろいろな領域の面積

0.75 中間定期試験

3.75 第2次導関数と関数のグラフ

3 媒介変数表示の関数

3.75 極座標表示の関数の微分と概形

0.75 期末定期試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□極座標表示の関数の微分と概形（I）

□期末定期試験

□試験の解説と理解不十分な内容の復習

□第2次導関数を含んだ増減表と曲線の凹凸（F）

□曲線の凹凸と指数・対数・分数関数のグラフ（F，G）

□媒介変数表示の関数の概形（H）

□媒介変数表示の関数の微分（H）

□直交座標と極座標、極座標表示の関数（I）

□いろいろな曲線や直線で囲まれた図形の面積（E）

□定積分と体積（E）

□中間定期試験

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画と評価方法の説明

□正・負の無限大への発散、左・右極限（B）

□三角関数・指数関数・対数関数の極限（A）

□関数が不定形の場合とロピタルの定理による極限（B）

□三角関数の公式利用による積分（C）

□無理・分数・三角・指数・対数関数の不定積分（C）

□定積分の置換積分・部分積分（D）

□定積分を利用した応用問題（D）

授業計画

□部分分数分解による積分（C）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、４年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を踏まえた上で、学齢にふさわしい文章を書くことができる。
(C)  古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)  常用漢字について習熟し、語句や語彙の構造・特色・用法について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

１～３年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識を習熟するために、適宜小テストを行う。

『精選国語総合』（東京書籍）
その他、適宜プリントを配布する。

『国語便覧』（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）
その他、適宜プリントを配布する。

年間を定期試験で４区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は４区間の平均とし、小数点第１位を四捨五入したものとする。
ただし、４区間の評価点の合計が２４０点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（１００点満点）素点×０．６
(2)  文章作成課題提出点（２０点満点）
(3)  授業内小テスト（２０点満点）

国語（１年・２年・３年）、日本語表現（４年人文社会選択）

国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

6 現代文１（評論）

2.5 古典１（古文）

0.75 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

6 現代文２（小説）

2.25 古典２（漢文）

0.75 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

5 現代文３（評論）

3.5 現代文４（随想）

0.75 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文５（評論）

3.25 現代文６（小説）

0.75 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

対義語・類義語を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

対義語・類義語を習熟する(D) 

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

敬語の使い方を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章の内容を的確に読解する(A)

故事名言を習熟する(D) 
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、４年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を踏まえた上で、学齢にふさわしい文章を書くことができる。
(C)  古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)  常用漢字について習熟し、語句や語彙の構造・特色・用法について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

１～３年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識を習熟するために、適宜小テストを行う。

『精選国語総合』（東京書籍）
その他、適宜プリントを配布する。

『国語便覧』（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）
その他、適宜プリントを配布する。

年間を定期試験で４区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は４区間の平均とし、小数点第１位を四捨五入したものとする。
ただし、４区間の評価点の合計が２４０点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（１００点満点）素点×０．６
(2)  文章作成課題提出点（２０点満点）
(3)  授業内小テスト（２０点満点）

国語（１年・２年・３年）、日本語表現（４年人文社会選択）

国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

6 現代文１（評論）

2.5 古典１（古文）

0.75 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

6 現代文２（小説）

2.25 古典２（漢文）

0.75 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

5 現代文３（評論）

3.5 現代文４（随想）

0.75 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文５（評論）

3.25 現代文６（小説）

0.75 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

対義語・類義語を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

対義語・類義語を習熟する(D) 

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

敬語の使い方を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章の内容を的確に読解する(A)

故事名言を習熟する(D) 

－80－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、４年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を踏まえた上で、学齢にふさわしい文章を書くことができる。
(C)  古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)  常用漢字について習熟し、語句や語彙の構造・特色・用法について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

１～３年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識を習熟するために、適宜小テストを行う。

『精選国語総合』（東京書籍）
その他、適宜プリントを配布する。

『国語便覧』（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）
その他、適宜プリントを配布する。

年間を定期試験で４区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は４区間の平均とし、小数点第１位を四捨五入したものとする。
ただし、４区間の評価点の合計が２４０点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（１００点満点）素点×０．６
(2)  文章作成課題提出点（２０点満点）
(3)  授業内小テスト（２０点満点）

国語（１年・２年・３年）、日本語表現（４年人文社会選択）

国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

6 現代文１（評論）

2.5 古典１（古文）

0.75 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

6 現代文２（小説）

2.25 古典２（漢文）

0.75 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

5 現代文３（評論）

3.5 現代文４（随想）

0.75 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文５（評論）

3.25 現代文６（小説）

0.75 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

対義語・類義語を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

対義語・類義語を習熟する(D) 

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

敬語の使い方を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章の内容を的確に読解する(A)

故事名言を習熟する(D) 

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、４年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を踏まえた上で、学齢にふさわしい文章を書くことができる。
(C)  古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)  常用漢字について習熟し、語句や語彙の構造・特色・用法について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

１～３年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識を習熟するために、適宜小テストを行う。

『精選国語総合』（東京書籍）
その他、適宜プリントを配布する。

『国語便覧』（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）
その他、適宜プリントを配布する。

年間を定期試験で４区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は４区間の平均とし、小数点第１位を四捨五入したものとする。
ただし、４区間の評価点の合計が２４０点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（１００点満点）素点×０．６
(2)  文章作成課題提出点（２０点満点）
(3)  授業内小テスト（２０点満点）

国語（１年・２年・３年）、日本語表現（４年人文社会選択）

国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

6 現代文１（評論）

2.5 古典１（古文）

0.75 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

6 現代文２（小説）

2.25 古典２（漢文）

0.75 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

5 現代文３（評論）

3.5 現代文４（随想）

0.75 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文５（評論）

3.25 現代文６（小説）

0.75 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

対義語・類義語を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

対義語・類義語を習熟する(D) 

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

敬語の使い方を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章の内容を的確に読解する(A)

故事名言を習熟する(D) 

－81－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

１～３年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識を習熟するために、適宜小テストを行う。

『精選国語総合』（東京書籍）
その他、適宜プリントを配布する。

『国語便覧』（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）
その他、適宜プリントを配布する。

年間を定期試験で４区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は４区間の平均とし、小数点第１位を四捨五入したものとする。
ただし、４区間の評価点の合計が２４０点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（１００点満点）素点×０．６
(2)  文章作成課題提出点（２０点満点）
(3)  授業内小テスト（２０点満点）

国語（１年・２年・３年）、日本語表現（４年人文社会選択）

国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、４年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を踏まえた上で、学齢にふさわしい文章を書くことができる。
(C)  古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)  常用漢字について習熟し、語句や語彙の構造・特色・用法について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

6 現代文１（評論）

2.5 古典１（古文）

0.75 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

6 現代文２（小説）

2.25 古典２（漢文）

0.75 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

5 現代文３（評論）

3.5 現代文４（随想）

0.75 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文５（評論）

3.25 現代文６（小説）

0.75 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

故事名言を習熟する(D) 

敬語の使い方を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章の内容を的確に読解する(A)

対義語・類義語を習熟する(D) 

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

対義語・類義語を習熟する(D)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

１～３年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識を習熟するために、適宜小テストを行う。

『精選国語総合』（東京書籍）
その他、適宜プリントを配布する。

『国語便覧』（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）
その他、適宜プリントを配布する。

年間を定期試験で４区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は４区間の平均とし、小数点第１位を四捨五入したものとする。
ただし、４区間の評価点の合計が２４０点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（１００点満点）素点×０．６
(2)  文章作成課題提出点（２０点満点）
(3)  授業内小テスト（２０点満点）

国語（１年・２年・３年）、日本語表現（４年人文社会選択）

国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。

科目名（和文）

国語

Japanese

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、４年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を踏まえた上で、学齢にふさわしい文章を書くことができる。
(C)  古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)  常用漢字について習熟し、語句や語彙の構造・特色・用法について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

6 現代文１（評論）

2.5 古典１（古文）

0.75 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

6 現代文２（小説）

2.25 古典２（漢文）

0.75 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

5 現代文３（評論）

3.5 現代文４（随想）

0.75 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文５（評論）

3.25 現代文６（小説）

0.75 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

故事名言を習熟する(D) 

敬語の使い方を習熟する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章の内容を的確に読解する(A)

対義語・類義語を習熟する(D) 

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章の内容を的確に読解する(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

対義語・類義語を習熟する(D)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

カトリック司祭として日々の儀式（ミサ）での説教や信徒への宗教講話、また他のカトリックミッションスクール
での講演、宗教講話などを授業へ生かす

授業内容

科目名（和文）

倫理

Ethics

本校の教育理念の一つである「良き社会人を育成する」を実現するために「人間としての在り方、生き方」の理解
と自覚を促す。人間の在り方を様々な側面から分析し、「人間がどう生きているのか」を知り、「どう生きるべき
か」を考察する。

A.倫理に関する様々なことばの概念を捉えることができる
B.自己分析ができる
C.他者との関わりを理解できる
D.社会との関わりを理解できる
E.日本の文化を簡単であるが理解できる
F.様々な宗教の世界観を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

毎回、それぞれテーマを設定して学習する。講義内容に応じてリアクションペーパーを書かせる。授業開始時にリ
アクションペーパーを返却し、その際に気づいた点や覚えておいてもらいたい点などを再度確認する。定期試験の
結果を見て、必要に応じてノート提出を求める。

『人間を考える』ガエタノ･コンプリ著　ドン・ボスコ社

新聞記事のコピーなど必要に応じてプリントを配布

評価の算出方法
１）各区間にて１００点法で評価点を算出する。
　　　定期試験８０％
　　　課題とりわけリアクションペーパーの内容（１０％）授業態度など（１０％）とする。

日々、世の中の動きに関心を持つようにしてください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス：　倫理のアウトライン

 

1.5 人間を考える／個人としての人間 

第1回　青年期･人間の目覚め　 

1.5 第2回　感情の世界と人間／意識・思考の世

界と人間　 

1.5 第3回　人間の行動 

1.5 第4回　人間として生きる基本的姿勢　 

他者とかかわる人間 

1.5 第5回　人格対人格の対話／真の愛を求めて 

集団や社会とかかわる人間 

1.5 第6回　社会生活とその条件　 

1.5 中間試験

1.5 第7回　私たちが生きる現代社会・試験返し 

1.5 第8回　家庭生活・教育と人間 

第9回　地域社会と人間 

1.5 自然、存在、神とかかわる人間 

第10回　世界観・人間観の問題 

1.5 科学と哲学　‐　「法則」から「意味」へ 

1.5 第11回　キリスト教の世界観 

第12回　日本の世界観 

自然、文化と人間 

1.5 第13回　道徳と人間 

第14回　宗教と人間 

1.5 学年末試験 

試験返しと確認また補講など 

合計

22.5

時間

授業計画

□　感情について・考えるということについて理解できる（B）   

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業内容・評価方法の説明 倫理について簡単に理解できる 　

　（A）   

□　人格について考察できる  （B）   

□　自我の目覚め、関心の広がりについて理解できる （B）    

  

□　人間の行動について理解できる（B）

□　欲求と意思について理解できる （B.C）    

□　他者と関わりを考察できる （B.C）    

□　人間関係･愛について理解できる （B.C）    

□　集団や社会とかかわる人間について考察できる （B.C.D）    

□　集団生活を生きることについて理解できる （B.C.D）      

□　文化と生活について考察できる（D）     

□　家庭と教育について理解できる（D）    

□　地域社会と公共心について理解できる（D）     

□　自然、存在、神とかかわる人間について考察できる（E）    

□　人としての生き方について（哲学的な思考）理解できる （E）

□　科学的思考と哲学について理解できる （A）

□　聖書とイエス・キリストについて理解できる （F）

□　神道・仏教について理解できる （F）

□　自然、文化と人間・道徳･善悪について考察できる （A.F）    

□　宗教とその理解について理解できる （A.F）    

－83－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

カトリック司祭として日々の儀式（ミサ）での説教や信徒への宗教講話、また他のカトリックミッションスクール
での講演、宗教講話などを授業へ生かす

授業内容

科目名（和文）

倫理

Ethics

本校の教育理念の一つである「良き社会人を育成する」を実現するために「人間としての在り方、生き方」の理解
と自覚を促す。人間の在り方を様々な側面から分析し、「人間がどう生きているのか」を知り、「どう生きるべき
か」を考察する。

A.倫理に関する様々なことばの概念を捉えることができる
B.自己分析ができる
C.他者との関わりを理解できる
D.社会との関わりを理解できる
E.日本の文化を簡単であるが理解できる
F.様々な宗教の世界観を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

毎回、それぞれテーマを設定して学習する。講義内容に応じてリアクションペーパーを書かせる。授業開始時にリ
アクションペーパーを返却し、その際に気づいた点や覚えておいてもらいたい点などを再度確認する。定期試験の
結果を見て、必要に応じてノート提出を求める。

『人間を考える』ガエタノ･コンプリ著　ドン・ボスコ社

新聞記事のコピーなど必要に応じてプリントを配布

評価の算出方法
１）各区間にて１００点法で評価点を算出する。
　　　定期試験８０％
　　　課題とりわけリアクションペーパーの内容（１０％）授業態度など（１０％）とする。

日々、世の中の動きに関心を持つようにしてください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス：　倫理のアウトライン

 

1.5 人間を考える／個人としての人間 

第1回　青年期･人間の目覚め　 

1.5 第2回　感情の世界と人間／意識・思考の世

界と人間　 

1.5 第3回　人間の行動 

1.5 第4回　人間として生きる基本的姿勢　 

他者とかかわる人間 

1.5 第5回　人格対人格の対話／真の愛を求めて 

集団や社会とかかわる人間 

1.5 第6回　社会生活とその条件　 

1.5 中間試験

1.5 第7回　私たちが生きる現代社会・試験返し 

1.5 第8回　家庭生活・教育と人間 

第9回　地域社会と人間 

1.5 自然、存在、神とかかわる人間 

第10回　世界観・人間観の問題 

1.5 科学と哲学　‐　「法則」から「意味」へ 

1.5 第11回　キリスト教の世界観 

第12回　日本の世界観 

自然、文化と人間 

1.5 第13回　道徳と人間 

第14回　宗教と人間 

1.5 学年末試験 

試験返しと確認また補講など 

合計

22.5

時間

授業計画

□　感情について・考えるということについて理解できる（B）   

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業内容・評価方法の説明 倫理について簡単に理解できる 　

　（A）   

□　人格について考察できる  （B）   

□　自我の目覚め、関心の広がりについて理解できる （B）    

  

□　人間の行動について理解できる（B）

□　欲求と意思について理解できる （B.C）    

□　他者と関わりを考察できる （B.C）    

□　人間関係･愛について理解できる （B.C）    

□　集団や社会とかかわる人間について考察できる （B.C.D）    

□　集団生活を生きることについて理解できる （B.C.D）      

□　文化と生活について考察できる（D）     

□　家庭と教育について理解できる（D）    

□　地域社会と公共心について理解できる（D）     

□　自然、存在、神とかかわる人間について考察できる（E）    

□　人としての生き方について（哲学的な思考）理解できる （E）

□　科学的思考と哲学について理解できる （A）

□　聖書とイエス・キリストについて理解できる （F）

□　神道・仏教について理解できる （F）

□　自然、文化と人間・道徳･善悪について考察できる （A.F）    

□　宗教とその理解について理解できる （A.F）    
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

カトリック司祭として日々の儀式（ミサ）での説教や信徒への宗教講話、また他のカトリックミッションスクール
での講演、宗教講話などを授業へ生かす

授業内容

科目名（和文）

倫理

Ethics

本校の教育理念の一つである「良き社会人を育成する」を実現するために「人間としての在り方、生き方」の理解
と自覚を促す。人間の在り方を様々な側面から分析し、「人間がどう生きているのか」を知り、「どう生きるべき
か」を考察する。

A.倫理に関する様々なことばの概念を捉えることができる
B.自己分析ができる
C.他者との関わりを理解できる
D.社会との関わりを理解できる
E.日本の文化を簡単であるが理解できる
F.様々な宗教の世界観を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

毎回、それぞれテーマを設定して学習する。講義内容に応じてリアクションペーパーを書かせる。授業開始時にリ
アクションペーパーを返却し、その際に気づいた点や覚えておいてもらいたい点などを再度確認する。定期試験の
結果を見て、必要に応じてノート提出を求める。

『人間を考える』ガエタノ･コンプリ著　ドン・ボスコ社

新聞記事のコピーなど必要に応じてプリントを配布

評価の算出方法
１）各区間にて１００点法で評価点を算出する。
　　　定期試験８０％
　　　課題とりわけリアクションペーパーの内容（１０％）授業態度など（１０％）とする。

日々、世の中の動きに関心を持つようにしてください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス：　倫理のアウトライン

 

1.5 人間を考える／個人としての人間 

第1回　青年期･人間の目覚め　 

1.5 第2回　感情の世界と人間／意識・思考の世

界と人間　 

1.5 第3回　人間の行動 

1.5 第4回　人間として生きる基本的姿勢　 

他者とかかわる人間 

1.5 第5回　人格対人格の対話／真の愛を求めて 

集団や社会とかかわる人間 

1.5 第6回　社会生活とその条件　 

1.5 中間試験

1.5 第7回　私たちが生きる現代社会・試験返し 

1.5 第8回　家庭生活・教育と人間 

第9回　地域社会と人間 

1.5 自然、存在、神とかかわる人間 

第10回　世界観・人間観の問題 

1.5 科学と哲学　‐　「法則」から「意味」へ 

1.5 第11回　キリスト教の世界観 

第12回　日本の世界観 

自然、文化と人間 

1.5 第13回　道徳と人間 

第14回　宗教と人間 

1.5 学年末試験 

試験返しと確認また補講など 

合計

22.5

時間

授業計画

□　感情について・考えるということについて理解できる（B）   

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業内容・評価方法の説明 倫理について簡単に理解できる 　

　（A）   

□　人格について考察できる  （B）   

□　自我の目覚め、関心の広がりについて理解できる （B）    

  

□　人間の行動について理解できる（B）

□　欲求と意思について理解できる （B.C）    

□　他者と関わりを考察できる （B.C）    

□　人間関係･愛について理解できる （B.C）    

□　集団や社会とかかわる人間について考察できる （B.C.D）    

□　集団生活を生きることについて理解できる （B.C.D）      

□　文化と生活について考察できる（D）     

□　家庭と教育について理解できる（D）    

□　地域社会と公共心について理解できる（D）     

□　自然、存在、神とかかわる人間について考察できる（E）    

□　人としての生き方について（哲学的な思考）理解できる （E）

□　科学的思考と哲学について理解できる （A）

□　聖書とイエス・キリストについて理解できる （F）

□　神道・仏教について理解できる （F）

□　自然、文化と人間・道徳･善悪について考察できる （A.F）    

□　宗教とその理解について理解できる （A.F）    

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

カトリック司祭として日々の儀式（ミサ）での説教や信徒への宗教講話、また他のカトリックミッションスクール
での講演、宗教講話などを授業へ生かす

授業内容

科目名（和文）

倫理

Ethics

本校の教育理念の一つである「良き社会人を育成する」を実現するために「人間としての在り方、生き方」の理解
と自覚を促す。人間の在り方を様々な側面から分析し、「人間がどう生きているのか」を知り、「どう生きるべき
か」を考察する。

A.倫理に関する様々なことばの概念を捉えることができる
B.自己分析ができる
C.他者との関わりを理解できる
D.社会との関わりを理解できる
E.日本の文化を簡単であるが理解できる
F.様々な宗教の世界観を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

毎回、それぞれテーマを設定して学習する。講義内容に応じてリアクションペーパーを書かせる。授業開始時にリ
アクションペーパーを返却し、その際に気づいた点や覚えておいてもらいたい点などを再度確認する。定期試験の
結果を見て、必要に応じてノート提出を求める。

『人間を考える』ガエタノ･コンプリ著　ドン・ボスコ社

新聞記事のコピーなど必要に応じてプリントを配布

評価の算出方法
１）各区間にて１００点法で評価点を算出する。
　　　定期試験８０％
　　　課題とりわけリアクションペーパーの内容（１０％）授業態度など（１０％）とする。

日々、世の中の動きに関心を持つようにしてください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス：　倫理のアウトライン

 

1.5 人間を考える／個人としての人間 

第1回　青年期･人間の目覚め　 

1.5 第2回　感情の世界と人間／意識・思考の世

界と人間　 

1.5 第3回　人間の行動 

1.5 第4回　人間として生きる基本的姿勢　 

他者とかかわる人間 

1.5 第5回　人格対人格の対話／真の愛を求めて 

集団や社会とかかわる人間 

1.5 第6回　社会生活とその条件　 

1.5 中間試験

1.5 第7回　私たちが生きる現代社会・試験返し 

1.5 第8回　家庭生活・教育と人間 

第9回　地域社会と人間 

1.5 自然、存在、神とかかわる人間 

第10回　世界観・人間観の問題 

1.5 科学と哲学　‐　「法則」から「意味」へ 

1.5 第11回　キリスト教の世界観 

第12回　日本の世界観 

自然、文化と人間 

1.5 第13回　道徳と人間 

第14回　宗教と人間 

1.5 学年末試験 

試験返しと確認また補講など 

合計

22.5

時間

授業計画

□　感情について・考えるということについて理解できる（B）   

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業内容・評価方法の説明 倫理について簡単に理解できる 　

　（A）   

□　人格について考察できる  （B）   

□　自我の目覚め、関心の広がりについて理解できる （B）    

  

□　人間の行動について理解できる（B）

□　欲求と意思について理解できる （B.C）    

□　他者と関わりを考察できる （B.C）    

□　人間関係･愛について理解できる （B.C）    

□　集団や社会とかかわる人間について考察できる （B.C.D）    

□　集団生活を生きることについて理解できる （B.C.D）      

□　文化と生活について考察できる（D）     

□　家庭と教育について理解できる（D）    

□　地域社会と公共心について理解できる（D）     

□　自然、存在、神とかかわる人間について考察できる（E）    

□　人としての生き方について（哲学的な思考）理解できる （E）

□　科学的思考と哲学について理解できる （A）

□　聖書とイエス・キリストについて理解できる （F）

□　神道・仏教について理解できる （F）

□　自然、文化と人間・道徳･善悪について考察できる （A.F）    

□　宗教とその理解について理解できる （A.F）    
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

毎回、それぞれテーマを設定して学習する。講義内容に応じてリアクションペーパーを書かせる。授業開始時にリ
アクションペーパーを返却し、その際に気づいた点や覚えておいてもらいたい点などを再度確認する。定期試験の
結果を見て、必要に応じてノート提出を求める。

『人間を考える』ガエタノ･コンプリ著　ドン・ボスコ社

新聞記事のコピーなど必要に応じてプリントを配布

評価の算出方法
１）各区間にて１００点法で評価点を算出する。
　　　定期試験８０％
　　　課題とりわけリアクションペーパーの内容（１０％）授業態度など（１０％）とする。

日々、世の中の動きに関心を持つようにしてください。

科目名（和文）

倫理

Ethics

本校の教育理念の一つである「良き社会人を育成する」を実現するために「人間としての在り方、生き方」の理解
と自覚を促す。人間の在り方を様々な側面から分析し、「人間がどう生きているのか」を知り、「どう生きるべき
か」を考察する。

A.倫理に関する様々なことばの概念を捉えることができる
B.自己分析ができる
C.他者との関わりを理解できる
D.社会との関わりを理解できる
E.日本の文化を簡単であるが理解できる
F.様々な宗教の世界観を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

カトリック司祭として日々の儀式（ミサ）での説教や信徒への宗教講話、また他のカトリックミッションスクール
での講演、宗教講話などを授業へ生かす

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス：　倫理のアウトライン

 

1.5 人間を考える／個人としての人間 

第1回　青年期･人間の目覚め　 

1.5 第2回　感情の世界と人間／意識・思考の世

界と人間　 

1.5 第3回　人間の行動 

1.5 第4回　人間として生きる基本的姿勢　 

他者とかかわる人間 

1.5 第5回　人格対人格の対話／真の愛を求めて 

集団や社会とかかわる人間 

1.5 第6回　社会生活とその条件　 

1.5 中間試験

1.5 第7回　私たちが生きる現代社会・試験返し 

1.5 第8回　家庭生活・教育と人間 

第9回　地域社会と人間 

1.5 自然、存在、神とかかわる人間 

第10回　世界観・人間観の問題 

1.5 科学と哲学　‐　「法則」から「意味」へ 

1.5 第11回　キリスト教の世界観 

第12回　日本の世界観 

自然、文化と人間 

1.5 第13回　道徳と人間 

第14回　宗教と人間 

1.5 学年末試験 

試験返しと確認また補講など 

合計

22.5

時間

□　宗教とその理解について理解できる （A.F）    

□　科学的思考と哲学について理解できる （A）

□　聖書とイエス・キリストについて理解できる （F）

□　神道・仏教について理解できる （F）

□　自然、文化と人間・道徳･善悪について考察できる （A.F）    

□　文化と生活について考察できる（D）     

□　家庭と教育について理解できる（D）    

□　地域社会と公共心について理解できる（D）     

□　自然、存在、神とかかわる人間について考察できる（E）    

□　人としての生き方について（哲学的な思考）理解できる （E）

□　他者と関わりを考察できる （B.C）    

□　人間関係･愛について理解できる （B.C）    

□　集団や社会とかかわる人間について考察できる （B.C.D）    

□　集団生活を生きることについて理解できる （B.C.D）      

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業内容・評価方法の説明 倫理について簡単に理解できる 　

　（A）   

□　人格について考察できる  （B）   

□　自我の目覚め、関心の広がりについて理解できる （B）    

  

□　人間の行動について理解できる（B）

□　欲求と意思について理解できる （B.C）    

授業計画

□　感情について・考えるということについて理解できる（B）   
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

毎回、それぞれテーマを設定して学習する。講義内容に応じてリアクションペーパーを書かせる。授業開始時にリ
アクションペーパーを返却し、その際に気づいた点や覚えておいてもらいたい点などを再度確認する。定期試験の
結果を見て、必要に応じてノート提出を求める。

『人間を考える』ガエタノ･コンプリ著　ドン・ボスコ社

新聞記事のコピーなど必要に応じてプリントを配布

評価の算出方法
１）各区間にて１００点法で評価点を算出する。
　　　定期試験８０％
　　　課題とりわけリアクションペーパーの内容（１０％）授業態度など（１０％）とする。

日々、世の中の動きに関心を持つようにしてください。

科目名（和文）

倫理

Ethics

本校の教育理念の一つである「良き社会人を育成する」を実現するために「人間としての在り方、生き方」の理解
と自覚を促す。人間の在り方を様々な側面から分析し、「人間がどう生きているのか」を知り、「どう生きるべき
か」を考察する。

A.倫理に関する様々なことばの概念を捉えることができる
B.自己分析ができる
C.他者との関わりを理解できる
D.社会との関わりを理解できる
E.日本の文化を簡単であるが理解できる
F.様々な宗教の世界観を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

カトリック司祭として日々の儀式（ミサ）での説教や信徒への宗教講話、また他のカトリックミッションスクール
での講演、宗教講話などを授業へ生かす

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス：　倫理のアウトライン

 

1.5 人間を考える／個人としての人間 

第1回　青年期･人間の目覚め　 

1.5 第2回　感情の世界と人間／意識・思考の世

界と人間　 

1.5 第3回　人間の行動 

1.5 第4回　人間として生きる基本的姿勢　 

他者とかかわる人間 

1.5 第5回　人格対人格の対話／真の愛を求めて 

集団や社会とかかわる人間 

1.5 第6回　社会生活とその条件　 

1.5 中間試験

1.5 第7回　私たちが生きる現代社会・試験返し 

1.5 第8回　家庭生活・教育と人間 

第9回　地域社会と人間 

1.5 自然、存在、神とかかわる人間 

第10回　世界観・人間観の問題 

1.5 科学と哲学　‐　「法則」から「意味」へ 

1.5 第11回　キリスト教の世界観 

第12回　日本の世界観 

自然、文化と人間 

1.5 第13回　道徳と人間 

第14回　宗教と人間 

1.5 学年末試験 

試験返しと確認また補講など 

合計

22.5

時間

□　宗教とその理解について理解できる （A.F）    

□　科学的思考と哲学について理解できる （A）

□　聖書とイエス・キリストについて理解できる （F）

□　神道・仏教について理解できる （F）

□　自然、文化と人間・道徳･善悪について考察できる （A.F）    

□　文化と生活について考察できる（D）     

□　家庭と教育について理解できる（D）    

□　地域社会と公共心について理解できる（D）     

□　自然、存在、神とかかわる人間について考察できる（E）    

□　人としての生き方について（哲学的な思考）理解できる （E）

□　他者と関わりを考察できる （B.C）    

□　人間関係･愛について理解できる （B.C）    

□　集団や社会とかかわる人間について考察できる （B.C.D）    

□　集団生活を生きることについて理解できる （B.C.D）      

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業内容・評価方法の説明 倫理について簡単に理解できる 　

　（A）   

□　人格について考察できる  （B）   

□　自我の目覚め、関心の広がりについて理解できる （B）    

  

□　人間の行動について理解できる（B）

□　欲求と意思について理解できる （B.C）    

授業計画

□　感情について・考えるということについて理解できる（B）   

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

｢コミュニケーション｣・｢文法｣・｢文学｣をそれぞれの柱とした３種のゼミ形式授業（クラス３分割同時進行・ロー
テーション）を行う。課題による成績評価とし、定期試験は行わない。学習指導期間内授業において、課題講評を
含め成績を通知する。

WebClass・配布プリント等を使用する。

課題による成績評価とし、定期試験は行わない。
期末での評価とし、中間での評価は行わない。
期末評価点の合計が60点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)～(4)の合計を期末評価点とする。
(1)  ｢コミュニケーション｣ゼミ課題【30点相当】
(2)  ｢文法｣ゼミ課題【30点相当】
(3)  ｢文学｣ゼミ課題【30点相当】
(4)  総合学習課題［科目別補講］【10点相当】

国語（全学年）

定期試験ではなく課題による成績評価となるため、地道な作業に主体的に取り組む姿勢が受講生に求められる。[45
時間を本講義の授業外学習に充てること］

科目名（和文）

日本語表現

Japanese Expression

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣〈準学士課程教育目標GE-3〉の獲得に向けて、ことばの構造把握・効
果的運用のための｢基本的知識・論理的思考力｣〈準学士課程教育目標GE-1〉を身につけることを目指す。
｢コミュニケーション｣・｢文法｣・｢文学｣をそれぞれの柱とした３種のゼミ形式授業（クラス３分割同時進行・ロー
テーション）を行う。

国語科教科目標
① アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
② 聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③ 言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③に向けて、「日本語表現」の学習到達目標を下記3点とする。
(A) ｢コミュニケーション｣：論理的に導出された自己の意見を、音声言語を用いて他者に伝えることができる。
(B) ｢文法｣：適切的確な意思疎通の礎となる日本語の仕組み（文法）を理解することができる。
(C) ｢文学｣：日本の文学作品を読むことを通じて、言葉の機能や偏向といった表現の多様性について理解すること
ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

6 「コミュニケーション」

6 「文法」

6 「文学」

1.5 総合学習［科目別補講］

1.5 課題講評・成績通知［学習指導期間］

合計

22.5

時間

□ ｢コミュニケーション｣・｢文法｣・｢文学｣の横断的取り組みを行う。

□ 課題の講評を含め、成績の通知を行う。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業の概要を説明する。

 □ 自己の論理的意見を構築し、音声言語を用いて他者に伝えることができる。(A)

□ 日本語の分析をし、日本語の仕組みを理解することができる。(B) 

□ 日本の文学作品を読み、表現の多様性について理解することができる。(C) 

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

心理学

Psychology

心理学の歴史と問題圏、欲求、感情、知覚といった心理学の基礎的な理論と概念の学習を中心として、心理学と
はどのような学問であるかを学ぶことを第一の目的とする。また、「発達心理学」や「社会心理学」といった応用
心理学の領域についても紹介し、心理学全体の概要について正しく理解できる内容とする。

　学生諸君が心理学の以下の基礎的な知識を習得し、生活に活かすことができることを目的とする。
Ａ．心理学の歴史と学問の基礎方法について理解し説明することができる。
Ｂ．行動とその原因の要求・欲求構造について理解し説明ができる。
Ｃ．知能の構造について理解し、知能指数の計算式などを説明できる。
Ｄ．性格の諸構造、諸学説を理解し、性格形成の要因について説明することができる。
Ｅ．感情の諸理論と構造について理解し説明ができる。
Ｆ．種々の学習理論について理解し、諸理論の違いを説明できる。
Ｇ．記憶形成をメカニズムを理解し、説明することができる。
Ｈ．感覚の諸様態を判明に区別し、とりわけ視覚の構造について理解・説明できる。
Ｉ．思考のメカニズムと記号化の原理について理解し説明できる。
Ｊ．応用倫理学の妥当する範囲を理解し説明することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

心理学の基本的知識を身に付けてもらうための講義を中心とするが、適宜新聞記事を題材にとったレポート課題
などを課す。試験やレポートについては、それぞれテスト返却時などに採点基準を示し、レポートについても返却
時にコメントを付与する。

　特に指定しない。（教場で資料を配布する）

　特に指定しない。（教場で資料を配布する）

　通年の講義期間を前期中間、前期期末、後期中間、後期期末の４つの区間にわけ、それぞれの区間の成績を１０
０点満点の　テスト点×０．５＋レポート課題点（満点３０点）＋講義内課題（満点２０点）で算定する。
これら区間の成績を、（前の区間の成績×１＋今の区間の成績×２）÷３で求める。具体的には、以下の方法で算
出する。通年の評価点とする。
１．前期中間　テスト点×０．４＋レポート課題点（満点３０点）＋ノート点（満点１５点）＋講義内課題（満点
１５点）
２．前期期末　（前期中間成績×１＋前期期末の区間成績×２）÷３
３．後期中間　（前期期末成績×１＋後期中間の区間成績×２）÷３
４．後期期末　（後期中間成績×１＋後期期末の区間成績×２）÷３
４回の定期試験を全て受験し、以上の計算で最終的に６０点以上の者を合格とする。

　他の一般教育科目全般

自分の心の動きを反省し、そこで生じる事柄をできるだけ論理的に説明できるように心がけて生活する習慣を付
けるとよいだろう。また、社会で生じている出来事に関心を持ち、講義で扱った内容との関連を自分なりに考え
る。最後に、講義ノートを必ず見直し、あらかじめ配られる資料の内容について、自分なりに下調べをすると理解
度がさらに深まるので実施して欲しい。[45時間を本講義の授業外学習に充てること］

氏名：

時間数 授業項目

3 心理学の基礎

1.5 行動と欲求

3 葛藤、フラストレーション、ストレス

1.5 知能

1.5 性格とその形成要因

1.5 感情

1.5 学習

1.5 記憶

3 感覚

1.5 思考と言語

1.5 応用心理学の世界

1.5 まとめ、その他

合計

22.5

時間

授業計画

□　行動の定義と欲求（Ｂ）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　心理学への導入（Ａ）

□　学問的対象・方法・歴史（Ａ）

□　一次的要求と二次的要求の差異（B）

□　葛藤の諸形態（B）

□　代償行動と防衛（Ｂ）

□　知能とは何か（Ｃ）

□　知能検査と業績（Ｃ）

□　性格の類型と構造（Ｄ）

□　性格形成の要因（Ｄ）

□　感情及び情緒（Ｅ）

□　感情と適応的行動の諸問題（Ｆ）

□　学習とは何か、古典的条件づけ、オペラント条件づけ（Ｆ）

□　学習理論の種類と能率（Ｆ）

□　短期記憶と長期記憶（Ｇ）

□　記銘と忘却に見られる諸効果について（Ｇ）

□　感覚と行動の関係（Ｈ）

□　視知覚の諸特徴（Ｈ）

□　概念と注意（Ｉ）

□　思考と概念の関係（Ｉ）

□　発達の原理と段階（Ｊ）

□　社会的行動と集団行動（Ｊ）

□　試験および試験、レポートの解説等

－88－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

心理学

Psychology

心理学の歴史と問題圏、欲求、感情、知覚といった心理学の基礎的な理論と概念の学習を中心として、心理学と
はどのような学問であるかを学ぶことを第一の目的とする。また、「発達心理学」や「社会心理学」といった応用
心理学の領域についても紹介し、心理学全体の概要について正しく理解できる内容とする。

　学生諸君が心理学の以下の基礎的な知識を習得し、生活に活かすことができることを目的とする。
Ａ．心理学の歴史と学問の基礎方法について理解し説明することができる。
Ｂ．行動とその原因の要求・欲求構造について理解し説明ができる。
Ｃ．知能の構造について理解し、知能指数の計算式などを説明できる。
Ｄ．性格の諸構造、諸学説を理解し、性格形成の要因について説明することができる。
Ｅ．感情の諸理論と構造について理解し説明ができる。
Ｆ．種々の学習理論について理解し、諸理論の違いを説明できる。
Ｇ．記憶形成をメカニズムを理解し、説明することができる。
Ｈ．感覚の諸様態を判明に区別し、とりわけ視覚の構造について理解・説明できる。
Ｉ．思考のメカニズムと記号化の原理について理解し説明できる。
Ｊ．応用倫理学の妥当する範囲を理解し説明することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

心理学の基本的知識を身に付けてもらうための講義を中心とするが、適宜新聞記事を題材にとったレポート課題
などを課す。試験やレポートについては、それぞれテスト返却時などに採点基準を示し、レポートについても返却
時にコメントを付与する。

　特に指定しない。（教場で資料を配布する）

　特に指定しない。（教場で資料を配布する）

　通年の講義期間を前期中間、前期期末、後期中間、後期期末の４つの区間にわけ、それぞれの区間の成績を１０
０点満点の　テスト点×０．５＋レポート課題点（満点３０点）＋講義内課題（満点２０点）で算定する。
これら区間の成績を、（前の区間の成績×１＋今の区間の成績×２）÷３で求める。具体的には、以下の方法で算
出する。通年の評価点とする。
１．前期中間　テスト点×０．４＋レポート課題点（満点３０点）＋ノート点（満点１５点）＋講義内課題（満点
１５点）
２．前期期末　（前期中間成績×１＋前期期末の区間成績×２）÷３
３．後期中間　（前期期末成績×１＋後期中間の区間成績×２）÷３
４．後期期末　（後期中間成績×１＋後期期末の区間成績×２）÷３
４回の定期試験を全て受験し、以上の計算で最終的に６０点以上の者を合格とする。

　他の一般教育科目全般

自分の心の動きを反省し、そこで生じる事柄をできるだけ論理的に説明できるように心がけて生活する習慣を付
けるとよいだろう。また、社会で生じている出来事に関心を持ち、講義で扱った内容との関連を自分なりに考え
る。最後に、講義ノートを必ず見直し、あらかじめ配られる資料の内容について、自分なりに下調べをすると理解
度がさらに深まるので実施して欲しい。[45時間を本講義の授業外学習に充てること］

氏名：

時間数 授業項目

3 心理学の基礎

1.5 行動と欲求

3 葛藤、フラストレーション、ストレス

1.5 知能

1.5 性格とその形成要因

1.5 感情

1.5 学習

1.5 記憶

3 感覚

1.5 思考と言語

1.5 応用心理学の世界

1.5 まとめ、その他

合計

22.5

時間

授業計画

□　行動の定義と欲求（Ｂ）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　心理学への導入（Ａ）

□　学問的対象・方法・歴史（Ａ）

□　一次的要求と二次的要求の差異（B）

□　葛藤の諸形態（B）

□　代償行動と防衛（Ｂ）

□　知能とは何か（Ｃ）

□　知能検査と業績（Ｃ）

□　性格の類型と構造（Ｄ）

□　性格形成の要因（Ｄ）

□　感情及び情緒（Ｅ）

□　感情と適応的行動の諸問題（Ｆ）

□　学習とは何か、古典的条件づけ、オペラント条件づけ（Ｆ）

□　学習理論の種類と能率（Ｆ）

□　短期記憶と長期記憶（Ｇ）

□　記銘と忘却に見られる諸効果について（Ｇ）

□　感覚と行動の関係（Ｈ）

□　視知覚の諸特徴（Ｈ）

□　概念と注意（Ｉ）

□　思考と概念の関係（Ｉ）

□　発達の原理と段階（Ｊ）

□　社会的行動と集団行動（Ｊ）

□　試験および試験、レポートの解説等

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

・毎回のテーマについて講義形式の授業を行い、授業内容へのリアクション・ペーパーを毎回提出する。授業中に
時間が取れない場合は自宅課題とする。リアクション・ペーパーの代わりに小テストを行うこともある。
・各自でテーマを選んでレポートを提出する。
・フィードバックは紙面と口頭で行う。

・なし。
・配布資料

・聖書。
・授業にて参考図書を指示する。

①中間試験、期末試験［50%］
②毎授業のリアクション・ペーパー（小テストで代えるときもある）［20%］
③レポート（1回）［30%］
　a.中間試験までにテーマを選定、提出し、
　b.最終提出の前に必ず1度は担当者の添削を受けること。

【中間成績】{(中間試験50点)＋(ﾘｱｸｼｮﾝ20点)}×10/7

【期末成績】{(中間試験50点)＋(期末試験50点)}×0.5 + (全区間ﾘｱｸｼｮﾝ20点) + (レポート30点)

倫理（1年）、地理・歴史（1年）、現代社会（3年）、倫理（4年）

授業への積極的な参加を求めます。リアクション・ペーパーを授業中に実施できない場合、宿題となるほか、小テ
ストをもってリアクション・ペーパーに代えるときもあります。
レポート作成のために、授業のほか授業外学習にて情報を集め、考察を深めてください。[45時間を本講義の授業外
学習に充てること］

科目名（和文）

キリスト教概論

Introduction to Christianity

旧約聖書や新約聖書の内容に即しつつ、本校の教育理念の基盤であるキリスト教の基本的内容を、その歴史・文化
やシンボル、また、科学・文学・美術など諸領域との関連にも触れながら学ぶ。キリスト教的人間観をとおして自
己と他者の理解に努める姿勢を養う。いのち・家庭・社会・自然などに関する現代の諸問題についても考察する。

A. キリスト教についての基礎的な知識を理解することができる。
B. キリスト教的価値観に基づいた現代諸問題への捉え方を理解することができる。
C. 自己の在り方・生き方について、キリスト教的視点をふまえつつ言語化できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

カトリック司祭としての毎日の儀式の中での説教や信徒への講話、他校での宗教講話や修養会指導などの経験を授
業の中に活かしている。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、授業のアウトライン

1.5 キリスト教の世界

1.5 聖書

1.5 環境問題

1.5 教会

1.5 教会史の事件

0.75 中間試験

1.5 科学の発展

1.5 人権、差別、貧困

1.5 奇跡

1.5 罪、福音、神の国

1.5 秘跡

1.5 信仰箇条

1.5 聖人

0.75 期末試験

1.5 答案返却

合計

22.5

時間

□クリスチャンとは何を信じているのか学ぶ。（A）

□信じることと生き方のかかわりについて考える。（C)

□奇跡物語や現代の奇跡について知る。（A）

□認められるのか、説明できるのか。

□悪の存在、人間の罪と神の応答。（A、C）

□人生の大切な場面に寄り添う方法を考える。（A、C）

□宗教と科学の歴史や問題点に触れる。（A、B、C）

□人種、民族、女性の権利、性的嗜好などに関するキリスト教の見方を知る。（A、B

□「教会」の意味するものを知り、意義を考える。（A、B)

□キリスト教の歴史における光と闇、そこから学ぶもの。（A、C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法を理解する。

□キリスト教建築や世界各地の教会、聖地を知る。(A)

□被造物、自然の捉え方を知る。（A)

□自然破壊や環境保全、ライフスタイルについて考える。（B、C)

授業計画

□聖書の物語と歴史、契約の概念を学ぶ。（A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

政治学

Political science

政治は、社会で起きている対立や問題を調整して解決し、私たちが生活していく上でのルールや取り決めを確立す
る営みである。政治学はそのような政治を営みを考察の対象としている。授業では、政治がどのように実践されて
いるのかを政治学を通して学ぶ。まず、政治学の基本的な考え方を学び、政治についての基本的な見方を習得す
る。それを踏まえて、政治を実践する政治アクターの行動とその場を取り上げて、政治の実態について学ぶ。その
うえで、政治が実践される過程を学び、政治システムについて考える。

(A)政治学の基本的な考え方にもとづいて、政治についての基本的な見方を説明する。
(B)政治を実践するアクターの特徴とその活動を説明できる。
(C)政治システムから政治が実践されていく過程を説明できる。
(D)アクターと政治システムから政治における個々の具体的問題を説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を進める。授業ではプリントを使って行い、随時課題を課して各単元の内容の理解を確認する。中
間試験と期末試験では、解答用紙を返却する際に授業で学んだ基本的知識を確認したうえで、理解の進捗状況を把
握する。

坂本治也・石橋章市朗編『ポリティカル・サイエンス入門』法律文化社、2020年

特になし。

各区間の成績は100点満点とし、配点は以下の通りとする。
(1)平常点：10点
(2)課題とプリント：20点
(3)定期試験：70点
(1)～(3)を加算した点数を成績とする。なお、定期試験は素点の70％で算出する。
期末は中間との平均点として、以下のように算出する。
期末＝(中間＋期末)÷2

地理・歴史　現代社会

3年生の現代社会で学んだことを前提に授業を進めますので、現代社会の復習をしてください。また、国内外での出
来事が題材になりますので、新聞やテレビ、ラジオ、インターネットなどで報道に接して社会の動きに触れてくだ
さい。[45時間を本講義の授業外学習に充てること］

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 政治とは何か

1.5 政治参加

1.5 投票行動

1.5 メディア

1.5 議員と政党

1.5 立法過程

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

1.5 内閣

1.5 官僚制

1.5 利益団体

1.5 地方自治

1.5 国際政治

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

政治参加の現状と意義、その課題について説明できる。(B,C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

シラバスの説明。授業の方針と進め方。授業に臨む上での注意。

政治学の基本的な考え方に基づく政治の特徴を説明できる。(A)

投票行動の現状と展望について説明できる。（B,C)

メディアが政治に果たす役割について説明できる。(C) 

議員と政党が政治で果たす役割について説明できる。(B)

法律が制定される過程を説明できる。(C) 

試験の実施

解答用紙の返却と試験の解説。

内閣の権限、内閣が政治に果たす役割について説明できる。(B,C)

官僚制の特徴、官僚が政治に果たす役割について説明できる。(B,C)

政治における利益団体と位置とその役割について説明できる。(B)

地方自治の特徴とその課題について説明できる。(B,C,D)

国際政治の特徴とその課題について説明できる。(B,C,D)

試験の実施

解答用紙の返却と試験の解説。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

政治学

Political science

政治は、社会で起きている対立や問題を調整して解決し、私たちが生活していく上でのルールや取り決めを確立す
る営みである。政治学はそのような政治を営みを考察の対象としている。授業では、政治がどのように実践されて
いるのかを政治学を通して学ぶ。まず、政治学の基本的な考え方を学び、政治についての基本的な見方を習得す
る。それを踏まえて、政治を実践する政治アクターの行動とその場を取り上げて、政治の実態について学ぶ。その
うえで、政治が実践される過程を学び、政治システムについて考える。

(A)政治学の基本的な考え方にもとづいて、政治についての基本的な見方を説明する。
(B)政治を実践するアクターの特徴とその活動を説明できる。
(C)政治システムから政治が実践されていく過程を説明できる。
(D)アクターと政治システムから政治における個々の具体的問題を説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を進める。授業ではプリントを使って行い、随時課題を課して各単元の内容の理解を確認する。中
間試験と期末試験では、解答用紙を返却する際に授業で学んだ基本的知識を確認したうえで、理解の進捗状況を把
握する。

坂本治也・石橋章市朗編『ポリティカル・サイエンス入門』法律文化社、2020年

特になし。

各区間の成績は100点満点とし、配点は以下の通りとする。
(1)平常点：10点
(2)課題とプリント：20点
(3)定期試験：70点
(1)～(3)を加算した点数を成績とする。なお、定期試験は素点の70％で算出する。
期末は中間との平均点として、以下のように算出する。
期末＝(中間＋期末)÷2

地理・歴史　現代社会

3年生の現代社会で学んだことを前提に授業を進めますので、現代社会の復習をしてください。また、国内外での出
来事が題材になりますので、新聞やテレビ、ラジオ、インターネットなどで報道に接して社会の動きに触れてくだ
さい。[45時間を本講義の授業外学習に充てること］

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 政治とは何か

1.5 政治参加

1.5 投票行動

1.5 メディア

1.5 議員と政党

1.5 立法過程

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

1.5 内閣

1.5 官僚制

1.5 利益団体

1.5 地方自治

1.5 国際政治

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

政治参加の現状と意義、その課題について説明できる。(B,C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

シラバスの説明。授業の方針と進め方。授業に臨む上での注意。

政治学の基本的な考え方に基づく政治の特徴を説明できる。(A)

投票行動の現状と展望について説明できる。（B,C)

メディアが政治に果たす役割について説明できる。(C) 

議員と政党が政治で果たす役割について説明できる。(B)

法律が制定される過程を説明できる。(C) 

試験の実施

解答用紙の返却と試験の解説。

内閣の権限、内閣が政治に果たす役割について説明できる。(B,C)

官僚制の特徴、官僚が政治に果たす役割について説明できる。(B,C)

政治における利益団体と位置とその役割について説明できる。(B)

地方自治の特徴とその課題について説明できる。(B,C,D)

国際政治の特徴とその課題について説明できる。(B,C,D)

試験の実施

解答用紙の返却と試験の解説。

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

国際社会論

International Society Studies 

この授業では、国際社会学をあえて枠組みから解き放ちます。国際社会に関するさまざまなトピックを取り上げ、
日本との関連で国際社会に関する知識と表現力を養うことを目的とします。グループワークやペアワークを通して
協働し、「国際社会」について自分の考えを表現する力を身につけます。テーマについて自分の意見を述べる力を
養います。
授業で使用する言語　（日本語 / 英語）

A-トピックについて資料を読み込むことができる。
B-グローバル化により社会が変容している今日の世界を認識することができる。
C-国際社会学の視点とそのアプローチについて理解することができる。
D-現代社会の諸問題について自分の考えをもとに説明することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

国際社会に関する知識と表現力を養います。授業では、ディスカッションを含むワークを行います。ペアワークや
グループワークを通じて、テーマについて根拠を持って説明する練習をします。また、授業外でも、WebClassを
使った遠隔作業や対面での活動を通じて、学習習慣を身につけることを目指します。

なし（必要に応じて、プリントを配布する場合がある）

なし（必要に応じて、プリントを配布する場合がある）

区間成績：定期試験(50%)＋WebClass課題(20%)＋授業内課題(15%)＋貢献度(15%)

総合成績は各区間評定の平均値で算出する。

再試験は行わない。
期日に遅れた課題は減点する(80%評価)

学習の継続力を高めるために、協働作業が強く推奨されます。また、トピックに取り組む際は、自分の意見を表現
することが不可欠です。さらに、授業中のトピックを積極的に発展させるため、授業外の課題に取り組むことが奨
励されます。[45時間を本講義の授業外学習に充てること］

氏名：

時間数 授業項目

【中間区間】

1.5 授業指導（シラバス、WebClass、授業課題、

授業貢献度・評価、授業計画、成績評価

についての説明と講義のイントロダクション）

7.5 1-「国際社会学」とは何か？

2-「国際社会学」とは何か？

3- 国際関係論

4- 国際関係論

5- 日本と国際化と外国人

6- 日本と国際化と外国人

0.75 中間試験

【期末区間】

1.5 試験答案返却、試験解説

9 7- エネルギー資源をめぐる国際関係論

8- エネルギー資源をめぐる国際関係論

9- IT革命の衝撃と国際関係論

10- IT革命の衝撃と国際関係論

11- グロバル化する国際社会、その光と影

12- グロバル化する国際社会、その光と影

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間：試験答案返却、試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ レッスンのコンセプトを理解する

□ 国際社会学は国家の枠を超えた国境（A,B,C）

□ 国境を越えた運動とネットワークの構造（B,C）

□ 国際関係学の研究に対するアプローチも要求される（B,C,D）

□ クロスボーダープロセスがもたらす社会的影響（B,D）

□ あなたは何人ですか？それは証明するものは何ですか？ （A,B,C）

□ 日本人と外国人という区別をつけなくてはならない （B,C,D）

□ 石油や天然ガスを輸送するパイプライン・資源ナショナリズム（A,C）

□ 地球環境問題とエネルギー安全保障（B,C,D）

□ インターネット研究の歴史（A,B,C）

□ インターネットと所有者はだれか？・インターネットの国家の介入（C,D）

□ グロバル化の光と影（A,B,C）

□ とランズナショナルな機関・グロバル化と平和、人権（A,B,C,D）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

例をもとにグループ討議を行い、話し合いで得た気づきをもとに個人またはグループで文書作成の演習を行う。

特に定めない

必要に応じて授業内で告知する

・原則として定期試験は行わず、授業内で取り組んだ課題によって評価する。
・成績評価は前期末、後期末の年2回行う。
・各課題ごとに評価項目（ルーブリック）を設けて採点する。
・グループで取り組む課題については、メンバー全員で得点を共有する。
・授業の取り組み、クラス・グループへの貢献具合については、①担当教員による観察、②自己評価、③相互評価
　の結果も評価に加味する。
・評価済の返却課題は学生個人が自身の責任で学期末までポートフォリオに整理して管理する。
・各学期末のポートフォリオ･セッションにて、評価済課題をふりかえりながら区間成績を確定する。

国語（1〜4年）

この授業で扱うのは、「型に倣った」実用文書と、「読みやすく」「わかりやすい」「伝わる」文章です。授業内
では、良い例と悪い例の留意すべき点を皆さんと議論しながら確認したいと考えます。よって、皆さんの積極的な
授業参加を強く求めます。

科目名（和文）

文書作成

Document production

前半では、社会人として最低限おさえておきたいビジネス文書の書き方を演習を通じて学ぶ。後半は、卒業研究に
向けた準備としてエビデンスに基づく論理的な文章の書き方を演習する。共通することは、読み手を想定した文書
／文章作成という点である。

【A】読み手との関係性を意識した文書／文章作成ができる
【B】読み手の関心を意識した文書／文章作成ができる
【C】説明技術の原則に沿った文書／文章作成ができる
【D】文章を推敲することの意味を理解し、実際に取り組める
【E】学術論文の基本を理解し、見習うべき箇所を把握できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 授業ガイダンス

【読み手を想定した文書作成】

2.5 課題①：電子メールでの連絡

　

4.5 課題②：履歴書・エントリーシートの作成

4.5 課題③：通知文・実施要領の作成（およびその文

【説明技術の原則に則した文章作成】

4.5 課題④：手順書・レシピの作成

4.5 課題⑤：絵やデザインの言語化

1.5 学習指導期間：ポートフォリオ・セッション（区

【読み手を意識した文章推敲】

1.5 課題⑥：読みにくい文章の校正

4.5 課題⑦：推薦状（自己PR文）の作成

4.5 課題⑧：飯盒炊さんの手順説明

【論文作法の導入】

4.5 課題⑨：専門論文の要約

6 課題⑩：論文作成

1.5 学習指導期間：ポートフォリオ・セッション（区

合計

45

時間

□ 適切なエビデンスに基づく論理的な展開の文章をつくる手順を体験する

　【D,E】

□ 半期の取り組みをふりかえり内省する

□ 論文の基本構成を理解し、その要点や参照したい箇所を的確に要約することができ

　【D,E】

　【B,D】

□ 主張を支える根拠・理由付け、エピソード添えなどを意識した文章作成ができる

　【B,C,D】

□ 読み手の前提知識を想像し、具体的でわかりやすい文章へと推敲することができる

　【B,C,D】

□ 視覚的なリズムを意識して、目に優しく読みやすい文章へと推敲することができる

　【B,C】

□ 概要から詳細へという原則にしたがって、視覚情報を言葉に置き換えることができ

　【B,C】

□ 半期の取り組みをふりかえり内省する

□ 概要から詳細へという原則にしたがって、作成した文書を文章で説明できる

　【A,B,C】

□ 時系列順・重要度順の原則にしたがって、作業手順等を文書化できる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業の目的や取り組みのルールを理解する

　【A,B】

□ 読み手の関心を想像し、効果的な自己アピールにつながる履歴書を作成できる

　【A,B】

□ 読み手のニーズを想像し、読み手が必要とする情報が含まれる文書を作ることがで

授業計画

□ 読み手との関係性を踏まえ、読み手の反応を想像してメール文面を考えることがで
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

例をもとにグループ討議を行い、話し合いで得た気づきをもとに個人またはグループで文書作成の演習を行う。

特に定めない

必要に応じて授業内で告知する

・原則として定期試験は行わず、授業内で取り組んだ課題によって評価する。
・成績評価は前期末、後期末の年2回行う。
・各課題ごとに評価項目（ルーブリック）を設けて採点する。
・グループで取り組む課題については、メンバー全員で得点を共有する。
・授業の取り組み、クラス・グループへの貢献具合については、①担当教員による観察、②自己評価、③相互評価
　の結果も評価に加味する。
・評価済の返却課題は学生個人が自身の責任で学期末までポートフォリオに整理して管理する。
・各学期末のポートフォリオ･セッションにて、評価済課題をふりかえりながら区間成績を確定する。

国語（1〜4年）

この授業で扱うのは、「型に倣った」実用文書と、「読みやすく」「わかりやすい」「伝わる」文章です。授業内
では、良い例と悪い例の留意すべき点を皆さんと議論しながら確認したいと考えます。よって、皆さんの積極的な
授業参加を強く求めます。

科目名（和文）

文書作成

Document production

前半では、社会人として最低限おさえておきたいビジネス文書の書き方を演習を通じて学ぶ。後半は、卒業研究に
向けた準備としてエビデンスに基づく論理的な文章の書き方を演習する。共通することは、読み手を想定した文書
／文章作成という点である。

【A】読み手との関係性を意識した文書／文章作成ができる
【B】読み手の関心を意識した文書／文章作成ができる
【C】説明技術の原則に沿った文書／文章作成ができる
【D】文章を推敲することの意味を理解し、実際に取り組める
【E】学術論文の基本を理解し、見習うべき箇所を把握できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 授業ガイダンス

【読み手を想定した文書作成】

2.5 課題①：電子メールでの連絡

　

4.5 課題②：履歴書・エントリーシートの作成

4.5 課題③：通知文・実施要領の作成（およびその文

【説明技術の原則に則した文章作成】

4.5 課題④：手順書・レシピの作成

4.5 課題⑤：絵やデザインの言語化

1.5 学習指導期間：ポートフォリオ・セッション（区

【読み手を意識した文章推敲】

1.5 課題⑥：読みにくい文章の校正

4.5 課題⑦：推薦状（自己PR文）の作成

4.5 課題⑧：飯盒炊さんの手順説明

【論文作法の導入】

4.5 課題⑨：専門論文の要約

6 課題⑩：論文作成

1.5 学習指導期間：ポートフォリオ・セッション（区

合計

45

時間

□ 適切なエビデンスに基づく論理的な展開の文章をつくる手順を体験する

　【D,E】

□ 半期の取り組みをふりかえり内省する

□ 論文の基本構成を理解し、その要点や参照したい箇所を的確に要約することができ

　【D,E】

　【B,D】

□ 主張を支える根拠・理由付け、エピソード添えなどを意識した文章作成ができる

　【B,C,D】

□ 読み手の前提知識を想像し、具体的でわかりやすい文章へと推敲することができる

　【B,C,D】

□ 視覚的なリズムを意識して、目に優しく読みやすい文章へと推敲することができる

　【B,C】

□ 概要から詳細へという原則にしたがって、視覚情報を言葉に置き換えることができ

　【B,C】

□ 半期の取り組みをふりかえり内省する

□ 概要から詳細へという原則にしたがって、作成した文書を文章で説明できる

　【A,B,C】

□ 時系列順・重要度順の原則にしたがって、作業手順等を文書化できる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業の目的や取り組みのルールを理解する

　【A,B】

□ 読み手の関心を想像し、効果的な自己アピールにつながる履歴書を作成できる

　【A,B】

□ 読み手のニーズを想像し、読み手が必要とする情報が含まれる文書を作ることがで

授業計画

□ 読み手との関係性を踏まえ、読み手の反応を想像してメール文面を考えることがで

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

解析学２

Analysis２

解析学１までの内容を基礎とし、２変数関数の極値問題、微分方程式の解法について学ぶ。

A. ２変数関数の偏微分に関して様々な計算ができる。
B. ２変数関数の極値問題を解くことができる。
C. 陰関数の基本的な問題を解くことができる。
D. 陰関数の極値問題を解くことができる。
E. 微分方程式の意味を理解し、基本的な微分方程式の問題を解くことができる。
F. 微分方程式の基礎を理解し、変数分離形の解を求めることができる。
G. 変数分離形を基礎とし、線形微分方程式を解くことができる。
H. 複雑な線形微分方程式を解くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することもある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分Ⅱ　岡本和夫(実教出版)

新版　微分積分Ⅱ演習　岡本和夫(実教出版)

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 前期を2区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 前期末に再試験を行うこともあるが、前期中間の総合成績が20点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学１、基礎数学２、微分積分学、代数幾何学、解析学１

三年生までに履修した解析学の知識を基礎としていますから、基礎ができていない場合は前に戻って公式等の確認
が必要です。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題への取り組み等に45時間を充
てている

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 偏微分の復習

3 極値問題

1.5 陰関数定理

1.5 接線・法線

1.5 陰関数の極値

0.75 前期中間試験

１　微分方程式と解

0.75 微分方程式

0.75 微分方程式の解

1.5 初期値問題と境界値問題

２　１階微分方程式

1.5 変数分離形

1.5 同次形

1.5 線形微分方程式

３　２階微分方程式

1.5 ２階線形微分方程式と解

1.5 定数係数の同次線形微分方程式

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□陰関数の接線や法線を求めることができる(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画と評価方法を理解する

□２変数関数の基本的な計算ができる(A)

□２変数関数の極値を取る点のもつ条件を計算できる(A)

□陰関数定理を用いて、２変数関数の導関数を計算できる(B)

□陰関数の極値を求めることができる(D)

□前期中間試験

□微分方程式の意味が理解できる(E)

□微分方程式の解の意味が理解できる(E)

□微分方程式の基本的な計算ができる(E)

□変数分離形の微分方程式について計算できる(F)

□同次形の微分方程式について計算できる(F)

□線形微分方程式の定義とその解について理解できる(G)

□２階微分方程式を解くことができ、さらに、条件に合う解を計算できる(H)

□複雑な線形微分方程式を解くことができる(H)

□前期末試験

□試験の解説、理解が不十分な内容の補足

－93－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 12 1.5 9

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

数学：座学と実習（作図・工作）
物理：座学と実習（製作）

必要に応じてプリント資料を配布する．

必要に応じて授業内で紹介する．

各区間とも課題30点，試験70点の100点満点で評価する．
ただし、前期中間区間においては、前半３週分（課題15点、試験35点）と後半３週分（課題15点、試験35点)合算し
100点満点で評価する。

基礎数学1・2，基礎物理1・2，色彩学，工業技術概論，

2年生までに学習した数学・物理について復習しておくと良い．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修
（自学自習）として課題（復習，理解度確認テスト等を含む）への取り組み等に45時間を充てる．

科目名（和文）

自然科学とデザイン

Natural Science for Design

アートの中には数学や物理がたくさん潜んでいる．またデザインや造形には，数学，物理がいろいろな場面で応用
されている．本授業では，デザインの基礎となる数学，物理について，座学や実習を通して学習する．

A.　アートの中に潜む数学について説明できる．
B.　数学がデザインにどのように応用されているか説明できる．
C.　デザインの基礎となる物理学の知識について説明できる．
D.　物理学がデザインにどのように応用されているか説明できる．
E.　構造力学の初歩を理解し，設計・製作できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.3 ガイダンス

1.2 アートに潜む数学（黄金比・白銀比）

1.5 アートに潜む数学（フラクタル）

1.5 作図

1.5 明るさと光

1.5 色彩と数学

1.5 人間工学入門

0.75 中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 宇宙論入門

1.5 カメラの数学と物理

1.5 ライティング入門

1.5 構造力学入門

4.5 軽量構造

0.75 期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

□構造力学の初歩について理解を深める(E)

□パスタブリッジの製作を通して軽量構造と構造力学についての理解を深める(E)

□宇宙論の初歩について理解を深める(C)

□カメラの構造に関係する数学と物理について理解を深める（D)

□照明の物理学的側面について理解を深める(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□黄金長方形と白銀長方形の性質を学び折り紙を折って理解を深める(A)

□フラクタル図形とは何かを実例を通して学び簡単なフラクタル図形を生成する(A)

□多角形の重心を作図する(B)

□色彩が数学的にどのように記述されるのかの初歩について理解を深める(C)

□人間工学の初歩を理解する(B,D)

授業計画

□明るさの定量的記述と光の基本的な性質の理解を深める(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 12 1.5 9

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

数学：座学と実習（作図・工作）
物理：座学と実習（製作）

必要に応じてプリント資料を配布する．

必要に応じて授業内で紹介する．

各区間とも課題30点，試験70点の100点満点で評価する．
ただし、前期中間区間においては、前半３週分（課題15点、試験35点）と後半３週分（課題15点、試験35点)合算し
100点満点で評価する。

基礎数学1・2，基礎物理1・2，色彩学，工業技術概論，

2年生までに学習した数学・物理について復習しておくと良い．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修
（自学自習）として課題（復習，理解度確認テスト等を含む）への取り組み等に45時間を充てる．

科目名（和文）

自然科学とデザイン

Natural Science for Design

アートの中には数学や物理がたくさん潜んでいる．またデザインや造形には，数学，物理がいろいろな場面で応用
されている．本授業では，デザインの基礎となる数学，物理について，座学や実習を通して学習する．

A.　アートの中に潜む数学について説明できる．
B.　数学がデザインにどのように応用されているか説明できる．
C.　デザインの基礎となる物理学の知識について説明できる．
D.　物理学がデザインにどのように応用されているか説明できる．
E.　構造力学の初歩を理解し，設計・製作できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.3 ガイダンス

1.2 アートに潜む数学（黄金比・白銀比）

1.5 アートに潜む数学（フラクタル）

1.5 作図

1.5 明るさと光

1.5 色彩と数学

1.5 人間工学入門

0.75 中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 宇宙論入門

1.5 カメラの数学と物理

1.5 ライティング入門

1.5 構造力学入門

4.5 軽量構造

0.75 期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

□構造力学の初歩について理解を深める(E)

□パスタブリッジの製作を通して軽量構造と構造力学についての理解を深める(E)

□宇宙論の初歩について理解を深める(C)

□カメラの構造に関係する数学と物理について理解を深める（D)

□照明の物理学的側面について理解を深める(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□黄金長方形と白銀長方形の性質を学び折り紙を折って理解を深める(A)

□フラクタル図形とは何かを実例を通して学び簡単なフラクタル図形を生成する(A)

□多角形の重心を作図する(B)

□色彩が数学的にどのように記述されるのかの初歩について理解を深める(C)

□人間工学の初歩を理解する(B,D)

授業計画

□明るさの定量的記述と光の基本的な性質の理解を深める(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

授業計画

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

授業計画

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

授業計画

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

授業計画

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

授業計画

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)

－98－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

授業計画

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

The class will focus on conversations set in everyday situations. Students will drill vocabulary,
pronunciation and grammar patterns which will be used in role-playing and other active learning
exercises.

Four Corners 3, Jack C. Richards. Cambridge University Press; 2nd edition (October 25, 2018)

English/Japanese dictionary, pencils and a notebook

Grading:

40% - end of term tests
20% - class participation
20% - homework
20% - in class evaluations

Prior English courses.

自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。Study regularly outside of class and practice
wholeheartedly in class.

科目名（和文）

英語１

English 1

The goal of this course is to improve speaking and conversation skills through practical communication.
By the end of this course students should be able to confidently have basic conversations and
communicate personal information in English.

A.  Improve vocabulary
B.  Improve conversation skill
C.  Gain more confidence using English in everyday situations

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

Term 1

3 Four Corners 3 - Unit 1

Assignment 1: Begin vocabulary list (English

Assignment 2: Complete opinion report #1

3 Four Corners 3 - Unit 2

Assignment 1: Continue vocabulary list

Assignment 2: Complete personal report #2

3 Four Corners 3 - Unit 3

Assignment 1: Continue vocabulary list

Assignment 2: Complete media report #3

0.75 End of term 1 test

Term 2

1.5 Term 1 Test Review

3 Four Corners 3 - Unit 4

Assignment 1: Continue vocabulary list

Assignment 2: Complete biography report #4

3 Four Corners 3 - Unit 5

Assignment 1: Continue vocabulary list

Assignment 2: Complete media report #5

3 Four Corners 3 - Unit 6

Assignment 1: Continue vocabulary list

Assignment 2: Complete future plans report #

0.75 End of term 2 test

1.5 Term 2 Test Review

合計

22.5

時間

Review Units 4-6 - A.B.C.

□ Organizing your time - A.B.C.

□ Our world - A.B.C.

□ Interesting lives - A.B.C.

Review Units 1-3 - A.B.C.

□ Style and fashion - A.B.C.

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ Education - A.B.C.

□ Personal stories - A.B.C.

授業計画

－99－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語２

English 2

本授業では、TOEICテスト受験の導入となるよう、TOEICテスト対策演習に取り組む。形式に慣れ、音読を通して
語彙を増やすことによって、スコアアップを目指す。授業内では、小テストと演習問題に繰り返し取り組む。
また、インプット作業に加えて、ペアワークやグループワークを通してアウトプットすることにより、実力アップ
を図る。

(A) 初級レベルのリスニング及びリーディング技能を身につけている
(B) リスニングでは、語やフレーズ、挨拶、短い発話の中のキーワードを聞き取ることができる
(C) リーディングでは、基本的な文法事項を身に付け、基本的な語彙、フレーズを理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習を取り混ぜた座学形式で行う。

溝口優美子 / 柳田真知子.『Score Booster for the TOEIC L&R Test, Pre-Intermediate』,金星堂.

特に指定しない

総合評価は各区間の単純平均とし、算出方法は以下の通りとする。

① 定期試験(各2回)：50%

② 確認テスト：30% 毎時実施される小クイズ。合計点数を30%換算する。欠席した場合は0点となるが、
　　　　　　　　　 公欠などの理由があれば追試験を認めることがある。
　　　　　　　　　 再受験は原則として実施しない。

③ 課題：20% ほぼ毎時において課題提出を求め、20%換算で評定に算入する。
　　　　　　 締切厳守を原則とするが、公欠などの理由があれば後日提出を認めることがある。

１年〜３年までの「英語」

当科目は学修単位科目となるので、自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

予習課題は毎回指示されます。授業外での自習にコツコツ取り組んでください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス & Unit 1

4.5 Unit 2 〜 7 (Listening Part)

*各回の自学自習課題

 課題 ミニマム・フレーズ作成

4.5 Unit 2 〜 7 (Reading Part)

*各回の自学自習課題

 課題 ミニマム・フレーズ作成

0.75 中間試験

0.75 中間試験フィードバック

3.75 Unit 8 〜 13 (Listening Part)

*各回の自学自習課題

 課題 ミニマム・フレーズ作成

4.5 Unit 8 〜 13 (Reading Part)

*各回の自学学習課題

 課題 ミニマム・フレーズ作成

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

 期末試験フィードバック & 成績照合

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ シラバスの説明、学習達成目標の確認

□ 旅行に関する表現を通じ、語彙、リスニング、リーディング問題に取り組む (A,B

□ TOEIC Listening Part の傾向を理解できる (B)

□ TOEIC 頻出単語を学習し、耳でキャッチ、理解できる (A,B)

□ TOEIC Reading Part 5 & 7 の傾向を理解できる (C)

□ TOEIC 頻出単語を学習し、与えられた文脈の中で正しく理解、使用できる (A,C)

□ TOEIC Listening Part の傾向を理解できる (B)

□ TOEIC 頻出単語を学習し、耳でキャッチ、理解できる (A,B)

□ TOEIC Reading Part 5 & 7 の傾向を理解できる (C)

□ TOEIC 頻出単語を学習し、与えられた文脈の中で正しく理解、使用できる (A,C)

－100－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語２

English 2

本授業では、TOEICテスト受験の導入となるよう、TOEICテスト対策演習に取り組む。形式に慣れ、音読を通して
語彙を増やすことによって、スコアアップを目指す。授業内では、小テストと演習問題に繰り返し取り組む。
また、インプット作業に加えて、ペアワークやグループワークを通してアウトプットすることにより、実力アップ
を図る。

(A) 初級レベルのリスニング及びリーディング技能を身につけている
(B) リスニングでは、語やフレーズ、挨拶、短い発話の中のキーワードを聞き取ることができる
(C) リーディングでは、基本的な文法事項を身に付け、基本的な語彙、フレーズを理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習を取り混ぜた座学形式で行う。

溝口優美子 / 柳田真知子.『Score Booster for the TOEIC L&R Test, Pre-Intermediate』,金星堂.

特に指定しない

総合評価は各区間の単純平均とし、算出方法は以下の通りとする。

① 定期試験(各2回)：50%

② 確認テスト：30% 毎時実施される小クイズ。合計点数を30%換算する。欠席した場合は0点となるが、
　　　　　　　　　 公欠などの理由があれば追試験を認めることがある。
　　　　　　　　　 再受験は原則として実施しない。

③ 課題：20% ほぼ毎時において課題提出を求め、20%換算で評定に算入する。
　　　　　　 締切厳守を原則とするが、公欠などの理由があれば後日提出を認めることがある。

１年〜３年までの「英語」

当科目は学修単位科目となるので、自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

予習課題は毎回指示されます。授業外での自習にコツコツ取り組んでください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス & Unit 1

4.5 Unit 2 〜 7 (Listening Part)

*各回の自学自習課題

 課題 ミニマム・フレーズ作成

4.5 Unit 2 〜 7 (Reading Part)

*各回の自学自習課題

 課題 ミニマム・フレーズ作成

0.75 中間試験

0.75 中間試験フィードバック

3.75 Unit 8 〜 13 (Listening Part)

*各回の自学自習課題

 課題 ミニマム・フレーズ作成

4.5 Unit 8 〜 13 (Reading Part)

*各回の自学学習課題

 課題 ミニマム・フレーズ作成

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

 期末試験フィードバック & 成績照合

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ シラバスの説明、学習達成目標の確認

□ 旅行に関する表現を通じ、語彙、リスニング、リーディング問題に取り組む (A,B

□ TOEIC Listening Part の傾向を理解できる (B)

□ TOEIC 頻出単語を学習し、耳でキャッチ、理解できる (A,B)

□ TOEIC Reading Part 5 & 7 の傾向を理解できる (C)

□ TOEIC 頻出単語を学習し、与えられた文脈の中で正しく理解、使用できる (A,C)

□ TOEIC Listening Part の傾向を理解できる (B)

□ TOEIC 頻出単語を学習し、耳でキャッチ、理解できる (A,B)

□ TOEIC Reading Part 5 & 7 の傾向を理解できる (C)

□ TOEIC 頻出単語を学習し、与えられた文脈の中で正しく理解、使用できる (A,C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語３

English 3

当講義ではReadingに比重を置いた英語指導を行う。語彙や文法の理解は前提とした上で、スキミングやフレーズ
リーディング、パラグラフリーディングなど、英文を流暢に(fluently)読むためのコツを講じる。

A. 修飾語句や主語、動詞などの文構造を理解することができる

B. 流暢に読むためのTips(コツ)を理解し、実践することができる

C. 英文エッセイの構造を理解することができる

D. TOEICや進学などで必要とされる英語力の基盤を作ることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

一方的な訳読の講義形式を取らず、ペアワークやグループワークを通じた、アクティブな演習形式を基本とする。
毎時、授業の最後で確認テストを行い、授業内でのパフォーマンスを評価する。

自宅学習に関し、毎時WebClass等を通じて課題が与えられる。

特になし (授業内で毎時ワークシートを配布する)

読解力育成に役立つ参考書を授業で随時提示する

総合評価は各区間の単純平均とし、算出方法は以下の通りとする。

① 定期試験(各2回)：50%

② 確認テスト：30% 毎時実施される小クイズ。合計点数を30%換算する。欠席した場合は0点となるが、
　　　　　　　　　 公欠などの理由があれば追試験を認めることがある。
　　　　　　　　　 再受験は原則として実施しない。

③ 課題：20% ほぼ毎時において課題提出を求め、20%換算で評定に算入する。
　　　　　　 締切厳守を原則とするが、公欠などの理由があれば後日提出を認めることがある。

１年〜３年までの「英語」

辞書、メモ用ノート(ルーズリーフ可)を毎時、持参してください。

自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス&実力クイズ

4 Unit1 〜 3

*各回の自学学習課題

 課題① 辞書を用いて翻訳する

 課題② 追加リーディング課題に取り組む

4 Unit4 〜 6

*各回の自学学習課題

 課題① 辞書を用いて翻訳する

 課題② 追加リーディング課題に取り組む

0.75 中間試験

1.5 中間試験フィードバック

4 Unit7 〜 9

*各回の自学学習課題

 課題① 辞書を用いて翻訳する

 課題② 追加リーディング課題に取り組む

4.5 Unit10 〜 12

*各回の自学学習課題

 課題① 辞書を用いて翻訳する

 課題② 追加リーディング課題に取り組む

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

 期末試験フィードバック & 成績照合

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ シラバスの説明、学習達成目標の確認

□ 現状の英文読解力を把握できる (D)

□ フレーズ・リーディングが理解できる(A,B)

□ スキミング、スキャニングが理解できる (B,D)

□ パラグラフの内容を大まかに要約し、他者に説明できる(A,C,D)

□エッセイの内容を予測(プレディクティング)できる(B,C)

□各パラグラフの内容を大まかに理解することができる(C,D)

□パラグラフの内容を大まかに要約し、他者に説明できる(A,C,D)

□ 各パラグラフの内容を正確に理解することができる(A,B,D)

□ 各パラグラフの内容を簡単に要約することができる(B,C,D)

□ 流暢な読解のためのコツを実践できる(A,B,C)

 □ エッセイ全体の内容を正確に要約することができる(B,C,D)

□ エッセイ全体の内容を正確に他者に説明できる(B,C,D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

基本的な英文法の項目について，各項目の形・仕組みについて講義し，その論理的分析や文化的側面についての演
習を行う．授業ではテキストを利用しながら，認知文法的なアプローチからの講義やディスカッションを行う．ま
た，必要に応じて，グループワークやプレゼンテーションなどを通じて理解を促進する．

Good Grammar, Better Communication（成美堂）

区間評価：定期試験（50%）+ 課題（30%）+ 授業参加（20%）
※ 課題には，WebClass課題（20%）とポートフォリオ（10%）が含まれる．
※ 授業参加は，授業中の発言回数と授業への貢献度およびリアクションペーパーの内容で評価される．
※ 定期試験の再試験は実施しない．
※ WebClass課題及びノート提出ともに締め切り厳守．遅延提出は認めない．

総合評価は各区間の単純平均とする．

1～3年「英語」および「国語」

授業の予習や授業で学習した内容をノートにまとめ直したり練習問題に取り組んだりする復習に授業時間外の45時
間を充てること．また，実際の使用場面に当てはめてその容認性について自問自答することが求められる．

科目名（和文）

英語４

English 4

当講義では基本的な英文法についての講義と演習を行う。文法項目を名詞に関わる項目，動詞に関わる項目，状況
に関わる項目に分け、各項目の仕組みがしっかりと理解できることを目的としている。

A. 文、節、語句の構造が理解ができる．
B. 名詞句の形を理解し，その解釈ができる．
C. 動詞句の形を理解し，その解釈ができる．
D. 修飾語句の形を理解し，その解釈ができる．
E. TOEICや進学のために必要となる，今後の英語学習の基礎を作ることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 授業ガイダンス，語・句・節

7.5 Chapter 1

Chapter 2

Chapter 3

Chapter 4

Chapter 5

0.75 前期中間試験

1.5 試験答案返却、試験解説

【前期末】

9 Chapter 6

Chapter 7

Chapter 8

Chapter 10

Chapter 12

Chapter 13

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間：試験答案返却、試験解説

合計

22.5

時間

□ 動名詞の意義と働きについて理解する（B, E）

□ 不定詞の働きについて理解する（B, D, E）

□ 分詞の働きと意味について理解する（D, E）

□ 態について理解する（C, E）

□ 完了相とその解釈の仕方について理解する（C, E）

□ 助動詞の働きと意味について理解する（C）

□ 接続詞や前置詞の役割について理解する（A, E）

□ 修飾語句の働きについて理解する（D）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業のコンセプトを理解する

□ 語，句，節の概念の違いを理解する（A, E）

□ 動詞のテンスとアスペクトについて理解する（C）

□ 現在形と過去形の単純相について理解する（C, E）

□ 名詞・代名詞の用法について理解する（B, E）

□ 可算性と不可算性について理解する（B, E）

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

基本的な英文法の項目について，各項目の形・仕組みについて講義し，その論理的分析や文化的側面についての演
習を行う．授業ではテキストを利用しながら，認知文法的なアプローチからの講義やディスカッションを行う．ま
た，必要に応じて，グループワークやプレゼンテーションなどを通じて理解を促進する．

Good Grammar, Better Communication（成美堂）

区間評価：定期試験（50%）+ 課題（30%）+ 授業参加（20%）
※ 課題には，WebClass課題（20%）とポートフォリオ（10%）が含まれる．
※ 授業参加は，授業中の発言回数と授業への貢献度およびリアクションペーパーの内容で評価される．
※ 定期試験の再試験は実施しない．
※ WebClass課題及びノート提出ともに締め切り厳守．遅延提出は認めない．

総合評価は各区間の単純平均とする．

1～3年「英語」および「国語」

授業の予習や授業で学習した内容をノートにまとめ直したり練習問題に取り組んだりする復習に授業時間外の45時
間を充てること．また，実際の使用場面に当てはめてその容認性について自問自答することが求められる．

科目名（和文）

英語４

English 4

当講義では基本的な英文法についての講義と演習を行う。文法項目を名詞に関わる項目，動詞に関わる項目，状況
に関わる項目に分け、各項目の仕組みがしっかりと理解できることを目的としている。

A. 文、節、語句の構造が理解ができる．
B. 名詞句の形を理解し，その解釈ができる．
C. 動詞句の形を理解し，その解釈ができる．
D. 修飾語句の形を理解し，その解釈ができる．
E. TOEICや進学のために必要となる，今後の英語学習の基礎を作ることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 授業ガイダンス，語・句・節

7.5 Chapter 1

Chapter 2

Chapter 3

Chapter 4

Chapter 5

0.75 前期中間試験

1.5 試験答案返却、試験解説

【前期末】

9 Chapter 6

Chapter 7

Chapter 8

Chapter 10

Chapter 12

Chapter 13

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間：試験答案返却、試験解説

合計

22.5

時間

□ 動名詞の意義と働きについて理解する（B, E）

□ 不定詞の働きについて理解する（B, D, E）

□ 分詞の働きと意味について理解する（D, E）

□ 態について理解する（C, E）

□ 完了相とその解釈の仕方について理解する（C, E）

□ 助動詞の働きと意味について理解する（C）

□ 接続詞や前置詞の役割について理解する（A, E）

□ 修飾語句の働きについて理解する（D）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業のコンセプトを理解する

□ 語，句，節の概念の違いを理解する（A, E）

□ 動詞のテンスとアスペクトについて理解する（C）

□ 現在形と過去形の単純相について理解する（C, E）

□ 名詞・代名詞の用法について理解する（B, E）

□ 可算性と不可算性について理解する（B, E）

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語５

English 5

The acquisition of the language and delivery skills necessary to write and give speeches. This class
hopes to give students the skills and confidence necessary to be able to eventually create and give an
original speech in public.

A: Speak with confidence in front of people and give your own opinion about various subjects.
B: Write and give original speeches about subjects which interest you.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

Study and practice of model speeches and their structures; repetition of newly learned skills; reading
and writing practice.

Getting Ready for Speech (LeBeau & Harrington - Language Solutions Inc.)

One B-5 notebook for writing excercises and dictation.

区間評価：

全４区間は以下
Term Test (60%)
Class Participation (20%)
Preparation (homework etc) (20%）
の割合とする

総合評価は単純平均方式で算出する。

1～3年「英語」

Have a positive attitude and open mind. Don't be shy about hearing your own voice.

授業時間外の45時間を本講義の予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

【Term 1】     

1.5 Introduction - Unit 1--Self-introduction Spe

1.5 Unit 1--Self-introduction Speeches

1.5 Unit 2--Introducing Someone

1.5 Unit 3--Demonstrations

1.5 Unit 4--Layout Speeches

1.5 Unit 5--Book and Movie Reviews

0.75 1st Exam     

【Term 2】     

1.5 Feedback and Summary

1.5 Unit 6--Show and Tell

1.5 Unit 7--Award Presentations

1.5 Original Speeches

1.5 Original Speeches

1.5 Original Speeches

1.5 Summary and Review

0.75 2nd Exam     

1.5 Class Summary and Conclusions

合計

22.5

時間

授業計画

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

Using this book - Language (A)

Practice & Speech (A & B)

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

Summary and Review (A & B)

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

Language, Delivery & Practice, and Speech (A & B)

Summary and Review (A & B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義と演習の方式で授業をすすめていく。会話練習は主にペアーで行い、テキストの本文は暗記していく。
自宅学習に関し、授業等を通じて課題が与えられる。

最新２訂版『中国語はじめての一歩』ＣＤ付 白水社 ISBN 978-4-560-06925-7 C3887 竹島金吾 監修

『クラウン中日辞典』松岡榮志主幹　三省堂

 ・定期試験 40％
 ・会話・発音テスト 30％
 ・課題 10％
 ・平常点（小テスト、ペアー練習、発言など）20%

中国語B

教科書、辞書、メモ用ノート(ルーズリーフ可)を毎時、持参してください。

自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

科目名（和文）

中国語A

Chinese A

中国語の基礎を学ぶ。発音と発音記号の練習から始め、最も基礎的な構文、語彙、簡単な日常的な会話を学習す
る。中国語の学習を通じて、言語の背景となる中国語圏の一部の風俗習慣について少し理解できる。

A. 中国語の発音の区別ができる。簡単な動詞文、形容詞文などが使える。
B. 中国語での挨拶や、自分と自分に関わる事柄について表現できる。
C. 中国語の学びを通じて、日本語の特徴との違いを知り、多様の文化を寛容に受け入れる姿勢を養う。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

7.5 会話・文法・発音/会話練習・リスニング

0.75 前期の中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 前期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

□第四課：本文及び練習、まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　  (B, C)

□第三課：単語、文法（動詞の文、所有を表す「有」）                (A, C)

□第三課：本文及び練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(B, C)

□第四課：単語、文法（量詞、指示代名詞２、形容詞の文）　　　　　 （A, C）

□第二課：単語、文法（指示代名詞１、疑問詞疑問文、「的」の使い方) (A, C)

□第二課：本文及び練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(B, C)

 □第一課：単語、文法（人称代名詞、｢是」の構文）　　　　　　　 (A, C)

□第一課：本文及び練習                                        (B, C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業概説

□中国とは、中国語発音：声調、単母音　　　　　　　　　　　　　　(A, C)

□発音（２）子音、二重母音・三重母音                            (A, C)

□発音（３）「n」と「ng」を伴う母音、子音、ピンインの綴り方     (A, B, C)

             アクティビティ：自分の名前の読み方

□発音（４）発音の基礎知識を復習する。簡単な日常的な挨拶言葉    (A, B)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義と演習の方式で授業をすすめていく。会話練習は主にペアーで行い、テキストの本文は暗記していく。
自宅学習に関し、授業等を通じて課題が与えられる。

最新２訂版『中国語はじめての一歩』ＣＤ付 白水社 ISBN 978-4-560-06925-7 C3887 竹島金吾 監修

『クラウン中日辞典』松岡榮志主幹　三省堂

 ・定期試験 40％
 ・会話・発音テスト 30％
 ・課題 10％
 ・平常点（小テスト、ペアー練習、発言など）20%

中国語B

教科書、辞書、メモ用ノート(ルーズリーフ可)を毎時、持参してください。

自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

科目名（和文）

中国語A

Chinese A

中国語の基礎を学ぶ。発音と発音記号の練習から始め、最も基礎的な構文、語彙、簡単な日常的な会話を学習す
る。中国語の学習を通じて、言語の背景となる中国語圏の一部の風俗習慣について少し理解できる。

A. 中国語の発音の区別ができる。簡単な動詞文、形容詞文などが使える。
B. 中国語での挨拶や、自分と自分に関わる事柄について表現できる。
C. 中国語の学びを通じて、日本語の特徴との違いを知り、多様の文化を寛容に受け入れる姿勢を養う。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

7.5 会話・文法・発音/会話練習・リスニング

0.75 前期の中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 前期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

□第四課：本文及び練習、まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　  (B, C)

□第三課：単語、文法（動詞の文、所有を表す「有」）                (A, C)

□第三課：本文及び練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(B, C)

□第四課：単語、文法（量詞、指示代名詞２、形容詞の文）　　　　　 （A, C）

□第二課：単語、文法（指示代名詞１、疑問詞疑問文、「的」の使い方) (A, C)

□第二課：本文及び練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(B, C)

 □第一課：単語、文法（人称代名詞、｢是」の構文）　　　　　　　 (A, C)

□第一課：本文及び練習                                        (B, C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業概説

□中国とは、中国語発音：声調、単母音　　　　　　　　　　　　　　(A, C)

□発音（２）子音、二重母音・三重母音                            (A, C)

□発音（３）「n」と「ng」を伴う母音、子音、ピンインの綴り方     (A, B, C)

             アクティビティ：自分の名前の読み方

□発音（４）発音の基礎知識を復習する。簡単な日常的な挨拶言葉    (A, B)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

中国語 B

Chinese B

前期の中国語Aに引き続き、中国語の基礎を学ぶ。基本的な文法を復習すると同時にやや進んだ文法内容を身につ
け、会話の表現の幅を広げる。併せて、中国語圏文化に接し、文化的多様性について理解し、日本と中国語圏文化
の密接な関係を認識する。

A. 中国語Aで学んだ内容を復習しながら、やや進んだ文法内容(助動詞、動詞文、形容詞文などを学んで、
   自分の意志を伝えたり、過去や現在の出来事を表現するような基礎的な日常会話ができる。

B. 中国語の学びを通じて、日本語の特徴との違いを知り、多様の文化を寛容に受け入れる姿勢を養う。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習の方式で授業をすすめていく。会話練習は主にペアーで行い、テキストの本文は暗記していく。
自宅学習に関し、授業等を通じて課題が与えられる。

最新２訂版『中国語はじめての一歩』ＣＤ付 白水社 ISBN 978-4-560-06925-7 C3887 竹島金吾 監修

『クラウン中日辞典』松岡榮志主幹　三省堂

 ・定期試験 40％
 ・会話・発音テスト 30％
 ・課題 10％
 ・平常点（小テスト、ペアー練習、発言など）20%

中国語A

教科書、辞書、メモ用ノート(ルーズリーフ可)を毎時、持参してください。

自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス・復習

7.5 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 後期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業概説・復習

□第五課：単語、文法（数字、日付・時刻を表す語、　　　　　　　　　　　(A, B)

　　　　　動作の時点を言う表現）

□第五課：本文および練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(A, B)

□第六課：単語、文法（「完了」を表す"了"、「所在」を表す"在"、　　　　(A, B)

          助動詞（1）"想")  

□第六課：本文および練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(A, B)

□第七課：単語、文法（介詞（1）"在","离"、「存在」を表す"有"、　　　  (A, B)

          反復疑問文)

□第七課：本文および練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(A, B)

□第八課：単語、文法(「時間量」を表す語、助動詞（2）"得"、　　　　　　(A, B)

          介詞（２）"从")

□第八課：本文および練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(A, B)

□第九課：単語、文法(「過去の経験」を表す"过"、"是～的"の文、         (A, B)

          介詞（３）"跟", "给")

□第九課：本文および練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(A, B)

□第十課：単語、文法(助動詞（3）"能","会"、「動作の様態」を言う表現、 (A, B)

          動詞のかさね型)

□第十課：本文および練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(A, B)

－105－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

韓国語A

Korean A

初めて韓国語に触れる学生を対象とする。韓国語の文字体系「ハングル」の仕組み、定番のあいさつ表現、初歩的
な文法･ 文型を学習する。

A.韓国語の文字「ハングル」で書かれた単語や単文を声に出して読むことができる。
B.日本語の人名や地名を「ハングル」で表記することができる。
C.韓日辞典を使って、単語を調べることができる。
D.分かち書きなど基礎的な表記ルールに従って、ごく簡単な韓国語文を書き表すことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習を混ぜた座学形式で行う。
授業内ではワークシートを使用し、担当教員による添削を通じて文字学習や表記ルールの定着具合を確認する。

木内明『基礎から学ぶ韓国語講座･入門』（国書刊行会, 2019）

韓日辞典を1冊用意すること
（例）塚本勲(監修)『パスポート朝鮮語小辞典』（白水社,2005）

□前期前半と前期末の2回評価を行う。
□各区間の評価点は、以下の3項目の成果に基づいて算出する。
　　①オンラインで実施する復習課題　　…　20％
　　②添削用ワークシートの完成状況　　…　20％
　　③定期試験の得点（辞書参照可）　　…　60％
□期末成績の算出では、期末区間の成績に2倍の比重を掛けた加重平均で計算する。
　これは前期末試験では全期間の学習項目が出題範囲となるためである。
　（前期中間の評価点）＝ 前期前半の①＋②＋③
　（前期末の評価点）＝ ｛前期中間の評価点 ＋（前期後半の①＋②＋③）×2｝÷3
□原則として再試験等の救済措置は実施しない。

「ハングル」は一見難解ですが、実はローマ字と同様のしくみに基づくシステマティックな表音文字です。手間と
時間を惜しまなければ、必ず読み書きできるようになります。目安として、自習時間として45時間を当講義の予
習・復習に充ててもらいます。新しい外国語を学ぶ喜びを共有できればと思っています。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

0.75 韓国語のあいさつ表現

7.5 ハングルの学習

0.75 前期中間試験

0.75 前期中間試験の返却と解説

0.75 日本語のハングル表記／韓日辞典の引き方

3 第7課「私はゆかりです」（名詞文の導入）

3 第8課「今日時間がありますか」（存在詞の導入）

3 第9課「どうやって勉強していますか」（하다用言

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□【A】基本子音を含む文字を書くことができる。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の概要、到達目標や評価方法の確認、授業運営上の基本ルールの共有化

□韓国語のあいさつ表現を聞いて、意味を理解できる。

□「韓国語」「朝鮮語」「ハングル」の違いを説明できる。

□【A】基本母音を含む文字を書くことができる。

□【A】複合母音を含む単語を発音することができる。

□【A】パッチムを含む単語を発音することができる。

前期中間試験（ハングル学習のまとめ）

前期中間試験の返却と解説

□【A,B】日本語の固有名詞をハングルで表記することができる。

□【C】韓日辞典の構成を理解し、単語を調べることができる。

□【D】「○○は△△です」の文型で簡単な単文を書くことができる。

□【D】「○○があります/ありません」の文型で簡単な単文を書くことができる。

□【D】 名詞＋하다の肯定形と否定形で簡単な単文を書くことができる。

前期末試験（日本語のハングル表記、名詞文、存在詞文、하다用言文のまとめ）

前期末試験の返却と解説および授業アンケートの実施
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

韓国語A

Korean A

初めて韓国語に触れる学生を対象とする。韓国語の文字体系「ハングル」の仕組み、定番のあいさつ表現、初歩的
な文法･ 文型を学習する。

A.韓国語の文字「ハングル」で書かれた単語や単文を声に出して読むことができる。
B.日本語の人名や地名を「ハングル」で表記することができる。
C.韓日辞典を使って、単語を調べることができる。
D.分かち書きなど基礎的な表記ルールに従って、ごく簡単な韓国語文を書き表すことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習を混ぜた座学形式で行う。
授業内ではワークシートを使用し、担当教員による添削を通じて文字学習や表記ルールの定着具合を確認する。

木内明『基礎から学ぶ韓国語講座･入門』（国書刊行会, 2019）

韓日辞典を1冊用意すること
（例）塚本勲(監修)『パスポート朝鮮語小辞典』（白水社,2005）

□前期前半と前期末の2回評価を行う。
□各区間の評価点は、以下の3項目の成果に基づいて算出する。
　　①オンラインで実施する復習課題　　…　20％
　　②添削用ワークシートの完成状況　　…　20％
　　③定期試験の得点（辞書参照可）　　…　60％
□期末成績の算出では、期末区間の成績に2倍の比重を掛けた加重平均で計算する。
　これは前期末試験では全期間の学習項目が出題範囲となるためである。
　（前期中間の評価点）＝ 前期前半の①＋②＋③
　（前期末の評価点）＝ ｛前期中間の評価点 ＋（前期後半の①＋②＋③）×2｝÷3
□原則として再試験等の救済措置は実施しない。

「ハングル」は一見難解ですが、実はローマ字と同様のしくみに基づくシステマティックな表音文字です。手間と
時間を惜しまなければ、必ず読み書きできるようになります。目安として、自習時間として45時間を当講義の予
習・復習に充ててもらいます。新しい外国語を学ぶ喜びを共有できればと思っています。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

0.75 韓国語のあいさつ表現

7.5 ハングルの学習

0.75 前期中間試験

0.75 前期中間試験の返却と解説

0.75 日本語のハングル表記／韓日辞典の引き方

3 第7課「私はゆかりです」（名詞文の導入）

3 第8課「今日時間がありますか」（存在詞の導入）

3 第9課「どうやって勉強していますか」（하다用言

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□【A】基本子音を含む文字を書くことができる。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の概要、到達目標や評価方法の確認、授業運営上の基本ルールの共有化

□韓国語のあいさつ表現を聞いて、意味を理解できる。

□「韓国語」「朝鮮語」「ハングル」の違いを説明できる。

□【A】基本母音を含む文字を書くことができる。

□【A】複合母音を含む単語を発音することができる。

□【A】パッチムを含む単語を発音することができる。

前期中間試験（ハングル学習のまとめ）

前期中間試験の返却と解説

□【A,B】日本語の固有名詞をハングルで表記することができる。

□【C】韓日辞典の構成を理解し、単語を調べることができる。

□【D】「○○は△△です」の文型で簡単な単文を書くことができる。

□【D】「○○があります/ありません」の文型で簡単な単文を書くことができる。

□【D】 名詞＋하다の肯定形と否定形で簡単な単文を書くことができる。

前期末試験（日本語のハングル表記、名詞文、存在詞文、하다用言文のまとめ）

前期末試験の返却と解説および授業アンケートの実施

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義と演習を混ぜた座学形式で行う。
授業内ではワークシートを使用し、担当教員による添削を通じて文字学習や表記ルールの定着具合を確認する。

木内明『基礎から学ぶ韓国語講座･入門』（国書刊行会, 2019）

韓日辞典を1冊用意すること
（例）塚本勲(監修)『パスポート朝鮮語小辞典』（白水社,2005）

□後期前半と後期末の2回評価を行う。
□各区間の評価点は、以下の3項目の成果に基づいて算出する。
　　①オンラインで実施する復習課題　　…　20％
　　②添削用ワークシートの完成状況　　…　20％
　　③定期試験の得点（辞書参照可）　　…　60％
□期末成績の算出では、期末区間の成績に2倍の比重を掛けた加重平均で計算する。
　これは前期末試験では全期間の学習項目が出題範囲となるためである。
　（後期中間の評価点）＝ 後期前半の①＋②＋③
　（後期末の評価点）＝ ｛後期中間の評価点 ＋（後期後半の①＋②＋③）×2｝÷3
□原則として再試験等の救済措置は実施しない。

ハングルで書かれた文や会話を音読してもらう機会を設けます。完璧でなくていいので、できるだけ韓国語を音で
発する練習を重ねましょう。目安として、自習時間として45時間を当講義の予習・復習に充ててもらいます。

科目名（和文）

韓国語B

Korean B

韓国語の文字「ハングル」の読み書きができる学生を対象とし、韓国語の初歩的な文法･ 文型を学習する。

A.韓国語の助詞をある程度使い分けることができる。
B.用言をハムニダ体とヘヨ体に活用させることができる。
C.固有数詞と漢数詞を使い分けて時刻を表すことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 授業ガイダンス

2.5 第10課「いくらですか」（指示詞と漢数詞の導入

3 第11課「何をよく食べますか」（해요体の作り方

3 第12課「ちょっと待ってください」（動詞の不可

0.75 後期中間試験

0.75 定期試験③の返却と解説

0.75 付録：かたい文体

3 過去形の作り方

3 第13課「19歳です」（固有数詞の導入）

3 第14課「もっと勉強したいです」（願望表現と用

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

後期末試験（固有数詞と願望表現、用言の過去形）

後期末試験の返却と解説および達成度アンケートの実施

□【A,B】 用言の過去形を作ることができる。

□【C】 固有数詞を用いて、時刻や年齢を表現することができる。

□【A,B】「-고 싶다」の表現と用言の否定形を用いて、願望の有無を表現することが

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の概要、到達目標や評価方法の確認、授業運営上の基本ルールの共有化

□【C】 漢数詞を使って値段を尋ねることができる。

□【A,B】 用言の辞書形と해요体を相互に変形させることができる。

□【A,B】 動詞の肯定形、否定形、不可能形を使い分けることができる。

後期中間試験（動詞文のまとめ）

後期中間試験の返却と解説

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

イタリア語A

Italian A

このコースは「イタリア語」を初学者のためのコースです。発音、言語の構造、挨拶や買い物、旅行などの表現な
どを学びます。講義と演習を通して基本的な文法を学びます。文法項目は名詞関連項目、動詞関連項目、状況関連
項目に分けられ、各項目をしっかりと理解することが目標です。これらすべてはクラスでの楽しい環境と組み合わ
されています。授業では、文法や構造そのものではなく、文化や生活と結びついたリアルで楽しい場面に焦点を当
てます。

A. 文、節、句の構造を理解する。
B. 名詞と形容詞、複数形と単数形を理解し、男性名詞と女性名詞の解釈ができる。
C. 動詞の形や代名詞を理解し、解釈することができる。
D. 前置詞を理解し、解釈することができる。
E. 将来の言語学習のための簡単な基礎を作ることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

イタリア語基礎文法の各項目の形式や構造を用いて、実践的な場面を多く取り入れた講義を行い、その論理的分析
や文化的側面についての演習を行う予定です。授業では、テキストを使用しながら、実践的な認知的アプローチに
よる講義とディスカッションを行う。実践的かつ結果的に理解を深めるために、必要に応じてグループワークやプ
レゼンテーションも行う。

課業評価を行う。定期試験（50％＋課題（30％＋授業への参加度（20）
課題には、WebClass課題（15％）、クラス課題（15％）が含まれます。
授業への参加は、授業中の発言回数、授業への貢献度、リアクションペーパーの内容で評価する。
定期試験の再試験は行わない。
WebClassの課題、ノートの提出ともに期限を厳守する。遅れて提出されたものは受理されません。

総合評価は、各セクションの単純平均とする。

このコースの中心課題は、基本的なイタリア語を理解し使えるようにすることです。そのため、授業で学んだこと
をノートを取りながら復習し、教科書の練習問題に取り組み、実際の使用場面に当てはめて表現を使うことを課題
としています。自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 授業指導（テキスト、シラバス解説、WebClass、

7.5 Lezione 0

Lezione 1

Lezione 2

Lezione 3

Lezione 4

Lezione 5

0.75 前期中間試験

【前期末】

1.5 試験答案返却、試験解説

9 Lezione 6

Lezione 7

Lezione 8

Lezione 9

Lezione 10

Lezione 11

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間：試験答案返却、試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ レッスンのコンセプトを理解する

□ アルファベットと挨拶の表現を理解する（A,E）

□ 男性名詞や女性名詞と前置詞を理解する（B,D）

□ 名詞・代名詞の用法について理解する（B,C）

□ 形容詞と 男性名詞や女性名詞について理解する（B,D,E）

□ 動詞・代名詞・数詞 （B,C,E）

□ 規則動詞と複数・単数の使い分け （C,D）

□ -are,不規則動詞の働きと意味について理解する（C）

□ 動名詞の意義と-ere,不規則動詞の働きと意味について理解する（C,D,E）

□ -ire,不規則動詞の働きと意味について理解する（B,C,D）

□ -ire,不規則動詞の変化についての働きと意味について理解する（B,E）

□ -ire,不規則動詞の変化について理解する（B,C,E）

□ 複数名詞、冠詞、形容詞の仕方について理解する（A,B,C,D）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

イタリア語A

Italian A

このコースは「イタリア語」を初学者のためのコースです。発音、言語の構造、挨拶や買い物、旅行などの表現な
どを学びます。講義と演習を通して基本的な文法を学びます。文法項目は名詞関連項目、動詞関連項目、状況関連
項目に分けられ、各項目をしっかりと理解することが目標です。これらすべてはクラスでの楽しい環境と組み合わ
されています。授業では、文法や構造そのものではなく、文化や生活と結びついたリアルで楽しい場面に焦点を当
てます。

A. 文、節、句の構造を理解する。
B. 名詞と形容詞、複数形と単数形を理解し、男性名詞と女性名詞の解釈ができる。
C. 動詞の形や代名詞を理解し、解釈することができる。
D. 前置詞を理解し、解釈することができる。
E. 将来の言語学習のための簡単な基礎を作ることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

イタリア語基礎文法の各項目の形式や構造を用いて、実践的な場面を多く取り入れた講義を行い、その論理的分析
や文化的側面についての演習を行う予定です。授業では、テキストを使用しながら、実践的な認知的アプローチに
よる講義とディスカッションを行う。実践的かつ結果的に理解を深めるために、必要に応じてグループワークやプ
レゼンテーションも行う。

課業評価を行う。定期試験（50％＋課題（30％＋授業への参加度（20）
課題には、WebClass課題（15％）、クラス課題（15％）が含まれます。
授業への参加は、授業中の発言回数、授業への貢献度、リアクションペーパーの内容で評価する。
定期試験の再試験は行わない。
WebClassの課題、ノートの提出ともに期限を厳守する。遅れて提出されたものは受理されません。

総合評価は、各セクションの単純平均とする。

このコースの中心課題は、基本的なイタリア語を理解し使えるようにすることです。そのため、授業で学んだこと
をノートを取りながら復習し、教科書の練習問題に取り組み、実際の使用場面に当てはめて表現を使うことを課題
としています。自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 授業指導（テキスト、シラバス解説、WebClass、

7.5 Lezione 0

Lezione 1

Lezione 2

Lezione 3

Lezione 4

Lezione 5

0.75 前期中間試験

【前期末】

1.5 試験答案返却、試験解説

9 Lezione 6

Lezione 7

Lezione 8

Lezione 9

Lezione 10

Lezione 11

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間：試験答案返却、試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ レッスンのコンセプトを理解する

□ アルファベットと挨拶の表現を理解する（A,E）

□ 男性名詞や女性名詞と前置詞を理解する（B,D）

□ 名詞・代名詞の用法について理解する（B,C）

□ 形容詞と 男性名詞や女性名詞について理解する（B,D,E）

□ 動詞・代名詞・数詞 （B,C,E）

□ 規則動詞と複数・単数の使い分け （C,D）

□ -are,不規則動詞の働きと意味について理解する（C）

□ 動名詞の意義と-ere,不規則動詞の働きと意味について理解する（C,D,E）

□ -ire,不規則動詞の働きと意味について理解する（B,C,D）

□ -ire,不規則動詞の変化についての働きと意味について理解する（B,E）

□ -ire,不規則動詞の変化について理解する（B,C,E）

□ 複数名詞、冠詞、形容詞の仕方について理解する（A,B,C,D）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 7.5 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義は、イタリア語文法の各項目の形式と構造を用い、実践的な場面を多く取り入れた動詞の形にフォーカスを当
て、イタリアという国とその言語文法の論理的分析、文化的側面に関する演習を行う。授業では、教科書を用いな
がら、実践的な認知的アプローチで講義とディスカッションを行う。また、必要に応じてグループワークやプレゼ
ンテーションを行い、実践的・結果的な理解を深めていきます。

課業評価を行う。定期試験（50％＋課題（30％＋授業への参加度（20）
課題には、WebClass課題（15％）、クラス課題（15％）が含まれます。
授業への参加は、授業中の発言回数、授業への貢献度、リアクションペーパーの内容で評価する。
定期試験の再試験は行わない。
WebClassの課題、ノートの提出ともに期限を厳守する。遅れて提出されたものは受理されません。

総合評価は、各セクションの単純平均とする。

このコースの中心的な課題は、基本的なイタリア語を理解し、実際の生活の中で使用できるようにすることです。
そのために、授業ノートを復習し、教科書の練習問題に取り組み、実際の使用状況に応じた表現を使うことで、既
に身につけたイタリア語を実践することが求められます。自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てるこ
と。

科目名（和文）

イタリア語B

Italian B

このコースは「イタリア語」の既修者が対象です。発音、買い物や旅行、日常会話のための表現の学習に取り組み
ます。講義と演習を通して、より複雑な文法、時間、動詞の形式を学びます。文法項目は名詞関連項目、動詞関連
項目、状況関連項目に分けられ、構造化された会話文に変換することを目標としています。これらすべては、クラ
スでの楽しい環境と組み合わされています。授業では、文法や構造そのものではなく、文化や生活に結びついた現
実的で楽しい場面に焦点をあてています。

A. 複雑な文、節、句の構造を理解する。
B. 名詞と形容詞、複数形と単数形を理解し、男性名詞と女性名詞の解釈ができる。
C. すべての動詞の形と時間の用法を理解し、解釈する。
D. 代名詞、形容詞、前置詞を理解し、解釈する。
E. 将来の言語使用のための簡単な土台を作ることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 授業指導（テキスト、シラバス解説、WebClass、

7.5 Lezione 12

Lezione 13

Lezione 14

Lezione 15

Lezione 16

Lezione 17

0.75 前期中間試験

【前期末】

1.5 試験答案返却、試験解説

9 Lezione 18

Lezione 19

Lezione 20

Lezione 21

Lezione 22

Lezione 23

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間：試験答案返却、試験解説

合計

22.5

時間

□ 半過去動詞の働きと意味について理解する（C）

□ 動詞の時制の働きと意味について理解する（B,C,E）

□ 保有の形容詞の働きと意味について理解する（A,D）

□ 直接代名詞 理解する（D,E）

□ 間接的な代名詞の仕方について理解する（A,D,E）

□ 再利用動詞の近過去の働きと意味について理解する（B,C）

□ - avereを使った近過去形（A,B,D）

□ - essereを使った近過去形（B,C,E）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ レッスンのコンセプトを理解する

□ 動詞を使って時間いえることができる（B,D）

□ - servili動詞を理解する（C,A）

□ 反射動詞の使い方を理解する （B,C）

□ 反射動詞と代名詞の使い分けを理解する （B,C,D）

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。演習問題を解き問題集などから毎週宿題を出すことによって知識
の定着を図る。定期試験では答案返却の後に解答例の説明を行い、各個人の取得状況を把握してもらう。

新版　微分積分Ⅱ　改訂版（実教出版）

新版　微分積分Ⅱ演習　改訂版（実教出版）
授業プリント

1.成績評価の根拠となる項目とその割合について
(1)定期試験（70%）
(2)小試験・テスト前課題・授業プリント提出などの平常点（30%)
2.評価点算出の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
年間を２区間に分け、上記の方法で区間成績をつける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)
総合成績は区間成績の単純平均とする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3)期
末区間に再試験を行うこともあるが、中間の区間成績が２０点未満のときは不可が確定する

微分積分学・解析学１・解析学２

授業内容を理解し課題として出た演習問題を自分で解いてみることが大事です。

科目名（和文）

数学演習２

Mathematics Exercise ２

３学年までに習得した解析学の内容を基礎とし、２つの独立変数を含む関数の重積分について学習する。また、い
ろいろな原理にしたがう現象を式で表した微分方程式についても学習する。

A. 重積分の定義を理解し、重積分の計算ができる
B. 累次積分を計算するための積分領域を図示することができる
C. 積分順序を変更して重積分を計算することができる
D. 変数変換を用いて重積分を計算することができる
E. 係数が定数である線形微分方程式を解くことができる
F. 係数が定数でない線形微分方程式を解くことができる
G. いろいろな種類の線形微分方程式を解くことができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 2重積分の定義と累次積分

1.5 積分順序の変更

1.5 極座標による2重積分

3 変数変換による2重積分

0.75 中間試験

3 定数係数の同次線形微分方程式

3 定数係数の非同次線形微分方程式

1.5 微分方程式の応用

3 非定数係数の同次線形微分方程式

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□ 期末試験

□ 試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□ 定数係数同次線形微分方程式の解法 (E)

□ 定数係数非同次線形微分方程式の解法 (E)

□ 連立微分方程式の解法 (G)

□ 非定数係数の同次微分方程式の解法 (F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画と評価方法を理解する

□ 累次積分、2重積分の定義と計算  (A,B)

□ 積分順序の変更を用いた2重積分の計算 (C)

□ 極座標変換を用いた2重積分の計算 (D)

□ 中間試験

授業計画

□ ヤコビ行列式を用いた2重積分の計算 (D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。演習問題を解き問題集などから毎週宿題を出すことによって知識
の定着を図る。定期試験では答案返却の後に解答例の説明を行い、各個人の取得状況を把握してもらう。

新版　微分積分Ⅱ　改訂版（実教出版）

新版　微分積分Ⅱ演習　改訂版（実教出版）
授業プリント

1.成績評価の根拠となる項目とその割合について
(1)定期試験（70%）
(2)小試験・テスト前課題・授業プリント提出などの平常点（30%)
2.評価点算出の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
年間を２区間に分け、上記の方法で区間成績をつける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)
総合成績は区間成績の単純平均とする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3)期
末区間に再試験を行うこともあるが、中間の区間成績が２０点未満のときは不可が確定する

微分積分学・解析学１・解析学２

授業内容を理解し課題として出た演習問題を自分で解いてみることが大事です。

科目名（和文）

数学演習２

Mathematics Exercise ２

３学年までに習得した解析学の内容を基礎とし、２つの独立変数を含む関数の重積分について学習する。また、い
ろいろな原理にしたがう現象を式で表した微分方程式についても学習する。

A. 重積分の定義を理解し、重積分の計算ができる
B. 累次積分を計算するための積分領域を図示することができる
C. 積分順序を変更して重積分を計算することができる
D. 変数変換を用いて重積分を計算することができる
E. 係数が定数である線形微分方程式を解くことができる
F. 係数が定数でない線形微分方程式を解くことができる
G. いろいろな種類の線形微分方程式を解くことができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 2重積分の定義と累次積分

1.5 積分順序の変更

1.5 極座標による2重積分

3 変数変換による2重積分

0.75 中間試験

3 定数係数の同次線形微分方程式

3 定数係数の非同次線形微分方程式

1.5 微分方程式の応用

3 非定数係数の同次線形微分方程式

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□ 期末試験

□ 試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□ 定数係数同次線形微分方程式の解法 (E)

□ 定数係数非同次線形微分方程式の解法 (E)

□ 連立微分方程式の解法 (G)

□ 非定数係数の同次微分方程式の解法 (F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画と評価方法を理解する

□ 累次積分、2重積分の定義と計算  (A,B)

□ 積分順序の変更を用いた2重積分の計算 (C)

□ 極座標変換を用いた2重積分の計算 (D)

□ 中間試験

授業計画

□ ヤコビ行列式を用いた2重積分の計算 (D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

物理学演習

Exercise in Physics

3年生までに学習した物理学，特に力学分野について，演習を通して学習内容の定着を図る．

※本科目は自由選択科目のため，単位習得状況は卒業に影響を与えません．

A. 初等的な力学の問題に運動の法則を適用し，初期条件のもとでの解を求めることができる．
B. 運動方程式から力学の各法則を導出することができる．
C. 対称性が高い電荷分布のある系にガウスの法則を適用して，静電場の振る舞いを調べることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

物理学（力学と電磁気学の一部）の演習問題を解く．必要な知識については授業の導入部で簡単に紹介する．定期
試験は採点後に返却し，不正解となった問題については解きなおしを求める．

指定しない

必要に応じて配布する．

各区間は定期試験100%で評価する．ただし不正解となった問題については，試験問題の解きなおしを提出すること
により，最大で各配点の50%を加点する．

基礎物理1，基礎物理2，物理，自然科学とデザイン

3年生までに履修した数学および物理学について復習しておくこと．毎回の授業で演習した問題について，自分で模
範解答を再現できるよう復習しておくと理解が深まる．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 力学と微積分

6 初等的な力学の演習

0.75 中間試験

6 振動

1.5 保存則

3 静電場

0.75 期末試験

1.5 学習内容の復習

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□教育課程における授業科目の位置付けを理解する．

□高校範囲の力学について，概要を把握する．

□座標・速度・加速度と微積分の関係を理解している．

□初等的な質点力学の問題を微積分を用いて解くことができる．

□単振動，減衰振動について，微積分を用いて解析することができる．

□対称性の高い電荷分布の静電場を求めることができる．
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

化学演習

Exercise in Chemistry

3年生までに学習した化学について、問題演習を通して学習内容の定着を図る。
※本科目は自由選択のため、単位取得状況は卒業に影響を与えません。

A.原子と化学結合がわかる。
B. 物質量・化学反応式がわかる。
C. 気体の状態方程式がわかる。
D. 溶液の濃度計算・溶解度・性質がわかる
E. 熱化学方程式・化学平衡がわかる
F. 酸・塩基・滴定曲線の概形がわかる。
G. 酸化還元反応・電池・電気分解がわかる。
H. 無機物質の特徴がわかる。
I. 有機化合物の構造と性質がわかる。
J. 代表的な高分子化合物の性質や反応がわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

問題演習を中心に進める。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

「化学基礎」(数研出版)　「化学」 (数研出版)
「三訂版 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

プリント等

定期試験の評点 (70%)
レポートの評点 (30%)

半期を2区間に分け、上記の配分に従って区間成績を付ける。
総合評価は、各区間の単純平均とする。
学期末において。希望者に再試験を実施することがある。再試験の結果、60点以上となった場合の期末の成績は60
点とする。

自然科学入門、化学、自然科学とデザイン (AD)

授業内の演習や課題にまじめに取り組み、理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること。
授業の復習は、自然科学の理解を深める上でとても有効です。専門分野の基礎にもなる科目なので、気を抜かずに
学修に取り組んでください。

氏名：

時間数 授業項目

0.25 授業ガイダンス

1.25 原子の構造と化学結合

1.5 化学量と物質量

1.5 気体の法則

1.5 溶液の濃度と溶解度

1.5 溶液の性質

1.5 熱化学と化学平衡

0.75 前期中間試験

0.5 試験返却・解説

1.5 酸・塩基・塩

1 酸化・還元

1.5 電池・電気分解

1.5 気体の製造・性質

1.5 無機化合物

1.5 有機化合物 (低分子)

1.5 有機化合物 (高分子)

0.75 期末試験

1.5 試験返却・解説・まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□原子の構造・化学結合の特徴がわかる (A)

□物質量の計算・化学反応式が書ける (B)

□気体の状態方程式を使うことができる (C)

□溶液の濃度、溶解度の計算ができる (D)

□溶液の性質がわかる (D)

□熱化学方程式・平衡定数の計算ができる (E)

□pHの計算、中和反応の計算ができる (F)

□酸化還元がわかる (G)

□電池と電気分解がわかる (G)

□気体の製造法・性質がわかる (H)

□無機化合物の性質がわかる (H)

□官能基の特徴・有機化学反応がわかる (I)

□高分子化合物の特徴・合成方法がわかる (J)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

化学演習

Exercise in Chemistry

3年生までに学習した化学について、問題演習を通して学習内容の定着を図る。
※本科目は自由選択のため、単位取得状況は卒業に影響を与えません。

A.原子と化学結合がわかる。
B. 物質量・化学反応式がわかる。
C. 気体の状態方程式がわかる。
D. 溶液の濃度計算・溶解度・性質がわかる
E. 熱化学方程式・化学平衡がわかる
F. 酸・塩基・滴定曲線の概形がわかる。
G. 酸化還元反応・電池・電気分解がわかる。
H. 無機物質の特徴がわかる。
I. 有機化合物の構造と性質がわかる。
J. 代表的な高分子化合物の性質や反応がわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

問題演習を中心に進める。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

「化学基礎」(数研出版)　「化学」 (数研出版)
「三訂版 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

プリント等

定期試験の評点 (70%)
レポートの評点 (30%)

半期を2区間に分け、上記の配分に従って区間成績を付ける。
総合評価は、各区間の単純平均とする。
学期末において。希望者に再試験を実施することがある。再試験の結果、60点以上となった場合の期末の成績は60
点とする。

自然科学入門、化学、自然科学とデザイン (AD)

授業内の演習や課題にまじめに取り組み、理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること。
授業の復習は、自然科学の理解を深める上でとても有効です。専門分野の基礎にもなる科目なので、気を抜かずに
学修に取り組んでください。

氏名：

時間数 授業項目

0.25 授業ガイダンス

1.25 原子の構造と化学結合

1.5 化学量と物質量

1.5 気体の法則

1.5 溶液の濃度と溶解度

1.5 溶液の性質

1.5 熱化学と化学平衡

0.75 前期中間試験

0.5 試験返却・解説

1.5 酸・塩基・塩

1 酸化・還元

1.5 電池・電気分解

1.5 気体の製造・性質

1.5 無機化合物

1.5 有機化合物 (低分子)

1.5 有機化合物 (高分子)

0.75 期末試験

1.5 試験返却・解説・まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□原子の構造・化学結合の特徴がわかる (A)

□物質量の計算・化学反応式が書ける (B)

□気体の状態方程式を使うことができる (C)

□溶液の濃度、溶解度の計算ができる (D)

□溶液の性質がわかる (D)

□熱化学方程式・平衡定数の計算ができる (E)

□pHの計算、中和反応の計算ができる (F)

□酸化還元がわかる (G)

□電池と電気分解がわかる (G)

□気体の製造法・性質がわかる (H)

□無機化合物の性質がわかる (H)

□官能基の特徴・有機化学反応がわかる (I)

□高分子化合物の特徴・合成方法がわかる (J)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は授業実践(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績
と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
体育実技素点は、実施当番時に提出してもらう報告書をベースに採点する。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-2 GE-3      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

授業計画

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1       

JABEE基準1(2)との対応

(i) GE-2 GE-3      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は授業実践(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績
と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
体育実技素点は、実施当番時に提出してもらう報告書をベースに採点する。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

授業計画

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1       

JABEE基準1(2)との対応

(i) GE-2 GE-3      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は授業実践(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績
と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
体育実技素点は、実施当番時に提出してもらう報告書をベースに採点する。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

授業計画

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1       

JABEE基準1(2)との対応

(i) GE-2 GE-3      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は授業実践(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績
と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
体育実技素点は、実施当番時に提出してもらう報告書をベースに採点する。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

授業計画

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)

－115－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1       

JABEE基準1(2)との対応

(i) GE-2 GE-3      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は授業実践(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績
と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
体育実技素点は、実施当番時に提出してもらう報告書をベースに採点する。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

授業計画

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1       

JABEE基準1(2)との対応

(i) GE-2 GE-3      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

【前期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
体育実技素点は授業実践(60%)+授業態度点(40%)で算出。
【後期】
授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出したものを前期末の成績
と平均化して算出する。
授業意欲点及び体育実技素点の扱いについては前期と同様。
体育実技素点は、実施当番時に提出してもらう報告書をベースに採点する。
マラソンについては周回数に応じて素点を算出。
ただし本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

授業計画

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

The class will focus on conversations set in everyday situations. Students will drill vocabulary,
pronunciation and grammar patterns which will be used in role-playing and other active learning
exercises.

Four Corners 3, Jack C. Richards
Publisher   :   Cambridge University Press; 2nd edition (October 25, 2018)
Publication date   :   October 25, 2018

English/Japanese dictionary, pencils and a notebook

Grading:

40% - end of term tests
20% - class participation
20% - homework
20% - in class evaluations

Prior English courses.

Study regularly outside of class and practice wholeheartedly in class.

科目名（和文）

選択英語Ⅰ

English 1

The goal of this course is to improve speaking and conversation skills through practical communication.
By the end of this course students should be able to confidently have basic conversations and
communicate personal information in English.

A.  Improve vocabulary
B.  Improve conversation skill
C.  Gain more confidence using English in everyday situations

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

Term 1

3 Four Corners 3 - Unit 1

3 Four Corners 3 - Unit 2

3 Four Corners 3 - Unit 3

0.75 End of term 1 test

Term 2

1.5 Term 1 Test Review

3 Four Corners 3 - Unit 4

3 Four Corners 3 - Unit 5

3 Four Corners 3 - Unit 6

0.75 End of term 2 test

1.5 【学習指導期間】Summary and Conclusions

Term 3

3 Four Corners 3 - Unit 7

3 Four Corners 3 - Unit 8

3 Four Corners 3 - Unit 9

0.75 End of term 3 test

Term 4

1.5 Term 3 Test Review

3 Four Corners 3 - Unit 10

3 Four Corners 3 - Unit 11

3 Four Corners 3 - Unit 12

0.75 End of term 4 test

1.5 【学習指導期間】Summary and Conclusions

合計

45

時間

□ Living your life  - A.B.C.

□ Music - A.B.C.

□ On vacation - A.B.C.

Class Summary and Conclusions (A)

Review Units 7-9 - A.B.C.

□ Personalities - A.B.C.

□ The environment - A.B.C.

□ Relationships - A.B.C.

Class Summary and Conclusions (A)

Review Units 1-3 - A.B.C.

□ Interesting lives - A.B.C.

□ Our world - A.B.C.

□ Organizing your time - A.B.C.

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ Education - A.B.C.

□ Personal stories - A.B.C.

授業計画

□ Style and fashion - A.B.C.
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義と演習による座学形式で行い、｢定期試験｣｢授業内課題｣｢授業外課題｣｢授業内小テスト｣により学修成果を測定
する。
｢定期試験｣は返却時に解説を提示し、内容の理解・定着を図る。
｢授業内課題｣は授業内演習によるものとし、講義・解説を通して内容の理解・定着を図る。
｢授業外課題｣は自学自習(WebClass使用)によるものとし、その成果を｢授業内小テスト｣にて測定する。

WebClassを使用する。

インターネットに接続できる電子機器（スマートフォン・タブレット・PC等）が必要となる。〈各自持参〉

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
各区間の評価点は、小数点第1位を四捨五入したものとする。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点(各区間毎に四捨五入後)の合計が240点に満たない場合は不合格とする。
再試験は原則実施しない。

下記(1)～(4)の合計を各区間の評価点とする。
(1) ｢定期試験｣＝英日翻訳力定着確認　　　　【40点満点】
(2) ｢授業内課題｣＝英日翻訳演習　　　　　　【20点満点】
(3) ｢授業外課題｣＝語彙力養成訓練　　　　　【20点満点】
(4) ｢授業内小テスト｣＝語彙力定着確認　　　【20点満点】

｢英語｣(全学年)、｢国語｣(全学年)

翻訳という非常に地道な作業に対し、｢真面目に｣｢丁寧に｣｢粘り強く｣取り組んでください。
電子機器の使用を前提とした授業ですが、教員の指示に従いメリハリのある使用をお願いします。なお、小テス
ト・定期試験においては電子機器の使用はできません。

科目名（和文）

選択英語Ⅱ

English 2

英日翻訳(English-Japanese Translation)に徹底して取り組む。｢国際社会の中にあって互いを理解し、自己を正し
く表現できる力｣〈準学士課程教育目標GE-3〉の獲得に向けて、｢国際的に通用するコミュニケーションの基礎力｣
〈JABEE学習教育目標C-3〉を養うことを目指す。機械翻訳の結果の修正および編集(post-editing)も作業に含まれ
るため、英語の語彙力・文法力・表現(理解)力に加え、日本語の語彙力・文法力・表現力を高める訓練も授業に組
み込まれる。

(A) 英語文に対する｢自己訳｣(＝自力による日本語訳・辞典等使用不可)と｢機械訳｣(＝機械翻訳アプリ等の日本語
訳)の異同を参照しつつ、英語文の構造を把握し、｢完成訳｣(＝可能な限り正確且つ自然な日本語訳)を作成すること
ができる。

(B) 英日翻訳力の土台となる語彙力の向上を図ることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 授業ガイダンス

7 英日翻訳　初級Ⅰ　[＝授業内課題]

0.5 授業内小テスト

0.75 前期中間試験

【前期期末】

1.5 試験答案返却、試験解説

8.5 英日翻訳　初級Ⅱ　[＝授業内課題]

0.5 授業内小テスト

0.75 前期期末試験

1.5 試験答案返却、試験解説、授業アンケート

【後期中間】

8.5 英日翻訳　中級Ⅰ　[＝授業内課題]

0.5 授業内小テスト

0.75 後期中間試験

【後期期末】

1.5 試験答案返却、試験解説

8.5 英日翻訳　中級Ⅱ　[＝授業内課題]

0.5 授業内小テスト

0.75 後期期末試験

1.5 試験答案返却、試験解説、授業アンケート

合計

45

時間

□ ｢自己訳｣｢機械訳｣異同確認、英語文構造把握、｢完成訳｣作成(A)

□ 語彙力定着確認（B）

□ 語彙力定着確認（B）

□ ｢自己訳｣｢機械訳｣異同確認、英語文構造把握、｢完成訳｣作成(A)

□ 語彙力定着確認（B）

□ ｢自己訳｣｢機械訳｣異同確認、英語文構造把握、｢完成訳｣作成(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 年間授業内容確認

□ 語彙力定着確認（B）

授業計画

□ ｢自己訳｣｢機械訳｣異同確認、英語文構造把握、｢完成訳｣作成(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義と演習による座学形式で行い、｢定期試験｣｢授業内課題｣｢授業外課題｣｢授業内小テスト｣により学修成果を測定
する。
｢定期試験｣は返却時に解説を提示し、内容の理解・定着を図る。
｢授業内課題｣は授業内演習によるものとし、講義・解説を通して内容の理解・定着を図る。
｢授業外課題｣は自学自習(WebClass使用)によるものとし、その成果を｢授業内小テスト｣にて測定する。

WebClassを使用する。

インターネットに接続できる電子機器（スマートフォン・タブレット・PC等）が必要となる。〈各自持参〉

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
各区間の評価点は、小数点第1位を四捨五入したものとする。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点(各区間毎に四捨五入後)の合計が240点に満たない場合は不合格とする。
再試験は原則実施しない。

下記(1)～(4)の合計を各区間の評価点とする。
(1) ｢定期試験｣＝英日翻訳力定着確認　　　　【40点満点】
(2) ｢授業内課題｣＝英日翻訳演習　　　　　　【20点満点】
(3) ｢授業外課題｣＝語彙力養成訓練　　　　　【20点満点】
(4) ｢授業内小テスト｣＝語彙力定着確認　　　【20点満点】

｢英語｣(全学年)、｢国語｣(全学年)

翻訳という非常に地道な作業に対し、｢真面目に｣｢丁寧に｣｢粘り強く｣取り組んでください。
電子機器の使用を前提とした授業ですが、教員の指示に従いメリハリのある使用をお願いします。なお、小テス
ト・定期試験においては電子機器の使用はできません。

科目名（和文）

選択英語Ⅱ

English 2

英日翻訳(English-Japanese Translation)に徹底して取り組む。｢国際社会の中にあって互いを理解し、自己を正し
く表現できる力｣〈準学士課程教育目標GE-3〉の獲得に向けて、｢国際的に通用するコミュニケーションの基礎力｣
〈JABEE学習教育目標C-3〉を養うことを目指す。機械翻訳の結果の修正および編集(post-editing)も作業に含まれ
るため、英語の語彙力・文法力・表現(理解)力に加え、日本語の語彙力・文法力・表現力を高める訓練も授業に組
み込まれる。

(A) 英語文に対する｢自己訳｣(＝自力による日本語訳・辞典等使用不可)と｢機械訳｣(＝機械翻訳アプリ等の日本語
訳)の異同を参照しつつ、英語文の構造を把握し、｢完成訳｣(＝可能な限り正確且つ自然な日本語訳)を作成すること
ができる。

(B) 英日翻訳力の土台となる語彙力の向上を図ることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 授業ガイダンス

7 英日翻訳　初級Ⅰ　[＝授業内課題]

0.5 授業内小テスト

0.75 前期中間試験

【前期期末】

1.5 試験答案返却、試験解説

8.5 英日翻訳　初級Ⅱ　[＝授業内課題]

0.5 授業内小テスト

0.75 前期期末試験

1.5 試験答案返却、試験解説、授業アンケート

【後期中間】

8.5 英日翻訳　中級Ⅰ　[＝授業内課題]

0.5 授業内小テスト

0.75 後期中間試験

【後期期末】

1.5 試験答案返却、試験解説

8.5 英日翻訳　中級Ⅱ　[＝授業内課題]

0.5 授業内小テスト

0.75 後期期末試験

1.5 試験答案返却、試験解説、授業アンケート

合計

45

時間

□ ｢自己訳｣｢機械訳｣異同確認、英語文構造把握、｢完成訳｣作成(A)

□ 語彙力定着確認（B）

□ 語彙力定着確認（B）

□ ｢自己訳｣｢機械訳｣異同確認、英語文構造把握、｢完成訳｣作成(A)

□ 語彙力定着確認（B）

□ ｢自己訳｣｢機械訳｣異同確認、英語文構造把握、｢完成訳｣作成(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 年間授業内容確認

□ 語彙力定着確認（B）

授業計画

□ ｢自己訳｣｢機械訳｣異同確認、英語文構造把握、｢完成訳｣作成(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

選択英語Ⅲ

English 3

当講義ではReadingに比重を置いた英語指導を行う。語彙や文法の理解は前提とした上で、スキミングやフレーズ
リーディング、パラグラフリーディングなど、英文を流暢に(fluently)読むためのコツを講じる。

A. 修飾語句や主語、動詞などの文構造を理解することができる

B. 流暢に読むためのTips(コツ)を理解し、実践することができる

C. 英文エッセイの構造を理解することができる

D. TOEICや進学などで必要とされる英語力の基盤を作ることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

一方的な訳読の講義形式を取らず、ペアワークやグループワークを通じた、アクティブな演習形式を基本とする。
毎時、授業の最後で確認テストを行い、理解の定着を狙う。

Active Skills for Reading 1 (Boston, MA: National Geographic Learning)

特に指定しない

総合評価は各区間の単純平均とし、算出方法は以下の通りとする。

① 定期試験(各４回)：50%

② 確認テスト：30% 毎時実施される小クイズ。合計点数を30%換算する。欠席した場合は０点となる。
　　　　　　　　　 再受験は不可とする。

③ 課題：20% 必要に応じて課題提出を求め、20%換算で算出する。
　　　　　　 締切厳守を原則とするが、公欠などの理由があれば後日提出を認めることがある。

１年〜３年までの「英語」、４年次「英語演習」、「選択英語」および１年〜４年までの「国語」

教科書、辞書、メモ用ノート(ルーズリーフ可)を毎時、持参してください。「予習」に関し、こちらから指示を出
しませんが、「復習」は徹底して行ってください。授業内で学んだことを自分のものにできるよう、その日のうち
に振り返り、実践することが必要です。

氏名：

時間数 授業項目

【Term 1】

1.5 授業ガイダンス&実力クイズ

7.5 Unit1 〜 3

0.75 前期中間試験

【Term 2】

1.5 前期中間試験レビュー

9 Unit4 〜 6

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間：前期末試験レビュー

【Term 3】

1.5 後期授業ガイダンス&特別トレーニング

7.5 Unit7〜9

0.75 後期中間試験

【Term 4】

1.5 後期中間試験レビュー

9 Unit10〜Unit11

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間：学年末試験レビュー

合計

45

時間

授業計画

□ フレーズ・リーディングを理解できる(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ シラバスの説明、学習達成目標の確認

□ 現状の英文読解力を把握できる (D)

□ スキミング、スキャニングが理解できる (B,D)

□ エッセイの内容を要約し、他者に説明できる(A,C,D)

□エッセイの内容を予測(プレディクティング)できる(B,C)

□各パラグラフの内容を大雑把に理解することができる(C,D)

□エッセイの内容を要約し、他者に説明できる(A,C,D)

□ シラバスの説明、学習達成目標の確認

□ 現状の英文読解力、文法力を把握できる (A,D)

□ 各パラグラフの内容を正確に理解することができる(A,B,D)

□ 各パラグラフの内容を簡単に要約することができる(B,C,D)

□ 流暢な読解のためのコツを実践できる(A,B,C)

□ エッセイ全体の内容を正確に要約することができる(B,C,D)

□ エッセイ全体の内容を正確に他者に説明できる(B,C,D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

選択英語Ⅳ

English 4

環境問題というトピックにアプローチして、英語の表現力を養うことを目的とした総合英語コースです。環境問題
をトピックとした科目では、5つのスキルの育成を目指します。グループワークやペアワークを通して協働し、「環
境問題」に関連した英語での表現力を身につけます。トピックについて自分の意見を持ち、表現することで、表現
力を養います。

A.(Listening)要点を理解し、単語を明確に発音することができる。
B.(Reading)テーマに関する文章を理解し、自分の表現力を養うことができる。
C.(Speaking)簡単な意見を交換することができる。
D.(Writing) 理解できる文章を書くことができる。
E.(Grammar) 授業で扱った文法事項を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

ディスカッションを含む5つのスキルの向上に取り組みながら、英語での表現力を養います。ペアワークやグループ
ワークを通して、学習トピックについて根拠を持って説明する練習をします。また授業外では、ウェブクラス教材
を活用し、遠隔や対面での活動で学習習慣を身につけます。

環境と文化から見るグローバル世界（Cultural Issues ⇆ EnvironmentalIssues）南雲堂（Nan'un-do)

各自辞書を持参のこと（指定なし）

区間成績：定期試験(50%)＋ウェブクラス課題(20%)＋授業内課題(15%)＋貢献度(15%)

総合成績は各区間評定の平均値で算出する。

　再試験は行わない。
　期日に遅れた課題は減点する(80%評価)

1～4年「英語」

学習継続力を高めるために、協働作業（ペアワーク、グループワーク）への取り組みが強く求められています。ま
た、自分の意見を持って表現することが必須となるため、トピックに取り組む前によく考えることが不可欠です。
さらに、宿題や課題に取り組み、積極的に英語力を高めてください。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

0.75 ガイダンス

3.75 Unit 1

4.5 Unit 2

0.75 前期中間試験

【前期末】

0.75 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

5.25 Unit 3

4.5 Unit 4

0.75 前期末試験

1.5 前期末試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期中間】

4.5 Unit 8

4.5 Unit 11

0.75 後期中間試験

【後期末】

0.75 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

5.25 Unit 13

4.5 Unit 14

0.75 後期末試験

1.5 後期末試験の返却・解説、学習アドバイス

合計

45

時間

授業計画

□　環境問題に関する自分の意見を述べることができる（C,D）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　環境問題に関する話題を理解することができる（A,B）

□　The suffixes -ist, -er, -ier, and -orを使うことができる（E）

□　文中で正しい動詞の形を使うことができる（A,B）

□　個人的な経験を述べることができる（C,D）

□　環境問題に対する理解度を聞くことができる（E）

□　環境問題や文化に関するトピックを理解することができる（A,B）

□　テーマについて自分の意見を述べることができる （C,D）

□　形容詞の正しい形を使うことができる （E）

□　絶滅危惧種とエネルギーに関するトピックを理解できる（A,B）

□　自己評価について意見を述べる ことができる（C,D）

□　遷移語を使うことができる（E）

□　ポイ捨てや動物愛護に関するトピックを理解することができる（A,B）

□　テーマについて自分の意見を述べることができる（C,D）

□　動詞と名詞を正しく使うことができる（E）

□　過去の出来事に関するトピックを理解する（A,B）

□　過去のポイ捨て問題について説明できる（C,D）

□　トピックに関連した語彙を正しく使うことができる（E）

□　過去のポイ捨て問題について説明できる（A,B）

□　自己評価について意見を述べる ことができる（C,D）

□　環境問題に対する理解度を聞くことができる（E）

□　宗教、建築物、環境問題に関するトピックを理解する（A,B）

□　過去の状況が変化していることを伝えるためにUsed toを使用（C,D）

□　トピックに関連した語彙を正しく使うことができる（E）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

選択英語Ⅳ

English 4

環境問題というトピックにアプローチして、英語の表現力を養うことを目的とした総合英語コースです。環境問題
をトピックとした科目では、5つのスキルの育成を目指します。グループワークやペアワークを通して協働し、「環
境問題」に関連した英語での表現力を身につけます。トピックについて自分の意見を持ち、表現することで、表現
力を養います。

A.(Listening)要点を理解し、単語を明確に発音することができる。
B.(Reading)テーマに関する文章を理解し、自分の表現力を養うことができる。
C.(Speaking)簡単な意見を交換することができる。
D.(Writing) 理解できる文章を書くことができる。
E.(Grammar) 授業で扱った文法事項を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

ディスカッションを含む5つのスキルの向上に取り組みながら、英語での表現力を養います。ペアワークやグループ
ワークを通して、学習トピックについて根拠を持って説明する練習をします。また授業外では、ウェブクラス教材
を活用し、遠隔や対面での活動で学習習慣を身につけます。

環境と文化から見るグローバル世界（Cultural Issues ⇆ EnvironmentalIssues）南雲堂（Nan'un-do)

各自辞書を持参のこと（指定なし）

区間成績：定期試験(50%)＋ウェブクラス課題(20%)＋授業内課題(15%)＋貢献度(15%)

総合成績は各区間評定の平均値で算出する。

　再試験は行わない。
　期日に遅れた課題は減点する(80%評価)

1～4年「英語」

学習継続力を高めるために、協働作業（ペアワーク、グループワーク）への取り組みが強く求められています。ま
た、自分の意見を持って表現することが必須となるため、トピックに取り組む前によく考えることが不可欠です。
さらに、宿題や課題に取り組み、積極的に英語力を高めてください。

氏名：

時間数 授業項目

【前期中間】

0.75 ガイダンス

3.75 Unit 1

4.5 Unit 2

0.75 前期中間試験

【前期末】

0.75 前期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

5.25 Unit 3

4.5 Unit 4

0.75 前期末試験

1.5 前期末試験の返却・解説、学習アドバイス

【後期中間】

4.5 Unit 8

4.5 Unit 11

0.75 後期中間試験

【後期末】

0.75 後期中間試験の返却・解説、学習アドバイス

5.25 Unit 13

4.5 Unit 14

0.75 後期末試験

1.5 後期末試験の返却・解説、学習アドバイス

合計

45

時間

授業計画

□　環境問題に関する自分の意見を述べることができる（C,D）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　環境問題に関する話題を理解することができる（A,B）

□　The suffixes -ist, -er, -ier, and -orを使うことができる（E）

□　文中で正しい動詞の形を使うことができる（A,B）

□　個人的な経験を述べることができる（C,D）

□　環境問題に対する理解度を聞くことができる（E）

□　環境問題や文化に関するトピックを理解することができる（A,B）

□　テーマについて自分の意見を述べることができる （C,D）

□　形容詞の正しい形を使うことができる （E）

□　絶滅危惧種とエネルギーに関するトピックを理解できる（A,B）

□　自己評価について意見を述べる ことができる（C,D）

□　遷移語を使うことができる（E）

□　ポイ捨てや動物愛護に関するトピックを理解することができる（A,B）

□　テーマについて自分の意見を述べることができる（C,D）

□　動詞と名詞を正しく使うことができる（E）

□　過去の出来事に関するトピックを理解する（A,B）

□　過去のポイ捨て問題について説明できる（C,D）

□　トピックに関連した語彙を正しく使うことができる（E）

□　過去のポイ捨て問題について説明できる（A,B）

□　自己評価について意見を述べる ことができる（C,D）

□　環境問題に対する理解度を聞くことができる（E）

□　宗教、建築物、環境問題に関するトピックを理解する（A,B）

□　過去の状況が変化していることを伝えるためにUsed toを使用（C,D）

□　トピックに関連した語彙を正しく使うことができる（E）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

基本的な英文法の項目について，各項目の形・仕組みについて講義し，その論理的分析や文化的側面についての演
習を行う．授業ではテキストを利用しながら，認知文法的なアプローチからの講義やディスカッションを行う．ま
た，必要に応じて，グループワークやプレゼンテーションなどを通じて理解を促進する．

Good Grammar, Better Communication（成美堂）

区間評価：定期試験（50%）+ 課題（30%）+ 授業参加（20%）
※ 課題には，WebClass課題（20%）とポートフォリオ（10%）が含まれる．
※ 授業参加は，授業中の発言回数と授業への貢献度およびリアクションペーパーの内容で評価される．
※ 定期試験の再試験は実施しない．
※ WebClass課題及びノート提出ともに締め切り厳守．遅延提出は認めない．

総合評価は各区間の単純平均とする．

1～3年「英語」および「国語」

この授業では，英語におけるある表現がどのように容認され得るかを検討することが中心的な課題となる．よっ
て，授業で学習した内容をノートにまとめ直したり練習問題に取り組んだりする復習（1.5時間）した上で，実際の
使用場面に当てはめてその容認性について自問自答することが求められる．

科目名（和文）

選択英語Ⅴ

English 5

当講義では基本的な英文法についての講義と演習を行う。文法項目を名詞に関わる項目，動詞に関わる項目，状況
に関わる項目に分け、各項目の仕組みがしっかりと理解できることを目的としている。

A. 文、節、語句の構造が理解ができる．
B. 名詞句の形を理解し，その解釈ができる．
C. 動詞句の形を理解し，その解釈ができる．
D. 修飾語句の形を理解し，その解釈ができる．
E. TOEICや進学のために必要となる，今後の英語学習の基礎を作ることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 授業ガイダンス，語・句・節

7.5 動詞句について

Chapter 1

Chapter 2

Chapter 3

0.75 前期中間試験

【前期末】

1.5 試験答案返却、試験解説

9 文と節の構造

Chapter 4

Chapter 5

Chapter 6

Chapter 7

Chapter 8

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間：試験答案返却、試験解説

【後期中間】

3 前期の復習

6 Chapter 9

Chapter 10

Chapter 11

0.75 後期中間試験

【学年末】

1.5 試験答案返却、試験解説

9 Chapter 12

Chapter 13

Chapter 14

Chapter 15

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間：試験答案返却、試験解説

合計

45

時間

□ 関係詞と接続詞との関係性や働きについて理解する（A, C, E）

□ 仮定法の用法および解釈の仕方について理解する（A, E）

□ 態について理解する（C, E）

□ 完了相とその解釈の仕方について理解する（C, E）

□ 比較の原理と解釈の仕方を理解する（A, D, E）

□ 分詞の働きと意味について理解する（D, E）

□ 未来を表す表現について理解する（C, E）

□ 基本的な句構造について復習する（A, B, C, D, E）

□ 動名詞の意義と働きについて理解する（B, E）

□ 不定詞の働きについて理解する（B, D, E）

□ 文と節の概念の違いについて理解する（A, C, E）

□ 接続詞や前置詞の役割について理解する（A, E）

□ 修飾語句の働きについて理解する（D）

□ 助動詞の働きと意味について理解する（C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業のコンセプトを理解する

□ 語，句，節の概念の違いを理解する（A, E）

□ 動詞のテンスとアスペクトについて理解する（C）

□ 現在形と過去形の単純相について理解する（C, E）

□ 名詞・代名詞の用法について理解する（B, E）

□ 可算性と不可算性について理解する（B, E）

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

Study and practice of model speeches and their structures; repetition of newly learned skills; reading
and writing practice.

Getting Ready for Speech (LeBeau & Harrington - Language Solutions Inc.)

One B-5 notebook for writing excercises and dictation.

1区間：
Term Test (60%)
Class Participation (20%)
Preparation (homework etc) (20%）

総合評価は単純平均方式で算出する。

Junior High and High school English

Have a positive attitude and open mind. Don't be shy about hearing your own voice.

科目名（和文）

選択英語VI

English 6

The acquisition of the language and delivery skills necessary to write and give speeches. This class
hopes to give students the skills and confidence necessary to be able to eventually create and give an
original speech in public.

A: Speak with confidence in front of people and give your own opinion about various subjects.
B: Write and give original speeches about subjects which interest you.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【Term 1】     

1.5 Introduction - Unit 1--Self-introduction Spe

1.5 Unit 1--Self-introduction Speeches

1.5 Unit 1--Self-introduction Speeches

1.5 Unit 2--Introducing Someone

1.5 Unit 2--Introducing Someone

1.5 Unit 2--Introducing Someone

0.75 1st Exam     

【Term 2】     

1.5 Feedback and Summary

1.5 Unit 3--Demonstrations

1.5 Unit 3--Demonstrations

1.5 Unit 3--Demonstrations

1.5 Unit 4--Layout Speeches

1.5 Unit 4--Layout Speeches

1.5 Unit 4--Layout Speeches

0.75 2nd Exam     

1.5 Feedback and Summary

【Term 3】     

1.5 Unit 6--Show and Tell

1.5 Unit 6--Show and Tell

1.5 Unit 6--Show and Tell

1.5 Unit 5--Book and Movie Reviews

1.5 Unit 5--Book and Movie Reviews

1.5 Unit 5--Book and Movie Reviews

0.75 3rd Exam

【Term 4】     

1.5 Unit 7--Award Presentations

1.5 Unit 7--Award Presentations

1.5 Unit 7--Award Presentations

1.5 Original Speeches

1.5 Original Speeches

1.5 Original Speeches

1.5 Summary and Review

0.75 4th Exam

1.5 Class Summary and Conclusions

合計

45

時間

Summary and Review (A & B)

Language & Delivery (A)

Class Summary and Conclusions (A)

Delivery & Practice (A)

Practice & Speech (A & B)

Writing & Practice (A & B)

Writing & Practice (A & B)

Performances (A & B)

Practice & Speech (A & B)

Language & Delivery (A)

Delivery & Practice (A)

Practice & Speech (A & B)

Language & Delivery (A)

Delivery & Practice (A)

Summary and Review (A & B)

Delivery & Practice (A)

Practice & Speech (A & B)

Language & Delivery (A)

Delivery & Practice (A & B)

Practice & Speech (A & B)

Summary and Review (A & B)

Language & Delivery (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

Using this book - Language (A)

Delivery & Practice (A)

Language & Delivery (A)

Delivery & Practice (A & B)

Practice & Speech (A & B)

授業計画

Practice & Speech (A & B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

Study and practice of model speeches and their structures; repetition of newly learned skills; reading
and writing practice.

Getting Ready for Speech (LeBeau & Harrington - Language Solutions Inc.)

One B-5 notebook for writing excercises and dictation.

1区間：
Term Test (60%)
Class Participation (20%)
Preparation (homework etc) (20%）

総合評価は単純平均方式で算出する。

Junior High and High school English

Have a positive attitude and open mind. Don't be shy about hearing your own voice.

科目名（和文）

選択英語VI

English 6

The acquisition of the language and delivery skills necessary to write and give speeches. This class
hopes to give students the skills and confidence necessary to be able to eventually create and give an
original speech in public.

A: Speak with confidence in front of people and give your own opinion about various subjects.
B: Write and give original speeches about subjects which interest you.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

【Term 1】     

1.5 Introduction - Unit 1--Self-introduction Spe

1.5 Unit 1--Self-introduction Speeches

1.5 Unit 1--Self-introduction Speeches

1.5 Unit 2--Introducing Someone

1.5 Unit 2--Introducing Someone

1.5 Unit 2--Introducing Someone

0.75 1st Exam     

【Term 2】     

1.5 Feedback and Summary

1.5 Unit 3--Demonstrations

1.5 Unit 3--Demonstrations

1.5 Unit 3--Demonstrations

1.5 Unit 4--Layout Speeches

1.5 Unit 4--Layout Speeches

1.5 Unit 4--Layout Speeches

0.75 2nd Exam     

1.5 Feedback and Summary

【Term 3】     

1.5 Unit 6--Show and Tell

1.5 Unit 6--Show and Tell

1.5 Unit 6--Show and Tell

1.5 Unit 5--Book and Movie Reviews

1.5 Unit 5--Book and Movie Reviews

1.5 Unit 5--Book and Movie Reviews

0.75 3rd Exam

【Term 4】     

1.5 Unit 7--Award Presentations

1.5 Unit 7--Award Presentations

1.5 Unit 7--Award Presentations

1.5 Original Speeches

1.5 Original Speeches

1.5 Original Speeches

1.5 Summary and Review

0.75 4th Exam

1.5 Class Summary and Conclusions

合計

45

時間

Summary and Review (A & B)

Language & Delivery (A)

Class Summary and Conclusions (A)

Delivery & Practice (A)

Practice & Speech (A & B)

Writing & Practice (A & B)

Writing & Practice (A & B)

Performances (A & B)

Practice & Speech (A & B)

Language & Delivery (A)

Delivery & Practice (A)

Practice & Speech (A & B)

Language & Delivery (A)

Delivery & Practice (A)

Summary and Review (A & B)

Delivery & Practice (A)

Practice & Speech (A & B)

Language & Delivery (A)

Delivery & Practice (A & B)

Practice & Speech (A & B)

Summary and Review (A & B)

Language & Delivery (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

Using this book - Language (A)

Delivery & Practice (A)

Language & Delivery (A)

Delivery & Practice (A & B)

Practice & Speech (A & B)

授業計画

Practice & Speech (A & B)

 
 
 
 
 

 
Ⅲ.デザイン学科 必修専門科目 
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AD 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
基礎デザイン1（⽴体・平⾯） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン2（デッサン） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン3（製図） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

基礎デザイン4（⾊彩構成） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン5（⽴体・空間構成） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン6（ドローイング） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

基礎デザイン７（実材） AD 必修 通年 4 ◯ 4 4 ○
基礎デザイン８（CG） AD 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 ○

デザイン実習1 AD 必修 通年 4 ◯ 4 4 ○
デザイン⽅法論１ AD 必修 後期 2 2 ○ ○
デザイン概論 AD 必修 前期 2 2 ○ ○

⾊彩学 AD 必修 前期 2 2 ○
表現法 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○
CG1 AD 必修 前期 2 2 ○

構成演習 AD 必修 後期 2 2 ○
デザイン史 AD 必修 後期 2 2 ○
⼯業技術概論 AD 必修 前期 2 2 ○
デザイン実習2 AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

デザイン⽅法論２ AD 必修 前期 2 2 ○ ○
デザイン⼼理１ AD 必修 後期 2 2 ○ ○
応⽤デザイン1 AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○ ○
応⽤デザイン2 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○ ○

CG2 AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○
プレゼンテーション AD 必修 前期 2 2 ○ ○
メディア・デザイン論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○
UI・UXデザイン概論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○

卒業研究 AD 必修 通年 16 ○ 6 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
デザイン⼼理２ AD 必修 前期 2 2 ○ ○

造形論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○
応⽤デザイン３ AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○ ○
応⽤デザイン４ AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○ ○

経営論 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○
技術者倫理 AD 必修 前期 2 2 ○ ○
環境論 AD 必修 前期 2 2 ○ ○

マーケティング AD 必修 前期 2 2 ○ ○

単位数 40 48 授業時間 8 8 10 10 12 12 10 10 16 12
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

88

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

8 10 20 18 32
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AD 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
基礎デザイン1（⽴体・平⾯） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン2（デッサン） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン3（製図） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

基礎デザイン4（⾊彩構成） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン5（⽴体・空間構成） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン6（ドローイング） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

基礎デザイン７（実材） AD 必修 通年 4 ◯ 4 4 ○
基礎デザイン８（CG） AD 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 ○

デザイン実習1 AD 必修 通年 4 ◯ 4 4 ○
デザイン⽅法論１ AD 必修 後期 2 2 ○ ○
デザイン概論 AD 必修 前期 2 2 ○ ○

⾊彩学 AD 必修 前期 2 2 ○
表現法 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○
CG1 AD 必修 前期 2 2 ○

構成演習 AD 必修 後期 2 2 ○
デザイン史 AD 必修 後期 2 2 ○
⼯業技術概論 AD 必修 前期 2 2 ○
デザイン実習2 AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

デザイン⽅法論２ AD 必修 前期 2 2 ○ ○
デザイン⼼理１ AD 必修 後期 2 2 ○ ○
応⽤デザイン1 AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○ ○
応⽤デザイン2 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○ ○

CG2 AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○
プレゼンテーション AD 必修 前期 2 2 ○ ○
メディア・デザイン論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○
UI・UXデザイン概論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○

卒業研究 AD 必修 通年 16 ○ 6 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
デザイン⼼理２ AD 必修 前期 2 2 ○ ○

造形論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○
応⽤デザイン３ AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○ ○
応⽤デザイン４ AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○ ○

経営論 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○
技術者倫理 AD 必修 前期 2 2 ○ ○
環境論 AD 必修 前期 2 2 ○ ○

マーケティング AD 必修 前期 2 2 ○ ○

単位数 40 48 授業時間 8 8 10 10 12 12 10 10 16 12
単位数計 単位数88

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

8 10 20 18 32

備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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AD 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
基礎デザイン1（⽴体・平⾯） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン2（デッサン） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン3（製図） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

基礎デザイン4（⾊彩構成） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン5（⽴体・空間構成） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○
基礎デザイン6（ドローイング） AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

基礎デザイン７（実材） AD 必修 通年 4 ◯ 4 4 ○
基礎デザイン８（CG） AD 必修 通年 2 ◯ ◯ 2 2 ○

デザイン実習1 AD 必修 通年 4 ◯ 4 4 ○
デザイン⽅法論１ AD 必修 後期 2 2 ○ ○
デザイン概論 AD 必修 前期 2 2 ○ ○

⾊彩学 AD 必修 前期 2 2 ○
表現法 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○
CG1 AD 必修 前期 2 2 ○

構成演習 AD 必修 後期 2 2 ○
デザイン史 AD 必修 後期 2 2 ○
⼯業技術概論 AD 必修 前期 2 2 ○
デザイン実習2 AD 必修 通年 2 ◯ 2 2 ○

デザイン⽅法論２ AD 必修 前期 2 2 ○ ○
デザイン⼼理１ AD 必修 後期 2 2 ○ ○
応⽤デザイン1 AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○ ○
応⽤デザイン2 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○ ○

CG2 AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○
プレゼンテーション AD 必修 前期 2 2 ○ ○
メディア・デザイン論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○
UI・UXデザイン概論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○

卒業研究 AD 必修 通年 16 ○ 6 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
デザイン⼼理２ AD 必修 前期 2 2 ○ ○

造形論 AD 必修 後期 2 2 ○ ○
応⽤デザイン３ AD 必修 前期 2 ◯ 2 ○ ○
応⽤デザイン４ AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○ ○

経営論 AD 必修 後期 2 ◯ 2 ○
技術者倫理 AD 必修 前期 2 2 ○ ○
環境論 AD 必修 前期 2 2 ○ ○

マーケティング AD 必修 前期 2 2 ○ ○

単位数 40 48 授業時間 8 8 10 10 12 12 10 10 16 12
単位数計 単位数88

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

8 10 20 18 32

備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 0 35

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

■エディトリアルデザイナーとしての経験：平面での造形の思考、実践 ■アートディレクター、クリエイティブ
ディレクターの経験：デザイン提案力としての造形力の活用 ■印刷技術者、パッケージデザイナーとしての経
験：立体、平面デザインの立体化においての思考、実践、様々な印刷適性素材の活用
自動車会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、社会、生活と技術の関わりからデザ
インを考察する

授業内容

科目名（和文）

基礎デザイン1(立体・平面)

Basic Design1（3-D・2-D）

デザインの学び方を身につけ、デザインの在り方について考えるきっかけを持つ。
また様々な素材に触れることで自らの表現の幅を拡げ、その表現に挑戦する。
さらに、PCでのデザインツールについても操作し、
身体性による描画とシームレスにつながる思考を身につける。

A.デザインとは何かについて考えることが出来る
B.いくつかの素材について初歩的な加工ができる
C.身につけた知識･技術・技能を展開して課題に挑戦出来る
D.自身の制作物について他者に解説できる（プレゼンテーション）
E.デジタルツールでの制作がはじめられる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

学習、ディスカッション、観察、考察、体験、表現(制作)、プレゼンテーション
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評

高等学校用「デザイン実践」

クロッキーブック、筆記用具、定規類を基本とし、加工用の道具は適宜指示を出す

年間２回（前期末、後期末）の評価。

課題(レポート含む）評価100%として各区間を評価する。

未提出課題は0点として扱う。

成績表評価としての総合評価は、区間評価の単純平均とする。
必要に応じて、追加補講・理解度評価テスト(課題として扱う)などを行う。

基礎デザイン２～８

日々目にするモノやコトについて、よく観察し、その意味と表現方法について考察すること。

氏名：

時間数 授業項目

15 導入授業

デザインとは何かを考える

5 実習課題　様々な素材、道具に触れる

課題は複数行う予定だが、学生全体の

進行度合いによって量と内容を調整する

15 実習課題　表現

ここまで学んだ素材や加工を用いて、

それらを拡大しながら自らの表現を行う

自分の目的について説明を行う

10 実習課題　オンスクリーン

PCをデザインをする道具の一つと捉え、

道具を使いこなすための理解を深める「PCででき

「表現したいことをPCで描画できる」ようにする

合計

45

時間

授業計画

□質問に的確に答えることが出来る(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

・授業内容や授業への取り組み方などのガイダンスと講義

□取り組むべき事柄、態度の理解(A)

□グループ内でディスカッションが出来る(A)

□考え方の説明が出来る(A)(D)

□複数の素材の簡単な加工ができる(B)

□道具の使い方の基礎を習得する(B)

□制作物を適切に仕上げることができる(B)

□自分の表現に熱意を持って取り組める（C）

□課題に対して複数のアイディア展開ができる（C)

□意味と形との結びつきを提案できる（C)

□制作物を丁寧に仕上げることができる(B)（C)

□制作物の解説が他者に伝わるように出来る(D)

□オンスクリーンでの表現の練習（E）

□PCに共通する基本的操作を理解する(E）

□デザイン向けアプリケーションの概要を理解する（E）

□手描きのラフスケッチがPC上で仕上げ描画できる（E）

－130－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 0 35

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

■エディトリアルデザイナーとしての経験：平面での造形の思考、実践 ■アートディレクター、クリエイティブ
ディレクターの経験：デザイン提案力としての造形力の活用 ■印刷技術者、パッケージデザイナーとしての経
験：立体、平面デザインの立体化においての思考、実践、様々な印刷適性素材の活用
自動車会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、社会、生活と技術の関わりからデザ
インを考察する

授業内容

科目名（和文）

基礎デザイン1(立体・平面)

Basic Design1（3-D・2-D）

デザインの学び方を身につけ、デザインの在り方について考えるきっかけを持つ。
また様々な素材に触れることで自らの表現の幅を拡げ、その表現に挑戦する。
さらに、PCでのデザインツールについても操作し、
身体性による描画とシームレスにつながる思考を身につける。

A.デザインとは何かについて考えることが出来る
B.いくつかの素材について初歩的な加工ができる
C.身につけた知識･技術・技能を展開して課題に挑戦出来る
D.自身の制作物について他者に解説できる（プレゼンテーション）
E.デジタルツールでの制作がはじめられる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

学習、ディスカッション、観察、考察、体験、表現(制作)、プレゼンテーション
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評

高等学校用「デザイン実践」

クロッキーブック、筆記用具、定規類を基本とし、加工用の道具は適宜指示を出す

年間２回（前期末、後期末）の評価。

課題(レポート含む）評価100%として各区間を評価する。

未提出課題は0点として扱う。

成績表評価としての総合評価は、区間評価の単純平均とする。
必要に応じて、追加補講・理解度評価テスト(課題として扱う)などを行う。

基礎デザイン２～８

日々目にするモノやコトについて、よく観察し、その意味と表現方法について考察すること。

氏名：

時間数 授業項目

15 導入授業

デザインとは何かを考える

5 実習課題　様々な素材、道具に触れる

課題は複数行う予定だが、学生全体の

進行度合いによって量と内容を調整する

15 実習課題　表現

ここまで学んだ素材や加工を用いて、

それらを拡大しながら自らの表現を行う

自分の目的について説明を行う

10 実習課題　オンスクリーン

PCをデザインをする道具の一つと捉え、

道具を使いこなすための理解を深める「PCででき

「表現したいことをPCで描画できる」ようにする

合計

45

時間

授業計画

□質問に的確に答えることが出来る(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

・授業内容や授業への取り組み方などのガイダンスと講義

□取り組むべき事柄、態度の理解(A)

□グループ内でディスカッションが出来る(A)

□考え方の説明が出来る(A)(D)

□複数の素材の簡単な加工ができる(B)

□道具の使い方の基礎を習得する(B)

□制作物を適切に仕上げることができる(B)

□自分の表現に熱意を持って取り組める（C）

□課題に対して複数のアイディア展開ができる（C)

□意味と形との結びつきを提案できる（C)

□制作物を丁寧に仕上げることができる(B)（C)

□制作物の解説が他者に伝わるように出来る(D)

□オンスクリーンでの表現の練習（E）

□PCに共通する基本的操作を理解する(E）

□デザイン向けアプリケーションの概要を理解する（E）

□手描きのラフスケッチがPC上で仕上げ描画できる（E）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

クラスを2グループに分け、基礎デザイン4とのローテーションで授業を行う。
主に鉛筆、練り消しゴムを使用し、デッサンを学ぶ。
課題の講評は、前期末と後期末に行う。
実技試験を実施し、学習指導期間に試験の返却、解説を行う。

なし

B3スケッチブック、鉛筆各種、消しゴム、練り消しゴム、カッター

評価は学年末に行う
全課題＋試験の点数を合算し、平均化したものを評価とする。
※ 提出期限に遅れたものは、減点評価になる可能性があります
※ 未提出作品がある場合は、不合格になる可能性があります
※ 授業中の態度、作品制作への意欲を考慮し、3〜5点程度の加点もしくは減点をする。

基礎デザイン6(ドローイング)

課題を良い物に仕上げるためには、集中力の有無が大事な要素となります。集中力や描く力は、すぐに身につけら
れるものではありません。ひとつひとつの課題に出来る限りの時間を費やし、課題毎に自分の力の底上げができる
ように努力しましょう。

科目名（和文）

基礎デザイン２（デッサン）

Basic Design 2（Dessin）

鉛筆を使用し、立体物を平面に表現する技術を実習形式で学び、デザイナーに必要な基礎的な力の習得、向上を目
指す

A.鉛筆デッサンに必要な道具を使うことができる
B.鉛筆デッサンの基礎的な表現方法を習得しモチーフの観察、形態、明暗、質感を画用紙に表現することができる
C.自身で描いたものを客観的視点で観察し、分析、修正することができる
D.ものづくりに必要な、集中力を身につけることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

イラストレーターとしてのイラスト制作や制作会社でのデザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ
等）の経験から、対象物を観察し表現する基礎デッサン力を身につけるとともに、視覚的に第三者へイメージやア
イデアを伝えるコミュニケーションツールとしてのドローイング（デッサン）も養っていく。

授業内容

時間数 授業項目

1 はじめに

2 鉛筆デッサンの道具の使用法

39 基礎立体の鉛筆デッサン

1.5 試験

1.5 試験返却、解説

合計

45

時間

□基礎立体の構造を理解する（B,D）

□明暗の描き分けを理解する（A,B,D）

□モチーフの構図、画面配置のバランスを理解する（C,D）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業目的、進め方、評価方法、ねらいを理解する

□鉛筆デッサンに必要な道具の使い方を学ぶ（A,D）

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教員が学習内容の解説を行い、学生はそれに準じた演習課題に取り組む。途中の状況によっては理解度の確認のた
めの小テストを行う。試験は習熟度と理解度を測るために行う。
学習のフィードバックは3段階で行う。演習課題について誤答部分があれば指摘のうえで返却する。必要に応じて個
別指導を行う。採点から得られた学習状況を元に、学生全体に共通する作図ポイントの解説を追加で行う。

文部科学省高等学校用デザイン製図

適宜プリント等を配布する

評価結果は年２回（前期末、学年末）示す
点数計算：前期末は試験点のみ、学年末は課題最終点3割、試験点7割（2回の平均）で算出

・課題は目標の理解と習得のための訓練として行い、授業期間を通して複数課題の提出を求める
・課題提出が期限までに出来ない場合は場合は最終点数に重大なペナルティを課す
・やむを得ない理由での提出遅れは考慮する

・課題点は合格（基準到達60点＋完成度で採点）と不合格（基準未達60点未満）で判定する
・不合格の場合は必要箇所あるいは全体を見直して再取り組みを行い期間内に提出することを求める
・課題不合格が一つでも残る場合は習得訓練の未達とみなし、試験の点数にかかわらず科目0点とする

・状況によっては小テストを実施し、理解度を確認できるようにする

2年：基礎デザイン5(立体・空間構成)、基礎デザイン7(実材)

物体を感覚だけでは無く、数値的に捉える習慣を身につける。
物体を複数の方向から捉えたときにどの様な形が現れるかについて、かねてより興味を持って観察しておく。

科目名（和文）

基礎デザイン3（製図）

Basic Design 3（Drafting）

機械製図の基礎を学ぶ。
第三角法および幾つかの投影法による立体の2次元化作図法とその仕組みを知る。
授業内容を通して理性による描写方法とその利用への理解と、共通言語としての製図表現について基礎的理解を促
す。

A.　製図用具を知り、正しく使うことができる
B.　製図のルールを知り、正しく理解することができる
C.　正投影図が描ける
D.　寸法記入ができる
E.　立体の投影図を描ける

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

2 製図の目的

5 製図規約

16 作図(第三角法による三面図)

13 投影図

4 応用課題

3 定期試験(年２回)

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

前期末（100分）、学年末(100分)

試験返却と解説

□透視投影法について学び、作図ができる(A)(E)

□自分でデザインしたものを作図できる(A)(B)(C)(D)

□寸法補助記号について学ぶ(D)

□表題欄について学ぶ(D)

□軸測投影法について学び、作図ができる(A)(E)

□斜投影法について学び、作図ができる(A)(E)

□投影法の種類を学ぶ(B)

□三面図が描ける(A)(C)(D)

□寸法記入の方法について学ぶ(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業のねらいやルール、評価方法を理解する

□製図用具の種類と正しい使い方を知る(A)

□製図の目的を理解し、図面の種類を知る(A)

□製図に使われる線の種類を知る(A)(B)

□線の使い分けができる(A)(B)

□製図のルール(JISやISOなど)について学ぶ(B)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教員が学習内容の解説を行い、学生はそれに準じた演習課題に取り組む。途中の状況によっては理解度の確認のた
めの小テストを行う。試験は習熟度と理解度を測るために行う。
学習のフィードバックは3段階で行う。演習課題について誤答部分があれば指摘のうえで返却する。必要に応じて個
別指導を行う。採点から得られた学習状況を元に、学生全体に共通する作図ポイントの解説を追加で行う。

文部科学省高等学校用デザイン製図

適宜プリント等を配布する

評価結果は年２回（前期末、学年末）示す
点数計算：前期末は試験点のみ、学年末は課題最終点3割、試験点7割（2回の平均）で算出

・課題は目標の理解と習得のための訓練として行い、授業期間を通して複数課題の提出を求める
・課題提出が期限までに出来ない場合は場合は最終点数に重大なペナルティを課す
・やむを得ない理由での提出遅れは考慮する

・課題点は合格（基準到達60点＋完成度で採点）と不合格（基準未達60点未満）で判定する
・不合格の場合は必要箇所あるいは全体を見直して再取り組みを行い期間内に提出することを求める
・課題不合格が一つでも残る場合は習得訓練の未達とみなし、試験の点数にかかわらず科目0点とする

・状況によっては小テストを実施し、理解度を確認できるようにする

2年：基礎デザイン5(立体・空間構成)、基礎デザイン7(実材)

物体を感覚だけでは無く、数値的に捉える習慣を身につける。
物体を複数の方向から捉えたときにどの様な形が現れるかについて、かねてより興味を持って観察しておく。

科目名（和文）

基礎デザイン3（製図）

Basic Design 3（Drafting）

機械製図の基礎を学ぶ。
第三角法および幾つかの投影法による立体の2次元化作図法とその仕組みを知る。
授業内容を通して理性による描写方法とその利用への理解と、共通言語としての製図表現について基礎的理解を促
す。

A.　製図用具を知り、正しく使うことができる
B.　製図のルールを知り、正しく理解することができる
C.　正投影図が描ける
D.　寸法記入ができる
E.　立体の投影図を描ける

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

2 製図の目的

5 製図規約

16 作図(第三角法による三面図)

13 投影図

4 応用課題

3 定期試験(年２回)

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

前期末（100分）、学年末(100分)

試験返却と解説

□透視投影法について学び、作図ができる(A)(E)

□自分でデザインしたものを作図できる(A)(B)(C)(D)

□寸法補助記号について学ぶ(D)

□表題欄について学ぶ(D)

□軸測投影法について学び、作図ができる(A)(E)

□斜投影法について学び、作図ができる(A)(E)

□投影法の種類を学ぶ(B)

□三面図が描ける(A)(C)(D)

□寸法記入の方法について学ぶ(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業のねらいやルール、評価方法を理解する

□製図用具の種類と正しい使い方を知る(A)

□製図の目的を理解し、図面の種類を知る(A)

□製図に使われる線の種類を知る(A)(B)

□線の使い分けができる(A)(B)

□製図のルール(JISやISOなど)について学ぶ(B)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

デザイン会社でのグラフィック関連コミュニケーションツール(パッケージデザインやポスター制作，CI開発など)
の制作経験から，色彩と構成における実践的なデザインワークをおこなう

授業内容

科目名（和文）

基礎デザイン4(色彩構成)

Basic Design 4（Color Composition)

デザインに必要な平面構成の基礎知識やスキルを色彩演習を通して学ぶ

A.色彩構成に必要な道具の正しい使い方を習得する(烏口,溝引き,定規,絵具,筆,等)
B.絵具を用いた線の引き方や面の塗り方，水張りの仕方を習得する
C.デザインに必要な平面構成や色彩について基礎的な知識が理解できる
D.集中して作品制作の作業ができる
E.完成課題作品の提出，プレゼンテーション(講評会)に参加できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

実技授業である，課題は主に絵具と水張りケント紙を用いる
課題説明や演習制作,提出・評価の手順で進め，学習指導期間にフィードバックをおこなう

特になし,必要に応じて資料を配布

色彩構成道具一式，スケッチブック 等
適宜授業中にレクチャー，配布

○課題評価と定期試験を年1回(100分，実技試験)実施する
学年末評価:課題(4課題,80%）＋定期区間実技試験（20%）＝100％評価

○評価基準　A+:100〜95点, A:94〜80点, B:79〜70点, C:69〜60点, D:60点未満

○提出期限を過ぎた場合の注意点
・原則受け取らない．(ただし，やむを得ない理由がある場合は考慮する)
・受け取ったとしても大幅な減点（一律30点）となるので注意すること

○未完成や未提出,プロセスを踏まない課題は０点扱いとする

○指定された課題すべてを提出した場合のみ合格とする

基礎デザイン7(実材)・8(CG)，色彩学

持ち物の忘れがないようにする
提出物や宿題の確認をする

氏名：

時間数 授業項目

　　　前期

1.5 ガイダンス（色彩構成について，用具の説明）

9 課題1「線をひく，面を塗る」

道具の使い方，制作演習

12 課題2「色彩構成」課題説明

制作・中間チェック

提出・評価・フィードバック

水張り作業

　　　後期

6 課題3「構成演習」

制作・中間チェック

提出・評価・フィードバック

13.5 課題4「イメージ構成A・B」

制作・中間チェック

提出・評価・フィードバック

1.5 定期区間実技試験（年1回，100分実技試験）

1.5 科目別補講

※学習指導期間(上記項目の中から実施)

合計

45

時間

授業計画

□溝引きができるようになった（A）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業全体の概要（シラバス確認）が分かった

□烏口の使い方が習得できた（A）

□混色ができるようになった（A）

□課題説明が理解できた（C）

□集中して制作作業ができるようになった（D）

□作品を仕上げて提出ができた（E）

□水張りが出来るようになった（B）

□課題説明が理解できた（C）

□集中して制作作業ができるようになった（D）

□作品を仕上げて提出ができた（E）

□課題説明が理解できた（C）

□集中して制作作業ができるようになった（D）

□作品のプレゼンテーション(講評会)に参加できる（E）

□試験が受けられた(A〜E)

□科目別補講が受けられた
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 5 20 20

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

自動車会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に関わった経験から、授業では図面や立体表現に関わる基
礎知識と基礎技能を扱う.

授業内容

科目名（和文）

基礎デザイン5(立体・空間構成)

Basic Design 5(3D Composition) 

スケッチや図面を用いた造形表現、造形展開力を養う.
作図をもとに異なる材料を用いた立体制作・立体構成を行う.

A.立体を理解して、スケッチや三面図の表現を行った.
B.スケッチや作図を通して立体形状の造形展開・検討を行った.
C.作図によって立体物を制作するプロセスを体験した.
D.提案の意図をまとめて、発表した.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを２グループに分け、基礎デザイン6(ドローイング)の授業と前期中間・前期末・後期中間・学年末ごとに
ローテーションしながら授業を行う.
課題提出後に講評会を行い、作品の完成度や課題の取り組み状況を全員で共有しながら、習熟度を確認する.

評価は前期末と学年末の年間２回行う.

前期末：提出課題ごとの評価を平均して算出
学年末：提出課題ごとの評価を平均して算出し、前期末の評価との平均値を年間の総合評価とする.

提出物が課題ごとの提出条件を満たしていない場合は、合格点の評価とはならない.
また、一つでも未提出課題があった場合、総合評価は不可となる.

構成演習、デザイン実習１

実技の課題は,一度やった程度では身に付きません.本年度取り組んだ内容が３年生の課題で応用できるように、授
業の内容をしっかり理解するために反復して制作に取り組むことが望ましい.

氏名：

時間数 授業項目

ガイダンス

【三面図による立体表現−１】

3 連続断面による立体表現ー作図

3 連続断面による立体表現ー制作

【三面図による立体表現−２】

3 三面図による相関立体ー作図

3 三面図による相関立体ーハイライト・レンダリン

【相関立体の表現】

1.5 部品作図

3 部品作成,ペーパーモデル試作

3 アイソメ図による相関立体の表現

1.5 前期末講評

【立体作品の制作】

1.5 スケッチによる造形展開-1

1.5 スケッチによる造形展開-2

3 アイデアの図面化

7.5 立体作品制作

3 撮影・プレゼン準備

3 プレゼンテーション

1.5 学年末講評

学習指導期間（上記項目のいずれか）

3 科目別補講

合計

45

時間

授業計画

□立体物を想像しながら三面図の作図を行った(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業目的、進め方、評価方法、ねらいを理解する

□作図をもとにスチレンボードで作品を制作できた(C)

□三面図により相関立体を作図し、相関線を求めた(A)

□ハイライト・レンダリングにより立体表現を行なった(A)

□作図のねらいと考え方が理解できた(A)

□試作をとおして作図が正しかったことを確認した(C)

□作図をもとに投影図による立体表現を行った(B)

□想像した形をスケッチにより描き出した(B)

□スケッチをしながら形を検討した(B)

□スケッチで描いたかたちに具体的な寸法を設定して図面化した(B)

□作図に基づき立体物を制作するプロセスを理解した(C)

□図面や写真を用いた立体作品の表現を学んだ(A)

□制作物の提案意図を説明まとめて発表した(D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 5 20 20

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

自動車会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に関わった経験から、授業では図面や立体表現に関わる基
礎知識と基礎技能を扱う.

授業内容

科目名（和文）

基礎デザイン5(立体・空間構成)

Basic Design 5(3D Composition) 

スケッチや図面を用いた造形表現、造形展開力を養う.
作図をもとに異なる材料を用いた立体制作・立体構成を行う.

A.立体を理解して、スケッチや三面図の表現を行った.
B.スケッチや作図を通して立体形状の造形展開・検討を行った.
C.作図によって立体物を制作するプロセスを体験した.
D.提案の意図をまとめて、発表した.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを２グループに分け、基礎デザイン6(ドローイング)の授業と前期中間・前期末・後期中間・学年末ごとに
ローテーションしながら授業を行う.
課題提出後に講評会を行い、作品の完成度や課題の取り組み状況を全員で共有しながら、習熟度を確認する.

評価は前期末と学年末の年間２回行う.

前期末：提出課題ごとの評価を平均して算出
学年末：提出課題ごとの評価を平均して算出し、前期末の評価との平均値を年間の総合評価とする.

提出物が課題ごとの提出条件を満たしていない場合は、合格点の評価とはならない.
また、一つでも未提出課題があった場合、総合評価は不可となる.

構成演習、デザイン実習１

実技の課題は,一度やった程度では身に付きません.本年度取り組んだ内容が３年生の課題で応用できるように、授
業の内容をしっかり理解するために反復して制作に取り組むことが望ましい.

氏名：

時間数 授業項目

ガイダンス

【三面図による立体表現−１】

3 連続断面による立体表現ー作図

3 連続断面による立体表現ー制作

【三面図による立体表現−２】

3 三面図による相関立体ー作図

3 三面図による相関立体ーハイライト・レンダリン

【相関立体の表現】

1.5 部品作図

3 部品作成,ペーパーモデル試作

3 アイソメ図による相関立体の表現

1.5 前期末講評

【立体作品の制作】

1.5 スケッチによる造形展開-1

1.5 スケッチによる造形展開-2

3 アイデアの図面化

7.5 立体作品制作

3 撮影・プレゼン準備

3 プレゼンテーション

1.5 学年末講評

学習指導期間（上記項目のいずれか）

3 科目別補講

合計

45

時間

授業計画

□立体物を想像しながら三面図の作図を行った(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業目的、進め方、評価方法、ねらいを理解する

□作図をもとにスチレンボードで作品を制作できた(C)

□三面図により相関立体を作図し、相関線を求めた(A)

□ハイライト・レンダリングにより立体表現を行なった(A)

□作図のねらいと考え方が理解できた(A)

□試作をとおして作図が正しかったことを確認した(C)

□作図をもとに投影図による立体表現を行った(B)

□想像した形をスケッチにより描き出した(B)

□スケッチをしながら形を検討した(B)

□スケッチで描いたかたちに具体的な寸法を設定して図面化した(B)

□作図に基づき立体物を制作するプロセスを理解した(C)

□図面や写真を用いた立体作品の表現を学んだ(A)

□制作物の提案意図を説明まとめて発表した(D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

イラストレーターとしてのイラスト制作や制作会社でのデザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ
等）の経験から、対象物を観察し表現する基礎デッサン力を身につけるとともに、視覚的に第三者へイメージやア
イデアを伝えるコミュニケーションツールとしてのドローイング（デッサン）も養っていく。

授業内容

科目名（和文）

基礎デザイン6(ドローイング)

Basic Design 6（Drawing）

1年時の授業において習得した、デッサンの技術や知識を応用し、観察力と表現力、構成力を養う

A.鉛筆デッサンに必要な道具を使うことができる
B.鉛筆デッサンの基礎的な表現方法を習得し、モチーフの観察、形態、明暗、質感を画用紙に表現することができ
る
C.自身で描いたものを客観的視点で観察し、分析、修正することができる
D.ものづくりに必要な、集中力を身につけることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを２グループに分け、基礎デザイン5とのローテーションで授業を行う。
課題の講評は、前期末と後期末に行う。
試験は前期末、学習指導期間に試験の返却、解説を行う。

なし

B3スケッチブック、クロッキー帳、鉛筆各種、消しゴム、練り消しゴム、カッター

[前期]前期課題＋試験の各点数を合算し、平均化したものを前期末の評価とする。
[後期]後期課題の各点数を合算し、平均化したものを学年末の評価とする。
※ 提出期限に遅れたものは、減点評価になる可能性があります
※ 未提出作品がある場合は、不合格になる可能性があります
※ 授業中の態度、作品制作への意欲を考慮し、3〜5点程度の加点もしくは減点をする。

基礎デザイン2(デッサン)

課題ごとに、自分の目標を立てて制作にとりかかりましょう。自分に何が足りないのかを理解し、次の課題や他の
授業にも活かせるようにしてください。作品制作には時間がかかります。授業外の時間も出来る限り利用し、丁寧
に作品を仕上げるよう心掛けてください。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

9 静物デッサン

8.5 スケッチ（基礎立体）

9 構成デッサン（基礎立体）

6 グレーデッサン

9 静物着彩

1.5 試験

1.5 試験返却、解説

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業目的、進め方、評価方法、ねらいを理解する

□適切な構図を検討する（C）

□遠近感や立体感、空間を意識して表現する（A,B,C）

□質感の違いを描き分ける（A,B,C）

□短時間で立体物を的確に描く（B,C,D）

□適切なプロポーションで基本立体を描く（A,B）

□意図をもってモチーフを組む（C）

□エスキースを通して、自分のイメージを具体化する（C,D）

□画面全体の明暗のバランスをとりながら描く（A,B,C）

□絵具の特性を活かし、質感の違いを描き分ける（B,C）

－135－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 2年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 90

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

デザイン会社でのグラフィック関連コミュニケーションツール(パッケージデザインやポスター制作，CI開発など)
の制作経験から，印刷のスキルやデザイン制作のプロセスにおける実践的なデザインワークをおこなう

授業内容

科目名（和文）

基礎デザイン7（実材）

Basic　Design 7（Craft）

各テーマ課題ごとの造形体験を通して実素材に触れ、素材の特性を知り、ものづくりのプロセスを学ぶ。

A.材料に触れ、特性を理解できる
B.ものづくりのプロセスを知る
C.大量生産（複製）の方法を知る
D.生産上の制約を理解する

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを３グループに分け授業を行う。Ａ，Ｂ，Ｃの３つのテーマ課題をローテーションにより履修し、各課題と
ともに実習作品を制作する。各コース内で随時、個別フィードバックをおこなう。また、最後の授業でまとめをお
こない理解度をチェックしてもらう。

なし

必要に応じて適宜プリント等を配布する

評価は年１回（学年末）におこなう。
課題作品（100％）により評点を算出する。
3コースの平均値を学年末評価とする。

※各コースの提出期限を過ぎた場合は原則受け取らない。
　ただし、やむを得ない理由がある場合は考慮する。
　受け取ったとしても大幅な減点(一律30点)となるので注意すること。
　1コースでも遅れ提出になった場合は不合格になる可能性が高くなるので要注意。

※未完成や未提出は0点扱いとする。
※指定された課題すべてを提出した場合のみ合格とする。

3年：デザイン実習1

'休んだ場合や授業内で終わらなかった作業がある場合は、放課後の時間を使って作業し、授業スケジュールに遅れ
ないようにすること。

氏名：

時間数 授業項目

（Ａ）陶土による造形

3 セラミックスについて

9 素材感覚と成形

6 素材特性と成形プロセス

3 原型と型

3 型からの成形

3 釉がけ

3 まとめ

（Ｂ）複合材料による造形

2 材料について

2 樹脂の注型体験

4 スケッチ

4 クレイによる造形

4 スタイロフォームによる造形

4 サンモジュールによる造形

4 下地処理、研磨

4 塗装

2 まとめ

（Ｃ）プリンティング

3 印刷について

9 シルクスクリーンのプロセス

6 原画作成（版下）

3 製版

6 プリンティング

3 まとめ

学習指導期間（年2回）

合計

90

時間

授業計画

・型成形による組菓子皿の制作

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

セラミックス材料の特徴と成形方法

・紐作りによる水差の制作

□アイディア展開、完成予想図をもとに成形する(A)(B)(D)

□条件を基にアイディア展開、図面作成、ゲージ作成をする(B)(C)(D)

□原型と石膏型を作成する(A)(B)(C)(D)

□原型から作品を作成する(A)(B)(D)

□仕上げ 焼成 釉がけ 焼成仕上げをする(A)(B)(D)

□菓子切りの制作(A)(B)(D)

□撮影・制作レポートまとめ(B)

複合材料によるスピードシェイプ制作

□いろいろな材料を知る(B)

□ウレタン・不飽和ポリエステル樹脂による注型をする(A)(B)(C)(D)

□想像した形をスケッチで表現することができる(A)

□工業用クレイを使用した形の検討ができる(A)(B)(D)

□スタイロフォームでアイディアを立体化できる(A)(B)(D)

□サンモジュールによるモデル制作ができる(A)(B)(D)

□適切な下地処理ができる(A)(B)(D)

□塗装・仕上げができる(A)(B)(D)

□適切な資料が準備できる(B)

シルクスクリーン（孔版画）による複製技術とその役割

□印刷について基本的な知識を理解する(B)(C)(D)

□印刷プロセスを体験する(A)(B)(C)(D)

□版下原図の作成ができる(D)

□製版（ネガ版）作成ができる(B)

□プリントによる複製方法を知る(C)

□まとめレポートを作成できる(B)

（上記項目の中から実施）

－136－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 2年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 90

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

デザイン会社でのグラフィック関連コミュニケーションツール(パッケージデザインやポスター制作，CI開発など)
の制作経験から，印刷のスキルやデザイン制作のプロセスにおける実践的なデザインワークをおこなう

授業内容

科目名（和文）

基礎デザイン7（実材）

Basic　Design 7（Craft）

各テーマ課題ごとの造形体験を通して実素材に触れ、素材の特性を知り、ものづくりのプロセスを学ぶ。

A.材料に触れ、特性を理解できる
B.ものづくりのプロセスを知る
C.大量生産（複製）の方法を知る
D.生産上の制約を理解する

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを３グループに分け授業を行う。Ａ，Ｂ，Ｃの３つのテーマ課題をローテーションにより履修し、各課題と
ともに実習作品を制作する。各コース内で随時、個別フィードバックをおこなう。また、最後の授業でまとめをお
こない理解度をチェックしてもらう。

なし

必要に応じて適宜プリント等を配布する

評価は年１回（学年末）におこなう。
課題作品（100％）により評点を算出する。
3コースの平均値を学年末評価とする。

※各コースの提出期限を過ぎた場合は原則受け取らない。
　ただし、やむを得ない理由がある場合は考慮する。
　受け取ったとしても大幅な減点(一律30点)となるので注意すること。
　1コースでも遅れ提出になった場合は不合格になる可能性が高くなるので要注意。

※未完成や未提出は0点扱いとする。
※指定された課題すべてを提出した場合のみ合格とする。

3年：デザイン実習1

'休んだ場合や授業内で終わらなかった作業がある場合は、放課後の時間を使って作業し、授業スケジュールに遅れ
ないようにすること。

氏名：

時間数 授業項目

（Ａ）陶土による造形

3 セラミックスについて

9 素材感覚と成形

6 素材特性と成形プロセス

3 原型と型

3 型からの成形

3 釉がけ

3 まとめ

（Ｂ）複合材料による造形

2 材料について

2 樹脂の注型体験

4 スケッチ

4 クレイによる造形

4 スタイロフォームによる造形

4 サンモジュールによる造形

4 下地処理、研磨

4 塗装

2 まとめ

（Ｃ）プリンティング

3 印刷について

9 シルクスクリーンのプロセス

6 原画作成（版下）

3 製版

6 プリンティング

3 まとめ

学習指導期間（年2回）

合計

90

時間

授業計画

・型成形による組菓子皿の制作

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

セラミックス材料の特徴と成形方法

・紐作りによる水差の制作

□アイディア展開、完成予想図をもとに成形する(A)(B)(D)

□条件を基にアイディア展開、図面作成、ゲージ作成をする(B)(C)(D)

□原型と石膏型を作成する(A)(B)(C)(D)

□原型から作品を作成する(A)(B)(D)

□仕上げ 焼成 釉がけ 焼成仕上げをする(A)(B)(D)

□菓子切りの制作(A)(B)(D)

□撮影・制作レポートまとめ(B)

複合材料によるスピードシェイプ制作

□いろいろな材料を知る(B)

□ウレタン・不飽和ポリエステル樹脂による注型をする(A)(B)(C)(D)

□想像した形をスケッチで表現することができる(A)

□工業用クレイを使用した形の検討ができる(A)(B)(D)

□スタイロフォームでアイディアを立体化できる(A)(B)(D)

□サンモジュールによるモデル制作ができる(A)(B)(D)

□適切な下地処理ができる(A)(B)(D)

□塗装・仕上げができる(A)(B)(D)

□適切な資料が準備できる(B)

シルクスクリーン（孔版画）による複製技術とその役割

□印刷について基本的な知識を理解する(B)(C)(D)

□印刷プロセスを体験する(A)(B)(C)(D)

□版下原図の作成ができる(D)

□製版（ネガ版）作成ができる(B)

□プリントによる複製方法を知る(C)

□まとめレポートを作成できる(B)

（上記項目の中から実施）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

本授業では、実際にPCを使用して、対象ソフトウエアを使った演習形式で行い与えられた課題を仕上げる。
各課題の進行時に、各ツールなどの解説を行い使い方を習得していく。不明点などは個別対応する。
演習課題については、各授業区間区切りタイミングで提出された作品をもとに全体講評会を行い、データ作成上の
注意事項、問題点などについて解説し自分の理解度を確認してもらう。

適宜、プリント配布

なし

評価は、年間２回の総合評価。提出課題（100%）によって評価する。
★前期末評価
各課題に対する点数から平均点を算出する。
（課題１＋課題２＋課題３・・・＝課題点の合計）／課題数＝課題の平均点
★後期末取得点
各課題に対する点数から平均点を算出する。
（課題１＋課題２＋課題３・・・＝課題点の合計）／課題数＝課題の平均点
★学年末評価：前期末評価と後期末評価との平均点
（Photoshop課題＋Illustrator課題の平均点の平均点）／２＝学年末評価
※課題の平均点は、分母はこちらが指示した課題数で固定される。
　未提出課題がある場合は、不可になる可能性があります。

CG1、CG2

休んだ場合や授業内に終わらなかった作業がある場合は、放課後や空き時間を使って作業し、授業スケジュールに
遅れないようにすること。

科目名（和文）

基礎デザイン8（CG）

Basic Design 8 (Computer Graphics)

デザイン業界で幅広く使用されている、グラフィック系ソフトウェア「Illustrator」「Photoshop」の基礎を習得
し、自分で考えて使用できるようになる。

Adobe Illustrator、Adobe Photoshopの基本操作を習得する-A

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

グラフィックデザイン事務所でのデザイン企画・提案の実務の経験から、ソフトウエアの使い方を解説する上で、
アプリの機能としては設定されているが、実際の仕事では使用に適さないものや他アプリとの連携時に必要となる
基礎知識などを都度解説しながら、使用する際の実践的な使い方を中心に説明していく。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 Illustrator ガイダンス

6 演習課題「基本操作演習」

全員共通の課題作成を通して、

各種ツールの使い方を習得する

7.5 課題１「地図の制作」

最寄駅（バス停）から自宅までの地図作製を

通して、下書きからデータ制作の

手法を習得する

7.5 課題２「応用課題」

レポート、プレゼン資料作成を目標に

写真と解説文が入った資料を作成する

課題、確認解説を含む

1.5 Photoshop ガイダンス

4.5 演習課題「基本操作演習」

全員共通の複数課題作成を通して、

基本的な、ツールの意味と使い方を

習得する

6 課題１「基本課題」

画像合成の課題を通して、写真の合成

手法の基本を習得する

7.5 課題２「応用課題」

共通課題を通して、画像の修正および

レタッチ手法を習得する

課題、確認解説を含む

3 年間作品振り返り、仕上げ作業など

※共通項目

※科目別補講の内容は上記に含む

合計

45

時間

□画像合成の応用操作ができる-A

□基本的なショートカットキーを操作できる-A

□完成図どおりに課題を仕上げることができる-A

□説明書だけを見て自分で課題を作成できる-A

□完成図どおりに課題を仕上げることができる-A

□各種ツールの操作が適切にできる-A

□調整レイヤーの操作が適切にできる-A

□レイヤーの応用操作ができる-A

□各種ツールの操作が適切にできる-A

□マスクの概念を理解し、基本操作ができる-A

□調整レイヤーの操作が適切にできる-A

□画像の合成ができる-A

□文字入力の基本操作ができる-A

□各種ツールの基本操作ができる-A

□各種メニューの基本操作ができる-A

□フォトショップのレイヤーの概念を理解し、レイヤー操作できる-A

□調整レイヤーの概念を理解し、基本操作ができる-A

□写真に関する編集や操作ができる-A

□完成図どおりに課題を仕上げることができる-A

□ソフトの基本概念を理解する-A

□課題の内容を理解する-A

□課題に必要な各種設定ができる-A

□課題に必要な図形を適切に、効率よく作成できる-A

□レイヤーを効率よく操作できる-A

□文字に関する編集や操作ができる-A

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ソフトの基本概念を理解する-A

□各種ツールの基本操作ができる-A

□各種メニューの基本操作ができる-A

□課題に必要な図形を適切に、効率よく作成できる-A

□レイヤーの概念を理解し、レイヤー操作できる-A

□完成図どおりに課題を仕上げることができる-A

授業計画

□課題の内容を理解する-A
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 6 0 84

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

課題ごとに提示されるテーマに対して、デザインのプロセスに沿って平面・立体両分野のデザイン提案を行う.
[平面]企画立案,アイディア展開,カンプ制作と仕上げ，プレゼンテーション，評価
[立体]コンセプト立案,アイデア展開,レンダリング,図面・モデル作成,プレゼンテーション
提案物に対するフィードバックは中間チェック時に随時行い，最終提案物に対し総合評価を行いフィードバックを
する．更に，学年末の学習指導期間にまとめを行い学習内容の理解度や到達目標をチェックする

デザイン技術,デザイン材料,デザイン製図

PC,スケッチブック,クロッキー帳,紙類,筆記具,画材,製図道具,カッター,カッティングマット 等
必要に応じて適宜，レクチャーやプリントなどを配布

○評価は前期末評価と学年末の2回とする
・前期末評価：前期2コース課題に対する点数から平均点を算出する
・後期末評価：後期選択コース課題に対する点数から平均点を算出する
　→学年末総合評価(100%）＝前期末評価(50%)＋ 後期末評価(50%)

※提出期限を過ぎた場合の注意点
・原則受け取らない．(ただし，やむを得ない理由がある場合は考慮する)
・受け取ったとしても大幅な減点（一律30点）となるので注意すること

※未完成や未提出,プロセスを踏まない課題は０点扱いとする
※指定された課題すべてを提出した場合のみ合格とする
※学年末評価で不可になった場合は本科目だけでも原級留置になる可能性がある

デザイン実習2，応用デザイン1

各プロセスの課題が授業時間内で終了していない場合は，宿題として完了しておくこと
安全確保のため,工房作業は担当教員同伴で行うこと

科目名（和文）

デザイン実習1

Seminar on Creativity 1

[平面]ユーザーの視点や市場を考慮したコミュニケーションの手段として視覚伝達表現を学ぶ
[立体]モノや空間を対象に機能や形態の持つ意味を学び,ユーザーの使い方を意識した立体デザインの基礎を習得す
る

A. 平面・立体デザイン分野の基礎知識を理解する
B. コンセプトに応じたアイデアの発想・展開ができる
C. アイデアを視覚化するための基礎的な表現力や技術力を習得し,リアリティある提案に繋げることができる
D. 提案内容を第三者に解り易く伝える工夫ができる
E. 社会や生活、使う人に配慮して提案内容を検討することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

インハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から，デザインの開発プロセスに沿って，実践的なデザ
インワークを行う．

授業内容

時間数 授業項目

45 ●前期　ローテーション

[平面コース]

ガイダンス

１．講義:GDにおけるブランディング構築

　　課題説明，調査・分析

２　企画立案（テーマ,コンセプト,スケッチ）

３．アイディア展開，校正データ作成

４．試作

５．フィニッシュワーク，プレゼン準備

６．プレゼンテーション

[立体コース]

ガイダンス

１．課題説明、調査・分析

２．コンセプト立案

３．アイデア展開（スケッチ・試作）

４．試作修正と図面作成

５．モデル作成

　　まとめ

６．プレゼンテーション

45 ●後期　選択制

[平面コース]

１．講義:パッケージデザインについて

　　課題説明

２　企画立案（コンセプト，スケッチ）

３．アイディア展開，中間チェック，制作

４．制作

５．制作，プレゼン準備

６．プレゼンテーション

[立体コース]

ガイダンス

１．課題説明、調査・分析

２．コンセプト立案（スケッチ・試作）

３．アイディア展開（スケッチ・試作）

４．試作による修正、制作図面

５．制作

　　プレゼン準備

６．プレゼンテーション

●科目別補講→上記項目中に実施予定

●学習指導期間→上記項目中に実施予定

合計

90

時間

□科目別補講を受けることができた

□学習状況の確認ができた

□制作材料に適した構造、加工方法を考えることができる（C)

□提案のポイントを解りやすく伝えるための検討をおこなうことができる（D)

□適切な発表資料が作成できる（D)

□課題の趣旨が正しく理解し、必要な調査をすることができる（A,E)

□目標を設定し、コンセプトを立てることができる（A,B)

□スケッチによる幅広いアイディア展開と試作ができる（B,C,D,E)

□スケッチイメージを図面に置き換える事ができる（D)

□最終提案に向けてのブラッシュアップ ができた（C,E)

□デザインプロセスに応じて提案をまとめることができた（D)

□プレゼンテーションができた（D)

□パッケージデザインについて理解できた（A)

□課題の意図を理解した（A)

□コンセプトに応じたアイデアの発想・展開ができた（B)

□スケッチ展開ができた（B)

□提案のポイントを解り易く伝えるための検討を行った（D)

□デザインプロセスに応じた工程で提案をまとめることができた（D)

□使う人の生活や使用シーンをイメージすることができた（A,E)

□与えられたテーマに配慮して目標を設定した（A,B)

□目標を具体化する方法を複数発想し、スケッチ・試作検討した（C)

□作品制作に必要な図面を作図した（C)

□制作材料に適した構造、加工方法について考えた（C)

□プレゼンテーションができた（D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方,課題内容,評価,ねらいを理解した

□ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝの概要を理解した（A)

□コンセプトに応じたアイデアの発想・展開ができた（B)

□スケッチ展開ができた（B)

□最終提案に向けてのブラッシュアップ ができた（C,E)

□デザインプロセスに応じて提案をまとめることができた（D)

授業計画

□課題の意図を理解した（A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 6 0 84

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

課題ごとに提示されるテーマに対して、デザインのプロセスに沿って平面・立体両分野のデザイン提案を行う.
[平面]企画立案,アイディア展開,カンプ制作と仕上げ，プレゼンテーション，評価
[立体]コンセプト立案,アイデア展開,レンダリング,図面・モデル作成,プレゼンテーション
提案物に対するフィードバックは中間チェック時に随時行い，最終提案物に対し総合評価を行いフィードバックを
する．更に，学年末の学習指導期間にまとめを行い学習内容の理解度や到達目標をチェックする

デザイン技術,デザイン材料,デザイン製図

PC,スケッチブック,クロッキー帳,紙類,筆記具,画材,製図道具,カッター,カッティングマット 等
必要に応じて適宜，レクチャーやプリントなどを配布

○評価は前期末評価と学年末の2回とする
・前期末評価：前期2コース課題に対する点数から平均点を算出する
・後期末評価：後期選択コース課題に対する点数から平均点を算出する
　→学年末総合評価(100%）＝前期末評価(50%)＋ 後期末評価(50%)

※提出期限を過ぎた場合の注意点
・原則受け取らない．(ただし，やむを得ない理由がある場合は考慮する)
・受け取ったとしても大幅な減点（一律30点）となるので注意すること

※未完成や未提出,プロセスを踏まない課題は０点扱いとする
※指定された課題すべてを提出した場合のみ合格とする
※学年末評価で不可になった場合は本科目だけでも原級留置になる可能性がある

デザイン実習2，応用デザイン1

各プロセスの課題が授業時間内で終了していない場合は，宿題として完了しておくこと
安全確保のため,工房作業は担当教員同伴で行うこと

科目名（和文）

デザイン実習1

Seminar on Creativity 1

[平面]ユーザーの視点や市場を考慮したコミュニケーションの手段として視覚伝達表現を学ぶ
[立体]モノや空間を対象に機能や形態の持つ意味を学び,ユーザーの使い方を意識した立体デザインの基礎を習得す
る

A. 平面・立体デザイン分野の基礎知識を理解する
B. コンセプトに応じたアイデアの発想・展開ができる
C. アイデアを視覚化するための基礎的な表現力や技術力を習得し,リアリティある提案に繋げることができる
D. 提案内容を第三者に解り易く伝える工夫ができる
E. 社会や生活、使う人に配慮して提案内容を検討することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

インハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から，デザインの開発プロセスに沿って，実践的なデザ
インワークを行う．

授業内容

時間数 授業項目

45 ●前期　ローテーション

[平面コース]

ガイダンス

１．講義:GDにおけるブランディング構築

　　課題説明，調査・分析

２　企画立案（テーマ,コンセプト,スケッチ）

３．アイディア展開，校正データ作成

４．試作

５．フィニッシュワーク，プレゼン準備

６．プレゼンテーション

[立体コース]

ガイダンス

１．課題説明、調査・分析

２．コンセプト立案

３．アイデア展開（スケッチ・試作）

４．試作修正と図面作成

５．モデル作成

　　まとめ

６．プレゼンテーション

45 ●後期　選択制

[平面コース]

１．講義:パッケージデザインについて

　　課題説明

２　企画立案（コンセプト，スケッチ）

３．アイディア展開，中間チェック，制作

４．制作

５．制作，プレゼン準備

６．プレゼンテーション

[立体コース]

ガイダンス

１．課題説明、調査・分析

２．コンセプト立案（スケッチ・試作）

３．アイディア展開（スケッチ・試作）

４．試作による修正、制作図面

５．制作

　　プレゼン準備

６．プレゼンテーション

●科目別補講→上記項目中に実施予定

●学習指導期間→上記項目中に実施予定

合計

90

時間

□科目別補講を受けることができた

□学習状況の確認ができた

□制作材料に適した構造、加工方法を考えることができる（C)

□提案のポイントを解りやすく伝えるための検討をおこなうことができる（D)

□適切な発表資料が作成できる（D)

□課題の趣旨が正しく理解し、必要な調査をすることができる（A,E)

□目標を設定し、コンセプトを立てることができる（A,B)

□スケッチによる幅広いアイディア展開と試作ができる（B,C,D,E)

□スケッチイメージを図面に置き換える事ができる（D)

□最終提案に向けてのブラッシュアップ ができた（C,E)

□デザインプロセスに応じて提案をまとめることができた（D)

□プレゼンテーションができた（D)

□パッケージデザインについて理解できた（A)

□課題の意図を理解した（A)

□コンセプトに応じたアイデアの発想・展開ができた（B)

□スケッチ展開ができた（B)

□提案のポイントを解り易く伝えるための検討を行った（D)

□デザインプロセスに応じた工程で提案をまとめることができた（D)

□使う人の生活や使用シーンをイメージすることができた（A,E)

□与えられたテーマに配慮して目標を設定した（A,B)

□目標を具体化する方法を複数発想し、スケッチ・試作検討した（C)

□作品制作に必要な図面を作図した（C)

□制作材料に適した構造、加工方法について考えた（C)

□プレゼンテーションができた（D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方,課題内容,評価,ねらいを理解した

□ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝの概要を理解した（A)

□コンセプトに応じたアイデアの発想・展開ができた（B)

□スケッチ展開ができた（B)

□最終提案に向けてのブラッシュアップ ができた（C,E)

□デザインプロセスに応じて提案をまとめることができた（D)

授業計画

□課題の意図を理解した（A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 12.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

学習内容に準じた講義を行い、それを応用した演習を行う。
フィードバックとして演習においては途中過程においてチェックを行い、適宜修正を加えながら提案をまとめる。
また提案についてはプレゼンテーションと講評を行い、学習成果について確認する。

無し(授業内でプリントを配布する場合がある)

なし

評価は学年末の1回とする。
授業内で行う複数の演習課題の評価を100%で評価とする。

時間外学習については提出物の結果にて評価する。

3年：デザイン実習1、4年：デザイン方法論2

デザインの幅を拡げ豊かなアイディアを発想できるようにするために、さまざまなデザインに触れ、なぜそのよう
になったのかについて考えるように心がけましょう。※時間外学習（45時間分）は授業内容の復習15時間、レポー
トの作成15時間、予習15時間に充てる

科目名（和文）

デザイン方法論1

Design Methodology 1

デザインを進めていく上で必要となるさまざまなアプローチについて、基本的な手法を講義と演習で修得してい
く。

A. デザインを進めるための基本的な手法と知識を理解できる
B. デザイナーに必要な能力や資質について理解できる
C. 提案を行うために必要なデザインプロセスを理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

後期

0.5 ガイダンス

19 デザイン行為の流れと理解：提案の実践(2巡)

背景調査

問題の整理、調査

分析

コンセプト検討

解決法アイデア展開

提案スケッチ作成

プレゼンテーション

1.5 学習指導期間　振り返り学習

1.5 科目別補講　キャリアデーに充てる

合計

22.5

時間

□具体的な提案のスケッチを行う

□他者に理解してもらえるように説明する

以上全て(A,B,C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の狙いや進め方、評価の仕方を理解する

□テーマの背景を探り、現状を明らかにする

□現状から問題を整理する、問題点について調査を行い分析する

□変化すべき将来像を設定する

□将来像を可能にするためのアイディアを探る

授業計画

□様々なメディアからテーマを見つけ出す
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 12.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

デザイン概論

Introduction to Design

近代デザインの成り立ちとその意味について考えることで、各自のデザイン感の構築を目指す。

A．デザインとその成り立ち・概要を理解できる
B. 複数の視点があることを前提にデザインについて考察することができる
C. 「デザインとは何か」「良いデザイン」「これからのデザインの在り方」について考え、自分の考え方をまとめ
その内容を他者に伝えられるれる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

テーマに対して自分の考えをまとめ（個人ワーク）、他者の意見を聞き（グループワーク）、一般論を知る（講義
受講）という流れを通して、改めて自分の考えを再構築し、最終的には複数のレポートを作成する。
学習のフィードバックはまず学生間で行い、教員からはレポート提出に際して適宜行う。

特に指定しない

必要があれば配布、または提示する

評価は年1回前期末に行い、レポート提出100％とする

レポートは複数で、それぞれ期間内の提出が求められる
全レポートの提出と合格をもって目標への到達とするため、未提出がある場合は科目0点とする
レポート内容が未達の場合は定めた期日までの再提出を求める
レポートの提出遅れが発生した場合は最終点にペナルティが課される場合がある
授業外学習の評価は予習、復習をレポート作成に活かすことでレポートの採点に反映される

3年：デザイン実習1、4年：デザイン心理1、メディア・デザイン論、5年：技術者倫理、環境論、マーケティング、
造形論、経営論

私たちが生活する場や状況に対して、何が必要で、そのためにどのような工夫がなされているかを、幅広い視点で
捉え、常に考える習慣を身に着けること。※時間外学習（45時間分）は授業内容の復習15時間、レポートの作成15
時間、予習15時間に充てる

氏名：

時間数 授業項目

1 イントロダクション

シラバス、授業の進め方のガイダンス

3 1.デザイナーの職種について考える

3 2.デザインと芸術について考える

6 3.デザインの成り立ちについて考える

3 4.デザインの学習について考える

3 5.デザインに求められる要素について考える

2 総論をまとめる

授業受講の総論としてレポートを作成する

1.5 科目別補講　キャリアデーに充てる

合計

22.5

時間

授業計画

□デザインを学び続けるための方法について考えることができる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□デザインについて常に考える習慣を持てる

□デザインという職種について意見を持てる

□デザインと芸術の違いについて自分なりの視点で考え、述べることができる

□デザインの成り立ちについて理解できる

□デザインの使命について自分なりの考えをまとめることができる

（以上すべてA,B,C）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 12.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

デザイン概論

Introduction to Design

近代デザインの成り立ちとその意味について考えることで、各自のデザイン感の構築を目指す。

A．デザインとその成り立ち・概要を理解できる
B. 複数の視点があることを前提にデザインについて考察することができる
C. 「デザインとは何か」「良いデザイン」「これからのデザインの在り方」について考え、自分の考え方をまとめ
その内容を他者に伝えられるれる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

テーマに対して自分の考えをまとめ（個人ワーク）、他者の意見を聞き（グループワーク）、一般論を知る（講義
受講）という流れを通して、改めて自分の考えを再構築し、最終的には複数のレポートを作成する。
学習のフィードバックはまず学生間で行い、教員からはレポート提出に際して適宜行う。

特に指定しない

必要があれば配布、または提示する

評価は年1回前期末に行い、レポート提出100％とする

レポートは複数で、それぞれ期間内の提出が求められる
全レポートの提出と合格をもって目標への到達とするため、未提出がある場合は科目0点とする
レポート内容が未達の場合は定めた期日までの再提出を求める
レポートの提出遅れが発生した場合は最終点にペナルティが課される場合がある
授業外学習の評価は予習、復習をレポート作成に活かすことでレポートの採点に反映される

3年：デザイン実習1、4年：デザイン心理1、メディア・デザイン論、5年：技術者倫理、環境論、マーケティング、
造形論、経営論

私たちが生活する場や状況に対して、何が必要で、そのためにどのような工夫がなされているかを、幅広い視点で
捉え、常に考える習慣を身に着けること。※時間外学習（45時間分）は授業内容の復習15時間、レポートの作成15
時間、予習15時間に充てる

氏名：

時間数 授業項目

1 イントロダクション

シラバス、授業の進め方のガイダンス

3 1.デザイナーの職種について考える

3 2.デザインと芸術について考える

6 3.デザインの成り立ちについて考える

3 4.デザインの学習について考える

3 5.デザインに求められる要素について考える

2 総論をまとめる

授業受講の総論としてレポートを作成する

1.5 科目別補講　キャリアデーに充てる

合計

22.5

時間

授業計画

□デザインを学び続けるための方法について考えることができる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□デザインについて常に考える習慣を持てる

□デザインという職種について意見を持てる

□デザインと芸術の違いについて自分なりの視点で考え、述べることができる

□デザインの成り立ちについて理解できる

□デザインの使命について自分なりの考えをまとめることができる

（以上すべてA,B,C）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

デザイン会社でのグラフィック関連コミュニケーションツール(パッケージデザインやポスター制作，CI開発など)
の制作経験から，色彩に対する実践的な理解を深める

授業内容

科目名（和文）

色彩学

Color Science

デザインにおける色彩の基礎知識を,生活の中で色彩が果たしている効用,色の属性や記録・伝達するための方法を
学ぶ．さらに，配色や光源,色彩の心理的現象,製品色彩などに触れる

A.色彩の基本を学ぶ
B.造形表現に必要な色彩の知識を習得する

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に教科書の関連内容をスライドでレクチャーする
学生は講義ノート・レポートや演習課題を作成し，期日まで提出する
レポートや課題に対するフィードバックは前期中間区間授業と学習指導期間に行う

「カラーコーティネーター検定試験」公式テキスト, 東京商工会議所

講義スライド，講義ノート，関連専門図書案内

2区間評価
前期中間：定期試験(70%)＋授業外学修資料（レポートまたは演習課題）提出(30%)
前期末：定期試験(70%)＋授業外学修資料（レポートまたは演習課題）提出(30%)
総合評価：前期中間と前期末評価の平均点

※レポートまたは演習課題の未提出課題がある場合は，不可になる可能性があります
※提出期限を過ぎた場合の注意点
・原則受け取らない．(ただし，やむを得ない理由がある場合は考慮するが、できるだけ事前に要相談)
・受け取ったとしても大幅な減点（一律30点）となるので注意すること

デザイン実習1

WebClassや授業で配布資料を確認し，予・復習用の講義ノートやレポート，演習課題への取り組み等に45時間を充
てる．さらに，色彩に関連する展覧会や実物に触れる機会を持ち，色彩に対する理解や興味を深める．教科書は原
則的に毎回持参する

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 生活と色の効用

1.5 色の分類

1.5 色の表示方法と色名

1.5 JISについて

1.5 PCCS,マンセル表色系について

1.5 配色について

1.5 光について

1.5 光の自然現象や照明の特性

1.5 眼の役割

1.5 色の効果

1.5 色と時代の関係

1.5 製品の色

1.5 定期試験（前期中間・末）

1.5 学習指導期間

※授業外学修時間：45時間

合計

22.5

時間

授業計画

□色の分類が理解できた（A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容や評価方法，検定試験について理解できた

□生活のなかで色がどのような役割を果たしているか理解できた（A)

□色の表示方法，色名について分かった（A)

□JISについて理解できた（A)

□JISとPCCS，マンセル表色系が理解できた（A)

□配色を知り，使いこなせるような知識を学んだ（A,B)

□光から色が生まれる仕組みが理解できた（A)

□照明器具と光の特性が理解できた（A)

□眼の役割について理解できた（A)

□対比・同化効果が理解できた（A,B)

□色と時代の関係が理解できた（A)

□製品の色を考えるプロセスが理解できた（B)

□定期試験で習熟度の確認ができた

□学習状況の確認がができた

※授業内容は進行によって前後することもある
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 12.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

クラスを２グループに分け、後期中間・学年末でローテーションしながら授業を行う。
課題提出後に講評会を行い、作品の完成度や課題の取り組み状況を共有しながら、全員で習熟度を確認する。様々
な作品例や教員のデモンストレーションを参考に、課題作品を制作する。

評価は学年末の１回とする。

・後期中間：提出課題ごとの評価を平均して算出（１００％）
　　　　　　※評価を出さない。

・学年末：後期中間期から学年末までの間の提出課題ごとの評価を平均して算出（１００％）
　　　　　課題提出日時を厳守すること。守れなき場合は減点対象とする。
　　　　　未提出作品がある場合には不可評価とする。

CG1

身の回りのものをよく見る事から始めましょう。通学時にも参考になるものは沢山あるはずです。様々なものを見
て表現の引き出しを増やすことを目指しましょう。本授業は学修単位科目となっており、授業時のアドバイスや添
削を参考にした作品制作、ブラッシュアップの取組みに45時間を充てます。

科目名（和文）

表現法

Drawing  &  Rendering

アナログ画材の特性と扱い方から、グラフィックソフト「Adobe Illustrator」の専門的な使用法を習得する．

(A)  色鉛筆・ボールペン等で、基礎的なスケッチ表現が出来る
(B)  ペンタブレットを使用してCGソフトで自由な線を描画出来る
(C)  アナログ画材とCGの複合表現が出来る
(D)  コンピューターグラフィックスの基礎となるアプリケーションソフト「Adobe Illustrator,Photoshop 」を
　　 表現の道具として使用できる
(E)  複数のソフトを効果的に使用できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、アナログ表現によるスケッチからデ
ジタル表現まで幅広く取り組む。

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 スケッチ１ーアナログ表現基礎

3 スケッチ２ーアナログ表現応用

3 スケッチ３ーＣＧ表現基礎（Photoshop+タブレッ

3 スケッチ４ーＣＧ表現応用（アナログ＋ＣＧ複合

1.25 Illustrator ガイダンス

7 Illustrator を用いたレンダリング

計算機，腕時計の作図

2 複数ソフトを用いたレンダリング

1 ファイル形式の理解

学習指導期間（1回）

合計

22.5

時間

（上記項目の中から実施）

□CAD で作図したデータをもとにIllustrator で着彩できる(D)(E)

□複数ソフト間でのデータ使用方法が理解できる(D)(E)

□質感表現が理解できる(D)

□液晶画面の表現陰影表現ができる(D)

□ボタンの表現ができる(D)

□陰影表現，質感表現の応用できる(D)

□手描スケッチ・ＣＧを組み合わせたオリジナル作品を作成(A)(B)(C)

□使用方法の再確認、習熟度がわかる(D)

□最小の手順で求められるCG表現ができる(B)

□タブレットでの描画最適化を各自にて模索する(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□パース表現の基礎を再確認する(A)

□画材の特性を理解する(A)

□第三者に見せるためのスケッチを反復練習する(A)

　

授業計画

□線と面の描写を理解する(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 12.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

クラスを２グループに分け、後期中間・学年末でローテーションしながら授業を行う。
課題提出後に講評会を行い、作品の完成度や課題の取り組み状況を共有しながら、全員で習熟度を確認する。様々
な作品例や教員のデモンストレーションを参考に、課題作品を制作する。

評価は学年末の１回とする。

・後期中間：提出課題ごとの評価を平均して算出（１００％）
　　　　　　※評価を出さない。

・学年末：後期中間期から学年末までの間の提出課題ごとの評価を平均して算出（１００％）
　　　　　課題提出日時を厳守すること。守れなき場合は減点対象とする。
　　　　　未提出作品がある場合には不可評価とする。

CG1

身の回りのものをよく見る事から始めましょう。通学時にも参考になるものは沢山あるはずです。様々なものを見
て表現の引き出しを増やすことを目指しましょう。本授業は学修単位科目となっており、授業時のアドバイスや添
削を参考にした作品制作、ブラッシュアップの取組みに45時間を充てます。

科目名（和文）

表現法

Drawing  &  Rendering

アナログ画材の特性と扱い方から、グラフィックソフト「Adobe Illustrator」の専門的な使用法を習得する．

(A)  色鉛筆・ボールペン等で、基礎的なスケッチ表現が出来る
(B)  ペンタブレットを使用してCGソフトで自由な線を描画出来る
(C)  アナログ画材とCGの複合表現が出来る
(D)  コンピューターグラフィックスの基礎となるアプリケーションソフト「Adobe Illustrator,Photoshop 」を
　　 表現の道具として使用できる
(E)  複数のソフトを効果的に使用できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、アナログ表現によるスケッチからデ
ジタル表現まで幅広く取り組む。

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 スケッチ１ーアナログ表現基礎

3 スケッチ２ーアナログ表現応用

3 スケッチ３ーＣＧ表現基礎（Photoshop+タブレッ

3 スケッチ４ーＣＧ表現応用（アナログ＋ＣＧ複合

1.25 Illustrator ガイダンス

7 Illustrator を用いたレンダリング

計算機，腕時計の作図

2 複数ソフトを用いたレンダリング

1 ファイル形式の理解

学習指導期間（1回）

合計

22.5

時間

（上記項目の中から実施）

□CAD で作図したデータをもとにIllustrator で着彩できる(D)(E)

□複数ソフト間でのデータ使用方法が理解できる(D)(E)

□質感表現が理解できる(D)

□液晶画面の表現陰影表現ができる(D)

□ボタンの表現ができる(D)

□陰影表現，質感表現の応用できる(D)

□手描スケッチ・ＣＧを組み合わせたオリジナル作品を作成(A)(B)(C)

□使用方法の再確認、習熟度がわかる(D)

□最小の手順で求められるCG表現ができる(B)

□タブレットでの描画最適化を各自にて模索する(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□パース表現の基礎を再確認する(A)

□画材の特性を理解する(A)

□第三者に見せるためのスケッチを反復練習する(A)

　

授業計画

□線と面の描写を理解する(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 12.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

実習を中心とした課題設定をし、パート毎の理解を深められるように進行する。身につけた技法を活用し，各自の
作品を制作する。
各課題はプロセスを重ねることで完成につながるため、各段階での理解度を確認しフィードバックを行う。

適宜配布

中間：　評価を出さない．
　　　　※定期試験を実施しないので注意する．

期末：　課題（１００％）課題提出日時を厳守すること。守れなき場合は減点対象とする。
　　　　未提出作品がある場合には不可評価とする。

基礎デザイン8（CG）,CGⅡ，

授業内で身に着けた技術を活かし作品作りに45時間を充てる。
Auto CADについてはアカデミック版のアカウントを用意するので各自のPCにインストールする事が可能であるので
活用してもらいたい。
データ紛失に注意し自己管理を怠らぬ事。

科目名（和文）

CG1

Computer Graphics 1

グラフィックソフト「Adobe Photoshop」,CADソフト「Auto CAD」の使用方法を学び，各ソフトの専門的な使用法を
習得する．

A.コンピューターグラフィックスの基礎となるアプリケーションソフト「Adobe Photoshop」を道具として使用でき
る
B.CADソフト「Auto CAD」の操作法を理解し、工業デザインに不可欠な製図作成技術を身に付ける
C.複数のソフトを効果的に使用した表現力が身につく

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

グラフィックデザイン・エディトリアルデザインの実務経験より、デザイナーとして必要な能力や思考に触れる。
制作会社でのデザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ等）過程において、必要とされるアプリケー
ションの基本操作およびデザインの現場で経験した制作スキルやルールを解説し、基本から応用までより実践的に
学んでいく。

授業内容

時間数 授業項目

●Photoshop

1.25 Photoshopガイダンス

1.5 課題１：CG表現

3.5 課題２：モックアップ

・写真のレタッチ、補正

・画像の編集、加工

5 課題３：応用課題

IllustratorとPhotoshopの応用

●Auto CAD

1.25 基本ツールの説明

2 基本立体の手描きからCAD への作図

2 部品の作図

2 工業製品の作図

1 出力方法の理解

2 複数ソフトを用いたレンダリング

1 ファイル形式の理解

学習指導期間（1回）

合計

22.5

時間

（上記項目の中から実施）

□複数ソフト間でのデータ使用方法が理解できる(A)(B)

□複数部材から構成される製品の作図応用ができる(B)

□データ出力方法が理解できる(B)

□CAD で作図したデータをもとにillustrator で着彩できる(A)(B)(C)

□３面図を書き起こす作業が理解できる(B)

□複数部材から構成される製品の作図ができる(B)

□ツールの名称、基本操作が理解できる(B)

□Adobe PhotoshopとAdobe Illustratorに関する編集や操作ができる(A)．

□写真やCG表現を組み合わせてデジタル表現ができる(A)．

□イメージどおりに課題を仕上げることができる(A)．

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□使用方法の再確認、習熟度がわかる(A)．

□立体的な表現，陰影表現，質感表現ができる(A)．

□画像の編集や合成、切り抜きなどの加工ができる(A)．

□立体的な表現，陰影表現，質感表現の応用ができる(A)．

□イメージどおりに課題を仕上げることができる(A)．

授業計画

□レイヤーを使って効率よく描写ができる(A)．
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 5 17.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

制作会社でのデザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ等）に関するアートディレクション・編集か
らデザインまでのプロセスと，その過程で情報を視覚化するためにどのように思考し構成したのか，実例を交えて
展開する．

授業内容

科目名（和文）

構成演習

Compsition Training

インフォグラフィックスとは観察や計測によって得られたデータを基に、数字や文字だけでは読み取るのが難しい
複雑な関係性を，graphicによってわかりやすく感覚的に把握することができる視覚表現のことである．この授業で
は色・形・立体・空間・文字などの造形要素を理解し，それらの造形を使って構成し，情報を視覚化することを学
習する．そこにはデザインの根幹となる思考が詰まっており，感覚的な造形操作だけでなく論理的なルール作りが
重要となる．

A.構成要素として，形，色彩，立体，空間，文字について学習する
B.データを用いて論理的に記号・図表を制作することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

演習中心の授業を行う.
演習課題は基本的に授業外学修として取り組み，期日まで提出しフィードバックと講評会を行う．

特になし

特になし
授業内で必要に応じて資料を配布する．

後期末区間評価
演習課題1(50%)＋演習課題2(50%)＝100%

※演習課題は授業外学修として取り組み，提出・発表による評価を行う．
　未提出課題がある場合は，不可になる可能性があります.
※提出期限を過ぎた場合の注意点
・原則受け取らない.(ただし，やむを得ない理由がある場合は考慮する)
・受け取ったとしても大幅な減点（一律30点）となるので注意すること.

デザイン実習1

授業外学修として，主に課題制作に45時間を充てる．色や形，素材などの造形要素に関連する資料や実物に触れる
機会を持ち，デザインの構成要素に対する理解や興味を深める．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

4.5 造形要素として形・色彩・立体・空間・文字

6 演習課題１「構成演習:ピクトグラム」

リサーチ、発想やイメージ作成

アイデアスケッチ

完成，提出

9 演習課題２「インフォグラフィックス」

リサーチ、データ処理、イメージ発想

アイデアスケッチ

試作

完成，提出

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□演習課題の意図が理解できる（A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容や評価方法について理解できる

□造形要素として形・色彩・立体・空間・文字について理解できる（A)

□リサーチをし，発想ができる（A)

□スケッチ作成ができる（A)

□仕上げて提出ができる（A)

□演習課題の意図が理解できる（A,B)

□リサーチをし，発想ができる（A,B)

□スケッチ作成ができる（A,B)

□試作を作成し，検討する（A,B)

□仕上げて提出ができる（A,B)

□学習状況の確認ができた
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 5 17.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

制作会社でのデザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ等）に関するアートディレクション・編集か
らデザインまでのプロセスと，その過程で情報を視覚化するためにどのように思考し構成したのか，実例を交えて
展開する．

授業内容

科目名（和文）

構成演習

Compsition Training

インフォグラフィックスとは観察や計測によって得られたデータを基に、数字や文字だけでは読み取るのが難しい
複雑な関係性を，graphicによってわかりやすく感覚的に把握することができる視覚表現のことである．この授業で
は色・形・立体・空間・文字などの造形要素を理解し，それらの造形を使って構成し，情報を視覚化することを学
習する．そこにはデザインの根幹となる思考が詰まっており，感覚的な造形操作だけでなく論理的なルール作りが
重要となる．

A.構成要素として，形，色彩，立体，空間，文字について学習する
B.データを用いて論理的に記号・図表を制作することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

演習中心の授業を行う.
演習課題は基本的に授業外学修として取り組み，期日まで提出しフィードバックと講評会を行う．

特になし

特になし
授業内で必要に応じて資料を配布する．

後期末区間評価
演習課題1(50%)＋演習課題2(50%)＝100%

※演習課題は授業外学修として取り組み，提出・発表による評価を行う．
　未提出課題がある場合は，不可になる可能性があります.
※提出期限を過ぎた場合の注意点
・原則受け取らない.(ただし，やむを得ない理由がある場合は考慮する)
・受け取ったとしても大幅な減点（一律30点）となるので注意すること.

デザイン実習1

授業外学修として，主に課題制作に45時間を充てる．色や形，素材などの造形要素に関連する資料や実物に触れる
機会を持ち，デザインの構成要素に対する理解や興味を深める．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

4.5 造形要素として形・色彩・立体・空間・文字

6 演習課題１「構成演習:ピクトグラム」

リサーチ、発想やイメージ作成

アイデアスケッチ

完成，提出

9 演習課題２「インフォグラフィックス」

リサーチ、データ処理、イメージ発想

アイデアスケッチ

試作

完成，提出

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□演習課題の意図が理解できる（A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容や評価方法について理解できる

□造形要素として形・色彩・立体・空間・文字について理解できる（A)

□リサーチをし，発想ができる（A)

□スケッチ作成ができる（A)

□仕上げて提出ができる（A)

□演習課題の意図が理解できる（A,B)

□リサーチをし，発想ができる（A,B)

□スケッチ作成ができる（A,B)

□試作を作成し，検討する（A,B)

□仕上げて提出ができる（A,B)

□学習状況の確認ができた

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

自動車会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、社会、生活と技術の関わりからデザ
インを考察する

授業内容

科目名（和文）

デザイン史

History of Design

近代デザイン史に名を残した作品や出来事について、それぞれの社会背景や生活環境、技術などと照らしながら、
デザインが生み出された理由や、その果たすべき役割について考える。

A.　デザインの基礎知識として,過去の著名な人物や主要な事例について理解する.
B.　デザインが社会や人々の生活や技術などとの関わりにおいて形成されている事を理解する.
C.　日本固有の芸術・文化が欧米のデザインに及ぼした影響の一端を理解する.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書と補助教材（プリントを配付）に沿って講義形式で授業を行う.半期で2回の試験実施を通して学修成果の確
認を行い、試験返却時の解説をもってフィードバックを行い定着をはかる。
また、講義内容の理解の向上と重要箇所確認（試験対策）を目的に、毎回授業の最後に「演習テスト」を実施す
る。さらに、自学自習の定着と短時間で授業内容の理解度向上を目的に、次回の授業資料を閲覧し「予習テスト」
を行う。これらは評価対象として次回の授業開始時に提出する。

「世界デザイン史」阿部公正監修（美術出版社）

必要に応じてプリント資料を配布する．

後期中間 定期試験(50%)と提出物(演習テスト・予習テスト)(50%)の合計により算出

後期末　 定期試験(50%)と提出物(演習テスト・予習テスト)(50%)の合計により算出、
　　　　 後期中間の成績との平均から学年末の総合評価を算出する。

デザイン実習Ⅰ

本科目は学修単位科目である。WebClassでの授業資料の閲覧による予習・復習、演習テストの見直し、予習テスト
への取り組み等に45時間を充てる。また関連する展覧会で実物に触れる機会をもつことで、さらに興味が広がり理
解を深めることにつながります。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 デザイン史を理解するために

近代デザインの兆し 

イギリスの伝統と革命-1

1.5 イギリスの伝統と革命-2

アール・ヌーヴォーの世界-1

1.5 アール・ヌーヴォーの世界-2

ウィーンの風土

1.5 芸術と産業

バウハウス－芸術と技術の統一-1

1.5 バウハウス－芸術と技術の統一-2

都市感覚とデザイン

オランダの近代運動

1.5 ロシアのユートピア

市民社会のグラフィック・デザイン

近代の視覚イメージ

0.75 定期試験-1

1.5 試験答案返却・解説

1.5 アメリカのインダストリアル・デザイン

1.5 ヨーロッパの現代デザイン

1.5 アメリカの現代デザイン

1.5 美術誕生と商業美術の時代

1.5 産業工芸と商業美術の時代

1.5 大量消費社会とデザイン

0.75 定期試験-2

1.5 試験答案返却・解説

合計

22.5

時間

授業計画

□モリスの思想と実践と、その広がりを理解できた(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□デザイン史を学ぶ目的について理解できた(A)(B)(C)

□近代デザインが成立した背景が理解できた(B)

□アーツ・アンド・クラフツ運動の目的が理解できた(B)

□名称の由来、その源泉的要素や特徴について理解できた(A)(B)(C)

□パリにおける主要なアール・ヌーヴォーの展開を理解できた(A)

□分離派、ウィーン工房の考え方が理解できた(A)(C) 

□ドイツ工作連盟の目的とベーレンスの実践について理解できた(A)(B)

□３つの教育の柱とそのねらいについて理解できた(A)   

□デザインの展開について、設計意図から造形を理解できた(A)

□アール・デコの造形的な特徴について理解できた(A)(B)

□新造形主義の考え方と造形表現について理解できた(A)

□ロシア構成主義の考え方の概略を理解できた(B)

□グラフィック・メディアの成長について概観する事ができた(B)

□社会背景の変化と技術の発展という視点から理解できた(B)

□IDがアメリカで発展した理由とその役割がわかった(B) 

□第一世代のデザイナーとその仕事について理解できた(A) 

□異なる歴史文化を持つ欧州各国の諸相を概観する事ができた(B)

□各国を代表する企業やデザイナーを把握することができた(A)

□デザインポリシーやCIの役割について理解できた(B)

□ポスト・モダンの考え方とその実践について理解できた(A)(B)

□日本のデザインの揺籃期を概観した(B)(C)

□世界デザイン会議と東京オリンピック以降の動向を概観した(C)

□女性の社会的位置付けの変化に伴うデザインの展開を概観した(B)

□商工省工芸指導所をはじめとする工芸の動向を概観した(A)(B)

□商業美術の定着からグラフィックデザイン確立までを概観した(B)

□戦後復興期から高度経済成長期のデザインの変遷を概観した(A)(B)(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

工業技術概論

Introduction to Industrial Technology

工業製品の形態を構成する素材についての理解を深め、形態を成立させるための加工方法や仕上げについて学び、
デザイン造形に必要な工業技術の知識を習得する。

A.　代表的な材料の特性を知ることができる。
B.　製作技術を学び、デザイン造形する際の知識を習得することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業時間外の時間を使ってスライドの内容をノートに記述してもらう。授業ではそのノートの内容に沿って、説明
と解説をおこなう。必要に応じてサンプルを紹介し、理解を深める。
2回（前期中間・前期末）の試験を実施し、成果を確認する。試験返却時に解説をおこない、理解度の確認をしても
らう。

スライド（毎週、Webclassにアップする）

評価は2回（前期中間・前期末）おこなう。

授業時間外の時間を使ってスライドの内容をノートに記述してもらう。

前期中間：ノート課題を50％、定期試験を50％として評価する。

前期末：ノート課題を50％、定期試験を50％として評価する。
　　　　前期中間と前期末の区間評価の平均を評価とする。

※授業外学修の成果をノートで確認するため、指定された日時に未提出の場合は不可となる。
※必要に応じて補講をしたり、追加レポートを出す場合がある。

3年：デザイン実習1

主な製品の材料、生産方法、仕上げ等を想像し、時には分解や組み立てを試みるとより理解が深まる。
本授業は学修単位科目である。授業外学修(自学自習)として課題(ノート記述)への取り組み等に45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

1 ガイダンス

1 生活と材料

1 材料と種類

6 【木材】

木とは

木が材料になるまで

木材の種類

木材の加工

木材処理

5.5 【プラスチック】

プラスチックとは

プラスチックの歴史

プラスチックの種類

プラスチック成型

5 【金属】

金属とは

金属の種類

金属加工

1.5 定期試験（２回）

1.5 学習指導期間（２回）

合計

22.5

時間

授業計画

□有機材料、無機材料について学ぶ（A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容や評価方法、ねらいを理解できる

□生活の中にある材料について学ぶ（A)．

□木を知る（A）．

□木が材料になるまでの過程を学ぶ（A）．

□木材の種類と特性を学ぶ（A）

□木材の加工方法を学ぶ（B）

□木材の処理について学ぶ（B）

□プラスチックを知る（A）

□プラスチックの歴史を学ぶ（A）

□プラスチックの種類と特性を学ぶ（A）

□プラスチックの加工方法を学ぶ（B）

□金属を知る（A）

□金属の種類と特性を学ぶ（A）

□金属の加工方法を学ぶ（B）

前期中間、前期末

試験返却と解説、成熟度の確認
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

工業技術概論

Introduction to Industrial Technology

工業製品の形態を構成する素材についての理解を深め、形態を成立させるための加工方法や仕上げについて学び、
デザイン造形に必要な工業技術の知識を習得する。

A.　代表的な材料の特性を知ることができる。
B.　製作技術を学び、デザイン造形する際の知識を習得することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業時間外の時間を使ってスライドの内容をノートに記述してもらう。授業ではそのノートの内容に沿って、説明
と解説をおこなう。必要に応じてサンプルを紹介し、理解を深める。
2回（前期中間・前期末）の試験を実施し、成果を確認する。試験返却時に解説をおこない、理解度の確認をしても
らう。

スライド（毎週、Webclassにアップする）

評価は2回（前期中間・前期末）おこなう。

授業時間外の時間を使ってスライドの内容をノートに記述してもらう。

前期中間：ノート課題を50％、定期試験を50％として評価する。

前期末：ノート課題を50％、定期試験を50％として評価する。
　　　　前期中間と前期末の区間評価の平均を評価とする。

※授業外学修の成果をノートで確認するため、指定された日時に未提出の場合は不可となる。
※必要に応じて補講をしたり、追加レポートを出す場合がある。

3年：デザイン実習1

主な製品の材料、生産方法、仕上げ等を想像し、時には分解や組み立てを試みるとより理解が深まる。
本授業は学修単位科目である。授業外学修(自学自習)として課題(ノート記述)への取り組み等に45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

1 ガイダンス

1 生活と材料

1 材料と種類

6 【木材】

木とは

木が材料になるまで

木材の種類

木材の加工

木材処理

5.5 【プラスチック】

プラスチックとは

プラスチックの歴史

プラスチックの種類

プラスチック成型

5 【金属】

金属とは

金属の種類

金属加工

1.5 定期試験（２回）

1.5 学習指導期間（２回）

合計

22.5

時間

授業計画

□有機材料、無機材料について学ぶ（A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容や評価方法、ねらいを理解できる

□生活の中にある材料について学ぶ（A)．

□木を知る（A）．

□木が材料になるまでの過程を学ぶ（A）．

□木材の種類と特性を学ぶ（A）

□木材の加工方法を学ぶ（B）

□木材の処理について学ぶ（B）

□プラスチックを知る（A）

□プラスチックの歴史を学ぶ（A）

□プラスチックの種類と特性を学ぶ（A）

□プラスチックの加工方法を学ぶ（B）

□金属を知る（A）

□金属の種類と特性を学ぶ（A）

□金属の加工方法を学ぶ（B）

前期中間、前期末

試験返却と解説、成熟度の確認

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

企業でのデザイン開発の実務経験に基づき、設計・製品デザインのプロセスに沿って、実践的なデザインワークに
取り組む。

授業内容

科目名（和文）

デザイン実習2

Seminar on Creativity 2

課題を通して、他人のためにデザインするためのノウハウを学ぶ。
[平面]企画立案、アイデア展開、試作、フィニッシュワーク、プレゼンテーションを通して必要な知識と技術を実
習形式で学ぶ。
[立体]デザインする上で必要なスケッチ、レンダリング、製図、モデリング、プレゼンテーションなどの基礎技能
の向上を目指す。

A. 平面・立体デザイン分野の基礎知識を理解する
B. コンセプトに応じたアイデアの発想・展開ができる
C. アイデアを視覚化するための基礎的な表現力や技術力を習得し,リアリティある提案に繋げることができる
D. 提案内容を第三者に解り易く伝える工夫ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

様々なテーマに対して、高品質なアウトプットを目指して各自で計画的にデザイン作業を進める。
スケジュールに沿って制作に取り組む。プレゼンテーションとレポートに対して評価・講評をおこなう。
【前期】立体系・平面系をローテーションする。
【後期】立体系・平面系から選択する。
※立体系はプロダクトと空間・インテリアから選択する。

デザイン技術（文部科学省）、デザイン材料（文部科学省）

なし

評価は2回（前期末・学年末）おこなう。
・前期末評価：2コースの課題に対する評価の平均点を算出する。
・後期末評価：選択したコース課題に対する点数を算出する。
　前期末と後期末の平均値を学年末評価とする。

※提出期限を過ぎた場合の注意点
・原則受け取らない．(ただし，やむを得ない理由がある場合は考慮する)
・受け取ったとしても大幅な減点（一律30点）となるので注意すること
※未完成や未提出,プロセスを踏まない制作プロセスは０点扱いとする
※指定された課題すべてを提出した場合のみ合格とする
※学年末評価で不可になった場合は本科目だけでも原級留置になる可能性がある

応用デザイン1・2

授業の時間内に出来ることは限られているため、毎回授業終わりに次の授業まで必要な準備を確認し、自分の時間
を使って出来る限り進めること。安全確保のため,工房作業は必ず教員同伴で行うこと。

氏名：

時間数 授業項目

45 ●前期　ローテーション

【立体コース】

　[プロダクト]

１．課題説明、調査・分析、コンセプト立案

２．アイデア展開（スケッチ、試作）、図面

３．試作

４．モデル

５．まとめ

６．プレゼンテーション

　[空間・インテリア]

１．事例調査・分析

２．アイデア展開　スケッチ・パース表現　

３．設計・デザイン

４．図面

５．プレゼンテーション

【平面コース】

［グラフィック］

１．講義：パッケージデザインについて

２．課題説明

３．企画立案、アイデア展開

４．中間チェック（ラフスケッチ、ダミー）

５．フィニッシュワーク（校了、印刷、組立）

６．プレゼンテーション

●後期　選択制

【立体コース】

　[プロダクト]

１．課題説明、調査・分析、コンセプト立案

２．アイデア展開（スケッチ、試作）、図面

３．試作

４．モデル

５．まとめ

６．プレゼンテーション

　[空間・インテリア]

１．課題説明、講義

２．基礎表現技術の習得

３．調査と分析、アイデア展開

４．作図、模型製作、プレゼンテーションボード

５．プレゼンテーション

【平面コース】

［グラフィック］

１．講義：ブックデザインについて

２．課題説明

３．企画立案（台割，スケッチ）

４．中間チェック，版面レイアウト，試作

５．制作、製本、ブックカバー

６．プレゼンテーション

科目別補講

学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□アイデアを素早く、数多く展開でき、コンセプトを立てることができる（A,C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□必要な調査と分析をおこなうことができる（A,D)

□試行錯誤しながら最終モデルの検討ができる（B,C,D)

□目的に沿ったモデルを制作できる（B,C)

□提案のポイントを解りやすく伝えるための検討をおこなうことができる（D)

□発表できる（D)

□課題に関連する事例から問題点を抽出し、コンセプトを立案することができる（A,D

□様々なデザイン要件に配慮してアイデアを発想することができる（A,C）

□空間的な工夫や、造形表現を用いてアイデアを具現化することができる(B)

□縮尺で表記される寸法を、実寸で確認しながら検討することができる(A)

□プレゼンテーション効果を考えて模型を作成することができる(C)

□提案をわかりやすく紙面にまとめることができる(C)

□パッケージデザインについて理解する（A）

□課題の意図を理解する（A）

□テーマ、コンセプトを設定、アイデアスケッチで発想を広げる（B,C）

□アイデアをラフスケッチと試作へ展開する（B,C）

□パッケージの構造を理解し、適した印刷・加工をし、仕上げをする（C,D）

□プレゼンテーションをする（D）

□必要な調査と分析をおこなうことができる（A,D)

□アイデアを素早く、数多く展開でき、コンセプトを立てることができる（A,C)

□試行錯誤しながら最終モデルの検討ができる（B,C,D)

□目的に沿ったモデルを制作できる（B,C)

□調査・分析から狙いを作成し、具体化するためのアイデア展開ができる(B)

□狙いを設計に落とし込み作図し、それを元に模型とプレゼンテーションを作成でき

□適切な伝達ができる(D)

□提案のポイントを解りやすく伝えるための検討をおこなうことができる（D)

□適切な発表できる（D)

□課題に必要な基礎知識を理解する(A)

□習熟度確認とフィードバック

□企画アイデアを版面設計へ展開する（B,C）

□本の構造を理解し、様々な製本技法に触れ、造本する（C,D）

□プレゼンテーションをする（D）

□上記課題の補習時間に充てる

□ブックデザインについて理解する（A）

□課題の意図を理解する（A）

□テーマを設定し、企画と編集、アイデアの発想をする（B,C）

□課題に必要な基礎的表現ができる(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 12.5 0.75 9.25

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

国内外のさまざまな企業と実施したプロジェクトの経験からデザインの方法を、そのデザインの本質的な意味を含
めて習得する。

授業内容

科目名（和文）

デザイン方法論２

Design Methodology2

デザインを進めていく上で必要となるさまざまなアプローチについて、基本的な手法を講義と演習で修得してい
く。

A. デザインを進めるための基本的な手法と知識を理解できる
B. デザイナーに必要な能力や資質について理解できる
C. 提案を行うために必要なデザインプロセスを理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

学習内容に準じた講義を行い、それを応用した演習を行う。演習においては途中過程において教員がチェックを行
い、学生は適宜修正を加えながら提案をまとめる。また提案については提出して確認、またはプレゼンテーション
と講評を行い、学習成果について確認する。

必要に応じてプリント資料を配布する．

評価は前期末の年1回とする。
評価配点については；定期試験80％　授業内外の小課題20%評価
の割合で学期末に総合評価を行う。

デザイン実習2、卒業研究

時間外学習；事前に展開した課題、配布したプリント、宿題を使用して、予習・復習に45時間をあてる。
デザインの意味を皆さんと一緒に深めていこうと考えております。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 未来の計画

1.5 デザインの定義①

1.5 デザインの定義②

1.5 デザインの定義③

1.5 デザインの定義④

1.5 デザインの技法①

1.5 デザインの技法②

1.5 デザインの背景①

1.5 デザインの背景②

1.5 感動の源について①

1.5 感動の源について②

1.5 感動の源について③

0.75 科目別補講

1.5 期末試験解説

0.75 期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

□目的と手段について(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置付けを理解する(A)

□デザイナーとしての未来の目標を描写する(A)

□IDEO社のイノベーション戦略について(A)

□本質とイメージ思考について(A)

□デザインの哲学的要素について(A)

□ブレンストーム法の解説(B)

□ラピッドプロトタイピング法の紹介(B)

□歴史的名著シリーズ＃１”ツァラトゥストラはかく語りき”(B)

□歴史的名著シリーズ＃2”アイデアの作り方”(B)

□表現の源について  (C)

□表現の純粋性について(C)

□クリティカルデザインについて(C)

□授業のまとめと期末試験解説

□試験実施

□答案返却，試験解説
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 12.5 0.75 9.25

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

国内外のさまざまな企業と実施したプロジェクトの経験からデザインの方法を、そのデザインの本質的な意味を含
めて習得する。

授業内容

科目名（和文）

デザイン方法論２

Design Methodology2

デザインを進めていく上で必要となるさまざまなアプローチについて、基本的な手法を講義と演習で修得してい
く。

A. デザインを進めるための基本的な手法と知識を理解できる
B. デザイナーに必要な能力や資質について理解できる
C. 提案を行うために必要なデザインプロセスを理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

学習内容に準じた講義を行い、それを応用した演習を行う。演習においては途中過程において教員がチェックを行
い、学生は適宜修正を加えながら提案をまとめる。また提案については提出して確認、またはプレゼンテーション
と講評を行い、学習成果について確認する。

必要に応じてプリント資料を配布する．

評価は前期末の年1回とする。
評価配点については；定期試験80％　授業内外の小課題20%評価
の割合で学期末に総合評価を行う。

デザイン実習2、卒業研究

時間外学習；事前に展開した課題、配布したプリント、宿題を使用して、予習・復習に45時間をあてる。
デザインの意味を皆さんと一緒に深めていこうと考えております。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 未来の計画

1.5 デザインの定義①

1.5 デザインの定義②

1.5 デザインの定義③

1.5 デザインの定義④

1.5 デザインの技法①

1.5 デザインの技法②

1.5 デザインの背景①

1.5 デザインの背景②

1.5 感動の源について①

1.5 感動の源について②

1.5 感動の源について③

0.75 科目別補講

1.5 期末試験解説

0.75 期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

□目的と手段について(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置付けを理解する(A)

□デザイナーとしての未来の目標を描写する(A)

□IDEO社のイノベーション戦略について(A)

□本質とイメージ思考について(A)

□デザインの哲学的要素について(A)

□ブレンストーム法の解説(B)

□ラピッドプロトタイピング法の紹介(B)

□歴史的名著シリーズ＃１”ツァラトゥストラはかく語りき”(B)

□歴史的名著シリーズ＃2”アイデアの作り方”(B)

□表現の源について  (C)

□表現の純粋性について(C)

□クリティカルデザインについて(C)

□授業のまとめと期末試験解説

□試験実施

□答案返却，試験解説

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

テーマごとの実例をもとに解説をおこない、演習や体験を通して理解を深める。また、体験を通して得られた「気
づき」を元に、課題に取り組んでもらう。授業最終日にフィードバックをおこなう。

必要に応じて適宜プリントを配布する

評価は後期末に１回おこなう。

演習課題とレポートを100％として評価する。

※授業外学修の成果はレポートで確認する。
※指定された課題すべてを提出した場合のみ合格とする。
※提出期限には特に注意すること。遅れ提出の場合は不可となる場合がある。
※必要に応じて補講をしたり、追加レポートを出す場合がある。

3年：デザイン実習1

問題意識を持って、身の回りの生活、製品、広告を見ること。
本授業は学修単位科目である。授業外学修(自学自習)として課題やレポートの取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

デザイン心理1

Design Psychology 1

目から入ってくるさまざまな情報が及ぼす心理的な影響について理解し、デザイナーとしておこなうべき造形表現
について考える。

A.　デザイン提案に必要な造形表現や設計等にかかわるデザイン心理を知ることができる
B.　チャレンジドや高齢者の心理に触れ、デザイン提案をすることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 ガイダンス

4 五感と心理

1 バリアフリーとユニバーサルデザイン

9 高齢者・障碍者体験

4 体験を通しての演習課題

2 振り返り

1.5 科目別補講(自由見学)

合計

22.5

時間

各自テーマに沿って見学をしてもらう予定

□体験を通してシニアやハンディキャップを持つ方の心理に触れる(B)

□課題を意図に沿って仕上げることができる

□提案物を客観的に評価できる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容や評価方法、ねらいを理解する

□考え方の違い、感じ方の違いについて知る(A)

□五感について学ぶ(A)

□バリアフリーについて知る(A)(B)

□ユニバーサルデザインについて知る(A)(B)

授業計画

□人間の五感について知る(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

様々なデザイン手法を知り、実践理解し客観的な比較検討をおこなう。学外案件も授業内で制作していく。オリエ
ンテーションから、プレゼンテーションまでの実際のデザイン業務と同じフローで企画、制作、提案を行ってい
く。
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評、依頼者からの講評や採用

なし（スライドプレゼンテーション形式）

なし（授業内で必要に応じて資料を配布する）

課題制作物、学外依頼案件、学外コンペへの出展等で、それぞれ個別に評価し前期末に総合評価を行う。

最終作品評価だけでなく、プレゼンテーション（提案書等含む）、制作過程のラフやスケッチも評価対象とする。
※未提出課題は0点評価となり、科目として不可になる可能性があります。

応用デザイン2、3、4、デザイン実習1、2

まったく知らない業界の依頼案件に対応することもあります。その業界や周辺知識を素早く吸収できるようにしま
しょう。
授業外学修：提示された課題への取り組み、またそこで必要なアプリケーションの学習 = 45h

科目名（和文）

応用デザイン1（平面）

Applied Design Project 1 (2D Design）

グラフィックデザインに必要な技法の習得、更にデザインを行う上で重要な「発想法」について、実習を通して習
得していく。UXデザインの考え方に基づくデザインの開発手法を通して、各自が独自で物事を「考える」力を養
う。また、学外案件への取り組みからデザインを伝えるコミュニケーション力を養う。
※学外デザインコンペ等への作品出品もおこなう。

A. 企画デザイン提案に必要な発想法・企画手法を実践的な実習を通して理解する。
B. グラフィックデザインを考えていく際の基礎知識を理解する。
C. 自分の得意・不得意な分野を理解し、個々にあった実践的な発想・アイディア展開ができる。
D. 作品の表現に必要な、基本的な表現およびカンプ・ダミーを締切までに用意できる
E. 課題ごとに「視点」をフォーカスしていることに気づく。日常や社会を見る視点を増やし、精緻にする
F. 依頼者の問題解決につながり、依頼者の納得を得られる提案物の制作及び提案ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

■エディトリアルデザイナーとしての経験：アプリケーションによるデータ制作、クライアントへの提案物の制作
■アートディレクター、クリエイティブディレクターの経験：プロジェクトの一貫した計画、コンセプトメイクの
実践 ■パッケージデザイナーとしての経験：提案物のモックアップ制作及びそのためのデータ制作、商品ディス
プレイデザイン　■印刷技術者としての経験：印刷手法の理解、最終アウトプットへの精度理解

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

2 デザインと発想、アイデアの発露

■学外案件

1 オリエンテーション

4 リサーチ

12 アイディア展開　試作

2 まとめ・プレゼンテーション・講評

合計

22.5

時間

　 依頼者へのプレゼンテーション

□ 提案物を簡潔に説明できる。依頼者の課題解決につながるポイントが訴求できる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画、評価方法の説明

□ この授業でのデザイン手法の講義とワーク（A,B,C）

産官学案件対応、オリエンからプレゼンまでを実施

□ 依頼者の課題を正確に捉え、質問などで自分の企画への補強を行う（A,C,E,F）

□ 未知の課題に対して、必要な知識を得、活用してアイデアにつなげる（A,C,E）

□ 考え方を整理し、計画的に制作を進行できる（B,C,D）

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

様々なデザイン手法を知り、実践理解し客観的な比較検討をおこなう。学外案件も授業内で制作していく。オリエ
ンテーションから、プレゼンテーションまでの実際のデザイン業務と同じフローで企画、制作、提案を行ってい
く。
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評、依頼者からの講評や採用

なし（スライドプレゼンテーション形式）

なし（授業内で必要に応じて資料を配布する）

課題制作物、学外依頼案件、学外コンペへの出展等で、それぞれ個別に評価し前期末に総合評価を行う。

最終作品評価だけでなく、プレゼンテーション（提案書等含む）、制作過程のラフやスケッチも評価対象とする。
※未提出課題は0点評価となり、科目として不可になる可能性があります。

応用デザイン2、3、4、デザイン実習1、2

まったく知らない業界の依頼案件に対応することもあります。その業界や周辺知識を素早く吸収できるようにしま
しょう。
授業外学修：提示された課題への取り組み、またそこで必要なアプリケーションの学習 = 45h

科目名（和文）

応用デザイン1（平面）

Applied Design Project 1 (2D Design）

グラフィックデザインに必要な技法の習得、更にデザインを行う上で重要な「発想法」について、実習を通して習
得していく。UXデザインの考え方に基づくデザインの開発手法を通して、各自が独自で物事を「考える」力を養
う。また、学外案件への取り組みからデザインを伝えるコミュニケーション力を養う。
※学外デザインコンペ等への作品出品もおこなう。

A. 企画デザイン提案に必要な発想法・企画手法を実践的な実習を通して理解する。
B. グラフィックデザインを考えていく際の基礎知識を理解する。
C. 自分の得意・不得意な分野を理解し、個々にあった実践的な発想・アイディア展開ができる。
D. 作品の表現に必要な、基本的な表現およびカンプ・ダミーを締切までに用意できる
E. 課題ごとに「視点」をフォーカスしていることに気づく。日常や社会を見る視点を増やし、精緻にする
F. 依頼者の問題解決につながり、依頼者の納得を得られる提案物の制作及び提案ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

■エディトリアルデザイナーとしての経験：アプリケーションによるデータ制作、クライアントへの提案物の制作
■アートディレクター、クリエイティブディレクターの経験：プロジェクトの一貫した計画、コンセプトメイクの
実践 ■パッケージデザイナーとしての経験：提案物のモックアップ制作及びそのためのデータ制作、商品ディス
プレイデザイン　■印刷技術者としての経験：印刷手法の理解、最終アウトプットへの精度理解

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

2 デザインと発想、アイデアの発露

■学外案件

1 オリエンテーション

4 リサーチ

12 アイディア展開　試作

2 まとめ・プレゼンテーション・講評

合計

22.5

時間

　 依頼者へのプレゼンテーション

□ 提案物を簡潔に説明できる。依頼者の課題解決につながるポイントが訴求できる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画、評価方法の説明

□ この授業でのデザイン手法の講義とワーク（A,B,C）

産官学案件対応、オリエンからプレゼンまでを実施

□ 依頼者の課題を正確に捉え、質問などで自分の企画への補強を行う（A,C,E,F）

□ 未知の課題に対して、必要な知識を得、活用してアイデアにつなげる（A,C,E）

□ 考え方を整理し、計画的に制作を進行できる（B,C,D）

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

実際に販売・掲出されているデザイン物について研究・考察し、その内容を参考に自分たちで新たな表現物を企
画・制作・提案していく。 年間4つのプロジェクトによる作品制作およびプレゼンテーションを行う。各提出及び
プレゼンテーション時に作品のフィードバックを行う。

2件のPROJECTで作品を制作し、それぞれ個別に評価し半期毎に集計、前期末に総合評価を行う。

総合評価配点：最終作品評価80％＋授業内外での小課題20%評価。

原則として提出遅れは認めません。就職活動・病気など、やむを得ない事情がある場合には、その状況を考慮
して評価比率を変更します。また、未提出課題は0点評価となり、科目として不可になる可能性があります。

応用デザイン2・3・４、デザイン実習1・２

時間外学習；事前に展開した課題、配布したプリント、宿題を使用して予習・復習に45時間をあてる。
デザインは総合芸術です。一人ひとり幅広い視点と奥深い自己分析が求められます。日常生活の中でもデザインに
対する問題意識を持ち、特に「人間」に興味を持って常に日常を観察するようにしてください。

科目名（和文）

応用デザイン1（立体）

Applied Design Project 1 (3D Design)

立体デザインに必要な技法の習得、更にデザインを行う上で重要な「発想法」について、実習を通して習得してい
く。デザインプロセス、商品企画を通して、各自が独自で物事を「考える」力を養う。
※校外デザインコンペ等への作品出品も考慮する予定。

A. 商品企画に必要な発想法・企画手法を実践的な実習を通して理解する。
B. プロダクト・インテリアデザインを考えていく際の基礎知識を理解する。
C. 自分の得意・不得意な分野を理解し、個々にあった実践的な発想・アイディア展開ができる。
D. 作品の表現に必要な、基本的な表現およびモデル製作ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

実際に製品デザイン開発にかかわった事例を紹介しながら、その中で提案製品に対してどんな要素に着目し、何を
考えて、デザイン作業を進めていったか解説していく。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

10.5 PROJECT#1 (Observation 法)

・Observation 法解説＋実践

・アイデア展開

・簡易試作

・プレゼンテーション・講評

10.5 PROJECT#2　(Rapid Prototyping 法)

・Rapid Prototyping 法解説＋実践

・アイデア展開

・Rapid Prototyping の実践

・プレゼンテーション・講評

合計

22.5

時間

□ 試作発想法の一連の技法を製品開発のプロセスを通して習得する

・企画立案・試作展開・モデル、発表用パネル製作

□ 試作発想法を用いて、試作発想法を習得する(A)

□ 試作を通しての思考、アイデアの発展が出来る(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置付けを理解する．

□授業の概要を過去作品に触れながら説明

□観察技法の一連の技法を製品開発のプロセスを通して習得する

□ 観察技法を用いて、顧客観察技法を習得する(A)

□ 新商品に開発にそってモデル制作及びプレゼンツールの表現ができる(D)

授業計画

・企画立案・アイディア展開・モデル、発表用パネル製作

－151－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

■エディトリアルデザイナーとしての経験：アプリケーションによるデータ制作、クライアントへの提案物の制作
■アートディレクター、クリエイティブディレクターの経験：プロジェクトの一貫した計画、コンセプトメイクの
実践 ■パッケージデザイナーとしての経験：提案物のモックアップ制作及びそのためのデータ制作、商品ディス
プレイデザイン　■印刷技術者としての経験：印刷手法の理解、最終アウトプットへの精度理解

授業内容

科目名（和文）

応用デザイン2（平面）

Applied Design Project 2 (2D Design）

グラフィックデザインに必要な技法の習得、更にデザインを行う上で重要な「発想法」について、実習を通して習
得していく。UXデザインの考え方に基づくデザインの開発手法を通して、各自が独自で物事を「考える」力を養
う。また、学外案件への取り組みからデザインを伝えるコミュニケーション力を養う。
※学外デザインコンペ等への作品出品もおこなう。

A. 企画デザイン提案に必要な発想法・企画手法を実践的な実習を通して理解する。
B. グラフィックデザインを考えていく際の基礎知識を理解する。
C. 自分の得意・不得意な分野を理解し、個々にあった実践的な発想・アイディア展開ができる。
D. 作品の表現に必要な、基本的な表現およびカンプ・ダミーを締切までに用意できる
E. 課題ごとに「視点」をフォーカスしていることに気づく。日常や社会を見る視点を増やし、精緻にする
F. 依頼者の問題解決につながり、依頼者の納得を得られる提案物の制作及び提案ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

様々なデザイン手法を知り、実践理解し客観的な比較検討をおこなう。学外案件も授業内で制作していく。オリエ
ンテーションから、プレゼンテーションまでの実際のデザイン業務と同じフローで企画、制作、提案を行ってい
く。
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評、依頼者からの講評や採用

なし（スライドプレゼンテーション形式）

なし（授業内で必要に応じて資料を配布する）

課題制作物、学外依頼案件、学外コンペへの出展等で、それぞれ個別に評価し後期末に総合評価を行う。

最終作品評価だけでなく、プレゼンテーション（提案書等含む）、制作過程のラフやスケッチも評価対象とする。
※未提出課題は0点評価となり、科目として不可になる可能性があります。

応用デザイン1、3、4、デザイン実習1、2

まったく知らない業界の依頼案件に対応することもあります。その業界や周辺知識を素早く吸収できるようにしま
しょう。
授業外学修：提示された課題への取り組み、またそこで必要なアプリケーションの学習 = 45h

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

■トータルコーディネイション（※学内行事の変

3 トータル・コーディネーション

4 アイディア展開　試作・実製作

1 まとめ・プレゼンテーション・講評

■コンペティション

3 自由（自主）提案

3 調査・企画立案

2 中間プレゼンテーション

4 企画立案 アイディア展開　実製作

1 まとめ・プレゼンテーション・講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画、評価方法の説明

コスト・生産までを考慮したトータルな商品提案

□ 要求される内容を整理し、応えられる表現の企画を立案できる（A,C,E）

□ 制作費用からその数まで、製品企画の基本を理解できる（A）

　 提案作品について発表・講評会

□ 指定時間内に、簡潔に提案内容を発表できる（C,D）

与えられたテーマ内で様々な商品デザインを分析し新提案を行う

ウェルフェアデザインコンテストチャレンジ、高専プレコンポスター

□ テーマに沿った手法を考え、しっかり調査できる（A,B,E）

□ 調査結果を的確に整理し、簡潔に発表できる（C,D,F）

□ 企画案を立案し、その内容に沿って作品を自分で判断できる（A,B,C）

□ 作品を含めて、計画的・総合的・効果的な発表ができる（C,D,F）

－152－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

■エディトリアルデザイナーとしての経験：アプリケーションによるデータ制作、クライアントへの提案物の制作
■アートディレクター、クリエイティブディレクターの経験：プロジェクトの一貫した計画、コンセプトメイクの
実践 ■パッケージデザイナーとしての経験：提案物のモックアップ制作及びそのためのデータ制作、商品ディス
プレイデザイン　■印刷技術者としての経験：印刷手法の理解、最終アウトプットへの精度理解

授業内容

科目名（和文）

応用デザイン2（平面）

Applied Design Project 2 (2D Design）

グラフィックデザインに必要な技法の習得、更にデザインを行う上で重要な「発想法」について、実習を通して習
得していく。UXデザインの考え方に基づくデザインの開発手法を通して、各自が独自で物事を「考える」力を養
う。また、学外案件への取り組みからデザインを伝えるコミュニケーション力を養う。
※学外デザインコンペ等への作品出品もおこなう。

A. 企画デザイン提案に必要な発想法・企画手法を実践的な実習を通して理解する。
B. グラフィックデザインを考えていく際の基礎知識を理解する。
C. 自分の得意・不得意な分野を理解し、個々にあった実践的な発想・アイディア展開ができる。
D. 作品の表現に必要な、基本的な表現およびカンプ・ダミーを締切までに用意できる
E. 課題ごとに「視点」をフォーカスしていることに気づく。日常や社会を見る視点を増やし、精緻にする
F. 依頼者の問題解決につながり、依頼者の納得を得られる提案物の制作及び提案ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

様々なデザイン手法を知り、実践理解し客観的な比較検討をおこなう。学外案件も授業内で制作していく。オリエ
ンテーションから、プレゼンテーションまでの実際のデザイン業務と同じフローで企画、制作、提案を行ってい
く。
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評、依頼者からの講評や採用

なし（スライドプレゼンテーション形式）

なし（授業内で必要に応じて資料を配布する）

課題制作物、学外依頼案件、学外コンペへの出展等で、それぞれ個別に評価し後期末に総合評価を行う。

最終作品評価だけでなく、プレゼンテーション（提案書等含む）、制作過程のラフやスケッチも評価対象とする。
※未提出課題は0点評価となり、科目として不可になる可能性があります。

応用デザイン1、3、4、デザイン実習1、2

まったく知らない業界の依頼案件に対応することもあります。その業界や周辺知識を素早く吸収できるようにしま
しょう。
授業外学修：提示された課題への取り組み、またそこで必要なアプリケーションの学習 = 45h

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

■トータルコーディネイション（※学内行事の変

3 トータル・コーディネーション

4 アイディア展開　試作・実製作

1 まとめ・プレゼンテーション・講評

■コンペティション

3 自由（自主）提案

3 調査・企画立案

2 中間プレゼンテーション

4 企画立案 アイディア展開　実製作

1 まとめ・プレゼンテーション・講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画、評価方法の説明

コスト・生産までを考慮したトータルな商品提案

□ 要求される内容を整理し、応えられる表現の企画を立案できる（A,C,E）

□ 制作費用からその数まで、製品企画の基本を理解できる（A）

　 提案作品について発表・講評会

□ 指定時間内に、簡潔に提案内容を発表できる（C,D）

与えられたテーマ内で様々な商品デザインを分析し新提案を行う

ウェルフェアデザインコンテストチャレンジ、高専プレコンポスター

□ テーマに沿った手法を考え、しっかり調査できる（A,B,E）

□ 調査結果を的確に整理し、簡潔に発表できる（C,D,F）

□ 企画案を立案し、その内容に沿って作品を自分で判断できる（A,B,C）

□ 作品を含めて、計画的・総合的・効果的な発表ができる（C,D,F）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

実際に製品デザイン開発にかかわった事例を紹介しながら、その中で提案製品に対してどんな要素に着目し、何を
考えて、デザイン作業を進めていったか解説していく。

授業内容

科目名（和文）

応用デザイン2（立体）

Applied Design Project 2(3D Design)

立体デザインに必要な技法の習得、更にデザインを行う上で重要な「発想法」について、実習を通して習得してい
く。デザインプロセス、商品企画を通して、各自が独自で物事を「考える」力を養う。
※校外デザインコンペ等への作品出品も考慮する予定。

A. 商品企画に必要な発想法・企画手法を実践的な実習を通して理解する。
B. プロダクト・インテリアデザインを考えていく際の基礎知識を理解する。
C. 自分の得意・不得意な分野を理解し、個々にあった実践的な発想・アイディア展開ができる。
D. 作品の表現に必要な、基本的な表現およびモデル製作ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

実際に販売・掲出されているデザイン物について研究・考察し、その内容を参考に自分たちで新たな表現物を企
画・制作・提案していく。 年間4つのプロジェクトによる作品制作およびプレゼンテーションを行う。各提出及び
プレゼンテーション時に作品のフィードバックを行う。

2件のPROJECTで作品を制作し、それぞれ個別に評価し半期毎に集計、後期末に総合評価を行う。

総合評価配点：最終作品評価80％＋授業内外での小課題20%評価。

原則として提出遅れは認めません。就職活動・病気など、やむを得ない事情がある場合には、その状況を考慮
して評価比率を変更します。また、未提出課題は0点評価となり、科目として不可になる可能性があります。"

応用デザイン1・3・4、デザイン実習1・2

時間外学習；事前に展開した課題、配布したプリント、宿題を使用して予習・復習に45時間をあてる。
デザインは総合芸術です。一人ひとり幅広い視点と奥深い自己分析が求められます。日常生活の中でもデザインに
対する問題意識を持ち、特に「人間」に興味を持って常に日常を観察するようにしてください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

10.5 PROJECT#1 (トータル・デザインコーディネーショ

トータル・デザインコーディネーション解説

・アイデア展開

・計画・試作・製作

・プレゼンテーション・講評

10.5 PROJECT#2　(応用デザイン提案)

・ユーザーの調査と理解

・アイデア展開

・企画立案 アイディア展開　実製作

・プレゼンテーション・講評

合計

22.5

時間

授業計画

・TOTAL DESIGN(全体視点での製品開発）を体験する

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置付けを理解する．

□授業の概要を過去作品に触れながら説明

□自己に向けての価値創造

□ 要求される内容を整理し、応えられる表現の企画を立案する(A)

□ 企画立案・アイディア展開・ラフ.実作品製作、まとめ作業(C)

□ 提案作品について発表・講評会(D),成果物を学園祭で販売する可能性

□ 他者に向けての価値創造

・与えられたテーマ内で様々な商品デザインを分析し新提案を行う

□ テーマに沿った手法を考え、しっかり調査できる(A)

□ 調査結果を的確に整理し、簡潔に発表できる(A)

□ 作品を含めて、計画的・総合的・効果的な発表ができる(D)

－153－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

［立体］製品開発・プロダクトデザイン及びインテリアデザインに関する実務経験に基づき、
実際の仕事での3D/CG制作に必要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。
［平面］印刷技術者、エディトリアルデザイナー、アートディレクターの実務経験に基づき、
実際の仕事でのグラフィックデザインに必要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

授業内容

科目名（和文）

CG2

Computer Graphics 2 

アイデアやデザインを実際のカタチにする上で、オンスクリーンでのビジュアライズは必要不可欠です。
また、そのビジュアライズのためのアプリケーションはどんどん変化していきます。
本授業では、個々のアプリケーション操作を習熟するのではなくUIと概念を
様々なアプリケーションでの制作を実践することで、理解を深めます。

この科目は実務経験教員による科目です
［立体］
A ワイヤーフレーム、ソリッド、サーフェスの特性を知り、基本ツールの操作ができる
B FUSION360を使って基本的な立体造形の制作ができる
C 複数のアプリケーションを活用するためのデータ書き出しができる
D 様々なアプリケーションを使ったレンダリング方法を知り、レンダリングを作成できる
E 三次元造形（3Dプリンタ）を使って簡単なモデルの制作ができる
［平面］
F 描きたい造形をIllustratorで自由に描くことができる
G Photoshop、Lightroomの違いを知り、両アプリケーションを活用する
H Adobe製品以外も含めた複数のアプリケーションをまたいだ制作ができる
I モーショングラフィックスの絵コンテを考えられる
J Aftereffectsでの簡単なアニメーションが制作できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを2グループに分け［立体］と［平面］のローテーションで実習形式の授業を行う。
アプリケーション使用の導入、自学のための調べ方解説を行い、ステップに沿った課題の制作を行っていく。
各演習や課題はデータでの提出を求める。（提出方法は授業内で指示）
各演習や課題の制作ステップ毎にデータを提出し、授業時間内に講評をすることで演習内容の理解度を確認する。

なし（必要に応じて資料を配付）

なし

評価は前期末に行う
評価は課題（100％）で行う。
ローテーションでの［立体］［平面］それぞれの評価の単純平均とする。
作品の提出遅れは認めない。
やむを得ない事情にて提出遅れが生ずる場合は申告すること。理由によって、評価比率を変更します。

CG1、メディア・デザイン論

［立体］FUSION360の解説動画や書籍などから操作方向を学ぶ。自主的な作品制作・提出も歓迎。：22.5h
［平面］Adobeの解説動画や書籍などから操作方向を学ぶ。自主的な制作の提出や発表も歓迎する。：22.5h

氏名：

時間数 授業項目

［立体］ローテーション

ガイダンス

【3D造形と表現】

・3D/CGの基礎知識

4.5 ＜実習-1＞

・モデリングソフトの基本操作の説明＿1

　　ソリッドモデルによるモデリング方法

　　シートメタルによるモデリング方法

・レンダリングの作成

　　マテリアル設定

　　光源、環境設定

　　レンダリングの実行と書き出し

6 ＜実習-2＞

・モデリングソフトの基本操作の説明＿2

　　サーフェスモデルによるモデリング方法

・三次元造形の基礎知識

　　3Dプリンﾄデータの作成

　　3Dプリンタの設定

　　造形物の仕上げ処理

［平面］ローテーション

ガイダンス

【アプリケーション（CG）と表現】

・未知のアプリケーションのとらえ方

6 ＜実習-1＞

・Illustrator、Photoshopの復習

　　ベジェ曲線の操作

　　PhotoshopとLightroom

・アプリケーション連携による課題

　　モーショングラフィックスの理解

　　動きの絵コンテ作成

　　動かす素材の制作

4.5 ＜実習-2＞

・Aftereffectsの理解

・モーションロゴの作成

1.5 科目別補講

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業目的、進め方、評価方法、狙いを理解する

□　デザインにおける3D/CGの役割を理解する (A)

□　ソフトの基本概念を理解する (A,B)

□　ソリッドツールの基本操作ができる  (A,B)

□　シートメタルツールの基本操作ができる  (A,B)

□　色々なレンダリング方法を知る (C,D)

□　マテリアルの基本設定ができる (C,D)

□　光源、環境の基本設定ができる (C,D)

□　レンダリングの書き出しができる (C,D)

□　複合オブジェクトの作成と管理方法を理解する (A,B)

□　サーフェスツールの基本操作ができる (A,B)

□　三次元造形機についての基本的な知識を理解する (C,E)

□　3Dプリント用データの作成方法を理解する (C,E)

□　3Dプリンタの基本設定ができる (E)

□　サポート材の除去と仕上げ方法を理解する (E)

□　授業目的、進め方、評価方法、狙いを理解する

□　未知のアプリケーションへのアプローチ方法を理解する（G,H）

□　素材の用意（F,G,H）

□　モーショングラフィックスの手法の一つを理解する（J）

□　2年次に習得した記述の復習（F,G,H）

□　ベジェ曲線で自由な描画ができる(F）

□　色調方正について改めてLightroomも用いて理解する（G,H)

□　様々なアプリケーションを用いる（H,I）

□　モーショングラフィックスを知る。用例を見る（H,I）

□　実習-1の計画をもとに、動かすための手法を調べながら実践する（F,G,H,J）

□　動きを想像、計画する（I）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

［立体］製品開発・プロダクトデザイン及びインテリアデザインに関する実務経験に基づき、
実際の仕事での3D/CG制作に必要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。
［平面］印刷技術者、エディトリアルデザイナー、アートディレクターの実務経験に基づき、
実際の仕事でのグラフィックデザインに必要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

授業内容

科目名（和文）

CG2

Computer Graphics 2 

アイデアやデザインを実際のカタチにする上で、オンスクリーンでのビジュアライズは必要不可欠です。
また、そのビジュアライズのためのアプリケーションはどんどん変化していきます。
本授業では、個々のアプリケーション操作を習熟するのではなくUIと概念を
様々なアプリケーションでの制作を実践することで、理解を深めます。

この科目は実務経験教員による科目です
［立体］
A ワイヤーフレーム、ソリッド、サーフェスの特性を知り、基本ツールの操作ができる
B FUSION360を使って基本的な立体造形の制作ができる
C 複数のアプリケーションを活用するためのデータ書き出しができる
D 様々なアプリケーションを使ったレンダリング方法を知り、レンダリングを作成できる
E 三次元造形（3Dプリンタ）を使って簡単なモデルの制作ができる
［平面］
F 描きたい造形をIllustratorで自由に描くことができる
G Photoshop、Lightroomの違いを知り、両アプリケーションを活用する
H Adobe製品以外も含めた複数のアプリケーションをまたいだ制作ができる
I モーショングラフィックスの絵コンテを考えられる
J Aftereffectsでの簡単なアニメーションが制作できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを2グループに分け［立体］と［平面］のローテーションで実習形式の授業を行う。
アプリケーション使用の導入、自学のための調べ方解説を行い、ステップに沿った課題の制作を行っていく。
各演習や課題はデータでの提出を求める。（提出方法は授業内で指示）
各演習や課題の制作ステップ毎にデータを提出し、授業時間内に講評をすることで演習内容の理解度を確認する。

なし（必要に応じて資料を配付）

なし

評価は前期末に行う
評価は課題（100％）で行う。
ローテーションでの［立体］［平面］それぞれの評価の単純平均とする。
作品の提出遅れは認めない。
やむを得ない事情にて提出遅れが生ずる場合は申告すること。理由によって、評価比率を変更します。

CG1、メディア・デザイン論

［立体］FUSION360の解説動画や書籍などから操作方向を学ぶ。自主的な作品制作・提出も歓迎。：22.5h
［平面］Adobeの解説動画や書籍などから操作方向を学ぶ。自主的な制作の提出や発表も歓迎する。：22.5h

氏名：

時間数 授業項目

［立体］ローテーション

ガイダンス

【3D造形と表現】

・3D/CGの基礎知識

4.5 ＜実習-1＞

・モデリングソフトの基本操作の説明＿1

　　ソリッドモデルによるモデリング方法

　　シートメタルによるモデリング方法

・レンダリングの作成

　　マテリアル設定

　　光源、環境設定

　　レンダリングの実行と書き出し

6 ＜実習-2＞

・モデリングソフトの基本操作の説明＿2

　　サーフェスモデルによるモデリング方法

・三次元造形の基礎知識

　　3Dプリンﾄデータの作成

　　3Dプリンタの設定

　　造形物の仕上げ処理

［平面］ローテーション

ガイダンス

【アプリケーション（CG）と表現】

・未知のアプリケーションのとらえ方

6 ＜実習-1＞

・Illustrator、Photoshopの復習

　　ベジェ曲線の操作

　　PhotoshopとLightroom

・アプリケーション連携による課題

　　モーショングラフィックスの理解

　　動きの絵コンテ作成

　　動かす素材の制作

4.5 ＜実習-2＞

・Aftereffectsの理解

・モーションロゴの作成

1.5 科目別補講

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業目的、進め方、評価方法、狙いを理解する

□　デザインにおける3D/CGの役割を理解する (A)

□　ソフトの基本概念を理解する (A,B)

□　ソリッドツールの基本操作ができる  (A,B)

□　シートメタルツールの基本操作ができる  (A,B)

□　色々なレンダリング方法を知る (C,D)

□　マテリアルの基本設定ができる (C,D)

□　光源、環境の基本設定ができる (C,D)

□　レンダリングの書き出しができる (C,D)

□　複合オブジェクトの作成と管理方法を理解する (A,B)

□　サーフェスツールの基本操作ができる (A,B)

□　三次元造形機についての基本的な知識を理解する (C,E)

□　3Dプリント用データの作成方法を理解する (C,E)

□　3Dプリンタの基本設定ができる (E)

□　サポート材の除去と仕上げ方法を理解する (E)

□　授業目的、進め方、評価方法、狙いを理解する

□　未知のアプリケーションへのアプローチ方法を理解する（G,H）

□　素材の用意（F,G,H）

□　モーショングラフィックスの手法の一つを理解する（J）

□　2年次に習得した記述の復習（F,G,H）

□　ベジェ曲線で自由な描画ができる(F）

□　色調方正について改めてLightroomも用いて理解する（G,H)

□　様々なアプリケーションを用いる（H,I）

□　モーショングラフィックスを知る。用例を見る（H,I）

□　実習-1の計画をもとに、動かすための手法を調べながら実践する（F,G,H,J）

□　動きを想像、計画する（I）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 10 12.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

プリント・スライドを用いて課題主旨を説明し課題作成を行う。また同時に演習による実践的な授業も行う。
提出課題に対して個別にフィードバックを行う。また、発表課題については学生相互でのフィードバックも行う。

なし

適宜配布

前期末に課題（６０％）と発表演習（４０％）によって評価する。
課題提出日時を厳守すること。守れなき場合は減点対象とする。
未提出作品がある場合には不可評価とする。

卒業研究

授業内で展開された課題制作に45時間を充てる。
日頃から文章作成の習慣を心がけること。同時に様々な広報物を見て自己表現の手法を研究すること。
また、課題作成にあたっては理論的裏付けをしっかり固めること。

科目名（和文）

プレゼンテーション

Presentations

プレゼンテーションの必要能力である「情報収集力」「アウトプット表現力」「スピーチ力」を身につける。

A.情報を収集する能力が身につく
B.各種プレゼンテーションツールを効果的に用いる事が出来る
C.他者に対して的確に情報を伝える事が出来る

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

（履歴書によるスピーチ）

3 履歴書の書き方

2 スピーチ演習

（パネルによるプレゼン）

3 プレゼンパネル作成

2 プレゼンパネルによるプレゼン演習

（ポートフォリオによるプレゼン）

4 ポートフォリオ作成方法

2 ポートフォリオによるプレゼン演習

（パワーポイントによるプレゼン）

3 パワーポイント・スライド作成方法

2 パワーポイントによるプレゼン演習

学習指導期間（1回）

科目別補講日

合計

22.5

時間

卒業研究発表審査聴講

□魅力的なコンテンツを作成することができる(A)(B)(C)

□ＰＣを利用してスライドを作る能力が身につく(A)(B)(C)

□ＰＣを利用した効果的なプレゼンスキルが身につく(A)(B)(C)

（上記項目の中から実施）

□構成方法・表現方法について理解しポートフォリオを作成できる(A)(B)(C)

□ポートフォリオを効果的に使用して発表ができる(A)(B)(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業概要説明，評価方法の確認

□履歴書の役割が理解できる(C)

□文章表現・図表表現について解説するパネルが作成できる(A)(B)

□作成したパネルを用いて効果的なプレゼンができる(C)

授業計画

□話し方の留意点を解説し面談意識の演習を行う(A)(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 12.5 0 10

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

紙から、オンスクリーンまでのメディアでのデザイン業務のアートディレクション、クリエイティブディレクショ
ンの経験。また、書籍企画編集、執筆の経験から、メディアで扱うコンテンツについての見知。

授業内容

科目名（和文）

メディア・デザイン論

Media Design

メディア（媒体）がモノである必要は無く、コトのデザインにつなげていく。
また、メディアでのデザインに留まらず、メディア自体のデザインにまで視点を高めて考え、
現代のデザイン領域の広さを理解し、実践していく。

A.メディアとは何か、どういった機能が求められてきたのかを理解できる
B.メディアでのデザインが計画でき、プロトタイプが制作できる
C.必要に応じた、メディアの融合、メディア自体の構想が計画できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義-事例紹介-課題提示［ロールプレイング］−（課題解決のための計画、プロトタイプなど制作）−
（プレゼンテーションもしくは提出）-フィードバック［講評］
という行程を繰り返し、メディアでのデザイン制作、メディア構想計画をロールプレイングとして実践していく
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評

なし（必要に応じて資料を配付）

なし

評価は学期末の年1回とする。
評価配点については課題制作物評価100%でおこなう

デザイン方法論1、2、CG2、UI・UXデザイン概論、応用デザイン3、4

自身が生まれてきて、どれぐらいのメディアが登場したか考えてみましょう。
そこには多くのデザイン手法が登場していることを知りましょう。

授業外学修：提示された課題への取り組み、またそこで必要なアプリケーションの学習 = 45h

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

4.5 メディアとは何か

・表現手段としてのメディア

・メディアごとでのコンテンツ

・課題1

5 ロールプレイング1（メディアでのデザイン）

・オーソドックスなメディアでの表現（紙と、オ

・課題2

5 ロールプレイング2（メディアでのデザイン）

・そうか！　これもメディアか。そこでのデザイ

・課題3

5 ロールプレイング3（メディア自体のデザイン）

・新しく生まれた「メディア」を考える。そこは

・課題4

1.5 課題講評

合計

22.5

時間

授業計画

□〝何を〟デザインしているかメディアごとでの特徴を知る（A）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業目的、進め方、評価方法、狙いを理解する

□メディアではどのようなデザインがされているか知る(A)

□広範囲にわたってのメディアでのデザイン事例を調査する（A）

□いわゆる「平面」と言われるジャンルでのデザインを考える（A）

□コンテンツとデザインの計画とプロトタイプの制作（A,B,C）

□様々なメディを想定し、そこで使われるツールや技術、コンテンツを知る（A）

□メディアのチョイス、コンテンツとデザイン、使用ツールの計画（A,B,C）

□デザインの領域を拡張する（C）

□コトになるうる概念としてのメディアを新しく創造し計画する（C）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 12.5 0 10

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

紙から、オンスクリーンまでのメディアでのデザイン業務のアートディレクション、クリエイティブディレクショ
ンの経験。また、書籍企画編集、執筆の経験から、メディアで扱うコンテンツについての見知。

授業内容

科目名（和文）

メディア・デザイン論

Media Design

メディア（媒体）がモノである必要は無く、コトのデザインにつなげていく。
また、メディアでのデザインに留まらず、メディア自体のデザインにまで視点を高めて考え、
現代のデザイン領域の広さを理解し、実践していく。

A.メディアとは何か、どういった機能が求められてきたのかを理解できる
B.メディアでのデザインが計画でき、プロトタイプが制作できる
C.必要に応じた、メディアの融合、メディア自体の構想が計画できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義-事例紹介-課題提示［ロールプレイング］−（課題解決のための計画、プロトタイプなど制作）−
（プレゼンテーションもしくは提出）-フィードバック［講評］
という行程を繰り返し、メディアでのデザイン制作、メディア構想計画をロールプレイングとして実践していく
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評

なし（必要に応じて資料を配付）

なし

評価は学期末の年1回とする。
評価配点については課題制作物評価100%でおこなう

デザイン方法論1、2、CG2、UI・UXデザイン概論、応用デザイン3、4

自身が生まれてきて、どれぐらいのメディアが登場したか考えてみましょう。
そこには多くのデザイン手法が登場していることを知りましょう。

授業外学修：提示された課題への取り組み、またそこで必要なアプリケーションの学習 = 45h

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

4.5 メディアとは何か

・表現手段としてのメディア

・メディアごとでのコンテンツ

・課題1

5 ロールプレイング1（メディアでのデザイン）

・オーソドックスなメディアでの表現（紙と、オ

・課題2

5 ロールプレイング2（メディアでのデザイン）

・そうか！　これもメディアか。そこでのデザイ

・課題3

5 ロールプレイング3（メディア自体のデザイン）

・新しく生まれた「メディア」を考える。そこは

・課題4

1.5 課題講評

合計

22.5

時間

授業計画

□〝何を〟デザインしているかメディアごとでの特徴を知る（A）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業目的、進め方、評価方法、狙いを理解する

□メディアではどのようなデザインがされているか知る(A)

□広範囲にわたってのメディアでのデザイン事例を調査する（A）

□いわゆる「平面」と言われるジャンルでのデザインを考える（A）

□コンテンツとデザインの計画とプロトタイプの制作（A,B,C）

□様々なメディを想定し、そこで使われるツールや技術、コンテンツを知る（A）

□メディアのチョイス、コンテンツとデザイン、使用ツールの計画（A,B,C）

□デザインの領域を拡張する（C）

□コトになるうる概念としてのメディアを新しく創造し計画する（C）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 12.5 0.75 9.25

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

様々なメディアにわたってデザイン活動をしてきた経験から、新しいデザインの形とその可能性を理解、習得す
る。

授業内容

科目名（和文）

UI・UXデザイン概論

Introduction to UI・UX Design

様々なメディアに広がりを見せる新しいメディアとしてのデザインのあり方を、それぞれの分野を紹介しつつその
使い方、デザインする上での方法を習得する

A.新しいメディアとデザインの関係を理解できる
B.UI・UXの基本的な構造を理解できる
C.UI・UXのデザインスキルを使ってデザイン表現ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

学習内容に準じた講義を行い、それを応用した演習を行う。演習においては途中過程において教員がチェックを行
い、学生は適宜修正を加えながら提案をまとめる。また提案については提出して確認、またはプレゼンテーション
と講評を行い、学習成果について確認する。

評価は後期末の年1回とする。
評価配点については；定期試験80％　授業内外の小課題20%評価
の割合で学期末に総合評価を行う。

時間外学習；事前に展開した課題、配布したプリント、宿題を使用して予習・復習に45時間をあてる。
様々なメディアとデザインの関係を扱います。授業後に各自のコンピューターで復習して各自のデザインに使える
ように工夫してください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 UI・UXデザインの背景

・新しい表現媒体①

・新しい表現媒体②

・新しい表現媒体③

3 UI・UXデザインの基礎

・基礎技法①

・基礎技法②

10.5 UI・UXデザインの応用

・プログラミングの基礎①

・プログラミングの基礎②

0.75 科目別補講

1.5 期末直前演習

0.75 期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

□アニメーション表現とデザインについて(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置付けを理解する(A)

□UI・UXデザインの背景を理解する(A)

□数学とデザインについて(A)

□インタラクションデザインについて(A)

□UI・UXデザインの基礎技法習得(B)

□目的と手段の明確化(B)

□ストーリーボードについて(B)

□UI・UXデザインの基礎技法習得(C)

□Scratchを使用したプログラミングの習得(C)

□Arduinoを使用したプログラミングの習得(C)

□授業のまとめと演習

□試験実施

□答案返却，試験解説
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 45 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

個々の進路希望を考慮した上で、課題の中からテーマを選び、アイディア展開やラフイメージ作成のための、イラ
スト・写真を利用した総合メディア制作の実習を行い、各作品ごとにプレゼンテーションする。
各区間での作品とプレゼンテーション内容について、終了後全体講評会を行い、UXデザインを視野に入れた総合的
な企画・制作における評価点、注意点を解説し理解し確認してもらう。

必要に応じて授業内でプリント配布

各種Webなど、デザインに関連した広告・制作の公開情報

半期毎の年2回評価を行う

年間4件の課題作品をそれぞれ個別に評価し半期毎に集計、および年度末に平均をとって最終評価とします。
総合評価配点：最終作品評価40％・プレゼンテーション40％＋授業内での小課題20%評価。
（授業内で中間チェック時にレポート等の小課題を行い、その内容を総合評価に含めます。）
原則として提出遅れは認めません。就職活動・病気など、やむを得ない事情がある場合には、その状況を考慮
して評価比率を変更します。また、未提出課題は0点評価となり、科目として不可になる可能性が有ります。

※本科目は【学年修了要件科目】であるため未修得（不可）になった場合は原級留置になります。十分注意し
てください。

応用デザイン実習Ⅱ、卒業研究

科目名（和文）

デザイン実習Ⅲ（平面）

Seminar on Creativity 3 (2Ｄ Design)

4年までに学んだグラフィックデザインの考え方を基本にして、様々な広告・印刷メディア・デジタルメディアにつ
いて研究し、それぞれに使用されるグラフィックスの作成手法まで含めて、総合的に実習を通して修得
していく

A. 広告と各種印刷関連メディアの基本的な製作手法を理解し説明できる
B. 自由に、自分のアイディア・イメージを表現できる
C. ラフスケッチの段階で正確なイメージ表現できる
D. 日常的に使用するDTP関連ソフト（イラストレータ・フォトショップ）が自由に使用できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-2 AD-3 AD-4 AD-5    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

デザイン事務所でのデザイン企画・制作の実務経験から、各課題で企画制作時に最も重要な、使用者、利用者の環
境と状況を考えることの大切さを解説し、しっかり考えるように指導していく。
同時に、後工程へスムーズに渡せるデータ作成を目標に、的確なアプリの使用方法を解説して理解してもらう。

授業内容

時間数 授業項目

0.75 前期授業ガイダンス

■ イメージ表現

広報物とパッケージの企画提案

2.25 　イラスト・写真の考え方について

3 　イラスト表現の調査・分析

3 　制作作品のテーマ設定

　（八王子まつり手拭いデザイン他）

3 　ラフアイディア作成　ラフ製作実習

6 　イラスト製作演習

6 　写真製作演習

3 　色の基礎知識

6 　ラフ作成・ラフに基づいた制作実習

6 　実制作

3 　プレゼンテーション・講評

0.75 後期授業ガイダンス

■ メディアと表現

広報用ポスター制作（交通広告を想定した展開）

2.25 　個別テーマ設定

3 　企画書／資料作成

6 　ラフ作成・実制作

6 　実制作

3 　プレゼンテーション・講評

3 自主課題制作（取材を伴うリーフレット提案）

4 　資料まとめ・企画立案

9 　実制作

3 　プレゼンテーション・講評

学習指導期間（上記項目から実施）

8 科目別補講（手拭い提案プレゼンテーション）

合計

90

時間

官学連携に伴うプレゼンテーションのを行う予定（詳細未定）

※校外授業の内容については、変更になる可能性あり

□ 計画的・効果的に考えたプレゼンテーションができる-A,B,C,D

プレゼンテーション・講評会になる予定

□ 自主的に作品を企画し、制作計画を立案できる-A

□ 提案作品のポイントをまとめた企画書が作成できる-A,B,C,D

作品まとめ、およびフィニッシュワーク作業

□ 製作状況・仕上がりを自分で判断しフィニッシュできる-A,B,C,D

□ 考え方をまとめて、提案企画書（レポート）が作成できる-A

□ 制作ボリュームを把握し計画的に制作を進行できる-A

作品まとめ、およびフィニッシュワーク作業

□ 計画的・効果的に考えたプレゼンテーションができる-A,B,C,D

後期授業計画の説明　進路相談　他

印刷デザイン制作の流れに沿って総合的に企画提案する 

□ 設定テーマに合わせて自在に資料集めができる-A

□ 写真撮影しながら、光と色など基本的な技術を習得学ぶ-A,B,C

□ RGB方式とCMYK方式の特性など、表現のための色の扱い方を学ぶ-A,B,C

□ ラフSKを作成しイメージに合わせたグラフィック制作ができる-A,B,C,D

作品まとめ、およびフィニッシュワーク作業

□ 計画的・効果的に考えたプレゼンテーションができる-A,B,C,D

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画の説明　進路希望相談　他

印刷デザインにおける表現手法を学ぶ

□ イラスト・写真作成時のポイント・色の特製を把握する-A

□ 何をどのような手法で制作するのか、その企画案を作成できる-A

□ ラフスケッチ作成時の留意点を把握し自由に描ける-B,C

□ イラストを作成しながら、画材の特製など基本的な技術を学ぶ-A,B,C

授業計画

□ パッケージを題材に特種印刷などの技術を把握する-A
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 45 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

個々の進路希望を考慮した上で、課題の中からテーマを選び、アイディア展開やラフイメージ作成のための、イラ
スト・写真を利用した総合メディア制作の実習を行い、各作品ごとにプレゼンテーションする。
各区間での作品とプレゼンテーション内容について、終了後全体講評会を行い、UXデザインを視野に入れた総合的
な企画・制作における評価点、注意点を解説し理解し確認してもらう。

必要に応じて授業内でプリント配布

各種Webなど、デザインに関連した広告・制作の公開情報

半期毎の年2回評価を行う

年間4件の課題作品をそれぞれ個別に評価し半期毎に集計、および年度末に平均をとって最終評価とします。
総合評価配点：最終作品評価40％・プレゼンテーション40％＋授業内での小課題20%評価。
（授業内で中間チェック時にレポート等の小課題を行い、その内容を総合評価に含めます。）
原則として提出遅れは認めません。就職活動・病気など、やむを得ない事情がある場合には、その状況を考慮
して評価比率を変更します。また、未提出課題は0点評価となり、科目として不可になる可能性が有ります。

※本科目は【学年修了要件科目】であるため未修得（不可）になった場合は原級留置になります。十分注意し
てください。

応用デザイン実習Ⅱ、卒業研究

科目名（和文）

デザイン実習Ⅲ（平面）

Seminar on Creativity 3 (2Ｄ Design)

4年までに学んだグラフィックデザインの考え方を基本にして、様々な広告・印刷メディア・デジタルメディアにつ
いて研究し、それぞれに使用されるグラフィックスの作成手法まで含めて、総合的に実習を通して修得
していく

A. 広告と各種印刷関連メディアの基本的な製作手法を理解し説明できる
B. 自由に、自分のアイディア・イメージを表現できる
C. ラフスケッチの段階で正確なイメージ表現できる
D. 日常的に使用するDTP関連ソフト（イラストレータ・フォトショップ）が自由に使用できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-2 AD-3 AD-4 AD-5    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

デザイン事務所でのデザイン企画・制作の実務経験から、各課題で企画制作時に最も重要な、使用者、利用者の環
境と状況を考えることの大切さを解説し、しっかり考えるように指導していく。
同時に、後工程へスムーズに渡せるデータ作成を目標に、的確なアプリの使用方法を解説して理解してもらう。

授業内容

時間数 授業項目

0.75 前期授業ガイダンス

■ イメージ表現

広報物とパッケージの企画提案

2.25 　イラスト・写真の考え方について

3 　イラスト表現の調査・分析

3 　制作作品のテーマ設定

　（八王子まつり手拭いデザイン他）

3 　ラフアイディア作成　ラフ製作実習

6 　イラスト製作演習

6 　写真製作演習

3 　色の基礎知識

6 　ラフ作成・ラフに基づいた制作実習

6 　実制作

3 　プレゼンテーション・講評

0.75 後期授業ガイダンス

■ メディアと表現

広報用ポスター制作（交通広告を想定した展開）

2.25 　個別テーマ設定

3 　企画書／資料作成

6 　ラフ作成・実制作

6 　実制作

3 　プレゼンテーション・講評

3 自主課題制作（取材を伴うリーフレット提案）

4 　資料まとめ・企画立案

9 　実制作

3 　プレゼンテーション・講評

学習指導期間（上記項目から実施）

8 科目別補講（手拭い提案プレゼンテーション）

合計

90

時間

官学連携に伴うプレゼンテーションのを行う予定（詳細未定）

※校外授業の内容については、変更になる可能性あり

□ 計画的・効果的に考えたプレゼンテーションができる-A,B,C,D

プレゼンテーション・講評会になる予定

□ 自主的に作品を企画し、制作計画を立案できる-A

□ 提案作品のポイントをまとめた企画書が作成できる-A,B,C,D

作品まとめ、およびフィニッシュワーク作業

□ 製作状況・仕上がりを自分で判断しフィニッシュできる-A,B,C,D

□ 考え方をまとめて、提案企画書（レポート）が作成できる-A

□ 制作ボリュームを把握し計画的に制作を進行できる-A

作品まとめ、およびフィニッシュワーク作業

□ 計画的・効果的に考えたプレゼンテーションができる-A,B,C,D

後期授業計画の説明　進路相談　他

印刷デザイン制作の流れに沿って総合的に企画提案する 

□ 設定テーマに合わせて自在に資料集めができる-A

□ 写真撮影しながら、光と色など基本的な技術を習得学ぶ-A,B,C

□ RGB方式とCMYK方式の特性など、表現のための色の扱い方を学ぶ-A,B,C

□ ラフSKを作成しイメージに合わせたグラフィック制作ができる-A,B,C,D

作品まとめ、およびフィニッシュワーク作業

□ 計画的・効果的に考えたプレゼンテーションができる-A,B,C,D

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画の説明　進路希望相談　他

印刷デザインにおける表現手法を学ぶ

□ イラスト・写真作成時のポイント・色の特製を把握する-A

□ 何をどのような手法で制作するのか、その企画案を作成できる-A

□ ラフスケッチ作成時の留意点を把握し自由に描ける-B,C

□ イラストを作成しながら、画材の特製など基本的な技術を学ぶ-A,B,C

授業計画

□ パッケージを題材に特種印刷などの技術を把握する-A

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

授業のはじめに課題の説明を行い、制作に取り組む。課題は複数設定する場合がある
フィードバックとしては課題制作途中のアイデア展開、設計、実制作の各段階で個別に打合せを行うことで、完成
度を高めていく。また最終的な作品発表時に講評を行い、総合的な評価ポイントについて共有していく。

特に指定しない

授業内で通達する

評価は年２回（前期末、学年末）とする。

課題評価100%として各区間を評価する。
課題提出の遅れは原則として認めない。
やむを得ない場合は評価比率を変更する。
未提出課題は0点として扱う。

成績表評価としての総合評価は、区間評価の単純平均とする。
必要に応じて追加補講などを行う。
※本科目は【学年修了要件科目】であるため未修得（不可）とならぬように十分留意すること。

デザイン実習Ⅱ

日常的に身の回りにある表現を観察してその造形の魅力や効果について考えること。
またこれまでに発見した様々な表現に挑戦することが、技能向上のポイントとなる。

科目名（和文）

デザイン実習Ⅲ(立体)

Seminar on Creativity 3 (3D Design)

ここまで学んできたデザインの考え方を基本にしなが造形表現を行う。また製作を通して造形技術の向上を図り、
デザイン表現の可能性を探る。

A.美について考えそれを追求した造形の計画ができる
B.具体的な製作の手順を構築して実施できる
C.製作品の魅力を伝えて共感を得ることが出来る

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-2 AD-3 AD-4 AD-5    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 導入授業

機能のある造形

11 1.課題説明・講義・ディスカッション

20 2.設計

48 3.製作

4 4.発表

6 科目別補講

合計

90

時間

見学会実施予定

□作品を適切に丁寧に仕上げることができる(A,B)

□人前で作品の説明が的確に出来る(C)

□質問に的確に答えることが出来る(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

・授業内容や授業への取り組み方などのガイダンスと予備的演習

□取り組むべき事柄、態度の理解

・機能を獲得するための構造的解決と美の共存

□課題に対して複数のアイディア展開ができる(A,B)

□造形物の図面化ができる(A,B)

□スケールモデルによる検討ができる(A,B)

□必要な道具を適切に使うことができる(B)

授業計画

□条件を満たす造形計画ができる(A,B,C)

－159－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 10 0 80

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

課題毎に設定するグループワークで、スケジュールに沿ったデザイン展開を行い、期限までにまとめ、提案（プレ
ゼンテーション）をおこなう。
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評

特になし

特になし

評価は年間２回（前期末と後期末）
学年末総合評価は、前期総合評価と後期総合評価の単純平均とする。
グループワークに関しては、グループとしてのアウトプットを50%として、個人の貢献度を50%とする。
自己評価とグループ内の相互評価を参考に評価する。

卒業研究　応用デザイン実習Ⅰ

総合的で、実践的なデザインプロジェクトをグループで行います。
自身の発想や創意、意図が、相手（提案先、グループメンバー）に「伝わる」ことに注力してデザインするように
してください。

科目名（和文）

応用デザイン実習Ⅱ

Applied Design Project 2

実践的なデザインワークを行うとともに、提案先からの評価を受ける。
グループワークを通じてチームによるプロジェクト推進の重要性を体験する。

A.デザインワークを主体的に行える。
B.提案先の要望に沿ったデザイン展開ができる。
C.提案先に対して実践的なプレゼンテーションができる。
D.様々な役割の人々と協力してグループワークができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-3 AD-4 AD-5 AD-6    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

アートディレクター、クリエイティブディレクターの経験から、プロジェクトの一貫した計画、コンセプトメイク
の現場に即した具体的な実践ノウハウを指導できる

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

学外への提案

40.5 1：企画立案

　　現状分析調査

　　企画構想立案

　　デザイン展開

　　試作制作・検証

　　企画提案

42 2：実施デザイン

　　具体的デザイン案の展開

　　制作計画書の作成

　　制作

　　最終提案

6 科目別補講

合計

90

時間

□　計画に基づいて制作を進めることができる（A,D）

□　実際に使用できる提案物を制作できる（A,D）

□　分かり易く簡潔なプレゼンテーションができる（C）

□　提案先の要望と試作検証の結果に基づいたデザイン提案ができる（A,B,D）

□　必要な調査と分析ができる（A,B）

□　分析された課題に基づいた提案立案できる。（A,B,D）

□　提案先からの要望に応じたデザイン展開ができる（A,B,D）

□　デザインや制作上の課題を整理できる（A,B,D）

□　分かり易く簡潔なプレゼンテーションができる（C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　本授業の目的を理解する

授業計画

－160－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 10 0 80

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

課題毎に設定するグループワークで、スケジュールに沿ったデザイン展開を行い、期限までにまとめ、提案（プレ
ゼンテーション）をおこなう。
課題に対するフィードバック：様々なアプローチをピックアップして授業内で講評

特になし

特になし

評価は年間２回（前期末と後期末）
学年末総合評価は、前期総合評価と後期総合評価の単純平均とする。
グループワークに関しては、グループとしてのアウトプットを50%として、個人の貢献度を50%とする。
自己評価とグループ内の相互評価を参考に評価する。

卒業研究　応用デザイン実習Ⅰ

総合的で、実践的なデザインプロジェクトをグループで行います。
自身の発想や創意、意図が、相手（提案先、グループメンバー）に「伝わる」ことに注力してデザインするように
してください。

科目名（和文）

応用デザイン実習Ⅱ

Applied Design Project 2

実践的なデザインワークを行うとともに、提案先からの評価を受ける。
グループワークを通じてチームによるプロジェクト推進の重要性を体験する。

A.デザインワークを主体的に行える。
B.提案先の要望に沿ったデザイン展開ができる。
C.提案先に対して実践的なプレゼンテーションができる。
D.様々な役割の人々と協力してグループワークができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-3 AD-4 AD-5 AD-6    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

アートディレクター、クリエイティブディレクターの経験から、プロジェクトの一貫した計画、コンセプトメイク
の現場に即した具体的な実践ノウハウを指導できる

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

学外への提案

40.5 1：企画立案

　　現状分析調査

　　企画構想立案

　　デザイン展開

　　試作制作・検証

　　企画提案

42 2：実施デザイン

　　具体的デザイン案の展開

　　制作計画書の作成

　　制作

　　最終提案

6 科目別補講

合計

90

時間

□　計画に基づいて制作を進めることができる（A,D）

□　実際に使用できる提案物を制作できる（A,D）

□　分かり易く簡潔なプレゼンテーションができる（C）

□　提案先の要望と試作検証の結果に基づいたデザイン提案ができる（A,B,D）

□　必要な調査と分析ができる（A,B）

□　分析された課題に基づいた提案立案できる。（A,B,D）

□　提案先からの要望に応じたデザイン展開ができる（A,B,D）

□　デザインや制作上の課題を整理できる（A,B,D）

□　分かり易く簡潔なプレゼンテーションができる（C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　本授業の目的を理解する

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 22.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

デザイン事務所での、デザイン企画・制作実務での作業経験から、通常のソフトウエアの使用方法とは異なった、
後工程を想定したデータ作成方法を扱いながら、マニュアルとは違う実践的な使い方を解説していく。

授業内容

科目名（和文）

コンピュータグラフィックスⅢ（平面）

Computer Graphics 3 (2D Design)

4年で学んだコンピュータグラフィックスⅡの基礎知識、技術力をもとに、DTPエキスパート認証試験の内容を参考
にして、講義と総合的な制作課題を行うことでDTPをより深く学ぶ。

A 「Illustrator」「Photoshop」「InDesign」を使いこなすことができる。
B 組版ルールを理解できる。
C サムネールにより、自分のアイデアを表現できる。
D 他者が理解できるような制作指示書を作成することができる。
E 現在の印刷物作成に必要な知識を身につけ、それを活用できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-1 AD-4      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

前期はAdobe InDesign・Adobe XDなどによる制作課題を中心に基本的な使い方を学び、後期は過去のDTPエキスパー
ト認証試験とDTP関連ソフトのより進んだ使い方を学ぶ。
課題については、各授業区間区切りタイミングで提出された作品をもとに全体講評会を行い、データ作成上の注意
事項、問題点などについて解説し自分の理解度を確認してもらう。

必要に応じてプリント配布
DTPエキスパート試験 スーパーカリキュラム（JAGAT認証

半期毎の年2回評価を行う
両区間とも合格（60点以上）もしくは、それに準ずる場合のみ本科目を合格したものとする。

前後期とも、制作課題(100％)で評価する。
学年末の総合成績は前期末と後期末の単純平均とする。

原則として提出遅れは認めません。就職活動・病気など、やむを得ない事情がある場合には、その状況を考慮して
評価比率を変更する場合があります。
また、未提出課題は０点評価となり、科目として不可になる可能性があります。

コンピュータ・グラフィックスⅡ（平面）

コンピュータソフトについては、自ら考えて使うことが習得への近道といえます。テキストを参考にしながら、と
にかく使ってみましょう。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

4.5 DTP演習　印刷発注（名刺）

イラストレータによる印刷発注

4.5 DTP演習　雑誌ページ作成

広報誌ページ作成

9 DTPおよびその周辺状況について（状況に合わせて

Adobe XDの活用と演習

1.5 DTPエキスパート認証模擬試験（演習）

1.5 ガイダンス

6 DTPエキスパート認証実技試験演習（1）

9 DTPエキスパート認証実技試験演習（2）

4.5 応用課題（自主課題）

3 科目別補講日（上記内容から実施）

学習指導期間（上記内容から実施）

合計

45

時間

授業計画

□ トンボ・フォント・色設定の調整ができる-A

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

本授業のねらい、課題説明、評価の仕方を理解する

□ Illustratorを使用した印刷データ作成ができる-A

□ 印刷データ作成の基本を理解できる-A

□ 外部発注の基本が理解できる-A

□ InDesignのインターフェースが理解できる-A

□ フレームグリッド、テキストフレームの基本を理解できる-A

□ 画像の配置、画像サイズの調整ができる-A

□ 図形オブジェクトの基本が理解できる-A

□ DTPの役割、DTP技術などDTP全般について理解できる-A,D

□ 編集、デザインなど印刷発注側知識の基本が理解できる-A,E

□ 組版、製版など印刷工程について理解できる-A,B,E

□ 印刷物作成に必要な色の知識を理解できる-A,E

□ アプリ、通信などコンピュータ全般について理解できる-A,E

□ 模擬試験の概略を理解できる-A,B,C,E

演習模擬試験実施

□ 制作課題の内容を理解できる-A,E

□「制作の手引き」通りに作品のレイアウトができる-A,B,C,D,E

□ 作品中の画像の取り扱いを適切に処理できる-A

□ 作品中の文字組版が組版ルールに則り適切に処理できる-A

□ 作品の設計、要素、表現が適切であるか確認できる-A

□ 他者が理解できる「制作指示書」を作成することができる-D

□ 制作課題の内容をもとに計画して進行できる-A,B,C,E

□ 課題の達成度を確認できる-A,B,C,D,E

□ 課題の達成度を確認できる-A,B,C,D,E
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 7.5 37.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

実習形式で授業を行う。
3Dモデリングソフト[Rhinoceros and/or FUSION360]を使用し、課題制作を通してCG作成の基本を学ぶ。
各課題テーマ毎に操作、制作手順の解説をします。
各演習や課題はデータでの提出を求めます。（提出方法は授業内で指示します。）
各演習や課題の制作ステップ毎にデータを提出し、授業時間内に講評をすることで演習内容の理解度を確認しま
す。

なし（必要に応じて資料を配付）

なし

評価は年間２回（前期末、後期末）。
各区間の評価は課題（100％）で行う。
学年末総合評価は前期末、後期末評価の単純平均とする。
作品の提出遅れは認めない。
やむを得ない事情にて提出遅れが生ずる場合は申告すること。理由によって、評価比率を変更します。

コンピュータ グラフィックスⅠ、コンピュータ グラフィックスⅡ

デザインワークにおけるＣＧはアイデアをビジュアライズするひとつの手段です。
「何を表現したいのか」「何を伝えたいのか」を意識して制作することが重要です。
カタログなど様々な事例をよく見て、構図や配色など表現について日頃から研究すること。

科目名（和文）

コンピュータグラフィックスⅢ（立体）

Computer Graphics 3 (3D Design)

4年のコンピュータグラフィックスⅡで学んだ基礎的なモデリングやレンダリング方法をもとに、デザインワークで
必要となる実践的な表現方法を課題制作を通して学びます。

この科目は実務経験教員による科目です

A　サーフェス作成に必要なベース曲線が作成できる
B　サーフェスの制御点を利用して三次元曲面を表現できる
C　サーフェス上にオブジェクトを作成できる
D　フィレットを作成できる
E　デザインしたものをモデリングできる
F　目的に合わせたレンダリングができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-1 AD-4      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

製品開発・プロダクトデザイン及びインテリアデザインに関する実務経験に基づき、実際の仕事での3D/CG制作に必
要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

～サーフェスの作り方（応用編）～

1.5 　1、ワイヤーフレームから自由曲面をつくる

1.5 　2、サーフェスを編集しながらモデリング

1.5 　3、サーフェス上に曲面をつくる

1.5 　4、フィレット処理

～デザインとモデリング～

7.5 ＜モデリングとレンダリング　課題-1＞

　インテリア空間の作成と表現

6 ＜モデリングとレンダリング　課題-2＞

　カトラリーセットのデザインとＣＧ作成

　プレゼンテーション

21 ＜モデリングとレンダリング　課題-3＞

　自由テーマ

　アイデア展開／スケッチ・図面作成

　モデリングデータの作成

　レンダリングの作成

　プレゼンテーション

3 科目別補講

合計

45

時間

□　造形の魅力が伝わるプレゼンテーションができる (F)

□　モデリングに必要なベースフレームを作成できる (A,B,C,D)

□　デザインしたものを３Ｄモデル化できる (E)

□　材質やカラーを表現できる (F)

□　デザインしたものを３Ｄモデル化できる (E)

□　材質やカラーを表現できる (F)

□　造形の魅力が伝わるプレゼンテーションができる (F)

□　デザイン空間の３Ｄモデルが作成できる (E)

□　材質やカラー、ライティングの表現ができる (F)

□　フィレット処理に必要な補助曲線を作成できる (D)

□　フィレット曲面を作成できる (D)

□　サーフェスの制御点を利用して形を表現できる (B)

□　サーフェス上に曲線を作成できる (C)

□　サーフェス上に曲線を用いてサーフェスを作成できる (C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業の概要説明と、カリキュラムにおける位置付けを理解する

□　サーフェス作成に必要なワイヤーフレームを作図できる (A)

□　ワイヤーフレームを用いてサーフェスを作成できる (A)

□　制御点の設定と編集ができる (B)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 7.5 37.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

実習形式で授業を行う。
3Dモデリングソフト[Rhinoceros and/or FUSION360]を使用し、課題制作を通してCG作成の基本を学ぶ。
各課題テーマ毎に操作、制作手順の解説をします。
各演習や課題はデータでの提出を求めます。（提出方法は授業内で指示します。）
各演習や課題の制作ステップ毎にデータを提出し、授業時間内に講評をすることで演習内容の理解度を確認しま
す。

なし（必要に応じて資料を配付）

なし

評価は年間２回（前期末、後期末）。
各区間の評価は課題（100％）で行う。
学年末総合評価は前期末、後期末評価の単純平均とする。
作品の提出遅れは認めない。
やむを得ない事情にて提出遅れが生ずる場合は申告すること。理由によって、評価比率を変更します。

コンピュータ グラフィックスⅠ、コンピュータ グラフィックスⅡ

デザインワークにおけるＣＧはアイデアをビジュアライズするひとつの手段です。
「何を表現したいのか」「何を伝えたいのか」を意識して制作することが重要です。
カタログなど様々な事例をよく見て、構図や配色など表現について日頃から研究すること。

科目名（和文）

コンピュータグラフィックスⅢ（立体）

Computer Graphics 3 (3D Design)

4年のコンピュータグラフィックスⅡで学んだ基礎的なモデリングやレンダリング方法をもとに、デザインワークで
必要となる実践的な表現方法を課題制作を通して学びます。

この科目は実務経験教員による科目です

A　サーフェス作成に必要なベース曲線が作成できる
B　サーフェスの制御点を利用して三次元曲面を表現できる
C　サーフェス上にオブジェクトを作成できる
D　フィレットを作成できる
E　デザインしたものをモデリングできる
F　目的に合わせたレンダリングができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-1 AD-4      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

製品開発・プロダクトデザイン及びインテリアデザインに関する実務経験に基づき、実際の仕事での3D/CG制作に必
要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

～サーフェスの作り方（応用編）～

1.5 　1、ワイヤーフレームから自由曲面をつくる

1.5 　2、サーフェスを編集しながらモデリング

1.5 　3、サーフェス上に曲面をつくる

1.5 　4、フィレット処理

～デザインとモデリング～

7.5 ＜モデリングとレンダリング　課題-1＞

　インテリア空間の作成と表現

6 ＜モデリングとレンダリング　課題-2＞

　カトラリーセットのデザインとＣＧ作成

　プレゼンテーション

21 ＜モデリングとレンダリング　課題-3＞

　自由テーマ

　アイデア展開／スケッチ・図面作成

　モデリングデータの作成

　レンダリングの作成

　プレゼンテーション

3 科目別補講

合計

45

時間

□　造形の魅力が伝わるプレゼンテーションができる (F)

□　モデリングに必要なベースフレームを作成できる (A,B,C,D)

□　デザインしたものを３Ｄモデル化できる (E)

□　材質やカラーを表現できる (F)

□　デザインしたものを３Ｄモデル化できる (E)

□　材質やカラーを表現できる (F)

□　造形の魅力が伝わるプレゼンテーションができる (F)

□　デザイン空間の３Ｄモデルが作成できる (E)

□　材質やカラー、ライティングの表現ができる (F)

□　フィレット処理に必要な補助曲線を作成できる (D)

□　フィレット曲面を作成できる (D)

□　サーフェスの制御点を利用して形を表現できる (B)

□　サーフェス上に曲線を作成できる (C)

□　サーフェス上に曲線を用いてサーフェスを作成できる (C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業の概要説明と、カリキュラムにおける位置付けを理解する

□　サーフェス作成に必要なワイヤーフレームを作図できる (A)

□　ワイヤーフレームを用いてサーフェスを作成できる (A)

□　制御点の設定と編集ができる (B)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書をもとに講義を中心として授業を進め、定期試験（記述式）にて理解度を確認する。
定期試験については，答案用紙を返却した上で解答例を解説し学修状況を確認してもらう。

新しい経営学（ディスカヴァー・トゥエンティワン）

日経新聞等

1年を4区間に分け、各区間の評価方法は定期試験で行う。
総合評価は区間評価の単純平均とする。

マーケティング、デザインマネジメント

現代において、経営の骨格を「ビジネスモデル」が担っている企業が増えています。新しい商売のビジネスモデル
を意識してみる習慣をつけましょう。

科目名（和文）

経営論

Management

講義を中心に、企業の資料をもとにして経営学の概要を学んでいきます。その中で、現代社会の中で大きな存在で
あり、生活を支える企業について学んでいきます。

A 経営学の全体像について理解することができる。
B 経営学と会計学の関連を理解することができる。
C 経営学と経済学の関連を理解することができる。
D 現代の会社とその仕組みについて理解することができる。
E 企業と市場とのかかわりについて理解することができる。
F ビジネスモデルの視点から企業を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

デザイン会社取締役の経験から、経営計画立案や組織体制、人材配置の実践、売上げ目標、年度経営方針の策定な
ど会社経営における基本的な業務を実践的な側面から解説できる

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス・企業と経営学

1.5 経営学の全体像

1.5 企業と会社について

1.5 企業と資本について

1.5 企業と人について

0.75 前期中間試験

1.5 試験答案返却・試験解説

10.5 財務三表から見る経営

0.75 前期期末試験

1.5 試験答案返却・試験解説

4.5 マネジメント事例研究（3）

3 キャリアデザイン

0.75 後期中間試験

1.5 試験答案返却・試験解説

4 ビジネスモデル視点

6.5 ビジネスモデルキャンバス

0.75 後期末試験

1.5 試験答案返却・試験解説

合計

45

時間

経営論のまとめと総合的な理解度確認（キャリアデザインを含む）

※進路活動に合わせて、一部、授業内容の順番を入れ替える場合があります。

組織マネジメントとキャリアデザインについての理解度確認

□ 商売のしくみをビジネスモデルの視点で見る-F

□ ビジネスモデルキャンバスでさらにビジネスモデルの理解を深める-F

□ 組織マネジメントの重要性を理解する-E

□ 組織の中でのキャリアデザインを考える-E

□ 企業を数字から見ることで分析する-A,B,C,D

企業活動の概要とマネジメントについての理解度確認

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の進め方、評価についてのガイダンス

□ 経営学の概要を理解する-A

□ 企業の成り立ちと仕組みを理解する-A

□ 企業とそれを支える人との関係を理解する-A

経営学の概要と、企業についての理解度確認

授業計画

□ 企業と資本、金融市場との関係を理解する-A
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を中心としてプリント，スライド，映像教材を利用し講義を行う。
リアクションペーパー、レポート課題に適宜、個別フィードバックをおこなう。定期試験で理解度を確認する。

なし

適宜配布

１年を２区間に分け（前期末，後期末）、各区間の評価方法は定期試験(90%)+レポート課題・リアクションペー
パ・ノート提出(10%)とする。
各区間で不合格の場合はレポート課題あるいは補講などにより補足する。
各区間にはノート提出を求め、未提出者・内容不備の者は区間評価より減点する。
総合評価は区間評価の単純平均とする。

経営論、技術者倫理

ノート未提出（-10点）や記述内容に不備がある場合には減点となるため、しっかりとノートを
とること。

科目名（和文）

環境論

Introduction to Environmental Studies

今日注目されている「環境問題」について身近な事例から地球規模の問題まで幅広く取りあげる。

A.環境問題に関する専門用語の理解
B.環境問題に関する社会的背景の理解
C.環境問題に関する様々な事例の理解
D.環境問題について自ら考え、解決策をデザインに活かし提案できる力を身につける事ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 言葉の定義

1.5 持続可能な開発

1.5 SDGs　持続可能な開発目標(1)

1.5 SDGs　持続可能な開発目標(2)

1.5 地球と自然環境(1)

3 地球と自然環境(2)

1.5 地球と自然環境(3)

1.5 公害から環境問題へ

1.5 四大公害(1)

1.5 四大公害(2)

3 環境問題への懐疑

3 環境と社会(1)

3 環境と社会(2)

3 環境と社会(3)

3 環境問題を解決する試み(1)

3 環境問題を解決する試み(2)

1.5 定期試験（年２回）

3 学習指導期間

3 科目別補講

合計

45

時間

前期末、学年末

学習事項の定着確認

（上記項目の中から実施）

□モータリゼーションの理解(A)(B)(C)(D)

□環境と経済の関係を理解する(A)(B)(C)(D)

□バイオミミクリー，デザインの役割を理解する(A)(B)(C)(D)

□循環型社会への転換の理解(A)(B)(C)(D)

□拡大生産者責任の理解(A)(B)(C)(D)

□基本的な考え方、用語の理解(A)(B)

□世界の取り組み事例の理解(A)(B)(C)(D)

□環境ホルモンや地球温暖化に関する懐疑的な学説の理解(A)(B)(C)

□水俣病，イタイイタイ病の理解(A)(B)(C)

□四日市ぜんそく，新潟水俣病の理解(A)(B)(C)

□生物多様性、大気の役割の理解(A)(B)

□海と川の役割，水循環，土壌と森林の役割の理解(A)(B)

□公害問題から、地球規模の環境問題への変化の理解(A)(B)(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価の仕方、環境問題の概要を理解する(B)

□地球規模の環境問題とは何かを理解する(B)

□頻出する基本用語の理解(A)(B)(C)

□環境問題に対する世界潮流の理解(A)(B)

□地球の歴史，自然環境の構成要素の理解(A)(B)

授業計画

－164－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を中心としてプリント，スライド，映像教材を利用し講義を行う。
リアクションペーパー、レポート課題に適宜、個別フィードバックをおこなう。定期試験で理解度を確認する。

なし

適宜配布

１年を２区間に分け（前期末，後期末）、各区間の評価方法は定期試験(90%)+レポート課題・リアクションペー
パ・ノート提出(10%)とする。
各区間で不合格の場合はレポート課題あるいは補講などにより補足する。
各区間にはノート提出を求め、未提出者・内容不備の者は区間評価より減点する。
総合評価は区間評価の単純平均とする。

経営論、技術者倫理

ノート未提出（-10点）や記述内容に不備がある場合には減点となるため、しっかりとノートを
とること。

科目名（和文）

環境論

Introduction to Environmental Studies

今日注目されている「環境問題」について身近な事例から地球規模の問題まで幅広く取りあげる。

A.環境問題に関する専門用語の理解
B.環境問題に関する社会的背景の理解
C.環境問題に関する様々な事例の理解
D.環境問題について自ら考え、解決策をデザインに活かし提案できる力を身につける事ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 言葉の定義

1.5 持続可能な開発

1.5 SDGs　持続可能な開発目標(1)

1.5 SDGs　持続可能な開発目標(2)

1.5 地球と自然環境(1)

3 地球と自然環境(2)

1.5 地球と自然環境(3)

1.5 公害から環境問題へ

1.5 四大公害(1)

1.5 四大公害(2)

3 環境問題への懐疑

3 環境と社会(1)

3 環境と社会(2)

3 環境と社会(3)

3 環境問題を解決する試み(1)

3 環境問題を解決する試み(2)

1.5 定期試験（年２回）

3 学習指導期間

3 科目別補講

合計

45

時間

前期末、学年末

学習事項の定着確認

（上記項目の中から実施）

□モータリゼーションの理解(A)(B)(C)(D)

□環境と経済の関係を理解する(A)(B)(C)(D)

□バイオミミクリー，デザインの役割を理解する(A)(B)(C)(D)

□循環型社会への転換の理解(A)(B)(C)(D)

□拡大生産者責任の理解(A)(B)(C)(D)

□基本的な考え方、用語の理解(A)(B)

□世界の取り組み事例の理解(A)(B)(C)(D)

□環境ホルモンや地球温暖化に関する懐疑的な学説の理解(A)(B)(C)

□水俣病，イタイイタイ病の理解(A)(B)(C)

□四日市ぜんそく，新潟水俣病の理解(A)(B)(C)

□生物多様性、大気の役割の理解(A)(B)

□海と川の役割，水循環，土壌と森林の役割の理解(A)(B)

□公害問題から、地球規模の環境問題への変化の理解(A)(B)(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価の仕方、環境問題の概要を理解する(B)

□地球規模の環境問題とは何かを理解する(B)

□頻出する基本用語の理解(A)(B)(C)

□環境問題に対する世界潮流の理解(A)(B)

□地球の歴史，自然環境の構成要素の理解(A)(B)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

企業活動におけるマーケティングの位置づけと考え方、市場・消費者動向とそのとらえ方について、テキスト「1か
らのマーケティング」に沿って、事例をもとに解説していく。講義による解説と、テーマ商品を題材としたトライ
アル課題にトライし、レポート作成を行う。
演習課題については授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。
中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却した上で解答例を解説し学修状況を確認してもらう。

1からのマーケティング（中央経済社）

経MJ 日経トレンディ、（テレビ東京 ワールドビジネスサテライト）など

1年を4区間に分け、各区間の評価方法は定期試験(80%)+レポート課題(20%)とする。
レポート課題：授業内で課する小レポート、もしくは演習課題

総合評価は区間評価の単純平均とする。

デザイン実習Ⅲ、応用デザインⅡ、卒業研究

身の回りのものに、参考になる資料がたくさんあります。
日ごろから、様々な商品や環境の変化について、注意を払うようにしてください。

科目名（和文）

マーケティング

Marketing

マーケティングの概要・概念・戦略、さらにそのマネジメントと、企業、そして開発部門との関係性について事例
をもとに解説し、マーケティングの全体的な概要とデザインの関係性を習得していく。

A マーケティングとは何か？について、全体像を簡潔に答えられる
B マーケティング活動における、デザインの位置づけを答えられる
C 商品を冷静に見て、その特徴とコンセプトを予測できる
D 販売促進政策について理解できる。
E 広い視野で事象や人を見て、状況の中から重要と思われるポイントを探すことができる
F 自分なりの考察を加え、新たな提案を構築できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-6       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車製造メーカーにおける商品企画、デザイン開発実務の経験から、テキストの内容に加えて、講義の中で実際
に授業担当者が経験した商品企画の実務事例紹介をしながら、マーケティングの考え方を解説していく。
マーケティングを考えていく上で、最も重要視されている市場環境や人々の行動といった日常生活環境の中から、
実際に現在のモノ・コトに影響を与えている要素について解説し、見方、考え方を学んでもらう

授業内容

時間数 授業項目

1.5 前期授業ガイダンス

マーケティングについて調査

3 マーケティングとは？

マーケティングの成り立ちと基本概念

4.5 戦略的マーケティング

0.75 前期中間試験

マーケティングマネジメント

6 製品・価格・広告

6 チャンネル・チェーン・営業

0.75 前期末試験

1.5 後期授業ガイダンス

4.5 顧客との関係のマネジメント

4.5 ブランディング

0.75 後期中間試験

1.5 将来予測への分析

4.5 生活の変化、環境の変化と将来

4.5 将来予測　トライアル課題

0.75 後期末試験

合計

45

時間

将来予測に関する記述式試験

□ 将来予測に関する手法について解説～考え方を理解する-B,C,D,E,F

□ 市場形成に影響するモノ・コトの中で変わるものと変わらない

　 ものを理解する-B,C,D,E,F

市場環境分析に関する記述式試験

「人」を中心にした考え方の解説

□ 市場形成と消費活動の中心が「人」であることを理解する-B,C,D,E

□ 売り手と顧客の関係を理解する-C,D,E

□ 売り手と顧客の関係を理解する-C,D,E

□ チャンネル、チェーン戦略と営業について理解する-A,B,C,D

マーケティングマネジメントに関する記述式試験

後期授業計画ガイダンス

マーケティングの全体像に関する記述式試験

□ 実際の商品におけるマネジメントを理解する-A,B,C,D

□ 製品開発、価格設定、広告活動について理解する-A,B,C,D

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

前期授業計画ガイダンス、評価方法の説明

□ マーケティングの概要について理解する-A

（インターネット・書籍を中心に個々に調べてみる）

□ 商品・市場分析の手法について解説.考え方を理解する-A

□ マーケティングにおける戦略を理解する-A

授業計画

マーケティングについて解説.調査結果を検証

－165－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 36 9 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義を主体に、簡単な演習を織り交ぜながら得られた知識を定着させてゆく.各期ごと年間4回の試験を行い、試験
返却時に解説をしながら、学修成果の定着度を確認する.

なし

なし

前期中間,前期末,後期中間,学年末の各区間で.定期試験により総合評価を行う.

前期中間　定期試験100％
前期末　　定期試験100％と前期中間の評価の平均により算出する.
後期中間　定期試験100％と前期中間、前期末の評価の平均により算出する.
学年末　　定期試験100％と前期中間、前期末、後期中間の評価の平均により算出する.

マーケティング

授業資料はファイリングして、試験に備えてまとめ直すことが大切です。

科目名（和文）

デザインマネージメント

Design Management

デザインは製品の色や形のみならず企業の経営や戦略を担う重要な要素となっている.様々な事例を通して,
マネージメントを行ううえで広義の「デザイン」が果たすべき役割について考える.

A.マーケティングとイノベーションの重要性を理解できた.
B.デザインは社会において企業が事業を行い発展させて行くために重要な要素であることが理解できた.
C.製品の色や形だけでなく企業から提供されるあらゆる情報やサービスは一貫性が求められる事が解った.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

企業のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に関わった経験から、企業活動に求められる広義のデザインの役
割にふれる

授業内容

時間数 授業項目

1.5 マネージメントとは　

1.5 自らの事業を定義する

3 セルフマネージメント[演習] 

1.5 目標を設定する　

1.5 人を活かす　

0.75 前期中間試験   

1.5 試験答案返却・解説 

3 デザインの領域　

3 プロセスとしてのデザイン　

3 デザインとビジネスのパフォーマンス　

[演習]

0.75 前期末試験

1.5 試験答案返却・解説

1.5 デザインマネージメントとは　

3 デザインとマーケティング

3 ブランディングを通じたデザイン差異化 

1.5 デザインとマーケティングリサーチ 

0.75 後期中間試験

1.5 試験答案返却・解説

3 戦略的デザインマネージメントのための枠組

1.5 戦略的デザインへの認知的アプローチ 

1.5 コーポレートコミュニケーションとデザインの  

戦略的価値

1.5 戦略的デザインへの経済的アプローチ 

1.5 組織的協同のデザイン　

0.75 学年末試験

1.5 試験答案返却・解説

合計

45

時間

□デザイン的競争は経営資源や知識の源泉であることを概観した (C)

□デザインは組織変化の一助となり、組織協同に役立つことを概観した (C)

□デザインの戦略的位置づけに関する事例を概観した (C)

□CIの創造と実行について概観した (C)

□会社のアイデンティティ表現について概観した (C)

□ブランドアイデンティティ確立の為のデザインの役割を概観した (C)

□消費者ニーズの調査方法について概観した (C)

□デザインマネージメントの定義とその範囲を概観した (B)

□デザインとマーケティングの関係について概観した (B)

□デザインによる差異化、デザイン形態の役割について概観した (B)

□デザインの消費者行動に与える効果を概観した (B)

□ブランドの機能、定義を概観した (C)

□デザインの分野、デザイナーのスキルを概観した (B)

□創造的プロセスとしてのデザインを概観した (B)

□歴史的視点からのデザインの役割を概観した (B)

□デザインを取り巻く環境を概観した (B)

□デザインの定義を確認した (B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□マネージメントの定義について概観した (A)

□マネージメントの役割について理解した (A)　

□事業３つの定義について事例を通して理解した (A)　

□自分をマネージメントする３つの条件を理解した (A)　

　点から概観した(A)

□人を中心としたマネージメント開発について概観した(A)

授業計画

□目標設定の考え方についてマーケティングとイノベーションの視　　

－166－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 36 9 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義を主体に、簡単な演習を織り交ぜながら得られた知識を定着させてゆく.各期ごと年間4回の試験を行い、試験
返却時に解説をしながら、学修成果の定着度を確認する.

なし

なし

前期中間,前期末,後期中間,学年末の各区間で.定期試験により総合評価を行う.

前期中間　定期試験100％
前期末　　定期試験100％と前期中間の評価の平均により算出する.
後期中間　定期試験100％と前期中間、前期末の評価の平均により算出する.
学年末　　定期試験100％と前期中間、前期末、後期中間の評価の平均により算出する.

マーケティング

授業資料はファイリングして、試験に備えてまとめ直すことが大切です。

科目名（和文）

デザインマネージメント

Design Management

デザインは製品の色や形のみならず企業の経営や戦略を担う重要な要素となっている.様々な事例を通して,
マネージメントを行ううえで広義の「デザイン」が果たすべき役割について考える.

A.マーケティングとイノベーションの重要性を理解できた.
B.デザインは社会において企業が事業を行い発展させて行くために重要な要素であることが理解できた.
C.製品の色や形だけでなく企業から提供されるあらゆる情報やサービスは一貫性が求められる事が解った.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

企業のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に関わった経験から、企業活動に求められる広義のデザインの役
割にふれる

授業内容

時間数 授業項目

1.5 マネージメントとは　

1.5 自らの事業を定義する

3 セルフマネージメント[演習] 

1.5 目標を設定する　

1.5 人を活かす　

0.75 前期中間試験   

1.5 試験答案返却・解説 

3 デザインの領域　

3 プロセスとしてのデザイン　

3 デザインとビジネスのパフォーマンス　

[演習]

0.75 前期末試験

1.5 試験答案返却・解説

1.5 デザインマネージメントとは　

3 デザインとマーケティング

3 ブランディングを通じたデザイン差異化 

1.5 デザインとマーケティングリサーチ 

0.75 後期中間試験

1.5 試験答案返却・解説

3 戦略的デザインマネージメントのための枠組

1.5 戦略的デザインへの認知的アプローチ 

1.5 コーポレートコミュニケーションとデザインの  

戦略的価値

1.5 戦略的デザインへの経済的アプローチ 

1.5 組織的協同のデザイン　

0.75 学年末試験

1.5 試験答案返却・解説

合計

45

時間

□デザイン的競争は経営資源や知識の源泉であることを概観した (C)

□デザインは組織変化の一助となり、組織協同に役立つことを概観した (C)

□デザインの戦略的位置づけに関する事例を概観した (C)

□CIの創造と実行について概観した (C)

□会社のアイデンティティ表現について概観した (C)

□ブランドアイデンティティ確立の為のデザインの役割を概観した (C)

□消費者ニーズの調査方法について概観した (C)

□デザインマネージメントの定義とその範囲を概観した (B)

□デザインとマーケティングの関係について概観した (B)

□デザインによる差異化、デザイン形態の役割について概観した (B)

□デザインの消費者行動に与える効果を概観した (B)

□ブランドの機能、定義を概観した (C)

□デザインの分野、デザイナーのスキルを概観した (B)

□創造的プロセスとしてのデザインを概観した (B)

□歴史的視点からのデザインの役割を概観した (B)

□デザインを取り巻く環境を概観した (B)

□デザインの定義を確認した (B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□マネージメントの定義について概観した (A)

□マネージメントの役割について理解した (A)　

□事業３つの定義について事例を通して理解した (A)　

□自分をマネージメントする３つの条件を理解した (A)　

　点から概観した(A)

□人を中心としたマネージメント開発について概観した(A)

授業計画

□目標設定の考え方についてマーケティングとイノベーションの視　　

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式、授業における課題またはノート検査、もしくは小テストにより理解を深める.課題や試験実施後に解説と
指導によるフィードバックを行う。

小出泰士｢JABEE対応技術者倫理入門｣丸善出版社

適宜プリント配布

定期試験の評価は各区間成績の70%、課題または発表を合わせて30%とする。課題または発表は前期、後期に画一回
以上実施。課題に代えてノート検査を実施する場合もある。前期末総合成績＝前期中間区間成績＋前期末区間成績
÷2、後期中間総合成績＝三つの各区間成績の合計÷3、学年末総合成績＝4つの各区間成績の合計÷4、

1年次｢地理歴史｣、｢倫理｣、3年次｢現代社会｣、5年次｢経済学｣

世界と日本の社会史関連書籍を適宜紹介

科目名（和文）

技術者倫理

Engineering Ethics

技術者とデザイナーは社会に対して責任を負う存在であり、倫理観が要求される。現代に至る科学技術の成立とそ
れを支えた思想、または社会史的な背景を概観しながら技術者倫理を学ぶ。

(A.)科学技術を発展させた思想とその社会史的な背景を理解できる。(B.)科学技術が自然環境に及ぼした影響、ま
たは科学技術を生み出す背景となった自然環境について理解できる。(C.)21世紀に生きるデザイナーとして社会に
対する自覚と意識を養う。(D.)技術者倫理の必要性を理解できる。(E.)環境倫理、デザイナー倫理について理解で
きる。(F.)内部告発について理解できる。(G.)グローバル化の問題点とユニバーサルデザインについて理解得き
る。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、技術者倫理とは？

1.5 IT化と社会

1.5 冷戦と共存

1.5 20世紀の科学技術1

        1,5 20世紀の科学技術2

1.5 第二次産業革命

0.75 前期中間試験

1.5 近世日本の科学技術

1.5 科学革命と産業革命

1.5 中世から近代へ

1.5 古代ギリシャとローマ

1.5 ヘレニズム世界

1.5 古代文明

1.5 課題

0.75 前期末試験

1.5 技術者倫理の必要性とその背景1

1.5 技術者倫理の必要性とその背景2

1.5 専門職の倫理観

1.5 環境倫理

1.5 国際化社会の中での環境倫理

1.5 事例紹介

0.75 後期中間試験

1.5 内部告発

1.5 デザイナー倫理

1.5 ユニバーサルデザイン、

1.5 費用便益分析、

1.5 リスクとヒューマンエラー

3 事例紹介

1.5 課題

0.75 学年末試験

3 学習指導期間

合計

45

時間

□課題実施(A-G)

(A-G)

□学習指導の定着確認

□デザイナー倫理について理解する。(A-D)

□ユニバーサルデザインについて理解する。(A-D)

□費用便益分析について理解する。(A-D)

□リスクとヒューマンエラーについて理解する(A-D)

□新聞報道などからの事例紹介(A-G)

□報道などからの技術者倫理の事例紹介(D)

(A-D)

□公益通報者保護法について理解する。(A-G)

□技術者倫理が求められる理由と背景1(D)

□技術者倫理が求められる理由と背景2(D)

□専門職の公衆に対する倫理観の理解(D)

□社会的な負荷低減に配慮した技術の理解、具体的なリスクの想定(D)

□国際化社会の中での環境倫理について理解する(B,C)

□文明と環境(A-C)

□課題実施(A-D)

(A-D)

□江戸時代のからくり、蘭学から洋学へ、幕末の技術移転、(A-C)

□17世紀西欧科学革命、産業革命の技術(A-C)

□西欧中世の自然観、ルネサンスの技術革新、大航海時代の技術、(A-C)

□ポリスから世界帝国へ、実用技術のローマ(A-C)

□地中海世界の技術、(A-C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画

□情報化社会(A-C)

□核の脅威　冷戦とその後、科学技術の現在(A-C)

□第二次大戦前後の欧米の科学技術(A-C)

□第二次産業革命、電気と化学の実用化、大都会と通信技術、(A-C)

(A-C)

授業計画

□第一次大戦、総力戦と大正昭和日本の科学技術、(A-C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 8

講義 演習 実験・実習

必修 180

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

卒業研究

Graduation Project

5年間の集大成として、個々が研究室担当教員との相談のうえでテーマを設定、計画を立案し調査・分
析・考察・試作・確認・修正、最終提案へと総合的なデザイン開発を行う。

A 前年までに学習してきた内容をベースにして、研究・制作の計画を立案できる。
B 創造性をもって提案の実現可能性・リアリティーを考えながら、コンセプトを立案できる。
C 幅広く、社会への影響を予想しながら、受け手の立場に立った提案を考えられる。
D 考えたアイディアや提案内容を、論理的に文章にまとめることができる。
E 提案すべく、考えてきた内容を的確に伝えるプレゼンテーションができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-3 AD-4 AD-5 AD-6    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

配属された研究室ごとに研究・作業を進める。
年間で複数回の発表を通して、進捗状況と学修成果の確認を行う。

全体スケジュールで示される中間発表（夏期休暇前、育英祭、冬季休暇前）、最終審査のすべて
で発表※ したうえで、以下の内容で評価を行う。

学年末　卒業研究担当教員が以下の区分でそれぞれ100点法で採点した後、全体審議による確認・補正を行う。
各区分は、研究態度（指導教員 20％）＋提案作品の内容（60％）＋プレゼンテーション（20％）
集計後60点に満たない場合は不合格となる。

※ 就職・進学活動、出校停止疾患などのやむを得ない場合を除き原則として提出遅れは認めない。
提出物の未提出はもとより、各発表を欠席したり怠学により提出が遅れた場合は、不合格になる可能性がある。

デザイン実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、応用デザイン実習Ⅰ・Ⅱ 他

1年間継続の長期研究制作になります。自主的にスケジュールを調整しながら、各タイミングの発表に遅
れることの無いように、研究を進めてください。

氏名：

時間数 授業項目

6 ガイダンス

研究テーマ策定・計画書作成

各研究室での報告

6 第1回 中間発表（夏休み前）

調査結果および提案への方向性発表

（夏休み終了後担当教員へ報告書提出）

12 第2回 中間発表（育英祭）

ポスターセッション

6 第3回 中間発表（年末）

提案作品事前確認のための発表

12 卒研概要・提案作品提出

最終プレゼンテーション

138 年間通じての研究、制作

合計

180

時間

授業計画

□ テーマに沿って実施した調査内容から考察しコンセプトを立案できる B

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 研究の進め方、年間スケジュール、評価についてを理解する A

□ 自分の考えをまとめテーマと年間スケジュールを立案できる A

□ 計画に沿って進行させ、それぞれのタイミングで報告できる A

□ 使い手の立場に立った視点でアイデアが展開できる　C 

□ 進捗状況をまとめて報告書が作成できる D

□ コンセプトに沿ってアイデア展開が複数提案できる　C

□ 研究テーマ、内容をポスターにまとめることができる E

□ 検証計画を立案し、実施できる　C　

□ 進捗状況をまとめて報告書が作成できる E

□ 研究内容を一貫性ある内容にまとめることができる　D

□ まとめた作品内容を的確に発表し、質疑に応答できる　E
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 8

講義 演習 実験・実習

必修 180

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

卒業研究

Graduation Project

5年間の集大成として、個々が研究室担当教員との相談のうえでテーマを設定、計画を立案し調査・分
析・考察・試作・確認・修正、最終提案へと総合的なデザイン開発を行う。

A 前年までに学習してきた内容をベースにして、研究・制作の計画を立案できる。
B 創造性をもって提案の実現可能性・リアリティーを考えながら、コンセプトを立案できる。
C 幅広く、社会への影響を予想しながら、受け手の立場に立った提案を考えられる。
D 考えたアイディアや提案内容を、論理的に文章にまとめることができる。
E 提案すべく、考えてきた内容を的確に伝えるプレゼンテーションができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-3 AD-4 AD-5 AD-6    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

配属された研究室ごとに研究・作業を進める。
年間で複数回の発表を通して、進捗状況と学修成果の確認を行う。

全体スケジュールで示される中間発表（夏期休暇前、育英祭、冬季休暇前）、最終審査のすべて
で発表※ したうえで、以下の内容で評価を行う。

学年末　卒業研究担当教員が以下の区分でそれぞれ100点法で採点した後、全体審議による確認・補正を行う。
各区分は、研究態度（指導教員 20％）＋提案作品の内容（60％）＋プレゼンテーション（20％）
集計後60点に満たない場合は不合格となる。

※ 就職・進学活動、出校停止疾患などのやむを得ない場合を除き原則として提出遅れは認めない。
提出物の未提出はもとより、各発表を欠席したり怠学により提出が遅れた場合は、不合格になる可能性がある。

デザイン実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、応用デザイン実習Ⅰ・Ⅱ 他

1年間継続の長期研究制作になります。自主的にスケジュールを調整しながら、各タイミングの発表に遅
れることの無いように、研究を進めてください。

氏名：

時間数 授業項目

6 ガイダンス

研究テーマ策定・計画書作成

各研究室での報告

6 第1回 中間発表（夏休み前）

調査結果および提案への方向性発表

（夏休み終了後担当教員へ報告書提出）

12 第2回 中間発表（育英祭）

ポスターセッション

6 第3回 中間発表（年末）

提案作品事前確認のための発表

12 卒研概要・提案作品提出

最終プレゼンテーション

138 年間通じての研究、制作

合計

180

時間

授業計画

□ テーマに沿って実施した調査内容から考察しコンセプトを立案できる B

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 研究の進め方、年間スケジュール、評価についてを理解する A

□ 自分の考えをまとめテーマと年間スケジュールを立案できる A

□ 計画に沿って進行させ、それぞれのタイミングで報告できる A

□ 使い手の立場に立った視点でアイデアが展開できる　C 

□ 進捗状況をまとめて報告書が作成できる D

□ コンセプトに沿ってアイデア展開が複数提案できる　C

□ 研究テーマ、内容をポスターにまとめることができる E

□ 検証計画を立案し、実施できる　C　

□ 進捗状況をまとめて報告書が作成できる E

□ 研究内容を一貫性ある内容にまとめることができる　D

□ まとめた作品内容を的確に発表し、質疑に応答できる　E

 
 
 
 
 

 
Ⅳ.電気工学科 必修専門科目 
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EE 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
電気⼯学基礎 EE 必修 通年 3 3 3 〇 〇
電気回路1 EE 必修 通年 2 2 2 〇
CAD EE 必修 通年 2 〇 〇 2 2 〇

電気回路2 EE 必修 通年 2 2 2 〇
電気磁気学1 EE 必修 通年 2 2 2 〇
創造設計 EE 必修 通年 2 〇 2 2 〇

電気⼯学実験1 EE 必修 通年 3 〇 〇 3 3 〇 〇
回路理論1 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電⼦⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
情報処理 EE 必修 後期 2 2 〇
電気機器 EE 必修 前期 2 2 〇
計測⼯学 EE 必修 前期 2 2 〇
機械⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇

電気⼯学実験2 EE 必修 通年 3 〇 〇 3 3 〇 〇
回路理論2 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電気磁気学2 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電⼦回路 EE 必修 後期 2 2 〇
電⼦計算機 EE 必修 前期 2 2 〇

メカトロニクス EE 必修 通年 2 〇 2 2 〇
パワーエレクトロニクス EE 必修 後期 2 2 〇

発変電⼯学 EE 必修 前期 2 2 〇
電⼒系統⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
応⽤物理 EE 必修 後期 2 2 〇
電気数学1 EE 必修 前期 2 2 〇
電気数学2 EE 必修 後期 2 2 〇

電気⼯学実験3 EE 必修 通年 3 〇 3 3 〇 〇
⾼電圧⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
電気応⽤ EE 必修 後期 2 2 〇
電機設計 EE 必修 前期 2 2 〇
電気法規 EE 必修 後期 2 〇 2 〇

電気電⼦材料 EE 必修 前期 2 2 〇
⾃動制御 EE 必修 後期 2 2 〇

システム⼯学 EE 選択 通年 (2) (2) (2) (2) (2) 〇
通信⼯学概論 EE 必修 前期 2 〇 2 〇
技術者倫理 EE 必修 前期 2 2 〇 〇
卒業研究 EE 必修 通年 16 〇 〇 6 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

単位数 40 48 授業時間 7 7 9 9 9 9 15 15 14 14
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

32

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

88 7 9 15 25
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EE 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
電気⼯学基礎 EE 必修 通年 3 3 3 〇 〇
電気回路1 EE 必修 通年 2 2 2 〇
CAD EE 必修 通年 2 〇 〇 2 2 〇

電気回路2 EE 必修 通年 2 2 2 〇
電気磁気学1 EE 必修 通年 2 2 2 〇
創造設計 EE 必修 通年 2 〇 2 2 〇

電気⼯学実験1 EE 必修 通年 3 〇 〇 3 3 〇 〇
回路理論1 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電⼦⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
情報処理 EE 必修 後期 2 2 〇
電気機器 EE 必修 前期 2 2 〇
計測⼯学 EE 必修 前期 2 2 〇
機械⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇

電気⼯学実験2 EE 必修 通年 3 〇 〇 3 3 〇 〇
回路理論2 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電気磁気学2 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電⼦回路 EE 必修 後期 2 2 〇
電⼦計算機 EE 必修 前期 2 2 〇

メカトロニクス EE 必修 通年 2 〇 2 2 〇
パワーエレクトロニクス EE 必修 後期 2 2 〇

発変電⼯学 EE 必修 前期 2 2 〇
電⼒系統⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
応⽤物理 EE 必修 後期 2 2 〇
電気数学1 EE 必修 前期 2 2 〇
電気数学2 EE 必修 後期 2 2 〇

電気⼯学実験3 EE 必修 通年 3 〇 3 3 〇 〇
⾼電圧⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
電気応⽤ EE 必修 後期 2 2 〇
電機設計 EE 必修 前期 2 2 〇
電気法規 EE 必修 後期 2 〇 2 〇

電気電⼦材料 EE 必修 前期 2 2 〇
⾃動制御 EE 必修 後期 2 2 〇

システム⼯学 EE 選択 通年 (2) (2) (2) (2) (2) 〇
通信⼯学概論 EE 必修 前期 2 〇 2 〇
技術者倫理 EE 必修 前期 2 2 〇 〇
卒業研究 EE 必修 通年 16 〇 〇 6 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

単位数 40 48 授業時間 7 7 9 9 9 9 15 15 14 14
単位数計 単位数88 7 9 15 25 32

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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EE 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
電気⼯学基礎 EE 必修 通年 3 3 3 〇 〇
電気回路1 EE 必修 通年 2 2 2 〇
CAD EE 必修 通年 2 〇 〇 2 2 〇

電気回路2 EE 必修 通年 2 2 2 〇
電気磁気学1 EE 必修 通年 2 2 2 〇
創造設計 EE 必修 通年 2 〇 2 2 〇

電気⼯学実験1 EE 必修 通年 3 〇 〇 3 3 〇 〇
回路理論1 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電⼦⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
情報処理 EE 必修 後期 2 2 〇
電気機器 EE 必修 前期 2 2 〇
計測⼯学 EE 必修 前期 2 2 〇
機械⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇

電気⼯学実験2 EE 必修 通年 3 〇 〇 3 3 〇 〇
回路理論2 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電気磁気学2 EE 必修 前期 2 2 (2) 〇 後期：再履修⽤
電⼦回路 EE 必修 後期 2 2 〇
電⼦計算機 EE 必修 前期 2 2 〇

メカトロニクス EE 必修 通年 2 〇 2 2 〇
パワーエレクトロニクス EE 必修 後期 2 2 〇

発変電⼯学 EE 必修 前期 2 2 〇
電⼒系統⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
応⽤物理 EE 必修 後期 2 2 〇
電気数学1 EE 必修 前期 2 2 〇
電気数学2 EE 必修 後期 2 2 〇

電気⼯学実験3 EE 必修 通年 3 〇 3 3 〇 〇
⾼電圧⼯学 EE 必修 後期 2 2 〇
電気応⽤ EE 必修 後期 2 2 〇
電機設計 EE 必修 前期 2 2 〇
電気法規 EE 必修 後期 2 〇 2 〇

電気電⼦材料 EE 必修 前期 2 2 〇
⾃動制御 EE 必修 後期 2 2 〇

システム⼯学 EE 選択 通年 (2) (2) (2) (2) (2) 〇
通信⼯学概論 EE 必修 前期 2 〇 2 〇
技術者倫理 EE 必修 前期 2 2 〇 〇
卒業研究 EE 必修 通年 16 〇 〇 6 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

単位数 40 48 授業時間 7 7 9 9 9 9 15 15 14 14
単位数計 単位数88 7 9 15 25 32

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 1年 通年 3

講義 演習 実験・実習

必修 20 10 37.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

・電気工学の学習に必要な基本的知識を講義で学習し、繰り返し演習を行う。
・4つのテーマの製作実習や測定実験を行い、これについてレポート提出する。レポートは、担当教員がチェックし
不備がある場合にはコメントを記入して返却し再提出を求めることで、フィードバックを行う。
・年1回の校外見学、卒業研究発表の聴講を行いレポートにまとめる。

「わかりやすい電気基礎」高橋寛，増田英二（コロナ社）

・レポートおよび指示された提出物を全て提出することが評価の前提となる。
・レポートが一通でも未提出の場合は不合格になるので期日厳守で提出すること。
・1年間を4区間にわけ、総合評価は区間評価の単純平均とする。
・中学校数学の計算について自宅学習教材を配布し、授業時間内に小テストを行う。
・各区間の成績は、定期試験におけるテスト点(50%)、課題・報告書の提出(40%)、各区間において実施する電気計
測の実技テスト及び中学校数学小テスト（10%）により評価する。
・授業態度に応じて10%の範囲で減点する。
・必要に応じて補講や再試を行うことがあるが、その点数の反映は合格を満たす点数を上限とする。

電気工学実験1（2年）、電気工学実験2（3年）、電気工学実験3（4年）

・未提出のレポートがある場合は評価が不可になる。必ず期日を守って提出すること。
・基本的な電気現象の測定方法、レポートの書き方を身に付けること。

科目名（和文）

電気工学基礎

Introduction to Electrical Engineering

講義・実験を通して電気工学の基礎的な理論・現象に対する理解を深める。物理量を測定するための方法や、もの
づくりの基礎となる工具の使い方を学習し、技術者としての根幹となる技能と技術を習得する。レポート作成で
は、測定結果を技術的に分かりやすくまとめ、記述する方法を学ぶ。

A.電気工学の基礎的な理論・現象を理解し、簡単な電気計算を行うことができる。
B.工具の正しい使い方を理解し、安全に使うことができる。
C.簡単な回路製作や工作ができる。
D.電圧や電流などの基本的な物理量を測定することができる。
E.電力・電力量の計算を行うことができる。
F.レポートの書式に従って測定結果を技術的にわかりやすくまとめ、表現することができる。
G.自分たちが製作した成果物について説明・発表をすることができる。
H.他者の意見を取り入れながら自分の発想を修正・改善できる。
I.電気工学に関わる技術の見識を広げることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 授業ガイダンス・工具の使用方法

2.5 リード線の製作・テスター製作

[LED 点灯回路の製作]

3 直流回路　演習

1 LED 点灯回路の製作

1.25 LED 点灯回路の測定実験

1.5 レポート指導①

[調光器の製作]

4.25 調光器の製作

1.25 調光器の動作検証

1.25 レポート指導②

0.75 前期中間試験

0.75 前期中間試験解説

[測定器の取り扱い]

3 直流回路　演習

4 直流電流・電圧の測定法の学習・実技試験

4.5 複雑な回路網に対する電気測定・実技試験

1.25 レポート指導③

0.75 前期末試験

2.25 試験答案返却、試験解説、確認演習

[電動カートの製作]

3 直流回路　演習

1.5 グルーブ話し合い、設計

1 発表

1.25 工作機械の使用方法説明

4.75 電動カートの製作（車体製作）

0.75 後期中間試験

0.75 後期中間試験解説

4 直流回路 演習

7 電動カートの製作（電装組み付け）

2.5 走行試験

1 発表

1.25 レポート指導④

0.75 学年末試験

2.25 試験答案返却、試験解説、確認演習

1.5 卒業研究の聴講

校外見学

合計

67.5

時間

□聴講した内容をまとめる(I)

□電気工学の知識を広げ、見学内容をまとめる(I)

□正しい書式・表現を理解した上で、レポートを作成できる(F)

□直流回路に関する基礎的な知識を使った回路解析ができる(A)

□電動カートを製作することができる(B,C)

□電動カートを走行させ、消費電力を計測できる(A,D,E)

□製作した電動カートの特色をまとめ発表することができる(G)

□自分たちの製作物の設計や特徴を発表することができる(H)

□工作機械の使用方法を理解し、安全に使うことができる(B)

□電動カートを製作することができる(B,C)

□直流回路に関する基礎的な知識を使った回路解析ができる(A)

□グループでの話し合い、電動カートを設計することができる(H)

□直流電流計・電圧計の正しい使い方を理解できる(D)

□複雑な直流回路網を組み、回路内の電流・電圧を測定できる(D)

□正しい書式・表現を理解した上で、レポートを作成できる(F)

□直流回路に関する基礎的な知識を使った回路解析ができる(A)

□調光器として用いる回路の製作ができる(B,C)

□テスターを用いた調光器の動作検証ができる(A,D)

□正しい書式・表現を理解した上で、レポートを作成できる(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□正しい工具の使い方を理解できる(B)

 □リード線、テスターを製作し、簡単な電気測定ができる(B,C)

□LED 点灯回路の設計・製作ができる(A,C)

□測定機器を用いたLED 点灯回路内の電圧・電流測定ができる(A,D)

□正しい書式・表現を理解した上で、レポートを作成できる(F)

授業計画

□直流回路に関する基礎的な知識を使った回路解析ができる(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 1年 通年 3

講義 演習 実験・実習

必修 20 10 37.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

・電気工学の学習に必要な基本的知識を講義で学習し、繰り返し演習を行う。
・4つのテーマの製作実習や測定実験を行い、これについてレポート提出する。レポートは、担当教員がチェックし
不備がある場合にはコメントを記入して返却し再提出を求めることで、フィードバックを行う。
・年1回の校外見学、卒業研究発表の聴講を行いレポートにまとめる。

「わかりやすい電気基礎」高橋寛，増田英二（コロナ社）

・レポートおよび指示された提出物を全て提出することが評価の前提となる。
・レポートが一通でも未提出の場合は不合格になるので期日厳守で提出すること。
・1年間を4区間にわけ、総合評価は区間評価の単純平均とする。
・中学校数学の計算について自宅学習教材を配布し、授業時間内に小テストを行う。
・各区間の成績は、定期試験におけるテスト点(50%)、課題・報告書の提出(40%)、各区間において実施する電気計
測の実技テスト及び中学校数学小テスト（10%）により評価する。
・授業態度に応じて10%の範囲で減点する。
・必要に応じて補講や再試を行うことがあるが、その点数の反映は合格を満たす点数を上限とする。

電気工学実験1（2年）、電気工学実験2（3年）、電気工学実験3（4年）

・未提出のレポートがある場合は評価が不可になる。必ず期日を守って提出すること。
・基本的な電気現象の測定方法、レポートの書き方を身に付けること。

科目名（和文）

電気工学基礎

Introduction to Electrical Engineering

講義・実験を通して電気工学の基礎的な理論・現象に対する理解を深める。物理量を測定するための方法や、もの
づくりの基礎となる工具の使い方を学習し、技術者としての根幹となる技能と技術を習得する。レポート作成で
は、測定結果を技術的に分かりやすくまとめ、記述する方法を学ぶ。

A.電気工学の基礎的な理論・現象を理解し、簡単な電気計算を行うことができる。
B.工具の正しい使い方を理解し、安全に使うことができる。
C.簡単な回路製作や工作ができる。
D.電圧や電流などの基本的な物理量を測定することができる。
E.電力・電力量の計算を行うことができる。
F.レポートの書式に従って測定結果を技術的にわかりやすくまとめ、表現することができる。
G.自分たちが製作した成果物について説明・発表をすることができる。
H.他者の意見を取り入れながら自分の発想を修正・改善できる。
I.電気工学に関わる技術の見識を広げることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 授業ガイダンス・工具の使用方法

2.5 リード線の製作・テスター製作

[LED 点灯回路の製作]

3 直流回路　演習

1 LED 点灯回路の製作

1.25 LED 点灯回路の測定実験

1.5 レポート指導①

[調光器の製作]

4.25 調光器の製作

1.25 調光器の動作検証

1.25 レポート指導②

0.75 前期中間試験

0.75 前期中間試験解説

[測定器の取り扱い]

3 直流回路　演習

4 直流電流・電圧の測定法の学習・実技試験

4.5 複雑な回路網に対する電気測定・実技試験

1.25 レポート指導③

0.75 前期末試験

2.25 試験答案返却、試験解説、確認演習

[電動カートの製作]

3 直流回路　演習

1.5 グルーブ話し合い、設計

1 発表

1.25 工作機械の使用方法説明

4.75 電動カートの製作（車体製作）

0.75 後期中間試験

0.75 後期中間試験解説

4 直流回路 演習

7 電動カートの製作（電装組み付け）

2.5 走行試験

1 発表

1.25 レポート指導④

0.75 学年末試験

2.25 試験答案返却、試験解説、確認演習

1.5 卒業研究の聴講

校外見学

合計

67.5

時間

□聴講した内容をまとめる(I)

□電気工学の知識を広げ、見学内容をまとめる(I)

□正しい書式・表現を理解した上で、レポートを作成できる(F)

□直流回路に関する基礎的な知識を使った回路解析ができる(A)

□電動カートを製作することができる(B,C)

□電動カートを走行させ、消費電力を計測できる(A,D,E)

□製作した電動カートの特色をまとめ発表することができる(G)

□自分たちの製作物の設計や特徴を発表することができる(H)

□工作機械の使用方法を理解し、安全に使うことができる(B)

□電動カートを製作することができる(B,C)

□直流回路に関する基礎的な知識を使った回路解析ができる(A)

□グループでの話し合い、電動カートを設計することができる(H)

□直流電流計・電圧計の正しい使い方を理解できる(D)

□複雑な直流回路網を組み、回路内の電流・電圧を測定できる(D)

□正しい書式・表現を理解した上で、レポートを作成できる(F)

□直流回路に関する基礎的な知識を使った回路解析ができる(A)

□調光器として用いる回路の製作ができる(B,C)

□テスターを用いた調光器の動作検証ができる(A,D)

□正しい書式・表現を理解した上で、レポートを作成できる(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□正しい工具の使い方を理解できる(B)

 □リード線、テスターを製作し、簡単な電気測定ができる(B,C)

□LED 点灯回路の設計・製作ができる(A,C)

□測定機器を用いたLED 点灯回路内の電圧・電流測定ができる(A,D)

□正しい書式・表現を理解した上で、レポートを作成できる(F)

授業計画

□直流回路に関する基礎的な知識を使った回路解析ができる(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気回路1

Electric Circuits 1

・オームの法則の理解に基づいた直流回路における電流値、電圧値、抵抗値の算出法の解説。
・交流回路を理解するために必要な数学的知識の学習と、それらを用いた交流回路の基礎知識の解説。

A.直流回路を学ぶ上で基礎となる指数関数や連立方程式の計算ができる。
B.電流、電圧、抵抗の定義を説明できる。
C.オームの法則を説明できる。
D.合成抵抗の計算ができる。
E.キルヒホッフの法則を説明できる。
F.導体の形状から抵抗値を計算できる。
G.ジュール熱の算出ができる。
H.電力、電力量の計算ができる。
I.正弦波交流波形を描く際に必要な三角関数、ベクトルの表現・計算ができる。
J.交流回路における抵抗、コイル、コンデンサの働きを説明できる。
K.交流回路における電力の算出ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主として授業を行う。適宜演習問題を解き、理解度を高める。各試験区間で2回程度の小テストを実施し採点
したのちに返却し、未習得部分の確認を行ってもらう。あわせて、各試験区間で1回の課題提出を求め、課題内容に
不十分な点がある場合は個別指導等を実施し、再提出をしてもらう。各2回の中間・期末試験では答案返却を行った
後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

「わかりやすい 電気基礎」 高橋 寛，増田 英二 （コロナ社）

なし

・定期試験毎に評価し（全４回）、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。
区間評価(100点満点)＝(1) 試験 (70%)+ (2) 平常点 (30%)
(1) 試験　70%
　　中間試験、期末試験を実施する。
(2) 平常点　30%
- ノート提出（10%）
- 小テスト（10%）
- 課題（10%）

* 後期期末試験において再試験(または課題提出)を行う場合がある。但し、加点後の総合評価は最大で60点を超え
ないものとする。

電気回路2(2年)，回路理論1(3年)，回路理論2(4年)

授業前に教科書の該当部分をよく読み、基礎知識を身につけた上で授業に望むこと。授業では、重点テーマおよび
重点ポイントを中心に板書にて講義を行う。板書は必ずノートにとり、家での復習では重点テーマに沿って、自分
が理解した内容を別のノートにまとめ直すことで、十分な理解と知識の定着を図ること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 1. 授業ガイダンス、数学的知識の復習

[電流と電圧]

1.5 2. 電子と電流

1.5 3. 電位、電圧、起電力

1.5 4. オームの法則①

1.5 5. オームの法則②

1.5 6. 前期中間範囲のまとめ

0.75 前期中間試験(演習)

1.5 7. 答案返却指導・試験解説・確認演習

[直流回路]

1.5 8. 並列回路①

1.5 9. 並列回路②

1.5 10. 直列回路①

1.5 11. 直列回路②

1.5 12. 直並列回路①

1.5 13. 前期期末範囲のまとめ

0.75 前期期末試験(演習)

1.5 14. 答案返却指導・試験解説・確認演習

[抵抗の性質]

1.5 15. 導体の形状と抵抗

1.5 16. 電流の作用とジュール熱①

1.5 17. 電流の作用とジュール熱②

1.5 18. 電力と電力量①

1.5 19. 電力と電力量②

1.5 20. 後期中間範囲のまとめ

0.75 後期中間試験(演習)

[交流回路]

1.5 21. 正弦波交流波形①

1.5 22. 正弦波交流波形②

1.5 23．交流回路の基礎①

1.5 24．交流回路の基礎②

1.5 25. 交流回路の基礎③

1.5 26. 交流回路における電力

1.5 27. 後期期末範囲のまとめ

0.75 後期期末試験(演習)

1.5 28. 答案返却指導・試験解説

合計

45

時間

授業計画

□電位、電圧、起電力の定義を説明できる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電気回路を学ぶ上で必要な数学的知識を理解できる(A)

□原子と電子、電流の定義を説明できる(B)

□オーム法則により回路内の電圧・電流・抵抗値を算出できる(C)

□並列接続された抵抗に対する合成抵抗を算出できる(C,D)

□キルヒホッフの第１法則を理解し、利用できる(E)

□直列接続された抵抗に対する合成抵抗を算出できる(C,D)

□キルヒホッフの第２法則を理解し、利用できる(E)

□回路網に対してキルヒホッフの法則を適用できる(C,D,E)

□導体の形状から抵抗値を算出できる(F)

□電流値からジュール熱を算出できる(G)

□電力や電力量を算出できる(H)

□正弦波交流の基礎を理解できる(I)

□三角関数・ベクトルの基礎を理解できる(I)

□交流回路での抵抗の役割を説明できる(J)

□交流回路でのｺｲﾙの役割を説明できる(J)

□交流回路でのｺﾝﾃﾞﾝｻの役割を説明できる(J)

□交流電流・電圧の情報から交流電力を算出できる(K)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

初期は手書きで製図の規格・基礎を修得する。その後、コンピュータを用いたCADの使用方法・製図方法を修得す
る。第三角法による製図や3次元図および屋内配線図が作成を目標とする。適宜課題の提出を求め、提出後に指導を
行うことで理解度の確認を行う。

「電気製図」 実教出版

授業で配布するプリント

1年間を2区間に分け、前期末と学年末で評価する

前期区間:課題の範囲で評価
後期区間:課題の範囲で評価
課題評価 = 作品の評価(0～10点) × 提出状況(1～0.8)
区間評価 = 全課題評価の平均 × 10
総合評価 = (前期区間評価 + 後期区間評価) / 2

※期日から提出が遅れた場合は課題ごとに最大で20%減点する。
※各区間末の最終提出期日で課題未提出がある場合は不合格として扱う。

機械工学(3年)

課題を期日を守って提出する習慣を身に付けてください。提出遅れが多いと全課題を提出していても合格点に達せ
ず不可評価なってしまう可能性があるので注意すること。授業時間で終わらない場合は放課後などを利用して自習
で取り組むようにしてください。

科目名（和文）

CAD

Computer Aided Design

製図に関する基本的技能を身につけるとともに規格を正しく理解する。CADを活用し設計を効率よく出来るようにな
ることを目標とする。第三角法での製図能力や3DCADの形状作成能力を養い、配線図を理解する能力を身に付ける。

A. 製図の基本が理解できる。
B. 投影図が理解できる。
C. 機械部品の製図が描ける。
D. CADによる平面図の製図ができる。
E. CADによる3次元図の製図ができる。
F. 主要な電気用図記号が理解できる。
G. 屋内配線図が理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーでの車体設計・評価に関する実務経験にもとづき，製図の概要を解説した後，2次元CADや3次元CAD
による設計方法について説明する．

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

[製図の基礎]

2.25 製図の基礎

1.5 (手書製図)線、文字、図枠の描き方

3 (手書製図)投影図の描き方

[CADによる製図]

4.5 CADの使用方法

6 CADによる投影図製図

6 CADによる断面図製図

6 CADによる機械部品の製図

6 CADによる三次元モデリング製図

[電気製図の基礎]

3 電気製図の基礎

6 電気用図記号の描き方

屋内配線図

合計

45

時間

□屋内配線用建築平面図(F,G)

：課題屋内配線用建築平面図

□立体図形の三次元モデリング(E)

：課題 (CAD製図)立体図形のモデリング

□電気用図記号(F) 

：課題電気用図記号

：課題 (CAD製図)断面図

□ねじの略画法(B,C,D)  

：課題 (CAD製図)ねじ 

□機械部品の製図(B,C,D)

：課題 (CAD製図)機械部品

□CADの基本的な使用方法(C) 

：課題 (CAD製図)製品製図

□立体図形の第三角法による製図(C,D) 

：課題 (CAD製図)第三角法による製図

□立体図形の断面図の製図(C,D) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明

□製図の基本(A)

□線と文字の描き方(A) 

：課題 (手書製図)線と文字

□正投影図(B)

：課題 (手書製図)正投影図

授業計画

□図枠の描き方(A)

－178－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

初期は手書きで製図の規格・基礎を修得する。その後、コンピュータを用いたCADの使用方法・製図方法を修得す
る。第三角法による製図や3次元図および屋内配線図が作成を目標とする。適宜課題の提出を求め、提出後に指導を
行うことで理解度の確認を行う。

「電気製図」 実教出版

授業で配布するプリント

1年間を2区間に分け、前期末と学年末で評価する

前期区間:課題の範囲で評価
後期区間:課題の範囲で評価
課題評価 = 作品の評価(0～10点) × 提出状況(1～0.8)
区間評価 = 全課題評価の平均 × 10
総合評価 = (前期区間評価 + 後期区間評価) / 2

※期日から提出が遅れた場合は課題ごとに最大で20%減点する。
※各区間末の最終提出期日で課題未提出がある場合は不合格として扱う。

機械工学(3年)

課題を期日を守って提出する習慣を身に付けてください。提出遅れが多いと全課題を提出していても合格点に達せ
ず不可評価なってしまう可能性があるので注意すること。授業時間で終わらない場合は放課後などを利用して自習
で取り組むようにしてください。

科目名（和文）

CAD

Computer Aided Design

製図に関する基本的技能を身につけるとともに規格を正しく理解する。CADを活用し設計を効率よく出来るようにな
ることを目標とする。第三角法での製図能力や3DCADの形状作成能力を養い、配線図を理解する能力を身に付ける。

A. 製図の基本が理解できる。
B. 投影図が理解できる。
C. 機械部品の製図が描ける。
D. CADによる平面図の製図ができる。
E. CADによる3次元図の製図ができる。
F. 主要な電気用図記号が理解できる。
G. 屋内配線図が理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーでの車体設計・評価に関する実務経験にもとづき，製図の概要を解説した後，2次元CADや3次元CAD
による設計方法について説明する．

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

[製図の基礎]

2.25 製図の基礎

1.5 (手書製図)線、文字、図枠の描き方

3 (手書製図)投影図の描き方

[CADによる製図]

4.5 CADの使用方法

6 CADによる投影図製図

6 CADによる断面図製図

6 CADによる機械部品の製図

6 CADによる三次元モデリング製図

[電気製図の基礎]

3 電気製図の基礎

6 電気用図記号の描き方

屋内配線図

合計

45

時間

□屋内配線用建築平面図(F,G)

：課題屋内配線用建築平面図

□立体図形の三次元モデリング(E)

：課題 (CAD製図)立体図形のモデリング

□電気用図記号(F) 

：課題電気用図記号

：課題 (CAD製図)断面図

□ねじの略画法(B,C,D)  

：課題 (CAD製図)ねじ 

□機械部品の製図(B,C,D)

：課題 (CAD製図)機械部品

□CADの基本的な使用方法(C) 

：課題 (CAD製図)製品製図

□立体図形の第三角法による製図(C,D) 

：課題 (CAD製図)第三角法による製図

□立体図形の断面図の製図(C,D) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明

□製図の基本(A)

□線と文字の描き方(A) 

：課題 (手書製図)線と文字

□正投影図(B)

：課題 (手書製図)正投影図

授業計画

□図枠の描き方(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気回路2

Electric Circuits 2

・オームの法則、キルヒホッフの法則の理解に基づいた直流回路における電流値、電圧値、抵抗値の算出法の解
説。
・回路理論を理解するために必要な数学的知識の学習。
・回路要素R、L、Cの性質の解説および、それらを用いた交流回路の基礎知識の解説。

A.回路計算に必要となる基本的な電気諸量を理解できる。
B.回路計算に必要となるオームの法則やキルヒホッフの法則および回路網の諸定理を理解できる。
C.回路理論に必要となる基礎電気数学を理解できる。
D.正弦波交流の基礎を理解できる。
E.ベクトル記号法を説明できる。
F.交流回路網（単相）の計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主として授業を行う。適宜演習問題を解き、理解度を高める。各試験区間で2回程度の小テストを実施し採点
したのちに返却し、未習得部分の確認を行ってもらう。あわせて、各試験区間で1回の課題提出を求め、課題内容に
不十分な点がある場合は個別指導等を実施し、再提出をしてもらう。各2回の中間・期末試験では答案返却を行った
後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

「電気学会大学講座 電気回路論［３版改訂］」平山 博、大附辰夫（電気学会）

なし

・定期試験毎に評価し（全４回）、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。
区間評価(100点満点)＝(1) 試験 (70%)+ (2) 平常点 (30%)
(1) 試験　70%
　　中間試験、期末試験を実施する。
(2) 平常点　30%
- ノート提出（10%）
- 小テスト（10%）
- 課題（10%）

* 後期期末試験において再試験(または課題提出)を行う場合がある。但し、加点後の総合評価は最大で60点を超え
ないものとする。

電気回路1(1年)、回路理論1(3年)、回路理論2(4年)

工学の学習には専門書を読んで理解する力が必須です。授業を通じて専門書（教科書）を読む力（読解力）を養っ
てください。また、工学は公式を覚える学問ではありません。しっかりとその意味を理解するとともに，数学的な
考え方や物理現象をイメージできるようにしてください。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 1. ガイダンス、電気回路の基礎(1)

1.5 2. 電気回路の基礎(2) オームの法則

1.5 3. 電気回路の基礎(3) 合成抵抗、分圧と分流

1.5 4. 直流回路の基礎(1) キルヒホッフの法則

1.5 5. 直流回路の基礎(2) 枝路電流法

1.5 6. 前期中間範囲のまとめ

0.75 前期中間試験(演習)

1.5 7. 答案返却指導・試験解説・確認演習

1.5 8. 数学の準備(1) 三角関数

1.5 9. 数学の準備(2) 指数・対数

1.5 10. 数学の準備(3) 三角関数と交流

1.5 11. 数学の準備(4) 三角関数と交流

1.5 12. 数学の準備(5) 微分・積分

1.5 13. 数学の準備(6) 微分方程式

0.75 前期期末試験(演習)

1.5 14. 答案返却指導・試験解説・確認演習

1.5 15. 交流電圧・電流(1) 正弦波交流の基礎

1.5 16. 交流電圧・電流(2) 正弦波交流の瞬時値

1.5 17. 交流電圧・電流(3) 正弦波交流の平均値・実

1.5 18. 交流電圧・電流(4) 正弦波交流のフェーザ表

1.5 19. 交流電圧・電流(5) ベクトル記号法

1.5 20. 後期中間範囲のまとめ

0.75 後期中間試験(演習)

1.5 21. 答案返却指導・試験解説・確認演習

1.5 17. 交流回路(1)　単独R、L交流回路

1.5 18. 交流回路(2)　単独C交流回路

1.5 19. 交流回路(3)　交流の電力

1.5 25. 交流回路(4)　RLC直列回路の複素数計算

1.5 26. 交流回路(5)　RLC並列回路の複素数計算

1.5 27. 後期期末範囲のまとめ

0.75 後期期末試験(演習)

1.5 28. 答案返却指導・試験解説・確認演習

合計

45

時間

授業計画

□電源の直並列接続や抵抗の合成を理解でき、分圧・分流を用いた計算ができる(B)。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電気工学科における本科目の位置付け、重要性を理解している。

□学習の進め方、評価方法等を理解している。

□基礎である「電流」、「電圧」、「電力」等を理解できる(A)。

□オームの法則を理解でき、これを用いた直流回路の計算ができる(A,B)。

□キルヒホッフの法則を理解できる(B)。

□キルヒホッフの法則を用いた基本的な回路計算（枝路電流法）ができる(B)。

□三角関数（円関数）の理解と各種公式をマスターしている。（C)

□指数関数、対数関数の性質を理解している。（C)

□三角関数と交流の対応を理解している。（C)

□微分・積分の概要を理解し、基本関数の微積分ができる。（C)

□簡単な微分方程式の解法を理解できる。（C)

□正弦波電圧・電流を理解している。（D)

□周波数、波長、位相、瞬時値を理解している。（D)

□平均値・実効値を理解している。（D)

□複素数をベクトルで表すことができ、直交座標と極座標の変換ができる。（E)

□正弦波交流のフェーザ表示やベクトル記号法を理解できる。（E)

□交流回路における抵抗・コイルの交流特性を説明できる。（F)

□交流回路におけるコンデンサの交流特性を説明できる。（F)

□交流電力の計算ができる。（F)

□RLC直列回路の交流特性を説明できる。（F)

□RLC並列回路の交流特性を計算ができる。（F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

下記の教科書と補足プリントを用いた講義を行う．また，各試験区間で3回程度の小テスト・課題提出が実施され
る．提出物類は採点の上翌週に返却され，返却日にその解説を行うことによって理解を深める．
定期試験は採点後の答案用紙が返却され，返却日に確認を行うことによって理解を深める．

『絵ときでわかる 電気磁気』高橋 寛 監修，オーム社

なし

年間を4つの区間に分け，区間評価の単純平均により総合評価を行う．区間評価は「試験(70%)+小テスト・提出課題
(30%)」の100点法によるものとする，試験等の素点は100点満点とは限らないので適宜点数を換算する．点数比率・
点数換算の詳細は答案返却時に説明される．小テスト・提出課題は学習指導期間において再提出が可能になる場合
がある．後期後半の区間においては特別の課題提出を求めることがある．これが行われる場合は，後期後半の区間
評価に25%(25点)を限度とした加点・減点があり得る．

4年次の「電気磁気学2」

補足プリント・小テスト・提出課題を活用し，確実な理解を務めてください．

科目名（和文）

電気磁気学1

Electromagnetism 1

電気磁気学の基本的部分を学ぶ．静電気・静磁気の性質と，電磁誘導の初等計算までを取り扱う．

A. オームの法則・ジュールの法則という最も基本的な法則が理解できる．
B. 電界・磁界・電気力・磁気力をベクトル量として理解できる．
C. 電荷の間に働く力，および電荷が作る電界に関する初等的な計算ができる．
D. 電位が電気的な位置エネルギーであることが理解できる．
E. コンデンサの定義を理解し，その接続に関する初等的な計算ができる．
F. コンデンサにたまる電気的エネルギーの初等的な計算ができる．
G. 電流が作る磁界と磁気モーメントに関する初等的な計算ができる．
H. 磁界中で電流がどのような力を受けるかを理解できる．
I. 磁気ヒステリシス現象に対する定性的な理解ができる．
J. 電磁誘導・自己誘導・相互誘導を理解し，誘導起電力に関する初等的な計算ができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 電荷と電流

3 点電荷の間に働く力

3 電界と電気力線

3 ガウスの法則

0.75 前期中間試験

0.75 前期中間試験の解説

0.75 電界と電位

1.5 コンデンサと静電容量

4.5 コンデンサの接続

1.5 静電エネルギー

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 磁界と磁力線

4 電流が作る磁界

4 磁界中で電流が受ける力

0.75 磁気モーメント

0.75 磁化曲線とヒステリシス

0.75 後期中間試験

0.75 後期中間試験の解説

3.75 電磁誘導

4 自己誘導・相互誘導

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□ インダクタンスと誘導起電力(J)

後期期末試験の解説．成績不振者がいた場合はその学びなおし

□ 磁気ヒステリシス現象(I)

□ ファラデー・レンツの電磁誘導の法則(J)

□ 磁界の強さと磁力線・磁束線(B,G)

□ 電流が作る磁界の基本，アンペールの法則(B,G)

□ ローレンツ力(H)

□ 磁気モーメントの定義と性質(G)

□ コンデンサの定義(E)

□ コンデンサ接続の諸計算(E)

□ コンデンサにたまる電気的エネルギー(F)

前期期末試験の解説．成績不振者がいた場合はその学びなおし

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業方針，年間計画，評価方法の解説

□ 電荷，電流，オームの法則，ジュールの法則(A)

□ クーロンの法則(B,C)

□ 電界の強さと電気力線(B,C)

□ 電気的なエネルギー(D)

授業計画

□ 面電荷等が作る電界(C)

－180－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

下記の教科書と補足プリントを用いた講義を行う．また，各試験区間で3回程度の小テスト・課題提出が実施され
る．提出物類は採点の上翌週に返却され，返却日にその解説を行うことによって理解を深める．
定期試験は採点後の答案用紙が返却され，返却日に確認を行うことによって理解を深める．

『絵ときでわかる 電気磁気』高橋 寛 監修，オーム社

なし

年間を4つの区間に分け，区間評価の単純平均により総合評価を行う．区間評価は「試験(70%)+小テスト・提出課題
(30%)」の100点法によるものとする，試験等の素点は100点満点とは限らないので適宜点数を換算する．点数比率・
点数換算の詳細は答案返却時に説明される．小テスト・提出課題は学習指導期間において再提出が可能になる場合
がある．後期後半の区間においては特別の課題提出を求めることがある．これが行われる場合は，後期後半の区間
評価に25%(25点)を限度とした加点・減点があり得る．

4年次の「電気磁気学2」

補足プリント・小テスト・提出課題を活用し，確実な理解を務めてください．

科目名（和文）

電気磁気学1

Electromagnetism 1

電気磁気学の基本的部分を学ぶ．静電気・静磁気の性質と，電磁誘導の初等計算までを取り扱う．

A. オームの法則・ジュールの法則という最も基本的な法則が理解できる．
B. 電界・磁界・電気力・磁気力をベクトル量として理解できる．
C. 電荷の間に働く力，および電荷が作る電界に関する初等的な計算ができる．
D. 電位が電気的な位置エネルギーであることが理解できる．
E. コンデンサの定義を理解し，その接続に関する初等的な計算ができる．
F. コンデンサにたまる電気的エネルギーの初等的な計算ができる．
G. 電流が作る磁界と磁気モーメントに関する初等的な計算ができる．
H. 磁界中で電流がどのような力を受けるかを理解できる．
I. 磁気ヒステリシス現象に対する定性的な理解ができる．
J. 電磁誘導・自己誘導・相互誘導を理解し，誘導起電力に関する初等的な計算ができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 電荷と電流

3 点電荷の間に働く力

3 電界と電気力線

3 ガウスの法則

0.75 前期中間試験

0.75 前期中間試験の解説

0.75 電界と電位

1.5 コンデンサと静電容量

4.5 コンデンサの接続

1.5 静電エネルギー

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

1.5 磁界と磁力線

4 電流が作る磁界

4 磁界中で電流が受ける力

0.75 磁気モーメント

0.75 磁化曲線とヒステリシス

0.75 後期中間試験

0.75 後期中間試験の解説

3.75 電磁誘導

4 自己誘導・相互誘導

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□ インダクタンスと誘導起電力(J)

後期期末試験の解説．成績不振者がいた場合はその学びなおし

□ 磁気ヒステリシス現象(I)

□ ファラデー・レンツの電磁誘導の法則(J)

□ 磁界の強さと磁力線・磁束線(B,G)

□ 電流が作る磁界の基本，アンペールの法則(B,G)

□ ローレンツ力(H)

□ 磁気モーメントの定義と性質(G)

□ コンデンサの定義(E)

□ コンデンサ接続の諸計算(E)

□ コンデンサにたまる電気的エネルギー(F)

前期期末試験の解説．成績不振者がいた場合はその学びなおし

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業方針，年間計画，評価方法の解説

□ 電荷，電流，オームの法則，ジュールの法則(A)

□ クーロンの法則(B,C)

□ 電界の強さと電気力線(B,C)

□ 電気的なエネルギー(D)

授業計画

□ 面電荷等が作る電界(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

必要スキルの講義・実習を行った後、各自の創造性に基づく製作実習を行う。成果発表を実施し、製作物について
評価を行う。評価時は設計図、企画書、動作データ等を仕様書形式でまとめて提出を課す。提出物は評価や指導を
行い、理解度の確認を行う。

なし

実習用プリント

1年間を2区間に分け、前期末と学年末で評価する

総合評価　＝　（前期区間評価　+　後期区間評価）/2
区間評価　＝　電子工作成果物評価もしくは機械工作成果物評価　+　成果発表評価　+　レポート評価
成果物評価　＝　50％
成果発表評価　＝　20％
レポート評価　＝　30％

課題の提出なき場合、未発表の場合は不合格となる。

メカトロニクス(4年)

課題は必ず期日を守って提出すること。

科目名（和文）

創造設計

Creative Design

電子工作、機械工作の基礎を学んだ後に、提示された条件に対して個々が独自かつ互いに影響し合いながら製作物
を作り上げるための方法を学ぶ。さらに学習成果を活かす場として成果発表を実施し、経験による学習成果の実感
をより確かなものとする。

A.電子工作を理解することができる
B.機械工作を理解することができる
C.与えられた課題を理解し設計に反映することができる
D.スケジュール管理が行える
E.設計通りに作品を製作することができる
F.設計を修正できる
G.他者と協力して実現できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーでの車体設計・製作・評価に関する実務経験にもとづき，工作機械の概要を解説した後，旋盤やフ
ライス盤などの工作機器による金属加工方法について説明する．

授業内容

時間数 授業項目

電子工作

0.75 授業ガイダンス

13.5 電子工作実習

6.75 課題の製作

1.5 製作物評価発表

機械工作

0.75 授業ガイダンス

13.5 機械工作実習

6.75 課題の製作

1.5 製作物評価発表

合計

45

時間

□ 機械工作の理解（B)

□ スケジュール管理、設計通りの作成、設計の修正（C,D,E,F)

□ 課題の発表（G)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画、評価方法の説明

□ 電子工作の理解(A)

□ 課題の発表（G)

□授業計画、評価方法の説明

授業計画

□ スケジュール管理、設計通りの作成、設計の修正（C,D,E,F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 2年 通年 3

講義 演習 実験・実習

必修 5.25 35.25 27

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

1年を4つのラウンドに分け、各ラウンド3テーマをローテーションして行います。各ラウンドで教員による、レポー
ト指導、口述試験、発表を実施します。提出されたレポートは教員が形式と内容をチェックし、指導点を書き込ん
だのちに学生に返却し、学生は指導内容に基づき修正を行い、レポートを再提出します。理解が不十分である場合
は、再度指導内容を記載し学生にレポートを返却、学生の理解が確認できるまで指導を行います。また、レポート
指導では形式や内容について教員が対面の個別指導を行い直接理解を確認します。

ガイダンスで配布する実験指導書

中学10分間復習ドリル/計算１～３年(受験研究社) ISBN978-4-424-63403-4
新課程版　ドラゴン桜式　数学力ドリル　数学Ⅰ・A（講談社）ISBN978-4-06-154299-0

・各区間ごとに評価し（全４回）、各区間の平均を評価とします。
【区間ごとの評価対象となるレポートと評価】　※遅刻レポートは30％まで減点します。
前期中間の区間評価　＝　第1ラウンドの【レポート(80％)＋実験ノート(10％)＋実験態度(10％)】
前期期末の区間評価　＝　第2ラウンドの【レポート(80％)＋実験ノート(10％)＋実験態度(10％)】
後期中間の区間評価　＝　第3ラウンドの【レポート(80％)＋実験ノート(10％)＋実験態度(10％)】
後期期末の区間評価　＝　第4ラウンドの【レポート(80％)＋実験ノート(10％)＋実験態度(10％)】
　学年末の総合評価　＝　第１～第４ラウンドの区間評価の平均（60％）＋発表（10％）
　　　　　　　　　　　＋口述（10％）＋数学力テスト（10％）＋発表聴講まとめ・見学レポート（10％）
※各ラウンドの最終提出期日までに実験レポート・実験ノートおよびが指示された提出物が提出されない場合、当
該提出物の評価を0点として評点を算出します。ただし、各ラウンドでの最終提出期日を超過した場合でも各提出物
は必ず提出してください。また、学年末の最終期日までに全ての提出物の提出および実験発表・口述試験が合格し
ていない場合は「不可」となります。

電気工学基礎（1年）、電気工学実験２（3年）、電気工学実験３（4年）

事前に各実験の指導書をよく読み、実験内容を理解しておいてください。実験では実験ノートを準備し、率先して
実験を行ってください。また、長期休暇明けには数学力を確認する問題を補助教材から出題するので長期休暇を利
用して計算練習を行ってください。

科目名（和文）

電気工学実験1

Experiments in Electrical Engineering 1

直流・交流回路における基礎的な電気的事象・基本量を知るための、測定機器の原理・構造・取り扱いの理解およ
び基本的な測定方法の習得を行います。また、得られた測定結果のまとめ方およびレポート作成ならびに実験で学
んだ内容の発表等に力点を置いた授業です。また、理論と実際のかかわり合いについて『考える習慣』を身につけ
ていきます。

A. 基礎的な電気的事象・基本量を測定するための機器の種類を覚えることができる。
B. 測定機器の原理・構造を理解し、取り扱うことができる。
C. 実験内容を理解し、要求された項目を満たすレポートを書くことができる。
D. 与えられる実験内容に関連したテーマについて調査し、口頭で説明、発表することができる。
E. 電気工学に関わる技術の知識を広げることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーでの車体設計・製作・評価に関する実務経験にもとづき、ミニチュアソーラーカーの概要を開設し
た後、電気エネルギーから機械エネルギーへの変換ついて説明する。

授業内容

時間数 授業項目

2.25 1. 総合ガイダンス

＜第１ラウンド＞

2.25 2. ﾎｲｰﾄｽﾄﾝ・ﾌﾞﾘｯｼﾞによる中抵抗測定

2.25 3. オシロスコープによる波形観測

2.25 4. 教員によるレポート指導

2.25 5. 電位差計による起電力測定と計器較正測定

2.25 6. 教員によるレポート指導、口述試験

2.25 7. 第１ラウンド発表

＜第２ラウンド＞

2.25 8. 等電位線の実験

2.25 9. R・L単独回路の特性試験

2.25 10.教員によるレポート指導

2.25 11.電磁力の測定

2.25 12.教員によるレポート指導、口述試験

2.25 13.第２ラウンド発表

2.25 14.（実験予備日）レポート整理

＜第３ラウンド＞

2.25 15.数学力試験、太陽電池の特性測定

2.25 16.R・L直列回路の特性試験

2.25 17.教員によるレポート指導

2.25 18.ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ・ﾌﾞﾘｯｼﾞによるL・Cの測定

2.25 19.教員によるレポート指導、口述試験

2.25 20.第３ラウンド発表

＜第４ラウンド＞

2.25 21.数学力試験、ﾐﾆｿｰﾗｰｶｰの製作と走行試験

2.25 22.交流電力・力率の測定

2.25 23.教員によるレポート指導

2.25 24.ｹﾙﾋﾞﾝ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾞﾘｯｼﾞによる低抵抗測定

2.25 25.教員によるレポート指導、口述試験

2.25 26.第４ラウンド発表

2.25 27.（実験予備日）レポート整理

2.25 28.（実験予備日）レポート整理

3 卒業研究発表聴講

1.5 校外見学

合計

67.5

時間

□電気工学の知識を広げ、見学内容をまとめる（E）

□実験内容を理解し、自分の頭で考察した実験レポートを書くことができる。(C)

□聴講した内容をまとめる（E)

□棒状導体の抵抗を測定し、固有抵抗を算出（A,B,C)

□与えられたテーマについてまとめて口頭で説明できる（D)

□与えられたテーマについてまとめて発表する(D)

□電気エネルギーを有効に運動エネルギーに変換する（A,B,C)

□波形観察による交流電力と力率の測定（A,B,C)

□交流回路における電圧、電流、位相の関係を測定 (A,B,C)

□実験内容を理解し、自分の頭で考察した実験レポートを書くことができる。(C)

□インピーダンス・ブリッジを用いてインダクタンスや静電容量を測定　（A,B,C)

□与えられたテーマについてまとめて口頭で説明できる（D)

□与えられたテーマについてまとめて発表する(D)

□太陽電池の基本特性を測定（A,B,C)

□実験内容を理解し、自分の頭で考察した実験レポートを書くことができる。(C)

□電流・磁界・力の向き・関係を測定（A,B,C)

□与えられたテーマについてまとめて口頭で説明できる（D)

□与えられたテーマについてまとめて発表する（D)

□電位と電界の空間分布を測定（A,B,C)

□交流基本回路における電圧、電流、位相の関係を測定（A,B,C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□実験に関する諸注意、レポートの書き方の説明。（C)

□ホイートストン・ブリッジを用いた抵抗値の測定（A,B,C)

□実験内容を理解し、自分の頭で考察した実験レポートを書くことができる。(C)

□直流電位差計を用いた電圧計の較正（A,B,C)

□与えられたテーマについてまとめて口頭で説明できる（D)

□与えられたテーマについてまとめて発表する（D)

授業計画

□オシロスコープを用いた電圧波形の観測（A,B,C)

－182－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 2年 通年 3

講義 演習 実験・実習

必修 5.25 35.25 27

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

1年を4つのラウンドに分け、各ラウンド3テーマをローテーションして行います。各ラウンドで教員による、レポー
ト指導、口述試験、発表を実施します。提出されたレポートは教員が形式と内容をチェックし、指導点を書き込ん
だのちに学生に返却し、学生は指導内容に基づき修正を行い、レポートを再提出します。理解が不十分である場合
は、再度指導内容を記載し学生にレポートを返却、学生の理解が確認できるまで指導を行います。また、レポート
指導では形式や内容について教員が対面の個別指導を行い直接理解を確認します。

ガイダンスで配布する実験指導書

中学10分間復習ドリル/計算１～３年(受験研究社) ISBN978-4-424-63403-4
新課程版　ドラゴン桜式　数学力ドリル　数学Ⅰ・A（講談社）ISBN978-4-06-154299-0

・各区間ごとに評価し（全４回）、各区間の平均を評価とします。
【区間ごとの評価対象となるレポートと評価】　※遅刻レポートは30％まで減点します。
前期中間の区間評価　＝　第1ラウンドの【レポート(80％)＋実験ノート(10％)＋実験態度(10％)】
前期期末の区間評価　＝　第2ラウンドの【レポート(80％)＋実験ノート(10％)＋実験態度(10％)】
後期中間の区間評価　＝　第3ラウンドの【レポート(80％)＋実験ノート(10％)＋実験態度(10％)】
後期期末の区間評価　＝　第4ラウンドの【レポート(80％)＋実験ノート(10％)＋実験態度(10％)】
　学年末の総合評価　＝　第１～第４ラウンドの区間評価の平均（60％）＋発表（10％）
　　　　　　　　　　　＋口述（10％）＋数学力テスト（10％）＋発表聴講まとめ・見学レポート（10％）
※各ラウンドの最終提出期日までに実験レポート・実験ノートおよびが指示された提出物が提出されない場合、当
該提出物の評価を0点として評点を算出します。ただし、各ラウンドでの最終提出期日を超過した場合でも各提出物
は必ず提出してください。また、学年末の最終期日までに全ての提出物の提出および実験発表・口述試験が合格し
ていない場合は「不可」となります。

電気工学基礎（1年）、電気工学実験２（3年）、電気工学実験３（4年）

事前に各実験の指導書をよく読み、実験内容を理解しておいてください。実験では実験ノートを準備し、率先して
実験を行ってください。また、長期休暇明けには数学力を確認する問題を補助教材から出題するので長期休暇を利
用して計算練習を行ってください。

科目名（和文）

電気工学実験1

Experiments in Electrical Engineering 1

直流・交流回路における基礎的な電気的事象・基本量を知るための、測定機器の原理・構造・取り扱いの理解およ
び基本的な測定方法の習得を行います。また、得られた測定結果のまとめ方およびレポート作成ならびに実験で学
んだ内容の発表等に力点を置いた授業です。また、理論と実際のかかわり合いについて『考える習慣』を身につけ
ていきます。

A. 基礎的な電気的事象・基本量を測定するための機器の種類を覚えることができる。
B. 測定機器の原理・構造を理解し、取り扱うことができる。
C. 実験内容を理解し、要求された項目を満たすレポートを書くことができる。
D. 与えられる実験内容に関連したテーマについて調査し、口頭で説明、発表することができる。
E. 電気工学に関わる技術の知識を広げることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーでの車体設計・製作・評価に関する実務経験にもとづき、ミニチュアソーラーカーの概要を開設し
た後、電気エネルギーから機械エネルギーへの変換ついて説明する。

授業内容

時間数 授業項目

2.25 1. 総合ガイダンス

＜第１ラウンド＞

2.25 2. ﾎｲｰﾄｽﾄﾝ・ﾌﾞﾘｯｼﾞによる中抵抗測定

2.25 3. オシロスコープによる波形観測

2.25 4. 教員によるレポート指導

2.25 5. 電位差計による起電力測定と計器較正測定

2.25 6. 教員によるレポート指導、口述試験

2.25 7. 第１ラウンド発表

＜第２ラウンド＞

2.25 8. 等電位線の実験

2.25 9. R・L単独回路の特性試験

2.25 10.教員によるレポート指導

2.25 11.電磁力の測定

2.25 12.教員によるレポート指導、口述試験

2.25 13.第２ラウンド発表

2.25 14.（実験予備日）レポート整理

＜第３ラウンド＞

2.25 15.数学力試験、太陽電池の特性測定

2.25 16.R・L直列回路の特性試験

2.25 17.教員によるレポート指導

2.25 18.ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ・ﾌﾞﾘｯｼﾞによるL・Cの測定

2.25 19.教員によるレポート指導、口述試験

2.25 20.第３ラウンド発表

＜第４ラウンド＞

2.25 21.数学力試験、ﾐﾆｿｰﾗｰｶｰの製作と走行試験

2.25 22.交流電力・力率の測定

2.25 23.教員によるレポート指導

2.25 24.ｹﾙﾋﾞﾝ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾞﾘｯｼﾞによる低抵抗測定

2.25 25.教員によるレポート指導、口述試験

2.25 26.第４ラウンド発表

2.25 27.（実験予備日）レポート整理

2.25 28.（実験予備日）レポート整理

3 卒業研究発表聴講

1.5 校外見学

合計

67.5

時間

□電気工学の知識を広げ、見学内容をまとめる（E）

□実験内容を理解し、自分の頭で考察した実験レポートを書くことができる。(C)

□聴講した内容をまとめる（E)

□棒状導体の抵抗を測定し、固有抵抗を算出（A,B,C)

□与えられたテーマについてまとめて口頭で説明できる（D)

□与えられたテーマについてまとめて発表する(D)

□電気エネルギーを有効に運動エネルギーに変換する（A,B,C)

□波形観察による交流電力と力率の測定（A,B,C)

□交流回路における電圧、電流、位相の関係を測定 (A,B,C)

□実験内容を理解し、自分の頭で考察した実験レポートを書くことができる。(C)

□インピーダンス・ブリッジを用いてインダクタンスや静電容量を測定　（A,B,C)

□与えられたテーマについてまとめて口頭で説明できる（D)

□与えられたテーマについてまとめて発表する(D)

□太陽電池の基本特性を測定（A,B,C)

□実験内容を理解し、自分の頭で考察した実験レポートを書くことができる。(C)

□電流・磁界・力の向き・関係を測定（A,B,C)

□与えられたテーマについてまとめて口頭で説明できる（D)

□与えられたテーマについてまとめて発表する（D)

□電位と電界の空間分布を測定（A,B,C)

□交流基本回路における電圧、電流、位相の関係を測定（A,B,C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□実験に関する諸注意、レポートの書き方の説明。（C)

□ホイートストン・ブリッジを用いた抵抗値の測定（A,B,C)

□実験内容を理解し、自分の頭で考察した実験レポートを書くことができる。(C)

□直流電位差計を用いた電圧計の較正（A,B,C)

□与えられたテーマについてまとめて口頭で説明できる（D)

□与えられたテーマについてまとめて発表する（D)

授業計画

□オシロスコープを用いた電圧波形の観測（A,B,C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

回路理論1

Circuit Theory 1

交流回路の基礎，回路の諸定理，相互誘導回路，共振回路について勉強する．また，対称三相交流回路の基礎を学
ぶ．

A.正弦波交流の基礎を理解できる．
B.交流回路網（単相）の計算ができる．
C.共振回路の計算ができる．
D.相互誘導回路の計算ができる．
E.三相平衡回路の基本的な計算ができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主として授業を行う．適宜，演習問題を実施して理解度を高める．
理解度を調べるために定期的に授業外学習課題提出を求める．授業外学習課題についてはWebclass等を利用して解
答例を解説し，理解度を確認してもらう．なお、自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。

「電気回路Ⅰ」黒木　修隆（オーム社）

「基礎からの交流理論」小亀　英己，石亀　篤司，小郷　寛（電気学会）

半期を2区間に分け，各区間ごとに授業外学習課題提出と定期試験を行う．
定期試験[70%]，平常点（授業外学習課題[30%]）の比率とし，各区間の評価とする．
各区間の評価を平均して総合評価とする．
なお、授業態度が悪い場合は、評価から最大で１０％の範囲で減点をします。

電気回路1、電気回路2、回路理論2

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容は事前に授業内容を予習し、内容を確認
すること。帰宅後、記憶が鮮明なうちに復習をすること。また、指定された確認問題を行い、自分の理解を確認す
ること。授業当日にWebclassにアップされる確認問題の解説を用いて理解を深め、知識を定着させること。

氏名：

時間数 授業項目

3 ガイダンス、直流回路

1.5 交流回路の基礎

4.5 ベクトル表示による交流回路の計算

3 相互誘導回路

4.5 交流回路計算の諸方法

3 三相交流回路

1.5 定期試験（2回）

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電気工学科における本科目の位置付け，重要性を理解している．

□学習の進め方，評価方法等を理解している．

□基礎である電流，電圧，電力等を理解できる．(A)

□接続による回路特性を理解できる．(A)

□回路素子の性質について理解できる．(A)

□瞬時値，周波数，周期，位相等が理解できる．(A,B)

□実効値，平均値等を理解できる．(A,B)

□インピーダンスとアドミタンスを理解できる．(A,B)

□複素平面，オイラーの式，ベクトルを理解できる．(A,B)

□複素平面の考え方を電気回路に応用できる．(A,B)

□フェーザ図を用いて回路解析ができる．(A,B)

□交流の電力を理解できる．(A,B)

□共振現象を理解できる．(C) 

□相互誘導について説明でき，相互誘導回路の計算ができる．(D) 

□変圧器の計算ができる．(D) 

□キルヒホッフの法則，網目電流法を理解できる．(B)

□節点電位法，重ね合わせの理等を理解できる．(B)

□鳳・テブナンの定理，ノートンの定理を理解できる．(B)

□各接続の等価変換を理解できる．(A)

□単相交流や多相交流について説明できる．(B,E)

□多相交流の結線方法と各部の名称について説明できる．(E) 

□ベクトルオペレータを理解し，計算で用いることができる．(E) 

□線間電圧と相電圧，線電流と相電流の関係を説明できる．(E) 

□対称三相交流回路の計算ができる．(E) 
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主として授業を行う。授業において適宜演習問題を解き、理解度を高める。また、各授業開始時に授業外学
修(自学自習)の習得度確認として前回授業範囲の小テストを実施し採点したのちに返却し、未習得部分の確認を
行ってもらう。各1回の中間・期末試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握し
てもらう。

「電子工学基礎」中澤達夫、藤原勝幸（コロナ社）

なし

・定期試験毎に評価し（全2回）、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。
区間評価(100点満点)＝(1) 試験 (70%)+ (2) 平常点 (30%)
(1) 試験　70%
　　中間試験、期末試験を実施する。
(2) 平常点　30%
- ノート提出（10%）
- 小テスト（20%）

* 後期期末試験において再試験を行う場合がある。但し、加点後の総合評価は最大で60点を超えないものとする。

パワーエレクトロニクス（4年）、回路理論2（4年）、応用物理（4年）、電気電子材料（5年）

授業：積極的に授業に取り組み、ノート整理による知識の整理を心がけること。試験：問題は記述・論述式の問題
を中心とする。学修単位科目：授業外学修(自学自習)として課題(理解度確認テスト、授業見直し・ノート整理)へ
の取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

電子工学

Electronics

・真空中における電界・磁界中での電子運動、固体中での電子の運動の説明(EE-1)。
・各種半導体素子（ダイオード・トランジスタ等）の構造・動作原理・基本特性に関する解説(EE-1)。
・基本的な電子回路の動作原理および回路構成に対する学習(B-2)。

A.電子運動の表現に必要なベクトル・微分積分の基礎を理解し、それらを用いた計算ができる。
B.電荷素量の導出法を理解し、説明できる。
C.光の粒子性、電子の波動性を理解し、説明できる。
D.任意の軌道における電子のエネルギー準位を算出できる。
E.導体・誘電体・半導体内におけるエネルギーバンド構造と電子の動きを理解し、説明できる。
F.ダイオードの動作原理を理解し、説明できる。
G.バイポーラトランジスタの動作原理を理解し、説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業のガイダンス,数学的知識の復習

[電子と結晶]

0.75 電子の電荷量

0.75 光の粒子性と電子の波動性

0.75 電子軌道

[エネルギー準位]

1.5 エネルギー準位①

1.5 エネルギー準位②

1.5 エネルギーバンド①

1.5 エネルギーバンド②

0.75 後期中間試験(演習)

[半導体の電荷キャリア]

1.5 半導体の電荷キャリア①

1.5 半導体の電荷キャリア②

[ダイオード]

1.5 ダイオード①

1.5 ダイオード②

[トランジスタ]

1.5 バイポーラトランジスタ①

1.5 バイポーラトランジスタ②

1.5 バイポーラトランジスタ③

0.75 後期期末試験(演習)

1.5 学習指導期間（テスト解説）

合計

22.5

時間

□トランジスタ内部のエネルギーバンド構造を説明できる(G)

□接地方式と増幅度の関係性を理解できる(G)

□電流増幅回路、スイッチング回路の設計の基礎を理解できる(G)

□ＰＮ接合におけるエネルギーバンド構造の変化を説明できる(F)

□ダイオードの電圧電流特性・静特性を説明できる(F)

□真性半導体内のエネルギーバンド構造を説明できる(E)

□Ｐ形/Ｎ型半導体内のエネルギーバンド構造を説明できる(E)

□原子内電子の位置エネルギー、運動エネルギーを算出できる(D)

□原子内の各軌道における電子のエネルギー準位を算出できる(D)

□エネルギーバンドの形成について説明できる(D)

□自由電子が出来るメカニズムについて説明できる(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電子工学で必要な電気磁気学の基礎知識を理解できる(A)

□トムソン・ミリカンの実験に基づき電子電荷を算出できる(B)

□ドブロイの関係式による物質波の波長を算出できる(C)

□ボーア理論、パウリの排他律について説明できる(D)

授業計画

□光が持つエネルギーを算出できる(C)

－184－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主として授業を行う。授業において適宜演習問題を解き、理解度を高める。また、各授業開始時に授業外学
修(自学自習)の習得度確認として前回授業範囲の小テストを実施し採点したのちに返却し、未習得部分の確認を
行ってもらう。各1回の中間・期末試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握し
てもらう。

「電子工学基礎」中澤達夫、藤原勝幸（コロナ社）

なし

・定期試験毎に評価し（全2回）、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。
区間評価(100点満点)＝(1) 試験 (70%)+ (2) 平常点 (30%)
(1) 試験　70%
　　中間試験、期末試験を実施する。
(2) 平常点　30%
- ノート提出（10%）
- 小テスト（20%）

* 後期期末試験において再試験を行う場合がある。但し、加点後の総合評価は最大で60点を超えないものとする。

パワーエレクトロニクス（4年）、回路理論2（4年）、応用物理（4年）、電気電子材料（5年）

授業：積極的に授業に取り組み、ノート整理による知識の整理を心がけること。試験：問題は記述・論述式の問題
を中心とする。学修単位科目：授業外学修(自学自習)として課題(理解度確認テスト、授業見直し・ノート整理)へ
の取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

電子工学

Electronics

・真空中における電界・磁界中での電子運動、固体中での電子の運動の説明(EE-1)。
・各種半導体素子（ダイオード・トランジスタ等）の構造・動作原理・基本特性に関する解説(EE-1)。
・基本的な電子回路の動作原理および回路構成に対する学習(B-2)。

A.電子運動の表現に必要なベクトル・微分積分の基礎を理解し、それらを用いた計算ができる。
B.電荷素量の導出法を理解し、説明できる。
C.光の粒子性、電子の波動性を理解し、説明できる。
D.任意の軌道における電子のエネルギー準位を算出できる。
E.導体・誘電体・半導体内におけるエネルギーバンド構造と電子の動きを理解し、説明できる。
F.ダイオードの動作原理を理解し、説明できる。
G.バイポーラトランジスタの動作原理を理解し、説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業のガイダンス,数学的知識の復習

[電子と結晶]

0.75 電子の電荷量

0.75 光の粒子性と電子の波動性

0.75 電子軌道

[エネルギー準位]

1.5 エネルギー準位①

1.5 エネルギー準位②

1.5 エネルギーバンド①

1.5 エネルギーバンド②

0.75 後期中間試験(演習)

[半導体の電荷キャリア]

1.5 半導体の電荷キャリア①

1.5 半導体の電荷キャリア②

[ダイオード]

1.5 ダイオード①

1.5 ダイオード②

[トランジスタ]

1.5 バイポーラトランジスタ①

1.5 バイポーラトランジスタ②

1.5 バイポーラトランジスタ③

0.75 後期期末試験(演習)

1.5 学習指導期間（テスト解説）

合計

22.5

時間

□トランジスタ内部のエネルギーバンド構造を説明できる(G)

□接地方式と増幅度の関係性を理解できる(G)

□電流増幅回路、スイッチング回路の設計の基礎を理解できる(G)

□ＰＮ接合におけるエネルギーバンド構造の変化を説明できる(F)

□ダイオードの電圧電流特性・静特性を説明できる(F)

□真性半導体内のエネルギーバンド構造を説明できる(E)

□Ｐ形/Ｎ型半導体内のエネルギーバンド構造を説明できる(E)

□原子内電子の位置エネルギー、運動エネルギーを算出できる(D)

□原子内の各軌道における電子のエネルギー準位を算出できる(D)

□エネルギーバンドの形成について説明できる(D)

□自由電子が出来るメカニズムについて説明できる(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電子工学で必要な電気磁気学の基礎知識を理解できる(A)

□トムソン・ミリカンの実験に基づき電子電荷を算出できる(B)

□ドブロイの関係式による物質波の波長を算出できる(C)

□ボーア理論、パウリの排他律について説明できる(D)

授業計画

□光が持つエネルギーを算出できる(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報処理

Information Processing

[アセンブラ]この言語はハードウエアの動作を忠実に対応するので機器により異なり、一般論がない。そこで、本
授業では基本情報処理技術者試験に出題されるアセンブリ言語であるCASLⅡのプログラミングを通し、前提となる
コ ン ピ ュ ー タ の 基 本 原 理 を 理 解 し た 上 で 、 ア セ ン ブ ラ に よ る プ ロ グ ラ ム 作 成 法 を 習 得 す る 。
[C言語]ソフトウェア開発に広く便われているC言語のプログラミングの基礎を習得し、実践的なプログラム作成の
基礎を習得する。

[アセンブラ]
A．コンピュータの基本原理をアセンブリと対応させて理解できる。
B．２進数と16進数の概念を10進数と対比させて理解ができる。
C．２進数の加算・減算ができる。
D．アセンブラ(CASLⅡ)の基本的な命令が理解できる。
E．アセンブラ(CASLⅡ)の基本的な命令を用い、実践的なプログラムを作成できる。
[C言語]
F．変数の扱いと、四則演算を行うことができる。
G．分岐処理を扱うことができる。
H．繰り返し処理を扱うことができる。
I．配列処理を扱うことができる。
J. C言語の基本的な命令を用い、実践的なプログラムを作成できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

[方針]期間を2つに分け、前半にアセンブラを後半にC言語を学び、半期で確実な定着を目指す。
[アセンブラ]プログラムはCASLⅡを使用する。授業中及び授業外学修として適宜、課題の提出を求める。課題は、
担当教員がチェックし不備がある場合には再提出を求めることで、フィードバックを行う。
[C言語]プログラミングを中心に授業を進める。授業外学修としてプログラムの提出を求める。提出されたプログラ
ムは、担当教員がチェックし不備がある場合には再提出を求めることで、フィードバックを行う。

[アセンブラ］授業中の配布プリントによるので用いない。
[C言語］やさしいC第５版　高橋麻奈（SBクリエイティブ）

授業で配布するプリント、その他、有益な書籍等があれば、必要に応じて随時紹介する。
アセンブラの参考書としては、「プログラミング入門・CASLⅡ」(実教出版)を紹介する。

[方針｝おもにアセンブラを中間試験で、C言語を学年末試験で出題する。（課題等もこれに準じる。）
　最終評価は区間評価（前半は中間までと、後半は中間から期末まで）の単純平均（端数切捨て）とする。
[アセンブラ]
　区間評価＝定期試験（技能試験）の平均点ｘ0.5＋提出されたレポート課題の平均点(注)ｘ0.5
[C言語]
　区間評価＝定期試験（技能試験）の平均点×0.5＋提出されたプログラムの平均点(注)×0.5
  (注)授業外学修の評価を含む。
[両言語に共通の事項として]
＊試験は両言語とも技能試験とし、授業時間内に行なう。（時間調整のため土曜に補講を行なう。）
＊総合評価が60点に満たない場合においても、思考方法の指導等で改善できる場合は、状況に応じて課題や補講を
課し、合格すれば60点とする場合ある。
＊著しく不自然な答案や提出物等は、得点に関わらず不正とみなし、別途課題や補講を課す場合がある。

電子計算機（4年）

アセンブラとC言語を習得すれば、他の開発言語に対応することは比較的容易である。また、PC上だけでなくマイコ
ンなどにも応用でき、卒業研究等で制御や計測のプログラム作成する上で基礎になる。なお、授業外学修として、
レポート課題やプログラム課題を課すので、45時間をこの取り組みに充てること。

氏名：

時間数 授業項目

[アセンブラ]

0.75 ガイダンス

0.75 コンピュータの概要

1.5 論理の扱いと論理回路の対応

3 データの扱いと2進数の計算

3 基本的なアセンブラ(CaslⅡ）命令

1.5 アセンブラ(CASLⅡ)を用いたプログラムの作成

0.75 中間試験

[C言語]

0.75 ガイダンス

0.75 入出力とデータの扱い

1.5 変数と演算

1.5 分岐

1.5 繰り返し

1.5 配列

1.5 総合演習

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

（注）時間数は、土曜の補講日を含む。

合計

22.5

時間

授業計画

□論理計算(ブール代数）の基礎を理解できる。(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□コンピュータで各種の情報処理ができる理由をイメージする。(A)

□論理計算と論理回路の対応を理解できる。(A)

□10進数と2進数の相互の換算を理解できる。(B)

□2進数の計算を理解できる。(C)

□2進数の応用としての16進数を理解できる。(C)

□2進数と論理回路の対応を理解できる。(A,B,C)

□記憶装置とレジスタ間のデータのやり取りを理解できる。(D)

□加法、減法の命令を理解できる。(D)

□フローチャートの描き方を理解できる。(D)

□判断命令を理解できる。(D)

□その他CASLⅡの代表的な命令を理解できる。（D）

（*詳細は理解度をみて柔軟に対応する。）

□繰り返しのしくみを理解できる。（D、E）

□プログラムを作るプログラムとしてのアセンブラを理解できる。(C,E)

□習得した技法を応用して

　初級レベルの実践的なプログラムを作成できる。(E)

（＊課題は高水準言語のプログラムの原理等を中心に柔軟に選択する。）

□データの扱いの基礎理解と、アセンブラの技能の確認(A,B,C,D,E)

□多様なプログラム言語の中でC言語の特徴を理解できる。(F)

□プログラムの作成に向けた文字の入出力方法を理解できる。(F)

□変数や四則演算を用いプログラムを作成できる。（F､J）

□if文を用いた基本的なプログラムを作成できる。（G,J）

□for文を用いた基本的なプログラムを作成できる。(H,J)

□配列を用いた基本的なプログラムを作成できる。（I,J）

□習得した技法を応用して

　初級レベルの実践的なプログラムを作成できる。（F,G,H,I,J）

(＊課題は、電気回路の既習の計算問題を中心に柔軟に選択する。）

□C言語の技能試験として実践力を試験する。(F,G,H.I,J)

□試験解説と復習（F,G,H,I,J）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

機器の原理・構造・理論特性を理解するための講義と、理解を深めるための毎講義前の事前演習課題を行い、提出
時の自己採点を行うことで授業への積極的な参加を促すとともに予習と復習を行い理解度を確かめる。

「電気機器」千葉　明　他著（実教出版）、「電気機器演習ノート」（実教出版）

「電気機器工学」天野寛徳・常広譲　共著（電気学会）

1年を2区間に分け．各学習単元ごとに授業以外学習（電気機器演習ノート）の毎時間前の事前演習課題提出と定期
試験を行い、定期テスト60％、小テストと普段点（課題）40％の比率で区間の評価とする。区間の評価を平均して
総合評価とする。

電機設計(5年)

授業時間前に実施する単元ごとの課題の提出を必ず行い、授業での理解度を高めるように取り組む。
学修単位科目：授業外学修(自学自習)として副読本(電気機器演習ノート)の取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

電気機器

Electric Machinery

電気を機械エネルギー動力に変換する直流発電機・電動機と、交流電力の変成機器としての変圧器についての原
理・理論・取扱いについて学習し、これら電気機器の基礎を学ぶ。

A.直流発電機・電動機，変圧器の原理・構造・用途・特徴が理解できる。
B.直流発電機・電動機，変圧器の等価回路及び、特性計算が理解できる。
C.直流発電機・電動機，変圧器の運用方法について理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス     

1.5 直流発電機の原理と構造     

0.75 直流発電機の理論     

0.75 直流発電機の種類と特性     

0.75 直流電動機の理論     

0.75 直流電動機の特徴     

0.75 始動と速度制御     

0.75 直流発電機の定格     

0.75 直流電動機の定格     

0.75 変圧器の構造     

0.75 変圧器の理論     

0.75 変圧器の等価回路     

0.75 変圧器の電圧変動率     

1.5 変圧器の損失と効率     

0.75 変圧器の温度上昇と冷却     

0.75 並列結線     

1.5 三相結線     

1.5 特殊変圧器     

     

3 まとめ　（年2回）     

1.5 定期試験　（年2回）     

1.5 学習指導期間　（年1回） 

合計

22.5

時間

□復習や関連項目の講義で学習項目を確認する。   

前期定期試験Ⅰ，Ⅱ、後期定期試験Ⅰ，Ⅱ         

学習事項の定着確認 

□温度の上昇と冷却方法について理解できる。（C)         

□並列結線する場合の注意点や結線方法が理解できる。（C)      

□三相結線の方法を理解できる。（C)         

□三相変圧器、特殊、計器用変成器の原理が理解できる。（A)  

□変圧器の構造が理解できる。（A)        

□変圧器の誘導起電力および励磁電流について理解できる。（A)  

□変圧器の等価回路を描くことができる。（B)         

□百分率抵抗,ﾘｱｸﾀﾝｽ降下,電圧変動率が理解できる。（B)  

□規約効率が理解できる。（B)（C)        

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電機機器の種類と利用について理解できる。(A)      

□発電原理および整流子とブラシの役割が理解できる。（A)   

□電機子反作用についてその原因と対策について理解できる。（A)

□電機子と界磁巻線の接続方法が理解できる。（A)

□分巻・直巻・複巻の各特性と用途が理解できる。（A)（B)

□始動器の必要性と速度制御について理解できる。（B)

□電圧変動率と効率について理解できる。（B)        

□速度変動率と効率について理解できる。（B)         

授業計画

□トルクの発生原理および電機子反作用について理解できる。（A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

機器の原理・構造・理論特性を理解するための講義と、理解を深めるための毎講義前の事前演習課題を行い、提出
時の自己採点を行うことで授業への積極的な参加を促すとともに予習と復習を行い理解度を確かめる。

「電気機器」千葉　明　他著（実教出版）、「電気機器演習ノート」（実教出版）

「電気機器工学」天野寛徳・常広譲　共著（電気学会）

1年を2区間に分け．各学習単元ごとに授業以外学習（電気機器演習ノート）の毎時間前の事前演習課題提出と定期
試験を行い、定期テスト60％、小テストと普段点（課題）40％の比率で区間の評価とする。区間の評価を平均して
総合評価とする。

電機設計(5年)

授業時間前に実施する単元ごとの課題の提出を必ず行い、授業での理解度を高めるように取り組む。
学修単位科目：授業外学修(自学自習)として副読本(電気機器演習ノート)の取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

電気機器

Electric Machinery

電気を機械エネルギー動力に変換する直流発電機・電動機と、交流電力の変成機器としての変圧器についての原
理・理論・取扱いについて学習し、これら電気機器の基礎を学ぶ。

A.直流発電機・電動機，変圧器の原理・構造・用途・特徴が理解できる。
B.直流発電機・電動機，変圧器の等価回路及び、特性計算が理解できる。
C.直流発電機・電動機，変圧器の運用方法について理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス     

1.5 直流発電機の原理と構造     

0.75 直流発電機の理論     

0.75 直流発電機の種類と特性     

0.75 直流電動機の理論     

0.75 直流電動機の特徴     

0.75 始動と速度制御     

0.75 直流発電機の定格     

0.75 直流電動機の定格     

0.75 変圧器の構造     

0.75 変圧器の理論     

0.75 変圧器の等価回路     

0.75 変圧器の電圧変動率     

1.5 変圧器の損失と効率     

0.75 変圧器の温度上昇と冷却     

0.75 並列結線     

1.5 三相結線     

1.5 特殊変圧器     

     

3 まとめ　（年2回）     

1.5 定期試験　（年2回）     

1.5 学習指導期間　（年1回） 

合計

22.5

時間

□復習や関連項目の講義で学習項目を確認する。   

前期定期試験Ⅰ，Ⅱ、後期定期試験Ⅰ，Ⅱ         

学習事項の定着確認 

□温度の上昇と冷却方法について理解できる。（C)         

□並列結線する場合の注意点や結線方法が理解できる。（C)      

□三相結線の方法を理解できる。（C)         

□三相変圧器、特殊、計器用変成器の原理が理解できる。（A)  

□変圧器の構造が理解できる。（A)        

□変圧器の誘導起電力および励磁電流について理解できる。（A)  

□変圧器の等価回路を描くことができる。（B)         

□百分率抵抗,ﾘｱｸﾀﾝｽ降下,電圧変動率が理解できる。（B)  

□規約効率が理解できる。（B)（C)        

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電機機器の種類と利用について理解できる。(A)      

□発電原理および整流子とブラシの役割が理解できる。（A)   

□電機子反作用についてその原因と対策について理解できる。（A)

□電機子と界磁巻線の接続方法が理解できる。（A)

□分巻・直巻・複巻の各特性と用途が理解できる。（A)（B)

□始動器の必要性と速度制御について理解できる。（B)

□電圧変動率と効率について理解できる。（B)        

□速度変動率と効率について理解できる。（B)         

授業計画

□トルクの発生原理および電機子反作用について理解できる。（A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学にて授業を進める。理解を深めるために適宜理解度確認テストや演習問題を行う。定期試験や確認テスト、演
習問題については解答例を解説し、理解度を確認してもらう。

絵ときでわかる電気電子計測（改訂２版）熊谷文宏著、オーム社　その他、授業中、配布したプリント

・定期試験毎に評価し、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。

区間評価(100点満点)＝定期試験 (70%)+課題 (30%)

課題については、授業外学修で取り組んだ課題（理解度確認テストや提出物）を評価する。

なお、授業態度が悪い場合は、平常点から最大で10%の範囲で減点する。

本科目は実験と直結するので、実際に計測器を使うことをイメージしながら教科書を読むこと。また、本授業は学
修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）として課題（理解度確認テストや文献調査）への取り組み等に
45時間を充てる。

科目名（和文）

計測工学

Instrumentation Engineering

計測技術、特に電気電子計測は、電磁気、電気回路の応用しての側面が強い。そこで、本授業では、各種測定の原
理や使用法を電磁気、電気回路として応用と捉え、両科目の理解を確認しながら、誤差の扱いを含め、測定器の原
理や用法等を中心に、計測工学の基本事項について学習する。

A．電気電子計測の基礎を理解できる。
B．電気・磁気の測定方法がわかる。
C．テスタの原理を理解できる。
D．回路素子の測定方法が理解できる。
E．電気信号の波形観測が理解できる。
F. 高周波の測定が理解できる。
G. センサを用いた応用測定が理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 測定の基礎

3 電気・磁気の測定

1.5 アナログ式テスタとデジタル式テスタの違い

3.75 回路素子の測定

0.75 中間試験

0.75 試験の解説・復習

2.25 電気信号の波形観測

3 高周波の測定

3 センサを用いた応用測定

0.75 期末試験

1.5 試験の解説・復習

合計

22.5

時間

□期末までの範囲の理解度を確認する。

□試験に対する復習を行う。

□オシロスコープが理解できる。(E)

□高周波の電流、電圧、電力の測定方法が理解できる。(F)

□センサを用いての応用測定が理解できる。(G)

□中間までの範囲の理解度を確認する。

□試験に対する復習を行う。

□テスタの原理を理解できる。(C)

□低抵抗、中抵抗、高抵抗のが理解できる。(D)

□低周波用のインピーダンス素子の測定方法が理解できる。(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□電気電子計測の基礎を理解できる。(A)

□電気・磁気の測定方法がわかる。(B)

□各計器の原理が理解できる。(B)

授業計画

□直動式指示電気計器の仕組みが理解できる。(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学にて授業を進める。理解を深めるために適宜理解度確認テストや演習問題を行う。定期試験や確認テスト、演
習問題については解答例を解説し、理解度を確認してもらう。

「新機械設計」 実教出版

なし

・定期試験毎に評価し、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。

区間評価(100点満点)＝定期試験 (70%)+課題 (30%)

課題については、授業外学修で取り組んだ課題（理解度確認テストや提出物）を評価する。

なお、授業態度が悪い場合は、平常点から最大で10%の範囲で減点する。

CAD(1年)

基礎物理Ⅰの力学関連項目を復習しておくこと。授業前に教科書の該当部分をよく読んで授業に望むこと。また、
本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）として課題（理解度確認テストや文献調査）への取
り組み等に45時間を充てる。

科目名（和文）

機械工学

Mechanical Engineering

「ものづくり」において力や応力、材料特性などについて知ることは、壊れない製品を設計する上で重要である。
本講義では材料力学の基礎を習得することを目的とする。

A. 機械の仕組みを理解できる。
B. 機械に働く力について理解できる。
C. 材料の強さと機械的性質について理解できる。
D. 曲げを受ける部材の強さについて理解できる。
E. せん断・ねじりを受ける部材の強さについて理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーでの車体設計・評価に関する実務経験にもとづき，機械工学や材料力学の概要を解説した後，金属
材料の強度や金属材料を使用した設計方法について説明する．

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス・機械のしくみ

3 機械に働く力と仕事

4.5 材料の強さと機械的性質

1.5 引張り・圧縮を受ける部材の強さ

0.75 中間試験

0.75 試験の解説・復習

5.25 曲げを受ける部材の強さ

3 せん断・ねじりを受ける部材の強さ

0.75 期末試験

1.5 試験の解説・復習

合計

22.5

時間

□軸のせん断力とせん断ひずみについて理解できる。(E)

□期末までの範囲の理解度を確認する。

□試験に対する復習を行う。

□試験に対する復習を行う。

□はりに作用する力のつり合いについて理解できる。(D)

□はりに作用するせん断力と曲げモーメントについて理解できる。(D)

□荷重を支える部材に生じる応力について理解できる。(C)

□中間までの範囲の理解度を確認する。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□機械のしくみについて理解できる。(A)

□力のモーメントと偶力について理解できる。(B)

□引張・圧縮荷重と変形について理解できる。(C)

□せん断荷重と変形について理解できる。(C)

授業計画

□力のつりあいについて理解できる。(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学にて授業を進める。理解を深めるために適宜理解度確認テストや演習問題を行う。定期試験や確認テスト、演
習問題については解答例を解説し、理解度を確認してもらう。

「新機械設計」 実教出版

なし

・定期試験毎に評価し、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。

区間評価(100点満点)＝定期試験 (70%)+課題 (30%)

課題については、授業外学修で取り組んだ課題（理解度確認テストや提出物）を評価する。

なお、授業態度が悪い場合は、平常点から最大で10%の範囲で減点する。

CAD(1年)

基礎物理Ⅰの力学関連項目を復習しておくこと。授業前に教科書の該当部分をよく読んで授業に望むこと。また、
本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）として課題（理解度確認テストや文献調査）への取
り組み等に45時間を充てる。

科目名（和文）

機械工学

Mechanical Engineering

「ものづくり」において力や応力、材料特性などについて知ることは、壊れない製品を設計する上で重要である。
本講義では材料力学の基礎を習得することを目的とする。

A. 機械の仕組みを理解できる。
B. 機械に働く力について理解できる。
C. 材料の強さと機械的性質について理解できる。
D. 曲げを受ける部材の強さについて理解できる。
E. せん断・ねじりを受ける部材の強さについて理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーでの車体設計・評価に関する実務経験にもとづき，機械工学や材料力学の概要を解説した後，金属
材料の強度や金属材料を使用した設計方法について説明する．

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス・機械のしくみ

3 機械に働く力と仕事

4.5 材料の強さと機械的性質

1.5 引張り・圧縮を受ける部材の強さ

0.75 中間試験

0.75 試験の解説・復習

5.25 曲げを受ける部材の強さ

3 せん断・ねじりを受ける部材の強さ

0.75 期末試験

1.5 試験の解説・復習

合計

22.5

時間

□軸のせん断力とせん断ひずみについて理解できる。(E)

□期末までの範囲の理解度を確認する。

□試験に対する復習を行う。

□試験に対する復習を行う。

□はりに作用する力のつり合いについて理解できる。(D)

□はりに作用するせん断力と曲げモーメントについて理解できる。(D)

□荷重を支える部材に生じる応力について理解できる。(C)

□中間までの範囲の理解度を確認する。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□機械のしくみについて理解できる。(A)

□力のモーメントと偶力について理解できる。(B)

□引張・圧縮荷重と変形について理解できる。(C)

□せん断荷重と変形について理解できる。(C)

授業計画

□力のつりあいについて理解できる。(B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 3

講義 演習 実験・実習

必修 13.5 18 36

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気工学実験2

Experiments in Electrical Engineering 2

電気機器、電気電子回路、電子物性等の基礎的な現象について測定、解析、製作を通して理解をすると共に技術者
としての技術を学ぶ。また、実験結果を考察しレポートにまとめることで、理論と実際のかかわり合いについて考
える力を身につける。

A.工具や用具を用いて図面通りに電気の配線や電子回路の製作し誤りを修正することができる。
B.基本的な装置、電気機器、計測器を取り扱うことができる。
C.金属間化合物の作製方法とX線回折の手法を理解できる。
D.実験で得られた結果や考察などを第三者に正確に伝えることができる。
E.電子制御の基礎が理解できる。
F.電子材料の基本構造を理解し電気的特性を測定することができる。
G.エネルギー変換の概念を理解できる。
H.技術や知識をまとめ融合し発展的に考察できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

12の実験テーマをローテーションで行う。始めに実験に関する諸注意等が教員より説明され，その後各自実験を行
う（実験開始前に指導書を良く読んでおくこと）。実験終了時に実験結果の書かれた実験ノートを担当教員へ提出
し，確認印とレポートの表紙を受け取る。ローテーション後に提出されたレポートについての指導を行い，さらに
電気工学の理解を深めるための演習を行う。

プリント
電験三種理論　電験三種教育研究会編

前期6回，後期6回行われる全ての実験に参加し，全レポート及び実験ノートを提出することと学年末に行なわれる
「口述試験」に合格することが評価の前提となる。
評価はレポートを80％，実験ノートを10%，口述試験を10%とし，未完成及び遅刻レポートは総合得点から最大30%の
減点となる。

総合評価＝（レポート評価の合計/12×10×0.8＋実験ノートの点数＋口述試験の点数）－（未完成・遅れレポート
数/12×30）
※計算上の端数は切り捨てる。
※実験ノートや口述試験の点数の点数はそれぞれ10点満点とする。
※レポートの配点（10点×12回）は教員によって評価方法が異なるため，ガイダンスで説明が行われる。

電気工学基礎、電気工学実験１、電気工学実験３

実験の内容を予習しておくこと。
実験中は積極的に取り組み，良く観察し理解を深めること。
レポートの遅延は大幅な減点になるので期日を守ること。

氏名：

時間数 授業項目

＜第一ブロック＞     

2.25 ガイダンス     

2.25 ①小型モータの特性試験Ⅰ     

2.25 ②小型モータの特性試験Ⅱ     

2.25 ③X線回折による定性分析演習

2.25 ④金属間化合物の作製とX線回折

2.25 ⑤ダイオードの静特性     

2.25 ⑥デジタル基本回路     

15.75 予備日，ﾚﾎﾟｰﾄ・課題指導     

     

＜第二ブロック＞     

2.25 ガイダンス     

2.25 ⑦直流分巻電動機の特性試験     

2.25 ⑧高電圧試験　     

2.25 ⑨半導体の電気抵抗の温度特性     

2.25 ⑩pn接合の接合容量の測定     

2.25 ⑪PWMによる小型直流ﾓｰﾀの速度制御Ⅰ   

2.25 ⑫PWMによる小型直流ﾓｰﾀの速度制御Ⅱ   

2.25 校外学習（施設，展示等の見学）     

15.75 予備日，ﾚﾎﾟｰﾄ・課題指導，口述試験  

2.25 ５年卒業研究発表聴講     

合計

67.5

時間

授業計画

□小型モータの基本特性を理解することができる。（B) (D)（G)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける第一ブロックの位置づけを理解する      

□小型モータの諸特性のはかり方を理解できる。（B)（D)（G)        

□X線回折データより物質を同定する手法を理解できる。 (C)         

□原料から合金を溶製し、X線回折による定性分析ができる。(C) (D) 

□半導体の静特性の測定方法とその性質が理解できる。（F)(D)   

□デジタル回路の基本回路を理解できる （D)        

□適切な報告書を作成でき，実験について説明できる。（D)

                

□カリキュラムにおける第二ブロックの位置づけを理解する

□産業界で用いられる直流機の諸特性を理解できる。（B)（D)（G)     

□1kV以上の電圧の特性について理解や考察ができる。（B)（D)

□半導体の電気抵抗測定から活性化エネルギーを算出できる。(F)(D) 

□ダイオードの拡散電位差，空乏層の幅を算出できる。(F) (D)        

□回路の製作ができる。（A)（D)      

□電圧制御回路の動作と各部回路素子の特性測定及び動作が理解できる。（B)（E)（

□自分が学んでいる電気工学の位置づけや価値を理解できる。（H)

□適切な報告書を作成でき，実験について説明できる。（D)

□第三者の発表を聞き、技術的な質問をすることができる。（H)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

授業毎に「授業プリント」を配布する。授業は基本的に「授業プリント」を用いて行い，教科書を参考書とし
て使用する。また，授業終了数分前に白紙プリントを配布し、授業内容をまとめた「授業まとめプリント」を
提出してもらう。「授業まとめプリント」や「定期試験のテスト」は返却し、理解度確認とそのフィードバックを
行う。

「電気回路Ⅱ」竹野裕正（オーム社）

「基礎からの交流理論」小亀、石亀、小郷（電気学会）

定期試験を7割，平常点（授業まとめプリント＋授業プリント）を3割とし，中間と期末の各区間毎に100点満点で評
価する。合否は各区間の評価の単純平均で判定する。遅刻欠席居眠りなど（欠席回数等）は最大20％の減点とする
（但し、減点は平常点の66.6％を超えないものとする）。

成績計算方法
総合成績=各区間の成績の和/2

区間の成績=定期試験の点数*0.7+(提出物提出回数-提出物未提出回数)/提出物提出回数*30-欠席回数等/授業回数
*20

※ひどい居眠りや授業を妨げるおしゃべり等も欠席回数等にカウントする場合がある。
※欠席回数等による減点は自学学習のエビデンスを自主的に提出することにより軽減する場合がある。

電気回路1，電気回路2，回路理論1

公式等をただ覚えるのではなく，数学的な考え方や物理現象をイメージできるようにすること。1～3年生の電気回
路と数学の知識が必須となる。授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として教
科書の熟読を予習とし、復習では「授業まとめプリント」の作成を行うこと。

科目名（和文）

回路理論2

Circuit Theory 2

電気回路の基礎の集大成としての位置づけの授業である。交流回路の周波数特性、基本的な回路の過渡現象、正弦
波交流だけでなくひずみ波交流、分布定数回路に至る内容を学ぶ。この授業は、数学を駆使した授業となるため、
数学的準備が必須である。

A. 交流の周波数特性やフィルタの原理を理解ができる。
B. 直流回路の過渡特性解析の基本的な演算ができる。
C. ひずみ波交流の基本的な計算ができる。
D. 分布定数回路を理解し，基本的な計算を行うことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 １．ガイダンス・交流回路の周波数特性１

1.5 ２．交流回路の周波数特性２

1.5 ３．基本回路の過渡現象１

1.5 ４．基本回路の過渡現象２

1.5 ５．ラプラス変換

1.5 ６．ラプラス変換による電気回路解析

1.5 ７．状態方程式による過渡解析

0.75 中間試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説・確認演習

８．ひずみは交流について

1.5 ９．フーリエ係数と直流成分

1.5 10.ひずみ波のフーリエ級数展開

1.5 11.ひずみは交流の回路計算

1.5 12.二端子対回路

1.5 13.分布定数回路の基礎

0.75 期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説・確認演習

合計

22.5

時間

□基本的な二端子対回路について理解することができる。(D)

□電信方程式や伝搬定数などを理解でき、分布定数回路の基礎を理解できる（D)

□ひずみ波交流とフーリエ級数展開について理解できる。(C)

□ひずみ波交流のフーリエ係数と直流成分を計算できる。(C)

□偶関数と奇関数について理解できる。(C)

□ひずみ波交流の基本的な回路計算ができる。（C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□各素子や組み合わせ回路の周波数特性を理解できる。（A)

□フィルタとその特性を理解できる。(A)

□各素子の電圧方程式を理解できる。(B)

□微分方程式を用いた基本的な過渡解析ができる。(B)

□ラプラス変換による電気回路の基本的な解析ができる。(B)

□状態方程式の基礎を理解できる。（B）

授業計画

□ラプラス変換と逆ラプラス変換の使用方法を理解で、基本的な計算ができる。(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

授業毎に「授業プリント」を配布する。授業は基本的に「授業プリント」を用いて行い，教科書を参考書とし
て使用する。また，授業終了数分前に白紙プリントを配布し、授業内容をまとめた「授業まとめプリント」を
提出してもらう。「授業まとめプリント」や「定期試験のテスト」は返却し、理解度確認とそのフィードバックを
行う。

「電気回路Ⅱ」竹野裕正（オーム社）

「基礎からの交流理論」小亀、石亀、小郷（電気学会）

定期試験を7割，平常点（授業まとめプリント＋授業プリント）を3割とし，中間と期末の各区間毎に100点満点で評
価する。合否は各区間の評価の単純平均で判定する。遅刻欠席居眠りなど（欠席回数等）は最大20％の減点とする
（但し、減点は平常点の66.6％を超えないものとする）。

成績計算方法
総合成績=各区間の成績の和/2

区間の成績=定期試験の点数*0.7+(提出物提出回数-提出物未提出回数)/提出物提出回数*30-欠席回数等/授業回数
*20

※ひどい居眠りや授業を妨げるおしゃべり等も欠席回数等にカウントする場合がある。
※欠席回数等による減点は自学学習のエビデンスを自主的に提出することにより軽減する場合がある。

電気回路1，電気回路2，回路理論1

公式等をただ覚えるのではなく，数学的な考え方や物理現象をイメージできるようにすること。1～3年生の電気回
路と数学の知識が必須となる。授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として教
科書の熟読を予習とし、復習では「授業まとめプリント」の作成を行うこと。

科目名（和文）

回路理論2

Circuit Theory 2

電気回路の基礎の集大成としての位置づけの授業である。交流回路の周波数特性、基本的な回路の過渡現象、正弦
波交流だけでなくひずみ波交流、分布定数回路に至る内容を学ぶ。この授業は、数学を駆使した授業となるため、
数学的準備が必須である。

A. 交流の周波数特性やフィルタの原理を理解ができる。
B. 直流回路の過渡特性解析の基本的な演算ができる。
C. ひずみ波交流の基本的な計算ができる。
D. 分布定数回路を理解し，基本的な計算を行うことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 １．ガイダンス・交流回路の周波数特性１

1.5 ２．交流回路の周波数特性２

1.5 ３．基本回路の過渡現象１

1.5 ４．基本回路の過渡現象２

1.5 ５．ラプラス変換

1.5 ６．ラプラス変換による電気回路解析

1.5 ７．状態方程式による過渡解析

0.75 中間試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説・確認演習

８．ひずみは交流について

1.5 ９．フーリエ係数と直流成分

1.5 10.ひずみ波のフーリエ級数展開

1.5 11.ひずみは交流の回路計算

1.5 12.二端子対回路

1.5 13.分布定数回路の基礎

0.75 期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説・確認演習

合計

22.5

時間

□基本的な二端子対回路について理解することができる。(D)

□電信方程式や伝搬定数などを理解でき、分布定数回路の基礎を理解できる（D)

□ひずみ波交流とフーリエ級数展開について理解できる。(C)

□ひずみ波交流のフーリエ係数と直流成分を計算できる。(C)

□偶関数と奇関数について理解できる。(C)

□ひずみ波交流の基本的な回路計算ができる。（C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□各素子や組み合わせ回路の周波数特性を理解できる。（A)

□フィルタとその特性を理解できる。(A)

□各素子の電圧方程式を理解できる。(B)

□微分方程式を用いた基本的な過渡解析ができる。(B)

□ラプラス変換による電気回路の基本的な解析ができる。(B)

□状態方程式の基礎を理解できる。（B）

授業計画

□ラプラス変換と逆ラプラス変換の使用方法を理解で、基本的な計算ができる。(B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

下記の教科書と補足プリントを用いた講義を行う．また，ほぼ毎回提出課題がある．
提出課題は採点の上返却され，授業でその解説が行われる．
定期試験は採点後の答案用紙が返却され，返却日に確認を行うことによって理解を深める．

『新・演習電磁気学』阿部 龍蔵著, サイエンス社

(参考書) 『単位が取れる電磁気学演習帳』 橋本 淳一郎著，講談社

半期を2つの区間に分け，区間評価の単純平均により総合評価を行う．区間評価は「試験(70%)+提出物(30%)」の100
点法によるものとする，試験等の素点は100点満点とは限らないので適宜点数を換算する．点数比率・点数換算の詳
細は答案返却時に説明される．提出課題は学習指導期間において再提出が可能になる場合がある．後半区間におい
ては特別の課題提出を求めることがある．これが行われる場合は，後半の区間評価に25%(25点)を限度とした加点・
減点があり得る．

2年次の「電気磁気学1」

ほぼ毎回提出課題があります．この提出課題を大いに利用して授業外学修に励んでください．授業外学修として45
時間を本講義の予習復習に充てること．

科目名（和文）

電気磁気学2

Electromagnetism 2

微積分・ベクトル解析といった「言葉」を用い，原理に基づいて電磁気学の「理論」を構成していく．

A. ベクトル解析の初等計算ができる．
B. 静電場・電位といったものの意味と数式との関係が理解できる．
C. 静電磁場の基本法則の積分形から微分形を導出できる．
D. 電流密度と静磁場，ローレンツ力に関する初等的な計算ができる．
E. 基本的な保存則(電荷およびエネルギー)が理解できる．
F. 誘導電場・変位電流の必要性が理解でき，マクスウェル方程式を書き下すことができる．
G. 電磁場が波動方程式を満たすことが理解できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 電荷密度と電場

1.5 電場と電位

1.5 ベクトル解析

1.5 電流密度と磁場

1.5 動く電荷と磁場，保存則

1.5 静電磁場の基本法則

1.5 まとめと補足

0.75 中間試験

0.5 中間試験の解説

1 電磁誘導と変位電流

1.5 マクスウェル方程式

1.5 電磁場のエネルギー

1.5 波動方程式

1.5 電磁波

1.5 まとめと補足

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□ 電磁場が満たす波動方程式(G)

□ 波動方程式の基本的な解(G)

後半区間の内容のまとめと補足

期末試験の解説．成績不振者がいた場合はその学びなおし

□ ファラデーの電磁誘導の法則，マクスウェルの変位電流(F)

□ 電場と磁場の統合，マクスウェル方程式(F)

□ 電磁場のする仕事とエネルギー(E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業方針，授業計画，評価方法の解説

□ クーロンの法則からガウスの法則へ(B)

□ 電場と電位，電気力のする仕事とエネルギー(A,B)

□ 微積分とベクトル解析の計算の演習(A)

□ ローレンツ力，電荷保存則(D,E)

□ 微分形を主体とした静電磁場の基本法則(A,C)

前半区間の内容のまとめと補足

授業計画

□ アンペールの法則とその微分形(D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電子回路

Electronic Circuits

・電子回路素子（ダイオード、トランジスタ、FETなど）の基本特性・動作の解説
・上記の回路素子を用いた増幅回路、発振回路を例とした基本的な電子回路の構成・動作の学習

A. 電子回路素子（ダイオード、トランジスタ、FETなど）の基本特性・動作を理解することができる。
B. 増幅回路の基本的な構成・動作を理解することができる。
C. 負帰還増幅回路や電力増幅回路など各種増幅回路の構成・動作を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主として授業を行う。授業において適宜演習問題を解き、理解度を高める。また、各授業開始時に授業外学
修(自学自習)の習得度確認として前回授業範囲の小テストを実施し採点したのちに返却し、未習得部分の確認を
行ってもらう。各1回の中間・期末試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握し
てもらう。

「わかりやすい電子回路」篠田庄司監修、和泉勲編著 コロナ社

なし

・定期試験毎に評価し（全2回）、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。

区間評価(100点満点)＝(1) 試験 (70%)+ (2) 平常点 (30%)
(1) 試験　70%
　　中間試験、期末試験を実施する。
(2) 平常点　30%
- ノート提出（10%）
- 小テスト（20%）

電子工学（3年)

電気系エンジニアをめざす学生にとって基礎となる大事な科目です。わからないところは、電子工学の見直しや、
質問を行う等、理解に努めてください。学修単位科目：授業外学修(自学自習)として課題(理解度確認テスト、授業
見直し・ノート整理)への取り組みに45時間を充ててください。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

＜電子回路素子＞

0.75 ダイオード

1.5 トランジスタ

0.75 電界効果トランジスタ

＜増幅回路の基礎＞

0.75 増幅回路の構成

1.5 増幅回路の動作

1.5 トランジスタの等価回路

1.5 増幅回路の特性変化

0.75 後期中間試験(演習)

＜いろいろな増幅回路＞

1.5 負帰還増幅回路

1.5 エミッタフォロア

1.5 差動増幅回路

1.5 OP アンプ回路

3 電力増幅回路

1.5 低周波増幅回路と高周波増幅回路

0.75 後期期末試験(演習)

1.5 学習指導期間（テスト解説）

合計

22.5

時間

授業計画

□ダイオードの構造、特性を理解できる(A)。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電気工学科における本科目の位置付け、重要性を理解している。

□学習の進め方、評価方法等を理解している。

□トランジスタの基本特性、基本回路について理解できる(A)。

□電界効果トランジスタ（FET）の構造、特性を理解できる(A)。

□増幅回路の構成、しくみについて理解できる(B)。

□増幅回路の動作、バイアスについて理解できる(B)。

□トランジスタの等価回路、h パラメータを理解できる(A,B)。

□トランジスタのバイアス変動、周波数特性が理解できる(A,B)。

□負帰還増幅回路の動作を理解し、増幅度の計算ができる(C)。

□エミッタフォロア増幅回路の動作が理解できる(C)。

□差動増幅回路動作を理解できる(C)。

□OP アンプ（演算増幅器）の動作、使い方が理解できる(C)。

□電力増幅回路の動作が理解できる(C)。

□低周波増幅回路と高周波増幅回路の基本が理解できる(C)。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電子回路

Electronic Circuits

・電子回路素子（ダイオード、トランジスタ、FETなど）の基本特性・動作の解説
・上記の回路素子を用いた増幅回路、発振回路を例とした基本的な電子回路の構成・動作の学習

A. 電子回路素子（ダイオード、トランジスタ、FETなど）の基本特性・動作を理解することができる。
B. 増幅回路の基本的な構成・動作を理解することができる。
C. 負帰還増幅回路や電力増幅回路など各種増幅回路の構成・動作を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主として授業を行う。授業において適宜演習問題を解き、理解度を高める。また、各授業開始時に授業外学
修(自学自習)の習得度確認として前回授業範囲の小テストを実施し採点したのちに返却し、未習得部分の確認を
行ってもらう。各1回の中間・期末試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握し
てもらう。

「わかりやすい電子回路」篠田庄司監修、和泉勲編著 コロナ社

なし

・定期試験毎に評価し（全2回）、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。

区間評価(100点満点)＝(1) 試験 (70%)+ (2) 平常点 (30%)
(1) 試験　70%
　　中間試験、期末試験を実施する。
(2) 平常点　30%
- ノート提出（10%）
- 小テスト（20%）

電子工学（3年)

電気系エンジニアをめざす学生にとって基礎となる大事な科目です。わからないところは、電子工学の見直しや、
質問を行う等、理解に努めてください。学修単位科目：授業外学修(自学自習)として課題(理解度確認テスト、授業
見直し・ノート整理)への取り組みに45時間を充ててください。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

＜電子回路素子＞

0.75 ダイオード

1.5 トランジスタ

0.75 電界効果トランジスタ

＜増幅回路の基礎＞

0.75 増幅回路の構成

1.5 増幅回路の動作

1.5 トランジスタの等価回路

1.5 増幅回路の特性変化

0.75 後期中間試験(演習)

＜いろいろな増幅回路＞

1.5 負帰還増幅回路

1.5 エミッタフォロア

1.5 差動増幅回路

1.5 OP アンプ回路

3 電力増幅回路

1.5 低周波増幅回路と高周波増幅回路

0.75 後期期末試験(演習)

1.5 学習指導期間（テスト解説）

合計

22.5

時間

授業計画

□ダイオードの構造、特性を理解できる(A)。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電気工学科における本科目の位置付け、重要性を理解している。

□学習の進め方、評価方法等を理解している。

□トランジスタの基本特性、基本回路について理解できる(A)。

□電界効果トランジスタ（FET）の構造、特性を理解できる(A)。

□増幅回路の構成、しくみについて理解できる(B)。

□増幅回路の動作、バイアスについて理解できる(B)。

□トランジスタの等価回路、h パラメータを理解できる(A,B)。

□トランジスタのバイアス変動、周波数特性が理解できる(A,B)。

□負帰還増幅回路の動作を理解し、増幅度の計算ができる(C)。

□エミッタフォロア増幅回路の動作が理解できる(C)。

□差動増幅回路動作を理解できる(C)。

□OP アンプ（演算増幅器）の動作、使い方が理解できる(C)。

□電力増幅回路の動作が理解できる(C)。

□低周波増幅回路と高周波増幅回路の基本が理解できる(C)。

開講年度 2022 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電子計算機

Computer Engineering

コンピュータのハードウェアの基礎を習得する。前半はノイマン型コンピュータの基礎として２進数およびブール
代数、論理回路の基礎を習得し、後半は論理回路およびコンピュータを構成する各装置やネットワーク等について
習得する。

A. ２進数による基本的な算術演算ができる。
B. 数の表現（補数等）の基本問題が解ける。
C. ブール代数と論理回路の基本的な問題が解ける。
D. ２進演算と算術回路の対応に関する基本問題が解ける。
E. メモリの構成、種類等を理解している。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業はパワーポイントを中心とし講義形式で進める。適宜、プリントを配布し、テスト前には知識整理用プリント
を回収し、テスト返却時に点数を伝えることで、理解度確認とそのフィードバックを行う。

「計算機システム（改訂版）」春日、舘泉 (コロナ社）

なし

半期を2区間に分け，各区間ごとに授業外学習課題提出と定期試験を行う．
定期試験[70%]，平常点（授業外学習課題[30%]）の比率とし，各区間の評価とする．
各区間の評価を平均して総合評価とする．
なお、授業態度が悪い場合は、評価から最大で１０％の範囲で減点をします。

情報処理（3年）

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容は授業前に教科書の該当部分をよく読
み、基礎知識を身につけた上で授業にの望むこと。授業では、重点テーマおよび重点ポイントを中心に講義を行
う。必ずメモをとり、家での復習では重点テーマに沿って、自分が理解した内容を別のノートにまとめ直すこと
で、十分な理解と知識の定着を図ること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 １．コンピュータの概要

4.5 ２．コンピュータでのデータ表現

4.5 ３．ブール代数とデジタル回路

0.75 中間試験

6 ４．２進演算と算術回路

1.5 ５．メモリ

1.5 ６．信頼性と信頼度

0.75 期末試験

1.5 学習指導（演習等）

合計

22.5

時間

授業計画

□２進数および基数の変換を理解し、基本的な問題が解ける。（A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□本授業の位置付けと年間授業計画、評価方法を理解している。

□基本的なシステム構成およびハードウェア構成を理解している。

□数の表現（補数、浮動小数点表示等）の基本問題が解ける。（B)

□２進数による基本的な算術演算ができる。（A)

□ブール代数の基本問題が解ける。（C)

□基本組み合わせ回路の基本問題が解ける。（C)

□論理回路の簡単化の基本問題が解ける。（C)

□順序回路の基本問題が解ける。（C)

□２進演算と算術回路の対応に関する基本問題が解ける。（D)

□メモリの構成、種類等を理解している。（E)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 16.5 24 4.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

[LavVIEW] 関連する基本的な座学を行いながら、演習を中心に授業を進める。演習や実習では適宜レポートを出
し、提出することを求める。レポートは、担当教員がチェックし不備がある場合には再提出を求めることで、
フィードバックを行う。[Arduino] グループに分け、1つのArduinoに対してグループ内で協力してプログラムを作
成する。適宜レポート提出を求める。レポートは、担当教員がチェックし不備がある場合には再提出を求めること
で、フィードバックを行う。

[LabVIEW] 堀桂太郎, 図解LabVIEW- ゼロからわかるバーチャル計測器 - 第2版, 森北出版株式会社, 2016.
[Arduiono] 授業中に配布するプリント

授業中に配布するプリント

１年を２区間に分けて前期末と後期末に評価する。総合評価は区間評価の単純平均とする。

[LabVIEW]
　区間評価 = 提出されたレポートの平均点

[Arduino]
  区間評価 = 提出されたレポートの平均点

授業態度に応じて10%の範囲で減点する。

創造設計(2年)

製作ではハンダやニッパーなどの基本的な工具を使用するので授業開始までに準備をしておくこと。卒業研究にも
応用できる内容なので積極的に参加してもらいたい。

科目名（和文）

メカトロニクス

Mechatronics

メカトロニクスとは、メカニクス(機械工学)とエレクトロニクス(電子工学)を組み合わせた世界で通用する和製英
語であり、機械工学，電気工学，電子工学，情報工学の知識･技術を融合させることによって機能性の高い機械シス
テムを提供するものである。本講義では、LabVIEW用いたオリジナル計測器の作成や、マイコン（Arduino）による
簡素なメカトロシステム作成を通して、これらの要素技術を修得する。

A.メカトロニクスの基本的な概念を理解する。
B.LabVIEWの基本的な使用方法を習得する。
C.LabVIEWを用いて、センサーで取得したデータを視覚化・保存できる。
D.LabVIEWを用いて外部回路へ出力・対象物を制御することができる。
E.AD変換の基本原理を理解できる。
F.Arduinoの基本的な使用方法を理解し、汎用入出力に関するプログラミングをすることができる。
G.Arduinoに、センサーやアクチュエータを接続し、制御することができる。
H.Processingの基本的な使用方法を理解し、これを用いてArduinoの入出力情報をPCで可視化することができる。
I.Arduinoを用いたメカトロシステムを構築し制御することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

[LabVIEW]

1.5 ガイダンス、LabVIEW の基本的な使い方

1.5 ストラクチャ(1)

1.5 ストラクチャ(2)

1.5 ストラクチャ(3)

1.5 ストラクチャ(4)

1.5 スイッチ

1.5 クラスタ

1.5 ファイル操作(1)

1.5 計測器の基礎

1.5 LabVIEW（計測編）アナログ計測(1)

1.5 LabVIEW（計測編）デジタル入力

1.5 LabVIEW（計測編）アナログ計測(2)

1.5 LabVIEW（計測編）ファイル操作(2)

1.5 LabVIEW（出力編）デジタル出力

1.5 LabVIEW（出力編）アナログ出力

[Arduino]

1.5 ガイダンス、Arduinoの基本的な使用法

3 Arduinoの汎用入出力に関するプログラミング

3 Arduinoへのセンサ入力と、アクチュエータの制御

6 Processingの基本的な使用法、PCとの通信

9 Arduinoを用いたメカトロシステムの構築と制御

合計

45

時間

□Arduinoの概要と操作の解説。(F)

□Arduinoの汎用入出力に関するプログラミング。 (F)

□Arduinoによるセンサ値の取得、アクチュエータの制御に関するプログラミング。(

□Processingの概要と操作の解説。基本的なプログラミングとPCとの通信、(H)

□Arduinoを用いてロボット等のメカトロシステムを構築し制御。(I)

□計測値をファイル保存、エクセルでデータ処理 (C,E)

□デジタル出力を用いて外部回路に出力(D)

□アナログ出力を用いて外部回路に出力(D,E)

□ファイル保存、エクセルでデータ処理(B)

□A/D コンバータ、計測関数(C,D,E)

□アナログ入力を用いた計測(C,E)

□デジタル入力を用いたブール入力 (C)

□センサを用いた計測 (C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□メカトロニクスの基本概念理解、LabVIEWの基本操作、制御器・表示器・変数(A,B)

□ストラクチャ・タイミング(B)

□ケースストラクチャ、シーケンスストラクチャ(B)

□フォーミュラノード(B)

□スイッチ動作、配列変数、配列関数(B)

□クラスタ、クラスタ関数(B)

授業計画

□ブール関数・チャート・グラフ・シフトレジスタ・フィードバックノード(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 16.5 24 4.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

[LavVIEW] 関連する基本的な座学を行いながら、演習を中心に授業を進める。演習や実習では適宜レポートを出
し、提出することを求める。レポートは、担当教員がチェックし不備がある場合には再提出を求めることで、
フィードバックを行う。[Arduino] グループに分け、1つのArduinoに対してグループ内で協力してプログラムを作
成する。適宜レポート提出を求める。レポートは、担当教員がチェックし不備がある場合には再提出を求めること
で、フィードバックを行う。

[LabVIEW] 堀桂太郎, 図解LabVIEW- ゼロからわかるバーチャル計測器 - 第2版, 森北出版株式会社, 2016.
[Arduiono] 授業中に配布するプリント

授業中に配布するプリント

１年を２区間に分けて前期末と後期末に評価する。総合評価は区間評価の単純平均とする。

[LabVIEW]
　区間評価 = 提出されたレポートの平均点

[Arduino]
  区間評価 = 提出されたレポートの平均点

授業態度に応じて10%の範囲で減点する。

創造設計(2年)

製作ではハンダやニッパーなどの基本的な工具を使用するので授業開始までに準備をしておくこと。卒業研究にも
応用できる内容なので積極的に参加してもらいたい。

科目名（和文）

メカトロニクス

Mechatronics

メカトロニクスとは、メカニクス(機械工学)とエレクトロニクス(電子工学)を組み合わせた世界で通用する和製英
語であり、機械工学，電気工学，電子工学，情報工学の知識･技術を融合させることによって機能性の高い機械シス
テムを提供するものである。本講義では、LabVIEW用いたオリジナル計測器の作成や、マイコン（Arduino）による
簡素なメカトロシステム作成を通して、これらの要素技術を修得する。

A.メカトロニクスの基本的な概念を理解する。
B.LabVIEWの基本的な使用方法を習得する。
C.LabVIEWを用いて、センサーで取得したデータを視覚化・保存できる。
D.LabVIEWを用いて外部回路へ出力・対象物を制御することができる。
E.AD変換の基本原理を理解できる。
F.Arduinoの基本的な使用方法を理解し、汎用入出力に関するプログラミングをすることができる。
G.Arduinoに、センサーやアクチュエータを接続し、制御することができる。
H.Processingの基本的な使用方法を理解し、これを用いてArduinoの入出力情報をPCで可視化することができる。
I.Arduinoを用いたメカトロシステムを構築し制御することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

[LabVIEW]

1.5 ガイダンス、LabVIEW の基本的な使い方

1.5 ストラクチャ(1)

1.5 ストラクチャ(2)

1.5 ストラクチャ(3)

1.5 ストラクチャ(4)

1.5 スイッチ

1.5 クラスタ

1.5 ファイル操作(1)

1.5 計測器の基礎

1.5 LabVIEW（計測編）アナログ計測(1)

1.5 LabVIEW（計測編）デジタル入力

1.5 LabVIEW（計測編）アナログ計測(2)

1.5 LabVIEW（計測編）ファイル操作(2)

1.5 LabVIEW（出力編）デジタル出力

1.5 LabVIEW（出力編）アナログ出力

[Arduino]

1.5 ガイダンス、Arduinoの基本的な使用法

3 Arduinoの汎用入出力に関するプログラミング

3 Arduinoへのセンサ入力と、アクチュエータの制御

6 Processingの基本的な使用法、PCとの通信

9 Arduinoを用いたメカトロシステムの構築と制御

合計

45

時間

□Arduinoの概要と操作の解説。(F)

□Arduinoの汎用入出力に関するプログラミング。 (F)

□Arduinoによるセンサ値の取得、アクチュエータの制御に関するプログラミング。(

□Processingの概要と操作の解説。基本的なプログラミングとPCとの通信、(H)

□Arduinoを用いてロボット等のメカトロシステムを構築し制御。(I)

□計測値をファイル保存、エクセルでデータ処理 (C,E)

□デジタル出力を用いて外部回路に出力(D)

□アナログ出力を用いて外部回路に出力(D,E)

□ファイル保存、エクセルでデータ処理(B)

□A/D コンバータ、計測関数(C,D,E)

□アナログ入力を用いた計測(C,E)

□デジタル入力を用いたブール入力 (C)

□センサを用いた計測 (C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□メカトロニクスの基本概念理解、LabVIEWの基本操作、制御器・表示器・変数(A,B)

□ストラクチャ・タイミング(B)

□ケースストラクチャ、シーケンスストラクチャ(B)

□フォーミュラノード(B)

□スイッチ動作、配列変数、配列関数(B)

□クラスタ、クラスタ関数(B)

授業計画

□ブール関数・チャート・グラフ・シフトレジスタ・フィードバックノード(B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

パワーエレクトロニクス

Power Electronics

誘導電動機、同期機器について原理・構造・理論・特性について学習し、さらに電気機器及びエネルギー変換の技
術としてのパワーエレクトロニクス関連技術の基礎を学ぶ。

A.電気機器の原理・構造・用途・特徴が理解できる。
B.電気機器の等価回路における特性計算が理解できる。
C.電気機器の特性や制御方法について理解できる。
D.電気機器の運用方法について理解できる。
E.電力変換の基礎を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

機器の原理・構造・理論特性を理解するための講義と、理解を深めるための毎講義前の事前演習課題を行い、提出
時の自己採点を行うことで授業への積極的な参加を促すとともに予習と復習を行い理解度を確かめる。

「電気機器」深尾　正　他著（実教出版）、「電気機器演習ノート」（実教出版）

「電気機器工学」天野寛徳・常広譲　共著（電気学会）

1年を2区間に分け．各学習単元ごとに授業以外学習（電気機器演習ノート）の毎時間前の事前演習課題提出と定期
試験を行い、定期テスト60％、小テストと普段点（課題）40％の比率で区間の評価とする。区間の評価を平均して
総合評価とする。

電子工学(3年)

授業時間前に実施する単元ごとの課題の提出を必ず行い、授業での理解度を高めるように取り組む。
学修単位科目：授業外学修(自学自習)として副読本(電気機器演習ノート)の取り組みに45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス     

1.5 三相誘導電動機の原理     

0.75 三相誘導電動機の構造と理論     

0.75 三相誘導電動機の等価回路     

0.75 三相誘導電動機の特性     

0.75 三相誘導電動機の運転     

0.75 円線図     

0.75 特殊かご型誘導電動機     

0.75 単相誘導電動機     

0.75 誘導電圧調整器     

0.75 三相同期発電機の原理と構造     

0.75 三相同期発電機の等価回路     

0.75 三相同期発電機の特性     

1.5 三相同期発電機の出力と並行運転     

0.75 三相同期電動機の原理     

0.75 三相同期電動機の特性     

1.5 三相同期電動機の始動とその利用     

1.5 電力変換方式     

     

3 まとめ　（年2回）     

1.5 定期試験　（年2回）     

1.5 学習指導期間　（年1回） 

合計

22.5

時間

授業計画

□滑りや回転速度などの算出方法を理解できる 。(B)      

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電機機器の種類と利用について理解できる 。(A)        

□回転の原理、移動磁界について理解できる 。(A)   

□固定子・回転子の構造や誘導起電力が理解できる 。(A)  

□等価回路を理解できる。(B)         

□始動や速度制御の方法について理解できる 。(C)

□円線図から各種特性を読み取ることができる。（B)(C)     

□特殊かご型の構造と特性について理解できる 。(A)        

□単相誘導電動機の構造と特性について理解できる 。(A)        

□誘導電圧調整器について理解できる。(A)         

□同期発電機の起電力の原理と構造が理解できる。（A) 

□電機子反作用と等価回路について理解できる。（B)         

□各種特性曲線を理解できる。（C)

□出力、負荷角や並列接続の負担が理解できる。（C)(D)      

□同期速度で回転することが理解できる。（A)      

□入力、出力、トルクの特性を理解できる 。（B)        

□同期電動機の始動や調相機への利用について理解できる。（D)  

□電力変換装置の原理が理解できる。（E)   

     

□復習や関連項目の講義で学習項目を確認する。    

前期定期試験Ⅰ，Ⅱ、後期定期試験Ⅰ，Ⅱ         

学習事項の定着確認。      
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書を中心として授業を行い，適宜レポート課題を行う。
レポート課題については，授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。

「電力工学（改訂版）」江間敏，甲斐隆章（コロナ社）

なし

定期試験は，前期中間試験，前期期末試験の計２回行う。
講義期間中に，｢達成目標｣に基づく内容のレポート課題を行う。
定期試験では，授業＆レポート課題の理解度，及び授業外学習の課題の理解度を確認する。
各区間の成績は，定期試験70[％]，平常点（レポート課題他）30[％]とし，総合成績は各区間成績の平均とする。
授業態度が悪い場合，平常点の範囲で減点対象とする。

高電圧工学　（５年）

積極的にテキストに目を通し，科目全体像の把握に努めること。レポート課題は授業のポイント整理になるので自
ら解答すること。 ●学修単位科目：授業外学修（自学自習）として課題（テキストの演習問題を中心にした理解
度確認課題）への取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

発変電工学

Power Generation and Transformation Engineering

水力発電，火力発電，原子力発電などの従来の発電システムから燃料電池，太陽光発電などの新しい発電システム
までの発電原理やそれに付随する理論について学ぶ。また，得られた電力を安定して供給するために必要となる変
電設備について学習する。

A.水力発電，火力発電，原子力発電など従来の発電システムについて説明できる。
B.変電の基礎的な事項について説明できる。
C.燃料電池，太陽光発電など新しい発電システムについて説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 水力発電の概要

1.5 流量と落差、ダム、水車、発電機

1.5 揚水発電、比速度

1.5 火力発電、各種熱サイクル

1.5 各種効率、熱消費率、蒸気消費率

1.5 タービン発電機、環境対策設備

0.75 前期中間試験（演習）

1.5 試験の講評

1.5 原子力発電の基本、核燃料サイクル，高速増殖炉

1.5 原子力発電の安全設計、太陽光発電

1.5 風力発電、燃料電池

1.5 異常電圧、進行波の基礎

1.5 避雷器・絶縁協調、誘導障害

1.5 変電所と保護継電器、保護方式

0.75 前期期末試験（演習）

1.5 学修指導期間（試験の講評）

合計

22.5

時間

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

□原子力発電の安全設計(A)、太陽光発電を説明できる(C)

□風力発電、燃料電池を説明できる(C)

□異常電圧、進行波の基礎を説明できる(B)

□避雷器・絶縁協調、誘導障害を説明できる(B)

□変電所と保護継電器、保護方式を説明できる(B)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□原子力発電、核燃料サイクルや高速増殖炉を説明できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画，評価方法の説明

□水力発電の各種方式を説明できる(A)

□揚水式の水力発電、比速度を説明できる(A)

□火力発電、各種熱サイクルを説明できる(A)

□火力発電システムの発電効率、熱消費率、蒸気消費率の計算できる(A)

□タービン発電機、環境対策設備を説明できる(A)

授業計画

□流量、落差、水力発電所の構成を説明できる(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書を中心として授業を行い，適宜レポート課題を行う。
レポート課題については，授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。

「電力工学（改訂版）」江間敏，甲斐隆章（コロナ社）

なし

定期試験は，前期中間試験，前期期末試験の計２回行う。
講義期間中に，｢達成目標｣に基づく内容のレポート課題を行う。
定期試験では，授業＆レポート課題の理解度，及び授業外学習の課題の理解度を確認する。
各区間の成績は，定期試験70[％]，平常点（レポート課題他）30[％]とし，総合成績は各区間成績の平均とする。
授業態度が悪い場合，平常点の範囲で減点対象とする。

高電圧工学　（５年）

積極的にテキストに目を通し，科目全体像の把握に努めること。レポート課題は授業のポイント整理になるので自
ら解答すること。 ●学修単位科目：授業外学修（自学自習）として課題（テキストの演習問題を中心にした理解
度確認課題）への取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

発変電工学

Power Generation and Transformation Engineering

水力発電，火力発電，原子力発電などの従来の発電システムから燃料電池，太陽光発電などの新しい発電システム
までの発電原理やそれに付随する理論について学ぶ。また，得られた電力を安定して供給するために必要となる変
電設備について学習する。

A.水力発電，火力発電，原子力発電など従来の発電システムについて説明できる。
B.変電の基礎的な事項について説明できる。
C.燃料電池，太陽光発電など新しい発電システムについて説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 水力発電の概要

1.5 流量と落差、ダム、水車、発電機

1.5 揚水発電、比速度

1.5 火力発電、各種熱サイクル

1.5 各種効率、熱消費率、蒸気消費率

1.5 タービン発電機、環境対策設備

0.75 前期中間試験（演習）

1.5 試験の講評

1.5 原子力発電の基本、核燃料サイクル，高速増殖炉

1.5 原子力発電の安全設計、太陽光発電

1.5 風力発電、燃料電池

1.5 異常電圧、進行波の基礎

1.5 避雷器・絶縁協調、誘導障害

1.5 変電所と保護継電器、保護方式

0.75 前期期末試験（演習）

1.5 学修指導期間（試験の講評）

合計

22.5

時間

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

□原子力発電の安全設計(A)、太陽光発電を説明できる(C)

□風力発電、燃料電池を説明できる(C)

□異常電圧、進行波の基礎を説明できる(B)

□避雷器・絶縁協調、誘導障害を説明できる(B)

□変電所と保護継電器、保護方式を説明できる(B)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□原子力発電、核燃料サイクルや高速増殖炉を説明できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画，評価方法の説明

□水力発電の各種方式を説明できる(A)

□揚水式の水力発電、比速度を説明できる(A)

□火力発電、各種熱サイクルを説明できる(A)

□火力発電システムの発電効率、熱消費率、蒸気消費率の計算できる(A)

□タービン発電機、環境対策設備を説明できる(A)

授業計画

□流量、落差、水力発電所の構成を説明できる(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電力系統工学

Electric Power System Engineering

電力は我々の生活に身近であり必要不可欠なエネルギーである。本授業では電力システムの基本構成，等価回路，
送電線路の計算，系統安定度，系統故障，電力系統の電圧・周波数制御，配電方式，配電線路の計算などについて
学ぶ。

A.電力システムの構成について説明ができる。
B.三相交流計算および単位法計算ができる。
C.送配電系統の基本的な解析ができる。
D.故障計算および安定度計算について理解し基本的な事象の解析ができる。
E.電気事業にかかわる諸設備を理解し説明ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書を中心として行い，適宜レポート課題を行う。
レポート課題については，授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。

「電力工学（改訂版）」江間敏，甲斐隆章（コロナ社）

なし

定期試験は，前期中間試験，前期期末試験の計２回行う。
講義期間中に，｢達成目標｣に基づく内容のレポート課題を行う。
定期試験では，授業＆レポート課題の理解度，及び授業外学習の課題の理解度を確認する。
各区間の成績は，定期試験70[％]，平常点（レポート課題他）30[％]とし，総合成績は各区間成績の平均とする。
授業態度が悪い場合，平常点の範囲で減点対象とする。

高電圧工学（５年）

積極的にテキストに目を通し，科目全体像の把握に努めること。レポート課題は授業のポイント整理になるので自
ら解答すること。 ●学修単位科目：授業外学修（自学自習）として課題（テキストの演習問題を中心にした理解
度確認課題）への取り組みに45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 単相・三相交流回路、日本の電力系統

1.5 三相送電、電力系統の運用・制御

1.5 送電方式、送電線路の種類、変電設備

1.5 架空送電線路の線路定数

1.5 送電線路の等価回路

1.5 単位法表現、送電容量の決定、電力円線図

0.75 後期中間試験（演習）

1.5 試験の講評

1.5 安定度、安定度の向上、電圧安定度

1.5 故障事象、故障計算

1.5 送電系統の故障計算

1.5 電力系統の制御、電圧制御

1.5 無効電力制御、周波数制御

1.5 配電方式、負荷特性、新電力システム

0.75 後期期末試験（演習）

1.5 学習指導期間（試験の講評）

合計

22.5

時間

授業計画

□三相送電、電圧、力率の演算(B)、電力系統の運用･制御，給電運用を説明できる(A

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画，評価方法の説明

□交流回路の復習(B)、日本の電力系統の特徴を説明できる(A)

□送電方式、電圧階級、送電線路(A)、変電所，開閉器，調相機器を説明できる(E)

□架空線路の線路定数を計算できる(B,C)

□送電線の等価回路を説明できる(B,C)

□単位法表現、送電容量、電力円線図を説明できる(B,C)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□安定度の種類、安定度の向上、電圧安定性を説明できる(D)

□電力系統の代表的な故障、基本的な故障計算を行うことができる(D)

□送電系統における故障についての基本的計算を行うことができる(D)

□電力系統の制御方法、電圧制御を説明できる（A)

□無効電力制御、周波数制御を説明できる（A)

□配電方式(A)、負荷特性(A,C,E)、分散電源、スマートグリッドを説明できる(A,E)

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書に用いる「物性科学」の中で、結晶と電気伝導に関する章を中心に講義を行う、理解を深めるために適宜演
習問題を行う。演習問題については解答例を解説し、間違いがあれば修正し再提出してもらう。定期試験について
も解答例を解説し、理解度を確認するとともに学習内容の定着を図る。

理工学基礎 物性科学 改訂版, 坂田亮・村山明宏 共著, 培風館

各区間の評価は、定期試験を70％、演習問題を30％とする。総合評価は各区間の単純平均とする。演習問題は間
違ったところを赤ペンなどで直し、完全な解答を再提出すれば減点しない。ただし、計算過程を省略すると減点と
なるので注意すること。

電子工学(3年)，電気電子材料(5年)

3年生までの数学・物理関連科目を修得していること。特に指数関数、微分・積分についてよく復習しておくこと。
授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として、予習として教科書を一読し、復
習として授業ノートのまとめと演習問題を行うこと。

科目名（和文）

応用物理

Applied Physics

電気系の技術者にとって、電子物性は電磁気学、電気回路と同様に欠くことのできない重要な分野である。電子物
性における基本的知識を修めることがこの科目の目標であり、具体的には固体について取扱い、特に半導体を中心
に勉強する。

A. 結晶構造の表現手法や解析手法を理解することができる。
B. 固体中の自由電子の運動を表現することができる。
C. フェルミエネルギーについて理解することができる。
D. 電界中の固体電子の運動を表現することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 結晶（1）

1.5 結晶（2）

1.5 結晶（3）

1.5 金属中の自由電子（1）

1.5 金属中の自由電子（2）

0.75 中間試験

1.5 試験問題の解説・復習

1.5 固体中の電子状態（1）

1.5 固体中の電子状態（2）

1.5 固体中の電子状態（3）

1.5 固体中の電子状態（4）

1.5 固体中の電子状態（5）

1.5 固体中の電子状態（6）

0.75 期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

22.5

時間

□期末までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。

　きる。（C）

□群速度と有効質量について理解できる。（D）

□周期的ポテンシャル中の電子のエネルギー、速度、有効質量と波数の関係

　について理解できる。（D）

□エネルギーと波数の関係から、導体、絶縁体、半導体を説明できる。（D）

　（B）

□フェルミ-ディラック分布、フェルミ・エネルギーについて理解できる。

　（C）

□電子数密度と状態密度とフェルミ分布関数の関係を理解できる。（C）

□自由電子のフェルミ波数、フェルミ速度、フェルミ温度について理解で

□水素分子中の電子のエネルギー、結晶中の電子のエネルギー帯について

　理解できる。（B）

□結晶中の電子のポテンシャル・エネルギーについて理解できる。（B）

□固体結晶中の自由電子における粒子性と波動性について理解できる。（B）

□周期的ポテンシャル場中の電子とブリュアン領域について理解できる。

□中間までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。

□水素原子中の電子のエネルギー準位と量子数について理解できる。（B）

□金属中での自由電子の運動について理解できる。（B）

□衝突時間、流動速度、オームの法則の式を理解できる。（B）

□緩和時間と移動度について理解できる。（B）

□合成緩和時間、合成抵抗率について理解できる。（B）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□空間格子と格子定数を理解できる。（A）

□ブラベー格子を理解できる。（A）

□ブラッグの回折条件を使って計算できる。（A）

□X 線回折による物質の同定について理解できる。（A）

□格子欠陥の種類について理解できる。（A）

授業計画

□格子方向と格子面を求めることができる。（A）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書に用いる「物性科学」の中で、結晶と電気伝導に関する章を中心に講義を行う、理解を深めるために適宜演
習問題を行う。演習問題については解答例を解説し、間違いがあれば修正し再提出してもらう。定期試験について
も解答例を解説し、理解度を確認するとともに学習内容の定着を図る。

理工学基礎 物性科学 改訂版, 坂田亮・村山明宏 共著, 培風館

各区間の評価は、定期試験を70％、演習問題を30％とする。総合評価は各区間の単純平均とする。演習問題は間
違ったところを赤ペンなどで直し、完全な解答を再提出すれば減点しない。ただし、計算過程を省略すると減点と
なるので注意すること。

電子工学(3年)，電気電子材料(5年)

3年生までの数学・物理関連科目を修得していること。特に指数関数、微分・積分についてよく復習しておくこと。
授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として、予習として教科書を一読し、復
習として授業ノートのまとめと演習問題を行うこと。

科目名（和文）

応用物理

Applied Physics

電気系の技術者にとって、電子物性は電磁気学、電気回路と同様に欠くことのできない重要な分野である。電子物
性における基本的知識を修めることがこの科目の目標であり、具体的には固体について取扱い、特に半導体を中心
に勉強する。

A. 結晶構造の表現手法や解析手法を理解することができる。
B. 固体中の自由電子の運動を表現することができる。
C. フェルミエネルギーについて理解することができる。
D. 電界中の固体電子の運動を表現することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 結晶（1）

1.5 結晶（2）

1.5 結晶（3）

1.5 金属中の自由電子（1）

1.5 金属中の自由電子（2）

0.75 中間試験

1.5 試験問題の解説・復習

1.5 固体中の電子状態（1）

1.5 固体中の電子状態（2）

1.5 固体中の電子状態（3）

1.5 固体中の電子状態（4）

1.5 固体中の電子状態（5）

1.5 固体中の電子状態（6）

0.75 期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

22.5

時間

□期末までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。

　きる。（C）

□群速度と有効質量について理解できる。（D）

□周期的ポテンシャル中の電子のエネルギー、速度、有効質量と波数の関係

　について理解できる。（D）

□エネルギーと波数の関係から、導体、絶縁体、半導体を説明できる。（D）

　（B）

□フェルミ-ディラック分布、フェルミ・エネルギーについて理解できる。

　（C）

□電子数密度と状態密度とフェルミ分布関数の関係を理解できる。（C）

□自由電子のフェルミ波数、フェルミ速度、フェルミ温度について理解で

□水素分子中の電子のエネルギー、結晶中の電子のエネルギー帯について

　理解できる。（B）

□結晶中の電子のポテンシャル・エネルギーについて理解できる。（B）

□固体結晶中の自由電子における粒子性と波動性について理解できる。（B）

□周期的ポテンシャル場中の電子とブリュアン領域について理解できる。

□中間までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。

□水素原子中の電子のエネルギー準位と量子数について理解できる。（B）

□金属中での自由電子の運動について理解できる。（B）

□衝突時間、流動速度、オームの法則の式を理解できる。（B）

□緩和時間と移動度について理解できる。（B）

□合成緩和時間、合成抵抗率について理解できる。（B）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□空間格子と格子定数を理解できる。（A）

□ブラベー格子を理解できる。（A）

□ブラッグの回折条件を使って計算できる。（A）

□X 線回折による物質の同定について理解できる。（A）

□格子欠陥の種類について理解できる。（A）

授業計画

□格子方向と格子面を求めることができる。（A）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することもある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分Ⅱ　岡本和夫(実教出版)

新版　微分積分Ⅱ演習　岡本和夫(実教出版)

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 前期を2区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 前期末に再試験を行うこともあるが、前期中間の総合成績が20点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学1、基礎数学2、微分積分学、代数幾何学、解析学1

三年生までに履修した解析学の知識を基礎としていますから、基礎ができていない場合は前に戻って公式等の確認
が必要です。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題への取り組み等に45時間を充
てること。

科目名（和文）

電気数学1

Mathematics for Electrical Engineering 1

解析学１までの内容を基礎とし、２変数関数の極値問題、微分方程式の解法について学ぶ。

A. ２変数関数の偏微分に関して様々な計算ができる。
B. ２変数関数の極値問題を解くことができる。
C. 陰関数の基本的な問題を解くことができる。
D. 陰関数の極値問題を解くことができる。
E. 微分方程式の意味を理解し、基本的な微分方程式の問題を解くことができる。
F. 微分方程式の基礎を理解し、変数分離形の解を求めることができる。
G. 変数分離形を基礎とし、線形微分方程式を解くことができる。
H. 複雑な線形微分方程式を解くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 偏微分の復習

3 極値問題

1.5 陰関数定理

1.5 接線・法線

1.5 陰関数の極値

0.75 前期中間試験

１　微分方程式と解

0.75 微分方程式

0.75 微分方程式の解

1.5 初期値問題と境界値問題

２　１階微分方程式

1.5 変数分離形

1.5 同次形

1.5 線形微分方程式

３　２階微分方程式

1.5 ２階線形微分方程式と解

1.5 定数係数の同次線形微分方程式

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□複雑な線形微分方程式を解くことができる(H)

□前期末試験

□同次形の微分方程式について計算できる(F)

□線形微分方程式の定義とその解について理解できる(G)

□２階微分方程式を解くことができ、さらに、条件に合う解を計算できる(H)

□微分方程式の解の意味が理解できる(E)

□微分方程式の基本的な計算ができる(E)

□変数分離形の微分方程式について計算できる(F)

□微分方程式の意味が理解できる(E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画と評価方法を理解する

□２変数関数の基本的な計算ができる(A)

□２変数関数の極値を取る点のもつ条件を計算できる(A)

□陰関数定理を用いて、２変数関数の導関数を計算できる(B)

□陰関数の極値を求めることができる(D)

□前期中間試験

授業計画

□陰関数の接線や法線を求めることができる(C)

－199－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することもある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版 線形代数　岡本和夫（実教出版）

線形代数キャンパスゼミ　馬場敬之（マセマ出版）、授業プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト、演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評定算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性があり。
(4)中間の区間成績が20点未満の場合、不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学1、基礎数学2、代数幾何学

授業の予習・復習や課題の演習において、練習問題にたくさん取り組こと。本授業は学修単位科目となっており、
授業外学修として課題（予習・復習などを含む自学自習）への取り組みに45時間を充てること。

科目名（和文）

電気数学2

Mathematics for Electrical Engineering 2

連立1次方程式の解法、行列式とその応用、固有値・固有ベクトルを学習する。

A. 行列の基本演算ができる。
B. 行列の性質を用いて連立1次方程式が解ける。
C. 行列式の求め方と性質を理解し、連立1次方程式の解法へ応用できる。
D. 行列の固有値と固有ベクトルを求めることができる。
E. 正方行列の対角化ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 行列の復習

4.5 連立1次方程式の解法

3 行列式

0.75 中間試験

3 行列式の応用

3 固有値と固有ベクトル

4.5 行列の対角化

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□定期試験

□試験の返却と解説、理解が不十分な内容の補足

□正方行列の対角化(E)

□行列の対角化可能条件(E)

□対称行列の対角化(E)

□固有値の固有ベクトルの求め方(D)

□定期試験

□クラメルの公式を用いた連立1次方程式の解法(C)

□行列式の定義と性質（サラスの方法）(C)

□余因子を用いた行列式の展開(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認および評価方法などの説明

□行列の基本演算（和・差・積）の復習(A)

□行列の基本変形と階数(A)

□掃き出し法を用いた連立1次方程式の解法(B)

□連立1次方程式が解をもつ条件(B)

□基本変形による逆行列の求め方(B)

授業計画

－200－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することもある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版 線形代数　岡本和夫（実教出版）

線形代数キャンパスゼミ　馬場敬之（マセマ出版）、授業プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト、演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評定算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性があり。
(4)中間の区間成績が20点未満の場合、不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学1、基礎数学2、代数幾何学

授業の予習・復習や課題の演習において、練習問題にたくさん取り組こと。本授業は学修単位科目となっており、
授業外学修として課題（予習・復習などを含む自学自習）への取り組みに45時間を充てること。

科目名（和文）

電気数学2

Mathematics for Electrical Engineering 2

連立1次方程式の解法、行列式とその応用、固有値・固有ベクトルを学習する。

A. 行列の基本演算ができる。
B. 行列の性質を用いて連立1次方程式が解ける。
C. 行列式の求め方と性質を理解し、連立1次方程式の解法へ応用できる。
D. 行列の固有値と固有ベクトルを求めることができる。
E. 正方行列の対角化ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 行列の復習

4.5 連立1次方程式の解法

3 行列式

0.75 中間試験

3 行列式の応用

3 固有値と固有ベクトル

4.5 行列の対角化

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□定期試験

□試験の返却と解説、理解が不十分な内容の補足

□正方行列の対角化(E)

□行列の対角化可能条件(E)

□対称行列の対角化(E)

□固有値の固有ベクトルの求め方(D)

□定期試験

□クラメルの公式を用いた連立1次方程式の解法(C)

□行列式の定義と性質（サラスの方法）(C)

□余因子を用いた行列式の展開(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認および評価方法などの説明

□行列の基本演算（和・差・積）の復習(A)

□行列の基本変形と階数(A)

□掃き出し法を用いた連立1次方程式の解法(B)

□連立1次方程式が解をもつ条件(B)

□基本変形による逆行列の求め方(B)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 3

講義 演習 実験・実習

必修 6.75 18 42.75

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気工学実験3

Experiments in Electrical Engineering 3

電気機器、電気電子回路、計測・制御、電子物性等の基礎的な現象について測定、製作、解析、考察する。様々な
実験を通じて創造性や論理的思考を育成する。

A. 基礎となる配線や回路製作などを行うことができる。
B. 基本的な装置を取り扱うことができる。
C. 実験で得られた結果や考察などを第三者に正確に伝えることができる。
D. 第三者の説明や発表を理解し、考えることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

18の実験を前期9、後期9に分けてローテーションで行う（教室での諸注意の後、各部屋に分かれて実験を行い、実
験終了時に実験ノートを担当教員へ提出し終了となる）。各実験ではその内容をまとめた「実験レポート」を提出
してもらう。提出された「実験レポート」は指導教員が内容を確認し、内容が不十分の場合には個別指導の上、再
提出してもらう（3週に1度レポート指導を実施する）。また、実験内容の発表資料作成の指導、実験内容の発表及
び質疑応答、校外学習、口述試験、卒研聴講をそれぞれ1回ずつ行う。

電気工学実験指導書、実験心得、その他プリント等

なし

・前期9回、後期9回行われる「実験」に参加し、全てのレポート（各10点満点で評価）並びに実験ノート（10点満
点で評価）を提出することが評価の前提となる。これに口述試験、発表の評価点（何れも10点満点で評価）を加え
て全体を評価する。総合評価はレポートを70％、実験ノートを10%、口述試験を10%、発表を10%とし、合否を判別す
る。なお、未完成レポートや提出遅れ等は総合得点から最大30%の減点となる。
計算式：総合評価=(レポートの合計点/18×7.0＋実験ノートの点数＋口述試験の点数＋発表の点数－遅れレポート
等の数/18×30)
・レポートの点数(各10点×18回)は教員によって評価方法が異なるため，ガイダンスで説明が行われる。例えば，
山下の場合、12個の評価項目(事前レポート、表紙、実験目的、実験方法、使用器具、接続図、実験結果、特性算
出、検討事項、考察、結論、参考文献)を考察を除いて各1点とし(考察は5点)、初回提出時の点数(合計値/3.2で最
大5点)と最終提出時の点数(合計値/3.2で最大5点)の合計をレポートの点数とする。なお、初回の提出期限に遅れて
しまった場合には初回提出点0点，最終提出期限に遅れてしまった場合には修正個所の点数を0点とする。

電気工学基礎、電気工学実験1、電気工学実験2、電気工学実験3

事前に実験指導書を必ず読み、率先して実験を行うこと。理解することにより、実験は楽しくなり、楽しくなると
より、理解が進みます。実験を行ったら一つでも二つでも良いので何かを吸収してください。「こういうものか」
ではなく「なぜこうなるのか」と疑問を持つようにしよう。

氏名：

時間数 授業項目

＜実験第一ブロック＞     

2.25 ガイダンス　※講義

2.25 ①柱上変圧器の特性試験

2.25 ②風車の出力特性測定試験

2.25 ③同期発電機のパラメータ測定Ⅰ     

2.25 ④リニアモーターの製作と動作実験 

2.25 ⑤三相整流回路の実験 

2.25 ⑥誘導電動機の特性実験

2.25 ⑦リレーシーケンス制御の基礎

2.25 ⑧リレーシーケンス制御の応用

2.25 ⑨PLC制御の基礎と応用

＜実験第二ブロック＞     

2.25 ガイダンス　※講義

2.25 ①同期発電機のパラメータ測定Ⅱ     

2.25 ②M-Gセットの制御に関する試験

2.25 ③碍子のフラッシュオーバー試験

2.25 ④三相インバータの製作１

2.25 ⑤三相インバータの製作２     

2.25 ⑥三相インバータの製作３

2.25 ⑦制御系の過渡応答

2.25 ⑧制御系の周波数応答

2.25 ⑨フィードバック制御の応用

＜3テーマの実験実施後に面接形式のレポート

  個別指導を実施する※演習＞  

2.25 レポート指導①

2.25 レポート指導②

2.25 レポート指導③,発表準備

2.25 レポート指導④

2.25 レポート指導⑤

2.25 レポート指導⑥

＜その他・発表見学等＞

2.25 実験内容の発表　※演習

2.25 校外学習（施設，展示等の見学）※実習

2.25 口述試験（実験予備日，レポート指導）※演習

2.25 ５年卒業研究発表聴講　※講義

   

合計

67.5

時間

授業計画

□同期機の無負荷飽和曲線や三相短絡曲線を測定できる。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□実験の概要や目的を理解できる。

□変圧器の効率測定試験ができる。

□風力発電の出力特性を理解することができる。           

□リニアモータの移動磁界を理解し走行試験ができる。         

□整流回路を理解し、変圧器の電圧・電流を実測できる。

□誘導電動機の等価回路を理解し特性試験ができる。

□リレーシーケンス制御の動作を理解できる。

□リレーシーケンス制御の回路を組み立てることができる。

□PLC制御の動作を理解し、リレーと同様の動作制御ができる。

□実験の概要や目的を理解できる。  

□同期機の逆相インピーダンスの測定ができ、対象座標法を理解できる。

□同期発電機の制御について理解できる。

□高電圧発生装置を用いて碍子の特性試験ができる。

□三相インバーターの回路を理解し回路製作ができる。         

□三相インバーターの動作を理解できる。         

□三相インバーターの動作を理解し波形観測ができる。         

□制御系のステップ応答について理解できる。

□ベクトル軌跡とナイキストの安定判別法を理解できる。

□センサーを用いたフィードバック制御系を理解できる。

□適切なレポートを書くことができる(C,D)。

□適切なレポートを書くことができる(C,D)。

□適切なレポートを書くことができる。発表資料を作成できる(C,D)。

□適切なレポートを書くことができる(C,D)。

□適切なレポートを書くことができる(C,D)。

□適切なレポートを書くことができる(C,D)。

  

□実験内容について発表できる(C,D)。

□電気工学の位置づけや価値を理解できる(D)。         

□適切な報告書を作成でき、行った実験について説明できる(C)。 

□第三者の発表を理解し、質疑応答に参加できる(D)。

注意：到達目標について特に記述のないものはすべて(A,B,C)     
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

システム工学

System Engineering

世の中には，電球や自転車など小規模なシステムからコンピュータシステム，交通システムなど大規模なシステ
ムに至るまで，様々なシステムが存在する。システム工学は電気工学，機械工学，情報科学，経営工学など様々な
工学分野，又はそれらの融合分野で生み出されるシステムの計画や分析，設計，評価などの基礎になる学問であ
る。本授業では，全体最適を目標とするシステム工学で用いられる解析手法や最適化手法，シミュレーション，管
理手法などのほか，経営システムへ応用した生産計画や在庫管理手法などについても学ぶ。

　システムの解析手法，最適化手法，シミュレーション，管理手法などを理解し，説明できる。
<解析手法>
A.回帰分析，相関，信頼度などについて理解し，活用できる。
<最適化手法>
B.線形計画法，意思決定法などについて理解し，活用できる。
<シミュレーション>
C.モデリング，モンテカルロ法，待ち行列などについて理解し，活用できる。
<管理手法>
D.PERT，CPMどについて理解し，活用できる。
<経営システムへの応用>
E.生産計画，在庫管理，損益分岐点分析，品質管理などについて理解し，活用できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書，プリントを中心として行い，適宜演習（レポート課題）を行う。
演習(レポート課題）については，授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。

「システム工学 －定量的な意思決定法－」井上雅裕，陳 新開，長谷川浩志 著（オーム社）

なし

定期試験は，前期中間，前期期末，後期中間および学年末の計４回行う。
講義期間中に，｢達成目標｣に基づく内容のレポート課題を行う。
各区間の成績は，定期試験素点70[％]，レポート課題点30[％]とし，総合成績は各区間成績の平均とする。

本科目の内容は，電気工学や情報科学などの専門科目に特化した内容ではなく，多くの専門分野を融合させた内容
となっている。特に経営システムとして生産管理的な内容も含まれるので，やがて係わる企業活動への応用も頭に
入れながら積極的に学習してほしい。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス，システム工学概要

１．システムの例

6 品質管理の基礎数理

１．集合

２．確率分布

３．正規分布

４．区間推定（平均値）

1.5 経営システムにおける品質管理概要

１．QC７つ道具

0.75 前期中間試験

1.5 試験の講評

6 統計的品質管理

１．区間推定（分散）

２．区間推定（計数値）

３．統計的検定

４．統計的検定（母平均の差の検定）

3 品質管理の手法

１．抜き取り検査

２．工程能力（ＣＰ値），相関

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間(試験の講評）

3 システム工学の経営システムへの応用（１）

１．発注方式

２．生産計画（モンテカルロシミュレーション）

1.5 システム工学における解析手法

１．信頼性

4.5 システム工学における最適化手法

１．線形計画法

２．意思決定法

３．ゲームの理論

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

3 システム工学におけるシミュレーション

１．モデリング

２．待ち行列（モンテカルロシミュレーション）

3 システム工学における管理手法

１．ＰＥＲＴ，ＣＰＭ

２．ラベリング

3 システム工学の経営システムへの応用（２）

１．予測技法

２．経済性分析，損益分岐点分析

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間(試験の講評）

合計

45

時間

授業計画

□　確率分布（Ｅ）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画・評価方法の説明，講義全体の概要

□ システム工学の目的，システムの例（Ｅ）

品質管理の数学的裏付けを学ぶ

□　集合（Ｅ）

□　正規分布（Ｅ）

□　区間推定（平均値）（Ｅ）

品質管理の目的と生産現場で使われる品質管理手法を学ぶ

□　特性要因図，ＣＳ，パレート図，散布図，ヒストグラム，管理図，層別（Ｅ）

□試験実施

□答案返却，試験解説

統計的品質管理の手法

□　区間推定（分散）（Ｅ）

□　区間推定（計数値）（Ｅ）

□　検定と推定（Ｅ）

□　母平均の差の検定と推定（Ｅ）

生産現場で使われる品質管理手法を学ぶ

□　ＯＣ曲線（Ｅ）

□　工程能力指数（Ｅ），相関係数（Ａ）

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

システム工学の生産管理分野への応用例を学ぶ（１）

□　発注方式（Ｅ）

□　生産管理（Ｅ）

システム工学における解析手法を学ぶ

□　信頼性（Ａ）

最適化手法，意思決定手法について学ぶ

□　線形計画法（Ｂ）

□　意思決定法（ＡＨＰ）（Ｂ）

□　ゲームの理論（Ｂ）

□試験実施

□答案返却，試験解説

□　ラベリング（Ｄ）

システム工学の生産管理分野への応用例を学ぶ（２）

□　予測技法（Ｅ）

□　経済性分析，損益分岐点分析（Ｅ）

シミュレーション手法を学ぶ

□　モデリング（Ｃ）

□　待ち行列（Ｃ）

スケジューリング手法などの管理手法について学ぶ

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

□　ＰＥＲＴ，ＣＰＭ（Ｄ）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

システム工学

System Engineering

世の中には，電球や自転車など小規模なシステムからコンピュータシステム，交通システムなど大規模なシステ
ムに至るまで，様々なシステムが存在する。システム工学は電気工学，機械工学，情報科学，経営工学など様々な
工学分野，又はそれらの融合分野で生み出されるシステムの計画や分析，設計，評価などの基礎になる学問であ
る。本授業では，全体最適を目標とするシステム工学で用いられる解析手法や最適化手法，シミュレーション，管
理手法などのほか，経営システムへ応用した生産計画や在庫管理手法などについても学ぶ。

　システムの解析手法，最適化手法，シミュレーション，管理手法などを理解し，説明できる。
<解析手法>
A.回帰分析，相関，信頼度などについて理解し，活用できる。
<最適化手法>
B.線形計画法，意思決定法などについて理解し，活用できる。
<シミュレーション>
C.モデリング，モンテカルロ法，待ち行列などについて理解し，活用できる。
<管理手法>
D.PERT，CPMどについて理解し，活用できる。
<経営システムへの応用>
E.生産計画，在庫管理，損益分岐点分析，品質管理などについて理解し，活用できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書，プリントを中心として行い，適宜演習（レポート課題）を行う。
演習(レポート課題）については，授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。

「システム工学 －定量的な意思決定法－」井上雅裕，陳 新開，長谷川浩志 著（オーム社）

なし

定期試験は，前期中間，前期期末，後期中間および学年末の計４回行う。
講義期間中に，｢達成目標｣に基づく内容のレポート課題を行う。
各区間の成績は，定期試験素点70[％]，レポート課題点30[％]とし，総合成績は各区間成績の平均とする。

本科目の内容は，電気工学や情報科学などの専門科目に特化した内容ではなく，多くの専門分野を融合させた内容
となっている。特に経営システムとして生産管理的な内容も含まれるので，やがて係わる企業活動への応用も頭に
入れながら積極的に学習してほしい。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス，システム工学概要

１．システムの例

6 品質管理の基礎数理

１．集合

２．確率分布

３．正規分布

４．区間推定（平均値）

1.5 経営システムにおける品質管理概要

１．QC７つ道具

0.75 前期中間試験

1.5 試験の講評

6 統計的品質管理

１．区間推定（分散）

２．区間推定（計数値）

３．統計的検定

４．統計的検定（母平均の差の検定）

3 品質管理の手法

１．抜き取り検査

２．工程能力（ＣＰ値），相関

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間(試験の講評）

3 システム工学の経営システムへの応用（１）

１．発注方式

２．生産計画（モンテカルロシミュレーション）

1.5 システム工学における解析手法

１．信頼性

4.5 システム工学における最適化手法

１．線形計画法

２．意思決定法

３．ゲームの理論

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

3 システム工学におけるシミュレーション

１．モデリング

２．待ち行列（モンテカルロシミュレーション）

3 システム工学における管理手法

１．ＰＥＲＴ，ＣＰＭ

２．ラベリング

3 システム工学の経営システムへの応用（２）

１．予測技法

２．経済性分析，損益分岐点分析

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間(試験の講評）

合計

45

時間

授業計画

□　確率分布（Ｅ）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画・評価方法の説明，講義全体の概要

□ システム工学の目的，システムの例（Ｅ）

品質管理の数学的裏付けを学ぶ

□　集合（Ｅ）

□　正規分布（Ｅ）

□　区間推定（平均値）（Ｅ）

品質管理の目的と生産現場で使われる品質管理手法を学ぶ

□　特性要因図，ＣＳ，パレート図，散布図，ヒストグラム，管理図，層別（Ｅ）

□試験実施

□答案返却，試験解説

統計的品質管理の手法

□　区間推定（分散）（Ｅ）

□　区間推定（計数値）（Ｅ）

□　検定と推定（Ｅ）

□　母平均の差の検定と推定（Ｅ）

生産現場で使われる品質管理手法を学ぶ

□　ＯＣ曲線（Ｅ）

□　工程能力指数（Ｅ），相関係数（Ａ）

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

システム工学の生産管理分野への応用例を学ぶ（１）

□　発注方式（Ｅ）

□　生産管理（Ｅ）

システム工学における解析手法を学ぶ

□　信頼性（Ａ）

最適化手法，意思決定手法について学ぶ

□　線形計画法（Ｂ）

□　意思決定法（ＡＨＰ）（Ｂ）

□　ゲームの理論（Ｂ）

□試験実施

□答案返却，試験解説

□　ラベリング（Ｄ）

システム工学の生産管理分野への応用例を学ぶ（２）

□　予測技法（Ｅ）

□　経済性分析，損益分岐点分析（Ｅ）

シミュレーション手法を学ぶ

□　モデリング（Ｃ）

□　待ち行列（Ｃ）

スケジューリング手法などの管理手法について学ぶ

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

□　ＰＥＲＴ，ＣＰＭ（Ｄ）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

授業は教科書をベースに講義形式で行う．適宜，参考資料を配布し，理解の補助とする．
理解度を深めるために定期的に課題提出を求める．課題については授業中に解答例を解説し，理解度を確認しても
らう．

「電気学会大学講座　高電圧工学[3版改訂]」　河村達雄，河野照哉，柳父悟（電気学会）

授業中に配布するプリント

年間を4区間に分け，各区間ごとに定期試験を行う．
定期試験[70%]，課題[30%]の比率とし，各区間の評価とする．
各区間の評価を平均して総合評価とする．

発変電工学(4年)，電力系統工学(4年)，電気磁気学(4年)

電気磁気学，電気機器の基礎的な内容を復習すること．

科目名（和文）

高電圧工学

High Voltage Engineering

高電圧環境下における放電現象の発生メカニズムに関する解説．
高電圧の発生及び測定方法についての基礎知識・基礎技術の解説．
電力系統における過電圧と，その保護法に関する解説．

A.高電圧工学の理解に必要な微積分・ベクトルの表記が理解できる．
B.絶縁破壊のメカニズムを理解するために必要な電界強度の計算方法が理解できる．
C.気体中における放電の発生メカニズムを理解することができる．
D.液体・固体中における放電の発生メカニズムを理解することができる．
E.高電圧の発生及び測定方法の原理を理解することができる．
F.電力系統における過電圧の保護法に関して理解することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス，電気数学の基礎の復習

[静電界の性質]

1.5 ガウスの法則

1.5 様々な形状の電極

[気体中の放電]

1.5 気体粒子の衝突

3 励起と電離

1.5 放電開始現象①

1.5 放電開始現象②

1.5 放電開始現象③     

3 コロナ放電

[液体中・固体中の放電] 

1.5 液体における絶縁破壊 

1.5 液体の絶縁破壊理論

1.5 固体絶縁物における絶縁破壊

1.5 固体に対するインパルス電圧の印加

[高電圧・大電流の発生・測定]

1.5 各種電極における放電特性①

1.5 各種電極における放電特性②   

3 高電圧大電流の発生①  

3 高電圧大電流の発生② 

3 高電圧大電流の発生③

[過電圧対策]

1.5 様々な過電圧

3 電力系統における過電圧

     

3 定期試験（年4回）     

3 学習指導期間（年2回）     

合計

45

時間

□過電圧の発生要因を理解できる．(F)

□電力系統における過電圧とその保護法を説明できる．(F)  

□交流高電圧の発生とその測定を説明できる．(E)         

□直流高電圧の発生とその測定を説明できる．(E)      

□インパルス高電圧の発生とその測定を説明できる．(E)

□インパルス電圧印加時の絶縁物の性質変化を説明できる．(D)

□平行平板電極の放電特性を説明できる．(E)

□球ギャップの放電特性を説明できる．(E)

□高電圧下の液体に対する電圧電流特性を理解できる．(D)

□絶縁油の絶縁破壊の要因を理解できる．(D)

□高電圧下の固体における絶縁破壊の要因を理解できる．(D)

□気体分子の励起と電離の違いについて説明できる．(C)

□タウンゼント理論を説明できる．(C)

□パッシェンの法則を説明できる．(C)

□ストリーマ理論を説明できる．(C)

□コロナ放電の発生，性質について説明できる．(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□電気数学の基礎を用いた簡単な計算ができる．(A)

□各種電極により生じる電界強度を算出できる．(B)         

    

□気体中における粒子の衝突について説明できる．(C)

授業計画

□静電界の数式表現ができる．(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書のポイントを補足したプリントを用いて講義を行なう。理解の定着をはかるため、各区間で3回（年12回）以
上の演習を授業中に行ないその場で提出させる。それを次回をめどに採点（状況により添削）して返却し、各自の
理解度を確認してもらう。中間・期末の2回の試験については、返却時の解説（状況により個別指導）で、各自の学
習状況を確認してもらう。

完全マスター・電験三種・受験テキスト・機械・改訂3版・伊佐治圭介（著）・オーム社

年間を４区間に分け、終了した各区間の平均を各時点の総合評価とする。（端数は切り捨て）
各区間の評価は定期試験の粗点を70％、授業中の演習（提出課題）等の平常点を30％とする。
当然ながら試験は正誤で判断するが、演習は正解率より努力や模索の形跡を中心に評価する。
　
本授業は分野の独立性が強いので、１つの分野でも60点を切ったら不合格とすることが望ましいが、各自、得手不
得手があることを考慮して、各試験終了時点で、学年末の最終評価が不合格となる危険がある学生に対しては、救
済策としてレポート等の課題（「赤点救済レポート」という、定期試験と同等あるいはそれ以上の水準とする）を
課し、それに合格すれば、その時点までの総合評価を60点に引き上げる場合がある。なお、総合評価が60点以上の
場合においても、定期試験の答案が著しく不自然な学生に対しては、学力確認のため、赤点救済レポート等の課題
を課する場合がある。

本音で語れる授業を目指すため、授業中の口頭解答や発言等は、誤答であっても減点しない。

計算問題は、面倒でも必ず自分で解いてみること。特に、独自の単位系や補助単位に注意すること。用語や要点等
の基礎知識は、こまめに整理すること。教科書は、わからないところを調べる姿勢で読んでみるとよい。このほ
か、機械器具の選択では、適材適所がキーワードとなる。

科目名（和文）

電気応用

Electrical Application

電気エネルギーを他のエネルギーに変換して工業的利用することを中心に理解を深める。照明・電熱・電動機応
用・電気化学の４分野に絞り、各分野の学習を通して、電気技術が工業技術等で果たす有用性と独自性を再認識す
る。このほか、電気技術と社会の接点の一例として、マンションの設備の老朽化対策に関して、実務経験をもとに
講義する。

A. 照明を利用する上で必要な概念や理論の基礎を理解できる。
B. 電熱を利用する上で必要な概念や理論の基礎を理解できる。
C. 電動機を利用する上で必要な概念や理論の基礎を理解できる。
D. 電気化学の概念や理論の基礎を理解できる。
E. マンションの老朽化対策に関する報告事例を傍聴し、電気技術は電気設備はもちろん、その考え方が広くインフ
ラ等設備全般やビル管理の実務に生かせることを理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

老朽化マンションの管理に関する実務経験に基づき、設備の老朽化に絡む諸問題について集中プレゼンを行うほ
か、講義の随所でもこれに触れる。その中で、電気設備はもちろん、他のインフラ設備においても電気技術との類
似性があること、さらには責任を扱う法的な領域においても工学的な考え方が生かせること等を提案し、一見、電
気工学と関連が薄い分野においても、電気技師としてのアイデンティティを持って活躍できる実例を、最終学年で
ある学生諸君に現在進行中の実務を含めて示していく。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

[1] 照明等（教科書・第６章）

1.5  照明に用いる基本単位

1.5  光度を用いた照度計算

1.5  照明設計

1.5  照明器具

1.5  照明設備の老朽化対策

（↑実務経験にもとづくプレゼン）

1.5  その他、照明の留意事項

0.75  前期中間試験

0.5  答案の返却と解説

[2] 電熱等（教科書・第７章）

1  電気加熱の基礎事項

1.5  熱回路のオームの法則

1.5  電熱応用装置の計算

1.5  冷暖房と省エネ、近隣対策

1.5  電熱の工業的応用

1.5  その他、電熱の留意事項

0.75  前期末試験

1.5  前期学習指導期間

[3] 電動機応用等（教科書・第8章）

1.5  回転に関する基礎力学

1.5  鋼体の垂直移動への応用

1.5  鋼体の水平移動等への応用

1.5  液体を動かすことへの応用

1.5  気体を動かすことへの応用

1.5  マンション設備の老朽化対策

（↑実務経験にもとづくプレゼン）

0.75  電動機側から見た留意事項

0.75  その他、電動機応用の留意事項

0.75  後期中間試験

0.5  中間試験の返却と解説

[4] 電気化学等（教科書・第9章）

1  電気化学の基礎

1.5  電気化学の工業的応用

1.5  電池の基礎理論

1.5  電池の起電力

1.5  電池の種類と特徴

1.5  その他、電気化学の留意事項

0.75  学年末試験

1.5  後期学習指導期間

 その他全体を通して

合計

45

時間

□各理解項目には、関連する事項も含むものとする。(ABCDE)

□各自のキャリアプランで有用となりうる電気技術を認識できる。(ABCDE)

日程の関係で実務プレゼンは各期後半に行うことがある。

□電食、金属腐食等の負の側面について理解できる。（DE)

□後期後半で学んだ電気化学に関する事項を総合的に理解できる。（D)

□試験実施（電気化学を中心に理解度を確認する。）(D)

□全範囲について各自の弱点を把握し、その対策を考える。(A,B,C,D,E)

□社会の中で電気技術が果たす役割と重要性を再認識できる。(ABCDE)

□電池の原理を電解等との対比を含めて理解できる。（D)

□起電力の大きさをエルンストの公式から理解できる。（D)

□二次電池の充放電について化学反応から理解できる。（D)

□燃料電池の種類と特徴を理解できる。（DE)

□電解の工業的応用について極の配置を中心に理解できる。（D)

□電動機応用における各自の弱点を把握し、その対策を考える。(C)

□ビル管理における電気技術者が果たす役割と可能性を考える。（E)

後期後半は、(D)を中心に進める。

□電気化学の学習に必要な基礎化学を復習する。(D)

□ファラデーの電気分解の法則をめっき等の設計に応用できる。(D)

□電気工学の考え方が他のインフラ管理に応用できるかを考える。(CE)

□各応用場面におけるトルク特性と出力特性を理解できる。(C)

□電動機の制御方法、制動方法、等価電流等について理解できる。（C)

□後期前半で学んだ電動機応用に関する事項を総合的に理解できる。(C)

□試験実施（電動機応用を中心に理解度を確認する。）(C)

□電動車両や天井クレーンの運転に要する電力等を計算できる。（CE)

□ポンプの運転に要する電力や所要時間等を計算できる。（CE)

□消防ポンプ固有の留意点を非常用の視点を含めて理解できる。(CE)

□送風機の運転に要する電力を計算できる。（CE)

□流体を動かすために要する電力の扱いを統一的に理解できる。(CE)

後期前半は、(C)を中心に進める。

□回転運動に関する力学を電動機に応用する視点から復習する。（C)

□はずみ車が蓄えるエネルギーや放出電力を計算できる。(C)

□エレベータ等の運転に要する電力等を計算できる。（CE)

□エレベータの特徴を点検を含めて理解できる。(CE)

□電気炉や電気溶接について過熱方法の特徴を踏まえて理解できる。(B)

□前期後半で学んだ電熱に関する事項を総合的に理解できる。（B)

□試験実施（電熱を中心に理解度を確認する。）(B)

□前期の範囲について各自の弱点を把握し、その対策を考える。(A,B,E)

□電気加熱の特徴を鳥瞰する。（B)

□熱回路のオームの法則を電気回路と対比させて理解できる。（B)

□金属融解や木材の乾燥に要する時間や電力を計算できる。（B）

□換気に伴う熱の放出に要する時間や電力を計算できる。(BE)

□ヒートポンプの構造を理解し、効率や熱量を計算できる。（B)

□試験実施（照明を中心に理解度を確認する。）(A)

□照明分野における各自の弱点を把握し、その対策を考える。(A)

前期後半は、(B)を中心に進める。

□熱に関する物理法則を復習する。(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□社会における電気技術の果たす役割を理解できる。

前期前半は、(A)を中心に進める。

□照明における単位系を各単位間の関連を踏まえて理解できる。(AE)

□逆２乗の法則を用いた被照射面各点の照度を計算できる。（A)

□各照明器具の特徴を発光原理をもとに理解できる。(AE)

□LED化を経済面を含めて議論する方法を理解できる。(AE)

□共用部分の工事に関する議論の進め方を技術者の立場から理解できる。(E)

□前期前半で学んだ照明に関する事項を総合的に理解できる。（A)

授業計画

□指定された照度を保つために必要な照明器具の個数等を計算できる。（AE)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書のポイントを補足したプリントを用いて講義を行なう。理解の定着をはかるため、各区間で3回（年12回）以
上の演習を授業中に行ないその場で提出させる。それを次回をめどに採点（状況により添削）して返却し、各自の
理解度を確認してもらう。中間・期末の2回の試験については、返却時の解説（状況により個別指導）で、各自の学
習状況を確認してもらう。

完全マスター・電験三種・受験テキスト・機械・改訂3版・伊佐治圭介（著）・オーム社

年間を４区間に分け、終了した各区間の平均を各時点の総合評価とする。（端数は切り捨て）
各区間の評価は定期試験の粗点を70％、授業中の演習（提出課題）等の平常点を30％とする。
当然ながら試験は正誤で判断するが、演習は正解率より努力や模索の形跡を中心に評価する。
　
本授業は分野の独立性が強いので、１つの分野でも60点を切ったら不合格とすることが望ましいが、各自、得手不
得手があることを考慮して、各試験終了時点で、学年末の最終評価が不合格となる危険がある学生に対しては、救
済策としてレポート等の課題（「赤点救済レポート」という、定期試験と同等あるいはそれ以上の水準とする）を
課し、それに合格すれば、その時点までの総合評価を60点に引き上げる場合がある。なお、総合評価が60点以上の
場合においても、定期試験の答案が著しく不自然な学生に対しては、学力確認のため、赤点救済レポート等の課題
を課する場合がある。

本音で語れる授業を目指すため、授業中の口頭解答や発言等は、誤答であっても減点しない。

計算問題は、面倒でも必ず自分で解いてみること。特に、独自の単位系や補助単位に注意すること。用語や要点等
の基礎知識は、こまめに整理すること。教科書は、わからないところを調べる姿勢で読んでみるとよい。このほ
か、機械器具の選択では、適材適所がキーワードとなる。

科目名（和文）

電気応用

Electrical Application

電気エネルギーを他のエネルギーに変換して工業的利用することを中心に理解を深める。照明・電熱・電動機応
用・電気化学の４分野に絞り、各分野の学習を通して、電気技術が工業技術等で果たす有用性と独自性を再認識す
る。このほか、電気技術と社会の接点の一例として、マンションの設備の老朽化対策に関して、実務経験をもとに
講義する。

A. 照明を利用する上で必要な概念や理論の基礎を理解できる。
B. 電熱を利用する上で必要な概念や理論の基礎を理解できる。
C. 電動機を利用する上で必要な概念や理論の基礎を理解できる。
D. 電気化学の概念や理論の基礎を理解できる。
E. マンションの老朽化対策に関する報告事例を傍聴し、電気技術は電気設備はもちろん、その考え方が広くインフ
ラ等設備全般やビル管理の実務に生かせることを理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

老朽化マンションの管理に関する実務経験に基づき、設備の老朽化に絡む諸問題について集中プレゼンを行うほ
か、講義の随所でもこれに触れる。その中で、電気設備はもちろん、他のインフラ設備においても電気技術との類
似性があること、さらには責任を扱う法的な領域においても工学的な考え方が生かせること等を提案し、一見、電
気工学と関連が薄い分野においても、電気技師としてのアイデンティティを持って活躍できる実例を、最終学年で
ある学生諸君に現在進行中の実務を含めて示していく。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

[1] 照明等（教科書・第６章）

1.5  照明に用いる基本単位

1.5  光度を用いた照度計算

1.5  照明設計

1.5  照明器具

1.5  照明設備の老朽化対策

（↑実務経験にもとづくプレゼン）

1.5  その他、照明の留意事項

0.75  前期中間試験

0.5  答案の返却と解説

[2] 電熱等（教科書・第７章）

1  電気加熱の基礎事項

1.5  熱回路のオームの法則

1.5  電熱応用装置の計算

1.5  冷暖房と省エネ、近隣対策

1.5  電熱の工業的応用

1.5  その他、電熱の留意事項

0.75  前期末試験

1.5  前期学習指導期間

[3] 電動機応用等（教科書・第8章）

1.5  回転に関する基礎力学

1.5  鋼体の垂直移動への応用

1.5  鋼体の水平移動等への応用

1.5  液体を動かすことへの応用

1.5  気体を動かすことへの応用

1.5  マンション設備の老朽化対策

（↑実務経験にもとづくプレゼン）

0.75  電動機側から見た留意事項

0.75  その他、電動機応用の留意事項

0.75  後期中間試験

0.5  中間試験の返却と解説

[4] 電気化学等（教科書・第9章）

1  電気化学の基礎

1.5  電気化学の工業的応用

1.5  電池の基礎理論

1.5  電池の起電力

1.5  電池の種類と特徴

1.5  その他、電気化学の留意事項

0.75  学年末試験

1.5  後期学習指導期間

 その他全体を通して

合計

45

時間

□各理解項目には、関連する事項も含むものとする。(ABCDE)

□各自のキャリアプランで有用となりうる電気技術を認識できる。(ABCDE)

日程の関係で実務プレゼンは各期後半に行うことがある。

□電食、金属腐食等の負の側面について理解できる。（DE)

□後期後半で学んだ電気化学に関する事項を総合的に理解できる。（D)

□試験実施（電気化学を中心に理解度を確認する。）(D)

□全範囲について各自の弱点を把握し、その対策を考える。(A,B,C,D,E)

□社会の中で電気技術が果たす役割と重要性を再認識できる。(ABCDE)

□電池の原理を電解等との対比を含めて理解できる。（D)

□起電力の大きさをエルンストの公式から理解できる。（D)

□二次電池の充放電について化学反応から理解できる。（D)

□燃料電池の種類と特徴を理解できる。（DE)

□電解の工業的応用について極の配置を中心に理解できる。（D)

□電動機応用における各自の弱点を把握し、その対策を考える。(C)

□ビル管理における電気技術者が果たす役割と可能性を考える。（E)

後期後半は、(D)を中心に進める。

□電気化学の学習に必要な基礎化学を復習する。(D)

□ファラデーの電気分解の法則をめっき等の設計に応用できる。(D)

□電気工学の考え方が他のインフラ管理に応用できるかを考える。(CE)

□各応用場面におけるトルク特性と出力特性を理解できる。(C)

□電動機の制御方法、制動方法、等価電流等について理解できる。（C)

□後期前半で学んだ電動機応用に関する事項を総合的に理解できる。(C)

□試験実施（電動機応用を中心に理解度を確認する。）(C)

□電動車両や天井クレーンの運転に要する電力等を計算できる。（CE)

□ポンプの運転に要する電力や所要時間等を計算できる。（CE)

□消防ポンプ固有の留意点を非常用の視点を含めて理解できる。(CE)

□送風機の運転に要する電力を計算できる。（CE)

□流体を動かすために要する電力の扱いを統一的に理解できる。(CE)

後期前半は、(C)を中心に進める。

□回転運動に関する力学を電動機に応用する視点から復習する。（C)

□はずみ車が蓄えるエネルギーや放出電力を計算できる。(C)

□エレベータ等の運転に要する電力等を計算できる。（CE)

□エレベータの特徴を点検を含めて理解できる。(CE)

□電気炉や電気溶接について過熱方法の特徴を踏まえて理解できる。(B)

□前期後半で学んだ電熱に関する事項を総合的に理解できる。（B)

□試験実施（電熱を中心に理解度を確認する。）(B)

□前期の範囲について各自の弱点を把握し、その対策を考える。(A,B,E)

□電気加熱の特徴を鳥瞰する。（B)

□熱回路のオームの法則を電気回路と対比させて理解できる。（B)

□金属融解や木材の乾燥に要する時間や電力を計算できる。（B）

□換気に伴う熱の放出に要する時間や電力を計算できる。(BE)

□ヒートポンプの構造を理解し、効率や熱量を計算できる。（B)

□試験実施（照明を中心に理解度を確認する。）(A)

□照明分野における各自の弱点を把握し、その対策を考える。(A)

前期後半は、(B)を中心に進める。

□熱に関する物理法則を復習する。(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□社会における電気技術の果たす役割を理解できる。

前期前半は、(A)を中心に進める。

□照明における単位系を各単位間の関連を踏まえて理解できる。(AE)

□逆２乗の法則を用いた被照射面各点の照度を計算できる。（A)

□各照明器具の特徴を発光原理をもとに理解できる。(AE)

□LED化を経済面を含めて議論する方法を理解できる。(AE)

□共用部分の工事に関する議論の進め方を技術者の立場から理解できる。(E)

□前期前半で学んだ照明に関する事項を総合的に理解できる。（A)

授業計画

□指定された照度を保つために必要な照明器具の個数等を計算できる。（AE)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電機設計

Electric Machine Design

電磁気学や発変電工学，電気機器の応用として，各電気機器の原理と特徴を理解する。そして，機器に要求される
特性を満たすための設計方法について理解し，基本的な設計を行えるようにする。

A. 代表的な電気機器の原理と特徴を理解することができる。
B. 代表的な電気機器の実践的な設計方法を理解することができる。
C. 代表的な電気機器の設計を行い，その方法を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書を中心として行い，適宜レポート課題を行う。
レポート課題については，授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。

「大学課程・電機設計学」，竹内寿太郎 原著　西方正司 監修（オーム社）

なし

定期試験は，前期中間，前期期末，後期中間および学年末の計４回行う。
講義期間中に，｢達成目標｣に基づく内容のレポート課題を行う。
定期試験では，授業及びレポート課題の理解度を確認する。
各区間の成績は，定期試験70[％]，平常点（レポート課題他）30[％]とし，総合成績は各区間成績の平均とする。
授業態度が悪い場合，平常点の範囲で減点対象とする。

電気機器（３年）

公式等をただ覚えるのではなく，数学的な考え方や物理現象をイメージできるようにすること。
積極的にテキストに目を通し，科目全体像の把握に努めること。レポート課題は授業のポイント整理になるので自
ら解答すること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 １．ガイダンス，電気機器の基礎①　変圧器

1.5 ２．電気機器の基礎②　誘導機

1.5 ３．電気機器の基礎③　同期機

1.5 ４．電気機器の基礎④　直流機

1.5 ５．電気機器設計の基礎原理　温度上昇，損失

1.5 ６．電気機器設計の基礎　変圧器鉄心概略設計

0.75 前期中間試験

1.5 試験の講評

1.5 ７．電機設計の基礎原理①　電気装荷と磁気装荷

1.5 ８．電機設計の基礎原理①　電気装荷と磁気装荷

1.5 ９．電機設計の基礎原理②　微増加比例法

1.5 10．電機設計の基礎原理②　微増加比例法

1.5 11．電機設計の基礎原理③　完全・不完全相似形

1.5 12．電機設計の基礎原理③　完全・不完全相似形

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間（試験の講評）     

1.5 １．三相同期発電機の設計①

1.5 ２．三相同期発電機の設計②

1.5 ３．三相同期発電機の設計③

1.5 ４．誘導電動機の設計①

1.5 ５．誘導電動機の設計②

1.5 ６．誘導電動機の設計③

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

     

1.5 ７．ＰＭモータ（同期電動機）の設計

1.5 ８．直流機の設計①

1.5 ９．直流機の設計②

1.5 10．変圧器の設計①

1.5 11．変圧器の設計②

1.5 12．変圧器の設計③

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間（試験の講評）     

合計

45

時間

授業計画

□直流機の基礎について理解できる(A)。         

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□変圧器の基礎について理解できる(A)。         

□誘導機の基礎について理解できる(A)。         

□同期機の基礎について理解できる(A)。         

□電機設計の基礎原理として温度上昇、鉄損，銅損を理解できる(A,B)。         

□電機設計の概略設計として，変圧器鉄心の大きさの設計手順を理解できる(A,B)。 

□試験実施

□答案返却，試験解説

       

□電機設計の基礎原理である電気装荷と磁気装荷を理解できる(A,B)。         

□電機設計の基礎原理である電気装荷と磁気装荷を理解できる(A,B)。         

□電機設計の基礎原理である微増加比例法を理解できる(A,B)。     

□電機設計の基礎原理である微増加比例法を理解できる(A,B)。     

□電機設計の基礎原理である完全相似形と不完全相似形を理解できる(A,B)。       

□電機設計の基礎原理である完全相似形と不完全相似形を理解できる(A,B)。       

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

□三相同期発電機の巻線法について理解できる(A,B)

□三相同期発電機の主要寸法についての設計を行うことができる(B,C)

□三相同期発電機の主要寸法についての設計を行うことができる(B,C)

□三相誘導電動機の巻線法について理解できる(A,B)

□三相誘導電動機の主要寸法についての設計を行うことができる(B,C)

□三相誘導電動機の主要寸法についての設計を行うことができる(B,C)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□ＰＭモータ（同期電動機）の構造，特徴について理解できる(A,B)

□直流電動機の巻線法について理解できる(A,B)

□直流電動機の基本的な設計方法を理解することができる(B,C)

□変圧器の巻線法について理解できる(A,B)

□変圧器の主要寸法についての設計を行うことができる(B,C)

□変圧器の主要寸法についての設計を行うことができる(B,C)

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書のポイントを補足したプリントを用いて講義を行なう。理解の定着をはかるため、各区間で3回（半期6回）
以上の演習を授業中に行ないその場で提出させる。それを次回をめどに採点（状況により添削）して返却し、各自
の理解度を確認してもらう。中間・期末の2回の定期試験については、返却時の解説（状況により個別指導）で、各
自の学習状況を確認してもらう。

完全マスター・電験三種・受験テキスト・法規（改定４版）・重藤貴也・山田昌平（共著）・オーム社

電気設備技術基準・解釈2023年度・オーム社　　（注）通常の六法では対応していない。
その他、法令関連の政府のサイトを紹介する。

後期を前半と後半に分け、中間は前半のみ、学年末は両区間の平均を総合評価とする。（端数は切り捨て）
各区間の評価は定期試験の粗点を70％、授業中の演習（提出課題）等の平常点を30％とする。
当然ながら試験は正誤で判断するが、演習は正解率より努力や模索の形跡を中心に評価する。
　
本授業の各単元すべてが合格点でなければ、電気工作物の安全管理を理解したとは言い難い。そこで、不合格の危
険がある学生に対しては、救済策としてレポート等の課題（「赤点救済レポート」という、定期試験と同等あるい
はそれ以上の水準とする。）を課し、それに合格すれば、その時点までの総合評価を60点に引き上げる場合があ
る。なお、総合評価が60点以上の場合においても、定期試験の答案が著しく不自然な学生に対しては、学力確認の
ため、赤点救済レポート等の課題を課する場合がある。

本音で語れる授業を目指すため、授業中の口頭解答や発言等は、誤答であっても減点しない。

電気法規（2年）

電気法規は、他の電気分野と異なり「制定された要素」が強い。そのため、「読むこと」が学習のポイントとな
る。配布したプリントやテキストの該当箇所はこまめに読み込むこと。理想的には、電技・解釈に関しては、「電
気設備技術基準・解釈」を購入され、自身で条文に当たってみること。

科目名（和文）

電気法規

Electrical Regulation

電気法規の最大の立法趣旨は、電気関連のインフラ（発電、変電、送電、配電）や、使用場所（工場やビル）の安
全を確保することである。この趣旨から、電気法規（電気事業法・電気設備技術基準・解釈等）の基礎的かつ最重
要な部分を習得する。とはいえ、膨大なとなるので、2年次の電気工事士レベルの延長として、電験三種・法規科目
の内容（５万V未満の電気工作物）に的を絞って授業を進める。

A.電気法規の概要を理解できる。
B.電気事業法（電気設備の安全対策）を理解できる。
C.その他の電気法規（電気工事士法・電気事業法等）を理解できる。
D.電気設備技術基準とその解釈（総論）を理解できる。
E.電気設備技術基準とその解釈（発電・変電）を理解できる。
F.電気設備技術基準とその解釈（送電・配電）を理解できる。
G.電気設備技術基準とその解釈（電気使用場所）を電気工事士試験の復習を絡めて理解できる。
H.電気工作物に関する計算問題の解法を理解する。
I.老朽化マンションの電気設備の実務報告を聴講し、電気と法令の関連の一例を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

老朽化マンションの管理に関する実務経験に基づき、①電気法規が果たす役割と、②電気法規が他の法令と比較し
たときの特徴・類似性について、授業の随所で触れる。その中で（おおげさにいえば）安全確保という視点に立っ
た時、法令と技術が表裏一体であることをイメージしてほしい。

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 電気法規の概要

3 電気事業法とその関連法令

4.5 電気設備技術基準・解釈（総則）

1.5 電気設備技術基準・解釈（発電・変電）

3 電気設備技術基準・解釈（送電・配電）

4.5 電気設備技術基準・解釈（電気・使用場所）

1.5 電気工作物に関する計算

0.75 中間試験

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□総論部分を総合的に理解する。（計算問題を含む）(A,B,D,H)

□電験三種の法規科目に向けて。

□その他、使用場所に関連する留意事項を理解できる。（B,C,D,G,I）

□需要率、負荷率、不等率等を理解し、その計算ができる。(G,H,I)

□変圧器の全日効率を理解し、その計算ができる。(E,G,H)

□各論部分を分析的に理解する。（計算問題を含む）(E,F,G,H)

□小出力発電設備の定義を、電気工作物の分類を絡めて理解できる。(G)　

□太陽光発電を、分散型電源、小出力発電設備と絡めて理解できる。(B,G)

□分散型電源の施設と保護を、発電所との違いを含めて理解できる。(B,G)

□電技における国際規格の受け入れを理解できる。(A,G)

□電気工作物としてのマンションの特徴を理解できる。（G,I）

□屋側の定義を踏まえて、引込線の特徴を理解できる。(F,G)

□支持物の倒壊防止とその計算法を理解できる。(F,H)　

□屋内配線の施設基準を、各種類の特徴を踏まえて理解できる。(G)

□幹線、分岐回路の施設を、電動機の始動電流を踏まえて理解できる。(G)

□移動電線の施設を安全面から、他の電線と比較して理解できる。(D,G)

□特殊場所、特殊設備、特殊器具等、一般的でない用法を理解できる。(G)

□電線に加わる力とその計算法を理解できる。(F,H)

□安全対策として、誘導作用等の影響防止を理解できる。(B,D,F,G)　

□地中配線の特徴を理解できる。（F,G）

□その他、送配電に関連する留意事項を理解できる。（B,D,E,F,G）

□その他、発変電所に関連する留意事項を理解できる。（E,F,G）

□送電と配電の違いを定義より理解できる。(F)

□送配電を、低圧、高圧、特別高圧に分けて理解できる。(F,G)　

□近接状態の定義を理解できる。(F,G)

□発変電所等の定義を理解できる。(E)　　

□変電所の安全対策として、立入防止策を理解できる。(E,F,G)

□常時監視をしない発変電所の安全管理を理解できる。(E)

□電気回路・力率の計算の応用として、調相設備の計算ができる。(E,H)

□接地に関する計算法（特に、B種・D種）を理解できる。(D,G,H)　

□安全を配慮した機械器具の設置方法を理解できる。(D)

□異常電圧からの保護装置として、

　過電流遮断器、漏電遮断器、避雷器等を理解でできる。(D,G)

□その他、電技総論に関連する留意事項を理解できる。（D,E,F,G,I）

□おもな用語の定義を理解できる。(D)

□電路の安全を、絶縁や電線の扱い方を踏まえて理解できる。(D,F,G)

□電圧の種類からみた安全対策の違いを理解できる。(D,F,G)

□接地の種類とその特徴（特に、B種・D種）を理解できる。(D,G)

□電気工作物の安全対策の具体化として、

　主任技術者、工事計画、保安規定、技術基準等を理解できる。(B,D)

□安定供給として、電圧・周波数の維持の重要性を理解できる。(B,D,I)

□事故対策として、使用制限、立入検査、事故報告等を理解できる。(B,C,D)

□その他、電気事業法に関連する留意事項を理解できる。(D,C,D,I)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□技術に関する法令の学び方を理解できる。

□リスクからみた法令の必要性を理解できる。(A,B,D)

□法令の階層から電気法規を理解できる。(A,B,D)

□電気事業法と電技・解釈との関連を理解できる。(B,D)

□自家用電気工作物の位置づけを理解できる。(B,C,G,I)

□再生可能なエネルギー(太陽光・風力）を用いた発電を理解できる。(B,D,G)

授業計画

□1条と2条の重要性を理解できる。(A,B,C,I)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書のポイントを補足したプリントを用いて講義を行なう。理解の定着をはかるため、各区間で3回（半期6回）
以上の演習を授業中に行ないその場で提出させる。それを次回をめどに採点（状況により添削）して返却し、各自
の理解度を確認してもらう。中間・期末の2回の定期試験については、返却時の解説（状況により個別指導）で、各
自の学習状況を確認してもらう。

完全マスター・電験三種・受験テキスト・法規（改定４版）・重藤貴也・山田昌平（共著）・オーム社

電気設備技術基準・解釈2023年度・オーム社　　（注）通常の六法では対応していない。
その他、法令関連の政府のサイトを紹介する。

後期を前半と後半に分け、中間は前半のみ、学年末は両区間の平均を総合評価とする。（端数は切り捨て）
各区間の評価は定期試験の粗点を70％、授業中の演習（提出課題）等の平常点を30％とする。
当然ながら試験は正誤で判断するが、演習は正解率より努力や模索の形跡を中心に評価する。
　
本授業の各単元すべてが合格点でなければ、電気工作物の安全管理を理解したとは言い難い。そこで、不合格の危
険がある学生に対しては、救済策としてレポート等の課題（「赤点救済レポート」という、定期試験と同等あるい
はそれ以上の水準とする。）を課し、それに合格すれば、その時点までの総合評価を60点に引き上げる場合があ
る。なお、総合評価が60点以上の場合においても、定期試験の答案が著しく不自然な学生に対しては、学力確認の
ため、赤点救済レポート等の課題を課する場合がある。

本音で語れる授業を目指すため、授業中の口頭解答や発言等は、誤答であっても減点しない。

電気法規（2年）

電気法規は、他の電気分野と異なり「制定された要素」が強い。そのため、「読むこと」が学習のポイントとな
る。配布したプリントやテキストの該当箇所はこまめに読み込むこと。理想的には、電技・解釈に関しては、「電
気設備技術基準・解釈」を購入され、自身で条文に当たってみること。

科目名（和文）

電気法規

Electrical Regulation

電気法規の最大の立法趣旨は、電気関連のインフラ（発電、変電、送電、配電）や、使用場所（工場やビル）の安
全を確保することである。この趣旨から、電気法規（電気事業法・電気設備技術基準・解釈等）の基礎的かつ最重
要な部分を習得する。とはいえ、膨大なとなるので、2年次の電気工事士レベルの延長として、電験三種・法規科目
の内容（５万V未満の電気工作物）に的を絞って授業を進める。

A.電気法規の概要を理解できる。
B.電気事業法（電気設備の安全対策）を理解できる。
C.その他の電気法規（電気工事士法・電気事業法等）を理解できる。
D.電気設備技術基準とその解釈（総論）を理解できる。
E.電気設備技術基準とその解釈（発電・変電）を理解できる。
F.電気設備技術基準とその解釈（送電・配電）を理解できる。
G.電気設備技術基準とその解釈（電気使用場所）を電気工事士試験の復習を絡めて理解できる。
H.電気工作物に関する計算問題の解法を理解する。
I.老朽化マンションの電気設備の実務報告を聴講し、電気と法令の関連の一例を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

老朽化マンションの管理に関する実務経験に基づき、①電気法規が果たす役割と、②電気法規が他の法令と比較し
たときの特徴・類似性について、授業の随所で触れる。その中で（おおげさにいえば）安全確保という視点に立っ
た時、法令と技術が表裏一体であることをイメージしてほしい。

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 電気法規の概要

3 電気事業法とその関連法令

4.5 電気設備技術基準・解釈（総則）

1.5 電気設備技術基準・解釈（発電・変電）

3 電気設備技術基準・解釈（送電・配電）

4.5 電気設備技術基準・解釈（電気・使用場所）

1.5 電気工作物に関する計算

0.75 中間試験

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□総論部分を総合的に理解する。（計算問題を含む）(A,B,D,H)

□電験三種の法規科目に向けて。

□その他、使用場所に関連する留意事項を理解できる。（B,C,D,G,I）

□需要率、負荷率、不等率等を理解し、その計算ができる。(G,H,I)

□変圧器の全日効率を理解し、その計算ができる。(E,G,H)

□各論部分を分析的に理解する。（計算問題を含む）(E,F,G,H)

□小出力発電設備の定義を、電気工作物の分類を絡めて理解できる。(G)　

□太陽光発電を、分散型電源、小出力発電設備と絡めて理解できる。(B,G)

□分散型電源の施設と保護を、発電所との違いを含めて理解できる。(B,G)

□電技における国際規格の受け入れを理解できる。(A,G)

□電気工作物としてのマンションの特徴を理解できる。（G,I）

□屋側の定義を踏まえて、引込線の特徴を理解できる。(F,G)

□支持物の倒壊防止とその計算法を理解できる。(F,H)　

□屋内配線の施設基準を、各種類の特徴を踏まえて理解できる。(G)

□幹線、分岐回路の施設を、電動機の始動電流を踏まえて理解できる。(G)

□移動電線の施設を安全面から、他の電線と比較して理解できる。(D,G)

□特殊場所、特殊設備、特殊器具等、一般的でない用法を理解できる。(G)

□電線に加わる力とその計算法を理解できる。(F,H)

□安全対策として、誘導作用等の影響防止を理解できる。(B,D,F,G)　

□地中配線の特徴を理解できる。（F,G）

□その他、送配電に関連する留意事項を理解できる。（B,D,E,F,G）

□その他、発変電所に関連する留意事項を理解できる。（E,F,G）

□送電と配電の違いを定義より理解できる。(F)

□送配電を、低圧、高圧、特別高圧に分けて理解できる。(F,G)　

□近接状態の定義を理解できる。(F,G)

□発変電所等の定義を理解できる。(E)　　

□変電所の安全対策として、立入防止策を理解できる。(E,F,G)

□常時監視をしない発変電所の安全管理を理解できる。(E)

□電気回路・力率の計算の応用として、調相設備の計算ができる。(E,H)

□接地に関する計算法（特に、B種・D種）を理解できる。(D,G,H)　

□安全を配慮した機械器具の設置方法を理解できる。(D)

□異常電圧からの保護装置として、

　過電流遮断器、漏電遮断器、避雷器等を理解でできる。(D,G)

□その他、電技総論に関連する留意事項を理解できる。（D,E,F,G,I）

□おもな用語の定義を理解できる。(D)

□電路の安全を、絶縁や電線の扱い方を踏まえて理解できる。(D,F,G)

□電圧の種類からみた安全対策の違いを理解できる。(D,F,G)

□接地の種類とその特徴（特に、B種・D種）を理解できる。(D,G)

□電気工作物の安全対策の具体化として、

　主任技術者、工事計画、保安規定、技術基準等を理解できる。(B,D)

□安定供給として、電圧・周波数の維持の重要性を理解できる。(B,D,I)

□事故対策として、使用制限、立入検査、事故報告等を理解できる。(B,C,D)

□その他、電気事業法に関連する留意事項を理解できる。(D,C,D,I)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□技術に関する法令の学び方を理解できる。

□リスクからみた法令の必要性を理解できる。(A,B,D)

□法令の階層から電気法規を理解できる。(A,B,D)

□電気事業法と電技・解釈との関連を理解できる。(B,D)

□自家用電気工作物の位置づけを理解できる。(B,C,G,I)

□再生可能なエネルギー(太陽光・風力）を用いた発電を理解できる。(B,D,G)

授業計画

□1条と2条の重要性を理解できる。(A,B,C,I)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主として授業を行う。適宜演習問題を解き、理解度を高める。各試験区間で2回程度の小テストを実施し採点
したのちに返却し、未習得部分の確認を行ってもらう。あわせて、各試験区間で1回の課題提出を求め、課題内容に
不十分な点がある場合は個別指導等を実施し、再提出をしてもらう。中間・期末試験では答案返却を行った後に解
答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

「よくわかる電気電子計測」　南谷晴之・山下久直 (オーム社)

なし

・定期試験毎に評価し（全2回）、各区間の平均を総合評価とする。
・各区間の評価方法は、以下のものとする。

区間評価(100点満点)＝(1) 試験 (70%)+ (2) 平常点 (30%)
(1) 試験　70%
　　中間試験、期末試験を実施する。
(2) 平常点　30%
- ノート提出（10%）
- 小テスト（10%）
- 課題（10%）

計測工学（2年）

授業前に教科書の該当部分をよく読み、基礎知識を身につけた上で授業に望むこと。授業では、重点テーマおよび
重点ポイントを中心に板書にて講義を行う。板書は必ずノートにとり、家での復習では重点テーマに沿って、自分
が理解した内容を別のノートにまとめ直すことで、十分な理解と知識の定着を図ること。

科目名（和文）

計測工学

Instrumentation Engineering

2年次に履修した計測工学を基礎として、工業計測(主に温度・圧力・液位・流量・成分の計測)およびプロセス計
測・計測管理の基礎を学ぶ(EE-1)(B-2)。

A.　計測の基本構成や動作の基礎を理解できる。
B.　変位計測について測定方法やセンサの原理について理解できる。
C.　温度計測について測定方法やセンサの原理について理解できる。
D.　圧力計測について測定方法やセンサの原理について理解できる。
E.　液位計測について測定方法やセンサの原理について理解できる。
F.　流量計測について測定方法やセンサの原理について理解できる。
G.　工業用分析計について測定方法やセンサの原理について理解できる。
H.　計測システムの基礎を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

2.25 計測器の構成

0.75 差動変圧器による変位計測

0.75 ホール素子による変位計測

0.75 インダクタンスおよび容量による変位計測

0.75 ストレンゲージによる変位計測

0.75 バイメタル・熱膨張型センサによる温度計測

0.75 白金測温抵抗体による温度計測

0.75 サーミスタ・トランジスタ等による温度計測

0.75 熱電対センサによる温度計測

1.5 非接触型センサによる温度計測

1.5 ブルドン管・ベローズ・ダイヤフラム等に

よる圧力計測

0.75 差圧伝送器による圧力・差圧計測

0.75 フロート・静水圧・気泡式による液位計測

0.75 絞り機構と差圧式による流量計速

0.75 面積式による流量計測

0.75 電磁式による流量計速

0.75 渦流速式による流量計速

0.75 各種工業用分析計

2.25 プロセス計装と計測管理

1.5 定期テスト（半期2回）

1.5 試験の解説、理解不十分内容の確認

合計

22.5

時間

□計装機器の保守および計測管理(H)

□電磁式流量計の動作原理と特徴(F)

□渦流速式流量計の動作原理と特徴(F)

□PH 計、電極式および電磁導電率計、密度計の動作原理と用途(G)

□計装システムの基本構成及び構成例(H)

□センサおよび制御機器の選定とプロセス計装(H)

□差圧伝送器の動作原理と特徴、圧力・絶対圧・差圧の測定(D)

□各種液位計の動作原理と特徴(E)

□絞り機構を組み合わせた差圧式流量計の動作原理と特徴(F)

□面積式流量計の動作原理と特徴(F)

□温度変化を電気抵抗変化、VBE 電圧変化により測定(C)

□温度変化を起電力変化による測定、ゼーベック効果の基礎(C)

□ボロメータ、サーモパイルの原理と特徴、温度センサの設置方法(C)

□各種圧力計の動作原理と特徴(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画、評価方法の説明

□計測方法と計器の構成(検出・変換・拡大)の基礎(A)

□計器の動作(指示・記録・計数)の基礎(A)

□差動変圧器の原理およびセンサへの応用(B)

□変位をインピーダンスの変化に換えて測定、センサへの応用(B)

□変位を電気抵抗の変化に換えて測定、センサへの応用(B)

□温度変化をバイメタル・液体・あるいは気体封入測温体で測定(C)

□温度変化を電気抵抗変化による測定、白金測温抵抗体の特性(C)

授業計画

□ホール効果の応用で変位を検出、センサへの応用(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気電子材料

Electrical and Electronic Materials

科学技術の発展は材料の進歩と共にあり、電気電子材料は電気工学の技術の進歩と密接に関わっている。本講義で
は、電気電子系分野の中でも特に重要な材料として、半導体、誘電体、磁性体などの特性の原理を学ぶとともに応
用例についても学ぶ。

A. 半導体の伝導機構や作製法について理解できる。
B. 原子間の結合について理解できる。
C. 金属の導電性について理解できる。
D. 絶縁体・誘電体の特性について理解できる。
E. 磁性体・超伝導材料の特性について理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書を中心に講義を進めるが、理解を深めるために適宜演習問題を行う。演習問題については授業中に解答例を
解説し、間違いがあれば修正し再提出してもらう。定期試験については解答例を解説し、理解度を確認してもら
う。

理工学基礎 物性科学, 坂田亮, 培風館
電気・電子材料, 中澤達夫他, コロナ社

各区間の評価は、定期試験を70％、授業中の演習問題を30％とする。総合評価は各区間の単純平均とする。演習で
間違った問題はそのままにしておかず、解説をよく聞いて間違いを赤ペンなどで直し、完全な解答を再提出すれば
減点しない。ただし、計算過程を省略すると減点となるので注意すること。再提出は原則次の授業が始まるまでと
する。

電子工学(3年)、応用物理(4年)

応用物理(4年)の内容を復習しておくこと。また、教科書の次回予定部分に目を通しておくこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 正孔とホール効果

1.5 半導体材料（1）

2.25 半導体材料（2）

2.25 半導体材料（3）

0.75 前期中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

1.5 半導体材料（4）

1.5 原子間の結合（1）

0.75 原子間の結合（2）

1.5 原子間の結合（3）

1.5 導電材料・抵抗材料（1）

1.5 導電材料・抵抗材料（2）

1.5 導電材料・抵抗材料（3）

0.75 前期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

3 誘電体材料（1）

1.5 誘電体材料（2）

1.5 誘電体材料（3）

3 磁性材料（1）

0.75 後期中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

3 磁性材料（2）

2.25 磁性材料（3）

1.5 磁性材料（4）

1.5 磁性材料（5）

1.5 超伝導材料

0.75 学年末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□正孔とホール効果を理解し、ホール係数を計算できる。（A）

□半導体の導電性の特徴について理解できる。（A）

□真性半導体の伝導機構について理解できる。（A）

□不純物半導体の伝導機構について理解できる。（A）

□前期中間までの範囲の理解度を確認する。（A）

□試験問題に対する復習を行う。（A）

□半導体材料の作製法について理解できる。（A）

□原子内の電子配置について理解できる。（B）

□原子のポテンシャルエネルギーと原子間距離の関係について理解できる。（B）

□原子間の各種結合様式と電気的特性の関係について理解できる。（B）

□導電性とオームの法則について理解できる。（C）

□電気抵抗発生の要因について理解できる。（C）

□各種導電材料、抵抗材料の性質について理解できる。（C）

□前期末までの範囲の理解度を確認する。（C）

□試験問題に対する復習を行う。（C）

□誘電分極の種類、誘電分散、誘電損について理解できる。（D）

□強誘電体の特性、絶縁破壊について理解できる。（D）

□キャパシタ、圧電体、焦電体などの応用例について理解できる。（D）

□磁性の根源、物質の磁性の種類について理解できる。（E）

□後期中間までの範囲の理解度を確認する。（D,E）

□超伝導の起源、超伝導を示す材料、応用例について理解できる。（E）

□学年末までの範囲の理解度を確認する。（E）

□試験問題に対する復習を行う。（D,E）

□強磁性体の磁化機構について理解できる。（E）

□透磁率、静磁エネルギー、磁気エネルギーについて理解できる。（E）

□軟磁性・硬磁性のB-H 曲線が示す特徴について理解できる。（E）

□試験問題に対する復習を行う。（E）

□電気･電子機器における磁性材料の応用について理解できる。（E）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気電子材料

Electrical and Electronic Materials

科学技術の発展は材料の進歩と共にあり、電気電子材料は電気工学の技術の進歩と密接に関わっている。本講義で
は、電気電子系分野の中でも特に重要な材料として、半導体、誘電体、磁性体などの特性の原理を学ぶとともに応
用例についても学ぶ。

A. 半導体の伝導機構や作製法について理解できる。
B. 原子間の結合について理解できる。
C. 金属の導電性について理解できる。
D. 絶縁体・誘電体の特性について理解できる。
E. 磁性体・超伝導材料の特性について理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書を中心に講義を進めるが、理解を深めるために適宜演習問題を行う。演習問題については授業中に解答例を
解説し、間違いがあれば修正し再提出してもらう。定期試験については解答例を解説し、理解度を確認してもら
う。

理工学基礎 物性科学, 坂田亮, 培風館
電気・電子材料, 中澤達夫他, コロナ社

各区間の評価は、定期試験を70％、授業中の演習問題を30％とする。総合評価は各区間の単純平均とする。演習で
間違った問題はそのままにしておかず、解説をよく聞いて間違いを赤ペンなどで直し、完全な解答を再提出すれば
減点しない。ただし、計算過程を省略すると減点となるので注意すること。再提出は原則次の授業が始まるまでと
する。

電子工学(3年)、応用物理(4年)

応用物理(4年)の内容を復習しておくこと。また、教科書の次回予定部分に目を通しておくこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 正孔とホール効果

1.5 半導体材料（1）

2.25 半導体材料（2）

2.25 半導体材料（3）

0.75 前期中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

1.5 半導体材料（4）

1.5 原子間の結合（1）

0.75 原子間の結合（2）

1.5 原子間の結合（3）

1.5 導電材料・抵抗材料（1）

1.5 導電材料・抵抗材料（2）

1.5 導電材料・抵抗材料（3）

0.75 前期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

3 誘電体材料（1）

1.5 誘電体材料（2）

1.5 誘電体材料（3）

3 磁性材料（1）

0.75 後期中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

3 磁性材料（2）

2.25 磁性材料（3）

1.5 磁性材料（4）

1.5 磁性材料（5）

1.5 超伝導材料

0.75 学年末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□正孔とホール効果を理解し、ホール係数を計算できる。（A）

□半導体の導電性の特徴について理解できる。（A）

□真性半導体の伝導機構について理解できる。（A）

□不純物半導体の伝導機構について理解できる。（A）

□前期中間までの範囲の理解度を確認する。（A）

□試験問題に対する復習を行う。（A）

□半導体材料の作製法について理解できる。（A）

□原子内の電子配置について理解できる。（B）

□原子のポテンシャルエネルギーと原子間距離の関係について理解できる。（B）

□原子間の各種結合様式と電気的特性の関係について理解できる。（B）

□導電性とオームの法則について理解できる。（C）

□電気抵抗発生の要因について理解できる。（C）

□各種導電材料、抵抗材料の性質について理解できる。（C）

□前期末までの範囲の理解度を確認する。（C）

□試験問題に対する復習を行う。（C）

□誘電分極の種類、誘電分散、誘電損について理解できる。（D）

□強誘電体の特性、絶縁破壊について理解できる。（D）

□キャパシタ、圧電体、焦電体などの応用例について理解できる。（D）

□磁性の根源、物質の磁性の種類について理解できる。（E）

□後期中間までの範囲の理解度を確認する。（D,E）

□超伝導の起源、超伝導を示す材料、応用例について理解できる。（E）

□学年末までの範囲の理解度を確認する。（E）

□試験問題に対する復習を行う。（D,E）

□強磁性体の磁化機構について理解できる。（E）

□透磁率、静磁エネルギー、磁気エネルギーについて理解できる。（E）

□軟磁性・硬磁性のB-H 曲線が示す特徴について理解できる。（E）

□試験問題に対する復習を行う。（E）

□電気･電子機器における磁性材料の応用について理解できる。（E）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 36 9 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義では教科書及び配布プリントを中心に学習し、講義の内容を理解できているか小テストを実施したり、課題の
提出を求める。課題は、担当教員がチェックし不備がある場合には再提出を求めることで、フィードバックを行
う。

「自動制御工学」　北川能　他共著　森北出版

授業中に配布するプリント

一年間を4区間に分けてそれぞれの区間で評価します。それぞれの中間・期末で出す評価は、それまでの区間評価を
単純平均したものを総合成績とします。

区間評価(100点満点) = 定期試験（70点）＋ 平常点（30点）
　定期試験：中間試験、期末試験を実施します。それぞれ100点満点の試験で0.7をかけたものが区間評価に加算さ
れます。
　平常点：小テスト（40%）、ノートチェック（30%）、課題（30%）を実施します（括弧内は30点の内訳）。

なお、授業態度が悪い場合は、評価点から最大で10%の範囲で減点します。

その日授業でにやった内容をきちんとノートに整理すること、授業にしっかりと参加することが大事である。

科目名（和文）

自動制御

Automatic Control

講義ではフィードバック自動制御をメインに扱う。すなわち制御量と目標値が一致するように、制御装置に訂正動
作を行わせる、動的システムを制御することを学習する。

A.ラプラス変換を用いた計算を行うことができる。
B.基本的な系の伝達関数を取り扱うことができる。
C.基本的な系のブロック線図を求めることができる。
D.基本的な過渡応答を求めることができる。
E.周波数応答を理解し，表現することができる。
F.制御系の安定判別法が理解できる。
G.制御系の特性について理解することができる。
H.制御系の特性補償について理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス，自動制御とは

0.75 自動制御のための数学①

1.5 自動制御のための数学②

1.5 自動制御のための数学③

1.5 システムの微分方程式による表現

1.5 システムの伝達関数による表現

1.5 前期中間のまとめと演習

0.75 前期中間試験

0.75 試験答案返却・解説

0.75 システムのブロック線図による表現①

1.5 システムのブロック線図による表現②

1.5 過渡応答①

1.5 過渡応答②

1.5 過渡応答③

1.5 定常偏差

1.5 前期後半のまとめと演習

0.75 前期末試験

1.5 試験答案返却・解説，前期のまとめ

1.5 周波数応答

1.5 ベクトル軌跡①

1.5 ベクトル軌跡②

1.5 ボード線図①

1.5 ボード線図②

1.5 後期前半のまとめと演習

0.75 後期中間試験

0.75 試験答案返却・解説

0.75 自動制御系の安定性

1.5 安定判別①

1.5 安定判別②

1.5 安定度と速応性①

1.5 安定度と速応性②

1.5 制御系の特性補償

1.5 後期後半のまとめと演習

0.75 学年末試験

1.5 試験答案返却・解説，全体のまとめ

合計

45

時間

□ゲイン余裕、位相余裕を理解できる(G)。

□制御系の特性補償について理解できる(H)。

□自動制御系の安定性について理解できる(F)。

□ラウスの安定判別法について理解できる(F)。

□ナイキストの安定判別法について理解できる(F)。

□安定度と速応性について理解できる(G)。

□基本要素のボード線図を理解できる(E)。

□二次系のボード線図を理解できる(E)。

□周波数伝達関数について理解できる(E)。

□基本要素のベクトル軌跡を理解できる(E)。

□少し複雑な系のベクトル軌跡を理解できる(E)。

□二次系の過渡応答を理解できる(D)。

□一般の伝達関数の過渡応答を理解できる(D)。

□各種定常偏差について理解できる(G)。

□ブロック線図を求め，変形することができる(C)。

□ブロック線図を求め，変形することができる(C)。

□一次遅れ系の過渡応答を理解できる(D)。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□自動制御の概要を理解できる。

□複素数等、自動制御で必要な数学の確認。

□基本的なラプラス変換を行うことができる(A)。

□様々な系を微分方程式で表現することができる。

□伝達関数の概念を理解できる。様々な系を伝達関数で表現することができる(B)。

授業計画

□基本的なラプラス逆変換を行うことができる(A)。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書，プリントを中心として行い，適宜レポート課題を行う。
レポート課題については，授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。

「システム工学 －定量的な意思決定法－」井上雅裕，陳 新開，長谷川浩志 著（オーム社）

なし

定期試験は，前期中間，前期期末，後期中間および学年末の計４回行う。
講義期間中に，｢達成目標｣に基づく内容のレポート課題を行う。
定期試験では，授業及びレポート課題の理解度を確認する。
各区間の成績は，定期試験70[％]，平常点（レポート課題他）30[％]とし，総合成績は各区間成績の平均とする。
授業態度が悪い場合，平常点の範囲で減点対象とする。

本科目の内容は，電気工学や情報科学などの専門科目に特化した内容ではなく，多くの専門分野を融合させた内容
となっている。特に経営システムとして生産管理的な内容も含まれるので，やがて係わる企業活動への応用も頭に
入れながら積極的に学習してほしい。

科目名（和文）

システム工学

System Engineering

世の中には，電球や自転車など小規模なシステムからコンピュータシステム，交通システムなど大規模なシステ
ムに至るまで，様々なシステムが存在する。システム工学は電気工学，機械工学，情報科学，経営工学など様々な
工学分野，又はそれらの融合分野で生み出されるシステムの計画や分析，設計，評価などの基礎になる学問であ
る。本授業では，全体最適を目標とするシステム工学で用いられる解析手法や最適化手法，シミュレーション，管
理手法などのほか，経営システムへ応用した生産計画や在庫管理手法などについても学ぶ。

　システムの解析手法，最適化手法，シミュレーション，管理手法などを理解し，説明できる。
<解析手法>
A.回帰分析，相関，信頼度などについて理解し，活用できる。
<最適化手法>
B.線形計画法，意思決定法などについて理解し，活用できる。
<シミュレーション>
C.モデリング，モンテカルロ法，待ち行列などについて理解し，活用できる。
<管理手法>
D.PERT，CPMどについて理解し，活用できる。
<経営システムへの応用>
E.生産計画，在庫管理，損益分岐点分析，品質管理などについて理解し，活用できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (i) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス，システム工学概要

１．システムの例

6 品質管理の基礎数理

１．集合

２．確率分布

３．正規分布

４．区間推定（平均値）

1.5 経営システムにおける品質管理概要

１．QC７つ道具

0.75 前期中間試験

1.5 試験の講評

6 統計的品質管理

１．区間推定（分散）

２．区間推定（計数値）

３．統計的検定

４．統計的検定（母平均の差の検定）

3 品質管理の手法

１．抜き取り検査

２．工程能力（ＣＰ値），相関

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間(試験の講評）

3 システム工学の経営システムへの応用（１）

１．発注方式

２．生産計画（モンテカルロシミュレーション）

1.5 システム工学における解析手法

１．信頼性

4.5 システム工学における最適化手法

１．線形計画法

２．意思決定法

３．ゲームの理論

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

3 システム工学におけるシミュレーション

１．モデリング

２．待ち行列（モンテカルロシミュレーション）

3 システム工学における管理手法

１．ＰＥＲＴ，ＣＰＭ

２．ラベリング

3 システム工学の経営システムへの応用（２）

１．予測技法

２．経済性分析，損益分岐点分析

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間(試験の講評）

合計

45

時間

□　経済性分析，損益分岐点分析を行うことができる（Ｅ）

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

スケジューリング手法などの管理手法について学ぶ

□試験実施

□　ＰＥＲＴ，ＣＰＭを説明できる（Ｄ）

□　ラベリングを説明できる（Ｄ）

システム工学の生産管理分野への応用例を学ぶ（２）

□　予測技法を説明できる（Ｅ）

□答案返却，試験解説

シミュレーション手法を学ぶ

□　モデリングを説明できる（Ｃ）

□　待ち行列を説明できる（Ｃ）

□　信頼性を算出できる（Ａ）

最適化手法，意思決定手法について学ぶ

□　線形計画法を説明できる（Ｂ）

□　意思決定法（ＡＨＰ）を説明できる（Ｂ）

□　ゲームの理論を説明できる（Ｂ）

システム工学の生産管理分野への応用例を学ぶ（１）

□　発注方式を説明できる（Ｅ）

□　生産管理を説明できる（Ｅ）

システム工学における解析手法を学ぶ

□　ＯＣ曲線を説明できる（Ｅ）

□　工程能力指数（Ｅ），相関係数を説明できる（Ａ）

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

□　区間推定（分散）を行うことができる（Ｅ）

□　区間推定（計数値）を行うことができる（Ｅ）

□　検定と推定を説明できる（Ｅ）

□　母平均の差の検定と推定を行うことができる（Ｅ）

生産現場で使われる品質管理手法を学ぶ

□　特性要因図，ＣＳ，パレート図，散布図，ヒストグラム，管理図，層別（Ｅ）

□試験実施

□答案返却，試験解説

統計的品質管理の手法

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画・評価方法の説明，講義全体の概要

□ システム工学の目的，システムの例（Ｅ）

品質管理の数学的裏付けを学ぶ

□　確率分布を理解できる（Ｅ）

□　正規分布を理解できる（Ｅ）

□　区間推定（平均値）を算出できる（Ｅ）

品質管理の目的と生産現場で使われる品質管理手法を学ぶ

授業計画

□　集合を理解できる（Ｅ）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 35 10 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

教科書，プリントを中心として行い，適宜レポート課題を行う。
レポート課題については，授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。

「システム工学 －定量的な意思決定法－」井上雅裕，陳 新開，長谷川浩志 著（オーム社）

なし

定期試験は，前期中間，前期期末，後期中間および学年末の計４回行う。
講義期間中に，｢達成目標｣に基づく内容のレポート課題を行う。
定期試験では，授業及びレポート課題の理解度を確認する。
各区間の成績は，定期試験70[％]，平常点（レポート課題他）30[％]とし，総合成績は各区間成績の平均とする。
授業態度が悪い場合，平常点の範囲で減点対象とする。

本科目の内容は，電気工学や情報科学などの専門科目に特化した内容ではなく，多くの専門分野を融合させた内容
となっている。特に経営システムとして生産管理的な内容も含まれるので，やがて係わる企業活動への応用も頭に
入れながら積極的に学習してほしい。

科目名（和文）

システム工学

System Engineering

世の中には，電球や自転車など小規模なシステムからコンピュータシステム，交通システムなど大規模なシステ
ムに至るまで，様々なシステムが存在する。システム工学は電気工学，機械工学，情報科学，経営工学など様々な
工学分野，又はそれらの融合分野で生み出されるシステムの計画や分析，設計，評価などの基礎になる学問であ
る。本授業では，全体最適を目標とするシステム工学で用いられる解析手法や最適化手法，シミュレーション，管
理手法などのほか，経営システムへ応用した生産計画や在庫管理手法などについても学ぶ。

　システムの解析手法，最適化手法，シミュレーション，管理手法などを理解し，説明できる。
<解析手法>
A.回帰分析，相関，信頼度などについて理解し，活用できる。
<最適化手法>
B.線形計画法，意思決定法などについて理解し，活用できる。
<シミュレーション>
C.モデリング，モンテカルロ法，待ち行列などについて理解し，活用できる。
<管理手法>
D.PERT，CPMどについて理解し，活用できる。
<経営システムへの応用>
E.生産計画，在庫管理，損益分岐点分析，品質管理などについて理解し，活用できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (i) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス，システム工学概要

１．システムの例

6 品質管理の基礎数理

１．集合

２．確率分布

３．正規分布

４．区間推定（平均値）

1.5 経営システムにおける品質管理概要

１．QC７つ道具

0.75 前期中間試験

1.5 試験の講評

6 統計的品質管理

１．区間推定（分散）

２．区間推定（計数値）

３．統計的検定

４．統計的検定（母平均の差の検定）

3 品質管理の手法

１．抜き取り検査

２．工程能力（ＣＰ値），相関

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間(試験の講評）

3 システム工学の経営システムへの応用（１）

１．発注方式

２．生産計画（モンテカルロシミュレーション）

1.5 システム工学における解析手法

１．信頼性

4.5 システム工学における最適化手法

１．線形計画法

２．意思決定法

３．ゲームの理論

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

3 システム工学におけるシミュレーション

１．モデリング

２．待ち行列（モンテカルロシミュレーション）

3 システム工学における管理手法

１．ＰＥＲＴ，ＣＰＭ

２．ラベリング

3 システム工学の経営システムへの応用（２）

１．予測技法

２．経済性分析，損益分岐点分析

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間(試験の講評）

合計

45

時間

□　経済性分析，損益分岐点分析を行うことができる（Ｅ）

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

スケジューリング手法などの管理手法について学ぶ

□試験実施

□　ＰＥＲＴ，ＣＰＭを説明できる（Ｄ）

□　ラベリングを説明できる（Ｄ）

システム工学の生産管理分野への応用例を学ぶ（２）

□　予測技法を説明できる（Ｅ）

□答案返却，試験解説

シミュレーション手法を学ぶ

□　モデリングを説明できる（Ｃ）

□　待ち行列を説明できる（Ｃ）

□　信頼性を算出できる（Ａ）

最適化手法，意思決定手法について学ぶ

□　線形計画法を説明できる（Ｂ）

□　意思決定法（ＡＨＰ）を説明できる（Ｂ）

□　ゲームの理論を説明できる（Ｂ）

システム工学の生産管理分野への応用例を学ぶ（１）

□　発注方式を説明できる（Ｅ）

□　生産管理を説明できる（Ｅ）

システム工学における解析手法を学ぶ

□　ＯＣ曲線を説明できる（Ｅ）

□　工程能力指数（Ｅ），相関係数を説明できる（Ａ）

□試験実施

□答案返却，試験解説，総まとめ，個別指導

□　区間推定（分散）を行うことができる（Ｅ）

□　区間推定（計数値）を行うことができる（Ｅ）

□　検定と推定を説明できる（Ｅ）

□　母平均の差の検定と推定を行うことができる（Ｅ）

生産現場で使われる品質管理手法を学ぶ

□　特性要因図，ＣＳ，パレート図，散布図，ヒストグラム，管理図，層別（Ｅ）

□試験実施

□答案返却，試験解説

統計的品質管理の手法

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画・評価方法の説明，講義全体の概要

□ システム工学の目的，システムの例（Ｅ）

品質管理の数学的裏付けを学ぶ

□　確率分布を理解できる（Ｅ）

□　正規分布を理解できる（Ｅ）

□　区間推定（平均値）を算出できる（Ｅ）

品質管理の目的と生産現場で使われる品質管理手法を学ぶ

授業計画

□　集合を理解できる（Ｅ）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

授業は教科書をベースに講義形式で行う．適宜，プリントを配布し，理解の補助とする．
理解度を深めるため，定期的に課題提出を求める．課題については授業中に解答例を解説し，理解度を確認しても
らう．

「よくわかる通信工学」植松友彦（オーム社）

授業中に配布するプリント

半期を2区間に分け，各区間毎に定期試験を行う．

定期試験[80%]，課題[20%]の比率とし，各区間の評価とする．

各区間の評価を平均し，総合評価とする．

なお，授業態度が悪い場合は区間評価から最大で[10%]の範囲で減点する．

予習は教科書の該当部分をよく読み，基礎知識を身につけた上で授業に望むこと．授業で重点テーマおよび重点ポ
イントを中心に板書するので，復習は重点テーマに沿って，自分が理解した内容をノートにまとめ直し，十分な理
解と知識の定着を図ること．

科目名（和文）

通信工学概論

Introduction to Communication Engineering

無線通信を例にとり通信の基本について学ぶ．無線通信の回線設計をするために必要な理論，手順についての概要
を学習し，簡単な無線通信の回線設計について演習する．

A．通信技術の基礎を理解することができる．
B．電波の伝わり方，変調方式など通信の基本事項を理解することができる。
C．簡単な無線通信の回線設計ができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) EE-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

6 通信技術の基礎

3.75 電波伝搬の基礎

0.75 中間試験

9 無線通信の回線設計

0.75 期末試験

1.5 学習指導（演習等）

合計

22.5

時間

□簡単な無線通信の回線設計ができる。（C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画、評価方法について理解できる。

□レベルダイヤグラム等について理解できる。（A)

□電波の発生、電波の伝搬等について理解できる。(B)

授業計画

□変調の役割、種類について理解できる。(A,B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 3 3 39

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

１２の実験テーマが用意されており、３班に分けてローテーションで行う。はじめに実験に関する諸注意等が教員
より説明され、その後各自実験を行う。提出されたレポートは教員が形式と内容をチェックし、指導点をレポート
裏表紙等に書き込んだ後学生に返却する。学生は指導内容に基づき修正を行い、レポートを再提出する。再提出さ
れたレポートを確認することで学生の理解度を確認している。万一理解度が不十分と判断された場合は、再度裏表
紙等に指導内容を記載し、学生にレポートを返し、学生の理解が確認できるまで指導を行う。

なし

必要に応じて担当教員によりプリントを配布する。

３人の担当教員がそれぞれ以下の評価を行い、３人の評価を平均する。

レポート評価点（８０％）＋実験ノート（１０％）＋実験態度（１０％）

'工学基礎（１年）、電気工学実験（２年、３年、４年）

実験前に指導書をよく読んで必要な知識を復習し、場合によっては予習し、段取り良く実験できるよう十分に準備
をしておくこと。

科目名（和文）

電気工学実験(＊) 

Experiments in Electrical Engineering

送電技術、電子回路、電気機器、計測制御の分野に関する専門知識を習得する。

A. 電気電子技術者としての専門的な送電技術に関しての測定ができる。
B. 電気電子技術者として、電気機器、制御技術に関して理解することができる。
C. 電気電子技術者として学習した理論を用いて要求仕様を満たす設計をすることができる。
D. 実験で得られた結果や考察などを第三者に正確に伝えることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-4 D-3

JABEE基準1(2)との対応

(d)(2) (g) (i) EE-1 EE-2 EE-3     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

なし。

授業内容

時間数 授業項目

3 実験ガイダンス

12 実験テーマ①

（１）回路設計

（２）試作・評価

（３）改善設計

（４）改善試作・改善効果確認

12 実験テーマ②

（１）制御系の過渡応答

（２）制御系の周波数応答

（３）フィードバック制御①　設計

（４）フィードバック制御②　製作

12 実験テーマ③

（１）リレーシーケンス制御の基礎

（２）リレーシーケンス制御の応用

（３）PLC制御の基礎

（４）PLC制御の応用

3 校外学習

3 レポート指導

合計

45

時間

□PLCを使いリレーと同じ動作の制御を行うことができる。（A, B)

□世の中での電気工学の位置づけや価値が理解できる。（B)

□得られた結果や考察などをの適切な報告書を作成できる。（D)

□リレーシーケンス制御の動作を理解できる。（A, B)

□リレーシーケンス制御の回路を組み立てることができる。（A, B)

□PLC制御の動作を理解できる。（A, B)

□制御系のステップ応答について理解できる。（B,D）

□ベクトル軌跡とナイキストの安定判別法を理解できる。（B, D)

□センサーを用いた制御系を設計できる。(B, C)

□設計した制御系を製作し報告書を作成できる。（B, D)

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

半期実験スケジュールの確認および各教員からの実験ガイダンス

□仕様にしたがって設計できる。（C)

□分布定数回路について理解している。（C)

□設計の妥当性等を考慮した開発報告書を作成できる。（D)

授業計画

□開発のPDCAをまわせる。（C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 3 3 39

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

１２の実験テーマが用意されており、３班に分けてローテーションで行う。はじめに実験に関する諸注意等が教員
より説明され、その後各自実験を行う。提出されたレポートは教員が形式と内容をチェックし、指導点をレポート
裏表紙等に書き込んだ後学生に返却する。学生は指導内容に基づき修正を行い、レポートを再提出する。再提出さ
れたレポートを確認することで学生の理解度を確認している。万一理解度が不十分と判断された場合は、再度裏表
紙等に指導内容を記載し、学生にレポートを返し、学生の理解が確認できるまで指導を行う。

なし

必要に応じて担当教員によりプリントを配布する。

３人の担当教員がそれぞれ以下の評価を行い、３人の評価を平均する。

　レポート評価点（８０％）＋実験ノート（１０％）＋実験態度（１０％）

'工学基礎（１年）、電気工学実験（２年、３年、４年）

実験前に指導書をよく読んで必要な知識を復習し、場合によっては予習し、段取り良く実験できるよう十分に準備
をしておくこと。

科目名（和文）

電気工学実験

Experiments in Electrical Engineering

送電技術、電子回路、電気機器、計測制御の分野に関する専門知識を習得する。

A. 電気電子技術者としての専門的な送電技術に関しての測定ができる。
B. 電気電子技術者として、電気機器、制御技術に関して理解することができる。
C. 電気電子技術者として学習した理論を用いて要求仕様を満たす設計をすることができる。
D. 実験で得られた結果や考察などを第三者に正確に伝えることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-4 D-3      

JABEE基準1(2)との対応

(d)(2) (g) (i) EE-1 EE-2 EE-3     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

なし。

授業内容

時間数 授業項目

3 実験ガイダンス

12 実験テーマ①

（１）回路設計

（２）試作・評価

（３）改善設計

（４）改善試作・改善効果確認

12 実験テーマ②

（１）制御系の過渡応答

（２）制御系の周波数応答

（３）フィードバック制御①　設計

（４）フィードバック制御②　製作

12 実験テーマ③

（１）リレーシーケンス制御の基礎

（２）リレーシーケンス制御の応用

（３）PLC制御の基礎

（４）PLC制御の応用

3 校外学習

3 レポート指導

合計

45

時間

□PLCを使いリレーと同じ動作の制御を行うことができる。（A, B)

□世の中での電気工学の位置づけや価値が理解できる。（B)

□得られた結果や考察などをの適切な報告書を作成できる。（D)

□リレーシーケンス制御の動作を理解できる。（A, B)

□リレーシーケンス制御の回路を組み立てることができる。（A, B)

□PLC制御の動作を理解できる。（A, B)

□制御系のステップ応答について理解できる。（B,D）

□ベクトル軌跡とナイキストの安定判別法を理解できる。（B, D)

□センサーを用いた制御系を設計できる。(B, C)

□設計した制御系を製作し報告書を作成できる。（B, D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

半期実験スケジュールの確認および各教員からの実験ガイダンス

□仕様にしたがって設計できる。（C)

□分布定数回路について理解している。（C)

□設計の妥当性等を考慮した開発報告書を作成できる。（D)

授業計画

□開発のPDCAをまわせる。（C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を中心とした授業形態、理解度の確認のため、各回授業内容の要約を課題として提出することを求める。発表
課題については、授業中に提示したテーマを選択してもらい、グループで調査・研究した結果を発表してもらう。
中間・期末の定期試験については、答案用紙を返却した上で解答例を解説し理解度を確認してもらう。

直江 清隆, 盛永 審一郎 『理系のための 科学技術者倫理 JABEE基準 対応』丸善出版社, 2015.

適宜プリント配布

定期試験の評価は70％、課題・発表の評価は30％、（課題10％、発表20％）、各区間の単純平均とする。発表：前
期と後期で各2回、　※発表を課題もしくはノートチェックで代行する場合もある。

情報倫理(1年）

先ず読書、又日本と世界の各種報道記事に関心を持つ事。報道における企業関連記事に注意を払うことが必要。

科目名（和文）

技術者倫理

Engineering Ethics

技術者、科学者は社会に対する責任を負う存在であり倫理観が要求される。現代にいたる科学技術の成立とそれを
支えた思想、また社会史的背景を概観しながら技術者倫理を学ぶ。

（A）科学技術を発展させた思想と、その社会史的な背景を理解できる。
（B）科学技術が社会や自然に及ぼす影響、又背景となった自然や社会からの影響を理解出来る。
（C）21世紀の技術者、科学者として社会に対する責任を自覚する能力を育成する。
（D）技術者倫理の背景と必要性を理解できる。
（E）環境倫理、科学者倫理を理解できる。
（F）相互認証JABEE、APECエンジニアについて理解できる。
（G）内部告発について理解できる。
（H）知的財産権について理解できる。
 (I）利益相反について理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-4       

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) EE-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

　【前期】

1.5 授業計画

1.5 21世紀の科学技術

1.5 第二次世界大戦から20世紀末までの科学技術

3 第二次産業革命から20世紀前半までの科学技術

0.75 前期中間試験

1.5 試験の講評

4.5 産業革命

1.5 中世科学から近代科学へ

1.5 古代の科学思想

3 事例研究発表

0.75 前期末試験

1.5 試験の講評

　【後期】

1.5 授業計画

1.5 技術者倫理の必要性とその背景

1.5 リスクとヒューマンエラー

1.5 内部告発

1.5 説明責任とインフォームドコンセント

1.5 利益相反

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

1.5 製造物責任

1.5 国際社会を生きる技術者として

1.5 知的財産権

1.5 費用便益分析と予防原則

3 事例研究発表

0.75 学年末試験

1.5 試験の講評

合計

45

時間

□青色発光ダイオード訴訟事件の背景と影響を理解する。（H）

□費用便益分析と予防原則を理解する。（B、C、E）

□事例研究発表を通じて 技術者の責任を理解する。（B-I）

□試験実施

□答案返却，試験解説

□試験実施

□答案返却，試験解説

□PL法とその精神を理解する。（C,D）

□JABEEやAPECエンジニアを理解し、国際社会における技術者の在り方を考える。（B

□技術のリスクと不確実性を理解する。（C、E）

□公益通報者保護法とその精神を理解する。（G）

□技術的知識の公共性を理解する。(D)

□産学連携と利益相反を理解する。（I）

　【事例からアプローチする技術者倫理】

□授業計画

□技術者倫理が求められるその背景を理解する。（D）

□古代ギリシャとローマの科学思想を理解する。（A、B）

□事例研究発表を通じて科学技術の歴史と社会への影響を理解する。（A-D）

□試験実施

□答案返却，試験解説

□19世紀におけるイギリス、フランスやドイツなどの風土や発明家と技術者たちを知

　産業革命当時の思想を理解する。（A、B）

□ヨーロッパの自然観、ルネサンスの発明、大航海時代の科学技術を理解する。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

　【科学技術史からアプローチする技術者倫理】

□　授業計画

□情報通信革命とＩＣＴ社会を理解する。（A-C）

□核の恐怖、環境と科学、科学思想の現在を理解する。（A-C、E）

　発達した科学技術と科学思想を理解する。（A-C）

□試験実施

□答案返却，試験解説

授業計画

□化学と電気の実用化、情報通信の発展など、19世紀後半から20世紀前半の欧米や日
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 8

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 180

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

卒業研究

Graduation Research

電気工学科の学習・教育目標の集大成として実施するものであり、学生個人の自主・創造・実践・分析・解析・ま
とめ・発表までを総合的に養う｡それぞれが指導教員と相談しながらテーマを選定し、計画立案し、継続的に研究を
行う。数か月毎に途中経過を発表し、学科教員からのコメントやアドバイスを活かしながら研究を進め、年度末に
論文としてまとめて発表する。

A. 研究計画を立てることができる。
B. 問題解決に向かって継続的に研究することができる。
C. 科学的・論理的に文書を書くことができる。
D. わかりやすく発表することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-2 D-1 D-2 D-3    

JABEE基準1(2)との対応

(d)(4) (e) (f) (g) (h) (i) EE-1 EE-2 EE-3 EE-4 EE-5   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業開始時は教室に集合し、諸注意及び伝達事項確認後に各研究室に分かれて卒業研究を実施する。各自の卒業研
究進捗状況の確認のために、随時実験ノート等のチェックを行い、年２回の中間発表を実施する。中間発表におけ
る先生方からのコメントやアドバイスを参考に研究を進めていく。学年末に卒業論文としてまとめ、発表を行う。

指示された報告書を全て提出し、年２回の中間発表および最後の卒研発表を行っていることが評価の前提となる。
評価は電気工学科卒研担当教員全員で行い、論文内容・発表・理解度・研究態度・創造性の５項目についてそれぞ
れ５点満点で評価し、それらの平均点を２０倍した点数について指導教員（６０％）、その他の教員の平均（４
０％）にて評価する。評価が６０点に満たない場合は再審査を行う。

卒業研究は、週１回の授業時間内だけでは到底終わりませんので、所属研究室のスケジュールに従い、自主的に計
画を立てて研究を実施していくこと。

氏名：

時間数 授業項目

180 ガイダンス

研究テーマの策定と年間計画の作成

各研究室での研究活動

第１回中間発表

育英祭卒研概要の提出

育英祭パネル作成・展示・説明

第２回中間発表

卒業論文・卒研概要の提出

卒研発表

合計

180

時間

授業計画

□研究背景、研究目的、研究計画を中心にパワーポイントで作成し、口頭

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□卒業研究の進め方、年間スケジュール、評価について理解する。

□1年間の研究計画を立てることができる。（A)

□問題解決に向かって継続的に研究することができる。（B）

　発表することができる。（D)

□中間報告の概要を文書で作成することができる。（C)

□中間報告のパネルを作成し、ポスター発表することができる。（C,D）

□研究計画に沿って得られた結果、今後の計画を中心にパワーポイントで

　作成し、口頭発表することができる。（D）

□背景、目的、方法、結果、考察、結論の順に科学的・論理的に記述され

　た論文を書くことができる。（C）

□パワーポイントでわかりやすく口頭発表し、質疑に対して的確に回答す

　ることができる。（D）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 8

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 180

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

卒業研究

Graduation Research

電気工学科の学習・教育目標の集大成として実施するものであり、学生個人の自主・創造・実践・分析・解析・ま
とめ・発表までを総合的に養う｡それぞれが指導教員と相談しながらテーマを選定し、計画立案し、継続的に研究を
行う。数か月毎に途中経過を発表し、学科教員からのコメントやアドバイスを活かしながら研究を進め、年度末に
論文としてまとめて発表する。

A. 研究計画を立てることができる。
B. 問題解決に向かって継続的に研究することができる。
C. 科学的・論理的に文書を書くことができる。
D. わかりやすく発表することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-2 D-1 D-2 D-3    

JABEE基準1(2)との対応

(d)(4) (e) (f) (g) (h) (i) EE-1 EE-2 EE-3 EE-4 EE-5   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業開始時は教室に集合し、諸注意及び伝達事項確認後に各研究室に分かれて卒業研究を実施する。各自の卒業研
究進捗状況の確認のために、随時実験ノート等のチェックを行い、年２回の中間発表を実施する。中間発表におけ
る先生方からのコメントやアドバイスを参考に研究を進めていく。学年末に卒業論文としてまとめ、発表を行う。

指示された報告書を全て提出し、年２回の中間発表および最後の卒研発表を行っていることが評価の前提となる。
評価は電気工学科卒研担当教員全員で行い、論文内容・発表・理解度・研究態度・創造性の５項目についてそれぞ
れ５点満点で評価し、それらの平均点を２０倍した点数について指導教員（６０％）、その他の教員の平均（４
０％）にて評価する。評価が６０点に満たない場合は再審査を行う。

卒業研究は、週１回の授業時間内だけでは到底終わりませんので、所属研究室のスケジュールに従い、自主的に計
画を立てて研究を実施していくこと。

氏名：

時間数 授業項目

180 ガイダンス

研究テーマの策定と年間計画の作成

各研究室での研究活動

第１回中間発表

育英祭卒研概要の提出

育英祭パネル作成・展示・説明

第２回中間発表

卒業論文・卒研概要の提出

卒研発表

合計

180

時間

授業計画

□研究背景、研究目的、研究計画を中心にパワーポイントで作成し、口頭

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□卒業研究の進め方、年間スケジュール、評価について理解する。

□1年間の研究計画を立てることができる。（A)

□問題解決に向かって継続的に研究することができる。（B）

　発表することができる。（D)

□中間報告の概要を文書で作成することができる。（C)

□中間報告のパネルを作成し、ポスター発表することができる。（C,D）

□研究計画に沿って得られた結果、今後の計画を中心にパワーポイントで

　作成し、口頭発表することができる。（D）

□背景、目的、方法、結果、考察、結論の順に科学的・論理的に記述され

　た論文を書くことができる。（C）

□パワーポイントでわかりやすく口頭発表し、質疑に対して的確に回答す

　ることができる。（D）

 
 
 
 
 

 
Ⅴ.機械電子工学科 必修専門科目 
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ME 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
⼯学基礎 ME 必修 後期 2 〇 4 ◎ ○

創造演習（1年） ME 必修 通年 2 〇 〇 2 2 ○ ◎
製図 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○

⼯学基礎演習 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○
機械加⼯1 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○
電⼦計算機 ME 必修 通年 2 2 2 ◎ ○

創造演習（2年） ME 必修 通年 2 〇 〇 2 2 ◎ ◎ ◎
電気回路の基礎と演習 ME 必修 後期 1 2 ○ ◎

機械電⼦⼯学実験（2年） ME 必修 通年 4 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
電気回路1 ME 必修 通年 4 2 2 ○ ◎
電気磁気1 ME 必修 通年 4 2 2 ○ ◎
通信⼯学 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
⼯業材料 ME 必修 通年 4 〇 2 2 ○ ◎

機械電⼦⼯学実験（3年） ME 必修 通年 4 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
機械加⼯2 ME 必修 後期 2 2 ◎
線形代数 ME 必修 後期 2 2 ◎

アナログ電⼦回路 ME 必修 後期 2 2 ◎
電気回路2 ME 必修 前期 2 2 ◎
電気磁気2 ME 必修 通年 4 2 2 ◎

半導体デバイス ME 必修 後期 2 〇 2 ◎
アンテナ⼯学 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
材料⼒学 ME 必修 前期 2 2 ◎

機械電⼦⼯学実験（4年） ME 必修 通年 4 〇 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
創造設計学 ME 必修 後期 2 2 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

ディジタル電⼦回路 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
制御⼯学 ME 必修 前期 2 2 ◎
計測⼯学 ME 必修 後期 2 2 ◎
機構学 ME 必修 後期 2 2 ◎

応⽤物理学 ME 必修 前期 2 2 ◎ ○
技術者倫理 ME 必修 後期 2 〇 2 ◎ ○
電気通信法規 ME 必修 前期 2 〇 2 ○ ◎ ○
卒業研究 ME 必修 通年 16 〇 〇 6 6 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

単位数 40 48 授業時間 6 6 10 10 12 12 12 12 14 14
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

32

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

88 6 10 20 20
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ME 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
⼯学基礎 ME 必修 後期 2 〇 4 ◎ ○

創造演習（1年） ME 必修 通年 2 〇 〇 2 2 ○ ◎
製図 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○

⼯学基礎演習 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○
機械加⼯1 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○
電⼦計算機 ME 必修 通年 2 2 2 ◎ ○

創造演習（2年） ME 必修 通年 2 〇 〇 2 2 ◎ ◎ ◎
電気回路の基礎と演習 ME 必修 後期 1 2 ○ ◎

機械電⼦⼯学実験（2年） ME 必修 通年 4 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
電気回路1 ME 必修 通年 4 2 2 ○ ◎
電気磁気1 ME 必修 通年 4 2 2 ○ ◎
通信⼯学 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
⼯業材料 ME 必修 通年 4 〇 2 2 ○ ◎

機械電⼦⼯学実験（3年） ME 必修 通年 4 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
機械加⼯2 ME 必修 後期 2 2 ◎
線形代数 ME 必修 後期 2 2 ◎

アナログ電⼦回路 ME 必修 後期 2 2 ◎
電気回路2 ME 必修 前期 2 2 ◎
電気磁気2 ME 必修 通年 4 2 2 ◎

半導体デバイス ME 必修 後期 2 〇 2 ◎
アンテナ⼯学 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
材料⼒学 ME 必修 前期 2 2 ◎

機械電⼦⼯学実験（4年） ME 必修 通年 4 〇 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
創造設計学 ME 必修 後期 2 2 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

ディジタル電⼦回路 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
制御⼯学 ME 必修 前期 2 2 ◎
計測⼯学 ME 必修 後期 2 2 ◎
機構学 ME 必修 後期 2 2 ◎

応⽤物理学 ME 必修 前期 2 2 ◎ ○
技術者倫理 ME 必修 後期 2 〇 2 ◎ ○
電気通信法規 ME 必修 前期 2 〇 2 ○ ◎ ○
卒業研究 ME 必修 通年 16 〇 〇 6 6 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

単位数 40 48 授業時間 6 6 10 10 12 12 12 12 14 14
単位数計 単位数88 6 10 20 20 32

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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ME 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
⼯学基礎 ME 必修 後期 2 〇 4 ◎ ○

創造演習（1年） ME 必修 通年 2 〇 〇 2 2 ○ ◎
製図 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○

⼯学基礎演習 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○
機械加⼯1 ME 必修 前期 1 〇 2 ◎ ○
電⼦計算機 ME 必修 通年 2 2 2 ◎ ○

創造演習（2年） ME 必修 通年 2 〇 〇 2 2 ◎ ◎ ◎
電気回路の基礎と演習 ME 必修 後期 1 2 ○ ◎

機械電⼦⼯学実験（2年） ME 必修 通年 4 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
電気回路1 ME 必修 通年 4 2 2 ○ ◎
電気磁気1 ME 必修 通年 4 2 2 ○ ◎
通信⼯学 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
⼯業材料 ME 必修 通年 4 〇 2 2 ○ ◎

機械電⼦⼯学実験（3年） ME 必修 通年 4 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
機械加⼯2 ME 必修 後期 2 2 ◎
線形代数 ME 必修 後期 2 2 ◎

アナログ電⼦回路 ME 必修 後期 2 2 ◎
電気回路2 ME 必修 前期 2 2 ◎
電気磁気2 ME 必修 通年 4 2 2 ◎

半導体デバイス ME 必修 後期 2 〇 2 ◎
アンテナ⼯学 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
材料⼒学 ME 必修 前期 2 2 ◎

機械電⼦⼯学実験（4年） ME 必修 通年 4 〇 〇 4 4 ◎ ◎ ◎
創造設計学 ME 必修 後期 2 2 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

ディジタル電⼦回路 ME 必修 前期 2 〇 2 ◎
制御⼯学 ME 必修 前期 2 2 ◎
計測⼯学 ME 必修 後期 2 2 ◎
機構学 ME 必修 後期 2 2 ◎

応⽤物理学 ME 必修 前期 2 2 ◎ ○
技術者倫理 ME 必修 後期 2 〇 2 ◎ ○
電気通信法規 ME 必修 前期 2 〇 2 ○ ◎ ○
卒業研究 ME 必修 通年 16 〇 〇 6 6 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

単位数 40 48 授業時間 6 6 10 10 12 12 12 12 14 14
単位数計 単位数88 6 10 20 20 32

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 12 13.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学と実習によって授業を進める。なお、座学は講義を中心とし、必要に応じて理解を深めるための演習を行う。
また、実習はグループに分かれて実験もしくは作業を行う。必要に応じてプリントを配布する。適宜課題を出し報
告書の提出を求める。補講または特別講義を実施することがある。
成績の評価は定期試験及び課題にて行う。フィードバック方法として定期試験では試験後に解説を行い、課題では
再レポートの実施や課題解説などによって行う。

実験指導書　サレジオ高専
機械設計1，機械設計2　実教出版
メカトロニクス入門　実教出版

適宜プリントを配布することがある

区間成績はその区間までに実施した試験成績の累計と報告書・課題の累計から算出する。
なお、各々の成績評価に対する配分は以下の通りである。
試験成績(70%)
報告書・課題の内容評価(30%)
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その点数の反映は合格を満たす点数を上限とする。

なお、報告書作成の重要性を身に着けることで目標に掲げた教科であることから、すべての報告書が提出されない
と上記成績とは関係なく不合格となる。

すべての専門科目

技術やテクニックは自分の身体に覚えさせるべきものである。
何事にも自分の力で挑戦し、身につけることを意識するとよい。
また、反復練習による実力向上を目指してもらいたい。

科目名（和文）

工学基礎

Fundamental of Engineering

工学的なセンスを養うために、エレクトロニクス技術の基礎、工作機械技術の基礎や体験実習を通して、「工具の
使い方」「作業方法の基礎」「データの測定・読み方」「報告書の書き方」を教授する。

A. 報告書を作成して提出する
B. 電子回路を組み立てられる
C. 計測の基礎について理解することができる
D. グラフの作成方法を身に着ける
E. 機械加工の基礎を身に着ける
F. 電卓を使って計算ができる
G. 基本的な力学の計算ができる
H. 材料の種類について理解する

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

12 [実習]各種実習

・回路実習①

・回路実習②

・機械加工①

・機械加工②

1.5 [実習]レポート作成

3 [演習]学習内容の確認と振り返り

0.75 後期中間試験

3 後期中間試験の解説

3 [講義]力学の基礎

3 [演習]グラフ演習

3 [講義]機械要素の基礎

3 [講義]電気要素の基礎

3 [講義]材料学の基礎

3 [演習]学習内容の確認と振り返り

0.75 後期末試験

3 [演習]一年間のまとめ

合計

45

時間

1年間の内容の試験を行う

後期後半内容および一年間の確認

□歯車列の減速比を計算することができる(F)

□電気部品の抵抗，コイル，コンデンサの単位を説明できる(B)

□材料の種類について理解する（H）

□試験対策

□力の合成と分解を理解する(F, G)

□力とモーメントの関係を理解する(F, G)

□グラフ作成の方法を身につける(D)

□特性式を算出することができる(D)

□機械要素について理解することができる(F)

□機械加工作業の知識を理解する(ボール盤と手加工)(A, E)

□試験対策

今まで学んできた内容の試験を行う

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの利用方法を理解する

□実験実習についての基本的な知識(レポート作成、安全管理など)(A)

技術者倫理、実習内容に関する講義

□はんだ付けの基本知識が説明できる(A, B)

□はんだ付けの作業環境も含め、手順を追った作業ができる(A, B)

□測定器具の扱いについて理解する(マイクロメータ，ノギス)(A, E)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 12 13.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学と実習によって授業を進める。なお、座学は講義を中心とし、必要に応じて理解を深めるための演習を行う。
また、実習はグループに分かれて実験もしくは作業を行う。必要に応じてプリントを配布する。適宜課題を出し報
告書の提出を求める。補講または特別講義を実施することがある。
成績の評価は定期試験及び課題にて行う。フィードバック方法として定期試験では試験後に解説を行い、課題では
再レポートの実施や課題解説などによって行う。

実験指導書　サレジオ高専
機械設計1，機械設計2　実教出版
メカトロニクス入門　実教出版

適宜プリントを配布することがある

区間成績はその区間までに実施した試験成績の累計と報告書・課題の累計から算出する。
なお、各々の成績評価に対する配分は以下の通りである。
試験成績(70%)
報告書・課題の内容評価(30%)
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その点数の反映は合格を満たす点数を上限とする。

なお、報告書作成の重要性を身に着けることで目標に掲げた教科であることから、すべての報告書が提出されない
と上記成績とは関係なく不合格となる。

すべての専門科目

技術やテクニックは自分の身体に覚えさせるべきものである。
何事にも自分の力で挑戦し、身につけることを意識するとよい。
また、反復練習による実力向上を目指してもらいたい。

科目名（和文）

工学基礎

Fundamental of Engineering

工学的なセンスを養うために、エレクトロニクス技術の基礎、工作機械技術の基礎や体験実習を通して、「工具の
使い方」「作業方法の基礎」「データの測定・読み方」「報告書の書き方」を教授する。

A. 報告書を作成して提出する
B. 電子回路を組み立てられる
C. 計測の基礎について理解することができる
D. グラフの作成方法を身に着ける
E. 機械加工の基礎を身に着ける
F. 電卓を使って計算ができる
G. 基本的な力学の計算ができる
H. 材料の種類について理解する

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

12 [実習]各種実習

・回路実習①

・回路実習②

・機械加工①

・機械加工②

1.5 [実習]レポート作成

3 [演習]学習内容の確認と振り返り

0.75 後期中間試験

3 後期中間試験の解説

3 [講義]力学の基礎

3 [演習]グラフ演習

3 [講義]機械要素の基礎

3 [講義]電気要素の基礎

3 [講義]材料学の基礎

3 [演習]学習内容の確認と振り返り

0.75 後期末試験

3 [演習]一年間のまとめ

合計

45

時間

1年間の内容の試験を行う

後期後半内容および一年間の確認

□歯車列の減速比を計算することができる(F)

□電気部品の抵抗，コイル，コンデンサの単位を説明できる(B)

□材料の種類について理解する（H）

□試験対策

□力の合成と分解を理解する(F, G)

□力とモーメントの関係を理解する(F, G)

□グラフ作成の方法を身につける(D)

□特性式を算出することができる(D)

□機械要素について理解することができる(F)

□機械加工作業の知識を理解する(ボール盤と手加工)(A, E)

□試験対策

今まで学んできた内容の試験を行う

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの利用方法を理解する

□実験実習についての基本的な知識(レポート作成、安全管理など)(A)

技術者倫理、実習内容に関する講義

□はんだ付けの基本知識が説明できる(A, B)

□はんだ付けの作業環境も含め、手順を追った作業ができる(A, B)

□測定器具の扱いについて理解する(マイクロメータ，ノギス)(A, E)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

主として実習形態で実施する。この授業では、出来上がった作品の優劣よりも、知識を吸収する姿勢、その知
識を解体して新たなアイデアをまとめる能力を向上させことに重きをおく。したがって、製作プロセスでの発
想活動とコミュニケーション、および報告を大事にする。これらについては、必要に応じてアドバイスを与え、理
解を深める。また、授業終わりに振り返りノートを作成し毎回学んだことを理解する。

メカトロニクス入門　First Stageシリーズ

なし

後期末に最終評価を行うが、前期末にそれまでの評価結果を出すので学習に反映して最終評価に向けた学習を行う
こと。

評価方法は創造力育成を目的として行う演習の構成要素ごとに以下の観点で( )内に示す配分で評価し、最終的に複
数の演習テーマ全てについて均等評価を取る。
　　①目的に対する達成度(25%):作品の出来映え(作品評価およびパフォーマンス・・・相対評価)
　　②創造に必要なコミュニケーション(25%):発表会資料・発表会での態度と内容・グループ討議の参加姿勢
　  ③創造活動の習熟(25%)・・・アイデア発散および収束を記した報告書類の質と量（相対評価）
　　④授業への参加姿勢(25%)・・・毎回振り返りノートの記載内容の質を評価＋理解度テスト

①と③はクラス平均に対する相対評価とする。また、②と④は内容に対する絶対評価とする。
作品や作成資料が期日に未提出の場合、それが該当する要素の評価は0点とする。
これらについて不備が著しい場合は必要に応じて指導を行う。

工学基礎、工学基礎演習

創造力は知識と経験からその能力を伸ばす事ができる。
授業で得た知識や経験を学生生活にも積極的に活用して能力育成に努めてください。
実習で作成する資料や作品は丁寧に完成させ提出する。
授業では自分自身のモチベーションを上げて積極的な参加を行うこと。

科目名（和文）

創造演習

Practice for Creative Thinking

発想、設計、ものつくり、テストラン、試合、発表会、報告書作成という流れの中で、随時ディスカッションを行
う。PDCA(Plan-Do-Check-Action)サイクルを基本に据えた創造活動を通して、自分が発想したことを実現する強い
意志と計画力、およびそれを他者に伝えるコミュニケーション能力を身に付けることを目標とする。

A. ブレインストーミング法が行える
B. KJ法が行える
C. 評価関数を設定してアイデアの評価ができる
D. 考えたことを書面などで見える化できる
E. 製作工程表を記入して管理できる
F. 仕事量を計測・記録し、それをもとに作業見積りができる
G. 自己の考えや仕事を文や図表にまとめ、相手に伝えることができる
H. 知的財産保護の必要性を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

実務においては問題解決活動が常である。問題解決には問題を見える化し、その情報を正確に他の人と共有するこ
とが重要であり、多くの現場でその工夫や苦労が見て取れる。本講座では、問題発見能力を醸成し得る知識を、開
発現場での実務経験を生かして計画した実習を中心に体験的に教授する。

授業内容

時間数 授業項目

＜前期＞

0.5 総合ガイダンス

1 創造活動の流れとアイデア発想法

1.5 アイデア発想の実習

1.5 既存製品にみる工夫と技術と知的財産について学

1.5 問題発見

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5 アイデア創出

1.5

3

4 アイデアをまとめる

0.5

＜後期＞

問題解決演習・解のないものに解を与える

1.5 ・材料がアイデアに及ぼす影響について考える

3 ・アイデアの洗練をやってみる

・アイデアの評価を体験する

1.5 ・問題解決を体系的に実施してみる

1.5 ・工学的な成果への芸術的観点の融合を体験する

1.5

1.5

1.5

1.5

6

1.5

1

0.5

合計

45

時間

□　報告書を作成する（D,E,F,G,H）

□　紙による試作・評価、工程表(Plan)：概略評価を体験する（C,D,E,F,G）

□　発表会、報告書提出　（Check)：評価する（定量化）（G）

知識の確認（授業内試験）

□　設計（D,E,F,G）

□　試作品を評価する（C,H）

□　工程表の作成(Plan)：実行計画を体験する（D,E,F,G）

□　製作、随時手直し　(Do)：実行力を発揮する（D,E,F,G）

□　使用材料に関する知識の吸収（D,G）

□　アクリル板加工の練習（升の作成）：経験の積み重ね（E,F）

解説，ルール・制約条件説明

□　発想、設計(Plan)：アイデアの発散収束を実施する（A,B）

□　特許申請書を作成したことがある（パテントコンテスト）（A,B,C,D,G,H）

知識の確認（授業内試験）

□　身近な問題点を発見したことがある（D）

□　問題を見える化したことがある（D）

□　アイデア発想ができる（D,G）

□　アイデアの具体化をしたことがある（C,D,G）

□　アイデアを図面化したことがある（D,G）

□　製品が解決した問題を把握できる（C,H）

□　簡易な価値評価ができる（C,H）

□　自分で調査した事柄について報告ができる（D,H）

□　知的財産の保護体系がいえる（H）

□　製品の形状から仕組みや機構を抽出できる（A,D,G）

□　KJ法を用いて整理できる（B）

□　部品から機能を抽出できる（D,G）

□　機能系統図を作成できる（D,G）

□　特許をキーワード検索できる（G）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　年間授業計画、評価方法の説明

□　エンジニアリングと創造の関係性について理解する

□　発想練習（ブレーンストーミング）(A,B,D,G)（A,B,D,G）

□　知的財産の存在について説明ができる（H）

□　製品の形状を図示できる（D,G）

授業計画

□　自己紹介
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 11.25 1.5 9.75

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

各課題の説明終了後に手描きによる課題制作実習をする。
成績の評価は定期試験及び課題にて行う。フィードバック方法として定期試験では試験後に解説を行い、課題で

は提出時の検図と訂正によって行う。

遠藤正弘ら：『機械製図』、実教出版

適宜プリントを配布することがある

成績は、定期試験点(30%)と提出課題の平均点(提出期限・課題評価)(70%)で評価する。
ただし、必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その点数の反映は合格を満たす点数を上限とする。

力学、材料学、機構学、機械加工、機械設計、計算機援用

締め切りは守ること。丁寧な図面作成を心掛けて下さい。

科目名（和文）

製図

Drawing

製図の基本学習に重点を置き、基本的技能を身に付けさせると共に製図の規格を正しく理解させる。
機械要素設計図面の描画を通し、機械工学の理解を深める。

(A)基本的な製図規格を覚える
(B)基礎的な図面を正しく読める
(C)図面規格に沿って基礎的な図面を正しくかけるようになる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 [講義]基本的な図面の書き方

3 [講義，実習]文字及び線の書き方

3 [講義，実習]寸法の書き方

3 [講義，実習]ねじ，ボルトの書き方

3 [講義，実習]はめあい，表面性状の書き方

1.5 [演習]学習内容の確認と振り返り

0.75 前期末試験

1.5 [講義]定期試験の解説

3.75 [実習]製図指導

合計

22.5

時間

□試験答案を返却し、回答と解説を行うと共に理解不十分な箇所の補習を行う

□作図した図面について添削し、必要に応じて図面の修正を行う

□試験対策

□授業内容について試験を行う

□ねじの名称・種類について理解する(A,B)

□ボルト・ナットの製図方法について理解する(A,B,C)

□寸法の許容限界およびはめあい方式について理解する(A,B)

□機械部品の微細な幾何学的特性を表す表面性状のかきかたについて理解する(A,C)

□定規とコンパスを用いた平面図形のかきかたについて理解する(A,C)

□基本的な寸法記入の方法について理解する(A,C)

□特殊な図示方法について理解する(A,C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□製図に用いる用具や用紙の正しい使いかたについて理解する(A)

□第三角法を用いた図面のかきかたについて理解する(A,C)

□図面に用いる文字や記号のかきかたについて理解する(A,C)

□線の種類と用いかたについて理解する(A,C)

授業計画

□投影法について理解する(A,B)

－224－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 11.25 1.5 9.75

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

各課題の説明終了後に手描きによる課題制作実習をする。
成績の評価は定期試験及び課題にて行う。フィードバック方法として定期試験では試験後に解説を行い、課題で

は提出時の検図と訂正によって行う。

遠藤正弘ら：『機械製図』、実教出版

適宜プリントを配布することがある

成績は、定期試験点(30%)と提出課題の平均点(提出期限・課題評価)(70%)で評価する。
ただし、必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その点数の反映は合格を満たす点数を上限とする。

力学、材料学、機構学、機械加工、機械設計、計算機援用

締め切りは守ること。丁寧な図面作成を心掛けて下さい。

科目名（和文）

製図

Drawing

製図の基本学習に重点を置き、基本的技能を身に付けさせると共に製図の規格を正しく理解させる。
機械要素設計図面の描画を通し、機械工学の理解を深める。

(A)基本的な製図規格を覚える
(B)基礎的な図面を正しく読める
(C)図面規格に沿って基礎的な図面を正しくかけるようになる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 [講義]基本的な図面の書き方

3 [講義，実習]文字及び線の書き方

3 [講義，実習]寸法の書き方

3 [講義，実習]ねじ，ボルトの書き方

3 [講義，実習]はめあい，表面性状の書き方

1.5 [演習]学習内容の確認と振り返り

0.75 前期末試験

1.5 [講義]定期試験の解説

3.75 [実習]製図指導

合計

22.5

時間

□試験答案を返却し、回答と解説を行うと共に理解不十分な箇所の補習を行う

□作図した図面について添削し、必要に応じて図面の修正を行う

□試験対策

□授業内容について試験を行う

□ねじの名称・種類について理解する(A,B)

□ボルト・ナットの製図方法について理解する(A,B,C)

□寸法の許容限界およびはめあい方式について理解する(A,B)

□機械部品の微細な幾何学的特性を表す表面性状のかきかたについて理解する(A,C)

□定規とコンパスを用いた平面図形のかきかたについて理解する(A,C)

□基本的な寸法記入の方法について理解する(A,C)

□特殊な図示方法について理解する(A,C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□製図に用いる用具や用紙の正しい使いかたについて理解する(A)

□第三角法を用いた図面のかきかたについて理解する(A,C)

□図面に用いる文字や記号のかきかたについて理解する(A,C)

□線の種類と用いかたについて理解する(A,C)

授業計画

□投影法について理解する(A,B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 3 19.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

中学校での、数学、物理、電気関連科目についてシラバスに記載された学習内容と授業計画に従って各自予習を行
う。学習内容について演習を行い、授業時間内の完結を目指す。なお、演習に対しては適宜アドバイスを与え知識
の定着をはかるとともに、繰り返し学習の実施により理解を深める。

必要に応じてプリント等を配布することがある

各期ごとの成績は、その時点までの課題点(50%)と試験点(50%)で評価する。

課題点は全ての課題が提出されれば60点となり、演習課題の正答率に応じて加点する。

試験点は定期試験ではなく、各項目ごとの達成度評価試験を行った点数の平均値とする。
なお、達成度評価試験は合格するまで受験することができるものとする。

工学基礎、創造演習

2020年度からの新カリキュラムでは、学修単位の導入により自学自習が求められます。
この演習を通じて集中して机に向かって取り組む姿勢を身につけましょう。

科目名（和文）

工学基礎演習

Basic Exercises in Engineering

機械電子工学科の基礎となる、数学、物理、電気分野の復習と、2学年以上で学習する内容の基礎を演習形式で実施
する。

A.決められた時間内に与えられた課題に集中して取組む姿勢を身に付ける
B.文字式の変形ができる
C.一次関数および二次関数が理解できる
D.物理量の量記号と単位記号が説明できる
E.オームの法則を説明し、その計算ができる
F.適切な補助単位を使うことが出来る
G.べき乗の計算ができる
H.文章の構造を理解し、論理的思考に基づく文章が作成できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

3 文章の構造と論理的文章作成

1.5 達成度評価試験

3 文字式の変形

3 一次関数、二次関数

1.5 達成度評価試験

3 べき乗の計算と補助単位

3 物理量の量記号と単位記号

1.5 達成度評価試験

合計

22.5

時間

□物理量の量記号と単位記号(D, F)

□べき乗，物理量の内容の試験を行う

□解答と解説を行い不十分な個所の補修を行う

□文字式，関数の内容の試験を行う

□解答と解説を行い不十分な個所の補修を行う

□べき乗の計算と補助単位に関する問題を解く(G)

□変数と定数(B)

□文字式の変形(B)

□オームの法則(B, E)

□一次関数、二次関数を解く(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する

□Webclassの使い方を学習する(A, H)

□メールの書き方(A, H)

□情報リテラシー，レポートの作成方法の内容の試験を行う

□解答と解説を行い不十分な個所の補修を行う

授業計画

□レポートの作成方法(A, H)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 2年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

基本的に座学での講義を行い、講義内容確認のために課題及び演習を実施する。
定期試験を実施して実習成果を測定するとともに、答案返却時の解説により知識の定着を行う。

基礎機械工作編集委員会 編：『基礎 機械工作』、産業図書株式会社

適宜プリントを配布することがある

各期ごとの成績は、その時点までの定期試験の平均点(70%)と課題(30%)で評価する。
定期試験は、(A)中間試験、(B)期末試験を実施する。
ただし、必要に応じて補講あるいは再試験を行い、評価に反映する場合がある。

材料学、製図、機械設計、機械加工2

分からないこと、理解できないことを自ら見出して質問し、疑問を持ち越さないようにする。
工作機械を使用する時には講義で習った内容を復習し、理解を深める。

科目名（和文）

機械加工1

Machining Process 1

機械加工の講義は機械工作法の基礎知識と種類ごとの特徴などについて講義を行う。

A. 機械加工を始める前の基礎知識を理解する
B. 加工の種類と特徴について理解し、説明することができる
C. 基本的な切削理論について理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 [講義]材料の性質と種類

1.5 [講義]加工精度

3 [講義]鋳造

1.5 まとめと演習

0.75 前期中間試験

1.5 学習指導期間

3 [講義]塑性加工

3 [講義]機械加工

3 [講義]応力とひずみ

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□試験答案を返却し解答と解説を行い不十分な個所の補修を行う

□塑性を用いた加工方法について理解することができる(B)

□切削加工の特徴と使用される機器について理解することができる(B, C)

□応力とひずみについて理解することができる(B)

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□材料の性質と工業的に使用される金属材料について理解する(A)

□鋳造の特徴、模型、欠陥について理解することができる(B)

□今まで学んできた内容の演習を行う(A, B)

授業計画

□加工精度の種類について理解することができる(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 2年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

基本的に座学での講義を行い、講義内容確認のために課題及び演習を実施する。
定期試験を実施して実習成果を測定するとともに、答案返却時の解説により知識の定着を行う。

基礎機械工作編集委員会 編：『基礎 機械工作』、産業図書株式会社

適宜プリントを配布することがある

各期ごとの成績は、その時点までの定期試験の平均点(70%)と課題(30%)で評価する。
定期試験は、(A)中間試験、(B)期末試験を実施する。
ただし、必要に応じて補講あるいは再試験を行い、評価に反映する場合がある。

材料学、製図、機械設計、機械加工2

分からないこと、理解できないことを自ら見出して質問し、疑問を持ち越さないようにする。
工作機械を使用する時には講義で習った内容を復習し、理解を深める。

科目名（和文）

機械加工1

Machining Process 1

機械加工の講義は機械工作法の基礎知識と種類ごとの特徴などについて講義を行う。

A. 機械加工を始める前の基礎知識を理解する
B. 加工の種類と特徴について理解し、説明することができる
C. 基本的な切削理論について理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 [講義]材料の性質と種類

1.5 [講義]加工精度

3 [講義]鋳造

1.5 まとめと演習

0.75 前期中間試験

1.5 学習指導期間

3 [講義]塑性加工

3 [講義]機械加工

3 [講義]応力とひずみ

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□試験答案を返却し解答と解説を行い不十分な個所の補修を行う

□塑性を用いた加工方法について理解することができる(B)

□切削加工の特徴と使用される機器について理解することができる(B, C)

□応力とひずみについて理解することができる(B)

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□材料の性質と工業的に使用される金属材料について理解する(A)

□鋳造の特徴、模型、欠陥について理解することができる(B)

□今まで学んできた内容の演習を行う(A, B)

授業計画

□加工精度の種類について理解することができる(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 0 15

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

システム開発を行ってきた経験を活かし、電子計算機（コンピュータ）の基本的なハードウェアから、処理手順、
開発環境、プログラミングについて説明する。

授業内容

科目名（和文）

電子計算機

Introduction to Embedded system Technology

電子計算機は，パーソナルコンピュータ（PC）そしてスマートフォンに代表されるように身近でなくてはならない
ものになった。本授業では、電子計算機の基本から、現在最も普及しているワンチップ・マイクロコンピュータに
よる組み込み技術の基礎までを教授する。

A. 種々の進数表現を理解し、それらの間の表記が理解できる
B. 基本論理回路が説明できる
C. 組み合わせ論理回路の入力から出力を導くことができる
D. 順序回路への入力から出力を導くことができる
E. マイコンの構成図からデータの流れを読むことができる
F. 機械語、アセンブラ言語、C言語の関係について説明できる
G. マイコンの開発環境を利用できる
H. フローチャートでアルゴリズムが表現できる
I.  簡単な処理についてアルゴリズムを作成できる"
J. システム構成図を見てふさわしいプログラムを作成できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学と演習を組み合わせて電子計算機を扱う知識と技術を身につける。講義で得た知識については項目ごとに課題
を与える演習にて技術として身につけるように授業を展開する。教科書では不足する情報はプリントを配布して授
業を進めるので保存用ファイルを用意すること。

ハードウェア技術(実教出版),授業にて随時配布するプリント

なし

前期中間、前期末、後期中間、後期末の4回評価を行う。
評価項目は以下の3点
①課題（評価基準は以下の通り。ただし、程度に応じて間の数値の間をとった評価も行う）
　　評価A：すべての課題が完璧である100点
　　評価B：すべての課題がやってある90点
　　評価C：60%以上の課題がやってある60点
　　評価D：課題の実施が60％以下0点
②理解度チェック試験
③定期試験の平均点
総合評価の算出方法は以下の通り。
　（総合評価）＝（①×20%＋②×20%＋③60％）
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その点数の反映は合格を満たす点数を上限とする。

工学基礎，創造演習, 工学実験

配布されるプリントは全て保管すること。課題については一部を除き、基本的には授業中に終了できる内容な
ので、集中して取り組み、宿題とならないようにすること。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

0.5 マイコンプログラム開発の準備

0.5 マイコンプログラミング開発導入1

1.5 基本論理回路

1.5 組み合わせ論理回路

1.5 組み合わせ論理回路の簡単化

0.75 マイコンプログラミング開発導入2

2.25

0.75 定期試験

0.75

2.25 コンピュータの構成要素回路の基礎（順序回路）

4.5 マイコンプログラミング開発導入3

3 プログラミングに必要な進数の知識

0.75 定期試験

0.75

マイクロコンピュータの基礎知識

0.75 加算機

1.5

1.5 実際の加算機

1.5 エンコーダとデコーダ

1.5 コンピュータの構造

1.5

1.5 プログラミング言語について

0.75 定期試験

0.75

0.75 プログラムで使用する変数

1.5

7.5 マイコンプログラミング開発の基礎

0.75 定期試験

1.5 まとめと振り返り

合計

45

時間

授業計画

□AND回路の真理値表が書ける(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業、評価方法について

□開発環境の準備(G)

□Scratchでマイコンを動かす経験をする(G)

□基本論理回路(AND)を説明できる(N)

□基本論理回路(OR)を説明できる(B)

□OR回路の真理値表が書ける(B)

□基本論理回路(NOT)を説明できる(B)

□その他の論理回路(NAND、NOR、EX-OR）を説明できる(B)

□組み合わせ回路の読み方を説明できる(C)

□組み合わせ回路の入出力関係をマイコンで再現できる(C,G)

□ブール代数について説明できる(C)

□単純な論理回路の単純化ができる(C)

□基礎的なフローチャートの図記号が説明できる(H,I)

□基本論理演算をScratch言語を使ってマイコンで実行できる(G,H,I)

□基本論理演算をScratch言語を使ってマイコンで実行できる(G,H,I)

前期前半に学んだ知識の理解度確認

前期前半に学んだ知識の再確認

□フリップフロップ回路(RS)の動作と構成を説明できる(D)

□フリップフロップ回路(JK)の動作と構成を説明できる(D)

□フリップフロップ回路(D)の動作と構成を説明できる(D)

□フリップフロップ回路(T)の動作と構成を説明できる(D)

□非同期回路・同期回路について説明できる(D)

□フリップフロップ回路のアルゴリズムを作成できる(D,G,H,I)

□フリップフロップ回路のアルゴリズムからフローチャートを作成できる(D,G,H,I)

□フリップフロップ回路の動作をScratch言語で作成できる(D,G,H,I)

□2値回路と2進数の関係を説明できる(A)

□2進数、10進数、16進数について相互に変換できる(A)

前期後半に学んだ知識の理解度確認

前期で学んだ知識の再確認

□半加算機の動作と構成を説明できる(A,C)

□プログラミング言語の種類について説明ができる(E,F)

後期前半に学んだ知識の理解度確認

後期前半に学んだ知識の再確認

□全加算機の動作と構成を説明できる(A,C)

□2進数の四則演算ができる(A)

□並列加算機、直列加算機の構成を説明できる(A,C)

□エンコーダ、デコーダの動作を説明できる(A,C)

□コンピュータの基本構成(E,J)

□プログラム言語と特徴について説明できる(F,G,H,I,J)

電子計算機についてまとめ

□繰り返し処理のプログラム命令文を作成できる(G,H,I,J)

□条件分岐を行うプログラム命令文を作成できる(G,H,I,J)

□センサを使ったアルゴリズムを作成できる(G,H,I,J)

□DCモーターを制御するアルゴリズムを作成できる(G,H,I,J)

後期後半に学んだ知識の確認

□変数宣言ができる(G,I)

□データの移動について理解する(I,J)

□変数を使ったプログラム命令が作成できる(I,J)

□I/Oの制御プログラム命令文を作成できる(G,H,I,J)

□アキュムレータ、レジスタ、メモリの役割を説明できる(E,J)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

主として実習形態で実施する。PDCAのうち、2年生ではPDCを意識的に実施し、グループ作業も行う。
成績の評価は課題とプレゼンテーションにて行う。フィードバック方法として各授業ごとの振り返りノート作成

とプレゼンテーションによる活動内容報告会を行う。

適宜配布する。

前期と後期の2回に分けて評価する。
総合成績はそれらの平均とする。
各区間の評価はPDCサイクルに準拠して、アイデア創出（P)、グループ活動及び活動記録（Ｄ）、プレゼンテーショ
ン（Ｃ）を下記配分で算出する。
　①アイデア創出活動(個人評価)の平均(25%)
　②グループ活動の評価(課題の成績)の平均(25%)
　③活動記録（振り返りノート）の平均(25%)
  ④プレゼンテーション(グループ評価)の平均(25%)
ただし、①と②はクラスの平均値を用いた相対評価とし、③と④は内容に対する絶対評価とする。作品や報告書が
提出できなかった者は不合格となる。
必要に応じて提出物の不備について指導を行う。

工学基礎、電子計算機、機械電子工学実験

1年次の創造演習の延長であるが、意識してPDCAサイクル活動につとめること。グループ作業では役割を確実に果た
すこと。自発的な行動を要する授業であるので、メリハリある行動で参加すること。
ノートを用いて充分に振り返って記載を行うこと。

科目名（和文）

創造演習

Practice for Creative Thinking

ものつくりを通して、グループ作業、問題の評価と解決策を科学的に行い、PDCA(Plan-Do-Check-Action)サイクル
を基本に据えた創造活動を体験的に理解することで、今後の専門分野に対する取り組み方や、工学的センスを身に
付けることを目標とする。

A。 PDCAを意識してものつくりを実行できる。
B。 数値では表せない問題を定量的に表現する技術の概念を身につける。
C。 疑問点に関して解答を生みだすアイディアを発想することができる。
D。 他人と意見交換ができる。
E。 自分の行った作業・結果を記録することができ、他人にわかりやすく説明することができる。
F。 指示された作業を制約条件を意識して計画通りに行動できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 課題：エンジニアリングデザイン

15 課題：アテロボグランプリ（前半）

3 グランプリ結果報告会

達成度アンケート・授業評価実施

7.5 課題：アテロボグランプリ（後半）

3 グランプリ結果報告会

9 課題：生産管理演習

3 生産管理演習プレゼンテーション

達成度アンケート・授業評価実施

合計

45

時間

□グループ発表(E)

□総合演習（B,C,D,E)

□道具の使い方(C)

□生産管理の基礎(A,B)

□合意形成(C,D)

□工程の標準化と実践(A,E)

□課題4：迷路脱出(A, C, D, F)

□アイデア発想(C)

□合意形成(C, D)

□グループ発表(E)

□グループ発表(E)

□アイデア発想(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□アイスブレークとアイディア発想(B, C, D)

□アルゴリズムの考え方(B, C, E)

□課題1：規定距離走行(A, C, D, F)

□課題2：スラローム(A, C, D, F)

□課題3：障害物競走(A, C, D, F)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

主として実習形態で実施する。PDCAのうち、2年生ではPDCを意識的に実施し、グループ作業も行う。
成績の評価は課題とプレゼンテーションにて行う。フィードバック方法として各授業ごとの振り返りノート作成

とプレゼンテーションによる活動内容報告会を行う。

適宜配布する。

前期と後期の2回に分けて評価する。
総合成績はそれらの平均とする。
各区間の評価はPDCサイクルに準拠して、アイデア創出（P)、グループ活動及び活動記録（Ｄ）、プレゼンテーショ
ン（Ｃ）を下記配分で算出する。
　①アイデア創出活動(個人評価)の平均(25%)
　②グループ活動の評価(課題の成績)の平均(25%)
　③活動記録（振り返りノート）の平均(25%)
  ④プレゼンテーション(グループ評価)の平均(25%)
ただし、①と②はクラスの平均値を用いた相対評価とし、③と④は内容に対する絶対評価とする。作品や報告書が
提出できなかった者は不合格となる。
必要に応じて提出物の不備について指導を行う。

工学基礎、電子計算機、機械電子工学実験

1年次の創造演習の延長であるが、意識してPDCAサイクル活動につとめること。グループ作業では役割を確実に果た
すこと。自発的な行動を要する授業であるので、メリハリある行動で参加すること。
ノートを用いて充分に振り返って記載を行うこと。

科目名（和文）

創造演習

Practice for Creative Thinking

ものつくりを通して、グループ作業、問題の評価と解決策を科学的に行い、PDCA(Plan-Do-Check-Action)サイクル
を基本に据えた創造活動を体験的に理解することで、今後の専門分野に対する取り組み方や、工学的センスを身に
付けることを目標とする。

A。 PDCAを意識してものつくりを実行できる。
B。 数値では表せない問題を定量的に表現する技術の概念を身につける。
C。 疑問点に関して解答を生みだすアイディアを発想することができる。
D。 他人と意見交換ができる。
E。 自分の行った作業・結果を記録することができ、他人にわかりやすく説明することができる。
F。 指示された作業を制約条件を意識して計画通りに行動できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 課題：エンジニアリングデザイン

15 課題：アテロボグランプリ（前半）

3 グランプリ結果報告会

達成度アンケート・授業評価実施

7.5 課題：アテロボグランプリ（後半）

3 グランプリ結果報告会

9 課題：生産管理演習

3 生産管理演習プレゼンテーション

達成度アンケート・授業評価実施

合計

45

時間

□グループ発表(E)

□総合演習（B,C,D,E)

□道具の使い方(C)

□生産管理の基礎(A,B)

□合意形成(C,D)

□工程の標準化と実践(A,E)

□課題4：迷路脱出(A, C, D, F)

□アイデア発想(C)

□合意形成(C, D)

□グループ発表(E)

□グループ発表(E)

□アイデア発想(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□アイスブレークとアイディア発想(B, C, D)

□アルゴリズムの考え方(B, C, E)

□課題1：規定距離走行(A, C, D, F)

□課題2：スラローム(A, C, D, F)

□課題3：障害物競走(A, C, D, F)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 2年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 2.5 20 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気回路の基礎と演習

Fundamental and practice of Electric Circuits

電気回路の基礎となる直流回路の計算方法とエネルギー量の考え方について、演習を中心に実施する。

A. 電気回路で使用される単位が理解できる。
B. 基本的な直流回路の計算ができる。
C. エネルギーと電気回路の関係について理解できる。
D. 回路網の諸定理（ブリッジ・キルヒホッフ・重ね合わせ）を利用して計算することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に自学自習形式の課題及び演習を実施する。中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却した上
で解答例を解説し学修状況を確認してもらう。

ドリルと演習シリーズ　電気回路、上原正啓著、電気書院

なし

評価項目は以下の３つである。
①定期試験の平均点
②授業時間内に実施する演習の平均点

総合評価の算出方法は、

総合評価＝（①×60％＋②×40％）とする。

基本的に全ての課題を提出すること。未提出の課題は0点として平均点を算出する。

工学基礎、工学基礎演習

工学基礎及び工学基礎演習の学習内容を復習しておくこと。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

6 基本的な直流回路

1.5 計算演習

0.75 中間試験

1.5 試験解説

3 回路解析の基本法則

1.5 計算演習

3 回路解析方法

1.5 計算演習

0.75 期末試験

1.5 試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

□合成抵抗（A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法が理解できる

□導体と絶縁体、電流と電圧の定義（A）

□オームの法則（B)

□エネルギーと電力（A,B,C)

□計算演習（B,D)

□分流分圧の法則（B,D)

□キルヒホッフの法則（B,D)

□計算演習（B,D)

□ブリッジと平衡条件（B,D)

□重ね合わせの理（B,D)

□計算演習（B,D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 2年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 15 75

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

前期と後期、各々のラウンドには４テーマの実験が用意されている。大きく４つのグループに分かれ、概ね２週で
１回ローテーションする。年間では計８テーマのレポートを作成し提出を求める。その他、実験内容の発表があ
る。また、授業時間内にレポートを提出し、受理されることを目標としているが、間に合わない場合は別日に補講
となるので注意すること。

実験指導書

教科書に記載されていない各実験テーマに対して指導書を配布する

全てのテーマについて実験し、レポートを提出し受理されること、および実験発表で合格点を得ることを合格の最
低条件とする。ただし期限に遅れた場合は減点対象となる。また、到達目標確認のため、定期試験を実施する。一
方、実験発表時の意欲的な質問と製作課題の動作等は10点を超えない範囲で加点対象とする。

評価項目は以下の４つである。
①実験レポートの評価平均点。
②定期試験２回の平均点。
③実験発表（各教員の平均点）
④加点対象（製作課題、発表時の質問など）
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（①×70％＋②×20％＋③×10％＋④10点以内）とする。なお、本科目は未受理のレポートがある、も
しくは実験発表が不合格である場合には、評価点が合格点に達していても不可となる。

工学基礎演習、電子計算機、機械加工、電気回路の基礎と演習

実験はチームワークが大切である。各自事前に指導書を熟読し、協力して実施すること。

科目名（和文）

機械電子工学実験

Experiments of Mechanical & Electronic Engineering

工学実験における基本事項である測定器の使用方法やレポート作成、グラフの作成、考え方について学ぶ。また、
基本的回路の作り方や法則、現象の確認実験を通じて電気回路、電子素子、電磁気学の理解を深める。さらに機械
加工の基礎の一つである溶接を体験する。

A. 指導書の実験内容に従って実験を行い、報告書を提出できる。
B. 計測装置、実験機器、電子部品の名称や使い方を学ぶことができる。
C. 事実に基づいて自分の行なった内容や結論を表現できる。
D. 口頭発表の準備と発表ができる。
E. 電気回路の法則、現象を観測・測定及び計算により確認することができる。
F. 機械加工の方法が理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 授業ガイダンス

6 実験ガイダンス

24 前期実験

6 実験発表

24 後期実験

6 実験発表

18 実験補講日およびレポート指導日

3 定期試験

合計

90

時間

□計測装置、実験機器、電子部品の名称や使い方を説明することができる(B)

□２０８　ブリッジ回路に関する実験(A,B,C,E)

□第３、第４グループ発表(D)

□実験の概要が理解できる

□２０５　順序回路に関する実験(A,B,C,E)

□２０６　機械要素に関する実験(A,B,C,F)

□２０７　電位降下法に関する実験(A,B,C,E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□実験の概要が理解できる

□レポートの書き方が理解できる

□２０１　ジュールの法則に関する実験(A,B,C,E)

□２０３　電磁力の測定に関する実験(A,B,C,E)

□２０４　直流回路に関する実験(A,B,C,E)

□第１、第２グループ発表(D)

授業計画

□２０２　アーク溶接の実習(A,B,C,F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 2年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 15 75

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

前期と後期、各々のラウンドには４テーマの実験が用意されている。大きく４つのグループに分かれ、概ね２週で
１回ローテーションする。年間では計８テーマのレポートを作成し提出を求める。その他、実験内容の発表があ
る。また、授業時間内にレポートを提出し、受理されることを目標としているが、間に合わない場合は別日に補講
となるので注意すること。

実験指導書

教科書に記載されていない各実験テーマに対して指導書を配布する

全てのテーマについて実験し、レポートを提出し受理されること、および実験発表で合格点を得ることを合格の最
低条件とする。ただし期限に遅れた場合は減点対象となる。また、到達目標確認のため、定期試験を実施する。一
方、実験発表時の意欲的な質問と製作課題の動作等は10点を超えない範囲で加点対象とする。

評価項目は以下の４つである。
①実験レポートの評価平均点。
②定期試験２回の平均点。
③実験発表（各教員の平均点）
④加点対象（製作課題、発表時の質問など）
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（①×70％＋②×20％＋③×10％＋④10点以内）とする。なお、本科目は未受理のレポートがある、も
しくは実験発表が不合格である場合には、評価点が合格点に達していても不可となる。

工学基礎演習、電子計算機、機械加工、電気回路の基礎と演習

実験はチームワークが大切である。各自事前に指導書を熟読し、協力して実施すること。

科目名（和文）

機械電子工学実験

Experiments of Mechanical & Electronic Engineering

工学実験における基本事項である測定器の使用方法やレポート作成、グラフの作成、考え方について学ぶ。また、
基本的回路の作り方や法則、現象の確認実験を通じて電気回路、電子素子、電磁気学の理解を深める。さらに機械
加工の基礎の一つである溶接を体験する。

A. 指導書の実験内容に従って実験を行い、報告書を提出できる。
B. 計測装置、実験機器、電子部品の名称や使い方を学ぶことができる。
C. 事実に基づいて自分の行なった内容や結論を表現できる。
D. 口頭発表の準備と発表ができる。
E. 電気回路の法則、現象を観測・測定及び計算により確認することができる。
F. 機械加工の方法が理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 授業ガイダンス

6 実験ガイダンス

24 前期実験

6 実験発表

24 後期実験

6 実験発表

18 実験補講日およびレポート指導日

3 定期試験

合計

90

時間

□計測装置、実験機器、電子部品の名称や使い方を説明することができる(B)

□２０８　ブリッジ回路に関する実験(A,B,C,E)

□第３、第４グループ発表(D)

□実験の概要が理解できる

□２０５　順序回路に関する実験(A,B,C,E)

□２０６　機械要素に関する実験(A,B,C,F)

□２０７　電位降下法に関する実験(A,B,C,E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□実験の概要が理解できる

□レポートの書き方が理解できる

□２０１　ジュールの法則に関する実験(A,B,C,E)

□２０３　電磁力の測定に関する実験(A,B,C,E)

□２０４　直流回路に関する実験(A,B,C,E)

□第１、第２グループ発表(D)

授業計画

□２０２　アーク溶接の実習(A,B,C,F)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 39 6 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

基本的に座学で講義を行い、自学自習のために課題を提示する。項目ごとに小テストを行い理解度をはかる機会を
設ける。学習成果の確認は定期試験にて行うとともに、答案返却時に解説を加えることで理解の定着をはかる。

基礎からの交流理論（電気学会）

必要に応じてプリント等を配布することがある

学修単位科目であるので、単位数に応じた課題を与えるので自学自習時間を充てること。また、定期試験でその学
習成果を確認することになるのでしっかりと実力に結びつけて欲しい。成績評価の配分は以下のとおりである。
①定期試験の平均点
②課題レポートの平均点
　　遅延は最大でも50％評価（遅れに応じて減点する）。未提出は0％評価となる

総合評価の算出方法は、
総合評価＝（①×70％＋②×30％）とする。

授業の空き時間を上手に利用して課題を実施して欲しい。また、質問も積極的に受けつけるので研究室をたずねる
こと。

工学基礎、工学実験

三角関数およびベクトルを用いた計算が多用されるので、予習・復習しておくこと。また講義および試験時には関
数電卓を持参すること。本授業は学修単位科目であるので、授業外学習（自学自習）として予習および課題への取
組などに90時間を充てること。

科目名（和文）

電気回路1

Electric Circuits 1

交流回路の基本となる正弦波交流について、その性質と取扱いを学習する

A.交流の基礎を理解できる
B.受動素子の働きを説明できる
C.各素子の直並列接続回路の計算ができる
D.交流電力を計算できる
E.複素数を用いた回路計算ができる
F.共振回路の性質を理解できる
G.三相交流の基礎が理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

パワーエレクトロニクス機器開発の実務経験を活かして授業を展開する。本科目は、電気・電子を取り扱う業務遂
行上必須の基礎専門知識である。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 正弦波交流

9 正弦波と複素数

7.5 交流回路における受動素子

0.75 定期試験

3.5 試験答案返却・試験解説

16 インピーダンスとアドミタンス

0.75 定期試験

3 学習指導期間

3 直列回路の性質と共振現象

3 並列回路の性質と共振現象

15 回路解析演習

0.75 定期試験

2 試験答案返却・試験解説

6 交流電力

6 インダクタンスと変成器

6 三相交流

0.75 定期試験

2.5 学習指導期間

合計

90

時間

後期に学んだ知識の理解度確認

達成度アンケート・授業評価実施

□交流電力、変成器、三相交流について理解不足を補完

□等価変換と理想変成器(B,E)

□共振現象、回路解析について理解不足を補完

□三相交流の概要（G）

□電源と負荷の接続（G）

□三相交流の電力（G）

□有効電力、無効電力、皮相電力(D)

□複素電力と供給電力最大条件(D)

□自己インダクタンスと相互インダクタンス(B,E)

□回路計算の演習(C,E)

□交流における回路の諸定理の演習(C,E,F)

後期前半に学んだ知識の理解度確認

□ＲＬＣ直列回路と直列共振(C,F)

□ＲＬＣ並列回路と並列共振(C,F)

□ＲＣ並列回路(C,F）

□回路計算の演習(A,B)

前期に学んだ知識の理解度確認

□回路計算について理解不足を補完

□正弦波交流、複素数、受動素子について理解不足を補完

□リアクタンスと複素インピーダンス

□ＲＬ直列回路(C,F）

□ＲＣ直列回路(C,F）

□ＲＬ並列回路(C,F）

□回路素子(B)

□回路素子ごとの電圧と電流の関係（B）

前期前半に学んだ知識の理解度確認

試験答案返却・解説

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する

□正弦波交流電圧の発生(A)

□正弦波交流の用語(A)

□交流の大きさと波形(A)

□複素平面とオイラーの公式（E)

□直角座標表示と極座標表示（E）

□フェーザ表示(A,E)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を中心に講義を進める。補助教材として適宜プリントを配布する。また、必要に応じて物理現象のデモンス
トレーションやビデオ等を活用して体感的に理解を深める。
学習指導期間において試験返却と解説を行うことで習熟度を高める機会を与える。

「基礎電磁気学」　山口昌一郎　著　（電気学会）

電磁気学関連の書籍、自作プリント等

本科目は学修単位科目であることから、単位数に応じた課題を与える。授業外学修（自学自習）を設けて実施する
こと。評価項目は以下の２つであり、授業内と授業外学習の成果を確認する。
（１）定期試験の点数
（２）課題レポートの平均点（未提出は0%評価）
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（(1)×70%＋(2)×30%）とする。
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

電気回路、電子回路、電子材料、電子デバイス、通信工学

電磁気は、身近に起きている物理現象なので難しく考えずに取り組んでほしい。特に、物理現象として体感的に理
解してもらいたい。一方、本授業は学修単位科目であることから、授業外学修（自学自習）として課題（主に演習
課題）への取り組み等に90時間を充てる。時間割の空き時間を有効利用すること。

科目名（和文）

電気磁気 1

Electromagnetics 1

電磁気学は、電気・電子工学を学ぶ際の基礎科目であり非常に重要である。本科目は、電磁気学の導入講座として
物理現象を体感的に理解することを目的とする。そして、簡単な計算を通して理解を深める。

A. 静電気（静電誘導・電束・コンデンサ）に関する物理現象を理解し、各種法則を利用できる。
B. 磁気（磁石・磁界・磁束・電磁誘導・コイル）に関する物理現象を理解し、各種法則を利用できる。
C. 磁気回路に関する物理現象を理解し、各種法則を利用できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 ガイダンス

2 静電気Ⅰ

2 静電気Ⅱ

1 電界

1 電位と電位差

2 電気力線

1 電束

0.75 前期中間試験

2 ガウスの定理Ⅰ

2 ガウスの定理Ⅱ

1 コンデンサⅠ

2 コンデンサⅡ

2 誘電体

1 誘電分散

0.75 前期末試験

1 学習指導期間

2 磁気

2 磁界Ⅰ

1 磁界Ⅱ

1 磁位と磁位差

2 磁束と磁束密度

1 磁気モーメントと磁化線

0.75 後期中間試験

2 電磁誘導Ⅰ

1 電磁誘導Ⅱ

2 コイルⅠ

1 コイルⅡ

2 磁気回路Ⅰ

1 磁気回路Ⅱ

2 磁気抵抗

0.75 学年末試験

1 学習指導期間

合計

45

時間

□後期区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(C)

□Lの計算、電磁エネルギー、結合係数を理解できる。(B)

□磁気に関するオームの法則を理解できる。(C)

□磁気に関するキルヒホッフの法則を理解できる。(C)

□磁気抵抗の合成、磁位差と起磁力、漏れ磁束を理解できる。(C)

□学年末区間における理解の確認ができる。(C)

□後期中間区間における理解の確認ができる。(B)

□磁気誘導、レンツの法則、フレミングの右手を理解できる。(B)

□誘導起電力、フレミング左手の法則、電磁力を理解できる。(B)

□相互・自己インダクタンス、誘導起電力を理解できる。(B)

□磁力線、右ネジの法則、周回路の法則を理解できる。(B)

□ビオ・サバールの法則、コイルの磁界を理解できる。(B)

□磁位、磁位差を理解できる。(B)

□磁束、磁束密度を理解できる。(B)

□磁気モーメント、磁化線、B-H曲線を理解できる。(B)

□分極と誘電分散が理解できる(A)

□前期末区間における理解の確認ができる。(A)

□前期区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(A)

□磁極、磁気に関するクーロンの法則を理解できる。(B)

□ガウスの定理を理解できる。(A)

□静電容量、コンデンサの接続法を理解できる。(A)

□誘電率と比誘電率、誘電体の分極を理解できる。(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法を理解できる。

□静電気による力の発生を理解できる。(A)

□クーロンの法則、静電誘導を理解できる。(A)

□電界の計算方法を理解できる。(A)

□電気力線の概念が理解できる。(A)

□電気力線、電束と電束密度の関係を理解できる。(A)

□前期中間区間における理解の確認ができる。(A)

授業計画

□電位と電位差、電位の傾きを理解できる。(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を中心に講義を進める。補助教材として適宜プリントを配布する。また、必要に応じて物理現象のデモンス
トレーションやビデオ等を活用して体感的に理解を深める。
学習指導期間において試験返却と解説を行うことで習熟度を高める機会を与える。

「基礎電磁気学」　山口昌一郎　著　（電気学会）

電磁気学関連の書籍、自作プリント等

本科目は学修単位科目であることから、単位数に応じた課題を与える。授業外学修（自学自習）を設けて実施する
こと。評価項目は以下の２つであり、授業内と授業外学習の成果を確認する。
（１）定期試験の点数
（２）課題レポートの平均点（未提出は0%評価）
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（(1)×70%＋(2)×30%）とする。
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

電気回路、電子回路、電子材料、電子デバイス、通信工学

電磁気は、身近に起きている物理現象なので難しく考えずに取り組んでほしい。特に、物理現象として体感的に理
解してもらいたい。一方、本授業は学修単位科目であることから、授業外学修（自学自習）として課題（主に演習
課題）への取り組み等に90時間を充てる。時間割の空き時間を有効利用すること。

科目名（和文）

電気磁気 1

Electromagnetics 1

電磁気学は、電気・電子工学を学ぶ際の基礎科目であり非常に重要である。本科目は、電磁気学の導入講座として
物理現象を体感的に理解することを目的とする。そして、簡単な計算を通して理解を深める。

A. 静電気（静電誘導・電束・コンデンサ）に関する物理現象を理解し、各種法則を利用できる。
B. 磁気（磁石・磁界・磁束・電磁誘導・コイル）に関する物理現象を理解し、各種法則を利用できる。
C. 磁気回路に関する物理現象を理解し、各種法則を利用できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 ガイダンス

2 静電気Ⅰ

2 静電気Ⅱ

1 電界

1 電位と電位差

2 電気力線

1 電束

0.75 前期中間試験

2 ガウスの定理Ⅰ

2 ガウスの定理Ⅱ

1 コンデンサⅠ

2 コンデンサⅡ

2 誘電体

1 誘電分散

0.75 前期末試験

1 学習指導期間

2 磁気

2 磁界Ⅰ

1 磁界Ⅱ

1 磁位と磁位差

2 磁束と磁束密度

1 磁気モーメントと磁化線

0.75 後期中間試験

2 電磁誘導Ⅰ

1 電磁誘導Ⅱ

2 コイルⅠ

1 コイルⅡ

2 磁気回路Ⅰ

1 磁気回路Ⅱ

2 磁気抵抗

0.75 学年末試験

1 学習指導期間

合計

45

時間

□後期区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(C)

□Lの計算、電磁エネルギー、結合係数を理解できる。(B)

□磁気に関するオームの法則を理解できる。(C)

□磁気に関するキルヒホッフの法則を理解できる。(C)

□磁気抵抗の合成、磁位差と起磁力、漏れ磁束を理解できる。(C)

□学年末区間における理解の確認ができる。(C)

□後期中間区間における理解の確認ができる。(B)

□磁気誘導、レンツの法則、フレミングの右手を理解できる。(B)

□誘導起電力、フレミング左手の法則、電磁力を理解できる。(B)

□相互・自己インダクタンス、誘導起電力を理解できる。(B)

□磁力線、右ネジの法則、周回路の法則を理解できる。(B)

□ビオ・サバールの法則、コイルの磁界を理解できる。(B)

□磁位、磁位差を理解できる。(B)

□磁束、磁束密度を理解できる。(B)

□磁気モーメント、磁化線、B-H曲線を理解できる。(B)

□分極と誘電分散が理解できる(A)

□前期末区間における理解の確認ができる。(A)

□前期区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(A)

□磁極、磁気に関するクーロンの法則を理解できる。(B)

□ガウスの定理を理解できる。(A)

□静電容量、コンデンサの接続法を理解できる。(A)

□誘電率と比誘電率、誘電体の分極を理解できる。(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法を理解できる。

□静電気による力の発生を理解できる。(A)

□クーロンの法則、静電誘導を理解できる。(A)

□電界の計算方法を理解できる。(A)

□電気力線の概念が理解できる。(A)

□電気力線、電束と電束密度の関係を理解できる。(A)

□前期中間区間における理解の確認ができる。(A)

授業計画

□電位と電位差、電位の傾きを理解できる。(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

基本的に座学で講義する。講義内容確認のために予習課題及び復習課題を自学学修として実施する。試験及び課題
は採点の上、返却し、理解度を確認してもらう。

ワイヤレス通信工学（改訂版）、大友功、小園茂、熊沢弘之共著、コロナ社

評価項目は以下の３つである。授業外学修の成果確認として②および③を実施する。
①定期試験（中間、期末）の平均点
②演習課題の平均点（遅延は50％評価、未提出は0％評価）
③課題レポート（２回）の平均点（遅延は50％評価、未提出は0％評価）

総合評価の算出方法は、

総合評価＝（①×60％＋②×20％＋③×20％）とする。

電気回路の基礎と演習、アンテナ工学、電気通信法規

三角関数および対数を用いた計算が多用されるので、講義および試験時には関数電卓を持参すること。本授業は学
修単位科目であることから、授業外学習（自学自習）45時間を予習・復習等に充てることになるが、これに
WebClassで展開する授業資料を事前に取得・予習することおよび、課題の実施時間も加味すること。

科目名（和文）

通信工学

Communication engineering

通信システムの基本構成、信号変換、主要構成要素である伝送路に関する基本理論と要素技術を習得するととも
に、その役割を理解する。また、無線電話装置、レーダー及び衛星通信装置の理論、構造、機能を紹介する。

A.有線通信システムの概要が理解できる
B.無線通信システムの概要が理解できる
C.アナログ変調方式の概要が理解できる
D.ディジタル変調方式の概要が理解できる
E.通信伝送理論の基礎が理解できる
F.周波数、波長、光速の関係がわかる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 通信の歴史

1.5 通信系のモデルと伝送理論の基礎

3 有線通信技術の基礎

3 無線通信技術の基礎

0.75 前期中間試験（演習）

0.75 試験答案返却・試験解説

0.75 無線通信技術の構成要素

3 アナログ変調方式

1.5 ディジタル変調方式

1.5 通信路の多重化

3 無線通信の応用

0.75 前期期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

達成度アンケート・授業評価実施

合計

22.5

時間

□レーダーの原理と概要(B)

□TDMA,FDMA,CDMA(D)

□スペクトラム拡散方式の概要(D)

□無線通信業務と移動通信システムの概要(B)

□携帯電話システムの概要(B)

□衛星通信システムの概要(B)

□送受信機の構成(C)

□変調方式の種類(C,D)

□AM、FM、PMの概要と変復調回路、特徴(C)

□ASK、FSK、PSKの原理と特徴、変復調回路(D)

□多値変調と所要BER(D)

□電波の定義と伝搬環境（電離圏、対流圏）(F)

□電波伝搬（干渉要因、フレネルゾーン）(E,F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□通信の歴史(A,B)

□通信系のモデルと雑音の種類(A,B,E)

□デシベル、シャノンの定理の計算(A,B,E)

□伝送制御と誤り制御(A)

□BERとSN比(D,E)

□パルス符号変調(PAM,PWM,PCM)の概要(A)

□プロトコルとOSI参照モデル(A,E)

授業計画

□データ伝送方式（直並列、単信、複信）(A,E)

－233－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 43 2 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義を中心とする
学習指導期間において試験返却と解説を行うことで習熟度を高める機会を与える。

材料科学・材料工学-基礎から応用まで-　JAMES NEWELL　（滝澤、関野、林訳)　東京化学同人

Webclass資料、等

本科目は学修単位科目であることから、単位数に応じた計算や調査レポート課題を与える。授業外学修（自学自
習）として取り組むこと。評価項目は以下の２つであり、授業内と授業外学習の成果を確認する。
（１）定期試験の点数
（２）課題レポートの平均点（未提出は0%評価）
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（(1)×70%＋(2)×30%）とする。
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

物理、化学、電気磁気学、数学

身の回りの物質がどのような工業製品に利用されているのか興味を持って取り組んでもらいたい。本授業は学修単
位科目であることから、授業外学修（自学自習）として課題（主に演習課題）への取り組み等に90時間を充てる。
時間割の空き時間を有効利用すること。

科目名（和文）

工業材料

Industrial Materials

工業製品に使用される構造材料および機能材料について、基本的性質と具体的な使用例についての解説を行う。

A.各種材料の化学的・物理的性質を理解した上で分類することができる。

B.機械的構造材料の機能と各種測定方法について説明できる。

C.電気・磁気的機能材料の働きと用途を示すことができる。

D.金属・高分子・セラミックス材料の特徴と機能発現について説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 授業ガイダンスおよび評価方法の説明

2 工業材料の用途と特性

2 工業材料の分類

3 物質中の化学結合

3 金属とセラミックスの結晶構造

2 結晶格子欠陥

2 結晶の生成と成長

0.75 前期中間試験

3 機械的性質の測定

6 電磁気的性質の測定

0.75 前期期末試験

2 金属材料

2 高分子材料

6 セラミックス材料

0.75 後期中間試験

8 電子および光学材料

0.75 後期期末試験

合計

45

時間

□電子材料を分類できる（A)（C)（D)

□誘電体について説明できる（C)

□光学材料の性質とその応用について述べることができる（A)（C)

□セラミックス材料の分類について述べることができる（A)（C)（D)

□セラミックス材料の合成方法について説明できる（A)(D)

□セラミックス材料のリサイクルに関して説明できる（A)(D)

□合金と状態図について述べることができる（A)(B)(D)

□アルミニウムとその合金について説明できる（A)(B)(D)

□金属材料のリサイクルについて述べることができる（A)(B)(D)

□ポリマーの定義と種類について述べることができる（A)(D)

　できる（A)（C)

□金属材料の加工法について述べることができる（A)(B)(D)

□引張、圧縮、曲げ、硬さ試験について説明できる（A)(B)

□抵抗率、ホール効果、光透過率・反射率・吸収率について説明

□各種格子欠陥の特徴を述べることができる（A)

□結晶成長について述べることができる（A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□各種工業材料の用途と特性について述べることができる（A)

□様々な化学結合の性質について述べることができる（A)

□結晶性物質の特徴について述べることができる（A)

授業計画

□各種工業材料を分類することができる（A)

－234－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 43 2 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義を中心とする
学習指導期間において試験返却と解説を行うことで習熟度を高める機会を与える。

材料科学・材料工学-基礎から応用まで-　JAMES NEWELL　（滝澤、関野、林訳)　東京化学同人

Webclass資料、等

本科目は学修単位科目であることから、単位数に応じた計算や調査レポート課題を与える。授業外学修（自学自
習）として取り組むこと。評価項目は以下の２つであり、授業内と授業外学習の成果を確認する。
（１）定期試験の点数
（２）課題レポートの平均点（未提出は0%評価）
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（(1)×70%＋(2)×30%）とする。
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

物理、化学、電気磁気学、数学

身の回りの物質がどのような工業製品に利用されているのか興味を持って取り組んでもらいたい。本授業は学修単
位科目であることから、授業外学修（自学自習）として課題（主に演習課題）への取り組み等に90時間を充てる。
時間割の空き時間を有効利用すること。

科目名（和文）

工業材料

Industrial Materials

工業製品に使用される構造材料および機能材料について、基本的性質と具体的な使用例についての解説を行う。

A.各種材料の化学的・物理的性質を理解した上で分類することができる。

B.機械的構造材料の機能と各種測定方法について説明できる。

C.電気・磁気的機能材料の働きと用途を示すことができる。

D.金属・高分子・セラミックス材料の特徴と機能発現について説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 授業ガイダンスおよび評価方法の説明

2 工業材料の用途と特性

2 工業材料の分類

3 物質中の化学結合

3 金属とセラミックスの結晶構造

2 結晶格子欠陥

2 結晶の生成と成長

0.75 前期中間試験

3 機械的性質の測定

6 電磁気的性質の測定

0.75 前期期末試験

2 金属材料

2 高分子材料

6 セラミックス材料

0.75 後期中間試験

8 電子および光学材料

0.75 後期期末試験

合計

45

時間

□電子材料を分類できる（A)（C)（D)

□誘電体について説明できる（C)

□光学材料の性質とその応用について述べることができる（A)（C)

□セラミックス材料の分類について述べることができる（A)（C)（D)

□セラミックス材料の合成方法について説明できる（A)(D)

□セラミックス材料のリサイクルに関して説明できる（A)(D)

□合金と状態図について述べることができる（A)(B)(D)

□アルミニウムとその合金について説明できる（A)(B)(D)

□金属材料のリサイクルについて述べることができる（A)(B)(D)

□ポリマーの定義と種類について述べることができる（A)(D)

　できる（A)（C)

□金属材料の加工法について述べることができる（A)(B)(D)

□引張、圧縮、曲げ、硬さ試験について説明できる（A)(B)

□抵抗率、ホール効果、光透過率・反射率・吸収率について説明

□各種格子欠陥の特徴を述べることができる（A)

□結晶成長について述べることができる（A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□各種工業材料の用途と特性について述べることができる（A)

□様々な化学結合の性質について述べることができる（A)

□結晶性物質の特徴について述べることができる（A)

授業計画

□各種工業材料を分類することができる（A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 90

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

機械電子工学実験

Experiments of Mechanical & Electronic Engineering

機械・電子工学を学ぶ上で基礎となる回路実験、マイコン技術、通信実験、電機実験、力学など幅広い分野につ
いて、実験を通じて理解を深める。

A. 指導書に従い回路や装置を組み立て、自ら実験できる。
B. 得られた結果を考察を含めて決められた期限内に報告することができる。
C. 自身で調べた内容を他人に分かるようにプレゼンテーションすることができる。
D. 実験遂行・レポート執筆に必要な知識を習得できる。
E. マイコン周辺機能を説明でき、基本的な利用ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを4グループに分け、各分野を担当する4人の担当教員のもとで実験を行う。実験終了後にはレポートを期
日までに提出し、フィードバックをするためにレポートの内容について担当教員の指導を受ける。また、実験テー
マに沿った実験発表を行う。

「実験指導書」（サレジオ高専）

各教員が配布する補助プリント、および各テーマが属する分野の専門書等

　すべてのテーマについて実験の実施と共にレポート提出(含企業見学)が合格の最低条件となる。また、テーマを
決めて実験発表（プレゼンテーション）を1回行う。最終評価は、レポート点80%＋プレゼンテーション点20%とし
て、総合評価とする。ただし、レポート点とプレゼンテーション点については、担当教員4人の平均点とする。な
お、発表時の質問は回数に応じて総合評価に加点する。

※報告書(実験レポート、企業見学レポート)などの未受理や実験発表をしていない場合は、原則として不合格とな
る。

工学基礎、電気回路１、半導体デバイス、創造演習、通信工学、機械加工１

常に他人に報告できることを念頭に実験に挑み、疑問点についてはその場で解決するように努めることが望まし
い。実験終了後は速やかにデータ整理を行って理解を深めておくことが重要である。座学で習う科目との関連に気
づけば、一生忘れない技術を習得したことになる。

氏名：

時間数 授業項目

3 ガイダンス

24 【前期】

自律制御ロボット「落ちない君」の製作

回路に関する実験 

材料特性に関する実験

流体力学に関する実験

24 【後期】

電機に関する実験

通信に関する実験

コンピューター援用生産(CAM)に関する実験

機械加工に関する実験

21 レポート指導，発表準備，発表

12 実験発表 (4回)

3 卒業研究聴講

3 企業見学

合計

90

時間

授業計画

□制御プログラムを理解できる。(A,B,D,E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する。

□直並列共振回路を理解できる。(A,B,D,E)

□材料特性の取得方法を理解できる。(A,B,D)

□風洞について理解できる。(A,B,D)

□小型DCモータの特性を理解できる。(A,B,D)

□アナログ変調の原理を理解できる。(A,B,D)

□コンピューター援用生産(CAM)について理解できる。(A,B,D)

□旋盤加工について理解できる。(A,B,D)

□レポート指導、必要に応じて再実験、発表用資料の作成を行う。

(A,B,C,D)

□自分の行った実験に関わるテーマで発表を行う。(B,C)

□卒業研究を聴講し、将来の自分の卒業研究選択に生かす。

□企業等の見学によりキャリアを向上する。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

基本的に座学での講義を行い、講義内容確認のために課題及び演習を実施する。
定期試験を実施して実習成果を測定するとともに、答案返却時の解説により知識の定着を行う。

基礎機械工作編集委員会 編：『基礎 機械工作』、産業図書株式会社

適宜プリントを配布することがある

各期の成績は、その時点までの定期試験の平均点(70%)と課題(30%)で評価する。
定期試験は、(A)中間試験、(B)期末試験を実施する。
ただし、必要に応じて補講あるいは再試験を行い、評価に反映する場合がある。

機械加工1、製図、工学基礎

分からないこと、理解できないことを自ら見出して質問し、疑問を持ち越さないようにする。本授業は学修単位科
目であるので、授業外学習（自学自習）として予習および課題への取組などに45時間を充てること。具体的には
WebClassにあるスライド資料を授業前に確認、また、WebClassにある課題を授業後に実施すること。

科目名（和文）

機械加工2

Machining Process 2

機械加工の講義は機械工作法の基礎知識と種類ごとの特徴などについて講義を行う。

A.設計における基本的な考え方が理解できる
B.機械製図について復習する
C.CADの基本的な操作ができる
D.CADを用いた製図ができる
E.機械設計に用いる機械要素について理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 機械製図の復習

6 設計の基礎

0.75 前期中間試験

1.5 学習指導期間

4.5 CAD操作の基礎

3 CADを用いた製図の演習

1.5 まとめと演習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□試験答案を返却し解答と解説を行い不十分な個所の補修を行う

□今までに学んできた内容のまとめと演習を行う

□Inventorを用いた部品図の描き方を理解する(C)

□Inventorを用いた組立図の描き方を理解する(C)

□Inventorを用いた図面の描き方を理解する(C)

□Inventorを使用して、CADで出来ることを理解する(D)

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□CADに関する基礎知識について学ぶ(C, D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□機械製図について復習する(A,B)

□製図の基本的な用語，名称の説明を述べることができ、

　投影図から正しい立体図を判断できるようになる(A,B,F)

□機械要素の規格について理解する(A)

授業計画

□第三角法を用いた紙の図面の書き方について理解する(A,B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

基本的に座学での講義を行い、講義内容確認のために課題及び演習を実施する。
定期試験を実施して実習成果を測定するとともに、答案返却時の解説により知識の定着を行う。

基礎機械工作編集委員会 編：『基礎 機械工作』、産業図書株式会社

適宜プリントを配布することがある

各期の成績は、その時点までの定期試験の平均点(70%)と課題(30%)で評価する。
定期試験は、(A)中間試験、(B)期末試験を実施する。
ただし、必要に応じて補講あるいは再試験を行い、評価に反映する場合がある。

機械加工1、製図、工学基礎

分からないこと、理解できないことを自ら見出して質問し、疑問を持ち越さないようにする。本授業は学修単位科
目であるので、授業外学習（自学自習）として予習および課題への取組などに45時間を充てること。具体的には
WebClassにあるスライド資料を授業前に確認、また、WebClassにある課題を授業後に実施すること。

科目名（和文）

機械加工2

Machining Process 2

機械加工の講義は機械工作法の基礎知識と種類ごとの特徴などについて講義を行う。

A.設計における基本的な考え方が理解できる
B.機械製図について復習する
C.CADの基本的な操作ができる
D.CADを用いた製図ができる
E.機械設計に用いる機械要素について理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 機械製図の復習

6 設計の基礎

0.75 前期中間試験

1.5 学習指導期間

4.5 CAD操作の基礎

3 CADを用いた製図の演習

1.5 まとめと演習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□試験答案を返却し解答と解説を行い不十分な個所の補修を行う

□今までに学んできた内容のまとめと演習を行う

□Inventorを用いた部品図の描き方を理解する(C)

□Inventorを用いた組立図の描き方を理解する(C)

□Inventorを用いた図面の描き方を理解する(C)

□Inventorを使用して、CADで出来ることを理解する(D)

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□CADに関する基礎知識について学ぶ(C, D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□機械製図について復習する(A,B)

□製図の基本的な用語，名称の説明を述べることができ、

　投影図から正しい立体図を判断できるようになる(A,B,F)

□機械要素の規格について理解する(A)

授業計画

□第三角法を用いた紙の図面の書き方について理解する(A,B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することもある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版 線形代数　岡本和夫（実教出版）

線形代数キャンパスゼミ　馬場敬之（マセマ出版）、授業プリント

1. 成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験（70%）
(2)授業内の小テスト、演習および授業外学修として取り組んだ課題による平常点（30%）
2. 評定算出の方法
(1)上記の配分に従って区間成績を付ける。
(2)総合成績は区間成績の単純平均とする。
(3)授業態度により大幅に平常点を減点する可能性があり。
(4)中間の区間成績が20点未満の場合、不可が確定する。学期末に再試験を行う場合もある。

基礎数学１、基礎数学２、代数幾何学

授業の予習・復習や課題の演習において、練習問題にたくさん取り組こと。本授業は学修単位科目となっており、
授業外学修として課題（予習・復習などを含む自学自習）への取り組み45時間を充てる。

科目名（和文）

線形代数

Liniear Algebra

連立1次方程式の解法、行列式とその応用、固有値・固有ベクトルを学習する。

A. 行列の基本演算ができる。
B. 行列の性質を用いて連立1次方程式が解ける。
C. 行列式の求め方と性質を理解し、連立1次方程式の解法へ応用できる。
D. 行列の固有値と固有ベクトルを求めることができる。
E. 正方行列の対角化ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 行列の復習

4.5 連立1次方程式の解法

3 行列式

0.75 中間試験

3 行列式の応用

3 固有値と固有ベクトル

4.5 行列の対角化

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□定期試験

□試験の返却と解説、理解が不十分な内容の補足

□正方行列の対角化(E)

□行列の対角化可能条件(E)

□対称行列の対角化(E)

□固有値の固有ベクトルの求め方(D)

□定期試験

□クラメルの公式を用いた連立1次方程式の解法(C)

□行列式の定義と性質（サラスの方法）(C)

□余因子を用いた行列式の展開(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認および評価方法などの説明

□行列の基本演算（和・差・積）の復習(A)

□行列の基本変形と階数(A)

□掃き出し法を用いた連立1次方程式の解法(B)

□連立1次方程式が解をもつ条件(B)

□基本変形による逆行列の求め方(B)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

アナログ電子回路

Analog electronic circuits

多くの電子機器に利用されている代表的な電子回路について、回路構成や動作原理、解析手法を教授する。ま
た、簡単な電子回路について諸計算をすることで回路を設計させる。さらに、設計例や実用回路例を多く取り上げ
て、ものづくりに必要な基本的概念や資質を高める。

A. 電子回路で使用する素子を理解できる。
B. 代表的な電子回路の動作原理を理解できる。
C. 簡単な電子回路を設計できる。
D. 適当な参考書を参照しながら自らのアイディアのもとに回路設計ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心として講義を進める。補助教材として自作プリントを適宜配布する。配布するプリントは、補助的内
容の他に実用的な回路とその波形を示し、回路動作を体感的に理解させるものである。さらに、講義で取り上げる
素子を実際に見せることで回路に対する興味・好奇心を高める。課題・レポートは、試験前に試験問題を模した形
式で出題し、学習指導期間には試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

「図でよくわかる 電子回路」　篠田庄司 監修（コロナ社）
「ポイントマスター電子回路トレーニングノート」　田丸雅夫 他著（コロナ社）

「入門 電子回路 アナログ編」　家村道雄 監修　（オーム社）
「アナログ電子回路」　大類重範 著　（日本理工出版会）、自作プリント

　各区間の評価方法は、試験（70%）+課題・レポート（30%）とする。総合評価は、各区間の評点（100点満点）の
単純平均とする。ただし、特別な事情を除き、課題・レポートの遅延は、50％評価（最大でも15点）とする。

電気回路、電気磁気、半導体デバイス

基本的な素子の特徴を把握すると回路動作の理解がしやすい。部品数が多い回路でも、案外簡単に理解できるの
で怯まずに取り組んで欲しい。実際に使える回路例を多く示すので、興味のある学生は自作してみると面白いだろ
う。学修単位科目であるので授業外学習（自学自習）45時間を予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 ダイオード回路

3 トランジスタ増幅回路の基礎

3 CR結合増幅回路の周波数特性

1.5 電力増幅回路

1.5 電界効果トランジスタ回路

0.75 中間試験

0.75 試験答案返却・試験解説

0.75 負帰還増幅回路

0.75 高周波増幅回路

0.75 差動増幅回路

1.5 演算増幅器の基本特性

3 発振回路の基礎

1.5 直流電源回路

0.75 期末試験

0.75 試験答案返却・試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

□トランジスタの接地方式と増幅作用を理解できる。(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法を理解できる。

□ダイオードの特性曲線、負荷線を理解できる。(A,B)

□ダイオード回路、波形操作回路を理解できる。(A,C)

□増幅度とデシベル、Trの種類と動作原理を理解できる。(A,B)

□各種バイアス回路を理解できる。(B)

□増幅回路の等価回路、直流・交流の負荷線を理解できる。(B,C)

□hパラメータを理解できる。(B)

□入力側結合コンデンサの影響を理解できる。(B,C)

□出力側結合コンデンサの影響を理解できる。(B,C)

□エミッタバイパスコンデンサの影響を理解できる。(B,C)

□トランス結合A級電力増幅回路を理解できる。(B,C)

□B級電力増幅回路、SEPP回路を理解できる。(B,C)

□FETの特性、電圧増幅作用とバイアス回路を理解できる。(A,B,C)

□中間区間における理解の確認ができる。(A,B,C,D)

□中間区間の理解不足箇所を把握し、補充できる。(A,B,C,D)

□負帰還増幅回路を理解できる。(B,C)

□高周波増幅回路を理解できる。(B,C)

□同相利得、差動利得、同相除去比を理解できる。(B,C)

□理想OPアンプ、理想条件を理解できる。((B,C)

□OPアンプで実現できる諸回路を理解できる。(B,C)

□OPアンプによる増幅回路を理解できる。(B,C)

□発振原理、発振の条件を理解できる。(B,C)

□RC発振回路を理解できる。(B,C)

□LC発振回路を理解できる。(B,C)

□水晶発振回路を理解できる。(A,B,C)

□各種整流方式、各種平滑回路を理解できる。(B,C)

□シリーズドロッパ型電源回路を理解できる。(B,C)

□期末区間における理解の確認ができる。(A,B,C,D)

□期末区間の理解不足箇所を把握し、補充できる。(A,B,C,D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

アナログ電子回路

Analog electronic circuits

多くの電子機器に利用されている代表的な電子回路について、回路構成や動作原理、解析手法を教授する。ま
た、簡単な電子回路について諸計算をすることで回路を設計させる。さらに、設計例や実用回路例を多く取り上げ
て、ものづくりに必要な基本的概念や資質を高める。

A. 電子回路で使用する素子を理解できる。
B. 代表的な電子回路の動作原理を理解できる。
C. 簡単な電子回路を設計できる。
D. 適当な参考書を参照しながら自らのアイディアのもとに回路設計ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心として講義を進める。補助教材として自作プリントを適宜配布する。配布するプリントは、補助的内
容の他に実用的な回路とその波形を示し、回路動作を体感的に理解させるものである。さらに、講義で取り上げる
素子を実際に見せることで回路に対する興味・好奇心を高める。課題・レポートは、試験前に試験問題を模した形
式で出題し、学習指導期間には試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

「図でよくわかる 電子回路」　篠田庄司 監修（コロナ社）
「ポイントマスター電子回路トレーニングノート」　田丸雅夫 他著（コロナ社）

「入門 電子回路 アナログ編」　家村道雄 監修　（オーム社）
「アナログ電子回路」　大類重範 著　（日本理工出版会）、自作プリント

　各区間の評価方法は、試験（70%）+課題・レポート（30%）とする。総合評価は、各区間の評点（100点満点）の
単純平均とする。ただし、特別な事情を除き、課題・レポートの遅延は、50％評価（最大でも15点）とする。

電気回路、電気磁気、半導体デバイス

基本的な素子の特徴を把握すると回路動作の理解がしやすい。部品数が多い回路でも、案外簡単に理解できるの
で怯まずに取り組んで欲しい。実際に使える回路例を多く示すので、興味のある学生は自作してみると面白いだろ
う。学修単位科目であるので授業外学習（自学自習）45時間を予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 ダイオード回路

3 トランジスタ増幅回路の基礎

3 CR結合増幅回路の周波数特性

1.5 電力増幅回路

1.5 電界効果トランジスタ回路

0.75 中間試験

0.75 試験答案返却・試験解説

0.75 負帰還増幅回路

0.75 高周波増幅回路

0.75 差動増幅回路

1.5 演算増幅器の基本特性

3 発振回路の基礎

1.5 直流電源回路

0.75 期末試験

0.75 試験答案返却・試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

□トランジスタの接地方式と増幅作用を理解できる。(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法を理解できる。

□ダイオードの特性曲線、負荷線を理解できる。(A,B)

□ダイオード回路、波形操作回路を理解できる。(A,C)

□増幅度とデシベル、Trの種類と動作原理を理解できる。(A,B)

□各種バイアス回路を理解できる。(B)

□増幅回路の等価回路、直流・交流の負荷線を理解できる。(B,C)

□hパラメータを理解できる。(B)

□入力側結合コンデンサの影響を理解できる。(B,C)

□出力側結合コンデンサの影響を理解できる。(B,C)

□エミッタバイパスコンデンサの影響を理解できる。(B,C)

□トランス結合A級電力増幅回路を理解できる。(B,C)

□B級電力増幅回路、SEPP回路を理解できる。(B,C)

□FETの特性、電圧増幅作用とバイアス回路を理解できる。(A,B,C)

□中間区間における理解の確認ができる。(A,B,C,D)

□中間区間の理解不足箇所を把握し、補充できる。(A,B,C,D)

□負帰還増幅回路を理解できる。(B,C)

□高周波増幅回路を理解できる。(B,C)

□同相利得、差動利得、同相除去比を理解できる。(B,C)

□理想OPアンプ、理想条件を理解できる。((B,C)

□OPアンプで実現できる諸回路を理解できる。(B,C)

□OPアンプによる増幅回路を理解できる。(B,C)

□発振原理、発振の条件を理解できる。(B,C)

□RC発振回路を理解できる。(B,C)

□LC発振回路を理解できる。(B,C)

□水晶発振回路を理解できる。(A,B,C)

□各種整流方式、各種平滑回路を理解できる。(B,C)

□シリーズドロッパ型電源回路を理解できる。(B,C)

□期末区間における理解の確認ができる。(A,B,C,D)

□期末区間の理解不足箇所を把握し、補充できる。(A,B,C,D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気回路2

Electoric Circuits 2

電気・電子工学の基礎としての電気回路解析手法について講義する

A.回路理論の諸定理を利用して線形回路網を解くことができる
B.４端子パラメータを用いた基礎的計算を行うことができる
C.線形回路の過渡現象を解くことができる
D.歪波交流の基礎について理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に座学で講義を行い、自学自習のために課題を提示する。項目ごとに小テストを行い理解度をはかる機会を
設ける。学習成果の確認は定期試験にて行うとともに、答案返却時に解説を加えることで理解の定着をはかる。

「基礎からの交流理論」小郷 寛、小亀 英己、石亀 篤司、電気学会（発行元）、オーム社

評価項目は以下の３つである。授業外学修の成果確認として②および③を実施する。
①定期試験の平均点
②演習課題の平均点（遅延は50％評価、未提出は0％評価）
③課題レポート（２回）の平均点（遅延は50％評価、未提出は0％評価）

総合評価の算出方法は、

総合評価＝（①×60％＋②×20％＋③×20％）とする。

電気回路の基礎と演習、電気回路1

三角関数およびベクトルを用いた計算が多用されるので、講義および試験時には関数電卓を持参すること。本授業
は学修単位科目であることから、授業外学習（自学自習）45時間を予習・復習等に充てることになるが、これに
WebClassで展開する授業資料を事前に取得・予習することおよび、課題の実施時間も加味すること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 電圧源と電流源

1.5 重ねの理

3 閉路解析法と接点解析法

1.5 等価回路

3.75 四端子回路網

0.75 前期中間試験（演習）

0.75 試験答案返却・試験解説

3 微分方程式を用いた過渡解析

1.5 ラプラス変換を用いた過渡解析

3 ひずみ波交流

0.75 前期期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

達成度アンケート・授業評価実施

合計

22.5

時間

授業計画

□鳳・テブナンの定理(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□電圧源と電流源(A)

□重ねの理による回路解析(A)

□回路方程式からの回路解析(A)

□ノートンの定理(A)

□最大電力供給の定理(A)

□Fパラメータと縦続接続(B)

□Yパラメータと並列接続(B)

□Zパラメータと直列接続(B)

□RL直列回路(C)

□RC直列回路(C)

□LC直列回路(C)

□RLC直列回路(C)

□ラプラス変換の基礎(C)

□逆ラプラス変換の基礎(C)

□回路解析への応用(C)

□周期関数の表現(D)

□繰り返し周期波形の周波数解析(D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として講義を進める。授業中適宜演習問題を出題し、レポートで提出を求める場合と黒板へ出て解いて
もらう場合の2通りある。講義の一部はディスカッション方式で学生と対話しながら講義を進める場合もある。学習
指導期間に試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

電磁気学を学ぶためのベクトル解析　　関根、佐野共著　　コロナ社
基礎電磁気学　山口昌一郎　著　（電気学会）

ドリルと演習シリーズ 電磁気学、電気書院

本科目は学修単位科目であることから、単位数に応じた課題を与える。授業外学修（自学自習）を設けて実施する
こと。評価項目は以下の２つであり、授業内と授業外学習の成果を確認する。
（１）定期試験の点数
（２）課題レポートの平均点
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（(1)×70%＋(2)×30%）とする。
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

電気磁気Ⅰ、電気回路、電子デバイス、通信工学

電磁気は、身近に起きている物理現象なので難しく考えずに取り組んでほしい。また、物理現象が発現する「場」
をイメージできるようになってほしい。本授業は学修単位科目であることから、授業外学修（自学自習）として課
題（主に演習課題）への取り組み等に90時間を充てる。時間割の空き時間を有効利用すること。

科目名（和文）

電気磁気2

Electromagnetics 2

電磁気学を理解するためのベクトル解析の基礎を身につけることを目的とし、前期は静電界に関する諸項目、後期
は磁界、電磁波の諸項目をベクトルを基礎として解説し、演習を通じて理解を深める。

A.ベクトル解析の初等計算ができる。
B.三次元におけるクーロン力、静電場、電位の意味と数式との関係が理解できる。
C.ベクトル場の湧き出しとガウスの定理を理解できる。
D.ベクトル場の回転を用いて電流と磁場の関係を理解できる。
E.マクスウエルの電磁基礎方程式が理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 ベクトル

1.5 ベクトルの解析的表示

3 スカラ積とベクトル積

4.5 勾配

0.75 前期中間試験

1.5 静電界(クーロンの法則、電界、電位)

1.5 三次元ベクトルの発散

1.5 ガウスの発散定理

1.5 ガウスの定理

1.5 直交曲線座標

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

3 静磁界

3 ストークスの定理

3 三次元ベクトルの回転

1.5 電流と磁界

0.75 後期中間試験

4.5 電磁波(1)

4.5 電磁波(2)

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□学年末区間における理解の確認ができる。(A),(B),(C),(D),(E)

□後期区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(A),(B),(C),(D),(E)

□ビオ・サバールの法則、アンペアの周回積分の法則を理解できる。(D)

□後期中間区間における理解の確認ができる。(D)

□変位電流を理解できる。(A),(B),(C),(D)

□マクスウエルの電磁基礎方程式を理解できる。(E)

□前期区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(A),(B),(C)

□磁気におけるクーロンの法則、磁界、および磁位を理解できる。(A),(B),(D)

□ストークスの定理を理解できる。(D)

□三次元ベクトルの回転を理解できる。(D)

□ベクトルの発散を理解できる。(C)

□ガウスの発散定理を理解できる。(C)

□ガウスの定理の積分系と微分系を理解できる。(C)

□極座標、円柱座標を理解できる。(A),(B),(C)

□前期末区間における理解の確認ができる。(A),(B),(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法を理解できる。

□ベクトルの加法と減法を理解できる。(A)

□ベクトルの解析的表示を理解できる。(A)

□三次元ベクトルの勾配を理解できる。(A),(B)

□前期中間区間における理解の確認ができる。(A),(B)

□ベクトルによるクーロンの法則、電界、電位を理解できる。(A),(B)

授業計画

□スカラ積とベクトル積を理解できる。(A)

－240－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主体として講義を進める。授業中適宜演習問題を出題し、レポートで提出を求める場合と黒板へ出て解いて
もらう場合の2通りある。講義の一部はディスカッション方式で学生と対話しながら講義を進める場合もある。学習
指導期間に試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

電磁気学を学ぶためのベクトル解析　　関根、佐野共著　　コロナ社
基礎電磁気学　山口昌一郎　著　（電気学会）

ドリルと演習シリーズ 電磁気学、電気書院

本科目は学修単位科目であることから、単位数に応じた課題を与える。授業外学修（自学自習）を設けて実施する
こと。評価項目は以下の２つであり、授業内と授業外学習の成果を確認する。
（１）定期試験の点数
（２）課題レポートの平均点
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（(1)×70%＋(2)×30%）とする。
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

電気磁気Ⅰ、電気回路、電子デバイス、通信工学

電磁気は、身近に起きている物理現象なので難しく考えずに取り組んでほしい。また、物理現象が発現する「場」
をイメージできるようになってほしい。本授業は学修単位科目であることから、授業外学修（自学自習）として課
題（主に演習課題）への取り組み等に90時間を充てる。時間割の空き時間を有効利用すること。

科目名（和文）

電気磁気2

Electromagnetics 2

電磁気学を理解するためのベクトル解析の基礎を身につけることを目的とし、前期は静電界に関する諸項目、後期
は磁界、電磁波の諸項目をベクトルを基礎として解説し、演習を通じて理解を深める。

A.ベクトル解析の初等計算ができる。
B.三次元におけるクーロン力、静電場、電位の意味と数式との関係が理解できる。
C.ベクトル場の湧き出しとガウスの定理を理解できる。
D.ベクトル場の回転を用いて電流と磁場の関係を理解できる。
E.マクスウエルの電磁基礎方程式が理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 ベクトル

1.5 ベクトルの解析的表示

3 スカラ積とベクトル積

4.5 勾配

0.75 前期中間試験

1.5 静電界(クーロンの法則、電界、電位)

1.5 三次元ベクトルの発散

1.5 ガウスの発散定理

1.5 ガウスの定理

1.5 直交曲線座標

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

3 静磁界

3 ストークスの定理

3 三次元ベクトルの回転

1.5 電流と磁界

0.75 後期中間試験

4.5 電磁波(1)

4.5 電磁波(2)

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□学年末区間における理解の確認ができる。(A),(B),(C),(D),(E)

□後期区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(A),(B),(C),(D),(E)

□ビオ・サバールの法則、アンペアの周回積分の法則を理解できる。(D)

□後期中間区間における理解の確認ができる。(D)

□変位電流を理解できる。(A),(B),(C),(D)

□マクスウエルの電磁基礎方程式を理解できる。(E)

□前期区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(A),(B),(C)

□磁気におけるクーロンの法則、磁界、および磁位を理解できる。(A),(B),(D)

□ストークスの定理を理解できる。(D)

□三次元ベクトルの回転を理解できる。(D)

□ベクトルの発散を理解できる。(C)

□ガウスの発散定理を理解できる。(C)

□ガウスの定理の積分系と微分系を理解できる。(C)

□極座標、円柱座標を理解できる。(A),(B),(C)

□前期末区間における理解の確認ができる。(A),(B),(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法を理解できる。

□ベクトルの加法と減法を理解できる。(A)

□ベクトルの解析的表示を理解できる。(A)

□三次元ベクトルの勾配を理解できる。(A),(B)

□前期中間区間における理解の確認ができる。(A),(B)

□ベクトルによるクーロンの法則、電界、電位を理解できる。(A),(B)

授業計画

□スカラ積とベクトル積を理解できる。(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME：機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

半導体デバイス

Semiconductor Devices

半導体物性の基礎理論を学んだ後、ダイオードとトランジスタの基本構造と動作原理を学び、情報通信技術産業の
基盤となっているLSIと光デバイスの理解につなげていく。また、プロセス技術およびデバイスの故障について、そ
の概要を学ぶ。

A. 真空中と固体中で、電子の振る舞いに違いのあることが説明できる。

B. ダイオードとトランジスタの動作原理と基本特性が説明できる。

C. 光デバイスの動作原理と基本特性が説明できる。

D. 集積回路の構造と機能が説明できる。

E. 半導体デバイス製造のためのプロセス技術が説明できる。

F. 半導体デバイスの故障メカニズムが説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義を中心とする。
また、学習指導期間に試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

「半導体工学」 渡辺英夫著 (コロナ社)

必要に応じて動画等での解説を加えることがある

本科目は学修単位科目であることから、単位数に応じた課題を与える。授業外学修（自学自習）を設けて実施する
こと。評価項目は以下の２つであり、授業内と授業外学習の成果を確認する。
（１）定期試験の点数
（２）課題レポートの平均点
総合評価の算出方法は、
総合評価＝（(1)×70%＋(2)×30%）とする。
必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

物理、化学、機械電子工学実験

この科目は学修単位科目であるため、予習・復習を主とする自学自習が合計で45時間必要である。指定された課題
を中心に自学自習に取り組むこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 授業ガイダンス

1 真空中の電子

1.5 固体中の電子

2 電気伝導と伝導体の種類

0.75 前期中間試験

2.5 半導体中のキャリア濃度

2 pn接合の電気的特性

0.75 前期期末試験

1 前期のまとめ

2 バイポーラトランジスタ

2 電界効果トランジスタ

0.75 後期中間試験

1 オプトエレクトロニクス素子

1 集積回路

1 プロセス技術

1 信頼性

0.75 後期期末試験

1 １年間のまとめ

合計

22.5

時間

授業計画

□電子の粒子性と波動性（A）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する

□半導体デバイスの概要

電子の性質を学び、ニュートン力学との違いを理解する

固体中での電子の振舞いを学び、真空中とは異なることを理解する

□電子のエネルギー準位（A)

□固体中での電子のエネルギー準位（A)

電気伝導のメカニズムを学び、三種類の伝導体を理解する

□電気伝導のメカニズム（A)

□導体、半導体、絶縁体での電気伝導（A)(B)

□移動度（B)

半導体のバンド構造を学び、添加不純物の効果を理解する

□バンド構造とフェルミ準位（B)

□不純物添加によるp型・n型半導体の形成 (B)

□ホール効果

pn接合のバンド構造を学び、ダイオード特性を理解する

□pn接合における空乏層とバンド構造（B)

□pn接合ダイオードの順方向・逆方向特性（B)

バイポーラトランジスタの構造を学び、その特性を理解する

□バイポーラトランジスタの組成構造とバンド理論（B)

□バイポーラトランジスタの基本電気特性（B)

電界効果トランジスタの構造を学び、その特性を理解する

□電界効果トランジスタの基本的な構造と動作原理（B)

□化合物半導体（C）

□発光ダイオード、レーザダイオードの動作原理と特性（C)

集積回路技術の発展の歴史を学び、電気的特性との関係を理解する

□電界効果トランジスタの基本的電気特性（B)

光と電気との関係を学び、光デバイスの動作原理を理解する

□高信頼化技術（F)

□前工程と後工程（E)

デバイスの故障メカニズムを学び、高信頼化技術を理解する

□故障メカニズムと信頼性評価法（F)

□集積回路の構造（D)

□集積回路の機能と応用（D)

半導体デバイスの製造技術を学び、電気的特性との関係を理解する

□プレーナプロセス技術（E)

□光と電気エネルギーの関係（C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

アンテナ工学

Antenna engineering

高周波伝送の基礎である伝送回路、電磁波、アンテナの基礎を講義する。

A.分布定数回路の諸特性を理解できる。
B.電波の性質、電磁波の基本法則を理解できる。
C.アンテナ利得が計算できる。
D.アンテナの種類と概要について説明できる。
E.アンテナの指向性について理解できる。
F.諸特性の計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に座学で講義する。学習内容の定着のために予習／復習課題やレポートを実施する。予習／復習課題／レ
ポートについては、必要に応じて参考となるコメントを付した上で返却する。定期試験については、答案用紙を返
却した上で解答例を解説し、学修状況を確認させる。

「電波工学」　安達三郎・佐藤太一　（森北出版）

なし

評価項目は以下の２つである。
①定期試験の得点
②授業外学修として実施する予習課題／復習課題の得点（遅延を含む未提出は0％評価）

総合評価の算出方法は、
総合評価＝（①×60％＋②×40%）とする。

通信工学、電気磁気ⅠⅡ

本科目は学修単位であるので、授業前の予習及び授業後の復習に計45時間を充てること。ついては、教員からの指
示どおりに予習課題／復習課題に取り組むこと。
なお、講義時には関数電卓を持参すること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

7.5 高周波伝送路と分布定数回路

0.75 中間試験

1.5 電磁波と放射の理論

3 アンテナの基礎理論

6 実用アンテナ

0.75 期末試験

1.5 学習指導

合計

22.5

時間

授業計画

【復習課題】平衡／同軸線路の特性　　　【予習課題】無損失線路について

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

【予習課題】分布定数回路について

□各種伝送路の型式(A)

□基礎方程式と伝搬定数(A)

【復習課題】入射派と反射波　　　　　　【予習課題】特性インピーダンスについて

□特性インピーダンスと無損失線路(A)

【復習課題】特性インピーダンスの計算　【予習課題】インピーダンス整合について

□反射係数と電圧定在波比及びインピーダンス整合(A)

【復習課題】反射係数とVSWRの計算　　　【予習課題】スミスチャートの意義

□スミスチャート(A)

【復習課題】スミスチャートでの計算　　【予習課題】変位電流について

□導波管(B)

□電磁方程式(B)

【復習課題】導波管の諸特性　　　　　　【予習課題】偏波について

□平面波(B)

【復習課題】波動インピーダンス　　　　【予習課題】指向性について

□ダイポールアンテナの放射(B,C)

□ホーンアンテナの放射(B,C)

□指向性(E,F)

【復習課題】放射電力と半値角　　　　　【予習課題】絶対利得と相対利得について

□入力インピーダンスと利得(C,F)

□効率、実効長、実効面積(F)

【復習課題】実効長／実行面積／開口効率【予習課題】線状アンテナについて

□アンテナの分類(D)

□線状アンテナ(D,E)

【復習課題】各種線状アンテナの特長　　【予習課題】八木アンテナについて

□配列アンテナ特性(D,E)

【復習課題】各種アレーアンテナの特長　【予習課題】板状アンテナについて

□板状アンテナ(D,E)

【復習課題】各種板状アンテナの特長　　【予習課題】開口面アンテナについて

□開口面アンテナ(D,E)

□進行波アンテナ(D,E)

【復習課題】各種開口面アンテナの特長

※【復習課題】と【予習課題】の内容については、変更することがある。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

アンテナ工学

Antenna engineering

高周波伝送の基礎である伝送回路、電磁波、アンテナの基礎を講義する。

A.分布定数回路の諸特性を理解できる。
B.電波の性質、電磁波の基本法則を理解できる。
C.アンテナ利得が計算できる。
D.アンテナの種類と概要について説明できる。
E.アンテナの指向性について理解できる。
F.諸特性の計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に座学で講義する。学習内容の定着のために予習／復習課題やレポートを実施する。予習／復習課題／レ
ポートについては、必要に応じて参考となるコメントを付した上で返却する。定期試験については、答案用紙を返
却した上で解答例を解説し、学修状況を確認させる。

「電波工学」　安達三郎・佐藤太一　（森北出版）

なし

評価項目は以下の２つである。
①定期試験の得点
②授業外学修として実施する予習課題／復習課題の得点（遅延を含む未提出は0％評価）

総合評価の算出方法は、
総合評価＝（①×60％＋②×40%）とする。

通信工学、電気磁気ⅠⅡ

本科目は学修単位であるので、授業前の予習及び授業後の復習に計45時間を充てること。ついては、教員からの指
示どおりに予習課題／復習課題に取り組むこと。
なお、講義時には関数電卓を持参すること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

7.5 高周波伝送路と分布定数回路

0.75 中間試験

1.5 電磁波と放射の理論

3 アンテナの基礎理論

6 実用アンテナ

0.75 期末試験

1.5 学習指導

合計

22.5

時間

授業計画

【復習課題】平衡／同軸線路の特性　　　【予習課題】無損失線路について

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

【予習課題】分布定数回路について

□各種伝送路の型式(A)

□基礎方程式と伝搬定数(A)

【復習課題】入射派と反射波　　　　　　【予習課題】特性インピーダンスについて

□特性インピーダンスと無損失線路(A)

【復習課題】特性インピーダンスの計算　【予習課題】インピーダンス整合について

□反射係数と電圧定在波比及びインピーダンス整合(A)

【復習課題】反射係数とVSWRの計算　　　【予習課題】スミスチャートの意義

□スミスチャート(A)

【復習課題】スミスチャートでの計算　　【予習課題】変位電流について

□導波管(B)

□電磁方程式(B)

【復習課題】導波管の諸特性　　　　　　【予習課題】偏波について

□平面波(B)

【復習課題】波動インピーダンス　　　　【予習課題】指向性について

□ダイポールアンテナの放射(B,C)

□ホーンアンテナの放射(B,C)

□指向性(E,F)

【復習課題】放射電力と半値角　　　　　【予習課題】絶対利得と相対利得について

□入力インピーダンスと利得(C,F)

□効率、実効長、実効面積(F)

【復習課題】実効長／実行面積／開口効率【予習課題】線状アンテナについて

□アンテナの分類(D)

□線状アンテナ(D,E)

【復習課題】各種線状アンテナの特長　　【予習課題】八木アンテナについて

□配列アンテナ特性(D,E)

【復習課題】各種アレーアンテナの特長　【予習課題】板状アンテナについて

□板状アンテナ(D,E)

【復習課題】各種板状アンテナの特長　　【予習課題】開口面アンテナについて

□開口面アンテナ(D,E)

□進行波アンテナ(D,E)

【復習課題】各種開口面アンテナの特長

※【復習課題】と【予習課題】の内容については、変更することがある。

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 11.25 11.25 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

材料力学

Strength of materials

機械設計において強度計算を行うことは必須です。構造物に外力が作用した場合の変形を予測し、構造物の破壊を
防止するための基礎知識の習得を目指しま。材料に生じる垂直応力やせん断応力、応力を受けることによる曲げ
モーメントの概念や、薄板に生じる応力分布を学習します。

A:物体に作用する力のつり合いについて理解する
B:物体に外力が作用した際の、材料内部に生じる応力とひずみの関係を理解する
C:棒に生じる引張り応力と圧縮応力について理解する
D:曲げが作用するはりに生じる曲げモーメントを理解する
E:曲げが作用するはりに生じる曲げ応力とたわみを理解する

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

学修単位科目であるので、単位数に応じた課題を与えるので自習時間をその実施に充てること。
（A)中間試験、（B)期末試験の2回の試験を行いその平均で評価する。ただし、合格点に達しない場合でも、課題に
対する提出状況、およびその質を鑑み、再度理解を確認する再試験を実施し、上限を60点として再評価することが
ある。

基礎から学ぶ材料力学　立野昌義/後藤芳樹/武沢英樹ほか　オーム社

なし

学修単位科目であるので、単位数に応じた課題を与えるので自習時間をその実施に充てること。
（A)中間試験、（B)期末試験の2回の試験を行いその平均で評価する。ただし、合格点に達しない場合でも、課題に
対する提出状況、およびその質を鑑み、再度理解を確認する再試験を実施し、上限を60点として再評価することが
ある。

力学、材料学、機構学、機械設計、機械加工、製図

材料力学は、機械や構造物を設計する上での強度確認に必須の学問です。機械技術者として基本的な構造物設計が
できるよう、基礎理解に努めて下さい。そのために、数多くの例題を実際に解いて具体的なイメージを身につけて
下さい。学修単位ですので授業外学修45時間として教科書を読み込んで、用語の確認を行い、式の展開をしっかり
と行うことが肝要です。

氏名：

時間数 授業項目

0.25 ガイダンス

0.5 材料力学で扱う単位

0.75 外力と内力，力のモーメントのつり合い

1.5 応力とひずみ，フックの法則

1.5 フックの法則その２，垂直応力とせん断応力

1.5 直列および並列接続の棒に生じる応力

1.5 はりの基礎および支点反力

1.5 はりにおける仮想断面と各種内力

0.75 中間試験

1.5 はりに生じるせん断力と曲げモーメント

1.5 各種はりにおける曲げモーメント

1.5 はりの曲げ応力と中立軸

1.5 断面１次モーメントと断面２次モーメント

1.5 各種形状の断面２次モーメント

1.5 断面係数と曲げ応力

1.5 はりのたわみ

0.75 期末試験

1.5 試験答案返却，試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

□棒に作用する応力とひずみ、フックの法則について学ぶ（B）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間の授業計画と評価方法、材料力学の基本について説明する

□材料力学で扱う単位とその関係について学ぶ（A)

□物体に作用する外力と内力、力のモーメントについて学ぶ（A)

□垂直応力とせん断応力、フックの法則その２について学ぶ（C)

□組み合わせ棒に生じる応力について学ぶ（C)

□各種はりの概要と支点反力の導出方法を学ぶ（D)

□はりのつり合いを考える仮想断面について学ぶ（D)

□仮想断面に生じるせん断力と曲げモーメントについて学ぶ（D)

□各種はりにおける曲げモーメントの導出方法について学ぶ（D)

□曲げ応力の基礎と中立軸の考え方を学ぶ（E)

□断面１次モーメントと断面２次モーメントを学ぶ（E）

□各種断面形状の断面２次モーメントを計算する（E）

□断面係数と曲げ応力の計算式を学ぶ（E）

□はりに生じるたわみ量の計算式を学ぶ（E）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 9 0 81

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

機械電子工学実験

Experiments of Mechanical and Electronic Engineering

エレクトロニクス回路の設計製作実習を通して、課題をこなす能力、デザイン能力、具現化技能を養う。また工程
のマネジメントを行うことによってPDCAサイクルを意識した行動ができるようにする。製作物の性能測定や各種の
計測実習を行うことによって回路の理解や測定技術を養う。

A.事実に基づいて自分の行った内容や結論を表現できる。(課題をこなす能力)
B.計測装置、電子部品を適切に使うことができ、各テーマの内容を理解できる。(専門技術力)
C.与えられた制約の下で回路や内装、外観を設計できる。(デザイン能力)
D.他者の成果の聴講や企業見学によって、自分のキャリアをデザインできる。(デザイン能力)
E.設計通りに回路を実装し、具現化することができる。(具現化技能)
F.PDCAサイクルを意識し、工程表に基づいて作業することができる。(管理能力)
G.安全衛生の概念を理解できる。(管理能力)

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

作業報告書や実験報告書の提出を求める。報告書は対面による指導を行い、正しい書き方が身につくように細かな
指導を行う。また、学生は担当教員の指導のもと1年に1回のプレゼンテーション等を行い、発表力向上を図る。な
お、会社見学（もしくは業界セミナー等）を行い、キャリア形成として見聞を広げる。

指定の実験指導書を購入すること

なし

前期末、後期末において、その区間までにおける作業報告書や実験報告書の提出状況およびその内容(60%)、製作物
の内容(20%)、プレゼン等(20%)として評価する。

学年末の成績は前期末と後期末の評価の単純平均とする。
各期間の評価点は各担当教員の評価の単純平均とする。
特別な事情がある場合を除き、報告書などの提出が遅れた場合、当該報告書の評価は優とせず、遅延日数に応じて
減点する。なお、報告書など未提出・未受理、およびプレゼンの未発表がある場合には、原則不合格となる。

電子回路 電気回路 電気磁気学 通信工学 機械加工 工業材料 計測工学 音響工学 他専門科目全般

PDCA(計画→実行→評価→改善)のサイクルを意識しながら実習に参加すること。
納期を意識した作業計画を行うこと。
機会を活かすのは、自分自身の行動次第である（責任感を意識せよ）。

氏名：

時間数 授業項目

6 前期/後期ガイダンス

18 オーディオアンプに関する実験（3テーマ×2週）

右記のテーマに関して、特性等をテスター、

電圧電流計、オシロスコープを運用し計測

する。さらに回路基板を製作する。さらに、

管理技術をベースとしたアンプ製作における

魅力作りに取り組む。

6 システムの構築（総合作業）

3 模擬販売

6 機械工学に関する実験（1テーマ×2週）

24 ローテーション実験（4テーマ×2週）

右記のテーマに関して、特性等をテスター、電

圧電流計、オシロスコープ、高周波電力計（ス

ペクトラムアナライザ）を運用し計測する。

12 レポート指導・発表指導

12 実験発表

（4回の発表日のいずれか1回に発表する）

3 1年間の振り返り/キャリアデザイン

合計

90

時間

授業計画

□ 入出力特性・周波数特性を理解する (B,F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 実験の進め方，評価の仕方，安全衛生等を理解する (G)

【CR結合増幅回路に関する実験】

□ 直流バイアス回路と結合コンデンサを理解する (B,F)

□ 回路を実装する

　 電圧計,電流計,テスタ等で動作チェックする (A,B,E,F)

【B級プッシュプル電力増幅回路に関する実験】

□ コンプリメンタリ動作を理解する (A,B,E,F) 

□ クロスオーバ歪の改善法を理解する (A,B,E,F)

□ 回路を実装する

　 電圧計,電流計,テスタ等で動作チェックする (A,B,E,F)

【直流安定化電源回路に関する実験】

□ 非安定化電源[変圧･整流･平滑]を理解する (A,B,E,F)

□ シリーズドロッパ型安定化電源を理解する (A,B,E,F)

□ 回路を実装する

　 電圧計,電流計,テスタ等で動作チェックする (A,B,E,F)

□ ハーネスを作成し、回路の接続、動作をチェックする(A,B,E,F)

□ 回路の特性測定（出力電力・周波数特性・歪率特性）を測る(A,B,E,F)

□ 機械加工(シャーシ設計・製作) (C)

□ 模擬販売の準備（パンフレット制作など）を行う (A,E,F)

□ 文化祭における模擬販売を行う (A,E,F)

□ 圧縮性流体を学習する(B)

□ 圧力比から理論マッハ数を計算する（F,G）

□ 衝撃風洞の操作方法を理解する（B,G）

□ 実験データを取得することができる（B,G）

□ 取得したデータについて、理論と比較・検討できる (A,B,F)

【ディジタル無線通信に関する実験】

□ VCOの出力特性を理解する (A,B,E,F)

□ ASKの周波数分布を理解する (A,B,E,F)

【材料に関する実験】

□ 材料特性から曲げによって生じるたわみを計算することができる(A,B,F)

□ 曲げによって生じるたわみを測定することができる (A,B,E,F,G)

□ 伝搬環境の違いによるBER特性の変化を理解する (A,B,E,F)

【演算増幅器に関する実験】

□ 演算増幅器の回路動作を理解できる（A,B,C,E）

□ 回路を構成し、データを取得することができる（B,C,E,G）

□ 振り返りを行い、不足箇所を補う。および専門キャリアのデザインができる (D)

□ オシロスコープおよびFFTの原理について理解する (A,B,E,F)

□ 共振状態における音波の節・腹の概念を測定し理解する (A,B,E,F)

□ 取得したデータについて、理論と比較・検討できる (A,B,E,F)

□ 計算値と実験値の違いについて考察することができる(A,B,F)

【パイプの共鳴に関する実験】

□ パイプ内の共振周波数特性を測定し理解する(A,B,E,F)

□ 取得したデータについて、理論と比較・検討できる (A,B,E,F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 9 0 81

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

機械電子工学実験

Experiments of Mechanical and Electronic Engineering

エレクトロニクス回路の設計製作実習を通して、課題をこなす能力、デザイン能力、具現化技能を養う。また工程
のマネジメントを行うことによってPDCAサイクルを意識した行動ができるようにする。製作物の性能測定や各種の
計測実習を行うことによって回路の理解や測定技術を養う。

A.事実に基づいて自分の行った内容や結論を表現できる。(課題をこなす能力)
B.計測装置、電子部品を適切に使うことができ、各テーマの内容を理解できる。(専門技術力)
C.与えられた制約の下で回路や内装、外観を設計できる。(デザイン能力)
D.他者の成果の聴講や企業見学によって、自分のキャリアをデザインできる。(デザイン能力)
E.設計通りに回路を実装し、具現化することができる。(具現化技能)
F.PDCAサイクルを意識し、工程表に基づいて作業することができる。(管理能力)
G.安全衛生の概念を理解できる。(管理能力)

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

作業報告書や実験報告書の提出を求める。報告書は対面による指導を行い、正しい書き方が身につくように細かな
指導を行う。また、学生は担当教員の指導のもと1年に1回のプレゼンテーション等を行い、発表力向上を図る。な
お、会社見学（もしくは業界セミナー等）を行い、キャリア形成として見聞を広げる。

指定の実験指導書を購入すること

なし

前期末、後期末において、その区間までにおける作業報告書や実験報告書の提出状況およびその内容(60%)、製作物
の内容(20%)、プレゼン等(20%)として評価する。

学年末の成績は前期末と後期末の評価の単純平均とする。
各期間の評価点は各担当教員の評価の単純平均とする。
特別な事情がある場合を除き、報告書などの提出が遅れた場合、当該報告書の評価は優とせず、遅延日数に応じて
減点する。なお、報告書など未提出・未受理、およびプレゼンの未発表がある場合には、原則不合格となる。

電子回路 電気回路 電気磁気学 通信工学 機械加工 工業材料 計測工学 音響工学 他専門科目全般

PDCA(計画→実行→評価→改善)のサイクルを意識しながら実習に参加すること。
納期を意識した作業計画を行うこと。
機会を活かすのは、自分自身の行動次第である（責任感を意識せよ）。

氏名：

時間数 授業項目

6 前期/後期ガイダンス

18 オーディオアンプに関する実験（3テーマ×2週）

右記のテーマに関して、特性等をテスター、

電圧電流計、オシロスコープを運用し計測

する。さらに回路基板を製作する。さらに、

管理技術をベースとしたアンプ製作における

魅力作りに取り組む。

6 システムの構築（総合作業）

3 模擬販売

6 機械工学に関する実験（1テーマ×2週）

24 ローテーション実験（4テーマ×2週）

右記のテーマに関して、特性等をテスター、電

圧電流計、オシロスコープ、高周波電力計（ス

ペクトラムアナライザ）を運用し計測する。

12 レポート指導・発表指導

12 実験発表

（4回の発表日のいずれか1回に発表する）

3 1年間の振り返り/キャリアデザイン

合計

90

時間

授業計画

□ 入出力特性・周波数特性を理解する (B,F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 実験の進め方，評価の仕方，安全衛生等を理解する (G)

【CR結合増幅回路に関する実験】

□ 直流バイアス回路と結合コンデンサを理解する (B,F)

□ 回路を実装する

　 電圧計,電流計,テスタ等で動作チェックする (A,B,E,F)

【B級プッシュプル電力増幅回路に関する実験】

□ コンプリメンタリ動作を理解する (A,B,E,F) 

□ クロスオーバ歪の改善法を理解する (A,B,E,F)

□ 回路を実装する

　 電圧計,電流計,テスタ等で動作チェックする (A,B,E,F)

【直流安定化電源回路に関する実験】

□ 非安定化電源[変圧･整流･平滑]を理解する (A,B,E,F)

□ シリーズドロッパ型安定化電源を理解する (A,B,E,F)

□ 回路を実装する

　 電圧計,電流計,テスタ等で動作チェックする (A,B,E,F)

□ ハーネスを作成し、回路の接続、動作をチェックする(A,B,E,F)

□ 回路の特性測定（出力電力・周波数特性・歪率特性）を測る(A,B,E,F)

□ 機械加工(シャーシ設計・製作) (C)

□ 模擬販売の準備（パンフレット制作など）を行う (A,E,F)

□ 文化祭における模擬販売を行う (A,E,F)

□ 圧縮性流体を学習する(B)

□ 圧力比から理論マッハ数を計算する（F,G）

□ 衝撃風洞の操作方法を理解する（B,G）

□ 実験データを取得することができる（B,G）

□ 取得したデータについて、理論と比較・検討できる (A,B,F)

【ディジタル無線通信に関する実験】

□ VCOの出力特性を理解する (A,B,E,F)

□ ASKの周波数分布を理解する (A,B,E,F)

【材料に関する実験】

□ 材料特性から曲げによって生じるたわみを計算することができる(A,B,F)

□ 曲げによって生じるたわみを測定することができる (A,B,E,F,G)

□ 伝搬環境の違いによるBER特性の変化を理解する (A,B,E,F)

【演算増幅器に関する実験】

□ 演算増幅器の回路動作を理解できる（A,B,C,E）

□ 回路を構成し、データを取得することができる（B,C,E,G）

□ 振り返りを行い、不足箇所を補う。および専門キャリアのデザインができる (D)

□ オシロスコープおよびFFTの原理について理解する (A,B,E,F)

□ 共振状態における音波の節・腹の概念を測定し理解する (A,B,E,F)

□ 取得したデータについて、理論と比較・検討できる (A,B,E,F)

□ 計算値と実験値の違いについて考察することができる(A,B,F)

【パイプの共鳴に関する実験】

□ パイプ内の共振周波数特性を測定し理解する(A,B,E,F)

□ 取得したデータについて、理論と比較・検討できる (A,B,E,F)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を中心に授業を進める。補助教材として適宜プリントを配布する。
学習指導期間に試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

なし

プリント等

評価項目は以下の2つである。
(1) 定期試験の点数
(2) 課題レポートの平均点（未提出は0点評価）

総合評価の算出方法は次式に従う。

総合評価 = (1)×70% + (2)×30%

必要に応じて補講や再試験を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

アナログ電子回路

講義中にノートをしっかり取り、復習を心がけて下さい。
なお、ノートは「板書のデッドコピーではない」ことに注意して下さい。

科目名（和文）

ディジタル電子回路

Digital Electronic Circuit

ディジタル電子回路はコンピュータを始めとするデジタル電子機器の中核を構成するものである。
本科目はディジタル電子回路の基礎を体感的に理解するとともに、その典型的な応用例に関する
知識を得ることを目的とする。

A. アナログシステムとでディジタルシステムの違いが理解できる。
B. 種々の進数表現を理解し、それらの間の変換（進数変換）が理解できる。
C. 論理演算に関する諸定理を理解し、利用できる。
D. 論理ゲートを理解し、利用できる。
E. 組み合わせ論理回路を理解し、利用できる。
F. フリップフロップを理解し、利用できる。
G. 順序回路を理解し、利用できる。
H. ハードウェア記述言語（HDL）の初歩的な内容を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) ME-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 アナログシステムとディジタルシステム

3 2進符号による情報表現

3 ブール代数と論理関数の簡単化

0.75 前期中間試験

1.5 学習指導

10.5 組み合わせ論理回路

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導

7.5 フリップフロップと順序回路

0.75 後期中間試験

1.5 学習指導

7.5 順序回路の設計

3 ハードウェア記述言語入門

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導

合計

45

時間

試験解説と復習

同期式カウンタの設計手順が理解できる(E,F,G)

後期中間区までの学習内容に関する試験

ハードウェア記述言語の初歩的な内容が理解できる(D,E,F,G,H)

後期の学習内容に関する試験(E,F,G,H)

試験解説と復習

順序回路の設計手順を理解できる(E,F,G)

レジスタの設計手順が理解できる(E,F,G)

FFの種類と動作を理解できる(E,F)

状態遷移表と状態遷移図を理解し，作成できる(F,G)

レジスタの動作を理解できる(E,F,G)

カウンタの動作を理解できる(E,F,G)

前期の学習内容に関する試験(A,B,C,D,E)

試験解説と復習

フリップフロップ(FF)の基本原理を理解できる(E,F)

論理関数を回路化できる(D)

半加算器，全加算器，並列加算器を理解できる(D,E)

エンコーダとデコーダを理解できる(D,E)

マルチプレクサとデマルチプレクサを理解できる(D,E)

前期中間区までの学習内容に関する試験(A,B,C)

試験解説と復習

基本論理回路が説明できる(D)

論理関数の定理・法則が理解できる（C）

真理値表を作成することができる（C）

演算による倫理関数の簡単化ができる（C）

カルノー図による論理関数の簡単化ができる（C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画、評価方法などを理解する

アナログとディジタルの違いを直感的に理解する(A)

進数変換（基数変換）が理解できる(B)

補数表現が理解できる(B)

代表的な符号体系が理解できる（浮動小数点表現を含む）(B)

授業計画

数体系（2進数、10進数、16進数）が理解できる(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 33 12 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

工業計測の基礎的事項一般についての講義を行う。
また、その具体的応用として、各種物性計測について解説する。
学習指導期間に試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

前田良昭、木村一郎、押田至啓共著 「計測工学」 コロナ社

南茂夫、木村一郎、荒木勉共著「はじめての計測工学」講談社サイエンティフィク
適宜プリントを配布することがある

各区間の評価方法は、試験(70%)+課題(30%)とする。
総合評価は、各区間の評点(100点満点)の単純平均とする。
必要に応じて特別課題や再試験を行うこともあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

確率統計学、物理、物理学、機械電子工学実験

基礎事項を中心に、丁寧に復習することを推奨する。

科目名（和文）

計測工学

Measuring Engineering

工業計測の基礎及びその具体的な応用例について解説する。

A. 適切な計測手法を選択することができる。
B. 計測データを適切に処理することができる。
C. 各種センサを適切に使い分けることができる。
D. 長さ、角度、表面性状、圧力、流体、熱計測の原理について述べることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) ME-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 単位と次元

3 有効数字

1.5 まとめと演習

0.75 前期中間試験

1.5 試験解答返却・解答解説

1.5 直接計測と間接計測

1.5 測定誤差と不確かさ

3 正規分布曲線

1.5 計測器の性能の表し方

1.5 まとめと演習

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

3 標準偏差

1.5 流体の計測

1.5 長さ・角度・表面性状・圧力の計測

1.5 誤差の法則，算術平均

1.5 まとめと演習

0.75 後期中間試験

1.5 試験解答返却・解答解説

3 誤差率と最小二乗法

1.5 熱の計測

3 誤差の伝播

1.5 まとめと演習

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□誤差の伝播を計算することができる（B)

□後期に学んできた内容のまとめと演習を行う

□後期に学んできた内容の試験を行う

□誤差率と最小二乗法を学び、演習問題を解く（B)

□熱の計測について学ぶ（D)

□前期期末テスト以降に学んできた内容のまとめと演習を行う

□前期期末テスト以降に学んできた内容の試験を行う

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□流体計測について学ぶ（D)

□長さ・角度・表面性状・圧力の測定原理や測定方法を学ぶ（D）

□誤差の法則、算術平均について学び、演習問題を解く（B)

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□標準偏差を学び、演習問題を解く（B)

□計測器の性能の表し方を学ぶ（A、C）

□前期に学んできた内容のまとめと演習を行う

□前期に学んできた内容の試験を行う

□測定誤差と不確かさを学ぶ（B)

□正規分布曲線を学ぶ（B)

□ヒストグラムの演習をする（B)

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□直接計測と間接計測を学ぶ（A、C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□基本的な単位と次元を学ぶ（B)

□今までに学んできた内容のまとめと演習を行う

□今まで学んできた内容の試験を行う

授業計画

□有効数字について理解し、演習問題を解く（B)

－246－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 33 12 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

工業計測の基礎的事項一般についての講義を行う。
また、その具体的応用として、各種物性計測について解説する。
学習指導期間に試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

前田良昭、木村一郎、押田至啓共著 「計測工学」 コロナ社

南茂夫、木村一郎、荒木勉共著「はじめての計測工学」講談社サイエンティフィク
適宜プリントを配布することがある

各区間の評価方法は、試験(70%)+課題(30%)とする。
総合評価は、各区間の評点(100点満点)の単純平均とする。
必要に応じて特別課題や再試験を行うこともあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

確率統計学、物理、物理学、機械電子工学実験

基礎事項を中心に、丁寧に復習することを推奨する。

科目名（和文）

計測工学

Measuring Engineering

工業計測の基礎及びその具体的な応用例について解説する。

A. 適切な計測手法を選択することができる。
B. 計測データを適切に処理することができる。
C. 各種センサを適切に使い分けることができる。
D. 長さ、角度、表面性状、圧力、流体、熱計測の原理について述べることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) ME-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 単位と次元

3 有効数字

1.5 まとめと演習

0.75 前期中間試験

1.5 試験解答返却・解答解説

1.5 直接計測と間接計測

1.5 測定誤差と不確かさ

3 正規分布曲線

1.5 計測器の性能の表し方

1.5 まとめと演習

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導期間

3 標準偏差

1.5 流体の計測

1.5 長さ・角度・表面性状・圧力の計測

1.5 誤差の法則，算術平均

1.5 まとめと演習

0.75 後期中間試験

1.5 試験解答返却・解答解説

3 誤差率と最小二乗法

1.5 熱の計測

3 誤差の伝播

1.5 まとめと演習

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□誤差の伝播を計算することができる（B)

□後期に学んできた内容のまとめと演習を行う

□後期に学んできた内容の試験を行う

□誤差率と最小二乗法を学び、演習問題を解く（B)

□熱の計測について学ぶ（D)

□前期期末テスト以降に学んできた内容のまとめと演習を行う

□前期期末テスト以降に学んできた内容の試験を行う

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□流体計測について学ぶ（D)

□長さ・角度・表面性状・圧力の測定原理や測定方法を学ぶ（D）

□誤差の法則、算術平均について学び、演習問題を解く（B)

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□標準偏差を学び、演習問題を解く（B)

□計測器の性能の表し方を学ぶ（A、C）

□前期に学んできた内容のまとめと演習を行う

□前期に学んできた内容の試験を行う

□測定誤差と不確かさを学ぶ（B)

□正規分布曲線を学ぶ（B)

□ヒストグラムの演習をする（B)

□試験答案を返却し、解答と解説を行う

□直接計測と間接計測を学ぶ（A、C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□基本的な単位と次元を学ぶ（B)

□今までに学んできた内容のまとめと演習を行う

□今まで学んできた内容の試験を行う

授業計画

□有効数字について理解し、演習問題を解く（B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学と演習を主体として授業を進める。補助教材としてプリント等を配布する。
学習指導期間に試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

中野道雄，美多勉共著，制御基礎理論-古典から現代まで-，コロナ社，2014
ISBN978-4-339-03213-0

特になし

平均方式で評価する。
　前期中間評価 ＝ 試験(70%) ＋ 課題等(30%)
　前期末評価　 ＝ （前記中間試験＋前記期末試験）（７０％）＋課題等（３０％）
　後期中間評価 ＝ （前記中間試験＋前記期末試験＋後期中間試験）（７０％）＋課題等（３０％）
　学年末評価　 ＝ （前記中間試験＋前記期末試験＋後期中間試験＋後期期末）（７０％）＋課題等（３０％）

学年末にて再試験を行うことがある。

基礎物理Ⅰ・Ⅱ、代数幾何学、微分積分学、物理、線形代数、電気回路Ⅰ・Ⅱ、解析学Ⅰ・Ⅱ、物理学、信号処理

基本的な問題を何度も解きなおし、解法を確実に理解すること。

科目名（和文）

制御工学

Control Engineering

自動制御の一般論を学ぶために、古典制御の基礎である伝達関数の概念を理解し、伝達関数に基づいた制御系の解
析と設計理論を教授する。また現代制御理論の初歩を概観する。

A. 簡単な制御系の伝達関数をブロック図で表現できる
B. 初等的な制御系において応答を求めることができる
C. 簡単なラプラス変換・逆変換が計算できる
D. 伝達関数の極から制御系の安定判別が計算できる
E. 周波数応答を表現することができる
F. 状態方程式を立て、伝達関数と応答を求めることができる
G. 現代制御理論の基礎を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) ME-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 １．自動制御とは

0.75 ２．信号の伝達と伝達関数

0.75

0.75

0.75

0.75

0.75 まとめ・演習

0.75 前期中間試験

1.5 学習指導

1.5 ３．ラプラス変換と自動制御

3

1.5

1.5

1.5 ４．フィードバック制御の基礎

1.5

0.75 前期末試験

1.5 学習指導

1.5

0.75 ５．周波数応答

2.25

1.5 ６．フィードバック制御系の安定性と過渡特性

0.75

0.75

1.5 まとめ・演習

1.5 ７．状態方程式と伝達関数

0.75 後期中間試験

1.5 学習指導

1.5

1.5

1.5

1.5 ８．現代制御理論による制御系の設計

1.5

1.5

0.75 後期末試験

1.5 学習指導

合計

45

時間

□　最適制御(G)

試験解説と復習

□　まとめ・演習

後期後半内容の確認 

試験解説と復習

□　状態方程式の解と状態遷移行列(F)

□　安定性と安定判別法(F)

□　安定化の基礎理論(F)

□　サーボ系の設計(G)

□　共振値と過渡特性(D)

□　まとめ・演習

□　状態方程式(F)

後期前半内容の確認 

□　周波数応答(E）

□　周波数応答の表現方法(E)

□　ナイキストの安定判別法(D)

□　制御系の安定度(D)

□　フィードバック制御系のブロック線図(B)

前期後半内容の確認 

試験解説と復習

□　フィードバック制御系の定常特性、過渡特性(B)

□　ラプラス逆変換と展開定理(C)

□　常微分方程式とラプラス変換(C)

□　伝達関数とラプラス変換(C)

□　伝達関数の基本形(B)

□　まとめ・演習

前期前半内容の確認 

試験解説と復習

□　ラプラス変換とラプラス変換表(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の内容・計画および評価方法の説明

□ 自動制御の概要

□ ブロック線図の等価交換(A)

□　微分・積分要素のブロック線図(A)

□　等価交換の応用(A)

□　シグナルフロー線図(A)

授業計画

□ ブロック線図の構成要素(A)

－247－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気通信法規

Electronic Communication Regulation

電波法を含む通信法令、およびその関連事項について解説する。

A 電波法の目的について述べることができる。
B 無線従事者資格について述べることができる。
C 無線通信業務について述べることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) ME-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書に基づいて講義を行い、授業時間内に適宜課題演習を行う。課題については、必要に応じコメントを付して
返却し、正しい理解を浸透させる。学習指導期間には定期試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

「無線技術者のための電波法概説」相河聡（森北出版）

適宜、資料を配布する

各区間の評価方法は、定期試験が70%、課題及びレポートが30%とする。総合評価は各区間の評点(100点満点)の単純
平均とする。
最終的な成績評価は、総合80点以上で「優」、70点以上で「良」、60点以上で「可」とする。

通信工学、アンテナ工学、法学

講義前に教科書の該当部分を通読しておくと良い。また、講義後に重要事項を整理することで記憶を定着された
い。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス（授業計画、評価方法）

0.75 法令の基礎知識

1.5 電気通信関連の条約

1.5 電気通信関連の国内法令

1.5 電気通信事業法

1.5 電波法(1)

　・構成、目的、定義

　・電波型式、周波数表示、関連条約

1.5 復習

0.75 中間試験

9 電波法(2)

　・無線局

　・無線設備

　・無線従事者

　・無線局の運用

　・無線局の監督

　・救済制度（審査請求）

1.5 復習

0.75 期末試験

1.5 学習指導

合計

22.5

時間

授業計画

□電波および通信に関連する法律を示すことができる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□法令の基本的事項を説明できる(A)

□電波法に関連する条約を示すことができる(A)

□電気通信事業法について述べることができる(A)

□電波法の構成、目的、定義を述べることができる(A)

□電波の型式および周波数の表示について示すことができる(C)

□電波に関する条約について述べることができる(C)

□無線局免許（特定無線局、包括免許）について述べることができる(C)

□免許が不要な無線局について述べることができる(C)

□特定無線設備、特別特定無線設備について述べることができる(C)

□無線設備の操作の種類（技術操作、通信操作）について述べることができる(B,C)

□無線従事者資格について述べることができる(B,C)

□無線局の通信方法および運用について述べることができる(B,C)

□無線局の検査、免許取り消し、電波利用料について述べることができる(C)

□電波法における救済制度とその手続きについて述べることができる(C)

□電波監理審議会について述べることができる(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気通信法規

Electronic Communication Regulation

電波法を含む通信法令、およびその関連事項について解説する。

A 電波法の目的について述べることができる。
B 無線従事者資格について述べることができる。
C 無線通信業務について述べることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) ME-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

教科書に基づいて講義を行い、授業時間内に適宜課題演習を行う。課題については、必要に応じコメントを付して
返却し、正しい理解を浸透させる。学習指導期間には定期試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

「無線技術者のための電波法概説」相河聡（森北出版）

適宜、資料を配布する

各区間の評価方法は、定期試験が70%、課題及びレポートが30%とする。総合評価は各区間の評点(100点満点)の単純
平均とする。
最終的な成績評価は、総合80点以上で「優」、70点以上で「良」、60点以上で「可」とする。

通信工学、アンテナ工学、法学

講義前に教科書の該当部分を通読しておくと良い。また、講義後に重要事項を整理することで記憶を定着された
い。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス（授業計画、評価方法）

0.75 法令の基礎知識

1.5 電気通信関連の条約

1.5 電気通信関連の国内法令

1.5 電気通信事業法

1.5 電波法(1)

　・構成、目的、定義

　・電波型式、周波数表示、関連条約

1.5 復習

0.75 中間試験

9 電波法(2)

　・無線局

　・無線設備

　・無線従事者

　・無線局の運用

　・無線局の監督

　・救済制度（審査請求）

1.5 復習

0.75 期末試験

1.5 学習指導

合計

22.5

時間

授業計画

□電波および通信に関連する法律を示すことができる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□法令の基本的事項を説明できる(A)

□電波法に関連する条約を示すことができる(A)

□電気通信事業法について述べることができる(A)

□電波法の構成、目的、定義を述べることができる(A)

□電波の型式および周波数の表示について示すことができる(C)

□電波に関する条約について述べることができる(C)

□無線局免許（特定無線局、包括免許）について述べることができる(C)

□免許が不要な無線局について述べることができる(C)

□特定無線設備、特別特定無線設備について述べることができる(C)

□無線設備の操作の種類（技術操作、通信操作）について述べることができる(B,C)

□無線従事者資格について述べることができる(B,C)

□無線局の通信方法および運用について述べることができる(B,C)

□無線局の検査、免許取り消し、電波利用料について述べることができる(C)

□電波法における救済制度とその手続きについて述べることができる(C)

□電波監理審議会について述べることができる(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

振動・騒音についての設計、トラブル対策を担当してきた企業経験を踏まえ、実用性に留意した内容を選択して講
義する。

授業内容

科目名（和文）

機械デザイン

Mechanical Design

機械工学はモノづくりの基礎となる学問であり、機械工学を学ぶことにより身の回りに存在する様々な工業製品が
いかにして作られているかを理解することができる。これまでの力学関係の授業内容を踏まえ、応用力向上のた
め、演習を併用しながら理解度を深める。

A. 機械工学において用いられる力学についての基礎知識を理解し、物体に生じる力を計算できる
B. 機械力学、特に振動現象についての基礎知識を理解し、計算ができる
C. 流体力学についての基礎知識を理解し、機械に作用する流体力の計算ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) ME-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

機械工学の基礎を講義形式で行う。原則毎回の演習問題により知識の活用力の向上と機械工学への理解を深める。
学習指導期間に試験内容の解答・解説を行い、理解を深める。

中林功一、山口健二供著「図解によるわかりやすい流体力学」森北出版(株)

工業力学については演習問題用に適宜プリントを配布する。機械力学については「安田仁彦著、改定　振動工学
基礎編（コロナ社）」を参考書とする。

各区間の評価方法は、試験成績(100%)による。
総合評価は、各区間の評点(100点満点)の単純平均とする。
必要に応じて特別課題や再試験を行うこともあるが、その場合の総合評価は合格を満たす点数を上限とする。

基礎物理Ⅰ、基礎物理Ⅱ、物理、材料力学、機構学、物理学、音響工学

これまで受講した上記関連科目の復習により本授業の理解度が向上する。本授業で習った基礎的事項を復習で十分
に理解することが重要である。毎回実施する演習問題を確実に身に着け、必要に応じて適宜復習を行う必要があ
る。わからない、理解できないことは遠慮しないで質問し、疑問を持ち越さないことが肝心である。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

7.5 工業力学

0.75 前期中間テスト

0.75 試験解説

10.5 機械力学

0.75 前期末テスト

1.5 学習指導期間

7.5 流体力学(前半）

0.75 後期中間テスト

0.75 試験解説

10.5 流体力学(後半）

0.75 後期期末テスト

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う

□工業力学について学び，物体に生じる力が計算できるようになる(A)

工業力学について試験を行う

□試験を返却し解答と解説を行う

□振動問題の理解と防振設計のための基礎的な計算ができるようになる (B)

機械力学について試験を行う

□試験を返却し解答と解説を行う

□理想流体について学び、ベルヌーイの式による流れ場の計算ができるようになる (

流体力学(前半）について試験を行う

□試験を返却し解答と解説を行う

□粘性流体について学び、流体力(抗力、揚力）について計算できるようになる (D)

流体力学(後半）について試験を行う

□試験を返却し解答と解説を行う
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 6 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

信号処理

Signal Processing

電子工学・情報通信工学の分野で用いられる信号のアナログまたはディジタル的な周波数解析・伝送処理などの基
礎理論を学習する。代表的な技術であるディジタルフィルタを例とし、実践的な知識についても学ぶ。また、信号
処理の現状や応用的な例についても解説する。

A. 信号処理の目的と意義が説明できる
B. 信号解析手法が理解できる
C. サンプリングやエイリアシングを理解できる
D. 離散時間システムを表現することができる
E. 離散時間システムの応答が計算できる
F. インパルス応答と伝達関数が理解できる
G. ｚ変換が理解できる
H. ディジタルフィルタの構成法・設計法が理解できる
I. ディジタルフィルタにおける誤差が理解できる
J. 信号処理の現状や応用例が説明できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (i) ME-3 ME-4      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

主として講義を行い、演習や課題を出題する。課題・試験に関しては採点・返却を行い理解を深める。

「はじめて学ぶディジタル・フィルタと高速フーリエ変換」 三上直樹 CQ出版

なし

試験と課題で評価を行う。
前期中間評価 = 前期中間試験素点
前期末評価 = "前期中間評価"×0.35 + 前期末試験素点×0.35 + 前期課題点
後期中間評価 = "前期末評価" ×0.5 + 後期中間試験素点×0.5
後期末評価 = (後期中間試験素点×0.35 + 後期末試験素点×0.35 + 後期課題点 + "前期末評価")÷2

各課題は30点満点で評価し、その平均点を課題点とする。
（期日に遅れた場合は各課題の採点結果に対して0.8倍した値とする。）

通信工学，制御工学，音響工学，離散数学，統計数学，微分積分学

予習復習をしっかり行い、特に計算問題は必ず自分の手を動かして解くこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 ディジタル信号処理の概要

6 信号解析

1.5 前期前半のまとめ・演習

0.75 前期中間試験

1.5 試験返却・解説

7.5 離散時間システムの基礎

1.5 前期後半のまとめ・演習

0.75 前期末試験

1.5 試験返却・解説

3 システムの伝達関数と応答

4.5 z変換と離散時間システム

1.5 後期前半のまとめ・演習

0.75 後期中間試験

1.5 試験返却・解説

6 ディジタルフィルタの構成と設計法

1.5 信号処理の応用

1.5 後期後半のまとめ・演習

0.75 後期末試験

1.5 試験返却・解説

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 目的と意義 (A)

□ Fourier 解析の基礎 (B)

□ Fourier 級数，Fourier 変換 (B)

□ 離散Fourier 変換 (B)

□ Fourier 解析の問題点 (B)

□ 標本化、量子化、サンプリング定理、エイリアシング (C)

□ 差分方程式とシステム表現 (D)

□ ブロック図 (D)

□ システムの応答 (E)

□ 伝達関数と周波数応答 (F)

□ ｚ変換(G)

□ 伝達関数の求め方 (F,G)

□ 離散時間システムの構成 (F,G)

□ ｚ変換とインパルス応答 (F,G)

□ システムの安定性 (F,G)

□ 離散時間システムとディジタルフィルタ (H)

□ 理想フィルタと近似による特性の違い (H)

□ FIR，IIRフィルタの構成と特徴 (H)

□ FIR フィルタの設計法（移動平均フィルタ，窓関数法，

　　　　　　　　　　　　 Parks-McClellan 法）(H)

□ IIR フィルタの設計法（双一次変換法）(H)

□ ディジタルフィルタにおける誤差（I）

□ 信号処理の現状や応用例(J)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 6 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

信号処理

Signal Processing

電子工学・情報通信工学の分野で用いられる信号のアナログまたはディジタル的な周波数解析・伝送処理などの基
礎理論を学習する。代表的な技術であるディジタルフィルタを例とし、実践的な知識についても学ぶ。また、信号
処理の現状や応用的な例についても解説する。

A. 信号処理の目的と意義が説明できる
B. 信号解析手法が理解できる
C. サンプリングやエイリアシングを理解できる
D. 離散時間システムを表現することができる
E. 離散時間システムの応答が計算できる
F. インパルス応答と伝達関数が理解できる
G. ｚ変換が理解できる
H. ディジタルフィルタの構成法・設計法が理解できる
I. ディジタルフィルタにおける誤差が理解できる
J. 信号処理の現状や応用例が説明できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (i) ME-3 ME-4      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

主として講義を行い、演習や課題を出題する。課題・試験に関しては採点・返却を行い理解を深める。

「はじめて学ぶディジタル・フィルタと高速フーリエ変換」 三上直樹 CQ出版

なし

試験と課題で評価を行う。
前期中間評価 = 前期中間試験素点
前期末評価 = "前期中間評価"×0.35 + 前期末試験素点×0.35 + 前期課題点
後期中間評価 = "前期末評価" ×0.5 + 後期中間試験素点×0.5
後期末評価 = (後期中間試験素点×0.35 + 後期末試験素点×0.35 + 後期課題点 + "前期末評価")÷2

各課題は30点満点で評価し、その平均点を課題点とする。
（期日に遅れた場合は各課題の採点結果に対して0.8倍した値とする。）

通信工学，制御工学，音響工学，離散数学，統計数学，微分積分学

予習復習をしっかり行い、特に計算問題は必ず自分の手を動かして解くこと。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 ディジタル信号処理の概要

6 信号解析

1.5 前期前半のまとめ・演習

0.75 前期中間試験

1.5 試験返却・解説

7.5 離散時間システムの基礎

1.5 前期後半のまとめ・演習

0.75 前期末試験

1.5 試験返却・解説

3 システムの伝達関数と応答

4.5 z変換と離散時間システム

1.5 後期前半のまとめ・演習

0.75 後期中間試験

1.5 試験返却・解説

6 ディジタルフィルタの構成と設計法

1.5 信号処理の応用

1.5 後期後半のまとめ・演習

0.75 後期末試験

1.5 試験返却・解説

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 目的と意義 (A)

□ Fourier 解析の基礎 (B)

□ Fourier 級数，Fourier 変換 (B)

□ 離散Fourier 変換 (B)

□ Fourier 解析の問題点 (B)

□ 標本化、量子化、サンプリング定理、エイリアシング (C)

□ 差分方程式とシステム表現 (D)

□ ブロック図 (D)

□ システムの応答 (E)

□ 伝達関数と周波数応答 (F)

□ ｚ変換(G)

□ 伝達関数の求め方 (F,G)

□ 離散時間システムの構成 (F,G)

□ ｚ変換とインパルス応答 (F,G)

□ システムの安定性 (F,G)

□ 離散時間システムとディジタルフィルタ (H)

□ 理想フィルタと近似による特性の違い (H)

□ FIR，IIRフィルタの構成と特徴 (H)

□ FIR フィルタの設計法（移動平均フィルタ，窓関数法，

　　　　　　　　　　　　 Parks-McClellan 法）(H)

□ IIR フィルタの設計法（双一次変換法）(H)

□ ディジタルフィルタにおける誤差（I）

□ 信号処理の現状や応用例(J)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 39 6 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

音響工学

Acoustic Engineering

自動車、鉄道、家電製品などの機械構造物は、エンジンやモーターなどの部品が動いたり、外部から力が作用した
りすることで振動し、それが原因で音が発生します。本講義では、構造物の振動や発生する騒音について基礎とな
る理論およびモデル化を習得することを目的としています。

この科目は実務経験教員による科目です

A.　1自由度振動系の固有振動数を求めることができる
B.　1自由度振動系の周波数応答を求め図示することができる
C.　振動における減衰の影響を理解できる
D.　音の基本的な性質を理解できる
E.　音と振動の関係を理解できる
F. 質量則による遮音特性を求めることができる
G. 吸音現象を理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (i) ME-3 ME-4      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を行う。期末試験の出題範囲は半期の学習項目すべてが対象となる。
学習指導期間に試験内容の解答・解説を行い、 理解を深める。

必要に応じてプリント資料を配布する。

なし

各期末の点数 ＝ レポート課題（10％×2）＋中間試験（40％）＋期末試験（40％）
総合点数は前期末と後期末の点数の平均とし、60点以上で本科目を合格とする。
なお、必要に応じて補講や再試験等を行うことがあるが、その場合の総合評価は合格となる最低点とする。

物理、応用物理、微積学、三角関数、複素数

音・振動ともにすべての工業製品で品質に直結する非常に重要な性能です。数式が若干複雑に見えるかもしれませ
んが、基本は運動方程式です。音・振動ともに実現象は視覚ではとらえにくいので、振動をイメージすることを心
掛けて下さい。

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

2.5 機械構造物の振動・騒音

3 1自由度系の自由振動・固有振動数

1.5 1自由度の強制振動

1.5 まとめと演習（前期中間試験対策）

0.75 前期中間試験

4.5 2自由度系の振動

4.5 板の振動

1.5 まとめと演習（前期末試験対策）

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

3 音響の基本理論

1.5 自由空間における音響

3 閉空間における音響

1.5 まとめと演習（後期中間試験対策）

0.75 後期中間試験

4.5 遮音

4.5 吸音

1.5 まとめと演習（後期末試験対策）

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□ ばね・マス系の運動方程式から固有振動数を求める（A,C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 身近にある機械製品が発生する振動や騒音について理解する（D,E）

□ 周波数応答関数について理解し図示する（B,C）

□ 対策演習問題を理解する

□ 前期中間までの内容についての理解度を確認する

□ 2自由度系に展開して考えられるようにする（C）

□ 2次元に展開して考えられるようにする（C）

□ 対策演習問題を理解する

□ 前期の内容についての理解度を確認する

□ 後期の内容でわかりにくい項目について補講する

□ 音波の基本的な性質について理解する（D）

□ 大気空間中での音の伝播について理解する（E）

□ 室内で発生する音の共鳴現象について理解する（D,E）

□ 対策演習問題を理解する

□ 後期中間までの内容についての理解度を確認する

□ 静粛性を確保するための遮音の考え方について理解する（F）

□ 静粛性を確保するための吸音の考え方について理解する（G）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

企業においてグループで開発業務およびQC活動を行ってきた経験を活かして授業展開を行う。業務遂行には常に問
題発見、見える化、課題設定、課題解決の繰り返しである。特に、グループで活動するためには情報共有も課題と
なる。本講座では、これら問題解決方法の手段として体系化されているVEを理論的に学び、実習を通して体験し、
業務遂行能力の基礎を醸成する。

授業内容

科目名（和文）

創造設計学

Creative Design

1～3年において展開してきた創造演習に対する集大成である。体系的な手順により価値の創造を行うVE(Value
Engineering)の考え方を学び、チーム活動の進め方を演習を通して体感する。なお、本科目は、VEリーダー受験資
格要件である12時間以上のVEL研修に相当する。

A. (基礎力) VEリーダーのもとにVE活動ができる。
B. (基礎力) VEの基本・詳細ステップが理解できる。
C. (基礎力) マネジメント思考が理解できる。
D. (分析・抽出力) 問題点を明らかにし、仮説を立てて検討できる。
E. (発展性) 過去に学んだ経験・知識を発展させ、最後まであきらめずにやり抜ける。
F. (討論・論理的思考) アイディアを発散し、適切に取捨選択できる。
G. (チームワーク) 制約条件を意識し、メンバーとともに計画通りに行動できる。
H. (エンジニアリング・デザイン能力) デザインが結果に与える影響を客観的に評価できる。
I. (エンジニアリング・デザイン能力) 複合的で解が複数存在する課題に対して妥当な解を導き出せる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-5 B-3 D-1 D-2    

JABEE基準1(2)との対応

(b) (d)(1) (d)(3) (d)(4) (e) (g) (h) (i) ME-2 ME-3 ME-4 ME-5 ME-6 ME-7  

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学および演習により教授する。前期は主にVEに関する基礎知識を学ぶ座学が中心である。後期はワークショップ
を開催してVEの実践を学ぶ。授業で得た知識や経験は随時WebClassを使って自学自習にて確認すること。学習およ
びワークショップで学んだ知識については前期末試験および後期末試験で学習成果を確認し、学修指導期間に
フィードバックを行う。また、適宜課題を課し理解を深めてもらう。

VEリーダー認定試験問題集, 産業能率大学出版部, 日本バリュー・エンジニアリング協会編著

産能大学VE研究グループ(著), 「新・VEの基本」, 産業能率大学出版
はじめてのVE, 土屋裕著, 日本バリュー・エンジニアリング協会

試験と課題（演習成果）により評価する。
　区間評価 ＝ 試験素点(60%)＋演習の成果点(20%)＋課題点(20%)
　総合評価 ＝ 区間評価の単純平均

演習成果、課題の点数は以下の基準に準ずる
　　評価A：すべてが完璧である100点
　　評価B：すべてやってある90点
　　評価C：60%以上やってある60点
　　評価D：実施（提出）が60％以下0点

演習点は授業中作成する資料の出来映え、内容の的確さ、参加具合（グループ評価）を総合的に評価し採点する。
課題点は、演習にて作成する資料および、振り返りノート、VEL対策問題から算出する。

必要に応じて補講や再試験を行なうことがある。

創造演習（1～3年次）

座学と実習を組み合わせた授業であるので、座学で理解しにくい内容は実習で体験的に理解するように心掛け
ること。すなわち、積極的な活動を望む。また、VEリーダーの受験にも是非チャレンジすべし。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.VE の基礎

0.75

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

2.演習（ホチキスリムーバーの改善）

Ⅰ．機能定義

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5 VEの基礎についてふりかえり

0.75 前期末試験

3 3.創造的技術活動に生かせる関連知識と技術

1.5

2.演習（ホチキスリムーバーの改善）続き

1.5 機能定義のまとめ

Ⅱ．機能評価

1.5

0.75

0.75

Ⅲ．代替案作成

1.5

1.5

1.5

1

0.5

0.75

0.75

1.5

1.5

4.マネジメント論

1.5

1.5

1.5

1.5

0.75 学年末試験

1.5 学習指導

合計

45

時間

授業計画

□ VE 実施手順 (B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ はじめに、授業の進め方

□ 企業経営とVE (B)

□ VE の定義、VE の基本原則 (B)

□ VE の適用対象と適用段階 (B)

□ VE と情報 (B)

□ グループ活動の心構え (B)

□ リムーバーの情報収集（それは何か？） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能の定義の練習（その働きは何か？） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能の定義（部品ごとの機能を定義する） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能の整理（機能系統図の作成） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 知的財産（基礎知識）(D,F,H,I)

□ 情報源としての知的財産

　 (特許情報プラットフォームJ-Plat Patの利用法)(D,F,H,I)

□ 機能系統図の確認、プレゼンテーション（討論）

□ 機能別コスト分析（そのコストはいくらか？） 

　　(A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能の評価（その価値はどうか？） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 対象分野の選定 (A,D,E,F,G,H,I)

□ アイデア発想（他に同じ働きをするものはないか？）

□ 特許情報プラットフォームJ-Plat Patを用いた

　 先行アイデアの調査(D,F,H,I)

□ 詳細評価（それは必要な機能を確実に果たすか？）

　　(A,D,E,F,G,H,I)

　　(A,D,E,F,G,H,I)

□ 概略評価（そのコストはいくらか？） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 具体化（複数の代替案の作成） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 副次的内容（VE リーダー受験対策） (A,B,D,E,F,G)

試験解説と復習

□ マネジメント思考（マネジメントの定義） (C)

□ マネジメント思考（マネジメントの課題1） (C)

□ マネジメント思考（マネジメントの課題2） (C)

後期内容の確認

□ 制約条件を満たすための代替案の洗練（詳細評価)

　　(A,D,E,F,G,H,I)

□ 提案書の作成 (A,D,E,F,G,H,I)

□ プレゼンテーション (A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能別代替案の総合化 (A,D,E,F,G,H,I)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

企業においてグループで開発業務およびQC活動を行ってきた経験を活かして授業展開を行う。業務遂行には常に問
題発見、見える化、課題設定、課題解決の繰り返しである。特に、グループで活動するためには情報共有も課題と
なる。本講座では、これら問題解決方法の手段として体系化されているVEを理論的に学び、実習を通して体験し、
業務遂行能力の基礎を醸成する。

授業内容

科目名（和文）

創造設計学

Creative Design

1～3年において展開してきた創造演習に対する集大成である。体系的な手順により価値の創造を行うVE(Value
Engineering)の考え方を学び、チーム活動の進め方を演習を通して体感する。なお、本科目は、VEリーダー受験資
格要件である12時間以上のVEL研修に相当する。

A. (基礎力) VEリーダーのもとにVE活動ができる。
B. (基礎力) VEの基本・詳細ステップが理解できる。
C. (基礎力) マネジメント思考が理解できる。
D. (分析・抽出力) 問題点を明らかにし、仮説を立てて検討できる。
E. (発展性) 過去に学んだ経験・知識を発展させ、最後まであきらめずにやり抜ける。
F. (討論・論理的思考) アイディアを発散し、適切に取捨選択できる。
G. (チームワーク) 制約条件を意識し、メンバーとともに計画通りに行動できる。
H. (エンジニアリング・デザイン能力) デザインが結果に与える影響を客観的に評価できる。
I. (エンジニアリング・デザイン能力) 複合的で解が複数存在する課題に対して妥当な解を導き出せる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-5 B-3 D-1 D-2    

JABEE基準1(2)との対応

(b) (d)(1) (d)(3) (d)(4) (e) (g) (h) (i) ME-2 ME-3 ME-4 ME-5 ME-6 ME-7  

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学および演習により教授する。前期は主にVEに関する基礎知識を学ぶ座学が中心である。後期はワークショップ
を開催してVEの実践を学ぶ。授業で得た知識や経験は随時WebClassを使って自学自習にて確認すること。学習およ
びワークショップで学んだ知識については前期末試験および後期末試験で学習成果を確認し、学修指導期間に
フィードバックを行う。また、適宜課題を課し理解を深めてもらう。

VEリーダー認定試験問題集, 産業能率大学出版部, 日本バリュー・エンジニアリング協会編著

産能大学VE研究グループ(著), 「新・VEの基本」, 産業能率大学出版
はじめてのVE, 土屋裕著, 日本バリュー・エンジニアリング協会

試験と課題（演習成果）により評価する。
　区間評価 ＝ 試験素点(60%)＋演習の成果点(20%)＋課題点(20%)
　総合評価 ＝ 区間評価の単純平均

演習成果、課題の点数は以下の基準に準ずる
　　評価A：すべてが完璧である100点
　　評価B：すべてやってある90点
　　評価C：60%以上やってある60点
　　評価D：実施（提出）が60％以下0点

演習点は授業中作成する資料の出来映え、内容の的確さ、参加具合（グループ評価）を総合的に評価し採点する。
課題点は、演習にて作成する資料および、振り返りノート、VEL対策問題から算出する。

必要に応じて補講や再試験を行なうことがある。

創造演習（1～3年次）

座学と実習を組み合わせた授業であるので、座学で理解しにくい内容は実習で体験的に理解するように心掛け
ること。すなわち、積極的な活動を望む。また、VEリーダーの受験にも是非チャレンジすべし。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.VE の基礎

0.75

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

2.演習（ホチキスリムーバーの改善）

Ⅰ．機能定義

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5 VEの基礎についてふりかえり

0.75 前期末試験

3 3.創造的技術活動に生かせる関連知識と技術

1.5

2.演習（ホチキスリムーバーの改善）続き

1.5 機能定義のまとめ

Ⅱ．機能評価

1.5

0.75

0.75

Ⅲ．代替案作成

1.5

1.5

1.5

1

0.5

0.75

0.75

1.5

1.5

4.マネジメント論

1.5

1.5

1.5

1.5

0.75 学年末試験

1.5 学習指導

合計

45

時間

授業計画

□ VE 実施手順 (B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ はじめに、授業の進め方

□ 企業経営とVE (B)

□ VE の定義、VE の基本原則 (B)

□ VE の適用対象と適用段階 (B)

□ VE と情報 (B)

□ グループ活動の心構え (B)

□ リムーバーの情報収集（それは何か？） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能の定義の練習（その働きは何か？） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能の定義（部品ごとの機能を定義する） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能の整理（機能系統図の作成） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 知的財産（基礎知識）(D,F,H,I)

□ 情報源としての知的財産

　 (特許情報プラットフォームJ-Plat Patの利用法)(D,F,H,I)

□ 機能系統図の確認、プレゼンテーション（討論）

□ 機能別コスト分析（そのコストはいくらか？） 

　　(A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能の評価（その価値はどうか？） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 対象分野の選定 (A,D,E,F,G,H,I)

□ アイデア発想（他に同じ働きをするものはないか？）

□ 特許情報プラットフォームJ-Plat Patを用いた

　 先行アイデアの調査(D,F,H,I)

□ 詳細評価（それは必要な機能を確実に果たすか？）

　　(A,D,E,F,G,H,I)

　　(A,D,E,F,G,H,I)

□ 概略評価（そのコストはいくらか？） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 具体化（複数の代替案の作成） (A,D,E,F,G,H,I)

□ 副次的内容（VE リーダー受験対策） (A,B,D,E,F,G)

試験解説と復習

□ マネジメント思考（マネジメントの定義） (C)

□ マネジメント思考（マネジメントの課題1） (C)

□ マネジメント思考（マネジメントの課題2） (C)

後期内容の確認

□ 制約条件を満たすための代替案の洗練（詳細評価)

　　(A,D,E,F,G,H,I)

□ 提案書の作成 (A,D,E,F,G,H,I)

□ プレゼンテーション (A,D,E,F,G,H,I)

□ 機能別代替案の総合化 (A,D,E,F,G,H,I)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

物理学

Physics 

力学を中心とする物理学の基礎について学習する．力学の基本，力と運動の関係，回転体と剛体の各分野における
基本的な用語と概念の理解を深める．また，簡単なモデルについて微積分を用いた理論的な考察を行う能力を養
い，エンジニアとしての素養を育成する．

A. 物理量と運動の法則を理解する
B. 運動と微積分・ベクトルの関係を説明できる
C. 初歩的な質点の運動を微積分を用いて解析できる．
D. 簡単な物体の振動について，運動方程式を用いて解析できる
E. 初歩的な剛体の回転運動について，基本を理解している

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1 B-2      

JABEE基準1(2)との対応

(c) (d)(1) ME-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主体として講義を進める．必要に応じて演習問題を出題し，レポートとして提出を求める．定期試験は採点
後に返却し，理解度の確認を求める．

『第5版　基礎物理学』原康夫著（学術図書出版社）

必要に応じてプリントを配布する．

総合評定は各区間の評価点（100点満点）の単純平均とする．各区間の評価方法は

      試験：70％
      課題等（含小テスト）：30％

とする．学年末の総合評定が確定した段階で不可であった者に対して，1回を限度として再試験を実施する場合があ
る．再試験で合格した者の評価点は60点とする．

１年から4年までの数学・物理系の科目．材料力学や機構学，制御工学等の力学系の科目．

微積分や線型代数等の数学を復習しておくと，授業の理解が深まります．授業で扱われた問題については，しっか
りと復習してください．

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 高校物理の復習

1.5 微積分の復習

1.5 1次元の簡単な運動

1.5 保存則の導出

1.5 演習

1.5 まとめ

0.75 前期中間試験

1.5 答案返却

1.5 変数分離形の微分方程式

1.5 粘性抵抗を受ける物体の運動

1.5 2階線形微分方程式

1.5 単振動

1.5 減衰振動

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間（前期のまとめ）

1.5 前期の復習

1.5 ベクトルの積

1.5 ベクトルの積の時間微分

1.5 角運動量     

1.5 中心力と角運動量の保存

1.5 単振り子

1.5 まとめ

0.75 後期中間試験

1.5 答案返却

1.5 剛体の簡単なモデル

1.5 剛体の運動

1.5 慣性モーメントの計算

1.5 固定軸周りの回転運動

1.5 平面上の回転運動

1.5 まとめ

0.75 後期末試験

1.5 学習指導期間（1年間の振り返り）

合計

45

時間

授業計画

□等加速度運動を微積分を用いて説明できる（B，C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□物理量と単位，運動の法則を説明できる（A）

□初等関数について微分と積分の計算ができる（B）

□運動量とエネルギーの保存について，微積分を用いて説明できる（B，C)

□簡単な変数分離形の微分方程式を解くことができる（B）

□粘性抵抗を受ける物体の運動を解析できる（C）

□2階線形微分方程式の一般解を求めることができる（B）       

□単振動を微積分を用いて解析できる（D）

□減衰振動を微積分を用いて解析できる（D）

□スカラー積とベクトル積の計算ができる（B）        

□スカラー積とベクトル積の時間微分が計算できる（B）        

□角運動量が何かを説明できる（A）

□中心力の働く系では角運動量が保存することを示すことができる（C）

□単振り子を微積分を用いて解析できる（C）

□簡単なモデルを通して剛体の回転運動を説明できる（E）

□剛体の運動について，記述法を説明できる（E）         

□簡単な剛体について，慣性モーメントの計算ができる（E）

□固定軸周りの回転運動について説明ができる（E）

□斜面を転がる剛体について説明ができる（E）

－253－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として講義を進める。また、内容に関連する事例についてのレポート課題を複数回実施することで、
ケーススタディにより教訓を心に刻み込む。さらにはそのレポート課題に関する発表を実施することで、聴衆から
のコメントによるフィードバックを通じて相互に理解を深める機会とする。学習指導期間には試験内容の解答・解
説を行い、重要事項の確実な理解をねらう。

「工学倫理　実例で学ぶ技術者の行動規範」　河村尚登　（東京電機大学出版局）

適宜、資料を配布する

各区間の評価方法は、試験(70%)＋レポート(30%)とする。総合評価は各区間の評点(100点満点)の単純平均とする。
最終的な成績評価は、総合80点以上で「優」、70点以上で「良」、60点以上で「可」とする。

卒業研究

提出物は必ず所定の様式で期日を厳守して提出すること。自分の専門に捉われず技術全般、社会との関連性にも視
野を広げる努力をすること。

科目名（和文）

技術者倫理

Engineering Ethics

技術者は社会に対し特別の責任を負う職業である。科学技術が社会や環境に及ぼす影響の理解と高い倫理観が要求
される。技術と社会の関係を理解しつつ、技術者としてのあるべき姿を理解する

A.科学技術が社会や自然環境に与える影響を理解する
B.技術者倫理の背景と必要性を理解する
C.環境倫理、研究者倫理を理解する
D.相互承認、JABEE、APECエンジニアを理解する
E.知的財産権を理解する
F.内部告発を理解する

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-4       

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) ME-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

研究機関においてOSS（オープンソースソフトウェア）のライセンシング業務等に従事した知見をもとに、特にソフ
トウェア開発を伴う製品開発における知財との向き合い方にも踏み込んで論じるもの。

授業内容

時間数 授業項目

【前期】

0.75 ガイダンス

0.75 倫理とは

7.5 技術者と研究者の倫理

・技術者と倫理

・研究者倫理

0.75 前期中間試験

9 企業活動と倫理

・経営の論理と倫理

・企業の社会的責任

・内部告発

・安全性とリスク

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導

【後期】

9 法制度と倫理

・知的財産制度と倫理

・インターネットと倫理

0.75 後期中間試験

12 地球規模の課題と倫理

・グローバル化の課題

・地球環境と技術者倫理

・生命倫理

・エネルギー課題と技術者倫理

・複雑な倫理的課題

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導

合計

45

時間

□外資系と日系企業との経営手法の違いについて理解できる(B)

□環境破壊と地球温暖化について理解できる(A,B,C)

□再生医療の課題について理解できる(A,B,C)

□原発と未来への課題について理解できる(A,B,C)

□複合的要素を持つ現代的課題について理解できる(A,B,C)

□営業秘密について理解できる(B)

□著作権制度について説明できる(E)

□サイバー犯罪について理解できる(A,B)

□知財／工業所有権制度について説明できる(E)

□特許制度と倫理問題について理解できる(E)

□職務発明について理解できる(E)

□標準化について理解できる(E)

□内部告発の要件と公益通報制度について説明できる(F)

□リスクマネジメントについて説明できる(B)

□アカウンタビリティについて説明できる(B)

□製造物責任について理解できる(A,B)

□研究不正の防止について理解できる(C)

□利益の追求と倫理との関係について理解できる(B)

□CSRとコンプライアンスについて説明できる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□工学倫理とは何かについて説明できる(A,B)

□技術者の資格について説明できる(D)

□FFPについて説明出来る(C)

授業計画

□倫理の定義について説明できる(A,B)

－254－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 42 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主体として講義を進める。また、内容に関連する事例についてのレポート課題を複数回実施することで、
ケーススタディにより教訓を心に刻み込む。さらにはそのレポート課題に関する発表を実施することで、聴衆から
のコメントによるフィードバックを通じて相互に理解を深める機会とする。学習指導期間には試験内容の解答・解
説を行い、重要事項の確実な理解をねらう。

「工学倫理　実例で学ぶ技術者の行動規範」　河村尚登　（東京電機大学出版局）

適宜、資料を配布する

各区間の評価方法は、試験(70%)＋レポート(30%)とする。総合評価は各区間の評点(100点満点)の単純平均とする。
最終的な成績評価は、総合80点以上で「優」、70点以上で「良」、60点以上で「可」とする。

卒業研究

提出物は必ず所定の様式で期日を厳守して提出すること。自分の専門に捉われず技術全般、社会との関連性にも視
野を広げる努力をすること。

科目名（和文）

技術者倫理

Engineering Ethics

技術者は社会に対し特別の責任を負う職業である。科学技術が社会や環境に及ぼす影響の理解と高い倫理観が要求
される。技術と社会の関係を理解しつつ、技術者としてのあるべき姿を理解する

A.科学技術が社会や自然環境に与える影響を理解する
B.技術者倫理の背景と必要性を理解する
C.環境倫理、研究者倫理を理解する
D.相互承認、JABEE、APECエンジニアを理解する
E.知的財産権を理解する
F.内部告発を理解する

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-4       

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) ME-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

研究機関においてOSS（オープンソースソフトウェア）のライセンシング業務等に従事した知見をもとに、特にソフ
トウェア開発を伴う製品開発における知財との向き合い方にも踏み込んで論じるもの。

授業内容

時間数 授業項目

【前期】

0.75 ガイダンス

0.75 倫理とは

7.5 技術者と研究者の倫理

・技術者と倫理

・研究者倫理

0.75 前期中間試験

9 企業活動と倫理

・経営の論理と倫理

・企業の社会的責任

・内部告発

・安全性とリスク

0.75 前期期末試験

1.5 学習指導

【後期】

9 法制度と倫理

・知的財産制度と倫理

・インターネットと倫理

0.75 後期中間試験

12 地球規模の課題と倫理

・グローバル化の課題

・地球環境と技術者倫理

・生命倫理

・エネルギー課題と技術者倫理

・複雑な倫理的課題

0.75 後期期末試験

1.5 学習指導

合計

45

時間

□外資系と日系企業との経営手法の違いについて理解できる(B)

□環境破壊と地球温暖化について理解できる(A,B,C)

□再生医療の課題について理解できる(A,B,C)

□原発と未来への課題について理解できる(A,B,C)

□複合的要素を持つ現代的課題について理解できる(A,B,C)

□営業秘密について理解できる(B)

□著作権制度について説明できる(E)

□サイバー犯罪について理解できる(A,B)

□知財／工業所有権制度について説明できる(E)

□特許制度と倫理問題について理解できる(E)

□職務発明について理解できる(E)

□標準化について理解できる(E)

□内部告発の要件と公益通報制度について説明できる(F)

□リスクマネジメントについて説明できる(B)

□アカウンタビリティについて説明できる(B)

□製造物責任について理解できる(A,B)

□研究不正の防止について理解できる(C)

□利益の追求と倫理との関係について理解できる(B)

□CSRとコンプライアンスについて説明できる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□工学倫理とは何かについて説明できる(A,B)

□技術者の資格について説明できる(D)

□FFPについて説明出来る(C)

授業計画

□倫理の定義について説明できる(A,B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 8

講義 演習 実験・実習

必修 5 175 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

指導教員とのディスカッションや中間発表での質疑応答により、学生自身が問題点に気づくための場を提供する。
その問題点に対して学生が主体となって問題解決に取り組む姿勢を涵養する。研究室内での輪講や学外組織との交
流会を行うこともある。

特になし

特になし

　研究内容を複数の教員で審査し、総合的に評価する。卒業論文発表会では、信頼性、有効性、了解性、Q＆Aの4項
目について評価をし、平均値を計算する。その平均値に、発表時間の点数及び論文提出点、担当教員点、学会発表
点を加算する。この点数を5倍し、60点以上を合格とする。（すべてが満点であれば、110点となるが、100点を超え
た分は切り捨てる。）

すべての専門科目

単位時間数は8単位科目であるが、時間割内では5校時分しか確保していない。
不足の3校時分は学生が自ら積極的に活動し、補うこと。

科目名（和文）

卒業研究

Graduation Research

卒業研究は教員の下で少人数で実施する授業科目である。各教員の専門分野に基づいたテーマを選択し、学生自ら
がこれまでに学んだ専門の知識を利用して問題解決に取り組み、その成果を論文として取りまとめ、口頭発表す
る。独創性の涵養と専門知識の更なる向上を期待している。

A. テーマに沿って目標を設定することができる
B. 研究プランを作成し、遂行することができる
C. 得られた成果を評価し、改善策を考えることができる
D. 得られた成果を論文としてまとめることができる
E. 得られた成果を口頭によって発表することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-1 C-2 D-1 D-2 D-3   

JABEE基準1(2)との対応

(d)(4) (e) (f) (g) (h) (i) ME-1 ME-2 ME-3 ME-4 ME-5 ME-6 ME-7 

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

180 各研究室での卒業研究活動

主要日程

10月21日～22日　育英祭 中間発表（ポスター形式

2月2日 概要および論文提出締切

2月13日 ～ 2月17日 卒研審査

合計

180

時間

その他、他学科の研究室で卒業研究を行うことがある。

高分子基複合材料の力学的特性に及ぼす母材高次構造に関する研究等を行う。

〇航空宇宙システム研究室（廣瀬）

超音速流れを発生させる衝撃波管の構築と性能試験や

解析的シミュレーションによる模型回りの流れの可視化に関する研究を行う

〇産業応用研究室（米盛）

パワーエレクトロニクスの応用として、

①電磁誘導関連、②太陽光発電システム、③蓄電関連の研究等を行う。

〇複合材料構造研究室（坂口）

○情報通信工学研究室（吉田）

IoT技術と測位技術を中心としたセンサネットワークシステムに関して、

データ取得方法からその応用までの研究等を行う。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

○制御システム研究室（冨田）

電子制御を組み込んだシステムについて研究・開発を行う。

信号の取得、増幅、ディジタル化を行い最終的に制御への応用を目指す。

蛍光体や電子材料の合成および評価に関する研究等を行う。

〇情報コミュニケーション研究室（三輪）

特殊な用途に適した音声分析技術や音声認識技術に関する研究等を行う。

授業計画

○電子セラミック研究室（黒木）
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Ⅵ.情報工学科 必修専門科目 

 





情報工学科（ＣＳ） 専門科目 教育課程表（2019年度入学）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

情報社会論 ◎ ◎ ◎
情報工学概論 ◎ ◎
電気回路Ⅰ ◎ ◎
電気回路Ⅱ ◎ ◎
電気回路Ⅲ ◎ ◎
電気回路Ⅳ ◎ ◎
電子回路 ◎ ◎
プログラミング基礎Ⅰ ◎ ◎
プログラミング基礎Ⅱ ◎ ◎
プログラミング基礎Ⅲ ◎ ◎
アルゴリズム論Ⅰ ◎ ◎
アルゴリズム論Ⅱ ◎ ◎
プログラミング応用Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
プログラミング応用Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
プログラミング応用Ⅲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
プログラミング応用Ⅳ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
数値計算Ⅰ ◎ ◎ ◎
数値計算Ⅱ ◎ ◎ ◎
ソフトウエア工学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ソフトウエア工学Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
論理回路Ⅰ ◎ ◎
論理回路Ⅱ ◎ ◎
デジタル回路設計 ◎ ◎
計算機概論Ⅰ ◎ ◎
計算機概論Ⅱ ◎ ◎
計算機アーキテクチャⅠ ◎ ◎ ◎
計算機アーキテクチャⅡ ◎ ◎ ◎
OS概論Ⅰ ◎ ◎ ◎
OS概論Ⅱ ◎ ◎ ◎
情報通信システムⅠ ◎ ◎
情報通信システムⅡ ◎ ◎
情報ネットワーク ◎ ◎ ◎
ビジネス情報システム ◎ ◎ ◎
経営工学概論 ◎ ◎
オペレーションズ・リサーチⅠ ◎ ◎ ◎
オペレーションズ・リサーチⅡ ◎ ◎ ◎
数理工学概論 ◎ ◎ ◎
マーケティング論 ◎ ◎ ◎
地理情報システム概論 ◎ ◎
データベース ◎ ◎ ◎
人工知能Ⅰ ◎ ◎ ◎
人工知能Ⅱ ◎ ◎ ◎
画像処理Ⅰ ◎ ◎ ◎
画像処理Ⅱ ◎ ◎ ◎
文書作成概論Ⅰ ◎ ◎
文書作成概論Ⅱ ◎ ◎
技術文書作成 ◎ ◎
プレゼンテーション ◎ ◎ ◎
ディジタル信号処理Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎
ディジタル信号処理Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎

JABEEプログラムの学習・教育到達目標との関連 分野別要件
(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

情報工学科の学習・教育目標との関連

⑤社会技
術系科目
群

①設計･
システム
系科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

必
修
科
目

区分 科目名 履修
単位数

学年別単位数
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情報工学科（ＣＳ） 専門科目 教育課程表（2019年度入学）

情報数学概論 ◎ ◎
離散数学Ⅰ ◎ ◎
離散数学Ⅱ ◎ ◎
統計解析学Ⅰ ◎ ◎ ◎
統計解析学Ⅱ ◎ ◎ ◎
情報工学基礎演習Ⅰ ◎ ◎
情報工学基礎演習Ⅱ ◎ ◎
情報工学実験Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎
情報工学実験Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎
情報工学実験Ⅲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
情報工学実験Ⅳ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
情報工学実験Ⅴ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
情報工学実験Ⅵ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
解析学Ⅲ ◎ ◎
線形代数Ⅰ ◎ ◎
線形代数Ⅱ ◎ ◎
技術者倫理 ◎ ◎ ◎ ◎
卒業研究 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2019年度入学　履修単位表 要修得単位

0～2 2～4
10～12 6～8

0～5 0～5
23～28 26～31
33～40 32～39

○ 一般選択科目C群の法学もしくは経済学のどちらかの単位を必ず修得すること
○ 一般選択科目Ａ群有機化学は2016年度入学生より専門選択科目Ｄ群　4-5年へ移行する
　　※2018年度A群3年有機化学は開設なし、2019年度よりＤ群4-5年で開設する

履修単位数
一般科目　必修科目単位　
一般科目　選択科目単位　

一般科目    単位計
専門科目　必修科目単位　
専門科目　選択科目単位　

専門科目　　単位計
単位合計

履修単位計

必
修
科
目
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CS 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
情報社会論 CS 必修 前期 1 2 ◯
情報⼯学概論 CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯

プログラミング基礎１ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯
プログラミング基礎２ CS 必修 通年 2 ◯ 2 2 ◯ ◯

電気回路１ CS 必修 前期 1 2 ◯
情報⼯学実験１ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯
電気回路２ CS 必修 後期 1 2 ◯

情報⼯学実験２ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯
プログラミング基礎３ CS 必修 通年 2 ◯ 2 2 ◯ ◯
アルゴリズム論１ CS 必修 前期 2 2 ◯

論理回路 CS 必修 前期 2 2 ◯
情報数学概論 CS 必修 前期 2 2 ◯
線形代数１ CS 必修 前期 2 2 ◯

情報⼯学実験３ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯
アルゴリズム論２ CS 必修 後期 2 2 ◯
ディジタル回路設計 CS 必修 後期 1 ◯ 2 ◯

線形代数２ CS 必修 後期 2 2 ◯
情報⼯学実験４ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯

プログラミング応⽤１ CS 必修 前期 1 ◯ 2 ◯
数値計算１ CS 必修 前期 2 2 ◯
電⼦回路 CS 必修 前期 2 2 ◯
離散数学１ CS 必修 前期 2 2 ◯
解析学３ CS 必修 前期 2 2 ◯

情報⼯学実験５ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯
プログラミング応⽤２ CS 必修 後期 1 ◯ 2 ◯

数値計算２ CS 必修 後期 2 2 ◯
計算機アーキテクチャ CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯

離散数学２ CS 必修 後期 2 2 ◯
統計解析学１ CS 必修 後期 2 2 ◯
情報⼯学演習１ CS 必修 後期 2 2 ◯
ソフトウエア⼯学 CS 必修 前期 2 ◯ 2 ◯ ◯

画像処理 CS 必修 前期 2 2 ◯
ディジタル信号処理 CS 必修 前期 2 2 ◯

統計解析学２ CS 必修 前期 2 2 ◯
情報⼯学演習２ CS 必修 前期 2 2 ◯ ◯

卒業研究 CS 必修 通年 16 ◯ 6 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
技術者倫理 CS 必修 後期 2 ◯ 2 ◯ ◯
⼈⼯知能 CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯
OS概論 CS 必修 後期 2 2 ◯

情報ネットワーク CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯

単位数 40 48 授業時間 6 4 8 8 14 12 14 12 16 14
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

34

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

88 5 8 19 22
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CS 教育課程表（2021年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
情報社会論 CS 必修 前期 1 2 ◯
情報⼯学概論 CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯

プログラミング基礎１ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯
プログラミング基礎２ CS 必修 通年 2 ◯ 2 2 ◯ ◯

電気回路１ CS 必修 前期 1 2 ◯
情報⼯学実験１ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯
電気回路２ CS 必修 後期 1 2 ◯

情報⼯学実験２ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯
プログラミング基礎３ CS 必修 通年 2 ◯ 2 2 ◯ ◯
アルゴリズム論１ CS 必修 前期 2 2 ◯

論理回路 CS 必修 前期 2 2 ◯
情報数学概論 CS 必修 前期 2 2 ◯
線形代数１ CS 必修 前期 2 2 ◯

情報⼯学実験３ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯
アルゴリズム論２ CS 必修 後期 2 2 ◯
ディジタル回路設計 CS 必修 後期 1 ◯ 2 ◯

線形代数２ CS 必修 後期 2 2 ◯
情報⼯学実験４ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯

プログラミング応⽤１ CS 必修 前期 1 ◯ 2 ◯
数値計算１ CS 必修 前期 2 2 ◯
電⼦回路 CS 必修 前期 2 2 ◯
離散数学１ CS 必修 前期 2 2 ◯
解析学３ CS 必修 前期 2 2 ◯

情報⼯学実験５ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯
プログラミング応⽤２ CS 必修 後期 1 ◯ 2 ◯

数値計算２ CS 必修 後期 2 2 ◯
計算機アーキテクチャ CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯

離散数学２ CS 必修 後期 2 2 ◯
統計解析学１ CS 必修 後期 2 2 ◯
情報⼯学演習１ CS 必修 後期 2 2 ◯
ソフトウエア⼯学 CS 必修 前期 2 ◯ 2 ◯ ◯

画像処理 CS 必修 前期 2 2 ◯
ディジタル信号処理 CS 必修 前期 2 2 ◯

統計解析学２ CS 必修 前期 2 2 ◯
情報⼯学演習２ CS 必修 前期 2 2 ◯ ◯

卒業研究 CS 必修 通年 16 ◯ 6 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
技術者倫理 CS 必修 後期 2 ◯ 2 ◯ ◯
⼈⼯知能 CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯
OS概論 CS 必修 後期 2 2 ◯

情報ネットワーク CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯

単位数 40 48 授業時間 6 4 8 8 14 12 14 12 16 14
単位数計 単位数

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

34

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性

88 5 8 19 22

CS 教育課程表（2022年度⼊学⽣）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3
情報社会論 CS 必修 前期 1 2 ◯
情報⼯学概論 CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯

プログラミング基礎１ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯
プログラミング基礎２ CS 必修 通年 2 ◯ 2 2 ◯ ◯

電気回路１ CS 必修 前期 1 2 ◯
情報⼯学実験１ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯
電気回路２ CS 必修 後期 1 2 ◯

情報⼯学実験２ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯
プログラミング基礎３ CS 必修 通年 2 ◯ 2 2 ◯ ◯
アルゴリズム論１ CS 必修 前期 2 2 ◯

論理回路 CS 必修 前期 2 2 ◯
情報数学概論 CS 必修 前期 2 2 ◯
線形代数１ CS 必修 前期 2 2 ◯

情報⼯学実験３ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯
アルゴリズム論２ CS 必修 後期 2 2 ◯
ディジタル回路設計 CS 必修 後期 1 ◯ 2 ◯

線形代数２ CS 必修 後期 2 2 ◯
情報⼯学実験４ CS 必修 後期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯

プログラミング応⽤１ CS 必修 前期 1 ◯ 2 ◯
数値計算１ CS 必修 前期 2 2 ◯
電⼦回路 CS 必修 前期 2 2 ◯
離散数学１ CS 必修 前期 2 2 ◯
解析学３ CS 必修 前期 2 2 ◯

情報⼯学実験５ CS 必修 前期 2 ◯ 4 ◯ ◯ ◯
プログラミング応⽤２ CS 必修 後期 1 ◯ 2 ◯

数値計算２ CS 必修 後期 2 2 ◯
計算機アーキテクチャ CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯

離散数学２ CS 必修 後期 2 2 ◯
統計解析学１ CS 必修 後期 2 2 ◯
情報⼯学演習１ CS 必修 後期 2 2 ◯
ソフトウエア⼯学 CS 必修 前期 2 ◯ 2 ◯ ◯

画像処理 CS 必修 前期 2 2 ◯
ディジタル信号処理 CS 必修 前期 2 2 ◯

統計解析学２ CS 必修 前期 2 2 ◯
情報⼯学演習２ CS 必修 前期 2 2 ◯ ◯

卒業研究 CS 必修 通年 16 ◯ 6 6 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
技術者倫理 CS 必修 後期 2 ◯ 2 ◯ ◯
⼈⼯知能 CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯
OS概論 CS 必修 後期 2 2 ◯

情報ネットワーク CS 必修 後期 2 2 ◯ ◯

単位数 40 48 授業時間 6 4 8 8 14 12 14 12 16 14
単位数計 単位数88 5 8 19 22 34

4年 5年 A.⼈間性 B.専⾨性 備考
履修単位 学修単位

1年 2年 3年
単位数

C.コミュニケーション D.創造性実験実習 実務経験
学年別週当授業時間数（単位時間：1単位50分） 学習・教育到達⽬標

科⽬番号 科⽬名（和⽂） 学科
履修
形態

開講期間
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 16.5 6 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

ＩＣＴ関連企業で、汎用機からパソコンの開発、ネットワーク/クラウドの構築等の経験を活かし、
デジタル機器の代表であるコンピュータ、通信機器の過去、現在の技術の進歩、トレンドを理解し、
これらを踏まえて、デジタル技術をベースとする未来の情報社会を各自がイメージする。

授業内容

科目名（和文）

情報社会論

Introduction to Information Society

情報社会とは？、デジタル情報とは？、デジタル情報で何が出来るようになったか？。
企業、社会、個人へのインパクトは？等を学び、デジタル情報に対する理解を深め、
DX(Digital Transformation:デジタル技術でビジネスや社会、生活の形を変えること)の本質を
理解する。

A.情報社会とは、更にデジタル情報社会とは、どのような社会かを説明できる
B.デジタル情報とはどのようなもので、どのようなことができるようになったかを説明できる
C.企業における情報通信システムの利活用の事例を説明できる
D.社会における情報通信システムの利活用の事例を説明できる
E.生活における情報通信システムの利活用の事例を説明できる
F.日本の情報通信システムの状況を説明できる
G.デジタル情報社会の今後と課題を説明できる
H.与えられたテーマに対し個人又はグループで成果をまとめることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を行う。提案書作成では、設定したテーマを個人又はグループで考え、
アウトプットを作成。その成果を発表し意見交換を行う。
中間・期末の２回の定期試験については、答案用紙を返却するとともに、模範解答も配布、
これをベースに解説を行い学修状況を確認してもらう。
なお、期末試験の出題範囲は半期の学修項目すべてが対象となる。

プリント（講義のプロジェクタースライドコピー）

なし

中間評価：　中間試験（100%）
　　　　　　中間試験の素点をそのまま報告する

期末評価：　中間試験（35%）＋　期末試験（35%）＋　提案書作成及び授業出席度（30%）

なし

毎週の講義で示す復習の項目について説明できるようにしておくこと

氏名：

時間数 授業項目

1.5 オリエンテーション

1.5 情報社会とデジタル情報

1.5 デジタル情報とは

3 ＩＴの利活用：企業

1.5 ＩＴの利活用：社会

0.75 前期中間試験

1.5 ＩＴの利活用：生活１、試験の解説

1.5 ＩＴの利活用：生活２

1.5 日本のＩＴ状況

1.5 デジタル情報社会の課題と今後

4.5 提案書の作成・発表

0.75 前期期末試験

1.5 試験の解説他

合計

22.5

時間

授業計画

□デジタル情報で何ができるようになったか（Ｂ）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の概要、□情報社会とは（Ａ）

□デジタル情報社会とは（Ａ）、□デジタル情報はどうやってできるか（Ｂ）

□企業におけるＩＴ利活用（Ｃ）

□社会におけるＩＴ利活用（Ｄ）

□試験の実施

□生活におけるＩＴ利活用（Ｅ）、□中間試験の答案返却及び解説

□生活におけるＩＴ利活用２（Ｅ）

□日本のＩＴ整備状況及び活用状況、他国との比較（Ｆ）

□デジタル情報社会の今後と課題（Ｇ）

□設定したテーマに対して提案書作成・発表、質疑応答（Ｈ）

□試験実施

□期末試験の答案返却及び解説

－265－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 6 0 39

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

実習形式の授業である，授業開始時に指示された実習テーマをグループで行う．実技試験及び実験報告書の点数は
採点後に通知する．

なし

授業内容に沿って，適宜教員制作のプリントを配布する．

本授業は定期試験を実施しない．
評価：実技試験(50%)＋実験報告書(30%)＋その他提出課題（20%）で評価する．

評価の対象となる条件は，以下の2つを全て満たしていることである．
　 この条件を満たしていない場合は，評価点を0点とする．
　 　　条件1：実験報告書を提出し，受理されていること．
　 　　条件2：2回の実技試験を全て受験していること．

中学校における情報関連科目

初年度の専門科目であるが，不安な気持ちにならずに手を動かせばよい．
実習中は必ずメモを取るように心がけること．

科目名（和文）

情報工学概論

Introduction to Information Engineering

情報工学科の学生にとって，ハードウェアに関する知識の修得は必須のものである．PCの解体・組立ての作業を通
してハードウェアの知識と取扱いの技能を修得することを目指す．また，本校での5年間を通して必要となる実験報
告書の書き方についても学ぶ．

A. 授業配布資料に従い，グループと協調し主体的に授業に参加実施できる．
B. コンピュータや関連機器を，適切に分解・組み立てができる．
C. 必要事項を随時記録，実験報告書にまとめ，期限内に提出することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

3 実験報告書の作成について

6 アナログマルチメータを用いた測定実験

3 OS のインストール実習

3 ネットワークケーブルの作成

3 ネットワークの設定と周辺機器の接続

3 レポート指導

3 PCパーツの増設

3 実技試験 1

3 RaspberryPiのキットの分解組み立てと

OSのインストール

3 RaspberryPiへのパッケージの

インストールとアップデート

3 実習内容の確認

3 実技試験 2

3 実習成果の振り返り

合計

45

時間

□ 実習授業で習得した成果の確認

□ 授業で習得した成果の確認

□ aptを用いたパッケージのインストールとアップデート(A,C)

□ 各グループで今までの実習内容を確認(A,B)

□ 実習授業で習得した技術の確認

□ RaspberryPiのキットの分解組み立て(A,B)

□ RaspberryPi OS のインストール(A,C)

□ 提出された実験報告書のフィードバック(C)

□ メモリとハードディスクの増設(A,B)

□ ネットワークケーブルの作成(A,B)

□ ネットワークへの接続(A,B)

□ プリンターの接続(A,B)

□ デバイスドライバの入手とインストール(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業概要，評価方法，担当教員の紹介等

□ 情報工学科における実験報告書の作成方法の解説(C)

□ 実験報告書の作成(C)

□ Windows OS のインストール(A,C)

授業計画

□ アナログマルチメータを用いた抵抗，電流，電圧の測定(A,B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 6 0 39

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

実習形式の授業である，授業開始時に指示された実習テーマをグループで行う．実技試験及び実験報告書の点数は
採点後に通知する．

なし

授業内容に沿って，適宜教員制作のプリントを配布する．

本授業は定期試験を実施しない．
評価：実技試験(50%)＋実験報告書(30%)＋その他提出課題（20%）で評価する．

評価の対象となる条件は，以下の2つを全て満たしていることである．
　 この条件を満たしていない場合は，評価点を0点とする．
　 　　条件1：実験報告書を提出し，受理されていること．
　 　　条件2：2回の実技試験を全て受験していること．

中学校における情報関連科目

初年度の専門科目であるが，不安な気持ちにならずに手を動かせばよい．
実習中は必ずメモを取るように心がけること．

科目名（和文）

情報工学概論

Introduction to Information Engineering

情報工学科の学生にとって，ハードウェアに関する知識の修得は必須のものである．PCの解体・組立ての作業を通
してハードウェアの知識と取扱いの技能を修得することを目指す．また，本校での5年間を通して必要となる実験報
告書の書き方についても学ぶ．

A. 授業配布資料に従い，グループと協調し主体的に授業に参加実施できる．
B. コンピュータや関連機器を，適切に分解・組み立てができる．
C. 必要事項を随時記録，実験報告書にまとめ，期限内に提出することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

3 実験報告書の作成について

6 アナログマルチメータを用いた測定実験

3 OS のインストール実習

3 ネットワークケーブルの作成

3 ネットワークの設定と周辺機器の接続

3 レポート指導

3 PCパーツの増設

3 実技試験 1

3 RaspberryPiのキットの分解組み立てと

OSのインストール

3 RaspberryPiへのパッケージの

インストールとアップデート

3 実習内容の確認

3 実技試験 2

3 実習成果の振り返り

合計

45

時間

□ 実習授業で習得した成果の確認

□ 授業で習得した成果の確認

□ aptを用いたパッケージのインストールとアップデート(A,C)

□ 各グループで今までの実習内容を確認(A,B)

□ 実習授業で習得した技術の確認

□ RaspberryPiのキットの分解組み立て(A,B)

□ RaspberryPi OS のインストール(A,C)

□ 提出された実験報告書のフィードバック(C)

□ メモリとハードディスクの増設(A,B)

□ ネットワークケーブルの作成(A,B)

□ ネットワークへの接続(A,B)

□ プリンターの接続(A,B)

□ デバイスドライバの入手とインストール(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業概要，評価方法，担当教員の紹介等

□ 情報工学科における実験報告書の作成方法の解説(C)

□ 実験報告書の作成(C)

□ Windows OS のインストール(A,C)

授業計画

□ アナログマルチメータを用いた抵抗，電流，電圧の測定(A,B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 1.5 1.5 42

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

簡単なプログラムを何度も組むことでプログラミングを習得するため，実習を中心に授業をおこなう．
レポートはほぼ毎週提出とする．レポートの採点結果は中間，および，期末の試験返却の際にあわせて通知する．

新訂 新C言語入門 シニア編 林 晴比古 著（ソフトバンククリエイティブ）

授業で配布するプリント

試験評価点50% レポート評価点50%で評価する．
試験は中間と期末の2回の試験の平均点を試験評価点とする．
この試験の平均点が60点未満の場合は，レポート評価を加えた最終評価が60点以上であっても不可とする．
ただし，試験の平均点が60点未満であっても，レポート評価が60点以上の場合は追試をおこない，
追試で60点以上を取れば最終評価を60点とする．

レポートはほぼ毎週提出となる．
各レポートを100点満点とし、その平均点をレポート評価点とする．
レポートの遅刻提出は10点分の減点とする．
レポートのコピーが発覚した場合はコピーした側もコピーさせた側も同じく大きく減点する
（一回で不合格もありうる）．
「友人に教えてもらいながらやった」という言い訳は通用しないので注意すること．

プログラミング基礎２　プログラミング基礎３

演習で学んだことを利用して，自発的にプログラムを組むことを勧める．教科書の内容を独力で理解できるように
なると良い．

科目名（和文）

プログラミング基礎１

Introduction to Programming 1

情報工学分野で必要となるプログラミング技術をC言語を通じて習得する．本授業では条件分岐や繰り返しなどの基
本的な機能を使用したプログラミングを習得する．

A. 変数を用いた演算のプログラムを書くことができる．
B. 分岐(if文)を理解し，プログラムを書くことができる．
C. 繰り返し(for文やwhile文)を理解し，プログラムを書くことができる．
D. 論理演算を理解し，プログラムを書くことができる．
E. 簡単な(1次元)配列を理解し，プログラムを書くことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 プログラミングの基本

4.5 変数と演算

4.5 分岐を用いたプログラミング

1.5 総合演習その1

12 繰り返しを用いたプログラミング

0.75 中間試験

7.5 論理演算を用いたプログラミング

9 配列を用いたプログラミング

0.75 期末試験

1.5 総合演習その2

合計

45

時間

□配列を用いたプログラミングができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□変数と演算を用いたプログラミングができる (A)

□分岐を用いたプログラミングができる (B)

□繰り返しを用いたプログラミングができる (C)

□論理演算を用いたプログラミングができる (D)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 1.5 0 43.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

簡単なプログラムを何度も組むことでプログラミングを習得するため、実習を中心に授業をおこなう。
レポートはほぼ毎週提出とする。レポートの評価はレポートの最終締め切り後に通知する。

新訂 新C言語入門 シニア編 林 晴比古 著（ソフトバンククリエイティブ）

授業で配布するプリント

クラスを通常クラスと初級クラスに分ける。
最初のガイダンスで希望者は初級クラスを選択することができる。

通常クラスは100点満点とし、初級クラスは70点満点とする。

通常クラスはレポート80%＋実技試験(または筆記試験)20%で評価する。
初級クラスはレポート100%で評価する。

学年末評価は通年における到達度での評価となる。
前期の評価は挽回可能な暫定評価である。

プログラミング基礎１　プログラミング基礎３

演習で学んだことを利用して、自発的にプログラムを組むことを勧める。

科目名（和文）

プログラミング基礎２

Introduction to Programming 2

情報工学分野で必要となるプログラミング技術をC言語を通じて習得する。本授業では関数や構造体などの基本的な
機能を使用したプログラミングを習得する。

A. 逐次実行のプログラムを理解し、書くことができる。
B. 条件分岐のあるプログラムを理解し、書くことができる。
C. 繰り返しのあるプログラムを理解し、書くことができる。
D. 配列を理解し、プログラムを書くことができる。
E. プログラミングにおける関数を理解し、プログラムを書くことができる。
F. 構造体を理解し、プログラムを書くことができる。
G. ファイル入出力を理解し、プログラムを書くことができる。
H. 配列やポインタを引数とする関数を理解し、プログラムを書くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

■　前期

1.5 ガイダンス

4.5 通常：関数　　　　　　　

初級：逐次実行 条件分岐

9 通常：配列復習　構造体

初級：繰り返し 配列

1.5 通常：実技試験　      　

初級：並び替え

4.5 通常：ポインタ　　　　　　　　

初級：総合演習

1.5 まとめ

■　後期

9 通常：ファイル入出力　関数と配列　　

初級：関数

4.5 通常：ポインタ応用　　　　　　　　

初級：構造体　ポインタ

4.5 通常：再帰　　　　　　　　　　　　

初級：ファイル入出力　総合演習

3 通常：実技試験　　　　　

初級：総合演習

1.5 まとめ

合計

45

時間

課題のフィードバックとフォロー

□初級クラス：ファイル入出力を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,G)

　　　　　　：少し複雑なプログラムが読める、書ける (A,B,C,D,E,F,G,H)

□通常クラス：実技試験

□初級クラス：少し複雑なプログラムが読める、書ける (A,B,C,D,E,F,G,H)

□初級クラス：構造体を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,E,F)

　　　　　　：配列とポインタを用いたプログラミングができる(A,B,C,D)

□通常クラス：再帰を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,H)

□初級クラス：関数を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,E)

　　　　　　：配列と関数を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,E,H)

　　　　　　：ポインタと関数を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,E,H)

□通常クラス：ポインタと関数を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,H)

□通常クラス：ファイル入出力を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,F,G)

　　　　　　：配列と関数を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,F,H)

□通常クラス：ポインタを用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,H)

□初級クラス：少し複雑なプログラムが読める、書ける (A,B,C,D)

課題のフィードバックとフォロー

□初級クラス：繰り返しのあるプログラムが読める、書ける (A,C)

　　　　　　：配列を用いたプログラムが読める、書ける (A,C,D)

□通常クラス：実技試験

□初級クラス：並び替えなど少し複雑なプログラムが読める、書ける (A,B,C,D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の進め方や評価について

□通常クラス：関数を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E)

　　　　　　：条件分岐のプログラムが読める、書ける (A,B)

□通常クラス：簡単なソートプログラムを理解して以降の演習に備える(A,B,C,D)

　　　　　　：構造体を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,F)

授業計画

□初級クラス：逐次実行のプログラムが読める、書ける (A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 1.5 0 43.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

簡単なプログラムを何度も組むことでプログラミングを習得するため、実習を中心に授業をおこなう。
レポートはほぼ毎週提出とする。レポートの評価はレポートの最終締め切り後に通知する。

新訂 新C言語入門 シニア編 林 晴比古 著（ソフトバンククリエイティブ）

授業で配布するプリント

クラスを通常クラスと初級クラスに分ける。
最初のガイダンスで希望者は初級クラスを選択することができる。

通常クラスは100点満点とし、初級クラスは70点満点とする。

通常クラスはレポート80%＋実技試験(または筆記試験)20%で評価する。
初級クラスはレポート100%で評価する。

学年末評価は通年における到達度での評価となる。
前期の評価は挽回可能な暫定評価である。

プログラミング基礎１　プログラミング基礎３

演習で学んだことを利用して、自発的にプログラムを組むことを勧める。

科目名（和文）

プログラミング基礎２

Introduction to Programming 2

情報工学分野で必要となるプログラミング技術をC言語を通じて習得する。本授業では関数や構造体などの基本的な
機能を使用したプログラミングを習得する。

A. 逐次実行のプログラムを理解し、書くことができる。
B. 条件分岐のあるプログラムを理解し、書くことができる。
C. 繰り返しのあるプログラムを理解し、書くことができる。
D. 配列を理解し、プログラムを書くことができる。
E. プログラミングにおける関数を理解し、プログラムを書くことができる。
F. 構造体を理解し、プログラムを書くことができる。
G. ファイル入出力を理解し、プログラムを書くことができる。
H. 配列やポインタを引数とする関数を理解し、プログラムを書くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

■　前期

1.5 ガイダンス

4.5 通常：関数　　　　　　　

初級：逐次実行 条件分岐

9 通常：配列復習　構造体

初級：繰り返し 配列

1.5 通常：実技試験　      　

初級：並び替え

4.5 通常：ポインタ　　　　　　　　

初級：総合演習

1.5 まとめ

■　後期

9 通常：ファイル入出力　関数と配列　　

初級：関数

4.5 通常：ポインタ応用　　　　　　　　

初級：構造体　ポインタ

4.5 通常：再帰　　　　　　　　　　　　

初級：ファイル入出力　総合演習

3 通常：実技試験　　　　　

初級：総合演習

1.5 まとめ

合計

45

時間

課題のフィードバックとフォロー

□初級クラス：ファイル入出力を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,G)

　　　　　　：少し複雑なプログラムが読める、書ける (A,B,C,D,E,F,G,H)

□通常クラス：実技試験

□初級クラス：少し複雑なプログラムが読める、書ける (A,B,C,D,E,F,G,H)

□初級クラス：構造体を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,E,F)

　　　　　　：配列とポインタを用いたプログラミングができる(A,B,C,D)

□通常クラス：再帰を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,H)

□初級クラス：関数を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,E)

　　　　　　：配列と関数を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,E,H)

　　　　　　：ポインタと関数を用いたプログラミングができる(A,B,C,D,E,H)

□通常クラス：ポインタと関数を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,H)

□通常クラス：ファイル入出力を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,F,G)

　　　　　　：配列と関数を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,F,H)

□通常クラス：ポインタを用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,H)

□初級クラス：少し複雑なプログラムが読める、書ける (A,B,C,D)

課題のフィードバックとフォロー

□初級クラス：繰り返しのあるプログラムが読める、書ける (A,C)

　　　　　　：配列を用いたプログラムが読める、書ける (A,C,D)

□通常クラス：実技試験

□初級クラス：並び替えなど少し複雑なプログラムが読める、書ける (A,B,C,D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の進め方や評価について

□通常クラス：関数を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E)

　　　　　　：条件分岐のプログラムが読める、書ける (A,B)

□通常クラス：簡単なソートプログラムを理解して以降の演習に備える(A,B,C,D)

　　　　　　：構造体を用いたプログラミングができる (A,B,C,D,E,F)

授業計画

□初級クラス：逐次実行のプログラムが読める、書ける (A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 2年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 18 4.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式で行い内容の理解度は定期試験で検査する
講義した内容が実際の製品にどのように応用されているかを理解するためにレポート課題を実施する
中間試験問題解説の授業項目回で中間試験および課題その１を返却し採点内容の訂正を行う
期末試験問題解説の授業項目回で期末試験および課題その２を返却し採点内容の訂正を行う

なし

電気電子の基礎,高橋著,オーム社

中間評価＝中間試験(70%)+課題その１(30%)、期末評価＝期末試験(70%)+課題その２(30%)とする。
最終評価は中間評価と期末評価の平均値とする。最終評価の小数値は切り捨てる。
課題評価方法は0点,5点,10点,15点,20点,25点,30点の7段階とする。
（評価点30)：課題がすべて完了している（課題の達成率が6/6である)
（評価点5-25)：未完了の課題がある（課題の達成率が1/6なら5点,5/6なら25点とする）
（評価点0)：未提出・未着手同然・課題の複製の疑いがある
提出期限に遅れて提出されたものは上記の評価方法で評価し、評価点を一段階下げる
課題のテーマ（製品番号等）が他の学生4名以上と同じであった場合は内容を評価をせず保留とする。
評価を保留とした学生に対しては同内容の追課題（ただし別製品で再度調査する）の提出を指示する。
課題と追課題の両テーマが追課題を指示された他の学生とまったく同じであった場合は総合評価を0とする。

電気回路で使う回路素子の種類や価格を知らない学生はWeb上のカタログや通販のWebサイトを
あらかじめ調べておくようにする。

科目名（和文）

電気回路１

Electric Circuits 1

直流回路分野のうちオームの法則・キルヒホッフの法則・直流電源・手動スイッチ・電磁リレーと
各種スイッチを使った論理回路について講義形式で理解する

A.オームの法則とキルヒホッフの法則について資料をみながら概要を説明することができる
B.直流電源について資料をみながら概要を説明することができる
C.手動スイッチと電磁リレーの動作について資料をみながら概要を説明することができる
D.スイッチを使った論理回路の動作について資料をみながら概要を説明することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業概要の説明     

0.75 直流回路の基本(1)

1.5 直流回路の基本(2)

1.5 直流回路の基本(3)

1.5 直流回路の基本(4)

1.5 直流回路の基本(5)

1.5 中間試験準備・課題その１提出日

0.75 中間試験

1.5 中間試験問題解説 

1.5 手動スイッチと電磁リレー(1)

1.5 手動スイッチと電磁リレー(2)

1.5 スイッチと論理回路(1)

1.5 スイッチと論理回路(2)

1.5 スイッチと論理回路(3)

1.5 期末試験準備 ・課題その２提出日    

0.75 期末試験       

0.75 期末試験問題解説     

0.75 学習のまとめ    

課題その１（中間試験）  

課題その２（期末試験）     

合計

22.5

時間

電磁リレーのデータシートを１つ調査し、専門用語を3つ解説する。

□手動スイッチの具体例を理解できる(C)   

□電磁リレーの具体例を理解できる(D) 

手動スイッチのデータシートを1つ調査し、専門用語を3つ解説する

□抵抗の具体例を理解できる(A)   

□直流電源の具体例を理解できる(B)   

抵抗のデータシートを1つ調査し、専門用語を3つ解説する

直流電源のデータシートを１つ調査し、専門用語を3つ解説する。 

□手動スイッチ・コイル・電磁リレーの回路記号と動作を説明できる(C) 

□スイッチを電磁石で動かす原理を説明できる(C)  

□スイッチを使ったNOT回路について説明できる(D)

□スイッチを使ったNAND,NOR回路について説明できる(D)

□スイッチを使ったAND,OR回路について説明できる(D)    

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□直流回路で使う回路素子の記号・単位・補助単位を説明できる(A)         

□オームの法則と直列接続・並列接続の合成抵抗が説明できる(A)         

□起電力と電圧降下・分流と分圧を説明できる(A)      

□直流電源の種類と特徴について説明できる(B)           

授業計画

□キルヒホッフの第一法則・第二法則を説明できる(A)     
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報工学実験１

Experiments 1

主にハードウェアを用いた実験を通じて、実際に手を動かし、情報工学科で学習する専門科目への理解を深める。
個人作業では自主性を、グループ作業では協調性を養う。
さらに、実験テーマごとにレポートを作成することでレポート作成の基本を学ぶ。

A．実験指導書の内容を理解し実験を実施できる。
B．実験機器を適切に使う事ができる。
C．提出期日までに決められた形式に従って実験結果を報告書にまとめることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

実験は個人や数名のグループで実施する。
４回で１つのテーマに取り組む（３回で実験を行い、残りの１回でレポート指導）
レポートは採点後に返却をおこなう。その際、完成度の低いものについては再提出を指示されることがある。
また、レポート指導日等で、提出されたレポートの問題点を指摘する。

サレジオ工業高等専門学校　実験指導書

実験指導書の参考文献欄を参照する

中間：評価を出さない
期末：レポート評価100％
　・各実験に対するレポート（全3通）をそれぞれ100点満点（様式50点＋内容50点）で評価し、全3通の
　　平均点を最終評価とする。
　・以下のレポートは評価点を最高80点とする。
　　- 提出期日に遅れたもの
　　- 不備のため再提出となったが、再提出期日に遅れたもの
　・未提出のレポートが1つでもある場合は、前述の評価点によらず0点となり不合格とする。

情報工学概論

実験指導書を熟読し安全に実験を遂行する。
実験内容・手順・結果を記録・整理するために、実験ノートを活用すること。
実験ノートを用いて適切な報告書作成を心掛けること。

氏名：

時間数 授業項目

1 ガイダンス

26 各テーマに沿った実験

　(1) プログラミング

　(2) 電気回路

　(3) 半導体回路

18 レポート作成・レポート指導

合計

45

時間

授業計画

□　EV3の仕組みを理解し、プログラムでEV3の動作を制御できる（A,B）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　実験テーマ、報告書作成の指針、評価方法を理解している

EV3プログラミング入門とカラーセンサの利用

□　カラーセンサの原理を理解し、センサの値を用いたプログラムを

　　作成できる（A,B）

□　DCモータの特性やカラーセンサの特性をグラフで表現できる(C)

直流回路

□　電圧計・電流計を使って直流回路の電圧・電流を測定できる(A,B)

□　電源の設定や抵抗などの受動素子を変更して回路の電圧・電流を制御

　　できる(A,B)

□　測定した特性を表・グラフで表現できる(C)

半導体と論理回路

□　ダイオードの特性が理解できる(A,B)

□　トランジスタの特性が理解できる(A,B)

□　ダイオードとトランジスタを用いて論理ゲートを構成できる(A,B)

□　指摘事項に基づいてレポートを作成および修正することができる（C）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報工学実験１

Experiments 1

主にハードウェアを用いた実験を通じて、実際に手を動かし、情報工学科で学習する専門科目への理解を深める。
個人作業では自主性を、グループ作業では協調性を養う。
さらに、実験テーマごとにレポートを作成することでレポート作成の基本を学ぶ。

A．実験指導書の内容を理解し実験を実施できる。
B．実験機器を適切に使う事ができる。
C．提出期日までに決められた形式に従って実験結果を報告書にまとめることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

実験は個人や数名のグループで実施する。
４回で１つのテーマに取り組む（３回で実験を行い、残りの１回でレポート指導）
レポートは採点後に返却をおこなう。その際、完成度の低いものについては再提出を指示されることがある。
また、レポート指導日等で、提出されたレポートの問題点を指摘する。

サレジオ工業高等専門学校　実験指導書

実験指導書の参考文献欄を参照する

中間：評価を出さない
期末：レポート評価100％
　・各実験に対するレポート（全3通）をそれぞれ100点満点（様式50点＋内容50点）で評価し、全3通の
　　平均点を最終評価とする。
　・以下のレポートは評価点を最高80点とする。
　　- 提出期日に遅れたもの
　　- 不備のため再提出となったが、再提出期日に遅れたもの
　・未提出のレポートが1つでもある場合は、前述の評価点によらず0点となり不合格とする。

情報工学概論

実験指導書を熟読し安全に実験を遂行する。
実験内容・手順・結果を記録・整理するために、実験ノートを活用すること。
実験ノートを用いて適切な報告書作成を心掛けること。

氏名：

時間数 授業項目

1 ガイダンス

26 各テーマに沿った実験

　(1) プログラミング

　(2) 電気回路

　(3) 半導体回路

18 レポート作成・レポート指導

合計

45

時間

授業計画

□　EV3の仕組みを理解し、プログラムでEV3の動作を制御できる（A,B）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　実験テーマ、報告書作成の指針、評価方法を理解している

EV3プログラミング入門とカラーセンサの利用

□　カラーセンサの原理を理解し、センサの値を用いたプログラムを

　　作成できる（A,B）

□　DCモータの特性やカラーセンサの特性をグラフで表現できる(C)

直流回路

□　電圧計・電流計を使って直流回路の電圧・電流を測定できる(A,B)

□　電源の設定や抵抗などの受動素子を変更して回路の電圧・電流を制御

　　できる(A,B)

□　測定した特性を表・グラフで表現できる(C)

半導体と論理回路

□　ダイオードの特性が理解できる(A,B)

□　トランジスタの特性が理解できる(A,B)

□　ダイオードとトランジスタを用いて論理ゲートを構成できる(A,B)

□　指摘事項に基づいてレポートを作成および修正することができる（C）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 2年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 18 4.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電気回路２

Electric Circuits 2

交流回路分野のうち抵抗・コイル・コンデンサの各素子の性質、直列回路の計算・並列回路の計算・共振周波数に
ついて講義形式で理解する

A.交流回路における抵抗(R)の性質について資料をみながら概要を説明することができる
B.交流回路におけるコイル(L)の性質について資料をみながら概要を説明することができる
C.交流回路におけるコンデンサ(C)の性質について資料をみながら概要を説明することができる
Ð.交流回路の直列回路の計算とベクトル図について資料をみながら概要を説明することができる
E.交流回路の並列回路の計算とベクトル図について資料をみながら概要を説明することができる
F.交流回路の共振周波数について資料をみながら概要を説明することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で行い内容の理解度は定期試験で検査する
講義した内容が実際の製品にどのように応用されているかを理解するためのレポート課題を実施する
中間試験問題解説の授業項目回で中間試験および課題その１を返却し採点内容の訂正を行う
期末試験問題解説の授業項目回で期末試験および課題その２を返却し採点内容の訂正を行う

なし

電気電子の基礎,高橋著,オーム社

中間評価＝中間試験(70%)+課題その１(30%)、期末評価＝期末試験(70%)+課題その２(30%)とする。
最終評価は中間評価と期末評価の平均値とする。最終評価の小数値は切り捨てる。
課題評価方法は0点,5点,10点,15点,20点,25点,30点の7段階とする。
（評価点30)：課題がすべて完了している（課題の達成率が6/6である)
（評価点5-25)：未完了の課題がある（課題の達成率が1/6なら5点,5/6なら25点とする）
（評価点0)：未提出・未着手同然・課題の複製の疑いがある
提出期限に遅れて提出されたものは上記の評価方法で評価し、評価点を一段階下げる
課題のテーマ（製品番号等）が他の学生4名以上と同じであった場合は内容を評価をせず保留とする。
評価を保留とした学生に対しては同内容の追課題（ただし別製品で再度調査する）の提出を指示する。
課題と追課題の両テーマが追課題を指示された他の学生とまったく同じであった場合は総合評価を0とする。

電気回路１

電気回路で使う回路素子の種類や価格を知らない学生はWeb上のカタログや通販のWebサイトを
あらかじめ調べておくようにする

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業概要の説明     

0.75 交流回路素子１

1.5 交流回路素子２

1.5 交流回路素子３

1.5 交流回路素子４

1.5 交流回路素子５

1.5 中間試験準備・課題その１提出日     

0.75 中間試験

1.5 中間試験問題解説     

1.5 交流回路１

1.5 交流回路２  

1.5 交流回路３     

1.5 交流回路４     

1.5 交流回路５     

1.5 期末試験準備・課題その２提出日

0.75 期末試験    

0.75 期末試験問題解説     

0.75 学習のまとめ 

課題その１（中間試験）  

課題その２（期末試験）     

合計

22.5

時間

授業計画

□C回路の容量リアクタンスのグラフ描画ができる(C)   

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□R回路の電圧・電流グラフとベクトル図を説明できる(A)         

□L回路の誘導リアクタンスのグラフ描画ができる(B)

□L回路の電圧・電流グラフとベクトル図を描画できる(B) 

□C回路の電圧・電流グラフとベクトル図を描画できる(C) 

□RL直列回路における合成インピーダンスの計算とベクトル図の描画ができる(D)  

□RC直列回路における合成インピーダンスの計算とベクトル図の描画ができる(D)  

□RLC直列回路における合成インピーダンスの計算とベクトル図の描画ができる(D)  

□RLC並列回路における合成アドミッタンスの計算とベクトル図の描画ができる(E) 

□RLC直列回路とRLC並列回路の共振周波数の計算ができる(F) 

□コイルの具体例を理解できる(B)   

□コンデンサの具体例を理解できる(C)  

コイルのデータシートを1つ調査し、専門用語を3つ解説する

コンデンサのデータシートを1つ調査し、専門用語を3つ解説する

□オシロスコープの具体例を理解できる(A,B,C)   

□インピーダンスが表記されている製品の具体例について理解できる(D)  

オシロスコープのデータシートを1つ調査し、専門用語を3つ解説する

インピーダンスが表記されている製品のデータシートを1つ調査し、専門用語を3つ

解説する
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

実験は個人や数名のグループで実施する。
４回で１つのテーマに取り組む（３回で実験を行い、残りの１回でレポート指導）
また、5年プログラミング応用の最終発表の見学を予定している。
レポートは採点後に返却をおこなう。その際、完成度の低いものについては再提出を指示されることがある。ま
た、レポート指導日等で、提出されたレポートの問題点を指摘する。

サレジオ工業高等専門学校　実験指導書

実験指導書の参考文献欄を参照する

中間：評価を出さない
期末：レポート評価100％
　・各実験に対するレポート（全3通）をそれぞれ100点満点（様式50点＋内容50点）で評価し、全3通の
　　平均点を最終評価とする。また、5年プログラミング応用の最終発表の聴講レポートも評価点には含ま
　　れないが、提出すべきレポートに含まれる。
　・以下のレポートは評価点を最高80点とする。
　　- 提出期日に遅れたもの
　　- 不備のため再提出となったが、再提出期日に遅れたもの
　・未提出のレポートが1つでもある場合（5年プログラミング応用の最終発表の聴講レポートも含む）は、
　　前述の評価点によらず0点となり不合格とする。
　・3テーマ分の実験が所定の期間内にすべて終了しない場合に留年の可能性がある

情報工学実験１

実験指導書を熟読し安全に実験を遂行し、実験内容・手順・結果を記録・整理するために、実験ノートを活用する
こと。実験ノートを用いて適切な報告書作成を心掛けること。

科目名（和文）

情報工学実験２

Experiments 2

主にハードウェアを用いた実験を通じて、実際に手を動かし、情報工学科で学習する専門科目への理解を深める。
個人作業では自主性を、グループ作業では協調性を養う。
さらに、実験テーマごとにレポートを作成することでレポート作成の基本を学ぶ。

A．実験指導書の内容を理解し実験を実施できる。
B．実験機器を適切に使う事ができる。
C．提出期日までに決められた形式に従って実験結果を報告書にまとめることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 ガイダンス

26 各テーマに沿った実験

　(1) プログラミング

　(2) 電気回路

　(3) 半導体回路

15 レポート作成・レポート指導

3 見学

合計

45

時間

□　指摘事項に基づいてレポートを作成および修正することができる（C）

□　5年プログラミング応用の最終発表を見学し、レポートを作成する(C)

組み合わせ論理回路

□　汎用ロジックICの動作が理解できる(A,B)

□　汎用ロジックICを用いて組み合わせ論理回路を構成できる(A,B)

　　(A,B)

□　測定した特性を表・グラフで表現できる(C)

　　

交流回路

□　電圧計・電流計を使って交流回路の電圧・電流を測定できる(A,B)

□　RLC直列回路の交流電源周波数に対するインピーダンスを測定できる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　実験テーマ、報告書作成の指針、評価方法を理解している

カラーセンサ、超音波センサを利用した応用プログラム

　　(A,B)

□　ライントレースの原理を理解し、プログラムを作成できる(A,B)

□　超音波センサの原理を理解し、複数のセンサを用いたプログラムを

　　作成できる(A,B)

授業計画

□　カラーセンサを利用し、所定の動作を行うプログラムを作成できる
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

実験は個人や数名のグループで実施する。
４回で１つのテーマに取り組む（３回で実験を行い、残りの１回でレポート指導）
また、5年プログラミング応用の最終発表の見学を予定している。
レポートは採点後に返却をおこなう。その際、完成度の低いものについては再提出を指示されることがある。ま
た、レポート指導日等で、提出されたレポートの問題点を指摘する。

サレジオ工業高等専門学校　実験指導書

実験指導書の参考文献欄を参照する

中間：評価を出さない
期末：レポート評価100％
　・各実験に対するレポート（全3通）をそれぞれ100点満点（様式50点＋内容50点）で評価し、全3通の
　　平均点を最終評価とする。また、5年プログラミング応用の最終発表の聴講レポートも評価点には含ま
　　れないが、提出すべきレポートに含まれる。
　・以下のレポートは評価点を最高80点とする。
　　- 提出期日に遅れたもの
　　- 不備のため再提出となったが、再提出期日に遅れたもの
　・未提出のレポートが1つでもある場合（5年プログラミング応用の最終発表の聴講レポートも含む）は、
　　前述の評価点によらず0点となり不合格とする。
　・3テーマ分の実験が所定の期間内にすべて終了しない場合に留年の可能性がある

情報工学実験１

実験指導書を熟読し安全に実験を遂行し、実験内容・手順・結果を記録・整理するために、実験ノートを活用する
こと。実験ノートを用いて適切な報告書作成を心掛けること。

科目名（和文）

情報工学実験２

Experiments 2

主にハードウェアを用いた実験を通じて、実際に手を動かし、情報工学科で学習する専門科目への理解を深める。
個人作業では自主性を、グループ作業では協調性を養う。
さらに、実験テーマごとにレポートを作成することでレポート作成の基本を学ぶ。

A．実験指導書の内容を理解し実験を実施できる。
B．実験機器を適切に使う事ができる。
C．提出期日までに決められた形式に従って実験結果を報告書にまとめることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1 ガイダンス

26 各テーマに沿った実験

　(1) プログラミング

　(2) 電気回路

　(3) 半導体回路

15 レポート作成・レポート指導

3 見学

合計

45

時間

□　指摘事項に基づいてレポートを作成および修正することができる（C）

□　5年プログラミング応用の最終発表を見学し、レポートを作成する(C)

組み合わせ論理回路

□　汎用ロジックICの動作が理解できる(A,B)

□　汎用ロジックICを用いて組み合わせ論理回路を構成できる(A,B)

　　(A,B)

□　測定した特性を表・グラフで表現できる(C)

　　

交流回路

□　電圧計・電流計を使って交流回路の電圧・電流を測定できる(A,B)

□　RLC直列回路の交流電源周波数に対するインピーダンスを測定できる

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　実験テーマ、報告書作成の指針、評価方法を理解している

カラーセンサ、超音波センサを利用した応用プログラム

　　(A,B)

□　ライントレースの原理を理解し、プログラムを作成できる(A,B)

□　超音波センサの原理を理解し、複数のセンサを用いたプログラムを

　　作成できる(A,B)

授業計画

□　カラーセンサを利用し、所定の動作を行うプログラムを作成できる

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 3 42 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

クラスを２つのグループに分けて，情報通信演習と計算幾何学演習をそれぞれ学習する．
最終講義時間にて，レポート課題の採点結果(修正・改善すべき点等)を通知し，学習状況を確認する．

[1] PythonによるTCP/IPソケットプログラミング，小高知宏著，オーム社

参考文献についてはガイダンス時にリストを配布する．

情報通信演習および計算幾何学演習にて，それぞれレポート課題を5つ作成する．
それぞれの課題点数を10点満点で評価し，その合計点数を最終評価とする．
前期期末評価では，前期時点での点数を100%換算した点数を算出する．各区間での中間評価は行わない．
適宜課題の返却を行った後に，再提出を行うことができる．ただし，各課題について1度のみとする．
再提出でない課題の提出期限は，最終講義時間の1週間前までとする．

プログラミング基礎１，プログラミング基礎２，アルゴリズム論１，アルゴリズム論２

これまでに習得したC言語プログラミングの技術を全て駆使できるようになっていることが望ましい．
各演習において事前に指定された教科書の範囲を一読し，わからない用語をチェックしておくとよい．
基本的な数学の技能が必要になるため，これまでの基礎数学の範囲を復習しておくとよい．

科目名（和文）

プログラミング基礎３

Introduction to Programming 3

プログラミング基礎３では，これまでに習得したC言語のプログラミングを基盤として，Python3を用いたTCP/IPプ
ログラムなどの情報通信関係のプログラミングや数学演算および図形描画の自作ライブラリを用いた計算幾何学ア
ルゴリズムのプログラミングなどを行う．さらに，製作物を言語化して説明するレポートの作成を行う．

A. 指示された内容に沿って，プログラム開発を行うことができる．
B. ソケット通信ライブラリを適切に使用することができる．
C. 関係データベースをSQLite3で操作(参照・追加・更新・削除)することができる．
D. 計算と図形描画に関する自作ライブラリの製作を行うことができる．
E. 計算幾何アルゴリズムの実装と計算量の実験的評価を行うことができる．
F. プログラムのデバック作業を行い，動作確認を行うことができる．
G. 製作物を詳細に説明する文書を作成することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

21 情報通信演習

21 計算幾何学演習

1.5 レポートの講評

合計

45

時間

課題⑤ 三角形分割とボロノイ分割のプログラム実装

□ レポートのフィードバックを受け，成果の確認を行うことができる

課題① 自作ライブラリの作成と動作確認

課題② 符号付き面積を用いた頂点順判定の動作確認

課題③ 凸包アルゴリズムの実装と計算量の実験的評価

課題④ 組合せに関する計算量の実験的かつ理論的評価

□ 組合せを取り出すプログラムとその性能評価を行うことができる(A,F)

□ Delaunay三角形分割図形を取得するプログラムを作成することができる(A,E,F)

□ Voronoi分割図形を取得するプログラムを作成することができる(A,E,F)

□ 逐次添加法を用いた分割図形のプログラム作成を行うことができる(A,E,F)

□ レポートを作成することができる(G)

□ ベクトル演算を行うための自作ライブラリを作成することができる(A,D,F)

□ OpenGL関数群をラッピングした自作ライブラリを作成することができる(A,D,F)

□ 三角形の符号付き面積の計算とプログラム実装を行うことができる(A,D,F)

□ 凸包の頂点集合を取得するためのプログラム開発を行うことができる(A,E,F)

□ 凸包のアルゴリズムの計算量の評価を実験的に行うことができる(A,E,F)

課題③ Webカメラを利用したアプリケーションの作成

課題④ 書籍検索システムの模擬構築

課題⑤ 2人通信対戦ゲームの作成と動作確認

□ 2人対戦ゲーム(三目並べやしりとり等)のプログラムを書くことができる(A,B,F)

□ HTMLでレポートを作成することができる(G)

課題① WHOIS(IPアドレス検索)の模擬構築

課題② GETメソッド(HTTP/1.0)の実装

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 2テーマ分の学習内容を把握し，位置付けを理解することができる

□ IPv4アドレスのネットワーク部を取り出す処理をプログラムに表現できる(A)

□ 与えられたテーマの情報を収集し，関係データベースに表現できる(A,C,F)

□ HTTP/1.0のGETメソッドをプログラムに表現できる(A,B,F)

□ Webカメラを利用したアプリケーションプログラムを書くことができる(A,B,F)

□ 問合せ等のリクエスト処理をプログラムに表現することができる(A,B,C,F)

授業計画

□ ソケットを用いて，双方向通信の送受信処理をプログラムに表現できる(A,B,F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

なし

授業内容

科目名（和文）

アルゴリズム論１

Algorithm 1

計算時間の削減などのプログラム開発における効率化を図るためには，問題を解くための処理手順（アルゴリズ
ム）の理解が重要である．本講義では，アルゴリズムの計算量を評価するためのオーダー記法を準備し，基本的な
設計方法について学習を行う．さらに，代表的な整列（ソート）アルゴリズムを学習し，プログラム言語による実
装を行う．最後に，整列アルゴリズムの計算量を理論的に評価する．

A. アルゴリズムの考え方を正しく理解することができる．
B. アルゴリズムの計算量を理解することができる．
C. アルゴリズムの設計方法を理解することができる．
D. 整列アルゴリズムおよびその計算量の評価を理解することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試験
前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例を
示す．

なし

[1] はじめてのアルゴリズム，上原隆平著，共立出版
[2] データ構造とアルゴリズム，五十嵐健夫著，数理工学社

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，中間レポート課題（100点
満点）をc，期末レポート課題（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15 * d
と定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である者を
合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの提出日は，それぞれ試験実施日とする。
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

プログラミング基礎１・プログラミング基礎２・プログラミング基礎３

本講義では、授業外学修として45時間を予習復習に充てること。具体的には、毎回の講義に対して予習復習を念頭
に置いた3時間分の課題として課し、プログラム言語を用いたアルゴリズム実装や計算量のオーダー評価などの学習
を行う。そのため、Visual studioなどの統合開発環境など、プログラムの開発環境を用意しておくこと。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 アルゴリズムの計算量

6 アルゴリズムの設計方法

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 整列アルゴリズムの実装

3 整列アルゴリズムの計算量

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法を把握することができる

□アルゴリズムを計算量の観点から理解することができる（A,B）

□計算量のオーダー評価を数学的に示すことができる（B）

□力ずく法を理解することができる (C）

□欲張り法を理解することができる（C）

□再帰呼出しを用いたプログラムを作成することができる（C）

□分割統治法を理解することができる（C）

□動的計画法を理解することができる（C）

□前半のまとめ

□バブルソートを実装することができる（D）

□選択ソートを実装することができる（D）

□挿入ソートを実装することができる（D）

□クイックソートを実装することができる（D）

□マージソートを実装することができる（D）

□整列アルゴリズムの計算量の導出とオーダー評価を行うことができる（D）

□後半のまとめ
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

なし

授業内容

科目名（和文）

アルゴリズム論１

Algorithm 1

計算時間の削減などのプログラム開発における効率化を図るためには，問題を解くための処理手順（アルゴリズ
ム）の理解が重要である．本講義では，アルゴリズムの計算量を評価するためのオーダー記法を準備し，基本的な
設計方法について学習を行う．さらに，代表的な整列（ソート）アルゴリズムを学習し，プログラム言語による実
装を行う．最後に，整列アルゴリズムの計算量を理論的に評価する．

A. アルゴリズムの考え方を正しく理解することができる．
B. アルゴリズムの計算量を理解することができる．
C. アルゴリズムの設計方法を理解することができる．
D. 整列アルゴリズムおよびその計算量の評価を理解することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試験
前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例を
示す．

なし

[1] はじめてのアルゴリズム，上原隆平著，共立出版
[2] データ構造とアルゴリズム，五十嵐健夫著，数理工学社

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，中間レポート課題（100点
満点）をc，期末レポート課題（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15 * d
と定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である者を
合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの提出日は，それぞれ試験実施日とする。
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

プログラミング基礎１・プログラミング基礎２・プログラミング基礎３

本講義では、授業外学修として45時間を予習復習に充てること。具体的には、毎回の講義に対して予習復習を念頭
に置いた3時間分の課題として課し、プログラム言語を用いたアルゴリズム実装や計算量のオーダー評価などの学習
を行う。そのため、Visual studioなどの統合開発環境など、プログラムの開発環境を用意しておくこと。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 アルゴリズムの計算量

6 アルゴリズムの設計方法

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 整列アルゴリズムの実装

3 整列アルゴリズムの計算量

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法を把握することができる

□アルゴリズムを計算量の観点から理解することができる（A,B）

□計算量のオーダー評価を数学的に示すことができる（B）

□力ずく法を理解することができる (C）

□欲張り法を理解することができる（C）

□再帰呼出しを用いたプログラムを作成することができる（C）

□分割統治法を理解することができる（C）

□動的計画法を理解することができる（C）

□前半のまとめ

□バブルソートを実装することができる（D）

□選択ソートを実装することができる（D）

□挿入ソートを実装することができる（D）

□クイックソートを実装することができる（D）

□マージソートを実装することができる（D）

□整列アルゴリズムの計算量の導出とオーダー評価を行うことができる（D）

□後半のまとめ

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

論理回路

Logic Circuits

コンピュータをはじめとするデジタル回路の構成要素である論理回路の基本的な事項について解説する．具体的に
は，2進数による数値表現や演算，基本論理演算，論理回路と論理式の関係，ブール代数，およびカルノー図を用い
た簡単化，加えて入出力の条件に合った動作をする実践的な論理回路(組み合わせ回路・順序回路)について学習す
る．

A. 2進数から10進数の相互変換，2進数の演算ができる
B. 論理回路から論理式を導き，真理値表を作成することができる
C. 論理式から論理回路を作図することができる
D. ブール代数を用いた論理式の変形が理解できる
E. 真理値表から論理式を導くことができる
F. カルノー図を用いて論理式の簡単化ができる
G. 組み合わせ回路について要求に沿った設計を行うことができる
H. 順序回路について要求に沿った設計を行うことができる
I. タイミングチャートが理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

主として講義を行い，課題を出題する．課題・試験に関しては採点・返却を行い理解度を高める．

「基礎から学べる論理回路　第2版」森北出版

なし

試験と課題で評価を行う．
中間評価 = 中間試験素点
期末評価 = "中間評価"×0.35 + 期末試験素点×0.35 + 課題点（授業外学修）

各課題は30点満点で評価し，その平均点を課題点とする．
（期日に遅れた場合は各課題の採点結果に対して0.8倍した値とする．）

ディジタル回路設計
計算機アーキテクチャ

本授業に先行して情報工学実験2にて実習が行われている．実験指導書を読み返し，復習を行うこと．
授業外学修として45時間を，本授業の予習復習や複数回出題する課題（演習や調査など）の取り組みなどに充てる
こと．

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 2進数の変換と演算

1.5 論理回路と真理値表

0.75 ブール代数

3 カルノー図と論理式の簡単化

1.5 組み合わせ回路（１）

0.75 中間試験

0.75 試験返却，解説

3.75 組み合わせ回路（２）

1.5 フリップフロップ

4.5 順序回路

0.75 期末試験

1.5 試験解説，まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 2進数 (A)

□ 論理回路から論理式の導出と真理値表の作成 (B)

□ 論理回路の作図 (C)

□ ブール代数 (D)

□ 真理値表から論理式の導出 (E)

□ カルノー図を用いた簡単化(F)

□ 加算器，減算器 (G)

□ エンコーダ，デコーダ（G）

□ セレクタ (G)

□ フリップフロップ (H)

□ 状態遷移図 (H)

□ タイミングチャート (I) 

□ レジスタ (H,I)

□ カウンタ (H,I)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報数学概論

Information Mathematics

情報技術を扱うために必要な基礎知識と利用方法を理解することを目的とする．具体的には，集合の概念と演算，
写像の性質と演算，および，論理命題の真理値と論理演算について学習する．

A．集合を外延的記法と内包的記法の2種類で表現することができ，また，集合と要素の関係や集合と集合の関係を
記号で表すことができる
B.  集合の和，差，積の演算によって得られる新しい集合の要素を集合の記法に基づいて表現でき，さらに，ベン
図と対応させることができる
C．写像の定義を理解し，集合と集合間の関係から写像の種類を判別することができる
D. 写像の合成や逆写像を求めることができる
E．命題の定義を理解し，論理和，論理積，否定および含意の組み合わせからなる論理式の真理値を判定することが
できる
F. 必要条件および十分条件を判定することができ，さらに，命題の逆，裏，待遇の関係を図を参照しながら説明で
きる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で行う．毎回、課題を提示し所定の期日までの提出を課す。提出後に解答案を提示し理解度を確認しても
らう．中間・期末の2回の定期試験を実施し，答案返却時に解説を行う．

なし

情報数学の基礎　第2版　幸谷智紀・國持良行、森北出版

・中間評価：中間試験80％＋中間評価時までに実施の課題の平均点を20％の割合で評価する

・期末評価：中間試験40％＋期末試験40％＋期間内に実施の課題の平均点を20％の割合で評価する

締切後に課題を提出した場合は該当課題の評点を0点とする。

一次関数，二次関数，対数，指数関数の式と性質およびグラフを確認しておくこと
本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）として毎回の授業後に提示する課題への取り組みに
45時間を充てる

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

6 集合

1.5 写像(1)

0.75 前半のまとめ

0.75 中間試験

1.5 中間試験解説

3.75 写像（2）

4.5 命題と論理演算

0.75 後半のまとめ

0.75 期末試験

1.5 期末試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

□集合と元との関係，集合と集合の関係を記号で表すことができる(A)．

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置づけおよび評価方法を理解する

□自然数や整数，有理数，実数の例を挙げることができる(A)．

□集合を2種類の記法で表現することができる(B)．

□集合の和，差，積の演算をすることができる(B)．

□ドモルガンの法則や分配則を用いて集合の演算を行うことができる(B)．

□写像の定義を理解し，写像か否かを判定できる(C)．

□試験実施

□答案返却，試験解説

□写像を単射，全射，全単射に判別することができる(C)．

□写像から逆写像を求め，逆写像による要素の適用結果を得ることができる(D)．

□複数の写像の合成を求め，合成写像による要素の適用結果を得ることができる

(D)．

□複数の置換を合成することができる(D)

□命題か否かを判定することができる(E)

□論理演算子を用いて命題を表現することができる(E)

□命題の真理値表を作成することができる(E)

□含意を含む論理式から必要条件、十分条件を判定することができる(F)

□逆，裏，対偶関係にある命題を作成し，真偽を判定することができる(F)

□試験実施

□答案返却，試験解説
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報数学概論

Information Mathematics

情報技術を扱うために必要な基礎知識と利用方法を理解することを目的とする．具体的には，集合の概念と演算，
写像の性質と演算，および，論理命題の真理値と論理演算について学習する．

A．集合を外延的記法と内包的記法の2種類で表現することができ，また，集合と要素の関係や集合と集合の関係を
記号で表すことができる
B.  集合の和，差，積の演算によって得られる新しい集合の要素を集合の記法に基づいて表現でき，さらに，ベン
図と対応させることができる
C．写像の定義を理解し，集合と集合間の関係から写像の種類を判別することができる
D. 写像の合成や逆写像を求めることができる
E．命題の定義を理解し，論理和，論理積，否定および含意の組み合わせからなる論理式の真理値を判定することが
できる
F. 必要条件および十分条件を判定することができ，さらに，命題の逆，裏，待遇の関係を図を参照しながら説明で
きる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で行う．毎回、課題を提示し所定の期日までの提出を課す。提出後に解答案を提示し理解度を確認しても
らう．中間・期末の2回の定期試験を実施し，答案返却時に解説を行う．

なし

情報数学の基礎　第2版　幸谷智紀・國持良行、森北出版

・中間評価：中間試験80％＋中間評価時までに実施の課題の平均点を20％の割合で評価する

・期末評価：中間試験40％＋期末試験40％＋期間内に実施の課題の平均点を20％の割合で評価する

締切後に課題を提出した場合は該当課題の評点を0点とする。

一次関数，二次関数，対数，指数関数の式と性質およびグラフを確認しておくこと
本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）として毎回の授業後に提示する課題への取り組みに
45時間を充てる

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

6 集合

1.5 写像(1)

0.75 前半のまとめ

0.75 中間試験

1.5 中間試験解説

3.75 写像（2）

4.5 命題と論理演算

0.75 後半のまとめ

0.75 期末試験

1.5 期末試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

□集合と元との関係，集合と集合の関係を記号で表すことができる(A)．

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置づけおよび評価方法を理解する

□自然数や整数，有理数，実数の例を挙げることができる(A)．

□集合を2種類の記法で表現することができる(B)．

□集合の和，差，積の演算をすることができる(B)．

□ドモルガンの法則や分配則を用いて集合の演算を行うことができる(B)．

□写像の定義を理解し，写像か否かを判定できる(C)．

□試験実施

□答案返却，試験解説

□写像を単射，全射，全単射に判別することができる(C)．

□写像から逆写像を求め，逆写像による要素の適用結果を得ることができる(D)．

□複数の写像の合成を求め，合成写像による要素の適用結果を得ることができる

(D)．

□複数の置換を合成することができる(D)

□命題か否かを判定することができる(E)

□論理演算子を用いて命題を表現することができる(E)

□命題の真理値表を作成することができる(E)

□含意を含む論理式から必要条件、十分条件を判定することができる(F)

□逆，裏，対偶関係にある命題を作成し，真偽を判定することができる(F)

□試験実施

□答案返却，試験解説

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義を主体とした授業である．定期試験は2回実施する．実施した定期試験は採点後に返却し，自ら理解度の確認を
してもらう．また授業項目ごとに小テスト（確認演習）を実施し理解度を点検しながらすすめる．
授業では演習問題を提示するので，授業時間以外でも取り組むこと．演習問題の解答はWebClassに掲載する．

なし

プリント資料を配布する．

評価点の算出法
１）前期中間区間と前期末区間にてそれぞれ100点法で算出する．この評価点を「区間評価点」と呼ぶ．
　　区間評価点＝区間中の定期試験点数×0.7+区間中のレポート・小テストの平均点数×0.3
※　区間中のレポート・小テストの点数の算出・・・すべてのレポート・小テストをそれぞれ100点法で評価する
（未受験・未提出の場合は0点）．それらの中で点数の良い上位のもの平均点を区間中のレポート・小テストの点数
とする．
２）総合評価点・・・成績通知書に記載される評価点（これを「総合評価点」と呼ぶ）の算出は以下の通り．
　　i) 前期中間の総合評価点…前期中間区間評価点と同じ
　　ii) 前期末の総合評価点…（前期中間区間評価点＋２×前期末区間評価点）/３
３）単位の認定　前期末の総合評価点が60点以上を合格とする．
※　レポート・小テストは授業外学修で取り組んでもらいたい課題に基づいているので，授業外学修の成果はレ
ポート・小テストの結果として評価に反映されます．
※ 期末評価算出にて不合格となった者に対しては，期末試験の再試験を実施することがある．再試験の結果，期末
の評価点が60点を超える場合は60となるように再試験点数を制限する．

この授業で学ぶための前提となる授業：代数幾何学

各回の授業内容を1時間程度復習し，提示されたすべての演習問題を取り組むようにしてください．本授業は学修単
位科目となっており，授業外学修（自学自習）として課題（演習問題や小テスト）への取り組み等に45時間を充て
る．

科目名（和文）

線形代数１

Linear Algebra 1

この科目は本校のディプロ・マポリシーに定める「（B-1）数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身に
つけ，それらを専門分野の学習に活用できる」という能力を習得するための科目です．
工学分野における重要な概念である線形性について，授業では今後の応用に向けて多くの計算をこなすことにより
計算力を高めることを目指す．

A.行列の計算ができる
B.行列の基本変形を使った計算ができる
C.連立1次方程式を解くことができる
D.置換や互換に関する計算ができる
E.行列式の計算ができる
F.逆行列が計算できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス・行列(1)

1.5 行列の基本変形

1.5 行列の階数

確認演習(1)

1.5 連立1次方程式(1)

確認演習(2)

1.5 連立1次方程式(2)

確認演習(3)

1.5 連立1次方程式(3)

確認演習(4)

0.75 前期中間試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

確認演習(5)

行列式(1)

1.5 行列式(2)

1.5 行列式(3)

確認演習(6)

1.5 行列式(4)

確認演習(7)

1.5 行列式(5)

1.5 逆行列

確認演習(8)

1.5 総合演習

確認演習(9)

0.75 前期末間試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

確認演習(9)

合計

22.5

時間

□ 前期末試験範囲の確認（　　　　点）

□ 掃き出し法による逆行列の計算（B,F）

□ 行列式(5)までの確認（　　　　点）

□ これまでの総合的演習（A,B,C,D,E,F）

□ 逆行列までの確認（　　　　点）

□ 行列式(1)-(2)までの確認（　　　　点）

□ 余因子（E）　

□ 行列式(3)までの確認（　　　　点）

□ 行列式の余因子展開（E）

□ 逆行列の定義（E,F）　

□ 前期中間試験範囲の確認（　　　　点）

□ 置換（D）　

□ 互換（D）　□ 行列式の定義（D,E）

□ 2次・3次(サラス)の行列式計算（E）　□ 行列式の性質（E）

□ 連立1次方程式（解が無数に存在する場合）(B,C)

□ 連立方程式(2)までの確認（　　　　点）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 2年次で学習した内容についての復習　　□ 行列の種類（A）　

□ 正則行列・逆行列（A）　□ 基本変形（B）　

□ 行列の階数（B）

□ 行列(1)までの確認（　　　　点）

□ 連立1次方程式（解が一意の場合）(B,C)

□ 行列の階数までの確認（　　　　点）

□ 連立1次方程式（解が存在しない場合）(B,C)

□ 連立方程式(1)までの確認（　　　　点）

授業計画

□ 連立1次方程式の行列表示・拡大係数行列　　□ 掃き出し法（B,C）　
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

各実験は3回分で構成されており，指定されたグループ毎に全ての実験を実施する．
レポートフィードバックを行い，不足箇所や間違い箇所の確認を行い，修正を行う．

実験指導書

参考文献については各実験担当者から提示される場合がある．

本実験の評価基準を以下に示す．
① レポート作成練習課題：10点満点
② 実験報告書の評価：テーマ毎の実験報告書を100点満点で評価する．
提出期限以降に提出された実験報告書および再提出の報告書の評価点は最高を80点として扱う．
3テーマ分の平均点の80%を最終評価に計上する．従って，報告書は80点満点である．
③ 校外見学レポート課題：10点満点
以下は評価を与えることに対する注意点である．
注意1：未提出の報告書がある場合は前述の評価点によらず不合格とする．
注意2：実験報告書の点数化は，3テーマ全てのレポートが60点以上であることを条件とする．
すなわち，60点に満たない報告書がある場合は不合格である．
注意3：未終了のテーマがある場合は他科目の成績に依らずに留年になる可能性がある．
中間評価については実験途中であるため示されない．

情報工学実験１・情報工学実験２

ガイダンス時に渡される実施要項をもとに関連する授業科目の実験に該当する部分をあらかじめ調べておくことが
望ましい．さらに，本実験ではプログラム開発だけでなく，レポートも電子的に作成するため，実験に関するデー
タはGoogle Drive等で管理し，いつでも閲覧・編集できる状態にしておくことが望ましい．

科目名（和文）

情報工学実験３

Experiments 3

コンピュータを用いてプログラミングを行う際には，ハードウェアの構成，オペレーティングシステムおよび開発
環境の理解が必要不可欠である．本授業では，数値計算・UNIX・画像認識をテーマにした実験を通じて情報工学に
おける基礎的な技能である環境構築およびトラブル対応を体験的に学習する．さらに，レポート作成により技術文
書の体裁について基本的なことを学ぶ．

A 実験指導書等の参考資料に基づきプログラムを作成できる．
B 実験環境を構築し、ツールやライブラリを適切に使用することができる．
C 実験中に生じたトラブルに対して指導者の指示に従い適切に対応することができる．
D 内容を理解できるように報告書を過不足なくまとめることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

実験内容（3テーマ）

9 数値計算実験

9 UNIX実験

9 画像認識実験

12 レポートフィードバック

3 校外見学

合計

45

時間

課題部門と自由部門を視聴することに切り替える場合がある

□実験報告書のフィードバック

□情報関連分野の見学

校外見学ができない場合には高専プログラミングコンテストの大会動画から

□ライブラリの環境を理解し，実行パラメータを変更しながら

システムを利用できる(A,B)

□実行パラメータ・試験用データをそれぞれ準備し，

準備内容をもとに結果を調べることができる(A,B,C)

□実験結果を表形式に整理し報告書を作成することができる(D)

□エディタを使用して必要なファイルを作成・編集することができる(A,C,D)

□シェルスクリプトなどの簡単なプログラムを作成することができる(A,C,D)

□エディタとツールを使用して文書を作成することができる(A,B,C,D)

Windows上でのOpenCV関数の利用(A,B,C,D)

□行列積の計算手順の変更による効率化の検討を行うことができる(A,B,C,D)

PC-UNIXのインストールと端末・エディタの利用(A,B,C,D)

□PC-UNIXを自分のメディアにインストールすることができる(B,C,D)

□端末の基本的な操作をし、主要なコマンドを使用することができる(A,C,D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□実験計画・評価方法・実験を行う上での注意事項を理解することができる

□演習課題を通してレポート作成の注意事項を理解することができる

数値積分と行列計算に関する数値計算プログラムの開発と数値精度の評価(A,B,C,D)

□浮動小数点数を考慮した数値積分プログラムの評価を行うことができる(A,B,C,D)

□一次元配列を用いて行列の要素を管理した計算プログラムの作成と

　と計算量の実験的かつ理論的な評価を行うことができる(A,B,C,D)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

各実験は3回分で構成されており，指定されたグループ毎に全ての実験を実施する．
レポートフィードバックを行い，不足箇所や間違い箇所の確認を行い，修正を行う．

実験指導書

参考文献については各実験担当者から提示される場合がある．

本実験の評価基準を以下に示す．
① レポート作成練習課題：10点満点
② 実験報告書の評価：テーマ毎の実験報告書を100点満点で評価する．
提出期限以降に提出された実験報告書および再提出の報告書の評価点は最高を80点として扱う．
3テーマ分の平均点の80%を最終評価に計上する．従って，報告書は80点満点である．
③ 校外見学レポート課題：10点満点
以下は評価を与えることに対する注意点である．
注意1：未提出の報告書がある場合は前述の評価点によらず不合格とする．
注意2：実験報告書の点数化は，3テーマ全てのレポートが60点以上であることを条件とする．
すなわち，60点に満たない報告書がある場合は不合格である．
注意3：未終了のテーマがある場合は他科目の成績に依らずに留年になる可能性がある．
中間評価については実験途中であるため示されない．

情報工学実験１・情報工学実験２

ガイダンス時に渡される実施要項をもとに関連する授業科目の実験に該当する部分をあらかじめ調べておくことが
望ましい．さらに，本実験ではプログラム開発だけでなく，レポートも電子的に作成するため，実験に関するデー
タはGoogle Drive等で管理し，いつでも閲覧・編集できる状態にしておくことが望ましい．

科目名（和文）

情報工学実験３

Experiments 3

コンピュータを用いてプログラミングを行う際には，ハードウェアの構成，オペレーティングシステムおよび開発
環境の理解が必要不可欠である．本授業では，数値計算・UNIX・画像認識をテーマにした実験を通じて情報工学に
おける基礎的な技能である環境構築およびトラブル対応を体験的に学習する．さらに，レポート作成により技術文
書の体裁について基本的なことを学ぶ．

A 実験指導書等の参考資料に基づきプログラムを作成できる．
B 実験環境を構築し、ツールやライブラリを適切に使用することができる．
C 実験中に生じたトラブルに対して指導者の指示に従い適切に対応することができる．
D 内容を理解できるように報告書を過不足なくまとめることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

実験内容（3テーマ）

9 数値計算実験

9 UNIX実験

9 画像認識実験

12 レポートフィードバック

3 校外見学

合計

45

時間

課題部門と自由部門を視聴することに切り替える場合がある

□実験報告書のフィードバック

□情報関連分野の見学

校外見学ができない場合には高専プログラミングコンテストの大会動画から

□ライブラリの環境を理解し，実行パラメータを変更しながら

システムを利用できる(A,B)

□実行パラメータ・試験用データをそれぞれ準備し，

準備内容をもとに結果を調べることができる(A,B,C)

□実験結果を表形式に整理し報告書を作成することができる(D)

□エディタを使用して必要なファイルを作成・編集することができる(A,C,D)

□シェルスクリプトなどの簡単なプログラムを作成することができる(A,C,D)

□エディタとツールを使用して文書を作成することができる(A,B,C,D)

Windows上でのOpenCV関数の利用(A,B,C,D)

□行列積の計算手順の変更による効率化の検討を行うことができる(A,B,C,D)

PC-UNIXのインストールと端末・エディタの利用(A,B,C,D)

□PC-UNIXを自分のメディアにインストールすることができる(B,C,D)

□端末の基本的な操作をし、主要なコマンドを使用することができる(A,C,D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□実験計画・評価方法・実験を行う上での注意事項を理解することができる

□演習課題を通してレポート作成の注意事項を理解することができる

数値積分と行列計算に関する数値計算プログラムの開発と数値精度の評価(A,B,C,D)

□浮動小数点数を考慮した数値積分プログラムの評価を行うことができる(A,B,C,D)

□一次元配列を用いて行列の要素を管理した計算プログラムの作成と

　と計算量の実験的かつ理論的な評価を行うことができる(A,B,C,D)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

なし

授業内容

科目名（和文）

アルゴリズム論２

Algorithm 2

本講義では, 探索アルゴリズムの実装を行うことが主な内容である. 代表的な探索アルゴリズムのうち，線形（逐
次）探索および二分探索のアルゴリズムおよび計算量を学習し，プログラム言語による実装を行う．さらに，ハッ
シュ法におけるチェイン法およびオープンアドレス法の2つのプログラムによる実装を行う．さらに，データ構造と
してヒープと二分探索木の構造を学習する．最後にデータ構造を生かしたアルゴリズムの実装を行う．

A. 探索アルゴリズムのプログラミングおよびその計算量のオーダー評価ができる．
B. 連結リストを用いたプログラムを作成できる．
C. ハッシュ法を用いた探索プログラムを作成できる．
D. 基本的なデータ構造の理解と実装方法を理解することができる．
E. 木構造を応用した整列アルゴリズムの実装方法を理解することができる.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試験
前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例を
示す．

なし

[1] はじめてのアルゴリズム，上原隆平著，共立出版
[2] データ構造とアルゴリズム，五十嵐健夫著，数理工学社

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，中間レポート課題（100点
満点）をc，期末レポート課題（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15 * d
と定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である者を
合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの提出日は，それぞれ試験実施日とする。
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

プログラミング基礎１・プログラミング基礎２・プログラミング基礎３

本講義では、授業外学修として45時間を予習復習に充てること。具体的には、毎回の講義に対して予習復習を念頭
に置いた3時間分の課題として課し、プログラム言語を用いたアルゴリズム実装や計算量のオーダー評価などの学習
を行う。そのため、Visual studioなどの統合開発環境など、プログラムの開発環境を用意しておくこと。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

3 探索アルゴリズムと計算量

1.5 連結リスト

3 ハッシュ法

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

1.5 スタック・キュー

4.5 ヒープ・二分探索木

3 データ構造を用いたソートアルゴリズム

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法を把握することができる

□線形探索のアルゴリズムを実装することができる (A)

□二分探索のアルゴリズムを実装することができる (A)

□単方向リストを実装することができる (B)

□循環リストを実装することができる (B)

□双方向リストを実装することができる (B)

□衝突が起こることを理解することができる（C）

□チェイン法を実装することができる (C）

□オープンアドレス法を実装することができる（C）

□前半のまとめ

□スタック・キューを実装することができる（D）

□ヒープ・二分探索木を実装することができる（D）

□ヒープソートを実装することができる (D,E)

□バケットソートを実装することができる (B,D)

□後半のまとめ
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 22.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

ディジタル回路設計

Digital Circuit Design

論理回路で学んだような基礎的な論理回路を与えられた仕様に基づき設計し，開発ツールを用いて書き換え可能な
集積回路であるFPGA(Field Programmable Gate Array)上に実装する．回路図エディタによる記述，論理回路シミュ
レータによる動作確認，実装回路での動作検証を体験する．

A. 組み合わせ回路を開発ツール上で作成・検証し，FPGAに実装，動作を確認できる
B. 順序回路を開発ツール上で作成・検証し，FPGAに実装，動作を確認できる
C. 要求仕様を理解し，回路を設計できる
D. 設計書に基づき，開発ツール上で回路設計・検証ができる
E. 設計した回路をFPGAに実装し，実装した回路の動作を確認できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

実習形式で授業を行う．設計した論理回路を開発ツールを用いてFPGA上に実装し，動作の確認を行う．提出された
報告書などの採点結果を確認することで，理解を深める．

授業資料を配布

「基礎から学べる論理回路　第2版」森北出版

実習状況(60%)+実装回路(40%)
・実習状況：実装体験の報告書2通(各10点)，実装回路の設計報告書1通(20点)，実装回路の発表(20点)
・実装回路(最終課題)：仕様通りに動作することを評価(20点)，追加機能の設計(10点)，
                      追加機能の実装(10点)
                      ＊本項目について
　　　　　　　　　　　　  出席回数÷授業回数（どちらも最終課題にかかわる回数）で算出される値を，
　　　　　　　　　　　　  3つの評価の合計点に乗じる
　　　　　　　　　　　    加えて，最終課題を行う期間に全て欠席の場合には，
　　　　　　　　　　　　　合格点であっても不可とする
*期日に遅れた場合は該当する項目の採点結果に対して0.8倍とした値とする

論理回路
計算機アーキテクチャ

論理回路で学習した基本的な内容の復習を行っておくこと．

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

開発環境による回路の実装体験

5.25 　組み合わせ回路の設計と実装

7.5 　順序回路の設計と実装

回路設計と実装(最終課題)

1.5 　仕様設計

3 　回路設計

3 　回路実装・動作確認

1.5 　発表(デモンストレーション)

合計

22.5

時間

授業計画

□ 開発ツール上で論理ゲートを入力し，組み合わせ回路を作成できる (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 開発ツール上で組み合わせ回路の動作を確認できる (A)

□ 組み合わせ回路をFPGA上に実装しLED等で動作確認できる (A)

□ 開発ツール上で記憶素子を入力し，順序回路を作成できる (B)

□ 開発ツール上で順序回路の動作を確認できる (B)

□ 順序回路をFPGA上に実装できる (B)

□ スイッチやLED等を用いて順序回路の動作を確認できる (B)

□ 要求仕様を理解し，回路をブロック図等で表現できる (C)

□ 設計書に基づき開発ツール上で回路を作成できる (D)

□ 論理回路シミュレータで回路の動作を確認できる (D)

□ 回路をFPGAに実装しデバッグができる (E)

□ 実装した回路が仕様通りに動作するかを確認できる (E)

□ 実装した回路の動作を実装機を用いて説明できる (E) 
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 22.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

ディジタル回路設計

Digital Circuit Design

論理回路で学んだような基礎的な論理回路を与えられた仕様に基づき設計し，開発ツールを用いて書き換え可能な
集積回路であるFPGA(Field Programmable Gate Array)上に実装する．回路図エディタによる記述，論理回路シミュ
レータによる動作確認，実装回路での動作検証を体験する．

A. 組み合わせ回路を開発ツール上で作成・検証し，FPGAに実装，動作を確認できる
B. 順序回路を開発ツール上で作成・検証し，FPGAに実装，動作を確認できる
C. 要求仕様を理解し，回路を設計できる
D. 設計書に基づき，開発ツール上で回路設計・検証ができる
E. 設計した回路をFPGAに実装し，実装した回路の動作を確認できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

実習形式で授業を行う．設計した論理回路を開発ツールを用いてFPGA上に実装し，動作の確認を行う．提出された
報告書などの採点結果を確認することで，理解を深める．

授業資料を配布

「基礎から学べる論理回路　第2版」森北出版

実習状況(60%)+実装回路(40%)
・実習状況：実装体験の報告書2通(各10点)，実装回路の設計報告書1通(20点)，実装回路の発表(20点)
・実装回路(最終課題)：仕様通りに動作することを評価(20点)，追加機能の設計(10点)，
                      追加機能の実装(10点)
                      ＊本項目について
　　　　　　　　　　　　  出席回数÷授業回数（どちらも最終課題にかかわる回数）で算出される値を，
　　　　　　　　　　　　  3つの評価の合計点に乗じる
　　　　　　　　　　　    加えて，最終課題を行う期間に全て欠席の場合には，
　　　　　　　　　　　　　合格点であっても不可とする
*期日に遅れた場合は該当する項目の採点結果に対して0.8倍とした値とする

論理回路
計算機アーキテクチャ

論理回路で学習した基本的な内容の復習を行っておくこと．

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

開発環境による回路の実装体験

5.25 　組み合わせ回路の設計と実装

7.5 　順序回路の設計と実装

回路設計と実装(最終課題)

1.5 　仕様設計

3 　回路設計

3 　回路実装・動作確認

1.5 　発表(デモンストレーション)

合計

22.5

時間

授業計画

□ 開発ツール上で論理ゲートを入力し，組み合わせ回路を作成できる (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 開発ツール上で組み合わせ回路の動作を確認できる (A)

□ 組み合わせ回路をFPGA上に実装しLED等で動作確認できる (A)

□ 開発ツール上で記憶素子を入力し，順序回路を作成できる (B)

□ 開発ツール上で順序回路の動作を確認できる (B)

□ 順序回路をFPGA上に実装できる (B)

□ スイッチやLED等を用いて順序回路の動作を確認できる (B)

□ 要求仕様を理解し，回路をブロック図等で表現できる (C)

□ 設計書に基づき開発ツール上で回路を作成できる (D)

□ 論理回路シミュレータで回路の動作を確認できる (D)

□ 回路をFPGAに実装しデバッグができる (E)

□ 実装した回路が仕様通りに動作するかを確認できる (E)

□ 実装した回路の動作を実装機を用いて説明できる (E) 

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義を主体とした授業である．定期試験は2回実施する．実施した定期試験は採点後に返却し，自ら理解度の確認を
してもらう．また授業項目ごとに小テスト（確認演習）を実施し理解度を点検しながらすすめる．
授業では演習問題を提示するので，授業時間以外でも取り組むこと．演習問題および小テストの模範解答は
WebClassに掲載する．

必要に応じてプリント資料を配布する．

必要に応じてプリント資料を配布する．

評価点の算出法
１）後期中間区間と後期期末区間にてそれぞれ100点法で算出する．この評価点を「区間評価点」と呼ぶ．
　　区間評価点＝区間中の定期試験点数×0.7+区間中のレポート・小テストの点数×0.3
※　区間中のレポート・小テストの点数の算出
　　区間中に課されるレポート・小テストをそれぞれ100点法で評価する．それらの中で点数の
　　良い上位のもの平均点を区間中のレポート・小テストの点数とする．
　　（未提出(欠席のため小テストを受けられなかった場合も含む)の場合は0点扱いとする．）
２）総合評価点（成績通知書に記載される評価点）の算出は以下の通り．
　　i) 後期中間の総合評価点…後期中間区間評価点と同じ
　　ii) 学年末の総合評価点…（後期中間区間評価点＋２×学年末区間評価点）/３
３）単位の認定　学年末の総合評価点が60点以上を合格とする．
※  レポート・小テストは授業外学修で取り組んでもらいたい課題に基づいているので，授業外学修の成果
    はレポート・小テストの結果として評価に反映されます．

この授業で学ぶための前提となる授業：代数幾何学，線形代数Ⅰ

各回の授業内容を1時間程度復習し，提示されたすべての演習問題を取り組むようにしてください．本授業は学修単
位科目となっており，授業外学修（自学自習）として課題（演習問題や小テスト）への取り組み等に45時間を充て
る．

科目名（和文）

線形代数２

Linear Algebra 2

この科目は本校のディプロ・マポリシーに定める「（B-1）数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身に
つけ，それらを専門分野の学習に活用できる」という能力を習得するための科目です．工学分野における重要な概
念である線形性について，授業では今後の応用に向けて多くの計算をこなすことにより計算力を高めることを目指
す．

A.数ベクトルの基本計算ができる
B.1次独立・1次従属の概念を説明できる
C.数ベクトル空間の基底や次元を計算できる
D.簡単な線形変換の表現行列を求めることができる
E.与えられた行列の固有値と固有ベクトルが計算できる
F.行列の対角化が計算できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

ベクトル空間(1)

1.5 ベクトル空間(2)

確認演習(1)

1.5 ベクトル空間(3)

確認演習(2)

1.5 線形写像(1)

確認演習(3)

1.5 線形写像(2)

1.5 線形写像(3)

確認演習(4)

0.75 後期中間試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

確認演習(5)

固有値と固有ベクトル(1)

1.5 固有値と固有ベクトル(2)

1.5 固有値と固有ベクトル(3)

確認演習(6)

1.5 固有値と固有ベクトル(4)

確認演習(7)

1.5 行列の対角化(1)

確認演習(8)

1.5 行列の対角化(2)

確認演習(9)

1.5 行列の対角化(3)

確認演習(10)

0.75 後期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

確認演習(11)

合計

22.5

時間

□ 後期末試験範囲の確認（　　　　点）

□ 前回(行列の対角化(2))までの確認（　　　　点）

□ 固有値と固有ベクトル(4)までの確認（　　　　点）

□ 対角化（縮退あり）（E,F）

□ 行列の対角化(1)までの確認（　　　　点）

□ 対角化の応用（E,F）

□ 固有値・固有ベクトルの計算（縮退あり）（E）

□ 固有値と固有ベクトル(3)までの確認（　　　　点）

□ 対角化（縮退なし）（E,F）

□ 固有値・縮退(重複度)（E）

□ 固有ベクトルの計算（縮退なし）・固有空間（E）

□ 固有値と固有ベクトル(2)までの確認（　　　　点）

□ 後期中間試験範囲の確認（　　　　点）

□ 特性方程式・固有値・縮退(重複度)（E）

□ 線形写像の行列表現（D）

□ 線形写像の行列表現（D）

□ 線形写像(2)までの確認（　　　　点）

□ ベクトル空間(2)までの確認（　　　　点）

□ 線形写像（D）　□ 線形写像(相似変換、回転)（D）

□ ベクトル空間(3)までの確認（　　　　点）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ ベクトル空間の定義（A）

□ 内積（A）　□ 外積（A）　□ 規格化（A）

□ 線形結合（A,B）　□ 一次独立・1次従属（A,B）　□ 線形部分空間（A,B,C）

□ ベクトル空間(1)までの確認（　　　　点）

□ 基底・次元（A,C）　□ シュミットの直交化法（A,C）

授業計画

－281－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

個人もしくは数名のグループにて各実験を実施する．
各実験は3回分で構成されている．
レポートフィードバックを行い，不足箇所や間違い箇所の確認を行い，修正を行う．

実験指導書

参考文献については各実験担当者から提示される場合がある．

本実験の評価基準を以下に示す．
① 実験報告書の評価：テーマ毎の実験報告書を100点満点で評価する．
提出期限以降に提出された実験報告書および再提出の報告書の評価点は最高を80点として扱う．
3テーマ分の平均点を最終評価に計上する．従って，報告書は100点満点である．
② 卒業研究聴講レポート課題
以下は評価を与えることに対する注意点である．
注意1：未提出の報告書がある場合や未終了のテーマがある場合は前述の評価点によらず不合格とする．
注意2：実験報告書の点数化は，3テーマ全てのレポートが60点以上であることを条件とする．
すなわち，60点に満たない報告書がある場合は不合格である．
注意3：未終了のテーマがある場合は他科目の成績に依らずに留年になる可能性がある．
中間評価については実験途中であるため示されない．また，本実験は学年終了要件ではない．

'ガイダンス時に渡される実施要項をもとに関連する授業科目の実験に該当する部分をあらかじめ調べておくことが
望ましい．さらに，本実験ではプログラム開発だけでなく，レポートも電子的に作成するため，実験に関するデー
タはGoogle Drive等で管理し，いつでも閲覧・編集できる状態にしておくことが望ましい．

科目名（和文）

情報工学実験４

Experiments 4

コンピュータを用いてプログラミングを行う際には，ハードウェアの構成，オペレーティングシステムおよび開発
環境の理解が必要不可欠である．本授業では，数値計算・UNIX・サッカーエージェントをテーマにした実験を通じ
て情報工学における基礎的な技能である環境構築およびトラブル対応を体験的に学習する．さらに，レポート作成
により技術文書の体裁について基本的なことを学ぶ．

A 実験指導書等の参考資料に基づきプログラムを作成できる．
B 実験環境を構築し、ツールやライブラリを適切に使用することができる．
C 実験中に生じたトラブルに対して指導者の指示に従い適切に対応することができる．
D 内容を理解できるように報告書を過不足なくまとめることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

実験内容（3テーマ）

9 数値計算実験

9 UNIX実験

9 サッカーエージェント実験

12 レポートフィードバック

3 卒業研究聴講

合計

45

時間

□実験報告書のフィードバック

□卒業研究発表会の聴講を行い，レポートを作成することができる

□ネットワークの環境を理解し，実行パラメータを変更しながら

システムを利用できる(A,B)

□実行アルゴリズム・実行パラメータをそれぞれ準備し，

準備内容をもとに結果を調べることができる(A,B,C)

□実験結果を表形式に整理し報告書を作成することができる(D)

□エディタを使用して必要なファイルを作成・編集することができる(A,C,D)

□シェルスクリプトなどの簡単なプログラムを作成することができる(A,C,D)

□エディタとツールを使用して文書を作成することができる(A,B,C,D)

Windows上でのサッカーエージェントの利用(A,B,C,D)

□ブロック行列の並列処理プログラムを実装することができる(A,B,C,D)

PC-UNIXのインストールと端末・エディタの利用(A,B,C,D)

□PC-UNIXを自分のメディアにインストールすることができる(B,C,D)

□端末の基本的な操作をし、主要なコマンドを使用することができる(A,C,D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□実験計画・評価方法・実験を行う上での注意事項を理解することができる

□演習課題を通してレポート作成の注意事項を再確認することができる

数値積分と行列計算に関する並列計算プログラムの開発(A,B,C,D)

□OpenMPを用いた並列処理のプログラムを作成することができる(A,B,C,D)

□行列計算の並列処理アルゴリズムの実装をとプログラムの実行時間

　の計測を行うことができる(A,B,C,D)

授業計画

－282－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

個人もしくは数名のグループにて各実験を実施する．
各実験は3回分で構成されている．
レポートフィードバックを行い，不足箇所や間違い箇所の確認を行い，修正を行う．

実験指導書

参考文献については各実験担当者から提示される場合がある．

本実験の評価基準を以下に示す．
① 実験報告書の評価：テーマ毎の実験報告書を100点満点で評価する．
提出期限以降に提出された実験報告書および再提出の報告書の評価点は最高を80点として扱う．
3テーマ分の平均点を最終評価に計上する．従って，報告書は100点満点である．
② 卒業研究聴講レポート課題
以下は評価を与えることに対する注意点である．
注意1：未提出の報告書がある場合や未終了のテーマがある場合は前述の評価点によらず不合格とする．
注意2：実験報告書の点数化は，3テーマ全てのレポートが60点以上であることを条件とする．
すなわち，60点に満たない報告書がある場合は不合格である．
注意3：未終了のテーマがある場合は他科目の成績に依らずに留年になる可能性がある．
中間評価については実験途中であるため示されない．また，本実験は学年終了要件ではない．

'ガイダンス時に渡される実施要項をもとに関連する授業科目の実験に該当する部分をあらかじめ調べておくことが
望ましい．さらに，本実験ではプログラム開発だけでなく，レポートも電子的に作成するため，実験に関するデー
タはGoogle Drive等で管理し，いつでも閲覧・編集できる状態にしておくことが望ましい．

科目名（和文）

情報工学実験４

Experiments 4

コンピュータを用いてプログラミングを行う際には，ハードウェアの構成，オペレーティングシステムおよび開発
環境の理解が必要不可欠である．本授業では，数値計算・UNIX・サッカーエージェントをテーマにした実験を通じ
て情報工学における基礎的な技能である環境構築およびトラブル対応を体験的に学習する．さらに，レポート作成
により技術文書の体裁について基本的なことを学ぶ．

A 実験指導書等の参考資料に基づきプログラムを作成できる．
B 実験環境を構築し、ツールやライブラリを適切に使用することができる．
C 実験中に生じたトラブルに対して指導者の指示に従い適切に対応することができる．
D 内容を理解できるように報告書を過不足なくまとめることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

実験内容（3テーマ）

9 数値計算実験

9 UNIX実験

9 サッカーエージェント実験

12 レポートフィードバック

3 卒業研究聴講

合計

45

時間

□実験報告書のフィードバック

□卒業研究発表会の聴講を行い，レポートを作成することができる

□ネットワークの環境を理解し，実行パラメータを変更しながら

システムを利用できる(A,B)

□実行アルゴリズム・実行パラメータをそれぞれ準備し，

準備内容をもとに結果を調べることができる(A,B,C)

□実験結果を表形式に整理し報告書を作成することができる(D)

□エディタを使用して必要なファイルを作成・編集することができる(A,C,D)

□シェルスクリプトなどの簡単なプログラムを作成することができる(A,C,D)

□エディタとツールを使用して文書を作成することができる(A,B,C,D)

Windows上でのサッカーエージェントの利用(A,B,C,D)

□ブロック行列の並列処理プログラムを実装することができる(A,B,C,D)

PC-UNIXのインストールと端末・エディタの利用(A,B,C,D)

□PC-UNIXを自分のメディアにインストールすることができる(B,C,D)

□端末の基本的な操作をし、主要なコマンドを使用することができる(A,C,D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□実験計画・評価方法・実験を行う上での注意事項を理解することができる

□演習課題を通してレポート作成の注意事項を再確認することができる

数値積分と行列計算に関する並列計算プログラムの開発(A,B,C,D)

□OpenMPを用いた並列処理のプログラムを作成することができる(A,B,C,D)

□行列計算の並列処理アルゴリズムの実装をとプログラムの実行時間

　の計測を行うことができる(A,B,C,D)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

プログラミング応用１

Programming Applications 1

企業でのソフトウェアの受託開発を想定し、プロジェクトチームを組み、チーム内でコミュニケーションをとりな
がら顧客（教員）の要求に応じて仕様書をまとめ、具体的なソフトウェアの開発をおこなうことによって、専門知
識を問題解決に応用し、役立てるプロセスを身に着ける。また、その問題解決において、既存の製品や技術が持つ
問題解決に対する狙いや意図を理解しつつ，異なる技術分野も利用していく。

A.作成するソフトウェアの仕様を文書で記述できる
B.開発環境を使ってソフトウェア開発ができる
C.共同で分担して開発作業ができる
D.さまざまな技術を利用して、問題解決のための道筋を見つけることができる
E.開発スケジュールを相談して作り、状況に応じて修正して作業できる
F.開発したものを共同で協力して発表できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

プログラミング応用２の授業と一体となっておこなう。学生が自主的に演習しながら、体験的に学習し、教員はあ
くまでサポータとしての役割に徹する。学生の自主性・自律性を尊重し、さまざまソフトウェアの受託開発を、疑
似体験を通して実践してみる。

なし

なし

プロジェクト開発試行に関して、
(1) 開発の充実度、スケジュール管理、参加度合い、に関わるチーム内査定の提出（20%）
(2) 開発報告の妥当性、適切な役割分担、チーム内の意思統一具合，開発の進捗度（30%）
(3) 発表内容（10%）
(4) 要件定義書（20%）
(5) 要求仕様書（20%）
の5点を評価対象とする。
評価は基本的にチームとしての評価となるが、欠課数が多いなど、チームに貢献できていないと判断される場合に
おいては、別途、個別評価に切り替えることがある。
個別評価となった場合は、要件定義書および要求定義書を評価対象とし、最高点を60点とする。また、後期のプロ
グラミング応用２に向けて個別に開発をおこなう。

プログラミング基礎１、２、３、アルゴリズム論１、２、プログラミング応用２、
ソフトウェア工学

ソフトウェア開発では、自発的に調査し学びとる積極性が求められるので、自分で調べて役に立てるというような
積極性が重要である。また、学生同士で互いに協力・分担して検討する態度が重要視される。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、グループ分け

6 要求定義書および要求仕様書作成

12 ソフトウェア開発

1.5 進捗報告

1.5 期末発表

合計

22.5

時間

授業計画

グループで分担・協力してソフトウェアの開発をおこなう(B,C,D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

要求の聞き取りをおこない、仕様書として文書に記述する(A)

スケジュール管理をおこない、開発の進捗状況を客観的に報告する(E)

開発しているソフトウェアの内容と進捗状況、今後の見通しをプレゼンする(F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

なし

授業内容

科目名（和文）

数値計算１

Numerical Computation 1

数値計算を用いる場面は現象を扱う数理科学分野から産業に関わる工学分野などの多岐に渡る．本講義では，定積
分の近似値・常微分方程式や非線形方程式の近似解を算出するための数値計算法とその誤差評価を学習する．特
に，誤差評価に関してはプログラムによる数値実験としての評価に加えて，理論的な説明を行う．また，データ解
析などに用いる最小二乗法およびラグランジュ補間多項式について，プログラム開発を行う．

A. 浮動小数点数と誤差の概念を理解することができる．
B. 定積分の近似値を求めるプログラムの作成ができる．
C. 常微分方程式の近似解を求めるプログラムの作成ができる．
D. 非線型方程式の近似解を求めるプログラムの作成ができる．
E. 最小二乗法およびラグランジュ補間多項式を行うプログラムの作成ができる.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試験
前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例を
示す．

なし

[1] C言語による数値計算入門―解法・アルゴリズム・プログラム、皆本晃弥著、サイエンス社
[2] 理工系の数理 数値計算，柳田 英二・中木 達幸・三村 昌泰著，裳華房

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，課題レポート1回目（100
点満点）をc，課題レポート2回目（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15
* dと定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である者
を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの提出日は，1回目を中間試験実施日，2回目を期末試験実施日とする．
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

アルゴリズム論１・アルゴリズム論２・情報工学実験３・情報工学実験４・数値計算２

自宅の計算機がWindowsの場合は，演習室と同様のVisual studioを使用することができるため，学内のメールアド
レスによるMicrosoftアカウントを用いて，自宅での学習を可能にするためにインストールしておくことを推奨す
る．Windows以外のOSの場合は別途質問をすること．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）
として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 数値微分

3 数値積分

3 常微分方程式の数値解法

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 非線形方程式の数値解法

3 データの解析と補間

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□区分求積法による定積分の定義と近似計算による誤差を理解することができる (A)

□Taylor展開と数値微分の誤差を理解することができる (A)

□台形則とその数値誤差を理解することができる（A,B）

□シンプソン則とその数値誤差を理解することができる（A,B）

□オイラー法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□修正オイラー法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□4段4次ルンゲ=クッタ法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□前半のまとめ

□二分法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□ニュートン法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□はさみうち法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□セカント法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□最小二乗法を理解し，プログラムによる実装ができる (E)

□ラグランジュ補間多項式を理解し，プログラムによる実装ができる (E)

□後半のまとめ
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

なし

授業内容

科目名（和文）

数値計算１

Numerical Computation 1

数値計算を用いる場面は現象を扱う数理科学分野から産業に関わる工学分野などの多岐に渡る．本講義では，定積
分の近似値・常微分方程式や非線形方程式の近似解を算出するための数値計算法とその誤差評価を学習する．特
に，誤差評価に関してはプログラムによる数値実験としての評価に加えて，理論的な説明を行う．また，データ解
析などに用いる最小二乗法およびラグランジュ補間多項式について，プログラム開発を行う．

A. 浮動小数点数と誤差の概念を理解することができる．
B. 定積分の近似値を求めるプログラムの作成ができる．
C. 常微分方程式の近似解を求めるプログラムの作成ができる．
D. 非線型方程式の近似解を求めるプログラムの作成ができる．
E. 最小二乗法およびラグランジュ補間多項式を行うプログラムの作成ができる.

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試験
前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例を
示す．

なし

[1] C言語による数値計算入門―解法・アルゴリズム・プログラム、皆本晃弥著、サイエンス社
[2] 理工系の数理 数値計算，柳田 英二・中木 達幸・三村 昌泰著，裳華房

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，課題レポート1回目（100
点満点）をc，課題レポート2回目（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15
* dと定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である者
を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの提出日は，1回目を中間試験実施日，2回目を期末試験実施日とする．
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

アルゴリズム論１・アルゴリズム論２・情報工学実験３・情報工学実験４・数値計算２

自宅の計算機がWindowsの場合は，演習室と同様のVisual studioを使用することができるため，学内のメールアド
レスによるMicrosoftアカウントを用いて，自宅での学習を可能にするためにインストールしておくことを推奨す
る．Windows以外のOSの場合は別途質問をすること．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）
として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 数値微分

3 数値積分

3 常微分方程式の数値解法

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 非線形方程式の数値解法

3 データの解析と補間

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□区分求積法による定積分の定義と近似計算による誤差を理解することができる (A)

□Taylor展開と数値微分の誤差を理解することができる (A)

□台形則とその数値誤差を理解することができる（A,B）

□シンプソン則とその数値誤差を理解することができる（A,B）

□オイラー法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□修正オイラー法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□4段4次ルンゲ=クッタ法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□前半のまとめ

□二分法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□ニュートン法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□はさみうち法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□セカント法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□最小二乗法を理解し，プログラムによる実装ができる (E)

□ラグランジュ補間多項式を理解し，プログラムによる実装ができる (E)

□後半のまとめ

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 18 4.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

電子回路

Electronic Circuits

半導体に関連する電子回路について講義形式で理解する

A.FETを利用した論理回路・ゲート回路について資料をみながら概要を説明することができる
B.双方向伝送ゲート回路について資料をみながら概要を説明することができる
C.メモリ用の電子回路について資料をみながら概要を説明することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で行い内容の理解度は定期試験で検査する
講義した内容が実際の製品にどのように応用されているかを理解するためのレポート課題を実施する
中間試験問題解説の授業項目回で中間試験および課題その１を返却し採点内容の訂正を行う
期末試験問題解説の授業項目回で期末試験および課題その２を返却し採点内容の訂正を行う

なし

電気電子の基礎,高橋著,オーム社

中間評価＝中間試験(70%)+課題その１(30%)、期末評価＝期末試験(70%)+課題その２(30%)とする。
最終評価は中間評価と期末評価の平均値とする。最終評価の小数値は切り捨てる。
課題評価方法は0点,5点,10点,15点,20点,25点,30点の7段階とする。
（評価点30)：課題がすべて完了している（課題の達成率が6/6である)
（評価点5-25)：未完了の課題がある（課題の達成率が1/6なら5点,5/6なら25点とする）
（評価点0)：未提出・未着手同然・課題の複製の疑いがある
提出期限に遅れて提出されたものは上記の評価方法で評価し、評価点を一段階下げる
課題のテーマ（製品番号等）が他の学生4名以上と同じであった場合は内容を評価をせず保留とする。
評価を保留とした学生に対しては同内容の追課題（ただし別製品で再度調査する）の提出を指示する。
課題と追課題の両テーマが追課題を指示された他の学生とまったく同じであった場合は総合評価を0とする。
授業外の学修の成果は試験の準備（評価の70%)と課題の作成(評価の30%)に分けて評価に反映させる。

電気回路１・論理回路

電子回路で使う回路素子の種類や価格を知らない学生はWeb上のカタログや通販のWebサイトをあらかじめ調べてお
くようにする。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修（自学自習）として課題（演習問題）への取り組
み等に45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業概要の説明     

0.75 回路記号  

1.5 ＦＥＴその１ 

1.5 ＦＥＴその２  

1.5 ＦＥＴと論理回路その１ 

1.5 ＦＥＴと論理回路その２  

1.5 中間試験準備・課題その１提出日     

0.75 中間試験

1.5 中間試験問題解説     

1.5 ＦＥＴとゲート回路その１

1.5 ＦＥＴとゲート回路その２

1.5 メモリ用電子回路その１ 

1.5 メモリ用電子回路その２    

1.5 双方向バスバッファ回路

1.5 期末試験準備・課題その２提出日

0.75 期末試験    

0.75 期末試験問題解説     

0.75 学習のまとめ 

課題その１（中間試験）  

課題その２（期末試験）     

合計

22.5

時間

授業計画

□CMOSを使ったNOT・NAND・NOR回路の動作を説明できる(A)     

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□FETに関する回路記号と端子名を説明できる（A)  

□nMOS-FET,pMOS-FETの動作原理について説明できる(A)

□nMOS-FET,pMOS-FETの静特性グラフを読み取ることができる(A) 

□CMOSを使ったAND・OR回路の動作を説明できる(A)  

□CMOSを使った伝送ゲート回路の構造と制御方法を説明できる(B) 

□CMOSを使った双方向伝送ゲート回路の構造と制御方法を説明できる(B) 

□SRAM・DRAMの構造と制御方法について説明できる(C) 

□NAND型フラッシュメモリの構造と制御方法について説明できる(C) 

□双方向バスバッファ回路の構造と制御方法について説明できる(B,C) 

□nMOS-FET,pMOS-FETの具体例を理解できる(A)

nMOS-FET,pMOS-FETのデータシートを１つずつ(計2つ)調査する

その中で使われている専門用語を3個ずつ(計6個)選び解説する。

□双方向伝送バッファ回路,DRAMの具体例を理解できる(B,C)  

双方向伝送バッファ回路,DRAMのデータシートを1つずつ(計2つ)調査する。

その中で使われている専門用語を3個ずつ(計6個)選び解説する。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

離散数学１

Discrete Mathematics 1

離散数学は学科の教育到達目標(CS-1)に相当する情報工学を支える最も重要で基礎的な学習内容を持つ科目であ
る。本講義では4年生でも理解できるように、身近な数え上げの問題から出発し、離散数学の基礎である漸化式、和
の計算を勉強する。基本的な事柄を一般化・抽象化することによって知識がより一般的な問題の解決に向かうよう
な手法を学修する。数え上げは後期に学ぶグラフ理論につなげていく。

A 組み合わせを理解でき、数え上げの問題・概念の説明ができる。
B 漸化式を一般化して、数学的帰納法を用いて証明ができる。
C 和の表記法を理解し、複雑な和の計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポート
はより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントする
ことにより内容の定着をはかる。

特になし

特になし

・試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
をx3とした場合、総合評価XはX=0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。（理解度に応じて回数は決める。）
・総合評価Xが60以上で合格。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合（50点を目安とする）には再試験実施の可能性がある。

情報数学概論、離散数学Ⅱ

授業後に必ずノートを見返し、わからないことは教員に質問に行く。またノートは片面を板書の写し、片面を自分
で調査した項目を記載する等工夫すること。特に授業中に説明された式は自分で導出してみること。本授業は学修
単位科目となっており、授業外学修（自学自習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

6 漸化式の問題

1.5 中間試験前演習

0.75 中間試験

0.75 試験の講評

8.25 和の計算

1.5 期末試験前演習

0.75 期末試験

1.5 試験の講評（学習指導期間）

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価方法

□情報工学・数学における離散数学の位置づけ

□ハノイの塔

□平面の直線分割

□ヨセフスの問題

　□組合わせ概念の理解、数え上げの方法(A,B)

　□漸化式の一般化(B)

　□数学的帰納法による証明（B)

□記法の問題(C)

□和の操作と漸化式(B)

□多重和(C)

□和の計算の一般的な方法(C)

□離散系と連続系の微積分・無限個の項の和(C)

－286－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

離散数学１

Discrete Mathematics 1

離散数学は学科の教育到達目標(CS-1)に相当する情報工学を支える最も重要で基礎的な学習内容を持つ科目であ
る。本講義では4年生でも理解できるように、身近な数え上げの問題から出発し、離散数学の基礎である漸化式、和
の計算を勉強する。基本的な事柄を一般化・抽象化することによって知識がより一般的な問題の解決に向かうよう
な手法を学修する。数え上げは後期に学ぶグラフ理論につなげていく。

A 組み合わせを理解でき、数え上げの問題・概念の説明ができる。
B 漸化式を一般化して、数学的帰納法を用いて証明ができる。
C 和の表記法を理解し、複雑な和の計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポート
はより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントする
ことにより内容の定着をはかる。

特になし

特になし

・試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
をx3とした場合、総合評価XはX=0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。（理解度に応じて回数は決める。）
・総合評価Xが60以上で合格。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合（50点を目安とする）には再試験実施の可能性がある。

情報数学概論、離散数学Ⅱ

授業後に必ずノートを見返し、わからないことは教員に質問に行く。またノートは片面を板書の写し、片面を自分
で調査した項目を記載する等工夫すること。特に授業中に説明された式は自分で導出してみること。本授業は学修
単位科目となっており、授業外学修（自学自習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

6 漸化式の問題

1.5 中間試験前演習

0.75 中間試験

0.75 試験の講評

8.25 和の計算

1.5 期末試験前演習

0.75 期末試験

1.5 試験の講評（学習指導期間）

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価方法

□情報工学・数学における離散数学の位置づけ

□ハノイの塔

□平面の直線分割

□ヨセフスの問題

　□組合わせ概念の理解、数え上げの方法(A,B)

　□漸化式の一般化(B)

　□数学的帰納法による証明（B)

□記法の問題(C)

□和の操作と漸化式(B)

□多重和(C)

□和の計算の一般的な方法(C)

□離散系と連続系の微積分・無限個の項の和(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

教科書の流れに沿って講義形式で授業を進める。配布プリントに沿って演習問題を解き、小テストを行うことによ
り理解度を確認することもある。さらに知識を確実にするために適宜課題の提出を求める。
定期試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人の習得状況を把握してもらう。

新版　微分積分Ⅱ　岡本和夫(実教出版)

新版　微分積分Ⅱ演習　岡本和夫(実教出版)

1. 成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験（７０％）
(2) 小テスト、課題(授業外学修課題含む)（３０％）

2. 評点算出の方法
(1) 前期を2区間に分け、上記の配分に従って区間成績をつける。
(2) 総合成績は各区間成績の単純平均とする。
(3) 前期末に再試験を行うこともあるが、前期中間の総合成績が20点未満の場合は不可が確定する。

基礎数学１、基礎数学２、微分積分学、代数幾何学、解析学１、解析学２

三年生までに履修した解析学の知識を基礎としていますから、基礎ができていない場合は前に戻って公式等の確認
が必要です。本授業は学修単位科目となっており、授業外学修(自学自習)として課題への取り組み等に45時間を充
てている

科目名（和文）

解析学３

Analysis３

解析学１および２の内容を基礎とし、２変数関数の極値問題、微分方程式の解法について学ぶ。

A. ２変数関数の偏微分に関して様々な計算ができる。
B. ２変数関数の極値問題を解くことができる。
C. 陰関数の基本的な問題を解くことができる。
D. 陰関数の極値問題を解くことができる。
E. 微分方程式の意味を理解し、基本的な微分方程式の問題を解くことができる。
F. 微分方程式の基礎を理解し、変数分離形の解を求めることができる。
G. 変数分離形を基礎とし、線形微分方程式を解くことができる。
H. 複雑な線形微分方程式を解くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 偏微分の復習

3 極値問題

1.5 陰関数定理

1.5 接線・法線

1.5 陰関数の極値

0.75 前期中間試験

１　微分方程式と解

0.75 微分方程式

0.75 微分方程式の解

1.5 初期値問題と境界値問題

２　１階微分方程式

1.5 変数分離形

1.5 同次形

1.5 線形微分方程式

３　２階微分方程式

1.5 ２階線形微分方程式と解

1.5 定数係数の同次線形微分方程式

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

□試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□複雑な線形微分方程式を解くことができる(H)

□前期末試験

□同次形の微分方程式について計算できる(F)

□線形微分方程式の定義とその解について理解できる(G)

□２階微分方程式を解くことができ、さらに、条件に合う解を計算できる(H)

□微分方程式の解の意味が理解できる(E)

□微分方程式の基本的な計算ができる(E)

□変数分離形の微分方程式について計算できる(F)

□微分方程式の意味が理解できる(E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画と評価方法を理解する

□２変数関数の基本的な計算ができる(A)

□２変数関数の極値を取る点のもつ条件を計算できる(A)

□陰関数定理を用いて、２変数関数の導関数を計算できる(B)

□陰関数の極値を求めることができる(D)

□前期中間試験

授業計画

□陰関数の接線や法線を求めることができる(C)

－287－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

クラスを3つに分けた各グループは半期で3つのテーマに取り組む．1つのテーマを全4週で実施し各々のテーマにつ
いて実験報告書を提出する．また，校外見学（予定）を行いそのレポートを提出する．提出された実験報告書に対
して作成の指導を行い，最後には報告書の講評をする．

実験指導書等の資料を配布する．

実験指導書の参考文献欄を参照する．

中間：評価を出さない．
期末：報告点：100点
     ＊報告点：各実験報告書を100点満点で評価し，全3通の平均点を報告点とする．
　　　　　　　 提出期日に遅れたものや，不備のため実験主任により再提出の指示があったものに関して，
               当該報告書の評価点を最高80点とする．
　　 ＊校外見学を行った場合にはレポートを提出する．

ただし，未提出の報告書・レポートがある場合や，未終了の実験テーマがある場合は，前述の評価点によらず不合
格とする．

情報工学実験1，2，3，4

実験指導書をよく読み安全に実験を行う．実験手順や実験結果の記録・整理にノート等を使用し，適切な実験報告
書の作成に心がける．

科目名（和文）

情報工学実験5

Experiments 5

コンピュータや情報ネットワークを用いた情報システムの構築，情報システムにおける音声データなどの情報メ
ディアの処理やシステムプログラミング，人工知能といった実験テーマを通じ，情報工学の基本的な知識・技能や
報告書の作成法を学ぶ．

A. 実験指導書等の参考資料にもとづき実験に必要なシステムの構築やプログラムの作成ができる．
B. 測定器などの実験装置を適切に使用することができる．
C. 実験指導書の実験内容に従い実験結果を得ることができる．
D. 第三者が実験結果を理解できるように報告書をまとめることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

12 411　システムプログラム

12 412　ディジタル信号処理

12 413　人工知能

3 実験予備日，まとめ

3 校外見学

合計

45

時間

(実施できない場合は，科目別補講日に補講を行う）

未終了実験テーマの作業，実験結果の不備を指摘された実験項目の

再実験，実験報告書の作成指導を行う．

実験報告書での作成指針に沿って提出されたレポートを講評する．

校外見学を行いレポートを提出する．

　利用ができる（A）．

□実行アルゴリズム・パラメータ・試験用エージェントを準備して

　から結果を調べられる（B,C）．

□実験結果を図・表に整理し報告書を作成できる（D）．

□フィルタリングを行い入力と出力の違いを確認できる(B,C)．

□得られた実験結果を報告書にまとめることができる(D)．

サッカーエージェント

□システムの構成を理解し，パラメータを変更しながらシステムが

□実験結果を図・表に整理し報告書を作成できる（D）．

ディジタルフィルタ

□数値解析ソフトを用いてフィルタのプログラムが作成

　できる(A)．

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

実験テーマ，実験報告書の作成指針，評価方法について説明

ソケットによるプロセス間通信

　プログラムを作成できる（A）．

□サーバープロセスとクライアントプロセスに分かれて作業し

　2端末間でのプロセス間通信を実装できる（A,B）．

□通信データのサイズと通信時間の関係を調べられる（B,C）．

授業計画

□プロセス間通信を理解しソケット通信に必要なシステムコールを用いて
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

クラスを3つに分けた各グループは半期で3つのテーマに取り組む．1つのテーマを全4週で実施し各々のテーマにつ
いて実験報告書を提出する．また，校外見学（予定）を行いそのレポートを提出する．提出された実験報告書に対
して作成の指導を行い，最後には報告書の講評をする．

実験指導書等の資料を配布する．

実験指導書の参考文献欄を参照する．

中間：評価を出さない．
期末：報告点：100点
     ＊報告点：各実験報告書を100点満点で評価し，全3通の平均点を報告点とする．
　　　　　　　 提出期日に遅れたものや，不備のため実験主任により再提出の指示があったものに関して，
               当該報告書の評価点を最高80点とする．
　　 ＊校外見学を行った場合にはレポートを提出する．

ただし，未提出の報告書・レポートがある場合や，未終了の実験テーマがある場合は，前述の評価点によらず不合
格とする．

情報工学実験1，2，3，4

実験指導書をよく読み安全に実験を行う．実験手順や実験結果の記録・整理にノート等を使用し，適切な実験報告
書の作成に心がける．

科目名（和文）

情報工学実験5

Experiments 5

コンピュータや情報ネットワークを用いた情報システムの構築，情報システムにおける音声データなどの情報メ
ディアの処理やシステムプログラミング，人工知能といった実験テーマを通じ，情報工学の基本的な知識・技能や
報告書の作成法を学ぶ．

A. 実験指導書等の参考資料にもとづき実験に必要なシステムの構築やプログラムの作成ができる．
B. 測定器などの実験装置を適切に使用することができる．
C. 実験指導書の実験内容に従い実験結果を得ることができる．
D. 第三者が実験結果を理解できるように報告書をまとめることができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

3 ガイダンス

12 411　システムプログラム

12 412　ディジタル信号処理

12 413　人工知能

3 実験予備日，まとめ

3 校外見学

合計

45

時間

(実施できない場合は，科目別補講日に補講を行う）

未終了実験テーマの作業，実験結果の不備を指摘された実験項目の

再実験，実験報告書の作成指導を行う．

実験報告書での作成指針に沿って提出されたレポートを講評する．

校外見学を行いレポートを提出する．

　利用ができる（A）．

□実行アルゴリズム・パラメータ・試験用エージェントを準備して

　から結果を調べられる（B,C）．

□実験結果を図・表に整理し報告書を作成できる（D）．

□フィルタリングを行い入力と出力の違いを確認できる(B,C)．

□得られた実験結果を報告書にまとめることができる(D)．

サッカーエージェント

□システムの構成を理解し，パラメータを変更しながらシステムが

□実験結果を図・表に整理し報告書を作成できる（D）．

ディジタルフィルタ

□数値解析ソフトを用いてフィルタのプログラムが作成

　できる(A)．

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

実験テーマ，実験報告書の作成指針，評価方法について説明

ソケットによるプロセス間通信

　プログラムを作成できる（A）．

□サーバープロセスとクライアントプロセスに分かれて作業し

　2端末間でのプロセス間通信を実装できる（A,B）．

□通信データのサイズと通信時間の関係を調べられる（B,C）．

授業計画

□プロセス間通信を理解しソケット通信に必要なシステムコールを用いて

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

プログラミング応用１の授業と一体となっておこなう。学生が自主的に演習しながら、体験的に学習し、教員はあ
くまでサポータとしての役割に徹する。学生の自主性・自律性を尊重し、さまざまソフトウェアの受託開発を、疑
似体験を通して実践してみる。

なし

なし

プロジェクト開発試行に関して、

(1) 開発の充実度、スケジュール管理、参加度合い、に関わるチーム内査定の提出（20%）
(2) 開発報告の妥当性、適切な役割分担、チーム内の意思統一具合，開発の進捗度（20%）
(3) 成果物（要求達成度）（40%）
(4) マニュアル（10%）
(5) 要求仕様書（10%）

の5点を評価対象とする。
評価は基本的にチームとしての評価となるが、欠課数が多いなど、チームに貢献できていないと判断される場合に
おいては、別途、個別評価に切り替えることがある。
個別評価となった場合は、要求仕様書、マニュアル、成果物を評価対象とし、最高点を60点とする。

プログラミング基礎１、２、３、アルゴリズム論１、２、プログラミング応用１、
ソフトウェア工学

ソフトウェア開発では、自発的に調査し学びとる積極性が求められるので、自分で調べて役に立てるというような
積極性が重要である。また、学生同士で互いに協力・分担して検討する態度が重要視される。

科目名（和文）

プログラミング応用２

Programming Applications 2

企業でのソフトウェアの受託開発を想定し、プロジェクトチームを組み、チーム内でコミュニケーションをとりな
がら顧客（教員）の要求に応じて仕様書をまとめ、具体的なソフトウェアの開発をおこなうことによって、専門知
識を問題解決に応用し、役立てるプロセスを身に着ける。さらに、その問題解決において、既存の製品や技術が持
つ問題解決に対する狙いや意図を理解しつつ，異なる技術分野も利用していく。また、マニュアルの作成もおこな
う。

A.作成するソフトウェアの仕様とマニュアルを文書で記述できる
B.開発環境を使ってソフトウェア開発ができる
C.共同で分担して開発作業ができる
D.さまざまな技術を利用して、問題解決のための道筋を見つけることができる
E.開発スケジュールを相談して作り、状況に応じて修正して作業できる
F.開発したものを共同で協力して発表できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

6 マニュアルおよび要求仕様書作成

12 ソフトウェア開発

1.5 進捗報告

1.5 期末発表

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

グループで分担・協力してソフトウェアの開発をおこない、不具合を修正する(A,C,D

スケジュール管理をおこない、開発の進捗状況を客観的に報告する(E)

開発したソフトウェアの内容をプレゼンする(F)

授業計画

要求仕様書に基づいてマニュアルを作成する(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

なし

授業内容

科目名（和文）

数値計算２

Numerical Computation 2

数値計算を用いる場面は現象を扱う数理科学分野から産業に関わる工学分野などの多岐に渡る．本講義では，行列
を扱う数値計算法を中心に学習する．行列とベクトルの演算を行うアルゴリズムと計算量を出発点とし，ガウスの
消去法・LU分解法といった直接法による連立一次方程式の数値計算アルゴリズムの学習を経て，プログラム開発を
行う．さらに，反復法による連立一次方程式の数値計算アルゴリズムおよびプログラム実装を行う．

A. 行列計算の計算過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
B. 直接法による連立一次方程式の解法過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
C. 反復法による連立一次方程式の解法過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
D. 反復法を用いた固有値計算アルゴリズムを理解し，プログラミングを行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試験
前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例を
示す．

なし

[1] C言語による数値計算入門―解法・アルゴリズム・プログラム、皆本晃弥著、サイエンス社
[2] 理工系の数理 数値計算，柳田 英二・中木 達幸・三村 昌泰著，裳華房

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，課題レポート1回目（100
点満点）をc，課題レポート2回目（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15
* dと定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である者
を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの提出日は，1回目を中間試験実施日，2回目を期末試験実施日とする．
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

アルゴリズム論１・アルゴリズム論２・情報工学実験３・情報工学実験４・数値計算１

自宅の計算機がWindowsの場合は，演習室と同様のVisual studioを使用することができるため，学内のメールアド
レスによるMicrosoftアカウントを用いて，自宅での学習を可能にするためにインストールしておくことを推奨す
る．Windows以外のOSの場合は別途質問をすること．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）
として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

3 行列とベクトルの数値計算

4.5 直接法による連立一次方程式の数値計算

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 反復法による連立一次方程式の数値計算

3 反復法を用いた固有値の数値計算

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□アルゴリズムとオーダー評価の復習を行う

□行列計算のプログラム開発および計算量の評価を行うことができる（A）

□ガウスの消去法のプログラムを作成することができる（B）

□LU分解法のプログラムを作成することができる（B）

□前半のまとめ

□ヤコビ法のプログラムを作成することができる（C）

□ガウス=ザイデル法のプログラムを作成することができる（C）

□共役勾配法のプログラムを作成することができる（C）

□グラム・シュミット直交化法を用いたQR分解のプログラムによる実装

を行い，固有値計算プログラムの作成を行うことができる（D）

□後半のまとめ
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

なし

授業内容

科目名（和文）

数値計算２

Numerical Computation 2

数値計算を用いる場面は現象を扱う数理科学分野から産業に関わる工学分野などの多岐に渡る．本講義では，行列
を扱う数値計算法を中心に学習する．行列とベクトルの演算を行うアルゴリズムと計算量を出発点とし，ガウスの
消去法・LU分解法といった直接法による連立一次方程式の数値計算アルゴリズムの学習を経て，プログラム開発を
行う．さらに，反復法による連立一次方程式の数値計算アルゴリズムおよびプログラム実装を行う．

A. 行列計算の計算過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
B. 直接法による連立一次方程式の解法過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
C. 反復法による連立一次方程式の解法過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
D. 反復法を用いた固有値計算アルゴリズムを理解し，プログラミングを行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試験
前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例を
示す．

なし

[1] C言語による数値計算入門―解法・アルゴリズム・プログラム、皆本晃弥著、サイエンス社
[2] 理工系の数理 数値計算，柳田 英二・中木 達幸・三村 昌泰著，裳華房

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，課題レポート1回目（100
点満点）をc，課題レポート2回目（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15
* dと定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である者
を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの提出日は，1回目を中間試験実施日，2回目を期末試験実施日とする．
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

アルゴリズム論１・アルゴリズム論２・情報工学実験３・情報工学実験４・数値計算１

自宅の計算機がWindowsの場合は，演習室と同様のVisual studioを使用することができるため，学内のメールアド
レスによるMicrosoftアカウントを用いて，自宅での学習を可能にするためにインストールしておくことを推奨す
る．Windows以外のOSの場合は別途質問をすること．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自習）
として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

3 行列とベクトルの数値計算

4.5 直接法による連立一次方程式の数値計算

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 反復法による連立一次方程式の数値計算

3 反復法を用いた固有値の数値計算

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□アルゴリズムとオーダー評価の復習を行う

□行列計算のプログラム開発および計算量の評価を行うことができる（A）

□ガウスの消去法のプログラムを作成することができる（B）

□LU分解法のプログラムを作成することができる（B）

□前半のまとめ

□ヤコビ法のプログラムを作成することができる（C）

□ガウス=ザイデル法のプログラムを作成することができる（C）

□共役勾配法のプログラムを作成することができる（C）

□グラム・シュミット直交化法を用いたQR分解のプログラムによる実装

を行い，固有値計算プログラムの作成を行うことができる（D）

□後半のまとめ

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式で授業を行う．各試験区間で定期的に演習課題を提示する．これらの課題を次回授業までに報告書として
提出することを求める．演習課題については授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう．中間・期末の2回の
定期試験については，答案用紙を返却した上で解答例を解説し学修状況を確認してもらう．なお，期末試験の出題
範囲は半期の学習項目すべてが対象となる．

必要に応じてプリント資料を配布する．

D.Patterson,J.Hennessy(著),成田光彰(訳): コンピュータの構成と設計第5版(上)(下),日経BP社,2014年.

中間： 中間試験（100％）

期末： 課題（20％）＋中間試験（30％）＋期末試験（50％）

授業外学修は，定期的に出題する課題（20点満点）の平均点によって評価する．

論理回路，ディジタル回路設計，電子回路

10進数と2進数による数値表現，10進数と2進数での基数変換について事前に復習しておく．本授業は学修単位科目
となっており，授業外学修（自学自習）として課題（理解度確認テストや文献調査）への取り組み等に45時間を充
てる．

科目名（和文）

計算機アーキテクチャ

Computer Architecture

コンピュータでの数値計算やプログラム実行を理解する際に，コンピュータ内部での数値・文字の表現，命令セッ
トや命令語を実行する仕組みの修得は不可欠である．本授業では，数値計算や情報通信の基礎として，コンピュー
タ内部で用いられる数値・文字等の表現方法に注目し固定小数点数・浮動小数点数の演算ついて解説するととも
に，コンピュータの演算装置・記憶装置や命令セットに注目しコンピュータにおけるプログラム実行の仕組みにつ
いて解説する．

A.固定小数点数・浮動小数点数により整数値・実数値を表現できる．
B.演算装置における基本的な演算の手順と誤差について理解し説明できる．
C.記憶装置の基本的な構成について理解し説明できる．
D.命令セットの役割と機能を理解し説明できる．
E.命令語を使い基本的なプログラムの動作を説明できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

4.5 数値と文字の表現

3 固定小数点数・浮動小数点数の演算

0.75 中間試験

3 プログラム内蔵方式

4.5 命令セット

3 プログラム事例

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

□ 基本的なC言語のプログラムを命令語で表現できる．(E)

□ 試験実施

□ 答案返却，試験解説，授業のまとめ

□ データシート等を読み命令語の基本機能を理解できる．(D)

□ ニーモニック表記と機械語表記を相互に変換できる．(D)

□ 算術論理演算命令・ロードストア命令・分岐命令の機能を説明できる．(D)

□ 試験実施

□ コンピュータ開発史における本方式の位置づけを説明できる．

□ 基本的なデータパスの構成を理解し命令実行の流れを説明できる．(C,D)

□ レジスタとメモリを理解しその機能を説明できる．(C)

□ オーバーフローの原理を理解し事例を示せる．(B)

□ 浮動小数点数による加減算の原理を理解し計算できる．(B)

□ 丸め，桁落ち，情報落ち等の誤差発生の原理を理解し説明できる．(B)

□ オーバーフロー・アンダーフローの原理を理解し事例を示せる．(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ カリキュラムにおける本授業の位置づけを理解する．

□ 2進数による数値表現と10進数との基数変換を復習する．

□ 符号＋絶対値・げたばき・補数により負数を表現できる．(A)

□ 浮動小数点数（IEEE754形式）により実数値を表現できる．(A)

□ 文字コードにより半角英数字・漢字等を表現できる．

□ 固定小数点数による加減算の原理を理解し計算できる．(B)

授業計画

□ 固定小数点数により整数値を表現できる．(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポート
はより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントする
ことにより内容の定着をはかる。

特になし

特になし

・試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
をx3とした場合、総合評価XはX=0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。（理解度に応じて回数は決める。）
・総合評価Xが60以上で合格。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合（50点を目安とする）には再試験実施の可能性がある。

情報数学概論、離散数学Ⅱ

授業後に必ずノートを見返し、わからないことは教員に質問に行く。またノートは片面を板書の写し、片面を自分
で調査した項目を記載する等工夫すること。特に授業中に説明された式は自分で導出してみること。本授業は学修
単位科目となっており、授業外学修（自学自習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる。

科目名（和文）

離散数学 2

Discrete Mathematics 2

グラフ・ネットワーク理論は情報工学が対象にするシステムを記述する基礎的で強力なツールである(CS-1)。本授
業ではこの基礎を学ぶ。グラフ・ネットワーク理論の基礎と応用、それに関する基礎的なアルゴリズムについて理
解する。

A グラフ・ネットワークの基本的な用語とグラフの形が説明できる。
B マッチング問題、被覆問題を理解できる。
C 代表的なネットワーク問題を説明でき、その求解アルゴリズムを示すことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

6 グラフ理論の基礎

1.5 中間試験前演習

0.75 中間試験

0.75 試験の講評

6.75 グラフネットワークのアルゴリズム

1.5 グラフ理論を応用した問題

1.5 期末試験前演習

0.75 期末試験

1.5 試験の講評（学習指導期間）

合計

22.5

時間

□PART（スケジューリング問題）の紹介

□制御不能流の紹介

(上記どちらかを取り上げて発展的な学習とする）

□ダイクストラ法のアルゴリズム(C)

□ネットワークフローの問題とその制約条件(C)

□最大流問題のアルゴリズムとその紹介(C)

□最短経路問題とその応用(C)

□行列表現、道と閉路(A)

□マッチングと被覆(B)

□集合被覆問題(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価方法の説明

□情報工学・数学におけるグラフネットワーク理論の位置づけ

□グラフの構造、グラフの用語・記法(A)

□グラフの列挙(A)

□グラフの操作(A)

授業計画

□グラフ理論の応用・適用例

－292－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポート
はより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントする
ことにより内容の定着をはかる。

特になし

特になし

・試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
をx3とした場合、総合評価XはX=0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。（理解度に応じて回数は決める。）
・総合評価Xが60以上で合格。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合（50点を目安とする）には再試験実施の可能性がある。

情報数学概論、離散数学Ⅱ

授業後に必ずノートを見返し、わからないことは教員に質問に行く。またノートは片面を板書の写し、片面を自分
で調査した項目を記載する等工夫すること。特に授業中に説明された式は自分で導出してみること。本授業は学修
単位科目となっており、授業外学修（自学自習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる。

科目名（和文）

離散数学 2

Discrete Mathematics 2

グラフ・ネットワーク理論は情報工学が対象にするシステムを記述する基礎的で強力なツールである(CS-1)。本授
業ではこの基礎を学ぶ。グラフ・ネットワーク理論の基礎と応用、それに関する基礎的なアルゴリズムについて理
解する。

A グラフ・ネットワークの基本的な用語とグラフの形が説明できる。
B マッチング問題、被覆問題を理解できる。
C 代表的なネットワーク問題を説明でき、その求解アルゴリズムを示すことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

6 グラフ理論の基礎

1.5 中間試験前演習

0.75 中間試験

0.75 試験の講評

6.75 グラフネットワークのアルゴリズム

1.5 グラフ理論を応用した問題

1.5 期末試験前演習

0.75 期末試験

1.5 試験の講評（学習指導期間）

合計

22.5

時間

□PART（スケジューリング問題）の紹介

□制御不能流の紹介

(上記どちらかを取り上げて発展的な学習とする）

□ダイクストラ法のアルゴリズム(C)

□ネットワークフローの問題とその制約条件(C)

□最大流問題のアルゴリズムとその紹介(C)

□最短経路問題とその応用(C)

□行列表現、道と閉路(A)

□マッチングと被覆(B)

□集合被覆問題(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価方法の説明

□情報工学・数学におけるグラフネットワーク理論の位置づけ

□グラフの構造、グラフの用語・記法(A)

□グラフの列挙(A)

□グラフの操作(A)

授業計画

□グラフ理論の応用・適用例

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

統計解析学1

Statistical Analysis 1

データを適正に処理するためにはデータの癖や特徴を把握する必要がある。本授業では3年生までに学んできた確率
統計の知識を基礎に、このための手法である区間推定、仮説検定について学習する。この学習を基礎に後期の分散
分析や回帰式の係数の信頼性の検討につなげる。母集団と標本の関係を明確に理解することが本講義の目標であ
る。本科目は情報工学の基礎的科目である(CS-1)に対応し、自然科学・社会工学の問題を扱うために必要なデータ
処理（CS-8)に対応する科目である。

A 母集団と標本の概念を理解できる
B 平均・分散の仮説検定を計算することができる
C 平均・分散の区間推定をすることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して授業時間中に解説を行い理解度
の確認を行う。レポートは基礎の確認として出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でレ
ビューを行うことにより内容の定着をはかる。

講義ノートをpdfで公開する。

基礎統計学1、統計学入門　（東京大学出版会）
基礎統計学入門（東京大学教養学部統計学教室編）

・試験の出題範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
をx3とした場合、総合評価Xは0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を1回以上実施する。（実施回数は学生諸君の理解度を見ながら決定する）
・合格点は60％である。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合には再試験実施の可能性がある。（50点を目安とする）

確率統計

授業後に必ずノートを見返し、わからないことは教員に質問に行く。またノートは片面を板書の写し、片面を自分
で調査した項目を記載する等工夫すること。特に授業中に説明された式は自分で導出してみること。本授業は学修
単位科目となっており、授業外学修（自学自習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 母集団と標本、確率変数、大数の法則と中心極限

1.5 確率分布（正規分布、χ二乗分布、t分布、F分布

1.5 区間推定の考え方

1.5 平均値の区間推定

1.5 分散の区間推定

0.75 中間試験

0.75 中間試験講評

1.5 比率、相関係数の区間推定

1.5 仮説検定の考え方

1.5 平均値の仮説検定

1.5 平均値の仮説検定

1.5 分散の仮説検定

1.5 平均値の差，分散の比の仮説検定

0.75 期末試験前演習

0.75 期末試験

1.5 期末試験及び前期の振り返り

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価方法

□母集団分布と標本分布（A）

□区間推定(B)

□仮説検定（C)

統計解析用のプログラミング言語によるコードの確認と結果の見方を中心に学習する
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 3.5 19 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報工学演習１

Exercises in fundamental topics 1

この科目は本学科の学習・教育目標に定める「（CS-1）情報工学(情報数学，確率，アルゴリズム等)の基礎が理解
できる」という力を習得するための科目です．
情報工学に限らず，理工学では数学的な能力，特に計算能力が必要です．そこで本授業では，前半と後半に内容を
分け，前半では線形代数，後半では解析学の内容の演習を扱います．本授業で習得した内容は情報工学基礎演習Ⅱ
において計算機プログラムに結び付けられることになります．

A. 行列に関する諸計算の計算手順を理解し計算を実行できる．
B. 関数の微分に関する諸計算の計算手順を理解し計算を実行できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを習熟度により２つのコース（ＡコースとＢコース）に分けて演習問題を解く．両コースとも同じテーマを
扱うが，演習問題の難易度が異なる．コースは前半と後半で再構成する．なお2回の定期試験期間に実施される演習
は両コースとも共通の問題とする。

なし

プリント資料を配布する．

各演習（100点満点）の平均点を7割，定期試験の平均点を3割として評価点を算出する．
○ 演習の点数
毎回の演習は「基本課題」と「チャレンジ課題」からなり，基本課題60点，チャレンジ課題20～40点（Ａコースは
40点，Ｂコースは20点）とする．授業時間内に終わらなかった課題は，指定した期日までに提出すれば正規配点の
1/2として採点し演習点に加算する．
（欠席した場合は，基本課題を次回授業時に提出すれば60点として扱う．）
[成績不振学生の対応]
講義終了時点で総合評価点が60点に満たない者に対しては，以下の追加演習を実施する.
A.総合評価点が55点以上60点未満の者
追加演習にすべて参加し，優秀な成績で終了した者に対しては総合評価点を60とする.
B.総合評価点が55点未満の者
追加演習にすべて参加し，別途実施される試験において基準点よりも高得点をあげた者に対しては総合評価点を60
とする.
※　授業時間内に回答できなかった演習問題は授業時間外学修において取り組むことができ、この授業外学修の成
果は演習評価点に反映されます．

この授業で学ぶための前提となる授業：線形代数Ⅰ・Ⅱ，解析学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

各回で提示される演習問題に全力で取り組むようにしてください。本授業は学修単位科目となっており、授業外学
修（自学自習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる。また、本授業は5年次開講科目「情報工
学演習２」とセットになっており，本授業で行った内容は後期の演習Ⅱで必要となるので気を抜かずに取り組むこ
と．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 線形代数分野演習(1)

1.5 線形代数分野演習(2)

1.5 線形代数分野演習(3)

1.5 線形代数分野演習(4)

1.5 線形代数分野演習(5)

1.5 線形代数分野演習(6)

0.75 前期中間試験（演習）

1.5 前期中間試験の解説

1.5 解析学分野演習(1)

1.5 解析学分野演習(2)

1.5 解析学分野演習(3)

1.5 解析学分野演習(4)

1.5 解析学分野演習(5)

0.75 前期期末試験（演習）

1.5 前期中間試験の解説と解析学分野演習(6)

合計

22.5

時間

授業計画

　　第１回演習（　　　　点）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

　　ガイダンス，コース分け試験

線形代数分野演習(1)～(6)の内容は以下の通り

□ 行列式　□ 逆行列　□ 連立方程式　□ 固有値・固有ベクトル　□ 行列の対角化

　　第２回演習（　　　　点）

　　第３回演習（　　　　点）

　　第４回演習（　　　　点）

　　第５回演習（　　　　点）

　　第６回演習（　　　　点）

前期中間試験の解説およびコース分け試験

解析学分野演習(1)～(6)の内容は以下の通り

□ 常微分　□ 偏微分　□ 級数展開　□ 極値　□ 最大・最小 (B)

　　第１回演習（　　　　点）

　　第２回演習（　　　　点）

　　第３回演習（　　　　点）

　　第４回演習（　　　　点）

　　第５回演習（　　　　点）

前期中間試験の解説

　　第６回演習（　　　　点）

－294－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 3.5 19 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

情報工学演習１

Exercises in fundamental topics 1

この科目は本学科の学習・教育目標に定める「（CS-1）情報工学(情報数学，確率，アルゴリズム等)の基礎が理解
できる」という力を習得するための科目です．
情報工学に限らず，理工学では数学的な能力，特に計算能力が必要です．そこで本授業では，前半と後半に内容を
分け，前半では線形代数，後半では解析学の内容の演習を扱います．本授業で習得した内容は情報工学基礎演習Ⅱ
において計算機プログラムに結び付けられることになります．

A. 行列に関する諸計算の計算手順を理解し計算を実行できる．
B. 関数の微分に関する諸計算の計算手順を理解し計算を実行できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを習熟度により２つのコース（ＡコースとＢコース）に分けて演習問題を解く．両コースとも同じテーマを
扱うが，演習問題の難易度が異なる．コースは前半と後半で再構成する．なお2回の定期試験期間に実施される演習
は両コースとも共通の問題とする。

なし

プリント資料を配布する．

各演習（100点満点）の平均点を7割，定期試験の平均点を3割として評価点を算出する．
○ 演習の点数
毎回の演習は「基本課題」と「チャレンジ課題」からなり，基本課題60点，チャレンジ課題20～40点（Ａコースは
40点，Ｂコースは20点）とする．授業時間内に終わらなかった課題は，指定した期日までに提出すれば正規配点の
1/2として採点し演習点に加算する．
（欠席した場合は，基本課題を次回授業時に提出すれば60点として扱う．）
[成績不振学生の対応]
講義終了時点で総合評価点が60点に満たない者に対しては，以下の追加演習を実施する.
A.総合評価点が55点以上60点未満の者
追加演習にすべて参加し，優秀な成績で終了した者に対しては総合評価点を60とする.
B.総合評価点が55点未満の者
追加演習にすべて参加し，別途実施される試験において基準点よりも高得点をあげた者に対しては総合評価点を60
とする.
※　授業時間内に回答できなかった演習問題は授業時間外学修において取り組むことができ、この授業外学修の成
果は演習評価点に反映されます．

この授業で学ぶための前提となる授業：線形代数Ⅰ・Ⅱ，解析学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

各回で提示される演習問題に全力で取り組むようにしてください。本授業は学修単位科目となっており、授業外学
修（自学自習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる。また、本授業は5年次開講科目「情報工
学演習２」とセットになっており，本授業で行った内容は後期の演習Ⅱで必要となるので気を抜かずに取り組むこ
と．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 線形代数分野演習(1)

1.5 線形代数分野演習(2)

1.5 線形代数分野演習(3)

1.5 線形代数分野演習(4)

1.5 線形代数分野演習(5)

1.5 線形代数分野演習(6)

0.75 前期中間試験（演習）

1.5 前期中間試験の解説

1.5 解析学分野演習(1)

1.5 解析学分野演習(2)

1.5 解析学分野演習(3)

1.5 解析学分野演習(4)

1.5 解析学分野演習(5)

0.75 前期期末試験（演習）

1.5 前期中間試験の解説と解析学分野演習(6)

合計

22.5

時間

授業計画

　　第１回演習（　　　　点）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

　　ガイダンス，コース分け試験

線形代数分野演習(1)～(6)の内容は以下の通り

□ 行列式　□ 逆行列　□ 連立方程式　□ 固有値・固有ベクトル　□ 行列の対角化

　　第２回演習（　　　　点）

　　第３回演習（　　　　点）

　　第４回演習（　　　　点）

　　第５回演習（　　　　点）

　　第６回演習（　　　　点）

前期中間試験の解説およびコース分け試験

解析学分野演習(1)～(6)の内容は以下の通り

□ 常微分　□ 偏微分　□ 級数展開　□ 極値　□ 最大・最小 (B)

　　第１回演習（　　　　点）

　　第２回演習（　　　　点）

　　第３回演習（　　　　点）

　　第４回演習（　　　　点）

　　第５回演習（　　　　点）

前期中間試験の解説

　　第６回演習（　　　　点）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

プログラミング応用Ⅲ

Programming Applications Ⅲ

企業でのソフトウェアの受託開発を想定し，プロジェクトチームを組み，チーム内でコミュニケーションをとりな
がら顧客（教員）の要求に応じて仕様書をまとめ，具体的なソフトウェアの開発をおこなうことによって，専門知
識を問題解決に応用し，役立てるプロセスを身につける．また，その問題解決において，既存の製品や技術が持つ
問題解決に対する狙いや意図を理解しつつ，異なる技術分野も利用していく．

A.作成するソフトウェアの仕様を文書で記述できる
B.開発環境を使ってソフトウェア開発ができる
C.共同で分担して開発作業ができる
D.さまざまな技術を利用して、問題解決のための道筋を見つけることができる
E.開発スケジュールを相談して作り、状況に応じて修正して作業できる
F.開発したものを共同で協力して発表できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2 B-3 D-1 D-3    

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (d)(4) (e) (g) (i) CS-3 CS-7 CS-8 CS-9 CS-10   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

プログラミング応用Ⅳ授業と一体となっておこなう．学生が自主的に演習しながら，体験的に学習し，教員はあく
までサポータとしての役割に徹する．学生の自主性・自律性を尊重し，さまざまソフトウェアの受託開発を，疑似
体験を通して実践してみる．

なし

なし

プロジェクト開発試行に関して、

(1) システムの企画・提案（要件定義書）(10%）
(2) システムの基本設計・作業工程（仕様書・作業工程表）（10%）
(3) システムの企画・提案への参加度（10%）と貢献度（10%）
(4) システムの基本設計への参加度（10%）と貢献度（10%）
(5) システム開発（試作）への参加度（10%）
(6) 発表内容（30%）

の6点を評価対象とする。

プログラミング基礎Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、アルゴリズム論Ⅰ・Ⅱ，プログラミング応用Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ，ソフトウェア工学Ⅰ・
Ⅱ

ソフトウェア開発では，自発的に調査し学びとる積極性が求められるので，自分で調べて役に立てるというような
積極性が重要である．また，学生同士で互いに協力・分担して検討する態度が重要視される．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

6 要件定義

1.5 要件定義のレビュー（発表）

6 基本設計

1.5 基本設計のレビュー（発表）

4.5 システム開発（試作）

1.5 基本設計と作業工程のレビュー（発表）

合計

22.5

時間

授業計画

□ 顧客の要求内容を細分化し，必要な機能・性能をまとめる．(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ カリキュラムにおける本授業の位置づけを理解する．

□ システムの基本仕様を確認し，開発チームを構成する．

□ 公開された基本仕様にもとづき，顧客の要求内容をヒアリングする．(A)

□ システムの企画・提案に対する顧客によるレビュー (F)

□ 開発チームを再編成し，要件定義書をまとめ顧客の了解を得る．(A)

□ 要件定義の各機能に対する実装方法を整理する．(A)

□ 開発環境を調査し試用する．(B)

□ システムの基本設計に対する顧客によるレビュー (F)

□ 開発環境を構築し，チームでの開発を開始する．(B,C)

□ 作業工程を計画する．(E)

□ システムの機能の一部を試作する．(C,D)

□ システムの基本設計と作業工程に対する顧客によるレビュー (F)

□ システムの開発の進捗を確認する．

－295－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

プログラミング応用Ⅳ

Programming Applications Ⅳ

企業でのソフトウェアの受託開発を想定し，プロジェクトチームを組み，チーム内でコミュニケーションをとりな
がら顧客（教員）の要求に応じて仕様書をまとめ，具体的なソフトウェアの開発をおこなうことによって，専門知
識を問題解決に応用し，役立てるプロセスを身につける．また，その問題解決において，既存の製品や技術が持つ
問題解決に対する狙いや意図を理解しつつ，異なる技術分野も利用していく．さらに，作成したテスト仕様書に基
づいて，開発したソフトウェアのテストをおこない，マニュアルの作成もおこなう．

A.開発環境を使ってソフトウェア開発ができ，作成したソフトウェアの動作の確認や修正ができる
B.マニュアルやテスト仕様書を文書で記述できる
C.共同で分担して開発作業ができる
D.さまざまな技術を利用して，問題解決のための道筋を見つけることができる
E.開発スケジュールを相談して作り，状況に応じて修正して作業できる
F.開発したものを共同で協力して発表できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2 B-3 D-1 D-3    

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (d)(4) (e) (g) (i) CS-3 CS-7 CS-8 CS-9 CS-10   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

プログラミング応用Ⅲの授業と一体となっておこなう．学生が自主的に演習しながら体験的に学習し，教員はあく
までサポータとしての役割に徹する．学生の自主性・自律性を尊重し，さまざまソフトウェアの受託開発を，疑似
体験を通して実践してみる．

なし

なし

プロジェクト開発試行に関して，

(1) システムの開発・テストへの参加度（10%）と貢献度（10%）
(2) 製品マニュアルやテスト仕様書（10%）
(3) 開発したシステム（顧客満足度）（40%）
(4) 発表内容（30%）

の4点を評価対象とする．ただし，開発したシステムが授業内で提示する基準を満たさない場合は不可とする．

プログラミング基礎Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、アルゴリズム論Ⅰ・Ⅱ，プログラミング応用Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，ソフトウェア工学Ⅰ・
Ⅱ

ソフトウェア開発では，自発的に調査し学びとる積極性が求められるので，自分で調べて役に立てるというような
積極性が重要である．また，学生同士で互いに協力・分担して検討する態度が重要視される．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

6 システム開発

1.5 中間発表（育英祭）

7.5 システム開発とテスト

1.5 中間発表（仮検収）

3 システムの改修

1.5 最終発表

合計

22.5

時間

授業計画

□ 適宜，顧客にシステム開発の進捗を報告し，レビューを受ける．(E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ カリキュラムにおける本授業の位置づけを理解する．

□ システム開発の進捗を確認する．

□ 基本設計にもとづき，開発チーム内で分担・協力してシステムを開発する．(A,C,

□ システムのデモンストレーションを企画・実施する．(F)

□ 顧客にシステム開発の進捗を報告し，レビューを受ける．(E)

□ 基本設計にもとづき，開発チーム内で分担・協力してシステムを開発する．(A,C,

□ テスト仕様書を作成し，システムの機能を確認する．(A,B,C)

□ 開発したシステムをプレゼンし，顧客の検収を受ける．(F)

□ 顧客の仮検収を受け，指摘事項を改修する．(A,C,D)

□ システムのマニュアル等のドキュメントを作成する．(B)

□ 開発したシステムをプレゼンし，顧客の検収を受ける．(F)

－296－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

プログラミング応用Ⅳ

Programming Applications Ⅳ

企業でのソフトウェアの受託開発を想定し，プロジェクトチームを組み，チーム内でコミュニケーションをとりな
がら顧客（教員）の要求に応じて仕様書をまとめ，具体的なソフトウェアの開発をおこなうことによって，専門知
識を問題解決に応用し，役立てるプロセスを身につける．また，その問題解決において，既存の製品や技術が持つ
問題解決に対する狙いや意図を理解しつつ，異なる技術分野も利用していく．さらに，作成したテスト仕様書に基
づいて，開発したソフトウェアのテストをおこない，マニュアルの作成もおこなう．

A.開発環境を使ってソフトウェア開発ができ，作成したソフトウェアの動作の確認や修正ができる
B.マニュアルやテスト仕様書を文書で記述できる
C.共同で分担して開発作業ができる
D.さまざまな技術を利用して，問題解決のための道筋を見つけることができる
E.開発スケジュールを相談して作り，状況に応じて修正して作業できる
F.開発したものを共同で協力して発表できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2 B-3 D-1 D-3    

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (d)(4) (e) (g) (i) CS-3 CS-7 CS-8 CS-9 CS-10   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

プログラミング応用Ⅲの授業と一体となっておこなう．学生が自主的に演習しながら体験的に学習し，教員はあく
までサポータとしての役割に徹する．学生の自主性・自律性を尊重し，さまざまソフトウェアの受託開発を，疑似
体験を通して実践してみる．

なし

なし

プロジェクト開発試行に関して，

(1) システムの開発・テストへの参加度（10%）と貢献度（10%）
(2) 製品マニュアルやテスト仕様書（10%）
(3) 開発したシステム（顧客満足度）（40%）
(4) 発表内容（30%）

の4点を評価対象とする．ただし，開発したシステムが授業内で提示する基準を満たさない場合は不可とする．

プログラミング基礎Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、アルゴリズム論Ⅰ・Ⅱ，プログラミング応用Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，ソフトウェア工学Ⅰ・
Ⅱ

ソフトウェア開発では，自発的に調査し学びとる積極性が求められるので，自分で調べて役に立てるというような
積極性が重要である．また，学生同士で互いに協力・分担して検討する態度が重要視される．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

6 システム開発

1.5 中間発表（育英祭）

7.5 システム開発とテスト

1.5 中間発表（仮検収）

3 システムの改修

1.5 最終発表

合計

22.5

時間

授業計画

□ 適宜，顧客にシステム開発の進捗を報告し，レビューを受ける．(E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ カリキュラムにおける本授業の位置づけを理解する．

□ システム開発の進捗を確認する．

□ 基本設計にもとづき，開発チーム内で分担・協力してシステムを開発する．(A,C,

□ システムのデモンストレーションを企画・実施する．(F)

□ 顧客にシステム開発の進捗を報告し，レビューを受ける．(E)

□ 基本設計にもとづき，開発チーム内で分担・協力してシステムを開発する．(A,C,

□ テスト仕様書を作成し，システムの機能を確認する．(A,B,C)

□ 開発したシステムをプレゼンし，顧客の検収を受ける．(F)

□ 顧客の仮検収を受け，指摘事項を改修する．(A,C,D)

□ システムのマニュアル等のドキュメントを作成する．(B)

□ 開発したシステムをプレゼンし，顧客の検収を受ける．(F)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 10.5 12 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

ソフトウェア開発会社での設計，開発，保守業務の実務経験にもとづき，ソフトウェア開発の手法と仕様の文書化
について説明する．

授業内容

科目名（和文）

ソフトウェア工学Ⅰ

Software Engineering  1

システム開発において重要となるのが、効率的なソフトウェア開発である。
開発の各種法と仕様の作成について学ぶ。

A.ソフトウェア開発の手順について理解できる。
B.仕様をまとめ、文書にすることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-3 CS-7 CS-10     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習にて実施する。授業では、各演習・実験などで作成したプログラム事例を用いて演習を実施する。各レ
ポート返却時（提出翌週を予定）に講評及びコメントを添付し、次の提出への改善点を示す。

なし

ソフトウェア工学の基礎　神長 裕明・郷 健太郎・杉浦 茂樹・高橋 正和・藤田 茂・渡辺 喜道著　(共立出版株式
会社)

中間・期末と2回レポートを課す。それぞれのレポートの平均点で評価する。

プログラミング応用Ⅲ、Ⅳ

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業計画の説明     

     

1.5 ソフトウェア工学とは     

     

     

7.5 ソフトウェアのライフサイクルと開発モデル

     

     

12 要求分析と設計     

合計

22.5

時間

授業計画

要性を理解する。(A)         

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画・評価方法         

         

□ソフトウェアとハードウェア、ソフトウェア開発の基本活動、ソ

フトウェア開発の特徴,これらの項目から、ソフトウェア工学の必

□ソフトウェアのライフサイクル、ソフトウェア開発モデルの特徴

と問題点を理解する。(A)         

         

□要求の分析工程、 オブジェクト指向分析、構造化分析の各手法

を理解し、設計と仕様書をまとめることができる(B)         
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 9 13.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義と演習にて実施する。授業では、各演習・実験などで作成したプログラム事例を用いて演習を
実施する。各レポート返却時（提出翌週を予定）に講評及びコメントを添付し、次の提出への改善点を示す。

なし

ソフトウェア工学の基礎　神長 裕明・郷 健太郎・杉浦 茂樹・高橋 正和・藤田 茂・渡辺 喜道著　(共立出版株式
会社)

中間・期末と2回レポートを課す。それぞれのレポートの平均点で評価する。

プログラミング応用Ⅲ、Ⅳ

科目名（和文）

ソフトウェア工学Ⅱ

Software Engineering Ⅱ

ソフトウェア開発の品質を高める上で重要となる、レビューとテストの手法について学ぶ。

A.ソフトウェア開発テストの各手法について理解できる。
B.テストケースを作成し、テストを行い、報告書をまとめることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-3 CS-7 CS-10     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

ソフトウェア開発会社での設計，開発，保守業務の実務経験にもとづき，ソフトウェアテストの手法およびテスト
ケースの作成とテスト仕様の文書化について説明する．

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業計画の説明     

     

4.5 レビューとテスト     

     

     

     

     

     

3 ソフトウェアの進化     

     

13.5 テストの実施     

合計

22.5

時間

システムへの反映         

報告書の作成の各工程が実施できる。(B)         

□保守性、リリース管理、再利用とはどのようなことか、なぜ必要

かを理解できる。(A)       

         

□テストケースの作成         

テストの実施         

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画・評価方法         

         

□レビューとは         

テスト手法とテストケース         

品質による分類(機能・性能・負荷テスト）         

ホワイトボックステストとブラックボックステスト         

の各項目・工程を理解することができる。 (A)           

授業計画

工程による分類(単体・結合・システム)         
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 9 13.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義と演習にて実施する。授業では、各演習・実験などで作成したプログラム事例を用いて演習を
実施する。各レポート返却時（提出翌週を予定）に講評及びコメントを添付し、次の提出への改善点を示す。

なし

ソフトウェア工学の基礎　神長 裕明・郷 健太郎・杉浦 茂樹・高橋 正和・藤田 茂・渡辺 喜道著　(共立出版株式
会社)

中間・期末と2回レポートを課す。それぞれのレポートの平均点で評価する。

プログラミング応用Ⅲ、Ⅳ

科目名（和文）

ソフトウェア工学Ⅱ

Software Engineering Ⅱ

ソフトウェア開発の品質を高める上で重要となる、レビューとテストの手法について学ぶ。

A.ソフトウェア開発テストの各手法について理解できる。
B.テストケースを作成し、テストを行い、報告書をまとめることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-3 CS-7 CS-10     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

ソフトウェア開発会社での設計，開発，保守業務の実務経験にもとづき，ソフトウェアテストの手法およびテスト
ケースの作成とテスト仕様の文書化について説明する．

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業計画の説明     

     

4.5 レビューとテスト     

     

     

     

     

     

3 ソフトウェアの進化     

     

13.5 テストの実施     

合計

22.5

時間

システムへの反映         

報告書の作成の各工程が実施できる。(B)         

□保守性、リリース管理、再利用とはどのようなことか、なぜ必要

かを理解できる。(A)       

         

□テストケースの作成         

テストの実施         

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画・評価方法         

         

□レビューとは         

テスト手法とテストケース         

品質による分類(機能・性能・負荷テスト）         

ホワイトボックステストとブラックボックステスト         

の各項目・工程を理解することができる。 (A)           

授業計画

工程による分類(単体・結合・システム)         

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 18 4.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

OS概論Ⅰ

Operating Systems Ⅰ

OSの機能と各種インターフェイスついて講義形式で理解する

A.OSの歴史と基本機能・拡張機能について資料をみながら説明できる
B.OSのユーザインターフェイスについて資料をみながら説明できる
C.OSのプログラミングインターフェイスについて資料をみながら説明できる
D.OSのハードウェアインターフェースについて資料をみながら説明できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で行い内容の理解度は定期試験で検査する
講義した内容が実際の製品にどのように応用されているかを理解するためのレポート課題を実施する
中間試験問題解説の授業項目回で中間試験および課題その１を返却し採点内容の訂正を行う
期末試験問題解説の授業項目回で期末試験および課題その２を返却し採点内容の訂正を行う

なし

オペレーティングシステム,松尾著,森北出版

中間評価＝中間試験(70%)+課題その１(30%)
期末評価＝期末試験(70%)+課題その２(30%)
最終評価は中間評価と期末評価の平均値とする。最終評価の小数値は切り捨てる。
課題評価方法は0点,5点,10点,15点,20点,25点,30点の7段階とする
（評価点30)：課題がすべて完了している（課題の達成率が6/6である)
（評価点5-25)：未完了の課題がある（課題の達成率が1/6なら5点,5/6なら25点とする）
（評価点0)：未提出・未着手同然・課題の複製の疑いがある。
提出期限に遅れて提出されたものは上記の評価方法で評価し、評価点を一段階下げる。
課題のテーマ（製品番号等）が他の学生4名以上と同じであった場合は内容を評価をせず保留とする。
評価を保留とした学生に対しては同内容の追課題（ただし別製品で再度調査する）の提出を指示する。
課題と追課題の両テーマが追課題を指示された他の学生とまったく同じであった場合は評価を0とする。

電子回路,OS概論Ⅱ

自分が使っているPCとスマートフォンのCPU・メモリ・各種ディスク・通信回線・OSの種類とバージョンについて
Web等であらかじめ調べておくとよい。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業概要の説明     

0.75 OSの基礎(1)

1.5 OSの基礎(2)

1.5 OSとUI(ユーザインターフェイス)その1

1.5 OSとUI(ユーザインターフェイス)その2

1.5 OSとPI(プログラミングインターフェイス)その1

1.5 中間試験準備・課題その１提出日     

0.75 中間試験

1.5 中間試験問題解説     

1.5 OSとPI(プログラミングインターフェイス)その2

1.5 OSとHI(ハードウェアインターフェイス)その1

1.5 OSとHI(ハードウェアインターフェイス)その2

1.5 OSとHI(ハードウェアインターフェイス)その3  

1.5 OSとHI(ハードウェアインターフェイス)その4

1.5 期末試験準備・課題その２提出日

0.75 期末試験    

0.75 期末試験問題解説     

0.75 学習のまとめ 

課題その１（中間試験）  

課題その２（期末試験）     

合計

22.5

時間

授業計画

□GUI/GUI部品とライブラリについて理解できる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□コンピュータシステムとOSの開発の歴史を理解できる(A)   

□OSカーネルの機能について理解できる(A)

□CUI/シェルとシェルコマンド・パイプ・拡張子について理解できる(B)

□APIとシステムコールについて理解できる(C)

□ミドルウェアと各種ライブラリについて理解できる(C)

□OSのデバイスドライバとPCのマザーボードの部品が理解できる(D)

□CPU・メモリ・各種ディスクのハードウェアの仕組みが理解できる(D) 

□割り込み・PIO・DMAが理解できる(D)

□BIOSとOSのブート動作の仕組みが理解できる(D)

□UI,PIの具体例が理解できる(B,C)

以下についてマニュアルを調査し、指定された内容を列挙する

(1)OSのシェルコマンドを2つ。(オプションを全て列挙)

(2)OSのGUI部品を2つ。(プロパティを全て列挙)

(3)OSの引数付きシステムコールを2つ。(引数を全て列挙) 

□HIの具体例が理解できる(D)  

以下について新製品・旧製品のデータシートを示し、改良点をわかりやすく示す

(1)マザーボード（新製品・旧製品）

(2)CPU（新製品・旧製品）

(3)メモリ（新製品・旧製品）

注意：同世代の上位機種・下位機種ではなく新旧規格とすること
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 18 4.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式で行い内容の理解度は定期試験で検査する
講義した内容が実際の製品にどのように応用されているかを理解するためのレポート課題を実施する
中間試験問題解説の授業項目回で中間試験および課題その１を返却し採点内容の訂正を行う
期末試験問題解説の授業項目回で期末試験および課題その２を返却し採点内容の訂正を行う

なし

オペレーティングシステム,松尾著,森北出版
ゼロからのOS自作入門, 内田公太著,マイナビブックス

中間評価＝中間試験(70%)+課題その１(30%)
期末評価＝期末試験(70%)+課題その２(30%)
最終評価は中間評価と期末評価の平均値とする。最終評価の小数値は切り捨てる。
課題評価方法は0点,5点,10点,15点,20点,25点,30点の7段階とする
（評価点30)：課題がすべて完了している
（評価点5-25)：未完了の課題がある（達成率により振り分ける）
（評価点0)：未提出・未着手同然・課題の複製等の疑いがある
提出期限に遅れて提出されたものは上記の評価方法で評価し、評価点を一段階下げる。
・課題の複製の疑いまたはツールによる出力の疑いがある場合はその理由を説明したうえで
追加課題の提出の指示を行う。
・追加課題に同様の疑いがある場合はその理由を説明したうえで総合評価を0とする。

OS概論Ⅰ

自分が使っているPCやスマートフォンのタスク管理画面マネージャとプログラムの強制終了方法について試してお
くとよい。また、各種エミュレータやデスクトップの仮想化についてもPCへインストールできるものがあるので調
査をしておくとよい。

科目名（和文）

OS概論Ⅱ

Operating Systems Ⅱ

OSカーネルとOSの拡張方法について講義形式で理解する.OSカーネルについてはプログラミング課題で具体的な動作
を理解する.

A.OSカーネルの各種管理手法を資料をみながら説明できる
B.OSの拡張とエミュレーション環境の利用について資料をみながら説明できる
C.OSを0から作るための方法論について資料をみながら説明できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業概要の説明     

0.75 OSカーネル(1)

1.5 OSカーネル(2)

1.5 OSカーネル(3)

1.5 OSカーネル(4)

1.5 OSカーネル(5)

1.5 中間試験準備・課題その１提出日

0.75 中間試験

1.5 中間試験問題解説 

1.5 OSカーネル(6)

1.5 OSの機能拡張(1)

1.5 OSの機能拡張(2)

1.5 OSの機能拡張(3)

1.5 OSの開発方法論

1.5 期末試験準備 ・課題その２提出日    

0.75 期末試験       

0.75 期末試験問題解説     

0.75 学習のまとめ    

課題その１（中間試験）  

課題その２（期末試験）     

合計

22.5

時間

予約メモリブロック数は乱数を使って発生させる仕様とする

(追加課題)空きメモリを選択する方法を複数実装する

(追加課題)プロセスへの割り当て方法を複数実装する

□メモリ管理方法の具体例がプログラミングできる(A)

課題の詳細は授業中に配布される別紙の仕様書を参照する

(概要)空きメモリの予約と解放を繰り返し、メモリがどのように使われるか計算する

□プロセス管理方法の具体例がプログラミングできる(A)

課題の詳細は授業中に配布される別紙の仕様書を参照する。

1つのCPUを複数のプロセスへ順に割り当て、各プロセスの処理完了時間を計算する

プロセスの開始時刻と処理時間は乱数をつかって発生させる仕様とする

□デバイスの入出力管理方法が理解できる(A)

□OSの常駐プログラムについて理解できる(B) 

□機器のエミュレーションとOSの仮想化について理解できる(B)

□サーバ群の仮想化・負荷分散・クラウドサービスが理解できる(B)

□OSを0から自作するための方法論について理解できる(C)   

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□資源の仮想化と多重化を理解できる(A)     

□プロセス管理方法が理解できる(A)        

□並列処理管理方法が理解できる(A)     

□ファイル管理方法が理解できる(A)           

授業計画

□メモリ管理方法が理解できる(A)   

－300－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 18 4.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義形式で行い内容の理解度は定期試験で検査する
講義した内容が実際の製品にどのように応用されているかを理解するためのレポート課題を実施する
中間試験問題解説の授業項目回で中間試験および課題その１を返却し採点内容の訂正を行う
期末試験問題解説の授業項目回で期末試験および課題その２を返却し採点内容の訂正を行う

なし

オペレーティングシステム,松尾著,森北出版
ゼロからのOS自作入門, 内田公太著,マイナビブックス

中間評価＝中間試験(70%)+課題その１(30%)
期末評価＝期末試験(70%)+課題その２(30%)
最終評価は中間評価と期末評価の平均値とする。最終評価の小数値は切り捨てる。
課題評価方法は0点,5点,10点,15点,20点,25点,30点の7段階とする
（評価点30)：課題がすべて完了している
（評価点5-25)：未完了の課題がある（達成率により振り分ける）
（評価点0)：未提出・未着手同然・課題の複製等の疑いがある
提出期限に遅れて提出されたものは上記の評価方法で評価し、評価点を一段階下げる。
・課題の複製の疑いまたはツールによる出力の疑いがある場合はその理由を説明したうえで
追加課題の提出の指示を行う。
・追加課題に同様の疑いがある場合はその理由を説明したうえで総合評価を0とする。

OS概論Ⅰ

自分が使っているPCやスマートフォンのタスク管理画面マネージャとプログラムの強制終了方法について試してお
くとよい。また、各種エミュレータやデスクトップの仮想化についてもPCへインストールできるものがあるので調
査をしておくとよい。

科目名（和文）

OS概論Ⅱ

Operating Systems Ⅱ

OSカーネルとOSの拡張方法について講義形式で理解する.OSカーネルについてはプログラミング課題で具体的な動作
を理解する.

A.OSカーネルの各種管理手法を資料をみながら説明できる
B.OSの拡張とエミュレーション環境の利用について資料をみながら説明できる
C.OSを0から作るための方法論について資料をみながら説明できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業概要の説明     

0.75 OSカーネル(1)

1.5 OSカーネル(2)

1.5 OSカーネル(3)

1.5 OSカーネル(4)

1.5 OSカーネル(5)

1.5 中間試験準備・課題その１提出日

0.75 中間試験

1.5 中間試験問題解説 

1.5 OSカーネル(6)

1.5 OSの機能拡張(1)

1.5 OSの機能拡張(2)

1.5 OSの機能拡張(3)

1.5 OSの開発方法論

1.5 期末試験準備 ・課題その２提出日    

0.75 期末試験       

0.75 期末試験問題解説     

0.75 学習のまとめ    

課題その１（中間試験）  

課題その２（期末試験）     

合計

22.5

時間

予約メモリブロック数は乱数を使って発生させる仕様とする

(追加課題)空きメモリを選択する方法を複数実装する

(追加課題)プロセスへの割り当て方法を複数実装する

□メモリ管理方法の具体例がプログラミングできる(A)

課題の詳細は授業中に配布される別紙の仕様書を参照する

(概要)空きメモリの予約と解放を繰り返し、メモリがどのように使われるか計算する

□プロセス管理方法の具体例がプログラミングできる(A)

課題の詳細は授業中に配布される別紙の仕様書を参照する。

1つのCPUを複数のプロセスへ順に割り当て、各プロセスの処理完了時間を計算する

プロセスの開始時刻と処理時間は乱数をつかって発生させる仕様とする

□デバイスの入出力管理方法が理解できる(A)

□OSの常駐プログラムについて理解できる(B) 

□機器のエミュレーションとOSの仮想化について理解できる(B)

□サーバ群の仮想化・負荷分散・クラウドサービスが理解できる(B)

□OSを0から自作するための方法論について理解できる(C)   

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□資源の仮想化と多重化を理解できる(A)     

□プロセス管理方法が理解できる(A)        

□並列処理管理方法が理解できる(A)     

□ファイル管理方法が理解できる(A)           

授業計画

□メモリ管理方法が理解できる(A)   

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

数理工学概論

Fundamentals of Mathematical Engineering

昨今の情報の大容量化に伴い，データの圧縮は必要不可欠な技術となっている．本授業では，画像をターゲットと
し，高解像度化，高フレームレート化によって生じる大容量のデータを扱う際の圧縮技術（符号化）について基本
的な知識を身に付け，さらに実際の静止画および動画での符号化手法を学習する．

Ａ　非圧縮時の静止画，動画のデータ量を計算することができる
Ｂ　可逆符号化と非可逆符号化の違いを説明できる
Ｃ　可逆符号化方式に基づいてデータ列を符号に変換することができ，さらに，符号化データから元のデータを復
号することができる
Ｄ　静止画および動画での非可逆符号化方式における，YCbCr，DCT，量子化，動き補償，GOP構造とフレーム予測の
概要を説明できる
Ｅ　電子透かし技術の特徴を理解し，データ列に透かし情報を埋め込み，また，透かしの入ったデータ列から透か
し情報を検出することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (i) CS-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を行う．中間・期末試験を実施し，答案用紙を返却した上で解答例を解説し学習内容を確認しても
らう

必要に応じてプリント資料を配布する．

ディジタル画像圧縮の基礎　安田浩、渡辺裕著　日経ＢＰ出版センター
ディジタル画像処理　CG-ARTS協会

・中間評価：中間試験の結果を100％で評価
・期末評価：中間試験50％＋期末試験50％で評価

画像処理Ⅰ，画像処理Ⅱ

計算機上での数値表現（小数を二進数で表す方法），情報量（ビット，バイトやキロ，メガ，ギガの単位）につい
て確認しておいてください

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 符号化概要

4.5 可逆符号化

3 静止画の非可逆符号化方式(1)

0.75 中間試験

1.5 中間試験の解説

4.5 静止画の非可逆符号化方式(2)

3 動画の非可逆符号化方式

1.5 電子透かし

0.75 期末試験

1.5 期末試験の解説

合計

22.5

時間

授業計画

□可逆符号化と非可逆符号化の違いを説明できる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置づけおよび評価方法を理解する

□静止画および動画の非圧縮時のデータ量を計算することができる(A)

□ランレングス符号を用いてデータ列を符号に変換し，符号化データを元に復号

　することができる(C)

□ハフマン符号を用いてデータ列を符号に変換し，符号化データを元に復号する

　ことができる(C)

□算術符号を用いてデータ列を符号に変換し，符号化データを元に復号することが

　できる(C)

□静止画での非可逆符号化の処理の流れを図を参照しながら説明できる(D)

□YCbCr色空間の特徴とサンプリング方法を図を参照しながら説明できる(D)

□相関除去の仕組みを図を参照しながら説明できる(D)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□量子化の仕組みを図を参照しながら説明でき，ブロックノイズやモスキート

　ノイズの特徴を画像と対応づけることができる(D)

□符号量を，圧縮率やbps，ビットレートで表現することができる(D)

□主観評価方法および客観評価方法の特徴を説明することができる(D)

□JPEGの特徴を理解し，非可逆符号化における各処理の概要を順を追って説明でき

　る(D)

□DCTにおけるDC係数，AC係数のもつ意味（特性）を理解し，図を参照しながら

　説明できる(D)

□量子化テーブルを用いて，色成分毎，DCTの係数毎に量子化した結果を計算する

　ことができる(D)

□量子化後のDC係数およびAC係数から符号化データを計算することができる(D)

□動き補償の考え方を図を参照しながら説明できる(D)

□勾配法およびブロックマッチング法の特徴を理解し，勾配法を用いて動き量を

□埋め込み規則に基づいて、データ列（画素値）に透かし情報を埋め込むことが

　できる．また，透かし埋め込み後のデータ列から透かし情報を検出できる(E)

□試験実施

　計算することができる(D)

□フレーム内予測とフレーム間予測の違いを説明できる(D)

□GOP構造の3種類のピクチャの特徴を図を参照しながら説明できる(D)

□電子透かしの要件を理解している(E)

□答案返却，試験解説

□透かし情報の埋め込み方式、検出方式の概要を理解し特徴を説明できる(E)

－301－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 16.5 6

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

企業活動におけるマーケティングの位置づけと考え方、市場・消費者動向とそのとらえ方について、テキスト「1か
らのマーケティング」に沿って、事例をもとに解説していく。
各項目の区切りタイミングに、扱う内容を題材とした演習小課題にトライし、授業内で内容と解答を解説する。
1/4半期区間で、それまでの内容を総合した分析レポート課題を提示、提出後コメントを加えたレポートを返却し、
授業内で高評価学生にプレゼンテーションしてもらい、評価ポイントを解説する。

テレビ東京ワールドビジネスサテライト、日経MJ、など

1/4半期の各区間で、授業内での小課題とレポートによる総合評価を行う
評価の配点は
前期末時のレポート80％＋授業内での小課題20％
前期前半：レポート作成（80％）
　　　　　特に、レポート内では「分析・考察」の独自性（オリジナリティ）を中心に評価
　　　　　※ 独自の自分なりの考察が出来ているか、またその考察を導き出した理由が書けているか
前期後半：テーマに沿った分析と考察をレポートにまとめる（80％）
　　　　　科目別補講日を利用したフィールドワークにより“街”を分析し、特徴的なポイントを導
　　　　　き出し人や社会現象の原因について考察しレポートにまとめる
　　　　　分析内容・考察のポイントを総合的に評価
　小課題：授業内で小課題を行い、その評価も総合評価に含めます（20％)

無し

身の回りのものに、参考になる資料がたくさんあります。
日ごろから、様々な商品や環境の変化について、注意を払うようにしてください。

科目名（和文）

マーケティング論

Introduction to Marketing

マーケティングの概要・概念・戦略、さらにそのマネジメントと、企業や開発部門との関係性について、事例をも
とに解説し、マーケティングの全体的な概要を習得していく。
特に、マーケティングの各分野において、サーバ技術やデータ処理がどのように影響しているか、事例に追加しな
がら解説する。（代表例：POSシステムなど）

A マーケティングとは何か？について、全体像を簡潔に答えられる
B マーケティング活動における、情報系技術者の位置づけを答えられる
C 商品を冷静に見て、その特徴とコンセプトを予測できる
D 広い視野で事象や人を見て、状況の中から重要と思われるポイントを探すことができる
E 自分なりの考察を加え、新たな提案を構築できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (i) CS-8       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーにおける商品企画、デザイン開発実務の経験から、テキストの内容に加えて、講義の中で実際に授
業担当者が経験した商品企画の実務事例紹介をしながら、マーケティングの考え方を解説していく。
マーケティングを考えていく上で、最も重要視されている市場環境や人々の行動といった日常生活環境の中から、
実際に現在のモノ・コトに影響を与えている要素について解説し、見方、考え方を学んでもらう。

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

0.75 マーケティングについて調査

1.5 マーケティングとは？

1.5 マーケティングの成り立ちと基本概念

1.5 マーケティング発想の経営

1.5 基本概念と戦略

1.5 マーケティングのマネジメント（製品関連）（流

1.5 顧客の理解

1.5 ブランド戦略

1.5 マーケティングに関するレポート作成

6 市場と「人」について

生活環境と「人」

定点観測と「人」の行動

市場の将来予測トライアル課題

1.5 学習指導期間 プレゼンテーション

1.5 科目別補講日　校外実習（市場観測を予定）

合計

22.5

時間

□ 前期後半のタイミングでフィールドワークを予定-C,D,E

 （実際に市場観測にトライし、予測を試みる）

□ 「人」から予測する将来について自分なりに予測できる-D,E

 （人の志向の中で、変わるものと変わらないものは？）

任意に選出しプレゼンテーション

 （7分/1人×8組程度）

□ 市場形成と消費活動の中心が「人」であることを理解する-D

□ 生活環境と「人」の消費活動から変化を読み取る-D,E

□ 「人」の調査方法として知られる定点観測について解説-D

□ 市場、流通とそのマネジメントについて理解する-C

□ 顧客と企業との関係構築について理解する-D

□ ブランド戦略の概要と考え方を理解する-D,E

レポートによる評価

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画、評価方法の説明

□ マーケティングの概要について理解する-A

□ マーケティングについて解説.調査結果を検証-A,B

□ 経営におけるマーケティングの意味を理解する-C

□ マーケティングの基本を理解する

□ 製品開発、価格設定、広告活動について理解する

授業計画

□ 商品・市場分析の手法について解説.考え方を理解する-C

－302－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 16.5 6

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

企業活動におけるマーケティングの位置づけと考え方、市場・消費者動向とそのとらえ方について、テキスト「1か
らのマーケティング」に沿って、事例をもとに解説していく。
各項目の区切りタイミングに、扱う内容を題材とした演習小課題にトライし、授業内で内容と解答を解説する。
1/4半期区間で、それまでの内容を総合した分析レポート課題を提示、提出後コメントを加えたレポートを返却し、
授業内で高評価学生にプレゼンテーションしてもらい、評価ポイントを解説する。

テレビ東京ワールドビジネスサテライト、日経MJ、など

1/4半期の各区間で、授業内での小課題とレポートによる総合評価を行う
評価の配点は
前期末時のレポート80％＋授業内での小課題20％
前期前半：レポート作成（80％）
　　　　　特に、レポート内では「分析・考察」の独自性（オリジナリティ）を中心に評価
　　　　　※ 独自の自分なりの考察が出来ているか、またその考察を導き出した理由が書けているか
前期後半：テーマに沿った分析と考察をレポートにまとめる（80％）
　　　　　科目別補講日を利用したフィールドワークにより“街”を分析し、特徴的なポイントを導
　　　　　き出し人や社会現象の原因について考察しレポートにまとめる
　　　　　分析内容・考察のポイントを総合的に評価
　小課題：授業内で小課題を行い、その評価も総合評価に含めます（20％)

無し

身の回りのものに、参考になる資料がたくさんあります。
日ごろから、様々な商品や環境の変化について、注意を払うようにしてください。

科目名（和文）

マーケティング論

Introduction to Marketing

マーケティングの概要・概念・戦略、さらにそのマネジメントと、企業や開発部門との関係性について、事例をも
とに解説し、マーケティングの全体的な概要を習得していく。
特に、マーケティングの各分野において、サーバ技術やデータ処理がどのように影響しているか、事例に追加しな
がら解説する。（代表例：POSシステムなど）

A マーケティングとは何か？について、全体像を簡潔に答えられる
B マーケティング活動における、情報系技術者の位置づけを答えられる
C 商品を冷静に見て、その特徴とコンセプトを予測できる
D 広い視野で事象や人を見て、状況の中から重要と思われるポイントを探すことができる
E 自分なりの考察を加え、新たな提案を構築できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (i) CS-8       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

自動車メーカーにおける商品企画、デザイン開発実務の経験から、テキストの内容に加えて、講義の中で実際に授
業担当者が経験した商品企画の実務事例紹介をしながら、マーケティングの考え方を解説していく。
マーケティングを考えていく上で、最も重要視されている市場環境や人々の行動といった日常生活環境の中から、
実際に現在のモノ・コトに影響を与えている要素について解説し、見方、考え方を学んでもらう。

授業内容

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

0.75 マーケティングについて調査

1.5 マーケティングとは？

1.5 マーケティングの成り立ちと基本概念

1.5 マーケティング発想の経営

1.5 基本概念と戦略

1.5 マーケティングのマネジメント（製品関連）（流

1.5 顧客の理解

1.5 ブランド戦略

1.5 マーケティングに関するレポート作成

6 市場と「人」について

生活環境と「人」

定点観測と「人」の行動

市場の将来予測トライアル課題

1.5 学習指導期間 プレゼンテーション

1.5 科目別補講日　校外実習（市場観測を予定）

合計

22.5

時間

□ 前期後半のタイミングでフィールドワークを予定-C,D,E

 （実際に市場観測にトライし、予測を試みる）

□ 「人」から予測する将来について自分なりに予測できる-D,E

 （人の志向の中で、変わるものと変わらないものは？）

任意に選出しプレゼンテーション

 （7分/1人×8組程度）

□ 市場形成と消費活動の中心が「人」であることを理解する-D

□ 生活環境と「人」の消費活動から変化を読み取る-D,E

□ 「人」の調査方法として知られる定点観測について解説-D

□ 市場、流通とそのマネジメントについて理解する-C

□ 顧客と企業との関係構築について理解する-D

□ ブランド戦略の概要と考え方を理解する-D,E

レポートによる評価

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画、評価方法の説明

□ マーケティングの概要について理解する-A

□ マーケティングについて解説.調査結果を検証-A,B

□ 経営におけるマーケティングの意味を理解する-C

□ マーケティングの基本を理解する

□ 製品開発、価格設定、広告活動について理解する

授業計画

□ 商品・市場分析の手法について解説.考え方を理解する-C

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 13.5 9

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

データベース

Database

データベースの概念と仕組みについて，主に講義形式で学習する．また，演習を通して問合せ処理等のデータベー
スを利活用するための技術を習得する．

A. データベースの構造について，資料をみながら内容を説明することができる．
B. データベースの設計について，資料をみながら内容を説明することができる．
C. データベースの管理について，資料をみながら内容を説明することができる．
D. データベースの各種操作について，資料をみながらSQL命令を説明することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-4       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

主に講義形式で授業を行う．中間・期末試験の他に，課題を2回出題する．中間・期末試験や課題の返却(フィード
バック)は，試験実施後の授業で行う．その際，解答例を解説し，学習状況を確認してもらう．なお，期末試験の出
題範囲は，半期の学習項目すべてを対象とする．

永田 武(2021)『データベースの基礎(改訂版)』コロナ社

ガイダンス時に参考文献のリストを配布する．

中間: 中間試験(80%) + 課題1(20%)
      ※課題1の提出締切日は，中間試験日当日とする．必要に応じて，課題1の再提出を指示する．
　　　　再提出物(課題1)の評価は，期末評価に反映する．

期末: 中間試験(30%) + 期末試験(40%) + 課題1と課題2(30%)
      ※試験と課題で評価を行う．

事前に指定された教科書の範囲を一読し，わからない用語をチェックしておくとよい．

氏名：

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 データベースの特徴(目的・機能)

1.5 データの検索機構

3 トランザクション管理

0.5 データモデル

1 データベース設計

1.5 設計演習(課題1)

0.75 中間試験

0.5 中間試験の講評

1 障害回復

1.5 関係代数(集合演算と関係演算)

3 SQL演習

1.5 リレーションの正規化

3 データベース模擬構築演習(課題2)

0.75 期末試験

1.5 期末試験と課題の講評

合計

22.5

時間

授業計画

□ 磁気ディスク装置の容量やアクセス時間の概算ができる (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ カリキュラムにおける本授業の位置付けを理解する

□ データベースの特徴や機能について説明できる (A)

□ インデックスの仕組みについて説明できる (A)

□ トランザクションのACID特性について説明できる (C)

□ トランザクションの同時実行制御について説明できる (C)

□ 待ちグラフや相反グラフを作図することができる (C)

□ 隔離性水準について説明できる (C)

□ ANSI/SPARCの3層スキーマ構造について説明できる (A)

□ E-Rモデルの構成要素を理解し，関係を図に表現できる (A，B)

□ データベース設計の流れを説明できる (B)

□ E-R図(概念設計)で描かれた内容を説明できる (B)

□ 概念データモデルをE-Rモデルで表現できる (B)

□ 試験実施

□ 答案返却，試験解説

□ DBMSの障害回復機能が対象とする障害を例示・分類することができる (C)

□ ロールフォワードとロールバックについて説明できる (C)

□ ログファイルとチェックポイントについて説明できる (C)

□ 集合演算と関係演算を理解し，基本的なデータ操作を行うことができる (D)

□ 関係データベースを作成することができる (D)

□ 関係データベースを操作(参照・更新・追加・削除)することができる (D)

□ 自然結合のSQL命令を書くことができる (D)

□ 部分一致検索のSQL命令を書くことができる (D)

□ 主キー・候補キー・外部キーについて説明できる (B)

□ 正規化を行うことの意義や目的について説明できる (B)

□ 答案返却，試験解説，課題のフィードバック

□ 第1正規形のリレーションを第3正規形に表現できる (B)

□ 実社会で活用されているRDBMSの一部をプログラムに表現できる (A，B，C，D)

□ 試験実施

－303－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポート
はより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントする
ことにより内容の定着をはかる。

なし

Trevor Hastie, Robert Tibshirani, Jerome Friedman, 杉山 将（訳），統計的学習の基礎 ―データマイニング・
推論・予測―，共立出版株式会社，R.S.Sutton & A.G.Barto三上貞芳ら（訳）, 強化学習，共立出版株式会社

試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
点をx3とした場合、総合評価Xは0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。回数は学生諸君の理解度を見ながら決定する。
・合格点は60％である。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合には再試験実施の可能性がある。（目安は50点程度）

人工知能Ⅱ、統計解析学Ⅰ、統計解析学Ⅱ

重回帰分析について復習をしておくこと。

科目名（和文）

人工知能Ⅰ

Artificial Intelligence Ⅰ

本授業の目的は統計的学習を基礎とする人工知能の概略を学修することである。学習教育目標ではデータ処理(CS-
8)に相当する。中間試験まではエキスパートシステムとニューラルネットワークの歴史に沿って人工知能が目指し
てきたシステムの概要を講義する。学期後半部分では統計の知識を土台にデータから予測する方法について概略を
学修する。サポートベクターマシン(SVM)はニューラルネットワークの基礎を理解する上で重要であるので重点的に
勉強する。後期の人工知能Ⅱで扱うニューラルネットワークの数学的な理解につなげる。

A. エキスパートシステムの構成について自分の言葉で説明できる。
B. 学習に関する基本的な概念を理解できる。
C. サポートベクターマシンの学習の仕組みについて説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-8       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 エキスパートシステム概論(1)

1.5 エキスパートシステム概論(2)

1.5 エキスパートシステム概論(3)

1.5 エキスパートシステム概論(4)

1.5 教師あり学習と教師なし学習

1.5 試験前の学修内容の総復習

0.75 中間試験

1.5 中間試験講評（問題の解説）

1.5 サポートベクターマシン(1)

1.5 サポートベクターマシン(2)

1.5 サポートベクターマシン(3)

1.5 統計的学習の考え方

1.5 試験前の学修内容の総復習

0.75 期末試験

1.5 期末試験の総評（学習指導期間）

合計

22.5

時間

テスト結果と授業の振り返り

□データマイニングと推論・予測（B,C)

講義の理解と整理

□線形分離性の考え方（B,C)

□マージン最大化（B,C)

□線形分離不可能な場合への対応（非線形SVMの考え方）（B,C)

テスト結果と授業の振り返り

□事例ベース推論(A)

□2クラス分類問題と多クラス分類問題（B,C)

前半講義の理解と整理

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画・本科目の情報工学分野における位置づけの説明

□知識ベースシステムの構成を理解することができる (A)

□ルールベース型エキスパートシステム(1) (A)

□ルールベース型エキスパートシステム(2) (A)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポート
はより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントする
ことにより内容の定着をはかる。

なし

Trevor Hastie, Robert Tibshirani, Jerome Friedman, 杉山 将（訳），統計的学習の基礎 ―データマイニング・
推論・予測―，共立出版株式会社，R.S.Sutton & A.G.Barto三上貞芳ら（訳）, 強化学習，共立出版株式会社

試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
点をx3とした場合、総合評価Xは0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。回数は学生諸君の理解度を見ながら決定する。
・合格点は60％である。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合には再試験実施の可能性がある。（目安は50点程度）

人工知能Ⅱ、統計解析学Ⅰ、統計解析学Ⅱ

重回帰分析について復習をしておくこと。

科目名（和文）

人工知能Ⅰ

Artificial Intelligence Ⅰ

本授業の目的は統計的学習を基礎とする人工知能の概略を学修することである。学習教育目標ではデータ処理(CS-
8)に相当する。中間試験まではエキスパートシステムとニューラルネットワークの歴史に沿って人工知能が目指し
てきたシステムの概要を講義する。学期後半部分では統計の知識を土台にデータから予測する方法について概略を
学修する。サポートベクターマシン(SVM)はニューラルネットワークの基礎を理解する上で重要であるので重点的に
勉強する。後期の人工知能Ⅱで扱うニューラルネットワークの数学的な理解につなげる。

A. エキスパートシステムの構成について自分の言葉で説明できる。
B. 学習に関する基本的な概念を理解できる。
C. サポートベクターマシンの学習の仕組みについて説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-8       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 エキスパートシステム概論(1)

1.5 エキスパートシステム概論(2)

1.5 エキスパートシステム概論(3)

1.5 エキスパートシステム概論(4)

1.5 教師あり学習と教師なし学習

1.5 試験前の学修内容の総復習

0.75 中間試験

1.5 中間試験講評（問題の解説）

1.5 サポートベクターマシン(1)

1.5 サポートベクターマシン(2)

1.5 サポートベクターマシン(3)

1.5 統計的学習の考え方

1.5 試験前の学修内容の総復習

0.75 期末試験

1.5 期末試験の総評（学習指導期間）

合計

22.5

時間

テスト結果と授業の振り返り

□データマイニングと推論・予測（B,C)

講義の理解と整理

□線形分離性の考え方（B,C)

□マージン最大化（B,C)

□線形分離不可能な場合への対応（非線形SVMの考え方）（B,C)

テスト結果と授業の振り返り

□事例ベース推論(A)

□2クラス分類問題と多クラス分類問題（B,C)

前半講義の理解と整理

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画・本科目の情報工学分野における位置づけの説明

□知識ベースシステムの構成を理解することができる (A)

□ルールベース型エキスパートシステム(1) (A)

□ルールベース型エキスパートシステム(2) (A)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

人工知能Ⅱ

Artificial Intelligence Ⅱ

本授業の目的はニューラルネットワークの数学的な理解である。ニューラルネットワークは1980年代の人工知能
ブームで脚光を浴びたが当時の計算機の能力では十分な工学的応用を実現することはできなかった。近年になって
計算機能力が向上し、脚光を浴びるようになり機械学習、深層学習という分野を確立した。基本的には統計的学習
の一分野であり学習教育目標ではデータ処理(CS-8)に相当する。本授業では多層型および相互結合型Neural
Networkとその周辺技術について学習する。

A. 多層型ニューラルネットワークがデータをどのように処理して学習しているかについて説明することができる。
B. 多層型ニューラルネットワークと相互結合型ニューラルネットワークの違いについて理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-8       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポート
はより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントする
ことにより内容の定着をはかる。

なし

Trevor Hastie, Robert Tibshirani, Jerome Friedman, 杉山 将（訳），統計的学習の基礎 ―データマイニング・
推論・予測―，共立出版株式会社，R.S.Sutton & A.G.Barto三上貞芳ら（訳）, 強化学習，共立出版株式会社

試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
点をx3とした場合、総合評価Xは0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。回数は学生諸君の理解度を見ながら決定する。
・合格点は60％である。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合には再試験実施の可能性がある。（目安は50点程度）

人工知能Ⅰ、統計解析学Ⅰ、統計解析学Ⅱ

人工知能1で学習したデータの線形分離性について復習をしておくこと。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 ニューラルネットワーク総論

6 多層モデルと学習

0.75 学修内容の整理と理解

0.75 中間試験

6 相互結合型のネットワーク

3 ホップフィールドモデルによる最適化

0.75 学修内容の整理と理解

0.75 期末試験

1.5 総評

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ニューラルネットワークの構造上の違いを説明できる (A,B)

□単純パーセプトロンのダイナミクスを数理的に理解することができる (A)

□バックプロパゲーション法による学習アルゴリズムを理解することができる (A)

□自己連想記憶モデル (B)

□ホップフィールドモデル (B)

テスト結果と授業の振り返り
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

画像処理Ⅰ

Image Processing Ⅰ

情報のデジタル化に伴い情報を扱うためのツールが身近になってきている。本授業では（デジタル）画像を中心
に，その特徴および目的に応じて処理を行うための基本的な知識について学習する．特に，画像処理の基本である
画像補正・強調および特徴抽出・解析を行うアルゴリズムを実際に手を動かしながら身に付ける．

A.　静止画や動画での画像表現・表示方式を説明することができる
B.　二値画像における濃淡表現の仕組みを図を参照しながら説明できる
C.　画像内図形の平行移動，回転，拡大・縮小を行う変換行列を作成でき，変換後の座標位置を計算できる
D.　平滑化やノイズ除去，エッジ検出等のフィルタを画像に適用し画素値を計算することができる
E.　複数の二値化アルゴリズムの特徴を図を参照しながら説明できる
F.　ラベリングアルゴリズムに基づいて，画像上の図形領域にラベル付けを行うことができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-8       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を行う．中間・期末試験を実施し，答案用紙を返却した上で解答例を解説し学習内容を確認しても
らう

必要に応じてプリント資料を配布する．

はじめての画像処理技術　第2版、岡崎彰夫、森北出版
ディジタル画像処理　CG-ARTS協会

・中間評価：中間試験の結果を100％で評価
・期末評価：中間試験50％＋期末試験50％で評価

画像処理Ⅱ

微分や積分，三角関数等の数学の基礎的な知識を復習しておくこと

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

5.25 デジタル画像の種類と特徴

3 画像補正・強調処理（１）

0.75 中間試験

1.5 中間試験の解説・まとめ

4.5 画像補正・強調処理（２）

4.5 特徴抽出・解析（１）

0.75 期末試験

1.5 期末試験の解説・まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

　できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置づけおよび評価方法を理解する

□ラスター形式とベクター形式の違い，点順次，線順次，面順次の違いを説明

□二値画像，濃淡画像，カラー画像の特徴を理解し，カラー画像での色表現方法

　を説明できる(A)

□インタレース走査とノンインタレース走査の違いを説明できる(A)

□2枚の画像から三角関数を用いて距離を計算することができる(A)

□ベイヤー型，渦巻き型による濃度パターン法の濃淡表現の違いを理解し，二値

　画像に適用することができる(B)

□組織的ディザ法や誤差拡散法を二値画像に適用し画素値を求めることができる

(B)

□定義に基づいて，画像のコントラストを計算することができる(A)

□ガンマ特性の意味を理解し，ガンマ補正の方法を説明できる(A)

□ヒストグラム平滑化の仕組みと効果を説明できる(A)

□画像上の図形に対し，平行移動，拡大・縮小，回転を行うアフィン変換を表す

　行列を作成し，変換後の画像の座標（位置）を計算することができる(C)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□アフィン変換後の図形を元の位置，サイズに修正する行列を作成し、元の図形

　の座標位置を計算することができる(C)

□空間フィルタリングの仕組みや画像への適用方法を図を用いて説明できる(D)

□平滑化やガウシャンフィルタ，メディアンフィルタの仕組みを図を参照しながら

　説明でき，これらフィルタを画像に適用した値を計算することができる(D)

□複数のエッジ形状と画素値分布とを対応づけることができる(D)

□プリューウィットフィルタやソーベルフィルタを画像に適用し，画素値を計算

　することができる(D)

□一次微分，二次微分によるエッジ検出の意味を図を参照しながら説明できる(D) 

□Pタイル法，モード法による二値化の仕組みを図を参照しながら説明できる(E)

□答案返却，試験解説

□大津の二値化法の概念を図を参照しながら説明できる(E)

□4連結，8連結の違いを説明できる(F)

□画像上の図形に対し，ラベリングアルゴリズムに基づいてラベル付けを行う

　ことができる（F）

□試験実施
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

画像処理Ⅰ

Image Processing Ⅰ

情報のデジタル化に伴い情報を扱うためのツールが身近になってきている。本授業では（デジタル）画像を中心
に，その特徴および目的に応じて処理を行うための基本的な知識について学習する．特に，画像処理の基本である
画像補正・強調および特徴抽出・解析を行うアルゴリズムを実際に手を動かしながら身に付ける．

A.　静止画や動画での画像表現・表示方式を説明することができる
B.　二値画像における濃淡表現の仕組みを図を参照しながら説明できる
C.　画像内図形の平行移動，回転，拡大・縮小を行う変換行列を作成でき，変換後の座標位置を計算できる
D.　平滑化やノイズ除去，エッジ検出等のフィルタを画像に適用し画素値を計算することができる
E.　複数の二値化アルゴリズムの特徴を図を参照しながら説明できる
F.　ラベリングアルゴリズムに基づいて，画像上の図形領域にラベル付けを行うことができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-8       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を行う．中間・期末試験を実施し，答案用紙を返却した上で解答例を解説し学習内容を確認しても
らう

必要に応じてプリント資料を配布する．

はじめての画像処理技術　第2版、岡崎彰夫、森北出版
ディジタル画像処理　CG-ARTS協会

・中間評価：中間試験の結果を100％で評価
・期末評価：中間試験50％＋期末試験50％で評価

画像処理Ⅱ

微分や積分，三角関数等の数学の基礎的な知識を復習しておくこと

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

5.25 デジタル画像の種類と特徴

3 画像補正・強調処理（１）

0.75 中間試験

1.5 中間試験の解説・まとめ

4.5 画像補正・強調処理（２）

4.5 特徴抽出・解析（１）

0.75 期末試験

1.5 期末試験の解説・まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

　できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置づけおよび評価方法を理解する

□ラスター形式とベクター形式の違い，点順次，線順次，面順次の違いを説明

□二値画像，濃淡画像，カラー画像の特徴を理解し，カラー画像での色表現方法

　を説明できる(A)

□インタレース走査とノンインタレース走査の違いを説明できる(A)

□2枚の画像から三角関数を用いて距離を計算することができる(A)

□ベイヤー型，渦巻き型による濃度パターン法の濃淡表現の違いを理解し，二値

　画像に適用することができる(B)

□組織的ディザ法や誤差拡散法を二値画像に適用し画素値を求めることができる

(B)

□定義に基づいて，画像のコントラストを計算することができる(A)

□ガンマ特性の意味を理解し，ガンマ補正の方法を説明できる(A)

□ヒストグラム平滑化の仕組みと効果を説明できる(A)

□画像上の図形に対し，平行移動，拡大・縮小，回転を行うアフィン変換を表す

　行列を作成し，変換後の画像の座標（位置）を計算することができる(C)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□アフィン変換後の図形を元の位置，サイズに修正する行列を作成し、元の図形

　の座標位置を計算することができる(C)

□空間フィルタリングの仕組みや画像への適用方法を図を用いて説明できる(D)

□平滑化やガウシャンフィルタ，メディアンフィルタの仕組みを図を参照しながら

　説明でき，これらフィルタを画像に適用した値を計算することができる(D)

□複数のエッジ形状と画素値分布とを対応づけることができる(D)

□プリューウィットフィルタやソーベルフィルタを画像に適用し，画素値を計算

　することができる(D)

□一次微分，二次微分によるエッジ検出の意味を図を参照しながら説明できる(D) 

□Pタイル法，モード法による二値化の仕組みを図を参照しながら説明できる(E)

□答案返却，試験解説

□大津の二値化法の概念を図を参照しながら説明できる(E)

□4連結，8連結の違いを説明できる(F)

□画像上の図形に対し，ラベリングアルゴリズムに基づいてラベル付けを行う

　ことができる（F）

□試験実施

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式で授業を行う．中間・期末試験を実施し，答案用紙を返却した上で解答例を解説し学習内容を確認しても
らう

必要に応じてプリント資料を配布する．

はじめての画像処理技術　第2版、岡崎彰夫、森北出版
ディジタル画像処理　CG-ARTS協会

・中間評価：中間試験の結果を100％で評価
・期末評価：中間試験50％＋期末試験50％で評価

画像処理Ⅰ

画像処理Ⅰで学んだ内容を復習しておくこと

科目名（和文）

画像処理Ⅱ

Image Processing Ⅱ

情報のデジタル化に伴い情報を扱うためのツールが身近になってきている。本授業では（デジタル）画像を中心
に，その特徴および目的に応じて処理を行うための基本的な知識について学習する．特に，画像処理の基本である
画像の特徴抽出・解析に加え，画像の照合・判別の仕組みを実際に手を動かしながら身に付ける．

A.　画像上の図形に膨張や収縮の処理を適用することができる
B.　画像上の図形から輪郭線を抽出し，その長さを計算することができる
C.　ハフ変換の考え方に基づいてパラメータ空間上で直線の式を計算することができる
D.　画像上の図形とテンプレートとの距離（類似度）を計算し，照合することができる
E.  単純クラスタリングとk-meansによるクラスタリングとの違いを説明でき，画像に適用することができる
F.　画像上の図形を拡大，縮小するアルゴリズムを理解し，拡大・縮小後画像の画素値を計算することができる
G.　マスク処理の仕組みを図を参照しながら説明できる
H.　色の三属性とRGBとの違いを説明でき，変換式に基づいて各成分の値を計算することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-8       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

8.25 特徴抽出・解析

0.75 中間試験

1.5 中間試験の解説・まとめ

4.5 画像の照合・判別

4.5 画像の加工・編集

0.75 期末試験

1.5 期末試験の解説・まとめ

合計

22.5

時間

　ことができる(H)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□0次補間，1次補間の違いを理解し，拡大した画像の画素値を計算できる(F)

□間引き，平均化の処理の違いを理解し，縮小した画像の画素値を計算できる(F)

□任意倍率で画像を拡大・縮小した後の画素値を計算できる(F)

□マスク処理の仕組みと画像への適用方法を図を参照しながら説明できる(G)

□色の三属性の構成要素と特徴を説明でき，変換式に基づいて三属性の値を計算する

　できる(D)

□画像上の点（画素）から単純クラスタリングによってクラスタを生成することが

　できる(E)

□画像上の点（画素）からk-means手法によってクラスタを生成することができる(E)

　

□試験実施

□答案返却，試験解説

□距離もしくは類似度に基づいてパターンとテンプレートとの照合を行うことが

　得ることができる（C）

□ボーティングの仕組みを理解し，ハフ変換によって直線のパラメータを得ることが

　できる(C)

□ハフ変換における極座標表示によるパラメータ推定のメリットを説明できる(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置づけおよび評価方法を理解する

□論理フィルタリングの特徴と画像への適用方法を図を参照しながら説明できる (A)

□細線化の仕組みを理解し，画像上の図形に適用することができる(A)

□外輪郭と内輪郭の違いを理解し，画像上の図形から輪郭線に対応する画素を抽出し

　輪郭線の長さを計算することができる（B）

□ハフ変換の仕組みを図を参照しながら説明でき，パラメータ空間上で直線の式を

授業計画

□画像上の図形に膨張処理，収縮処理を適用することができる(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

プレゼンテーション

Presentation

プレゼンテーションを行う際に考慮すべきポイントを理解し、プレゼンテーションの発表資料の作成および口頭発
表をおこなうことによって、資料に記載した情報を聴衆に伝えるコミュニケーション技術を習得する。

A.プレゼンテーションの目的を理解した上で、内容を組み立てることができる。
B.プレゼンテーションの作成ツールを活用して資料を作成することができる。
C.プレゼン資料を用いて所定の時間内で情報を伝えることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-1 C-2      

JABEE基準1(2)との対応

(f) CS-9       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

プレゼンテーションを行うための技術などの解説は座学を主体とし、プレゼンテーションの資料作成や口頭発表は
実習形式でおこなう。半期で2つのテーマでのプレゼンテーションをおこなう。それぞれのプレゼンテーションの評
価は採点後に通知する。

なし

なし

2つのテーマでのプレゼンテーションに関して、資料（40点）および発表（60点）で評価する。

発表の評価の詳細な項目は、授業中に告知および解説する。

プレゼンの資料の提出期日に遅延した場合は、20％減点とする

文書作成概論I・II，技術文書作成

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 プレゼンテーションの技法A

6.75 テーマ（１）: 自分の趣味を紹介する  

0.75 プレゼンテーションの技法B

11.25 テーマ（２）: 卒業研究の内容を紹介する

1.5 まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置づけおよび評価方法を理解する

□プレゼンテーションにおける注意事項を理解することができる（A）

□プレゼンテーションの資料作成のステップを理解することができる（A・B）

□テーマに沿ってプレゼンテーションの内容を組み立てることができる（A）

□プレゼンテーションの資料をツールを使って作成することができる(B)

□自身が作成した資料を用いてプレゼンテーションをおこない、

　相手に内容を伝えることができる(C)

□研究などの専門に特化したプレゼンテーションの基本的な流れを理解する

(A)

□自身の卒業研究の先行研究の内容を理解し、プレゼンテーションの内容を

　組み立てることができる(A)

□プレゼンテーション資料をツールを使って作成することができる(B)

□自身が作成した資料を用いてプレゼンテーションをおこない、

　相手に内容を伝えることができる(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

プレゼンテーション

Presentation

プレゼンテーションを行う際に考慮すべきポイントを理解し、プレゼンテーションの発表資料の作成および口頭発
表をおこなうことによって、資料に記載した情報を聴衆に伝えるコミュニケーション技術を習得する。

A.プレゼンテーションの目的を理解した上で、内容を組み立てることができる。
B.プレゼンテーションの作成ツールを活用して資料を作成することができる。
C.プレゼン資料を用いて所定の時間内で情報を伝えることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-1 C-2      

JABEE基準1(2)との対応

(f) CS-9       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

プレゼンテーションを行うための技術などの解説は座学を主体とし、プレゼンテーションの資料作成や口頭発表は
実習形式でおこなう。半期で2つのテーマでのプレゼンテーションをおこなう。それぞれのプレゼンテーションの評
価は採点後に通知する。

なし

なし

2つのテーマでのプレゼンテーションに関して、資料（40点）および発表（60点）で評価する。

発表の評価の詳細な項目は、授業中に告知および解説する。

プレゼンの資料の提出期日に遅延した場合は、20％減点とする

文書作成概論I・II，技術文書作成

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 プレゼンテーションの技法A

6.75 テーマ（１）: 自分の趣味を紹介する  

0.75 プレゼンテーションの技法B

11.25 テーマ（２）: 卒業研究の内容を紹介する

1.5 まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置づけおよび評価方法を理解する

□プレゼンテーションにおける注意事項を理解することができる（A）

□プレゼンテーションの資料作成のステップを理解することができる（A・B）

□テーマに沿ってプレゼンテーションの内容を組み立てることができる（A）

□プレゼンテーションの資料をツールを使って作成することができる(B)

□自身が作成した資料を用いてプレゼンテーションをおこない、

　相手に内容を伝えることができる(C)

□研究などの専門に特化したプレゼンテーションの基本的な流れを理解する

(A)

□自身の卒業研究の先行研究の内容を理解し、プレゼンテーションの内容を

　組み立てることができる(A)

□プレゼンテーション資料をツールを使って作成することができる(B)

□自身が作成した資料を用いてプレゼンテーションをおこない、

　相手に内容を伝えることができる(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

主として講義を行い，演習や課題を出題する．課題・試験に関しては採点・返却を行い理解を深める．

「はじめて学ぶディジタル・フィルタと高速フーリエ変換」 三上直樹 CQ出版

なし

試験と課題で評価を行う．
中間評価 = 中間試験素点
期末評価 = "中間評価"×0.35 + 期末試験素点×0.35 + 課題点

各課題は30点満点で評価し，その平均点を課題点とする．
（期日に遅れた場合は各課題の採点結果に対して0.8倍した値とする．）

数値計算Ⅰ,Ⅱ，ディジタル信号処理Ⅱ

予習復習をしっかり行い，特に計算問題は必ず自分の手を動かして解くこと．

科目名（和文）

ディジタル信号処理Ⅰ

Digital Signal Processing Ⅰ

ディジタル信号処理は，センサー等から得られるアナログ信号をディジタル信号に変換したものを，パーソナルコ
ンピュータや専用プロセッサ等を用いて様々な処理を行うものでる．本授業ではディジタル信号処理の基本的な事
項である周波数解析・伝送処理などを学習する．

A. 信号処理の目的と意義が説明できる
B. 信号解析手法が理解できる
C. サンプリングやエイリアシングを理解できる
D. 離散時間システムを表現することができる
E. 離散時間システムの応答が計算できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-1 CS-2      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 ディジタル信号処理の概要

6 信号解析

1.5 前半のまとめ・演習

0.75 中間試験

1.5 試験返却・解説

7.5 離散時間システムの基礎

1.5 後半のまとめ・演習

0.75 期末試験

1.5 試験返却・解説

合計

22.5

時間

□ システムの応答 (E)

□ 標本化、量子化、サンプリング定理、エイリアシング (C)

□ 差分方程式とシステム表現 (D)

□ ブロック図 (D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 目的と意義 (A)

□ Fourier 解析の基礎 (B)

□ Fourier 級数，Fourier 変換 (B)

□ 離散Fourier 変換 (B)

□ Fourier 解析の問題点 (B)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

主として講義を行い，演習や課題を出題する．課題・試験に関しては採点・返却を行い理解を深める．

「はじめて学ぶディジタル・フィルタと高速フーリエ変換」 三上直樹 CQ出版

なし

試験と課題で評価を行う．
中間評価 = 中間試験素点
期末評価 = "中間評価"×0.35 + 期末試験素点×0.35 + 課題点

各課題は30点満点で評価し，その平均点を課題点とする．
（期日に遅れた場合は各課題の採点結果に対して0.8倍した値とする．）

数値計算Ⅰ,Ⅱ，ディジタル信号処理Ⅰ

予習復習をしっかり行い，特に計算問題は必ず自分の手を動かして解くこと．

科目名（和文）

ディジタル信号処理Ⅱ

Digital Signal Processing Ⅱ

ディジタル信号処理Ⅰでは，周波数解析や伝送処理について学習した．本授業では，ディジタル信号処理の基礎的
な技術であるディジタルフィルタを例として，実践的な知識について学習する．また，信号処理の現状や応用的な
例についても解説する．

A. インパルス応答と伝達関数が理解できる
B. ｚ変換が理解できる
C. ディジタルフィルタの構成法・設計法が理解できる
D. ディジタルフィルタにおける誤差が理解できる
E. 信号処理の現状や応用例が説明できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-1 CS-2      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 システムの伝達関数と応答

4.5 z変換と離散時間システム

1.5 前半のまとめ・演習

0.75 中間試験

1.5 試験返却・解説

6 ディジタルフィルタの構成と設計法

1.5 信号処理の応用

1.5 後半のまとめ・演習

0.75 期末試験

1.5 試験返却・解説

合計

22.5

時間

□ 信号処理の現状や応用例(E)

□ FIR，IIRフィルタの構成と特徴 (C)

□ FIR フィルタの設計法（移動平均フィルタ，窓関数法，

　　　　　　　　　　　　 Parks-McClellan 法）(C)

□ IIR フィルタの設計法（双一次変換法）(C)

□ ディジタルフィルタにおける誤差（D）

□ 理想フィルタと近似による特性の違い (C)

□ システムの安定性 (A,B)

□ 離散時間システムとディジタルフィルタ (C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 伝達関数と周波数応答 (A)

□ ｚ変換(B)

□ 伝達関数の求め方 (A,B)

□ 離散時間システムの構成 (A,B)

□ ｚ変換とインパルス応答 (A,B)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

主として講義を行い，演習や課題を出題する．課題・試験に関しては採点・返却を行い理解を深める．

「はじめて学ぶディジタル・フィルタと高速フーリエ変換」 三上直樹 CQ出版

なし

試験と課題で評価を行う．
中間評価 = 中間試験素点
期末評価 = "中間評価"×0.35 + 期末試験素点×0.35 + 課題点

各課題は30点満点で評価し，その平均点を課題点とする．
（期日に遅れた場合は各課題の採点結果に対して0.8倍した値とする．）

数値計算Ⅰ,Ⅱ，ディジタル信号処理Ⅰ

予習復習をしっかり行い，特に計算問題は必ず自分の手を動かして解くこと．

科目名（和文）

ディジタル信号処理Ⅱ

Digital Signal Processing Ⅱ

ディジタル信号処理Ⅰでは，周波数解析や伝送処理について学習した．本授業では，ディジタル信号処理の基礎的
な技術であるディジタルフィルタを例として，実践的な知識について学習する．また，信号処理の現状や応用的な
例についても解説する．

A. インパルス応答と伝達関数が理解できる
B. ｚ変換が理解できる
C. ディジタルフィルタの構成法・設計法が理解できる
D. ディジタルフィルタにおける誤差が理解できる
E. 信号処理の現状や応用例が説明できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) CS-1 CS-2      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 システムの伝達関数と応答

4.5 z変換と離散時間システム

1.5 前半のまとめ・演習

0.75 中間試験

1.5 試験返却・解説

6 ディジタルフィルタの構成と設計法

1.5 信号処理の応用

1.5 後半のまとめ・演習

0.75 期末試験

1.5 試験返却・解説

合計

22.5

時間

□ 信号処理の現状や応用例(E)

□ FIR，IIRフィルタの構成と特徴 (C)

□ FIR フィルタの設計法（移動平均フィルタ，窓関数法，

　　　　　　　　　　　　 Parks-McClellan 法）(C)

□ IIR フィルタの設計法（双一次変換法）(C)

□ ディジタルフィルタにおける誤差（D）

□ 理想フィルタと近似による特性の違い (C)

□ システムの安定性 (A,B)

□ 離散時間システムとディジタルフィルタ (C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 伝達関数と周波数応答 (A)

□ ｚ変換(B)

□ 伝達関数の求め方 (A,B)

□ 離散時間システムの構成 (A,B)

□ ｚ変換とインパルス応答 (A,B)

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 33 12 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式で授業を行う。提案書作成では、設定したテーマを個人又はグループで考え、
アウトプットを作成。その成果を発表し意見交換を行う。
中間・期末の各２回の定期試験については、答案用紙を返却するとともに、模範解答も配布、
これをベースに解説を行い学修状況を確認してもらう。
なお、前期・後期の各期末試験の出題範囲は、各半期の学修項目すべてが対象となる。

前期は、「技術者倫理の世界」藤本温編著　森北出版
後期は、「技術者倫理とリスクマネジメント」中村昌允著　オーム社

適宜プリントを配布

前期中間評価　前期中間試験（100%）・・・中間試験の素点を報告
前期期末評価　前期中間試験（35%）＋前期期末試験（35%）
　　　　　　　　＋前期提案書作成及び授業出席度（30%）

後期中間評価　後期中間試験（100%）・・・中間試験の素点を報告

通期総合評価　前期中間試験（17.5%）＋前期期末試験（17.5%）
　　　　　　　　＋前期提案書作成・発表及び授業出席度（15%）
　　　　　　　　＋後期中間試験（17.5%）＋後期期末試験（17.5%）
　　　　　　　　＋後期提案書作成及び授業出席度（15%）

情報社会論、ビジネス情報システム

新聞記事、インターネット上のニュースを読み、技術関連の内容に興味を持ってください。
特に技術に関連した事件・事故等に関しては、自分が関係者という立場に置き換えて、
対処すべき行動を考えるようにしてください。

科目名（和文）

技術者倫理

Engineering Ethics

本校の教育目標のひとつである「健全な倫理観に基づき技術によって社会に貢献できる技術者」の育成を
踏まえて、前期は技術者倫理の考えを整理するような教科書を用い、
後期は実務レベルでの技術者倫理を事例ベースにまとめた教科書を用い、
技術者倫理の本質を理解する。

この科目は実務経験教員による科目です。

Ａ．技術者倫理の必要性、背景を理解できる。
Ｂ．倫理と法との関係を理解し、倫理規程とは何かを理解できる。
Ｃ．安全とリスクマネジメントとは何か、危機管理とは何か理解できる。
Ｄ．製造物責任法成立の背景について理解できる。
Ｅ．倫理問題（相反問題、線引き問題等）について理解できる。
Ｆ．公益通報についての必要性、説明責任とは何かを理解できる。
Ｇ．技術者倫理と組織との関係、経営者との関係を理解できる。
Ｈ．事件や事故発生とその原因に関して因果関係、技術者に期待されていることを理解できる。
Ｉ．与えられたテーマに対し個人又はグループで成果をまとめることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-4       

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) CS-11 CS-12      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

ICT関連企業において、コンプライアンス対策室、トラブル解決・原因究明部門、経営企画部門での
実経験を踏まえて、理論的な面及び実務的な面の両方から講義を行い、提案書作成を指導する。

授業内容

時間数 授業項目

［前期］

1.5 オリエンテーション

1.5 技術者倫理とは

1.5 倫理と法

1.5 倫理規程

1.5 安全・安心とは

1.5 費用便益分析と製造物責任法

0.75 前期中間試験

1.5 倫理問題、試験の解説

1.5 組織の問題

1.5 公益通報

1.5 優れた技術者をめざして

4.5 提案書作成・発表

0.75 前期期末試験

1.5 試験の解説

［後期］

1.5 技術者倫理の必要性

1.5 リスクマネジメントとは

1.5 技術者と経営者

1.5 説明責任

1.5 危機管理

1.5 変更管理

0.75 後期中間試験

1.5 ヒューマンエラー、試験解説

1.5 製造物責任

1.5 企業不祥事と技術者の行動

1.5 内部告発、技術者が期待されていること

4.5 提案書作成・発表

0.75 後期期末試験

1.5 試験の解説

合計

45

時間

□試験実施

□後期期末試験の答案返却及び解説

□技術者としてジレンマを克服できるか（Ｆ）、技術者の社会的責任（Ｈ）

□設定したテーマに対して提案書作成・発表、質疑応答（Ｉ）

□人が起こすヒューマンエラーの背景（Ｈ）、□後期中間試験の答案返却及び解説

□製品安全に対する技術者の責任とは（Ｄ）

□企業不祥事に対する技術者としての行動とは（Ｈ）

□トラブルや事故を防ぐ変更管理（Ｈ）

□試験実施

□技術者と経営者の関係、組織との関係（Ｇ）

□専門家としての説明責任とは（Ｆ）

□トラブルに対応する危機管理とは（Ｃ）

□歴史から学ぶ技術者倫理の必要性（Ａ）

□リスクマネジメントとは（Ｃ）

□試験実施

□前期期末試験の答案返却及び解説

□公益通報（内部告発）とは（Ｆ）

□技術者の視点、公衆の視点（Ｈ）

□設定したテーマに対して提案書作成・発表、質疑応答（Ｉ）

□相反問題とは、線引き問題とは（Ｅ）、□前期中間試験の答案返却及び解説

□事件や事故における組織の問題（Ｇ）

□安全とは、安心とは、リスクとは（Ｃ）

□某自動車メーカー事件と製造物責任法（Ｄ）

□試験実施

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の概要、□技術者倫理とは（Ａ）

□技術者倫理とは（Ａ）

□倫理と法との関係（Ｂ）

□公衆の安全、健康、福利を考える倫理規程（Ｂ）

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 通年 8

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 180

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

卒業研究

Graduation Research & Thesis

卒業研究は指導教官のもとで個別のテーマを実施することによる専門性の高い実習科目である。専門課程の総まと
め科目としても位置付けられる(CS-7,8,9,10,11)。各学生のテーマは指導教官の専門分野において設定され、教官
の監督のもと学生が自主的に問題解決に取り組む(CS-7,8)。最終的にはこの成果を論文にまとめ(CS-9)、口頭発表
(CS-10)する。

A テーマに沿ってサブ目標を設定することができる。
B 研究概要もしくは研究計画を指導教官の指導の下作成し、遂行することができる。
C 得られた結果を評価し、成果と残された課題を整理することができる。
D 研究の経緯、成果と課題を論文にまとめることができる。
E 研究成果を口頭で発表することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-2 D-1 D-2 D-3    

JABEE基準1(2)との対応

(d)(4) (e) (f) (g) (h) (i) CS-7 CS-8 CS-9 CS-10 CS-11   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

各指導教員の研究室もしくは指定された実験・研究室で学生が主体的に問題解決に取り組む。学校内外での学会・
研究会に出席して知見を広げることも視野に入れる。夏休み前後で口頭にて中間発表、学園祭でポスター発表を実
施する。到達度、内容についてのコメントは指導教官から伝達される。学科の教員からアドバイスをもらえる場合
もある。

なし

なし

卒業研究の合格には以下の条件を満たしていることが必要である
・2回の中間報告を実施していること。
　1回目は口頭発表で時期は夏休み前である。2回目はポスター発表を学園祭でおこなう。
　ポスター発表では概要（A4の所定の様式で1枚）を作成すること。（これは必須ではない）
・所定の規定に従って論文を作成し提出、指導担当が合格の水準であると判定していること。
・成果の発表を行い、合格の水準を満たしていること。（判定基準は別に定める）
合格は2回の中間発表が指導教官のもとに実施されていること。提出された論文が合格、卒研発表での発表が合格で
あることが条件である。

　なお、本科目は高専での教育の集大成であり本科目は進学/就職につながるものであるので、学生部的な問題のあ
る学生は再審査扱いになる場合があるので注意すること。

本科全科目

単位時間数は8であるが時間割内では5しか割り当てられていない。残りの不足時間は自主的に放課後等の時間を確
保して補うこと。

氏名：

時間数 授業項目

180 数理モデル研究室（島川）

物理情報研究室（山野辺）

数理科学研究室（須志田）

計算システム研究室（内田）

制御情報研究室（大島）

画像計測研究室（宇都木）

計測信号処理研究室（宮田）

情画像情報解析研究室（川村）

卒研の主要スケジュール

合計

180

時間

授業計画

指導教員の専門分野は理論物理である。力学系のシミュレーション

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

オペレーションズ・リサーチを中心に地理情報システム、応用統計

の分野の研究を行っている。

や解析を行っている。

生命現象をターゲットにして、数理モデルを構築し、数値計算や数

学解析を用いて現象の本質を明らかにする数理生物学の研究を行っ

ている。

コンピュータ・ネットワーク・オペレーティングシステムから構成

される「計算システム」を対象としている。

制御情報に関する分野の研究を行っている。

画像を用いて、物体の移動量や物体までの距離、カメラの移動量を

算出する研究をおこなっている。

ディジタルフィルタの設計法に関する研究を中心に信号処理に関す

る研究をおこなっている。

画像処理の分野の研究を行っている。

第1回中間発表　（発表形式）夏休み直前

第2回中間発表　（ポスター形式）　文化祭期間中

2月初め　概要提出、論文提出
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 通年 8

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 180

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

卒業研究

Graduation Research & Thesis

卒業研究は指導教官のもとで個別のテーマを実施することによる専門性の高い実習科目である。専門課程の総まと
め科目としても位置付けられる(CS-7,8,9,10,11)。各学生のテーマは指導教官の専門分野において設定され、教官
の監督のもと学生が自主的に問題解決に取り組む(CS-7,8)。最終的にはこの成果を論文にまとめ(CS-9)、口頭発表
(CS-10)する。

A テーマに沿ってサブ目標を設定することができる。
B 研究概要もしくは研究計画を指導教官の指導の下作成し、遂行することができる。
C 得られた結果を評価し、成果と残された課題を整理することができる。
D 研究の経緯、成果と課題を論文にまとめることができる。
E 研究成果を口頭で発表することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-2 D-1 D-2 D-3    

JABEE基準1(2)との対応

(d)(4) (e) (f) (g) (h) (i) CS-7 CS-8 CS-9 CS-10 CS-11   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

各指導教員の研究室もしくは指定された実験・研究室で学生が主体的に問題解決に取り組む。学校内外での学会・
研究会に出席して知見を広げることも視野に入れる。夏休み前後で口頭にて中間発表、学園祭でポスター発表を実
施する。到達度、内容についてのコメントは指導教官から伝達される。学科の教員からアドバイスをもらえる場合
もある。

なし

なし

卒業研究の合格には以下の条件を満たしていることが必要である
・2回の中間報告を実施していること。
　1回目は口頭発表で時期は夏休み前である。2回目はポスター発表を学園祭でおこなう。
　ポスター発表では概要（A4の所定の様式で1枚）を作成すること。（これは必須ではない）
・所定の規定に従って論文を作成し提出、指導担当が合格の水準であると判定していること。
・成果の発表を行い、合格の水準を満たしていること。（判定基準は別に定める）
合格は2回の中間発表が指導教官のもとに実施されていること。提出された論文が合格、卒研発表での発表が合格で
あることが条件である。

　なお、本科目は高専での教育の集大成であり本科目は進学/就職につながるものであるので、学生部的な問題のあ
る学生は再審査扱いになる場合があるので注意すること。

本科全科目

単位時間数は8であるが時間割内では5しか割り当てられていない。残りの不足時間は自主的に放課後等の時間を確
保して補うこと。

氏名：

時間数 授業項目

180 数理モデル研究室（島川）

物理情報研究室（山野辺）

数理科学研究室（須志田）

計算システム研究室（内田）

制御情報研究室（大島）

画像計測研究室（宇都木）

計測信号処理研究室（宮田）

情画像情報解析研究室（川村）

卒研の主要スケジュール

合計

180

時間

授業計画

指導教員の専門分野は理論物理である。力学系のシミュレーション

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

オペレーションズ・リサーチを中心に地理情報システム、応用統計

の分野の研究を行っている。

や解析を行っている。

生命現象をターゲットにして、数理モデルを構築し、数値計算や数

学解析を用いて現象の本質を明らかにする数理生物学の研究を行っ

ている。

コンピュータ・ネットワーク・オペレーティングシステムから構成

される「計算システム」を対象としている。

制御情報に関する分野の研究を行っている。

画像を用いて、物体の移動量や物体までの距離、カメラの移動量を

算出する研究をおこなっている。

ディジタルフィルタの設計法に関する研究を中心に信号処理に関す

る研究をおこなっている。

画像処理の分野の研究を行っている。

第1回中間発表　（発表形式）夏休み直前

第2回中間発表　（ポスター形式）　文化祭期間中

2月初め　概要提出、論文提出

 
 
 
 
 

 
Ⅶ.一般・専門科目 選択科目 
 





１年 ２年 ３年 ４年 ５年
イタリア語Ⅰ
イタリア語Ⅱ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
宗教学
心理学
日本語・日本文学
人間論
法学
経済学

2～6 0～2 2～4
○ 選択科目B群　　語学系科目Ⅱの履修条件は４年次開設当該科目Ⅰの単位を修得していること
○ 選択科目C群　　法学もしくは経済学のどちらかの単位を必ず修得すること
○ 選択科目B群は４、５年混成開設となるため単位修得は一度限り

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
工業デザイン概論
DTP概論
材料基礎工学Ａ
材料基礎工学B
機械要素設計A
機械要素設計Ｂ
信号と符号
電気電子演習
映像メディア概論Ａ
映像メディア概論Ｂ
初級Webデザイン
有機化学
物理学特論Ａ
物理学特論Ｂ
プロジェクトマネジメント
インターンシップ

0～5 0～5 0～5

2019年度入学生　選択科目一覧表

必要単位数は、各学科の教育課程表を参照のこと

一般科目　選択科目

区分 科目名
履修

単位数
学年別単位数

B群 0～4

C群

開設単位計
一般科目　選択科目　履修単位計

専門科目　選択科目

区分 科目名
履修

単位数
学年別単位数

選
　
択
　
科
　
目

開設単位計
専門科目　選択科目　履修単位計

D群 0～5

2022年度入学生　選択科目一覧表

2020年度入学生　選択科目一覧表

２０２０年度入学生の選択科目については、一般科目教育課程表（2020年度入学生）に

掲載しています。各科目のシラバスも「Ⅱ．一般科目　必修科目」のページをご参照ください。

2023年度入学生　選択科目一覧表

２０２３年度入学生については、新カリキュラムでの運用となっておりますので、

科目・受講方法につきましては別途お知らせいたします。

2021年度入学生　選択科目一覧表

２０２１年度入学生については、新カリキュラムでの運用となっておりますので、

科目・受講方法につきましては別途お知らせいたします。

２０２２年度入学生については、新カリキュラムでの運用となっておりますので、

科目・受講方法につきましては別途お知らせいたします。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

イタリア語I

Italian １

イタリア語で効果的なコミュニケーションをできることを目的にする。そのために実践的スピーキング基礎能力を
習得し、必要とされるイタリア語運用技術を習得する。語彙力を確保しさらに強化する。文化を知り旅行や買い物
などをするために必要とされるリスニングとスピーキング能力を習得することを目標とする。

A-年度末にイタリア語をある程度応用し用いることができるようになる。
B-母国語と関連したイタリア語実践の機会を提供する。
C-生徒たちは楽しくイタリア語を習得する。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

イタリア語を初めて学ぶ生徒のために以下の言語運用技術と文法に基づいて行われます。
１リスニング　テキスト使用
２スピーキング　実践的会話(グループワーク)、ドリル、ゲーム、ロールプレイング
３リーディング　テキスト使用
４ライティング　テキスト使用

Opera Prima Volume 1 (朝日出版社）
イタリア文化会館　Maggia-Misico-Quaglieri-Spinuso-Zamborlin

Loose-leaf notebook to keep prints and paper to take notes.

総合評価は単純平均方式で算出する。1区間：定期試験(60%) + 課題(40%)

なし

授業前に予習することが望ましい  テキスト持参

氏名：

時間数 授業項目

【Term 1】

1.5 授業ガイダンスとIntroduzione  

1.5 Opera Prima　- Unità 1-1     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-2     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-3     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-4     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-5     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-6     

0.75 定期試験  

【Term 2】

1.5 Opera Prima　- Unità 2-1     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-2     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-3     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-4     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-5     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-6  

0.75 定期試験  

【Term 3】

1.5 Opera Prima　- Unità 2-7     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-8     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-9     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-10   

1.5 Opera Prima　- Unità 3-1    

1.5 Opera Prima　- Unità 3-2     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-3     

0.75 定期試験  

【Term 4】

1.5 Opera Prima　- Unità 3-4     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-5    

1.5 Opera Prima　- Unità 3-6     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-7     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-8     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-9     

3 Uso contenuto imparato－Revisione 

0.75 定期試験  

合計

45

時間

授業計画

Verbi regolari in-are - abitare - chimarsi  A-B-C         

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

Piacere - primi contatti, salutare, presentarsi  A-B-C      

Alfabeto - numeri cardinali da 0 a 10 - nazionalità A-B     

Articoli  il, la  A-B-C      

Preposizioni, avverbi, interrogativi A-B-C 

Formalita e informalita nei rapporti A-B-C

Presentare qualcuno - professione posto di lavoro  A-B-C    

    

Nazionalità - professione e  - esprimere gusti  A-C       

Lingue - piattiitaliani - forme di pasta   A-B      

         

Numeri cardinali da 11 a 100 - buono/a  A-B-C     

Verbi regolari in-are - parlare - cucinare - lavorare A-B-C 

Verbi irregolari - essere - fare / negazione - non  A-B-C   

Parlare di quotidianità - giorni della settiamana - avverbi A-B-C

Aggettivi qualificativi buono, buona, e di nazionalità  A-C 

Aggettivi - articoli - preposizioni A-B      

Ordinare al bar  A-B-C

parlare della fine settimana, luoghi  A-B-C

Bevande e stuzzichini, tempo libero, descrivere luoghi A-B-C

tempo libero, descrivere luoghi A-B-C

Verbi regolare in -ere, prendere, leggere, scrivere  C-B    

Verbi irregolari - essere - fare - bere - c'è - ci sono  A-B

Aggetivi qualificativi singolare e plurali A-B-C

Articoli  A-B-C
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

イタリア語I

Italian １

イタリア語で効果的なコミュニケーションをできることを目的にする。そのために実践的スピーキング基礎能力を
習得し、必要とされるイタリア語運用技術を習得する。語彙力を確保しさらに強化する。文化を知り旅行や買い物
などをするために必要とされるリスニングとスピーキング能力を習得することを目標とする。

A-年度末にイタリア語をある程度応用し用いることができるようになる。
B-母国語と関連したイタリア語実践の機会を提供する。
C-生徒たちは楽しくイタリア語を習得する。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

イタリア語を初めて学ぶ生徒のために以下の言語運用技術と文法に基づいて行われます。
１リスニング　テキスト使用
２スピーキング　実践的会話(グループワーク)、ドリル、ゲーム、ロールプレイング
３リーディング　テキスト使用
４ライティング　テキスト使用

Opera Prima Volume 1 (朝日出版社）
イタリア文化会館　Maggia-Misico-Quaglieri-Spinuso-Zamborlin

Loose-leaf notebook to keep prints and paper to take notes.

総合評価は単純平均方式で算出する。1区間：定期試験(60%) + 課題(40%)

なし

授業前に予習することが望ましい  テキスト持参

氏名：

時間数 授業項目

【Term 1】

1.5 授業ガイダンスとIntroduzione  

1.5 Opera Prima　- Unità 1-1     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-2     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-3     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-4     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-5     

1.5 Opera Prima　- Unità 1-6     

0.75 定期試験  

【Term 2】

1.5 Opera Prima　- Unità 2-1     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-2     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-3     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-4     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-5     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-6  

0.75 定期試験  

【Term 3】

1.5 Opera Prima　- Unità 2-7     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-8     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-9     

1.5 Opera Prima　- Unità 2-10   

1.5 Opera Prima　- Unità 3-1    

1.5 Opera Prima　- Unità 3-2     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-3     

0.75 定期試験  

【Term 4】

1.5 Opera Prima　- Unità 3-4     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-5    

1.5 Opera Prima　- Unità 3-6     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-7     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-8     

1.5 Opera Prima　- Unità 3-9     

3 Uso contenuto imparato－Revisione 

0.75 定期試験  

合計

45

時間

授業計画

Verbi regolari in-are - abitare - chimarsi  A-B-C         

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

Piacere - primi contatti, salutare, presentarsi  A-B-C      

Alfabeto - numeri cardinali da 0 a 10 - nazionalità A-B     

Articoli  il, la  A-B-C      

Preposizioni, avverbi, interrogativi A-B-C 

Formalita e informalita nei rapporti A-B-C

Presentare qualcuno - professione posto di lavoro  A-B-C    

    

Nazionalità - professione e  - esprimere gusti  A-C       

Lingue - piattiitaliani - forme di pasta   A-B      

         

Numeri cardinali da 11 a 100 - buono/a  A-B-C     

Verbi regolari in-are - parlare - cucinare - lavorare A-B-C 

Verbi irregolari - essere - fare / negazione - non  A-B-C   

Parlare di quotidianità - giorni della settiamana - avverbi A-B-C

Aggettivi qualificativi buono, buona, e di nazionalità  A-C 

Aggettivi - articoli - preposizioni A-B      

Ordinare al bar  A-B-C

parlare della fine settimana, luoghi  A-B-C

Bevande e stuzzichini, tempo libero, descrivere luoghi A-B-C

tempo libero, descrivere luoghi A-B-C

Verbi regolare in -ere, prendere, leggere, scrivere  C-B    

Verbi irregolari - essere - fare - bere - c'è - ci sono  A-B

Aggetivi qualificativi singolare e plurali A-B-C

Articoli  A-B-C

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 15 30 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

イタリア語II

Italian ２

イタリア語で効果的なコミュニケーションをできることを目的にする。そのために実践的スピーキング基礎能力を
習得し、必要とされるイタリア語運用技術を習得する。語彙力を確保しさらに強化する。文化を知り旅行や買い物
などをするために必要とされるリスニングとスピーキング能力を習得することを目標とする。

A-年度末にイタリア語をある程度応用し用いることができるようになる。
B-母国語と関連したイタリア語実践の機会を提供する。
C-生徒たちは楽しくイタリア語を習得する。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

イタリア語を初めて学ぶ生徒のために以下の言語運用技術と文法に基づいて行われます。
１リスニング　テキスト使用
２スピーキング　実践的会話(グループワーク)、ドリル、ゲーム、ロールプレイング
３リーディング　テキスト使用-４ライティング　テキスト使用

Opera Prima Volume 1 (朝日出版社）
イタリア文化会館　Maggia-Misico-Quaglieri-Spinuso-Zamborlin

Loose-leaf notebook to keep prints and paper to take notes.

総合評価は単純平均方式で算出する。1区間：定期試験(60%) + 課題(40%)

イタリア語-I

授業前に予習することが望ましい  テキスト持参

氏名：

時間数 授業項目

【Term 1】

1.5 授業ガイダンスと Introduzione 

1.5 Revisione-Opera Prima  - Unità 1-2-3 

1.5 Revisione-Opera Prima  - Unità 1-2-3 

1.5 Opera Prima  - Unità 4 

1.5 Opera Prima  - Unità 4 

1.5 Opera Prima  - Unità 4 

1.5 Opera Prima  - Unità 4 

0.75 定期試験 

【Term 2】

1.5 Opera Prima  - Unità 4 

1.5 Opera Prima  - Unità 4 

1.5 Opera Prima  - Unità 4 

1.5 Opera Prima  - Unità 5 

1.5 Opera Prima  - Unità 5 

1.5 Opera Prima  - Unità 5 

0.75 定期試験 

【Term 3】

1.5 Opera Prima  - Unità 5 

1.5 Opera Prima  - Unità 5 

1.5 Opera Prima  - Unità 5 

1.5 Opera Prima  - Unità 5 

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

0.75 定期試験 

【Term 4】

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

1.5 Opera Prima  - Unità 6 

3 Uso contenuto imparato－Revisione 

0.75 定期試験 

合計

45

時間

授業計画

Parlare di quotidianita' e del tempo libero,

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間計画、評価方法確認 

Ripasso di tutto il contenuto 

Ripasso di tutto il contenuto 

esprimere rammarico 

chiedere e dire l`orario,lavori domestici, ricetta di cucina 

Giorni della settimana, avverbi di frequenza  

Lavori domestici, ricetta di cucina 

Verbi regolari, -ire, dormire e pulire - verbo reflessivo,alzarsi  

Verbi irregoali - Pronomi - Preposizioni - interrogativi  

Interrogativi: quando, a che

Chiedere indicazioni - Chiedere il prezzo  

Esprimere gusti- descrivere e comprare vestiti  

Vie e piazze, negozi e locali, gli euro - numeri da 101in poi 

Verbi irregolari - potere, venire, piacere + nome

Preposizioni, in, per Interrogativi, dove, perche, che cosa,

 quanto, quali -　Locali storici italiani  

Locali storici italiani

Parlare di festivita e vacanze 

Esprimere un desiderio, descrivere e commentare vini  

Relativo alle festivita - mesi dell`anno 

Scrivere un`e-mail Si impersonale / passivante  

Verbi irregolari - volere, stare  

Passato prossimo dei verbi 

lavorare, mangiare, comprare, andare  

Preposizioni- in, a, andare da 

Festivita italiane 

－315－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義と演習の方式で授業をすすめていく。会話練習は主にペアーで行い、テキストの本文は暗記していく。

『中国語ポイント４２』本間史・孟広学　白水社

『クラウン中日辞典』松岡榮志主幹　三省堂

定期試験５０％＋会話テスト３０％＋平常点（小テストなど）２０％

中国語Ⅱ

中国語をマスターするには、ＣＤを用いて声を出して何度も練習し、暗記することが大切である。

科目名（和文）

中国語Ⅰ

Chinese 1

中国語の初心者を対象に、中国語の発音、文法、リスニングを学ぶと同時に、中国の社会、歴史、文化に関する理
解も深めていきたい。

Ａ、中国語の基礎的な発音、文法的な事項を理解する。
Ｂ、中国語による簡単な日常会話ができる。
Ｃ、中国語４級レベル。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 発音・発音練習

4.5 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 前期中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 前期末試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話の練習・リスニング

0.75 後期末試験

1.5 試験の講評

合計

45

時間

　第12課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　 　　　　　 -A,B

□まとめ（第10課～第12課）、小テスト          　　                    -C

□第10課　１結果補語　２動作の状態や程度の表現　３“还是”を使う選択式構文

　第10課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□第11課　１方向補語　２“把”構文　３比較の表現

　第11課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□第12課　１可能補語　２二重目的語をとる動詞　３“是～的”　　　　　　 

　第９課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話                -A,B

　第７課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□まとめ（第７課～第９課）、小テスト          　　                    -C

□第８課　１助動詞 “能”・“会”・“可以”　２経験を表す“过”　

　　　　　３時間の長さの表し方

　第８課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　 　　　　　 -A,B

□第９課　１介詞 “给”・“对”　２動作の進行を表す“正”・“在”・“正在”　

　　　　　３動作・状態の持続を表す“着”

□第７課　１助動詞“要”・“想”　２介詞“在”・“从”　３完了を表す“了” 

□第５課　１数詞　２量詞　３“几”と“多少”　４語気助詞“吧”

　第５課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話                -A,B

□第６課　１存在を表す“有”表現　２連動文　３月日・曜日　４時刻

　第６課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□まとめ（第４課～第６課）、小テスト          　　                    -C

□第４課　１場所を表す代名詞　２存在を表す“在”　３動詞の重ね型

　　　　　４省略疑問文を作る“呢” 

　第４課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　 　　　　 　-A,B

　　　　　４副詞“也”と“都” 

　第３課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□まとめ（第１課～第３課）、小テスト          　　                    -C

□第１課　１、人称代名詞　２“是”の文　３“吗”の疑問文　４名前の言い方 

　第１課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話             　 -A,B

□第２課　１動詞が述語になる文　２指示代名詞　３疑問詞を使う疑問文　４“的” 

　第２課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□第３課　１形容詞が述語になる文　２所有を表す“有”　３反復疑問文　 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業概説

□中国とは、中国語発音：声調、単母音        　　　　                  -A

□複合音、子音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    -A

□軽声、声調の変化、日常のあいさつ                                    -A,B

授業計画

□鼻母音、声調の組み合わせ                                            -A

－316－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義と演習の方式で授業をすすめていく。会話練習は主にペアーで行い、テキストの本文は暗記していく。

『中国語ポイント４２』本間史・孟広学　白水社

『クラウン中日辞典』松岡榮志主幹　三省堂

定期試験５０％＋会話テスト３０％＋平常点（小テストなど）２０％

中国語Ⅱ

中国語をマスターするには、ＣＤを用いて声を出して何度も練習し、暗記することが大切である。

科目名（和文）

中国語Ⅰ

Chinese 1

中国語の初心者を対象に、中国語の発音、文法、リスニングを学ぶと同時に、中国の社会、歴史、文化に関する理
解も深めていきたい。

Ａ、中国語の基礎的な発音、文法的な事項を理解する。
Ｂ、中国語による簡単な日常会話ができる。
Ｃ、中国語４級レベル。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 発音・発音練習

4.5 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 前期中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 前期末試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話の練習・リスニング

0.75 後期末試験

1.5 試験の講評

合計

45

時間

　第12課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　 　　　　　 -A,B

□まとめ（第10課～第12課）、小テスト          　　                    -C

□第10課　１結果補語　２動作の状態や程度の表現　３“还是”を使う選択式構文

　第10課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□第11課　１方向補語　２“把”構文　３比較の表現

　第11課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□第12課　１可能補語　２二重目的語をとる動詞　３“是～的”　　　　　　 

　第９課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話                -A,B

　第７課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□まとめ（第７課～第９課）、小テスト          　　                    -C

□第８課　１助動詞 “能”・“会”・“可以”　２経験を表す“过”　

　　　　　３時間の長さの表し方

　第８課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　 　　　　　 -A,B

□第９課　１介詞 “给”・“对”　２動作の進行を表す“正”・“在”・“正在”　

　　　　　３動作・状態の持続を表す“着”

□第７課　１助動詞“要”・“想”　２介詞“在”・“从”　３完了を表す“了” 

□第５課　１数詞　２量詞　３“几”と“多少”　４語気助詞“吧”

　第５課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話                -A,B

□第６課　１存在を表す“有”表現　２連動文　３月日・曜日　４時刻

　第６課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□まとめ（第４課～第６課）、小テスト          　　                    -C

□第４課　１場所を表す代名詞　２存在を表す“在”　３動詞の重ね型

　　　　　４省略疑問文を作る“呢” 

　第４課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　 　　　　 　-A,B

　　　　　４副詞“也”と“都” 

　第３課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□まとめ（第１課～第３課）、小テスト          　　                    -C

□第１課　１、人称代名詞　２“是”の文　３“吗”の疑問文　４名前の言い方 

　第１課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話             　 -A,B

□第２課　１動詞が述語になる文　２指示代名詞　３疑問詞を使う疑問文　４“的” 

　第２課　チャレンジ・新出単語・スキット・簡単日常会話　　　　　　　　-A,B

□第３課　１形容詞が述語になる文　２所有を表す“有”　３反復疑問文　 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業概説

□中国とは、中国語発音：声調、単母音        　　　　                  -A

□複合音、子音　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    -A

□軽声、声調の変化、日常のあいさつ                                    -A,B

授業計画

□鼻母音、声調の組み合わせ                                            -A

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

中国語Ⅱ

Chinese 2

中国語Ⅰで学んだことを復習しつつ、より高度な中国力の習得を目指す。
リスリング・会話を中心に、実践的な練習を取り入れて進めていく。
中国の社会、歴史、文化に関する理解も深めていきたい。

A 中国語の基礎的な発音、文法的な事項を理解する。
B 中国語による簡単な日常会話ができる。
C 中国語３級レベル。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

少人数の演習形式でより実践的なトレーニングを行う。

『日中いぶこみ交差点』相原茂・陳淑梅・飯田敦子　朝日出版社

『超級クラウン中日辞典』松岡榮志主幹　三省堂

定期試験５０％＋会話テスト３０％＋平常点（小テストなど）２０％

中国語Ⅰ

中国語Ⅰを履修済みの学生を対象とする。中国語をマスターするには、ＣＤを用いて声を出して何度も練習し、
暗記することが大切である。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

7.5 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 前期の中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 前期末の試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話練習・リスニング

0.75 後期中間試験

1.5 試験の講評

9 会話・文法・会話の練習・リスニング

0.75 後期末試験

1.5 試験の講評

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業概説

□第９課　おいくつ　１数詞　２年齢の言い方　３量詞　４“有”yǒu　　　-A,B

□第９課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　　-B,C

□第１０課　和食はいかが　１“过”guo  ２“请”qǐng  3“还是”háishi -A,B　

　　　　　　４形容詞述語文　　　　　　　　　　　　　                

□第１０課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第１１課　家庭訪問　１助動詞の“要”yào  ２主述述語文　３比較の言い方 -A,B　

            ４前置詞の“给”gěi                                         

□第１１課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B.C 

□第１２課　買い物　１助動詞“可以”kěyǐ  ２動詞の重ね型  3方向補語  -A,B　

　　　　　　４連動文　５お金の言い方

□第１２課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第１３課　道案内　１“怎么”zěnme  ２前置詞の“离”lí“从”cóng“往”wǎng　

　　　　　　３“得”děi(助動詞)                                       -A,B 

□第１３課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第１４課　中秋節　１年月日・曜日の言い方　２“快～了”kuài～le      -A,B  　

   ３“了”le(文末の了)４前置詞の“跟”gēn ５“一边～一边…”yìbiān～yìbiān…

□第１４課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第１５課　食事の前は　１時刻の言い方 ２時間量の言い方               -A,B

　　　　　　３禁止表現“别”bié  ４“挺”tǐng

□第１５課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第１６課　手作り料理　１助動詞の“会”huì ２結果補語　              -A,B

　　　　　　３“不”bùと“没”méi　４方位詞　                                

□第１８課　スキー場で　１様態補語と程度補語　２前置詞の“用”yòng    -A,B

　　　　　　３“一下”yíxià　４二重目的語をとる動詞    

□第１６課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第１７課　カニの季節　１助動詞“能”néng ２前置詞の“在”zài　　　　-A,B

　　　　　　３“再”zài  ４可能補語                                        

□第１７課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第２０課　空港まで　１“把”ba構文“２“被”bèi構文　３ 存現文　　　-A,B

　　　　　　４“祝”zhù 祈る言葉

□第２０課  イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第１８課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C

□第１９課　おみやげ　１“有点儿”yǒudiǎnrと“一点儿”yìdiǎnr      -A,B

　２進行形の表し方　３“是～的”shì～de ４“让”ràng 使役文　５“～着”～zhe 

□第１９課　イラストコーナー  会話練習　日中同形異義語　いぶこみ16景　-B,C
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 30 15

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

韓国語Ⅰ

Korean 1

初めて韓国語に触れる学生を対象とする。韓国語の文字体系「ハングル」の仕組み、定番のあいさつ表現、初歩的
な文法･文型を学習する。1年間の学習後には、辞書を使って簡単な自己紹介が書ける程度を目指す。

A.韓国語の文字「ハングル」で書かれた単語や単文を声に出して読むことができる。
B.日本語の人名や地名を「ハングル」で表記することができる。
C.韓日辞典を使って、単語を調べることができる。
D.韓国語の助詞の基本的な機能を理解し、韓日辞典を使って平易な単文の意味を理解することができる。
E.韓国語の用言の活用の仕組みを理解し、韓日辞典を使って平易な単文の意味を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習を混ぜた座学形式で行う。
授業内ではワークシートを使用し、随時担当教員が直接添削することで正書法の定着具合を確認する。

木内明『基礎から学ぶ韓国語講座･入門』（国書刊行会, 2019）

韓日辞典を1冊用意すること
（例）塚本勲(監修)『パスポート朝鮮語小辞典』（白水社,2005）

□年間を、前期前半、前期後半、後期前半、後期後半の４区間に分け、それぞれで評価を行う。
□各区間の評価点は、以下の3項目の成果に基づいて算出する。
　　①授業内/オンラインで実施する復習テストの得点　　…　20％
　　②添削用ワークシートの完成状況　　　　　　　　　 …　20％
　　③定期試験の得点（辞書必携）　　　　　　　　　　 …　60％
□総合成績の算出では、最新区間の成績に2倍の比重を掛けて計算する。これは定期試験が常に前区間までの学習
　項目を含んで出題されるためである。
　（算出例①）前期後半の評価点＝（前期前半＋前期後半×2）÷3
　（算出例②）後期前半の評価点＝（前期前半＋前期後半＋後期前半×2）÷4
　（算出例③）学年末の評価点＝（前期前半＋前期後半＋後期前半＋後期後半×2）÷5
□原則として再試験等の救済措置は実施しない。

「ハングル」は一見難解ですが、実はローマ字と同様のしくみに基づくシステマティックな表音文字です。きちんと授業に参加して、
復習しながら覚えていけば、決して難しくありません。手間と時間を掛ければ、必ず読み書きできるようになります。また韓国語は文
法的にも日本語の兄弟に当たる言語です。日本語のしくみを客観的に見直す好機にもなります。少しだけ苦しみつつ、たくさん楽しみ
ながら、新しい外国語を学ぶ喜びを共有できればと思っています。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

0.75 韓国語のあいさつ表現

7.5 ハングルの学習

0.75 定期試験①

0.75 定期試験①の返却と解説

0.75 日本語のハングル表記／韓日辞典の引き方

3 第7課「私はゆかりです」（名詞文の導入）

3 第8課「今日時間がありますか」（存在詞の導入）

3 第9課「どうやって勉強していますか」（하다用言

0.75 定期試験②

1.5 学習指導期間

3 第10課「いくらですか」（指示詞と漢数詞の導入

3 第11課「何をよく食べますか」（해요体の作り方

3 第12課「ちょっと待ってください」（動詞の不可

0.75 定期試験③

0.75 定期試験③の返却と解説

0.75 付録：かたい文体

3 過去形の作り方

3 第13課「19歳です」（固有数詞の導入）

3 第14課「もっと勉強したいです」（願望表現と用

0.75 定期試験④

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□【A】基本子音を含む文字を書くことができる。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の概要、到達目標や評価方法の確認、授業運営上の基本ルールの共有化

□韓国語のあいさつ表現を聞いて、意味を理解できる。

□「韓国語」「朝鮮語」「ハングル」の違いを説明できる。

□【A】基本母音を含む文字を書くことができる。

□【A】複合母音を含む単語を発音することができる。

□【A】パッチムを含む単語を発音することができる。

前期中間試験（ハングル学習のまとめ）

前期中間試験の返却と解説

□【A,B】日本語の固有名詞をハングルで表記することができる。

□【C】韓日辞典の構成を理解し、単語を調べることができる。

□【D,E】「○○は△△です」の文型で簡単な単文を書くことができる。

□【D,E】「○○があります/ありません」の文型で簡単な単文を書くことができる。

□【D,E】 名詞＋하다の肯定形と否定形で簡単な単文を書くことができる。

前期末試験（日本語のハングル表記、名詞文、存在詞文、하다用言文のまとめ）

前期末試験の返却と解説および授業アンケートの実施

□【D,E】 漢数詞を使って値段を尋ねることができる。

□【D,E】 用言の辞書形と해요体を相互に変形させることができる。

□【D,E】 動詞の肯定形、否定形、不可能形を使い分けることができる。

後期中間試験（動詞文のまとめ）

後期中間試験の返却と解説

□【E】 用言の過去形を作ることができる。

□【D,E】 固有数詞を用いて、時刻や年齢を表現することができる。

□【D,E】「-고 싶다」の表現と用言の否定形を用いて、願望の有無を表現することが

後期末試験（固有数詞と願望表現、用言の過去形）

前期末試験の返却と解説および達成度アンケートの実施
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 30 15

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

韓国語Ⅰ

Korean 1

初めて韓国語に触れる学生を対象とする。韓国語の文字体系「ハングル」の仕組み、定番のあいさつ表現、初歩的
な文法･文型を学習する。1年間の学習後には、辞書を使って簡単な自己紹介が書ける程度を目指す。

A.韓国語の文字「ハングル」で書かれた単語や単文を声に出して読むことができる。
B.日本語の人名や地名を「ハングル」で表記することができる。
C.韓日辞典を使って、単語を調べることができる。
D.韓国語の助詞の基本的な機能を理解し、韓日辞典を使って平易な単文の意味を理解することができる。
E.韓国語の用言の活用の仕組みを理解し、韓日辞典を使って平易な単文の意味を理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義と演習を混ぜた座学形式で行う。
授業内ではワークシートを使用し、随時担当教員が直接添削することで正書法の定着具合を確認する。

木内明『基礎から学ぶ韓国語講座･入門』（国書刊行会, 2019）

韓日辞典を1冊用意すること
（例）塚本勲(監修)『パスポート朝鮮語小辞典』（白水社,2005）

□年間を、前期前半、前期後半、後期前半、後期後半の４区間に分け、それぞれで評価を行う。
□各区間の評価点は、以下の3項目の成果に基づいて算出する。
　　①授業内/オンラインで実施する復習テストの得点　　…　20％
　　②添削用ワークシートの完成状況　　　　　　　　　 …　20％
　　③定期試験の得点（辞書必携）　　　　　　　　　　 …　60％
□総合成績の算出では、最新区間の成績に2倍の比重を掛けて計算する。これは定期試験が常に前区間までの学習
　項目を含んで出題されるためである。
　（算出例①）前期後半の評価点＝（前期前半＋前期後半×2）÷3
　（算出例②）後期前半の評価点＝（前期前半＋前期後半＋後期前半×2）÷4
　（算出例③）学年末の評価点＝（前期前半＋前期後半＋後期前半＋後期後半×2）÷5
□原則として再試験等の救済措置は実施しない。

「ハングル」は一見難解ですが、実はローマ字と同様のしくみに基づくシステマティックな表音文字です。きちんと授業に参加して、
復習しながら覚えていけば、決して難しくありません。手間と時間を掛ければ、必ず読み書きできるようになります。また韓国語は文
法的にも日本語の兄弟に当たる言語です。日本語のしくみを客観的に見直す好機にもなります。少しだけ苦しみつつ、たくさん楽しみ
ながら、新しい外国語を学ぶ喜びを共有できればと思っています。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

0.75 韓国語のあいさつ表現

7.5 ハングルの学習

0.75 定期試験①

0.75 定期試験①の返却と解説

0.75 日本語のハングル表記／韓日辞典の引き方

3 第7課「私はゆかりです」（名詞文の導入）

3 第8課「今日時間がありますか」（存在詞の導入）

3 第9課「どうやって勉強していますか」（하다用言

0.75 定期試験②

1.5 学習指導期間

3 第10課「いくらですか」（指示詞と漢数詞の導入

3 第11課「何をよく食べますか」（해요体の作り方

3 第12課「ちょっと待ってください」（動詞の不可

0.75 定期試験③

0.75 定期試験③の返却と解説

0.75 付録：かたい文体

3 過去形の作り方

3 第13課「19歳です」（固有数詞の導入）

3 第14課「もっと勉強したいです」（願望表現と用

0.75 定期試験④

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□【A】基本子音を含む文字を書くことができる。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の概要、到達目標や評価方法の確認、授業運営上の基本ルールの共有化

□韓国語のあいさつ表現を聞いて、意味を理解できる。

□「韓国語」「朝鮮語」「ハングル」の違いを説明できる。

□【A】基本母音を含む文字を書くことができる。

□【A】複合母音を含む単語を発音することができる。

□【A】パッチムを含む単語を発音することができる。

前期中間試験（ハングル学習のまとめ）

前期中間試験の返却と解説

□【A,B】日本語の固有名詞をハングルで表記することができる。

□【C】韓日辞典の構成を理解し、単語を調べることができる。

□【D,E】「○○は△△です」の文型で簡単な単文を書くことができる。

□【D,E】「○○があります/ありません」の文型で簡単な単文を書くことができる。

□【D,E】 名詞＋하다の肯定形と否定形で簡単な単文を書くことができる。

前期末試験（日本語のハングル表記、名詞文、存在詞文、하다用言文のまとめ）

前期末試験の返却と解説および授業アンケートの実施

□【D,E】 漢数詞を使って値段を尋ねることができる。

□【D,E】 用言の辞書形と해요体を相互に変形させることができる。

□【D,E】 動詞の肯定形、否定形、不可能形を使い分けることができる。

後期中間試験（動詞文のまとめ）

後期中間試験の返却と解説

□【E】 用言の過去形を作ることができる。

□【D,E】 固有数詞を用いて、時刻や年齢を表現することができる。

□【D,E】「-고 싶다」の表現と用言の否定形を用いて、願望の有無を表現することが

後期末試験（固有数詞と願望表現、用言の過去形）

前期末試験の返却と解説および達成度アンケートの実施

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 30 15

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

少人数クラスのメリットを活かして、口頭での発話演習を中心に行う。

山崎玲美奈『口が覚える韓国語スピーキング体得トレーニング』（三修社,2018）

韓日辞典は必携

□年間を、前期前半、前期後半、後期前半、後期後半の４区間に分け、それぞれで評価を行う。

□各区間の評価点は、以下の3項目の成果に基づいて算出する。
　　①授業参加および授業内小テストの得点　　…　20％
　　②定期試験の得点　　　　　　　　　　　　…　80％

□総合成績の算出は、各区間評価の単純平均で計算する。
　（算出例①）前期後半の評価点＝（前期前半＋前期後半）÷2
　（算出例②）後期前半の評価点＝（前期前半＋前期後半＋後期前半）÷3
　（算出例③）学年末の評価点＝（前期前半＋前期後半＋後期前半＋後期後半）÷4

韓国語Ⅰ

昨年度の韓国語Ⅰが「学科教習」だとすれば、韓国語Ⅱは「路面教習」のような授業にしたいと考えます。
できるだけ口に出して、使える韓国語を楽しみましょう。

科目名（和文）

韓国語Ⅱ

Korean 2

韓国語Ⅰで学習を踏まえ、既習文法を使った口頭表現の発信と応答を演習する。

A.韓国語の初級前半の文法をある程度理解できる。
B.短い問いかけ文の意図を理解し、手短に応答ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 授業ガイダンス

2.5 名詞が中心の文　　　[01] 「〜です」

　　　　　　　　　　[02] 「〜ではありません」

　　　　　　　　　　[03] 「〜があります／あり

1.5 動詞を使った文　　　[04] 「〜します」

　　　　　　　　　　[05] 「〜しません」

1.5 用言の過去形　　　　[06] 「〜しました」

1.5 希望：依頼の表現　　[07] 「〜したいです／した

　 　　　　　　　　　　[08] 「〜してください」

1.5 進行・状態の表現　　[09] 「〜ています」

0.75 定期試験①

0.5 定期試験①の返却

2.5 尊敬の表現　　　　　[10]〜[13]

1.5 可能・不可能の表現　[14] 「〜できます／できま

　　　　　　　　　　[16] 「〜できません」

1.5 推量の表現　　　　　[15] 「〜みたいです／〜で

1.5 許可・禁止・義務　　[17] 「〜してもいいです／

　　　　　　　　　　[18] 「〜しなくてはなりま

1.5 予定の表現　　　　　[19] 「〜するつもりです／

パンマル（タメ口）　[20]

1.5 授与業現　　　　　　[21] 「〜してあげる／くれ

0.75 定期試験②

1.5 学習指導期間

1.5 漢数詞の用法　　　　[22]

固有数詞の用法　　　[23]

3 用言の連体形　　　　[24]〜[26]

1.5 疑問詞を使った文　　[27]〜[28]

1.5 位置名詞を使った文　[37]

1.5 不規則用言：ㄹ変則活用　　[29]

0.75 定期試験③

0.5 定期試験③の返却

1 不規則用言の導入　　[36]

1.5 不規則用言：으変則活用＆ㅂ変則活用＆　　[29]

1.5 不規則用言：ㄷ変則活用＆르変則活用＆　　[33]

1.5 不規則用言：ㅅ変則活用＆ㅎ変則活用＆まとめ　

1.5 不規則用言のまとめ　[36]

並列の接続表現　　　[39] 「〜して」

1.5 逆接の接続表現　　　[38] 「〜だが／〜けれど」

　　　　　　　　　　[43] 「〜なんだけど／〜な

1.5 理由の接続表現　　　[40] 「〜なので」

　　　　　　　　　　[41] 「〜だから」

0.75 定期試験④

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

後期末試験の返却と解説および授業アンケートの実施

後期末試験

□【A】２文を規則に従って接続させることができる

□【A】２文を規則に従って接続させることができる

後期中間試験

後期中間試験の返却

□【A】代表的な不規則用言を規則に従って活用させることができる

□【B】代表的な不規則用言を使った例文をそらんじることができる

□【A/B】名詞を修飾する連体形を使った例文をそらんじることができる

□【A/B】基本的な疑問詞を使った質問を発することができる

□【A/B】道案内で用いる位置表現の基本を理解することができる

□【A】代表的な不規則用言を規則に従って活用させることができる

後期末試験

前期末試験の返却と解説および授業アンケートの実施

□【A/B】漢数詞と固有数詞を大まかに使い分けることができる

□【A/B】基本動詞を使って、自身の予定を表現することができる

□【A/B】通常の表現とパンマルの違いを感じ取り、区別することができる

□【A/B】基本動詞を使って、やりもらいを表現できる

□【A/B】敬語表現と通常の表現の基本的な使い分けができる

□【A/B】基本動詞を使って、物事の可能・不可能を表現できる

□【A/B】基本動詞を使った推量の表現を理解できる

□【A/B】基本動詞を使った許可・禁止・義務の表現を理解できる

□【A/B】基本動詞を使って、物や人の様子を描写することができる

前期中間試験

前期中間試験の返却

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業の概要、評価方法や授業運営の基本ルールを理解した

□【A/B】名詞文の肯定形、疑問形、否定形が理解できる　

□【A/B】基本動詞を肯定形、疑問形に活用させることができる

□【A/B】基本動詞を使って、自身の願望を伝えることができる

□【A/B】基本動詞を使って、他者に依頼することができる

授業計画

□【A/B】頻出する動詞を肯定形、疑問形に活用させることができる

－319－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 45 0 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

前期は毎回配布されるプリントを参考にしながら授業を進める。後期は聖書を読みながら、補助教材としてプリン
トを配布し、授業を展開する。映像（ビデオ）も必要に応じて使用する。内容に応じてリアクションペーパーを書
いてもらう。定期的にノートの提出を求めることもある。

『聖書』旧約聖書続編つき　新共同訳

『早わかり聖書』　生田哲　日本実業出版社　2003年　と配布プリント

評価算出方法
１）各区間にて１００点法で評価点を算出する。
　　定期試験８０％
　　課題とりわけリアクションペーパーの内容（１０％）授業態度など（１０％）とする。

倫理（１年生）、現代社会（１年生）、歴史（２年）

科目名（和文）

宗教学

Religion

担当教員

カトリックミッションスクールで学ぶ学生にとって宗教を学ぶことは有意義なことである。授業内容は前期では、
私たちの日常生活に関わる宗教的な事柄を知識として学ぶ。後期は「聖書」を読みながら旧約聖書の登場人物の宗
教観や人生観を、新約聖書ではイエス・キリストの生涯とキリスト教について学ぶ。

A.宗教に関する様々なことばの概念をとらえることができる
B.さまざまな宗教のあり方を理解できる
C.日本社会にある宗教のあり方とその役割や問題点を理解できる
D.旧約聖書の内容を理解できる
E.新約聖書の内容を理解できる
F.キリスト教について簡単に把握できる

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

授業計画

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス・宗教とは

1.5 「宗教とは　その２」

1.5 日本人の宗教意識

〈宗教のアウトライン１〉

1.5 迷信と呪術

1.5 占い・宗教と科学

1.5 宗教の分類

1.5 前期中間試験・試験返し

〈宗教のアウトライン２〉

1.5 日本の宗教

1.5 教祖と教団

1.5 洗脳とマインドコントロール

1.5 予言、カルト

1.5 儀式、祭り、修行

1.5 巡礼、シャーマニズム

1.5 前期末試験・試験返し

1.5 タブー、死生観と「天国と地獄」

1.5 聖書についての解説

1.5 旧約聖書　　創世記１　　旧約聖書

1.5 　　　　　　創世記２

1.5 　　　　　　創世記３

1.5 　　　　　　出エジプト記

1.5 後期中間試験・試験返し

1.5 　　　　　　士師記・サムエル記上

1.5 　　　　　　サムエル記上

1.5 　　　　　　サムエル記下

1.5 　　　　　　サムエル記下・列王記上

1.5 新約聖書　　福音書１　　試験解説

1.5 　　　　　　福音書２

1.5 キリスト教の誕生　　使徒言行録

1.5 キリスト教の発展　　使徒言行録

1.5 学年末試験・試験返し

合計

45

時間

□　初代教会とパウロの活躍と教えを理解でき、パウロの生涯と教えを

　　理解できる（E)

□　キリスト教が発展する様子を理解できる（F)

□　初代教会とパウロの活躍と教えを理解でき、パウロの生涯と教えを

　　理解できる（D)

□　イエス・キリストの生涯と教えを理解できる（E)

□　サウル王とダビデの登場の歴史と意味を理解できる（D)

□　ヨゼフ物語・イスラエル民族の歴史と意味を理解できる（D）

□　ソロモン王以後のイスラエル民族の歴史とイエス・キリストの誕生の意味を

　　理解できる（D)

□　イエス・キリストの生涯と教えを理解できる（E)

□　モーセ物語・イスラエル民族の歴史と意味を理解できる（D)

□　イスラエル民族初の王誕生・その経緯と意味を理解できる（D)

□　天地創造物語・その内容と意味について理解できる（D）

□　アブラハム物語・イスラエル民族のルーツなどを理解できる（D）

□　その内容と社会への影響を理解できる（B.C）

□　旧約、新約の歴史的背景とその内容を理解できる（B.C）

□　その内容と社会への影響（社会問題となる）を理解できる（B.C）

□　その内容と社会への影響（年中行事への理解）を理解できる（B.C）

□　その内容と社会への影響（歴史との関係）を理解できる（B.C)

□　その発生、発展と社会への影響などを理解できる（B.C)

□　その内容と宗教との関わりを理解できる（B.C）

□　さまざまな宗教の在り方を理解できる（A.B）

□　日本の伝統宗教（神道、仏教）・新宗教の概要を理解できる（B.C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　年間授業計画・評価方法の説明。宗教概論を把握できる(A)

□　社会現象または行動様式としての宗教について理解できる（A)

□　迷信・呪術の意味と宗教との関係について理解できる（A.B）

□　宗教と科学の本来の目的と相互関係について理解できる（A.B）

□　自覚的な宗教観と習慣的な宗教観を理解できる（A.B）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 45 0 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

前期は毎回配布されるプリントを参考にしながら授業を進める。後期は聖書を読みながら、補助教材としてプリン
トを配布し、授業を展開する。映像（ビデオ）も必要に応じて使用する。内容に応じてリアクションペーパーを書
いてもらう。定期的にノートの提出を求めることもある。

『聖書』旧約聖書続編つき　新共同訳

『早わかり聖書』　生田哲　日本実業出版社　2003年　と配布プリント

評価算出方法
１）各区間にて１００点法で評価点を算出する。
　　定期試験８０％
　　課題とりわけリアクションペーパーの内容（１０％）授業態度など（１０％）とする。

倫理（１年生）、現代社会（１年生）、歴史（２年）

科目名（和文）

宗教学

Religion

担当教員

カトリックミッションスクールで学ぶ学生にとって宗教を学ぶことは有意義なことである。授業内容は前期では、
私たちの日常生活に関わる宗教的な事柄を知識として学ぶ。後期は「聖書」を読みながら旧約聖書の登場人物の宗
教観や人生観を、新約聖書ではイエス・キリストの生涯とキリスト教について学ぶ。

A.宗教に関する様々なことばの概念をとらえることができる
B.さまざまな宗教のあり方を理解できる
C.日本社会にある宗教のあり方とその役割や問題点を理解できる
D.旧約聖書の内容を理解できる
E.新約聖書の内容を理解できる
F.キリスト教について簡単に把握できる

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

授業計画

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス・宗教とは

1.5 「宗教とは　その２」

1.5 日本人の宗教意識

〈宗教のアウトライン１〉

1.5 迷信と呪術

1.5 占い・宗教と科学

1.5 宗教の分類

1.5 前期中間試験・試験返し

〈宗教のアウトライン２〉

1.5 日本の宗教

1.5 教祖と教団

1.5 洗脳とマインドコントロール

1.5 予言、カルト

1.5 儀式、祭り、修行

1.5 巡礼、シャーマニズム

1.5 前期末試験・試験返し

1.5 タブー、死生観と「天国と地獄」

1.5 聖書についての解説

1.5 旧約聖書　　創世記１　　旧約聖書

1.5 　　　　　　創世記２

1.5 　　　　　　創世記３

1.5 　　　　　　出エジプト記

1.5 後期中間試験・試験返し

1.5 　　　　　　士師記・サムエル記上

1.5 　　　　　　サムエル記上

1.5 　　　　　　サムエル記下

1.5 　　　　　　サムエル記下・列王記上

1.5 新約聖書　　福音書１　　試験解説

1.5 　　　　　　福音書２

1.5 キリスト教の誕生　　使徒言行録

1.5 キリスト教の発展　　使徒言行録

1.5 学年末試験・試験返し

合計

45

時間

□　初代教会とパウロの活躍と教えを理解でき、パウロの生涯と教えを

　　理解できる（E)

□　キリスト教が発展する様子を理解できる（F)

□　初代教会とパウロの活躍と教えを理解でき、パウロの生涯と教えを

　　理解できる（D)

□　イエス・キリストの生涯と教えを理解できる（E)

□　サウル王とダビデの登場の歴史と意味を理解できる（D)

□　ヨゼフ物語・イスラエル民族の歴史と意味を理解できる（D）

□　ソロモン王以後のイスラエル民族の歴史とイエス・キリストの誕生の意味を

　　理解できる（D)

□　イエス・キリストの生涯と教えを理解できる（E)

□　モーセ物語・イスラエル民族の歴史と意味を理解できる（D)

□　イスラエル民族初の王誕生・その経緯と意味を理解できる（D)

□　天地創造物語・その内容と意味について理解できる（D）

□　アブラハム物語・イスラエル民族のルーツなどを理解できる（D）

□　その内容と社会への影響を理解できる（B.C）

□　旧約、新約の歴史的背景とその内容を理解できる（B.C）

□　その内容と社会への影響（社会問題となる）を理解できる（B.C）

□　その内容と社会への影響（年中行事への理解）を理解できる（B.C）

□　その内容と社会への影響（歴史との関係）を理解できる（B.C)

□　その発生、発展と社会への影響などを理解できる（B.C)

□　その内容と宗教との関わりを理解できる（B.C）

□　さまざまな宗教の在り方を理解できる（A.B）

□　日本の伝統宗教（神道、仏教）・新宗教の概要を理解できる（B.C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　年間授業計画・評価方法の説明。宗教概論を把握できる(A)

□　社会現象または行動様式としての宗教について理解できる（A)

□　迷信・呪術の意味と宗教との関係について理解できる（A.B）

□　宗教と科学の本来の目的と相互関係について理解できる（A.B）

□　自覚的な宗教観と習慣的な宗教観を理解できる（A.B）

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

心理学

Psychology

行動、欲求、感情、知覚といった心理学の基礎的な概念の学習を中心として、心理学とはどのような学問である
かを学ぶことを第一の目的とする。また、後期のまとめ時に、「発達心理学」や「社会心理学」といった応用心理
学の領域についても触れる。

　学生諸君が心理学の以下の基礎的な知識の習得し、生活に活かすことができることを目的とする。
Ａ．心理学の歴史と学問の基礎方法について理解し説明することができる。
Ｂ．心理学が扱う行動の諸相について理解し、その研究方法について自分で検討することができる。
Ｃ．要求・欲求と呼ばれているものの内実とそれに伴う諸問題について理解し説明ができる。
Ｄ．知能の構造について理解し、知能指数の計算式などを説明できる。
Ｅ．性格の諸構造、諸学説を理解し、性格形成の要因について説明することができる。
Ｆ．感情の諸理論と構造について理解し説明ができる。
Ｇ．種々の学習理論について理解し、諸理論の違いを説明できる。
Ｈ．記憶形成をメカニズムを理解し、説明することができる。
Ｉ．感覚の諸様態を判明に区別し、とりわけ視覚の構造について理解・説明できる。
Ｊ．思考のメカニズムと記号化の原理について理解し説明できる。
Ｋ．応用倫理学の妥当する範囲を理解し説明することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-3       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

心理学の基本的知識を身に付けてもらうための講義を中心とするが、適宜新聞記事を題材にとったレポート課題
などを課す。試験やレポートについては、それぞれテスト返却時などに採点基準を示し、レポートについても返却
時にコメントを付与する。

　特に指定しない。（教場で資料を配布する）

　特に指定しない。（教場で資料を配布する）

　通年の講義期間を前期中間、前期期末、後期中間、後期期末の４つの区間にわけ、それぞれの区間の成績を１０
０点満点の　テスト点×０．５＋レポート課題点（満点３０点）＋講義内課題（満点２０点）で算定する。
これら区間の成績を、（前の区間の成績×１＋今の区間の成績×２）÷３で求める。具体的には、以下の方法で算
出する。通年の評価点とする。
１．前期中間　テスト点×０．４＋レポート課題点（満点３０点）＋ノート点（満点１５点）＋講義内課題（満点
１５点）
２．前期期末　（前期中間成績×１＋前期期末の区間成績×２）÷３
３．後期中間　（前期期末成績×１＋後期中間の区間成績×２）÷３
４．後期期末　（後期中間成績×１＋後期期末の区間成績×２）÷３
４回の定期試験を全て受験し、以上の計算で最終的に６０点以上の者を合格とする。

　他の一般教育科目全般

自分の心の動きを反省し、そこで生じる事柄をできるだけ論理的に説明できるように心がけて生活する習慣を付
ける。また、社会で生じている出来事に関心を持ち、講義で扱った内容との関連を自分なりに考える。最後に、講
義ノートを必ず見直し、あらかじめ配られる資料の内容について、自分なりに下調べをする。

氏名：

時間数 授業項目

3 心理学の基礎

3 行動と心理学

3 要求、欲求、動機づけ

3 要求と葛藤

3 知能

3 性格

3 性格の形成

3 感情

3 学習

3 記憶

3 感覚

3 思考と言語

3 発達心理学と社会心理学

3 臨床心理学と犯罪心理学

3 まとめ、その他

合計

45

時間

授業計画

□　行動の諸形態（Ｂ）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　心理学への導入（Ａ）

□　学問的対象・方法・歴史（Ａ）

□　行動の定義（Ｂ）

□　一次的要求と二次的要求の差異（Ｃ）

□　要求の強さ（Ｃ）

□　葛藤の諸形態（Ｃ）

□　代償行動と防衛（Ｃ）

□　知能とは何か（Ｄ）

□　知能検査と業績（Ｄ）

□　性格の定義（Ｅ）

□　性格の類型と構造（Ｅ）

□　遺伝要因と環境要因（Ｅ）

□　個人の性格をめぐる諸事項（Ｅ）

□　感情及び情緒（Ｆ）

□　感情と適応的行動の諸問題（Ｆ）

□　学習とは何か、古典的条件づけ、オペラント条件づけ（Ｇ）

□　学習理論の種類と能率（Ｇ）

□　短期記憶と長期記憶（Ｈ）

□　記銘と忘却に見られる諸効果について（Ｈ）

□　感覚と行動の関係（Ｉ）

□　視知覚の諸特徴（Ｉ）

□　概念と注意（Ｊ）

□　思考と概念の関係（Ｊ）

□　試験および試験、レポートの解説等

□　１年間のまとめ等

□　発達の原理と段階（Ｋ）

□　社会的行動と集団行動（Ｋ）

□　心理療法について（Ｋ）

□　逸脱と狂気について（Ｋ）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 30 15 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

【前期】・日本近代文学作品について、作家の略歴を確認し、その作品を読み、鑑賞文を書く。
【後期】・日本語の構造に関する各種基礎問題を解く。
　　　  ・各自文章を作成し、その内容を検討・校正する。

プリントを配布する。

「シグマ新国語便覧」（文英堂）、必要に応じてプリントを配布する。

年間を定期試験で４区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は４区間の評価点の平均とし、小数点第１位を四捨五入したものとする。
ただし、４区間の評価点の合計が２４０点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)＋(2)＋(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1) 定期試験(１００満点×１)×０．６
(2) 授業内課題（１０点満点小テスト×２）
(3) 授業外課題（２０点満点宿題×１）【内容不十分・遅刻提出・不提出等は減点】

国語（1年・2年・3年・4年）

自身の中にある「日本語の世界」の領域を積極的に広げてください。
授業内課題・授業外課題が成績評価の40%を占めますので、日頃の努力を怠らないようにしてください。

科目名（和文）

日本語・日本文学

Japanese Language / Japanese Literature

担当教員

【前期】近代文学の潮流を理解した上で、文学作品を鑑賞する。
【後期】日本語の構造及び日本語による文章作成の基本を学ぶ。

国語科教科目標
①『アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う』
②『聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う』
③『言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う』

上記②③に向けて、本選択科目の学習到達目標を下記3点とする。
(A）日本近代文学史についての知識を深め、多様性を理解することができる
(B) 日本語についての感性を養い、日本語表現の多様性を理解することができる
(C) 日本語構造の基礎を理解し、その運用能力を向上させることができる

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

授業計画

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 日本近代文学の流れ１

3 作品鑑賞１

　森鷗外　　　　『高瀬舟』

3 日本近代文学の流れ２

3 作品鑑賞２

　芥川龍之介　　『地獄変』

0.75 前期中間試験

0.5 試験返却及び解説

1 日本近代文学の流れ３

3 作品鑑賞３

　川端康成　　　『伊豆の踊子』

1.5 日本近代文学の流れ４

3 作品鑑賞４

　太宰治　　　　『人間失格』

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

3 日本語の構造１

3 日本語文章作成法１

1.5 日本語の構造２

3 日本語文章作成法２

0.75 後期中間試験

0.5 試験返却及び解説

1 日本語の構造３

3 日本語文章作成法３

1.5 日本語の構造４

3 日本語文章作成法４

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

□　文章作成の基礎を学び、実際に推敲・添削する(B・C)

□　日本語の基本的な文法構造(B・C)

□　文章作成の基礎を学び、実際に推敲・添削する(B・C)

□　日本語の基本的な文法構造(B・C)

□　文章作成の基礎を学び、実際に推敲・添削する(B・C)

□　日本語の基本的な文法構造(B・C)

□　文章作成の基礎を学び、実際に推敲・添削する(B・C)

□　日本語の基本的な文法構造(B・C)

□　昭和の小説の流れ(A)

□　著名作家の代表作(A)

□　作家の略歴・代表作などの知識習得(A)

□　作品の特徴を理解し、鑑賞文作成(B・C)

□　著名作家の代表作(A)

□　作家の略歴・代表作などの知識習得(A)

□　作品の特徴を理解し、鑑賞文作成(B・C)

□　大正・昭和初期の小説の流れ(A)

□　明治・大正期の小説の流れ(A)

□　著名作家の代表作(A)

□　作家の略歴・代表作などの知識習得(A)

□　作品の特徴を理解し、鑑賞文作成(B・C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業計画・内容及び評価の仕方

□　近代文学の黎明期の流れ(A)

□　作家の略歴・代表作などの知識習得(A)

□　作品の特徴を理解し、鑑賞文作成(B・C)

□　著名作家の代表作(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 30 15 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

【前期】・日本近代文学作品について、作家の略歴を確認し、その作品を読み、鑑賞文を書く。
【後期】・日本語の構造に関する各種基礎問題を解く。
　　　  ・各自文章を作成し、その内容を検討・校正する。

プリントを配布する。

「シグマ新国語便覧」（文英堂）、必要に応じてプリントを配布する。

年間を定期試験で４区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は４区間の評価点の平均とし、小数点第１位を四捨五入したものとする。
ただし、４区間の評価点の合計が２４０点に満たない場合は不合格とする。

下記(1)＋(2)＋(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1) 定期試験(１００満点×１)×０．６
(2) 授業内課題（１０点満点小テスト×２）
(3) 授業外課題（２０点満点宿題×１）【内容不十分・遅刻提出・不提出等は減点】

国語（1年・2年・3年・4年）

自身の中にある「日本語の世界」の領域を積極的に広げてください。
授業内課題・授業外課題が成績評価の40%を占めますので、日頃の努力を怠らないようにしてください。

科目名（和文）

日本語・日本文学

Japanese Language / Japanese Literature

担当教員

【前期】近代文学の潮流を理解した上で、文学作品を鑑賞する。
【後期】日本語の構造及び日本語による文章作成の基本を学ぶ。

国語科教科目標
①『アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う』
②『聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う』
③『言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う』

上記②③に向けて、本選択科目の学習到達目標を下記3点とする。
(A）日本近代文学史についての知識を深め、多様性を理解することができる
(B) 日本語についての感性を養い、日本語表現の多様性を理解することができる
(C) 日本語構造の基礎を理解し、その運用能力を向上させることができる

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

授業計画

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 日本近代文学の流れ１

3 作品鑑賞１

　森鷗外　　　　『高瀬舟』

3 日本近代文学の流れ２

3 作品鑑賞２

　芥川龍之介　　『地獄変』

0.75 前期中間試験

0.5 試験返却及び解説

1 日本近代文学の流れ３

3 作品鑑賞３

　川端康成　　　『伊豆の踊子』

1.5 日本近代文学の流れ４

3 作品鑑賞４

　太宰治　　　　『人間失格』

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

3 日本語の構造１

3 日本語文章作成法１

1.5 日本語の構造２

3 日本語文章作成法２

0.75 後期中間試験

0.5 試験返却及び解説

1 日本語の構造３

3 日本語文章作成法３

1.5 日本語の構造４

3 日本語文章作成法４

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

□　文章作成の基礎を学び、実際に推敲・添削する(B・C)

□　日本語の基本的な文法構造(B・C)

□　文章作成の基礎を学び、実際に推敲・添削する(B・C)

□　日本語の基本的な文法構造(B・C)

□　文章作成の基礎を学び、実際に推敲・添削する(B・C)

□　日本語の基本的な文法構造(B・C)

□　文章作成の基礎を学び、実際に推敲・添削する(B・C)

□　日本語の基本的な文法構造(B・C)

□　昭和の小説の流れ(A)

□　著名作家の代表作(A)

□　作家の略歴・代表作などの知識習得(A)

□　作品の特徴を理解し、鑑賞文作成(B・C)

□　著名作家の代表作(A)

□　作家の略歴・代表作などの知識習得(A)

□　作品の特徴を理解し、鑑賞文作成(B・C)

□　大正・昭和初期の小説の流れ(A)

□　明治・大正期の小説の流れ(A)

□　著名作家の代表作(A)

□　作家の略歴・代表作などの知識習得(A)

□　作品の特徴を理解し、鑑賞文作成(B・C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業計画・内容及び評価の仕方

□　近代文学の黎明期の流れ(A)

□　作家の略歴・代表作などの知識習得(A)

□　作品の特徴を理解し、鑑賞文作成(B・C)

□　著名作家の代表作(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 45 0 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する

アドバイス

科目名（和文）

人間論

Humman Studies

担当教員

私たちは、人間として成長してきた以上、ひとつの家庭の中にいる。家庭というのは人間の生活のひとつの基盤と
言える。しかし、現在この家庭・家族が危機にあると言われている。私たちはなぜ家庭を作ろうとするのか、どう
して危機にあるのか、家庭を築く上で必要なものを社会学、倫理学等の観点から見ていきたい。

（A)現代日本の家庭・家族の現状を理解することができる
（B)現代日本の家庭・家族の現状、またそれの持つ問題を具体的な資料を用いながら理解することができる
（C)現代日本の家庭・家族の現状、問題に対して自分なりの意見を述べることができる

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

毎回配布されるプリントを参考にしながら授業を進める。必要に応じて映像（ビデオ）も使用する。授業後にリア
クションペーパーを提出してもらう。

なし

『新しい家族社会学』森岡清美・望月嵩、培風館、2004年

4回の定期試験結果、リアクションペーパーの提出と内容、授業参加度から評価する。

・定期試験（80％）
・リアクションペーパー（10％）
・授業参加・態度（10％）
・欠課は1点、リアクションペーパーの未提出は一つにつき1点減点とする

倫理、現代社会、歴史

学問的な知識を学びながら、常に今生きている自分の家庭をふり返ってみてほしい。

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

氏名： 授業計画

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 家庭・家族とは

1.5 結婚：青年期の異性交際

1.5 配偶者の選択

1.5 結婚の意味と機能

1.5 離婚、その後

1.5 ライフサイクル

0.75 前期中間試験

0.5 試験返却及び解説

3 家族の危機

1.5 家族の構造

1.5 子供の養育と社会化

1 老親の扶養

1.5 家族と社会的ネットワーク

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

1.5 家族の変化

1.5 ドメスティック・バイオレンス

1.5 子供への虐待

1.5 父親、母親

1.5 ひとり親家族

1.5 児童養護施設

0.75 後期中間試験

0.5 試験返却及び解説

1 結婚しないという選択（シングル）

1.5 ひきこもり

1.5 老いと家族

3 死と家族

3 家庭のこれから

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

□　配偶者選択のメカニズムについて理解できる（A.C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　年間授業計画・評価方法の説明

□　家族の類型と分類について理解できる（A.C)

□　性の三つの側面、性と愛について理解できる（A.C)

□　結婚の意味・機能・分類について理解できる（A.C)

□　結婚の意味、社会の反応、要因について理解・考察できる（A.B.C）

□　ライフサイクルとは・ライフコースとはについて理解できる（A.C)

□　家族の発達課題と家庭の危機について理解・考察できる（A.B.C）

□　家族における役割構造、勢力構造、情緒構造について理解できる（A.C)

□　家族と社会化、社会化の過程について理解できる（A.C)

□　老年期への移行、老親扶養の動向について理解できる（A.C）

□　さまざまな家族の持つ社会的ネットワークについて理解できる（A.B.C)

□　家族形態の変化、家族機能の変化について理解・考察できる（A.B.C)

□　具体的現状と問題・対策について理解・考察できる（A.B.C)

□　児童虐待の現状とその問題について理解・考察できる（A.B.C)

□　父親、母親の役割について理解できる（A.C)

□　ひとり親家族の子育てについて理解できる（A.C)

□　入所児童の家庭的背景について理解・考察できる（A.B.C)

□　結婚しない人々、パラサイト・シングルについて理解できる（A.C)

□　ひきこもりの現状と対策について理解できる（A.C)

□　家族の中で老いるとはについて理解・考察できる（A.B.C)

□　ターミナルケアに注目して理解・考察できる（A.B.C)

□　家族はどこへ行くのか、について考察できる（A.C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

法学

Law

「規範」の存在の実感を促し、「法の重要性」の理解を図る。
主権者としての自覚を促す。
日常のトラブルに適切に対応する心構えを促す。

A.主権者・納税者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.紛争予防の重要性の理解ができる。
C.発生してしまった紛争の適正解決を実現するための心構えができる。
D.説得上手になることができる。
E.説得され上手になることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-1 GE-2 GE-3     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義とゼミを混ぜた座学の形式で行う。板書は最小限とし、プリントを適宜配布する。計4回の定期試験について
は，答案用紙を返却した上で解答例を解説し、理解度を確認してもらう．
時事問題も扱うこと等の理由で、授業の進行がシラバスとずれること等もありうる。

現代法学入門・最新版（有斐閣）
デイリー六法・当該年度版（三省堂）

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は前期中間テストの点数とする。
他の区間成績は､当該区間の定期ﾃｽﾄの点数と直前の区間成績との平均値とする(平均値を算出する際に小数点以下の
数字が生じたときは切り上げる)。

現代社会､宗教学､国語。

成績評価につき平常点の加点はありません。
試験の問題を60点に相当する分は時間をかければ解けるようにするので安心して下さい。
認定試験は定期テストを復習すれば解ける問題を出題するので、この点も安心して下さい。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ①シラバス・六法・教科書の説明

        ② 高専の法的根拠

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

  ⑴このことわざの意味

  ⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

  ⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 前期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

  ⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

  ⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

　   憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

　  

1.5 復習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

  

　 　

3 現行憲法の制定過程 (ビデオ学習)

1.5 隣人訴訟

　 　紛争解決手段の模索

　

3 犯罪と法 ⑴

  ①刑罰と犯罪(構成要件・違法・有責)

　   ②違法性阻却事由 責任阻却事由  

　 　

1.5 復習

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

1.5 犯罪と法 ⑵  刑事手続

　

3 法律関係

　　　横領的な処分行為の事例を題材に･･･

　   ①民事(と行政)と刑事  物と金

  ②善意・悪意 過失

　

3 家族関係と法

　   ①親族

　   ②相続

　 　

1.5 復習

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□左についての理解(A.B.C.D.E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□左の使い方と評価方法についての理解と納得

□左についての十分な理解(六法の読み方の実践)

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.B.C.D.E)

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D.E)

□左についての理解(A)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての理解(A)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての憲法等の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□学習事項の定着の確認

□憲法の重要性の体感(A)

□訴訟と和解の違いの理解(B.C.D.E)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、職務質問等の捜査の端緒についての理解(A.B.C.D.E)

□罪刑法定主義、死刑制度、犯罪の理解(A.B.C)

□左の十分な理解(A.B.C)

□親族･親子についての基本的な理解(B.C)

□相続についての基本的な理解(B.C)

 

□学習事項の定着の確認

□紛争処理に直面した時に冷静に対処するための心構え(B.C.D.E)

□左の言葉の十分な理解(B.C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

法学

Law

「規範」の存在の実感を促し、「法の重要性」の理解を図る。
主権者としての自覚を促す。
日常のトラブルに適切に対応する心構えを促す。

A.主権者・納税者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.紛争予防の重要性の理解ができる。
C.発生してしまった紛争の適正解決を実現するための心構えができる。
D.説得上手になることができる。
E.説得され上手になることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-1 GE-2 GE-3     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義とゼミを混ぜた座学の形式で行う。板書は最小限とし、プリントを適宜配布する。計4回の定期試験について
は，答案用紙を返却した上で解答例を解説し、理解度を確認してもらう．
時事問題も扱うこと等の理由で、授業の進行がシラバスとずれること等もありうる。

現代法学入門・最新版（有斐閣）
デイリー六法・当該年度版（三省堂）

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は前期中間テストの点数とする。
他の区間成績は､当該区間の定期ﾃｽﾄの点数と直前の区間成績との平均値とする(平均値を算出する際に小数点以下の
数字が生じたときは切り上げる)。

現代社会､宗教学､国語。

成績評価につき平常点の加点はありません。
試験の問題を60点に相当する分は時間をかければ解けるようにするので安心して下さい。
認定試験は定期テストを復習すれば解ける問題を出題するので、この点も安心して下さい。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ①シラバス・六法・教科書の説明

        ② 高専の法的根拠

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

  ⑴このことわざの意味

  ⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

  ⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 前期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

  ⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

  ⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

　   憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

　  

1.5 復習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

  

　 　

3 現行憲法の制定過程 (ビデオ学習)

1.5 隣人訴訟

　 　紛争解決手段の模索

　

3 犯罪と法 ⑴

  ①刑罰と犯罪(構成要件・違法・有責)

　   ②違法性阻却事由 責任阻却事由  

　 　

1.5 復習

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

1.5 犯罪と法 ⑵  刑事手続

　

3 法律関係

　　　横領的な処分行為の事例を題材に･･･

　   ①民事(と行政)と刑事  物と金

  ②善意・悪意 過失

　

3 家族関係と法

　   ①親族

　   ②相続

　 　

1.5 復習

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□左についての理解(A.B.C.D.E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□左の使い方と評価方法についての理解と納得

□左についての十分な理解(六法の読み方の実践)

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.B.C.D.E)

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D.E)

□左についての理解(A)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての理解(A)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての憲法等の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□学習事項の定着の確認

□憲法の重要性の体感(A)

□訴訟と和解の違いの理解(B.C.D.E)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、職務質問等の捜査の端緒についての理解(A.B.C.D.E)

□罪刑法定主義、死刑制度、犯罪の理解(A.B.C)

□左の十分な理解(A.B.C)

□親族･親子についての基本的な理解(B.C)

□相続についての基本的な理解(B.C)

 

□学習事項の定着の確認

□紛争処理に直面した時に冷静に対処するための心構え(B.C.D.E)

□左の言葉の十分な理解(B.C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

法学

Law

「規範」の存在の実感を促し、「法の重要性」の理解を図る。
主権者としての自覚を促す。
日常のトラブルに適切に対応する心構えを促す。

A.主権者・納税者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.紛争予防の重要性の理解ができる。
C.発生してしまった紛争の適正解決を実現するための心構えができる。
D.説得上手になることができる。
E.説得され上手になることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1 A-2 A-3     

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) (i) GE-1 GE-2 GE-3     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義とゼミを混ぜた座学の形式で行う。板書は最小限とし、プリントを適宜配布する。計4回の定期試験について
は，答案用紙を返却した上で解答例を解説し、理解度を確認してもらう．
時事問題も扱うこと等の理由で、授業の進行がシラバスとずれること等もありうる。

現代法学入門・最新版（有斐閣）
デイリー六法・当該年度版（三省堂）

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は前期中間テストの点数とする。
他の区間成績は､当該区間の定期ﾃｽﾄの点数と直前の区間成績との平均値とする(平均値を算出する際に小数点以下の
数字が生じたときは切り上げる)。

現代社会､宗教学､国語。

成績評価につき平常点の加点はありません。
試験の問題を60点に相当する分は時間をかければ解けるようにするので安心して下さい。
認定試験は定期テストを復習すれば解ける問題を出題するので、この点も安心して下さい。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ①シラバス・六法・教科書の説明

        ② 高専の法的根拠

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

  ⑴このことわざの意味

  ⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

  ⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 前期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

  ⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

  ⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

　   憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

　  

1.5 復習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

  

　 　

3 現行憲法の制定過程 (ビデオ学習)

1.5 隣人訴訟

　 　紛争解決手段の模索

　

3 犯罪と法 ⑴

  ①刑罰と犯罪(構成要件・違法・有責)

　   ②違法性阻却事由 責任阻却事由  

　 　

1.5 復習

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

1.5 犯罪と法 ⑵  刑事手続

　

3 法律関係

　　　横領的な処分行為の事例を題材に･･･

　   ①民事(と行政)と刑事  物と金

  ②善意・悪意 過失

　

3 家族関係と法

　   ①親族

　   ②相続

　 　

1.5 復習

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□左についての理解(A.B.C.D.E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□左の使い方と評価方法についての理解と納得

□左についての十分な理解(六法の読み方の実践)

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.B.C.D.E)

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D.E)

□左についての理解(A)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての理解(A)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての憲法等の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□学習事項の定着の確認

□憲法の重要性の体感(A)

□訴訟と和解の違いの理解(B.C.D.E)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、職務質問等の捜査の端緒についての理解(A.B.C.D.E)

□罪刑法定主義、死刑制度、犯罪の理解(A.B.C)

□左の十分な理解(A.B.C)

□親族･親子についての基本的な理解(B.C)

□相続についての基本的な理解(B.C)

 

□学習事項の定着の確認

□紛争処理に直面した時に冷静に対処するための心構え(B.C.D.E)

□左の言葉の十分な理解(B.C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義とゼミを混ぜた座学の形式で行う。板書は最小限とし、プリントを適宜配布する。計4回の定期試験について
は，答案用紙を返却した上で解答例を解説し、理解度を確認してもらう．
時事問題も扱うこと等の理由で、授業の進行がシラバスとずれること等もありうる。

現代法学入門・最新版（有斐閣）
デイリー六法・当該年度版（三省堂）

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は前期中間テストの点数とする。
他の区間成績は､当該区間の定期ﾃｽﾄの点数と直前の区間成績との平均値とする(平均値を算出する際に小数点以下の
数字が生じたときは切り上げる)。

現代社会､宗教学､国語。

成績評価につき平常点の加点はありません。
試験の問題を60点に相当する分は時間をかければ解けるようにするので安心して下さい。
認定試験は定期テストを復習すれば解ける問題を出題するので、この点も安心して下さい。

科目名（和文）

法学

Law

「規範」の存在の実感を促し、「法の重要性」の理解を図る。
主権者としての自覚を促す。
日常のトラブルに適切に対応する心構えを促す。

A.主権者・納税者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.紛争予防の重要性の理解ができる。
C.発生してしまった紛争の適正解決を実現するための心構えができる。
D.説得上手になることができる。
E.説得され上手になることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1 A-2 A-3     

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) (i) GE-1 GE-2 GE-3     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ①シラバス・六法・教科書の説明

        ② 高専の法的根拠

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

  ⑴このことわざの意味

  ⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

  ⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 前期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

  ⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

  ⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

　   憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

　  

1.5 復習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

  

　 　

3 現行憲法の制定過程 (ビデオ学習)

1.5 隣人訴訟

　 　紛争解決手段の模索

　

3 犯罪と法 ⑴

  ①刑罰と犯罪(構成要件・違法・有責)

　   ②違法性阻却事由 責任阻却事由  

　 　

1.5 復習

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

1.5 犯罪と法 ⑵  刑事手続

　

3 法律関係

　　　横領的な処分行為の事例を題材に･･･

　   ①民事(と行政)と刑事  物と金

  ②善意・悪意 過失

　

3 家族関係と法

　   ①親族

　   ②相続

　 　

1.5 復習

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□親族･親子についての基本的な理解(B.C)

□相続についての基本的な理解(B.C)

 

□学習事項の定着の確認

□紛争処理に直面した時に冷静に対処するための心構え(B.C.D.E)

□左の言葉の十分な理解(B.C)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、職務質問等の捜査の端緒についての理解(A.B.C.D.E)

□罪刑法定主義、死刑制度、犯罪の理解(A.B.C)

□左の十分な理解(A.B.C)

□憲法の重要性の体感(A)

□訴訟と和解の違いの理解(B.C.D.E)

□学習事項の定着の確認

□左についての憲法の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての憲法等の規定の理解(A)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての理解(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□左の使い方と評価方法についての理解と納得

□左についての十分な理解(六法の読み方の実践)

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.B.C.D.E)

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D.E)

□左についての理解(A)

授業計画

□左についての理解(A.B.C.D.E)

－326－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義とゼミを混ぜた座学の形式で行う。板書は最小限とし、プリントを適宜配布する。計4回の定期試験について
は，答案用紙を返却した上で解答例を解説し、理解度を確認してもらう．
時事問題も扱うこと等の理由で、授業の進行がシラバスとずれること等もありうる。

現代法学入門・最新版（有斐閣）
デイリー六法・当該年度版（三省堂）

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は前期中間テストの点数とする。
他の区間成績は､当該区間の定期ﾃｽﾄの点数と直前の区間成績との平均値とする(平均値を算出する際に小数点以下の
数字が生じたときは切り上げる)。

現代社会､宗教学､国語。

成績評価につき平常点の加点はありません。
試験の問題を60点に相当する分は時間をかければ解けるようにするので安心して下さい。
認定試験は定期テストを復習すれば解ける問題を出題するので、この点も安心して下さい。

科目名（和文）

法学

Law

「規範」の存在の実感を促し、「法の重要性」の理解を図る。
主権者としての自覚を促す。
日常のトラブルに適切に対応する心構えを促す。

A.主権者・納税者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.紛争予防の重要性の理解ができる。
C.発生してしまった紛争の適正解決を実現するための心構えができる。
D.説得上手になることができる。
E.説得され上手になることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1 A-2 A-3     

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) (i) GE-1 GE-2 GE-3     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ①シラバス・六法・教科書の説明

        ② 高専の法的根拠

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

  ⑴このことわざの意味

  ⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

  ⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 前期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

  ⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

  ⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

　   憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

　  

1.5 復習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

  

　 　

3 現行憲法の制定過程 (ビデオ学習)

1.5 隣人訴訟

　 　紛争解決手段の模索

　

3 犯罪と法 ⑴

  ①刑罰と犯罪(構成要件・違法・有責)

　   ②違法性阻却事由 責任阻却事由  

　 　

1.5 復習

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

1.5 犯罪と法 ⑵  刑事手続

　

3 法律関係

　　　横領的な処分行為の事例を題材に･･･

　   ①民事(と行政)と刑事  物と金

  ②善意・悪意 過失

　

3 家族関係と法

　   ①親族

　   ②相続

　 　

1.5 復習

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

□親族･親子についての基本的な理解(B.C)

□相続についての基本的な理解(B.C)

 

□学習事項の定着の確認

□紛争処理に直面した時に冷静に対処するための心構え(B.C.D.E)

□左の言葉の十分な理解(B.C)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、職務質問等の捜査の端緒についての理解(A.B.C.D.E)

□罪刑法定主義、死刑制度、犯罪の理解(A.B.C)

□左の十分な理解(A.B.C)

□憲法の重要性の体感(A)

□訴訟と和解の違いの理解(B.C.D.E)

□学習事項の定着の確認

□左についての憲法の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての憲法等の規定の理解(A)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての理解(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□左の使い方と評価方法についての理解と納得

□左についての十分な理解(六法の読み方の実践)

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.B.C.D.E)

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D.E)

□左についての理解(A)

授業計画

□左についての理解(A.B.C.D.E)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

法学

Law

「規範」の存在の実感を促し、「法の重要性」の理解を図る。
主権者としての自覚を促す。
日常のトラブルに適切に対応する心構えを促す。

A.主権者・納税者としての自覚ができる(よい社会のよい構成員となることができる)。
B.紛争予防の重要性の理解ができる。
C.発生してしまった紛争の適正解決を実現するための心構えができる。
D.説得上手になることができる。
E.説得され上手になることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-1 A-2 A-3     

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) (i) GE-1 GE-2 GE-3     

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義とゼミを混ぜた座学の形式で行う。板書は最小限とし、プリントを適宜配布する。計4回の定期試験について
は，答案用紙を返却した上で解答例を解説し、理解度を確認してもらう．
時事問題も扱うこと等の理由で、授業の進行がシラバスとずれること等もありうる。

現代法学入門・最新版（有斐閣）
デイリー六法・当該年度版（三省堂）

授業中に配布するプリント

１年を４区間に分け､第１区間成績は前期中間テストの点数とする。
他の区間成績は､当該区間の定期ﾃｽﾄの点数と直前の区間成績との平均値とする(平均値を算出する際に小数点以下の
数字が生じたときは切り上げる)。

現代社会､宗教学､国語。

成績評価につき平常点の加点はありません。
試験の問題を60点に相当する分は時間をかければ解けるようにするので安心して下さい。
認定試験は定期テストを復習すれば解ける問題を出題するので、この点も安心して下さい。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ①シラバス・六法・教科書の説明

        ② 高専の法的根拠

1.5 「社会あるところ法あり」(法諺)

  ⑴このことわざの意味

  ⑵「制裁」の必要性と限界(村八分)

法と権力と憲法

1.5   ⑴ 権力の役割

1.5   ⑵ 権力の正当化(国民主権)

1.5   ⑶ 憲法

1.5   ⑷ 公共の福祉

  ⑸ 憲法改正(＝主権者の典型的な権能)

0.75 前期中間試験

1.5 中間試験の総括

3 天皇

  ⑴ 主権者か？   (明治憲法との比較)

  ⑵ 人権をもつか？　（皇室典範）

3 安全保障

　   憲法9条の読み方と自衛隊の合憲性

1.5 両院制

　  

1.5 復習

0.75 前期末試験

1.5 学習指導期間

  

　 　

3 現行憲法の制定過程 (ビデオ学習)

1.5 隣人訴訟

　 　紛争解決手段の模索

　

3 犯罪と法 ⑴

  ①刑罰と犯罪(構成要件・違法・有責)

　   ②違法性阻却事由 責任阻却事由  

　 　

1.5 復習

0.75 後期中間試験

1.5 中間試験の総括

1.5 犯罪と法 ⑵  刑事手続

　

3 法律関係

　　　横領的な処分行為の事例を題材に･･･

　   ①民事(と行政)と刑事  物と金

  ②善意・悪意 過失

　

3 家族関係と法

　   ①親族

　   ②相続

　 　

1.5 復習

0.75 学年末試験

1.5 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□左についての理解(A.B.C.D.E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□左の使い方と評価方法についての理解と納得

□左についての十分な理解(六法の読み方の実践)

□この法諺(ほうげん「諺(ことわざ)」)の理解 (A.B.C.D.E)

□特に、私的自治 無効の制裁 労働力商品の特殊性への理解(A.B.C.D.E)

□左についての理解(A)

□憲法の意義、特質、13条、多数決等への理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての理解(A)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□一般の国民との「公共の担い手」としての違いへの理解(A)

□左についての理解(A)

□左についての憲法等の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□左についての憲法の規定の理解(A)

□学習事項の定着の確認

□憲法の重要性の体感(A)

□訴訟と和解の違いの理解(B.C.D.E)

□誤答の検討、復習、弱点補強

□特に、職務質問等の捜査の端緒についての理解(A.B.C.D.E)

□罪刑法定主義、死刑制度、犯罪の理解(A.B.C)

□左の十分な理解(A.B.C)

□親族･親子についての基本的な理解(B.C)

□相続についての基本的な理解(B.C)

 

□学習事項の定着の確認

□紛争処理に直面した時に冷静に対処するための心構え(B.C.D.E)

□左の言葉の十分な理解(B.C)

－327－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式、授業内で課題またはノート研査、もしくは小テストにより理解を深める。

適宜プリント配布

(1)授業内での課題またはノート検査　各区間の10%、(2)小テスト　各区間の20%、(3)定期試験(年4回)　各区間の
70%、各区間成績は100点法で計算、定期試験の素点×70%＋小テスト＋課題点、前期末総合＝前期中間区間＋前期末
区間÷2、後期中間総合＝前期中間区間＋前期末区間＋後期中間区間÷3、学年末総合＝4つの各区間成績の合計÷
4、

1年次｢地理歴史｣｢倫理｣　3年次｢現代社会｣、5年次｢技術者倫理｣

経済関連書籍は適宜貸し出し可、また読書は心を自由にする。

科目名（和文）

経済学

Economics

現代日本と世界の経済についてその背景と現状、基礎的事項について理解することができる。

A.世界と日本の経済について高校政経、現代社会レベルの基本的な事項を理解し、ミクロ経済学の基礎的事項を理
解できる。B.世界と日本の現代経済の成り立ちにつながる諸問題について基礎的事項に関する問題意識を持つこと
ができる。C.それらの事項についての説明を記述することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、経済の定義について

1.5 近代経済学の基礎1

1.5 近代経済学の基礎2

1.5 近代経済学の基礎3

1.5 近代経済学の基礎4

1.5 近代経済学の基礎5

0.75 前期中間試験

1.5 ケインズ経済学の基礎1

1.5 ケインズ経済学の基礎2

1.5 武蔵・相模の地域経済1

1.5 武蔵・相模の地域経済2

1.5 武蔵・相模の地域経済3

1.5 武蔵・相模の地域経済4

1.5 武蔵・相模の地域経済5

0.75 前期末試験

1.5 金融政策

1.5 財政政策

1.5 金融経済1

1.5 金融経済2

1.5 金融経済3

1.5 開発経済1

0.75 後期中間試験

1.5 開発経済2

1.5 世界経済の現状1

1.5 世界経済の現状2

1.5 世界経済の現状3

1.5 世界経済の現状4

1.5 途上国経済の現状1

1.5 途上国経済の現状2

0.75 学年末試験

3 学習指導期間

合計

45

時間

□学習指導の定着確認

□北米と日本の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状　続(A,B)

(A-C)

□アジアを初めとする途上国の経済政策 続(A,B)

□ブレトンウッズ体制とガット、IMF(A,B)

□アメリカ経済の比重低下、(A,B)

□EU経済の現状(A,B)

□投資銀行の業務(A,B)

□アジアを初めとする途上国経済(A,B)

(A-C)

□日銀の金融政策(A,B)

□財務省の財政政策(A,B)

□銀行業務(A,B)

□投資業務(A,B)

□大正、昭和前期の経済(A,B)

□戦中、戦後の地域経済(A,B)

(A-C,)

□有効需要について(A,B)

□リフレーション(A,B)

□幕末維新期の地域経済(A,B)

□明治初期の地域経済(A,B)

□日本の産業革命(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□価格設定とその所事例(A,B)

□アダムスミスとその経済論の基礎(A,B)

□GNP,GDP,NIより見た日本経済の現状(A,B)

□高度成長期以降の日本経済(A,B)

(A-C)

授業計画

□戦後日本の経済変動(A,B)

－328－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義形式、授業内で課題またはノート研査、もしくは小テストにより理解を深める。

適宜プリント配布

(1)授業内での課題またはノート検査　各区間の10%、(2)小テスト　各区間の20%、(3)定期試験(年4回)　各区間の
70%、各区間成績は100点法で計算、定期試験の素点×70%＋小テスト＋課題点、前期末総合＝前期中間区間＋前期末
区間÷2、後期中間総合＝前期中間区間＋前期末区間＋後期中間区間÷3、学年末総合＝4つの各区間成績の合計÷
4、

1年次｢地理歴史｣｢倫理｣　3年次｢現代社会｣、5年次｢技術者倫理｣

経済関連書籍は適宜貸し出し可、また読書は心を自由にする。

科目名（和文）

経済学

Economics

現代日本と世界の経済についてその背景と現状、基礎的事項について理解することができる。

A.世界と日本の経済について高校政経、現代社会レベルの基本的な事項を理解し、ミクロ経済学の基礎的事項を理
解できる。B.世界と日本の現代経済の成り立ちにつながる諸問題について基礎的事項に関する問題意識を持つこと
ができる。C.それらの事項についての説明を記述することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

GE-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、経済の定義について

1.5 近代経済学の基礎1

1.5 近代経済学の基礎2

1.5 近代経済学の基礎3

1.5 近代経済学の基礎4

1.5 近代経済学の基礎5

0.75 前期中間試験

1.5 ケインズ経済学の基礎1

1.5 ケインズ経済学の基礎2

1.5 武蔵・相模の地域経済1

1.5 武蔵・相模の地域経済2

1.5 武蔵・相模の地域経済3

1.5 武蔵・相模の地域経済4

1.5 武蔵・相模の地域経済5

0.75 前期末試験

1.5 金融政策

1.5 財政政策

1.5 金融経済1

1.5 金融経済2

1.5 金融経済3

1.5 開発経済1

0.75 後期中間試験

1.5 開発経済2

1.5 世界経済の現状1

1.5 世界経済の現状2

1.5 世界経済の現状3

1.5 世界経済の現状4

1.5 途上国経済の現状1

1.5 途上国経済の現状2

0.75 学年末試験

3 学習指導期間

合計

45

時間

□学習指導の定着確認

□北米と日本の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状　続(A,B)

(A-C)

□アジアを初めとする途上国の経済政策 続(A,B)

□ブレトンウッズ体制とガット、IMF(A,B)

□アメリカ経済の比重低下、(A,B)

□EU経済の現状(A,B)

□投資銀行の業務(A,B)

□アジアを初めとする途上国経済(A,B)

(A-C)

□日銀の金融政策(A,B)

□財務省の財政政策(A,B)

□銀行業務(A,B)

□投資業務(A,B)

□大正、昭和前期の経済(A,B)

□戦中、戦後の地域経済(A,B)

(A-C,)

□有効需要について(A,B)

□リフレーション(A,B)

□幕末維新期の地域経済(A,B)

□明治初期の地域経済(A,B)

□日本の産業革命(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□価格設定とその所事例(A,B)

□アダムスミスとその経済論の基礎(A,B)

□GNP,GDP,NIより見た日本経済の現状(A,B)

□高度成長期以降の日本経済(A,B)

(A-C)

授業計画

□戦後日本の経済変動(A,B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

経済学

Economics

現代日本と世界の経済についてその背景と現状、基礎的事項について理解することができる。

A.世界と日本の経済について高校政経、現代社会レベルの基本的な事項を理解し、ミクロ経済学の基礎的事項を理
解できる。B.世界と日本の現代経済の成り立ちにつながる諸問題について基礎的事項に関する問題意識を持つこと
ができる。C.それらの事項についての説明を記述することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-3       

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) GE-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式、授業内で課題またはノート研査、もしくは小テストにより理解を深める。

適宜プリント配布

(1)授業内での課題またはノート検査　各区間の10%、(2)小テスト　各区間の20%、(3)定期試験(年4回)　各区間の
70%、各区間成績は100点法で計算、定期試験の素点×70%＋小テスト＋課題点、前期末総合＝前期中間区間＋前期末
区間÷2、後期中間総合＝前期中間区間＋前期末区間＋後期中間区間÷3、学年末総合＝4つの各区間成績の合計÷
4、

1年次｢地理歴史｣｢倫理｣　3年次｢現代社会｣、5年次｢技術者倫理｣

経済関連書籍は適宜貸し出し可、また読書は心を自由にする。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、経済の定義について

1.5 近代経済学の基礎1

1.5 近代経済学の基礎2

1.5 近代経済学の基礎3

1.5 近代経済学の基礎4

1.5 近代経済学の基礎5

0.75 前期中間試験

1.5 ケインズ経済学の基礎1

1.5 ケインズ経済学の基礎2

1.5 武蔵・相模の地域経済1

1.5 武蔵・相模の地域経済2

1.5 武蔵・相模の地域経済3

1.5 武蔵・相模の地域経済4

1.5 武蔵・相模の地域経済5

0.75 前期末試験

1.5 金融政策

1.5 財政政策

1.5 金融経済1

1.5 金融経済2

1.5 金融経済3

1.5 開発経済1

0.75 後期中間試験

1.5 開発経済2

1.5 世界経済の現状1

1.5 世界経済の現状2

1.5 世界経済の現状3

1.5 世界経済の現状4

1.5 途上国経済の現状1

1.5 途上国経済の現状2

0.75 学年末試験

3 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□戦後日本の経済変動(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□価格設定とその所事例(A,B)

□アダムスミスとその経済論の基礎(A,B)

□GNP,GDP,NIより見た日本経済の現状(A,B)

□高度成長期以降の日本経済(A,B)

(A-C)

□有効需要について(A,B)

□リフレーション(A,B)

□幕末維新期の地域経済(A,B)

□明治初期の地域経済(A,B)

□日本の産業革命(A,B)

□大正、昭和前期の経済(A,B)

□戦中、戦後の地域経済(A,B)

(A-C,)

□日銀の金融政策(A,B)

□財務省の財政政策(A,B)

□銀行業務(A,B)

□投資業務(A,B)

□投資銀行の業務(A,B)

□アジアを初めとする途上国経済(A,B)

(A-C)

□アジアを初めとする途上国の経済政策 続(A,B)

□ブレトンウッズ体制とガット、IMF(A,B)

□アメリカ経済の比重低下、(A,B)

□EU経済の現状(A,B)

□北米と日本の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状　続(A,B)

(A-C)

□学習指導の定着確認

－329－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

経済学

Economics

現代日本と世界の経済についてその背景と現状、基礎的事項について理解することができる。

A.世界と日本の経済について高校政経、現代社会レベルの基本的な事項を理解し、ミクロ経済学の基礎的事項を理
解できる。B.世界と日本の現代経済の成り立ちにつながる諸問題について基礎的事項に関する問題意識を持つこと
ができる。C.それらの事項についての説明を記述することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-3       

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) GE-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式、授業内で課題またはノート研査、もしくは小テストにより理解を深める。

適宜プリント配布

(1)授業内での課題またはノート検査　各区間の10%、(2)小テスト　各区間の20%、(3)定期試験(年4回)　各区間の
70%、各区間成績は100点法で計算、定期試験の素点×70%＋小テスト＋課題点、前期末総合＝前期中間区間＋前期末
区間÷2、後期中間総合＝前期中間区間＋前期末区間＋後期中間区間÷3、学年末総合＝4つの各区間成績の合計÷
4、

1年次｢地理歴史｣｢倫理｣　3年次｢現代社会｣、5年次｢技術者倫理｣

経済関連書籍は適宜貸し出し可、また読書は心を自由にする。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、経済の定義について

1.5 近代経済学の基礎1

1.5 近代経済学の基礎2

1.5 近代経済学の基礎3

1.5 近代経済学の基礎4

1.5 近代経済学の基礎5

0.75 前期中間試験

1.5 ケインズ経済学の基礎1

1.5 ケインズ経済学の基礎2

1.5 武蔵・相模の地域経済1

1.5 武蔵・相模の地域経済2

1.5 武蔵・相模の地域経済3

1.5 武蔵・相模の地域経済4

1.5 武蔵・相模の地域経済5

0.75 前期末試験

1.5 金融政策

1.5 財政政策

1.5 金融経済1

1.5 金融経済2

1.5 金融経済3

1.5 開発経済1

0.75 後期中間試験

1.5 開発経済2

1.5 世界経済の現状1

1.5 世界経済の現状2

1.5 世界経済の現状3

1.5 世界経済の現状4

1.5 途上国経済の現状1

1.5 途上国経済の現状2

0.75 学年末試験

3 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□戦後日本の経済変動(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□価格設定とその所事例(A,B)

□アダムスミスとその経済論の基礎(A,B)

□GNP,GDP,NIより見た日本経済の現状(A,B)

□高度成長期以降の日本経済(A,B)

(A-C)

□有効需要について(A,B)

□リフレーション(A,B)

□幕末維新期の地域経済(A,B)

□明治初期の地域経済(A,B)

□日本の産業革命(A,B)

□大正、昭和前期の経済(A,B)

□戦中、戦後の地域経済(A,B)

(A-C,)

□日銀の金融政策(A,B)

□財務省の財政政策(A,B)

□銀行業務(A,B)

□投資業務(A,B)

□投資銀行の業務(A,B)

□アジアを初めとする途上国経済(A,B)

(A-C)

□アジアを初めとする途上国の経済政策 続(A,B)

□ブレトンウッズ体制とガット、IMF(A,B)

□アメリカ経済の比重低下、(A,B)

□EU経済の現状(A,B)

□北米と日本の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状　続(A,B)

(A-C)

□学習指導の定着確認

－330－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

経済学

Economics

現代日本と世界の経済についてその背景と現状、基礎的事項について理解することができる。

A.世界と日本の経済について高校政経、現代社会レベルの基本的な事項を理解し、ミクロ経済学の基礎的事項を理
解できる。B.世界と日本の現代経済の成り立ちにつながる諸問題について基礎的事項に関する問題意識を持つこと
ができる。C.それらの事項についての説明を記述することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-3       

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) GE-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式、授業内で課題またはノート研査、もしくは小テストにより理解を深める。

適宜プリント配布

(1)授業内での課題またはノート検査　各区間の10%、(2)小テスト　各区間の20%、(3)定期試験(年4回)　各区間の
70%、各区間成績は100点法で計算、定期試験の素点×70%＋小テスト＋課題点、前期末総合＝前期中間区間＋前期末
区間÷2、後期中間総合＝前期中間区間＋前期末区間＋後期中間区間÷3、学年末総合＝4つの各区間成績の合計÷
4、

1年次｢地理歴史｣｢倫理｣　3年次｢現代社会｣、5年次｢技術者倫理｣

経済関連書籍は適宜貸し出し可、また読書は心を自由にする。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、経済の定義について

1.5 近代経済学の基礎1

1.5 近代経済学の基礎2

1.5 近代経済学の基礎3

1.5 近代経済学の基礎4

1.5 近代経済学の基礎5

0.75 前期中間試験

1.5 ケインズ経済学の基礎1

1.5 ケインズ経済学の基礎2

1.5 武蔵・相模の地域経済1

1.5 武蔵・相模の地域経済2

1.5 武蔵・相模の地域経済3

1.5 武蔵・相模の地域経済4

1.5 武蔵・相模の地域経済5

0.75 前期末試験

1.5 金融政策

1.5 財政政策

1.5 金融経済1

1.5 金融経済2

1.5 金融経済3

1.5 開発経済1

0.75 後期中間試験

1.5 開発経済2

1.5 世界経済の現状1

1.5 世界経済の現状2

1.5 世界経済の現状3

1.5 世界経済の現状4

1.5 途上国経済の現状1

1.5 途上国経済の現状2

0.75 学年末試験

3 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□戦後日本の経済変動(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□価格設定とその所事例(A,B)

□アダムスミスとその経済論の基礎(A,B)

□GNP,GDP,NIより見た日本経済の現状(A,B)

□高度成長期以降の日本経済(A,B)

(A-C)

□有効需要について(A,B)

□リフレーション(A,B)

□幕末維新期の地域経済(A,B)

□明治初期の地域経済(A,B)

□日本の産業革命(A,B)

□大正、昭和前期の経済(A,B)

□戦中、戦後の地域経済(A,B)

(A-C,)

□日銀の金融政策(A,B)

□財務省の財政政策(A,B)

□銀行業務(A,B)

□投資業務(A,B)

□投資銀行の業務(A,B)

□アジアを初めとする途上国経済(A,B)

(A-C)

□アジアを初めとする途上国の経済政策 続(A,B)

□ブレトンウッズ体制とガット、IMF(A,B)

□アメリカ経済の比重低下、(A,B)

□EU経済の現状(A,B)

□北米と日本の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状　続(A,B)

(A-C)

□学習指導の定着確認

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 45 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

経済学

Economics

現代日本と世界の経済についてその背景と現状、基礎的事項について理解することができる。

A.世界と日本の経済について高校政経、現代社会レベルの基本的な事項を理解し、ミクロ経済学の基礎的事項を理
解できる。B.世界と日本の現代経済の成り立ちにつながる諸問題について基礎的事項に関する問題意識を持つこと
ができる。C.それらの事項についての説明を記述することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-3       

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) GE-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式、授業内で課題またはノート研査、もしくは小テストにより理解を深める。

適宜プリント配布

(1)授業内での課題またはノート検査　各区間の10%、(2)小テスト　各区間の20%、(3)定期試験(年4回)　各区間の
70%、各区間成績は100点法で計算、定期試験の素点×70%＋小テスト＋課題点、前期末総合＝前期中間区間＋前期末
区間÷2、後期中間総合＝前期中間区間＋前期末区間＋後期中間区間÷3、学年末総合＝4つの各区間成績の合計÷
4、

1年次｢地理歴史｣｢倫理｣　3年次｢現代社会｣、5年次｢技術者倫理｣

経済関連書籍は適宜貸し出し可、また読書は心を自由にする。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、経済の定義について

1.5 近代経済学の基礎1

1.5 近代経済学の基礎2

1.5 近代経済学の基礎3

1.5 近代経済学の基礎4

1.5 近代経済学の基礎5

0.75 前期中間試験

1.5 ケインズ経済学の基礎1

1.5 ケインズ経済学の基礎2

1.5 武蔵・相模の地域経済1

1.5 武蔵・相模の地域経済2

1.5 武蔵・相模の地域経済3

1.5 武蔵・相模の地域経済4

1.5 武蔵・相模の地域経済5

0.75 前期末試験

1.5 金融政策

1.5 財政政策

1.5 金融経済1

1.5 金融経済2

1.5 金融経済3

1.5 開発経済1

0.75 後期中間試験

1.5 開発経済2

1.5 世界経済の現状1

1.5 世界経済の現状2

1.5 世界経済の現状3

1.5 世界経済の現状4

1.5 途上国経済の現状1

1.5 途上国経済の現状2

0.75 学年末試験

3 学習指導期間

合計

45

時間

授業計画

□戦後日本の経済変動(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□価格設定とその所事例(A,B)

□アダムスミスとその経済論の基礎(A,B)

□GNP,GDP,NIより見た日本経済の現状(A,B)

□高度成長期以降の日本経済(A,B)

(A-C)

□有効需要について(A,B)

□リフレーション(A,B)

□幕末維新期の地域経済(A,B)

□明治初期の地域経済(A,B)

□日本の産業革命(A,B)

□大正、昭和前期の経済(A,B)

□戦中、戦後の地域経済(A,B)

(A-C,)

□日銀の金融政策(A,B)

□財務省の財政政策(A,B)

□銀行業務(A,B)

□投資業務(A,B)

□投資銀行の業務(A,B)

□アジアを初めとする途上国経済(A,B)

(A-C)

□アジアを初めとする途上国の経済政策 続(A,B)

□ブレトンウッズ体制とガット、IMF(A,B)

□アメリカ経済の比重低下、(A,B)

□EU経済の現状(A,B)

□北米と日本の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状(A,B)

□アジア以外の諸国経済の現状　続(A,B)

(A-C)

□学習指導の定着確認
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

工業デザイン概論

Introduction to Industrial Design

さまざまな実例をもとに、世の中に出回っている製品デザインについて学ぶ。

A.　ユーザーを理解して、製品づくりをすることの大切さを理解できる。
B.　デザイナーとエンジニアのコミュニケーションの大切さを理解できる。
C.　デザインが社会や環境に及ぼす影響が大きいことを理解できる。
D.　「ものづくり」だけではなく、そこから生まれる「こと」にも興味を持つことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業前半：スライドにて事例やデザインのポイントを説明する
授業後半：映像を視聴し、内容を分析する
毎回、配布する<MEMO>に授業内容をメモして提出する。
<MEMO>は授業終了時に回収し、成績に反映する。
2回(前期中間・前期末)の試験を実施し、成果を確認する。試験返却時に解説をおこない、理解度の確認をする。

毎時間<授業メモ>を配布する。

半期科目で開講期間の中間、期末の２回評価をおこなう。
<MEMO>の評価50％、定期試験の評点を50％として、各区間の評価とする。
区間評価の単純平均で最終総合評価とする。

<MEMO>
文字はもちろん、ポンチ絵などを含めてたくさんメモするすることを"良し"として評価する。
授業を欠席した場合は、"申し出"により、授業で使用したデータの貸し出しをおこない、<MEMO>を提出すること
で、その回の授業の最低点40点を付与する。なお、<授業メモ>未提出は0点とする。

必要に応じて補講をしたり、追加レポートを課す場合がある。

身の回りのモノやコトについて意識的に観察など情報収集をして、デザイン的な意味を考える訓練をすること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 デザイナーの役割

1.5 プロセス

1.5 ユーザー調査とデザイン評価

1.5 生活をデザインする

1.5 使いやすいデザイン

1.5 カラーデザイン

0.75 定期試験

1.5 材料・素材・表面処理

1.5 技術とデザイン

1.5 ブランドデザイン

1.5 エコデザイン

1.5 ユニバーサルデザイン

1.5 高級感とデザイン

0.75 定期試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□デザイン開発のプロセスを知る（B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容や評価方法、ねらいを理解できる

□デザイナーと関係者の役割を知る（B)．

□ユーザーの嗜好・流行の事前調査とデザイン決定のためのユーザー評価を知る（B）

□デザインが人々の生活を変えることを知る（C）．

□使いやすいデザインのポイントを知る（A）

□色彩デザインについて知る（A）

□試験実施（中間試験）

□材料・表見処理などのデザイン計画を知る（A）

□デザインと技術開発の相関を知る（D）

□ブランドデザインの意味と重要性を知る（A,D）

□環境に配慮したデザインを知る（A,C）

□ユニバーサルデザインの意味を知る（D）

□ユーザーがお金を払うデザインを知る（A）

□試験実施（期末試験）

□学習内容の定着と確認
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

工業デザイン概論

Introduction to Industrial Design

さまざまな実例をもとに、世の中に出回っている製品デザインについて学ぶ。

A.　ユーザーを理解して、製品づくりをすることの大切さを理解できる。
B.　デザイナーとエンジニアのコミュニケーションの大切さを理解できる。
C.　デザインが社会や環境に及ぼす影響が大きいことを理解できる。
D.　「ものづくり」だけではなく、そこから生まれる「こと」にも興味を持つことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業前半：スライドにて事例やデザインのポイントを説明する
授業後半：映像を視聴し、内容を分析する
毎回、配布する<MEMO>に授業内容をメモして提出する。
<MEMO>は授業終了時に回収し、成績に反映する。
2回(前期中間・前期末)の試験を実施し、成果を確認する。試験返却時に解説をおこない、理解度の確認をする。

毎時間<授業メモ>を配布する。

半期科目で開講期間の中間、期末の２回評価をおこなう。
<MEMO>の評価50％、定期試験の評点を50％として、各区間の評価とする。
区間評価の単純平均で最終総合評価とする。

<MEMO>
文字はもちろん、ポンチ絵などを含めてたくさんメモするすることを"良し"として評価する。
授業を欠席した場合は、"申し出"により、授業で使用したデータの貸し出しをおこない、<MEMO>を提出すること
で、その回の授業の最低点40点を付与する。なお、<授業メモ>未提出は0点とする。

必要に応じて補講をしたり、追加レポートを課す場合がある。

身の回りのモノやコトについて意識的に観察など情報収集をして、デザイン的な意味を考える訓練をすること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 デザイナーの役割

1.5 プロセス

1.5 ユーザー調査とデザイン評価

1.5 生活をデザインする

1.5 使いやすいデザイン

1.5 カラーデザイン

0.75 定期試験

1.5 材料・素材・表面処理

1.5 技術とデザイン

1.5 ブランドデザイン

1.5 エコデザイン

1.5 ユニバーサルデザイン

1.5 高級感とデザイン

0.75 定期試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□デザイン開発のプロセスを知る（B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容や評価方法、ねらいを理解できる

□デザイナーと関係者の役割を知る（B)．

□ユーザーの嗜好・流行の事前調査とデザイン決定のためのユーザー評価を知る（B）

□デザインが人々の生活を変えることを知る（C）．

□使いやすいデザインのポイントを知る（A）

□色彩デザインについて知る（A）

□試験実施（中間試験）

□材料・表見処理などのデザイン計画を知る（A）

□デザインと技術開発の相関を知る（D）

□ブランドデザインの意味と重要性を知る（A,D）

□環境に配慮したデザインを知る（A,C）

□ユニバーサルデザインの意味を知る（D）

□ユーザーがお金を払うデザインを知る（A）

□試験実施（期末試験）

□学習内容の定着と確認

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 10.5 12

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

デザイン事務所でのデザイン企画・制作実務での作業経験から、DTPの全体像を的確な理解のために、最終的なデー
タ作成時に必要な、企画から印刷工程までの知識や技術などを幅広く解説し、その関連性と重要性を理解してもら
う。
これによって、DTPに関連する幅広い知識を習得してもらう。

授業内容

科目名（和文）

DTP概論

Introduction to D.T.P

DTP検定・印刷メディアディレクションの検定試験内容を基本として、DTPを中心とした印刷物作成に必要とされる
企画から印刷、後加工までの各工程およびその中で使用される用語について解説する。

A.DTPによる印刷物作成の各工程が理解できる
B.DTPによる印刷物作成の各工程における判断•確認•対応ができる
C.DTP検定II種取得同等の知識を身につけられる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

AD-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

過去のDTP検定・印刷メディアディレクションの試験問題を参照しながら、それぞれの専門知識、技術について解
説、用語解説を行う。
演習課題については授業中に解答例を解説し理解度を確認してもらう。
中間・期末の2回の定期試験については，答案用紙を返却した上で解答例を解説し学修状況を確認してもらう。

「印刷メディアディレクション」（株式会社ワークスコーポレーション）

適宜プリントを配布

半期の開講内で２回、定期試験を実施する。
評価は定期試験（80%）、授業内課題（20%）の100点満点で算出する。
※学年末に、定期試験と課題の成績を集計し、60点に満たない場合不合格になる可能性があります。

まずは、テキストをよく読んで、理解しにくい、わからない部分をしっかり把握して授業に臨んでください。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 はじめに(授業ガイダンス)

2.25 印刷メディアディレクション

1.5 印刷物制作のワークフローとディレクション業務

1.5 企画と編集作業

3 デザインと校正作業

0.75 定期試験

0.75 試験答案返却•解説

2.25 入稿と印刷

1.5 他メディアへの展開

6 DTP検定模擬試験

0.75 定期試験

1.5 試験答案返却•解説　およびDTPまとめ

※検定取得希望者は、夏休み等に

　「DTP検定Ⅱ種」受験

合計

22.5

時間

授業計画

□印刷•DTPの歴史を説明できる(A.B.C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□DTPの概要を説明できる

□DTPのディレクションをするための基本を説明できる(A.B.C)

□印刷物のワークフローを説明できる(A.B.C)

□DTPで使われるソフトウェアを説明できる(A.B.C)

□印刷物を企画するための基礎を説明できる(A.B.C)

□DTPで扱う画像について説明できる(A.B.C)

□レイアウト•組版について説明できる(A.B.C)

□校正について説明できる(A.B.C)

DTP検定Ⅱ種を基本とした定期試験1

□製版•印刷•製本•加工について説明できる(A.B.C)

□印刷の四大版式について説明できる(A.B.C)

□電子媒体の種類について説明できる(A.B.C)

□電子媒体の特徴について説明できる(A.B.C)

□過去問題の練習、合格圏内達成が目標(A.B.C)

DTP検定Ⅱ種を基本とした定期試験2

－333－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 21 1.5 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する

アドバイス

科目名（和文）

材料基礎工学Ａ

Introduction to Materials Engineering A

担当教員

工業用材料として用いられている金属の９割は鉄鋼材料である。鉄鋼は資源の豊富さ、コスト、特性のバランスに
優れ、熱処理や加工の履歴によってさまざまな性質に変化する。本講義では、結晶構造や組織と性質の関係、製造
方法、用途などについて学ぶ。

A. 世の中で使われている材料の分類について理解できる。
B. 鉄鋼材料の製錬法について理解できる。
C. 鉄鋼材料の基本的な性質が理解できる。
D. 鉄鋼材料についての平衡状態図と組織の関係を理解できる。

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

配布プリントの内容に沿って講義を行う。

配布プリント

各区間の評価は、定期試験80％、ノート提出20％とする。総合評価は中間と期末の単純平均とする。授業ノートは
定期試験時に提出する。

材料基礎工学Ｂ

最も身近な鉄（鋼）ですが、種類は何百種類にもなります。鉄鋼材料を学ぶことによって、材料全般についての基
本的知識を身につけることができます。身の回りにある材料はどんなも調べておくと面白いと思います。

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

氏名： 授業計画

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 材料の歴史

1.5 鉄鋼の製造法（1）

1.5 鉄鋼の製造法（2）

3 鉄鋼材料の基本的な性質（1）

1.5 鉄鋼材料の基本的な性質（2）

0.75 中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

1.5 炭素鋼と低合金鋼（1）

1.5 炭素鋼と低合金鋼（2）

1.5 高合金鋼（特殊鋼）（1）

1.5 高合金鋼（特殊鋼）（2）

1.5 鉄合金および鋳鉄（1）

1.5 鉄合金および鋳鉄（2）

0.75 期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□人間と材料の歴史、材料の分類について理解できる。（A）

□鉄鉱石の製錬、転炉による製鋼、連続鋳造について理解できる。（B）

□連続鋳造、熱間圧延、冷間圧延、熱処理、表面処理について理解できる。

　（B）

□銑鉄と炭素鋼の性質、平衡状態図について理解できる。（C,D）

□炭素鋼の微細組織と機械的性質の関係について理解できる。（C,D）

□中間までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。

□代表的な炭素鋼の性質、ピアノ線について理解できる。（C,D）

□炭素工具鋼、機械構造用低合金鋼、HSLA 鋼について理解できる。（C）

□鉄合金の平衡状態図と性質、高速度工具鋼について理解できる。（C,D）

□ステンレス鋼、耐熱鋼、マルエージング鋼について理解できる。（C,D）

□鋳鉄の組成と組織、片状黒鉛鋳鉄について理解できる。（C,D）

□球状黒鉛鋳鉄、可鍛鋳鉄、鋳鉄の溶解・鋳造法について理解できる。

　（B,C）

□期末までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 21 1.5 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する
アドバイス

科目名（和文）

材料基礎工学Ａ

Introduction to Materials Engineering A

担当教員

工業用材料として用いられている金属の９割は鉄鋼材料である。鉄鋼は資源の豊富さ、コスト、特性のバランスに
優れ、熱処理や加工の履歴によってさまざまな性質に変化する。本講義では、結晶構造や組織と性質の関係、製造
方法、用途などについて学ぶ。

A. 世の中で使われている材料の分類について理解できる。
B. 鉄鋼材料の製錬法について理解できる。
C. 鉄鋼材料の基本的な性質が理解できる。
D. 鉄鋼材料についての平衡状態図と組織の関係を理解できる。

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

配布プリントの内容に沿って講義を行う。

配布プリント

各区間の評価は、定期試験80％、ノート提出20％とする。総合評価は中間と期末の単純平均とする。授業ノートは
定期試験時に提出する。

材料基礎工学Ｂ

最も身近な鉄（鋼）ですが、種類は何百種類にもなります。鉄鋼材料を学ぶことによって、材料全般についての基
本的知識を身につけることができます。身の回りにある材料はどんなも調べておくと面白いと思います。

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

氏名： 授業計画

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 材料の歴史

1.5 鉄鋼の製造法（1）

1.5 鉄鋼の製造法（2）

3 鉄鋼材料の基本的な性質（1）

1.5 鉄鋼材料の基本的な性質（2）

0.75 中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

1.5 炭素鋼と低合金鋼（1）

1.5 炭素鋼と低合金鋼（2）

1.5 高合金鋼（特殊鋼）（1）

1.5 高合金鋼（特殊鋼）（2）

1.5 鉄合金および鋳鉄（1）

1.5 鉄合金および鋳鉄（2）

0.75 期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□人間と材料の歴史、材料の分類について理解できる。（A）

□鉄鉱石の製錬、転炉による製鋼、連続鋳造について理解できる。（B）

□連続鋳造、熱間圧延、冷間圧延、熱処理、表面処理について理解できる。

　（B）

□銑鉄と炭素鋼の性質、平衡状態図について理解できる。（C,D）

□炭素鋼の微細組織と機械的性質の関係について理解できる。（C,D）

□中間までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。

□代表的な炭素鋼の性質、ピアノ線について理解できる。（C,D）

□炭素工具鋼、機械構造用低合金鋼、HSLA 鋼について理解できる。（C）

□鉄合金の平衡状態図と性質、高速度工具鋼について理解できる。（C,D）

□ステンレス鋼、耐熱鋼、マルエージング鋼について理解できる。（C,D）

□鋳鉄の組成と組織、片状黒鉛鋳鉄について理解できる。（C,D）

□球状黒鉛鋳鉄、可鍛鋳鉄、鋳鉄の溶解・鋳造法について理解できる。

　（B,C）

□期末までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 21 1.5 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

配布プリントの内容に沿って講義を行う。

配布プリント

各区間の評価は、定期試験80％、ノート提出20％とする。総合評価は中間と期末の単純平均とする。授業ノートは
定期試験時に提出する。

材料基礎工学Ａ

普段何気なく使っている材料が、どんな性質で、なぜこの材料が使われているか分かるようになると、技術者とし
ての視野が広がると思います。

科目名（和文）

材料基礎工学Ｂ

Introduction to Materials Engineering B

担当教員

技術の発展は、材料の進歩と密接な関係がある。例えば、ジュラルミンと呼ばれるAl-Cu系合金が開発されなけれ
ば、ジャンボジェット機など夢であったであろう。本講義では、代表的な非鉄金属およびその合金を中心に、いろ
いろな材料を取り上げ、結晶構造や組織、性質、製造方法、用途などについて学ぶ。

A. 非鉄材料の製錬法について理解できる。
B. 非鉄材料の基本的な性質が理解できる。
C. 非鉄材料についての平衡状態図と組織の関係を理解できる。

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

授業計画

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

1.5 アルミニウムとその合金（1）

2 アルミニウムとその合金（2）

1.5 銅とその合金（1）

2 銅とその合金（2）

1.5 チタンとその合金（1）

2 チタンとその合金（2）

0.75 中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

1.5 高融点金属・低融点金属・貴金属

1.5 金属間化合物

1.5 セラミックス

1.5 高分子材料

1.5 複合材料

0.75 期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

22.5

時間

□試験問題に対する復習を行う。

□複合材料の歴史、構成材料の種類、複合則、製造方法、用途について理

　解できる。（B）

□期末までの範囲の理解度を確認する。

　（B）

□プラスチックの種類、構造、性質、用途、工業的製造方法について理解

　できる。（B）

□高融点金属、低融点金属、貴金属の性質と用途について理解できる。（B）

□金属間化合物の歴史、種類、性質、用途について理解できる。（B,C）

□セラミックスの歴史、種類、製造方法、性質、用途について理解できる。

□中間までの範囲の理解度を確認する。

□試験問題に対する復習を行う。

□主な銅合金の性質について理解できる。（B,C）

□チタンの鉱石と製錬法、純チタンの性質について理解できる。（A,B）

□チタンの溶解法と加工法、チタン合金の種類と用途について理解できる。

　（B,C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、評価について理解する。

□アルミニウムの製錬法、純アルミニウムの性質について理解できる。

□アルミニウム合金の種類と強化方法および製造方法による分類について

　理解できる。（B,C）

□銅の製錬法、純銅の電気的性質について理解できる。（A,B）

　（A,B）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 18 4.5 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する

アドバイス

科目名（和文）

機械要素設計A

Machine Elements Design A

担当教員

家電製品をはじめ、自動車やロボットなど、工業製品の多くは機械である。機械を設計するうえで必要不可欠な応
力の基本的な知識を、各種機械要素を題材に学ぶ。

A. 機械の構成の基本について理解できる。
B. 機械の設計の基本について理解できる。
C. 材料の強さについて理解できる。
D. 曲げによる応力・モーメントを理解できる。
E. 断面形状による断面2次モーメント・断面係数を理解できる。

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

座学を主として授業を行い、教科書の補助教材としてプリントを随時配布し、演習問題を解き、課題提出を求め
る。

「機械設計法」（森北出版）

授業中に配布するプリント

定期試験(75％)＋（演習問題＋ノート提出＋試験直し）(25％)で評価する。
中間：中間試験(75％)＋（演習問題＋ノート提出＋試験直し）(25％)
期末：｛（中間での評価）＋（期末試験(75％)＋（演習問題＋ノート提出＋試験直し）(25%)）｝/2

CAD(1年)、機械工学(3年)、機械要素設計B(4･5年選択)

その日授業でにやった内容をきちんとノートに整理すること、授業にしっかりと参加することが大事である。

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

氏名： 授業計画

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 機械の構成

1.5 機械と機械要素

1.5 機械設計の手順

1.5 応力と歪み

1.5 フックの法則

1.5 せん断応力とせん断歪み

1.5 まとめ

0.75 中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

0.75 力のモーメントと偶力

1.5 せん断力ろ曲げモーメント

1.5 曲げ応力

1.5 断面2次モーメントと断面係数

1.5 危険断面と最大曲げ応力

1.5 まとめ

0.75 期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

22.5

時間

□機械の設計上で重要ポイント(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画、評価方法の説明

□機械の仕組み(A)

□機械要素の機械における役割(A,B)

□材料の強さ(C)

□せん断の強さ(C)

□材料の断面の状況(C)

□演習とまとめ

□中間までの範囲の理解度を確認する

□試験問題の復習

□曲げを受ける部材の強さ(D)

□曲げを受ける部材のモーメント(D)

□曲げ応力と曲げモーメントの関係(D)

□長方形、円、T型、L型断面の断面2次モーメントと断面係数(E)

□最大曲げ応力と材料強度の設計(D)

□演習とまとめ

□期末までの範囲の理解度を確認する

□試験問題の復習
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 18 4.5 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する
アドバイス

科目名（和文）

機械要素設計A

Machine Elements Design A

担当教員

家電製品をはじめ、自動車やロボットなど、工業製品の多くは機械である。機械を設計するうえで必要不可欠な応
力の基本的な知識を、各種機械要素を題材に学ぶ。

A. 機械の構成の基本について理解できる。
B. 機械の設計の基本について理解できる。
C. 材料の強さについて理解できる。
D. 曲げによる応力・モーメントを理解できる。
E. 断面形状による断面2次モーメント・断面係数を理解できる。

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

座学を主として授業を行い、教科書の補助教材としてプリントを随時配布し、演習問題を解き、課題提出を求め
る。

「機械設計法」（森北出版）

授業中に配布するプリント

定期試験(75％)＋（演習問題＋ノート提出＋試験直し）(25％)で評価する。
中間：中間試験(75％)＋（演習問題＋ノート提出＋試験直し）(25％)
期末：｛（中間での評価）＋（期末試験(75％)＋（演習問題＋ノート提出＋試験直し）(25%)）｝/2

CAD(1年)、機械工学(3年)、機械要素設計B(4･5年選択)

その日授業でにやった内容をきちんとノートに整理すること、授業にしっかりと参加することが大事である。

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

氏名： 授業計画

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 機械の構成

1.5 機械と機械要素

1.5 機械設計の手順

1.5 応力と歪み

1.5 フックの法則

1.5 せん断応力とせん断歪み

1.5 まとめ

0.75 中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

0.75 力のモーメントと偶力

1.5 せん断力ろ曲げモーメント

1.5 曲げ応力

1.5 断面2次モーメントと断面係数

1.5 危険断面と最大曲げ応力

1.5 まとめ

0.75 期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

22.5

時間

□機械の設計上で重要ポイント(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画、評価方法の説明

□機械の仕組み(A)

□機械要素の機械における役割(A,B)

□材料の強さ(C)

□せん断の強さ(C)

□材料の断面の状況(C)

□演習とまとめ

□中間までの範囲の理解度を確認する

□試験問題の復習

□曲げを受ける部材の強さ(D)

□曲げを受ける部材のモーメント(D)

□曲げ応力と曲げモーメントの関係(D)

□長方形、円、T型、L型断面の断面2次モーメントと断面係数(E)

□最大曲げ応力と材料強度の設計(D)

□演習とまとめ

□期末までの範囲の理解度を確認する

□試験問題の復習

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学にて授業を進める。理解を深めるために適宜理解度確認テストや演習問題を行う。定期試験や確認テスト、演
習問題については解答例を解説し、理解度を確認してもらう。

「機械設計法」（森北出版）

評価(100点満点)＝定期試験 (70%)+課題 (30%)

課題については、理解度確認テストや提出物などを評価する。

なお、授業態度が悪い場合は、平常点から最大で10%の範囲で減点する。

授業前に教科書の該当部分をよく読んで授業に望むこと。

科目名（和文）

機械要素設計B

Machine Elements Design B

家電製品をはじめ、自動車やロボットなど、工業製品の多くは機械である。機械を設計するうえで必要不可欠な応
力の基本的な知識を各種機械要素を題材に学ぶ。

A.　ねじの基本について理解ができる。
B.　軸の強度、曲げ剛性、ねじり剛性の基本について理解ができる。
C.　キーやスプラインの基本について理解できる。
D.　軸綱手や軸受けの種類について理解ができる。
E.　歯車の種類や伝達方法について理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 ねじりを受ける軸

1.5 2次極モーメントと極断面係数

1.5 ねじの種類と要素

1.5 ねじのはめあい長さ

1.5 ねじの締め付けトルク

1.5 軸の強度と設計

1.5 軸の曲げ剛性とねじり剛性

0.75 中間試験

0.75 試験問題の解説・復習

0.75 キー・スプライン・セレーションの設計

1.5 軸継手の種類

1.5 軸受の種類

1.5 回転運動の伝達方法

1.5 歯車の速度伝達比

1.5 歯車列と速度比

0.75 期末試験

1.5 試験問題の解説・復習

合計

22.5

時間

□回転伝達機械の種類とその特性(E)

□歯車の種類と速度伝達比(E)

□各種歯車列と速度比(E)

□期末までの範囲の理解度を確認する

□試験問題の復習

□中間までの範囲の理解度を確認する

□試験問題の復習

□キーおよびスプラインの種類と設計(C)

□軸継手の種類とその用法(D)

□軸受の種類とその用法(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

年間授業計画、評価方法の説明

□キーおよびスプラインの種類と設計(A)

□2次極モーメントと極断面係数(A)

□ねじのはめあい長さ(A)

□ねじの締め付けトルク(A)

□軸の強度と設計(B)

□軸の曲げ剛性とねじり剛性(B)

授業計画

□ねじの種類と要素(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する

アドバイス

科目名（和文）

信号と符号

Introduction to Signal Processing

担当教員

マルチメディア技術を信号処理の観点から平易に解説する。

A. 信号と符号の取り扱いが理解できる
B. 情報圧縮の理論が理解できる
C. 音声や画像の圧縮技術が理解できる
D. 音声や画像の処理技術が理解できる
E. サウンドプロセッシングの技術が理解できる
F. 音響心理学の基礎が理解できる（認知，音と視覚の統合）
G. 信号処理技術の応用分野が理解できる（副次的内容）

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

座学を主として実施する。適宜課題を課し提出を求める。

なし

マルチメディア処理入門, 新田恒雄, 杉浦彰彦, 金沢靖, 岡村好庸, 小林哲則, 山本真司, 朝倉書店,
ISBN：978-4254205077 ／ 音の世界の心理学, 重野純, ナカニシヤ出版, ISBN:978-4888488051

試験と課題により評価する。
区間評価 ＝ 試験素点(70%)＋課題点(30%)（前半または後半の区間評価となる）
総合評価 ＝ 区間評価（前半と後半の２つ）の単純平均
必要に応じて再試験を行なうことがある。

数学，微分積分学，確率統計学，音響工学，通信工学

ディジタル信号処理、マルチメディアは複合的な技術体系であることに注意し、幅広い視野で取り組むことが必要
である。

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

氏名： 授業計画

時間数 授業項目

0.75 イントロダクション

1.5 1.音声・音楽信号の処理

1.5

1.5

0.75

3 中間試験

学習指導

0.75

1.5 #REF!

#REF!

1.5 2.音響心理学概論

1.5

1.5

1.5 3.信号処理・符号化の応用

1.5

1.5

0.75 期末試験

1.5 学習指導

合計

22.5

時間

□ 音声の合成と認識 (D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ マルチメディアとは (A)

□ いろいろな符号化方式 (B)

□ 情報圧縮（可変長符号化） (B,C)

□ 音声・音響符号化（MP3 など） (B,C)

□ ディジタル・サウンド・プロセッシング (E)

□ 音の認識（聴覚）(F)

#REF!

□ 音楽の認知（純音の重畳音、楽器音） (F)

□ 音の世界と視覚の世界（色聴、音視） (F)

#REF!

□ 画像の符号化 (C,D,G)

□ 画像の圧縮(JPEG,JPEG2000,MPEG) (C,D,G)

□ l.適応的信号処理（副次的内容） (G)

試験解説と復習
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する
アドバイス

科目名（和文）

信号と符号

Introduction to Signal Processing

担当教員

マルチメディア技術を信号処理の観点から平易に解説する。

A. 信号と符号の取り扱いが理解できる
B. 情報圧縮の理論が理解できる
C. 音声や画像の圧縮技術が理解できる
D. 音声や画像の処理技術が理解できる
E. サウンドプロセッシングの技術が理解できる
F. 音響心理学の基礎が理解できる（認知，音と視覚の統合）
G. 信号処理技術の応用分野が理解できる（副次的内容）

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

座学を主として実施する。適宜課題を課し提出を求める。

なし

マルチメディア処理入門, 新田恒雄, 杉浦彰彦, 金沢靖, 岡村好庸, 小林哲則, 山本真司, 朝倉書店,
ISBN：978-4254205077 ／ 音の世界の心理学, 重野純, ナカニシヤ出版, ISBN:978-4888488051

試験と課題により評価する。
区間評価 ＝ 試験素点(70%)＋課題点(30%)（前半または後半の区間評価となる）
総合評価 ＝ 区間評価（前半と後半の２つ）の単純平均
必要に応じて再試験を行なうことがある。

数学，微分積分学，確率統計学，音響工学，通信工学

ディジタル信号処理、マルチメディアは複合的な技術体系であることに注意し、幅広い視野で取り組むことが必要
である。

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

氏名： 授業計画

時間数 授業項目

0.75 イントロダクション

1.5 1.音声・音楽信号の処理

1.5

1.5

0.75

3 中間試験

学習指導

0.75

1.5 #REF!

#REF!

1.5 2.音響心理学概論

1.5

1.5

1.5 3.信号処理・符号化の応用

1.5

1.5

0.75 期末試験

1.5 学習指導

合計

22.5

時間

□ 音声の合成と認識 (D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ マルチメディアとは (A)

□ いろいろな符号化方式 (B)

□ 情報圧縮（可変長符号化） (B,C)

□ 音声・音響符号化（MP3 など） (B,C)

□ ディジタル・サウンド・プロセッシング (E)

□ 音の認識（聴覚）(F)

#REF!

□ 音楽の認知（純音の重畳音、楽器音） (F)

□ 音の世界と視覚の世界（色聴、音視） (F)

#REF!

□ 画像の符号化 (C,D,G)

□ 画像の圧縮(JPEG,JPEG2000,MPEG) (C,D,G)

□ l.適応的信号処理（副次的内容） (G)

試験解説と復習

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 9 13.5 0

所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に座学で実施する。講義と演習を取り混ぜながら講義を進める。

なし。いままでに使った数学の教科書を持参する

演習問題等のプリントを配布する。電気回路や電磁気の教科書を持参するのがよい。

評価項目は以下の通りである。
①　定期試験の平均点
②　演習課題に対する解答（平常点）
基本的には、①×0.7＋②×0.3
の割合で成績評価する。

線形代数（ベクトルを含む）、微分積分、複素数、電気回路、電磁気

電気・電子系の学科への編入試験を目標とした講義・演習を行うので、それ相応の準備をして授業に臨むこと

科目名（和文）

電気電子演習

Practice for Electrical and Electronic Engineering

担当教員

電気・電子系の技術者として、電気回路や電磁気は基盤の科目である。本講義は、これらの科目におけるいくつか
の重要事項を取り上げ、演習問題を通して理解を深める。

A．直流回路の応用問題の解法が理解できる
B．交流回路の応用問題の解法が理解できる
C．過渡現象問題に対して、微分方程式の活用が理解できる
D．過渡現象の解析にはラプラス変換、歪み波の解析にはフーリエ変換の数学ツールが便利であることが理解
　　できる
E．静電界に関する応用問題の解法が理解できる
F．静磁界に関する応用問題の解法が理解できる
G．専門科目の問題を解く際に必要な数学が活用できる

（別紙担当者一覧参照）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

授業計画

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 数学演習（１）

1.5 電気回路（１）

1.5 電気回路（２）

1.5 電磁気（１）

1.5 数学演習（１）

1.5 数学演習（２）

0.75 中間試験

1.5 電気回路（３）

1.5 電気回路（４）

1.5 数学演習（３）

1.5 電磁気（２）

1.5 電磁気（３）

1.5 電磁気（４）

0.75 期末試験

1.5 試験答案返却・解答解説

達成度アンケート・授業評価実施

合計

22.5

時間

□フーリエ変換と歪み波解析（D）

□コンデンサと静電エネルギー（E）

□電流による磁界（F）

□電磁誘導（F）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方と評価方法が理解できる

□複素計算、行列、行列式の演習（G）

□テブナンの等価回路と直列回路解析(A）

□交流回路（インピーダンス計算、電力、共振回路）(B）

□1階線形微分方程式の解法（C,G）

□2階線形微分方程式の解法（C,G）

□微分方程式を用いた過渡現象回路の解法（C）

□ラプラス変換と逆変換、その過渡現象解析への適用（D,G）

□クーロンの法則、電界の求め方（E）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

映像メディア概論A

Fundamentals of Visual Media Engineering A

映像の「色」を扱う際に必要となる基本知識として、表色系や光学特性、色彩心理および人間の視知覚機構に関す
る講義を行う。
さらに、上記知識をベースに、色再現手法や光学解析手法を紹介する。

Ａ．顕色系と混色系の違いや、マンセル色空間、ＲＧＢ、ＸＹＺ色空間等、様々な色空間の特徴を理解し、説明す
ることができる
Ｂ．人間が色を知覚する仕組みを理解し、代表的な色覚モデルを説明することができる
Ｃ．色に関わる心理現象の発生条件および知覚特性との関係を説明できる
Ｄ．カラーマネジメントや反射特性を利用した光学解析の仕組みを説明することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1 B-2 B-3     

JABEE基準1(2)との対応

(c) (d)(1) (d)(3) (i) CS-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で行う
中間試験および期末試験を実施し、授業時間内に答案返却および解答例を提示した上で解説を行う。また、各試験
区間内でレポート課題を提示し、試験と同様、授業時間内で解説を行う

なし。適宜、プリントを配布する

色彩工学の基礎と応用　嶋野法之　コロナ社

・中間評価：中間試験80％＋中間評価時までの課題20％で評価

・期末評価：中間試験40％＋期末試験40％＋期間評価時までの課題の平均を20％割合で評価する。

なお、課題を締切後に提出した場合には、個々の課題の素点の70％で評価する

色知覚は光の物理特性と人間の視覚特性によって得られるものです。授業の中では色を数値で扱いますので、色空
間における数値と知覚される色との対応を常に意識するようにしてください。また、簡単な積分や行列演算を扱い
ますので基本的な知識を整理しておいてください。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

6 表色系、色空間

2.25 視知覚機構

0.75 中間試験

1.5 中間試験の解説とまとめ

1.5 色彩心理

3 光学解析

4.5 カラーマネジメント

0.75 期末試験

1.5 期末試験の解説とまとめ

合計

22.5

時間

授業計画

□マンセル色空間、ＲＧＢ，ＸＹＺ色空間の特徴を図を参照しながら説明できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□顕色系と混色系の違いを説明できる(A)

□メタメリズムの仕組みを理解し説明することができる(A)

□RGB値から三属性を表す色空間への変換ができる(A)

□人が色を知覚する仕組みを図を参照しながら説明することができる(B)

□錐体と杆体の特徴を説明できる(B)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□色配置の違いによって見えが異なる事例を理解し、心理現象と名称を対応づける

 ことができる(C)

□反射特性を利用した光学解析手法を図や式を用いて説明することができる(D)

□入力機器および出力機器における色表現の仕組みを図を参照しながら説明できる(D

□複数機器間で同一の色を再現する仕組みを説明することができる(D)

□試験実施

□答案返却，試験解説
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

映像メディア概論A

Fundamentals of Visual Media Engineering A

映像の「色」を扱う際に必要となる基本知識として、表色系や光学特性、色彩心理および人間の視知覚機構に関す
る講義を行う。
さらに、上記知識をベースに、色再現手法や光学解析手法を紹介する。

Ａ．顕色系と混色系の違いや、マンセル色空間、ＲＧＢ、ＸＹＺ色空間等、様々な色空間の特徴を理解し、説明す
ることができる
Ｂ．人間が色を知覚する仕組みを理解し、代表的な色覚モデルを説明することができる
Ｃ．色に関わる心理現象の発生条件および知覚特性との関係を説明できる
Ｄ．カラーマネジメントや反射特性を利用した光学解析の仕組みを説明することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1 B-2 B-3     

JABEE基準1(2)との対応

(c) (d)(1) (d)(3) (i) CS-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で行う
中間試験および期末試験を実施し、授業時間内に答案返却および解答例を提示した上で解説を行う。また、各試験
区間内でレポート課題を提示し、試験と同様、授業時間内で解説を行う

なし。適宜、プリントを配布する

色彩工学の基礎と応用　嶋野法之　コロナ社

・中間評価：中間試験80％＋中間評価時までの課題20％で評価

・期末評価：中間試験40％＋期末試験40％＋期間評価時までの課題の平均を20％割合で評価する。

なお、課題を締切後に提出した場合には、個々の課題の素点の70％で評価する

色知覚は光の物理特性と人間の視覚特性によって得られるものです。授業の中では色を数値で扱いますので、色空
間における数値と知覚される色との対応を常に意識するようにしてください。また、簡単な積分や行列演算を扱い
ますので基本的な知識を整理しておいてください。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

6 表色系、色空間

2.25 視知覚機構

0.75 中間試験

1.5 中間試験の解説とまとめ

1.5 色彩心理

3 光学解析

4.5 カラーマネジメント

0.75 期末試験

1.5 期末試験の解説とまとめ

合計

22.5

時間

授業計画

□マンセル色空間、ＲＧＢ，ＸＹＺ色空間の特徴を図を参照しながら説明できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□顕色系と混色系の違いを説明できる(A)

□メタメリズムの仕組みを理解し説明することができる(A)

□RGB値から三属性を表す色空間への変換ができる(A)

□人が色を知覚する仕組みを図を参照しながら説明することができる(B)

□錐体と杆体の特徴を説明できる(B)

□試験実施

□答案返却，試験解説

□色配置の違いによって見えが異なる事例を理解し、心理現象と名称を対応づける

 ことができる(C)

□反射特性を利用した光学解析手法を図や式を用いて説明することができる(D)

□入力機器および出力機器における色表現の仕組みを図を参照しながら説明できる(D

□複数機器間で同一の色を再現する仕組みを説明することができる(D)

□試験実施

□答案返却，試験解説

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 12 10.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学で講義を聴講した後に、実習が可能な内容については課題として取り組んでもらう。また講義そのものについ
ても受け身の授業ではなく、学生個々の考えを反映した内容のレポートを提出してもらう。中間試験、期末試験共
に学生と共に考え意見を交換した内容で試験を行う。課題とレポートの提出は本科目の性質上とても大切な項目で
ある為、期日を守り提出を怠らない様に指導する。評価は、出席点、レポート・課題の提出、定期試験の点数をそ
れぞれ100点満点とし、合計点から平均をとる。先ずはそれぞれの項目が及第点に達していることが必須。

無し（必要に応じてプリント資料配布）

無し（必要に応じてプリント資料配布）

中間試験：講義授業内容より100点満点の試験を実施する。
期末試験：講義授業内容より100点満点の試験を実施する。
課題提出：講義内容に合わせた課題を設け100点満点の評価を実施する。
総合評価は全評価の平均をとり、60点以上を合格とする。
※未提出の課題は0点として扱うため、未提出のままでは不合格になる可能性があります。

映像メディア概論Bでは,映像メディアに通じる目的と考えを、個々の作品に反映する楽しさを感じて欲しい。
開講人数は希望者がいれば開講するが、選択希望学生が20名を超えると毎回の課題制作を主体とした授業は難しく
なる。理論を学ぶ講義主体の授業形式が多くなる場合もある。

科目名（和文）

映像メディア概論B

Fundamentals of Visual Media Engineering B

映像メディア概論Bの講座では、デジタル写真とアナログ写真の撮影作画技術と、撮影者として必要な理論を通し映
像メディアを学ぶ。
写真史から作画技法の実際と変遷、時代背景を学習して名作の概要を知る。

A デジタルカメラで撮影し,理想的なデータ作成のためのワークフローが理解できる。
B 画像処理ソフトPhotoshop等を使って,情報発信の為の作品を制作できる。
C 写真撮影技術の基礎から映像メディアへの発展を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-5 B-3 B-4     

JABEE基準1(2)との対応

(b) (d)(1) (d)(2) (d)(3) (e) (i) CS-8 CS-11      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

演習課題

3 人物写真撮影

3 商品写真撮影

1.5 風景・スポーツ・スナップ写真撮影

講義

1.5 映像メディアの発達史

1.5 記録メディア（アナログとデジタル）

1.5 映像メディア使用機器

1.5 写真とデジタル技術

3 色再現と諧調再現

1.5 映像メディアと社会

1.5 定期試験（中間・期末）

1.5 学習指導

※講義と演習課題の授業振り分けについては、授

合計

22.5

時間

□ クロスメディアの意味が理解できる-A,C

□ 人の視覚とカメラレンズの構造比較が理解できる-A,C

□ カメラの誕生から現在までの機材、メディアの発達史が理解できる-A,C

□ 網膜・銀塩フィルム・CCD・CMOS の特長が理解できる-A,C

□ 画像処理ソフトの役割を理解できる-A,B

□ 色温度が説明できる-A,C

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画・評価方法・受講注意点等の説明

□ ライティングとコミュニケーションの重要性が理解できる-A

□ 光を読み、見つける力の重要性が理解できる-A

□ 総合的な演習のまとめとして、A4判作品制作ができる-A,B

授業計画

□ ライティングと各種セッティングの重要性が理解できる-A

－341－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 3.5 19 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

初級Webデザイン

Introduction to Web Design

Webサイト構築の入門基礎講座である。Webサイトがどのような観点で製作されるのか、またどのように活用するの
かを、課題を制作しながらWebサイト作成方法を習得する。

A．Webサイトの概要や構造、必要性を理解できる
B．簡単なWebサイトを作成できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

半期開講の15回授業の科目である。
講義と実習により体験的にわかるようにすすめていく。
定期試験を2回実施し、答案を返却した上で解答例を解説し学修状況を確認してもらう

10日でSEO＆アクセスアップJimdoデザインブック、赤間公太郎、MDNコーポレーション

適宜プリントを配布する

中間は、中間試験の評価のみを示す。
期末は、各定期試験の評点の平均60％、課題・演習の評点40％で評価をする。
（中間試験評点＋期末試験評点）／２×０．６＋課題・演習評点×０．４
また、期末の総合評価が不合格の場合は、再試験を行う場合もある。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 第一章　Webの基礎知識１

1.5 第一章　Webの基礎知識２

1.5 第一章　Webの基礎知識３

1.5 実技演習１

1.5 実技演習２

1.5 実技演習３

1.5 実技演習４

0.75 中間試験

1.5 第二章　Webサイトの企画設計１

1.5 第二章　Webサイトの企画設計２

1.5 第二章　Webサイトの企画設計３

1.5 第二章　Webサイトの企画設計４

1.5 実技演習５

1.5 実技演習６

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□　Webブラウザと、Webサービスを理解する（A）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の進め方、評価の仕方、レポートの提出方法について理解する

□　ホームページの仕組みを理解する（A）

□　ITリテラシー、メディアリテラシーを理解する（A）

□　Webサイト制作サービスの準備をする（A）

□　Webサイト制作における完成形のイメージができる（A）

□　Webサイト制作における画像や文章などの素材準備ができる（A）

□　Webサイト制作におけるホームページ公開ができる（A）

Webの基礎知識に関する筆記試験（20問程度）、課題提出

□　Webサイト制作における目的とユーザーニーズが理解できる（A,B）

□　Webサイト制作における戦略と要件が理解できる（A,B）

□　Webサイト制作における構造と骨格が理解できる（A,B）

□　Webサイト制作における表層が理解できる（A,B）

□　サイトマップの設計構築ができる（A,B）

□　要件定義の必要性を理解できる（A,B）

Webサイトの企画設計に関する筆記試験（20問程度）

解説と復習

－342－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 3.5 19 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

初級Webデザイン

Introduction to Web Design

Webサイト構築の入門基礎講座である。Webサイトがどのような観点で製作されるのか、またどのように活用するの
かを、課題を制作しながらWebサイト作成方法を習得する。

A．Webサイトの概要や構造、必要性を理解できる
B．簡単なWebサイトを作成できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

半期開講の15回授業の科目である。
講義と実習により体験的にわかるようにすすめていく。
定期試験を2回実施し、答案を返却した上で解答例を解説し学修状況を確認してもらう

10日でSEO＆アクセスアップJimdoデザインブック、赤間公太郎、MDNコーポレーション

適宜プリントを配布する

中間は、中間試験の評価のみを示す。
期末は、各定期試験の評点の平均60％、課題・演習の評点40％で評価をする。
（中間試験評点＋期末試験評点）／２×０．６＋課題・演習評点×０．４
また、期末の総合評価が不合格の場合は、再試験を行う場合もある。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 第一章　Webの基礎知識１

1.5 第一章　Webの基礎知識２

1.5 第一章　Webの基礎知識３

1.5 実技演習１

1.5 実技演習２

1.5 実技演習３

1.5 実技演習４

0.75 中間試験

1.5 第二章　Webサイトの企画設計１

1.5 第二章　Webサイトの企画設計２

1.5 第二章　Webサイトの企画設計３

1.5 第二章　Webサイトの企画設計４

1.5 実技演習５

1.5 実技演習６

0.75 期末試験

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

□　Webブラウザと、Webサービスを理解する（A）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の進め方、評価の仕方、レポートの提出方法について理解する

□　ホームページの仕組みを理解する（A）

□　ITリテラシー、メディアリテラシーを理解する（A）

□　Webサイト制作サービスの準備をする（A）

□　Webサイト制作における完成形のイメージができる（A）

□　Webサイト制作における画像や文章などの素材準備ができる（A）

□　Webサイト制作におけるホームページ公開ができる（A）

Webの基礎知識に関する筆記試験（20問程度）、課題提出

□　Webサイト制作における目的とユーザーニーズが理解できる（A,B）

□　Webサイト制作における戦略と要件が理解できる（A,B）

□　Webサイト制作における構造と骨格が理解できる（A,B）

□　Webサイト制作における表層が理解できる（A,B）

□　サイトマップの設計構築ができる（A,B）

□　要件定義の必要性を理解できる（A,B）

Webサイトの企画設計に関する筆記試験（20問程度）

解説と復習

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

有機化学

Organic Chemistry

有機化学は、生物、材料、医薬品、食品、エネルギー資源等のあらゆる物質に関連する学問である。有機化学の基
礎習得は、合成化学、材料化学、生命化学、医化学、環境化学、エネルギー化学等を学ぶために必要となる。この
授業では、有機化学の基礎概念の理解と、構造・反応論を中心に、有機化学の基礎を習得することを目的とする。

A.原子軌道の概念、混成軌道がわかる。
B.酸・塩基の定義がわかる。
C.官能基の性質・反応性がわかる。
D.分子のキラリティーがわかる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に講義を進める。
補助教材として、プリント等を適宜配布する。
理解を深めるため、課題を出す。
定期試験については、採点後に返却し、理解度の確認を求める。

特に指定はしない。

適宜、プリントを配布する。
参考図書を開講時に紹介する。

定期試験の評点 (70%) 課題の評点 (30%)
総合評価は各区間の単純平均とする。
各区間の成績が、60点に満たなかった場合、再試験を実施することもある。
再試験により、成績が60点以上とっなった場合の成績は60点とする。

化学

授業中、理解の及ばないところは積極的に教員に質問すること。
授業の復習は、自然科学の理解を深める上でとても有効です。専門分野の基礎にもなる科目なので、気を抜かずに
学修に取り組んでください。

氏名：

時間数 授業項目

0.3 授業ガイダンス

1.2 原子と分子

1.5 アルカン

1.5 アルケン

1.5 アルケン・アルキンの反応

1.5 芳香族化合物

1.5 立体化学

0.75 中間試験

1.5 試験返却

1.5 ハロゲン化アルキル

1.5 アルコール、フェノール、エーテル

1.5 アルデヒド、ケトン

1.5 カルボン酸、エステル

1.5 カルボニル化合物の反応

1.5 アミン

0.75 期末試験

1.5 試験返却

合計

22.5

時間

授業計画

□アルカンの特性・反応がわかる (c)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業ガイダンス

□原子軌道の概念、混成軌道の電子状態がわかる (A)

□ルイスの酸・塩基がわかる (B)

□アルケンの特性がわかる (c)

□アルケン・アルキンの反応がわかる (c)

□芳香族化合物の特性と反応がわかる (c)

□立体配置の表示法がわかる (D)

中間試験

試験返却・解説

ハロゲン化アルキルの反応がわかる (c)

アルコール・フェノール・エーテルの特性・反応がわかる (c) 

アルデヒド・ケトンの特性・反応がわかる (c)

カルボン酸・エステルの特性・反応がわかる (c)

カルボニル化合物の反応がわかる (c)

アミンの特性・反応がわかる (c)

試験返却・解説
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

物理学特論Ａ

Advanced Lectures A on Physics

この科目は本校のディプロ・マポリシーに定める能力を習得するための科目ではなく，広く自然科学の知識を身に
つけるための科目です．この科目の単位修得状況によって卒業が左右されることはありません．
授業では質点の中心力問題および質点系（剛体）の力学について，これまでに学習した微分積分の知識を用いて学
ぶ．

A.座標を時間で微分し，速度や加速度を求めることができる．
B.簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て，初期値問題として解くことができる．
C.角運動量を求めることができる．
D.質点系の運動を論じることができる
E.重心の定義について理解し，重心に関する計算ができる．
F.一様な棒などの簡単な形状に対する慣性モーメントを求めることができる．
G.剛体の回転運動について，回転の運動方程式を立てて解くことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義を主体とした授業である．定期試験は2回実施し，採点後に返却し，理解度の確認を求める．適宜演習問題を解
くことにより，理解度の確認をしながらすすめる．また，課題を適宜与えるので挑戦してほしい．課題の解答は
WebClassに掲載する．

特に指定はしない．授業で適宜プリントを配布する．

授業で適宜プリントを配布する．

開講期間を次の2区間に分けて評価する．
①　第1回授業～中間試験　　　区間①の評価点＝中間試験（80％）+課題（20％）
②　中間試験後～最終回授業　 区間②の評価点＝期末試験（80％）+課題（20％）

期末の最終評価（単位修得）は次式により算出される評価点によりおこなう．
（区間①評価点＋区間②評価点×２）／３

基礎物理I・II，物理，物理学特論Bおよび解析学・線形代数に係る科目

解析学で学習する内容のうち，重積分（3重積分まで）は修得していることを前提とするので，4年生で履修を考え
ているものは注意すること．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

中心力による質点の運動(1)

1.5 中心力による質点の運動(2)

1.5 中心力による質点の運動(3)

1.5 質点系の運動(1)

1.5 質点系の運動(2)

1.5 質点系の運動(3)

0.75 中間試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

1.5 剛体の運動(1)

1.5 剛体の運動(2)

1.5 剛体の運動(3)

1.5 固定軸周りの剛体の回転運動(1)

1.5 固定軸周りの剛体の回転運動(2)

1.5 固定軸周りの剛体の回転運動(3)

0.75 期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ ２次元・３次元極座標系 (A)　□ 円柱座標系 (A)

□ 極座標系の速度と加速度 (A)

□ 万有引力の法則 (B)　□ 角運動量 (C)

□ 質点系の運動方程式 (D)　□ 質量重心 (F)

□ 質点系の運動量 (D)　□ 質点系の角運動量 (C)

□ 力のモーメント (D)

□ 剛体の自由度 (H)

□ 剛体の運動方程式 (H)

□ 剛体の質量重心 (F)　□ 剛体のつり合い

□ 回転の方程式 (H)　

□ 慣性モーメント (G)　□ 外力のモーメント (D)

□ 演習 (H)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

物理学特論Ａ

Advanced Lectures A on Physics

この科目は本校のディプロ・マポリシーに定める能力を習得するための科目ではなく，広く自然科学の知識を身に
つけるための科目です．この科目の単位修得状況によって卒業が左右されることはありません．
授業では質点の中心力問題および質点系（剛体）の力学について，これまでに学習した微分積分の知識を用いて学
ぶ．

A.座標を時間で微分し，速度や加速度を求めることができる．
B.簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て，初期値問題として解くことができる．
C.角運動量を求めることができる．
D.質点系の運動を論じることができる
E.重心の定義について理解し，重心に関する計算ができる．
F.一様な棒などの簡単な形状に対する慣性モーメントを求めることができる．
G.剛体の回転運動について，回転の運動方程式を立てて解くことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義を主体とした授業である．定期試験は2回実施し，採点後に返却し，理解度の確認を求める．適宜演習問題を解
くことにより，理解度の確認をしながらすすめる．また，課題を適宜与えるので挑戦してほしい．課題の解答は
WebClassに掲載する．

特に指定はしない．授業で適宜プリントを配布する．

授業で適宜プリントを配布する．

開講期間を次の2区間に分けて評価する．
①　第1回授業～中間試験　　　区間①の評価点＝中間試験（80％）+課題（20％）
②　中間試験後～最終回授業　 区間②の評価点＝期末試験（80％）+課題（20％）

期末の最終評価（単位修得）は次式により算出される評価点によりおこなう．
（区間①評価点＋区間②評価点×２）／３

基礎物理I・II，物理，物理学特論Bおよび解析学・線形代数に係る科目

解析学で学習する内容のうち，重積分（3重積分まで）は修得していることを前提とするので，4年生で履修を考え
ているものは注意すること．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

中心力による質点の運動(1)

1.5 中心力による質点の運動(2)

1.5 中心力による質点の運動(3)

1.5 質点系の運動(1)

1.5 質点系の運動(2)

1.5 質点系の運動(3)

0.75 中間試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

1.5 剛体の運動(1)

1.5 剛体の運動(2)

1.5 剛体の運動(3)

1.5 固定軸周りの剛体の回転運動(1)

1.5 固定軸周りの剛体の回転運動(2)

1.5 固定軸周りの剛体の回転運動(3)

0.75 期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ ２次元・３次元極座標系 (A)　□ 円柱座標系 (A)

□ 極座標系の速度と加速度 (A)

□ 万有引力の法則 (B)　□ 角運動量 (C)

□ 質点系の運動方程式 (D)　□ 質量重心 (F)

□ 質点系の運動量 (D)　□ 質点系の角運動量 (C)

□ 力のモーメント (D)

□ 剛体の自由度 (H)

□ 剛体の運動方程式 (H)

□ 剛体の質量重心 (F)　□ 剛体のつり合い

□ 回転の方程式 (H)　

□ 慣性モーメント (G)　□ 外力のモーメント (D)

□ 演習 (H)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 15 7.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

物理学特論Ｂ

Advanced Lectures B on Physics

この科目は本校のディプロ・マポリシーに定める能力を習得するための科目ではなく，広く自然科学の知識を身に
つけるための科目です．この科目の単位修得状況によって卒業が左右されることはありません．
授業では質点の運動について，これまでに学習した微分積分の知識を用いて学ぶことにより，これまでに学習した
諸法則が主に運動方程式より導出されることを見る．これにより，物理において微分積分の果たす役割を理解す
る．

A.線形常微分方程式の一般解求めることができる
B.初期条件から線形常微分方程式の特解求めることができる
C.運動方程式と種々の法則との関係を理解することができる
D.質点の平面運動について運動方程式を解くことにより運動を調べることができる
E.1質点の微小振動について運動方程式を解くことにより運動を調べることができる
F.連成振動について運動方程式を解くことにより運動を調べることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義を主体とした授業である．定期試験は2回実施し，採点後に返却し，理解度の確認を求める．適宜演習問題を解
くことにより，理解度の確認をしながらすすめる．また，課題を適宜与えるので挑戦してほしい．課題の解答は
WebClassに掲載する．

特に指定はしない．授業で適宜プリントを配布する．

授業で適宜プリントを配布する．

開講期間を次の2区間に分けて評価する．
①　第1回授業～中間試験　　　区間①の評価点＝中間試験（80％）+課題（20％）
②　中間試験後～最終回授業　 区間②の評価点＝期末試験（80％）+課題（20％）

期末の最終評価（単位修得）は次式により算出される評価点によりおこなう．
（区間①評価点＋区間②評価点×２）／３

基礎物理I・II，物理，物理学特論Bおよび解析学・線形代数に係る科目

解析学で学習する内容のうち，多変数関数の微分，全微分および不定積分は修得していることを前提とするので履
修を考えているものは注意すること．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

物理における微分

1.5 1階線形常微分方程式の解法(1)

1.5 2階線形常微分方程式同次型の解法(1)

1.5 2階線形常微分方程式同次型の解法(2)

1.5 2階線形常微分方程式非同次型の解法

1.5 微分方程式としての運動方程式の解

1.5 平面内の質点の運動

運動方程式と保存則

0.75 中間試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

4.5 微小振動(1)

3 微小振動(2)

0.75 期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業方針，年間計画，評価方法の解説

□ 力学変数と微分（位置、速度、加速度）

□ １階線形常微分方程式（逐次積分型、変数分離型）（A）

□ 特性方程式（A）　□ 特性方程式が異なる２実根の場合（A）

□ 特性方程式が重根の場合（定数変化法）（A）

□ 特性方程式が複素数根の場合（A）

□ 特解と一般解（A）

□ ベクトルの微分（B）　□ 初期条件と特解（A,B）

□ 落下運動（A,B,D）

□ 運動量保存の法則（C）　□ エネルギー保存則（C）

□ 調和振動（E）□ 減衰振動（E）□ 強制振動，共振（E）　

□ 連成振動（F）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 11.5 11

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

プロジェクトマネジメント

Project Management

多くの組織や人が参画して実施される期限のある活動がプロジェクトである。これを成功裏に完了させるために、
マネージメント技法を駆使したものづくりができる付加価値技術を備えた実践的技術者となるべくその技法を学
ぶ。

A.プロジェクトの定義、特徴や活動を理解することができる。
B.プロジェクトマネージメントのプロセスについて理解することができる。
C.プロジェクトマネージメントの計画書・管理表・WBS・各種チャートを理解することができる。
D.プロジェクトマネージメントの成果・完了報告書を作成することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

・授業は教科書をベースに講義形式で行う。また適宜参考資料を配布し、理解の補助とする。
・理解度を調べるために定期的に課題を実施しその成果を発表し検討会を行う。

プリント

（１）自分が行なったプロジェクトマネージメントの実施報告（活動完了報告書）80％
（２）講義での課題20％

プロジェクト活動を行っていたり、課外活動で実際にマネージメントを運用していきたいなど具体的なテーマを
持って受講すること。学んだマネージメントの技法を使い、実践したマネージメントの具体的な過程や修正を行っ
てきた結果・成果を報告する。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス     

3 プロジェクトマネージメントの計画法（条件

設定・計画・管理）について     

3 リスク回避マトリクスとリスク管理表の作成

3 WBSとタスク・ストラクチャーマトリクスの

作成     

3 ガント・チャート とパート・チャートにつ

いて     

3 プロジェクトの進行と管理について     

3 計画を変更するときの対処法について     

1.5 プロジェクト成果報告書について     

1.5 マネージメントの報告     

合計

22.5

時間

授業計画

□リスク回避マトリクス・リスク管理表を読み取ることができる。(B)(C)  

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□プロジェクト・マネージメントについての説明         

□範囲、資源、前提条件、リスク、組織、などをふまえ、プロジェクト・

スケジュール書の概念を理解できる。（A)(B)      

□WBS,タスク・ストラクチャー・マトリックスを理解できる。(B)(C)

□ガント・チャート 、パート・チャートを理解できる。(B)(C) 

□プロジェクトの進行を見守ることができる。 (B)(C)       

□定期的に計画、リスク、前提条件などを見直すことができる。（B)(C)    

□プロジェクトの成果報告書の意味と記入方法を理解することができる。

（C)(D)         

□プロジェクト完了報告書を作成できる。（D)    
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 半期 1

講義 演習 実験・実習

選択 11.5 11

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

プロジェクトマネジメント

Project Management

多くの組織や人が参画して実施される期限のある活動がプロジェクトである。これを成功裏に完了させるために、
マネージメント技法を駆使したものづくりができる付加価値技術を備えた実践的技術者となるべくその技法を学
ぶ。

A.プロジェクトの定義、特徴や活動を理解することができる。
B.プロジェクトマネージメントのプロセスについて理解することができる。
C.プロジェクトマネージメントの計画書・管理表・WBS・各種チャートを理解することができる。
D.プロジェクトマネージメントの成果・完了報告書を作成することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

・授業は教科書をベースに講義形式で行う。また適宜参考資料を配布し、理解の補助とする。
・理解度を調べるために定期的に課題を実施しその成果を発表し検討会を行う。

プリント

（１）自分が行なったプロジェクトマネージメントの実施報告（活動完了報告書）80％
（２）講義での課題20％

プロジェクト活動を行っていたり、課外活動で実際にマネージメントを運用していきたいなど具体的なテーマを
持って受講すること。学んだマネージメントの技法を使い、実践したマネージメントの具体的な過程や修正を行っ
てきた結果・成果を報告する。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス     

3 プロジェクトマネージメントの計画法（条件

設定・計画・管理）について     

3 リスク回避マトリクスとリスク管理表の作成

3 WBSとタスク・ストラクチャーマトリクスの

作成     

3 ガント・チャート とパート・チャートにつ

いて     

3 プロジェクトの進行と管理について     

3 計画を変更するときの対処法について     

1.5 プロジェクト成果報告書について     

1.5 マネージメントの報告     

合計

22.5

時間

授業計画

□リスク回避マトリクス・リスク管理表を読み取ることができる。(B)(C)  

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□プロジェクト・マネージメントについての説明         

□範囲、資源、前提条件、リスク、組織、などをふまえ、プロジェクト・

スケジュール書の概念を理解できる。（A)(B)      

□WBS,タスク・ストラクチャー・マトリックスを理解できる。(B)(C)

□ガント・チャート 、パート・チャートを理解できる。(B)(C) 

□プロジェクトの進行を見守ることができる。 (B)(C)       

□定期的に計画、リスク、前提条件などを見直すことができる。（B)(C)    

□プロジェクトの成果報告書の意味と記入方法を理解することができる。

（C)(D)         

□プロジェクト完了報告書を作成できる。（D)    

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

選択 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

企業・職種や大学・専攻について調査し，企業・大学等へ訪問し企業・大学等での作業を体験する．

必要に応じて資料を配布する．

なし

以下の条件を満たすことにより本科目を合格とする．

1.企業・大学等への訪問が原則12時間以上あること．
2.企業・大学等での作業が原則12時間以上あること．
3.別に定められた所定の報告書が期日までに提出されていること．
4.授業計画に掲載されているセミナー・説明会・講演会に参加していること．

科目名（和文）

インターンシップ

Internship

企業・大学等への訪問を通じ進路について知見を広めるとともに，企業・大学等での作業を通じ進路への関心と理
解を深める．

この科目は実務経験教員による科目です．

A.課題・作業に積極的・自発的に取り組む姿勢を向上できる．
B.実務での課題を理解し，解決に向けて取り組むことができる．
C.課題を解決するためのコミュニケーション力を向上できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

企業等に勤務する実務家が各々の実務経験にもとづき学外実習を指導し，学生が進路への興味や意識を高める機会
を提供する．

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 学外実習説明会への参加

3 講演会への参加

6 企業・大学の調査研究

1.5 直前セミナーへの参加

12 学外実習への参加

6 海外実習の準備

12 海外研修への参加

1.5 学外実習のまとめ

合計

45

時間

□ 渡航先で企業・大学・行政機関等へ訪問する

□ 学外実習を振り返り報告書にまとめる

□ 海外研修旅行に関する説明会へ参加する

□ 渡航先での訪問企業・大学・行政機関等について事前に調査する

□ エントリーシートを作成する

□ インターンシップへ参加する際の諸注意と心得を理解する

□ 企業・大学等での実習に参加する

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 校外実習の年間計画を確認する

□ インターンシップの意義を理解する

□ 卒業生の体験談を聞き進路活動への意識を強める

□ 企業・職種または大学・専攻を事前に調査する

授業計画
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Ⅷ.専攻科〈生産システム工学専攻〉 

 





専攻科　生産システム工学専攻　教育課程表（2022年度入学）

開講期間

学年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 1 2 3 4 5

英語Ⅰ 1年 2 ◎ ◎
英語Ⅱ 2年 2 ◎ ◎
生産システム特論 1年 2 ○ ◎ ◎
論文講読Ⅰ 1年 1 ◎ ◎
論文講読Ⅱ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻演習Ⅰ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻演習Ⅱ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻実験 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
特別研究Ⅰ 1年 4 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
特別研究Ⅱ 2年 6 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

電力システム 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎ ◎
環境電磁工学 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
計測特論 1年 2 ◎ ◎ ◎
電気電子回路特論 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
パワーエレクトロニクス特論 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
分布定数回路特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
通信工学特論 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
トラヒック理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
信号処理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
応用通信特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
数値解析 1年 2 ◎ ◎情 ◎電 ◎ ◎
情報数学 1年 2 ◎ ◎情 ◎電 ◎ ◎
応用プログラミング 1年 2 ◎ ◎ ◎
情報ネットワーク特論 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
大規模情報処理 2年 2 ◎情 ◎電 ◎ ◎
数理計画 2年 2 ◎ ◎ ◎
計算システム論 2年 2 ◎ ◎ ◎
バイオメカ二クス 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
構造材料 1年 2 ◎ ◎ ◎
半導体工学 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
機能材料 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
物理学特論Ⅰ 1年 2 ◎ ◎ ◎
物理学特論Ⅱ 2年 2 ◎ ◎ ◎
機械工学概論 1年 2 ◎ ◎ ◎
エネルギー変換工学 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎

一般科目 伝統文化特論 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
専門科目 技術史 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎

― 単位互換科目 1年 2 ◎
数学特論Ⅰ 1年 2 ◎ ◎
数学特論Ⅱ 2年 2 ◎ ◎

専門科目 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 1年 1～2 ○ ◎ ○ ◎ ◎
※ ◎電・・・準学士課程の電気工学科または機械電子工学科卒業相当の学生が履修した場合の学習・教育到達目標
※ ◎情・・・準学士課程の情報工学科卒業相当の学生が履修した場合の学習・教育到達目標

※ 単位互換科目は特例適用専攻科の単位には入りません

JABEEプログラムの学習・教育到達目標との関連
分野別要件

(①～④各群から1科目、⑤群から２科目以上、
合計最低７科目履修)

専攻科課程の教育目標
との関連

区分 科目名 単位数
A B C

分野別要件①～④の科目は各群から最低1科目以上、⑤群から２科目以上を選択し、合計７科目以上履修すること

D ①設計･シ
ステム系科

目群

②情報･論
理系科目

群

③材料･バ
イオ系科目

群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目

群

AC

必
修
科
目

一般科目

専門科目

選
択

一般科目

選
択
必
修

専門科目

①群

②群

③群

一般科目
④群

専門科目

⑤群
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専攻科　生産システム工学専攻　教育課程表（2023年度入学）

開講期間

学年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 1 2 3 4 5

英語Ⅰ 1年 2 ◎ ◎
英語Ⅱ 2年 2 ◎ ◎
生産システム特論 1年 2 ○ ◎ ◎
論文講読Ⅰ 1年 1 ◎ ◎
論文講読Ⅱ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻演習Ⅰ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻演習Ⅱ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻実験 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
特別研究Ⅰ 1年 4 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇
特別研究Ⅱ 2年 6 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇

電力システム 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎ ◎
環境電磁工学 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
計測特論 1年 2 ◎ ◎ ◎
電気電子回路特論 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
パワーエレクトロニクス特論 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
分布定数回路特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
通信工学特論 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
トラヒック理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
信号処理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
応用通信特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
数値解析 1年 2 ◎ ◎情 ◎電 ◎ ◎
情報数学 1年 2 ◎ ◎情 ◎電 ◎ ◎
応用プログラミング 1年 2 ◎ ◎ ◎
情報ネットワーク特論 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
大規模情報処理 2年 2 ◎情 ◎電 ◎ ◎
数理計画 2年 2 ◎ ◎ ◎
計算システム論 2年 2 ◎ ◎ ◎
バイオメカ二クス 1年 2 ◎ ◎ ◎
構造材料 1年 2 ◎ ◎ ◎
半導体工学 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
機能材料 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
物理学特論Ⅰ 1年 2 ◎ ◎ ◎
物理学特論Ⅱ 2年 2 ◎ ◎ ◎
機械工学概論 1年 2 ◎ ◎ ◎
エネルギー変換工学 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎

一般科目 伝統文化特論 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
専門科目 技術史 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎

― 単位互換科目 1年 2 ◎
数学特論Ⅰ 1年 2 ◎ ◎
数学特論Ⅱ 2年 2 ◎ ◎

専門科目 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 1年 1～2 ○ ◎ ○ ◎ ◎
※ ◎電・・・準学士課程の電気工学科または機械電子工学科卒業相当の学生が履修した場合の学習・教育到達目標
※ ◎情・・・準学士課程の情報工学科卒業相当の学生が履修した場合の学習・教育到達目標

※ 単位互換科目は特例適用専攻科の単位には入りません

選
択

一般科目

専門科目

①群

②群

③群

一般科目
④群

専門科目

⑤群

選
択
必
修

分野別要件①～④の科目は各群から最低1科目以上、⑤群から２科目以上を選択し、合計７科目以上履修すること

D ①設計･シ
ステム系科

目群

②情報･論
理系科目

群

③材料･バ
イオ系科目

群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目

群

AC

必
修
科
目

一般科目

専門科目

JABEEプログラムの学習・教育到達目標との関連
分野別要件

(①～④各群から1科目、⑤群から２科目以上、
合計最低７科目履修)

専攻科課程の教育目標
との関連

区分 科目名 単位数
A B C
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専攻科　生産システム工学専攻　教育課程表（2023年度入学）

開講期間

学年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 1 2 3 4 5

英語Ⅰ 1年 2 ◎ ◎
英語Ⅱ 2年 2 ◎ ◎
生産システム特論 1年 2 ○ ◎ ◎
論文講読Ⅰ 1年 1 ◎ ◎
論文講読Ⅱ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻演習Ⅰ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻演習Ⅱ 1年 1 ◎ ◎ ◎ ◎
専攻実験 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
特別研究Ⅰ 1年 4 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇
特別研究Ⅱ 2年 6 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇

電力システム 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎ ◎
環境電磁工学 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
計測特論 1年 2 ◎ ◎ ◎
電気電子回路特論 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
パワーエレクトロニクス特論 1年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
分布定数回路特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
通信工学特論 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
トラヒック理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
信号処理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
応用通信特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
数値解析 1年 2 ◎ ◎情 ◎電 ◎ ◎
情報数学 1年 2 ◎ ◎情 ◎電 ◎ ◎
応用プログラミング 1年 2 ◎ ◎ ◎
情報ネットワーク特論 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
大規模情報処理 2年 2 ◎情 ◎電 ◎ ◎
数理計画 2年 2 ◎ ◎ ◎
計算システム論 2年 2 ◎ ◎ ◎
バイオメカ二クス 1年 2 ◎ ◎ ◎
構造材料 1年 2 ◎ ◎ ◎
半導体工学 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
機能材料 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎
物理学特論Ⅰ 1年 2 ◎ ◎ ◎
物理学特論Ⅱ 2年 2 ◎ ◎ ◎
機械工学概論 1年 2 ◎ ◎ ◎
エネルギー変換工学 2年 2 ◎電 ◎情 ◎ ◎

一般科目 伝統文化特論 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎
専門科目 技術史 1年 2 ◎ ◎ ◎ ◎

― 単位互換科目 1年 2 ◎
数学特論Ⅰ 1年 2 ◎ ◎
数学特論Ⅱ 2年 2 ◎ ◎

専門科目 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 1年 1～2 ○ ◎ ○ ◎ ◎
※ ◎電・・・準学士課程の電気工学科または機械電子工学科卒業相当の学生が履修した場合の学習・教育到達目標
※ ◎情・・・準学士課程の情報工学科卒業相当の学生が履修した場合の学習・教育到達目標

※ 単位互換科目は特例適用専攻科の単位には入りません

選
択

一般科目

専門科目

①群

②群

③群

一般科目
④群

専門科目

⑤群

選
択
必
修

分野別要件①～④の科目は各群から最低1科目以上、⑤群から２科目以上を選択し、合計７科目以上履修すること

D ①設計･シ
ステム系科

目群

②情報･論
理系科目

群

③材料･バ
イオ系科目

群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目

群

AC

必
修
科
目

一般科目

専門科目

JABEEプログラムの学習・教育到達目標との関連
分野別要件

(①～④各群から1科目、⑤群から２科目以上、
合計最低７科目履修)

専攻科課程の教育目標
との関連

区分 科目名 単位数
A B C

JABEE基準1

国際的な視野を持って研究を行い（文献調査や国際会議参加など）、自身の研究の位置づけを理解する
とともにエンジニアとしての国際性を身につけることができる。

AC-5

自身の専門について、常に基礎に還り、新知識を創り出す能力を養うことができる。

より高度な専門領域について、講義、演習、実験、実習や研究を通して知識のみならず、学ぶ力を養うこ
とにより、創造的研究開発能力を得ることができる。

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する理解

(c) 数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力

(d) 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力

　(2)実験を計画・遂行し、データを正確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・説得する能力

　(3)創造性を発揮して課題を探求し、組み立て、解決する能力

専攻科の学習・教育目標

AC-1

AC-2

AC-3

AC-4

発表の場（学内発表、学会発表等）において、論文作成、研究発表（情報発信）、質疑応答を行い、真の
意味でのコミュニケーションを行うことができる。

学問を通して人間性を養い、良き技術者となることができる。

　(4)（工学）技術者が経験する実務上の問題点と課題を解決し、適切に対応する基礎的な能力

　(1)専門工学（融合・複合領域）の 知識と能力

(e) 種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

(f)

(g) 自主的、継続的に学習する能力

論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力

(i) チームで仕事をするための能力

(A-1)

(A-2)

(A-3)

(A-4)

(A-5)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(B-4)

(C-1)

(C-2)

(C-3)

(D-1)

(D-2)

(D-3)

「生産システム工学」教育プログラムの学習・教育目標

(A)

健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多面的に物事をとらえ、技術者としての使
命を自覚し、実行しうる技術者

我が国の文化や歴史の理解とともに他国の文化も認識し、技術に関係する過去の事故等の検討を通し
て、社会的な責任と使命（技術者倫理）について理解できる

自然環境と社会との関係に関する基礎的な事項を理解でき、常に使い手の立場に立ったものつくりがで
きる

(B)

自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、それらを問題解決に応用できる能力を備え
た技術者

数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、それらを用いて応用問題に挑戦できる

自分の専攻した専門分野の基礎知識を身につけ、それらを用いて工学的な現象が理解できる

異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合する能力を身につける

実験・実習を通して、実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身につけ、問題解決に応用できる

近現代の社会と技術を理解するために、その成り立ちの基盤である日本と世界の歴史を学習し、それら
の基礎的事項を把握する

健康や身体についての理解を深めるとともに、スポーツの実践を通して心身の調和的な発育・発達を促
し、健康な心身を培うことできる

過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つめ、他者の心を理解し、自分の考えを
深め、豊かな人間性を培うことができる

（C）

コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者

国語表現の技法を身につけるとともに、語彙力を高め、場面や状況に応じた言葉、文章、図表などで表
現、記述でき、効果的なコミュニケーションができる能力を身につける

コンピュータや情報ツールを使いこなし、情報処理、情報収集等やプレゼンテーションができる

国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、生活文化の固有性や多様な価
値観のあることを理解できる

(D)

技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持った技術者

自律的に新たなことにチャレンジする心（プロダクトマインド）を育成し、問題解決のために習得した専門知
識を応用できる

問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整理ができる

実験・実習、卒業研究、特別研究科目の修得を通して、自主的、継続的に学習し、他人と協調して実行で
きる
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

一方的な講義ではなく、ペアワークやグループワークを通じた、アクティブな演習形式を取る。前期では英文解釈
に必要な英文法および英語表現の復習を踏まえ、流暢に英文を読むためのコツを学ぶ。毎時出題される小クイズに
て理解度を確認してもらう。
後期ではエッセイを書くためのコツを演習形式で学び、様々なタイプの課題に取り組む。対面形式での課題添削と
指導を受けることで、より良いエッセイライティングに必要な技術を習得してもらう。

指定しない (毎時、演習プリントを配付する)

特になし

前期：
前期末試験(50%) + 授業内小クイズ(50%)
小クイズは授業レビューとして毎回出題される。
小クイズのスコアは単純合算され、50%の比率換算で最終的に算出される。

後期：
指定された４種類の課題提出 (10% + 20% + 30% + 40%)
1. タイトルの英文ライティング
2. メイントピックとサポーティングセンテンスのライティング
3. ショートエッセイ
4. 300字程度のフル・エッセイ

＊単位認定制度あり。別途説明する。

英語Ⅱ

授業外学修として22.5時間を本講義の予習復習に充てること。毎回、小クイズを実施し、評価対象となります。毎
回が勝負です。日頃から英語に慣れ親しみ、小クイズに対応できるよう、そして英文ライティングに取り組めるよ
う、日々の努力が必要になります。こちらの指示を待つこと無く、自主的な英語学習が求められます。

科目名（和文）

英語Ⅰ

English 1

当講義はReading、Writingに比重を置く。前期では、英文を左から右に読み進め、本文の内容を正確に把握できる
「フレーズ・リーディング」を中心に指導する。それを踏まえ、後期では、リーディングからライティングへの橋
渡しとともに、「パラグラフ・ライティング」の指導を行う。

A. 一定量の英文を読み、内容を正しく把握できる。(Reading)

B. 授業内で学んだ文法、およびエッセイの書き方を理解できる。(Writing)

C. 正しい規則で、短文および300字程度のエッセイを書くことができる。 (Writing)

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) AC-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

＜前期＞

1.5 Introduction to "Fluent Reader"

1.5 Unit 1: Extreme Ironing

1.5 Unit 2: Food and Culture

1.5 Unit 3: Life after Death?

1.5 Unit 4: Addicted to the Mail

1.5 Unit 5: The Working Poor

1.5 Unit 6: A Child Hero

1.5 Unit 7: Don’t Be Fooled Again

1.5 Unit 8: The Government Department

1.5 Unit 9: Undercover Marketing

1.5 Unit 10: A Healthy Diet

1.5 Unit 11: Anger around the World

1.5 Unit 12: Online Dating

1.5 前期総復習および前期末試験対策

1.5 前期末試験

＜後期＞

4.5 What is a Paragraph?

4.5 Topic Sentence VS Supporting Sentences

1.5 Comparison and Contrast

1.5 Cause and Effect

1.5 Definition

9 エッセイライティング指導、フィードバック

合計

45

時間

□ パラグラフ・ライティングの構造を理解し、

　 自分なりのパラグラフが書ける(A)(B)(C)

□ 対比関係を、つなぎ語(transition words)で表現できる(B)

□ 接続詞や前置詞句を使って、因果関係を英語で表現できる(B)

□ 自分なりの定義を英語で書き表すことができる(C)

□ パラグラフの構造を理解する (B)

□ 英語でタイトルを書くことができる (C)

□ パラグラフ・ライティングの構造を理解できる(A)(B)

□ メイントピックとサポーティング・センテンスが書ける(B)(C)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

流暢に読むためのコツを知る (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)

授業計画

□フレーズ・リーディングのテーマ別トレーニング (A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

生産システム特論

Seminor on the Production System

専攻科所属教員による各専門分野の生産システム工学への適用について，オムニバス形式の講義を実施する。

A.生産システム工学について理解することができる。
B.各テーマの基本的な内容を理解でき，広い視野で検討することができる。
C.レポートを通じて与えられたテーマについて報告ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-5 B-3      

JABEE基準1(2)との対応

(b) (d)(1) (d)(3) (e) (i) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

各専門分野の教員が毎回交代で講義する。教員ごとに異なる課題が設けられており、授業外学修時間にはその課題
を実施し、レポートとして提出する。レポートは理解度を確認してもらうため、採点して返却する。

必要に応じて各担当教員から資料が配布される。

なし

合計14通のレポートの点数で評価する※。

※評価基準等の詳細については、各担当教員より示される。
※レポートは1000～2000字（用紙はA4×１枚程度)とする。参考・引用文献を必ず明記すること。
※その他、注意点等については各教員の指示に従うこと。

講義内容の範囲が広いため，特に興味を持ったテーマについてはあらかじめ基礎学習をしておくとよい。また、授
業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容は担当教員より指示があるのでそれに従う
こと（予習についてはシラバスを参考にするとよい）。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 １．ガイダンス

1.5 ２．講義（１）

1.5 ３．講義（２）

1.5 ４．講義（３）

1.5 ５．講義（４）

1.5 ６．講義（５）

1.5 ７．講義（６）

1.5 ８．講義（７）

1.5 ９．講義（８）

1.5 10．講義（９）

1.5 11．講義（１０）

1.5 12．講義（１１）

1.5 13．講義（１２）

1.5 14．講義（１３）

1.5 15．講義（１４）

レポート提出

合計

22.5

時間

授業計画

□※

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□生産システム工学の基礎を理解できる(A)

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□適切な報告書の作成ができる(B,C)。

※講義を経て，各テーマの基本的な内容を理解し，またこれらにつ

いて考えることができる(A,B)。

<開講テーマ例>

エネルギー多消費社会とその問題（環境問題等）

The Economics of Traffic Congestion --グラフ理論の応用

物理特性に基づく光源環境推定の仕組みと課題

複合材料の種類と力学的な取扱い

生物に学ぶシステムと制御

ヒトの音声知覚／音声生成のメカニズム

高速高精度計測とディジタルフィルタ

医療における非侵襲診断の重要性と問題点

位置情報システムの概要とその応用

セラミックス蛍光体の合成と発光メカニズム

スペクトル解析について

電磁誘導加熱の概要とその応用

現象の数理モデルとその数値計算法について

物理探査による構造計測
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

生産システム特論

Seminor on the Production System

専攻科所属教員による各専門分野の生産システム工学への適用について，オムニバス形式の講義を実施する。

A.生産システム工学について理解することができる。
B.各テーマの基本的な内容を理解でき，広い視野で検討することができる。
C.レポートを通じて与えられたテーマについて報告ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-5 B-3      

JABEE基準1(2)との対応

(b) (d)(1) (d)(3) (e) (i) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

各専門分野の教員が毎回交代で講義する。教員ごとに異なる課題が設けられており、授業外学修時間にはその課題
を実施し、レポートとして提出する。レポートは理解度を確認してもらうため、採点して返却する。

必要に応じて各担当教員から資料が配布される。

なし

合計14通のレポートの点数で評価する※。

※評価基準等の詳細については、各担当教員より示される。
※レポートは1000～2000字（用紙はA4×１枚程度)とする。参考・引用文献を必ず明記すること。
※その他、注意点等については各教員の指示に従うこと。

講義内容の範囲が広いため，特に興味を持ったテーマについてはあらかじめ基礎学習をしておくとよい。また、授
業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容は担当教員より指示があるのでそれに従う
こと（予習についてはシラバスを参考にするとよい）。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 １．ガイダンス

1.5 ２．講義（１）

1.5 ３．講義（２）

1.5 ４．講義（３）

1.5 ５．講義（４）

1.5 ６．講義（５）

1.5 ７．講義（６）

1.5 ８．講義（７）

1.5 ９．講義（８）

1.5 10．講義（９）

1.5 11．講義（１０）

1.5 12．講義（１１）

1.5 13．講義（１２）

1.5 14．講義（１３）

1.5 15．講義（１４）

レポート提出

合計

22.5

時間

授業計画

□※

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□生産システム工学の基礎を理解できる(A)

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□※

□適切な報告書の作成ができる(B,C)。

※講義を経て，各テーマの基本的な内容を理解し，またこれらにつ

いて考えることができる(A,B)。

<開講テーマ例>

エネルギー多消費社会とその問題（環境問題等）

The Economics of Traffic Congestion --グラフ理論の応用

物理特性に基づく光源環境推定の仕組みと課題

複合材料の種類と力学的な取扱い

生物に学ぶシステムと制御

ヒトの音声知覚／音声生成のメカニズム

高速高精度計測とディジタルフィルタ

医療における非侵襲診断の重要性と問題点

位置情報システムの概要とその応用

セラミックス蛍光体の合成と発光メカニズム

スペクトル解析について

電磁誘導加熱の概要とその応用

現象の数理モデルとその数値計算法について

物理探査による構造計測

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

論文講読Ⅰ

Technical Documents 1

文章表現法・学術論文の構成法・論文の講読法について，演習を通して講義する．

A. 適切な文章表現の方法を理解することができる．
B. 学術論文の作成方法の基礎を理解することができる．
C. 学術論文を読み、その内容を要約することができる．
D. プレゼンテーションの基本技法を理解することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-1       

JABEE基準1(2)との対応

(f) AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

各単元について，座学と演習を実施する．
後半には実際の学術論文の解説をプレゼンテーション形式で実施する．
各単元ごとに課題の提出を求め，理解不十分な箇所を学生へフィードバックする．

「知的な科学・技術文章の書き方 -実験リポート作成から学術論文構築まで-」，中島利勝・塚本真也 著（コロナ
社）

「知的な科学・技術文章の徹底演習」塚本真也 著（コロナ社）

評価は、以下の内容で行う．

a：授業時・授業外に出題する課題の評価点（100点満点で評価）
評価項目：各単元のチェックに注意して課題が作成できているか．

b：論文添削、論文の要約（各課題100点満点で評価）
評価項目：原則に基づいた文章表現を用いた文章を作成することができるか．

c：プレゼンテーションの評価点（100点満点で評価）
評価項目：発表時間を守り、理解しやすい発表の流れになっているか

総合評価＝ a（50％）+ b（25％）+ c（25％）
★総合評価が60点以上の者を合格とする．

論文講読Ⅱ

授業外学修として11.25時間を本講義の予習・復習に充てること。具体的な内容として講義後、各単元のルールに
則って課題に取り組み、その内容を復習することで次回以降の講義に活かせること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

4.5 文章作成の初級編（基本ルール1～11）

横書き、段落、誤字、句読点、送りがな、

同訓・同音語句、形式名詞・補助動詞

（平がな表記）、口語文章体

4.5 文章作成の中級編（基本ルール12～23）

接続詞の平がな表記、表外字・表外音訓漢字、

長音符号の省略、平がなで表記する副詞、

音読み副詞の漢字表記、当て字

4.5 文章作成の知的テクニック

接続詞の選択、接文語句、逆接接続詞、

文末表現、長文と短文、悪文（図番の位置、

同一語句の近接障害、連続使用の限度等）

1.5 盗作・無断引用

盗作と二重投稿

無断引用

独断的中傷

1.5 論文の添削

3 学術論文の講読

1.5 学習指導期間

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容および評価方法説明

□最も基本的な文章表現ができる(A,B)

□適切な平がな表記・漢字表記ができる(A,B)

□長音符号の必要有無を判断できる(A,B)

□当て字が使用できないことを理解できる(A,B)

□適切な接続詞を選択できる(A,B)

□適切な文末表現ができる(A,B)

□悪文を理解し、適切に修正できる(A,B)

□盗作・無断引用について理解し、適切な引用ができる(A,B)

□論文の添削を行い、読みやすく理解しやすい文章へ直せる(A,B)

□査読付き論文の講読と要約ができる(C)

□要約に沿ったプレゼンテーションができる(D)

□学習内容の振り返り
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

論文講読Ⅱ

Technical Documents 2

学術論文の執筆・講読・査読の３つについて学習する。最先端の研究論文（英論文）を用いて、研究論文の種類、
書き方、読み方、作法などについて学習する。また、講読した研究論文について、その内容を理解し，価値を評価
する訓練を行う。

A. 学術論文の種類、読み方、書き方、作法について説明できる。
B. 英語で書かれた技術論文を読み，理解することができる。
C. 技術論文を読みこなし，最先端の研究成果について理解し，説明することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3 C-3      

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (f) (i) AC-3 AC-5      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に執筆・講読・査読の３つについて学習する。先ずは学術論文の種類・構成・執筆方法について学ぶ。次い
で、自身の専門分野において興味のある論文を検索し、選択した論文を読み、内容を理解する。著者になったつも
りで、発表資料の作成・発表・質疑応答を行い内容を詳細に理解する。さらに査読者になったつもりで、選択した
論文の評価を行い、査読者コメントを記述する。提出課題（和訳原稿、査読者コメント）については採点の上返却
し、理解度を確認してもらう。

なし

配付資料及び学術論文

発表と提出課題により評価する

①提出課題60％(和訳原稿30％、査読者コメント20％)
②発表50％

・和訳原稿　　　　100点(質と量の両方を加味)
・査読者コメント　100点(質と量の両方を加味)
・発表　　　　　　100点(発表内容、理解度、質疑応答、態度をそれぞれ３段階評価で採点する)

評価点＝和訳原稿点数×0.3＋査読者コメントの点数×0.2＋発表点数×0.5

論文講読Ⅰ

選択した論文に書かれている英単語・英熟語の意味や構文，文法等を調べたうえで講義に臨むこと。授業外学修と
して11.25時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として授業内で終わらなかった和訳原稿の作成、発
表資料の作成、査読者コメントの作成があげられる。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 学術論文の書き方

4.5 学術論文執筆の実践

1.5 英語技術論文の読み方

4.5 英語技術論文講読の実践

6 選択した論文の研究成果の発表・質疑応答

3 選択した論文の査読

合計

22.5

時間

授業計画

□　学術論文を執筆できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　学術論文の種類を理解できる(A)

□　論文の書き方や作法を理解する(A)

□　英文で書かれた学術論文の読み方を理解する(B)

□　英文で書かれた学術論文の研究内容を理解できる(B,C)

□　英文で書かれた学術論文の研究内容を的確に説明できる(C)

□　英文で書かれた学術論文の査読を行うことができる(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

論文講読Ⅱ

Technical Documents 2

学術論文の執筆・講読・査読の３つについて学習する。最先端の研究論文（英論文）を用いて、研究論文の種類、
書き方、読み方、作法などについて学習する。また、講読した研究論文について、その内容を理解し，価値を評価
する訓練を行う。

A. 学術論文の種類、読み方、書き方、作法について説明できる。
B. 英語で書かれた技術論文を読み，理解することができる。
C. 技術論文を読みこなし，最先端の研究成果について理解し，説明することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3 C-3      

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (f) (i) AC-3 AC-5      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に執筆・講読・査読の３つについて学習する。先ずは学術論文の種類・構成・執筆方法について学ぶ。次い
で、自身の専門分野において興味のある論文を検索し、選択した論文を読み、内容を理解する。著者になったつも
りで、発表資料の作成・発表・質疑応答を行い内容を詳細に理解する。さらに査読者になったつもりで、選択した
論文の評価を行い、査読者コメントを記述する。提出課題（和訳原稿、査読者コメント）については採点の上返却
し、理解度を確認してもらう。

なし

配付資料及び学術論文

発表と提出課題により評価する

①提出課題60％(和訳原稿30％、査読者コメント20％)
②発表50％

・和訳原稿　　　　100点(質と量の両方を加味)
・査読者コメント　100点(質と量の両方を加味)
・発表　　　　　　100点(発表内容、理解度、質疑応答、態度をそれぞれ３段階評価で採点する)

評価点＝和訳原稿点数×0.3＋査読者コメントの点数×0.2＋発表点数×0.5

論文講読Ⅰ

選択した論文に書かれている英単語・英熟語の意味や構文，文法等を調べたうえで講義に臨むこと。授業外学修と
して11.25時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として授業内で終わらなかった和訳原稿の作成、発
表資料の作成、査読者コメントの作成があげられる。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 学術論文の書き方

4.5 学術論文執筆の実践

1.5 英語技術論文の読み方

4.5 英語技術論文講読の実践

6 選択した論文の研究成果の発表・質疑応答

3 選択した論文の査読

合計

22.5

時間

授業計画

□　学術論文を執筆できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　学術論文の種類を理解できる(A)

□　論文の書き方や作法を理解する(A)

□　英文で書かれた学術論文の読み方を理解する(B)

□　英文で書かれた学術論文の研究内容を理解できる(B,C)

□　英文で書かれた学術論文の研究内容を的確に説明できる(C)

□　英文で書かれた学術論文の査読を行うことができる(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

業務遂行には常に問題発見、見える化、課題設定、課題解決の繰り返しで、かつ、科学的根拠にもとづいて行うべ
き物であり、そのための方法が存在しておりそれを活用することが肝要であることを実務から学んだ。本講座は企
業での開発業務遂行およびQC活動の経験を活かしてエンジニアリング・デザインに必要な「問題発見・課題設定」
にフォーカスして授業を展開する。なお、問題の解決については専攻演習Ⅱで学ぶ。

授業内容

科目名（和文）

専攻演習Ⅰ

Engineering Design 1

エンジニアリングデザイン、すなわち、専門に限らず幅広い知識を集約し、現実的な制約条件を満たしながら持続
的な創造的活動を行うために必要な力を身につける。専攻演習Ⅰでは、対象の問題を明確にするための学習を行
い、専攻演習Ⅱの学習内容につなげる。授業形態は座学とワークショップを行う。

A.対象のあるべき姿と現状を明確にすることができる（「問題」を明確にすることができる）
B.問題抽出に利用できるツールを理解することができる
C.情報収集の方法を理解することができる
D.情報の整理・整頓方法を理解することができる
E.課題を最後までこなすことができる
F.自分と他人の意見を融合し、新たな意見を創造することができる
　（議論、討論によって新たな解を創造できる）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3 D-1 D-2     

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (d)(4) (e) (g) (h) (i) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学およびワークショップにより教授する。適宜課題を課し提出を求める。
なお、ワークショップ実施時、作業方法にはアドバイスを与え正しい作業に向けて修正を加える。
課題に対しては、提出後にグループディスカッションと教員からのコメントを加え理解を深める。
さらに、理解度測定のために試験を実施し、その結果に解説を加えて返却を行うことで理解度を深める。

必要に応じてプリントを配布

なし

試験と課題（演習成果）により評価する。

　　評価 = 試験素点(50%)＋課題点(50%)

課題点はワークショップごとに提示する評価観点にもとづき成果物の内容、演習の参加度を複数の担当教員によっ
て評価し採点する。なお、課題が未提出の場合不合格となる。

必要に応じて補講や再試験を行なうことがある

専攻演習Ⅱ

座学と実習を組み合わせた授業であるので、座学で理解しにくい内容は実習で体験的に理解するように心掛けるこ
と。すなわち、積極的な活動を望む。授業外学修として11.25時間を本講義の予習復習に充てること。具体的には
WebClassもしくは授業にて提示される事前学習課題および復習課題の実施に充てることになる。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

　・技術者教育とEngineering Design能力

　・Engineering Design能力育成と本講義の関係

9 データと情報そして問題発見と課題設定

　・問題の型

　・問題と情報

　　　情報源としての特許情報J-PlatPat

　・問題と情報

　　　QCの七つ道具、新QCの七つ道具

　　　評価法（DAERシステム，一対比較法）

　　　ISM法

　・課題設定に向けた情報の整理

10.5 デザインに至るまでの構想

　QFDの演習

　・課題の設定

1.5 試験

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□技術者が求められるEngineeringDesign能力を理解する

□Engineering Designに必要な知識と技術について考える

□問題発見の情報源について考える（B，C）

□回復問題と向上問題（D，E，F）

□情報とは（B，C，E）

□データから情報を得る（A，B，C，D，E，F）

□評価法について一例を知る（A，B，D，E，F)

□システムズアプローチの例を知る（A，B，D，E，F）

□ワークショップ：TRIZの9画面法を用いた未来予想（A，D，E）

□問題発見から課題設定までのアプローチ例を体験する（A，B，C，D，E，F）

□問題解決における情報収集の主な目的を理解する(A,C)

□ワークショップ：問題の見える化(B,E,F)

□ワークショップ：情報の収集(C,E,F)

□ワークショップ：情報の整理(D,E,F)

□ワークショップ：情報の整頓(D,E,F)

□ワークショップ：問題から課題を設定する(A,B,E,F)

□ワークショップ：課題の明文化(E,F)

□ワークショップ：演習成果についてプレゼンテーション（E，F）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

業務遂行には常に問題発見、見える化、課題設定、課題解決の繰り返しで、かつ、科学的根拠にもとづいて行うべ
き物であり、そのための方法が存在しておりそれを活用することが肝要であることを実務から学んだ。本講座は企
業での開発業務遂行およびQC活動の経験を活かしてエンジニアリング・デザインに必要な「問題の解決」にフォー
カスして授業を展開する。

授業内容

科目名（和文）

専攻演習Ⅱ

Engineering Design 2

エンジニアリングデザイン、すなわち、専門に限らず幅広い知識を集約し、現実的な制約条件を満たしながら持続
的な創造的活動を行うために必要な力を身につける。専攻演習Ⅰで身につけた力をもとに、機能本位による対象の
とらえ方、そして、創造的なエンジニアリング活動に有益な知識を身につける。

A.対象の機能を定義することができる
B.対象の機能を評価することができる（評価関数を作成することができる）
C.対象の問題に対して代替案が作成できる
D.エンジニアリングの常識やビジネスの常識を理解できる
E.課題を最後までこなすことができる
F.自分と他人の意見を融合し、新たな意見を創造することができる
（議論、討論によって新たな解を創造できる）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3 D-1 D-2     

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (d)(4) (e) (g) (h) (i) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学およびワークショップにより教授する。適宜課題を課し提出を求める。
なお、ワークショップ実施時、作業方法にはアドバイスを与え正しい作業に向けて修正を加える。
課題に対しては、提出後にグループディスカッションと教員からのコメントを加え理解を深める。
さらに、理解度測定のために試験を実施し、その結果に解説を加えて返却を行うことで理解度を深める。

必要に応じてプリントを配布

日本バリュ－・エンジニアリング協会, "VEリーダー認定試験問題集", 産能大出版部, ISBN：978-4382055391

試験と課題（演習成果）により評価する。

　評価 = 試験素点(50%)＋課題点(50%)

課題点はワークショップごとに提示する評価観点にもとづき成果物の内容、演習の参加度を複数の担当教員によっ
て評価し採点したものと、事前学習および復習課題を総合して評価する。なお、課題が未提出の場合不合格とな
る。

必要に応じて補講や再試験を行なうことがある。

専攻演習Ⅰ

座学と演習を組み合わせた授業であるので、座学で理解しにくい内容は実習で体験的に理解するように心掛けるこ
と。すなわち、積極的な活動を望む。授業外学修として11.25時間を本講義の予習復習に充てること。具体的には
WebClassや授業にて提示される事前学習課題および復習課題の実施に充てることになる。また、VEリーダーの受験
にも是非チャレンジすべし。

氏名：

時間数 授業項目

4.5 機能的研究法による課題解決

機能を定義する

　・対象の情報収集

　・機能の定義

　・機能の整理

3 機能を評価する

　・機能別コスト分析

　・機能の評価

4.5 代替案の作成

　・アイデア発想法

　・概略評価

　

　・具体化

　・詳細評価

3 エンジニアリングの常識、ビジネス常識

6 グループ活動

1.5 試験

合計

22.5

時間

授業計画

□情報収集の手順(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□Value Engineering

□VE の基本ステップ

□収集すべき情報(A)

□問題の本質を明らかにする(A)

□機能本意で対象をとらえる(A)

□機能系統図を作成する(A)

□機能の数値化(B)

□コスト・機能・価値の関係(B)

□価値の定量化(B)

□アイデア発散(C)

□BS 法(C)

□KJ 法(C)

□アイデアの収束(C)

□アイデアの取捨選択のために評価する(C)

□アイデアの洗練(C)

□アイデアの具体化(C)

□代替案として提案するための裏付け作業(C)

□ものつくりの流れ(D)

□品質管理システム(D)

□QC サークル(D,E)

□仕事の進め方(D,E)

□会議と合意形成(D,F)

□リーダーシップとチームワーク(D,F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 1

講義 演習 実験・実習

必修 0 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

業務遂行には常に問題発見、見える化、課題設定、課題解決の繰り返しで、かつ、科学的根拠にもとづいて行うべ
き物であり、そのための方法が存在しておりそれを活用することが肝要であることを実務から学んだ。本講座は企
業での開発業務遂行およびQC活動の経験を活かしてエンジニアリング・デザインに必要な「問題の解決」にフォー
カスして授業を展開する。

授業内容

科目名（和文）

専攻演習Ⅱ

Engineering Design 2

エンジニアリングデザイン、すなわち、専門に限らず幅広い知識を集約し、現実的な制約条件を満たしながら持続
的な創造的活動を行うために必要な力を身につける。専攻演習Ⅰで身につけた力をもとに、機能本位による対象の
とらえ方、そして、創造的なエンジニアリング活動に有益な知識を身につける。

A.対象の機能を定義することができる
B.対象の機能を評価することができる（評価関数を作成することができる）
C.対象の問題に対して代替案が作成できる
D.エンジニアリングの常識やビジネスの常識を理解できる
E.課題を最後までこなすことができる
F.自分と他人の意見を融合し、新たな意見を創造することができる
（議論、討論によって新たな解を創造できる）

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3 D-1 D-2     

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(3) (d)(4) (e) (g) (h) (i) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学およびワークショップにより教授する。適宜課題を課し提出を求める。
なお、ワークショップ実施時、作業方法にはアドバイスを与え正しい作業に向けて修正を加える。
課題に対しては、提出後にグループディスカッションと教員からのコメントを加え理解を深める。
さらに、理解度測定のために試験を実施し、その結果に解説を加えて返却を行うことで理解度を深める。

必要に応じてプリントを配布

日本バリュ－・エンジニアリング協会, "VEリーダー認定試験問題集", 産能大出版部, ISBN：978-4382055391

試験と課題（演習成果）により評価する。

　評価 = 試験素点(50%)＋課題点(50%)

課題点はワークショップごとに提示する評価観点にもとづき成果物の内容、演習の参加度を複数の担当教員によっ
て評価し採点したものと、事前学習および復習課題を総合して評価する。なお、課題が未提出の場合不合格とな
る。

必要に応じて補講や再試験を行なうことがある。

専攻演習Ⅰ

座学と演習を組み合わせた授業であるので、座学で理解しにくい内容は実習で体験的に理解するように心掛けるこ
と。すなわち、積極的な活動を望む。授業外学修として11.25時間を本講義の予習復習に充てること。具体的には
WebClassや授業にて提示される事前学習課題および復習課題の実施に充てることになる。また、VEリーダーの受験
にも是非チャレンジすべし。

氏名：

時間数 授業項目

4.5 機能的研究法による課題解決

機能を定義する

　・対象の情報収集

　・機能の定義

　・機能の整理

3 機能を評価する

　・機能別コスト分析

　・機能の評価

4.5 代替案の作成

　・アイデア発想法

　・概略評価

　

　・具体化

　・詳細評価

3 エンジニアリングの常識、ビジネス常識

6 グループ活動

1.5 試験

合計

22.5

時間

授業計画

□情報収集の手順(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□Value Engineering

□VE の基本ステップ

□収集すべき情報(A)

□問題の本質を明らかにする(A)

□機能本意で対象をとらえる(A)

□機能系統図を作成する(A)

□機能の数値化(B)

□コスト・機能・価値の関係(B)

□価値の定量化(B)

□アイデア発散(C)

□BS 法(C)

□KJ 法(C)

□アイデアの収束(C)

□アイデアの取捨選択のために評価する(C)

□アイデアの洗練(C)

□アイデアの具体化(C)

□代替案として提案するための裏付け作業(C)

□ものつくりの流れ(D)

□品質管理システム(D)

□QC サークル(D,E)

□仕事の進め方(D,E)

□会議と合意形成(D,F)

□リーダーシップとチームワーク(D,F)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 67.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

専攻実験

Experiments

生産システム工学の実験として、様々な分野の実験を行うことによって、幅広い知識と技術を修得し、システム的
にものを考える力を身につける。

A. 各実験の目的にあわせて正しい手順で作業することができる。
B. 実験方法および実験結果を客観的・論理的に説明することができる。
C. 実験結果について客観的・論理的に考察することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-3 B-4 D-3     

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (d)(2) (d)(3) (g) (i) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4週ごとに異なるテーマの実験を実施する（専門実験が6つ、工学物理実験が1つ）担当教員が学生の専門によらず、
実験内容が理解できるように4週をかけて実験指導を行う（実験ガイダンス、補足説明、実験、レポート指導、文献
調査など）。レポートは採点して返却し、理解度を確認してもらう。また、学生は実施した実験の一つを選び発表
を行う。

必要に応じて各担当教員から資料が配布される。

適宜紹介する。

全ての実験（専門実験6テーマ，工学物理実験1テーマ）について報告書を提出し、かつ選んだテーマについて発表
していることが評価の前提となる。

評価は、報告書を実験テーマ毎に担当教員が採点し、単純平均したものを90％、発表内容を審査教員が採点し、単
純平均したものを10％とする。

尚、報告書の提出期日遅れは-20点まで、欠席は-9点まで全体の評価に加味する（報告書については、1～4日の遅れ
は-10点、それ以降1日毎に-1点とし、2週間を超過した場合は未提出とする。欠席については、１回欠席すると-1
点、10回欠席した場合は評価しない）

実験データは得られた時点で即座に他人とディスカッション出来る形式にまとめるよう心がけること。エンジニア
としての基本素養である。

氏名：

時間数 授業項目

2.25 全体ガイダンス

9 専門実験①

9 専門実験②

9 専門実験③

4.5 工学物理実験

4.5 工学物理実験

9 専門実験第④

9 専門実験第⑤

9 専門実験第⑥

2.25 発表（1テーマを選んで発表）

＜専門実験テーマ例＞

同期機のパラメータ計測

フィードバック制御実験

アンテナ特性の比較実験

進化計算による探索手法

光を用いた半導体材料のエネルギー準位解析

フーリエ変換を用いた信号の解析と加工

B添加Siインゴットの作製と格子定数の測定

分布定数回路の設計演習

金属材料の曲げ試験

光を用いた半導体材料のエネルギー準位解析

生体信号の計測と信号処理

MATLABを用いた数値シミュレーション

パワーエレクトロニクスに関する実験

など

＜工学物理実験テーマ例＞

振動論の講義とそれに関する実験

物理探査による地下浅部の構造解析

など

合計

67.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□選択した実験テーマについて適切に説明することができる(B)

□同期機を理解し，種々なパラメータを計測できる。

□フィードバック制御を理解しこれを応用したシステムを設計・製作できる。

□指向性や偏波が異なるアンテナの特性を理解することができる

□遺伝的アルゴリズムにおける解探索の仕組みを理解できる。

□半導体における電子の励起・緩和過程を理解することができる。

□数値解析ソフトを用いて実験に必要なプログラムを作成し，実験結果を理解でき

  る。

□希望組成のB添加Siをアーク溶解により作製し、X線回折により格子定数を算出で

  きる。

□要求仕様に基づいて仕様を満たす分布定数回路を設計することができる。

□曲げ荷重が加わった際の材料の変形について理解することができる。

□半導体における電子の励起・緩和過程を理解することができる。

□心身ストレスによって体調が変化することを、生体信号の計測・解析を

　通して理解することができる。

□数値シミュレーションによりさまざまな現象を分析することができる。

□パワエレ回路の動作を理解することができる

□微分方程式を解くことにより，単振動の解析ができる．

□物理探査（電気探査）の基礎を理解できる．
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 135

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

学生は指導教員のもとで、特定のテーマについて研究を行う。各研究室では個別に設定された授業計画がある。共
通の授業として、中間発表、ポスター発表、特別研究発表会の３つの発表が設けられており、関係教員が評価す
る。何れの発表においても研究概要を提出してもらう。

なし

なし

特別研究概要の提出（C, E）が評価の前提となる。学内で行われる中間発表、ポスター発表、特別研究発表会（何
れもC, D）で（C-2）を評価する。また、指導教員のもとで行った研究活動（A, B）について総合的に（AC-1～AC-
5，B-4，C-2，D-1～D-3）を評価する。その内訳は以下のとおりとし、6割以上を合格とする。

・学内で行われる中間発表（15％）※1
・学内で行われるポスター発表（15％）※1
・特別研究発表会（20%）※1
・各指導教員の個別の評価（50%）※2

※1　特別研究Ⅰ関係教員が概要、発表内容、質疑応答について総合的に評価する。
※2　各指導教員の個別の評価は以下の様に教員のみとめた実質的な研究時間で評価する。
　 　また同研究時間を記した「研究日誌」を提出する必要がある。
　　「教員のみとめた研究時間÷320×30点（50点満点）」

特別研究Ⅱ

国内外の学会発表などに積極的に参加し、研究成果を発表することとなる。基礎学習を十分にやっておくようにす
ること。また，通年で320時間以上の研究を行うことが望ましい(135時間は指導教員のもとで研究を行うこと)。

科目名（和文）

特別研究Ⅰ

Research Works 1

専攻科では「研究開発能力を有する創造的な技術者」を育成しており、他の授業に加え、特別研究を実施する。当
該授業では指導教員の課題にあうテーマを自主的に設定し、研究（提案、開発、製作、実験、解析など）を行い、
得られた成果をまとめ、発表を行う。

A.研究テーマの内容の理解に必要な基礎を理解することができる。
B.研究テーマの問題について考えることができる。
C.文献調査などを行うことができ，報告書を作成することができる。
D.発表資料を作成でき、発表を行うことができる。
E.研究成果をまとめ、研究概要を作成することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-4 C-2 D-1 D-2 D-3   

JABEE基準1(2)との対応

(d)(2) (d)(4) (e) (f) (g) (h) (i) AC-1 AC-2 AC-3 AC-4 AC-5   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

各研究室において、教員の指導のもとで研究

135 活動を行う（各研究室で個別に設定された授

業計画については担当教員に問い合わせてく

ださい）。

中間発表

ポスター発表

特別研究発表会

特別研究概要の提出

合計

135

時間

「電磁気学的手法による構造計測に関する研究」

「実環境下で正確かつコンパクトに基本周波数を推定可能な手法の研究」

など

「人間の視知覚特性を利用した画像認識・処理に関する研究」

「ロボット・メカトロニクスにおける生物規範的システム設計学に関する研究」

「生体情報計測を利用した医用診断および支援システム開発に関する研究」

「高分子基複合材料の材料特性に及ぼす内部構造の影響に関する研究」

「生命現象における普遍的性質を理解するための数理モデル構築とその数理的解析」

「熱電変換材料の特性向上と実用化に関する研究」

「機能性セラミックスに関する研究」

「衛星測位と無線通信技術の応用に関する研究」

「数理モデルと最適化の応用に関する研究」

「フィルタ設計や信号の解析・抽出を目的としたディジタル信号処理に関する研究」

研究テーマ（課題名）

「電気音響あるいは生体信号を対象とした信号処理工学的解析等に関する研究」

「再生可能エネルギーを利用した発電システムに関する研究」

「パワーエレクトロニクスの応用に関する研究」

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□与えられた研究テーマの内容を理解し，専門分野の基礎を理解す

　ることができる(A)。

□各種問題に取り組みそれを解決することができる(B)。

□各発表などにおいて、適切な報告書（論文等）を作成することが

　できる(C)。

□適切な発表資料を作成し、発表を行うことができる(D)。

□研究成果をまとめることができる(E)。

授業計画

－360－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 135

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

学生は指導教員のもとで、特定のテーマについて研究を行う。各研究室では個別に設定された授業計画がある。共
通の授業として、中間発表、ポスター発表、特別研究発表会の３つの発表が設けられており、関係教員が評価す
る。何れの発表においても研究概要を提出してもらう。

なし

なし

特別研究概要の提出（C, E）が評価の前提となる。学内で行われる中間発表、ポスター発表、特別研究発表会（何
れもC, D）で（C-2）を評価する。また、指導教員のもとで行った研究活動（A, B）について総合的に（AC-1～AC-
5，B-4，C-2，D-1～D-3）を評価する。その内訳は以下のとおりとし、6割以上を合格とする。

・学内で行われる中間発表（15％）※1
・学内で行われるポスター発表（15％）※1
・特別研究発表会（20%）※1
・各指導教員の個別の評価（50%）※2

※1　特別研究Ⅰ関係教員が概要、発表内容、質疑応答について総合的に評価する。
※2　各指導教員の個別の評価は以下の様に教員のみとめた実質的な研究時間で評価する。
　 　また同研究時間を記した「研究日誌」を提出する必要がある。
　　「教員のみとめた研究時間÷320×30点（50点満点）」

特別研究Ⅱ

国内外の学会発表などに積極的に参加し、研究成果を発表することとなる。基礎学習を十分にやっておくようにす
ること。また，通年で320時間以上の研究を行うことが望ましい(135時間は指導教員のもとで研究を行うこと)。

科目名（和文）

特別研究Ⅰ

Research Works 1

専攻科では「研究開発能力を有する創造的な技術者」を育成しており、他の授業に加え、特別研究を実施する。当
該授業では指導教員の課題にあうテーマを自主的に設定し、研究（提案、開発、製作、実験、解析など）を行い、
得られた成果をまとめ、発表を行う。

A.研究テーマの内容の理解に必要な基礎を理解することができる。
B.研究テーマの問題について考えることができる。
C.文献調査などを行うことができ，報告書を作成することができる。
D.発表資料を作成でき、発表を行うことができる。
E.研究成果をまとめ、研究概要を作成することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-4 C-2 D-1 D-2 D-3   

JABEE基準1(2)との対応

(d)(2) (d)(4) (e) (f) (g) (h) (i) AC-1 AC-2 AC-3 AC-4 AC-5   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

各研究室において、教員の指導のもとで研究

135 活動を行う（各研究室で個別に設定された授

業計画については担当教員に問い合わせてく

ださい）。

中間発表

ポスター発表

特別研究発表会

特別研究概要の提出

合計

135

時間

「電磁気学的手法による構造計測に関する研究」

「実環境下で正確かつコンパクトに基本周波数を推定可能な手法の研究」

など

「人間の視知覚特性を利用した画像認識・処理に関する研究」

「ロボット・メカトロニクスにおける生物規範的システム設計学に関する研究」

「生体情報計測を利用した医用診断および支援システム開発に関する研究」

「高分子基複合材料の材料特性に及ぼす内部構造の影響に関する研究」

「生命現象における普遍的性質を理解するための数理モデル構築とその数理的解析」

「熱電変換材料の特性向上と実用化に関する研究」

「機能性セラミックスに関する研究」

「衛星測位と無線通信技術の応用に関する研究」

「数理モデルと最適化の応用に関する研究」

「フィルタ設計や信号の解析・抽出を目的としたディジタル信号処理に関する研究」

研究テーマ（課題名）

「電気音響あるいは生体信号を対象とした信号処理工学的解析等に関する研究」

「再生可能エネルギーを利用した発電システムに関する研究」

「パワーエレクトロニクスの応用に関する研究」

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□与えられた研究テーマの内容を理解し，専門分野の基礎を理解す

　ることができる(A)。

□各種問題に取り組みそれを解決することができる(B)。

□各発表などにおいて、適切な報告書（論文等）を作成することが

　できる(C)。

□適切な発表資料を作成し、発表を行うことができる(D)。

□研究成果をまとめることができる(E)。

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

発電方法別にテーマを選び、各自、事前に調査し授業内で発表してもらう。発表テーマ数は受講人数により決定す
る。発表後，質疑応答を通して理解を深める。その後教員による発表の講評（フィードバック）と発表テーマに関
する補足説明を行う。また、発表したテーマについてレポートを提出する。レポートは採点の上、返却し、理解度
を確認してもらう。

なし

「エネルギー変換工学　地球温暖化の終焉に向けて」　柳父悟・西川尚男　（東京電機大学出版局）等

・発表内容（発表資料含む）、各発表における質疑応答及び1通のレポートで評価する。レポートは担当となった
テーマのうち1つ、もしくは2つを選び、その内容をまとめたものを提出してもらう（レポート形式は自由、A4で10
ページ以上、12ページ以内とする）。レポート（40%）、発表内容（40%）、質疑応答（20％）で評価する※。
※総合評価＝(レポート内容点＋発表内容点＋(質疑参加回数/(発表授業回数－発表回数)×20）
・発表は次の5項目について評価する（各項目の点数を最大4点とし，2回の発表で合計で40点となる）。「発表に独
創的な工夫が見られる」、「発表資料が単なる資料のコピーではなくまとまっている」、「声が大きく聞き取りや
すい」、「台本を読んでいない」、「基本的な質問に対して的確に答えられている」。また、レポートは基本点を
40点とし、以下の項目が達成できていない場合は減点とする。「無駄な図表の挿入、必要以上の行間や文字間隔が
設けられており10ページ以上の内容とは言えない」、「丁寧に書かれていない」、「順序だてて説明されておら
ず，まとめられていない」、「オリジナルの文章でない」、「引用ばかりで自分の考えが含まれていない」。

エネルギー変換工学

電気的な知識に偏ることなく，現代社会の抱えているエネルギー問題について勉強する。授業外学修として45時間
を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として文献調査、発表資料作成、レポートの3つがあげられる。文
献調査は質疑応答を円滑に行うため、授業項目の各テーマについて事前学習をしておくこと

科目名（和文）

電力システム

Power Systems

膨大な量の電気エネルギーを必要とする現代社会において、電力がどのように発電されているのか、また、現代社
会が抱えているエネルギー問題や最新の電力技術についてゼミナール形式で学習する。

A. 現代社会の発電方式について理解できる。
B. 新エネルギーについて理解できる。
C. 文献や資料を調査でき、発表資料を作成できる。
D. 資料や発表を用いて、第三者に自らの考えを伝えることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2 C-2[EE・ME]／B-3 C-2[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) (f)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i) (f)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 １．ガイダンス，エネルギー問題について

1.5 ２．担当テーマに関する文献調査     

1.5 ３．水力発電     

1.5 ４．火力発電     

1.5 ５．原子力発電     

1.5 ６．燃料電池     

1.5 ７．風力発電     

1.5 ８．担当テーマに関する文献調査     

1.5 ９．太陽エネルギー発電     

1.5 10．海洋エネルギー発電     

1.5 11．核融合     

1.5 12．バイオマス発電     

1.5 13．熱電発電     

1.5 14．報告書作成と文献調査     

1.5 15．総括，まとめ     

合計

22.5

時間

 

　発表テーマについてはガイダンスで担当者を決めるため，順番は

　同シラバスとは異なる。

□適切な文献調査，報告書の作成ができる(C)。         

      

         

※わかりやすく，内容のある発表ができる。また，各内容について

　質疑や応答を行うことができる(A,B,D)。

□※         

□※         

□※         

□※         

□※         

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□エネルギー問題について理解できる(A,B)。         

□適切な文献調査ができる(C)。         

□※         

□※         

□※         

□※         

□適切な文献調査ができる(C)。         

授業計画

□※         
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主として実施する．また授業内容に応じて学生毎に発表課題を定め，授業内で発表を行う．発表課題につい
ては，授業内で採点し，各自の理解度を認識してもらう．定期試験は採点後に解答例を解説し，理解度を確認して
もらう．

授業中に配布するプリント

評価は定期試験[70%]と平常点[30%]（発表課題[15%]＋授業態度[15%]）によるものとする．

電気・電子系エンジニア，コンピュータエンジニアを目指す学生にとって，本教科は有効で必要な科目となる．興
味を持って積極的に取り組むことで，理解が進み応用力も高まるはずである．また，授業外学修として45時間を本
講義の予習復習に充てること．具体的な内容として，各自に発表課題を定めるので，発表資料の作成を行うこと．

科目名（和文）

環境電磁工学

Electromagnetic Compatibility

電磁ノイズの発生・伝搬のメカニズムとその低減設計の基本，評価方法について説明する．
グラウンド，シールドなどのノイズ低減の方法について言及し，理解を深める．

A.電磁ノイズの物理的概念を把握し，ノイズ発生・伝搬のメカニズムが理解できる．
B.電磁ノイズを考慮したEMC(Electromagnetic Compatibility)設計の基本を理解し，対策のプロセスを立案でき
る．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 電子機器の進歩と電磁環境

3 電磁ノイズの物理モデル

＜ノイズの種類＞

1.5 自然ノイズと人工ノイズ

1.5 熱雑音

1.5 静電気放電，負荷スイッチング

1.5 ディジタル回路

＜ノイズの伝わり方＞

1.5 導体の伝搬と空間の伝搬

＜グラウンドとシールド＞

1.5 グラウンドの基本と設計法

1.5 シールドの基本と設計法

＜シグナルインテグリティ＞

1.5 シグナルインテグリティの基本と設計法

＜フィルタ、ケーブル＞

1.5 フィルタ，ケーブルの使い方

1.5 定期試験

1.5 定期試験の講評

合計

22.5

時間

□講義のまとめ

□シグナルインテグリティの基本が理解できる．（B)

□ノイズに対するフィルタ，ケーブルの使い方が理解できる．（B)

□グラウンドの基本と設計法が理解できる．（B)

□シールドの基本と設計法が理解できる．（B)

□放電，スイッチングによるノイズ発生が理解できる．（A)(B)

□ディジタル回路からのノイズの発生が理解できる．（A)(B)

□ノイズが導体や空中を伝搬することを理解できる．（A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画，評価方法について理解できる．

□電子機器の進歩と電磁環境の関係が理解できる．（A)

□ノイズにはどのようなものがあるか種類が理解できる．（A)

□熱雑音の発生が理解できる．（A)（B)

授業計画

□電磁ノイズの物理モデルを理解し，性質を把握できる．（A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主として実施する．また授業内容に応じて学生毎に発表課題を定め，授業内で発表を行う．発表課題につい
ては，授業内で採点し，各自の理解度を認識してもらう．定期試験は採点後に解答例を解説し，理解度を確認して
もらう．

授業中に配布するプリント

評価は定期試験[70%]と平常点[30%]（発表課題[15%]＋授業態度[15%]）によるものとする．

電気・電子系エンジニア，コンピュータエンジニアを目指す学生にとって，本教科は有効で必要な科目となる．興
味を持って積極的に取り組むことで，理解が進み応用力も高まるはずである．また，授業外学修として45時間を本
講義の予習復習に充てること．具体的な内容として，各自に発表課題を定めるので，発表資料の作成を行うこと．

科目名（和文）

環境電磁工学

Electromagnetic Compatibility

電磁ノイズの発生・伝搬のメカニズムとその低減設計の基本，評価方法について説明する．
グラウンド，シールドなどのノイズ低減の方法について言及し，理解を深める．

A.電磁ノイズの物理的概念を把握し，ノイズ発生・伝搬のメカニズムが理解できる．
B.電磁ノイズを考慮したEMC(Electromagnetic Compatibility)設計の基本を理解し，対策のプロセスを立案でき
る．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 電子機器の進歩と電磁環境

3 電磁ノイズの物理モデル

＜ノイズの種類＞

1.5 自然ノイズと人工ノイズ

1.5 熱雑音

1.5 静電気放電，負荷スイッチング

1.5 ディジタル回路

＜ノイズの伝わり方＞

1.5 導体の伝搬と空間の伝搬

＜グラウンドとシールド＞

1.5 グラウンドの基本と設計法

1.5 シールドの基本と設計法

＜シグナルインテグリティ＞

1.5 シグナルインテグリティの基本と設計法

＜フィルタ、ケーブル＞

1.5 フィルタ，ケーブルの使い方

1.5 定期試験

1.5 定期試験の講評

合計

22.5

時間

□講義のまとめ

□シグナルインテグリティの基本が理解できる．（B)

□ノイズに対するフィルタ，ケーブルの使い方が理解できる．（B)

□グラウンドの基本と設計法が理解できる．（B)

□シールドの基本と設計法が理解できる．（B)

□放電，スイッチングによるノイズ発生が理解できる．（A)(B)

□ディジタル回路からのノイズの発生が理解できる．（A)(B)

□ノイズが導体や空中を伝搬することを理解できる．（A)(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画，評価方法について理解できる．

□電子機器の進歩と電磁環境の関係が理解できる．（A)

□ノイズにはどのようなものがあるか種類が理解できる．（A)

□熱雑音の発生が理解できる．（A)（B)

授業計画

□電磁ノイズの物理モデルを理解し，性質を把握できる．（A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

計測特論

Seminar of Measurement

工学的な計測の意味と意義を明らかにするとともに(AC-1)，研究事例を通して計測技術の応用を学ぶ(B-2)

A.単位について理解することができる
B.測定とは何か理解することができる
C.誤差について理解し，対処方法を選ぶことができる
D.精度について理解し，計測対象に応じて取捨選択ができる
E.センサについて理解することができる
F.可視化手法について学び，計測対象に対して手法を選別できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主体とする．前半は計測の基礎を学び，後半は研究に応用されている計測技術を学ぶ．また，各授業開始に
授業外学修(自学自習)の習得度確認として授業範囲の内容確認レポート(課題・レポート)に取り組み，採点したの
ちに返却し，未習得部分の確認を行ってもらう．学期末試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い，各個
人の習得状況を把握してもらう．

使用しない

なし

期末試験（70％）、課題・レポート（30％）で評価する．

＊授業外学修(自学自習)の評価として「課題・レポート」を実施する．

様々な分野に興味を持ち、論文を読んでほしい．
また、授業外学修として45時間を本講義の予習時間に充てること．具体的な内容として、理解度確認レポート，授
業見直し・ノート整理（課題）に取り組むこと．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 計測の基礎

3 計測データとその処理

3 信号変換の方式とセンサについて

10.5 計測技術の開発と応用

1.5 試験

合計

22.5

時間

授業計画

□可視化情報計測，速度計測などについて学ぶ(F)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う。(A)

□単位，測定の基本手法について学ぶ(B)

□測定誤差，精度，処理について学ぶ(C, D)

□機械センサ，電気電子センサなどについて学ぶ(E)

□半年のまとめの試験を行う。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として講義を進める。授業中適宜演習問題を出題し、授業外学修(自学自習)の習得度確認のためのレ
ポートで提出を求める場合と黒板へ出て解いてもらう場合の2通りある。講義の一部はディスカッション方式で学生
と対話しながら講義を進める場合もある。課題もしくはレポート提出において、内容に不十分な点がある場合は個
別指導等を実施し、再提出をしてもらう。中間・期末試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人
の習得状況を把握してもらう。

なし

なし

中間試験（40％）、期末試験（40％）、課題・レポート（20％）で評価する。

＊授業外学修(自学自習)の評価として「課題・レポート」を実施する。

分布定数回路特論

提出物は必ず所定の様式で期日を厳守して提出すること。授業外学修(自学自習)として課題(理解度確認レポート、
授業見直し・ノート整理)への取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

電気電子回路特論

Electric and Electronic Circuits 

半導体、増幅回路、発振回路、三相交流、回路網、過渡現象の基礎から講義し、演習を通じて理解を深める(AC-
2)。

A.バイアス回路を理解できる。
B.増幅回路を理解できる。
C.発振回路を理解できる。
D.三相交流を理解できる。
E.四端子網を理解できる。
F.過渡現象を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 半導体(1)

1.5 半導体(2)

1.5 増幅回路の基礎(1)

1.5 増幅回路の基礎(2)

1.5 増幅回路(1)

1.5 増幅回路(2)

1.5 三相交流(1)

1.5 三相交流(2)

1.5 回路網に関する定理

1.5 四端子網

1.5 過度現象(1)

1.5 過度現象(2)

3 試験(2回)

合計

22.5

時間

□各種回路網に関する定理が理解できる。(D)

□四端子網の定義が理解できる。(E)

□過度現象がどのようなものか理解できる。(F)

□過度現象で流れる電流の計算法が理解できる。(F)

□中間試験、定期試験

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する。

□半導体の種類と性質が理解できる。(A)

□各種電子素子の種類と役割が理解できる。(A)

□増幅回路の種類と増幅回路を理解できる。(A,B)

□バイアス回路と負荷線が理解できる。(A,B)

□各種増幅回路の動作、発振回路の動作が理解できる。(B,C)

□三相交流の性質が理解できる。(D)

□三相交流電力が理解できる。(D)

授業計画

□hパラメータや等価回路が理解できる。(A,B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主体として講義を進める。授業中適宜演習問題を出題し、授業外学修(自学自習)の習得度確認のためのレ
ポートで提出を求める場合と黒板へ出て解いてもらう場合の2通りある。講義の一部はディスカッション方式で学生
と対話しながら講義を進める場合もある。課題もしくはレポート提出において、内容に不十分な点がある場合は個
別指導等を実施し、再提出をしてもらう。中間・期末試験では答案返却を行った後に解答例の説明を行い、各個人
の習得状況を把握してもらう。

なし

なし

中間試験（40％）、期末試験（40％）、課題・レポート（20％）で評価する。

＊授業外学修(自学自習)の評価として「課題・レポート」を実施する。

分布定数回路特論

提出物は必ず所定の様式で期日を厳守して提出すること。授業外学修(自学自習)として課題(理解度確認レポート、
授業見直し・ノート整理)への取り組みに45時間を充てる。

科目名（和文）

電気電子回路特論

Electric and Electronic Circuits 

半導体、増幅回路、発振回路、三相交流、回路網、過渡現象の基礎から講義し、演習を通じて理解を深める(AC-
2)。

A.バイアス回路を理解できる。
B.増幅回路を理解できる。
C.発振回路を理解できる。
D.三相交流を理解できる。
E.四端子網を理解できる。
F.過渡現象を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 半導体(1)

1.5 半導体(2)

1.5 増幅回路の基礎(1)

1.5 増幅回路の基礎(2)

1.5 増幅回路(1)

1.5 増幅回路(2)

1.5 三相交流(1)

1.5 三相交流(2)

1.5 回路網に関する定理

1.5 四端子網

1.5 過度現象(1)

1.5 過度現象(2)

3 試験(2回)

合計

22.5

時間

□各種回路網に関する定理が理解できる。(D)

□四端子網の定義が理解できる。(E)

□過度現象がどのようなものか理解できる。(F)

□過度現象で流れる電流の計算法が理解できる。(F)

□中間試験、定期試験

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する。

□半導体の種類と性質が理解できる。(A)

□各種電子素子の種類と役割が理解できる。(A)

□増幅回路の種類と増幅回路を理解できる。(A,B)

□バイアス回路と負荷線が理解できる。(A,B)

□各種増幅回路の動作、発振回路の動作が理解できる。(B,C)

□三相交流の性質が理解できる。(D)

□三相交流電力が理解できる。(D)

授業計画

□hパラメータや等価回路が理解できる。(A,B)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

パワーエレクトロニクス特論

Seminar on Power Electronics

パワーエレクトロニクスは、電力の発生・輸送・伝達・貯蔵等を有効に行うための重要な技術である。本講義で
は、パワーエレクトロニクスの基礎から応用までの広範囲にわたる内容を扱う。

A. パワーエレクトロニクスの基礎を理解できる。
B. 電力用半導体素子を理解できる。
C. パワースイッチング回路を理解できる。
D. 電力変換回路を理解できる。
E. 電力制御方法を理解できる。
F. パワエレの応用分野を説明できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に講義を進める。補助教材として適宜プリントを配布する。また、必要に応じて物理現象のデモンスト
レーションやビデオ等を活用して体感的に理解を深める。また、各自が調査したパワエレ分野の発表を1人1回行
う。学生の発表、および提出物に対して、担当教員が適宜コメント・再提出等をすることで学生へのフィードバッ
クを行う。

特になし。

パワエレ関連の教科書等。

評価方法は、試験（80%）+授業内と授業外で取り組んだ課題・ノート（10％）+発表（10％）とする。

パワーエレクトロニクスは、世の中を支える重要技術なのでしっかり学んで欲しい。また、様々な分野の複合技術
なので関連科目の予習・復習を行って欲しい。授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的
な内容として講義後、忘れないうちに講義内容をノートへまとめ、次回講義前に再度これを復習に用いること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 総合ガイダンス

0.75 パワーエレクトロニクスの定義

1.5 電力用半導体素子

1.5 パワースイッチング回路

1.5 電力変換回路Ⅰ：AC-DC変換

1.5 電力変換回路Ⅱ：DC-AC変換

1.5 電力変換回路Ⅲ：DC-DC変換

1.5 電力変換回路Ⅳ：AC-AC変換

1.5 電力制御方法

1.5 パワエレの応用Ⅰ：蓄電

1.5 パワエレの応用Ⅱ：太陽光発電 

1.5 パワエレの応用Ⅲ：誘導加熱Ⅰ

1.5 パワエレの応用Ⅳ：誘導加熱Ⅱ

1.5 発表Ⅰ

1.5 定期試験

0.75 試験解答

0.75 発表Ⅱ

合計

22.5

時間

授業計画

□スイッチング損失、ハードスイッチング、ソフトスイッチング、

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間スケジュールを理解できる。

□パワーエレクトロニクスの定義を理解できる。(A)

□ダイオード、サイリスタ、パワートランジスタ、パワーMOS-FET

、IGBTが説明できる。(B)

スナバ回路、フライホイールダイオードが説明できる。(C)

□半波整流回路、コンデンサ入力型・チョーク入力型全波整流回路

が説明できる。

□逆変換（インバータ）回路が説明できる。(D)

□直流チョッパ、絶縁型変換回路が説明できる。(D)

□間接形変換回路、直接形変換回路が説明できる。(D)

□PWM、PDM、PAM、PFMが説明できる。(E)

□蓄電池、電気二重層キャパシタが説明できる。(F)

□太陽光発電、MPPTが説明できる。(F)

□電磁誘導加熱の原理が説明できる。(F)

□オールメタル加熱の原理が説明できる。(F)

□各自が調査したパワエレ分野の発表を行うことができる。(A,B,C

,D,E,F)

□区間における理解の確認ができる。(A,B,C,D,E,F)

□区間における理解不足箇所を把握し、補充できる。(A,B,C,D,E,F)

□各自が調査したパワエレ分野の発表を行うことができる。(A,B,C

,D,E,F)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式で行う．課題レポートの提出を求め，課題レポートの採点結果および解答例を学生にフィードバックす
る．

なし

[1] C言語による数値計算入門―解法・アルゴリズム・プログラム，皆本晃弥著，サイエンス社
[2] 数値解析，森正武著，共立出版

評価方法は以下の通りである．
期末試験（100点満点）をa，課題レポート（100点満点）をbとして，総合評価を 0.7 * a + 0.3 * b と定める．
総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．
総合評価の得点が60点以上である者を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
期末試験の範囲は，講義内容の全範囲をとする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの出題範囲は期末試験までの全内容とする．
課題レポートの提出日は期末試験実施日とする．

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること. 具体的な内容として, 演習課題としてプログラム開発
および実行時間や数値精度の計測を行う. 未完成のプログラムについては解答例や解説を参考にして作成する. わ
からない点は質問することを推奨する.

科目名（和文）

数値解析

Numerical Analysis

数値解析は，自然科学および工学のあらゆる分野で応用されており，情報科学の中でも重要な分野である，本講義
では，数値解析における基本的概念から微分方程式・積分・非線型方程式の数値的解法と解の解析について講義す
る．講義では，具体的な問題をあげながら出来る限り理解しやすいように授業を構成する．

A. 誤差の概念が理解でき，そのメカニズムを説明することができる．
B. 微分方程式の数値的解法を理解し，代表的なアルゴリズムを用いて計算を行うことができる．
C. 積分の数値的解法を理解し，代表的なアルゴリズムを用いて計算を行うことができる．
D. 線形・非線型方程式の数値的解法を理解し，代表的なアルゴリズムを用いて計算を行うことができる．
E. 偏微分方程式の差分化を理解することができ，陽解法を用いた数値計算を行うことができる．
F. データ補間の概念，アルゴリズムを理解し，計算を行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1 B-2[CS]／B-1 B-3[EE・ME]

JABEE基準1(2)との対応

(c) (d)(1)[CS]／(c) (d)(1) (d)(3) (i)[EE・ME]AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 数の表現と誤差

3 線形方程式の解法

3 数値積分

3 常微分方程式の数値解法

1.5 偏微分方程式の数値解法

3 非線形方程式の数値解法

3 データの解析および補間

1.5 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

□講義のまとめ

□線形補間・ラグランジュ補間・最小二乗法(F)

□オイラー法・修正オイラー法・ルンゲ=クッタ法(B)

□陽解法(E)

□二分法・ニュートン法・はさみうち法・セカント法(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□2進数・浮動小数点数・桁落ち・丸め誤差・打ち切り誤差(A)

□台形則・シンプソン則(C)

□一階微分方程式の解法(B)

授業計画

□ガウスの消去法・LU分解・ヤコビ法・ガウス=ザイデル法(D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

講義形式で行う．課題レポートの提出を求め，課題レポートの採点結果および解答例を学生にフィードバックす
る．

なし

[1] C言語による数値計算入門―解法・アルゴリズム・プログラム，皆本晃弥著，サイエンス社
[2] 数値解析，森正武著，共立出版

評価方法は以下の通りである．
期末試験（100点満点）をa，課題レポート（100点満点）をbとして，総合評価を 0.7 * a + 0.3 * b と定める．
総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．
総合評価の得点が60点以上である者を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
期末試験の範囲は，講義内容の全範囲をとする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの出題範囲は期末試験までの全内容とする．
課題レポートの提出日は期末試験実施日とする．

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること. 具体的な内容として, 演習課題としてプログラム開発
および実行時間や数値精度の計測を行う. 未完成のプログラムについては解答例や解説を参考にして作成する. わ
からない点は質問することを推奨する.

科目名（和文）

数値解析

Numerical Analysis

数値解析は，自然科学および工学のあらゆる分野で応用されており，情報科学の中でも重要な分野である，本講義
では，数値解析における基本的概念から微分方程式・積分・非線型方程式の数値的解法と解の解析について講義す
る．講義では，具体的な問題をあげながら出来る限り理解しやすいように授業を構成する．

A. 誤差の概念が理解でき，そのメカニズムを説明することができる．
B. 微分方程式の数値的解法を理解し，代表的なアルゴリズムを用いて計算を行うことができる．
C. 積分の数値的解法を理解し，代表的なアルゴリズムを用いて計算を行うことができる．
D. 線形・非線型方程式の数値的解法を理解し，代表的なアルゴリズムを用いて計算を行うことができる．
E. 偏微分方程式の差分化を理解することができ，陽解法を用いた数値計算を行うことができる．
F. データ補間の概念，アルゴリズムを理解し，計算を行うことができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1 B-2[CS]／B-1 B-3[EE・ME]

JABEE基準1(2)との対応

(c) (d)(1)[CS]／(c) (d)(1) (d)(3) (i)[EE・ME]AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 数の表現と誤差

3 線形方程式の解法

3 数値積分

3 常微分方程式の数値解法

1.5 偏微分方程式の数値解法

3 非線形方程式の数値解法

3 データの解析および補間

1.5 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

□講義のまとめ

□線形補間・ラグランジュ補間・最小二乗法(F)

□オイラー法・修正オイラー法・ルンゲ=クッタ法(B)

□陽解法(E)

□二分法・ニュートン法・はさみうち法・セカント法(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□2進数・浮動小数点数・桁落ち・丸め誤差・打ち切り誤差(A)

□台形則・シンプソン則(C)

□一階微分方程式の解法(B)

授業計画

□ガウスの消去法・LU分解・ヤコビ法・ガウス=ザイデル法(D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義形式で行う．課題レポートの提出を求め，課題レポートの採点結果および解答例を学生にフィードバックす
る．

なし

[1] 基礎 情報数学，横森貴・小林聡著，サイエンス社
[2] 情報数学の基礎，幸谷智紀・國持良行，森北出版株式会社

評価方法は以下の通りである．
期末試験（100点満点）をa，課題レポート（100点満点）をbとして，総合評価を 0.7 * a + 0.3 * b と定める．
総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．
総合評価の得点が60点以上である者を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
期末試験の範囲は，講義内容の全範囲をとする．
公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものとする．
課題レポートの出題範囲は期末試験までの全内容とする．
課題レポートの提出日は期末試験実施日とする．

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること. 具体的な内容として, 3時間分相当の各単元の演習課題
の取り組み, 解答例による自己チェックを行うこと. 自己学習の演習課題は評価対象の課題レポート点に反映され
る. 演習課題に対する解説も随時行うので, わからない場合は質問することを推奨する.

科目名（和文）

情報数学

Math for Informatics

本講義ではコンピュータを用いて情報の高速高品質処理を行うためのアルゴリズムデザインおよびインターネット
を介して高速にかつ安全に通信を行うためのネットワークセキュリティの基礎となる情報数学を系統的に講義す
る．講義では具体的な問題をあげながら出来る限り理解しやすいように授業を構成する．

A. 数学において命題を表現する方法を理解し，証明方法を使って簡単な証明をすることができる．
B. 集合の概念および集合演算の方法を理解することができる．
C. 最大公約数を求めるアルゴリズムを理解することができる．
D. 代数系の基礎を理解することができる．
E. 包除原理を用いた数え上げの方法を理解することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1 B-2[CS]／B-1 B-3[EE・ME]

JABEE基準1(2)との対応

(c) (d)(1)[CS]／(c) (d)(1) (d)(3) (i)[EE・ME]AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

3 論理

4.5 集合と関係

4.5 代数系

6 組み合わせ数学

1.5 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

□講義のまとめ

□数え上げの基礎（E）

□包除原理（E）

□鳩の巣原理（E）

□2項係数（E）

□スターリング数とカタラン数（E）

□整数の性質（C）

□半群と群（D）

□環と体（D）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□命題と論理記号（A）

□述語と限定記号（A）

□集合の表現と集合演算（B）

□関係の性質と集合の濃度（B）

□n項関係・同値関係・順序関係（B）

授業計画

□証明（A）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

応用プログラミング

Applied Programming

MATLABを用いた数値計算や行列演算の方法および組み込み関数や繰り返し・条件分岐を用いたプログラミング方法
を学び，目的に合わせたプログラムの構成手法を修得する．授業の後半では行列と構造が似た画像を対象としたプ
ログラミングにより画像処理を行う．

A.MATLABの基本的なプログラミング方法を理解し，組み込み関数等を用いて数値計算を行うことができる
B.行列の扱い方を理解し，行列演算を行うことができる
C.繰り返しや条件分岐を用いてプログラムを作成することができる
D.画像の扱いを理解し，目的にあった処理をプログラムで実現することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

MATLABでの処理概要の説明後，実際にプログラムを作成することにより処理方法の理解を深める。
毎回の授業の最後に復習課題を提示し，次回授業の前日までにレポートとして提出することを求める．この復習課
題は次の授業の中でプログラム例を提示することにより理解度を確認してもらう．また，上記とは別に期間中に3
回，プログラミング課題を課し，プログラムと処理結果をレポートとして提出してもらう。この課題についても
フィードバックを行う。

プリントを配布する

MATLABプログラミング入門（改訂版）上坂吉則、牧野書店

毎回の授業で提示する復習課題20％と期間中に提示する3回のレポート課題80％で評価する。

・復習課題の評価：毎回のレポート提出状況によって評価し、遅延の場合は0％とみなす。
・3回分のレポート課題の評価：文法の正確さ40％，アルゴリズム40％，処理結果20％で評価する．遅延の場合はレ
ポートの素点から10％減点する

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること．具体的には，毎回，授業の最後に提示する復習課題を
実施し提出すること

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

0.75 MATLABの基本的操作

15 数値計算の基礎

6 画像への適用

合計

22.5

時間

授業計画

□四則演算等の数値計算をコマンド画面から実施し処理結果を確認できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置付けを理解する

□MATLABの起動・終了方法や画面構成を理解している(A)

□組み込み関数を用いて、数値計算を行うプログラムを作成することができる(A)

□行列の扱い方を理解し、四則演算や逆行列の計算を行うプログラムを作成する

　ことができる(B)

□繰り返しや条件分岐を用いたプログラムを作成することができる(C)

□グラフの作成・表示を行うプログラムを作成することができる(A,B,C)

□画像の入出力や表示をプログラムから制御することができる(D)

□組み込み関数を用いて画像処理を行うことができる(D)

□繰り返しや条件分岐を用いて画像処理を行うプログラムを作成することができる

　(C,D)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

応用プログラミング

Applied Programming

MATLABを用いた数値計算や行列演算の方法および組み込み関数や繰り返し・条件分岐を用いたプログラミング方法
を学び，目的に合わせたプログラムの構成手法を修得する．授業の後半では行列と構造が似た画像を対象としたプ
ログラミングにより画像処理を行う．

A.MATLABの基本的なプログラミング方法を理解し，組み込み関数等を用いて数値計算を行うことができる
B.行列の扱い方を理解し，行列演算を行うことができる
C.繰り返しや条件分岐を用いてプログラムを作成することができる
D.画像の扱いを理解し，目的にあった処理をプログラムで実現することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

MATLABでの処理概要の説明後，実際にプログラムを作成することにより処理方法の理解を深める。
毎回の授業の最後に復習課題を提示し，次回授業の前日までにレポートとして提出することを求める．この復習課
題は次の授業の中でプログラム例を提示することにより理解度を確認してもらう．また，上記とは別に期間中に3
回，プログラミング課題を課し，プログラムと処理結果をレポートとして提出してもらう。この課題についても
フィードバックを行う。

プリントを配布する

MATLABプログラミング入門（改訂版）上坂吉則、牧野書店

毎回の授業で提示する復習課題20％と期間中に提示する3回のレポート課題80％で評価する。

・復習課題の評価：毎回のレポート提出状況によって評価し、遅延の場合は0％とみなす。
・3回分のレポート課題の評価：文法の正確さ40％，アルゴリズム40％，処理結果20％で評価する．遅延の場合はレ
ポートの素点から10％減点する

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること．具体的には，毎回，授業の最後に提示する復習課題を
実施し提出すること

氏名：

時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

0.75 MATLABの基本的操作

15 数値計算の基礎

6 画像への適用

合計

22.5

時間

授業計画

□四則演算等の数値計算をコマンド画面から実施し処理結果を確認できる(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□カリキュラムにおける本授業の位置付けを理解する

□MATLABの起動・終了方法や画面構成を理解している(A)

□組み込み関数を用いて、数値計算を行うプログラムを作成することができる(A)

□行列の扱い方を理解し、四則演算や逆行列の計算を行うプログラムを作成する

　ことができる(B)

□繰り返しや条件分岐を用いたプログラムを作成することができる(C)

□グラフの作成・表示を行うプログラムを作成することができる(A,B,C)

□画像の入出力や表示をプログラムから制御することができる(D)

□組み込み関数を用いて画像処理を行うことができる(D)

□繰り返しや条件分岐を用いて画像処理を行うプログラムを作成することができる

　(C,D)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

講義を主体とした座学形式で行う．
また，演習問題は採点をして返却し，理解を深めてもらう．
さらに，試験は採点して返却して，理解度を確認してもらう．

必要に応じてプリント資料を配布する．

情報理論や符号理論関連図書

授業内課題及び演習問題：20％
期末試験：80％
合計100点満点で評価を行う．

数学的基礎知識と情報理論に関する基礎知識があることが望ましい．また，授業外学修として45時間を本講義の予
習復習に充てること．具体的な内容として授業内で出題する演習問題を実施すること．

科目名（和文）

情報ネットワーク特論

Seminar on Information Networks

情報理論についれもふれ，現代の情報科学の基礎となる部分の理解を深める．

A.情報量とエントロピーを理解し，計算できる．
B.情報源符号化を説明できる．
C.通信路符号化を説明できる．
D.種々の符号について特徴を理解し，簡単な例で符号化・復号できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-1 AC-2      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 イントロダクション

1.5 確率論

3 情報量とエントロピー

3 情報源符号化

3 各種の情報源符号化

3 通信路と相互情報量

3 通信路符号化定理

3 誤り検出符号と誤り訂正符号

1.5 期末試験

合計

22.5

時間

□　誤り検出符号、誤り訂正符号（D）

□　シャノンファノ符号、ハフマン符号、ランレングス符号（B）

□　通信路、相互情報量、通信路容量（A,C）

□　通信路符号化定理（C）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業概要、達成目標、評価方法

□　確率空間とその性質（A）

□　情報源圧縮システム（B）

□　シャノン符号（B）

授業計画

□　情報量、エントロピー、相互情報量（A）

－369－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として、必要がある場合にはプリントを配布し、講義を進める。学生の理解度を確認しながら講義を進
める。試験は採点の上各受験者に返却し、模範解答を示しながら解説することでフィードバックする。授業外学修
の予習ワークや提出課題は授業時に解説等、フィードバックを行う。

使用しない

授業中に配布するプリント

総合評価（100点）　=　定期テスト（70点）＋ 予習ワーク（10点）＋ 提出課題（20点）

自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。授業外学修として、予習ワークや、提出課題を適宜課す
ので受講者は実施すること。

科目名（和文）

バイオメカニクス

Biomechanics

動物の運動メカニズムに関する生物学的・工学的な知見を紹介しながら、バイオメカニクスの基本的な概念につい
て講義する。また、福祉・リハビリテーション工学へのバイオメカニクスの応用についても議論する。

A.バイオメカニクスにおける基本的な概念を学習する。
B.様々な分野で活かされているバイオメカニクスについて学び，見識を深めることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

[動物のバイオメカニクス]

1.5 筋肉

1.5 歩行と走行

1.5 登攀・跳躍・這行

1.5 滑空

1.5 羽ばたき飛行

1.5 浮揚

1.5 遊泳

1.5 小型動物の運動

[バイオメカニクスと応用技術]

1.5 バイオメカニクスにおける測定技術

3 バイオメカニクスとロボット工学

3 バイオメカニクスと福祉・リハビリテーション

1.5 試験

合計

22.5

時間

□福祉・リハビリ工学における応用事例を知り今後の発展性を議論できる(B)

□遊泳を可能にする身体構造を知りそのメカニズムを理解できる(A)

□ミクロスケールでの運動実現のためのメカニズムを理解できる(A)

□バイオメカニクスに関連する測定技術を理解できる(B)

□ロボット工学における応用事例を知り今後の発展性を議論できる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う。

□筋肉の構造、運動メカニズムを理解できる(A)

□登攀・跳躍・這行を可能にする身体構造を知り理解できる(A)

□滑空を可能にする身体構造を知りそのメカニズムを理解できる(A)

□飛行を可能にする身体構造を知りそのメカニズムを理解できる(A)

□浮揚を可能にする身体構造を知りそのメカニズムを理解できる(A)

授業計画

□動物の歩行と走行を焦点に運動とエネルギー効率の関係について理解できる(A)

－370－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主体として、必要がある場合にはプリントを配布し、講義を進める。学生の理解度を確認しながら講義を進
める。試験は採点の上各受験者に返却し、模範解答を示しながら解説することでフィードバックする。授業外学修
の予習ワークや提出課題は授業時に解説等、フィードバックを行う。

使用しない

授業中に配布するプリント

総合評価（100点）　=　定期テスト（70点）＋ 予習ワーク（10点）＋ 提出課題（20点）

自習時間として45時間を本講義の予習復習に充てること。授業外学修として、予習ワークや、提出課題を適宜課す
ので受講者は実施すること。

科目名（和文）

バイオメカニクス

Biomechanics

動物の運動メカニズムに関する生物学的・工学的な知見を紹介しながら、バイオメカニクスの基本的な概念につい
て講義する。また、福祉・リハビリテーション工学へのバイオメカニクスの応用についても議論する。

A.バイオメカニクスにおける基本的な概念を学習する。
B.様々な分野で活かされているバイオメカニクスについて学び，見識を深めることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

[動物のバイオメカニクス]

1.5 筋肉

1.5 歩行と走行

1.5 登攀・跳躍・這行

1.5 滑空

1.5 羽ばたき飛行

1.5 浮揚

1.5 遊泳

1.5 小型動物の運動

[バイオメカニクスと応用技術]

1.5 バイオメカニクスにおける測定技術

3 バイオメカニクスとロボット工学

3 バイオメカニクスと福祉・リハビリテーション

1.5 試験

合計

22.5

時間

□福祉・リハビリ工学における応用事例を知り今後の発展性を議論できる(B)

□遊泳を可能にする身体構造を知りそのメカニズムを理解できる(A)

□ミクロスケールでの運動実現のためのメカニズムを理解できる(A)

□バイオメカニクスに関連する測定技術を理解できる(B)

□ロボット工学における応用事例を知り今後の発展性を議論できる(B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う。

□筋肉の構造、運動メカニズムを理解できる(A)

□登攀・跳躍・這行を可能にする身体構造を知り理解できる(A)

□滑空を可能にする身体構造を知りそのメカニズムを理解できる(A)

□飛行を可能にする身体構造を知りそのメカニズムを理解できる(A)

□浮揚を可能にする身体構造を知りそのメカニズムを理解できる(A)

授業計画

□動物の歩行と走行を焦点に運動とエネルギー効率の関係について理解できる(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

構造材料

Structural Materials

材料の基本的な力学的挙動を知っておくことは、技術者にとって必要不可欠である。初めに一般的な金属材料につ
いて力学的挙動のメカニズムを学び、次にセラミックス、ガラス、ポリマーなどの非金属材料について金属材料と
比較しながら学ぶ。

A. 金属材料の機械的性質について理解することができる。
B. セラミックス、ガラス、ポリマーの機械的性質について理解することができる。
C. 力学的挙動のメカニズムを理解することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業は輪講形式で行う。発表者は担当部分のレポートを提出し、授業で発表する。発表内容に対し、適宜担当教員
より質問を行い理解度を確認し、さらに説明を加えることによって理解を深める。理解度確認のために、最後の授
業で総まとめ問題を行う。

適宜プリントを配布する

授業外学修で取り組んだ担当部分のレポート50％、発表内容30％、総まとめ問題20％とする。授業への参加度がよ
くない場合は欠席１回につき３点減点する。レポートは、法則やメカニズムについて原理や根拠が正確に記述され
ているかどうかを中心に評価する。発表内容は、発表者に対して適宜質問を行うことによって、理解度を中心に評
価を行う。

機能材料

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として、配布プリントの担当部分のレ
ポートを文献を参照しながら作成し、内容について理解してくること。担当以外の部分も積極的に討議できるよう
に、事前に目を通しておくこと。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、弾性変形

1.5 塑性変形Ⅰ

1.5 塑性変形Ⅱ

1.5 横ひずみとせん断変形

1.5 セラミックスとガラス

1.5 ポリマー

1.5 弾性変形の機構

1.5 塑性変形の機構Ⅰ

1.5 塑性変形の機構Ⅱ

1.5 硬さ

1.5 クリープ

1.5 応力緩和

1.5 粘弾性変形Ⅰ

1.5 粘弾性変形Ⅱ

1.5 総まとめ問題

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□応力－ひずみ曲線、フックの法則、ヤング率について理解できる。（A）

□降伏強さ、引張強さ、ひずみ硬化指数、延性について理解できる。（A）

□靱性、低炭素鋼における上および下降伏点について理解できる。（A）

□ポアソン比、せん断応力、せん断ひずみ、せん断弾性係数、剛性率につい

　て理解できる。（A）

□脆性破壊、曲げ強さ、応力集中について理解できる。（B）

□曲げ強さ、曲げ弾性係数、動的弾性係数について理解できる。（B）

□結合力－原子間距離曲線について理解できる。（C）

□臨界せん断応力、転位、すべり系、すべり面について理解できる。（C）

□分解せん断応力、臨界分解せん断応力について理解できる。（C）

□硬さ試験、ロックウェル硬さ、ブリネル硬さ、ヴィッカース硬さ、ヌープ

　微小硬さについて理解できる。（A,B）

□クリープ曲線、クリープ破壊、クリープ強さについて理解できる。

　（A,B,C）

□緩和時間、粘性流動における活性化エネルギーについて理解できる。

　（A,B,C）

□粘性変形、ガラス遷移温度、軟化温度について理解できる。（B,C）

□応力－ひずみ曲線のヒステリシス、動的弾性係数について理解できる。

　（B,C）

□力学的挙動の理解度を確認する。（A,B,C）
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として講義を進める．適宜，問題演習を行う．授業内課題については模範解答の配布により，また期末
試験は採点して返却し，理解度の確認を求める．

使用しない．

適宜プリントを配布する．

評価点は試験70％と課題点30％の合計とする．

物理学特論Ⅱ，情報ネットワーク特論

授業時間外学習として45時間を本講義の予習復習に充てること．具体的には毎回の授業内容の復習，授業中に出さ
れた課題に取り組んでもらう．その取り組みの成果を小テストおよび定期試験において確認する．

科目名（和文）

物理学特論Ⅰ

Seminar of Physics 1

熱平衡状態を記述するマクロな理論としての熱力学，ミクロな理論としての統計力学に関する講義である．

A. 熱平衡状態とその間の遷移が，ミクロな詳細によらない，マクロな少数自由度のみで記述できることを理解する
B. 熱力学第一法則の意味を理解し，初等的な計算ができる
C. 熱力学第二法則のエントロピーによる表現を理解し，熱機関の最大効率を求めることができる．
D. 等重率の原理と大数の原理，そしてボルツマンの原理のみから正準分布が導かれることを理解できる
E. 厳密に解ける系に統計力学を適用し，熱力学関数を導ける．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1       

JABEE基準1(2)との対応

(c) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 熱平衡状態

1.5 熱力学第一法則

1.5

1.5 熱力学第二法則

1.5

1.5 確率論の復習

1.5 統計力学の仕組み

1.5

1.5

1.5 統計力学の応用

1.5

1.5

1.5 発展的内容

1.5 期末試験

1.5 答案返却．試験問題の解説．

合計

22.5

時間

□ 統計力学を工学と関係の深い現象（理想気体，磁性体など）に応用できる(E)

□ 統計力学の発展的な話題について関心を持ち，定性的な説明ができる(D)

□ アンサンブルの考え方を説明できる(D)

□ 正準分布と大正準分布の計算法を説明できる(D)

□ 統計力学における熱力学関数の計算法が説明できる(D)

□ 統計力学を厳密に解ける初等的な系に応用し，簡単な物理量を計算できる(E)

□ フェルミ統計の性質について説明できる(E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の概要・計画および評価方法の説明．

□ 熱平衡状態の意味と温度の定義を説明できる(A)

□ 熱力学第一法則と状態変化の関係を説明できる(B)

□ エントロピーの定義と熱力学第二法則の関係について説明できる(C)

□ 熱力学第二法則とクラウジウス関係式について説明できる(C)

□ 場合の数と確率論の初歩について理解し説明できる(D)

授業計画

□ 熱機関が満たす条件と熱機関の効率を計算できる(B,C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主体として講義を進める．適宜，問題演習を行う．授業内課題については模範解答の配布により，また期末
試験は採点して返却し，理解度の確認を求める．

使用しない．

適宜プリントを配布する．

評価点は試験70％と課題点30％の合計とする．

物理学特論Ⅱ，情報ネットワーク特論

授業時間外学習として45時間を本講義の予習復習に充てること．具体的には毎回の授業内容の復習，授業中に出さ
れた課題に取り組んでもらう．その取り組みの成果を小テストおよび定期試験において確認する．

科目名（和文）

物理学特論Ⅰ

Seminar of Physics 1

熱平衡状態を記述するマクロな理論としての熱力学，ミクロな理論としての統計力学に関する講義である．

A. 熱平衡状態とその間の遷移が，ミクロな詳細によらない，マクロな少数自由度のみで記述できることを理解する
B. 熱力学第一法則の意味を理解し，初等的な計算ができる
C. 熱力学第二法則のエントロピーによる表現を理解し，熱機関の最大効率を求めることができる．
D. 等重率の原理と大数の原理，そしてボルツマンの原理のみから正準分布が導かれることを理解できる
E. 厳密に解ける系に統計力学を適用し，熱力学関数を導ける．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1       

JABEE基準1(2)との対応

(c) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 熱平衡状態

1.5 熱力学第一法則

1.5

1.5 熱力学第二法則

1.5

1.5 確率論の復習

1.5 統計力学の仕組み

1.5

1.5

1.5 統計力学の応用

1.5

1.5

1.5 発展的内容

1.5 期末試験

1.5 答案返却．試験問題の解説．

合計

22.5

時間

□ 統計力学を工学と関係の深い現象（理想気体，磁性体など）に応用できる(E)

□ 統計力学の発展的な話題について関心を持ち，定性的な説明ができる(D)

□ アンサンブルの考え方を説明できる(D)

□ 正準分布と大正準分布の計算法を説明できる(D)

□ 統計力学における熱力学関数の計算法が説明できる(D)

□ 統計力学を厳密に解ける初等的な系に応用し，簡単な物理量を計算できる(E)

□ フェルミ統計の性質について説明できる(E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業の概要・計画および評価方法の説明．

□ 熱平衡状態の意味と温度の定義を説明できる(A)

□ 熱力学第一法則と状態変化の関係を説明できる(B)

□ エントロピーの定義と熱力学第二法則の関係について説明できる(C)

□ 熱力学第二法則とクラウジウス関係式について説明できる(C)

□ 場合の数と確率論の初歩について理解し説明できる(D)

授業計画

□ 熱機関が満たす条件と熱機関の効率を計算できる(B,C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体として、必要がある場合にはプリントを配布し、講義を進める。学生の理解度を確認しながら講義を進
める。試験は採点の上各受験者に返却し、模範解答を示しながら解説することでフィードバックする。授業外学修
の予習ワークや提出課題は授業時に解説等、フィードバックを行う。

使用しない

授業中に配布するプリント

総合評価（100点）　=　定期テスト（70点）＋ 予習ワーク（10点）＋ 提出課題（20点）

日頃からもの創りに興味を持ち、身近にある機械を観察することが重要である。授業外学修として45時間を本講義
の予習復習に充てること。授業外学修として、予習ワークや、提出課題を適宜課すので受講者は実施すること。

科目名（和文）

機械工学概論

Basis of Mechanical Engineering

産業分野で培われてきた機械工学技術は、近年、サービスや医療分野等人に近い領域で応用範囲を広げている。今
後は、機械が取り扱うモノや、機械を活用するユーザーの、変化・多様化がますます進む。本講義では、こうした
状況下で重要となる機械工学関連技術について、システム科学の観点から概観する。

(A)機械工学の歴史的背景を理解し発展性を考えることができる。
(B)メカトロニクスの考え方を理解できる。
(C)システムモデリングの考え方を理解できる。
(D)知能システムの考え方を理解できる。
(E)生物規範的システムデザインの考え方を理解できる。
(F)システムインテグレーション、異分野融合の考え方を理解できる。"

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 機械工学の歩み

1.5 機械工学の要素技術

1.5 機械を動かすしくみ作り(1)

1.5 機械を動かすしくみ作り(2)

1.5 機械を動かすしくみ作り(3)

1.5 機械を賢くするために(1)

1.5 機械を賢くするために(2)

1.5 機械を賢くするために(3)

1.5 生物と共生する機械作り(1)

1.5 生物と共生する機械作り(2)

1.5 生物と共生する機械作り(3)

1.5 機械が社会で活躍するために

1.5 機械工学の発展に向けて

1.5 試験

合計

22.5

時間

□システムインテグレーション及び異分野融合の考え方を理解できる。(F)

□社会における機械の発展性について議論する。(A)

□半年のまとめの試験を行う。

□ニューラルネットによるロボット制御について理解できる。(D)

□遺伝的アルゴリズムによる行動学習について理解できる。(D)

□生物規範的システムデザインの考え方を理解できる。(E)

□バイオインスピレーションについて理解できる。(E)

□ソフトロボットについて理解できる。(E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□半年の授業計画、評価方法の説明、ガイダンスを行う。

□機械工学の歴史的背景を理解できる。(A)

□システムの数理的なモデリングの考え方を理解できる。(C)

□自律分散制御システムについて理解できる。(C)

□環境も含めた制御システムについて理解できる。(C)

□行動型人工知能の概要について理解できる。(D)

授業計画

□メカトロニクス要素技術の基本を理解できる。(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

漆芸家として、日展、日本新工芸展などの多くの展覧会に漆芸作品を出品するとともに、日本の工芸文化や漆芸文
化の維持向上、並びに展覧活動の普及を目的に、工芸研究会の講師や文化講演などの講師を務め、それらの経験を
踏まえて、日本の伝統文化や工芸文化について解説する。

授業内容

科目名（和文）

伝統文化特論

Traditional Arts and Cultures

「伝統文化」及び「伝統工芸」をテーマに講義を行う。工芸の意義及び工芸の領域から、漆工芸をはじめとする各
種工芸の種類やその技法を知ることによって、日本の伝統文化を学習する。

A.日本に伝わる伝統文化や工芸文化の歴史や社会背景、また、それらと人々の生活との関わりを理解することがで
きる。
B.工芸やものづくりについて考え、その技術や生活空間のあり方などについて、自分の意見を持つことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-2 A-4      

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) AC-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義を中心に授業を行う。原則として、毎回授業開始時にリアクションペーパーを配布し、授業終了時に回収す
る。リアクションペーパーは採点を行い、以後の授業時に、適宜補足説明などを行う。また、講義内容の理解を高
めるために、簡単な演習も行う。

必要に応じて資料を配布する。

視聴覚教材「POWER　POINT教材」及び「ビデオ教材」

期末評価：課題評価（50％）＋期末試験（50％）
その内訳として、
①課題評価については、授業内で行うリアクションペーパー、演習課題等の評価で、５０点、②期末試験評価が、
５０点、合計１００点とする。
また、課題評価については、授業外学習で取り組んだ課題『日本の伝統文化に対する意識や理解を高めるため、工
芸に関わる展覧会・イベントの見学や動画の視聴等を行いレポートを提出する。』と授業内演習課題のそれぞれに
ついて、提出状況やその内容を踏まえて評価する。

技術史

準備学習として、身の回りの生活空間で各種素材や製品に目を向けること。授業外学修として45時間を本講義の予
習復習に充てること。具体的な内容として『日本の伝統文化に対する意識や理解を高めるため、工芸に関わる展覧
会・イベントの見学や動画の視聴等を行いレポートを提出する』を行うこと。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 伝統文化と伝統工芸

4.5 工芸の領域と種別

4.5 漆工芸

3 漆工制作

4.5 各種工芸の分野

0.75 期末試験

0.75 期末試験の解答解説

合計

22.5

時間

授業計画

□漆工芸の基本を理解する(A)。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの読み合わせにより本講座の位置づけを理解する(A)。

□伝統文化や伝統工芸の意義や歴史について理解する(A)。

□工芸の領域を理解する(A)。

□工芸の各種分野について、その種類と技法の基本を理解する(A)。

□漆工芸の表現技法を理解する(B)。

□漆工芸の加飾技法を理解する(B)。

□漆工芸と食文化や生活との関わりを考える(A,B)。

□制作のための発想法について理解する(A)。

□制作のための美的表現形式について理解する(A)。

□制作のための工程について理解する(A,B)。

□陶磁器工芸、ガラス工芸について理解する(A,B)。

□染織工芸、紙工芸について理解する(A,B)。

□金属工芸、七宝工芸について理解する(A,B)。

□木工芸、竹工芸について理解する(A,B)。

□その他の工芸について理解する(A,B)。

□工芸品と生活空間の関わりについて考える(A,B)。

□試験実施

□試験解答解説

－374－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

漆芸家として、日展、日本新工芸展などの多くの展覧会に漆芸作品を出品するとともに、日本の工芸文化や漆芸文
化の維持向上、並びに展覧活動の普及を目的に、工芸研究会の講師や文化講演などの講師を務め、それらの経験を
踏まえて、日本の伝統文化や工芸文化について解説する。

授業内容

科目名（和文）

伝統文化特論

Traditional Arts and Cultures

「伝統文化」及び「伝統工芸」をテーマに講義を行う。工芸の意義及び工芸の領域から、漆工芸をはじめとする各
種工芸の種類やその技法を知ることによって、日本の伝統文化を学習する。

A.日本に伝わる伝統文化や工芸文化の歴史や社会背景、また、それらと人々の生活との関わりを理解することがで
きる。
B.工芸やものづくりについて考え、その技術や生活空間のあり方などについて、自分の意見を持つことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-2 A-4      

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) AC-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義を中心に授業を行う。原則として、毎回授業開始時にリアクションペーパーを配布し、授業終了時に回収す
る。リアクションペーパーは採点を行い、以後の授業時に、適宜補足説明などを行う。また、講義内容の理解を高
めるために、簡単な演習も行う。

必要に応じて資料を配布する。

視聴覚教材「POWER　POINT教材」及び「ビデオ教材」

期末評価：課題評価（50％）＋期末試験（50％）
その内訳として、
①課題評価については、授業内で行うリアクションペーパー、演習課題等の評価で、５０点、②期末試験評価が、
５０点、合計１００点とする。
また、課題評価については、授業外学習で取り組んだ課題『日本の伝統文化に対する意識や理解を高めるため、工
芸に関わる展覧会・イベントの見学や動画の視聴等を行いレポートを提出する。』と授業内演習課題のそれぞれに
ついて、提出状況やその内容を踏まえて評価する。

技術史

準備学習として、身の回りの生活空間で各種素材や製品に目を向けること。授業外学修として45時間を本講義の予
習復習に充てること。具体的な内容として『日本の伝統文化に対する意識や理解を高めるため、工芸に関わる展覧
会・イベントの見学や動画の視聴等を行いレポートを提出する』を行うこと。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

3 伝統文化と伝統工芸

4.5 工芸の領域と種別

4.5 漆工芸

3 漆工制作

4.5 各種工芸の分野

0.75 期末試験

0.75 期末試験の解答解説

合計

22.5

時間

授業計画

□漆工芸の基本を理解する(A)。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの読み合わせにより本講座の位置づけを理解する(A)。

□伝統文化や伝統工芸の意義や歴史について理解する(A)。

□工芸の領域を理解する(A)。

□工芸の各種分野について、その種類と技法の基本を理解する(A)。

□漆工芸の表現技法を理解する(B)。

□漆工芸の加飾技法を理解する(B)。

□漆工芸と食文化や生活との関わりを考える(A,B)。

□制作のための発想法について理解する(A)。

□制作のための美的表現形式について理解する(A)。

□制作のための工程について理解する(A,B)。

□陶磁器工芸、ガラス工芸について理解する(A,B)。

□染織工芸、紙工芸について理解する(A,B)。

□金属工芸、七宝工芸について理解する(A,B)。

□木工芸、竹工芸について理解する(A,B)。

□その他の工芸について理解する(A,B)。

□工芸品と生活空間の関わりについて考える(A,B)。

□試験実施

□試験解答解説

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

技術史

History of Technology

キーワードは「技術・歴史・人・眼」です。この講義では日本の古代から現代に至る「技術史」について、重要な
内容を順に学びます。さらにさまざまな産業技術遺産についても話題にし、実物や映像も併せて技術者を目指す皆
さんの関心を高め、「技術史をみる眼」を持てるよう講義を進めます。

21世紀を担う技術者に必要な
A.「歴史観」を持つことができる。
B.「技術をみる眼」を持つことができる。
C.「技術史をみる眼」を習得できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

A-4 A-5      

JABEE基準1(2)との対応

(a) (b) (e) AC-4       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

シラバスに従って毎週講義を進めますが、新しい技術史上の話題がマスコミなどに取り上げられた場合はそれも講
義資料に取り込むこともあります。さらに各時代に生きた技術者の使命と倫理観についても話をします。また、
「期末試験」、「授業内課題レポート」、自学学習で行う「振り返りシート」は採点後に総合的な視点からコメン
トを行うので、これにより各自の理解度を確認してください。

なし

自作の資料を配付します。

期末試験70%、振返りシートと講義内課題レポート30%で評価します。

伝統文化特論

毎回講義に出席し内容をよく聞き理解することで「技術史をみる眼」が少しづつ養成される。授業外学修として45
時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として「事前に講義で学ぶ内容を調べ、講義終了後は学んだ
内容を復習し、振返りシートに取纏めること」

氏名：

時間数 授業項目

1.5 １．授業ガイダンス

1.5 ２．古代の技術とその事例

1.5 ３．渡来人と技術移転

1.5 ４．日本的技術の発生と展開(1)

1.5 ５．日本的技術の発生と展開(2)

1.5 ６．江戸期の技術(1)

1.5 ７．江戸期の技術(2)

1.5 ８．19世紀までの西洋技術の発達(1)

1.5 ９．19世紀までの西洋技術の発達(2)

1.5 10. 明治期の技術(1)

1.5 11. 明治期の技術(2)

1.5 12. 大正・昭和前期の技術

1.5 13. 昭和後期の技術

1.5 14. 平成期の技術、技術遺産、授業の纏め

1.5 15. 期末試験

合計

22.5

時間

授業計画

□奈良の大仏建立（巨大構造物と建造物）について理解できる。

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□「技術史をみる眼」を理解できる。

□古代の鋳造法（貨幣の製造を話題として）を理解できる。

□飛鳥石舞台と巨石の運搬について理解できる。

□鉄砲伝来（鉄砲とねじの製造）について理解できる。

□砂鉄とたたら製鉄（日本刀用の玉鋼製法）について理解できる。

□和時計と機巧について理解できる。

□製粉と水車（ドナウ川の船水車）について理解できる。

□水車とイギリス産業革命について理解できる。

□日本の産業革命について理解できる。

□電力と通信の技術について理解できる。

□鉄道の近代化について理解できる。

□電子技術の発展と自動化技術について理解できる。

□システム化の進展と日本の技術遺産について理解できる。

何れの講義も(A,B,C)とする。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

数学特論Ⅰ

Seminar on Mathematics 1

電磁気学や連続体力学などの物理現象を理解するうえで必要不可欠となるベクトル解析について講義を行う。本講
義では数学的な理論に基づき、ベクトルに対する微積分の計算方法を習得することを目的とする。

A.2次元及び3次元空間のベクトルの基本的な計算ができる。
B.ベクトル値関数の微分法（勾配、発散、回転）の計算ができる。
C.ベクトル値関数の積分法（線積分、面積分）の計算ができる。
D.積分定理の使い方を理解して、様々な積分の計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1       

JABEE基準1(2)との対応

(c) AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に講義を進める。適宜、授業時間内に演習も行う。
演習やレポート課題はその都度内容を確認し採点を行い、各自に返却する。

特に指定しない。

技術者のための高等数学２「線形代数とベクトル解析」 E. クライツィグ（培風館）

成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験(70%)
(2)小テスト、授業外学修におけるレポート課題提出などの平常点(30%)

数学特論II

手を動かし、演習問題をたくさん解くことが理解への第一歩となる。授業外学修として授業の予習・復習、レポー
トによる問題演習、小テストの確認などに45時間を充てること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 ベクトルの演算（復習）

1.5 ベクトル場とスカラー場

1.5 ベクトルの微分法１

1.5 ベクトルの微分法２

1.5 ベクトルの微分法３

1.5 1変数関数の積分（復習）

1.5 ベクトル値関数の積分と曲線

1.5 線積分

1.5 重積分と面積分１

1.5 重積分と面積分２

1.5 積分定理１

1.5 積分定理２

1.5 積分定理３

1.5 期末試験

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認・授業計画と評価方法の説明

□ベクトルの演算、内積・外積の計算(A)

□ベクトル場とスカラー場の意味(A)

□ベクトル値関数の導関数の定義と計算(B)

□スカラー場の勾配、方向微分(B)

□ベクトル場の発散、回転(B)

□定積分の意味、計算(C)

□曲線のパラメータ表示と長さ(C)

□線積分の計算(C)

□重積分の計算と変数変換(C)

□面積分の計算(C)

□グリーンの定理(D)

□ガウスの発散定理(D)

□ストークスの定理(D)

□定期試験および解答・解説
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

数学特論Ⅰ

Seminar on Mathematics 1

電磁気学や連続体力学などの物理現象を理解するうえで必要不可欠となるベクトル解析について講義を行う。本講
義では数学的な理論に基づき、ベクトルに対する微積分の計算方法を習得することを目的とする。

A.2次元及び3次元空間のベクトルの基本的な計算ができる。
B.ベクトル値関数の微分法（勾配、発散、回転）の計算ができる。
C.ベクトル値関数の積分法（線積分、面積分）の計算ができる。
D.積分定理の使い方を理解して、様々な積分の計算ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1       

JABEE基準1(2)との対応

(c) AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を中心に講義を進める。適宜、授業時間内に演習も行う。
演習やレポート課題はその都度内容を確認し採点を行い、各自に返却する。

特に指定しない。

技術者のための高等数学２「線形代数とベクトル解析」 E. クライツィグ（培風館）

成績評価の根拠となる項目およびその割合
(1)定期試験(70%)
(2)小テスト、授業外学修におけるレポート課題提出などの平常点(30%)

数学特論II

手を動かし、演習問題をたくさん解くことが理解への第一歩となる。授業外学修として授業の予習・復習、レポー
トによる問題演習、小テストの確認などに45時間を充てること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

2.25 ベクトルの演算（復習）

1.5 ベクトル場とスカラー場

1.5 ベクトルの微分法１

1.5 ベクトルの微分法２

1.5 ベクトルの微分法３

1.5 1変数関数の積分（復習）

1.5 ベクトル値関数の積分と曲線

1.5 線積分

1.5 重積分と面積分１

1.5 重積分と面積分２

1.5 積分定理１

1.5 積分定理２

1.5 積分定理３

1.5 期末試験

合計

22.5

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□シラバスの確認・授業計画と評価方法の説明

□ベクトルの演算、内積・外積の計算(A)

□ベクトル場とスカラー場の意味(A)

□ベクトル値関数の導関数の定義と計算(B)

□スカラー場の勾配、方向微分(B)

□ベクトル場の発散、回転(B)

□定積分の意味、計算(C)

□曲線のパラメータ表示と長さ(C)

□線積分の計算(C)

□重積分の計算と変数変換(C)

□面積分の計算(C)

□グリーンの定理(D)

□ガウスの発散定理(D)

□ストークスの定理(D)

□定期試験および解答・解説

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 1年 通年 1〜2

講義 演習 実験・実習

選択 0 0 67.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

・初めはインターンシップの意義の理解のため講義を行う。4月後半から行先企業を研究して決定し、8月～9月の間
に最大2週間の企業体験をする。
・体験終了後に、報告書にまとめ、公開の発表会にて発表する。

なし

適宜、キャリアセンターの公開資料を使用

企業での実習時間＋学内での授業時間が合計33.75時間以上、67.5時間未満の場合は、取得単位が１となる。67.5時
間以上の場合は取得単位は2となる。
1日8時間とすれば月～金の5日間で40時間、2週間で80時間となる。
複数の企業で実習した場合は、その合計が33.75時間以上あるいは67.5時間以上あればよい。

最終評価点＝企業からの実習証明書（30点）＋報告書（40点）＋発表評価（30点）（質と量の両方を加味）

・企業からの実習証明書：勤務態度などについてインターンシップ先の企業等が評価する。
・報告書：報告書の質と量を担当教員が評価する。
・発表評価：ポスターのでき、発表内容、質疑応答について担当教員が評価する。

60点以上で「合」、60点未満は「否」となる。（優、良、可の成績ではない）

なし

・行き先企業が決まった後、事前に十分な企業研究をするようにしてください。
・サレジオ高専の代表として、様々なことに積極的にチャレンジすることを心がけてください。

科目名（和文）

インターンシップ

Internship

学生自身に職業観を身につけさせるために、講義ではインターンシップの重要性を理解させ、企業実習で身をもっ
て体験させる。インターンシップ終了後に、報告書の作成と発表を行い、体験したことを定着させる。

A. 社会人としての職業観を身につけ、実践することができる。
B. 社会人としてのマナーを身につけ、実践することができる。
C. 体験したことをまとめられ、他者に伝えることができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-4 C-1 D-1     

JABEE基準1(2)との対応

(d)(2) (d)(4) (e) (f) (g) AC-3 AC-4      

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

企業等に勤務する実務家が各々の実務経験にもとづき学外実習を指導し、学生が進路への興味や意識を高める機会
を提供する。

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 インターンシップの意義

1.5 学生面談（研究指導教員）

1.5 応募書類の作成指導（研究指導教員）

60 企業実習

1.5 成果報告会

合計

67.5

時間

□発表(C)

□企業側担当者に必要書類を渡して説明する。(A,B)

□与えられた業務を理解した上で取り組む。(A,B)

□日々の業務を記録にとる。（A,B,C）

□発表資料の作成(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□年間授業計画、シラバス説明

□これまでの実績説明

□行き先企業の希望確認(A)

□履歴書、応募書類の完成(A,B,C)

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC：専攻科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語Ⅱ

English 2

前期：文構造を中心とした英作文及び長文読解、スピーチとエッセイをライティングのための発音演習を行う
後期：決められた形式に従い、英語で自分の意見を述べる事と自分の研究について英語で簡単に伝えられるように
なるためのトレーニングを重ねる

準備をすれば、英語で自分の意見を口頭及び書き言葉で伝えられるようになるために、
A. 和英・英和辞書を使うことができる
B. 英語の基本構造を理解することができる
C. 日本語を解体し、英文へ直すことができる
D. 英語表現を応用し、内容の異なった英文を作ることができる
E. 文章構造を念頭に置き、英語で文章を書くことができる
F. 口頭で意見を発表し、理解を得ることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) AC-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

前期：授業冒頭で小テストを行う。その後、英作文及び長文問題に取り組む。
後期：一定の型式を学び、自分の意見と研究テーマを英文で述べる訓練を行う。
返却された小テストと定期試験の答案を確認し、個別に面談を行いアドバイスにより学習の状況を把握する。

指定しない (毎時、演習プリントを配付する)

なし

総合成績は、前後期評価の単純平均とする

＜区間成績＞
【前期】定期試験(70%) + 小テスト・課題(30%)
＊小テスト・課題は、すべての小テスト及び課題の単純平均で算出する。
内訳(各10点)①課題　②口頭表現(小テスト)　③英作文(小テスト)

【後期】定期試験(70%) + 小テスト・課題(30%)
＊小テスト・課題は、すべての小テスト及び課題の単純平均で算出する。
内訳(各10点)①課題　②口頭表現(小テスト)　③英作文(小テスト)

＊単位認定制度あり。別途説明する。

英語Ⅰ

授業外学修として22.5時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として、前期は授業で指定された課題
に取り組み、次回冒頭で実施される小クイズへの対策をしてもらう。後期はプレゼンテーションの準備として、
エッセイライティング、原稿の暗唱、英語リズムやイントネーションの復習などに充てること。

氏名：

時間数 授業項目

【前期】

4.5 文型

4.5 動詞

3 名詞・冠詞・代名詞

3 形容詞・副詞

3 応用演習

3 長文読解・発音

1.5 定期試験（前期）

【後期】

4.5 エッセイ・ライティングの基礎

12 エッセイライティングの応用     

4.5 授業内試験及び解説  

1.5 定期試験（後期）

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　文型の構造を理解できる(B)

□　5文型の構造を念頭に置き、並べ替え英作文に取り組むことができる

(A,B)

□　動詞の使い方を理解できる(B)

□　動詞の使い方を念頭に置き、並べ替え英作文に取り組むことができる

(A,B)

□　名詞、冠詞及び代名詞の使い方を理解できる(B)

□　名詞、冠詞及び代名詞の使い方を念頭に置き、並べ替え英作文に取り

組むことができる(A,B)

□　形容詞及び副詞の使い方を理解できる(B)

□　形容詞及び副詞の使い方を念頭に置き、並べ替え英作文に取り組む

ことができる(A,B)

□　自分の意見を英語構文へ分解する基礎を理解することができる

(A,B,C,D)

□　英文の文章構造を理解しながら、長文読解問題に取り組むことができる

(E)

□　相手に伝えることを意識し、英語のリズムを崩さず、一定の時間内に

英文を読むことができる(F)

□　学習した形式に従い自分の意見を表現することができる(A,B,C,D)

□　本授業で取り扱うエッセイライティングの型式を理解できる(E)

□　自分の意見を英語構文へ分解する基礎を理解できる(A,B,C,D) 
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC：専攻科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語Ⅱ

English 2

前期：文構造を中心とした英作文及び長文読解、スピーチとエッセイをライティングのための発音演習を行う
後期：決められた形式に従い、英語で自分の意見を述べる事と自分の研究について英語で簡単に伝えられるように
なるためのトレーニングを重ねる

準備をすれば、英語で自分の意見を口頭及び書き言葉で伝えられるようになるために、
A. 和英・英和辞書を使うことができる
B. 英語の基本構造を理解することができる
C. 日本語を解体し、英文へ直すことができる
D. 英語表現を応用し、内容の異なった英文を作ることができる
E. 文章構造を念頭に置き、英語で文章を書くことができる
F. 口頭で意見を発表し、理解を得ることができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

C-3       

JABEE基準1(2)との対応

(f) AC-5       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

前期：授業冒頭で小テストを行う。その後、英作文及び長文問題に取り組む。
後期：一定の型式を学び、自分の意見と研究テーマを英文で述べる訓練を行う。
返却された小テストと定期試験の答案を確認し、個別に面談を行いアドバイスにより学習の状況を把握する。

指定しない (毎時、演習プリントを配付する)

なし

総合成績は、前後期評価の単純平均とする

＜区間成績＞
【前期】定期試験(70%) + 小テスト・課題(30%)
＊小テスト・課題は、すべての小テスト及び課題の単純平均で算出する。
内訳(各10点)①課題　②口頭表現(小テスト)　③英作文(小テスト)

【後期】定期試験(70%) + 小テスト・課題(30%)
＊小テスト・課題は、すべての小テスト及び課題の単純平均で算出する。
内訳(各10点)①課題　②口頭表現(小テスト)　③英作文(小テスト)

＊単位認定制度あり。別途説明する。

英語Ⅰ

授業外学修として22.5時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として、前期は授業で指定された課題
に取り組み、次回冒頭で実施される小クイズへの対策をしてもらう。後期はプレゼンテーションの準備として、
エッセイライティング、原稿の暗唱、英語リズムやイントネーションの復習などに充てること。

氏名：

時間数 授業項目

【前期】

4.5 文型

4.5 動詞

3 名詞・冠詞・代名詞

3 形容詞・副詞

3 応用演習

3 長文読解・発音

1.5 定期試験（前期）

【後期】

4.5 エッセイ・ライティングの基礎

12 エッセイライティングの応用     

4.5 授業内試験及び解説  

1.5 定期試験（後期）

合計

45

時間

授業計画

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　文型の構造を理解できる(B)

□　5文型の構造を念頭に置き、並べ替え英作文に取り組むことができる

(A,B)

□　動詞の使い方を理解できる(B)

□　動詞の使い方を念頭に置き、並べ替え英作文に取り組むことができる

(A,B)

□　名詞、冠詞及び代名詞の使い方を理解できる(B)

□　名詞、冠詞及び代名詞の使い方を念頭に置き、並べ替え英作文に取り

組むことができる(A,B)

□　形容詞及び副詞の使い方を理解できる(B)

□　形容詞及び副詞の使い方を念頭に置き、並べ替え英作文に取り組む

ことができる(A,B)

□　自分の意見を英語構文へ分解する基礎を理解することができる

(A,B,C,D)

□　英文の文章構造を理解しながら、長文読解問題に取り組むことができる

(E)

□　相手に伝えることを意識し、英語のリズムを崩さず、一定の時間内に

英文を読むことができる(F)

□　学習した形式に従い自分の意見を表現することができる(A,B,C,D)

□　本授業で取り扱うエッセイライティングの型式を理解できる(E)

□　自分の意見を英語構文へ分解する基礎を理解できる(A,B,C,D) 

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 通年 6

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 202.5

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

学生は指導教員のもとで、特定のテーマについて研究を行う。各研究室では個別に設定された授業計画がある。共
通の授業として、中間発表、ポスター発表、特別研究発表会の３つの発表が設けられており、関係教員が評価す
る。評価結果については指導教員が講評を行うことにより、学生へフィードバックする。何れの発表においても研
究概要を提出し、最後は特別研究論文を提出してもらう。

なし

なし

特別研究論文の提出（C, E）が評価の前提となる。学内で行われる中間発表、ポスター発表、特別研究発表会（何
れもC, D）で（C-2）を評価する。また、指導教員のもとで行った研究活動（A, B）について総合的に（AC-1～AC-
5，B-4，C-2，D-1～D-3）を評価する。その内訳は以下の通りとし、6割以上を合格とする。

・学内で行われる中間発表（15％）※1
・学内で行われるポスター発表（15％）※1
・特別研究発表会（20%）※1
・各指導教員の個別の評価（50%）※2

※1　特別研究Ⅱ関係教員が概要、発表内容、質疑応答について総合的に評価する。
※2　各指導教員の個別の評価は以下の様に教員のみとめた実質的な研究時間で評価する。
　　「教員のみとめた研究時間÷480×30点（50点満点）」
　　 なお、研究時間と研究内容を記した「研究日誌」を提出する必要がある。

特別研究Ⅰ

国内外の学会発表などに積極的に参加し、研究成果を発表することとなる。基礎学習を十分にやっておくようにす
ること。また、通年で480時間以上の研究を行うことが望ましい(202.5時間は指導教員のもとで研究を行うこと)。

科目名（和文）

特別研究Ⅱ

Research Works 2

専攻科では「研究開発能力を有する創造的な技術者」を育成しており、その集大成として、特別研究を実施する。
当該授業では指導教員の課題にあうテーマを自主的に設定し、研究（提案、開発、製作、実験、解析など）を行
う。また、得られた成果を論文にまとめ、発表を行う。

A.研究テーマの内容の理解に必要な基礎を理解することができる。
B.研究テーマの問題について考えることができ、それを解決することができる。
C.文献調査などを行うことができ、適切な報告書を作成することができる。
D.適切な発表資料を作成でき，発表を行うことができる。
E.研究成果をまとめ、適切な形で論文を作成することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-4 C-2 D-1 D-2 D-3   

JABEE基準1(2)との対応

(d)(2) (d)(4) (e) (f) (g) (h) (i) AC-1 AC-2 AC-3 AC-4 AC-5   

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

各研究室において、教員の指導のもとで研究

202.5 活動を行う（各研究室で個別に設定された授

業計画については担当教員に問い合わせてく

ださい）。

中間発表

ポスター発表

特別研究発表会

特別研究論文の提出

合計

202.5

時間

「電磁気学的手法による構造計測に関する研究」

「実環境下で正確かつコンパクトに基本周波数を推定可能な手法の研究」

など

「人間の視知覚特性を利用した画像認識・処理に関する研究」

「ロボット・メカトロニクスにおける生物規範的システム設計学に関する研究」

「生体情報計測を利用した医用診断および支援システム開発に関する研究」

「高分子基複合材料の材料特性に及ぼす内部構造の影響に関する研究」

「生命現象における普遍的性質を理解するための数理モデル構築とその数理的解析」

「熱電変換材料の特性向上と実用化に関する研究」

「機能性セラミックスに関する研究」

「衛星測位と無線通信技術の応用に関する研究」

「数理モデルと最適化の応用に関する研究」

「フィルタ設計や信号の解析・抽出を目的としたディジタル信号処理に関する研究」

研究テーマ（課題名）

「電気音響あるいは生体信号を対象とした信号処理工学的解析等に関する研究」

「再生可能エネルギーを利用した発電システムに関する研究」

「パワーエレクトロニクスの応用に関する研究」

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□与えられた研究テーマの内容を理解し，専門分野の基礎を理解す

　ることができる(A)。

□各種問題に取り組みそれを解決することができる(B)。

□各発表などにおいて、適切な報告書（論文等）を作成することが

　できる(C)。

□適切な発表資料を作成し、発表を行うことができる(D)。

□研究成果をまとめることができる(E)。

授業計画
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開講年度 2022 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

分布定数回路特論

Advanced Course on Distributed Constant Circuit

電気回路の高速、高周波への応用に際して、今後ますます重要となる分布定数回路とその周辺技術について学ぶ。

A. 分布定数回路と集中定数回路の違いと使い分けを説明することができる。
B. 分布定数回路の代表的な応用例である伝送線路について電信方程式をかくことができる。
C. 電信方程式の解の求め方について説明することができる。
D. オープンスタブとショートスタブの違いについて説明することができる。
E. オープンスタブおよびショートスタブの周波数特性を説明できる。
F. 分布定数回路のSパラメータの周波数特性を計算できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

板書を基本とし講義形式で進める。学生は事前に該当箇所を予習し、不明な点は講義中に質問をすることで確実に
ものにすること。また、学生は授業外学習課題を通して疑問点を質問し、解決する。また、教員は提出された課題
をチェックし学生の理解を確認する。なお、テスト返却時に点数および簡単な解説を伝えることで、学生の理解度
確認とそのフィードバックを行う。

なし

適宜、補助プリントを用いる。

中間区間評価点　＝　中間テスト　　　　　　７０％
　　　　　　　＋授業外学習課題提出物　３０％
期末区間評価点　＝　期末テスト　　　　　　７０％
　　　　　　　＋授業外学習課題提出物　３０％

なお、授業態度が悪い場合は、平常点から最大１０％減点することがある。

電気電子回路特論

中間、期末のテストに備え、復習を怠らないこと。教科書をよく読んで理解に努めること。なお、授業で行った内
容の理解を確認するための課題を用いるなど、授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

3 分布定数回路と集中定数回路

3 伝送線路と電信方程式

3 伝送線路の端末に負荷を付けた場合の

インピーダンス

0.75 中間試験

0.75 答案返却

9.75 ABCDパラメータを用いた分布定数回路の

Sパラメータの周波数特性の計算演習

0.75 期末試験

0.75 答案返却

合計

22.5

時間

授業計画

□分布定数回路と集中定数回路の使い分けを説明できる。(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□専攻科における本講義の位置づけと重要性を理解している。

□学習の進め方、評価方法等を理解している。

□分布定数回路（オープンスタブとショートスタブ）と集中定数

　回路を対比して説明できる。(D)

□電信方程式の導出ができる。(B)

□電信方程式の解と特性インピーダンスを求めることができる。(C)

□先端開放と先端短絡の伝送線路のインピーダンスを導出できる。(D)

□オープンスタブおよびショートスタブの周波数特性を説明することができる。(E)

□分布定数回路のSパラメータの周波数特性を計算できる。(F)
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開講年度 2022 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

分布定数回路特論

Advanced Course on Distributed Constant Circuit

電気回路の高速、高周波への応用に際して、今後ますます重要となる分布定数回路とその周辺技術について学ぶ。

A. 分布定数回路と集中定数回路の違いと使い分けを説明することができる。
B. 分布定数回路の代表的な応用例である伝送線路について電信方程式をかくことができる。
C. 電信方程式の解の求め方について説明することができる。
D. オープンスタブとショートスタブの違いについて説明することができる。
E. オープンスタブおよびショートスタブの周波数特性を説明できる。
F. 分布定数回路のSパラメータの周波数特性を計算できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

板書を基本とし講義形式で進める。学生は事前に該当箇所を予習し、不明な点は講義中に質問をすることで確実に
ものにすること。また、学生は授業外学習課題を通して疑問点を質問し、解決する。また、教員は提出された課題
をチェックし学生の理解を確認する。なお、テスト返却時に点数および簡単な解説を伝えることで、学生の理解度
確認とそのフィードバックを行う。

なし

適宜、補助プリントを用いる。

中間区間評価点　＝　中間テスト　　　　　　７０％
　　　　　　　＋授業外学習課題提出物　３０％
期末区間評価点　＝　期末テスト　　　　　　７０％
　　　　　　　＋授業外学習課題提出物　３０％

なお、授業態度が悪い場合は、平常点から最大１０％減点することがある。

電気電子回路特論

中間、期末のテストに備え、復習を怠らないこと。教科書をよく読んで理解に努めること。なお、授業で行った内
容の理解を確認するための課題を用いるなど、授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。

氏名：

時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

3 分布定数回路と集中定数回路

3 伝送線路と電信方程式

3 伝送線路の端末に負荷を付けた場合の

インピーダンス

0.75 中間試験

0.75 答案返却

9.75 ABCDパラメータを用いた分布定数回路の

Sパラメータの周波数特性の計算演習

0.75 期末試験

0.75 答案返却

合計

22.5

時間

授業計画

□分布定数回路と集中定数回路の使い分けを説明できる。(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□専攻科における本講義の位置づけと重要性を理解している。

□学習の進め方、評価方法等を理解している。

□分布定数回路（オープンスタブとショートスタブ）と集中定数

　回路を対比して説明できる。(D)

□電信方程式の導出ができる。(B)

□電信方程式の解と特性インピーダンスを求めることができる。(C)

□先端開放と先端短絡の伝送線路のインピーダンスを導出できる。(D)

□オープンスタブおよびショートスタブの周波数特性を説明することができる。(E)

□分布定数回路のSパラメータの周波数特性を計算できる。(F)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

基本的に座学で講義する。講義内容確認のために時間内に小テストを実施する。課題、試験及び小テストは採点の
上、返却し、理解度を確認してもらう。

なし

適宜必要な資料を紹介する。

評価項目は以下の３つである。
①定期試験の点数
②小テスト（２回）の平均点
③授業時に課す課題（２回以上）の平均点

総合評価の算出方法は、

総合評価＝（①×60％＋②×20％＋③×20％）とする。

応用通信特論,トラヒック理論

三角関数、微積・ラプラス変換、フーリエ変換などの知識があれば、より理解が深まる。授業外学修として45時間
を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として課題や小テスト、試験の準備学習など実施すること。

科目名（和文）

通信工学特論

Communications Engineering

陸上移動通信の歴史、移動通信を支える技術、周波数有効利用技術の現状と今後について概説する。

A.ワイヤレス通信の歴史を理解できる。
B.アンテナの定義と種類を理解できる。
C.電波伝搬の基本特性を理解できる。
D.衛星通信、移動通信の概要が理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 序論

3 電磁波の基礎

3 アンテナ

3 電波伝搬

3 地上固定通信

3 衛星通信

3 移動通信

1.5 試験(1回)

合計

22.5

時間

□移動通信の概要が理解できる。(D)

□定期試験

□無線回線の基本構成を理解できる。(C)

□衛星通信の概要が理解できる。(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する。

□電波の利用、ワイヤレス通信の歴史を理解できる。(A)

□アンテナの定義と種類が理解できる。(B)

□電波の基本特性を理解できる。(B,C)

授業計画

□電磁気現象の説明できる法則を理解できる。(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

ネットワークサーバーの運用・構築に長年携わった経験を基に、特にパケットベースのネットワークシステムのメ
カニズムについて分かりやすく解説する。また、前職での通信キャリアとの共同研究を通して会得した光ネット
ワークに関する知見を基に、主に基幹系ネットワークの沿革や要素技術についても講義の中で紹介する。

授業内容

科目名（和文）

トラヒック理論

Traffic Theory

通信トラヒックに対する基本的な考え方、理論を学ぶ。さらに、トラヒックシステムの信頼性についても論じる。

A.通信トラヒックの特徴を理解できる。
B.トラヒックモデルの定式化を理解できる。
C.トラヒック理論の基本関係式を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主体として、配布する講義資料に沿って進める。授業終了前に演習課題を適宜出題し、次回の授業時に提出
を求める。演習課題については、コメントを付けて採点・返却の上、必要に応じ解説を加えることで、学生の理解
度を高める。

適宜、講義資料を配布する

「わかりやすい情報交換工学」　村上泰司　（森北出版）

定期試験を80％、授業外学修による課題演習を20%として評価する。

定期試験については100点満点とし、得点に0.8を乗じて定期試験の評価とする。・・・①

課題については、全て提出して100点満点とし、各課題得点を合計したものに0.2を乗じて課題演習の評価とす
る。・・・②

最終的な評価は、①＋②で算出する。

情報ネットワーク特論

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として、予め教員が課した予習課題に取
り組むことに加え、教員から出された復習のための演習課題を解く過程で、理解が足りていない部分を補うべく自
主学習すること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 トラヒックシステムの沿革と全体像

4.5 パケット交換技術

4.5 トラヒックモデル

4.5 待ち行列理論

3 トラヒックシステムの信頼性

1.5 基幹トラヒックシステム

1.5 定期試験

合計

22.5

時間

授業計画

□トラヒックシステムの全体像を理解する。(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する。

□トラヒックシステムの変遷を理解する。(A)

□インターネット技術を理解する。(A)

□IP電話システムを理解する。(A)

□呼量を理解する。(B)

□呼損率を理解する。(B)

□待ち行列解析の目的を理解する。(A)

□リトルの公式を理解する。(C)

□固有稼働率と故障率の算出方法を理解する。(C)

□信頼度の算出方法を理解する。(C)

□基幹系のトラヒックシステムの概略を理解する。(A)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

ネットワークサーバーの運用・構築に長年携わった経験を基に、特にパケットベースのネットワークシステムのメ
カニズムについて分かりやすく解説する。また、前職での通信キャリアとの共同研究を通して会得した光ネット
ワークに関する知見を基に、主に基幹系ネットワークの沿革や要素技術についても講義の中で紹介する。

授業内容

科目名（和文）

トラヒック理論

Traffic Theory

通信トラヒックに対する基本的な考え方、理論を学ぶ。さらに、トラヒックシステムの信頼性についても論じる。

A.通信トラヒックの特徴を理解できる。
B.トラヒックモデルの定式化を理解できる。
C.トラヒック理論の基本関係式を理解できる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

座学を主体として、配布する講義資料に沿って進める。授業終了前に演習課題を適宜出題し、次回の授業時に提出
を求める。演習課題については、コメントを付けて採点・返却の上、必要に応じ解説を加えることで、学生の理解
度を高める。

適宜、講義資料を配布する

「わかりやすい情報交換工学」　村上泰司　（森北出版）

定期試験を80％、授業外学修による課題演習を20%として評価する。

定期試験については100点満点とし、得点に0.8を乗じて定期試験の評価とする。・・・①

課題については、全て提出して100点満点とし、各課題得点を合計したものに0.2を乗じて課題演習の評価とす
る。・・・②

最終的な評価は、①＋②で算出する。

情報ネットワーク特論

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として、予め教員が課した予習課題に取
り組むことに加え、教員から出された復習のための演習課題を解く過程で、理解が足りていない部分を補うべく自
主学習すること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 トラヒックシステムの沿革と全体像

4.5 パケット交換技術

4.5 トラヒックモデル

4.5 待ち行列理論

3 トラヒックシステムの信頼性

1.5 基幹トラヒックシステム

1.5 定期試験

合計

22.5

時間

授業計画

□トラヒックシステムの全体像を理解する。(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画、評価方法、本授業の達成目標を理解する。

□トラヒックシステムの変遷を理解する。(A)

□インターネット技術を理解する。(A)

□IP電話システムを理解する。(A)

□呼量を理解する。(B)

□呼損率を理解する。(B)

□待ち行列解析の目的を理解する。(A)

□リトルの公式を理解する。(C)

□固有稼働率と故障率の算出方法を理解する。(C)

□信頼度の算出方法を理解する。(C)

□基幹系のトラヒックシステムの概略を理解する。(A)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

主として座学を行い，適宜課題を出題する．課題・試験に関しては採点・返却を行い理解度を高める．

なし

シミュレーションで学ぶディジタル信号処理 (TECHI)，CQ出版社
ディジタル音声&画像の圧縮/伸長/加工技術 (ディジタル信号処理シリーズ) ，CQ出版社

試験と課題で評価を行う．
評点 = 試験素点×0.7 + 課題点（授業外学修）

各課題は30点満点で評価し，その平均点を課題点とする．
（期日に遅れた場合は各課題の採点結果に対して0.8倍した値とする．）

大規模情報処理

複素数や線形代数を取り扱うので，復習をしておくこと．
授業外学修として45時間を，本講義の予習復習や複数回出題する課題（演習や調査など）の取り組みなどに充てる
こと．

科目名（和文）

信号処理論

Advanced Signal Processing

電子工学，通信工学の分野をはじめとして，学際領域の技術の代表的なものが信号処理工学である．本講義では，
現在の実社会において，種々の機器やシステムに使用されている基盤的な信号処理技術について，事例を示しなが
ら学習する．

A. 可変フィルタの構造や設計法について説明できる
B. 適応アルゴリズムや適応フィルタについて説明できる
C. マルチレート信号処理について説明できる
D. マイクロホンアレーを用いたアレー信号処理について説明できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

4.5 可変ディジタルフィルタ

4.5 適応信号処理

4.5 マルチレート信号処理

4.5 アレー信号処理

1.5 試験

1.5 試験返却・まとめ

合計

22.5

時間

□ 音源分離(D)

□ アップサンプリング (C)

□ ダウンサンプリング (C)

□ フィルタバンク (C)

□ マイクロホンアレー(D)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 可変ディジタルフィルタの構造 (A)

□ 適応アルゴリズム (B)

□ 適応フィルタ (B)

授業計画

□ 可変ディジタルフィルタの設計法 (A)

－383－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

応用通信特論

Applied Communications

ディジタル通信技術の基礎について講義する。次にその応用システムである測位衛星技術や、RFIDなどに代表され
る近距離無線について、時事の話題も絡めながら紹介する。

A. 送受信機の構成と変調方式の種類が理解できる
B. 測位航法システムの概要を説明できる
C. 近距離無線技術の概要が理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に座学で講義する。講義内容確認のために時間内に小テストを実施する。課題、試験及び小テストは採点の
上、返却し、理解度を確認してもらう。

なし

適宜必要な資料を紹介する。

評価項目は以下の３つである。
①定期試験の点数
②小テスト（２回）の平均点
③授業時に課す課題（２回以上）の平均点

総合評価の算出方法は、

総合評価＝（①×60％＋②×20％＋③×20％）とする。

通信工学特論,トラヒック理論

三角関数、微積・ラプラス変換、フーリエ変換などの知識があれば、より理解が深まる。授業外学修として45時間
を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として課題や小テスト、試験の準備学習など実施すること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 無線通信の歴史

4.5 無線機の構成と変調方式

1.5 小テスト（１）

6 GNSSの概要

1.5 小テスト（２）

3 GNSSの応用

1.5 近距離無線技術

1.5 定期試験

合計

22.5

時間

授業計画

□多元接続方式(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容説明

□無線通信の歴史(A)

□送信機と受信機の構成(A)

□アナログ変調方式とディジタル変調方式(A)

□測位システムの歴史と原理(B)

□GPSの概要(B)

□単独測位と誤差要因(B)

□受信機の構成(B)

□GPSの補完システムと補正システム(B)

□GPS以外の衛星測位システム(B)

□近距離無線技術の概要(C)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

応用通信特論

Applied Communications

ディジタル通信技術の基礎について講義する。次にその応用システムである測位衛星技術や、RFIDなどに代表され
る近距離無線について、時事の話題も絡めながら紹介する。

A. 送受信機の構成と変調方式の種類が理解できる
B. 測位航法システムの概要を説明できる
C. 近距離無線技術の概要が理解できる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

基本的に座学で講義する。講義内容確認のために時間内に小テストを実施する。課題、試験及び小テストは採点の
上、返却し、理解度を確認してもらう。

なし

適宜必要な資料を紹介する。

評価項目は以下の３つである。
①定期試験の点数
②小テスト（２回）の平均点
③授業時に課す課題（２回以上）の平均点

総合評価の算出方法は、

総合評価＝（①×60％＋②×20％＋③×20％）とする。

通信工学特論,トラヒック理論

三角関数、微積・ラプラス変換、フーリエ変換などの知識があれば、より理解が深まる。授業外学修として45時間
を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として課題や小テスト、試験の準備学習など実施すること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 無線通信の歴史

4.5 無線機の構成と変調方式

1.5 小テスト（１）

6 GNSSの概要

1.5 小テスト（２）

3 GNSSの応用

1.5 近距離無線技術

1.5 定期試験

合計

22.5

時間

授業計画

□多元接続方式(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業内容説明

□無線通信の歴史(A)

□送信機と受信機の構成(A)

□アナログ変調方式とディジタル変調方式(A)

□測位システムの歴史と原理(B)

□GPSの概要(B)

□単独測位と誤差要因(B)

□受信機の構成(B)

□GPSの補完システムと補正システム(B)

□GPS以外の衛星測位システム(B)

□近距離無線技術の概要(C)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

大規模情報処理

Big Data Processing

ディジタル信号処理を題材とした情報処理を取り扱う．講義では通信や音声処理で用いられるようなフーリエ変換
やディジタルフィルタから，画像処理で用いられるような2次元信号処理について実例を示しながら学習する．

A. 1次元信号処理について説明ができる
B. 多次元信号処理について説明ができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[CS]／B-3[EE・ME]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[CS]／(d)(1) (d)(3) (i)[EE・ME]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

主として座学を行い，適宜課題を出題する．課題・試験に関しては採点・返却を行い理解度を高める．

なし

MATLAB対応 ディジタル信号処理

試験と課題で評価を行う．
評点 = 試験素点×0.7 + 課題点（授業外学修）

各課題は30点満点で評価し，その平均点を課題点とする．
（期日に遅れた場合は各課題の採点結果に対して0.8倍した値とする．）

信号処理論

複素数や線形代数を取り扱うので，復習をしておくこと．
授業外学修として45時間を，本講義の予習復習や複数回出題する課題（演習や調査など）の取り組みなどに充てる
こと．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

9 1.信号処理の基礎

9 2.多次元信号処理

1.5 試験

1.5 試験返却・まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

□ 離散フーリエ変換 (A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 信号の分類とサンプリング定理 (A)

□ ディジタルフィルタ (A)

□ Z変換 (A)

□ 伝達関数 (A)

□ 1次元ディジタルフィルタによるフィルタリング (A)

□ 2次元信号と2次元離散フーリエ変換 (B)

□ 2次元ディジタルフィルタ (B)

□ 画像処理 (B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

数理計画

Mathematical Programing

数理計画法は線形計画法，非線形計画法，整数計画法，組み合わせ最適化におおきく分類される．本講義では線
形・非線形計画法を中心に最適化問題がどのような性質について基礎的な考え方を習得する．本講義により学習教
育到達目標の創造的研究開発能力(AC-2)を育成する．

A 線形計画法の定式化とシンプレックス法による解法を理解できる．
B 非線形計画法の基本的な考え方を理解できる．
C 組合せ最適化問題の基本的な考え方について理解できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を行う．到達目標AとBに対応した課題を出題する．課題を期限までに報告書として提出することを
求める．授業中に課題の解答例を解説し理解度を確認する．期末試験は答案用紙を返却した上で解答例を解説し学
修状況を確認する．授業外学修時間は本講義の予習復習と課題A，Bの実施に充てること．具体的な内容として授業
前に必要とされる知識の予習と授業後に各自で授業中に黒板で説明した式の導出を行ってほしい．予習復習の成果
については毎回の授業で内容を確認する．

必要に応じてプリント資料を配布する．

伊理正夫、線形計画法、共立出版株式会社、1990年
茨木俊秀、福島正夫、最適化の手法、共立出版株式会社，1993年

学修時間の成果については毎時間の提出を求める．課題の評価は提出率×10を評価点とする．期末試験と2回のレ
ポート課題で評価を行う。総合評価は

科目の評価点　課題（20％）×２　＋　学修時間の課題（10％）＋　期末試験（50％）

で計算する．60％以上の評価で合格となる．

微分・積分，解析学，線形代数．数値計算．

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること．具体的な内容として授業中説明した式を導出して次回
授業前にレポートとして提出してもらう．また，授業中に次回授業の数学的な背景と関連する知識を説明するので
この内容もレポートに追記して提出してもらう．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

7.5 線形計画法

7.5 非線形計画法

4.5 組合せ最適化

1 試験

0.5 講評

合計

22.5

時間

授業計画

□生産計画問題について説明できる．(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

　授業の計画と評価の方法の説明

　工学における数理計画法の役割について説明できる．

□目的関数と実行可能領域について説明できる．(A)

□標準形、双対問題について説明できる．(A)

□単体法（シンプレックス法）による求解について説明できる．(A)

□課題A（シンプレックス法による計算をすることができる）

□非線形関数について説明できる．(B)

　　　□二次形式の標準形

　　　□正値対称行列

□ラグランジュ未定乗数法を用いて最適化問題を解くことができる(B)

□制約なし非線形最適化について説明できる．(B)

□制約付き非線形最適化について説明できる．(B)

□課題B　ラグランジュ未定乗数法による簡単な練習問題

□組み合わせ最適化問題の基本的考え方について説明できる(C）

□発見的解法について説明できる(C）

　より発展した勉強のために．
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

数理計画

Mathematical Programing

数理計画法は線形計画法，非線形計画法，整数計画法，組み合わせ最適化におおきく分類される．本講義では線
形・非線形計画法を中心に最適化問題がどのような性質について基礎的な考え方を習得する．本講義により学習教
育到達目標の創造的研究開発能力(AC-2)を育成する．

A 線形計画法の定式化とシンプレックス法による解法を理解できる．
B 非線形計画法の基本的な考え方を理解できる．
C 組合せ最適化問題の基本的な考え方について理解できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2       

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を行う．到達目標AとBに対応した課題を出題する．課題を期限までに報告書として提出することを
求める．授業中に課題の解答例を解説し理解度を確認する．期末試験は答案用紙を返却した上で解答例を解説し学
修状況を確認する．授業外学修時間は本講義の予習復習と課題A，Bの実施に充てること．具体的な内容として授業
前に必要とされる知識の予習と授業後に各自で授業中に黒板で説明した式の導出を行ってほしい．予習復習の成果
については毎回の授業で内容を確認する．

必要に応じてプリント資料を配布する．

伊理正夫、線形計画法、共立出版株式会社、1990年
茨木俊秀、福島正夫、最適化の手法、共立出版株式会社，1993年

学修時間の成果については毎時間の提出を求める．課題の評価は提出率×10を評価点とする．期末試験と2回のレ
ポート課題で評価を行う。総合評価は

科目の評価点　課題（20％）×２　＋　学修時間の課題（10％）＋　期末試験（50％）

で計算する．60％以上の評価で合格となる．

微分・積分，解析学，線形代数．数値計算．

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること．具体的な内容として授業中説明した式を導出して次回
授業前にレポートとして提出してもらう．また，授業中に次回授業の数学的な背景と関連する知識を説明するので
この内容もレポートに追記して提出してもらう．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

7.5 線形計画法

7.5 非線形計画法

4.5 組合せ最適化

1 試験

0.5 講評

合計

22.5

時間

授業計画

□生産計画問題について説明できる．(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

　授業の計画と評価の方法の説明

　工学における数理計画法の役割について説明できる．

□目的関数と実行可能領域について説明できる．(A)

□標準形、双対問題について説明できる．(A)

□単体法（シンプレックス法）による求解について説明できる．(A)

□課題A（シンプレックス法による計算をすることができる）

□非線形関数について説明できる．(B)

　　　□二次形式の標準形

　　　□正値対称行列

□ラグランジュ未定乗数法を用いて最適化問題を解くことができる(B)

□制約なし非線形最適化について説明できる．(B)

□制約付き非線形最適化について説明できる．(B)

□課題B　ラグランジュ未定乗数法による簡単な練習問題

□組み合わせ最適化問題の基本的考え方について説明できる(C）

□発見的解法について説明できる(C）

　より発展した勉強のために．

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

計算システム論

Computing Systems

計算装置としてのコンピュータシステムを概観する．プログラム内蔵方式のコンピュータにおける基本的な計算の
仕組み，その高速化手法である命令パイプラインやキャッシュメモリと性能評価指標，並列計算システムの現状と
課題について解説する．

A. プログラム内蔵方式コンピュータでのデータ表現と計算の仕組みを理解し説明できる．
B. 代表的な性能評価指標を用いて計算システムの性能を評価できる．
C. 高速化手法である命令パイプラインやキャッシュメモリの原理と課題について理解し説明できる．
D. 並列計算システムの仕組みについて理解し説明できる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

講義形式で授業を行い，定期的に演習課題を提示する．提出された演習課題は採点して返却するとともに，授業中
に解答例を提示する．定期試験については採点済みの答案用紙を返却し，授業に対する理解度を確認してもらう．

必要に応じてプリント資料を配布する．

D.A.Patterson,J.L.Hennessy, Computer Organization and Design:The Hardware/Software Interface, Morgan
Kaufmann, 2013

期末： 定期試験（80％）＋課題（20％）

数値表現，論理回路，計算機の構成について基本的なことを事前に学習していることが望ましい．なお，授業外学
修として45時間を本講義の予習復習（資料調査・演習課題）に充てること．

氏名：

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス

1.5 計算システム開発の歴史

1.5 数値表現

1.5 計算機の基本構成

3 命令による計算の仕組み

3 性能評価

3 高速化技術

3 並列計算システム

3 事例研究

1.5 定期試験

合計

22.5

時間

授業計画

□ プログラム内蔵方式計算機の特徴(A)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 本授業の位置づけ，授業日程，評価方法

□ 計算機の基本構成と事前知識の整理

□ 計算装置の開発経緯，プログラム内蔵方式の誕生(A,C,D)

□ 固定小数点数，浮動小数点数(A)

□ メモリとレジスタの構成(A)

□ 命令セットと計算機構(A)

□ 代表的な性能評価指標と算出方法(B)

□ 命令パイプライン(C)

□ キャッシュメモリシステム(C)

□ 並列計算への要求と現状(D)

□ 数値計算の事例(A,B,C,D)

□ 学習達成度を確認する
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

半導体工学

Semiconductor Engineering 

半導体の構造、基本的性質、電子デバイスへの応用例、および特性評価と製造技術について講義を行う。
物理、化学の基礎的知識と初歩的解析学を前提として解説を行う。

A 半導体中の輸送現象を定量的に取り扱うことができる。
B 半導体のエネルギーバンド構造について説明することができる。
C 半導体デバイスの動作原理について説明することができる。
D 半導体材料の評価方法について説明することができる。
E 半導体材料の製造方法について説明することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

シラバスに従って各項目の講義を行う。また適宜、該当項目に関する演習問題を課し、
これらの演習問題を解くことによって実力を養成する。
当該演習課題は評価後に学生に返却するので、担当教員からのコメントを確認する。
コメントの内容にしたがって再調査・追記・修正の後、必要であれば再提出する。

プリント等の配布による

なし

授業項目の内容に対応して、5回程度実施するレポート課題により評価する。
1つのレポート課題は図を用いて数ページ程度の分量を課す。
評価はレポート課題の質と分量の双方を考慮する。
必要に応じて追加課題を課することがある。

一般化学、物理、微分積分について復習しておくことが望ましい。
授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。主に、レポート課題および追加課題に取り組むための
時間を想定している。

氏名：

時間数 授業項目

2 固体内の電子

8.5 エネルギーバンド

4 PN接合とダイオード

4 半導体材料の特性評価

4 半導体材料の製造法

合計

22.5

時間

授業計画

□間接遷移と直接遷移について述べることができる(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□自由電子の性質を述べることができる(A)

□固体内の電子の性質を述べることができる(A)

□半導体のエネルギーバンド構造を描くことができる(B)

□電子・正孔による電気伝導を説明できる(A,B)

□フェルミ準位を示すことができる(A,B)

□半導体の光学吸収について述べることができる(A,B)

□半導体の発光現象について述べることができる(A,B)

□半導体の熱的性質について述べることができる(A,B)

□PN接合の基礎について述べることができる(A,B,C)

□PN接合におけるキャリアの振る舞いについて述べることができる(A,B,C)

□半導体の特性評価方法について分類することができる(D)

□半導体材料の製造方法について述べることができる(E)

－388－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

授業内容

科目名（和文）

半導体工学

Semiconductor Engineering 

半導体の構造、基本的性質、電子デバイスへの応用例、および特性評価と製造技術について講義を行う。
物理、化学の基礎的知識と初歩的解析学を前提として解説を行う。

A 半導体中の輸送現象を定量的に取り扱うことができる。
B 半導体のエネルギーバンド構造について説明することができる。
C 半導体デバイスの動作原理について説明することができる。
D 半導体材料の評価方法について説明することができる。
E 半導体材料の製造方法について説明することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

シラバスに従って各項目の講義を行う。また適宜、該当項目に関する演習問題を課し、
これらの演習問題を解くことによって実力を養成する。
当該演習課題は評価後に学生に返却するので、担当教員からのコメントを確認する。
コメントの内容にしたがって再調査・追記・修正の後、必要であれば再提出する。

プリント等の配布による

なし

授業項目の内容に対応して、5回程度実施するレポート課題により評価する。
1つのレポート課題は図を用いて数ページ程度の分量を課す。
評価はレポート課題の質と分量の双方を考慮する。
必要に応じて追加課題を課することがある。

一般化学、物理、微分積分について復習しておくことが望ましい。
授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。主に、レポート課題および追加課題に取り組むための
時間を想定している。

氏名：

時間数 授業項目

2 固体内の電子

8.5 エネルギーバンド

4 PN接合とダイオード

4 半導体材料の特性評価

4 半導体材料の製造法

合計

22.5

時間

授業計画

□間接遷移と直接遷移について述べることができる(A,B)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□自由電子の性質を述べることができる(A)

□固体内の電子の性質を述べることができる(A)

□半導体のエネルギーバンド構造を描くことができる(B)

□電子・正孔による電気伝導を説明できる(A,B)

□フェルミ準位を示すことができる(A,B)

□半導体の光学吸収について述べることができる(A,B)

□半導体の発光現象について述べることができる(A,B)

□半導体の熱的性質について述べることができる(A,B)

□PN接合の基礎について述べることができる(A,B,C)

□PN接合におけるキャリアの振る舞いについて述べることができる(A,B,C)

□半導体の特性評価方法について分類することができる(D)

□半導体材料の製造方法について述べることができる(E)

開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

機能材料

Functional Materials

電気・電子、磁気、光学など、主に力学特性以外の有用な性質を示す材料は機能材料と呼ばれ、あらゆる分野で使
用されている。いくつかの具体的な機能材料について輪講を行い、機能的特性の原理を理解する。

A. 機能材料の概念・電気的特性について理解できる。
B. 具体的な機能材料について、原理を理解することができる。
C. 文献調査した結果をレポートにまとめ、わかりやすく発表することができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2 [EE・ME] ／ B-3 [CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1) [EE・ME] ／ (d)(1) (d)(3) (i) [CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

輪講形式で授業を進める。与えられたテーマについて文献調査し、レポートにまとめて発表する。発表内容に対
し、適宜担当教員より質問を行い理解度を確認し、さらに説明を加えることによって理解を深める。レポートは発
表日に提出する。

配布プリント

なし

輪講1はレポート40％、発表内容20％、理解度確認テスト10％、輪講2は発表レポート20％、発表内容10％として評
価する。授業への参加度がよくない場合は欠席１回につき３点減点する。発表レポートは、与えられたテーマに関
する材料の歴史、機能発現の原理、製造方法、種類、応用例などが的確にまとめられているかどうかを評価する。
発表内容は、発表者に対して適宜質問を行うことによって、理解度を中心に評価を行う。尚、発表レポートは授業
外学修で文献を参照しながら作成すること。

構造材料

授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として、輪講1では、配布プリントの担当
部分のレポートを文献を参照しながら作成し、内容について理解してくること。担当以外の部分も積極的に討議で
きるように、事前に目を通しておくこと。また輪講2では、各自に与えられたテーマについて文献調査し、レポート
を作成すること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 機能材料とは？

13.5 材料機能の基本性質（輪講1）

7.5 各種機能材料とその原理（輪講2）

合計

22.5

時間

授業計画

　　電荷キャリアと電気伝導

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の進め方、機能材料の概念について理解できる。（A）

□材料の機能を表す電気的特性について理解できる。（A,C）

　　エネルギー準位とエネルギー帯

　　伝導体

　　絶縁体

　　半導体

　　理解度確認テスト

□具体的な機能材料について、機能発現の原理を理解することができる。

　（B,C）

　　発表テーマ例

　　　生体材料、光ファイバー、防振合金・防振鋼板、

　　　磁気ディスク・光ディスク、液晶、複合材料、

　　　アモルファス合金、形状記憶合金・超弾性材料、

　　　化合物半導体、チタン合金、極低温用構造材料

　　　熱発電素子・熱電対、超伝導材料、水素貯蔵合金、

　　　レーザー発振用材料、超耐熱合金、金属間化合物、

　　　導電性高分子材料・セラミックス、誘電体・圧電体、

　　　固体電解質とガスセンサー、磁性流体、傾斜機能材料、

　　　シリコン半導体・集積回路、太陽電池、磁石用合金、

　　　超塑性を示す合金、C／C コンポジット

－389－



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を主体に講義を進める．適宜，演習を行う．開講期末に定期試験を実施する．授業内課題については模範解答
の配布により，また期末試験は採点して返却し，理解度の確認を求める．

特に指定はしない．（開講時に参考図書をいくつかあげる）

適宜プリントを配布する

定期試験のみで評価する

数学特論Ⅰ・Ⅱ，物理学特論Ⅰ

演習問題では自分の手を動かして計算すること．また，授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てるこ
と．具体的には授業内容の復習，授業中に出された課題に取り組むこと．

科目名（和文）

物理学特論Ⅱ

Seminar of Physics 2

量子力学が誕生した背景を示し，その生成を明らかにする．シュレディンガー方程式を導入して量子力学的状態の
意味を説明し，量子力学独特の性質を提示する．主に井戸型ポテンシャルに束縛された粒子の状態を扱う．また，
定常状態の一つとして，粒子のポテンシャルによる散乱を扱う．

A.量子力学誕生のきっかけとなった物理現象について，古典論での問題点等を説明できる
B.量子論の考え方について説明できる
C.波動関数について，量子論におけるその役割を説明できる
D.量子化の規則に従いシュレーディンガー方程式を書き下すことができる，
E.井戸型ポテンシャルに拘束された粒子のシュレーディンガー方程式を解いて，エネルギー固有値とその固有関数
を求めることができる．
F.１次元ポテンシャル障壁問題において，透過率・反射率を計算することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1       

JABEE基準1(2)との対応

(c) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

4.5 ガイダンス・前期量子論

6 シュレーディンガー方程式

6 １次元束縛状態

4.5 １次元ポテンシャル散乱

1.5 定期試験

合計

22.5

時間

□ 確率流密度（F）　□ 階段型ポテンシャル（F）

□ 箱型ポテンシャル障壁（F）　□ トンネル効果（F）

□ 時間に依存しないシュレーディンガー方程式（D）

□ 無限井戸型ポテンシャル（E）　□ エネルギー固有値（E）

□ エネルギー固有関数（E）　□ 固有関数の規格化（E）

□ 有限井戸型ポテンシャル（E）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 原子モデル（A）　□ 原子スペクトル問題（A）

□ 光電効果（A）　□ 黒体輻射（A）　□ コンプトン効果（A）

□ エネルギー量子仮説（B）　□ 物質波（B）　

□ 不確定性原理（B）　□ ボーア模型（B）　

□ 波動関数（C）　

□ 時間に依存するシュレーディンガー方程式（D）

□ 量子化の規則（D）　□ 交換関係（D）

授業計画
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を主体に講義を進める．適宜，演習を行う．開講期末に定期試験を実施する．授業内課題については模範解答
の配布により，また期末試験は採点して返却し，理解度の確認を求める．

特に指定はしない．（開講時に参考図書をいくつかあげる）

適宜プリントを配布する

定期試験のみで評価する

数学特論Ⅰ・Ⅱ，物理学特論Ⅰ

演習問題では自分の手を動かして計算すること．また，授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てるこ
と．具体的には授業内容の復習，授業中に出された課題に取り組むこと．

科目名（和文）

物理学特論Ⅱ

Seminar of Physics 2

量子力学が誕生した背景を示し，その生成を明らかにする．シュレディンガー方程式を導入して量子力学的状態の
意味を説明し，量子力学独特の性質を提示する．主に井戸型ポテンシャルに束縛された粒子の状態を扱う．また，
定常状態の一つとして，粒子のポテンシャルによる散乱を扱う．

A.量子力学誕生のきっかけとなった物理現象について，古典論での問題点等を説明できる
B.量子論の考え方について説明できる
C.波動関数について，量子論におけるその役割を説明できる
D.量子化の規則に従いシュレーディンガー方程式を書き下すことができる，
E.井戸型ポテンシャルに拘束された粒子のシュレーディンガー方程式を解いて，エネルギー固有値とその固有関数
を求めることができる．
F.１次元ポテンシャル障壁問題において，透過率・反射率を計算することができる．

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1       

JABEE基準1(2)との対応

(c) AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

4.5 ガイダンス・前期量子論

6 シュレーディンガー方程式

6 １次元束縛状態

4.5 １次元ポテンシャル散乱

1.5 定期試験

合計

22.5

時間

□ 確率流密度（F）　□ 階段型ポテンシャル（F）

□ 箱型ポテンシャル障壁（F）　□ トンネル効果（F）

□ 時間に依存しないシュレーディンガー方程式（D）

□ 無限井戸型ポテンシャル（E）　□ エネルギー固有値（E）

□ エネルギー固有関数（E）　□ 固有関数の規格化（E）

□ 有限井戸型ポテンシャル（E）

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 原子モデル（A）　□ 原子スペクトル問題（A）

□ 光電効果（A）　□ 黒体輻射（A）　□ コンプトン効果（A）

□ エネルギー量子仮説（B）　□ 物質波（B）　

□ 不確定性原理（B）　□ ボーア模型（B）　

□ 波動関数（C）　

□ 時間に依存するシュレーディンガー方程式（D）

□ 量子化の規則（D）　□ 交換関係（D）

授業計画 開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択必修 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

エネルギー変換工学

Energy Conversion Engineering

電気・機械エネルギー変換は、各種産業における非常に重要な分野として役立っている。その基礎となる諸事項を
理解するため、電気エネルギーと機械エネルギーとの相互変換に役立つ基礎理論について学習する。また、各種の
電機システムのモデル化及びそれらの諸解析法について講義する。

A. 電気・機械エネルギー変換の相互関係について理解できる。
B. 電気・機械エネルギー変換の相互変換ができる。
C. 基本的な運動方程式の立式方法が理解できる。
D. 基本的な運動方程式を解くことができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-2[EE・ME]／B-3[CS]

JABEE基準1(2)との対応

(d)(1)[EE・ME]／(d)(1) (d)(3) (i)[CS]AC-2       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業毎に「授業プリント」を配布する。授業は基本的に「授業プリント」を用いて行い，教科書を参考書として使
用する。また、授業終了数分前に白紙プリントを配布する。同白紙プリントは授業内容をまとめた「授業まとめプ
リント」として後日提出してもらう。「授業まとめプリント」は学生が授業の理解度を確認するためのものである
が、教員もその内容を確認し、コメントをつけて返却する。不十分な場合には、再提出をしてもらう。

なし　　※授業ごとに授業プリントを配布

なし

最後の授業で行う総まとめ問題と間違えた問題に対する直しを全体の70%（但し、間違い直しは本来の点数の60%と
する）、授業まとめプリントを30%（まとめプリントの提出遅れは原則認めない※欠席した場合はまとめプリントを
もらうことができない）とする。

※最後の授業で行う総まとめ問題はテスト形式で実施するが、提出済みのまとめプリントを参照してよい。

成績計算方法
(100点満点の演習問題の点数+演習問題の間違直し分の点数×0.6)×0.7+まとめプリント提出枚数/提出回数×30

電力システム

公式等をただ覚えるのではなく，数学的な考え方や物理現象をイメージできるようにしてください。また，授業外
学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。具体的な内容として講義後、内容を忘れないうちに「授業ま
とめプリント」に講義内容をまとめ、次回講義前に再度これを復習に用いること。

氏名：

時間数 授業項目

1.5 １．ガイダンス，基礎電気数学     

1.5 ２．電磁気学の基礎     

1.5 ３．保存系     

1.5 ４．保存系を含む系の解析(1)     

1.5 ５．保存系を含む系の解析(2)     

1.5 ６．双対回路     

1.5 ７．電気回路と磁気回路の双対性     

1.5 ８．電気系と機械系のアナロジー(1)     

1.5 ９．電気系と機械系のアナロジー(2)     

1.5 10．ラグランジュの運動方程式     

1.5 11．非線形モデルの解析法     

1.5 12．平衡点，ラプラス変換     

1.5 13．ラプラス変換を用いた諸定理     

1.5 14．古典制御理論と状態変数法     

1.5 15．総まとめ

合計

22.5

時間

授業計画

□磁気回路の解析を行うことができる(A)。         

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□基礎電気数学を理解できる(A)。         

□基礎的な電気磁気学について理解できる(A)。

□保存系について理解できる(A)。         

□機械系を含む磁気回路の解析を行うことができる(A)。         

□双対回路について説明できる(A)。         

□双対性を解析に利用することができる(A)。         

□電気系と機械系の対応関係を説明することができる(A,B)。     

□ラグランジュの運動方程式を理解できる(B,C)。 

□簡単な非線形モデルの線形化ができる(C)。

□線形化の平衡点を理解でき、ラプラス変換を理解できる(D)。

□ラプラス変換におけるいくつかの諸定理を理解できる(D)。

□古典制御の基礎と現代制御の状態変数法を理解できる(D)。     

□総まとめ問題を解き、間違えた問題について調査、修正を行うこ

　とができる(D)。
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

座学を中心に講義を進める。適宜演習も行う。
授業時間内の演習はその都度内容を確認し採点する。
レポート課題は採点を行い各自に返却する。

特に指定しない。

基礎解析学コース 複素解析 矢野健太郎・石原繁（裳華房）
新訂・応用数学（大日本出版）

成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験(70%)
(2) レポート課題および演習における平常点(30%)

数学特論Ⅰ

手を動かし、演習問題を沢山解くことが理解への第一歩となる。
授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。
具体的な内容として授業の予習、出題レポートの問題演習ならびに返却レポートの内容確認を行う。

科目名（和文）

数学特論Ⅱ

Seminar on Mathematics 2

複素関数（複素平面内で定義され、複素数値を与える関数）に関する数学理論を与える。
特に各点で微分可能な複素関数（正則関数）について論じる。
本講義では数学的な厳密性より、計算法を習得させることに重きを置く。

A. 複素平面や極形式を用いて、複素数の演習ができる。
B. 複素関数の基本性質を学習し、計算できる。
C. Cauchy-Riemannの方程式を用いて、複素関数の正則性が判定できる。
D. 複素関数としての三角関数、指数関数、対数関数が定義でき、計算ができる。
E. Cauchyの積分定理を用いて、複素関数の積分計算ができる。
F. 複素関数の展開ができ、特異点が判別できる。
G. 留数定理を用いて、実数関数の無限積分に応用ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1       

JABEE基準1(2)との対応

(c) AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、複素数

1.5 複素平面、極形式

3 複素関数の基本、複素微分の演算

1.5 正則関数

3 初等関数

1.5 複素積分

3 Cauchyの定理

3 複素関数の展開

3 留数定理

1.5 期末試験（演習）

合計

22.5

時間

□ 複素関数のTaylor展開とLaurent展開(F)

□ 留数定理を用いた実関数の定積分による無限積分の計算(G)

□ 複素積分の定義と性質(E)

□ 線積分の復習　□ Cauchyの定理を用いた複素積分の計算(E) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ シラバスおよび評価方法の説明　□ 複素数の演算(A)

□ 複素平面や極形式を理解する(A)

□ Cauchy-Rieamann方程式による正則性の判定(C) 

□ 複素関数としての指数関数・三角関数・対数関数の定義と演算(D)

授業計画

□ 複素関数の極限、連続性、微分可能性(B)
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AC:専攻科 2年 半期 2

講義 演習 実験・実習

選択 22.5 0 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する
アドバイス

氏名：

座学を中心に講義を進める。適宜演習も行う。
授業時間内の演習はその都度内容を確認し採点する。
レポート課題は採点を行い各自に返却する。

特に指定しない。

基礎解析学コース 複素解析 矢野健太郎・石原繁（裳華房）
新訂・応用数学（大日本出版）

成績評価の根拠となる項目及びその割合
(1) 定期試験(70%)
(2) レポート課題および演習における平常点(30%)

数学特論Ⅰ

手を動かし、演習問題を沢山解くことが理解への第一歩となる。
授業外学修として45時間を本講義の予習復習に充てること。
具体的な内容として授業の予習、出題レポートの問題演習ならびに返却レポートの内容確認を行う。

科目名（和文）

数学特論Ⅱ

Seminar on Mathematics 2

複素関数（複素平面内で定義され、複素数値を与える関数）に関する数学理論を与える。
特に各点で微分可能な複素関数（正則関数）について論じる。
本講義では数学的な厳密性より、計算法を習得させることに重きを置く。

A. 複素平面や極形式を用いて、複素数の演習ができる。
B. 複素関数の基本性質を学習し、計算できる。
C. Cauchy-Riemannの方程式を用いて、複素関数の正則性が判定できる。
D. 複素関数としての三角関数、指数関数、対数関数が定義でき、計算ができる。
E. Cauchyの積分定理を用いて、複素関数の積分計算ができる。
F. 複素関数の展開ができ、特異点が判別できる。
G. 留数定理を用いて、実数関数の無限積分に応用ができる。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

B-1       

JABEE基準1(2)との対応

(c) AC-1       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

授業内容

時間数 授業項目

1.5 ガイダンス、複素数

1.5 複素平面、極形式

3 複素関数の基本、複素微分の演算

1.5 正則関数

3 初等関数

1.5 複素積分

3 Cauchyの定理

3 複素関数の展開

3 留数定理

1.5 期末試験（演習）

合計

22.5

時間

□ 複素関数のTaylor展開とLaurent展開(F)

□ 留数定理を用いた実関数の定積分による無限積分の計算(G)

□ 複素積分の定義と性質(E)

□ 線積分の復習　□ Cauchyの定理を用いた複素積分の計算(E) 

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ シラバスおよび評価方法の説明　□ 複素数の演算(A)

□ 複素平面や極形式を理解する(A)

□ Cauchy-Rieamann方程式による正則性の判定(C) 

□ 複素関数としての指数関数・三角関数・対数関数の定義と演算(D)

授業計画

□ 複素関数の極限、連続性、微分可能性(B)

 
 
 
 
 

 
Ⅸ.実務経験教員による授業科目 

 

 





学年 学科 授業名 単位数 担当教員 授業要録
5 共通 インターンシップ 2 企業等に勤務する実務家が各々の実務経験にもとづき学外実習を指導し，学⽣が進路への興味や意識を⾼める機会を提供する．

5 共通 DTP概論 1 ⽒家 和彦
デザイン事務所でのデザイン企画・制作実務での作業経験から、DTPの全体像を的確な理解のために、最終的なデータ作成時に必
要な、企画から印刷⼯程までの知識や技術などを幅広く解説し、その関連性と重要性を理解してもらう。
これによって、DTPに関連する幅広い知識を習得してもらう。

4 共通 キリスト教概論 2 北川 ⼤介
カトリック司祭としての毎⽇の儀式の中での説教や信徒への講話、他校での宗教講話や修養会指導などの経験を授業の中に活かし
ている。

4 共通 倫理 1 ⼩島 知博
カトリック司祭として⽇々の儀式（ミサ）での説教や信徒への宗教講話、また他のカトリックミッションスクールでの講演、宗教
講話などを授業へ⽣かす

2 共通 保健体育 2 鎌⽥ 俊司
サッカー：⽇本サッカー協会公認B級コーチライセンスを有し、トップリーグや⼤学クラブでのコーチとして活動した実務経験を
もとに、サッカーの理論・技術を解説しながら安全に授業運営・教⽰する。

1 共通 倫理(1年) 1 北川 ⼤介
カトリック司祭としての毎⽇の儀式の中での説教や信徒への講話、他校での宗教講話や修養会指導などの経験を授業の中に活かし
ている。

実務経験教員による授業科⽬⼀覧（準学⼠課程）
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学年 学科 授業名 単位数 担当教員 授業要録
実務経験教員による授業科⽬⼀覧（準学⼠課程）

5 AD デザイン実習Ⅲ 4 ⽒家 和彦
デザイン事務所でのデザイン企画・制作の実務経験から、各課題で企画制作時に最も重要な、使⽤者、利⽤者の環境と状況を考え
ることの⼤切さを解説し、しっかり考えるように指導していく。
同時に、後⼯程へスムーズに渡せるデータ作成を⽬標に、的確なアプリの使⽤⽅法を解説して理解してもらう。

⽒家 和彦
デザイン事務所での、デザイン企画・制作実務での作業経験から、通常のソフトウエアの使⽤⽅法とは異なった、後⼯程を想定し
たデータ作成⽅法を扱いながら、マニュアルとは違う実践的な使い⽅を解説していく。

織⽥ 豊⼀
製品開発・プロダクトデザイン及びインテリアデザインに関する実務経験に基づき、実際の仕事での3D/CG制作に必要となる基礎
知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

5 AD 経営論 2 川﨑 紀弘
デザイン会社取締役の経験から、経営計画⽴案や組織体制、⼈材配置の実践、売上げ⽬標、年度経営⽅針の策定など会社経営にお
ける基本的な業務を実践的な側⾯から解説できる

5 AD マーケティング 2 ⽒家 和彦

⾃動⾞製造メーカーにおける商品企画、デザイン開発実務の経験から、テキストの内容に加えて、講義の中で実際に授業担当者が
経験した商品企画の実務事例紹介をしながら、マーケティングの考え⽅を解説していく。
マーケティングを考えていく上で、最も重要視されている市場環境や⼈々の⾏動といった⽇常⽣活環境の中から、実際に現在のモ
ノ・コトに影響を与えている要素について解説し、⾒⽅、考え⽅を学んでもらう。

5 AD デザインマネージメント 2 ⽐留間 真 企業のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に関わった経験から、企業活動に求められる広義のデザインの役割にふれる
4 AD デザイン実習2 2 ⽐留間 真 企業でのデザイン開発の実務経験に基づき、設計・製品デザインのプロセスに沿って、実践的なデザインワークに取り組む.
4 AD デザイン⽅法論２ 2 ⽯⿊ 猛 国内外のさまざまな企業と実施したプロジェクトの経験からデザインの⽅法を、そのデザインの本質的な意味を含めて習得する。

4 AD 応⽤デザイン1（平⾯） 2 川﨑 紀弘

■エディトリアルデザイナーとしての経験：アプリケーションによるデータ制作、クライアントへの提案物の制作 ■アートディ
レクター、クリエイティブディレクターの経験：プロジェクトの⼀貫した計画、コンセプトメイクの実践 ■パッケージデザイ
ナーとしての経験：提案物のモックアップ制作及びそのためのデータ制作、商品ディスプレイデザイン ■印刷技術者としての経
験：印刷⼿法の理解、最終アウトプットへの精度理解

4 AD 応⽤デザイン1（⽴体） 2 ⽯⿊ 猛
実際に製品デザイン開発にかかわった事例を紹介しながら、その中で提案製品に対してどんな要素に着⽬し、何を考えて、デザイ
ン作業を進めていったか解説していく。

4 AD 応⽤デザイン2（平⾯） 2 川﨑 紀弘

■エディトリアルデザイナーとしての経験：アプリケーションによるデータ制作、クライアントへの提案物の制作 ■アートディレク
ター、クリエイティブディレクターの経験：プロジェクトの⼀貫した計画、コンセプトメイクの実践 ■パッケージデザイナーとして
の経験：提案物のモックアップ制作及びそのためのデータ制作、商品ディスプレイデザイン ■印刷技術者としての経験：印刷⼿法の
理解、最終アウトプットへの精度理解

4 AD 応⽤デザイン2（⽴体） 2 ⽯⿊ 猛
実際に製品デザイン開発にかかわった事例を紹介しながら、その中で提案製品に対してどんな要素に着⽬し、何を考えて、デザイ
ン作業を進めていったか解説していく。

織⽥ 豊⼀
［⽴体］製品開発・プロダクトデザイン及びインテリアデザインに関する実務経験に基づき、
実際の仕事での3D/CG制作に必要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

川﨑 紀弘
［平⾯］印刷技術者、エディトリアルデザイナー、アートディレクターの実務経験に基づき、
実際の仕事でのグラフィックデザインに必要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

4 AD メディア・デザイン論 2 川﨑 紀弘
紙から、オンスクリーンまでのメディアでのデザイン業務のアートディレクション、クリエイティブディレクションの経験。ま
た、書籍企画編集、執筆の経験から、メディアで扱うコンテンツについての⾒知。

4 AD UI・UXデザイン概論 2 ⽯⿊ 猛 様々なメディアにわたってデザイン活動をしてきた経験から、新しいデザインの形とその可能性を理解、習得する。

3 AD デザイン実習1 4 ⽐留間 真
インハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から，デザインの開発プロセスに沿って，実践的なデザインワークを⾏
う．

3 AD ⾊彩学 2 李 盛姫
デザイン会社でのグラフィック関連コミュニケーションツール(パッケージデザインやポスター制作，CI開発など)の制作経験か
ら，⾊彩に対する実践的な理解を深める

3 AD 表現法 2 ⽐留間 真
⾃動⾞会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、アナログ表現によるスケッチからデジタル表現まで
幅広く取り組む。

川﨑 紀弘
アートディレクター、クリエイティブディレクターの経験から、プロジェクトの⼀貫した計画、コンセプトメイクの現場に即した
具体的な実践ノウハウを指導できる

5 AD 応⽤デザイン実習Ⅱ 4

5 AD コンピュータグラフィックスⅢ 2

4 AD CG2 2
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学年 学科 授業名 単位数 担当教員 授業要録
実務経験教員による授業科⽬⼀覧（準学⼠課程）

5 AD デザイン実習Ⅲ 4 ⽒家 和彦
デザイン事務所でのデザイン企画・制作の実務経験から、各課題で企画制作時に最も重要な、使⽤者、利⽤者の環境と状況を考え
ることの⼤切さを解説し、しっかり考えるように指導していく。
同時に、後⼯程へスムーズに渡せるデータ作成を⽬標に、的確なアプリの使⽤⽅法を解説して理解してもらう。

⽒家 和彦
デザイン事務所での、デザイン企画・制作実務での作業経験から、通常のソフトウエアの使⽤⽅法とは異なった、後⼯程を想定し
たデータ作成⽅法を扱いながら、マニュアルとは違う実践的な使い⽅を解説していく。

織⽥ 豊⼀
製品開発・プロダクトデザイン及びインテリアデザインに関する実務経験に基づき、実際の仕事での3D/CG制作に必要となる基礎
知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

5 AD 経営論 2 川﨑 紀弘
デザイン会社取締役の経験から、経営計画⽴案や組織体制、⼈材配置の実践、売上げ⽬標、年度経営⽅針の策定など会社経営にお
ける基本的な業務を実践的な側⾯から解説できる

5 AD マーケティング 2 ⽒家 和彦

⾃動⾞製造メーカーにおける商品企画、デザイン開発実務の経験から、テキストの内容に加えて、講義の中で実際に授業担当者が
経験した商品企画の実務事例紹介をしながら、マーケティングの考え⽅を解説していく。
マーケティングを考えていく上で、最も重要視されている市場環境や⼈々の⾏動といった⽇常⽣活環境の中から、実際に現在のモ
ノ・コトに影響を与えている要素について解説し、⾒⽅、考え⽅を学んでもらう。

5 AD デザインマネージメント 2 ⽐留間 真 企業のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に関わった経験から、企業活動に求められる広義のデザインの役割にふれる
4 AD デザイン実習2 2 ⽐留間 真 企業でのデザイン開発の実務経験に基づき、設計・製品デザインのプロセスに沿って、実践的なデザインワークに取り組む.
4 AD デザイン⽅法論２ 2 ⽯⿊ 猛 国内外のさまざまな企業と実施したプロジェクトの経験からデザインの⽅法を、そのデザインの本質的な意味を含めて習得する。

4 AD 応⽤デザイン1（平⾯） 2 川﨑 紀弘

■エディトリアルデザイナーとしての経験：アプリケーションによるデータ制作、クライアントへの提案物の制作 ■アートディ
レクター、クリエイティブディレクターの経験：プロジェクトの⼀貫した計画、コンセプトメイクの実践 ■パッケージデザイ
ナーとしての経験：提案物のモックアップ制作及びそのためのデータ制作、商品ディスプレイデザイン ■印刷技術者としての経
験：印刷⼿法の理解、最終アウトプットへの精度理解

4 AD 応⽤デザイン1（⽴体） 2 ⽯⿊ 猛
実際に製品デザイン開発にかかわった事例を紹介しながら、その中で提案製品に対してどんな要素に着⽬し、何を考えて、デザイ
ン作業を進めていったか解説していく。

4 AD 応⽤デザイン2（平⾯） 2 川﨑 紀弘

■エディトリアルデザイナーとしての経験：アプリケーションによるデータ制作、クライアントへの提案物の制作 ■アートディレク
ター、クリエイティブディレクターの経験：プロジェクトの⼀貫した計画、コンセプトメイクの実践 ■パッケージデザイナーとして
の経験：提案物のモックアップ制作及びそのためのデータ制作、商品ディスプレイデザイン ■印刷技術者としての経験：印刷⼿法の
理解、最終アウトプットへの精度理解

4 AD 応⽤デザイン2（⽴体） 2 ⽯⿊ 猛
実際に製品デザイン開発にかかわった事例を紹介しながら、その中で提案製品に対してどんな要素に着⽬し、何を考えて、デザイ
ン作業を進めていったか解説していく。

織⽥ 豊⼀
［⽴体］製品開発・プロダクトデザイン及びインテリアデザインに関する実務経験に基づき、
実際の仕事での3D/CG制作に必要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

川﨑 紀弘
［平⾯］印刷技術者、エディトリアルデザイナー、アートディレクターの実務経験に基づき、
実際の仕事でのグラフィックデザインに必要となる基礎知識を解説しながら、造形表現の理解を深める。

4 AD メディア・デザイン論 2 川﨑 紀弘
紙から、オンスクリーンまでのメディアでのデザイン業務のアートディレクション、クリエイティブディレクションの経験。ま
た、書籍企画編集、執筆の経験から、メディアで扱うコンテンツについての⾒知。

4 AD UI・UXデザイン概論 2 ⽯⿊ 猛 様々なメディアにわたってデザイン活動をしてきた経験から、新しいデザインの形とその可能性を理解、習得する。

3 AD デザイン実習1 4 ⽐留間 真
インハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から，デザインの開発プロセスに沿って，実践的なデザインワークを⾏
う．

3 AD ⾊彩学 2 李 盛姫
デザイン会社でのグラフィック関連コミュニケーションツール(パッケージデザインやポスター制作，CI開発など)の制作経験か
ら，⾊彩に対する実践的な理解を深める

3 AD 表現法 2 ⽐留間 真
⾃動⾞会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、アナログ表現によるスケッチからデジタル表現まで
幅広く取り組む。

川﨑 紀弘
アートディレクター、クリエイティブディレクターの経験から、プロジェクトの⼀貫した計画、コンセプトメイクの現場に即した
具体的な実践ノウハウを指導できる

5 AD 応⽤デザイン実習Ⅱ 4

5 AD コンピュータグラフィックスⅢ 2

4 AD CG2 2

学年 学科 授業名 単位数 担当教員 授業要録
実務経験教員による授業科⽬⼀覧（準学⼠課程）

3 AD CG1 2 江南 仁美
グラフィックデザイン・エディトリアルデザインの実務経験より、デザイナーとして必要な能⼒や思考に触れる。制作会社でのデ
ザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ等）過程において、必要とされるアプリケーションの基本操作およびデザイ
ンの現場で経験した制作スキルやルールを解説し、基本から応⽤までより実践的に学んでいく。

3 AD 構成演習 2 江南 仁美
制作会社でのデザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ等）に関するアートディレクション・編集からデザインまで
のプロセスと，その過程で情報を視覚化するためにどのように思考し構成したのか，実例を交えて展開する．

3 AD デザイン史 2 ⽐留間 真 ⾃動⾞会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、社会、⽣活と技術の関わりからデザインを考察する

2 AD 基礎デザイン5(⽴体・空間構成) 2 ⽐留間 真
⾃動⾞会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に関わった経験から、授業では図⾯や⽴体表現に関わる基礎知識と基礎技
能を扱う.

2 AD 基礎デザイン6(ドローイング) 2
江南 仁美
相⽥ 智之

イラストレーターとしてのイラスト制作や制作会社でのデザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ等）の経験から、
対象物を観察し表現する基礎デッサン⼒を⾝につけるとともに、視覚的に第三者へイメージやアイデアを伝えるコミュニケーショ
ンツールとしてのドローイング（デッサン）も養っていく。

2 AD 基礎デザイン7（実材） 4 李 盛姫
デザイン会社でのグラフィック関連コミュニケーションツール(パッケージデザインやポスター制作，CI開発など)の制作経験か
ら，印刷のスキルやデザイン制作のプロセスにおける実践的なデザインワークをおこなう

2 AD 基礎デザイン8（CG） 2 江南 仁美
グラフィックデザイン事務所でのデザイン企画・提案の実務の経験から、ソフトウエアの使い⽅を解説する上で、アプリの機能と
しては設定されているが、実際の仕事では使⽤に適さないものや他アプリとの連携時に必要となる基礎知識などを都度解説しなが
ら、使⽤する際の実践的な使い⽅を中⼼に説明していく。

川﨑 紀弘
■エディトリアルデザイナーとしての経験：平⾯での造形の思考、実践 ■アートディレクター、クリエイティブディレクターの
経験：デザイン提案⼒としての造形⼒の活⽤ ■印刷技術者、パッケージデザイナーとしての経験：⽴体、平⾯デザインの⽴体化
においての思考、実践、様々な印刷適性素材の活⽤

⽐留間 真 ⾃動⾞会社のインハウスデザイナーとしてデザイン業務に携わった経験から、社会、⽣活と技術の関わりからデザインを考察する

1 AD 基礎デザイン２（デッサン） 2
江南 仁美
相⽥ 智之

イラストレーターとしてのイラスト制作や制作会社でのデザイン制作（グラフィック・エディトリアル・ウェブ等）の経験から、
対象物を観察し表現する基礎デッサン⼒を⾝につけるとともに、視覚的に第三者へイメージやアイデアを伝えるコミュニケーショ
ンツールとしてのドローイング（デッサン）も養っていく。

1 AD 基礎デザイン4(⾊彩構成) 2 李 盛姫
デザイン会社でのグラフィック関連コミュニケーションツール(パッケージデザインやポスター制作，CI開発など)の制作経験か
ら，⾊彩と構成における実践的なデザインワークをおこなう

21 AD 基礎デザイン1(⽴体・平⾯)
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実務経験教員による授業科⽬⼀覧（準学⼠課程）

5 EE 電気応⽤ 2 陶⼭ 和信

⽼朽化マンションの管理に関する実務経験に基づき、設備の⽼朽化に絡む諸問題について集中プレゼンを⾏うほか、講義の随所で
もこれに触れる。その中で、電気設備はもちろん、他のインフラ設備においても電気技術との類似性があること、さらには責任を
扱う法的な領域においても⼯学的な考え⽅が⽣かせること等を提案し、⼀⾒、電気⼯学と関連が薄い分野においても、電気技師と
してのアイデンティティを持って活躍できる実例を、最終学年である学⽣諸君に現在進⾏中の実務を含めて⽰していく。

5 EE 電気法規 1 陶⼭ 和信
⽼朽化マンションの管理に関する実務経験に基づき、①電気法規が果たす役割と、②電気法規が他の法令と⽐較したときの特徴・
類似性について、授業の随所で触れる。その中で（おおげさにいえば）安全確保という視点に⽴った時、法令と技術が表裏⼀体で
あることをイメージしてほしい。

3 EE 機械⼯学 2 井組 裕貴
⾃動⾞メーカーでの⾞体設計・評価に関する実務経験にもとづき，機械⼯学や材料⼒学の概要を解説した後，⾦属材料の強度や⾦
属材料を使⽤した設計⽅法について説明する．

2 EE 創造設計 2 井組 裕貴
⾃動⾞メーカーでの⾞体設計・評価に関する実務経験にもとづき，機械⼯学や材料⼒学の概要を解説した後，⾦属材料の強度や⾦
属材料を使⽤した設計⽅法について説明する．

2 EE 電気⼯学実験1 3 井組 裕貴
⾃動⾞メーカーでの⾞体設計・製作・評価に関する実務経験にもとづき、ミニチュアソーラーカーの概要を開設した後、電気エネ
ルギーから機械エネルギーへの変換ついて説明する。

1 EE CAD 2 井組 裕貴
⾃動⾞メーカーでの⾞体設計・評価に関する実務経験にもとづき，製図の概要を解説した後，2次元CADや3次元CADによる設計⽅
法について説明する．

5 ME 創造設計学 2 冨⽥ 雅史
企業においてグループで開発業務およびQC活動を⾏ってきた経験を活かして授業展開を⾏う。業務遂⾏には常に問題発⾒、⾒え
る化、課題設定、課題解決の繰り返しである。特に、グループで活動するためには情報共有も課題となる。本講座では、これら問
題解決⽅法の⼿段として体系化されているVEを理論的に学び、実習を通して体験し、業務遂⾏能⼒の基礎を醸成する。

5 ME 技術者倫理 2 三輪 賢⼀郎
研究機関においてOSS（オープンソースソフトウェア）のライセンシング業務等に従事した知⾒をもとに、特にソフトウェア開発
を伴う製品開発における知財との向き合い⽅にも踏み込んで論じるもの。

5 ME 機械デザイン 2 ⻄⽥ 英⼀ 振動・騒⾳についての設計、トラブル対策を担当してきた企業経験を踏まえ、実⽤性に留意した内容を選択して講義する。

2 ME 電⼦計算機 2 冨⽥ 雅史
システム開発を⾏ってきた経験を活かし、電⼦計算機（コンピュータ）の基本的なハードウェアから、処理⼿順、開発環境、プロ
グラミングについて説明する。

1 ME 創造演習 2 冨⽥雅史
実務においては問題解決活動が常である。問題解決には問題を⾒える化し、その情報を正確に他の⼈と共有することが重要であ
り、多くの現場でその⼯夫や苦労が⾒て取れる。本講座では、問題発⾒能⼒を醸成し得る知識を、開発現場での実務経験を⽣かし
て計画した実習を中⼼に体験的に教授する。

－396－



学年 学科 授業名 単位数 担当教員 授業要録
実務経験教員による授業科⽬⼀覧（準学⼠課程）

5 EE 電気応⽤ 2 陶⼭ 和信

⽼朽化マンションの管理に関する実務経験に基づき、設備の⽼朽化に絡む諸問題について集中プレゼンを⾏うほか、講義の随所で
もこれに触れる。その中で、電気設備はもちろん、他のインフラ設備においても電気技術との類似性があること、さらには責任を
扱う法的な領域においても⼯学的な考え⽅が⽣かせること等を提案し、⼀⾒、電気⼯学と関連が薄い分野においても、電気技師と
してのアイデンティティを持って活躍できる実例を、最終学年である学⽣諸君に現在進⾏中の実務を含めて⽰していく。

5 EE 電気法規 1 陶⼭ 和信
⽼朽化マンションの管理に関する実務経験に基づき、①電気法規が果たす役割と、②電気法規が他の法令と⽐較したときの特徴・
類似性について、授業の随所で触れる。その中で（おおげさにいえば）安全確保という視点に⽴った時、法令と技術が表裏⼀体で
あることをイメージしてほしい。

3 EE 機械⼯学 2 井組 裕貴
⾃動⾞メーカーでの⾞体設計・評価に関する実務経験にもとづき，機械⼯学や材料⼒学の概要を解説した後，⾦属材料の強度や⾦
属材料を使⽤した設計⽅法について説明する．

2 EE 創造設計 2 井組 裕貴
⾃動⾞メーカーでの⾞体設計・評価に関する実務経験にもとづき，機械⼯学や材料⼒学の概要を解説した後，⾦属材料の強度や⾦
属材料を使⽤した設計⽅法について説明する．

2 EE 電気⼯学実験1 3 井組 裕貴
⾃動⾞メーカーでの⾞体設計・製作・評価に関する実務経験にもとづき、ミニチュアソーラーカーの概要を開設した後、電気エネ
ルギーから機械エネルギーへの変換ついて説明する。

1 EE CAD 2 井組 裕貴
⾃動⾞メーカーでの⾞体設計・評価に関する実務経験にもとづき，製図の概要を解説した後，2次元CADや3次元CADによる設計⽅
法について説明する．

5 ME 創造設計学 2 冨⽥ 雅史
企業においてグループで開発業務およびQC活動を⾏ってきた経験を活かして授業展開を⾏う。業務遂⾏には常に問題発⾒、⾒え
る化、課題設定、課題解決の繰り返しである。特に、グループで活動するためには情報共有も課題となる。本講座では、これら問
題解決⽅法の⼿段として体系化されているVEを理論的に学び、実習を通して体験し、業務遂⾏能⼒の基礎を醸成する。

5 ME 技術者倫理 2 三輪 賢⼀郎
研究機関においてOSS（オープンソースソフトウェア）のライセンシング業務等に従事した知⾒をもとに、特にソフトウェア開発
を伴う製品開発における知財との向き合い⽅にも踏み込んで論じるもの。

5 ME 機械デザイン 2 ⻄⽥ 英⼀ 振動・騒⾳についての設計、トラブル対策を担当してきた企業経験を踏まえ、実⽤性に留意した内容を選択して講義する。

2 ME 電⼦計算機 2 冨⽥ 雅史
システム開発を⾏ってきた経験を活かし、電⼦計算機（コンピュータ）の基本的なハードウェアから、処理⼿順、開発環境、プロ
グラミングについて説明する。

1 ME 創造演習 2 冨⽥雅史
実務においては問題解決活動が常である。問題解決には問題を⾒える化し、その情報を正確に他の⼈と共有することが重要であ
り、多くの現場でその⼯夫や苦労が⾒て取れる。本講座では、問題発⾒能⼒を醸成し得る知識を、開発現場での実務経験を⽣かし
て計画した実習を中⼼に体験的に教授する。

学年 学科 授業名 単位数 担当教員 授業要録
実務経験教員による授業科⽬⼀覧（準学⼠課程）

5 CS ソフトウェア⼯学Ⅰ 1 ⼤墨 礼⼦
ソフトウェア開発会社での設計，開発，保守業務の実務経験にもとづき，ソフトウェア開発の⼿法と仕様の⽂書化について説明す
る．

5 CS ソフトウェア⼯学Ⅱ 1 ⼤墨 礼⼦
ソフトウェア開発会社での設計，開発，保守業務の実務経験にもとづき，ソフトウェアテストの⼿法およびテストケースの作成と
テスト仕様の⽂書化について説明する．

5 CS マーケティング論 1 ⽒家 和彦

⾃動⾞製造メーカーにおける商品企画、デザイン開発実務の経験から、テキストの内容に加えて、講義の中で実際に授業担当者が
経験した商品企画の実務事例紹介をしながら、マーケティングの考え⽅を解説していく。
マーケティングを考えていく上で、最も重要視されている市場環境や⼈々の⾏動といった⽇常⽣活環境の中から、実際に現在のモ
ノ・コトに影響を与えている要素について解説し、⾒⽅、考え⽅を学んでもらう。

5 CS 技術者倫理 2 仙波 良
ICT関連企業において、コンプライアンス対策室、トラブル解決・原因究明部⾨、経営企画部⾨での実経験を踏まえて、理論的な
⾯及び実務的な⾯の両⽅から講義を⾏い、提案書作成を指導する。

1 CS 情報社会論 1 仙波 良
ＩＣＴ関連企業で、汎⽤コンピュータからパソコンの開発、ネットワーク/クラウドの構築等の経験を活かし、デジタル機器の代
表であるコンピュータ、通信機器の過去、現在の技術の進歩、トレンドを理解し、これらを踏まえて、デジタル技術をベースとす
る未来の情報社会を各⾃がイメージする。

73
21
19
15

デザイン学科（AD）計
電気⼯学科（EE）計

機械電⼦⼯学科（ME）計
情報⼯学科（CS）計
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学年 学科 授業名 単位数 担当教員 授業要録
1 AC インターンシップ 2 企業等に勤務する実務家が各々の実務経験にもとづき学外実習を指導し、学⽣が進路への興味や意識を⾼める機会を提供する。

1 AC 伝統⽂化特論 2 繁昌 孝⼆
漆芸家として、⽇展、⽇本新⼯芸展などの多くの展覧会に漆芸作品を出品するとともに、⽇本の⼯芸⽂化や漆芸⽂化の維持向上、
並びに展覧活動の普及を⽬的に、⼯芸研究会の講師や市⺠⽂化講演などの講師を務め、それらの経験を踏まえて、⽇本の伝統⽂化
や⼯芸⽂化について解説する。

1 AC 専攻演習Ⅰ 1 冨⽥ 雅史

業務遂⾏には常に問題発⾒、⾒える化、課題設定、課題解決の繰り返しで、かつ、科学的根拠にもとづいて⾏うべき物であり、そ
のための⽅法が存在しておりそれを活⽤することが肝要であることを実務から学んだ。本講座は企業での開発業務遂⾏およびQC活
動の経験を活かしてエンジニアリング・デザインに必要な「問題発⾒・課題設定」にフォーカスして授業を展開する。なお、問題
の解決については専攻演習Ⅱで学ぶ。

1 AC 専攻演習Ⅱ 1 冨⽥ 雅史
業務遂⾏には常に問題発⾒、⾒える化、課題設定、課題解決の繰り返しで、かつ、科学的根拠にもとづいて⾏うべき物であり、そ
のための⽅法が存在しておりそれを活⽤することが肝要であることを実務から学んだ。本講座は企業での開発業務遂⾏およびQC活
動の経験を活かしてエンジニアリング・デザインに必要な「問題の解決」にフォーカスして授業を展開する。

2 AC トラヒック理論 2 三輪 賢⼀郎 
ネットワークサーバーの運⽤・構築に⻑年携わった経験を基に、特にパケットベースのネットワークシステムのメカニズムについ
て分かりやすく解説する。また、前職での通信キャリアとの共同研究を通して会得した光ネットワークに関する知⾒を基に、主に
基幹系ネットワークの沿⾰や要素技術についても講義の中で紹介する。

8

実務経験教員による授業科⽬⼀覧（専攻科課程）

専攻科⽣産システム⼯学専攻（AC）計
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学年 学科 授業名 単位数 担当教員 授業要録
1 AC インターンシップ 2 企業等に勤務する実務家が各々の実務経験にもとづき学外実習を指導し、学⽣が進路への興味や意識を⾼める機会を提供する。

1 AC 伝統⽂化特論 2 繁昌 孝⼆
漆芸家として、⽇展、⽇本新⼯芸展などの多くの展覧会に漆芸作品を出品するとともに、⽇本の⼯芸⽂化や漆芸⽂化の維持向上、
並びに展覧活動の普及を⽬的に、⼯芸研究会の講師や市⺠⽂化講演などの講師を務め、それらの経験を踏まえて、⽇本の伝統⽂化
や⼯芸⽂化について解説する。

1 AC 専攻演習Ⅰ 1 冨⽥ 雅史

業務遂⾏には常に問題発⾒、⾒える化、課題設定、課題解決の繰り返しで、かつ、科学的根拠にもとづいて⾏うべき物であり、そ
のための⽅法が存在しておりそれを活⽤することが肝要であることを実務から学んだ。本講座は企業での開発業務遂⾏およびQC活
動の経験を活かしてエンジニアリング・デザインに必要な「問題発⾒・課題設定」にフォーカスして授業を展開する。なお、問題
の解決については専攻演習Ⅱで学ぶ。

1 AC 専攻演習Ⅱ 1 冨⽥ 雅史
業務遂⾏には常に問題発⾒、⾒える化、課題設定、課題解決の繰り返しで、かつ、科学的根拠にもとづいて⾏うべき物であり、そ
のための⽅法が存在しておりそれを活⽤することが肝要であることを実務から学んだ。本講座は企業での開発業務遂⾏およびQC活
動の経験を活かしてエンジニアリング・デザインに必要な「問題の解決」にフォーカスして授業を展開する。

2 AC トラヒック理論 2 三輪 賢⼀郎 
ネットワークサーバーの運⽤・構築に⻑年携わった経験を基に、特にパケットベースのネットワークシステムのメカニズムについ
て分かりやすく解説する。また、前職での通信キャリアとの共同研究を通して会得した光ネットワークに関する知⾒を基に、主に
基幹系ネットワークの沿⾰や要素技術についても講義の中で紹介する。

8

実務経験教員による授業科⽬⼀覧（専攻科課程）

専攻科⽣産システム⼯学専攻（AC）計

 
 
 
 
 

 
Ⅹ.教員リスト 

 





一般教育科

氏名 ヨミ 所属 職名 通常時在席部屋名称 通常時在席部屋番号 Email 裁量日 オフィスアワー

相川　智洋 ｱｲｶﾜ ﾁﾋﾛ GE 准教授 プレテックセンター・一般教育科研究室 237・230 aikawa@ 火 火以外

石田　毅 ｲｼﾀ ﾞ ﾀｹｼ GE 教授 英語研究室 236 ishida@ 木 木以外

伊藤　光雅 ｲﾄｳ ﾐﾂﾏｻ GE 教授 物理研究室 223 itom@
前期：金
後期：水（午後）金（午前）

前期：金
後期：水（午後）金（午前）以外

大野　達哉 ｵｵﾉ ﾀﾂﾔ GE 講師 体育教員室 612 ono.tatsuya@ 水 水以外

大屋　博一 ｵｵﾔ ﾋﾛｶｽﾞ GE 准教授 数学研究室 239 h-ohya@ 水 水以外

鎌田　俊司 ｶﾏﾀ ｼｭﾝｼﾞ GE 教授 体育教員室 612 kamata@ 火 火以外

亀山　統胤 ｶﾒﾔﾏ ﾉﾘﾂｸﾞ GE 講師 プレテックセンター・情報工学科研究室 237・412 n-kameyama@ 水 水以外

河田　綾 ｶﾜﾀ ﾘｮｳ GE 助教 一般教育科研究室 230 kawata.ryo@ 金 金以外

北川　大介 ｷﾀｶﾞﾜ ﾀﾞｲｽｹ GE 講師 チャプレン室兼学生支援センター 204 kitagawa.daisuke@ 木 木以外

小島　知博 ｺｼﾞﾏ ﾄﾓﾋﾛ GE 教授 校長室 201 tomohiro@ 木 木以外

佐藤　豊 ｻﾄｳ ﾕﾀｶ GE 教授 理科研究室 238 sato@ 木 木以外

瀬戸　千尋 ｾﾄ ﾁﾋﾛ GE 准教授 英語研究室 236 seto.chihiro@ 木 木以外

髙野　修 ﾀｶﾉ ｵｻﾑ GE 准教授 体育教員室 612 takano@ 金 金以外

中屋敷　亮太 ﾅｶﾔｼｷ ﾘｮｳﾀ GE 講師 数学研究室 239 nakayashiki.ryota@ 木 木以外

西岡　広志 ﾆｼｵｶ ﾋﾛｼ GE 講師 数学研究室 239 nishioka@ 水 水以外

真島　裕樹 ﾏｼﾞﾏ ﾋﾛｷ GE 准教授 物理研究室 222 majima@ 木 木以外

松尾　貴哲 ﾏﾂｵ ﾀｶﾉﾘ GE 准教授 英語研究室 236 matsuot@ 木 木以外

マルケス　ルイス ﾏﾙｹｽ ﾙｲｽ GE 教授 英語研究室 236 marques@ 金 金以外

村田　昌巳 ﾑﾗﾀ ﾏｻﾐ GE 教授 一般教育科研究室 230 murata@ 金 金以外
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専門学科

氏名 ヨミ 所属 職名 通常時在席部屋名称 通常時在席部屋番号 Email 裁量日 オフィスアワー

李　盛姫 ｲ ｿﾝﾋ AD 准教授 デザイン学科センター 420 lee@ 火 火以外

江南　仁美 ｴﾅﾐ ﾋﾄﾐ AD 助教 デザイン学科センター 420 enami.hitomi@ 金 金以外

川﨑　紀弘 ｶﾜｻｷ ﾉﾘﾋﾛ AD 准教授 デザイン学科センター 420 kawasaki.norihiro@ 水 水以外

坂元　愛史 ｻｶﾓﾄ ﾔｽﾌﾐ AD 教授 デザイン学科センター 420 y-sakamoto@ 水 水以外

谷上　欣也 ﾀﾆｶﾞﾐ ｷﾝﾔ AD 准教授 デザイン学科センター 420 tanigami@ 木 木以外

西野　隆司 ﾆｼﾉ ﾘｭｳｼﾞ AD 准教授 デザイン学科センター 420 nishino@ 火 火以外

比留間　真 ﾋﾙﾏ ﾏｺﾄ AD 教授 デザイン学科センター 420 hiruma@ 木 木以外

井組　裕貴 ｲｸﾐ ﾔｽﾀｶ EE 講師 電気工学科研究室 215 y-ikumi@ 水 水以外

泉　吉紀 ｲｽﾞﾐ ﾖｼﾉﾘ EE 講師 電気工学科研究室 220 izumi.yoshinori@ 火（前期）、水（後期） 火（前期）、水（後期）以外

袁 振東 ｴﾝ ｼﾝﾄｳ EE 助教 電気工学科 研究室 217 en.shinto@ 水 水以外

風間　俊哉 ｶｻﾞﾏ ﾄｼﾔ EE 准教授 電気工学科研究室 216 t-kazama@
水（前期）、
水午前・木午前（後期）

水（前期）、
水午前・木午前（後期）以外

加藤　雅彦 ｶﾄｳ ﾏｻﾋｺ EE 教授 EE科長室・EE研究室 305・214 kato-m@ 金 金以外

山下　健一郎 ﾔﾏｼﾀ ｹﾝｲﾁﾛｳ EE 教授 電気工学科研究室 213 yamasita@ 金 金以外

吉田　慧一郎 ﾖｼﾀﾞ ｹｲｲﾁﾛｳ EE 講師 電気工学科研究室 218 k-yoshida@ 火 火以外

渡邉　聡 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｻﾄｼ EE 教授 電気工学科研究室 219 watanabe@ 金 金以外

黒木　雄一郎 ｸﾛｷ ﾕｳｲﾁﾛｳ ME 教授 機械電子工学科研究室 314 kuroki@ 木 木以外

坂口　雅人 ｻｶｸﾞﾁ ﾏｻﾄ ME 講師 機械電子工学科研究室 303 sakaguchi.masato@ 金 金以外

斉 晶婷 ｾｲ ｼｮｳﾃ ME 助教 機械電子工学科 研究室 303 sei.shote@ 水 水以外

冨田　雅史 ﾄﾐﾀ ﾏｻｼ ME 教授 機械電子工学科研究室 303 tomita@ 金 金以外

廣瀬　裕介 ﾋﾛｾ ﾕｳｽｹ ME 講師 機械電子工学科研究室 303 hirose.yuusuke@ 火 火以外

三輪　賢一郎 ﾐﾜ ｹﾝｲﾁﾛｳ ME 准教授 機械電子工学科研究室 314 miwa.kenichiro@ 火 火以外

吉田　将司 ﾖｼﾀﾞ ﾏｻｼ ME 准教授 機械電子工学科研究室 303 yoshida@ 水 水以外

米盛　弘信 ﾖﾈﾓﾘ ﾋﾛﾉﾌﾞ ME 准教授 機械電子工学科研究室 304 yonemori@ 火 火以外

内田　健 ｳﾁﾀﾞ ﾀｹｼ CS 教授 情報工学科研究室 405・202 uchida@ 火 火以外

宇都木　修一 ｳﾂｷﾞ ｼｭｳｲﾁ CS 准教授 情報工学科研究室 403 utsugi@ 水 水以外

大島　真樹 ｵｵｼﾏ ﾏｻｷ CS 准教授 情報工学科研究室 406 ooshima@ 火 火以外

川村　春美 ｶﾜﾑﾗ ﾊﾙﾐ CS 教授 情報工学科研究室 408 h-kawamura@ 火 火以外

島川　陽一 ｼﾏｶﾜ ﾖｳｲﾁ CS 教授 情報工学科研究室 401 simakawa@ 水 水以外

須志田　隆道 ｽｼﾀﾞ ﾀｶﾐﾁ CS 准教授 情報工学科研究室 404 sushida.takamichi@ 水 水以外

宮田　統馬 ﾐﾔﾀ ﾄｳﾏ CS 准教授 情報工学科研究室 407 t-miyata@ 木 木以外

山野邉 基雄 ﾔﾏﾉﾍﾞ ﾓﾄｵ CS 教授 情報工学科研究室 402 yamanobe@ 金 金以外
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専門学科

氏名 ヨミ 所属 職名 通常時在席部屋名称 通常時在席部屋番号 Email 裁量日 オフィスアワー

李　盛姫 ｲ ｿﾝﾋ AD 准教授 デザイン学科センター 420 lee@ 火 火以外

江南　仁美 ｴﾅﾐ ﾋﾄﾐ AD 助教 デザイン学科センター 420 enami.hitomi@ 金 金以外

川﨑　紀弘 ｶﾜｻｷ ﾉﾘﾋﾛ AD 准教授 デザイン学科センター 420 kawasaki.norihiro@ 水 水以外

坂元　愛史 ｻｶﾓﾄ ﾔｽﾌﾐ AD 教授 デザイン学科センター 420 y-sakamoto@ 水 水以外

谷上　欣也 ﾀﾆｶﾞﾐ ｷﾝﾔ AD 准教授 デザイン学科センター 420 tanigami@ 木 木以外

西野　隆司 ﾆｼﾉ ﾘｭｳｼﾞ AD 准教授 デザイン学科センター 420 nishino@ 火 火以外

比留間　真 ﾋﾙﾏ ﾏｺﾄ AD 教授 デザイン学科センター 420 hiruma@ 木 木以外

井組　裕貴 ｲｸﾐ ﾔｽﾀｶ EE 講師 電気工学科研究室 215 y-ikumi@ 水 水以外

泉　吉紀 ｲｽﾞﾐ ﾖｼﾉﾘ EE 講師 電気工学科研究室 220 izumi.yoshinori@ 火（前期）、水（後期） 火（前期）、水（後期）以外

袁 振東 ｴﾝ ｼﾝﾄｳ EE 助教 電気工学科 研究室 217 en.shinto@ 水 水以外

風間　俊哉 ｶｻﾞﾏ ﾄｼﾔ EE 准教授 電気工学科研究室 216 t-kazama@
水（前期）、
水午前・木午前（後期）

水（前期）、
水午前・木午前（後期）以外

加藤　雅彦 ｶﾄｳ ﾏｻﾋｺ EE 教授 EE科長室・EE研究室 305・214 kato-m@ 金 金以外

山下　健一郎 ﾔﾏｼﾀ ｹﾝｲﾁﾛｳ EE 教授 電気工学科研究室 213 yamasita@ 金 金以外

吉田　慧一郎 ﾖｼﾀﾞ ｹｲｲﾁﾛｳ EE 講師 電気工学科研究室 218 k-yoshida@ 火 火以外

渡邉　聡 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｻﾄｼ EE 教授 電気工学科研究室 219 watanabe@ 金 金以外

黒木　雄一郎 ｸﾛｷ ﾕｳｲﾁﾛｳ ME 教授 機械電子工学科研究室 314 kuroki@ 木 木以外

坂口　雅人 ｻｶｸﾞﾁ ﾏｻﾄ ME 講師 機械電子工学科研究室 303 sakaguchi.masato@ 金 金以外

斉 晶婷 ｾｲ ｼｮｳﾃ ME 助教 機械電子工学科 研究室 303 sei.shote@ 水 水以外

冨田　雅史 ﾄﾐﾀ ﾏｻｼ ME 教授 機械電子工学科研究室 303 tomita@ 金 金以外

廣瀬　裕介 ﾋﾛｾ ﾕｳｽｹ ME 講師 機械電子工学科研究室 303 hirose.yuusuke@ 火 火以外

三輪　賢一郎 ﾐﾜ ｹﾝｲﾁﾛｳ ME 准教授 機械電子工学科研究室 314 miwa.kenichiro@ 火 火以外

吉田　将司 ﾖｼﾀﾞ ﾏｻｼ ME 准教授 機械電子工学科研究室 303 yoshida@ 水 水以外

米盛　弘信 ﾖﾈﾓﾘ ﾋﾛﾉﾌﾞ ME 准教授 機械電子工学科研究室 304 yonemori@ 火 火以外

内田　健 ｳﾁﾀﾞ ﾀｹｼ CS 教授 情報工学科研究室 405・202 uchida@ 火 火以外

宇都木　修一 ｳﾂｷﾞ ｼｭｳｲﾁ CS 准教授 情報工学科研究室 403 utsugi@ 水 水以外

大島　真樹 ｵｵｼﾏ ﾏｻｷ CS 准教授 情報工学科研究室 406 ooshima@ 火 火以外

川村　春美 ｶﾜﾑﾗ ﾊﾙﾐ CS 教授 情報工学科研究室 408 h-kawamura@ 火 火以外

島川　陽一 ｼﾏｶﾜ ﾖｳｲﾁ CS 教授 情報工学科研究室 401 simakawa@ 水 水以外

須志田　隆道 ｽｼﾀﾞ ﾀｶﾐﾁ CS 准教授 情報工学科研究室 404 sushida.takamichi@ 水 水以外

宮田　統馬 ﾐﾔﾀ ﾄｳﾏ CS 准教授 情報工学科研究室 407 t-miyata@ 木 木以外

山野邉 基雄 ﾔﾏﾉﾍﾞ ﾓﾄｵ CS 教授 情報工学科研究室 402 yamanobe@ 金 金以外

非常勤講師

氏名 ヨミ 所属 職名 通常時在席部屋名称 通常時在席部屋番号 Email 出勤日 オフィスアワー

Anthony Elias ｱﾝｿﾆｰ ｲﾗｲｱｽ GE 非常勤講師 英語研究室 236 anthony.elias@ 月/水/金 月/水/金

大塚 美香 ｵｵﾂｶ ﾐｶ GE 非常勤講師 理科研究室 238 otsuka.mika@ 火 火

木内 聖 ｷｳﾁ ｱｷﾗ GE 非常勤講師 体育教員室 612 kiuchi.akira@ 金 金

小出 由起夫 ｺｲﾃﾞ ﾕｷｵ GE 非常勤講師 理科研究室 238 koide@ 月/木 月/木

James Au ｼﾞｪｰﾑｽ ｵｳ GE 非常勤講師 英語研究室 236 james.au@ 火/水 火/水

Joel Kirkham ｼﾞｮｴﾙ ｶｰｸﾊﾑ GE 非常勤講師 英語研究室 236 j-kirkham@ 月/水 月/水

武井　俊裕 ﾀｹｲ ｼｭﾝｽｹ GE 非常勤講師 体育教員室 612 takei@ 金 金

Daniel Jupp ﾀﾞﾆｴﾙ ｼﾞｮｯﾌﾟ GE 非常勤講師 英語研究室 236 daniel.jupp@ 火 火

中根　弘之 ﾅｶﾈ ﾋﾛﾕｷ GE 非常勤講師 一般教育科センター 205 nakane@ 水 水

花山　康雄 ﾊﾅﾔﾏ ﾔｽｵ GE 非常勤講師 理科研究室 238 hanayama@ 月/水 月/水

Pui Yee Leung ﾌﾟｲ　ｲ　ﾘｬﾝ GE 非常勤講師 英語研究室 236 p.y.leung@ 月/火/水 月/火/水

松本　響 ﾏﾂﾓﾄ ﾋﾋﾞｷ GE 非常勤講師 数学研究室 239 matsumoto.hibiki@ 月 月

Maria Penafiel ﾏﾘｱ ﾍﾟﾅﾌｨﾙ GE 非常勤講師 英語研究室 236 maria.penafiel@
前期:月/火/水
後期:月/水

前期:月/火/水
後期:月/水

村井 意貴 ロビン ﾑﾗｲ ｲｷ ﾛﾋﾞﾝ GE 非常勤講師 英語研究室 236 murai.robin@ 月/火/水 月/火/水

茂木　康嘉 ﾓｷﾞ ﾔｽﾖｼ GE 非常勤講師 体育教員室 612 y-mogi@ 金 金

柳澤 秀一 ﾔﾅｷﾞｻﾜ ﾋﾃﾞｶｽﾞ GE 非常勤講師 一般教育科研究室 230 yanagi@ 水/木 水/木

山舘　順 ﾔﾏﾀﾞﾃ ｼﾞｭﾝ GE 非常勤講師 一般教育科センター 205 yamadate@ 水/木/金 水/木/金

大和　正博 ﾔﾏﾄ ﾏｻﾋﾛ GE 非常勤講師 一般教育科研究室 230 yamato@ 水/木 水/木

米山　秋文 ﾖﾈﾔﾏ ｱｷﾌﾐ GE 非常勤講師 理科研究室 238 yoneyama@ 火/水 火/水

相田　智之 ｱｲﾀﾞ ﾄﾓﾕｷ AD 非常勤講師 デザイン学科センター 420 t-aida@ 火/木 火/木

石黒  猛 ｲｼｸﾞﾛ ﾀｹｼ AD 非常勤講師 デザイン学科センター 420 ishiguro@ 木 木

氏家　和彦 ｳｼﾞｲｴ ｶｽﾞﾋｺ AD 非常勤講師 デザイン学科センター 420 ujiie@ 火/金 火/金

織田　豊一 ｵﾀﾞ ﾄﾖｶｽﾞ AD 非常勤講師 デザイン学科センター 420 oda@ 火/木 火/木
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非常勤講師

氏名 ヨミ 所属 職名 通常時在席部屋名称 通常時在席部屋番号 Email 出勤日 オフィスアワー

郷　冨夫 ｺﾞｳ ﾄﾐｵ EE 非常勤講師 電気工学科科長室 305 go.tomio@ 月/火 月/火

齊藤　純 ｻｲﾄｳ ｼﾞｭﾝ EE 非常勤講師 電気工学科科長室 305 saitoj@ 後期:火 後期:火

陶山　和信 ｽﾔﾏ ｶｽﾞﾉﾌﾞ EE 非常勤講師 電気工学科科長室 305 suyama.kazunobu@ 水/金 水/金

山本  和義 ﾔﾏﾓﾄ ｶｽﾞﾖｼ EE 非常勤講師 電気工学科科長室 305 ymt@ 火 火

米澤　一孝 ﾖﾈｻﾞﾜ ｶｽﾞﾀｶ EE 非常勤講師 電気工学科科長室 305 k-yonezawa@ 木 木

阿部　行成 ｱﾍﾞ ﾕｷﾏｻ ME 非常勤講師 機械電子工学科科長室 318 abe.yukimasa@ 木 木

武沢　英樹 ﾀｹｻﾞﾜ ﾋﾃﾞｷ ME 非常勤講師 機械電子工学科科長室 318 h-takezawa@ 前期:火 前期:火

西田　英一 ﾆｼﾀﾞ ｴｲｲﾁ ME 非常勤講師 機械電子工学科科長室 318 nishida.eiichi@ 木 木

福岡　久雄 ﾌｸｵｶ ﾋｻｵ ME 非常勤講師 機械電子工学科科長室 318 h-fukuoka@ 金 金

山本　崇史 ﾔﾏﾓﾄ ﾀｶｼ ME 非常勤講師 機械電子工学科科長室 318 yamamoto.takashi@ 火 火

石川 純夫 ｲｼｶﾜ ｽﾐｵ CS 非常勤講師 情報工学科科長室 305 ishikawa@
前期:火/木
後期：木

前期:火/木
後期：木

大墨　礼子 ｵｵｽﾐ ﾉﾘｺ CS 非常勤講師 情報工学科研究室 402 n-osumi@ 金 金

仙波　良 ｾﾝﾊﾞ ﾘｮｳ CS 非常勤講師 情報工学科研究室 401 r-semba@ 木 木

永岡　淳一 ﾅｶﾞｵｶ　ｼﾞｭﾝｲﾁ CS 非常勤講師 情報工学科研究室 403 nagaoka.junichi@ 火 火

松谷　靖之 ﾏﾂﾀﾆ ﾔｽﾕｷ CS 非常勤講師 デザイン学科センター 420 y-matsutani@ 後期:水 後期:水

雑賀　高 ｻｲｶ ﾀｶｼ AC 非常勤講師 一般教育科研究室 230 t-saika@ 水 水

清水　哲也 ｼﾐｽﾞ ﾃﾂﾔ AC 非常勤講師 情報工学科研究室 403 shimizu@ 後期:木 後期:木

堤　一郎 ﾂﾂﾐ ｲﾁﾛｳ AC 非常勤講師 専攻科非常勤講師室 209 tsutsumi@ 後期:火 後期:火

繁昌　孝二 ﾊﾝｼﾞｮｳ ｺｳｼﾞ AC 非常勤講師 専攻科非常勤講師室 209 hanjo.koji@ 前期:木 前期:木
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シラバス変更

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 一般教育科（理系） 

学年 1 年 科目 情報倫理 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（理系）・米山秋文 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 23 日 

項目 変更点 

□ 授業方法

□ 教科書・補助教材

□ 評価方法

□ 関連科目

□ 実務経験と授業科目の関連性

□ 準備学習に関するアドバイス

■ 授業計画 第 30 回に項目「後期の振り返りと AI・データサイエンス入門」と授業内容「社

会における AI・データ利活用」「AI 入門」を追加． 

□ その他

1



開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 22.5 22.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

事例でわかる情報モラル＆セキュリティ2023 　実教出版編修部　　実教出版

年間4回の区間で評価を行い、各区間の評価項目と評価割り合いは以下のとおりである。
(1)定期試験（年4回）　　  50%
(2)リテラシ演習課題　　　 40%
(3)授業プリント提出　　　 10%
なお、各区間での応用課題（任意）を提出した場合は、区間評価点が100点を超えない範囲で加点を行う。

各区間での区間評価点と総合評価点は以下の式で算出する。評価対象は、定期試験と演習課題および授業プリント
（各100点満点）に評価割り合いを加味したものである。
・区間評価点(各区間のみの評価)＝試験得点＋課題得点＋授業プリント得点＋応用課題加点
・総合評価点(成績通知表の評価点)＝(今回までの区間評価点の合計)/区間数

中学情報基礎、技術家庭（情報技術）、各学科の情報関連科目群

Officeの課題の作成、報告書の作成やそのための調査、ブラインドタッチタイピングの練習などは、授業時間外に
もメディアセンターや自宅のパソコンを積極的に利用して行ってください。

授業内容

現在のネット社会の中で倫理観を確立した社会人になるために、インターネットのルールやマナー、実際に
起こっているトラブルや対策だけでなく、インターネット社会で生きるために必要な最低限の知識を学ぶ。
そして将来技術者として必須となる、情報利用技術（リテラシー）の基礎を習得することを目標とする。,

A. インターネットを利用して得られる情報を有効に活用できる
B. インターネット社会の問題点を把握できる
C. インターネット社会での被害者や加害者にならないための知識と判断力を持つことができる
D. ネットワーク社会での自制的倫理観（できるけどやらない）を持つことができる
E. ワープロや表計算ソフトなど、情報リテラシーの基礎技術を活用できる
F. 授業で扱った基本的な用語がわかる

授業は講義45分・演習45分で行う。講義は内容をスクリーンに投影しながら行い、毎時配布する授業プリントを完
成させながら知識を習得していく。演習ではパソコンを使ったリテラシー能力として、インターネットでのデータ
検索技法とデータ収集技法、文章作成技法、データ処理技法、資料作成技法を習得して、演習成果を課題として提
出する。なお、定期試験は採点後に返却し、理解度の確認を求める。演習課題については、評価の根拠と注意点を
示し、習得度の確認を求める。

インターネット社会を生きるための情報倫理　　IEC・情報倫理教育研究グループ　　実教出版
30時間でマスター Office2019　　実教出版企画開発部　　実教出版

Information Ethics

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

GE-2

氏名：

科目名（和文）

情報倫理

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

2 情報と情報社会（講義）

2 個人情報と知的財産（講義）

1.5 タイピング（演習）

2 Word（演習）

0.75 前期中間試験

4.5 ネットにおけるコミュニケーションとマナー

（講義）

3 Excel（演習）

3 情報収集、レポート作成１（演習）

0.75 前期末試験

1.5 前期のまとめ

4 情報社会における生活（講義）

2.5 PowerPoint（演習）

2.5 情報収集、レポート作成２（演習）

0.75 後期中間試験

4.5 情報セキュリティとネット被害（講義）

3 応用Excel（演習）

3 情報収集、レポート作成３（演習）

0.75 後期末試験

1.5 後期の振り返りとAI・データサイエンス入門

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□ AI入門

□ 「セキュリティ」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

□ 試験の解説

□ 社会におけるAI・データ利活用

□ 情報セキュリティ（B,F)     

□ コンピュータへの被害 （B,F) 

□ ネット社会のセキュリティ技術（B,F)    

□ 家計簿のExcelシートとグラフ作成 (A,E)

□  MicroSoft-PowerPointの基本機能と操作 (A,E)  

□ 「ネットトラブル」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

□ 社会生活における情報（B,C,D,F)  

□ 身近な生活における情報（B,C,D,F)    

□ ネット社会におけるトラブルと犯罪（B,C,D,F)    

   

□ 試験の解説、理解が不十分な内容の補足

□ Webページによる情報の受信・発信（B,C,D,F)    

□ ネット上のコミュニケーション（B,C,D,F)     

     

□ MicroSoft-Excelの基本機能と操作 (A,E)   

□ 「著作権」をテーマにWordでレポートを作成 (A,E)

□ MicroSoft-Wordの基本機能と操作 (A,E)   

□ 電子メールによる情報の受信・発信（B,C,D,F)     

□ 情報の受信・発信と個人の責任（B,C,D,F)     

        

□ 個人情報（B,C,D,F)      

□ 知的財産権（B,C,D,F)  

   

□ ブラインドタッチタイピングの練習 (A,E)   

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業の意義、授業計画、評価方法、インターネット社会 

□ メディアセンターの利用方法、PCの基本操作  

      

□ 情報と情報社会の特徴（B,C,D,F)  

授業計画

3



シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 一般教育科（文系） 

学年 1 年 科目 保健体育 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 1年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 13.5 1.5 30

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+保健素点(25%)+体育実技素点(25%) で算出する。
　・保健素点は定期試験(60%)+ノート(40%)、体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+保健素点(20%)+体育実技素点(20%)+マラソン(10%)で算出する。
　・保健および体育実技素点は前期と同様の形式で算出。
　・マラソンは周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

なし

授業の際に指定の服装で臨まなかった場合には見学とする。怪我等で長期にわたる見学及び実技試験受験不可と
なった場合には、医師の診断書を担当教員に提出のこと。競技大会及びマラソン大会開催前は練習が行われるが、
その際の授業内容の変更等は別途指示する。

授業内容

「健康」をキーワードとして、自らが様々な事柄を通し、生涯にわたり適切な意志決定・行動選択を行うことがで
きる資質や能力を養うと共に、自身の生活に活かす事ができるようにする。また、スポーツについて種目の特性を
理解し、ルールや礼儀・マナーおよび互いを尊重する態度や協力し合う姿勢を養い、学生相互の信頼関係を育む。

A.各種目における様々な技能を理解することができる。
B.ルールを理解して実際に試合を行うことができる。
C.公正な態度を持って授業に臨むことができる。
D.互いに協力し合って練習・試合に取り組むことができる。
E.健康に関する基本的知識を理解することができる。
F.適切な生活行動を選択し実践するための知識を身につけることができる。
G.自身の健康のために生活環境を改善していく意欲を持つことができる。

保健と体育実技を隔週で実施する。ただし学校行事の都合で順序が入れ替わる場合もあるので別途配布される年間
行事予定を確認の上、対応すること。剣道とバレーボールの履修順は半期で入れ替えるがクラス毎に異なるので注
意すること。

「現代高等保健体育」 衛藤 隆,友添 秀則 ほか (大修館書店)

Health and Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

保健体育

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

― 保 健 ―

【前期】

0.75 授業ガイダンス

6.75 現代社会と健康、安全な社会生活

0.75 前期末試験

0.75 学習指導期間

【後期】

7.5 生涯を通じる健康、健康を支える環境づくり

0.75 学年末試験

0.75 学習指導期間

― バレーボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 集団行動・体づくり運動

0.75 基礎技術

1.5 応用技術

1.5 実戦練習

2.25 試合

0.75 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 基礎体力作り

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)

1.5 応用動作の習得(1)

1.5 応用動作の習得(2)

0.75 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□定められた距離を走破する (C)(G)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□打ち方・打たせ方・剣道基本技稽古法1(A)(D)

□剣道基本技稽古法2(A)(D)

□技能・態度の到達度 (A)(D)

□各項目において体力測定を実施 (C)(G)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(C)(D)

□サーブ (A)(D)

□授業方法・評価法・体育施設利用法について (C)

□ストレッチング・複合トレーニング (C)(G)

□礼法・構え・竹刀操作 (A)(C)(D)

□足さばき・素振り・竹刀打ち (A)(D)

□授業方法・評価法・体育施設利用法について (C)

□集合・整列、ストレッチ・基礎運動トレーニング (C)(G)

□キャッチボール・パス・サーブ (A)(D)

□三段攻撃・レシーブフォーメーション (A)(D)

□9人制ルール・審判法・戦術説明及びゲーム (B)(C)(D)

□6人制ルール・審判法・戦術説明及びゲーム (B)(C)(D)

□答案返却・解説・ノート確認 (E)

□思春期・結婚・妊娠および出産や医療に関する学習 (E)(F)(G)

□答案返却・解説・ノート確認 (E)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□生活習慣病・飲酒・喫煙・精神疾患・感染症および心肺蘇生法における学習 (E)(F)(

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 一般教育科（文系） 

学年 2 年 科目 国語 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系） 

相川智洋・河田綾・村田昌巳 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 3 月 16 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 追記「不合格者に対し、再試験・追課題等を課して単位を認定する場合がある。」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 4

講義 演習 実験・実習

必修 45 45 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「新編言語文化学習ノート」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、「国語辞典」（各社・電子辞書可）
必要に応じてプリントを配布する。

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
各区間の評価点は、小数点第1位を四捨五入したものとする。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。
不合格者に対し、再試験・追課題等を課して単位を認定する場合がある。

下記(1)～(4)の合計を各区間の評価点とする。
(1) 定期試験（50点満点） 【50点相当】
(2) 三字熟語・四字熟語小テスト（10点満点）2回分平均点【10点相当】
(3) 文章作成学習課題〈Aプリント〉（3課題各10点）【30点相当】
(4) 文章作成提出課題〈Bプリント〉（各10点）平均点【10点相当】

国語（1年・3年・4年）、日本語表現（4・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験にはしっかりと準備した上で臨むこと。
苦手な学生は1年次学習内容を必ず復習すること。

授業内容

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
① アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
② 聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③ 言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③に向けて、2年次の学習到達目標を下記4点とする。
(A) 現代日本語の文と文の関係、段落と段落の関係を把握できる。
(B) 伝統文化としての古典を理解し、その多様性に触れることができる。
(C) 三字熟語・四字熟語などの意味を理解し、正しい表記で用いることができる。
(D) 文章作成の基礎を理解し、手引きに従い文章を書くことができる。

【読む】 評論文を読解する。
「古典」の基礎（文学史含む）を理解し、鑑賞する。
文章の内容理解の一部として、三字熟語・四字熟語について学習し、小テストを実施する。

【書く】 文章作成基礎力（語彙力・文法力・表現力）を養成する。
　演習として、指示に従って文章を書く作業に取り組む。

【読む】「新編現代の国語」（大修館書店）・「新編言語文化」（大修館書店）
【書く】 授業時配布プリント、「新編現代の国語」（大修館書店）

Japanese

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

氏名：

科目名（和文）

国語

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

1 前年度の復習

4.5 評論文読解Ⅰ

3 古典文学史・古典鑑賞

9 文章作成基礎Ⅰ

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説・復習

6.5 評論文読解Ⅱ

3 古典文学史・古典鑑賞

10.5 文章作成基礎Ⅱ

3 科目別補講

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説・復習

1 文章作成基礎Ⅰ・Ⅱ復習

1 前期授業アンケート

6 評論文読解Ⅲ

3 古典文学史・古典鑑賞

9 文章作成基礎Ⅲ

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説・復習

6.5 評論文読解Ⅳ

3 古典文学史・古典鑑賞

10.5 文章作成基礎Ⅳ

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説・復習

1 文章作成基礎Ⅲ・Ⅳ復習

1 後期授業アンケート

合計

90

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 文章の論理構造及び内容（A)(C)

□ 古典文学史基礎・古典基礎（B)(C)

□ 古典文学史基礎・古典基礎（B)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 文章の論理構造及び内容（A)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 古典文学史基礎・古典基礎（B)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

□ 論理構造基礎 文章作成ルール・語彙・文法・表（A)(C)

□ 文章の論理構造及び内容（A)(C)

□ 文章の論理構造及び内容（A)(C)

□ 古典文学史基礎・古典基礎（B)(C)

□ 文章作成ルール・語彙・文法・表現(D)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□ 授業計画及び評価方法

□ 1年次学習内容確認（A）

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 一般教育科（文系） 

学年 2 年 科目 保健体育 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）鎌田俊司 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

2種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は時間割の都合で決まるので、初回ガイダンスの際に説明を行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

なし

授業の際は指定の体育着・柔道着を着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の利用方法
について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不可となっ
た場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

サッカー：日本サッカー協会公認B級コーチライセンスを有し、トップリーグや大学クラブでのコーチとして活動
した実務経験をもとに、サッカーの理論・技術を解説しながら安全に授業運営・教示する。

授業内容

科目名（和文）

保健体育

Health and Physical Education

健康を保持・増進し、豊かな人間性を養い、『生涯体育』をキーワードとした健康・体力づくりを目指す。また、
自らの精神と身体を巧みに使用することによって社会生活における自己の完成を目指し、互いを尊重し、協力し合
うことによって発展へと結び付けていく。

A.サッカーを通して、個人技能や集団技能を理解することができる。
B.試合に対してチームの目標を持ち、役割分担を決めることができる。
C.相互に協力し、各自の責任を果たそうとする姿勢を示すことができる。
D.習得したわざを実戦練習において充分に発揮することができる。
E.互いを尊重し、礼儀正しく練習に臨むことができる。
F.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
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時間数 授業項目

― サッカー ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 個人技能練習(1)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(2)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(3)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(4)・ハーフコートゲーム

1.5 個人技能練習(5)・ハーフコートゲーム

1.5 技能試験・ゲーム(フルコート)

0.75 集団技能練習(1)・ハーフコートゲーム

1.5 集団技能練習(2)・ハーフコートゲーム

0.75 集団技能練習(3)・ハーフコートゲーム

1.5 集団技能練習(4)・ゲーム(ハーフコート)

2.25 集団技能練習(5)・ゲーム(フルコート)

1.5 技能試験・ゲーム(フルコート)

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 礼法

0.75 体つくり運動

1.5 受け身

0.75 受け身復習

1.5 投げわざ

0.75 投げわざ復習

1.5 実技試験(1)

0.75 総合復習

1.5 寝技

1.5 寝技乱取り

1.5 投げわざ

2.25 総合練習

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□各項目において体力測定を実施 (F)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(C)

□定められた距離を走破する (F)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(F)

□袈裟固め・横四方固め・上四方固め (E)

□寝技に関する反復練習及び実戦練習 (D)(E)

□体落とし・大外刈り (D)(E)

□乱取り(投げわざ・寝技)及び習得したわざに関する反復復習(D)(E)

□回転運動・寝技・投げわざに関する試験を実施 (D)(E)

□後受け身・横受け身・前受け身・前回り受け身 (E)

□受け身に関する反復練習 (D)(E)

□大腰・背負い投げ(一本背負い) (D)(E)

□投げわざに関する反復練習 (D)(E)

□受け身・投げわざに関する試験を実施 (D)(E)

□受け身・投げわざ (D)(E)

□攻撃・守備戦術の理解(チーム戦術) (A)(B)(C)

□ボールコントロールに関する試験を実施 (A)(B)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明 (F)

□柔道着の着用法・座礼・立礼 (E)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング・回転運動 (E)

□ボールコントロール(ボールを意図したように扱う)(A)(B)(C)

□1分間のボールリフティング(何度落としても良い) (A)(B)

□システムの理解 (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(個人戦術) (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(グループ戦術) (A)(B)(C)

□攻撃・守備戦術の理解(チーム戦術) (A)(B)(C)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□学習計画・評価法・体育施設利用法の説明・グループ分け (F)

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)

□ボールコントロール(ボールを意図したように扱う)(A)(B)(C)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

授業計画

□ボールに慣れる・技能テスト課題の練習 (A)(B)(C)
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シラバス変更

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 一般教育科（文系） 

学年 2 年 科目 英語 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）松尾貴哲 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法

□ 教科書・補助教材

■ 評価方法 変更「定期試験の再試験は実施しない。」→「原則として定期試験の再試験は実

施しない。 

□ 関連科目

□ 実務経験と授業科目の関連性

□ 準備学習に関するアドバイス

□ 授業計画

□ その他
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

全学科 2年 通年 6

講義 演習 実験・実習

必修 45 90 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

授業内容

科目名（和文）

英語

English

多様なアクティビティを通して、発信力を中心に英語運用能力の基礎を築く。基本的な英文法のまとめや平易な文
書読解の演習を行いながら、CEFR-J A1.3レベルの到達を目指す。

A.(Listening)簡単な用事に必要な指示や説明が、ゆっくりはっきり話されれば理解できる
B.(Reading)挿絵等を参考にしながら、簡単な語を用いて書かれた文章を理解することができる
C.(Speaking)簡単な語や基礎的な句を用いて、複数の文で意見を述べることができる
D.(Writing)簡単な語や基礎的な表現を用いて、短い文章を書くことができる
E.(Grammar)授業内で取り扱った文法項目を理解することができる

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

4技能習得を目的とした演習中心の授業を行う。授業はすべてTeam Teachingで行い、必要に応じて
ペアワーク、グループワークなどを通して、理解の促進・フォローをする。

Get Ahead, Level 2 及び Level 3 (Oxford)

ジーニアス英和辞典第6版（大修館）

区間評価：定期試験(50％)＋小ﾃｽﾄ(15％)＋ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ(15％)＋課題(20%)
※ 小ﾃｽﾄは原則として再テスト不可。
※ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄは再テスト可だが、再テスト評価表(最高9点)を用いて評価する。
※ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ当日欠席であった場合、受験時に再テスト評価表を用いて評価する。
※ 小テスト及びﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄの未受験分は、0点として換算する。
※ 原則として定期試験の再試験は実施しない。

総合評価は各区間の単純平均とする。
※ 英検IBA試験を年に1回実施し(12月実施予定)、学年末評価に1区間相当として算入する。
   換算点については、別表参照

1年英語及び国語

平常点を占める割合が大きいので、小テストは必ずできるようになるまで練習し、しっかりと準備をしてから授業
に臨んでください。この授業は「実技科目」であると考えて、積極的に体を動かして下さい。ただ黙って座ってい
るだけでは評価されません。遠慮せず質問をして下さい。

氏名：
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時間数 授業項目

【前期中間】

1.5 ガイダンス

25.5 Book 2, Unit 9

　　

Book 2, Unit 10

0.75 前期中間試験

【前期末】

1.5 前期中間試験の返却・解説

30 Book 2, Unit 11

Book 2, Unit 12

0.75 前期末試験

4.5 【学習指導期間】前期末試験の返却・解説

【後期中間】

1.5 ガイダンス

25.5 Book 3, Unit 1

　　

Book 3, Unit 2

0.75 後期中間試験

【後期末】

1.5 後期中間試験の返却・解説

30 Book 3, Unit 3

Book 3, Unit 4

0.75 後期末試験

4.5 【学習指導期間】前期末試験の返却・解説

1.5 実力判定試験(英検IBA試験)

4.5 科目別補講

合計

135

時間

授業計画

□  現在完了形を使うことができる (E)

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　経験について述べたり、尋ねたりすることができる (A,C,D)

□  過激なスポーツについて書かれた文章を読むことができる(B)

□　ハイテク製品について述べることができる (A,C,D)

□　条件文を使うことができる(E)

□　慈善事業について書かれた文章を読むことができる (B)

□　素材を表す語彙を使って、身近な物を説明することができる(A,C,D)

□　現在形の受動態を使うことができる(E)

□　有名な建築家について書かれた文章を読むことができる(B)

□  自然災害について述べることができる (A,C,D)

□  適切な助動詞を用い、可能性について述べることができる (C,D,E)

□　よい目的のためのポスターを書くことができる(D)

□　授業コンセプトの共有

□　受講上の基本ルールの理解

□　ファッションについて述べることができる (A,C,D)

□　現在時制と付加疑問文を使うことができる (E)

□　性格と外見について書かれた文章を読むことができる (B)

□　人物の特徴について述べることができる (A,C,D)

□　形容詞の比較級と最上級を使うことができる (E)

□　性格の変化について書かれた文章を読むことができる (B)

□　場所や休暇について述べることができる (A,C,D)

□　過去形と過去進行形を使うことができる (E)

□　都会へ移ることについて書かれた文章を読むことができる (B)

□　病気とけがについて述べることができる (A,C,D)

□  法助動詞を使うことができる (E)

□  生活習慣について、文章を読み、書くことができる(B,D)
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 一般教育科（文系） 

学年 3 年（機械電子工学科） 科目 国語 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）村田昌巳 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 3 月 16 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 追記「不合格者に対し、再試験・追課題等を課して単位を認定する場合がある。」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 30 15 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「論理国語 学習ノート」（大修館書店）

年間を定期試験で4区間に分け、単純平均方式で算出する。
最終成績は、4区間の評価点平均の小数点第1位を四捨五入したものとする。
ただし、4区間の評価点の合計が240点に満たない場合は不合格とする。
不合格者に対し、再試験・追課題等を課して単位を認定する場合がある。

下記(1)～(3)の合計を各区間の評価点とする。
(1)  定期試験（60点満点）【60点相当】
(2)  文章作成課題（20点満点）【20点相当】
(3)  授業内小テスト（10点満点）×2回【20点相当】

国語（１年・２年・４年）、日本語表現（4年・5年人文社会選択）

課題への取り組み不足や提出遅れ・不提出、忘れ物等のないようにすること。
小テスト・定期試験には十分に準備をしたうえで臨むこと。
国語を苦手とする学生は既習事項を復習し、分からないところがあれば担当教員に相談すること。

授業内容

｢互いを理解し、自己を正しく表現できる力｣の獲得に向けて、ことばの構造把握・効果的運用のための｢基本的知
識・論理的思考力｣を身につけることを目指す。

国語科教科目標
①　アイデアを具現化する実践力（開発力）の源となる「論理的思考力」を養う。
②　聞き手・読み手を意識し、日本語によって適切的確な意思疎通を図る「コミュニケーション力」を養う。
③　言語・文化の本質及び多様性を正しく理解し受容できる「人間性」を養う。

上記①②③の達成に向けて、３年次の学習到達目標を下記４点とする。
(A)　文章全体の論理構造を読み解き、内容を正しく理解することができる。
(B)　文章作成の基礎を理解し、一定の長さの文章を書くことができる。
(C)　古典の文学を鑑賞し、日本の言語文化について理解することができる。
(D)　難読語・ことわざ・慣用句について理解することができる。

１・２年次に学習した事項をもとに、教科書に掲載された文章を読解する。
各学期ごとに文章作成課題を設ける。
国語に関する知識の習熟を目指し、適宜小テストを行う。

「論理国語」（大修館書店）、「国語便覧」（数研出版）、各種辞典（国語辞典・漢字辞典・古語辞典など）、そ
の他適宜プリントを配布する。

Japanese

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

国語

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

0.5 ガイダンス

4 現代文１

3.5 古典１（古文）

1 国語教養

0.75 前期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文２

3.5 古典２（漢文）

1 国語教養

0.75 前期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 前期授業アンケート

4.5 現代文３

3.5 古典３（古文）

1 国語教養

0.75 後期中間試験

1 試験返却及び解説

5 現代文４

3.5 古典４（漢文）

1 国語教養

0.75 後期期末試験

1 試験返却及び解説

0.5 後期授業アンケート

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

ことわざ・慣用句について理解する(D)

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

ことわざ・慣用句について理解する(D)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C) 

難読語について理解する(D)

文章の内容を的確に読解する(A)

古典文学を鑑賞し、言語文化に対する理解を深める(C)

難読語について理解する(D)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

授業計画及び評価の方法

文章全体の論理構造を読み解く(A)

文章に対して自分の意見をまとめる(B)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 デザイン学科 

学年 3 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）高野 修 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

授業内容

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]

20



時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 電気工学科 

学年 3 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）鎌田俊司 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。

② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。

③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。

※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

授業内容

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 機械電子工学科 

学年 3 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）高野 修 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

授業内容

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 3 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

なし

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員の指示を受けること。

授業内容

必要とされる技能を習得および実践し、その段階に応じて作戦を立てて試合を行い、勝敗を競う過程や結果に楽し
さや喜びを味わう。また、個人的技能および集団的技能の重要性を理解し、チームでの役割を自覚してその責任を
果たせるよう、互いに協力しながら練習や試合に取り組んでいくことができるようにする。

A.バスケットボールに関する基礎的理論を理解することができる。
B.バスケットボールのルールを理解することができる。
C.バスケットボールの試合を円滑に運営することができる。
D.ソフトボールにおける捕球・送球・打撃動作を実践することができる。
E.ソフトボールのルールを理解することができる。
F.ソフトボールの試合を円滑に行うことができる。
G.学生が主体的に相互の信頼関係を育み、試合の進行や結果に対して公正な態度で臨むことができる。
H.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を身に付けることができる。

種目を半期で入れ替える形式を取る。履修順は可能な限りクラスで決めてもらうが、天候・気温等の状況を考える
ならばなるべく前期でソフトボールを履修してもらうことを勧める。また、希望があれば男女別での授業運用も可
能である。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

― バスケットボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

0.75 個人技能

1.5 集団技能

0.75 ルール(1)

0.75 簡易ゲーム

0.75 実技試験(1)

1.5 反復練習

2.25 チーム練習

0.75 フォーメーション

0.75 ルール(2)

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― ソフトボール ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体つくり運動

2.25 個人技能

2.25 集団技能

1.5 総合練習

1.5 実技試験(1)

2.25 チーム練習

4.5 試合

1.5 実技試験(2)

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□捕球・送球(ゴロ・フライ) (D)

□各項目において体力測定を実施 (H)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (G)

□定められた距離を走破する (H)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する (H)

□バットの握り方・素振り・バッティング・ボールの握り方・投法 (D)(E)

□シートノック・フリーバッティング (D)(E)

□野手の守備方法について (D)(E)

□打撃練習・守備練習打撃(フリーバッティング) (D)

□守備方法を中心に実戦方式で練習 (D)(E)

□クラス内リーグ戦 (E)(F)

□審判法について (B)

□クラス内リーグ戦 (B)(C)(G)

□ランニングショット(レイアップ) (A)

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ファールとバイオレーション (B)

□3on3・リバウンド (A)(B)

□セットショット(ボースハンド・ワンハンド) (A)

□個人技能および集団技能 (A)(B)

□実戦を想定したチーム練習 (B)(C)(G)

□ディフェンス(ゾーン・マンツーマン) (A)(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・グループ分け (H)

□ストレッチ・基礎運動トレーニング (H)

□ボール慣れ・ドリブル・ステップワーク・パス・シュート (A)

□動きながらのパス・ポストプレー・ピボット・スリーメン (A)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 デザイン学科 

学年 4 年 科目 自然科学とデザイン 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（理系）・大屋博一 

一般教育科（理系）・真島裕樹 
受講生への 
変更告知日 

2023 年 7 月 31 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 「不合格者に対しては再試験を実施し，到達目標の達成が認められた場合には評

価点を 60 点に訂正する」を追記した． 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 12 1.5 9

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

必要に応じて授業内で紹介する．

各区間とも課題30点，試験70点の100点満点で評価する．

不合格者に対しては再試験を実施し，到達目標の達成が認められた場合には評価点を60点に訂正する．

基礎数学1・2，基礎物理1・2，色彩学，工業技術概論，

2年生までに学習した数学・物理について復習しておくと良い．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修
（自学自習）として課題（復習，理解度確認テスト等を含む）への取り組み等に45時間を充てる．

授業内容

アートの中には数学や物理がたくさん潜んでいる．またデザインや造形には，数学，物理がいろいろな場面で応用
されている．本授業では，デザインの基礎となる数学，物理について，座学や実習を通して学習する．

A.　アートの中に潜む数学について説明できる．
B.　数学がデザインにどのように応用されているか説明できる．
C.　デザインの基礎となる物理学の知識について説明できる．
D.　物理学がデザインにどのように応用されているか説明できる．
E.　構造力学の初歩を理解し，設計・製作できる．

数学：座学と実習（作図・工作）
物理：座学と実習（製作）

必要に応じてプリント資料を配布する．

Natural Science for Design

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

GE-1              

氏名：

科目名（和文）

自然科学とデザイン

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

0.3 ガイダンス

1.2 アートに潜む数学（黄金比・白銀比）

1.5 アートに潜む数学（フラクタル）

1.5 作図

1.5 明るさと光

1.5 色彩と数学

1.5 人間工学入門

0.75 中間試験

0.75 答案返却．試験問題解説．

0.75 宇宙論入門

1.5 カメラの数学と物理

1.5 ライティング入門

1.5 構造力学入門

4.5 軽量構造

0.75 期末試験

1.5 試験の講評

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□宇宙論の初歩について理解を深める(C)

□カメラの構造に関係する数学と物理について理解を深める（D)

□照明の物理学的側面について理解を深める(D)

□構造力学の初歩について理解を深める(E)

□パスタブリッジの製作を通して軽量構造と構造力学についての理解を深める(E)

□色彩が数学的にどのように記述されるのかの初歩について理解を深める(C)

□人間工学の初歩を理解する(B,D)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□黄金長方形と白銀長方形の性質を学び折り紙を折って理解を深める(A)

□フラクタル図形とは何かを実例を通して学び簡単なフラクタル図形を生成する(A)

□多角形の重心を作図する(B)

□明るさの定量的記述と光の基本的な性質の理解を深める(C)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 デザイン学科 

学年 4 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

授業形態の時間内訳 [hour]
履修形態科目名（英文）

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
　・体育実技素点は、球技と武道(柔道又は剣道)の平均化して算出する。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

JABEEプログラムの学習教育目標との対応

       

JABEE基準1(2)との対応

       

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応

授業内容

科目名（和文）

体育実技

Physical Education

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。
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時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

授業計画

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 電気工学科 

学年 4 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
　・体育実技素点は、球技と武道(柔道又は剣道)の平均化して算出する。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

授業内容

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 機械電子工学科 

学年 4 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
　・体育実技素点は、球技と武道(柔道又は剣道)の平均化して算出する。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>+B47:B48

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

授業内容

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 4 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
　・体育実技素点は、球技と武道(柔道又は剣道)の平均化して算出する。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

保健体育・体育実技<バレーボール・剣道・サッカー・柔道・バスケットボール・ソフトボール>

授業の際は指定の体育着・体育館シューズを着用のこと。持参していない場合には見学とする。また、体育施設の
利用方法について授業初回での説明を理解・徹底すること。怪我・病気等で長期にわたる見学及び実技試験受験不
可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

授業内容

生涯体育を意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上および
基礎的知識の理解力を身につける。

A.1～3年次で習得した技能を発展させ、実践できるよう努力することができる。
B.様々なスポーツの種目特性を理解し、親しむ能力を身に付けることができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.学生が相互に協力して試合の運営や進行を行い、進行や結果に対し公正な態度で臨むことができる。

クラスを2グループに分け、1/4期ごとに武道と球技をローテーションして行う。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

― 球 技 ―

0.75 授業ガイダンス

15 球技

― 柔 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 総合復習

1.5 様々なわざ

1.5 総合練習

0.75 ルール

3 試合

1.5 実技試験

― 剣 道 ―

0.75 授業ガイダンス

0.75 体力づくり

1.5 基本動作の習得(1)

1.5 基本動作の習得(2)・剣道具の着装法

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(1:しかけ技)

1.5 応用動作(対人的技能)の習得(2:応じ技)

1.5 実技試験

― その他 ―

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (B)(D)

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)(G)

□打ち方・打たせ方・胴，垂，小手の着装方法(A)(B)

□一本打ちの技・連続技・払い技 (A)(B)

□抜き技・返し技・擦り上げ技・打ち落とし技 (A)(B)

□技能・態度の到達度 (A)

□各項目において体力測定を実施（C）

□クラス内で重量別に分け個人戦を行う (B)(D)

□投げの形・乱取り (A)(B)

□授業計画・評価法の説明（C）

□ストレッチング・トレーニング （C）

□構え・足さばき・素振り・竹刀打ち(A)(B)

□授業計画・評価法の説明（C）

□受け身・投げわざ・寝わざ (A)(B)

□わざの連絡変化・絞めわざ・関節わざ・わざの実践 (A)(B)

□約束乱取り・寝わざ乱取り・乱取り (A)(B)

□審判法・罰則規定 (A)(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業の流れ・評価法・取り組み方 (C)

□サッカー・バレーボール・バスケットボール・バドミントン・卓球

　ソフトボール・キックベース・インディアカ・ソフトバレーボール

　ソフトラクロスのうちから授業毎に 1種目選択し実施 (A)(B)(D)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 デザイン学科 

学年 5 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

AD:デザイン学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
　・体育実技素点は、報告書及び振り返りシートをベースに算出する。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

授業内容

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

GE-2 GE-3             

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]

47



時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 電気工学科 

学年 5 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）高野 修 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

EE:電気工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
　・体育実技素点は、報告書及び振り返りシートをベースに算出する。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

授業内容

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

GE-2 GE-3      A-1       (i) 

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 機械電子工学科 

学年 5 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
　・体育実技素点は、報告書及び振り返りシートをベースに算出する。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

授業内容

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

GE-2 GE-3      A-1       (i) 

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 5 年 科目 体育実技 

科目担当者 
所属・氏名 

一般教育科（文系）大野達哉 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施した。 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 5年 通年 2

講義 演習 実験・実習

必修 0 0 45

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

「アクティブ スポーツ 『総合版』」 (大修館書店)

① 前期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(50%)で算出する。
　・体育実技素点は実技試験(60%)+授業態度点(40%)とする。
　・体育実技素点は、報告書及び振り返りシートをベースに算出する。
② 後期成績は、授業意欲点(50%)+体育実技素点(25%)+マラソン(25%)で算出する。
　・体育実技素点の扱いについては前期同様とする。
　・マラソンについては周回数に応じて素点を算出し、本大会の成績が良好だった者には加点を行う。
③ 学年末成績は、①前期成績と②後期成績を平均化して算出する。
　・授業意欲点は欠課があった際に1コマにつき3点減点する。
※なお、③学年末成績算出時、以下の欠課数に応じて追加課題もしくは追加補講を実施する。
　・16～19時間（8～9.5コマ）欠課した場合は、学年末に追加課題の対象とする。
　・20時間（10コマ）以上欠課した場合は、追加補講の対象とし、補講完了をもって60点の評価とする。

保健体育・体育実技(1～4年次履修の全種目) ※武道は除く

天候もしくは他クラスの体育施設の利用状況等により、必ずしも上記の順番で授業を進行していくとは
限らないので、毎回必ず授業前に実施場所を確認のこと。また、怪我・病気等で長期にわたる見学及び
授業実践への参加が不可となった場合には医師の診断書を提出の上、担当教員に指示を受けること。

授業内容

生涯スポーツを意識し、健康の保持増進と人間性・社会性を養うとともに、基本的な身体能力と調整能力の向上お
よび基礎的知識の理解力を身につける。

A.スポーツの種目毎における楽しさを理解しようとすることができる。
B.相互に協力し合いながらより高い技能を発揮できるよう努力することができる。
C.自身の体力づくりのために積極的に運動に取り組む意欲を持つことができる。
D.勝敗に対し公正な態度を持って望むことができる。
E.生涯にわたってスポーツに親しむために必要な事柄を理解することができる。
F.リーダーシップ・フォロワーシップをもって授業の円滑な運営・進行ができる。

4年次までに履修した種目を授業毎に1～2種目選択し実施する。
授業毎に学生が輪番で実施当番にあたり、学生相互で授業を運営する。

なし

Physical Education

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

GE-2 GE-3      A-1       (i) 

氏名：

科目名（和文）

体育実技

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

0.75 授業ガイダンス

3 バレーボール

2.25 卓球

3 バドミントン

1.5 ドッジボール

3 ソフトボール

4.5 サッカー

1.5 インディアカ

1.5 ソフトバレーボール

4.5 バスケットボール

1.5 ユニホック

1.5 ソフトラクロス

1.5 グラウンドゴルフ

3 テニス

1.5 キックベース

3 新体力テスト

1.5 校内競技大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会へ向けた練習

3 校内マラソン大会

合計

45

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□定められた距離を走破する (C)

□男子13km・女子9kmのコースを規定時間内に走破する(C)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□各項目において体力測定を実施 (C)

□各自出場する種目に関しクラス内で練習を行う (A)(D)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□2年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□3年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価法・体育施設利用方法説明・グループ分け(C)(F)

□1年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

□4年次の復習・応用技術・リーグ戦方式によるゲーム(A)(B)(D)(E)(F)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 3 年 科目 アルゴリズム論 1 

科目担当者 
所属・氏名 

情報工学科 須志田隆道 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 変更「公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものと

する．」→「再試験を受験した場合は成績の上限を 60 点とする.」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

[1] はじめてのアルゴリズム，上原隆平著，共立出版
[2] データ構造とアルゴリズム，五十嵐健夫著，数理工学社

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，中間レポート課題（100
点満点）をc，期末レポート課題（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15
* dと定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である
者を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
再試験を受験した場合は成績の上限を60点とする.
課題レポートの提出日は，それぞれ試験実施日とする。
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

プログラミング基礎１・プログラミング基礎２・プログラミング基礎３

なし

本講義では、授業外学修として45時間を予習復習に充てること。具体的には、毎回の講義に対して予習復習を念頭
に置いた3時間分の課題として課し、プログラム言語を用いたアルゴリズム実装や計算量のオーダー評価などの学
習を行う。そのため、Visual studioなどの統合開発環境など、プログラムの開発環境を用意しておくこと。

授業内容

計算時間の削減などのプログラム開発における効率化を図るためには，問題を解くための処理手順（アルゴリズ
ム）の理解が重要である．本講義では，アルゴリズムの計算量を評価するためのオーダー記法を準備し，基本的な
設計方法について学習を行う．さらに，代表的な整列（ソート）アルゴリズムを学習し，プログラム言語による実
装を行う．最後に，整列アルゴリズムの計算量を理論的に評価する，

A. アルゴリズムの考え方を正しく理解することができる．
B. アルゴリズムの計算量を理解することができる．
C. アルゴリズムの設計方法を理解することができる．
D. 整列アルゴリズムおよびその計算量の評価を理解することができる．

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試
験前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例
を示す．

なし

Algorithm 1

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

CS-1       B-2       (d)(1) 

氏名：

科目名（和文）

アルゴリズム論１

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 アルゴリズムの計算量

6 アルゴリズムの設計方法

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 整列アルゴリズムの実装

3 整列アルゴリズムの計算量

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□後半のまとめ

□クイックソートを実装することができる（D）

□マージソートを実装することができる（D）

□整列アルゴリズムの計算量の導出とオーダー評価を行うことができる（D）

□前半のまとめ

□バブルソートを実装することができる（D）

□選択ソートを実装することができる（D）

□挿入ソートを実装することができる（D）

□力ずく法を理解することができる (C）

□欲張り法を理解することができる（C）

□再帰呼出しを用いたプログラムを作成することができる（C）

□分割統治法を理解することができる（C）

□動的計画法を理解することができる（C）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法を把握することができる

□アルゴリズムを計算量の観点から理解することができる（A,B）

□計算量のオーダー評価を数学的に示すことができる（B）

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 3 年 科目 アルゴリズム論 2 

科目担当者 
所属・氏名 

情報工学科 須志田隆道 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 変更「公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものと

する．」→「再試験を受験した場合は成績の上限を 60 点とする.」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 3年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

[1] はじめてのアルゴリズム，上原隆平著，共立出版
[2] データ構造とアルゴリズム，五十嵐健夫著，数理工学社

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，中間レポート課題（100
点満点）をc，期末レポート課題（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15
* dと定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である
者を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
再試験を受験した場合は成績の上限を60点とする.
課題レポートの提出日は，それぞれ試験実施日とする。
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

プログラミング基礎１・プログラミング基礎２・プログラミング基礎３

なし

本講義では、授業外学修として45時間を予習復習に充てること。具体的には、毎回の講義に対して予習復習を念頭
に置いた3時間分の課題として課し、プログラム言語を用いたアルゴリズム実装や計算量のオーダー評価などの学
習を行う。そのため、Visual studioなどの統合開発環境など、プログラムの開発環境を用意しておくこと。

授業内容

本講義では, 探索アルゴリズムの実装を行うことが主な内容である. 代表的な探索アルゴリズムのうち，線形（逐
次）探索および二分探索のアルゴリズムおよび計算量を学習し，プログラム言語による実装を行う．さらに，ハッ
シュ法におけるチェイン法およびオープンアドレス法の2つのプログラムによる実装を行う．さらに，データ構造
としてヒープと二分探索木の構造を学習する．最後にデータ構造を生かしたアルゴリズムの実装を行う．

A. 探索アルゴリズムのプログラミングおよびその計算量のオーダー評価ができる．
B. 連結リストを用いたプログラムを作成できる．
C. ハッシュ法を用いた探索プログラムを作成できる．
D. 基本的なデータ構造の理解と実装方法を理解することができる．
E. 木構造を応用した整列アルゴリズムの実装方法を理解することができる.

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試
験前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例
を示す．

なし

Algorithm 2

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

CS-1 B-2 (d)(1) 

氏名：

科目名（和文）

アルゴリズム論２

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

3 探索アルゴリズムと計算量

1.5 連結リスト

3 ハッシュ法

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

1.5 スタック・キュー

4.5 ヒープ・二分探索木

3 データ構造を用いたソートアルゴリズム

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□後半のまとめ

□ヒープ・二分探索木を実装することができる（D）

□ヒープソートを実装することができる (D,E)

□バケットソートを実装することができる (B,D)

□オープンアドレス法を実装することができる（C）

□前半のまとめ

□スタック・キューを実装することができる（D）

□単方向リストを実装することができる (B)

□循環リストを実装することができる (B)

□双方向リストを実装することができる (B)

□衝突が起こることを理解することができる（C）

□チェイン法を実装することができる (C）

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法を把握することができる

□線形探索のアルゴリズムを実装することができる (A)

□二分探索のアルゴリズムを実装することができる (A)

授業計画

63



シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 機械電子工学科 

学年 4 年 科目 電気回路 2 

科目担当者 
所属・氏名 

機械電子工学科 吉田将司 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 追記「ただし、場合に応じて課題もしくは試験の再評価を実施する場合がある。

その場合は最高点を 60 点とする。」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

ME:機械電子工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

評価項目は以下の３つである。授業外学修の成果確認として②および③を実施する。
①定期試験の平均点
②演習課題の平均点（遅延は50％評価、未提出は0％評価）
③課題レポート（２回）の平均点（遅延は50％評価、未提出は0％評価）

総合評価の算出方法は、

総合評価＝（①×60％＋②×20％＋③×20％）とする。

ただし、場合に応じて課題もしくは試験の再評価を実施する場合がある。その場合は最高点を60点とする。

電気回路の基礎と演習、電気回路1

三角関数およびベクトルを用いた計算が多用されるので、講義および試験時には関数電卓を持参すること。本授業
は学修単位科目であることから、授業外学習（自学自習）45時間を予習・復習等に充てることになるが、これに
WebClassで展開する授業資料を事前に取得・予習することおよび、課題の実施時間も加味すること。

授業内容

電気・電子工学の基礎としての電気回路解析手法について講義する

A.回路理論の諸定理を利用して線形回路網を解くことができる
B.４端子パラメータを用いた基礎的計算を行うことができる
C.線形回路の過渡現象を解くことができる
D.歪波交流の基礎について理解することができる

基本的に座学で講義を行い、自学自習のために課題を提示する。項目ごとに小テストを行い理解度をはかる機会を
設ける。学習成果の確認は定期試験にて行うとともに、答案返却時に解説を加えることで理解の定着をはかる。

「基礎からの交流理論」小郷 寛、小亀 英己、石亀 篤司、電気学会（発行元）、オーム社

Electoric Circuits 2

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

ME-3       B-2       (d)(1) 

氏名：

科目名（和文）

電気回路2

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

0.75 ガイダンス

0.75 電圧源と電流源

1.5 重ねの理

3 閉路解析法と接点解析法

1.5 等価回路

3.75 四端子回路網

0.75 前期中間試験（演習）

0.75 試験答案返却・試験解説

3 微分方程式を用いた過渡解析

1.5 ラプラス変換を用いた過渡解析

3 ひずみ波交流

0.75 前期期末試験（演習）

1.5 試験答案返却・試験解説

達成度アンケート・授業評価実施

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

■逆ラプラス変換の基礎(C)

■回路解析への応用(C)

■周期関数の表現(D)

■繰り返し周期波形の周波数解析(D)

■RL直列回路(C)

■RC直列回路(C)

■LC直列回路(C)

■RLC直列回路(C)

■ラプラス変換の基礎(C)

■ノートンの定理(A)

■最大電力供給の定理(A)

■Fパラメータと縦続接続(B)

■Yパラメータと並列接続(B)

■Zパラメータと直列接続(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

■授業の進め方と評価方法が理解できる

■電圧源と電流源(A)

■重ねの理による回路解析(A)

■回路方程式からの回路解析(A)

■鳳・テブナンの定理(A)

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 4 年 科目 数値計算 1 

科目担当者 
所属・氏名 

情報工学科 須志田隆道 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 変更「公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものと

する．」→「再試験を受験した場合は成績の上限を 60 点とする.」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

氏名：

科目名（和文）

数値計算１

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]

Numerical Computation 1

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

授業内容

数値計算を用いる場面は現象を扱う数理科学分野から産業に関わる工学分野などの多岐に渡る．本講義では，定積
分の近似値・常微分方程式や非線形方程式の近似解を算出するための数値計算法とその誤差評価を学習する．特
に，誤差評価に関してはプログラムによる数値実験としての評価に加えて，理論的な説明を行う．また，データ解
析などに用いる最小二乗法およびラグランジュ補間多項式について，プログラム開発を行う．

A. 浮動小数点数と誤差の概念を理解することができる．
B. 定積分の近似値を求めるプログラムの作成ができる．
C. 常微分方程式の近似解を求めるプログラムの作成ができる．
D. 非線型方程式の近似解を求めるプログラムの作成ができる．
E. 最小二乗法およびラグランジュ補間多項式を行うプログラムの作成ができる.

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試
験前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例
を示す．

なし

[1] C言語による数値計算入門―解法・アルゴリズム・プログラム、皆本晃弥著、サイエンス社
[2] 理工系の数理 数値計算，柳田 英二・中木 達幸・三村 昌泰著，裳華房

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，課題レポート1回目（100
点満点）をc，課題レポート2回目（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15
* dと定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である
者を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
再試験を受験した場合は成績の上限を60点とする.
課題レポートの提出日は，1回目を中間試験実施日，2回目を期末試験実施日とする．
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

アルゴリズム論１・アルゴリズム論２・情報工学実験３・情報工学実験４・数値計算２

なし

自宅の計算機がWindowsの場合は，演習室と同様のVisual studioを使用することができるため，学内のメールアド
レスによるMicrosoftアカウントを用いて，自宅での学習を可能にするためにインストールしておくことを推奨す
る．Windows以外のOSの場合は別途質問をすること．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自
習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる．
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時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 数値微分

3 数値積分

3 常微分方程式の数値解法

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 非線形方程式の数値解法

3 データの解析と補間

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

授業計画

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□区分求積法による定積分の定義と近似計算による誤差を理解することができる (A)

□Taylor展開と数値微分の誤差を理解することができる (A)

□台形則とその数値誤差を理解することができる（A,B）

□シンプソン則とその数値誤差を理解することができる（A,B）

□オイラー法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□修正オイラー法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□4段4次ルンゲ=クッタ法とその数値誤差を理解することができる（A,C）

□前半のまとめ

□二分法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□ニュートン法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□はさみうち法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□セカント法のアルゴリズムとその計算誤差を理解することができる（A,D）

□最小二乗法を理解し，プログラムによる実装ができる (E)

□ラグランジュ補間多項式を理解し，プログラムによる実装ができる (E)

□後半のまとめ

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

69



シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 4 年 科目 離散数学 1 

科目担当者 
所属・氏名 

情報工学科 島川陽一 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 追記「最終評価が 60 点未満の学生および欠課時数が全授業時数の 1/3 以上の学

生に対する再評価について 

・期末試験実施後に算出される最終評価が 60 点に満たない学生に対しては本科

目の到達目標がすべて範囲となる試験を実施する。この試験で得られる評価が 60

点以上で本科目を合格とし、本科目の最終評価を 60 点に変更する。 

・欠課時数が全授業時数の 1/3 以上の学生に対しては欠課時数が 1/3 をこえる

時間数に相当する課題を出題する。この課題の提出と合格評価により 1/3 に不足

する欠課時数の授業出席分とみなす。」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

特になし

・試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
をx3とした場合、総合評価XはX=0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。（理解度に応じて回数は決める。）
・総合評価Xが60以上で合格。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合（50点を目安とする）には再試験実施の可能性がある。

最終評価が60点未満の学生および欠課時数が全授業時数の1/3以上の学生に対する再評価について
・期末試験実施後に算出される最終評価が60点に満たない学生に対しては本科目の到達目標がすべて範囲となる試
験を実施する。この試験で得られる評価が60点以上で本科目を合格とし、本科目の最終評価を60点に変更する。
・欠課時数が全授業時数の1/3以上の学生に対しては欠課時数が1/3をこえる時間数に相当する課題を出題する。こ
の課題の提出と合格評価により1/3に不足する欠課時数の授業出席分とみなす。

情報数学概論、離散数学Ⅱ

授業後に必ずノートを見返し、わからないことは教員に質問に行く。またノートは片面を板書の写し、片面を自分
で調査した項目を記載する等工夫すること。特に授業中に説明された式は自分で導出してみること。

授業内容

離散数学は学科の教育到達目標(CS-1)に相当する情報工学を支える最も重要で基礎的な学習内容を持つ科目であ
る。本講義では4年生でも理解できるように、身近な数え上げの問題から出発し、離散数学の基礎である漸化式、
和の計算を勉強する。基本的な事柄を一般化・抽象化することによって知識がより一般的な問題の解決に向かうよ
うな手法を学修する。数え上げは後期に学ぶグラフ理論につなげていく。

A 組み合わせを理解でき、数え上げの問題・概念の説明ができる。

B 漸化式を一般化して、数学的帰納法を用いて証明ができる。

C 和の表記法を理解し、複雑な和の計算ができる。

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポー
トはより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントす
ることにより内容の定着をはかる。

特になし

Discrete Mathematics 1

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

CS-1       B-1       (c) 

氏名：

科目名（和文）

離散数学１

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

6 漸化式の問題

1.5 中間試験前演習

0.75 中間試験

0.75 試験の講評

8.25 和の計算

1.5 期末試験前演習

0.75 期末試験

1.5 試験の講評（学習指導期間）

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□記法の問題(C)

□和の操作と漸化式(B)

□多重和(C)

□和の計算の一般的な方法(C)

□離散系と連続系の微積分・無限個の項の和(C)

□ハノイの塔

□平面の直線分割

□ヨセフスの問題

　□組合わせ概念の理解、数え上げの方法(A,B)

　□漸化式の一般化(B)

　□数学的帰納法による証明（B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価方法

□情報工学・数学における離散数学の位置づけ

授業計画

72



シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 4 年 科目 数値計算 2 

科目担当者 
所属・氏名 

情報工学科 須志田隆道 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 変更「公式な理由以外での中間試験および期末試験の再試験は行わないものと

する．」→「再試験を受験した場合は成績の上限を 60 点とする.」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

[1] C言語による数値計算入門―解法・アルゴリズム・プログラム、皆本晃弥著、サイエンス社
[2] 理工系の数理 数値計算，柳田 英二・中木 達幸・三村 昌泰著，裳華房

評価方法は以下の通りである．中間試験（100点満点）をa，期末試験（100点満点）をb，課題レポート1回目（100
点満点）をc，課題レポート2回目（100点満点）をdとして，総合評価を 0.35 * a + 0.35 * b + 0.15 * c + 0.15
* dと定める．総合評価での各点数の計算において小数点以下を四捨五入する．総合評価の得点が60点以上である
者を合格とする．
試験範囲を以下のように定める．
中間試験の範囲は，初回講義から中間試験までの講義の内容とする．
期末試験の範囲は，中間試験から期末試験までの講義の内容とする．
再試験を受験した場合は成績の上限を60点とする.
課題レポートの提出日は，1回目を中間試験実施日，2回目を期末試験実施日とする．
ただし，演習の実施状況や講義の進み具合に応じて提出時期を変更する場合がある．
各レポートの再提出の回数は1回とする．

アルゴリズム論１・アルゴリズム論２・情報工学実験３・情報工学実験４・数値計算１

なし

自宅の計算機がWindowsの場合は，演習室と同様のVisual studioを使用することができるため，学内のメールアド
レスによるMicrosoftアカウントを用いて，自宅での学習を可能にするためにインストールしておくことを推奨す
る．Windows以外のOSの場合は別途質問をすること．本授業は学修単位科目となっており，授業外学修（自学自
習）として課題（演習問題）への取り組み等に45時間を充てる．

授業内容

数値計算を用いる場面は現象を扱う数理科学分野から産業に関わる工学分野などの多岐に渡る．本講義では，行列
を扱う数値計算法を中心に学習する．行列とベクトルの演算を行うアルゴリズムと計算量を出発点とし，ガウスの
消去法・LU分解法といった直接法による連立一次方程式の数値計算アルゴリズムの学習を経て，プログラム開発を
行う．さらに，反復法による連立一次方程式の数値計算アルゴリズムおよびプログラム実装を行う．

A. 行列計算の計算過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
B. 直接法による連立一次方程式の解法過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
C. 反復法による連立一次方程式の解法過程を理解し，プログラミングを行うことができる．
D. 反復法を用いた固有値計算アルゴリズムを理解し，プログラミングを行うことができる．

講義と演習の両方を実施する形式とする．講義での解説を基として，C言語によるプログラム開発を行う．定期試
験前には演習課題を行い，試験後には解答例とともに解説を行う．課題のプログラム開発においても同様に解答例
を示す．

なし

Numerical Computation 2

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

              

氏名：

科目名（和文）

数値計算２

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

3 行列とベクトルの数値計算

4.5 直接法による連立一次方程式の数値計算

0.75 中間試験

1.5 中間試験の講評

6 反復法による連立一次方程式の数値計算

3 反復法を用いた固有値の数値計算

0.75 期末試験

1.5 期末試験の講評

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［　　　］点 前期末試験［　　　］点 後期中間試験［　　　］点 後期末試験［　　　］点

最終成績：評価点［　　　］点　　　評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□後半のまとめ

□ヤコビ法のプログラムを作成することができる（C）

□ガウス=ザイデル法のプログラムを作成することができる（C）

□共役勾配法のプログラムを作成することができる（C）

□グラム・シュミット直交化法を用いたQR分解のプログラムによる実装

を行い，固有値計算プログラムの作成を行うことができる（D）

□ガウスの消去法のプログラムを作成することができる（B）

□LU分解法のプログラムを作成することができる（B）

□前半のまとめ

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画および評価方法

□アルゴリズムとオーダー評価の復習を行う

□行列計算のプログラム開発および計算量の評価を行うことができる（A）

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 4 年 科目 離散数学 2 

科目担当者 
所属・氏名 

情報工学科 島川陽一 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 追記「最終評価が 60 点未満の学生および欠課時数が全授業時数の 1/3 以上の学

生に対する再評価について 

・期末試験実施後に算出される最終評価が 60 点に満たない学生に対しては本科

目の到達目標がすべて範囲となる試験を実施する。この試験で得られる評価が 60

点以上で本科目を合格とし、本科目の最終評価を 60 点に変更する。 

・欠課時数が全授業時数の 1/3 以上の学生に対しては欠課時数が 1/3 をこえる

時間数に相当する課題を出題する。この課題の提出と合格評価により 1/3 に不足

する欠課時数の授業出席分とみなす。」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 19.5 3 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

特になし

・試験範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
をx3とした場合、総合評価XはX=0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を１回以上実施する。（理解度に応じて回数は決める。）
・総合評価Xが60以上で合格。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合（50点を目安とする）には再試験実施の可能性がある。

最終評価が60点未満の学生および欠課時数が全授業時数の1/3以上の学生に対する再評価について
・期末試験実施後に算出される最終評価が60点に満たない学生に対しては本科目の到達目標がすべて範囲となる試
験を実施する。この試験で得られる評価が60点以上で本科目を合格とし、本科目の最終評価を60点に変更する。
・欠課時数が全授業時数の1/3以上の学生に対しては欠課時数が1/3をこえる時間数に相当する課題を出題する。こ
の課題の提出と合格評価により1/3に不足する欠課時数の授業出席分とみなす。

情報数学概論、離散数学Ⅱ

授業後に必ずノートを見返し、わからないことは教員に質問に行く。またノートは片面を板書の写し、片面を自分
で調査した項目を記載する等工夫すること。特に授業中に説明された式は自分で導出してみること。

授業内容

グラフ・ネットワーク理論は情報工学が対象にするシステムを記述する基礎的で強力なツールである(CS-1)。本授
業ではこの基礎を学ぶ。グラフ・ネットワーク理論の基礎と応用、それに関する基礎的なアルゴリズムについて理
解する。

A グラフ・ネットワークの基本的な用語とグラフの形が説明できる。

B マッチング問題、被覆問題を理解できる。

C 代表的なネットワーク問題を説明でき、その求解アルゴリズムを示すことができる。

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して理解度の確認を行う。レポー
トはより発展的な学習へつなげる目的で出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でコメントす
ることにより内容の定着をはかる。

特になし

Discrete Mathematics 2

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

CS-1 B-1 (c) 

氏名：

科目名（和文）

離散数学 2

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

6 グラフ理論の基礎

1.5 中間試験前演習

0.75 中間試験

0.75 試験の講評

6.75 グラフネットワークのアルゴリズム

1.5 グラフ理論を応用した問題

1.5 期末試験前演習

0.75 期末試験

1.5 試験の講評（学習指導期間）

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

□PART（スケジューリング問題）の紹介

□制御不能流の紹介

(上記どちらかを取り上げて発展的な学習とする）

□最短経路問題とその応用(C)

□ダイクストラ法のアルゴリズム(C)

□ネットワークフローの問題とその制約条件(C)

□最大流問題のアルゴリズムとその紹介(C)

□集合被覆問題(B)

□グラフの構造、グラフの用語・記法(A)

□グラフの列挙(A)

□グラフの操作(A)

□行列表現、道と閉路(A)

□マッチングと被覆(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価方法の説明

□情報工学・数学におけるグラフネットワーク理論の位置づけ

□グラフ理論の応用・適用例

授業計画
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シラバス変更 

開講年度 2023 年度（令和 5 年度） 開設科 情報工学科 

学年 4 年 科目 統計解析学 1 

科目担当者 
所属・氏名 

情報工学科 島川陽一 
受講生への 
変更告知日 

2024 年 1 月 26 日 

項目 変更点 

□ 授業方法  

□ 教科書・補助教材  

■ 評価方法 追記「最終評価が 60 点未満の学生および欠課時数が全授業時数の 1/3 以上の学

生に対する再評価について 

・期末試験実施後に算出される最終評価が 60 点に満たない学生に対しては本科

目の到達目標がすべて範囲となる試験を実施する。この試験で得られる評価が 60

点以上で本科目を合格とし、本科目の最終評価を 60 点に変更する。 

・欠課時数が全授業時数の 1/3 以上の学生に対しては欠課時数が 1/3 をこえる

時間数に相当する課題を出題する。この課題の提出と合格評価により 1/3 に不足

する欠課時数の授業出席分とみなす。」 

□ 関連科目  

□ 実務経験と授業科目の関連性  

□ 準備学習に関するアドバイス  

□ 授業計画  

□ その他  
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開講年度 2023 クラス： 番号：

学科 学年 開講期間 単位数

CS:情報工学科 4年 半期 2

講義 演習 実験・実習

必修 21 1.5 0

授業概要

到達目標

授業方法

教科書

補助教材

評価方法

関連科目

実務経験
と授業科目
の関連性

準備学習
に関する

アドバイス

基礎統計学1、統計学入門　（東京大学出版会）
基礎統計学入門（東京大学教養学部統計学教室編）

・試験の出題範囲は中間試験では中間試験まで扱ったところ、期末試験では中間試験を含む全期間とする。
・評価は中間試験が40%、期末試験が40％、課題が20%である。つまり中間試験素点をx1、期末試験素点をx2、課題
をx3とした場合、総合評価Xは0.4*x1+0.4*x2+0.2*x3の値となる。
・中間試験後の成績表に記載される点数はx1、期末試験後に記載される点数はXである。
・課題を1回以上実施する。（実施回数は学生諸君の理解度を見ながら決定する）
・合格点は60％である。
・ノート点、出席による加点は一切行わない。
・本講義への質問（特に試験前）は課題が提出されていることと自筆のノートを持参することが条件である。
・平均点が低い場合には再試験実施の可能性がある。（50点を目安とする）

最終評価が60点未満の学生および欠課時数が全授業時数の1/3以上の学生に対する再評価について
・期末試験実施後に算出される最終評価が60点に満たない学生に対しては本科目の到達目標がすべて範囲となる試
験を実施する。この試験で得られる評価が60点以上で本科目を合格とし、本科目の最終評価を60点に変更する。
・欠課時数が全授業時数の1/3以上の学生に対しては欠課時数が1/3をこえる時間数に相当する課題を出題する。こ
の課題の提出と合格評価により1/3に不足する欠課時数の授業出席分とみなす。

確率統計

授業後に必ずノートを見返し、わからないことは教員に質問に行く。またノートは片面を板書の写し、片面を自分
で調査した項目を記載する等工夫すること。特に授業中に説明された式は自分で導出してみること。

授業内容

データを適正に処理するためにはデータの癖や特徴を把握する必要がある。本授業では3年生までに学んできた確
率統計の知識を基礎に、このための手法である区間推定、仮説検定について学習する。この学習を基礎に後期の分
散分析や回帰式の係数の信頼性の検討につなげる。母集団と標本の関係を明確に理解することが本講義の目標であ
る。本科目は情報工学の基礎的科目である(CS-1)に対応し、自然科学・社会工学の問題を扱うために必要なデータ
処理（CS-8)に対応する科目である。

A 母集団と標本の概念を理解できる

B 平均・分散の仮説検定を計算することができる

C 平均・分散の区間推定をすることができる

講義形式でおこなう。中間試験と期末試験の2回の試験を実施する。答案は返却して授業時間中に解説を行い理解
度の確認を行う。レポートは基礎の確認として出題し、提出を求める。レポート内容については授業時間内でレ
ビューを行うことにより内容の定着をはかる。

講義ノートをpdfで公開する。

Statistical Analysis 1

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習教育目標との対応 JABEE基準1(2)との対応

CS-1 CS-8 B-1 (c) 

氏名：

科目名（和文）

統計解析学1

科目名（英文） 履修形態
授業形態の時間内訳 [hour]
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時間数 授業項目

1.5 授業ガイダンス

1.5 母集団と標本、確率変数、大数の法則と中心極限定

1.5 確率分布（正規分布、χ二乗分布、t分布、F分布）

1.5 区間推定の考え方

1.5 平均値の区間推定

1.5 分散の区間推定

0.75 中間試験

0.75 中間試験講評

1.5 比率、相関係数の区間推定

1.5 仮説検定の考え方

1.5 平均値の仮説検定

1.5 平均値の仮説検定

1.5 分散の仮説検定

1.5 平均値の差，分散の比の仮説検定

0.75 期末試験前演習

0.75 期末試験

1.5 期末試験及び前期の振り返り

合計

22.5

時間

試験結果：前期中間試験［ ］点 前期末試験［ ］点 後期中間試験［ ］点 後期末試験［ ］点

最終成績：評価点［ ］点 評定：　□優　□良　□可　□不可　（→認定試験結果　□合格）

統計解析用のプログラミング言語によるコードの確認と結果の見方を中心に学習する

□仮説検定（C)

□区間推定(B)

学習内容（理解できた内容にチェックする）

□授業計画・評価方法

□母集団分布と標本分布（A）

授業計画
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